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高 楠 順次 郎 博士の 仏教 学界に おける 功績 を 記念して， 高 楠 博士 功績 記念 会が 設立され， その 事業と 
して 南 伝パ一 リ 語の 一切経が 国 訳 刊行され るよ うにな つたの は， 博士の 大事 業と しての 漢訳 一切経の 
出版で ある 大正 新修 大蔵経 一 百 巻の 龙大な 刊行が 終了して 間 もない 頃であった。 それ 以前に， 先ず 博 

士の 知友 門弟の 人々 約 三十 人に よって， 長 部 34 経の 国 訳が 博士に 献呈され， 次に 本 生 経 を， それから 

その他の パ―リ 聖典 類 を， 日 字の 印度 学 仏教 学の 多くの 学者に よって， 分担 a 訳す る ことにな つた。 

そして 愈々 出版の 運びと なった の は， 昭和 10 年 4 月からで あり， その後 毎月 1 冊 宛 出され， 70 ヶ月 
を 要して， 昭和 16 年 2 月に. 「崖 伝 さ 蔵 経 65 巻 70 冊と して 完成す るに 至った。 

この 中には， 巻末に 掲げる 70 冊の 内容 表に よって 知られる 如く， パー リ 語の 経 律 論の 三蔵 聖典た' け 
でな く， 蔵 外の 重要な 経典， 史書， 教理 綱要 書 等が 含まれて いて， それ は 原始 仏教の 教理 学説 や 教団の 
状態 を 始めと する 古代 印度の 地理， 歴史， 風俗， 習慣 等の 文化 一般の 研究に 対する 多くの 貴重な 資料 を 
提供す る 一大 宝庫 をな している。 これ だけの パ一 リ 文献が 一つの 国語に 訳出され ている の は 他の 諸 外 
国に 全く その 例 を 見ない 所で ある。 尤も この 南 伝 大蔵経に 含まれて いないで， かなりに 重要な パー リ 
文献が 英訳 等に せられて いるもの も ある 力;， 南沄 大蔵経の 中には， 他国 語に 全く 翻訳の ない もの も 含 
まれて いる。 

と にか く これ だけ 大部の パー リ 文献が 満 6 年 足らずで 出版 さ れた こ と は 驚嘆に 値する 所で あるが， 
その 翻訳者 は， 各冊の 巻末の 附記に よっても 知られる 如く， 全体で 51 人に 及んで いる。 このよ うに 多 
くの 人が 銘々 に 翻訳 をな したために， その 訳語 もまち まちで， そこに 全体 的な 統一 は 見られない。 例 
えば 同一 原語に 対する 訳語が 数 種の もの は 珍ら しくな く， 中には 十数 種の 異 つた 訳語が なされて いる 
もの も ある。 しかも 毎月 1 冊の 刊行 を 励行した ために， 多少の 拙速主義 も 免れず， 厳密な 意味で は， 誤 
訳， 拙 訳， 脱漏 等がない と は 云えない。 然した とい 多少の 欠陥 は あると しても， パーリ 原文で 読む こ 
と を 思え ば， これが 学界 や 仏教 界 にどれ だけ 大きな 便益 を 与えて いるか 知れない。 

ところで 南 伝 大蔵経の 各 巻末に は その 巻の 索 隠 （索引） が 掲げられ ている。 然し その 索引 は 各 翻訳 
者の 傾向 や 都合に よって 別個に 作られて， 繁簡 常な く， 全体 を 通じて 統一した ものがない。 多くの 資 
料 を 提供す る 書冊に， 十分な 索引がない 程 不便な こと はない。 宝の 山に 対して 手 を 拱いて いなければ 
ならない 状態で ある。 南 伝 大蔵経 は 正に それであった。 この 不便 は 心 ある 人達に は 誰に でも 痛感され 
る 所であった 力;， 大蔵 出版社で もこれ に 気付き， 従来 多少 その 翻訳に も 関係して いた 著者に 対し， 出 
版 社 側から 南 伝 大蔵経 総索引 作製の 依頼が あった。 

統一 ある 総索引の 必要 を 強く 感じて いた 著者 は， 進んで この 仕事 を 引受け， 南 伝 大蔵経 刊行の 終了 
した 前後から， それに 没頭した。 この場合， 従来の 索 隠と は 全く 無関係に' 著者 自身の 計画に 従つ 
て， 独自に カード を 作製した。 最初から 1 頁に 何枚の カード を 取る という こと をせ ず， 著者が 必要と 
思う 事項 を チヱ ッ ク して 行った。 従って 恐ら く 項目の 選び 方 は 多分に 著者の 主観に 左右され ている で 
あろうし， 又 後から 見れば， 或は 更に 詳しく カード を 取った 方が よかった かも 知れない が' とにかく 
全体で は 70 冊 3 万 余 頁から 30 万 枚 程の 力— ドを 取った。 カードの 作製に は， 当時 駒 沢 大学の 学部 学 
生であった 横 井 雄峰， 古崎 天栄の 二君に もずつ と 手伝って 貰い， 後に は 大蔵 出版社で 編輯 や 翻訳 をな 
し， パー リ語 にも 堪能であった 金 森 西 俊 氏に も 助力 を 仰いだ。 

この 作製に 著 手した のが 昭和 16 年の 初頭で あり， やがて 太平洋戦争に 入り， 昭和 18 年 春から 秋へ 

かけて は， 駒 犬の 二君 も 卒業 又は 仮 卒業で 応召に なった が， 18 年末 頃までに は 全体の カー ドが 揃った 


ので， その後 は 著者 一人で その 整理に 当った， このよう にして 昭和 20 年の 初め 頃に は，  一 tt 、最後 的に 
整理され た カード 約 5 万 枚が 整理 箱に 収まった。 その後， 本郷の 大蔵 出版社 は 戦災 を 受けて 焼失した 
力;， 私宅に 置いて いた カード は 幸い 被害 を 免れた。 それにしても， 既に 戦災 を 蒙り， 以前の 事業 を 停 
止した 大蔵 出版社 は 出版の 能力 もな く， されば とて 何等の 経済的 利益に もなら ない 龙大な 索引 を 出し 
て くれる 所 も 他に なく， カード は 久しく 筐 底に 眠る のみであった。 

文部省の 学術 図書 刊行 補助 も， 数年に 亘る 龙大な もの は， その 便宜がなかった が， 昭和 33 年度から 
大型 刊行 補助が なされる ようになり， その 侯 補の 一つと して， 南 伝 大蔵経 総索引 も 選ばれる ようにな 
つた これ は 宮本正 尊 博士， 辻 直四郎 博士 や， 文部省の 向井 事務官 等の 熱心な お 骨折に よる もので あ 
つた。 採用が 決定され ると， カードの ままの 資料 を， 更に 戦後の 漢字 カナ 遣いに 従って， アイ ゥヱォ 
頓に カード 排列 を 改めた 上， これ を净 書して 印刷に 廻す ことにな つたが， これに も 東大の 大学院 や 学 
部の 学生 達の 手 を 煩わす こと になった。 

出版 は 日本学 術 振興 会に K 頼す る ことにな り， カードの 整理から 清書， 校正 等に 至る まで 一貫して 
手伝って くれたの は 筆者の 三男， 慶 Ct 、大学 在学 中の 清 三 郎君で あり， 東大 梵文 研究室 助手の 前 田 恵 学 
君に は， 第三 校 を 見て 頂いた。 なお 曹洞宗 宗務 庁から は 本書の 校正 等の 費用と して， 補助 を 頂いた こ 
と を 最後に 感謝 附記したい。 このよう にして， 本書が 世に出る ようにな つたの は， 十数 年来の いろい 
ろな 方面からの 合力の 賜であって， これら 諸方 面に 対して 甚大の 謝意 を 捧げたい： 

後から 顧みれば， あちこちに 不足 や 粗漏が 発見され る けれども， これ を 徹底的に 改める とすれば， 
新規に やり直す ことになるので あるから， それらの 欠点に も 眼 を 覆うて， 敢えて そのまま として 置く 
ことにした。 若し この 索引が 少しで も 世の中に 役立つ とすれば， それ は 直接 間接に 援助して 頂いた 方 
方のお 蔭で あり， 若し 組織 内容 等に 欠陥が あると すれば， それ は 著者 一人の 責任に あるので ある。 幸 
いに 大方の 叱正 を 賜らん こと を。 

昭和 34 年 3 月 15 曰  #         者 識 

附記 本書 は 総索引 第 I 部の 前半で， 今後 第 I 部 後半と 第 II 部と が 刊行され る ことにな つてい る。 
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凡  例 


1. 本 総索引 は， 日本語 項目の 索 弓 I  ( 第 I 部） と， パーリ 語 項目の 索引 （第 11 部） とから 成る。 日本語 
項目 は 南 伝 大蔵 經 中の 固有名詞 （地名， 人名， 寺院 名， 書名， 経典 名 等） 及び [1^: 通 名詞 （仏教 術語， 
数 目， 動植物， 事件 等） を 掲げた ものである。 第 n 部 は 第 I 部 を 裏返した ものであって，；; HI 部 
の 補助 又は 索引の 役目 をな し， 兼ねて パ一 リ 語の 辞書 的 性格 を もつ。 

1. 第 I 部で は， 日本語 項目 を アイ ゥェォ 順に 排列し， 同じ 発音の 漢字で は， 字画の 少 いものから 多い 
ものの 順に， 同字 画の 場合に は， 大体 漢和辞典 における 列挙の 順序に 従った。 

1. 漢字の 発音 は， 音と 訓 とが あり， 音に は 漢音， 呉音が あり， 訓 にも 本来の 発音と 音便 等に よる 読 
みく せがあって， 同一 漢字で も それらの 種々 な 発音の 場所に 正確に 出す 必要が ある けれども， 今 
は 必ずしも 厳密 を 期せず， 漢音 呉音の 別 も 便宜に 定めて 伝統に 従わなかった 場合 も ある。 発音の 
紛らわしい 項目 はニケ 所に 出したり， 一方で 他方の 発音 を 指示したり した。 

1. 各項 目に は， パーリ 原本から バ一リ 原語 を 挿入した。 同一 項目で も， 原語が 多少 相違す る もの， 
. 又は 全く 他の 原語からの 訳語の 場合， 或は 原語 は じで も， それが 指す 人物 や 地名， 経 名 等が 異 
る 場合に は， 同一 項目 内で ①②③ 等 を もって 区別した。 また 類似の 訳語が 幾つかあって， それが 
同一 原語からの 場合に も①② 等を附 して， 同一 項目に 纏めた 場合 も ある。 

1. パーリ 原語 は， 固有名詞 は 頭 を 大文字と し， これ は 章節 等の 名称に も 用いた， それ 以外の もの は 
大文字 を 用いて いない。 その 綴字 は， 経 名 等に あって は 原典に ある 形 を 大体 その 通りに 掲げ， そ 

の 他 は 単語の 場合 は 語 基 （stem) の 形で 示し， 文章の 場合 は 原文の 通り を 出し， 複合語 や 句節の 
場合 は， その 中に 具 格， 属格 等の 格 形 を 含む もの は， 全体 を 主格 形 を もって 示した。 唯 だ 格 形 や 
連続体 （gerund) を 含んで いても， 単一 語の ような 複合 詞 をな している 場合に は， 語 基 形で 出し 
た。 然し これ も 必ずしも 厳密に 一定して いると は 限らない。 
1. 各項 目の 原語の 次に （ ） に 挿入した 語 は， この 原語に 対して， 南 伝 大蔵経 中に， この 項目 名以 
外の 訳語が 使用され ている 例 を 示した もので あ り， それら は 別の 場所に 独立の 項目と して 掲げら 
れ ている ものである。 

1， 次に 〔 〕 で 示した もの は， その 項目の 簡単な 説明で ある。 その 説明 語に は 略字 を 用いた 場合 も 
ある。 略字 表 は 次の 如し。 

女 ...... 女子， 婦人 天 ...... 神， 天神 比 ...... 比丘 月 …… 年月の 月 仙 ...... 仙人 

外 ...... 外道， 外 学 尼 …… 比丘尼 夷 …… 優 婆 夷, 信女 邑 …… 町村 果 ...... 果物， 

果実 城 ...... 城市， 都 城 婆 ...... 婆羅門 動 …… 動物 族 …… 種族 塞 ...... 優 婆 

塞， 信士 植 ...... 植物 渡 ...... 渡し場 傳 …… 伝説 園 …… 園 林 殿 …… 殿堂 

經 ...... 経典 辟 …一 辟 支 仏， 縁覚 廟 …… 塔廟 樹 …… 樹木 醫 …… 医者 

1. 尚お 〔 〕 によって， その 項目 内の 特徴 や 事柄 を 示した 場合 も ある。 
1. 本 生物 語の 場合 は （ ） の 中に 漢字の 数字 を 入れ， 本 生物 語の 番号 を 示した。 
1. 項目の 中に ある =， ―， 〜等の 符号の 中， = は 同一で ある こと， —は 事項が 矢印に 移行す る こと， 
〜は 参照 を 意味す る。 

1. 項目の 最後に ある アラビア数字の 中， ゴシック 字 は 南 伝 大蔵経の 巻 数 を 示し， 普通 数字 は その 頁 
数 を 示す。 頁数の 右 肩に ある * は， その 項目が その 頁 以下 続いて 出て いる こと を 示し， お 肩の。 
は， その 頁の 所に その 項目の 重要な 説明が ある 力、 又は 経 や 物語の 本题 がそ こに ある こ と を 示す 
なお 数字 を 〔 〕 で 囲った 場合 は， 他の 訳語に よる 同一 内容の こと 力;， そこに 出て いる こ と を 示す 

1. 項目が 最初から 〔 〕 で 囲って あるの は， 直接 南 伝 大蔵経に その 訳語 はない が' 〔 〕 に 囲んだ 
よ う な 重要な 事柄 や 教理 等が そこに ある こと を 示した ものである。 
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ァ 一カーサ Akasa  〔廟〕 60  293，  376 
ァ 一カーサ ガン ガ一 'AkSsagaiiga  (天河） 〔水 
路〕 61 406 

ァ 一カーサ ゴッタ Skasagot は 〔醫 者〕 3  379 
ァ カシャ khadira  (竭 地羅， 法 提羅， 轲 地羅） 

〔植〕 64  384 
ァ 一カース ツキ ビヤ AkSsukkhipiya  〔比丘の 

譬喩 經〕 26  390 
ァカ タン ニュー 《デャ 一タカ AkatafifiQ- 

jataka  (忘恩 本 生物 語） （九 〇） 29  231° 
ァ カツ ティ Akatti  〔苦行者， 沸の 前生〕 41 363 
ァ カツ ティ の听行 Akatti-cariya  〔經〕 41 363。 
ァカ ニッタ Akanktha  (阿迦 膩吒， 阿迦 膩陀， 

有 頂， 色 究竟） 〔天〕 6  425 
ァ カラ ノズン ドウ Akarabhaijdu  〔村〕 61 538 
ァカ一 ララ一 ヰ' • ヂャ一 タカ AkSlargvi- 

jataka  (非 時 叫喚 者 本 生物 語） （ 一一 九） 29 

347° 

ァ カラン 力 Akalaiika  〔ダミ ラ 人〕 61 384,  388， 
390,  391 

ァ ガル agalu，  agaru  (沈香） 〔植〕 37 170; 

39  338，  391 ； 59 下 216  ；  61 294,  536 
ァ一 カン' ケ一 ャ《 スッタ Akaiikeyya-sutta 

(願 經） 9  50° 
アキ ッ ティ Akitti ① 〔婆， 佛の 前生〕 28  95  ； 

34 174, 179 ② 〔仙〕 38  78 

アキ ッ ティ 婆 羅 門 本 生物 語， アキ ッ ティ • デャ 

—タカ Akitti-jataka  (四 八 〇） 34 173° 
アキ ッ ティ 門 Akitti-dvara  34 175 
アキ ッ ティ 渡 Akitti-tittha  34 175 
アキラ一 Akhi ほ （無 障 凝） 〔尸 棄佛の 上足 尼〕 
41 332 

アーコ— タカ 互 kotaka  (阿考 吒迦） 〔外, 天子〕 
12 110 

ァ 一コーラ 力 Skolaka  〔植〕 27  96 
アーサ一 Asa  〔天女〕 37 125,  127,  134,  137* 
149, 151 

アサ一 タ マンタ asSta-manta  (嫌惡 の 聖典） 29 
51 

アサ ータ マンタ • デ ヤー タカ AsStamanta- 


jataka  (嫌惡 聖典 本 生物 語） （六 一） 29  49° 
アサ一 タル一 ノ、 °  • デャ一 タカ AsStarQpa- 

jataka  (嫌； S 色 本 生物 語） （一 〇〇） 29  284° 
アサ ッタ Asattha  〔園〕 41 305 
アサ ディ サ Asadisa  (無 雙） 〔王子〕 30 141 
① アサ ディ サ • デャ一 タカ ② アサ ディ サ本生 

物語 Asadisa-jataka   (無雙 王子 本 生物 語) 

(一八 一） ① 30 141。 ② 61 560 
アサ ナ asana  〔樹〕 26  29， 197;  27  72, 105; 

28  85 ；  36  34 ；  37 170  ；  39  391 ； 41 319  ；  60 

306 

アーサ ナッタ ヸカ Asanatthavika  〔比丘の 譬 

喻經〕 26  430 
アサ ナボ一 ディ ャ Asanabodhiya  〔比丘の 譬 

喻經〕 26 197 
アーサ ヌ一 パッタ 一ャカ AsanQpatthSyaka 

〔比丘の 譬 暾 經〕 26  248 
アサ マ Asama ① 〔天〕 7  286 ② （阿舍 摩) 

〔外， 天子〕 12 110 ③ 〔傳 。轉輪 王〕 26  397 ④ 

(無 等） 〔ソ— ビタ佛 の 第一 弟子〕 28  74;  41 

273 ⑤ （無 等） 〔パ ド ゥ マ佛の 父〕 41 281 ⑥ 

〔パ ド ゥ マ佛の 信士〕  41 282 
アサ マ一 Asama ① （無 等） 〔パヅ ゥムッ タラ 

沸の 第二 比丘尼〕 28  78;  41 291 ② （無 等) 

〔パ ド ゥ マ佛の 母〕 28  76;  41 281 
アーサ— ルハ gsa!ha  (阿沙 荼， 顔 沙荼） 〔月〕 

60  68;  61 447 
ァ— サヴ Xsava  (伊 灑） 〔天〕 7  291 
アーサー ヴ ティ 〔一〕 Ssavati,  §sSvaa  (蔓草） 

26  77;  32 159 
アサ ヰハ Asayha ① 〔辟〕 11 下 71 ② 〔長者〕 

25  37，  38，  39 
ァ一 サン 力一 Asaiika  (疑） 〔女〕 32 158 
ァ サン カタ • サン ユッタ Asarhkhata- 

saihyutta  (無爲 相應） 16 上 77° 
アーサ ン. 力 • デャ一 タカ Asaihka-jS は ka  (疑 

姫 本 生物 語） （三 八 〇） 32 155° 
ァ サン キヤ • デャ一 タカ Asarhkiya-jStaka 

(無 憂 本 生物 語） （七 六） 29 140° 
ァ サン ディ ミ ッタ一 Asamdhimitta  〔阿育 王 

妃〕 60 179，  281 ； 65  (I)  56 


( 


) 


ァーァ サン 


アサ ンノ、 。ダ ーナ • ヂャ一 タカ AsampadSna- 

jataka  、不與 本 生物 語） （一三 一） 29  405° 
ァシ— asi  〔樹〕 39  409 
ァシタ Asi は 〔辟〕 11 下 70 
ァシタ • デ一 ヴ Asita-deva  (= ァ シタデ 一ヴ 

ラ， 力一 ラデー ヴラ 仙' 33  72 
ァシタ デ一 ヴ ラ Aska-Devala  (阿 私羅提 革皁邏 

=ァ シタデ 一ヴ） 〔仙〕 11 上 205 
ァシタ 一ブ一 Asi ほ bhQ  〔王妃〕 30  386* 
ァ シタ一 ブ一妃 本 生物 語， ァシタ 一ブー. デャ 

—タカ Asi ほ bhCi-jS は ka  (二三 四） 30  385° 
ァシ タン デャナ Asi は fijana  〔城〕 33  320,  325 
アーシ 一 ティカ asmka  〔草〕 9 132，  134，  428 
ァ シバ ン ダカ プッタ Asibandnaka-putta  〔村 

長， 尼 乾の 弟子〕 〔'滞より 説法 を受 く〕 16 上 
10， 14, 18  〔^の 説法に て歸 f^〕 16 上 24* 

ァシ ラッカ ナ • デャ一 タカ Asilakkha^ia- 
jataka  (劍 相師本 生物 語） （一二 六） 29  384。 

ァスラ asura  (阿修羅） 〔鬼〕 8  9 

ァセ一 ラ Asela  〔王子， 王〕 60  65,  67, 119, 
128,  288;  61 428 

アツ— 力 ① Asoka  (阿育， 無 憂 = 法 阿育， 正 法 
阿育） 〔王〕 61 394 ② （阿育） 〔往昔の 王〕 60 
22 ③ （阿育） 〔塞， 比〕 16 下 243 ④ （無 憂） 〔毘 
婆 尸 弗の 侍者〕 26  326  ;  28  87;  41 328 ⑤ （無 
憂） 〔ァノ  一マ ダッシ 一 の 第二 弟子〕 41277 
⑥ 〔婆〕 60  327 ⑦ 〔道場〕 60  255 ⑧ asoka 
(阿 輸迦， 無 憂） 〔樹〕 24  488;  27  72,  97 

ァソ一 力一 Asoka  D  (無 憂） 〔マン ガラ (弗の 第 
二 比丘尼〕 28  71 ； 41 259 ② （阿育） 〔夷〕 16 下 
243 

ァソ一 夬プ一 ヂャカ Asokaptijaka  〔比丘の 譬 

喻經〕 26  339 
ァソ一 勺 マ一 ラ一 デ一ギ  一 Asokamaladevi 

〔旃 陀羅 女〕 60  370 
ァータ 5ta  〔鳥〕 39  416 
ァダ一 サ adSsa  〔鳥〕 35 168 
ァ一 ダ一サ マン ダハ AdSsa-maij(^apa  (鏡 堂） 

61 305 

ァーダ 一サム 力 • クマ一 ラ Adasamukha- 
kumara  (鏡面 王子） 31 42 


ァ タタ Atata  (阿 吒吒） 〔地獄〕 12  259  ；  24  250 
ァタ ッスメ  一ガ Athassumegha  〔辟〕 11 下 69" 
ァ 一ターナ一 タ一 は 〔都〕 8  272 
ァー ターナ一 ティ ャ At5n5tiya  (阿吒 曩胝） 〔護 

呪〕 8  260,  261 ； 63  386 
ァ 一ターナ一 ティ ャ 'スッ タンタ AtSnSfiya- 

suttanta  (阿吒 曩胝經 i 8  259° 
ァ一ダ 一ラダ一 ャカ AdhSradayaka  〔比丘の 

譬喩 經〕 26  352 
ァ ダラ ッテ一 リ Adharatteri  〔地名〕 61 389 
ァタ ラ ユール Athalaytiru  〔ダミ ラ 人〕 61 363, 

374，  385 

ァ タラ ユン ナ一 ドウ Athalayunnac^u  〔地名〕' 
61 374 

ァタ ランダ一 マ ハーボー ディ ツカン ダ 
Atharandamahabodhikkhandha  〔村〕 61 
341 

ァ— ダ— リ adSri  〔蔓草〕 60  265 

ァタ ヰ'— Atavi (林庄 種族， 森林 住 者〜. 耳! avl 

阿 臘毘， 曠野） 〔國， 族〕 33  68 
ァ ダン マ Adhamma  X  (非 法） 〔天子〕 33  354 

② 〔夜叉〕 59 下 16 
アデ 二一 ラ ajela  〔果， 植〕 27  241 
ァ チヱ一 ラ カツ サパ Acela-Kassapa  (阿 支羅. 

迦葉） 〔比〕 11 下 149; 13  26 

アデ エー ラノ 《ラダー ャカ AjelaphaladSyaka 
〔比丘の 譬 喻經〕 27  241 

ァヂタ Ajita ① （阿耆 多， 阿 逸 多， 無 勝） 〔婆 和. 
利の 弟子， 婆， 比〕 24  378;  25 113  ®  (阿 夷 頭， 
阿耆 多） 〔第二 結集 比丘〕 4  456 ③ （未 降） 〔婆， 
佛の 前生〕 28  74 ④ （阿 夷那） 〔外〕 22 下 155- 
⑤ 〔軍 帥〕 8 19 

①ァヂ タケ一 サ カン バラ ②ァヂ タケ ーサ カン 
ノ、. リ ― Ajita-Kesakambala,  Ajita- 
Kesakambalin  (阿耆 多 翅舍欽 婆羅. 阿 夷多翅 
舍欽婆 離， 阿耆陀 翅舍欽 婆羅， 阿 浮 K 翅 舍金披 
羅） 〔六師 外道の 一〕 ① 6  74;  9  437 ② 4 171 ；. 
7 138;  9  350  ; 11 上 3，  5 

ァヂタ ヂャナ Ajitajana  〔王〕 60  20 

アデ タン デャャ Aji は fijaya〜Jitafijaya  〔得 。- 
王〕 27  84 


( 2  ) 


ァ ッ ギ一ァ 


ァ ヂ ナ Ajina  〔比〕 25 144 
ァ デナ ダ一ャ 力 AjinadSyaka  〔比丘の 譬 喻經〕 
26  364 

ァ チ ャ ガ ラ ajagara  (大蛇） 26  30 
アデ ャカ ラニー    Ajakarapl  〔河〕 25 177 
アデ ャ カラ一 バカ Ajaka ほ paka  (羊 群） 〔夜叉〕 
23  90 

アデ ヤー タサッ トウ AjStasattu  (阿闍世 =韋 
提 希の 子） 〔王子， 王〕 4  284,  430  ；  9  400  ； 11 上 
156，  357 

アデ ャ一 タサッ トウ 'ヹ 一デ一 ヒープ ッタ 

Ajatasattu-Vedehiputta  (阿 閣世韋 提希子 = 

阿闍世 王） 4  430;  9  400 
アデ ャ ッ チヤ Ajacca  〔人〕 31 334 
アデ ャ パーラ Ajapaia ① （羊 護） 〔司祭の 子〕 

35 190, 199  ®  (阿閣 波羅， 阿闍 恕羅， 羊牧） 〔溶 

樹〕 3  4;  7  83; 12 176; 16 下 61; 18  36; 

28  28， 165, 171 ； 29  412  ；  41 228,  326,  348  ； 

60  4 〜次 項 
① アデ ャ ハーラ 二 グ ローダ ②ァ デ ャパ一 ラ榕 

樹 AjapSla-nigrodha  (阿 闍波羅 榕樹， 阿闍波 

羅尼俱 律陀， 阿踰波 羅尼拘 律， 阿 豫波羅 尼拘律 
樹） ① 3  4  ；  7  83  ； 12 176  ； 18  36 ② 29  412 

ァ チヤ ラ Acala  〔比〕 60 130 

ァ— チヤ— ラギッ ティ AcSravitthi  〔村〕 60 
332 

ァ一デ ヤン ニヤ 'デャ 一タカ Ajafifia-j5taka 
(良馬 本 生物 語） （二 四） 28  349° 

ァ チラ ヴタ Aciravata  (阿 夷 羅和提 = ァ ッ ギ 
ヹ―ッ サナ） 〔比〕 11 下 154* 

ァチ ラヴ ティ一 Aciravati  (阿 致羅筏 底， 阿耆 
羅 婆提， 阿 夷羅跋 底， 阿 夷羅跋 底. 阿夷羅 婆提， 
阿夷羅 和提， 伊羅 拔提） 〔河〕 1 103;  2 177, 
255,  420,  450  ；  3  337;  4  355;  5  33;  6  333, 
334  ； 11 上 152  ； 13  202  ；  20  354  ；  28  445  ；  29 
306;  61 408.  409;  62  20  〔五 河の 一〕 4  355; 
20  354 

ァ— ヂ— ヴ 力 ① Ajivaka  (阿 時 婆迦） 〔塞〕 V7 

355 ② Sjivaka 〜次 項 
①ァ一 デ一ヴ 力 ②ァー デーヸ 力 ajivaka, 

ajivika  (阿演 婆迦， 阿耆毘 伽， 邪 命 外道， 活命 


外道） ① 65  (I)  58  (i'31  185;  38  351 
アツ 力 akka  (阿 拘） 〔草， 樹〕 10  227  ；  29  314  ； 

60  364;  63  41 
ァ ッ ガヂ ャ aggaja  〔花〕 26  389 
ァ ッ ガプ ッ ビヤ Aggapupphiya  〔比丘の 譬喻 

經〕 26  389 

アツ ガボ— ディ Aggabodhi ① 〔一世 王〕 61 
40,  44° ② 〔二世 王〕 61 47° ③ 〔三世 王〕 61 
57%  62° ④ 〔四 世 王 二 シリ サン ガボ一 ディ 三 
世 王〕 61 66,  72° ⑤ 〔五世 王〕 61 153;  〔61 
83。〕 ⑥ 〔六 世 王〕 61 85，  86°  ®  〔 七 世 王〕 61 
86，  88°,  89 ⑧ 〔八 世 王〕 61 101 ⑨ 〔九 世 王〕 
61 104 ⑩ 〔ァ ッ ガボ— ディ 六 世の 親戚〕 61 
87  ®  〔マラ ャ王〕 61 137 

ァ ッ 力" ボ 一ディ 力 Aggabodhi ka  〔ダッ プラ王 
の 兄〕 61 68 

ァ ッ ガ ボ 一ディ サ Aggabodhisa  〔王族〕 61 40 

アツ カマナ タ"一 ャカ Akkamanad 百 yaka  〔比丘 
の譬 喻經〕 27 166 

ァ ッ ガ ラプラ Aggajapura  (阿 伽 樓羅） 〔城〕 4 
448 

アツ ガー ラヴ Agga!ava  (阿 伽羅 婆） 〔廟〕 1 

244，  245，  380  ；  2  25,  53  ；  4  262  ； 12  320,  322, 

323;  21 90;  24 127，  128;  25  327;  28  315; 

31 19,  436;  32  325 
アツ カン タ サン ニヤ 力 Akkantasafifiaka  〔比 

丘の 譬喩 經〕 26  360 
アツ ガン ニヤ • ス ッ タンタ Aggafifia-suttanta 

(起 世 因 本經） 8  97° 
アツ ギカ 'デャ 一タカ Aggika-j5taka  (火種 

本 生物 語） （一二 九） 29  396° 
アツ ギカ • バーラ ドヴ一 デャ Aggika- 

bharadvaja    (事 火婆羅 墮閣， 拜 火婆羅 墮闍) 

〔婆， 比〕 24  43;  29  397 
アツ ギザ マ Aggisama  〔庳 。轉輪 王〕 26  268 
ァ ッ ギ シ 力 Aggisikha  (火 焰） 〔龍王〕 62  408 
アツ ギシ 力— Aggisikha  〔傳 。轉輪 王〕 26  224 
アツ ギダ ッタ Aggidat は （火 施， 火授， 祀得) 

〔拘留 孫佛の 父〕 28  89;  41 340 
アツ ギデ— ヴ Aggideva  (火 天） 〔傳 。轉輪 王, 

力士〕  26  362;  33  323 


( 3  ) 


ァーァ ッ ギ 


ァ ツギ' 二 ッノヽ '一 /ヽ- ナ Agginibbapana し傳。 轉 

輪 王〕 26  273 
アツ ギブ ラフ マ一 Aggibrahma  (阿 耆梵） 〔僧 

ftn 蜜 多の 夫， 王子， 比:； 60 188， 191 
アツ ギマ一 ラ Aggim さ la  (火 鬉） 〔海〕 33  417， 

418 

アツ ギミ ッタ一 Aggimitta  〔fg〕  60 104, 124 
アツ ギ • ヴ ツチ ャゴ ッタ 'スッ タンタ Aggi- 

vacchagotta-suttanta  (婆 蹉衢多 火 〔險〕 經) 

10  312° 

ァ ッ ギヹ ッ サ Aggivessa  〔人〕 18  315,  316, 
317 

アツ ギヹ一 ッサナ Aggivessana ① （= 長 爪） 

〔比〕 10  333*;  43  47 ② （=薩^§ 迦） 9  395*, 

411*  ®(= 阿夷羅 和提) 11 下 154* 
アツ ク a  —  •  ノ ヽーッ クロ一   akkulo-pakkulo  〔嚇 

し 文句〕 23  90 
アッコ ーヒ 二一    akkhohi が （阿 閥 婆） 〔數 量〕 

36  363,  391 ； 39 116,  117,  121，  122，  137,  163, 

178,  179,  186,  543;  60  322,  323 
アツ サカ Assaka 1) (阿 ミ蒸摩 伽， 阿濕 摩迦， 阿 

説迦， 阿 攝迦， 阿濕 婆） 〔十六 大國の 一〕 7  249; 

17  345;  21 146;  24  371; 36  360 ② （阿濕 摩 

迹) 〔王〕 24  522  ；  30  26(P  ；  38  77 
アツ サカ • ヂャ一 タカ， アツ サカ 本 生物 語 

Assaka-jataka  (二 〇 七） 30  260° 
アソサ カンナ I：  assakanna  (阿沙 干那） 〔樹〕 

30  272;  34 116  2  Assakanna  (阿沙 干那， 馬 

耳） 〔山〕 38 130;  62  406 
アツ サ グ ッ タ Assagutta  (馬 護） 〔比： 59 上 14  ； 

63  418 

アツ サ一サ assSsa  X  (出 息） 63  85° ② （入 息） 
63  252 

アツ サ タラ Assatara  (阿濕 婆 多羅） 〔龍〕 38  231 
アツ サヂ Assaji  X  (阿 説 示， 阿濕波 誓， 阿濕 貝） 
〔五 比丘の 一;； 3  23，  71 ； 9  394*  ； 10  296*  ； 14 
196  ；  26  45  ；  60  4 ② （阿濕 婆， 阿濕 貝， 阿 説 示） 
〔六 群 比 li の 一人〕 1 302  ；  4 14  ；  5 11 ； 31 191 
〔第 十三 僧殘の 初犯；： 5 11 
アツ サッタ assattha  (鉢 多， 阿濕波 他， 阿 説 他， 
阿 輸陀， 菩提樹, I； 樹： 6  364; 15  257,  258;  32 


397  ；  41 228,  252,  326,  327,  349，  356  ；  60  86, 

114;  62  361 
アツ サバ一 ラ Assapaia 馬 護） 〔司祭の 子〕 35 

190，  195, 196 
アッサブ ラ Assapura 馬邑 i  9  469,  486 
アツ サ マン ダラ Assamaijdala  〔渡〕 61 269 
アツ サュ ヂャ assayuja  ' 阿濕縛 闍） 〔月 〕 60 

269，  273,  284 
アツ サラ一 ャナ Assa ほ yana  T  '阿 攝恝） 〔靑 

年： 11 上 195 ② 〔拘 稀羅の 父:； 27  303 
アツ サラ一 ャナ • スッタ Assa ほ yana-sutta  i 阿 

攝 恕經） 11 上 194° 
アツ タカ Atthaka   T  (阿咤 摩， 夜吒， 阿吒 摩） 

〔古 仙〕 3  429;  6 155; 11 上 225;  20  308  % 

(顔瑟 操迦） 〔王〕 36  41， 43，  57  ；  38  77  S  ： 辟〕 

11 下 70 

アツ ダ カーシ一 A(^(^hakSsi  '、半 迦尸） 〔娃 女, 

尼〕 4  412  ；  25  338 
① アツ タ 力 城 人 ② アツ タカ ナ一 ガラ 

Atthakanagara  (八 城） 〔居士〕   （T 10 101, 

106， 107  f  22 下 323 
アツ タ 力 城 人經， アツ タ カナ一 力" ラ 'スッ タン 

タ AUhakanSgara-su ひ anta  (= 第 十 經>  10 

100°  . 
アツ タ カタ一 AUhakatha 註擇， 註釋 書， 註 

解， 註疏， 義疏， 義解 59 上 25 
アツ タ ゴ一 バ一ナ シ一 atthagopSnasi  '  At^) 

27  33 

アツ タサッ ダ* デ お 一 タカ AUhasadda-jataka 

(八聲 本 生物 語） （四 一八） 33 ir 
ァ ッ タ サノヽ ッサ: 力〕 Atthasahassa〔ka〕 （八 

千） 〔地方〕 61 179，  346 
アツ タサ— リニ—    AtthasSlim  ' 勝義 説） 〔法 集 

論の 義疏〕 61 15 
アツ タ サン ダッサ 力 Atthasandassaka  〔比丘 

の S 喻經〕 26  288 
アツ タ ダ ッ シ ― Atthadassin   t  (義 見） 〔佛〕 

26 157,  158,  159，  178,  205,  207,  248，  253，  256, 

262,  283，  289，  292,  313，  320，  349，  363,  376, 

424，  498;  27 107,  108,  137，  155，  176，  209; 

28  81， 82°,  92;  41 306°*,  359;  60 152  D 


( 4  ) 


アディ ーァ 


〔王〕 60  22 ③ （利 見） 〔比〕 28  2 
アツ タ ダ ンダ. スッタ Attadai? (； la-sutta  (執 杖 
經） 37 160 

ァ ッ ダチ ャ ンダ addhacanda  〔花〕 26  391 
ァ ッ ダチ ヤン ディ ャ Addhacandiya  〔比丘の 

譬喩 經〕 26  391 
ァ ッ ダチ ヱ一 ラカ Addhacelaka  〔比丘の 奮: 瑜 

經〕 26  233 

アツ タツ サド ヴ一ラ • デャ一 タカ Atthassa- 
dvara-jataka    (利益 門 本 生物 語） （八 四） 29 
208° 

アツ タ —ナ. デャ— タカ At ゆ Sna-jataka  (非 

處本 生物 語） （四 二 五） 33  83° 
アツ タマ AUhama  〔辟〕 11 下 69 
ァ ッ ダ ョ 一 ガ Addhayoga  〔殿〕 61 469 
ァ ッ ダ リ ャ Addhadya  〔婆〕 6  336 
アツ タ一 ルヒダ 一トウ セ一ナ A«5}hidhStu- 

sena  〔精 舍〕 61 22 
アツ チマ— Accimant  (阿哩 止婆満 多） 〔王〕 

60 19, 160 

ァ ツチ ムキー Accimukhi  〔龍 女〕 38  284，  293, 
294,  297 

ァ ツチ ムテイ一 Acchimuti  〔毘沙門天 女〕 24 
477 

アツ チヤ ガッ ラ 〔力〕 AcchagallaCka] 〔精 舍〕 

60  287,  375 
アツ デャ一 チヤ一 ラ ajjhScSra  (増 上 行， 不淨 

行， 小 罪） 2  50 
アツ チヤ リ ヤップ タ ダン マ 'スッタ 

Acchariyabbhutadhamma-sutta  (希有 未 曽 

有 法經） 11 下 139° 
アツ デ ユカ （I)  Ajjuka  (阿 酬） 〔比〕 1 109 ② 

ajjuka  〔植〕 2  54 
アツ デュカン ナ ajjukaijija  〔樹〕 39  406 
ァ ツチ ユタ Accuta  'X' (阿 周陀） 〔天〕 7  288 ② 

〔辟〕 11 下 70 ③ （未 死） 〔俱留 孫佛の 信士〕  41 

341 ④ 〔傳 3 長者〕 28  202 ⑤ （阿 周陀） 〔象〕 38 

157 

アツ チュ タガ' 一マ ブャ一 マ 力 Accutagama- 

byamaka  〔辟〕 11 下 70 
ァ ツチ ユタ ガ一ミ Accu は gamin  〔大臣， 60  62 


アツ ヂュナ ① Ajjuna  〔佛〕 26  501 ； 27  241 
② 〔比〕 25 131 ③ 〔王， 力士〕  33  323  ；  36  41, 
51, 52,  263;  37 177,  181,  183, 185  ；  38  306 
④ ajjuna  (阿 順那） 〔©〕  27  45;  28  75;  41 
278 

アツ デュ ナプ ッ ビ ャ Ajjunapupphiya  〔比丘 

の！! 喻經〕 27  248 
アツ デョ 一ハーラ ajjhohara  〔大 魚〕 37  264 
ァ ツチ ヴ acchiva  〔樹〕 39  407 
アツ ティ セ一ナ AUhisena  〔婆， 佛の 前生〕 32 

325，  326 

アツ ティ セ一ナ 婆羅門 本 生物 語， アツ ティ セ— 
ナ. デャ一 タカ Atthisena-jataka  '、四 〇 三） 
32  325° 

アツ ティ ッサラ Atthissara  〔辟〕 59 上 247 
アツ ドウ ヴ シ一ラ Addhuvasna  〔人〕 31 334 
アツ パ チン ティ一 Appacinti  (過少 思） 〔魚〕 29 
327* 

アツノく ン タラ abbhantara  (十四 肘.） 〔長さの 
量〕 1 339,  340 

アツノく ン タラ • デャ一 タカ Abbhantara- 
jataka  (眞中 本 生物 語） （二八 一） 31 200° 

ァ ッ 'く ンヂャ ナダ一 ャカ Abbhafijanadayaka 
〔比丘の 譬 喻經〕 26  399;  27  258 

ァ ッ ブダ ① Abbuda  〔傳。 轉輪 王〕 26  443 ② 
(阿 浮陀， 顔 部陀） 〔地獄〕 12  258;  24  249 ③' 
abbuda  (阿部 曇， 阿 浮陀， 顔 部 曇， 胞） 〔胎内 五 
位の 一〕 12  359;  42 179;  63 14 ④ （阿 浮陀， 

顔 部 曇， 垓） 〔数〕 18  5 
ァ つ ブ タ ダン マ abbhuta-dhamma  (未 曽有法 

= 阿 浮 多） 〔九分 敎の 一〕 65  (I)  37,  38° 
アツ ポーター apphota  〔植〕 39  410 
アツ ャカ一 力一 ラカ AyyakSkS!aka  (袓 母の 

黑子） 〔牛〕 28  374 
アツ ラ Atula  (無比， アト ゥラ） 〔龍王， 佛の前 

生〕 28  72，  86 
アツ ラ カツ パ Allakappa  (遮 羅頗 i  〔城〕 7 

159,  162;  41 360 
アツ ラサ ンダ Allasanda  =  Alasanda  (亞歴 山 

陀= ァ ラサ ンダ， 阿^ 散） 〔市〕 42  234 
アディ カツ 力 Adhikakka  〔河〕 9  59 


ァー アデ イナ 

アディ カー リ adhikari  〔官職〕 61 258,  260, 
262 其 他 

ァー ディ ッタ' デャ一 タカ AdiU:a-ja は ka  (燃 

境 本 生物 語） （四 二 四） 33  77° 
ァーデ イツ タノ、。 リャ— ャ Aditta-pariyaya  (燃 

燒經） 34  63  - 
ァ一 ディ ッ チヤ Adicca ① （日 氏， アディ ティ 

の 子） 〔王統〕 61 191 S' 〔王 臣〕 61 354,  356 
アディ ッ チヤ ッ ティ ャ Adhicchattiya  〔比 

の 譬喩 經〕 26  292 
ァ一 ディ ッ チヤ ノヽ' ン ドウ Adicca-bandhu  [ 日 

種， 日 種族， 日 親， 日の 族， 日の 親， 日の 親族） 

〔王統〕 26 19 
ァ一 ディ ツチ ュパッ ターナ • ヂャ一 タカ 

Adiccupatthana-jataka  (日輪 供養 本 生物 語） 

(一七 四 30 117° 
アディ ティ の 子 Adicca    (ァ一 ディ ッ チヤ， 日 

氏〜 日 種， 日の 族） 8  263,  267 
ァ ティ デ一 ヴ Atideva  ('越 天） 〔婆， 佛の 前生〕 

28  73;  41 267 
ァ一 ディ ナータ 5dhin5t;ha  (. = ァ一 ディ ナー 

ャ 力 ） 〔官職〕 61 242,  249，  253，  258 
ァ一 ディナ一 ャカ §dhinSyaka  ( = ァ 一ディ ナ 

― タ ） 〔官職:] 61 248.  251, 252 
ァー ディ パ 一 ダ Sdip5da  〔官職： 61 37,  85,  86, 

90*,  95,  98 其 他 
ァ一 ディ バ ータ" カデャ ンブ Adipadakajambu 

〔地方〕 61 178 
ァ一 ディ ハー ダ ブンナ 一 ガ 力 ン ダ 

Adipadapunnagakhanda  〔地名〕 61 334 
アディ ノヽ。 一 ティモ ッカ adhipgtimokkha  増 上 

波 羅提木 叉） 5  2 
ァテ イバラ atibala  〔鳥〕 39  416 
ァー ディマ ラャ Adimalaya  〔將 軍〕 61 164 
(D ァ ティム ッ タ②ァ ティム ッ タカ atimutta, 

atimuttaka   (阿 希 物 多， 阿提ロ 多迦， 宦藤龍 

羝， 善 思） 〔花， 樹〕 T  26  29  ；  27  72,  96， 106 ② 

27  7,  88;  35 125;  37 171 
アディ ムック Adhinnma  (阿提 目 多） 〔比〕 25 

137，  247;  26 159 
ァ ティ ヰ' サー ativisa  〔植〕 2  54 

( 6 


ァ— トウ マ Atuma  〔比〕 25 127 

ァ— トウ マ— Xtuma  (阿 頭） 〔村： 3  436  ；  7 111' 

アト ゥラ Atula  ®  (無比） 〔尸棄 沸の 子〕 41 332： 

② 〔醫 者〕 59 下 102  S  〔塞〕 23  52 ④ （無比,. 

アツ ラ） 〔龍王， 佛の 前生〕 41 263,  325 
アト ウル ャ Atulya  〔庳 C 轉輪 王〕 26  431 
ァ ド一 クラン Adhokuraih  〔村〕 61 249 
アド一 プッ ピャ Adhopupphiya  〔比丘の 譬 喷 

經〕 26  226 

ァ— ナカ Snaka  、阿 能訶） 〔太鼓： 13  394;  31 
117 

ァーナ ーサヴ AnSsava  〔辟〕 11 下 70 

アナ一 タ Anatha  〔佛〕 26  485 

アナ一 タ ピン ディ 力 Anathapi^idika  (給 孤獨！ • 

=須 達） 〔居士〕  3  615;  4  237;  28 198,  438.. 

492,  493 

アナ一 タ ピン ディ コ一 ヴ一 ダ • スッタ 

Anathapindikovada-sutta    (敎給 孤 濁經） 

11 下 265° 
ァ ナッタ ナ Anattana  〔比〕 60 130 
ァ ナッタ ラッカ ナ • スッタ Anattalakkhapa — 

sutta  (無我 相經） 34  63 
アナ ヌソ一 チヤ • ヂャ一 タカ Ananusodya- 

ja ね ka  (不可 悲本 生物 語） （三 二八、 31 460° 
ァ 一ナーバー ナサ ティ • スッタ Anapanasat レ 

sutta  (人出 息 念經） 11 下 83° 
ァ一 ナ一 ノヽ 一一 ナ • ザ ンュッ タ AnSpSna- 

sarhyutta ひ、 出 息 相應） 16 下 181° 
アナ ビラ ティ • デャ一 タカ Anabhirati-ja は ka. 

① （懊惱 本 生物 語） （六 五； 29  80° ま （不喜 本 生 

物語） （一八 五、 30 162° 
アナ マ タツ ガ • サム ユッタ Anamatagga- 

saihyutta  (無始 相應） 13  261° 
ァ ナ ンガナ 'スッタ AnaiigaQa-sutta  (無 镜- 

經） 9  36° 

アナン タ Atlanta  ®  〔龍〕 61 305  S  〔浴 池〕 
61 305 

ァ— ナンダ Ananda  X  t 阿雄， 阿 離陀） 〔比， 佛 
の從 弟， 侍者〕 2 105;  4  23;  9  290,  372*;  26. 
13,  82，  98,  442 ② 〔辟〕 11 下 71 ③ （蜜 喜' '、マ 
ンガラ 沸の 異母 弟〕 28  63 ④ （ 阿難 陀， 襃喜 > 


ァ ヌル ーァ 


しパヅ ゥムッ タラ 佛の 父〕 28  78 ⑤ （阿難 陀) 
〔王〕 27 1, 3，  448 ⑥ 〔青年〕 39 166 ⑦ 〔兀鷹 
王〕 37 176,  226,  232，  245 ⑧ （歡 喜） 〔魚〕 28 
398  ;  31 134;  37  264,  265,  266 ⑨ （阿難， 阿難 
陀） 〔き〕 7  99; 18  293 
アナン タデャ 一リ Anamajaiin  〔傳 。轉輪 王〕 
26  372 

ァ一 ナンダ ノ、' ッデ一 カラ ッタ • スッタ 

Anandabhaddekaratta-sutta  (阿難 一夜 賢者 

經） 11 下 251° 
ァー ナン デャサ ッノ、 。一ャ • スソ タ 

Ananjasappaya-sutta  (不動 利益 經） 11 上 

340° 

ァ 二 ガ Anigha  〔辟〕 11 下 69 
アニカラ ッタ Anikaratta  〔王〕 25  410,  413， 
415,  418 

ァニ一 カン ガ Anikaiiga ① 〔王子〕 61 180 ② 

〔ダ ミ ラ人， 王〕 61 416° 
ァ ニッテ ィ ガ ン ダ Anitthigandha  (婦人の 香 

を 好まぬ） 〔王子〕 35 174 
ァ一 二 マン ダヴャ Apimaij(^avya  ( = マンタ" 

ヴャ 道士 ）  33  242，  243 
ァニラ anila  (風） 62  342 
ァ ニヴラ ツキ 〔コ ッタ〕 Anivalakki〔koUa〕 

〔地名〕 61 371，  375，  377,  378 
ァニ ヴラッ コッタ Anivalakkotta  〔地名〕 61 

369  ■ 
ァヌ ガーラ Anugara  〔普 行者〕 11 上 1 
ァヌケ 一 ヴ ッタ Anukevatta  〔婆〕 39 132,  135, 

137 

ァヌサ ーシカ • ヂャ一 タカ AnusSsika-jStaka 

(警告 本 生物 語） ( 一一 五） 29  330° 
ァヌ サン サーヴ 力 AnusaihsSvaka  〔比丘の 譬 

喩經〕 26  417 
ァヌシ ッ サ Anusissa  〔仙， 行者〕 33  69;  36 

37，  38，  42,  44*,  60 
ァヌデ 一牛 サミ ッダ Anuiivisamiddha  〔ダ ミ 

ラ人〕 61 386 
ァヌッ デ ャ ― Anujja  〔比 豆 梨の 妻〕 38  472 
ァヌッ ティ ンナ Anuttippa  〔比〕 60  338 
ァヌ ティ一 ラ チヤ一 リン AnutiracSHn  〔獺〕 


32  298,  300 

ァヌ一 ナナ一 マ AnQnanama  (= 不那奇 龍 ） 3 & 
442，  535 

ァ ヌ パダ 'ス ッタ Anupada-sutta  (不 斷經） 

11 下 r 

ァ ヌ パダ . ヴ ッ ガ Anupada-vagga  (不斷 品)' 

11 下 r 

ァヌパ マ Anupama ① 〔ス マナ 佛の 子〕 41 264^ 

② （無 譬喻） 〔 シ つ ダ ッ タ佛の 子〕 41 315 
ァヌ— パマ Antipama  〔比〕 25 160 
ァヌ ビヤ Anupiya  (阿 奴 夷， 阿 逢 比耶， 阿 鬼 H;. 

阿棄夷 土） 〔國， 城〕 4  278;  8 1; 23 113 
ァヌー ビヤ Antipiya  (阿 奴 夷） 〔林〕 28 140 
ァヌマ Anuma  〔ソー ビ タ 佛の 侍者〕 41 273 
ァヌマ 一ナ. スッタ Anumana-sut:ta  (/g 量 經), 
9 159° 

ァヌラ Anura  〔園〕 60  403;  61 42，  69 
ァ ヌラ一 Anu ほ ① 〔吉祥 佛の 信女〕 41 259 ②' 
〔迦葉 沸の 上足 尼〕 41 351 ③ （阿 逢羅） 〔王妃〕'' 
60  67,  373，  375 ④ 〔賊ナ —ガ 王妃〕 60  381* 
ァヌラ 園 AnurarSma  〔精舎〕 60  403  ；  61 42,. 
69 

ァヌラ 一ダ (I)  Anuradha  (阿 棄羅 度， 阿 鬼 露 
陀） 〔比〕 14  183; 16 上 106 ② （阿 盡羅陀 =ァ 
ヌラ 一ダプラ） 〔城〕 60  62，  208  ；  62  41， 142, 
184 ③ 〔精 舍〕 60  395  ©anuradha  (阿 鬼 羅-' 
陀） 〔星〕 60  77,  224 

ァスラ 一ダナ ッ カツ タ AnurSdha-nakkhatta. 
(= 阿 集 羅陀） 〔大臣〕 60  62 

ァヌラ 一ダプラ AnurSdha-pura  ( = ァヌラ 一- 
ダ城） 〔都〕 61 71， 125,  128，  146,  152,  162*, 
171,  247，  248,  273,  282，  283，  311，  360,  394,, 
402,  409,  468,  508，  518,  523  〔復廛 す〕 61 311 

ァヌラ 一ダプラ に 進軍 
Anuradhapurabhigamana  〔章〕 61 158 

ァヌラ 'ティ ッサ山 Anulatissa-pabbata  CIra: 
舍〕 60  401 

ァヌ ルツ ダ Anuruddha ① （阿那 律， 阿那 律陀） 
〔比〕 2  28, 105;  a  608;  4  23，  278;  5  22;  7 
145;  9  347，  362 つ 372*，  374,  379; 10  277*;. 
11 下 83， 179 ② （阿 案 樓陀） 〔情 陳如 沸の 侍者〕 I 


ァ一 アスル 


Anulepadayaka  〔比丘の 
Anulomadayaka  〔比丘 


41 255  (§) 〔ァノ  一ラタ， ビルマ 國王〕 61 169 
ァヌ ルツ ダサ ンュッ タ Anuruddha-sarhyutta 

(阿那 律 相應） 16 下 156° 
アスル ッ ダ • スッタ Anuruddha-sut は （阿那 

律經） 11 下 179° 
ァ ヌレ一 パダ一 ャ 力 

譬 喻 經〕 26  424 
ァス 口一 マ ダ'一 ャカ 

の譬 暾 經〕 26  296 
ァネ— デャカ Anejaka  (阿 尼輸） 〔天〕 7  288 
ァノ一 タッタ AnotaUa ① （阿 耨 達， 無 熟 惱） 

〔雪山の 池， 七大 湖の 一〕 3  50;  20  355;  32 

171; 63  388 ② 〔セ イロ ンの 池〕 61 408 
ァノ— デャ— め Anoja  〔劫 賓那 王妃〕 63  333 

② anoja    (=ァ ノーデ ャ 力一） 〔花， 樹〕 26 

210;  39  410 
ァノ一 デャ 力一 anojakS    ( = ァノ ーデ ヤー) 

〔花〕 24  487 
ァ ノーノ、 マ Anopama  (無 喩， 無譬） 〔都〕 28  88 
ァ ノー パマ— Anopam§  (阿 奴 波 摩） 〔尼〕 25 

361 

ァノ一 マ Anoma ① 〔佛〕 27  44，  275 ② （非 卑) 
〔ソ 一 ビ タ 沸の 侍者〕 28  74 ③ （非 卑） 〔ァ ノ一 
マダッ シ —沸の 第二 弟子〕 28  75 ④ 〔傳 = ^轉輪 
王〕 27  47  (5) (非 卑） 〔都〕 28  81 ； 41 336 ⑥ 
(非 卑） 〔園〕 41 308,  309，  316 

ァ ノーマ一 Anoma  (非 卑） 〔ナーラ ダ佛の 母〕 
28  77;  41 285 

ァノ一 マ ダッシ  一 Anomadassin  (高見) 〔佛〕 
26  36,  39,  40,  56,  59， 139,  168,  207,  208,  296, 
323  ；  27  45，  46，  48, 188  ；  28  75°,  92;  41 274°*, 
258;  59 上 404;  59 下 32;  60 152;  61 453 

アバ ダ―ナ ApadSna  (譬 喻經） 〔小 部經の 一〕 
26 1° 

ァパダ —ニヤ Apadaniya  〔比丘の 譬 喻經〕 26 
408 

ァパ一 タリ apStali  〔花〕 26  211 
ァパ チヤ ラ Apacara      ゥバ チヤ ラ王） 33  53 
ァパッ セーナ Apassena  〔傳 。轉輪 王〕 26  366 
ァ一 ハッチ ヤノ マ一 ダカ 5hacca-p5daka  (阿遏 
遮 脚） 〔臥床〕 2  63,  267  ；  4  229 


ァ一 パソ ティ apatti  (犯罪， 罪， 犯:， 4 144 
ァ— パナ Apaija  (阿 摩耶， 阿 S 那， 阿波 那） 〔地 
名〕 3  429; 10 115，  116，  254,  255  ； 16 下 52; 

24  204 

ァ 一パーナ Apana  〔ヴン 二一 人、 61 481 
ァハハ Ahaha  (阿 訶 訶） 〔地獄〕 12  259;  24 
250 

アバ バ Ababa  (阿 婆 婆） 〔地獄〕 12  258;  24 
249 

ァ バ ャ Abhaya ① （無 畏） 〔アツ タ ダ ッ シ一佛 
の 侍者〕 28  82;  41 308 ② （阿 婆耶） 〔相承 比 
丘〕 5  5  ；  65  (I)  80 ③ 〔ドウ ッタ ガー マ 二  — 
王 時代の 比丘〕 60  366,  367  ®  〔バン チヤ パ リ 
ゴ一 ナム一 ラ 住 比丘〕 61 223  ^  (= ヴ ッ タ ガ 
—マ 二王） 60 131，  134，  377  ；  61 395 ⑥ （阿 婆 
耳 (3) 〔王〕 60  248,  250  ©(= ゴ一タ 一バヤ 王） 
60  291 ⑧ （= アバ ャナ一 ガ王） 60  404*  f  (= 
ドウ ッタ ガー マ 二王 ） 61 428  m  〔カン デャデ 
― ヴの 父〕 60  305  @  (無 畏） 〔王子〕 3  473  @ 
(阿 婆耶） 〔離 車 人〕 18  350  @) (阿 婆耶） 〔市〕 
60 113，  248  @  〔池〕 60  224,  225,  266,  326, 
384 

ァ バヤ— Abhaya  (無 畏） 〔尼〕 25  340 
ァ バ ャ ガ ッラカ Ab.hayagallaka  〔错 舍〕 60  381 
①ァ バヤ ギ リ ② ァ バヤ 〔 ギ リ 〕 Abhaya-giri 
(無畏 山 = アバ ユッタ ラ） 〔精 舍〕 i'60  377, 
378，  398，  401,  403,  413 ま 61 4，  46，  49，  56, 
94, 108,  127，  131，  152，  153，  173,  395，  402 
ァ バヤ ギ リ 家 Abhayagirika  (無畏 山寺 派） 60 
378 

ァノく ャナ— ガ Abhayanaga  [Hi j  60  404 

ァ バヤ マータ一 Abhayama は r  (無 畏母） 〔尼〕 

25  339 

ァノく ャラ一 デャ AbhayarSja  〔房 舍〕 61 466 
ァノ  S' ャラ一 デャ クマ一 ラ ，スッ タンタ 

Abhayarajakumara-suttanta  (無畏 王子 經) 

10 169° 

ァ バヤ • ヴ ッ タガ一 マ 二    Abhaya  Vattaga- 
mani  (= ヴッ タガ一 マ 二王， ァ バヤ i 60 134 
アバ ヤン カラ Abhayaihkara  〔象〕 38 157 
アバ ュッ タラ Abhayu«ara  (= 無畏 山.) 〔精 舍〕 


( 8  ) 


ァ マ ラー ァ 


61 4,  6. 14，  23，  36,  49，  57，  58,  67,  88， 112, 
113,  119,  121，  135, 137 

マ ノズュ ッ タ ラ大塔 Abhayuttara-mahathupa 
60  398 

ァ パラ一 デタ Apar5ji は ① 〔辟〕 11 下 70 ② 

〔傳。 轉輪 王〕 26  367 
ァ パラ一 ラ Apa ほ la  (阿 鉢羅） 〔龍王〕 60  349  ； 

62  408 

①ァノ 、。ランタ ②ァノ マラン タカ Aparanta, 
Aparantaka  (阿波 蘭 多， 阿波 蘭 多 迦， 西部 地 
方） 〔國〕 1  27  92;  41 362  (2  60  59 

ァ パラン ナ Aparappa  〔兀鷹〕 32 166,  168, 
291， 292 

ァ ノヽン 力一 ラ ヒッタ AhaAkarapit ゆ a  〔地名〕 
60  391 

①ァノ 、"ン ナカ' スッ タンタ （f ァ バン ナカ 經 

Apannaka-suttanta  (無戯 論經， 純 眞經） ① 

10 183。   I  63  332 
ァノ 、"ン ナカ • ヂャ一 タカ Apaijijaka-jStaka 

(無 戯論本 生物 語） （一） 28  205° 
ァヒ ① ahi  (蛇） 42 11 ② Ahi  (蛇） 〔島〕 34 

176 

ァ ヒグン ディ 力' デャ一 タカ Ahigup(^ika- 

jataka  ('蛇 使 本 生物 語） （三 六 五） 32  75° 
アビ サ— マ Abhis§ma  〔傳 。轉輪 王〕 26  371 
アビ サ マヤ • サム ユッタ Abhisamaya- 

sarhyutta  (現觀 相應） 13  200° 
アビ サン マタ Abhisammata ① 〔傳 。轉輪 王〕 

26  217 ② 〔夜叉〕 26 131 
アビ セ 一力 Abhiseka  (灌 頂） 〔佛〕 61 23 
アビ ダン マ abhidhamma  (阿毘 達磨， 阿毘曇 

磨， 阿毘 曇， 阿毘 法， 勝 法， 對法， 論， 増 上 法， 

最上 法， 勝 論） 20 151 
ァ ビ ダ ン マッタ サン ガハ Abhidhammattha- 

saiigaha  ('攝 阿毘 達磨 義論） 65  (II) 1° 
ァ ヒバ一 ラカ AhipSraka  〔將 軍の 子〕 36 155, 

157,  159*， 183 
ァ ビブ— Abhibhti ① （勝者， 優勝者， 阿毘 浮) 

〔尸 棄佛の 第一 弟子〕 6  364; 12  263  ；  26  226  ； 

28  88;  41 332 ② （阿毘 浮， 勝者） 〔天〕 9  2 
ァ ビブ一 タ AbhibhQta  〔比〕 25 169 


ァヒャ カツ チヤ ーナ Abhiya-KaccSiia  (眞き 

旃延） 〔比〕 11 下 184 
アビラ一 ビ ャ Api ほ piya  〔傳 。轉輪 王〕 26  344 
アビラ一 マー AbhirSma  〔宮殿〕 41 285 
ァ ビル  ーノ ヽっナ ン ダ一 Abhiriipananda  ：！；ヒほ 尼 

の譬 險經〕 27  504 
ァヒヮ ッ ダマー ナカ Abhivadclhamanaka 

〔池〕 60 142,  396 
アビ ヸ ナヤ abhivinaya  (阿 毘毘 尼， 阿 毘毘奈 

耶， 阿毘 律， 勝 律， 増 上 律） 5  2 
ァ ビ ンデカ Abhifijika  〔比， 阿那 律の 弟子〕 13. 

300 

アビ ンハ' デャ一 タカ Abhiijha-jStaka  (常脊 

本 生物 語） （二 七） 28  364° 
ァ一 ブデ一 abhuji  〔植〕 37 144 
ァ一 ボ一 5po  (水） 62  339 
ァホ一 ガン ガ AhogaAga  (阿 吁恒 河， 阿 河)' 

〔山〕 4  446;  60 169，  194;  65  (I)  68 
アマラ Amara  (不死 = アマ ラヴ ティ 一城） 28. 

6, 14;  41 219 
アマラ一 Amara(= アマラ一 デ一 ヸ一） 〔王妃〕 

39  67. 112,  259;  59 下 19 
アマラ 一女の ぼ 3  Amaradevi-panha  (= 本生經 

—— 二）  59 下 19 
(X:' ァ一 マラカ ②ァ一 マラキ一 amalaka, 

amalaki (阿 摩勒， 阿 磨勒， 阿 摩羅， 阿 摩 洛迦， 

阿 末羅， 菴 摩羅 果， 餘 甘子， 山查） 〔果， 樹〕 ① 

12  257  ；  24  248  ；  27  45;  28  86 ② 3  55  ；  35 

250 

ァー マラキ一 樹國 Amalaki-vana 10  268 
アマラ ギリ Amaragid  (無 魔 山） 〔宮殿〕 41 
307 

ァ一 マラ チヱ一 ティ ャ Amala-cetiya  〔精 舍〕 
61 49 

アマラ一 デ一 ヸ一 Amaradevi (不死 妃= ァ マ 

ラ 一 ） 39  66* 
アマラ一 デ ーヸ一 • パン ハ 〔デャ 一タカ〕 

Amaradevipanha   (アマラ一 女の 問） 〔本 生 

經〕 （ 一一 二）  29  321 
アマ ラヴ ティ一 AmaravatI  (不死， 帝釋 天の. 

都） 〔都〕 28  5,  6,  7  ；  41 219  ；  61 412  ；  65  (I)  63 


ァー アマ リ 

アマ リカ一 Amarika  〔河〕 27  227 
ァ一 マング I  amanda  〔植〕 27  264  ；  41 323 

② Amanda     = ァー マン ダ ガ一 マ 二 王） 60 

140,  389 

ァ一 マン ダカ"一 マ 二  AmaQ さ a-g5mani ( = ァ 
—マン ダ， ァ一 マンディヤ） 〔王〕 60 139,  140, 
388，  389 

■  7  — マ、 ノ ダノ、 一  ラ ダ一ャ 力 Amapdaphala- 

dayaka  〔比 £ の譬 輸經〕 26  263 
マーマン ディ ャ Amaijdiya  ( = ァ 一マン ダガ 

—マ 二王） 60  389 
アミ タ一 Ami ほ ① （無量） 〔パ ヅ ゥムッ タラ 佛 

の 第一 比丘 fS〕  28  78;  41 291 ② 〔王女〕 60 

161 

-ァ ミ タ一バ Ami ほ bha  (阿 彌陀〜 ァ ミ ッ タ ノヽ' 

— ) 〔王： 26  357 
アミ タン ヂャラ Amkafijara  〔傳 。 轉輪 王： 26 

373 

ノくッ  タタ一 パナ一 Amitta ほ pana  「婆羅門 

女〕 39  365,  375，  550 
-ァ ミッタ ノ、' 一    Amittabha  (〜アミ タ 一ノヽ '） 〔傳 

。轉輪 王〕 26  427 
- アミ ッタヴ 一サナ Amitlavasana  〔傳。 轉輪 王〕 

26  289 

アミ ト一 ダナ Amitodana  (甘露 飯） 〔王〕 60 

161, 212 
ァ モーラ amora  ： 果〕 27  241 
ァモ一 ラ バ リ ャ Amoraphaliya  〔比丘の 譬喩 

經〕 27  241 

-ァ一 ヤー ガダー ャカ AySgadayaka  〔比丘の 

饕 nii 經〕 26 161 
アヤ クー タ 'ヂャ 一タカ AyakQta-jai;aka  (鐵 

鎚本 生物 語） （三 四 七） 31 552° 
ァ一 ヤス マンタ Ayasman は 〔將 軍〕 61 415 
ァ一 ャ一チ タノ、' ッタ • デャ一 タカ 

Ayacitabhatta-jataka  (祈願 供養 本 生物 語） 

(一九） 28  328。 
ァ— ュッ ベ— ダ ayubbeda  〔衞生 • 醫療 の學〕 

61 299 

ァーュ パーラ yupSla  〔比〕 59 上 37* 
7  — ュバ— リ ― Ayupali  (阿 由 波羅） 〔尼， 僧伽 

( 10 


蜜 多の 阿闍 梨〕 60 192;  65  (I)  66 
ァ一 ユラ Ayura  ： 大臣〕 32  305* 
ァョ— ガラ Ayoghara  (鐵屋 ） 〔賢者， 王子， 佛 

の 前生〕 28  96;  35  213,  218;  41 405,  420 
ァョ一 カラ 'デ ヤー タカ Ayoghara-jStaka 

(鐵屋 本 生物 語） （五一 〇） 35  216"  ；  37  417 
ァョ一 ガラ の 所行 Ayoghara-cariya  〔經〕 41 

405° 

ァョッ デャ— Ayojjha  X  (阿毘 陀處， 無鬪) 
〔都〕 14  219;  33  325;  61 150 ② 〔ァ ュチュ 
ャ， タイの 都〕 61 518，  540* 

ァラカ ① Araka  〔仙， 賢者, びきの 前生〕 28  97  ； 
30  97,  99，  327 ② 〔外道 主〕 20  394,  395, 
397;  63 16 1^  Alaka  (阿羅 迦， 阿 邏迦） 〔國〕 
24  371 

ァ ラカー A!aka  〔毘沙門天の 都〕 61 328,  412 
ァーラ 力 D  ajhaka  (阿羅 迦， 阿 宅 迦， 瓶， 升 = 

アール ハカ） ： 量〕 29  309 ② 5!aka 〜次 項 
①ァ一 ラカ ②ァ 一ラカー 3!aka，  alaka  〔茨， 

植〕 T  26  30  t  27  45,  73 
ァラカ 仙 本 生物 語， ァラカ 'デ ヤー タカ Araka- 

jataka  (一六 九） 30  96° 
ァ ラガッ コーナー ラ AlagakkonSra  〔大臣， 王〕 

61 488  • 
ァラ ガッ ドウ一 ノヽ マ' スッタ Alagaddupama- 

sutta  (蛇 喩經） 9  237° 
ァ一ラ 力 マン ダ一 A!akamanda  〔天の 都〕 7 

133， 166  ；  8  273,  277  ；  59 上 7  ；  61 5，  28,  312, 

420 

アラカン ダラ Alakandara  (= カン ダラ） 〔精 

舍〕 60 133  ' 
ァラ キヤ Ajakhiya  〔ダミ ラ 人〕 61 363 
ァ ラグ 7  — ナ ギ リ A!agvSnagiri  〔地名〕 61 
384 

ァ ラサ ンダ Alasanda  =  Allasanda  (亞歴 山陀， 
阿 ^fS， ァレキ サン ドリ ャ = アツ ラサ ンダ， ァ 
リ キヤ シュ ダラ） 〔市〕 59 上 180 ；  59 下 183 ； 
60  338 

ァラ サン ダ人 Alasandaka  27  91 
①ァラ 一タ D アラー タカ A ほね， A ほ は ka 
〔大臣， 將軍〕 3：  38  340，  341，  342,  345，  346， 


ァ ラ ン一ァ 


355,  357，  359,  368，  370,  371,  406;  59 下 
② 38  363 

-ァ ラデャ Araja  (無 塵） 〔宮殿〕 41 311 
ァ ラッカ alakka  〔樹〕 34  310 
-ァー ラッカ カン マナ一 タ 3rakkha- 

kammanatha  〔官職〕 61 272 
-ァ一 ラッカ ダ一ャ 力 ArakkhadSyaka  〔比丘 

の譬 經〕 26  365,  426 
一 ァー ラッカ ダ一ャ 品 Arakkhadaya-vagga  26 

426 

ァラッ トウール A!att[iru  〔ダミ ラ 人〕 61 363, 

367，  369,  370 
ァラ ティ一 Arati  (嫌 惡） 〔魔女〕 24  324;  28 

167;  29  412;  42  276 
ァラ ナディ一 ピャ Araijadipiya  〔比丘の 譬喩 

經〕 26  392 

'ァ ラ ナギノ くンガ 'ス ッタ Araijavibhaiiga- 

sutta  (無 諍 分別 經） 11 下 319° 
ァ ラ 二 木製の 壺 aramka  2  266 
ァラネ —ミ Aranemi  (阿羅 那） 〔外〕 20 123 
ァーラ 一ハナ A!ahaija  〔房 舍〕 61 398 
アラー ブ一 a ほ (葫 蘆， 南瓜 〜ラ一 ブ） 27  45 
ァ一ラ 一マ ダ一ャ 力 ArSmadSyaka  〔比丘の 

譬 經〕 26  423 
ァ一 ラーマ ダン ダ ArSmadapda  〔婆， 見 貪 等 

にっきて 迦旃延 よ り 説法 を受 く〕 17 100, 102 
■ ァ 一ラ一 マッサ Aramassa  〔村〕 61 99 
ァ 一ラーマ ドゥーサ 力 • デャ一 タカ 

Ammadtisaka-jS は ka  (毀 園 本 生物 語） ① （四 

六） 28  488° ② （二 六 八） 31 119° 
マ— ラャ Slaya  (阿頼耶， 所 執處， 執著， 愛， 愛 

著 心， 愛慾， 避 f の處） 12  234; 18  231 
ァ一 ラ―ラ A!ara  〔長者， 人〕 36  86,  89,  91， 94， 

95,  98*;  63 152 
-ァ一 ラ一ラ • 勺 一ラーマ A}§ra-KSl5ma  (阿 

羅 邏迦羅 摩， 阿羅 邏迦 蘭， 阿羅 羅迦羅 摩， 阿邏 

羅迦蘭 摩） 〔仙〕 3 13;  7 108;  9  294*,  304, 

415  〔無 所有 處定〕 9  295,  416 
7  — ラヴ 力 A!avaka ① （阿藤 婆迦， 阿羅 婆迹, 

曠野） 〔夜叉， 鬼〕 8  280; 12  372; 13  346;  24 
■65  ；  39 1; 60  349  ；  62  408 ② 〔塞 ~1 27  212 


ァ一 ラヴ ッタ Alavatta  f^H  60 131 

ァ一 ラヴ一 ラ Aravaia ① （阿羅! ^ 樓） 〔龍王〕 

60  231 ； 65  (I)  81 ② （阿羅 婆樓） 「池〕 60  231 ； 

65  (I)  81 

ァ一 ラヴ ンダ A!avanda  〔ダミ ラ 人： 61 362 
ァ一ラ ヴ ンダッ ペール一 マ一 ラ 

Alavandapperumala  〔 ダ ミ ラ 人〕 61 362, 

363，  370,  371 
ァ— ラヸ— A!avi  (阿羅 昆， 阿羅 鞞， 阿 菔毘， 阿 

臘毘， IK 野） 〔邑〕 1 133，  244，  380;  2  25,  53; 

4  262,  263;  5  9;  21 90;  24  65 
ァ— ラヸ 力— A!avika  (阿藤 毘迦） 〔尼〕 12  219 
ァーラ ヸゴー タマ A!avi-Gotama  (阿 邏毘瞿 

曇） 〔比〕 24  434 
ァ ランデ ャラ Arafijam  〔山〕 33  69;  36  38; 

39  348 

ァ一 ランデ ャラ Arafijara  〔山〕 39  293 

ァ ラン ニヤ クチ 力一 Arafifiakutika  (森 小屋) 

31 359,  422 
ァ ラン ニヤ • ヂャ— タカ Arafifia-jataka  (森 

林 本 生物 語） （三 四 八） 31 556。 
①ァ一 ラン ノヽ' ②ァ一 ラン ノ、 ラ Slamba, 

alambara  (鏡 鼓） 〔樂 器〕 0；  24  460,  509 ② 

31 117 

ァ一 ラ. ン バ ガ一 マ AlambagSma  〔池〕 60 147， 
411 

了 ランパ一 ナ AlampSna  (=ァ 一ラン ノヽ" 一ナ) 

〔蛇 使〕 63 151 
ァ一 ラン ノヽ 。一ナ AlampSna  (=ァ ラン ノヽ つ一 ナ) 

〔蛇 使〕 41 389 
①ァ一 ラン パーナ ②ァ一 ラン バー ャナ 

Alambana,  Alambayana  〔婆〕 1)38  285*, 

296* ② 38  259* 
ァ一ラ ンノ マナ ダー ャ 力 AlambanadSyaka  〔比 

丘の 譬 經〕 26  363  ― 
ァ一ラ ン ノ、. ナダ一 ャカ品 Alambanadayaka- 

vagga  26  363 
ァ一ラ ンノく ーャナ の 文 Alambayana-manta 

38  256，  257 
ァ ラン ブサ一 Alambusa  〔天女〕 24  460,  509  ； 

36  64* 
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ァーァ ち ン 


ァ ラン ブサ一 天女 本 生物 語， ァ ラン プチ一' デ 

ャ一 タウ Alambusa-jataka 五 二三 36  62°, 
129 

ァ一 ラン マ Aramma  〔人: 27  92 

ァ ― リ I  ali  ： 魚： 37 145  %  Ali  ： 湖： 60  395 

アリカ一 リ Arikari  ： 锖舍： 61 100 

ァリ キヤ シュ ダラ Alikya さ udala, 

Alikasudara    ：ァ ラサ ンダ， アツ ラサ ン ダ） 

〔王： 65  III:  32 
ァ一 リサ ーラカ A!isaraka  〔地方： 61 170, 

244，  248,  249 
ァ リツ タ Arinha ① （阿利 吒） 〔辟〕 11 下 68 

② （阿梨 吒， 阿梨 瑟吒） 〔鷹匠， 比〕 2  211*,  216, 

349  ；  4  36  ;  5  37，  93  ；  9  237* ③ （阿 栗吒， 阿 

栗 咤=大 阿 栗吒， 摩 isj 阿 栗吒） 〔大臣， 持 律 比 

丘〕 5  4  ：  60  228,  262,  269,  270,  275，  279,  285  ； 
65  (I)  79, 103,  112， 125 ④ 〔毘 沙門の 大臣〕 8 
274  (5： (阿利 咤） 〔塞： 20  228  %  (P^ 梨吒； 〔龍〕 
38  236.  281,  284,  310*  @  (阿利 吒=ァ リ ッ タ 
プラ） 〔都〕 36 155，  159;  41 371 ⑧ 〔山： 60 
222，  223，  287  ；  61 58， 112  3) 〔精 舍： 60  372 

ァ リツ タウ Aritthaka  (阿 栗吒） 〔天： 7  287 

ァ リツ タヂ- ナカ AriUhajanaka  ： 王： 37  421, 
426,  428,  446 

ァ リツ タプラ AriUhapura  (= ァリ ッタ） 〔城〕 
27  422;  35  48;  60  20 

アリーナ サッ トウ Alinasattu  (不著 敵 = ァ リ 
—ナス ッタ） 〔王子， 佛の 前生〕 28  96  ；  35  266, 
271，  275,  283 

アリーナ チッタ • デャ一 タカ Alinadtta- 
jataka  (無私 心 本 生物 語） （一 五六 30  30° 

アリマ- ン ダナ Arimaddana  ： ビルマの 都；： 61 
354.  413 

アリマ ッ ダ ギヂャ ャ Arimaddavijaya  〔村〕 
61 409 

ァリャ U  Ariya  〔辟〕 11 下 70 ま、 = アーリ 
ャ） 〔地方 族〕 61 180， 191 ③ ariya  (聖 民） 3 
401 

アーリ ャ Ariya  (=ァ リャ） 〔地方 族〕 61 480， 
482 

ァリ ヤー カリ Arivakari  〔精 舍〕 61 69 


アーリ ャッ カツ タ - く  riyakkhat は ： 族： 61 479， 
480 

ァ リ ヤノ 、。リ ニー サナ. スッ タ Anyapariyesana- 

sutta  '聖 求經 9  290° 
ァリャ ムニ    Ariyamuni  〔比; ： 61 543 
ァリャ ヴンサ Ariyavamsa  f. 聖 系譜: ' 60  403 
ァ リ ン ダマ Arindama  X  (伏 敵） 〔王， 佛の前 

生〕 28  87;  36  219*,  229,  247  ；  41 330 ② （阿 

隣陀 摩） 〔傳： 轉輪 王： 26 175  ；  41 266;  60  20 
ァ一： alu    = アール ラ； ： 球根， 植〕 26  249; 

34  424 ；  39  511 
アルカリ khSrika 苛 42  360,  361 ； 43 175  ； 

44  477 

アルカリ 水 3)  kharudaka  63  393  %  khara 
〜次 項 

① アルカリ性 ② アルカリ 水 khara  (灰汁， 加 

里） 1： 25  72  % 11 下 209 
ァ ル ッ ノヽ: ラ Aruppala  二 村： 61 551 
ァ ルナ Aruija  X  ： 阿羅 那ゾ ： 天: 7  289  t  〔王 二 

27  494;  31 308 1) (明 相） 〔尸 棄佛の 父： 28 

88;  41 331 ④ （明 相） 〔城： 27  512 ⑤ （日） 

〔園〕 41 336  ®  〔蓮華;： 27  420 
アル ナカ Arupaka  ：傳 。轉輪 王： 26  207 
アル ナ鳥 aluna  65  'III)  57 
アル ナパ一 ラ AruQapala  ：傳。 轉輪 王： 26  347 
アル ナブ ティ一 Aru^iavati  D  (有 日， 明 相 = 

ァ ルナ） 〔城〕 12  263;  26  372，  374,  476;  27 

365，  494  ；  28  88;  41 331 f  ： 經；； 12  262 
①ァ ルナ ヴント （1； アル ナヴ一 Arupavant 

(=ァ ルナ， 明 相） 〔王〕 ① 12  263  S  27  365 
アル ナン デ ヤノ、    Aru^iafijaha  :傳。轉輪王〕 26- 

340 

アール ハカ S!haka  ': 阿宅迦 ， 阿羅 迦， 瓶， 升 = 
ァ一ラ 力） ： 量： 1 100.  412;  2  394;  3  421; 
16 下 306; 18  98;  26  38 
アール ラ alula  ('= アール）： 樹： 26  32 
アール ヴ muva  ： 草： 26  401, 402  ；  27  73 
ァ一 ルヴダ 一ャカ AluvadSyaka  〔比丘の 譬 a お 
經>  26  401 

ァ一 C 一力 1 aloka  (光明） 62  346  %  Aloka. 
〔窟: 61 516 
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ァ ンコ一 ァ 


ァ— 口— ハン タ Arohanta  〔大臣〕 2  426 
アロー  マ— Aloma  〔夷， 死後 生 天〕 24  496 
ァロ一 マ一 女天宮 Aloma-vimana  24  495 
ァヴ カンナ 力 Avakappaka  〔卑 名〕 2  9*,  20 
ァ ヴ タ avata  〔植〕 27  73, 195，  239 
ァ ヴ タ バ リ ャ Avataphaliya  〔比丘の 譬 n| 經〕 
27 175，  239 

ァ 一 ヴ ッ タ ガ ン ガ一 Avattagai'iga  〔河〕 61 
408 

ァヴ一 リャ渡 守 本 生物 語， ァヴ一 リャ. デャ一 
タ 力 Avgriya-jataka  (三 七 六） 32 125° 

ァヴ一 リャ ヒタ一 Avariyapitar  〔渡 守〕 32 
128， 129 

ァ ヴ一 リ ャ品 AvSriya-vagga  32 125° 
ァ ヴソレ ッ ダ' 力 avaruddhaka  〔魔 鬼の 類〕 60  3, 
11 

ァヴヴ 一ダカ Avavadaka  (敎 令者ク 〔尼 乾 子， 

比〕 31 304 
ァ ヴンタ avapta  〔果〕 26  496 
ァヴン タノく ラダ一 ャカ AvaptaphaladSyaka 

〔比丘の 譬 經〕 26  496 
ァヴン タノ 、。ラ r"n、  Avantaphaladayaka-vagga 

26  496 

ァヴン ティ Avanti  (阿 般提， 阿 槃提， 晩 帝那） 
〔國， 都〕 3  343;  4  446;  7  249; 14 13; 15 
188; 17  345  ；  21 146;  41 362  〔十六 大國の 一〕 
17  345;  21 146 

ァヴン ティ フッタ Avantiputta  〔王〕 11 上 
111, 112 

ァ ヴ ン ディャ Avandiya  〔ダミ ラ 人〕 61 363 
ァヸ ルツ ダカ Aviruddhaka  〔外〕 19  387 
ァヴャ 一カタ 'サン ユッタ AvySkata- 

sarhyutta  (無 記 相 應,， 16 上 99° 
ァヴ ヤー デ ィ 力 Avyadhika  〔比丘の 譬 ft 經〕 

26  366 

ァヹ一 ラ Avela  〔宫 殿〕 41 268 
ァ— ヹ―ラ Avela  CAveyya] 〔傳 。轉輪 王〕 26 
318 

ァ一 ヲ"一 ブッ ビヤ Avopupphiya  〔比丘の 譬喩 
經〕 26  201 

アン ガ Aiiga ① （鴦 伽， 央伽） 〔國〕 3  50;  6 


165;  7  207; 11 上 2; 17  344;  21 146  〔十六 
大國の 一〕 17  344;  21 146 ② （鴦 伽） 〔王〕 38 
308 ③ 〔辟〕 11 下 70 
アン ガ園 AiigSrama  〔ス マナ 佛 入滅の 地〕 41 
265 

アン ガカ Ai'igaka  (鴦 伽） 〔婆〕 6 183 

アン ガガ一 マ AiigagSma  〔池〕 61 407 

アン ガ ティ AAgati  〔王:: 38  339,  340,  344, 

360.  362,  384,  387 
アン ガ ナサ一 ラカ AiigapasSlaka  〔村〕 61 49 
アン ガニカ •  ノ乂一 ラ ド ヴ 一 デ ャ Aiigaijika- 

bharadvaja  〔比〕 25 163 
アン ガネ一 力 Aiiganeka  (鴦伽 尼迦） 〔國〕 42 

234;  43  249 
アン ガへ一 トゥカ aiigahetuka  〔鳥〕 39  414 
アン ガム Aiigamu  〔地名〕 61 246 
アン ギ— ラサ Aiigirasa ① （鸯 耆羅， 鴦耆 羅娑， 
央祁 羅娑， 放光 者 = 佛） 3  47;  5 146;  8  262; 
12 138;  25  39,  216;  26 171，  184,  188;  28 
238;  61 560;  63  324 ② （鴦 耆羅， 應疑 羅沙） 
〔古 仙〕 3  429;  6 155; 11 上 225;  20  308;  38 
78  ®(= バ―ギ —ラサ 王） 60 160 ④ 〔醫 者〕 
59 下 102 

アン グッ タラ •  二 カーヤ Ai"iguttara-nik§ya 
(増 支部 經典） 17  V  ； 18  r  ； 19  V  ；  20  r; 

21 r  ；  22 上 r  ；  22 下 r 

アン グッ タラー パ Aiiguttarapa  (阿牟 多羅， 
鴦崛 多羅 波， 鴦伽 北方 水） 〔國〕 3  426; 10 115， 
254;  24  203 

アン クラ Aiikura  〔王， 力士〕  25  37，  40*;  33 
323,  327 

アン クラ 鬼 事 Ankura-petavatthu  25  35 
アングリ マ一 ラ AiigulimSra  (指 鬉， 央崛 摩羅， 

鴦瞿利 摩羅， 鴦掘 摩， 鴦崛 魔， 鴦崛 摩羅） 〔賊， 

比〕 3 125; 11 上 131; 26  87;  60  349 
アングリ マー ラ. スッタ AiigulimSla-suttia 

(鴦掘 摩經） 11 上 130°  ；  37  253 
① アン コーラ ② アン コーラ 力 aiikola, 

aiikolaka  〔樹〕 ① 26  29，  340,  484;  37 171; 

39  405 ② 27  72, 105;  35 125 
アン コーラ 力 Aiikolaka  「比丘の 譬 經〕 2 & 
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340 

アン コーラ フ' ノ ピャ Ankolapupphiya  二 比丘 

の譬 Bi^: 經： 26  483 
アン ダ andha  〔將 軍::) 载〕 61 41 
アン タカ an は ka 惡者， 破壤者 25  366,  367, 

369 

アン ダカ Andhaka  (安達 人 27  91 
アン タカ一 ャ AntakSya  :Kl  59 上 59* 
アン タカ 一ャの fI3   Antakaya-panha  59 上 58 
アン ダカ ーラ Andhakara  ： 村： 61 73 
アン ダカ ヸンダ Andhakavinda  '阿き; IfiH 賓頭， 

闇陀迹 頻陀） 〔地名〕 3 193，  387，   393，  511; 

12  261 ； 19 190  ；  24  496,  540  ；  25  34 
アン ダカ ギン ダ經 Andhakavinda-suttanta 

(闇 陀迦 頻陀經 60 146 
アン ダカ ギン ダ品 Andhakavinda- vagga 19 

188 

アン ダカ ヹ— ンハ Andhakavenha  〔國: 36 
264 

アン ダカ ヹ一 ンフ Andhakaveijhu  ： 奴漢 二  24 

523;  33  32U,  323 
アン タ • ヂャ— タカ Anm-ja は ka  、下賤 者 本 生 

物語） 、二 九 五' 31 282° 
アン ダナ ーラカ AndhanSraka  二 村: 61 73 
アン ダブ一 タ • デ ヤー タカ Andabhuta-jataka 

、生卵 本 生物 語； 六 二  29  57  = 
アン ダプラ Andhapura  〔都〕 28  228 
アン タラー ガン ガ Amaragaiiga  〔精 舍〕 61 59 
アン タ- ノー  ソ ッ ノ^^    Antarasobbha  二 地方， 村〕 

60  315;  61 83 
アン タラ パンダ 力 Antarabha^idaka  〔渡〕 61 

268 

アン タラべ ツヤ ーラ AntarapeyySla  (中路 品） 
13 190 

アン タラ メー  ギリ Antaramegiri  〔精 舍〕 61 22 
アン タラ ヴ一サ 力 aniiaravasaka  (安 K 衣， 内 

衣） 1 333,  446 
アン タラ ギッティ 〔力〕 Antaravk^h に ka: 〔村〕 

61 174,  181, 262 
アン タリ プカ チヤ ラ Antalikkhacara  〔傳 =li 
接 王〕 26  390 


アン ダ抹 Andhavana 安陀 林， 閽林） 1 59;  9 

261，  263，  268,  269; 15 170 
アン ヂャサ Afijasa  〔傳。 王〕 26  83 
アン ヂャナ T  afijana  (漆黒， 眞黑， 靑黑 ： 色〕 
29 147;  36 147  % 漆 黑澍 = アン ヂャ 二）  29 
138 ③ （安 闍&; 1， 安 繕那， 眼藥， 點 眼藥， 眼の 塗 
料， 塗 眼膏， 塗 眼藥， 塗藥， 塗料； 8 185; 11 上 
84 ④ Afijana  (安闍 3^， 安撣） 〔林〕 12  91 ； 
22 上 126 ⑤ （安闍 那,' ： 山： 37 165  S  ：瞿暴 
彌の 父〕 27  395  %  ： 王臣： 61 284,  324  D 
〔iC  41 366 
アン ヂャ ナサ Afijanasa  〔王子： 60 161 
アン ヂャ ナデ ーギ— Anjanadevi  〔王女〕 33 

322,  327,  334,  336 
アン ヂャナ ヴサパ Anjanavasabha  (黒 牡牛） 

ItZ  31 160 
アン ヂャニ    afijam  =  afijana  (漆 黑樹, 26  29 
アン ヂャ リ— Afijali  ： 尼〕 60 126 
アンチ ュ コック Aficukotta  X  ：ナー ダール 
ヴ一 ラ官： 61 359，  368,  371,  372,  377  ( ^〔ラ 
ーャ ラ官： 61 359  D  〔地名： 61 373 
アン ティ ヨーガ Ariitiyaka,  Aihtiyoga, 

Amtiyoka  ： 王: 65  III)  3，  4，  32 
アン テー キナ Aihtekina,  Amtikini  〔王〕 65 
[111  32 

アンドゥ Andu  ： 村： 61 164 
アン ト ウレ ーリ Ajitureji  ： 村: 61 73 
アンドラ Adha，  Aihdhra 案 達， 案達羅 ； ：國〕 
65  (III)  32 

アンナ サン サ一 ヴカ AnnasaihsSvaka  〔比丘 

の IP;:: 經： 26 141， 439 
アン ナパ— サナ annapSsana  (食 初め） 〔儀式〕 

61 187 

ァ ン ナパ ― ラ AnnabMra  (食物 運搬 者） 25  270 
ァソ ナパ一 ラ • ヴラ ダラ Annabhara- 

Varadhara  ： 外；； 18  54,  308 
アン ニヤ ーコン ダン ニヤ AfifiS-Kopc^afifia  (阿 

若す g 陳如 = 愼陳如 J  〔比： 12  334;  25  241; 28 

174  〔響 峻經〕 26  90 
アン パ Xamba  (菴 羅， 茬婆， 檬果， マンゴー） 

〔樹， 杲： 2  329;  3  55  ；  20 116;  26  29，  30,  31, 

) 


ァ， ぁーァ 


208,  376，  404,  478  ；  29  376  ；  38  69 ② Amba 
(巷 羅） 〔村〕 7  99;  61 262，  452  (3) 〔渡〕 60  314 
④ 〔池〕 61 73 
アン ノ 《111   Ambavana  (^MH. アンク、 *ヴ ナ） 6 
73 

アン パガン ディ  一 ambagandhi  〔植〕 27  74, 
98, 106 

アン パサッ カラ Ambasakkhara  〔王〕 25  73, 
80,  86 

アン パサッ カラ 鬼 事 Ambasakkhara- 

petavatthu  25  73 
ァ ン バサー マネー ラー ディ シラー カー ラ 

Ambasamaneradisilakala  (= シラー カー ラ 

王） 61 36 

アン パ . サンダー Ambasaijda  〔村〕 7  297* 
アン パー タカ ① ambataka  〔樹， 果〕 27  73, 

148, 157 ② Ambataka  〔比丘の 譬 n| 經〕 27 

148 

ァ ンパ 一 タカ 〔樹〕 林 Ambataka-vana  4  25  ； 

15  427，  430,  433,  438，  439，  442,  445,  450 
アン パー タ 力 遊 園 Ambataka-arama  25  204 
ァ ンパ ータ キヤ Ambatakiya  〔比丘の 譬喩 經〕 
27 157 

ァ ンパ ダーャ 力 Ambadayaka  〔比丘の 譬 喻 經〕 
26  207 

ァ ンパ 'ヂ ヤー タカ Amba-jataka  (卷 羅果本 
生物 語） （！'（ 一二 四） 29  374° ② （四 七 四)' 34 
99° 

ァ ソパチ ヨーラ 《チ 、ャ一 タカ Ambacora- 

jataka  (朞羅 果盗本 生物 語） （三 四 四） 31 536° 
ァ ンパ ッ タ AmbaUha ① （阿 摩晝， 罨 跋吒） 〔學 

童〕 6 132;  39  260;  62  408 ② （阿 摩晝） 〔種 

族〕 32  421 ； 34  408 
ァ ンパ ッタ コーラ 〔力〕 Ambatthakola〔ka〕 

〔村〕 60  333  ；  61 30 
ァ ンパ ッタ 'ス ッタ Ambattha-sut は （阿 摩晝 

經） 6 131° 

アン パッ タヂャ Ambanhaja  〔傳。 轉輪 王〕 26 
208 

アン パッ タラ Ambatthala ① 〔塔〕 60 139, 
237,  386,  401 ； 61 2，  3，  4 ② （闇 婆 陀羅） 〔地 


. 名〕 65  (I)  92 

アン パティ ッタ Ambatittha  〔地名〕 2 171* 
アン パパー リ ― AmbapSli ① （恭婆 婆 梨， 菴婆 

波 利） 〔遊女， 尼〕 3  405,  472  ；  25  381 ； 27  512 
； ② （菴婆 波 梨） 〔林， 園〕 7  60;  20  353 
アン パピ ン ディ ャ Ambapm4iya  L 比丘の 饕 

喻經〕 26  417  ；  27 150 
アン パ マーラ Ambamma  〔精 舍〕 61 69 
ァ ンパ ャ 一 グダ、 ーャカ Ambayagudayaka  〔上 匕 

丘の 譬喩 經〕 26  376,  478 
アン パラ ① Ambara  〔都〕 8  273 ② Ambala 

〔樓 門〕 30  414 
アン パーラ AmMla  〔池〕 61 230,  408 
アン パラ ッ ティカ  一 AmbalaUhika  (蕃羅 稀， 

巷婆羅 樹林） 〔園， 殿;] 4  430  ；  6 1， 189*  ；  7  40, 

41 ； 60  328  • 

ァ ンパ ラッティ カー • ラー フロー  7  — タ • スッ 

タンタ AmbalatthikS-RShulovada-suttanta 

(敎 誡羅 猴羅 恭婆蘖 林經） 10  204° 
アン パラ ラ Ambalala  〔地名〕 61 316 
ァ ン パラ ヴ ティ ャ Ambaravatiya  〔都〕 8  273 
アン ノ 《ランサ サマ Ambaraihsasama    〔傳。 轉 

輪 王〕 26  285 
ァ ンパ ヴ―サ  一 Ambav§sa  〔池〕 61 230 
プ ン パヴナ Ambavana  ®  (y  y^<M)  61 85 

② 〔地名〕 61 212,  233,  243,  251 
ァ ンパヸ ッ ティー AmbaviUhl  〔精 舍〕 61 22 
アン ビッ ラパ ダ ラ Ambillapadara  〔村〕 61 60 
アン ビラ パッ サヴ Ambilapassava  〔精 舍〕 61 

45 

アン ビラ一 ピカ Ambi ほ pika  〔村〕 61 58 
アン ビラ ャ— グ AmbilaySgu  (酸 粥） 〔村〕 61 19 
アンプ ambu  (水） 62  339 
アンプ ヂャ ambu ja  (蓮） 42  306 
アンプ ッ ティ Ambutthi  〔池〕 61 12 
アンプ ツヤ ーナ Ambuyyana  '：^ 婆羅 園） 〔精 
■ 舍〕 61 100 

ァ ンべ —ドウ ッ ガ Ambedugga  〔池〕 60  383 
アン マナ ammapa  〔量〕 28  70;  30  382;  31 

273  ；  59 上 233  ；  60  342  ；  61 24 
あらず Na  santi  〔經〕 12  31 
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阿 夷 多 翅舍欽 婆 離 Ajita-Kesakambalin  (阿耆 
多 翅舍欽 婆羅， 阿耆陀 翅舍欽 婆羅， 阿 浮 陀翅舍 
金 披羅） 〔六師 外道の 一〕 36  218 

阿 夷 頭 Ajita  〔第二 結集 比丘〕 4  456 

阿夷那 Ajita ① 〔外， 賢人に 關 する 設 法を受 
く  〕  22 下 155 ② 〔經〕 22 下 155 

① 阿 夷 羅拔提 阿 夷 羅拔底 ③ 阿 夷 羅婆提 ④ 
阿 夷 羅和提 Aciravati  (阿 耆羅 婆提， 阿致羅 
筏 底） 〔河〕 ① 3  337，  357，  511 ； 4  355  ； 16 上 
208,  209,  210  ；  21 64,  68,  74,  77  ；  22 上 237 
② 59 上 145，  200,  252  ；  59 下 282,  283 ③ 11 上 
152, 156  (J  23 170, 173  〔五 河の 一： 21 64, 
68,  74,  77  ；  22 上 237 

〔阿 夷 羅践提 河 東 流の 譬喩〕 16 上 208 

〔阿 夷 羅践提 河の 海に 趣く 譬 BiC 16 上 210 

阿 夷 羅和提 Aciravata  (二 アツ ギヹ— ッ サナ） 

〔比；！ 11 下 154* 
阿 育 1 Asoka  (無 憂， ァソ 一力 二 法 阿育， 正 法 
阿育） ： 王〕 59 上 263  ；  60  3,  36,  42*,  53*,  68*, 
72*,  98, 120，  175*,  193，  198,  267;  62  398; 
65  I)  55,  57,  59,  67,  88，  92*,  105，  106,  109， 
110;  65  (III)  85  〔尼拘 律 比丘との 前生 物語〕 
60 178  〔佛 敎歸 依〕 60  41; 65  (I)  55  〔宗 敎對 
策〕 65  (III)  27,  60,  63  ®(= 迦羅 阿育） 〔王〕 
60  33  ；  65  (I)  92 ③ 〔往昔の 王〕 60  22 ④ 〔比〕 
16 下 243 ⑤ 〔塞〕 16 下 243 ⑥ Asoka  〔夷〕 
16 下 243 

阿育 園 AsokarSma  〔糈 舍〕 60  53，  55，  57,  72, 
73， 181,  188,  189，  194,  198,  338;  65  (I)  62, 
64.  70,  71, 77,  88  〔建立〕 60 189 

〔阿育 王 刻 文〕 65  (III)  r 

〔阿育 王 時の 佛敎 隆盛の 因〕 60 193 
〔阿育 王 弟 帝須の 七日 王位， 死の 恐怖〕 60 187; 
65  (1、  69 

阿 速 多 Ajita  (無 勝， 阿耆 多） 〔婆 和 利の 弟子, 
婆， 比〕 25 113;  27  58  〔譬 u 《ミ 經〕 27  55 

阿 通 多の 所 問 Ajita-pafiha  (阿 耆多所 問 = 阿 
耆多 學童听 問） 〔經〕 13  67* 

阿 吁恆河 Ahogaiiga  (阿 体 河） 〔山〕 4  446 

阿 演婆迦 5jivaka  (邪 命 外道， 活命 外道， 阿耆 
毘伽） 65  (I)  58 


阿伽陀 agada  〔果， 藥， 解毒 劑： 27  30  ；  28 17 ひ； 
59 上 262,  315  ；  59 下 6， 148，  153,  172，  173， 
192,  193，  213，  216,  217,  240,  244,  344,  345; 
60 176 

阿 伽 陀藥 の三德 agadassa  tayo  guna  59 下 

173  - 、 

阿 伽 陀藥店 （佛 の） agadapapa  59 下 192 
〔阿 伽 陀藥の 二 支〕 59 下 344 
阿 伽羅 婆 Agga!ava  〔塔 廟〕 1 380;  2  25,  51, 

53，  77;  4  262;  21 90，  93 
阿ィ 加樓羅 Agga!apura  〔城： 4  448 
① 阿 迦膩吒 天 ② 阿 迦膩陀 天 AkaniUha-deva 

(有頂天， 色 究竟 天） 〔五淨 居 天の 一〕 ① 8  316; 

11 下 117;  47  382;  59 下 120  ;  63  332  ；  64  73,. 

365,  494;  65  ill;  41, 47 ② 6  425 
阿訶河 Ahaha  〔地獄〕 22 下 80;  24  250 
阿 遏遮脚 ahacca-pSdaka  〔队 床： 2  63,  267 
阿遏遮 脚小宋 ahaccapadaka-pitha  4  229 
阿 遏遮脚 床 ShaccapSdaka-mafica  4  229 
阿 希 物 多 (D  atimutta  (f  atimuttaka  (阿提 ぽ 

多迦， 善 思） 〔華， 樹〕 2  27  72,  96, 105  (|}  4 

382;  21 201 
阿 希 物 多華髮 atimut は ka-m5 ほ 4  382  ；  21 201 
阿耆 Aggi  (火 神） 38  307,  308 
阿耆多 Ajita  (kii 多） 〔婆 和 利の 弟子， 婆， 比〕 

24  379，  381,  386,  388*,  428;  44 10， 12, 16, 

18*,  500 

阿 耆多學 童 所 問 Ajitamanava-puccha  (= 阿 
速 多の 所 問， 阿 耆多所 問） 〔經〕 24  388%  391 

阿 耆 多 學童听 問 の義釋 Ajitamanavakapanha- 
niddesa  44 18°,  44 

阿 耆多所 間 Ajka-pafiha  f 阿 速 多の 所 間 = 阿耆 
多學童 所問ノ  〔經〕 44  326.  335 

①阿耆 陀翅舍 欽婆羅 ②阿耆 多翅舍 欽婆羅 
Ajita-Kesakambalin  (阿 夷 多 翅舍欽 婆羅， 阿 
浮 陀翅舍 金 披羅） 〔六師 外道の 一〕 ① 4 171; 
6  74; 11 上 3,  5; 12 119; 16 上 130;  24  186 
② 29  500;  59 上 11; 59 下 225  〔主張 ー斷滅 
論〕 6  84° 

阿 耆毘伽 ajivika 二 ajivaka  (阿演 婆迦， 活命外 
道， 邪 命 外道） 31 185 
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阿耆梵 Aggibrahma  〔佾仂 D 蜜 多の 夫， 王子, 比〕 
65  (I)  66,  71 

何耆 羅婆提 Adravati  (阿 夷羅 跋提， 阿 致羅筏 
底） 〔河〕 2  255 

何^^^河 Ahogaiiga  (阿 吁恆 河） 〔山〕 65  (I)  68 

何 拘草衣 akkanma  3  532 

'阿 考吒迹 Akotaka  〔外， 天子〕 12 110, 111 

何 含 5gama  (傳 承， 聖教， 聖典） 4  371; 5  278  ； 
22 上 315  ；  35 128  ；  59 上 41 ； 59 下 210  ；  60 
26;  61 195，  439 

阿 含 〔師〕 agama  62 123 

阿含藏 agama-pitaka  60  26 

①阿 含に 通じ ②阿 含に 通ず ③阿 含に 通ぜる 
者 ④阿含 通 者 ® 阿 含の 通達 者 ® 阿 含に 精 
通した る ® 阿 含 を 知り ⑧阿含 を傳へ 
agatagama  (聖典に 通嘵 し， 聖 敎を傳 ふ） ① 3 
211,  226，  587,  591 ； 4 12,  86， 152,  447，  448  ； 
9  385，  388  ； 17 190  ；  22 下 332，  336 ② 22 上 
225 ③ 59 下 209 ぼ' 59 上 41 ®  2  250;  62  244 
.6)  60  26 ⑦ 7 101, 102 ⑧ 18  259，  260,  296, 
297;  20 111, 112 

何支羅 Acela  〔經〕 13  26 

何 支 羅迦葉 Acela-Kassapa  〔比〕 11 下 149*; 
13  26,  27，  31 〔出家 成 阿羅漢〕 11 下 152; 13 
31 〔苦の 自作 他 作 を 佛に間 ふ〕 13  26，  27 

河私陀 Asilia ① 〔仙〕 24  258,  260，  263 ② 〔華 
鬉 f 乍 者〕 26  369 

阿私羅 提科邏 Asita-Devala  〔仙〕 11 上 205* 

阿 侍 多 Ajita  〔傳 。婆〕 26  411 

河 時婆迹 Ajivaka  〔塞， 阿難より 妙 行者の 說法 
を受 く〕 17  355 

何 閥 婆 akkhohiiji  〔大 數〕 39  543 

何 濕波誓 Assaji の （阿濕 貝， 阿濕 婆， 阿說 示） 
〔五 比丘の 一人, 重病に 際し 佛の說 法を受 く〕 
14 196* ② 〔經〕 14 196 

阿 濕波他 assattha  (阿說 他， 阿 輸陀， 鉢 多， 菩 
提樹） 〔樹〕 16 上 291 

柯濕婆 ① Assaji  (阿濕 貝， 阿說 示） 〔六 群 比丘 
の 一人〕 1 302*  〔第 十三 僧殘の 初犯〕 5 11 ② 
Assaka  (阿濕 摩迦， 阿 攝迦， 阿 說迦） 〔國〕 36 
360 


阿ーァ 

阿濕婆 多羅 Assa は ra  〔龍〕 38  231 

阿濕 貝、 Assaji  (阿濕 婆， 阿說 示） 〔六 群 比丘の 

一人:] 31 191 
阿濕 縛质闍 assayuja  〔月〕 60  269,  273,  284 
阿 濕摩迦 Assaka ① （阿 攝迦， 阿 說迦， 阿濕 婆) 

〔國〕 7  249; 17  345;  31 306,  307  〔十六 大國 

の 一〕 17  345 ② 〔王〕 31 306* 
阿沙 干那 ① assakappa  〔樹〕 30  272  ：  34 116； 

39  387,  402  (2)  Assakanna  (馬 耳） 〔山〕 38 

130 

阿沙 荼 お 5!ha ① （顔 沙荼， 阿沙 陀） 〔月〕 34 
228;  60 164，  261,  262，  336,  340，  360 ② （阿 
沙陀） 〔星宿〕 60  360 
阿沙 荼月祭 asalhichana-ussava  61 524 
阿沙 陀 ① asalha  (阿沙 荼） 〔星宿〕 28 174 ② 
asalha,  asalhi (阿沙 荼， 顔 沙荼） 〔月〕 61 524, 
542;  28 135， 173 
阿沙 陀祭 お a!hi-nakkhatta  (秋 祭） 28 106, 107 
阿舍摩 Asama  〔外， 天子〕 12 110, 111 
阿閣世 AjStasattu  (= 阿闍世 韋提希 子， 韋提希 
の 子） 〔王〕 7  27*;  9  400; 11 上 156，  357; 18 
319，  320  ；  20  254，  255  ；  28  358，  359  ；  29  498, 
502,  503  ；  30  400,  408  ；  31 218,  219,  509,  510  ； 
32 106  ；  34  362，  363,  364  ；  36  250,  252,  275  ； 
38 144 ；  41 361 ； 60  24,  27,  38,  67, 162,  167, 
352;  65  (I) 14， 15,  21， 91， 125  〔波 新 匿 王の 
甥〕 12 143  〔波斯 匿 王との 戰〕 12 140*，  142; 
30  400;  31 218;  32  412;  34  362  〔波斯 匿に 
敗れて 捕虜と なる〕 12 142  〔離 車 族〕 13  396 
〔離 車 族の 跋祇を 伐たん とす〕 7  27*;  20  254, 
255  〔父 王との 因緣〕 31 509  ；  32 106  〔殺 父 王 
を 謀る〕 4  292  〔提婆 達 多に 歸依〕 4  284  〔提 
婆 達 多 を 供養〕 4  288*; 13  356  〔沙門 果經の 
說 法を受 く〕  6  73*  〔懺悔 歸佛〕 6 127;  29 
498;  36  251 〔佛舍 利 八 分の ーを受 く〕  7 158, 
161 

阿闍世 韋提希 子 Ajatasattu-Vedehiputta  (= 
阿闍世 王） 4  430;  9  400 

①阿 闍波羅 榕樹 ②阿闍 波 羅尼俱 律陀樹 
Ajapala-nigrodha  (阿 闍恕羅 榕樹， 阿 豫波羅 
尼拘 律樹， 羊 牧樹） ① 3  4,  7  ； 16 下 61 ； 60  4 
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② 12 176,  177，  207,  234,  238 
阿 闍波羅 〔榕樹 下〕 緣 Ajap5la-katha  3  4 
阿闍梨 acariya ① （軌範 師， 師） 1 38,  41; 3 
丄06*， 135，  211，  332，  526;  4 145，  340，  341, 
458  ；  24  227  ；  27  226,  303  ；  28  316,  325  ；  29 
31， 33， 110,  111，  211,  272,  374;  31 12*,  201; 
32  367,  368;  33  97, 122，  160,  402,  403  ;  34 
137  ；  35  262  ；  36  47, 153  ；  42  227,  229,  340  ； 
43 149，  333,  395  ；  44  452  ；  50  339，  342,  379, 
43P  ；  56  522  ；  59 上 8，  50， 160,  161,  217,  218  ； 
59 下 43, 185，  230，  287，  310,  311 ； 62  49， 136， 
144,  190,  192,  193,  199*,  229,  231,  237，  243, 
355，  370;  63  29,  39，  96,  97, 111,  136,  139, 
192,  255  ；  64 164，  165,  181，  183，  315  ；  65  (I) 
3,  55,  59，  61, 62，  66  ；  65  (II)  34,  69  〔種種〕 
62 190 ② （煩 惱， 現行 者） 42 19，  20;  43  341 ； 
44  418 

阿 闍梨似 acariya-lesa 1 283* 
阿閣 梨設 acariya-vada  60 174,  175;  61 15 
阿 闍梨相 取 acariya-parampara  65  (I)  42，  43, 
78,  79, 127 

阿闍梨 弟子 antev お ika  (内住 者， 門人， 侍者） 
1 38,  41 

阿闍 梨に 對 する 承 事 acadya-vatta  3 107 ；  〔62 
200〕 

①阿闍 梨に 等しき 人 ②阿闍 梨 程度の 人 

acariya-mat ね ① 3  332 ② 63 139 
阿闍 梨: 二 等しき 者 acariya-sama  G2  243 
阿闍 梨の 拳 acariya-mutthi  (師 拳） 59 上 301 

〔阿闍 梨の 種種〕 62 190 
阿闍 梨の 妻 acariya-bhariya  23  284 
阿閣 梨の 二十 五德 pancavlsati  acariyaguna 
59 上 217 

〔阿闍 梨より 依 止 を 失ふ條 件:" 3 108°* 

阿 閣梨を 同じく する 者 samanacariyaka  imM 

闍梨. 同一 阿闍 梨. 同一の 阿闍 梨を師 とせる 

者， 同門） 3  526  ；  4 145;  42  227,  229.  340; 

43  333，  395  ；  44  452  ；  62 190 
阿闍 羅溶樹 Ajap5la-nigrodha  (阿闍 波羅榕 

樹） 7  304 

阿修羅 C'asura  (修羅： ：: 鬼神 ^  4  354,  355, 

( 


356,  358;  7  284,  306,  308.  317,  327;  8  9〜 
192"*= ； 12  84,  85，  86，  378*  ； 15  313，  314  ； 16 下 
71， 377,  378; 18 161; 21 63*,  65,  69,  73*, 
75,  79;  22 上 133,  134;  23 130，  170*,  344; 
24 115，  258，  259;  25 101，  306,  412;  26  52; 
27  262;  28 140,  389;  31 117;  32 161,  205; 
33 113，  172*,  410;  34  245，  370;  35  46, 119， 
213,  261; 38  321; 39 116;  41 229;  43 135  ; 
44  62,  64,  87  ；  47 175*  ；  59 上 258  ；  59 下 91， 
107, 120  ；  61 30;  62  406，  407  ；  63  357,  410  ； 
65  (I) 117;  65  (11)  42  f  asura-kaya  (阿修 
羅界， 阿修羅 衆， 阿修羅 群'' 35  213,  261 

阿修羅 王 ① asurinda 19  336 ② Asurinda 
〔經〕 12  279 

阿修羅 王婆羅 墮婆闍 Asurindaka-Bharadvaja 
〔婆， 比〕 12  279 

阿修羅 王羅 K    Rahu-asurinda  (羅喉 阿修羅 王） 
4  441 

〔阿修羅が 帝 爆 網: こ 縛 せらる る譬 25  250 
阿修羅 界 r  asura-kaya  (阿修羅， 阿修羅 衆， M 
修羅 群、 7  215,  216;  63  410;  64 124 ② 
asuratta  42 109, 155 ③ asura-bhavana  43 
309 

① 阿修羅 宮 ② 阿修羅の 宮殿 asura-pura  (D 

22 上 134 ② 12  393 
阿修羅 群 ① asura-kaya  (阿修羅， 阿修羅 界. M 

修羅 衆） 36 119  ®  asura-gana  36  46 
① 阿修羅 衆② 阿修羅の 衆 3   asura-kSya  (阿 

修羅， 阿修羅 界， 阿修羅 群） 丄 8  345;  9  440; 

58  63,  64  ;  65  (II)  40 ま 7  232,  233 
〔阿修羅と 女と 魔術 者〕 33 173 
〔阿修羅と 天との 戰〕 22 上 133 
〔阿修羅と 天の 罾喻〕 18 161 
阿修羅 品 Asura-vagga 18 160 
阿修羅 務 asura-va1:a  42 136;  43  88 
阿修羅 務者 asura-vatika  42 131 ； 44  62 
阿輸迹 asoka  (無 憂、 〔樹、 26  29.  340.  341 ； 

37 170;  38 185;  39  410 
阿輸陀 assattha  (阿說 他， 阿濕波 他. 鉢 多， 菩 

提樹） 〔樹〕 60 114，  115,  119， 138 
阿周陀 Accu は 'T  〔天〕 7  288 ② 〔仙〕 39  395. 

) 
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396,  419 ③ 〔象〕 38 157 
阿酬 Ajjuka  〔比〕 1 109 
阿順那 ajjuna  〔樹〕 27  45,  72, 105.  241, 248  ； 

39  406 

阿攝迦 Assaka  (阿濕 摩迦， 阿濕 婆， 阿 說^) 

〔國〕 24  371 ； 44 1 
阿攝想 Assalayana  〔靑 年〕 11 上 195* 
阿 攝恕經 Assa ほ yana-su«a 11 上 194° 
阿說迦 Assaka  (阿濕 摩迦， 阿 攝迦， 阿濕 婆） 〔十 

六 大國の  一〕 21 146,  153,  160, 169 
阿說示 Assaji ① （阿濕 波 誓， 阿濕 貝） 〔五 比丘 
の  一〕 3  23，  71; 26  45，  47，  56，  57;  28 174， 
181; 60  4  〔舍利 弗 出家の 動因 をな す〕 3  71 ② 
(阿濕 貝， 阿濕 婆） 〔六 群 比丘の 一〕 4 14， 16*, 
261, 262 

阿說他 assattha  (阿 輸陀， 阿濕波 他， 鉢 多， 菩 
提樹） 〔樹〕 15  257,  258  ；  25 161 ； 26  358  ；  27 
15，  211， 212  ；  28  28，  29  ；  31 360,  361,  484, 
485  ；  36  382  ；  37 144  ；  38  41; 39  380,  389， 
437，  442,  475 

阿僧祇 asankheyya  (不可 測， 無數） 41 216, 
219  ；  60 19  ；  63  380,  385,  393 

阿吒吒 Atata  〔地獄〕 22 下 80;  24  250 

阿 吒曩胝 AtSnatiya  〔護 經〕 8  260,  261,  277, 
280，  281， 282  ；  59 上 312 

阿吒 曩胝經 Atanatiya-suttanta  8  259° 

① 阿吒摩 ② 阿咤摩 Atthaka  (夜 吒） 〔古 仙〕 
① 6  338,  339，  342,  344  ； 19  312，  319  ；  20  308， 
309 ② 3  429  ；  4 155 

阿宅迦 a!haka  (阿羅 迦， 升， 瓶， ァ―ラ 力） 〔量〕 
26  38 

阿闥 婆吠陀 Athabbaija-veda  〔婆羅門 書〕 59 上 
357 

阿 致 羅筏底 Adravati  (阿 夷羅 拔提， 阿 耆羅婆 
提） 〔河〕 1 103  ；  6  333,  334,  347*  ；  20 162, 
163.  354  ；  30 155， 183  ；  31 156，  536  ；  32 125  ； 
34  41* 

〔阿 致 羅筏底 河岸の 譬喻〕 6  347,  348,  349 
阿 提目多 Adhimutta  〔比〕 25 137，  247  〔譬 it 
經〕 26 159 

阿提 目 多迦 atimut は ka  (阿 希 物 多， 善 思） 〔華, 


樹〕 33  239;  59 下 198,  229 
阿 那伽賓 頭 Andhaka-vinda  (闇 陀迦 頻陀） 〔地 

名〕 3 193，  387,  393,  511; 19 190 
阿那含 anagamin  (不 還， 不還 者， 不還來 者) 

43 138，  403;  62 10, 123，  157;  64  436,  438% 

480,  483,  485，  492，  494;  65  (II)  85 
阿 那含果 anagSmi-phala  (不 還果） 62 10;  63 

333，  334 ；  64  492 ；  〔64  438〕 
阿 那含果 心 an§g5mi-phala  citta  65  (II)  6， 

35，  86;  〔45 163〕 
阿 那含道 anagSmi-magga  (不 還道ク 62  91 ： 64 

430，  437，  439，  445 
阿那含 道心 anagami-magga  citta  65  (II)  6; 

〔45 104〕 

阿那 含道智 anagamimagge  nanam  44  33; 
64  437;  〔64  437。〕 

阿 那波那 念 三昧 an§p5nasati-samadlii  (〜安 
般 念定） 1 116° 

① 阿那律 ② 阿 那律陀 Anuruddha  (阿宽 樓駄， 
阿 鬼 樓陀） 〔比〕 ① 2  28*, 105  ；  3  608*  ；  4  23, 
278*  ；  5  22;  7 145, 146  ；  9  362*,  374,  379  ； 
10  277*  ； 11 下 83, 179*，  190，  196*  ； 12  249， 
269; 13  300; 16 下 156，  162,  163,  166; 17 
463,  464,  465  ； 18  418,  419  ；  20  30;  21 173*  ； 
25  20;  30 151,  207，  432  ；  33  76, 117，  121, 
216  ；  34 186,  273,  314  ；  35  68，  214,  336  ；  36 
60;  37 154，  347;  38  65, 139，  546;  39  550; 
41 216  ；  59 上 241 ； 59 下 274，  324,  328  ；  60 
25，  26,  30，  32,  33  ；  62 125  ；  63  330 ② 3  608*， 
614  ；  9  362*  ； 11 下 196*  〔三時 殿， 出家〕 4 
278*  〔天眼 第一〕 9  374,  379; 13  228,  229; 
15  372*,  376*  ； 16 上 406  ； 17  34;  28  278  〔譬 
喻經〕 26  66  〔四 念處 にて 神 通 を 得〕 16 下 160， 
163， 169  〔重病に て 四 念 處を修 す〕 16 下 167 
〔舍利 弗と 四 念處の 問答〕 16 上 404，  405，  406; 
16 下 162，  163, 166  〔大目 犍 連に 四 念 處を說 
く〕 16 下 156, 159  〔舍利 弗の 設法 にて 成 阿羅 
漢〕 17  464，  465  〔八 大人 覺の說 法 を 受け， 後 
に 成 阿羅漢〕 21 109*  〔難 提， 金毘羅と 共 住〕 
3  608*;  9  362*  ； 11 下 196*  〔四 衆の 記 別に 關 
する 說法 を受 く〕 10  277*  〔女人に つきて 說法 
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を受 く〕 17  463  〔可 意 衆 天に 生るべき 八 因 を 
說く〕  21 173*  〔パ ソチ ャ ンガ及 ぴ眞迦 旃延に 
說法〕 11 下 179*  〔天と 同 住 語 話〕 11 下 190 
〔第 六 波 通 提， 第二 共 宿戒を 犯す， 女人 を 化導 
す〕 2  28*  〔沸 入滅 時；； 7 145, 146 

阿那律 Anuruddha  ®  〔比〕〜 前項 ② 〔經〕 12 
346;  21 109, 173 

阿 那律經 Anuruddha-sut は 11 下 179° 

阿那 律相應 Anuruddha-samyutta  (阿 冤樓陀 
相應） 16 下 156° 

阿 那律陀 Anuruddha ① 〔ピャ ダッシ ー佛の 
侍者〕 27  216  % 〜阿那 律 

阿難 ① Ananda  (阿難 陀， 慶喜） 〔比〕 1 16,  35， 
115,  334;  2 105;  3 133，  134,  135,  347,  353， 
358  ；  4  23,  297,  298,  303,  304,  353,  427,  428  ； 
5  30，  40  ；  6  67，  68,  367,  424  ；  9  205,  290,  291, 
372*,  410  ； 10  268,  277  ； 11 上 59*，  100*,  150， 
317*，  357*  ； 11 下 83， 119*，  128*,  251*,  284*， 
366  ； 12 107,  108,  268,  312  ； 13  49*,  56*,  167, 
174，  175,  299,  315*,  351，  406; 15  88; 16 上 
133, 134  ； 17  271 ； 19  270，  271, 272  ；  20  30， 
31， 59,  87，  88， 139;  21 254;  22 上 34， 157; 
22 下 276;  23  89， 122*,  179,  186*,  204,  213, 
214，  221*  ；  25  205，  290,  291 ； 27  212,  389， 
399,  400  ；  28  253,  254，  265，  277  ；  29  56,  238* 
其 他 ； 30  7  ；  31 69,  201,  315，  341 ； 33  21, 346 
其 他； 34  25,  28, 154*,  274,  418，  419 其 他； 
35  71, 93  ；  37 1， 4，  6,  9，  45  ；  38  65,  69 其 他 ； 
39  259  ；  43  290  ；  44  307  ；  57  92.  367,  368, 
388,  400;  58 102,  103，  189,  335，  339，  340; 
59 上 226,  241,  278*,  294*,  298*,  337,  338, 
351* 其 他 ； 59 下 23*  ；  60  25，  26，  29，  32, 164*, 
172;  62 19,  33，  70, 198;  63  344;  64 10， 120， 
151,  158,  160,  279,  283;  65(1)  9*,  20*,  46 
〔出家〕 4  281， 282  〔多 聞 第一〕 9  373,  377; 
13  229,  230  ： 多 聞 第一， 憶念 第一. 悟 解 —， 
堅固 第一， 近侍 第一〕 17  35  ： 福德〕 31 79  〔四 
未曾有 法 具備〕 7 130; 18  232  〔佛 よりの 授 
記〕 17  373  、佛滅 時〕 7 142*  ； 18 139  〔有學 
たるの 悲泣〕 31 341 〔成 阿羅漢〕 4  428;  60 
165;  65(1) 17  〔替 n|i 經〕 26  96  〔偈〕 25  287* 


〔第一 結集〕 4  430;  60  26, 166;  65  (I)  20  〔阿 
婆耶 のために 滅盡淸 淨を說 く〕 17  361 〔安穩 
住 を 佛に間 ふ〕 19 183*  〔安般 念 乃至 明解 晚を 
佛に間 ふ〕 16 下 205*  ： ウンナ ーパ 婆羅門に 四 
神 足を說 く〕 16 下 122  ：優陀 夷: こ 無我 を 示す〕 
15  263  〔緣 起の 說法 を受 く〕  7 1*  〔第 八十 三 
波 速提， 王 宫戒を 犯す〕 2  251 〔迦 稀那 衣戒〕 1 
330  ： 迹葉佛 時の 物語 を 聞く〕 19  300*  〔迦葉 

• より 童子と て 咎めら る〕 4  432; 13  320  〔迦摩 
浮に 藥縛を 語る〕 15  262  〔戒， 禁， 活命， 梵行 
等 を 解說〕 17  367  〔戒本 讀誦を 佛に乞 ふ〕 21 
70;  23 167  〔耆利 摩 難の 重病 を佛: こ吿げ 沸の 
設法を 彼: こ傳 へて 治 病〕 22 上 353  〔給 孤獨の 
重病に 際し 四證 淨を說 く〕 16 下 282  〔俱 迦那 
外道と 十 無 記 を 論ず;； 22 下 112， 113  〔空 世間 
の說 法を受 く〕 15  87，  88  〔繁 念修 習， 不繫念 
修 習の 說 法を受 く〕 16 上 376*  ： 現法般 涅樂: こ 
つきて 舍利 弗に 問 ふ〕 18  292  〔五 蘊の滅 ：こ關 
する 說法 を受 く〕 14  38,  39  〔五 蘊の生 住滅: こ 
關 する 設 法を受 く〕 14  60*  〔五蘊 無我 相經の 
設 法を受 く〕 14  294,  295  〔五 境への 不領受 を 
優陀 夷に 設く〕  22 上 125，  126， 127  〔五 下 分 結 
に關 する 說法を 佛に請 ふ〕 10  233*  〔拘利 人: こ 
四淸 淨を說 く〕 18  342  〔拘 薩羅 王宮に て 千 枚 
の 衣 を 得〕 30  39  史羅: こ設 法： 15 184  〔三 
界 業報 說の設 法を受 く〕 17  365,  366  〔身 語意 
業に 就きて 說 法を受 く〕 17  86，  87  〔衣 を 製作 
す〕 3  501 〔長 衣を蓄 ふ:' 3  504  ： 千 枚の 衣 物〕 
4  435;  30  39;  31 69  〔？？ 河提 衣の 受納： 11 上 
156  〔弊衣の 利用 法〕 4  435;  30  39  〔拫修 習の 
說 法を受 く  〕 11 下 434*  〔普 行者 サ ン ダカ と 問 

： 答して 彼 を歸佛 せし む〕 10  358*  〔寂靜 なる 有 
想 三昧 を 佛に間 ふ〕 22 上 206，  207;  22 下 287 
〔無 作意に して 作意 ある 三昧 を 間 ふ〕 22 下 292 
〔尸 利 阿 荼に四 念 處の設 法〕 16 上 407,  408  〔死 
者の 連 命， 生 天の 因 等の 說法 を受 く〕  7  207* 
〔止觀 の 修法 を說 く〕 18  275  〔自燈 明， 法 澄明 
の說 法を受 く〕  7  68; 16 上 372*  〔七 不衰 法の 
說 法を說 く〕  7  29*;  20  255*  〔舍利 弗に 隨從〕 
16 下 276  〔舍利 弗と 問答〕 19  279,  280  〔舍利 
弗に 四 證淨を 間 ふ〕 16 下 226,  248  〔舍利 弗に 
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寂靜 なる 有 想 三昧 を 問 ふ〕 22 上 208;  22 下 289 
〔舍利 弗と 法の 不 忘失 を 語る〕 20 111 〔舍利 弗 
の 諸 拫淸證 なる を 見る〕 14  380*  〔舍利 弗の 般 
涅槃に 因み 佛ょ り敎 誡を受 く〕 16 上 384  〔須 
婆學 童に 說法, 佛滅 後〕 6  291*  〔周 陀沙彌 よ り 
尼 乾 子の 入 減と その 徒の 分裂と を 聞き， 佛に 
報告す， 佛 はこれ に 因み て說法 せらる〕 8 150 
〔受 に關 する 說法 を受 く〕 10 178*  ； 15  340, 
341，  342，  346*  〔諸 弟子の 授記を 佛に問 ふ〕 
16 下 240*  〔定 より 解 股 を 得る こと を 佛に間 
ふ〕 17  215,216  〔新来 者に 五 法 を 勤むべき こ 

. と を說法 せらる〕 19 190 こ 祌足等 を 佛に間 ふ〕 
16 下 143  〔世間の 說 法を受 く〕 15  86,87  〔世 
間邊 等に つきて 比丘 等に 廣說〕 15 152*  〔施に 
關 する 說 法を受 く〕 11 下 357*  〔說法 時の 注意 
事項に つきて 說 法を受 く〕 19  257, 258  〔闡陀 
を敎誡 す〕 14  209*  〔闡陀 のために 三 不善 拫に 
つきて 說法〕 17  352  〔善 戒を跋 陀羅に 語る〕 
16 上 398,  399  〔善知識に 關 する 說 法を受 く〕 
16 上 140  〔多 梨 富沙の 質問 を緣と して 佛ょ り 
九 次第 定に よ る 出 離の 說法 を受 く  〕  22 上 141* 
〔大善 見 王物 語の 說法 を受 く〕  7 165*  〔大 菩提 
樹 供養〕 34 154  〔提婆 は 破 僧の 意 を 語る〕 23 
181， 182  〔長 鉢 を 得〕 1 411 〔長 衣を蓄 ふ〕 3 
504  〔弟子 三十 人 還俗〕 13  319  〔德 香に つきて 
說法 せらる〕 17  368  〔女人に 對 する 比丘の 態 
度 を 佛に問 ふ〕 7 125  〔女人に つきて 佛に間 
ふ〕 18 144  〔如来 十 力の 說法 を受 く〕  22 上 256 
〔パ ッ ダヂに 見聞 等の 最上 を 語る〕 19  281,282 
〔破 僧 等に つきて 沸に 質問〕 22 上 307*  〔破 
の 因に つきて 說 法を受 く〕 18  418*  〔巨 求那の 

-死 を緣と して 聽 法の 六 利に 關 する 說 法を受 
く  〕  20 134*  〔婆耆 沙に說 法〕 12  324  〔八 城 居 
士に說 法〕 10 101; 22 下 323,324  〔八 望の 達 
成〕 31 256  〔拔耆 の 七 不衰法 を 問 はる〕 7  29" 
20  255*  〔跋 陀羅と 共な り 〕 16 上 165，  166, 167 
〔非 法と 法. 非 義と義 を廣說 す〕 22 下 149*  〔諸 

： よ 匕 丘の 爲に佛 に 說法を 請 ふ〕 14 152, 153  〔比 
丘 尼の 出家 を 佛に願 ふ〕 4  379*;  21 196*  〔比 
丘 尼に 說法〕 16 上 374*  〔重病の 比丘尼に 身の 
^生 因を說 く〕 18  254  〔比丘尼 敎誡師 の 資格 


を 間 ふ〕 21 202  〔革卑 留羅將 軍との 間 答〕 11 上 
173,  174. 175  〔不悔 乃至 解 脫智兑 の,?; i 法を受 
く〕  22 上 204;  22 下 285  〔富 留那彌 多羅 尼 子 
より 敎誡 を受 く〕 14 167  〔佛 母が 產後 七日に 
して 命 終せ しこと を 語る〕 23 162  L 法律の if 
長 .不1 曾 長の 十 因に つきて 說 法を受 く〕  22 下 

53  〔正 法久 住の 因 を 拔陀羅 に 語る〕 16 上 400 
〔正 法 損 減の 因 を 跋陀 羅に說 く〕 16 上 401 m 
の 病氣に 際し 耆 婆に 治療 を 頼む〕 3  487  〔佛に 
馬麥を 奉る〕 1 K) 〔佛の 侍者と なった 因緣〕 33 
346  〔優れたる 侍者た る こと を 佛が讚 歎〕 7 
130  〔佛に 身を捧 ぐ〕 32  228;  35  71， 93;  37 1， 
45  〔佛の 威力に つきて 設 法を受 く〕 17  370. 
371,372  〔佛の 人拫智 による 返 法 '不 返 法， 般 
涅槃 法 等に 關 する 說 法を受 く〕  20 162*  〔梵乘 
にっきて 說 法を受 く〕 16 上 144  〔摩 „«J 那摩; こ 
三學 等に つきて 說法〕 10 109; 17  359  〔摩那 
提那に 四 念 處を說 く〕 16 上 409  〔魔に 障 へら 
れて佛 に 劫 住 を 願 はず〕 7  71*  ； 16 下 106*  〔毛 
端の 喻の說 法を受 く〕 16 下 385  〔友人 等 を 三 
證淨に 入ら しむべき こ と の說 法を受 く〕 17 
363，  364  〔六 處の滅 盡を比 £ 等に 說 く  〕 15 159* 

〔鹿 住 優 婆 夷と 梵 行者に つき て 問答 後に 佛に 
質問〕 20  92*;  22 下 34* ② Ananda  (二 毘 
提訶 道士）  32  348 ③ 〔經〕 12  324，  346; 14 
38， 167,  294  ； 16 上 132  ； 16 下 248  ；  22 上 125, 
204;  22 下 53  (—）  （二） 14  60,  61; 16 下 
143， 144  ； 16 下 205，  210  ；  22 上 308，  309 
阿難 （我 は 有り） Anando  or  Atthatto  〔經〕 
16 上 132 

阿難 一夜 賢者 經 Anandabhaddekaratta-sutta 
11 下 251° 

阿難 陀 Ananda ① 〔佛〕 26  384 ② （阿難， 慶喜） 
〔 比〕 3  614  ；  26 13,  82,  98,  442  ；  28  27,  29  ；  41 
228，  252,  327，  349，  356  ；  61 554 ③ 〔ティ ッサ 
佛の 子〕 41 319  ®  〔プ ッ サ佛の 子〕 41 323 ⑤ 
(慶 喜） 〔蓮華 上佛の 父〕 41 288,  290  6  〔王〕 27 
3，  6 ⑦ 〔菩提樹〕 31 79 
① 阿難 廟 ② 阿難 陀支提 Ananda-cetiya ① 7 

99， 102 ② 18  293 
〔阿難 菩提樹〕 34 158 
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阿難 品 Ananda-vagga 17  352 

阿尼輸 Anejaka  〔天〕 7  288 

阿 若 t 喬陳如 Afifia-Kopdafifia,  Afinata- 

Kondanna  (二 慎陳 如） 〔比〕 3  22; 12  334; 

16 下 343  ； 17  33;  25  241 ； 28 174  ；  41 78，  88 

〔久 出家 第一〕 17  33  〔璧 B|i 經〕 26  90  〔觀察 坐 

禪に 因み て 佛の優 陀那〕 23  211 
阿 奴 夷 Anupiya ① （阿 案 夷 土， 阿 |£ 夷, 阿责比 

耶） 〔國， 邑〕 4  278 ② 〔林〕 28 140 
阿 奴 波 摩 Anopama  〔尼〕 25  361 
阿 奴 摩 ① Anoma  〔苦行者〕 27  80 ② 〔山： 27 

71 ③ Anoma  (常 滿） 〔河〕 28 136， 137  ；  33 

383 

①阿宽 夷 土②阿 16 夷③ 阿! 比耶 Anupiya 
(阿 奴 夷） 〔邑〕 ① 8 1 ② 23 113 ③ 28  278 

阿寃羅 Anu ほ ① 〔迦葉 沸の 第一 比丘尼〕 28  91 
② 〔クダ —ティ ッ サ 王妃〕 60 135, 381 ③ 〔王 
子妃〕 65  (I) 100,  112* 123 ④ 〔王妃〕 60  67, 
80, 104,  105,  112,  119，  242,  245，  269，  279 

阿 宽羅陀 （DAnuradha  〔星〕 60  224,  225 ② 
(ニアヌ ラー ダナ ッ カツ タ） 〔釋 種〕 60  65,215, 
223 ③ （阿 宽羅 度） L 比， 如来 死後の 有無に 關 し 
て〕 16 上 106 ④ (=Anuradha-pura)  C 市: 60 
62, 66, 103, 111，  113，  125，  144,  208,  224°*,  277, 
288，  294,  295，  301, 318，  374*,  392  ；  65  (I)  90，  99， 
110, 121 ⑥ Anuradho  〔經〕 16 上 105 

阿 鬼羅度 ① Anuradha  (阿宽 羅陀） 〔比， 如;] ミ 
死後の 有無に 關 して〕 14 183* ② Anuradho 
〔經〕 14 183 

阿 ffi 樓陀 Anuruddha ① 〔佛〕 27  78 ② 〔愼陳 
如佛の 侍者〕 28  63  D 〜次^ ④ 〔王〕 60 167  ； 
65(1)  92 

① 阿 鬼樓陀 ② 阿^ 樓駄 Anuruddha  (阿那 律, 
阿那 律陀） 〔比〕 0)25  197, 267*  ；  28  278;  31 
180,  555  ；  60 172  ；  65(1) 12， 14，  46 ② 23  89 

阿 免樓陀 相! き Anuruddha-samyutta  (阿那 律 
相應） ：經] 57  297 

阿 能 河 anaka  〔太鼓〕 13  394 

阿 達 Anotatta  (無熱 惱） 〔池， 七大 湖の一〕 3 
50  ；  20  355  ；  25 197  ；  26  503，  507  ；  28 106, 
170,  449;  30 149  ;  32  366;  34 124;  35 10; 


36  354,  364，  367  ；  37 125, 165  ；  39 173  ；  44 
349;  60  5，  42,  72, 120，  153.  176,  181,  228; 
63  330;  65  (I)  94 
阿波 那 Xpaija  (阿 摩耶， 阿 恕那） 〔町〕 24  204, 
206 

① 阿波 蘭多迦 %' 阿波 蘭 多 Aparantaka, 
Aparanta  (西部 地方） 〔國〕 ① 60  59,  230, 
233;  65(1)  81, 84,  85 ② 27  92 
阿 婆 婆 Ababa  〔地獄〕 22 下 80;  24  249 
阿婆耶 Abhaya ① 〔比， 頻 婆娑羅 王の 子〕 27 
343  〔譬 喻經〕 27  340  (2) 〔相承 比丘〕 65  (I)  8 ひ 
③ 〔天 愛 帝須王 弟， 比〕 65  (I) 111 ④ 〔離 車 人〕 
17  361*; 18  350  〔阿難よ り 滅盡淸 淨の說 法 を 
受く〕 17  361*  f  〔鳩 留孫佛 時代の 王〕 65  (I) 
107  ®  〔王， 王子〕 60  67, 100,  113，  119.  125, 
126,  248,  250 ⑦ （二 ァ— マン ダガー マ 二. ァパ 
ャ王） 60 139 ⑧ （二 アバ ャナ— ガ王） 60 145, 
404  :D  〔王， ク ティカ ンナの 子〕 60 127 ⑩ （二 
施 無 畏者阿 婆耶） 〔王〕 60  65,  66,  67,  214,  216， 
221, 224  ®(= ドウ ッタガ —マ 二王） 60 128, 
132,  257,  325  @(= ヴッ タガ一 マ 二王） 60 131 
⑬ （二 パーティ 力. ァパャ 王） 60 137  ®(=  メ 
—ガヴ ンナ' ァパャ 王） 60 146  @  〔巿〕 60 100, 
113,  114,  116,  248  ；-  65  (I) 107  @(= 無畏山 
寺， ァパュ ッ タラ） 60 143， 145  @  〔湖〕 65  (I) 
109 

〔阿 婆耶 王の 灌頂〕 （章） 60  65 

〔阿 婆 耶の卽 位〕 （章） 60  214 

阿^耶 木 权伽摩 尼 Abhaya-DuUhagamani  60 
132;  〔60 129〕 

阿鉢羅 Apa ほ la  〔龍王〕 62  408 

① 阿槃提 d: 阿般提 Avanti  (1?^ 帝那） 〔國, 埃〕' 
① 3  343  ；  4  446  ； 14 13, 19  ； 15 185,  188,  437  ； 
17  345  ；  22 上 270  ；  23 176  ；  33  68  ；  35  29,  40  ； 
36  360  ；  44  246  ；  60 169,  236 ② 21 146,  153, 
160, 169  〔十六 大國の 一〕 17  345  ；  21 146.  153, 
160, 169 

阿槃提 Avanti ① 〔王〕 35  29 ② 〔國〕 〜前項 
阿 鼻 Avid  (無 間 =大 阿 鼻） 〔地:！〕  8  92;  23 
338  ；  26  271 ； 28  207,  450  ；  29 120,  499  ；  30 
341, 342  ；  34  28,  29,  66,  80,  99  ；  36  250，  364  ； 
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37  331, 365  ；  43  233  ；  44  399  ；  62  407  ；  63 
329,  332,  410 

阿 毘陀處 AyojjM  (無 鬪） 〔都〕 14  219 

阿昆 達磨 abhidhamma  (阿毘 曇， 阿 現 暴 磨， 阿 
昆法， 勝 法， 對法， 滑 上 法， 最上 法， 勝 論， 論） 5 
306  ；  26  68,  81 ； 29 101 ； 34 136，  230  ；  59 上 
5，  24*,  30,  32，  93, 117  ；  59 下 188,  235，  283  ； 
60  34，  57  ；  63 188，  194，  330  ；  64  9，  71， 120, 
210，  405，  462 

阿毘 達磨 師 Sbhidhammika  (論 師， 論學 者） 
59 上 32  ；  59 下 203，  216  ；  62  271 

阿尾 達磨 說 I)abh:dhamma-katha  (阿毘 曇の 
論， 最上 法の 論， 勝 法の 談） 59 上 30，  61 ② 
nippariyaya  (非異 門， 論說, 純理 論） 64  98， 176 

阿昆 達磨の 義疏 AbhidhammaUhakatha  (= 
阿毘 暴の 註擇 1 64  210 

阿毘 達磨の 敎說 Abhidhamma-pariyaya  (論 
の 敎說） 62 143 

〔阿毘 達磨の 說法〕 34  230;  63  330 

①阿毘 曇 ②阿毘 曇 磨 abhidhamma  (阿毘 達 
磨. 勝 法， 勝 論， 滑 上 法， 最上 法， 阿毘 法， 論） ① 
27  415  ；  28 165  ；  56  523,  524  ；  60  57 ② 61 
130， 142 

阿 毘曇藏 abhidhamma-pitaka  (論藏 二 阿毘曇 

論） 56  512 
阿毘 曇の 註釋 Abhidhammapitakassa 

Atthakatha  (二 阿毘 達磨の 義疏） 56  524 
阿昆 暴の 論 abhidhamma-katha  (阿毘 達磨 說， 

勝 法の 談， 最上 法の 論） 20 151， 152 
阿毘 S 論 Abhidhammappakarapa  (= 阿毘曇 

藏. 論藏 :|  56  522 
阿 毘曇論 母 abhidhamma-matika  (論の 論 母） 

50  430,  432* 
① 阿 毘毘尼 ② 阿毘 毘奈耶 abhivinaya  (阿毘 

律, 勝 律, 增上 律） ① 5  2,  3 ② 5  306, 307 
阿毘浮 Abhibha ① （勝者） 〔天〕 9  2; 10  68， 

69 ② (勝者， 優勝者） 〔尸 棄脾の 第一 弟子〕 6 

364  ； 12  263*  ； 17  370,  371 ； 26  226  ；  41 157  ； 

57  267 

阿 毘浮性 Abhibhatta 10  69 

阿毘法 abhidhamma  (阿毘 達磨， 阿昆 曇， 勝 法, 


勝 論， 滑 上 法， 最上 法, 論） 65  (I)  27 
阿毘律 abhivinaya  (阿 昆昆 奈耶， 勝 律， 1# 上 律). 
65(1)  27 

阿 浮 多 abbhuta=abbhuta-dhamma  (未 曾 言 

法） 〔九分 敎の 一〕 60  26 
阿浮陀 abbuda ① （顔 部陀） 〔地獄〕 24  249,, 

251 ②〜 次 項 ③ (顔 部陀, 垓） 〔數〕 24  251 
① 阿浮陀 ② 阿部 曇 abbuda  (頻部 曇， 胞， 垢 濁） 

〔胎內 五位の 一〕 ''1)42 179 ② 12  359 
阿 浮 陀翅舍 金披羅 Ajita-Kesakambalin  (阿耆 

陀 翅舍欽 婆羅， 阿 夷 多 翅舍欽 婆羅） 〔六師 外道 

の  一〕 7 138 
阿摩晝 Ambattha ① （菴 跋吒） 〔學 童, 佛 より' 

婆羅門の 眞義を 語らる〕 6 132* ② 〔種族， 家〕- 

32  421 

河 摩晝經 AmbaUha-sutta  6 131°  ；  62  400 
阿摩耶 Xpaija  (阿波 那， 阿 S 那） 〔町〕 3  429, 
432 

① 阿摩勒 ② 阿 摩洛迹 ③ 阿 摩羅 amalaka, 
amalaki (阿 末羅， 菴摩 羅果， 餘 甘子， 山査 > 
〔果， 樹〕 ① 3  55，  486  ；  4  230  ； 16 下 366  ；  25 
273  ；  26  31, 404  ；  34  406，  425  ；  59 上 22  ；  60 
42, 176,  227,  229  ；  65  (I)  56,  94，  95 ② 27  72 
39  389 ③ 12  257 
阿 摩勒室 amalakavantikapitha  4  230 
阿 摩 勒障礙 amalaka-palibodha  59 上 22 
阿末羅 5malaka  (阿 摩勒， 阿 摩 洛迩, 餘 甘子, iM' 

査） 〔樹〕 28  86 
阿彌陀 a)  Amitabha ② Ami ね 〔傳 。 轉輸 王〕 

①  26  357 ② 26  389 

阿牟 多羅 Aiigut は mpa  (鴦掘 多羅， 鴦伽 北方 

水） 〔國〕 3  426 
阿 母 夫人 ma ね r  bhariya  (母なる 妻） 31 126 
阿 由波羅 Ayupali  〔尼〕 65  (I)  66 
阿諛 catukamma ほ （諂 諛， 諂媚 性） 59 下 264 

① 阿 踰波羅 尼 拘律樹 ② 阿 豫波羅 尼 拘律樹 
Ajapala-nigrodha  (阿 闍波羅 尼倶律 陀樹， 阿 
闍波羅 溶樹） ① 7  83; 16 上 393，  420;  58  338 

②  18  36，  39 

阿羅 an    0  alhaka  @  alha  (阿 宅迹， 瓶， 升， ァ 
ーラ 力， アール ハカ） 〔量〕 ① 18  98 ② 19  72 

) 
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③〜 次 項 

<D 阿羅 迦 ② 阿邏迦 A!aka  〔國〕 ① 44 1, 11 
② 24  371, 380 

阿羅 迹提婆 Alakadeva  〔比〕 65  (I)  85 

何 羅迦門 akkavSta  4  236 

何 羅漢 Darahant  (應 供， 應供 者， 羅漢， 聖者, 
眞人） 1 1 ； 3  26,  32，  35，  37,  64，  324  ；  4  246, 
358,  429,  436,  437,  446，  454;  5  4;  6 165,  166， 
211.  254,  288;  7  58， 141; 8  333  ;  9  3*，  62, 
392; 10  86, 169,  301，  322,  332，  357,  373°  ； 
11 上 80， 116*,  191,  358*  ； 11 下 137，  153,  359, 
360  ； 12  276,  279*,  294,  335  ； 13  31 ； 14  57, 
60, 117*,  132，  135,  251,  264,  304; 15 106, 
122,  197,  285,  459  ； 16 上 361，  391，  392,  424, 
425  ； 16 下 3. 13*,  21 ； 17  465  ； 18  236,  417  ； 
19  95;  20 130，  149,  158，  328*,  405°  ；  21 118, 
14P,  240  ；  22 上 27*,  55*,  64  ；  23  3，  32，  93， 
121,  191，  331, 346  ；  24  30，  48, 175,  202,  216  ； 
25 1， 283;  26  49;  35  22,  305;  36  210;  41 
131,  136， 137  ；  42  28。*，  364,  365  ；  43  93， 128， 
130，  138,  403  ；  44  34°,  126°  ；  47  362,  404,  413， 
470  ；  48 上 91， 92,  293.  294,  324*,  354*,  382*, 
396*  ；  48 下 37*，  110*,  289*,  368  ；  49  64*,  93* 
120*，  476* 其 他； 52  92*,  131*;  57  81， 100*， 
140,  146,  147,  175*,  221*，  231*,  24P,  250*, 
342*,  344*,  347*,  351*;  58 110,  111，  125* 
183，  214,  215，  311*，  314,  315,  335，  407,  408, 
418*,  419，  421*，  424,  434  ；  59 上 14, 17,  24*, 
36,  37,  52,  90，  236,  278*,  303*  ；  59 下 23*,  43*， 
75*,  92*，  159;  62 10,  45,  84，  393'*  449;  64 
40,  41, 42，  436,  438°,  480,  481，  483，  492;  65 
(II)  85  〔如 來十號 の一〕 11; 3  64;  6 165, 
166  ；  7  58; 11 下 137  〔定義〕 20  405°  ；  62 
393°  〔行ぜ ざる 五 事〕 10  373;  22 上 27,  29 
〔行ぜ ざる 九 事〕 8 169;  22 上 28,  30  〔退 因〕 
19  241, 242  ；  57 126  2；  Araham  〔經〕 12  20  ； 
14  251， 304  ； 16 下 26,  359  (一）  （二） 16 下 2， 
3,  22 ③ Arahama  〔經〕 （一） （二） 14 131, 
135 

羅漢 位 arahat は '阿羅 i3l 果， 阿羅漢 性） 26 
107,  137,  138,  140,  151,  197,  261,  263，  443, 


448，  451,  455,  462，  503;  27 111,  133,  200, 
204,  229,  236,  369;  29  30 其 他； 33 117，  129， 
159;  34  63,  64 其 他； 37  246,  253;  38 147; 
43  93  ;  44  263,  374;  59 上 35，  333;  62 192, 
230,  247,  369,  450;  64  367 

阿羅漢 有 福 業 積 集 論 Atthi  arahato 
punnupacayo  ti  katha  58  311° 

阿羅漢 果 ① arahat は （阿羅漢 位， 阿羅漢 性 ） 4 
117,  380  ；  6  324,  325  ； 12  337  ； 15  390°  ； 16 下 
124  ； 19  44  ；  20  203  ；  28 174*,  193，  227,  232*  ； 
29 13 其 他； 30  38，  76 其 他； 31 9;  32  50; 
36  60 ；  39  264，  265  ；  44  44,  55,  324  ；  47  362 ； 
51 437  ；  57 100 气 139，  146,  147，  281，  283，  312， 
379*  ；  58  56, 110,  111; 59 下 43*，  189，  198, 
253,  272,  348,  350  ；  62 10，  30，  42,  73,  83，  85*  ； 
63  82,  96， 113，  123,  169,  193,  194，  305，  312, 
314,  324,  334;  65  I) 17,  53，  59,  66, 103,  122, 
123  〔障礙 六法〕 20 187，  188，  198，  203  〔障 凝 
九 法〕 22 上 178  ： 障 515 十 法〕 22 下 129 ② 
arahatta-phala 1 154*  ；  2  41*；  3  511 ； 8 
306; 11 下 359，  360;  40 107，  125，  195,  324  ; 
41 72, 130,  191'' ； 45  270  ；  47  43  ；  64  492  ； 
：64  438〕 ③ Arahattam  〔經〕 15  390 

阿羅漢 果現證 arahattaphala-sacchikiriya  (阿 
羅漢 果 f 乍證） 16 下 324  〔六 障 凝〕 20 198,  203 

阿羅漢 果作 S 向 arahat は phala- 
sacchikiriyaya  patipanno  '• 阿羅漢 果を證 す 
ベく 修行す る 者， 阿羅漢 向） 57  283,  322,  323, 
372*，  384*,  388,  393，  400 

阿羅漢 果心 arahatta-phala  citta  65  II)  6，  33， 
35,  86;  [45 163〕 

① 阿羅漢 果定 ま 阿羅漢 果等至 （I 阿羅漢 果 得- 
arahattaphala-samapatti  f  64  478,  485 ② 
50  481 3：  40  34, 136,  164,  336 

① 阿羅漢 果能 f 乍 證向人 'ま' 阿羅漢 '、果 應證位 成 
就 人〕 arahattaya  patipanno  (向 阿羅漢 性 者 
= 阿羅漢 果作證 向， 阿羅漢 向） ① 47  362,  470 
② 8  333 

阿羅漢 果品 Arahat は- vagga  20 197 
阿羅漢 果を證 すべく 修行す る 〔者〕 
arahattasacchikiriyaya  patipanno i 阿羅 9^ 

) 
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果作證 向， 阿羅漢 向） 57 139， 146 
〔阿羅漢が 行ず る こ と なき 九 事〕 8 169  ；  22 上 28, 
30 

〔阿羅漢が 行ず る ことなき 五 事〕 10  373;  22 上 
27，  29 

阿羅漢 外形 論 Arahantavaijpa-katha  58  434° 
阿羅漢 決定 arahatta-niyama  58  2，  209 
阿羅漢 性 arahatta  (阿羅漢 位， 阿羅漢 果 j 18 

275,  276;  41 1， 2 
〔阿羅漢 退 論〕 19  242;  57 100° 
阿羅漢 地 arahanta-bhCimi  59 上 331 
阿羅漢 中の 吉祥 arahantamajjhe  sotthanam 

33  318 

〔阿羅漢と 四 神 足〕 16 下 124 

〔阿羅漢と 身受， 心受〕 59 上 90 

阿羅漢 道 arahatta-magga  41 5,  7,  67  ；  45 
330;  46  33,  42,  54,  76，  77， 116，  119,  120,  124, 
155,  276;  47  43;  57  281,  379*;  58  2，  225， 
345,  346  ；  62  91, 194，  402  ；  64  77，  430,  438, 
439,  445 

阿羅漢 道心 arahatta-magga  citta  65  (II)  6; 
[45 105〕 

阿羅漢 道智 arahattamagge  nanam  44  33  ； 
64  438。 

阿羅漢 道 '二 入れ る もの arahaUamagga- 

samapanna  23  93, 191 
〔阿羅漢 道: 二 よ り て 一切の 結が 斷ぜら る〕 57  379 
〔阿羅漢; こ關 する 偈〕 14 132,  133, 134 
阿羅漢に 他 令 入 あり atthi  arahato 

paravitarana  57  250 
〔阿羅漢に 非 時の 死なし〕 5S  314 
〔阿羅漢に 不淨漏 精 あり〕 57  221 
〔阿羅漢に 福 業の 積 集 あり〕 58  311 
阿羅漢に 無知 あ り atthi  arahato  annanam 

57  232 

阿羅漢に 猶豫 あり atthi  arahato  kankha  57 
241 

阿羅漢 尼 arahan ほ 5  92 
〔阿羅漢の 一 51 法 は 無 漏な り〕 57  348 
阿羅漢の 命 を 奪 ふ arahantaih  jivita  voropeti 
(阿羅漢 を 殺す） 11 下 61 

( 


〔阿羅漢の 外形 を 以て 非人が 淫法を 行ず〕 58  434 
〔阿羅漢の 義〕 20  405°  ；  62  393° 
〔阿羅 漠の 具德〕 57 120,  146*,  227 
阿羅漢の 身受， 心 受の問 Arahato 

kayikacetasikavedana-panho  59 下 /5 
〔阿羅漢の 返す る 五 因〕 19  241，  242;  57 126 
〔阿羅漢の 返せざる 五 因〕 19  242 
阿羅漢の 念 忘失の 問 Arahato  satisammosa- 

panho  59 下 92 
阿羅漢 は 阿羅漢 果 より 返す parihSyati  araha 

arahatta  57  100;  〔58 llOj 
〔阿羅漢 は 四果を 具足せ り〕 57  351 
〔阿羅漢 は 善心 あ り て般涅 築す〕 58  419 
〔阿羅漢 は 不動に 住して 般 涅槃す〕 58  420 
〔阿羅漢 は 六捨を 具足せ り〕 57  358 
阿羅漢 品 Arahanta-vagga 12  274°  ； 14 115, 

128  〔法 句經〕 23  30° 
阿羅漢 無 非 時 死 論 Natthi  arahato  akalamaccu 

ti  katha  58  313° 
阿羅漢 漏盡 araha  khmasavo 17 177 
〔阿羅漢 論〕 57  221，  231,  241,  250，  342,  344,  347, 

351,  358;  58 110,  311,  313，  316，  407,  418，  419， 

421, 424  ；  59 上 90,  303，  333  ；  59 下 23,  43,  75, 

92 

① 阿羅漢 を 殺す ② 阿羅漢 を 殺害す arahantaih 
jivita  voropeti  (阿羅漢の 命 を 奪 ふ） ① 18  410 
② 17  39 

① 阿羅漢 を 殺す ② 阿羅漢 を弑す araha  jivita 
voropito  hoti ① 19  205 ② 20  207,  212 

阿羅漢 を 誹 誇す arahan ほ naih  abbhacikkhati 
58 111 

阿羅 那 ① Aranemi  〔傳。 外〕 20 123，  125,  394 
② Arupa  〔天〕 7  289 

阿羅 婆迦 A!avaka  (阿藤 婆迦， 曠野） 〔夜叉〕 34 
64;  39 1 ； 62  408 

阿羅 婆樓 ① Srava!a ② AravSla  〔龍王〕 ① 62 
408 ② 65  (I)  81 ③ Aravala  〔池〕 65  (I)  81 

① 阿羅 毘 ② 阿羅 W  Alavi (阿 臘毘， 阿藤 毘， 曠 
野） 〔國， 邑〕 ① 1 380  ；  2  25，  51, 53'  77  ；  4 
262,  263,  268  ；  5  9, 16,  22*，  26,  249  ； 17  221 ； 
28  315  ；  31 19，  20,  436  ；  32  325 ② 21 90,  93. 


ァ— 阿 


〔戒法 六 種の 制定： 5  249 
珂羅毘 〔邑： の 比丘 X!a'.':ika  bhikkhu 1 133* 
244* 

① 阿羅 邏迦羅 摩 1： 阿羅 邏迦蘭 ③ 阿羅 羅迹羅 
摩 ④ 阿 邏羅迦 蘭 摩 S!ara-Ka ほ ma  T  3 13; 
7 108* ② 28 142, 172  D  63  210 ④ 59 上 372* 
〔無 所有 處定〕 9  295，  416  〔定 中不 聞聲〕 7 109 

珂邏 毘瞿暴 -S!avi-Gotama  〔比〕 24  434;  44 
374 

j:^ 賴耶 alaya  (執著， 愛, 愛 著， 愛 著 心， 愛愁， 所 
執處， 避難の 處） 3  8; 12  234 ； 18  231 ； 24  63, 
196,  238  ；  59 上 370，  371 ； 63 129  ；  64 116，  257 
蘭 若 X  aranna  (阿 練 若, 林野, 森林， 叢林， 園 
林， 林 中， 林， 閑 林， 閑 靜處， 空 閑， 空 閑處， 曠野, 
僻遠の 地） 1 73,  75°, 116  ；  4  225  ；  8 114, 115  ； 
11 上 342  ； 13  416  ；  21 224  ；  22 下 120，  125， 
294,  296  ；  24  519  ；  40  286°  ；  41 364,  381， 392  ； 
59 上 212  〔八 支 具足〕 59 上 212  S  arama  (園, 
園 林, 林 園, 僧 園, 伽藍） 12  320 

： 阿 蘭 若者 分 arafifiakaiiga  (阿 練 若 住 支， 林 法 
法' 5 17 

阿 蘭 若 住 者 1) arafifia-vasin  33  208；  59 上 
270 ② 5rafifiaka 〜次 項 

①阿蘭 若 住 者 ②阿蘭 若 住 〔者〕 ③阿蘭 若: こ 住 
する もの arafifiika,  arannaka  (林 住 者， 林 

に 住 し， 阿 練 若 者， 住 林 者， 森林 g 者， 閑 林 g 
者， 蘭 若に 住む） ① 1 22，  390*.  444  ； 11 上 137  ； 
22 上 212*  f 13  274,  275,  297,  298,  306,  307  ； 
17  34  ；  60  37 ③ 13  417 
①阿蘭 若住處 ②阿闢 若の 床 座 arafifiaka 
senasana ① 1 445°  ；  2  297°  ；  5  44，  72 ② 20 
260 

阿 闢若處 arannayatana  (森林 處， 空 閑處） 11 上 
205 

阿 蘭 若 比丘 Srafifiaka-bhikkhu  (林 法 比丘， 阿 

練 若 比丘） 21 310 
阿 蘭 若 物 arafifiaUha 1 82 
阿 SB 若 品 Aranna-vagga 19  305 
阿 蘭 若 林 aranna  pavana 13 154 
阿利 吒 AriUha ① 〔辟〕 11 下 68，  69  %  〔都〕 

36 155, 159 


阿利 咤 Arinha  ： 塞〕 20  228 

阿哩止 婆満多 Accimant  ；; 王： 60 19 

阿梨 AriUha ① （阿梨 瑟 吒'' 〔鷹匠， 比〕 4 

36* ② 〔龍〕 38  236,  281，  284,  310* 
阿梨 瑟吒 AriUha  X  (阿梨 吒） 〔比， 入 出 息 念 

の說 法を受 く〕 16 下 186 ② 〔經〕 16 下 186 
阿栗吒 ① Aritthaka  〔天〕 7  287  f  Arittha 

〜次 項 

① 阿栗吒 ②阿栗 St  Arittha  '= 摩訶阿 栗吒） 
〔大臣， 比〕 1：60  69, 104,  112,  228 ② 65(1) 
79， 103，  112，  113,  119，  123,  125* 

阿 隣陀摩 Arindama  〔王〕 27  92 

阿荔散 Alasanda=AlIasanda  (亞歴 山陀， ァラ 
サ ンダ， アツ ラサ ンダ） 60  338 

阿 練 若 arafifia  (阿 蘭 若， 林野， 森林， 叢林， 園 林， 

林 中， 林， 閑 林， 閑 靜處， 空 閑， 空 闕處， 曠野， 僻 
遠の 地） 4  282,  283，  331，  414; 16 下 123,  124， 
181，  184*  ； 17  238,  240  ；  22 上 139，  353*  ；  22 下 
13， 14  ；  42  38,  212，  216，  219,  232，  237,  319  ； 
43 137，  319  ；  44  21， 352,  388，  444  ；  59 下 210, 
259,  263，  303,  308，  309  ；  62 122,  129,  143°  ； 
63  76,  80*,  83°,  313 

阿 練 若 住 支 arannikanga  (阿 蘭 若者 分， 林 £ 
法） 42  98,  286;  43 14,  353;  44  283;  59 下 
248;  62 119，  122,  142°* 

①阿練 若 き ② 阿 練 若 法 〔者〕 'ま' 阿 練 若者 
arannika,  arannaka  (阿 蘭 若 住 者， 阿 蘭 若: こ 
住す る も の， 蘭 若に 住む， 林 住 者， 森林 住 者， 住 
林 者, 閑 林 住 者, 林に 住 し） a)  25  263  ；  42 101, 
102,  223,  328,  346,  357，  358;  43 149，  205, 
211，  216;  59 下 204，  231,  251; 62 122,  142, 
159 ② 22 上 296，  297 ③ 4  446  〔五 種〕 5  223， 
325 ； [19  306  ；  47  371,  464〕 

阿 練 若 比丘 arafifiaka-bhikkhu  (阿 蘭 若 比丘， 
林 住 比丘， 住 林 比丘） 4  332,  395 

阿 練 若 比丘の 儀 法 arannakanarh 
bhikkhunaih  vattam  4  332° 

阿 腺婆迦 A!avaka  (阿羅 婆迹， 喷野） ： 夜叉〕 12 
372 

阿腺毘 ① A!avi  (阿羅 毘， 阿羅き?, 阿 臘毘, 曠野) 
〔邑〕 12  372 ② Alava  〔經〕 12  371 


( 26  ) 


阿， 亞， 啞， 瘂， 惡， 鸦， 51, 哀， 埃， 愛一 アイ 


阿 蘭毘迦 A!avika  T  〔尼〕 12  219，  220 ② 〔經〕 
12  219 

, 阿臘毘 A!avi    (阿羅 毘， 阿羅 阿藤 毘， 曠野） 

〔邑〕 12  320，  322，  323 
阿恕那 Xpaija  (阿波 那， 阿 摩耶） 〔邑〕 16 下 52 
亞森 ① umma  (烏 麻, 烏 麻迦， 烏 莫迦） 〔華〕 26 

296，  435  ；  35  87， 159 ② khoma 〜次 項 
① 亞麻 ② 亞 麻衣 khoma  (芻 麻， 芻 麻衣， 麻， 麻 

布） ① 7  401， 402  ；  36  289  ；  39  404  ；  59 下 91 

② 3 102， 164  ；  26 146， 173  ；  27 136,  235,  373  ； 

37  457 

亞 麻絲 khoma-sutta  7  401， 402 

亞 麻布 vikasika  3  363 

亞 麻の 花 umma-puppha  26  296,  435 

①亞歴 山 ②亞 歷山陀 Alasanda,  Allasanda 
(阿蕩 散， ァラ サン ダ， アツ ラサ ンダ） 〔市〕 3) 
59 下 183，  188，  248 ② 42  234  ；  43  249 

啞戒 mugabbata  3  284 

啞者 ① chinna-katha  24  267 ② miiga 〜次 項 

①啞者 ②瘂者 mQga  (啞， 瘂） ① 28 108, 161 
② 3 155 

i 啞跛者 Mugapakkha  (ムー ガパ ッカ） 〔仙〕 41 
409 

'啞璧 本 生物 語 MQgapakkha-jStaka  (五三 八） 

37  350°  ；  38 11 
啞羊 e!a-miiga  (羊 啞， 啞， ロ诞を 流す， 聾瘂） 19 

189,  276,  277，  363,  364  ；  20  208 
惡 しき 語 papika-vaca 12  63 
惡 しき 成 見 pSpaka-dhthigata  (惡 見， 惡成 見， 

惡 邪見） 4  36* 
惡 しき 友 papa-mit は （惡 友） 7  36 
惡 しき 名聲 papaka-kittisadda  (惡 名聞， 惡評， 

惡き 名聲） 7  46 
惡 しき 者 魔 mara-papimant  (魔 破 旬， 惡魔破 

旬） 7  72*,  83* 
惡 しき 欲望 papiccM  (惡 欲， 惡意， 惡稀 望） 7  36 
鸦明 vayasa-vijja  6 11, 101 
鴉務 kaka-vata  42 136  ；  43  88 
聽務者 kSka-vatika  42 131 ； 44  61 
51 鷗 sahka  27  74, 105,  319 
-哀驗 ① anuddaya  (愛憐， 憐） 18  309 ② 

( 


anuddayata 16 上 396 
哀愍 者 hi ほ nukampin  (憐愍 心 者） 35  262 
①哀態 心 ② 哀憐 anukampa  (同情， 悲愍， 悲 

憨心， 愍， 慈悲, 憐態） ① 11 上 268 ② 12 189， 

303 

埃 屑 saihkara  (塵 屑） 2  430*;  5 101， 126 
愛 ① 5laya  (阿頼耶， 愛 著， 愛 著 心， 愛慾, 所 執處) 
1 30 ② chanda  (欲， 志 欲， 欲望， 欲求， 貪欲） 1 
308*  403  ；  2  61, 246,  384  ；  4 130,  255,  256， 
268;  5 11， 285° ③ taph5  (渴 愛， 愛欲） 6  66, 
398*  ；  7  2*,  354°  ；  8  295，  377  ； 13  2*,  4°，  60  ； 
. 14 14， 19; 15  396; 16 上 115，  118; 18  63; 
23  300，  360,  361 〔三種〕 8  295  ；  23  300  〔愛 
—苦〕 11 上 143; 16 上 33，  34;  20 180;  23 
106,  234;  24  280  ；  34  54，  385  ®  piya  (可愛, 

愛 者， 愛人， 愛好す る もの， 所 愛） 11 上 143*; 

24 162,  334,  335;  43  6", 13，  375  ®  pema 

(愛 著， 愛情， 愛樂） 14 10, 16， 17, 170， 171 ； 18 

304,  371*    6)  Tanha  (渴 愛） 〔魔女〕 24  324  ； 

42  276  @  〔經〕 13  367，  373  ； 14  365,  372, 

377  ； 15  396 
愛 有 taijha-bhava  (愛欲の 生起） 24  240 
愛 依 ① taijha-nissaya  42 161, 288  ；  43  276, 

324°  ；  44 146  ；  62  26 ② 1:aijh5-nissita  42 199 
愛 我執 taijha-mamatta  42  70°  ；  43  36, 176, 

282，  291 ； 44 116 
愛行 taijha-vicarita 18  369,  371 ； 47  64, 141* 

〔十八 種〕 18  369  〔三十 六 種〕 18  371 〔百 八 種〕 

18  371 

愛 近著 taijhiipaya  42 118，  120;  43  86 

愛 計 度 taijhS-kappa  (愛 分別） 44  244 

愛 決定 tanha-vinicchaya  43 19° 

愛 結 0)  tanha-saihyojana,  tanha-sannojana 

8  332  ； 16 下 367  ；  23  252  ；  57  47 ② anunaya- 

samyojana  (隨貪 結） 8  332 
①愛眼 ② 愛の 眼 piya-cakkhu  (慈愛の 眼， 親 

愛の 眼） 、！：  3  609;  8  218,  219; 11 下 197, 198 

② 10 179 

愛 語 ① piya  (愛， 所 愛） 12  326 ② piya-vacana 
3 183  ；  29  382 ③ piya-vScS  24  94, 163  ；  25 
322 ④ piya-vSda  39  250,  345,  469  D  peyya- 

) 


ナイ 一 愛 


vajja  8  253,  310  ； 18  60,  433  ；  21 94;  22 上 
19°    ©peyya-vaca  〔四攝 事の 一〕 8 198, 
199  ；  24  555 さ pemaniya-vada  43  304 ⑧ 
kanta-vacana  27  265  ®  manapa  (可 意':； 2  8 
⑩ manunna  28  371, 372 
愛 語 〔者〕 piya-vadin 11 上 112* 
愛 語 を 語る 〔者〕 piya-bhSpin  37  33，  92 
愛護の 行政 Sarhgahakarapa  〔章〕 61 163 
愛好 ruci  (欲， 樂， 意欲， 喜, 好み， 所樂， 目的 ） 15 
221* 

愛好す る もの piya  (愛, 愛 者， 可愛, 所 愛' 23  49 
愛好 品 Piya-vagga  〔法 句經〕 23  49° 
愛拫法 t:aijh5miUaka-dhamma  (渴愛 を 根本と 

する 法' 〔九 種〕 8  377 
愛 言 subhasi は （善 說， 善 語） 32  88 
愛 者 1.  jara  (愛人, 情人 情夫） 2  33  d  piya 

(愛, 愛好す る もの， 愛人， 可愛， 所 愛） 12 124, 

125  ;  39  77,  86*;  42 199°  ；  〔43  6°, 13,  375〕 

③ Piya  〔經〕 12 123 
愛 著 ① alaya  (阿頼耶, 愛， 愛 著 心， 愛慾， 執著, 

所 執處） 18  63 ② taijh5-lepa  42  78，  84，  203  ; 

43 121 ； 44  53° ③ pariggaha  (遍 取， 執 持， 執 

著， 著） 6  350*，  357 ④ pema  (愛， 愛情） 9 179* 

⑤ lina  (退 縮， 不劣） 29  29  ®  visattika  (執著， 

縛 著， 染著， 纏綿） 12  50，  92, 103  ；  42 12°,  372  ； 

44 108°,  201，  206，  405 
愛 著者 sSragin  9  413 
愛 著 心 alaya  '阿 顿耶， 愛, 愛 著， 愛慾， 執著， 所 

執處 1 30 130* 
愛 取 kamup5dana  (欲 取） 9  81， 106* 
愛聚 tanha-saiighata  9  469 
愛執 レ tanha-gaha  64  370 ② sneha=sineha 

(親愛、 26 15 
①愛執:；"^^ 1 愛住 著 taijha-nivesana ① 44 114 

② 42 164 

愛 重視 tanha-purekkhara  42 107,  144，  169， 
323，  376 

0： 愛生 ま 愛生 起 は phuppSda  (愛の 起處， 渴 

愛の 生） 〔四 種〕 （1  8  307  (2；  23  360 
愛生 經 Piyajatika-sutta 11 上 142° 
愛陣 5Si   tanha-papanca  43  42， 141° 


愛情 pema  (愛, 愛 著， 愛樂） 15 118; 16 上 115 

〔愛情 生起の 因〕 30  395 

愛 身 taijha-kaya  (渴愛 身） ： 六 種〕 8  323 

愛親 愛 tai;iha-sneha  44  395 

愛人 「1  jara  (情人， 愛 者） 2 144;  32  322,  323 
piya  (愛 者, 愛好す る もの， 所 愛） 35 123* 

愛盡 （T ね!? hakkhaya  (愛の 盡滅， 渴 愛の 盡， 渴 
愛の 滅盡） 12  234  ； 16 上 93  ；  20 130,  132, 133 
t  Tanhakkhayo  〔經、 16 上 93  ； 16 下 164 

愛盡解 13：  tanhasankhaya-vimutti  9  440*, 
469 

愛 盡小經 Cula-tanhasaiikhaya-sutta  9  438° 
愛 盡信解 taphakkhayadhimutta  20 130 
愛 盡大經 Maha-tanhasarikhaya-sutta  9  445° 
愛盡: こ 達する の 道 tanhakkhayagami  magga 
16 上 93 

愛 盡の樂 tanhakkhaya-sukha  23 101 
愛する 有情 piya  sat は 43  6,  375;  44  413 
愛する 〔諸〕 行 piya-saiikhara  43  6,  375;  44 
413 

愛する 人人 piySyita  jana  42 189 
愛する ものと 別離す る は 苦な り piyehi 

vippayogo  dukkho  (愛別離苦） 16 下 340 
① 愛せ ざ る 後繼者 ② . 愛せ ざ る 相續者 appiya 

dayada  (T)  42  235  ；  43  249  ；  44  436 ② 42  6 
愛箭 tapha-salla  (渴 愛の 箭） 43  353;  44  485 
愛染 s5misa  (有 食樂， 有 味, 有染 汚， 物質的） 4 ひ 

21*,  98 

愛染 解脫 sSmisa-vimokkha  (有 食樂の 解脫〉 
40  379 

愛染 心 sSr§ga  ^ 貪欲, 贫著， 情欲） 15  58* 
愛 相 piya-nimit は 23 133，  257 
愛 僧 piyapiya  7  318 

愛 耳 は ijha-so は 48 上 97*，  299，  300;  49 15 し 
153, 159 

愛の 起處 は!? huppada  (愛生， 愛生 起， 渴 愛の 

生） 〔四 種〕 18 17 
愛の 繁賻 kama-samyojana  (欲 結） 37  474 
愛の 盡滅 taphakkhaya  (愛 盡， 渴 愛の 盡. 渴愛 

の 滅盡） 24  405 
愛の 奴隸 tanhS-dSsa 11 上 90，  94,  95 
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愛， m,  m, お， 蒼 ーァォ 


愛 分別 は!? ha-kappa  (愛 計 度） 42 143,  144, 

166,  168°,  379;  43 115， 130 
愛別離苦 piyehi  vippayogo  dukkho  (愛する 

ものと 別離す る は 苦な り） 40  62,  64°;  46 

127°  ；  〔64 130〕 
愛遍計 tanha-pakappana  42 107  ；  43  97 
愛遍取 tanha-pariggaha  42  81, 183,  194;  43 

35 

愛 味 assada  (味, 樂味， 甞味, 味 著， 甘味, 快味， 

福, 美味） 17  76 
愛 網 tapM-jma  (渴 愛の 網） 9  469 
〔愛より 喜樂 生ず〕 11 上 143 
〔愛より 苦惱 生ず〕 11 上 143 
愛より 此の 身 は 生ず tanha-sambhuto  ayam 

kayo 18  255,  256 
愛欲 ① eja  (動, 動 著） 7  326 ② kSma  (欲， 愛 

樂， 欲 愛， 欲念, 欲樂， 樂欲） 7  222,  248  ；  8  313  ； 

10  51， 52  ； 12  82,  83  ；  33  380，  381 ； 34  52,  54， 

385  (3)  kamacchanda  (欲 貪， 欲 欲） 44  259 ④ 

kilesa  (煩 惱， 染， 欲念、 29  83*  'ず tanha  (愛， 

渴愛） 7  34，  325，  326  ；  31 76，  77 
愛欲 觀 kama-vitakka  (欲 尋， 欲覺， 欲念, 愛欲 

の 心） 37  415 
愛欲 重 者 tibba-raga  21 22 
愛欲 貪 著 kama-sukhallikanuyoga  (欲樂 耽 著， 

欲樂 への 耽溺） 16 下 339 
愛欲に 於け る 邪 行 〔者〕 kamesu  micchacaro 

(欲 邪 行， 愛愁， 邪欲 行） 11 上 115*  ； 11 下 286* 
愛欲に 於け る 離 邪 行者 k§mesu  micchacara 

pativirato 11 下 287* 
愛欲に 對 する 邪 行者 kamesu  miccMcan— (欲 

邪 行者， 邪娃 者） 10  3° 
〔愛欲に 惱 める 比丘〕 29  49，  57，  69，  83，  84;  30 

192,  211，  221， 225  ；  31 63,  83，  89  ；  32 181 ； 

33  83, 122,  152， 172  ；  34  300，  347  ；  35 174  ； 

37 157 

〔愛欲の 過 患〕 25  391*,  416*  ；  29  253  ；  30  381 ； 

33  70， 127,  158,  176,  380°  ；  34  311 
愛欲の 渴愛 k§ma-taijha  (欲 愛) 9  78; 10  23 
〔愛欲の 苦痛〕 33  381 

愛欲の 心 kSma-vitakka  (欲 尋， 欲覺， 愛欲 觀） 


7 183, 184 
愛欲の 生起 liaijha-bhava  (愛 有） 23  82 
〔愛欲の 爲に 出家 を 厭へ る 比丘〕 29  211; 30  52  ； 

31 1, 354,  456;  32  56,  79;  33  360;  36 153 
愛欲の 樂 kama-sukha  (欲 樂、 10  264 
① 愛欲の 漏 ② 愛 愁の漏 kSmasava  (欲 漏） ① 

9  328,  484 ② 9  35 
〔愛欲 は 苦な り〕 16 上 33，  34;  34  54,  385 
愛欲 悲歎 本 生物 語 KSmavi ほ pa-jStaka  (二；/ l 

七） 31 289° 
愛欲 品 Taijha-vagga  〔法 句經〕 23  69° 
愛愁 ① Slaya  (阿頼耶， 執著, 愛， 愛 著， 愛 著 心) 

6  403 ② kamesu  micchacaro  (欲 邪 行， 邪欲 

行， 愛欲に 於け る 邪 行） 6  374 
愛樂 ① abhinandana 10  334 ② kSma  (欲， 愛 

欲， 欲 愛， 欲念） 38  362，  363，  364 ③ pema  (愛， 

愛 著） 14  299 
愛林 vanatha  (欲 叢， 欲念， 欲の 住居） 25  5 
愛憐 anuddaya  (哀感， 憐） 12  360 
藍 ni-la  (靑 ，青色） 9  233 
藹 羅伐拏 Er§vaija  (伊羅 婆那， 伊羅 婆陀） 〔龍〕 

58  396 

靑 ① nila  (藍， 靑色） 3  47  ；  21 247,  318，  322  ； 

22 上 290 ② nilika  3  328，  329 
靑貝 saihkha  (螺， 螺貝， 螺鈿， 碑碟， 海螺， 珂貝， 

劫 貝， 法螺貝） 38  318 
靑蛙 mla-manduka  30  401, 402 
靑樫鳥 kiki  (樫 鳥） 31 130, 131 
〔靑樫 鳥と 拘耆羅 鳥と 母后〕 31 130 
青草 ① tina  (草， 茅 草， 雜草, 禾本, 稞稻） 2  479 

② harita  (作物） 2  332，  431 ③ harita-tiija  a 

245,  246 

靑苔 sevaia  (水草， 苔 草） 19  262，  322,  325 
靑鷺 baka  (鶴） 28  429  ；  30  393，  394  ；  32 161* 
靑鷺本 生物 語 Baka-jataka ① （三 八） 28  426。 

② （二三 六） 30  393° 
靑蠅 nila-makkhika  32  37，  38 
靑摩尼 nila-maiji  (綠柱 玉） 33  419 
① 青物屋 ②靑物 商 paijijika  (八百屋） ① 27 

26 ② 30  304* 
蒼鷺 ① kaiika 10 124，  227 ② kofica  (鷺, 鷲 
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ァ 力 一 赤, 緒, 51, 曉， 茜， 上， 秋, 惡 


驚， 白 紫， 鶴 8  274  ；  23  233  ；  24  449,  488  ；  25 

303  ；  26  31 ； 35 168，  202  ；  36  331 ； 37 145, 

288  ；  38  243，  439,  446  ；  39  269  ；  59 下 212 

(3)  Kofica  (紫） 〔殿： 38  470 
赤 ① lohita  21 247，  318，  322  ；  22 上 291 ② 

lohi ね ka  3  47  D lohitika  3  328 
赤滔 ratta-sali  35  288 
赤 鹿 rohita  〔miga〕  38  450  ；  59 下 212 
赤の 衣 lohita-vattha  7  62 
〔赤毛布の 金 飾の 》it〕  24  261 
赭土   geruka 紅 土 子） 17  341 
皮 軍 vitacchika  (連 瘡， 疥癬） 42 17，  24,  67,  381 ； 

43 165,  178,  237,  336，  340;  44  23，  95，  372, 

416 

嘵の 明星 ① osadhi  35 155 ② osadhi-taraka 
(太白 星， 明星, 藥王 星, 烏沙那 〔斯〕 星） 28  46 

茜 ① mafijenha  (2)  manjittha  (深紅） ① 3 
47 ② 9  233  D  mafijeUhika 〜次 項 

①茜 （D 茜徽 manjetthika 1： 3  328  (2)  4  382  ； 
21 202 

上り 場 tittha  (津, 渡 場， 渡り 場， 淺瀨, 渡處， 度 
處, 水浴 場， 浴場， 津岸） 41 229,  253,  350 

秋 sarada  (秋季:' 9  208  ； 12 110  ； 14  244  ；  22 上 
237 

秋 時 sarada-samaya  9  390,  391 ； 10  48  ； 11 上 

44,  45  ；  22 上 237 
〔秋の 胡 蘆の ||喩〕 23  40 
〔秋の 太陽の 臂喩〕 10  48  ； 12 110  ； 14  244  ； 16 上 

217  ； 17  398  ；  22 上 237  ；  23  265  ；  24  487,  528 
〔秋の 蓮 を 折る 臂喻〕 23  61; 28  353 
惡 ① akusala  (不善） 5 178  %  apunna  (非 福, 

非騸 行， 不德） 42 132, 133 ③ P ゆ a  (惡 人） 18 

304，  305,  390*；  23  35* ④ pSpimant  (波 旬, 

惡 しき 者） 23  308 
惡意 0)  papiccha  (惡 欲， 惡 しき 欲望, 惡「< ，望) 

20  232，  261 %  mano-padosa  8  89 
惡； t き Palasina  〔經〕 （一 ） （二） 15  205,  206 
惡運 a)kali  '不利 玉， 骰子） 12  255;  22 下 78， 

81, 295  ；  ^  250,  251， 252 ② kala-kaijijin  (黑 

耳. 黑耳 者， 不運 者） 36  8 
惡惠 duppanna  (愚鈍， 愚 凝， 劣慧, 無慧） 8  345  ； 


11 上 379 

① 惡慧者 ま 惡慧 〔者；； duppanna  (劣 慧， 智劣 

れる， 智慧な き 者， 愚鈍， 愚擬, 無慧， 無慧 者） D 

13  234* ② 13  303,  304，  305  ； 19  4*, 155 
〔惡 王の 死 を 喜ぶ〕 30  404 
a: 惡戒 ② 惡戒者 dussila  (破戒， 破戒 者， 邪戒 

者, 汚戒 者， 戒 劣れる） ① 1 149 ま 11 下 359, 

360,  361 ； 12 164  ； 13  244 
惡戒 ① dussila 〜前項 ② dussilya  (破戒） 47 

63, 103  ；  58 169 ま Dussilya  〔經〕 13  244 
惡戒惡 法 dussila  papadhamma  (破戒 惡法， 汚 

戒惡 法） 11 下 362 
惡戒 と惡見 papaka-sila  papaka-ditthi 23 

273 

惡戒 • 犯戒 者の 五 患、 panca  adinava  dussilassa 

sila-vipattiya  (破戒の 五 失） 8  314 
惡漢 5guc5rin  (犯罪者'！  7  370，  381* 
惡鬼 ① pisaca  (畢舍 遮， 毘 舍闍， 吸血鬼， 食 人 
鬼， 食肉 鬼. 鬼， 餓鬼） 6 138  ； 19  93  %  rakkhasa 
(羅 刹， 鬼神. 魔 鬼） 37 179，  236 
惡鬼 妖魔 pisaca-bakkula  23  91 
惡牛 ① caij(Ja-goija  9 14; 10  367 

② canda-balibadda  2  503 
惡行 ① duccarita-  5  210;  8  294  ； 12 124，  125, 
126,  157*; 19  371，  372;  21 59，  60;  23  43, 
53，  305  ；  28 193  〔三種〕 5  210;  8  294  ；  23  305 
〔苦 果〕 11 下 208-218°  〔五 失〕 19  371, 372  % 
dukkata-kamma 11 下 207,  208 ③ papacara 
2  386.  389 ④ vasala-dhamma 1 32，  43 
惡行相 dv§k§ra  3 11, 12 
惡 行雜染 duccarita-sankilesa  62 10 
惡行品 Duccarita-vagga 19  371 
惡行を 行ず papa-samacara 1 309* 
惡狗 canda-kukkura  9 14 
惡 苦の 生 papaka-dujjivita 1 121 
惡係望 papiccha  (惡 欲， 惡意， 惡 しき 欲望） 8 
326 

惡見 r  ditthiga は （成 見， 謬見） 12  243,  247; 
24  323，  349  ；  42  70， 108，  155,  279  ；  43  50，  54*, 
75, 121,  247°,  324°  ；  44  53,  309,  395,  448  @ 
papaka-ditthigata  (惡 邪見， 惡成 見， 惡 しき 
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惡 ーァク 


成 見， 邪見） 1 285*;  2  211*,  219  ；  6  317,  320  ； 

9  237*，  445*; 11 上 205 ③ p§pik5-diUhi 

(〜邪見） 3 167，  168,  214,  296，  556，  558，  561*  ； 

4  95，  265,  534，  535;  5  37，  68 
惡 見者 dkthigatika  (成 見者） 42 107 
惡 見相應 ditthigata-sampayutta  (成 見 相應) 

65  (II) 1， 12,  36 
〔惡〕 見雜染 ditthi-saiikilesa  62 10 
惡見 不相應 ditthigata-vippayutta  (成 見不相 

應） 65  (II)  2, 12 
惡見を 捨てざる による^ 罪羯磨 pSpikaya 

ditthiya  appatinissage  ukkhepaniya- 

kammarh  4  40 
惡語 ① dubbaca  (難語， 惡ロ， 惡言, 惡言 者, 難 

設者， 說き 難く）  22 下 53，  62，  64  ©dubbhasita 

(惡設 ） 2  35， 154，  210;  59 上 300 ③ papika- 

vaca  (惡 口）  9  225,  226,  232* 
惡語行 vaci-duccarita  (語惡 行， 語惡 業， 口の 

惡行） 5  216 
〔惡 語慳 貪の 過 患〕 28  312 
惡ロ ① pSpana  62  53 ② pSpika-vSca  (惡 語) 

11 上 29* ③ pesufifia  (離間 語， 兩舌 ） 7  7'"^  8 

86，  88，  91 ④ pharusa-vScS  (鹿 語， 鹿惡 語， 粗 

惡語， 粗 語） 6  6°,  96;  7  360;  42  54，  58，  68, 

77；  43  348° 
〔惡 ロ戒〕 （= 第 十二 膀殘） 1 298° 

者） 7  369* 
惡 口  〔者〕 paribhasaka  20  328* 
惡 口 者 pharusa-vSca  (麁語 者， 鹿惡語 者， 粗 語 
惡ロ性 dubbaca-jatika 1 299 
惡 口す ，1〕 obhasati  2  33 ② khumseti  2  6* 

③ paribhasati  (誹謗す） 2  498 
惡ロ 比丘 dubbaca-bhikkhu  5 11， 56 
惡向道 duppatipada  47  432，  433 
惡業 papa-kamma  (〜罪業） 3 149  ； 11 上 29*  ； 

22 上 323 

'惡 業の 果 p5pa-kammSnaih  vipako  38  90* 
惡 業の 成熟 （行 作） pSpassa  kammassa  kiriya 
10 137* 

業の 展開 pSpassa  kammassa  pavatti 10 
137* 


①惡言 ②惡言 性 dovacassa ほ （不 受諫） ① 8 
291,  360; 17 131; 20  43，  224;  45 12，  334° 
② 47  62，  63，  81%  98°,  101,  386° 

惡言 〔者〕 dubbaca  (惡 口， 惡語， 難語， 難 説 者， 
設き 難く  ）  47  362,  386° 

惡 と惡友 dovacassa ほ ca  papa-mittata  ca 
8  291,  360; 17 131 

惡 作 (1； kukkucca  (後悔， 悔, 悔疑， 有 侮， 疑惱, 
疑惑） 3  87,  92,  254，  258，  261,  262,  263;  6 
107  ；  9 193, 194  ； 11 下 165  ； 14 190，  197, 198  ； 
15  75  ； 17  217,  388，  389  ；  20 188  ；  22 上 304， 
305;  24  29，  353;  42  328°  ；  43 185。，  393°; 
44  260°  ；  45  300°  ；  46  363°,  364;  58  222, 
438  ；  59 下 79，  81， 315  ；  62  213,  372  ；  64  66°  ； 
65(11) 11， 13， 14， 15, 17,  63  〔定義〕 42  329; 
43 185，  393  ；  44  260  ；  45  300  ；  46  363 ② 
dukkata  (突 吉羅） 1 285*  ；  2 15*，  21 ； 3  94*， 
99* 123*,  143,  144,  160,  161,  184,  185*，  189*, 
247*，  286*.  303*,  328*，  355*,  372气 385*  ；  4 
105,  106,  115，  129，  130,  162*,  359*，  36P, 
432,  433;  5 199，  255°  ；  7  88*  ；  28  424;  30 
25  ；  59 上 300  ；  62  45,  238 

惡作蓋 kukkucca-nivaraija  53  338* 

惡作性 十五 事 kukkuccapakata-pannarasaka 
3  233 

惡罪 5dinava  (過 患， 患， 患難, 過失， 禍， 災患, 厄 

難， 危險） 1 28 
① 惡思 ② 惡 思惟 duccintita ① 11 下 207，  208 

② 17 167 

①惡 思惟 〔者〕 ②惡思 を 思惟す duccinita- 
cintin ① 17 167 ② 11 下 207，  208 

惡事 pSpaka  23 167 

〔惡 事に 祕密 なし〕 31 332 

惡式 叉摩那 papa-sikkhamana 13  385 

惡色 dubbaijija  (醜 惡， mm, 麗色無 し， 顏貌憔 
悴） 4 139 . 

惡疾者 papa-rogin  3 155 

惡嫉 pSpika  Issa  22 上 262°* 

惡者 ① antaka  (アン タカ，? ほ 魔， 破壞 者. 死神， 

• 死 魔） 25  344，  345，  359,  375  ff -  Papaka  〔人〕 
39  272 
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ァ ク ー惡 


惡沙彌 papa-samanera 1 180; 13  386 

惡沙彌 尼 pSpa-sSmaijeri 1 180； 13  387 

惡 邪見 papaka  ditthigata  (惡 見， 惡成 見， 惡し 

き 成 見， 邪見） 7  365  392,  396* 
惡趣 1: duggati 1 31, 147  ；  2 10*，  20  ；  3  399; 
6 123,  232  ；  7 1， 47,  58,  59，  369*  ；  8  65, 117, 
314  ；  9  34， 120,  483  ； 10  2， 10  ； 11 下 64,  65， 
210,  218，  231，  276,  277,  286*  ； 12  48, 157, 
158  ； 13 100,  103, 105  ； 15  253,  254,  371*  ； 
16 上 57  ； 16 下 220，  241*,  254*  ； 17 12,  42*, 
46,  72,  84*,  442,  443,  464  ； 18 149，  150,  217， 
369,  371 ； 19  4,  295,  297，  349*  ；  20  35,  287， 
288，  289  ；  21 15, 16，  20,  38  ；  22 上 39*,  85*, 
308  ；  22 下 94，  253，  258，  262*  ；  23 19,  66, 144， 
227，  241*,  256,  257,  311,  325,  326;  25  6, 17, 
18，  31, 58,  77  ；  30  240  ；  36  233，  259，  378  ；  37 
139，  242,  244，  288,  296，  339，  493  ；  39  61 ； 43 
158，  231， 311 ； 44  58,  59，  281，  290，  397，  438; 
47  47，  48，  58， 115,  436，  437,  450  ；  57  65,  71*  ； 
58  213*,  216  ；  59 上 126  ；  63  410°  ；  65  II)  36  ； 
〔25 101〕 ② apaya  (無 幸處, 惡處， 惡生， 惡道， 
離 去處, 墮 地獄， 苦處, 苦界） 62  9  ；  64  42,  212*, 
216 ③ vinipa は （墮 處， 惡生， 惡處， 苦 趣. 苦處， 
險難， 險 難處， 極 墮處， 無 樂處） 7  205* ④ 
Duggati  〔經〕 （一) (二） 16 下 251 
惡趣畏 duggati-bhaya    (惡 趣の 怖畏， 惡趣怖 

畏） 47 112 
惡趣桔 生 duggati-patisandhi  65  (11、  41 
惡趣 〔者: apayika  (惡生 有情， 惡 生の， 惡 趣の） 
4  309,  310 

惡趣地 duggati-bhumi  65  (II)  40,  41， 45 
〔惡 趣に て 善業 をな せし 者の 結 生〕 64  214,  216 
惡 趣の 苦 apayika  dukkha  57  71* 
惡 趣のお apayagamaniya  dosa  57 112,113， 

177,  354*，  375* 
惡 趣の 礙 apayagamaniya  moha  57 112,113, 

115*，  177*,  354*，  375* 
惡 趣の) apayagamaniya  raga  57 112,  113， 

177,  354*,  375* 
① 惡 趣の 怖畏 ② 惡 趣怖畏 duggati-bhaya  (惡 

趣畏） 0) 16 下 251 ； 18  216,  217°  ；  43 179;  44 


403,  434;  59 下 8  f  22 上 21; 47 115 
惡趣品 Apayika- vagga 17  438 
惡趣論 Duggati-katha  58  213° 
惡受 akusala-vedana  57  54 
惡臭 duggandha 17  51; 22 上 52 
惡臭 ある 醜女 duggandha  mangu'J  itthi 13 

383 

惡臭 ある 女人 duggandha  itthi 1 179 
惡臭性 duggandha ほ 19  374 
惡獸 v^a-miga  (猛 獸， 肉食 獸' 4  227,  251 
惡 獸難處 vala-kantara  (猛獸 難听, ： 孟獸の 障 凝) 
1 140 

惡 所作 〔者〕 dukkatakamma-karin 17 167 
① 惡處 ② 惡生 apSya  (無 幸處, 惡趣， 惡道, 離 

去處， 墮 地獄， 苦處， 苦界） ① 1 31, 147  ；  3  399  ； 

20  35, 141，  143,  167,  289,  349，  386*,  393,  394 

d  6 123,  232  ；  7 1, 47  ；  8  65, 117;  9  34, 120, 

483  ； 10  2, 10  ； 16 下 220，  241*，  254*  ；  21 38; 

22 上 39*,  85*  ；  22 下 94，  253,  258，  262*  ；  23 

227  ；  48 上 316*  ；  59 上 126 
惡處 ① ap5ya 〜前項 ② papiya  36  330 ③ 

vimpSta 〜次 項 
① 惡處 % 惡生 vinipS は （墮 處， 極 墮處， 極墮， 

惡趣， 地獄， 奈落 墮獄， 苦 趣， 苦處， 險難， 險難 

處， 無 樂處） ① 6  232 ② 1 32, 147 
惡生 • 惡趣 ApSya-duggati  〔經〕 22 下 272 
①惡生 有情 ②惡 生の 5payika  (惡趣 者, 惡趣 

の） ぼ 48 上 326*,  358*,  389 ② 58  213* 
惡性 iccha-paka は （欲爲 性） 47  463,  464 
惡聲 ① ayasa  (識， 恥辱） 〔八 世 法の  一〕 8  339 

② pSpa-sadda  2  386,  389 
惡成見 pSpaka  ditthigata  (惡 しき 成 見， 惡見, 

惡 邪見, 邪見） 14 174*;  22 下 111 
惡!？ 根 viv5da-mQla  (諍 拫， 口論の 根） 8  326， 

327 

惡濁 kasava  44  453 

惡心變 心 duttha-citta-viparinata 1 203，  215 

①惡心 を 以て 如来の 血 を 出す ②惡 心に しても ぼ 
來の血 を 出で しむ TathSga は ssa  dutthena 
cittena  lohitam  uppadeti  (瞋心 を 以て 如來 
の 血 を 出す） （ri7  39; 19  205  ;  20  207.  212 
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惡ーァ ク 


② 11 下 61 

. 惡瞋 duUha-dosa 1 275 

MM  dubbhasita  (惡 語） 1 285*  ；  2 17  ；  3  303*  ； 

4 129，  130,  362;  5 199,  255  ; 11 下 207，  208; 

12  326  ； 19  337  ；  24 162 
惡說 〔者〕 dubbh お ita-bh お in 17 167 
-惡說 氾戒者 dubbhasita-ajjhapanna  2 14 

宣傳 avanna-harita  62  53 
惡^   canda-hatthin  (暴 象） 9 14; 10  367 
、惡 知識に 親近す る こ と asappurisa-sariiseva 

22 下 2,  3，  7，  8 
、惡田 dukkhetta 16 下 274 
〔惡 田と 種子の 譬 n|〕 16 下 274 
惡と 福と 何れが 大 な り やの 問 

Papapunnabahutara-panha  59 上 191 
惡道 ① apSya  (無 幸處, 惡生， 惡趣, 惡處, 離 去 

處， 苦處， 苦界） 35  258 ② uppatha  2  332 ③ 

kummagga  (邪道） 47 105 
.惡 道依附 kummagga-sevana  (邪道 修習） 47 

63, 105 
惡貪 lobha  papa  24  358 
〔惡 女た るの 理由， 二十 五 種〕 37 197 
惡人 ① kapurisa  25  287 ② dhutta  (弊惡 人, 

暴惡 人, 狡猜者 1 3  288   5)  papa  (惡） 4  304; 

23 182;  28  447;  47  366,  416°  'ず' pSpiya  30 

68 

.惡 念 papaka  samkappa 11 上 29* 

惡馬 cai^la  assa  9 14  ； 10  367 

惡 婆羅門 duUha-brahmapa 1 178 

惡罵 akkosa  I 罵, 罵詈， 讒謗， 呵罵， 怒 罵） 2 10， 

20  ；  5  201 〔過 患〕 2S  368  ；  29  226 
惡 比丘 pSpa-bhikkhu 1 179  ； 13  385  ； 17  249  ； 
18  419，  420; 19 179;  22 下 48  〔三 法具 足〕 17 
249  〔五 法具 足〕 19 179  〔十 邪法〕 22 下 48 
惡 比丘尼 papa-bhikkhuni 13  385 
〔惡 比丘の 排斥〕 60 145，  147,  403.  410 
MIf   papaka  kittisadda  (惡 名聞， 惡き 名聲， 惡 

しき 名聲） 9  230 
惡 不善 法 papaka  akusala  dhamma  42 104， 
128,  137,  310;  43  223;  44  43,  90, 121,  123， 
139，  443,  473;  46  295°,  297;  47  370,  456 


惡服 duccola  (弊衣） 3 194 

①惡法 ②惡法 者 papa-dhamma  '邪法； T) 

11 上 204; 18 195,  392*;  47  366,  417° ② 15 

283 

惡 法の 聽聞 asaddhamma- savana  22 下 2,  3, 
7,  8 

惡品 P5pa-vagga  〔法 句經〕 23  35° 

惡魔 ① mSra  (魔, 魔羅， 魔王， 魔神， 死神） 8  74  ； 
9  393  ； 12  49, 102,  179*，  321 ； 23 135，  137, 
144，  187,  189;  24 155,  158;  26  81; 43  319; 
44  352,  388，  472*  ；  63  305 ② m5ra-papiniant 
(魔 波 旬， 惡魔波 旬， 惡 しき 者 魔） 10  G4*，  73* 
③ maccu  (魔王， 魔神， 死， 死 王， 死祌） 24 132 

惡魔專 門の 醫者 bhtita-vejja  (鬼拔 ふ 醫師） 33 
147  ' 

惡 魔相應 Mara-samyutta 12 176° 

惡 魔の 軍 ① maccuno  sena  (魔王の 軍， 魔 軍, 
死の 軍， 死 魔の 軍） 12  265,  266 ② mSi'a-sena 
(魔 軍） 23  88;  24  213 

惡 魔の 結 mara-sarhyoga  24  277 

〔惡 魔の 襲来〕 28 151 

惡 魔の 縛 m5ra-bandhana  (魔の 縛， 魔 縛， 魔羅 

の 縛） 23 158 
惡 魔の 領 ぼ) mSra-dheyya  (魔の 領域， 魔の 支 

配, 魔の 域， 魔羅の 世界） 12 192 ② antakassa 

vasam 12  348 
惡魔波 旬 mara-papimant  (惡 魔， 魔 波 旬， 魔羅 

波 旬， 魔羅 波卑 面， 惡 しき 者 魔） 8  71; 12 112， 

176*,  186*,  198*，  207,  219*  ； 13  332,  334  ；  24 

12;  43  289  〔佛 に般 涅槃 を勸 む〕 7  72,  83; 

16 下 109， 110  〔七 年間 佛に從 ふ〕 12  207 
惡名 ① akitti  2  346 ② p5pa-siloka  2  386，  389 
惡 名聞 pSpaka  kittisadda  (惡き 名聲， 惡 しき 

名聲, 惡評） 23  227 
惡命 p§paka-ajh^a 11 上 29*  32 
惡望 papaka  iccha  (惡 欲， 邪欲） 8  57 
惡友 ① p5pa-mitta 〜次 項 (D  papamittata  ~ 

次次 項 ③ papaka  mitta  9 14 ④ papa-sakha 

23  319 

①惡友 ②惡友 ある papa-mitta  (惡 しき 友） 
① 8  245  ；  9  67,  70,  73  ； 10  291 ； 19  202  ；  20 
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ァ ク ー惡, 飽, 麵, 芥， 欠, 楊, 擧, 頷， 淺， 朝, 麻， 痣、， 足 


188,  261 ； 21 208,  215  ；  23  29,  337  ；  37  339  ； 
38  372，  373,  375,  406  ；  40  227  ；  47  362,  387°  ； 
〔24  94〕 〔四 種： 8  245 ま 22 下 16, 17 
① 惡友 惡友性 pSpamiUa ほ X  4  309,  310  ； 
8  291,  360; 17 19,  22，  24,  25， 131 ； 20  43; 
21 16，  21, 22;  22 下 32,  43*，  53,  62，  64;  45 
12,  334° ② 20  224;  47  62,  63,  81°，  99°,  102， 
387° 

惡友: 二 交 はる papamittanuyoga  8  242 
〔惡 友: こ 交 はるべからず〕 23  319,  322;  30 159， 
165  ；  32  279  ；  38  373，  375 

惡欲 'tpapiccM 惡意， 惡烯 望, 惡 しき 欲望， 

邪娃〜 惡欲 者） 4 138，  306;  9 160,  163,  165, 
170 ； 19 165 ；  20  75 ；  21 9，  28  ；  22 下 16， 17, 
49,  53,  59  ；  23  337  ；  24  247  ；  43  203，  332  ；  47 
463，  464  ：  62  45* ② pSpika  iccha 邪欲， 惡 
望 9  487*  ；  22 上 262°* ③ papicchata  '惡欲 
性 4  309，  310;  21 15， 16, 17,  21, 22  ;  47 
61， 66  ；  62  213  4  visama-lobha  '、邪 貪， 非理 
貪） 17  259,  260 

①惡欲 者 ②惡欲 〔者〕 pSpiccha  (懷惡 欲 者, 
有罪 者、 04  310;  9  487*  ； 12  256  ；  24  48 ② 
11 上 22 下 69，  75,  76 

惡靈 bhCUa  '鬼 ，鬼神， 鬼 類， 部 多， 物 精, 怪 鬼) 
59 上 342 

惡漏' ま duttharuka 17  200,  204 

〔惡 漏瘡の 1fnii〕 17  200，  204;  47  401, 412 

〔飽かざる もの， 十六 a:  32  212 

龌 齢 arambha  (發 勤， 勤 24  282,  283 

〔龌 齢— 苦〕 24  282 

龌 fig  ： 滅 arambhanarii  nirodho  24  283 

芥溜 samkara-kuta 11 上 9 

①欠 ift ② 欠伸 vijambhikS i 12  9, 10； 17 

5  ；  47  61, 68  S  64  63 
欠 (4     X  vijambhika 〜 前項 ② vijambhi ほ 

16 上 248,  302 
揚げ鍋 ukkhali-kapala  63  262 
攀る usseneti  (近づく） 18  374 
頷 は 獅子の 如し siha-hanu  '、師 子の 頰,） 〔三十 

二相の一〕 8 186，  229 
淺 くして 淺く見 ゆる 人 puggala  uttana 


uttanobhasa  47  427 
淺 くして 深く 見 ゆる 人 puggala  uttana 

gambhirobhasa  47  427 
淺し ut ほ na 18 185* 

淺灝 X  tittha  (渡 場， 渡り 場， 上り 場， 渡處, 度 
處， 水浴 場， 浴場， 津 岸、， 25  76  t  patigadha 
20  245，  246 

〔朝露の 譬喻〕 20  395  ；  33  387  ；  63  6 

麻 ① khoma  (亞 麻， 芻 麻， 劫 芻 麻衣， 麻衣， 麻 
織, 麻布 ） 8  207  I  Sana  (麻衣， 麻布， 粗 麻絲， 
粗疏 布， 大 麻絲， 大麻の 粗布, 沙尼， 莎衣） 7  400, 
401,  402;  9 128; 10  35,  92;  59 下 91 

廡洗 sSijadhovika  〔遊戯： 9  396  ； 10 141 

〔麻 洗 遊戯の 譬 Bfe〕    9  396  ； 10 141 

麻絲 ① khoma  〔sutta: 亞 麻絲 j 1 433  ；  2  485 
d  sana-sutta  7  400,  401, 402 

(T 麻衣 ② 麻織 khoma  t 麻， 麻， 亞麻） ② 2T 
11 ② 25 19 

麻衣 ① khoma 〜前項 ^  masana 麻の 混 織， 
麻莎 衣， 半莎 衣， 雜衣 i  47  443  J;  Sana  麻， 直 
布， 粗 竊絲， 粗 麻布， 大麻 絲, 沙尼, 莎衣） 3 102, 
164 ；  8  53 ； 17  395  ； 18  361 

麻布 （T  khoma  ( 麻, 亞麻, 0g 麻, 5  297  ；  7 186*  ； 
25  60;  62  216  -f  bhaiiga  (粗 麻, 竚衣, 大廠 
絲， 大麻 布 3  492 ③ Sana  ！ 森， 麻衣， 粗 麻 絲， 
粗窳 布, 大 麻絲， 大麻の 粗布， 沙尼， 莎衣） 65  (I) 
9 ④ s§i?i  7  401, 402 

麻の 混 織 masana  '喊 衣， 麻莎 衣， 半莎 衣， 雜衣, 
9 128; 10  35，  92 

〔麻 を 運べる 人の 譬 13b お 7  400 

痣 tilaka     "疹、 27  261 

足 pada  (脚） 1 76 

足跡 pada  9  329  ； 12 146  ； 16 下 59  ； 18  68; 

33 130*  ；  62  210 
足 油 padabbhanjana  3  363 
足 〔上す る〕 板 pada-kahalika  (足 布， 洗足 板〉 

2  372 

足 跪 pada-tala  3  317 
足 飾 padupaga 1 405 

①足截 られし 者 ②足 切斷者 paddcchinna の 
3 154 ② 57  50 
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足， 跟， 葦， 葸， 味， 小， 汗， 與， 頭, 新 ーァ タラ シ 


足 〔上す る〕 臺 pada-pi—tha  (洗足 臺） 2  372;  3 

16，  83.  84，  90*,  281,  282,  309，  544,  607,  608; 

4  32,  47,  322，  331 ； 27 158, 159 
足痿者 khafija  (跛， 跛 者， 跛 足） 42 129， 130 
足 布 p5da-kathalika  (足 板， 洗足 扳） 3 16，  82， 

83，  90,  281，  282，  309,  544，  607,  608;  4  32， 

47，  322，  331 
足の 拇指 pSdaiiguUha  (足 指 i 10  82 
足の 骨 padatthi  63  48 
足場 ① gSdha  (穴） 12  80; 15  320,  321 ② 

patittha  〔依 止， 依 所， 根據） 12  90 
① 足 拭 ② 足 拭 布 p5da-Dufichani ① 2  64 ② 

4  266，  267，  436  ；  30  41 
足 拭き 圓輪 padapunchana-mandala  63  56, 

265 

足 〔洗 ふ〕 水 padodaka  (洗足 水， 洗足の 水） 2 
372 

足 安らかに 立てり suppatHthka-p5da  (安平 

足） 〔三十 二相の 一〕 8 184， 188 
足 指 pSdaiiguttha  (足の 拇指） 25  312，  315， 

316 

跟廣 長な り ayata-paijhin  (足 跟廣 長） 〔三十 二 

相の 一〕 8 184， 194 
跫音 pada-sadda  3  236,  237 
葦 ① is&a  6 114, 115  ； 11 上 21 ② kasa  35 

301 ③ na!a 〜次 項 
①葦② 葦 草 na!a  (蘆, 葭， 蘆 葦） ®  3  360;  4 

177，  205*  ； 12  6,  211， 261 ； 13  355  ；  .23  69  ； 

64  399  (g  25 193 
〔葦 造の 家の 譬! t〕  36 19 
〔葦と 果の 譬喻〕 13  355; 18 127 
① 葦の 家 ② 葦の舍 ③ 葦の 小屋 ④葦葺 の 家 

nalagara  (蘆の 家, 葭葺の 家） ① 25 169 ② 25 

310 ③ 12  265,  266 ④ 44  472 
葦の 堤 na!a-setu  25 109 
〔葦の 堤 を 暴 流が 破る 譬喻〕 25 109 
〔葦の 譬喻〕 12  211; 43  239;  44  304 
葦 品 Na}a-vagga 12 1° 
蘆 ① na!a  (葦， 葦 草, 蘆 葦） 2  54;  4  288,  289  ； 

18 127  ；  25 13  ；  28  330* ② kaccha 10  227 
蘆 細工 師 na!a-kara  36  305,  306 


恵 束 ① na!a-kampiya  (〜朿 魔） 13 166 ② 

Na!aka ほ piyam  〔經〕 13 163 
〔蘆 束の 譬 ni〕 13 166;  64  298 
〔蘆の 刈られた る譬 喻〕 25 13 
① 蘆の 華 髮 ② 蘆の 束 na!a-ma ほな リ 27 181 ② 

26  247 

S  〔葺 の〕 家 na!agara  (葦の 家， 葦の 舍， 葦の 小 

屋， 葦葺の 家， 葭葺の 家） 15  290 
〔味に 飽きた る 者の 譬 niO 19  329 
〔味の 種種〕 16 上 369;  45  202;  46 110;  58  86; 

59 上 115， 130 
味 はふべき もの sayaniya  (美食， 味 食） 8 196, 

197 

小豆 mugga  (ム ッ ガ豆， 綠豆， 綠豊， 豆， 菽） 24 
248 

汗 seda  2 186  ；  23  2  ；  24  72  ；  46  274  〔三十 二 
身分の 一〕 7  339  ；  23  2  ；  40 11, 225  ：  63  62% 
269° 

①與 へられざる を 取る ②與 へられず して 取る 
こ と adinngdgna  (不 ji^ 取， 偷盜， 窃盗） ① 9 
321，  465; 10  95， 117,  119°  ；  23 1 ② 11 下 14 

與 へられざる を 取る 者 adinnadayin  (不與 取 
者， 偷盜 者） 9  65,  69; 10  3，  42，  43, 119 

頭 sisa  39  23° 

頭 飾 ① avda 1 302;  4 14  'S  vatamsaka  26 

368  ®  sisupaga 1 405 
〔頭に て 岩 を碎く 譬喻〕 12  213 
〔頭の 骨の 男女 を 判定す〕 39  23 
頭 t ま 七 裂 sattadha  muddha  phalissati  6 140， 

141 

〔頭 を淨 むる 譬喩〕 17  336 

頭を斷 たれし タ―ラ ほ la  matthakacchinna 
10  72 

頭を斷 たれた る 者の 活 きざる 譬 n|i〕 1 44  ；  2  343  ； 
3 164 

頭 を 裏む oguijthita  (被覆 を 著く）  2  307 

〔頭 を 纏 縛す る 譬喻〕 15  92 

頭 を 振る sisappacalaka  2  306 

頭 を 纏 ふ veUhita-sisa  2  327 

新しき 苦痛 nava-vedana  62  61 

新しき 業 nava-kamma  (新 業， 修治， 普請， 造 


( 35  ) 


ァ ッ 一幹， 壓， 羹， 後， 孔， 穴， 坑， 兄， 姐， 家， 虻， 油， 肪， 脂, 膏， 炎, 網， 雨 


營， 營事） 15  212 
幹旋 paripacita  2 108 
壓せ ら る upassattha 15  47,  48 
壓制 jani  (强 奪, •  沒收） 22 下 295 
壓制者 niggahaka  34  404 
壓定布 kaba!ika  3  363 
羹 stipa  (スープ， 汁， 肉汁） 21 112 
〔奠 と 匙 及び 舌の^ niO  23  27 
後足 pacchima-pada  22 上 105, 107 
後より 行く    pacchato  gacchati  2  330 
孔 Chiggala  〔經〕 （一(二、 16 下 390，  391 
穴蔵 kottho  (穀倉, 米倉） 30  284* 
穴 も 掘らず 又 £ まざる 人 neva  gadham 

khatto  no  vasito  47  423 
穴 を 掘りて 住まざる 人 gSdharh  khatto  no 

vasito  47  423 
穴 を 掘 り 又 住む 人 gadham  khatto  ca  vasito 

47  423 

坑に 沈める 不義 者 Kupe  nimuggo  paradariko 

〔經〕 13  382 
〔兄の 子 を 殺した る 弟 長者: こ 兄 仙人が 說法〕 32 

241 

〔兄の 死 を 悲しまざる 婆羅門〕 31 399 
〔兄の 死 を 悲しむ 居士〕  31 398 
姐姊 夫人 bhagini  bhariya  (姉妹なる 妻 31 
127 

家；! S   karandava  (鴨） 37 171 

虻 づ arhsa,  damsa  2  205,  518;  3  5, 132;  9 
13， 14 ；  36  372 ；  43  366  ；  44  442  ；  62  57 

油 tela  (胡麻油， 香油 ノ 1 78, 127,  403，  424°  ；  2 
140°,  420,  560°  ；  3 102,  164，  353,  369，  387, 
419，  428,  436  ;  4 119*,  270，  327;  5 120，  220; 
6  208,  309  ；  8  88; 11 下 171,  175，  188,  189, 
344,  392,  393  ； 13 126,  127，  128,  233  ； 16 上 
12, 13  ; 16 下 260;  20  362,  366;  21 113;  35 
255  〔五 種〕 5  220 

① 油槽 ②油權 tela-doni  1 19  80 ② 7 126， 
153, 154 

油-菓子 doni-nimmujjana,  doni-nimminjana 

24  482;  25 11 
油效細 本 生物 ふ 5  Telovada-jataka  '二 四 六:!  30 


442° 

油締機 tela-yan は （製'; 由 機 28  51, 52;  41 242 

油 筒 tela-na!i  62  200,  201 

〔油 筒: こ 油 を 入れる 譬喻〕 62  268 

油に て 揚げた る 野菜の 室 nibbaddha-telaka 

naliya-saka 19  68 
油の 護摩 tela-homa  6 11, 101 
油 鉢 tela-patta  (油 瓶:） 29  262 
油 鉢 本 生物 語 Telapatta-jgtaka 九 六） 29 

261°;  61 509 
〔油 鉢 を 持 運ぶ 譬！ 1|〕 16 上 397  ；  29  262.  271 ； 43 

346 

油敏 D  tela-patta  、油 鉢） 16 上 397 ② 

tela-kumbha 16 下 259 
〔油 を 砂: こ 漏ぐ 譬 B|〕 17  459 
肪 meda  (脂， 脂肪, 凝膏） 24  72 
脂 ① meda  (脂肪， 肪, 凝膏） 46  274  ： 三十 二 身 
■ 分の一： 40 11, 225 ② vasa  .        膏， 淋巴液, 

血淸， 血漿， 漿） 3  355 
脂藥 vasa-bhesajja  3  355° 
膏 vasa 』 旨， 脂肪， 淋巴液， 血清, ii 漿， 漿' 24 

72;  40 11， 225;  63  64°,  271°  ： 三十 二 身分の 

―〕 40 11, 225;  63  64%  271。 
炙らる る 女, 仲間の一 人に 炭火 を投ぐ Okilini- 

Sapattarigarakokiri         13  384 
炙 串 sQla  '、串， 杭， 代） 11 上 97 
網 ① kumina  (筌） 1 102 ② khippa,  khipa 

12 129  ； 17  50,  474 ③ jala  (接 網， 羅網； 6  66  ； 

7 180，  185*  ；  24  21 ； 26  21 
〔網と 魚の 譬喩〕 17  50，  474 
網の 如き jaiini  '欲 纏 二 渴愛） 18  368,  369 
網 窓 jala-vatapana  4  228 
〔網 もて 風 を 障ふ饕 (1|〕 15  454 
〔網 を 脫れし 鳥の ITn 翁〕 23  44 
雨 ① Vassa  〔經〕 14  416; 16 下 300 ② 

Vutthi  〔經〕 12  60 

雨 安居 等〜 ゥ 
雨雲 megha  (雲） 12 167 
〔雨雲の 饗 喩〕 12 167  ； 18 179, 181 ； 19  45  ；  47 
421 

〔雨水の 低き に 流る る 饕喻〕 13  45; 16 下 300; 


( 36  ) 


雨, 飴, 謬， 洗， 豫， 粗， 爭, 蟻， 或， >ii, 粟， 行， 安一 アン 


17  399; 18  246;  22 下 3,  5,  7 

〔雨と 四衢 道の 座との fflnlO  20 153 
〔雨の 五 支〕 59 下 333 

雨の 障 凝 vassassa  antarayo  〔五 種〕 19  336 
〔雨 降らざる 五 因〕 19  336 
雨 ふら して 鳴らさ る 人 vassito  no  gajjito  47 
422 

飴玉 modaka  砂糖 菓子, 糖菓） 19 103 

IP れる 方に 向けた る 心、 miccha-panihita  citta 

(邪 願 心） 17 11 
洗 粉 OKuijija  (粉， 粉末， 細 末） 43 181, 383  ； 

44  429,  430  (2)  nahaniya-cunna  (順 浴 散， 粉 

末 石鹼， 浴 粉） 6 110,  248，  306; 11 上 18 ③ 

sinani 11 上 61， 200,  241 
〔洗 粉の 譬 nii — 初禪〕 6 110，  248，  306;  9  479; 

11 上 18; 11 下 103; 19  33 
豫め 精進 をな すの 間 Patikacceva- 

vayamakarana-panha  59 上 134 
粗き 獸 皮衣 kharajina  (硬 皮衣， 獸皮 服） 15 189 
爭 ① viggaha  (爭 論， 諍， 諍爭, 喧嘩， 異執， 論 

議， 論難， 鬪諍） 3  302  ； 10  335 ② sSrambha 

(激情， 性急, 怒， 憤激, 憤發， 瞋恚， 有難 處， t 喬慢） 

47  61, 66° 

蟻 ① upacika  (白 嬢） 2  64  ；  3  496  ；  4 175，  228, 

229  D  kuntha  24  229 
蟻垤, 蟻塚, 蟻 塔 〜 ギ 

蟻塚 經 VammHm-sutta  (蟻 垤經） 28  293 
艤の垤 vammika  (蟻 塔， 蟻垤， 礒塚） 8  250 
〔或る 結 を斷ぜ ずして 阿羅漢 を 得る あり〕 58  408 
〔或る 結 を斷ぜ ずして 般 涅槃 あり〕 58  418 
荒 地 kan ほ ra  (難 處， 難听, 沙漠， 難路, 險道） 7 

393,  395，  396 
粟 vihi  (粳， ヰ' ーヒ 米， 稻） 9  92 
栗 粒 samaka  (サ— マ—， サ— マーカ， 稷， 稗 子） 

17  396,  489  ； 18  361 ； 47  442 
行脚 ft    paribbajaka  (普 行者， 普 行 沙門， 遊行 

者， 遍行 外道， 51 歷者， 出家 行者， 梵志， 波 利 婆 

闍， 般利婆 闍迦） 6  251 
安緣 bandhana  (縛. 結 縛， 結節， 綴 縛， 接 目， 繋 

縛'） 5  297 

安脚處 passava-paduka  4  213，  214，  216,  338, 

( 


339 

安居 vassa  I' 雨 安居， 雨 1 1 16； 16 上 99;  22 上 
33;  28 174;  29 111; 60  93,  94, 138;  65(1) 
12, 13， 103, 104 
〔安居〕 住 Vuttha  〔經〕 22 上 33 
安居 施 をな す vassavasikam  deti 1 440 
安居に 入る vassarh  vasati  2  505 
安 坐 nisajja  (坐 禪） 15 168,  1G9,  278 
安 殺 具 upanikkhipana 1 127 
安 止 appanS  (根本 定, 專注 i  59 上 127，  128; 
62  221，  222,  269,  270°*,  293,  303,  304,  313, 
321,  329,  369，  416，  430，  436,  440，  443，  446; 
63 19，  34*,  69,  79，  81, 97， 104，  110，  132,  136. 
138，  139,  164*，  187,  215，  219,  222,  245,  254, 
255,  295,  304，  377,  411; 64  59,  464,  478; 
65  (II)  33，  45 
安 止修習 appan§-bhavana  65 ひ い 78,  79 
安止定 appana-samadhi  (拫 本定） 62 105, 
174°,  251%  287,  439;  65(11)  80，  82 

安止定 習 appana-samadhi-bhavana  63 
296,  297 

〔安 止定の 刹那 數〕 62  272 

安 止 善 巧 appanS-kosalla  62 177，  232,  255°, 

265;  63 112 
安 止 善 巧 論 appanakossalla-katha  63  39 
安 止 速 行 appana-javana  65  :  II)  33，  35,  55，  86 
安 止 速 行 時分 appanSjavana-v さ tra  65  (II)  33 
安止路 appana-vithi  65  II)  33，  84 
安闍 三昧 anafija-samSdhi  (不動 三昧 二 第 四禪） 

1 182 

安闍那 ① afijana  (安 繕那， 靑黑， 漆黑， 眞黑） 
〔色〕 8 185;  31114,  161; 39  387,  401 ② （安 
繕那， 點 眼藥， 眼藥， 塗 眼膏， 塗 眼藥， 塗藥， 眼の 
塗料， 塗料） 34 136 ③ Afijana  (安 禪） 〔林〕 12 
91 ； 25 122,  360  ；  29  95， 138  ；  32 192,  194, 
198 ④ 〔山〕 36  38 

安 闍那林 住 Afijanavaniya  〔比〕 25 122 

安闍 那鹿苑 Aficanavana  Migadaya 16 上 
258; 16 下 42 

① 安住 ② 安祥 pMsu-viMra  (樂 S， 安穩， 安 
穩 ① 6  318，  319  D  9  227 

) 


アン 一安 


安法處 patitthita 12  51 

安靜 ならず asamahi は 無定， 不定 者， 不寂靜 
者, 亂意者 17 107 

安全 avihimsa 不害， 無害, 不 殺生） 8  260,  282 

安全 護 呪 Suvatthi-paritta  59 上 312 

安繕那 afijana  T  ： 安 闍那， 靑黑， 漆 黑:； 〔色〕 
11 上 84， 182  ；  28  275 玄 （安 闍那， 塗 眼藥， 點 
眼藥， 塗 眼膏， 塗藥， 塗料） 〔藥， 眼膏〕 25  254， 
279  ；  28  374 

安彈林 Afijana-vana  ^ 安闍那 林、 22 上 126 

安息 ① assasa  蘇 息， 慰安， 安穩處 15  393. 
394 ② upasama 寂 止， 寂靜， 止 息， 休息、 15 
102 ③ passambhana  64  56  'ず passaddha 
(輕 安） 64  367  (f  passaddhi  (輕 安， 止、 63  90, 
94 ⑥ pa リ ppassaddha  〔戒〕 62  29  ： 解！;〕 
(〜寂 靜解^  63  377  ®  Assaso  〔經〕 15  393 

安, 害、 道淨戒 panppassaddhiparisuddni-sila 
(止 滅淸 淨戒, ：' 62  84 

安息 を與 へざる 梵行 anassasika 
brahma-cariya  〔四 種;： 10  367* 

①安陀 衣 ま 安陀會 antaravasaka  (內 衣） ① 
1 333*  ；  4  404  ；  5 14，  297  300 ；  62 120 ② 1 
347,  351*,  446  ；  3 160,  447,  448，  501,  504*, 
518，  519;  27  3 

安陀林 Andhavaiia 晴林） 1 59, 105,  350  ；  3 
518  ； 14  380  ； 16 下 167 ；  22 上 209 

安泰 J  siva  (吉祥 16 上 92 ② Sivaih  〔經〕 
16 上 92 

安泰に 達ナ るの 道 sivagami-magga 16 上 92 
安達 Andhaka  (案 陀羅 i  〔人〕 27  91 
安達 Andhaka  〔部 ^5〕  57  207,  212,  269,  280, 
289,  294,  302,  308,  314，  319,  324，  334,  337， 
366,  372，  383,  388，  394，  396.  397,  399，  401. 
402;  58 1, 14， 18，  20，  47,  52，  55,  59，  63,  78， 
82,  87, 112,  121,  123,  138,  141，  183,  193，  195， 
230,  231,  255,  259,  282，  304,  306,  307,  311, 
343,  347，  332,  374，  392,  396,  409,  411,  413， 
418,  419，  433,  435，  438 
安穩 （1 khema  9 117,  118； 12  208 ； 13 158*  ； 
16 上 9：2  ：  20  333，  334  ；  22 上 174  ；  40 19*,  97*  ； 
42 124， 194  ；  43  85,  297  ；  44  236  2  khemanta 


6 109 ③ phasu 樂 3 185  ®  phasu-vihara 
(樂 住， 安 穩庄， 安住， 安樂 住） 10  296*  ； 11 上 
123 ⑤ yogakkhema  '瑜伽 安穩， 軛安穩 16 上 
337,  343，  344  ；  21 257*  ；  23 188,  253  ®  sotthi 
(幸福， 平安） 16 上 395,  396  ^  Khema  〔經〕 
16 上 92 ；  22 上 174 
安 穩快樂 （四 禪） sukha  I： 樂， 安樂） 8  95 
安穩地 khemanta-bhiimi  43  305  ；  44  380 
安穩者 ① assSsa  (已蘇 息 者） 21 44，  47 ② 
yogakkhemin 〜次 項 Z  Yogakkhemi  〔經〕 
15 136 

(T 安穩 〔者〕 ②安穩 者 yogakkhemin  (TT 

325,  326 ② 15 137 
安 穩者敎 yogakkhemi-pariyaya 15 137 
安 穩者品 Yogakkhemi-vagga 15 136， 148 
安穩庄 phasu-vihara  (樂 法， 安穩, 安住, 安祥. 
安樂 住） 3 157;  6  291, 292  ； 19 165,  182*  〔五 
種： 19 165，  182* 
安舊、 由 品 Phgsuvihgra-vagga 19 176 
安穩處 ass お a  (安息, 蘇 息， 慰安、 8  65 
安穩身 passaddha-kaya  (輕 安身： 6  248 
安 穩逮得 者 T  khemappatta  22 上 174 

Khemappatta  〔經〕 22 上 174 
安穩に 達する の 道 -khemagami-magga 16 上 92 
安 穩の語 khema- vSc5  24 163 
安 穩の尋 思 khema- vkakka  23  279,  280 
安穩品 Khema-vagga  22 上 174， 178 
安般 anapana 出 息 入 息， 出入 息， 安那 般那》 

62  224,  392  ；  63  78 
安 般業處 者 anapana-kammatthanika  62  371 
〔安般 ト六特 勝つ 1 116  ； 10  220*  ； 11 下 88  ； 16 下 

181°  ；  22 上 356;  40 157，  285°*;  63  85 
安般節 anapana-pabba  63  25,  26 
安般念 5n5pana-sati 入 出 息 念， 出入 息 念， 念 
出入 息, 數 息觀） 42 10， 13;  43 145,  163，  316, 
378  ；  44  42.  295  ；  62  221,  222,  226,  227.  228， 
392°  ；  63  26,  76°*;  65  ,11)  78; 〔1 116°  ；  9 
90; 11 下 98〕 〔三受 との 關係〕 16 下 192  〔四 
禪四 無色 定 との 關係： 16 下 190  〔四 念處と (；：> 
關係： 11 下 89  ； 16 下 197°,  206,  213,  214  〔七 
覺 支との 關係： 16 下 183  ： 功德〕 16 下 189°*; 


( 38  ) 


安, 按， 案, 頻， 庵， 菴ー アン 


63 121 

〔安般 念— 現法樂 住〕 16 下 202 
〔安般 念— 四 念處— 七 iB ^—明解！:〕 11 下 88, 
205°* 

〔安般 念 一聖 梵住， 如来 住〕 16 下 202 
〔安般 念一 尋〕 22 上 4, 12;  23 143,  332 

〔安般 念ー佛 は正覺 前屢屢 こ の 修習を なす〕 
16 下 189 

安般 念業處 anapana-kammatthana  63  77,  81, 
97 

安 般念定 anapanasati-samapatti  (〜阿 那波那 

念 三昧） 42  216,  320;  43 131,  143，  360,  406; 

44  21 ； 63  78* 
〔安般 念に よ りて 身心 不動と なる〕 16 下 188 
〔安般 念の 十六 事〕 63  85 
〔安般 念の 諸 功德〕 16 下 189°*  ；  63 121 
安平 足 suppatiUhita-p5da  (足 安らかに 立て 

り） 〔三十 二相の 一〕 6  380 
安樂 ぼ,' sukha  (樂, 安穩 快樂） 3  6,  37  ；  4  284  ； 

8 188，  289*  ； 12  44  ； 14  41 ； 15 126  ；  23 101， 

102  ；  25 124 ② Sukhitam  〔經〕 13  274 ③ 

Kallita  〔經〕 14  432，  451 
安樂 一所 緣 Kallita-arammana  〔經〕 14  450 
安樂 境 sukha  pada  23  74,  76 
安樂 行 sukhallikanuyoga  〔四 種一 四禪〕 8 

167  〔四 種 一殺， 盗, 妄語， 受欲〕 （外道 設） 8 166 
〔安樂 行の 果ー 四聖 果〕 8 168 
安樂 食 sukhassa  aharo 16 下 292*，  305* 
安樂 phasu-vihara  (樂 住, 安穩 住， 安穩， 安 

住） 8  260,  282;  43 176,  359°,  365,  385;  44 

478;  59 下 258，  259，  327;  62  61, 62 
安樂 &處 phasu-viharika  3  464* 
安樂 tfe 處五事 phasuvihara-pancaka  3  466 
安樂 善 kallita-kusala  (喜悅 善 巧， 安らかに す 

るに 巧） 14  432,  441,  442，  447'^ 
安樂 品 Sukha- vagga  〔法 句經〕 23  47° 
安樂 鹿野苑 Khema-migad5ya  (ケー マ 鹿 園 1 

6  410* 

安和 （X'Sotthija  〔拘那 含佛の 侍者〕 6  367 ② 
Khema  〔溥 。王〕 6  367 ③ Khemavati  (有 安 
穩） 〔城〕 6  368 

( 


按摩 parimaddana  6  9,  99  ；  43 191 ； 44  423, 
461 

按摩せ しむ koUapeti  4  396 

〔按摩の 禁止〕 4  396 

案陀羅 Andhaka  (安達） 〔人〕 28 127 

案內烏 disa-kaka  (方角 を 知らせる 鸦） 64  402 

〔案内 烏の 譬喻〕 6  314;  20 120 

頻 瑟探迦 Atthaka  〔王〕 38  401 

顔沙荼 お asalha  (阿沙 荼） 〔月〕 3  246; 

4  256  ；  60  68,  92,  95 
頗部陀 abbuda  (I '(阿 浮陀， 垓） 〔數〕 18  5; 

22 下 78,  82 ② （阿 浮陀） 〔地獄〕 22 下 80 
類 部 ft ① abbuda ② ambuda  ( 阿部 暴， 阿 浮 

陀, 胞， 垢 濁） 〔胎內 五位の 一〕 ① 58  246;  63 

14  ；  64  79 1)59±  80 
①庵 ②卷屋 assama  '道 院， 草 巷， 仙處， 仙人 

住處， 住院） ① 9  290，  291 ② 24  371 
卷婆 ① amba  (蕃羅 綦 摩羅， 檬果， マンゴー) 

〔果， 樹〕 3  55;  4 167,  168;  20 116;  24  443, 

445，  446,  482,  502  ；  27  72， 106,  149,  150,  319  ； 

37 144，  169,  172，  269,  435，  449,  474,  489*  ； 

38  69,  71， 72, 120，  186,  435，  537;  43 180; 

59 上 94,  95， 149,  167,  327  ；  59 下 41, 146  ；  64 

224 ② Amba  〔津〕 29 195. 197 
綦婆園 ① amba-vana  (朞婆 林， 蕃羅 林' 卷 摩羅 • 

林） 22 下 208;  24  502  @  ambarama  24  541 

③ Ambaiigapa  〔錫 蘭に あり〕 65  (I) 124 
卷 婆果漿 amba-pana  (巷 摩羅 汁' 〔八 種飮 料の 

一〕 3  431 
〔菴 婆樹 質問〕 65  (I)  96 

〔罨婆 樹の有 果と無 果とを 見て 出 塵の 心 を 起す〕 
37  450 

菴 婆天宮 Amba-vimSna  24  502,  540 

① 巷 婆 波 利 ②菴婆 婆 利 Ambapaii  〔娼婦， 尼〕 

① 7  6P  ，  25  381 ② 3  405*,  472  〔偈〕 25  378* 

〔譬 喻經〕 27  512 
^婆 波 利 林 Ambaoali-vana  (菴羅 圜） 7  60; 

20  353 

蕃婆羅 樹林 AmbalaUhika  (卷羅 稀） 〔圚〕 65 
(I)  20 

菴婆林 ① amba-vana  (綦婆 园, 菴 摩羅 林, 蕃羅 

) 


アン 一 蹇，' 1, 暗， 闇 


林, 菴羅 樹林， 綦羅の 森， 罨羅園 10 131; 22 上 

7,  8,9;  25  395，  400 ② Amba-vana  '綦婆 園) 

〔精 舍： 63  326 
(菴婆 を 盗む 59 上 94, 149 
朞跋吒 Anibattha  (阿 摩晝） 〔學 童〕 62  408 
罨 摩羅 amba  ：蹇 婆， 蕃 -羅， 樣果， マ ン ゴ— ：果, 

樹： 27  96  ；  47  424,  425  ；  61 2 
菴 摩羅 果 Smalaka  (阿 摩勒， 阿 摩 洛迦， 阿 末羅， 

餘 甘子, 山査） 〔果〕 63  7 
蕃 摩羅 果汁 amalaka-phanita  2 175 
蹇 摩羅 沙彌 Amba-samanera  (二 シラー 力一 ラ 

王 61 32 

菴 摩羅 汁 amba-pSna 菴 婆 果漿、 58  329 
菴 摩羅 林 amba-vana  (巷 婆 林， 綦羅 林， 朞婆 園、 
23 113,  138,  139,  140,  219,  223 
羅 ① amba  (蕃 婆， 菴 摩羅， 檬果， マンゴー） 
〔果， 樹〕 1 98*  ；  2  329  ；  6  67,  81 ； 14  243  ； 18 
188  ；  25  273  ；  29 19*,  36.  212  ；  30 143*，  165, 
170*，  267,  269,  434  ；  31 536*  ；  32  76，  77,  352*, 
361,  362,  367;  34  30, 100*,  160,  217,  229*, 
407  ；  35 168,  233*  ；  36  92, 124,  125,  140.  203  ； 
60  42,  64，  69,  72,  78, 120,  176,  239,  246,  247, 
349  ；  61 303，  404,  443,  537  ；  62  78，  85,  240  ； 
63  52，  252,  261; 65  (I)  56,  96,  97  〔四 種〕 18 
188  ®  Ambapali  〔經〕 16 上 357 
菴羅圜 D  Ambapaii-vana  (蕃婆 波 梨 林、 16 上 
35/,  358 ② amba-vana 〜次 項 

t 菴羅圜 D 菴 羅 樹林 ③ 菴羅の 森 S 菴羅林 
amba-vana  (菴婆 林， 菴婆 園， 泰 摩羅 林） 0D6 
73*  ®  8  285 ③ 25 102  6  333，  33  4  ；  7 103  ； 
8 149; 11 上 275; 15 194;  25  220;  28  243; 
31 35,  36,  200*,  349*,  394,  530 

〔巷 羅果. と絍 婆樹〕 30 171 

蕃羅果 盗 本 生物 語 Ambacora-j5 は ka  (三 四 四） 
31 536° 

〔罨 羅果の Ifu 翁〕 18 188;  47  424 

〔蹇羅 果の房 を 取る 幻 14  243;  20 116 

菴羅果 本 生物 語 Amba-ja は ka  P  (—二 四） 29 

374'      (四 七 四） 34  99' 
果 Ub ミ人 ambupama  puggala 卷羅: こ Bb"J ふ 

べき 補特 伽羅:、 〔四 種〕 47  356,  424 
着羅鬼 Amba-petavatthu  25 102 


綦羅稀 Ambaiatthika  (菴 婆羅 樹林' 4  430 
〔蕃 羅澍 質問 OtfBiC'  6  81, 83，  85 
〔巷羅 樹の譬 B|C'  6  67 

菴羅： 澍： 問答 道場 Pafihamba-malakat ゆ a 
60  246,  284 

朞羅 樹林 aihbS-va が kya  65  (III;  62.  68 

罨羅薪 amba-kattha 11 上 172 

綦羅村 Amba-gama  7  99 

蕃羅: こ Hi; ふべき 補特 tta 羅 ambupama  puggala 
(^羅 杲 人） 〔四 種〕 18 188 

蕃羅の 新芽 amba-palla  25 157 

罨 羅の譬 Bfe   ambopama  60  78 

菴羅品 Ambap5li-\-agga 16 上 357 

零 法 sambhara-seda  3  363 

暗黑 andhakSra  f 閽黑） 64  411,  415，  416 

唁示 obh お a  62  52，  75 

暗示 業 obhasa-kamma  62  52，  75 

暗 林 Andha-vana  '安！: 它林） 12  219,  220,  221 

闇 Abbham  〔經〕 14  415 

闇雲 天 abbhavalahaka  deva 14  411* 

闇蘊 tamokkhandha  (閣 冥） 12  235 

闇黑 Dandhakai-a 暗黑 i ： 四 支:： 43 157,  310; 
44  290 ② andhakaraka 16 下 387*  3)  tama 
(閽= 煩惱、 43  317,  405 ④ andha  (盲， 盲目） 
23  333,  334  t  Andhakara  〔經〕 16 下 387 
黑の， f^BlG 16 下 387 

閽陀 迹頻陀 Andhakavinda  ：阿那 f 加賓 頭) 
〔地名： 12  261 ®  〔經〕 12  261 

①閽: こして 闇に 赴く ②閽: こして 閽：ニ 趣く もの 
③閣ょ り 闇:' こ 赴 くもの tamo  tama-parayano 
T  8  311 ； 18 149° ② 47  368,  436°  3) 12 156% 
160 

①閣 にして 明; こ 赴く ②閽: こして 明に 趣く もの 
③閣 より 光 ： こ 赴 くもの tamo  joti-parayano 
D  8  311 ； 18 150° ② 47  368,  436°  ,3) 12 156, 
157°, 160 

閣婆 P 它羅 Ambatthala  〔地名〕 65  I  92 
閤冥 は mokkhandha  '閽蘊 ： 12  222 
閽夜 rattandhakara  2  435 
閣夜品 T  AndhakSra-vagga  2  450  D 

Rattandhakara-vagga  5 101, 126 
〔闇より 閣: こ 行く 人の 饗喩〕 12 157 
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ィ， い， 已一ィ 


ィ グヴナ godh§  I 蜥蜴， 大蜥蜴； 64  417 
イーサ ダラ Isadhara  (伊沙 陀羅. 持 軸'' 〔山〕 38 

130  ；  62  4U6 
イーサ ーナ Isgna  (伊 舍那， 伊 沙那） 〔天 王〕 6 

347; 12  383 
ィ ティ ハー サ Itihasa  (伊 帝 河寫， 古 傳設， 如是 

語, 傳說， 史簿， 史話） 61 198,  216 
ィ ティ ヴッ タカ itivuttaka  (如是 語， 如是 設， 本 

事， 伊 帝 曰 多 加， 因 緣經） 〔九分 敎の 一〕 65(1) 

37，  38°  (如是 語經） 〔小 部經 の一： 23  241° 
ィ ナ ンダパ ダ Inandapada  〔ダ ミラ 人〕 61 389 
イラナ 一勺' Ilanaga  〔王つ 60 140,  390，  392 
イラン キヤ Ilaiikiya  〔ダ ミラ 人〕 61 359，  368 
ィ ラ ンダテ f  一    Irandati  〔龍 女〕 38  426,  503, 

507,  509,  535,  538* 
ィ ンギ リ―シ 人 Iiigirisi  (ィ ギリ ス 人、， 61 561 
ィ ンダ Inda  '因 陀， 因 陀羅， 帝き 〔天〕 6  347; 

7  279  ；  8  279 
ィ ン ダカ Indaka  (因 陀迦） 〔夜叉〕 12  359;  25 

43* 

イン ダグ ッタ Indagima  T  (因陀 掘 多） 〔阿育 
王 時代の 比丘〕 60 189;  65  (I)  63 ② （因 陀羅 
掘 多' 〔ドウ ッタ ガー マ 二 一王 時代の 比丘〕 60 
130,  338,  350，  358,  360，  361 

ィ ンダ ゴ— パ 力 indagopaka  '赤色 甲蟲， 臉脂) 
1 67;  25 111，  294  ;  43 157.  310 

ィ ン ダサ 姓 Indasagotta  (二 カーティ ヤー ナ） 
25 195 

ィ ン ダサ マ Indasama  〔傳 。轉輪 王〕 26  313 
ィ ン ダサ マーナ ゴッ タ • ヂ ヤー タカ 

Indasamanagotta-jataka  \ 囚陀羅 同姓 本 生物 

語） （一六 一） 30  63° 
イン ダサ— ラ Indasala  (因陀 姿羅） 〔窟〕 7  297 
ィ ンダ城 Inda-pura  (帝 繹の都 >  24  487 
ィ ンダパ ッ タ Indapat は （ 因陀羅 波羅薩 多） 〔ク 

ル國の 都〕 30  362;  31 157,  160;  32  401 ； 34 

400  ；  35  316，  319，  336  ；  37  254,  286,  302,  345, 

346  ；  38  414,  440,  515，  536,  537  ；  41 362,  366, 

403  ；  60  20 ；  61 472 
イン ディー ヴ ラ indivara  (靑 睡蓮， 蓮） 〔花〕 24 

500  ；  26  37  ；  27 139, 182  ；  39  408,  410 


ィ ン ドリ ャ 'ヂ ヤー タカ Indriya-j5 は ka  (展 
本 生物 語） （四 二三） 28  302;  29  469 ；  30 187;. 
31 289,  402;  33  65° 

ィ ン パラ imbara  〔樹〕 60  303 

いと も 優れたる 哉 abhikkantam  (奇なる 哉 ，偉. 
なる 哉, 妙なる 哉. 希有な り， 殊勝なる 哉， 甚 奇- 
な り， 最勝 なり， 感歎に 堪 へたり） 7 113, 140 

いぬ しで ngga  (那 伽， 萄醬， 赤鐵） 〔花〕 26  307 

已 具足 者 upasampanna  (受具 者， 受戒 者） 62. 
83,  84 

已 解の 慧 viditat ほ panna  40  4， 176° 
已現觀 者 abhisame ほ vin  48 上 321，  330*,  359*: 
已婚の 女人 sassSmika  (夫 ある 女） 10  3，  5 
已 作業 katat ほ- kamma  (= 宿 作業） 64  311; 
65  (II)  44 

已作 （業 作） 色 katat ほ- riipa  (= 業 等 起 色' 65 
(II)  74 

已取 upadippa  (有 執受， 執受） 45  207,  221,. 

241 ； 46 119 
已取三 法 Upadipijattika  51 109° 
已取三 法 因 二 法 upadinnattika-hetuduka  55 

299 

巳 取 三 法お 言' 尹 二 法 upadinnattika-saranaduka. 

55  429 

已取三 法 # 三 法 upadinnattika-kusalattika 

56  23 

已取三 法之釋 Upadinnattika-vannana  51 438 

〔已取 色〕 （執受 色） 45  207,  221， 241 

已取著 法 parSmattha  dhamma  ( 已執 法， 所联 

見 法） 45  7,  305°,  375° 
已取著 法に して 非 取 著なる par§mattha  c'eva 

dhamma  no  ca  paramasa  (已執^{^執法) 45 

7,  305°,  375° 
已取 j 頃 取 upadinna-upadaniya  (已取 所 取， 執. 

受有 取） 45  208,  221, 242  ；  46 19,  24，  40,  54，. 

66,  69 其 他； 47  5*，  28，  206* 
已取 j 頃 取 三 法 upadinnupadaniyattika  '： 已联. 

所 取 三 法） 56 178 
〔已取 順 取 色〕 （已 取當取 色） 45  208,  221. 242 
已取順 取 法 upadinnupadaniya  dhamma  (B. 

取听取 法） 44 1, 264°.  350°  ；  56 178*.  351 


41 ) 


ィ 一已 


〔已 切腹 取 法 等の 緣關 係： 51 109 

■ 已取听 取 三 法 upadinnupadaniyattika 已 

順 联三法 51 439 
已取听 取 法 upadinnupadaniya  dhamma  '已 

取 順 取 法' 51 109* 
已取ニ 法 Upadinna-duka  54  205° 
已取ニ 法 善 三 法 upadinnaduka-kusalattika 

55  226 

已取法 upadinna  dhamma  '有 執受 法） 45  8， 

309%  379°  ；  54  205*;  56  205,  367 
〔已取 法 等の 緣關 係： 54  205 
已執ニ 法 ParamaUha-duka  53  399° 
已執ニ 法 善 三 法 paramatthaduka-kusalatiika 
55 195 

已執^ ^ 執 法 paramattha  ceva  no  ca  paramasa 
dhaimna  、已取 著 法に して 非 取 著なる） 53 
416* 

已執法 paramattha  dhamma  (已取 著 法， 所 取 

見 法； 53  399 
二 已執法 等の 緣關 11；； 53  399 
已熟受 の 業 paripakkavedaniya  kamma  22 上 

45* 

① 已 熟听受 % 已熟受 paripakka-vedanlya 

① 11 上 287 ま 22 上 45* 
已生 uppanna  (再生） 46  24.  31， 43,  57,  70 

其 他 

已生三 法 じ ppannattika  52  280°,  389  ;  56 191 
已生三 法 因 二 法 uppannattika-hetuduka  55 
352 

已生三 法 有！？ 二 法 uppannattika-saranaduka 
55  440 

已生三 法 善 三 法 upoannattika-kusalattika  56 
29 

已 生者 bhQ は = 漏盡 者） 24  53 

已生法 uppanna  dhamma  45  2,  273°,  357°  ； 

47  233 ；  52  280*  ；  56 191， 354 
〔已生 法 等の f 关關 係: 52  280 
已 信者 pasarma  ' 饮樂, 澄淨 1 30,  32  ；  2  341 ； 

3  81, 104  ； 17 160, 163  ；  22 上 301 
, 已染三 法 Samkiliuhattika  (已雜 染三法 51 

178° 


已染三 法 因 二 法 sankilitthattika-hetuduka 

55  303 

已染三 法 有 諍 二 法 saiikilitthattika- 

saranaduka  55  430 
已染三 法 善 三 法 samkilitthattika-kusalattika 

56  24 

已染順 染三法 samkilittha-saihkilesika-tika 

56 181 
已 染順染 法〜 已染 能染法 
〔已染 順染法 等の 緣關 係：： 51 178 
已染ニ 法 Saiikilittha-duka  54  307°,  321 
已染ニ 法 善 三 法 saiikilitthaduka-kusalattika 

55  239 

① 已染 能染法 ② 已染 順染法 samkilittha- 
sariikilesika  dhamma    已雜染 順雜染 法. 染 
污法） 0：  51 178* 1： 56 181*,  351 

已染 非染法 saiikilittha  ceva  no  ca  kilesa 
dhamma 已雜染 法: こして 非煩惱 なる） 54 
325* 

已染法 saiikilittha  dhamma  (已 雜染 法， 穢汚 

法） 54  307* 
〔已染 法 等の 緣關 係〕 54  307 
已蘇息 者 assattha  3  411， 414 
已雜染 順 維染法 saiikilittha-saiikilesika 

dhamma  '已 染能染 法， 已 染顺染 法， 染汚 法， 有 

雜 染雜染 法、 45 1, 265%  351° 
已雜染 法 saiikilittha  dhamma 已染 法， 雜染 

法， 穢汚 法） 45  9,  317°,  383° 
已雜染 法: こして 非煩惱 なる saiikilittha  c'eva 

dhamma  no  ca  kilesa  (已 染非染 法） 45  9. 

318°,  384° 

已存離 去 生起 bhutapagatuppanna  64  453 

已斷分 Pahina-vSra  48 下 289 

已 斷煩惱 pahina-kilesa  50 146;  51 15*  81*, 

133、  183*,  255*,  353*，  407*  ；  52  39,  40,  91*. 

131*,  174*,  206* 其 他； 53 10.  47,  70,  87 其 

他； 54 10*,  31*,  74* 其 他 
已知根 annindriya  ： 三 無 漏 根の一〕 8  298; 

16 下 20  ;  40 12, 194*，  364*;  45 105°,  141; 

46 164°  ；  47 161*,  223*,  358;  49 139*;  57 

21. 27,  28,  31*  ；  64 105,  108, 109  ；  65  (II)  64 
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已， 井, 夷， 衣, 伊, 位， 易， 委， m, 畏ーィ 


〔定義〕 45 105;  46 164 

；已 知の 記說 anna-vyakarana  〔五 種〕 19 164 

已渡者 otmija 16 上 385 

已得退 pat は- parihani  57 100 

已 伏煩惱 vikkhambhita-kiiesa  50 146;  51 
15*,  81*,  133*,  183*,  255*,  353^\  407*;  52 
40,  91*,  131*,  174*,  206* 其 他； 53 10,  47, 
70,  87 其 他； 54 10*，  31*，  74* 其 他 

已 了の 義 nita  attha  (了 義) 42  271; 43 160, 
313;  44  292 

;D 井 戶②井 udapana  (泉 井） ① 23  213,  214, 
215  ；  25  32  ；  26  322  ；  31 39，  70, 137*  ；  32 
107, 109  ；  36 194 ；  38 115,  118，  121，  124, 126 

②  3  249*  ；  4 187，  188,  244 ； 13 171 

3) 井戶論 ② 井 戶端論 ③ 井戶端 噂の 話 ④ 井戶 
端 噂 論 kumbhattMna-katha  (池邊 論， 水瓶 
處論, 渠溝 論' 〔無用 論の 一〕 1)  2  260 ② 6  255 

③  6 10, 100 ④ 11 上 1, 28，  36 
〔井戶 を 掘る 譬! 1〕 59 上 135， 178 
井键 udapana-panali  21 27 

夷狄 milakkha  (蠻 民， ミ ラッカ 人、 16 下 403; 
21 104 

衣 商 Q  dussa-vanijja  4  435  @  pavarika  2 
408 

衣裳 vattha  (衣， 衣 7  374 

衣服 商 ① dussika  59 下 187   D  pavarikassa 

gharam  2  406 
衣料 civara-ce ほ pana 1 364°,  368,  369，  372* 
伊師 耆利 Isigili  '仙人 山， 仙 呑） 〔山〕 12  203， 

205'  335 

伊 沙陀羅 isadhara  (持 軸） 〔山〕 38 130 
① 伊沙那 ② 伊舍那 isana  〔神， 天 王〕 ① 6  347 
② 12  383 

①伊車 能 伽羅 ② 伊 奢 能 伽羅 IccMnaiikala, 
Icchanangala  '一 奢 能 伽羅） 〔村〕 ① 6 131， 
132  ；  23 103  ；  24  226 ② 19  39  ；  20  83  ；  21 
306,  307 

伊 車能仿 D 羅林 Icchanaiikala-vanasanda  (一 

奢 能 伽羅 林； 6 131,  132;  24  226 
伊 帝 i 可寫 itih お a  (古 傳說， 史傳， 如是 語， 說) 

60  36 


伊 帝 曰 多 伽 itivuttaka  (如是 語， 如是 語經， 如是 

說， 本 事， 因 緣經） 〔九分 敎の 一〕 60  26 
① 伊泥延 ②伊尼 em  (鹿， 靡 鹿， 玲羊） 1)8 

185,  203,  204; 11 上 181 (2：'44  407 
伊泥延 ① em 〜前項 f '  eneyya  (玲 羊， ユー ナ 

鹿） 〔鹿〕 37 146,  150, 167  ；  38  301，  450;  39 

412,  417 

①伊 羅婆那 ②伊 羅婆陀 Emvaija  (藹羅 伐拏) 
〔龍王， 帝擇 象〕 ぼ' 24 139  ；  32  388  ；  36  43;  38 
187，  453 ② 7  284 

, 伊羅鉢 〔多〕 Erapatha  ' '伊 羅漫 〔龍王〕 18 125  ； 
30  243 

伊 羅拔陀 〔那〕 E!avadda〔na〕 〔國〕 42  234; 
43  248 

伊 羅拔提 Adravati  (阿 夷羅 拔提， 阿 致羅筏 底) 
〔五 河の一〕 13  202; 16 下 308，  397 

伊羅漫 Empatha  (伊羅 鉢 多） 〔四 種 蛇 王族の 
一〕 4 168 

① 伊 蘭 ② 伊蘭檀 eraijqia,  elanda  (蓖麻， ェ 
一 ラン ダ） 〔植〕 ① 9  227  ；  31 48  ；  43  240  ；  44 
304  ；  64  399 ② 11 上 201,  202,  242,  243 

〔伊 蘭の 譬喩〕 43  240;  44  304 

伊 濯 Asava  〔天〕 7  291 

位 格 bhumma  64 149 

位處 ① thana  (處） 15  384* ② ThSnam  〔經〕 
15  384 

位相 saijthana  (形， 形 色 I  59 下 168* 

易 計量 〔者〕 suppameyya  47  365,  409° 

易 説 者 suvaca  (善 言 者， 從順, 說き 易く， 善 語) 

9  67,  70，  73 
易 養 ① suposa ほ （給養し 易く）  3  81; 4  2 ② 

subhara ほ〜 次 項 
①易養 ②易満 subhara ほ （扶養し 易く） ① 4 

385,  386  ；  9 19;  21 204,  205  (2j  3  81 ； 4  2 
委若 Ujufifia  (鬱 頭隨 若） 〔國， 邑〕 6  231 
姨母 matucchS  (伯母， 叔母 ） 4  330，  433;  21 

198 

畏怯 sarajja  (怯 怖, 有畏） 〔の 五 因〕 19  256; 

〔19  283〕 
畏敬 sappatissa  (有 崇） 3 183 
畏懼 avisarada  3  399 
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ィ— 畏， 胃， 威， 倚, 恚 


畏怖 i  bhaya  、怖， 怖畏， 危難 23  50;  26 18; 
30  206  〔三種； 刀， 疾， 飢: 30  206  S  bhita 
(怖畏 6  76 

畏怖 驚き》. bhaya-bherava  ； S 怖， 怖駭） 9  25  - 

〔畏怖の 諸罾 nfe:  5S 上 45 

畏怖 諭 bhaya-katha 怖畏 論， S 怖の 話に 無用 

諭の 一： 11 上 1, 28,  36 
胃 ®  udara 腹 24  72;  63  57° ② udariya 

(胃 物） 〔三十 二 身分の一： 7  339  ；  23  2  ；  46  273 
胃 自制の 間 Udarasaihj-ama-panha  59 上 393 
胃 住 風 kucchisaya-vS は '腹中: こ 在る 風， 腹 外 

風； 9  335; 10  216 
胃 膜 udara-patala  63  58,  60,  61, 263,  267 
胃 物 udariya  (胃） 〔三十 二 身分の 一： 63  56°, 

261° 

威儀 ェ akappa  ffMj  3  79*  ；  21 62  %  acara- 
gocara  '行處 ，正 行 行 處.' 2  81; 8  95  3)  iriya 
9  308,  309; 13  67*  g)  iriyapatha  '威儀 路ノ  3 
71, 79;  4 15;  5  291°  ； 11 上 1S1 ； 24 141; 
24  339  ；  43  332  ；  44  451 ； 47  2, 19  ；  63 13, 
38,  45.  49%  50,  209,  211，  255,  283，  301， 
340;  W  300,  331，  375; お II  j  55  (5) 
patirupa i 淨， 相稱， 相應 はしき 1 31, 34， 
67*,  347.  356  ;  2  341 

威儀 iriyapatha-mada  47  61 

威儀 節 iriyapatha-pabba  63  25,  26 

威儀に 依る It 詐事 iriyapathasaiikhata- 
kuhanavatthu  62  49 

威儀 路 iriySpatha 威 {^  3 155  ； 12  64; 16 上 
265，  266;  58  434 

① 威儀 路 f 亍 3: 威儀 行 iriySpatha-cariya ① 
40  347.  348  ；  41 177, 178  S  44  392 

威 饞路斷 せられた る 者 chinnh-iyapatha  3 155 

威儀 を 正す susamvu は 2  303 

威光 teja  (威力， 火 24  416 

威光 本 生物 語 Virocana-jataka  (—四 三） 29 
458° 

威 神 力 1 anubhava 1 anubhava 威力， 勢 
力） 1 11 下 142,  143, 147,  148;  37 165,  246  ; 
38  221 ； 39  64,  82.  346  (2  36  285,  365  ；  59 下 
51 


威力 T  anubhava 威 神 力， 勢力 3  46*  ；  4 
290  ； 12  252  2  anubhava ほ 3  383  I 
adhipateyya  if 上， 卓越 性 8 188  g  iddhi 
、神 通， 神通力， 神變. 神 力 7 183  i  teja  (威 
光， 火） 〔五 種： 40 171 I,  bala 力 8  96 

威力 說示 Spadesana  ニ律藏 65  I  29 

威令 刹 土   SijSkkhet ね 63  386 

倚 凭 物 apassenaka 11 下 152 

倚發 apassena 1 127 

倚樂 passa-sukha 脇つ 樂, 轉 ^/ 、の 樂， 橫5\ の樂 
〜篛樂 19  346  ；  20  31， 32  ：  22 上 186，  230, 
234 

恚 ① dosa  (瞋 恚， SM, 憎， 忿恚） 11 下 427*  f 

patigha 瞋恚， 瞋， 瞋恨， 恚逆, 感動 6  34*; 

53  301*  ；  58 174  D  vyapada  (瞋 恚， 瞋， 害心 

8  87,  88 ；  23 143 ；  46  360° 
恚界 vy5p5da-dhatu  ： 三 不善 界 の一〕 8  295, 

11 下 58;  46 107=  ；  47  87° 
恚覺 byapada-vkakka  ： 恚尋， 瞋 恚觀， 瞋恚の 

念， 恚念 23 140 
恙喜 vvapada-nandi 19  ^40 
恚逆 patigha  (瞋 恚， 恚， 瞋） 46  235 
恚结 patigha-sannojana      結） 45  289°,  3b/  ； 

53  236*,  276*  . 
恚思 vyapada-samkappa  ■: 恚念， 嗔 思惟 、三 

不善 思の 一： 8  294,  351 
瞋心 kupka  >^夢;り，憤激 8  317 
恚心 な く    a  vera 無怨， 無恚， 無惱 害， 德 6  239* 
恚身繁 vyapada-kayagantha  '、瞋 恚 身繁' 瞋 I 

m) 〔四繁 の一： 8  309 
恚尋 bySpada-vitakka  i 瞋恚觀， 嗔恚の 念， 瞋恚 

の 心, 恚覺, 恚念 ： 三 不善 尋の 一:; 8  294  ； 11 下 

150;  43  201,  392;  47  86° 
恚隨眠 patigMnusaya  (瞋 恚隨 眠， 瞋隨眠 58 

123,  174*,  233,  253 
恚相 patigha-nimit は 違 相， 瞋相） 17 140，  32 & 
〔恚 想— 瞋〕 17  326 

恚想 byapada-sanna  二三 不善 想の 一〕 8  294; 

11 上 34; 11 下 150;  47  87° 
恚念 ① byapada-samkappa  '恚 思， 瞋, feife ニ惠 

尋 11 上 34  %  vyapada-vitakka  、惠 尋， M 
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韋， 帷， 異ーィ 


覺：' 22 上 9 

韋提訶 Videha  i' 毘提 河， 尾 提《， 尾陀 河） 〔國〕 
28  274 

韋提希 子 阿閣世 Vedehiputta  Ajatasattu  (阿 
闍世韋 提希子 = 阿闍世 王） 65  (I)  21 

(T 韋提 希の 子 ②韋提 希 子 ③韋提 希 夫人の 御 
子 VedehI-i〕uUa  (二 阿闍世 王） ① 6  73*  ；  7 
27*,  158, 161 ； 12 14(P  ； 13  396  ； 18  319,  320  ； 
20  254,  255  ； f  9  400; 11 上 156 ③ 11 上 357 

〔韋提 希 夫人 頻婆 娑羅 王の 右 膝の 血. を 飲む〕 31 
509 

帷帳 parivarana 12  46 
異 ① puthutta 13 114  ^  Annataram  〔經〕 
13 111 

異界住 者 nSnasima- ゆ ita  5  316 

異樂 anna  ruci 11 上 57 

異學 ① titthiya  (異 徒， 外道， 外學， 外道 師， 外 
道 派） 43  70  ；  59 上 220，  226,  227,  231 ； 60  44 
② anna-titthiya 〜 次 項 ③ pasanda  (敎 見， 
外道の 敎） 25  365  5'  Annatitthiya  〔經〕 13  46 

① 異學② 異學徒 afifia-titthiya  (異 道， 外道, 
外學， 外道 派， 他宗 i 1)11 下 286; 13  30，  47*, 
174,  208  ； 16 上 148，  149,  307，  308,  309，  312， 
316,  317  ； 16 下 201 ； 22 下 155 ② 24  201 

異學園 paribbajakarSma  (普 行者 園) 22 下 299 

①異學 外道 'ま 異學 出家 ③異學 の 遊行 者 
annatitthiya-paribbajaka  (外道 出家， 外道 遊 
行者） ① 8  48 ま; 11 下 42P ③ 8 143, 144  ； 13 
174 

異 學廣說 x\nnatitthiya-peyyala 16 上 184, 
188 

異學の 成 見 bShiraka  ditthigata  22 上 293 

異敎 para-vada  (外道の 說） 12  5 

異教徒 '1；  titthiya-sSvaka  (外道の 弟子， 外道 

の聲 聞） 28  205* ② micchadiUhika  (邪見 者, 

邪見 家， 邪敎 信者； 28  439 
異境 界者 nan5-sima  (異界 ） 3  556,  558 
異見 ① dinhi  (見， 見解， 意見） 〔非 法と 如法〕 

5  316  %  anna-ditthi 11 上 57 
異見 提示 品 Ditt'navikamma-vagga  5  321 
異語 をな す afifiena  annam  paticarati 2 55* ； 


4 132;  5  24，  61 
異事 annabhagiya-adhikarana 1 282* 
異 取相應 paramasa-sampayutta  (取 著 相應， 取 

見 相應， 執 相應） 46  50,  63，  76 其 他 
異 修行 afifiatha-cariya 11 上 57 
異執 ① medhaga  (確執:' 43  61, 77,  79,  S3* 

218，  238，  388 ② viggaha  (喧嘩， 諍， 諍爭， 爭 

論， 論議， 論難， 鬪諍， 爭） 2  202,  349;  42 154， 

248,  255，  256,  260;  59 下 287 
異 執の 論 viggahika-katha  (諍 論） 24  355;  43 

212 

① 異住者 ② 異住 〔者〕 ③ 異住處 者 nana- 

samvasaka ① 5  316 ② 3  237,  238,  239  ；  4 
248 ③ 3  556,  558 
異住處 者 地 nanasaihvasaka-bhumi  5 199 
異熟 vip5ka  (果報， 異 熟果） 17  409,  436; 18 
63,  301 ； 19  46,  47  ；  20  77， 172*  ；  21 242*  ； 
40 141，  432*  ；  44  24，  95  ；  46  24,  40,  54，  65， 
69 其 他 ； 47  5*.  28,  205*,  229，  255*  ；  58  55*, 
59*  ；  64  8， 10,  36°*,  207 
異 熟意界 vipaka-manodhatu  40 131*  ；  50 
368  ；  51 21， 22，  23,  86， 136,  363,  364  ；  54  219， 
424,  425，  437,  438  ；  62  43  ；  64  335 
異熟 意識 界 vipaka-manovinnana-dhatu  40 
131*  ；  51 21, 23，  86, 136,  362*  ；  54  219,  413, 
415,  424,  425，  437，  438 
異熟因 vip§ka-hetu  50  360*,  499,  500 
異熟緣 vip き- paccaya  〔二十 四緣の 一〕 50 1， 
10°,  18*，  176,  347%  387°  ；  51 2*,  32,  51, 97， 
152, 315  ；  52  7*, 56, 105, 141 其 他 ； 53  3*, 19, 
56,  76,  94 其 他； 54 14，  36，  60,  78 其 他； 64 
180,  188°,  238,  241，  244，  247 其 他； 65  (II)  71 
異熟 緣廣說 vipakapaccaya-niddesa  50  387 
異熟果 ① vipaka-phala 17  311， 312  ； 18  345, 
346  ；  59 上 12，  50 ② phala-vipSka  6  84,  88 
③ vipaka  (異 熟, 果報） 7 118  ；  34  393 ④ 
vipakaja  6  384 
〔異熟 果なし〕 59 上 12,  50 
異熟業 vepakka  kamma 17  365,  366 
異熟三 法 vip^cattika  51 45°,  436;  56 175 
異熟三 法 因 二、 法 vipakattika-hetuduka  ！ 15  295- 
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ィー異 


異熟三 法 有 諍 二 法 vipakattika-saranaduka 
55  428 

異 熟 三 法 善 三 法 vipakattika-kusalattika  56 
22 

異熟三 法之蘀 Vipakattika-vannana  51 436 
異 熟思 vip§ka-ce は na  50  387,  451; 51 96 
〔異熟 識の轉 起 '結 生と しての 活動〕 64  208 
異熟障 D  vipakavarana  40  207  ；  47  54，  377  ； 

57 131; 62  351°  ：|)  vipSkSvarapa ほ 20  207 
〔異熟 心〕 45 123-167 
異 熟相續 vipSka-san は d  64  312 
異熟^ 上 vipakSdhipati  50  503 
〔異熟 は 異熟法 法な り〕 58  59 
異熟法 vipaka  dhamma  44 1, 264°,  350°  ；  47 

229，  255 其 他； 51 45*;  56 175*,  350;  59 上 

102 

〔異熟 法 等の 緣關 係： 51 45 

異熟法 法 vipakadhamma-dhamma  44 1, 264°, 
350°  ；  46  24，  40,  54，  65,  69;  47  5*,  28，  205*, 
229,  255*  ；  51 45*  ；  56 175*，  350  ；  58  59，  60  ； 
59 上 102 

異熟法 法 思 vipakadhammadhamma-cetana 
51 96,  97 

異熟法 法論 vipakadhammadhammo  ti  katha 
58  59° 

異熟無 MS  vipakavyakata  50  26*,  76*,  118* 
140，  144* 其 他 ； 56 169,  346，  521 ； 58 173, 
201,  202,  235,  260,  422 

〔異熟 無 IS 心〕 64  36° 

異 熟輪轉 vipaka-vatta  62  396,  397;  64  275, 

310,  312，  314  ；  65  (II)  70 
異生 puthujjana  (凡夫， 無智 者） 17  38*  ；  22 上 
31 ； 40  70, 102*,  360*  ；  41 131, 132  ；  47  44* ； 
く 8 上 91， 92，  294，  325*,  354*,  366*,  383*,  397, 
398  ；  48 下 2*，  74*,  328*  ；  49  483*,  495*  ；  50 
144*,  472  ；  51 83,  84，  94，  95， 132 ヽ 440  ；  52 
91* ；  57  391 
異生位 pothujjanika  '凡俗 者 的） 4  282 
異 生地 puthujjana-bhumi  (凡夫 地） 57 103 
與性 ① nanaua 極 §i 性） 40 170,  175,  181; 
41 122   2,  visabhaga  (異 分, 不同 分， 不同 類， 
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非 同 分， 非 相似） 62   356,   364    D liiiga- 
visabhaga  63 135,  136,  175, 179 
異性一 性の 色相 を 見る 義の慧 nSnattekatta- 
rupanimittanam  dassanatthe  panna  40  5， 
193° 

異性 一 性の 識行を 深 解す る慧 nSnattekat は- 
vinnanacariya-parij^ogahane  panna  40  4, 
190° 

異性一 性の 聲相を 深 解す る慧 nanattekatta- 
sadda-nimittanaih  pariyogahane  panna  40 
4， 188° 

異性き nanatta-sunna  41 121 

異性の 慧 nSnatte  panna  40  4, 181° 

異常 姙娠 mti}ha-gabbha  U 122 

異諍者 viyatta  24  311 ； 42 161 

異心 afifiathatta 變異  >  10  270,  271 

異信 anna-khanti 11 上 57 

異隨眠 論 Anno  anusayo  ti  katha  58  253° 

異 刹那 〔業〕 nanm^haijika  50 175*,  347,  385*， 

455,  494,  507,  515 其 他 ； 51 30*，  96, 151.  193. 

312 气 374*  ；  52  55，  56, 104,  140,  141,  190,  191, 

217 其 他 ； 53 18,  55,  93, 116 其 他 ； 54 13,  36, 

60，  77 其 他 
異 刹那 業 nanakhanika-kamma  51 436 
異刹' 手 「) 業緣 nanakhanika-kammapaccaya  50 

386,  387 

異說 X  nana-vada 11 上 311* ② visukayita 

(曲 說） 13  91， 92,  94 
異 の 道 puthu-annavadinam  maggo  25 130 
異相 論 n§natta-katha  、種種 論， 種種の 事の 論. 

雜多 論， 其の 他の 雜論 ，維 論， 統一な き 話） 〔無 

用 論の 一〕 8  48; 11 上 1， 28,  36 
異想 nSnat は- safifia 種種 想， 異 額の 想， 想異) 

6  50  ；  47  63，  99 
① 異想者 ② 異想 〔者〕 visafifia-safifiin に 43 

40 ② 6  44; 11 上 298* 
異端者 puthu-laddhika  60  44 
異徒 Utthiya  ： 異學， 外學， 外道： 26  44，  47，  48 
異答 anna-byakarana こ 五 種〕 5  320 
異道 afifia-titthiya  ^ 異學, 外學, 外道， 他宗） 18 

333，  334,  340 


異分 visabhSga  (不同 分， 非 同 分， 非 相似， 異性） 
4 107* 

異 分き visabhaga-sunna  41 120 

異變 afinatha-bhava 15 111* 

異 方便 anna  pariyaya 13  79* 

異名 nana-nama  (種種 名） 4 107* 

異文 afifia  pada 13  79* 

異門 pariyaya  (法 門, 敎說， 方便， 因由, 理趣, 經 
說， 經の說 き 方, 部門） 11 下 181，  182,  214,  216  ； 
19 183,  184;  22 下 112;  24  274*;  64  73 

異門說 pariyaya-desita  60  32,  34 

異瑜仂 Q    aniiatra-yoga  11」： 57 

異類の 身 nanatta-kaya  (種種の 身） 7  22,  23 

異類の 想 nanatta-safifiS  (種種 想， 異想 i 7  22, 
23 

異論 ① kalaha  ^ 爭鬪， 諠譁， 諍， 諍爭， 諍訟， 諍 
論， 鬪， 鬪爭, 鬪; if, 不和， 紛爭， 紛亂） 11 下 191. 
192 ② parappavada  (外道， 外道の 邪說, 爭論， 
論爭， 議論） 18  416  Dvivada  (諍， 諍 論, 爭論， 
口論， 論， 論爭， 論 諍, 鬪諍， 競, 紛議， 紛諍） 59 下 
287 

偉大' 14   mahantatta  9  329 

① 偉なる 哉 ②偉哉 abhikkantam  (奇なる 哉， 
妙なる 哉， 殊勝なる 哉， 最 勝な り ， 勝れた り ， 希 
有な り， 秀通 なり， 秀 妙なる 哉， 甚奇 なり， 徵妙 
なる 哉， 善き 哉， 超 勝な り， いと も 優れたる 哉， 
感歎に 堪 へた り） ① 6  287,  288  ； 10 130，  148, 
168,  176,  203，  320,  327,  339,  356; 11 上 50， 
58， 192,  208,  214,  272,  278 ② 9  36,  61, 328， 
361 ； 10  9 

偉力 mahesakkha  '權勢 ある， 大 偉力， 大 自在） 
7  265 

椅子 ① pallaiika  '；牀 座, 寢臺， 長椅子, 尾 毛牀， 
擧） 22 上 62;  26 173，  300 ② pi—tha  (坐 床， 小 
床:） 2  63°,  66,  68,  267%  268;  5  24，  41, 61, 
71 ； 11 下 209,  210,  220  ；  24  437*  ；  26  232, 
233 ③ pithika  (繩床 ） 4  230 
椅子 轎 pa お liki  (轎） 2  326，  546 
椅子 天宮 Pitha-vimSna  24  437* 
〔椅子の 布施と その 果〕 24  440，  441， 442 
椅子 品 Pitha-vagga  〔天宫 事經〕 24  437° 

( 47 


異, 偉, 椅, 爲, 圍, 意ーィ 

爲 saiikha は （有 爲） 23  285 
爲作 abhisamkharana  '行 f 乍） 59 上 125, 126 
圍繞者 parivSra  (眷屬 ，從 者， 伴] 1. 8 191* 
圍幕 saiji-pSkSra  (天幕， 幕） 1 318;  2 136 
意識 界 manovinnana-dhatu 11 下 58  ；  45  27。， 

35, 131，  134,  167,  169,  170，  355  ；  46  61, 62, 

85， 112°,  249,  255,  256,  264,  268，  430*  ；  48 上 

296*  ；  50  2* 其 他； 63  53，  210 ；  64  22,  37，  39, 

40， 100, 102 
意識 界觸 manovinnanadhatu-samphassa  46 

23，  35,  36,  47，  48 
意識. の 流 viniiana-sota  8 129 
意寂靜 santa-manasa  3  345 
意寂默 mano-moneyya  (意牟 尼） 〔三 寂默 の一〕 

8  299; 17  450°  ；  23  307 
意 著 天 Manosatta-deva 10 144 
7 意修習 ®  mano-bhavana  24  485    2  mano- 

bhSvanlya 〜次 項 
① 意修習 ② 意 修習者 mano-bhSvaniya ① 14 

2，  3  ； 16 下 259  ；  22 下 98， 105 ② 27 139 
意趣 (D  ajjhosana  7  325 ② anusaya  ；隨 眠） 

40  206°  ；  41 138 
意趣 神 通 adhippaya-iddhi  58  409* 
〔意趣 神 通は佛 にも 聲聞 にも あり〕 58  410 
意 所 成 mano-maya  (意 生， 意 成， 意より 成り ） 6 

21, 50，  266,  279*;  8 103，  104，  110; 10 198; 

44  64，  87;  47 125;  63  311,  350,  355* 
〔意 所 成 我〕 47 125 

意 所 成 身 manomaya-kgya  (意 生身， 意 成 身， 意 
成 衆） 4  285  ；  6 114, 115  ； 16 下 138， 139  ；  22 下 
313 

①意所 成神變 ②意所 成 神 通 manomaya 

iddhi わ 62  400;  63  310,  311°,  357°  D41 

109,  150,  158° 
意處 manayatana  (= 識蘊） 8  322  ；  45  26°,  35  ； 

46  84°  ；  48 上 93*;  64  92 
意 正 行 mano-samacara  (意 行） 63 143, 144 
意 生 ① mano-maya  (意听 成， 意 成， 意より 成 

り ） 22 上 288  ®  Manoja  〔獅子〕 32  276* 
意 生 獅子 本 生物 語 Manoja-jataka  (三 九 七） 32 

276° 


ィ 一意， 違， 慰， 遺 


意 生身 rnanomaya-kaya  (意听 成 身， 意 成 身） 
26  397 

① 意淸淨 ：D 意淨 mano-soceyya  〔三 淸淨の 

一二  i  8  299  ； 17  447°,  448  ；  23  307  (2：  62 18 
①意成 身 ②意成 〔天〕 衆 monomaya-kSya 

(意 所 成 身, 意 生身） 3:  17  34  S19  70, 169, 

170,  268* 
意 杖 mano-dap お （意 罰） 43  229 
意淨行 manasa  soceyyam  '意 淸淨、 〔三 極」 

22 下 212,  214° 
意 善行 mano-sucarita  (意 妙 行） 〔三 善行の一〕 

3  412*  ；  8  294  ； 10 185*  ； 11 下 64,  65  ； 〔11 下 

38： 

龍 mano-samphassa  3  62,  63;  7 11; 8  322 
意賴所 生の 受 manosamphassaja  vedana  7  6  ； 
8  323 

意圖 mano-manasa  5  316,  317 

意の 所 伺 anuvicarita  manasa 14  322* 

意の 攝受 cetaso  adhitthana 14 14, 19,  211 

意の 眼 manasa-cakkhu  24  433 

意 罰 mano-danda  (意 杖） 10 138* 

意不淨 行 manasa  asoceyyarh  〔三種〕 22 下 

210,  211° 
意 不純 mano-kasava 17 183 
〔意 不善 行〕 11 下 38 

意 憤 （天' Mano-padosika-deva  (意亂 天 6  25, 
26 

①意妙 行 ②意妙 行者 mano-sucari は （意 善 

行， 意 善行 者） (TS 138 ② 17  42 
意牟尼 mano-moneyya  (意 寂默） 42  82°  ；  43 

127;  44 104° 
意 門. mano-dvara  50  369,  380 ；  59 下 319;  64 

335，  349,  369；  65  (II)  24,  32，  33,  48 
①意 門轉向 ②意 門向轉 manodvaravajjana 

T  62  270,  309,  315,  327;  63  371，  385,  414; 

64  59,  249,  421， 435 ② 50  480 

門 轉向心 manodvarSvajjana  citta  65  (II) 

3,  23,  24,  32,  83 
意より 成り mano-maya  '意听 成， 意 生， 意 成; 8 

36,  37; 11 上 21 
意欲 1： akankha  (二 速 行 心 42  272；  43 161, 


314 ② お a  (希望， 願望， 望 24 171 ； 42 146  ； 
43 13° ③ chanda  (欲， 志 欲， 欲求， 樂欲， 貪欲） 
9 179*  S  ruci  '、欲, 樂， 愛好, 喜， 好み， 所樂， a 
的 42  58,  94*,  96°,  156，  236;  43  55，  77.  82  ; 
44  37， 136，  185，  198,  293 
意亂 mano-padusika  (意 憤'） 8  40 
意亂天 Manopadusika-deva  (意 憤 天） 8  41 
意 を 以て 積 習せられ たる cetasS  suparicita 

22 上 80* 
違 越 atisara  (過誤 3  96 
違 害 upaghatika  (〜破 损. 损亡 4 19  ；  5  200, 
308 

違義 d  Paccanikasata  〔婆: 12  306,  307 ② 

Paccanika  〔經〕 12  306 
違 逆 PatikktUa  ；; 經〕 （一) 一 (六 16 上 341 
違 逆 想 patikkma-safifiS  (厭 逆 想. 厭 忌 想， 有 

厭 想） 16 下 157，  158，  190; 19  236* 
違 逆 想 〔者::' patikkCila-safmin 16 上 32P 
違 相 patigha-nimitta  (恚 相， 瞋相 j 17  4 
違犯 vitikkama 11 上 314 
違 JE の對治 vitikkama-patipakkha  62 10 
違和 viruddha  (相違， 害意） 42  360° 
慰安 ass お a  (安息, 蘇 息、 〔四 種〕 17  311 
慰 周伽蟲 uccalmga-panaka  '毛蟲 ，ウッチ ャ 

― リ ンガ 1 190 
慰撫す upa ほ peti  2  221 
遺骸 sarira  (舍 利， 遣 骨） 13 122 
遣 骨 ① dhatu  (舍 利， 駄 都、' 60 1， 89 ② sarira- 

dhatu  (遣 身舍 利〜 佛舍 利' 65  (I) 104, 105 
遣 骨 供養 dhatu-ptija  (舍利 供養， 駄 都/共 養 ） 27 

204,  205 
〔遣 骨の セィ a ン ベの 渡来〕 60  97 
造產 dayajja  (家督， 餘財 :i  7  379,  380;  8  76; 

19  58;  58  45 
遣 產相續 者 ① dSy§da  (相續 者， 嗣續 者） 19  241 

② pe は nika  20  31 
遣 身舍利 sarira-dhatu 1 遣 骨 〜佛舍 利） 60  163 
遣餘な く牮る anavasesa-dohin  (殘り 無く 乳 を 

掉る） 22 下 333 
造餘を 留めて 竿-る savasesa-dohin  (殘 餘を存 

して？ I を捭 る） 22 下 338 
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醫， 蘭， m, 家， 样， 筏， 錦, 忿， 怒 一 イカリ 


醫 ① vejja  (醫師 ，醫 者） 3  474*  D  Tikiccha 
〔經〕 （一、 '二）  22 下 139， 141 

醫學 tikiccha  (治療:' 59 上 10 

醫業 vejja-kamma  (醫 術） 43 181，  384;  44 
430  ；  63  318 

醫師 ① tikicchaka  (醫 者） 22 下 140， 141 ； 25 
84  ；  34  402  ；  59 下 102,  239 ② tikicchant  、醫 
者） 12  278，  280,  388，  392  (3)  vejja  (醫， 醫者) 
3  362,  379,  380  ；  29  99， 100  ；  38  262  ；  41 368  ； 
59 上 87，  88, 156 

〔醫 師投 藥の譬 tt〕  59 上 156 

〔醫師 の 五 種 藥の譬 n|0  59 上 87 

醫者 ① tikicchaka  (醫師 ） 41 221 ② tikic- 
chant (醫師 ） 2S 199 ③ bhisakka  (藥 師， 內科 
醫' I  62  64  (D  bhesiya  35  368 ⑤ vejja  (醫， 
醫師） 26  326;  28 10;  32  83，  84;  38 14  ：6) 
sallakatta  (治癒 者， 外科 醫） 25  260 

〔醫 者と 幼童と 蛇〕 32  83，  86 

醫術 ① bhesajja  (醫 藥, 藥'） 25  29 ② vejja- 
kamma  (醫 業） 29  99 

醫藥 ① osadha  (藥 草, 藥， 良藥， 魔藥） 25  29  ； 
64  224  (2)  gilana-bhesajja  (病 藥， 病人の 藥） 
3  254,  257,  261, 263 ③ bhesajja  (藥， 醫術， 
薬草， 藥品， 藥物） 11 下 152  ；  25  22  ；  59 上 313* 
④ gilanapaccaya-bhesajja-parikkhara 
〜次 項 

■® 醫藥 ② 醫藥資 具 gi ほ napaccaya-bhesajja- 
parikkhara  (病 者の 資具 たる 藥品， 病藥資 具， 
病 緣藥資 具， 疾病の 爲の 醫藥） ① 62  63  D9 
13,  45, 186  〔！ f 藥の受 招〕 9 13，  45, 186;  2D 
146 

'①藺 蓋 ②藺傘 kilafija-chatta 1: 2  544  'る ハ 2 
323 

懿摩 Okkaka  (甘蔗） 〔王〕 60 160 

家 ① oka  (窟 宅） 14 13， 14° ② kula  (貴家， 良 
家， 善 家， 族 姓， 俗 家， 他家） 〔九分 成就〕 22 上 
53，  54  〔障 礙〕 62 186 ③ ghara  (俗 家） 64  411, 
412 ④ Kulam  〔經〕 13  390  ； 16 上 24  ；  22 上 
53 

家柄の 力 abhijacca-bala  36 16 

家每に 〔次第 （こ- -| 行 乞す sapadanan  carati  (5^ 


第 乞食す） 24 149 
〔家と 男女の 饕 B|i〕 13  390 
家に 在らず anokasarin 14 14 
家に 依 止せる geha-nissi は （家居に 著す る， 家 

に 著す る， 家に 依れる） 24 104 
〔家に 女 多ければ 盗賊 入る gniO  4  382;  21 201 
家に 親近す る 比丘 kulupaka  bhikkhu  〔の 可 

否〕 19 188 

① 家に 依れる 思 ② 家に 著す る 念 gehasi は- 
vitakka  (俗 的考 想） ① 25  320 ② 12  323 

〔家の 火事 を 消す 譬喩〕 24  224 

家の 階級 kula-padesa  5  278 

家の 居住 gharSv お a  (家居， 在家） 24 148 

家の 培穢 ghara-mala  21 59 

〔家の 支柱の 譬喻〕 59 上 72 

〔家の 出火の 譬 喩〕 64  412 

. 家の 損亡 八 種の 因 kulanam  upagnataya 
attha  hetu 16 上 27 

〔家の 破風と 桶の 譬喩〕 32  272 

〔家の 譬喩〕 64  295 

〔家の 門の 譬喻〕 10 106;  22 下 328 

家は葺 かれ channa  kuti (二 小 舍は葺 かれ， 屋 
舍は葺 かれ） 24  7,  8 

〔家 鳩の 一 支〕 59 下 320 

桴 kulla  (筏， 籠 筏） 3  403.  404;  7  52,  53;  23 
232 

筏 ① u!umpa 1 103;  3  403  ；  7  52，  53;  23 
232 ② kulla  (桴， 籠 筏） 9  247;  15  274 ③ 
dandarajin  20  396 ④ bhisi  (=聖 道） 24  8 
の tJ^i の說法 kullupama-dhamma-desita  9 
452 

〔筏の 譬 It 〕  9  247 

錨 nava-lakanaka  59 下 277，  278 

〔鍅の 二 支〕 59 下 277 

忿 り 返す patikujjhati 12  278,  280，  388,  391 
怒 ① kopa. (瞋恚 ，怒 氣） 18  356*;  24 186, 187 
'D  vera  (怨， 怨心， 怨恚， 怨恨， 怨讎， 怨僧， 歒 
意） 12  363 ③ sarambha  (激情， 性急， 瞋恚， 憤 
激， 憤發, 爭, 有難 處， 情慢） IS  389  ；  40 170  ;  41 
140,  145, 146 
怒り 易き caiKla  (亂 暴, 暴惡, 惡, 暴， 險惡） 13 
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ィ 力 リ 一 怒, 軋 如， 域, 幾 ， 石， 泉， 何, 急， 板, 鼬， 一 


356 

〔怒り 易き 犬の 譬 n お： 13  356 

〔怒り 易き 比丘〕 31 11， 327,  369;  33  228 

怒る kuppati  42  92,  251 

〔怒るべからず〕 32 127, 130 

瞋 り kupi は （恚 心， 憤激 2  232,  233;  5  38 

B 員り 喜ばず kupita-anattamano  5  38 

瞋る cap さ ika は 2  500 

①瞋 るべき 物 ②瞋 るべき 法 dosaniya 

dhamma  (1 18  213 ま 19  237,  238 
如何 經 Kinti-sutta 11 上 310  = 
〔如何な る 習熟 緣性も な し〕 58  427 
域 主 Disampati  〔王〕 7  244* 
幾何 を斷 ぜん Kati  chinde  、經： 12  4 
石積戯 santika  (拔 取り' 4 15 
石 鉢 selamaya-patta  3  7 
〔石 を藥 ひし 鳥の 臂 diO 12  209 
泉 ubbhidodaka  (深 泉） 9  480 
何れ: D    yo 1 36° 
〔急ぎ 行く 人の If 喻〕 9  219 
板 phalaka  〔四 種〕 7 178 
板 衣 phalaka-cira  (結 木 暦 衣， 木片 衣. 木片の 

衣， 木 板 衣） 3  531 
板 座 phalaka-pitha  2  64 
鼬 nakula  22 下 247，  248;  30  82::;  59 下 306 
〔鍵と 蛇〕 30  82 
〔鼬の一 支〕 59 下 305 

鼬 本 生物 語 Nakula-ja は ka  . —六 五 30  82° 
― ekatta  (一 性， 一種， 燭一） 13 114 
〔一 異〕 13 114 

-n    Ekana ほ （一茅） 〔婆羅門 村： 12 189.  295 

—因 ekahetuka  65  (II)  22 

—蘊有 ekavokara-bhava  、= 無想 有） 40 13， 
226  ；  42 12,  72，  76, 199，  288,  307,  342  ；  43 
177,  325;  44 109,  146,  211,  222,  319,  323, 
405，  406  ；  46 182;  47  227,  255*  ；  50  413;  57 
59，  60,  334*,  337,  338;  &i  259,  260.  322 

① 一衣 外道 ② 一衣 者 ekasata,  ekasataka 
(—布 者； ① 23 190, 191 d 12 133， 134 

—王 草 Ekarajaka  61 106 

一王 本 生物 語 Ekaraja-jalaka  (三 〇 三 31 


323° 

—家 受食者 ekSgSdka  8  52;  9 128,  411; 10 
35，  91 

—牙 ek§  datha  7 163 
一 れ eka-seyya  3  344 

一塊と 捕 鳥 者 Pmdasakuijiyam  〔經： 13  379- 

—月 別法 ekamasa-parivasa  4  87* 

—掬盞 品 Lopaphala-vagga 17  394 

一 脇地& ^者 eka-passayika  59 下 212 

—境 ekagga  40  26，  80  ；  41 36 

一 境 性 ekagga ほ 20  284  ；  58 191 ； 62 174, 

290*,  373;  65 に II ソ 10 
—行 道 ekayana-magga  (—乘 道， 唯一 趣向の 

道） 40  282;  42 13;  43 146，  320。，  323;  44 

27，  42，  329,  354°,  389° 
—句 本 生物 語 Ekapada-jataka  (二三,、） 30 

397° 

—偈集 Ekanipa は ： 長老 渴經〕 25 107°  〔長老 
尼 偈經〕 25  332° 

①ー髻 者 ②一髻 ある 者 eka-sikha  X  59 下 
212 ② 27  91 

—肩 ekamsa 11 上 59  ； 12  326,  328*  ； 14 147  ； 
17 102, 104  ； 18  37，  257 

(T 一 肩; こ 上衣 を 被て ②ー 肩に 上衣 を 著て ③ 
一 肩に 衣 を かけ ④一 肩 を袒ぎ ekamsam 
uttarasaiigam  karitva  '上 衣 を 一 肩に し， 上 
衣 を偏袒 にし， 偏 担 右 肩す 二 衣 を 一 肩: こ し， 衣 
服 を 一 肩; こし） ① 18  37  (^17  102，  104; 18 
257 ③ 12  32S* ④ 11 上 59 

ekabijin  (一種， 一種 子 57 143,  281,  312, 
352,  373 

①一 眼 ②一 眼 〔者〕 ③ 一眼 人 eka-cakkhu 
① 10  230  S  47  364,  402。  ,3)17  207,  208。， 
209 

〔一眼 者の 喻〕 10  250 
—期 現在 addha-paccuppanna  63  420°* 
—向 患 Ekanta-nibbida  〔經〕 （一 ） （二  22 下 
168, 170 

① 一向 IS 間 （D —向に 解答 せらるべき 問 
ekamsa-vyakaraniya-panha  (應一 向 記 問). 
〔四 記 間の 一〕 ① 8  308  r§  59 上 301, 302 
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—向 苦 'X  ekanta-dukkhin  6  44  ； 14  352 ② 

Ekantadukkhi 〔經〕 14  352 
一向 苦なる 無病の 我 有り ekantadukkM  at ほ 

hoti  arogo 14  352 
—向 涅槃 【'tadaiiga-nibbSna  22 上 171 ② 

Tadaiiga-nibbana  〔經〕 22 上 170 
一向 涅藥者 tadariga-nibbuta 14  67,  68 
—向樂 ① ekanta-sukha 11 上 45* ② ekanta- 

sukhin  6  44; 14  352 ③ Ekantasukhi 〔經〕 

14  352 

一向 樂 なる 無病の 我 有り ekantasukhi  at ほ 

hoti  arogo 14  352 
①一 向 離 貪 ま) 一向 離 貪 者 ekanta-vitargga 

① 43  320,  323  ；  44  353,  389 ② 44  329 
一向 論者 ekariisa-vSda 11 上 257:  258;  22 下 

106 

—劫 kappa  (劫） 7  71, 72,  87,  88;  8  95;  21 

255,  256;  22 上 308，  309;  23 186, 187 
一 劫 〔住〕 kappa  7  71， 72,  87,  88 
① 一 劫 住 ② 一 劫 法す kappaUha  (劫 住） ① 5 

339 ② 4  309,  310,  313  ；  21 15， 16,  20 
一 劫 住す r'kapparii  titthati  58 187* ② 

kappattha 〜前項 
一 劫 住する 罪過 kappatthiya  kibbisa  22 上 

308 

ー拫 ① ekindriya  〈= 植物） 1 54，  262；  2  51. 

479  ；  3  245,  334 ② Eka-mula  〔經〕 12  45 
ー拫章 EkamQlaka  〔章〕 1 162 
一 坐 食 ekasana-bhojana  9  226,  227  ； 10  240 
一 坐 食 欣樂者 ekasane  rato  59 下 205 
一 坐 食 支 ek お anikaiiga  44  282  ；  59 下 248  ； 

62 118,  121°,  136°* 
① 一 坐 食 者 ② 一座 食 者 ek お anika  (—食 行 

者， 一食 者' T 11 下 27;  59 上 39，  403;  59 下 

31 ② 5  223，  325  ；  62 121， 136 
—切 ① sabba 10  68,  69  ； 15  26*  ；  23  245  ；  40 

9*, 167,  175，  216*  ；  42 199  ；  43  274，  294  〔十 

ニ處〕 15  26  〔六拫 乃至 六受〕 15  26* ② kasma 

(遍， 遍處， 遍處 定,' 33  76 ③ Sabba  〔經〕 15 

25; 16 下 166 
—切 有 sabba-bhava  62  9 

( 


①一 切 有情 は 食に よりて 住す ② 一切の 有情 は 
食に 依りて 住す sabbe  sat ほ aharatthitika 
(一切衆生 は 食に よりて 住す） ① 8  290,  291, 
359  ；  62  404 ② 40  8，  203，  369 
一切 有 論 Sabbam  atthiti-katha  57 157% 191 
① 一切 依定棄 ② 一切 依の 〔破〕 棄 sabbiipadhi- 
patinissagga  (—切 取の 棄捨， 一切餘 依の 定棄） 
a 14  208，  210  ；  22 上 207 ② 9  251 ； 10  239 
一切 牙 Sabba-dStha  〔豺 王〕 30  410* 
一切 牙豺本 生物 語 Sabbadatha-jataka  ( 二 四 
一） 30  408。 

一切 去 Sabbakamin  (薩婆 伽 眉， 薩婆迦 眉） 〔第 

二 結集 比丘〕 4  453*,  455,  456 
① 一切 行 〔の〕 寂 止 ② 一切 行の 〔靜〕 止 

sabbasaiikhara-samatha ① 14  208,  210  ； 

16 下 53  ；  22 上 207，  355,  356 ② 9  251 ； 10 

239 

一切 行 は 苦な り sabbe  sankhara  dukkha 
17  472 

① 一切 行 は 無常な り ② 一切 行 無常 sabbe 
sankhara  anicca  (諸行無常） ① 17  472 ② 9 
395，  398 

一切 行 無常 想 sabbasankharesu  aniccasanna 

(一切 諸行無常 想） 22 上 353,  356° 
一切 苦蕴の 生起 kevalassa  dukkhakkhandh-  • 

assa  samudayo  (全 苦蘊の 集） 15 147 
一切 苦 II の滅盡 kevalassa  dukkhakkhandh- 

assa  nirodho  (全 苦蘊 の滅） 15 147 
一切 見者 ① afifiadatthu-dasa  (全 見者， 透 見 

者， 何物 にても あれ 見る 者， 普觀察 者） 6  311, 

312 ② sabba-dassavin  (全 見 ） 10  309; 11 上 

284;  59 上 155，  156,  243  (3;  sabba-dassin  (一 

切 見） 58  340 
一切 見 〔者〕 sabba-dassin  (—切 見者） 57  298， 

403 

—切 賢 Sabbabhad お 〔象 王妃〕 35  299 
一切 眼 samanta-cakkhu  (普 眼， 普 眼 者， 全 眼 

者） 23  281 
〔一切 業 は决定 せり〕 58  415 
一切 思量の 除滅 sabbamannita-samugghata 

15  35* 
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一切 5^ 嘵了の 法 sabbupadanaparinna- 

dhamma 15  52，  53 
—切 取の 棄捨 sabbupadhi-patinissagga  (一 

切 依の 破棄， 一切 餘 依の 定棄' 16 下 53 
—切 取 了 悟の 法 sabbupadanapariyadana- 

dhamma lo  o6,  o4,  5o 
一切 联 了知 論者 sabbupadana-parinna-vada 

9 106, 107 

一切衆生 〔は〕 食: こよ り て 住す sabbe  sat ほ 

aharatthitika  ： 一切 有情 は 食に より て 住す） 

22 上 275,  281 ； 23  2 
—切 所作に 導入す る 將來慧 sabbakicca- 

parinayika  parihariya  paniia  62  7 
—切 處 降雨 sabbatthabhivassin  23  317 
—切 處業處 sabbatthaka-kammatthana  62 

197° 

—切 諸行無常 想 sabbasaiikharesu 
aniccasanna  (一切 行 無常 想） 59 下 189 

—切 諸 法 sabbe  dhamma  (一切 法 44 172 

一切 性 sabbat は 10  68.  69 

—切 勝者 ① sabbabhibhu  3 15;  9  306; 13 
420 ② sabbaji 15 132*,  134° 

—切 勝 智者 sabDaiinutannana  (一切 知智， 一 
切智） 25 126 

〔一切 靜慮解 等 持 等 至 智力〕 9 14;  20 183; 
22 上 253,  258;  41 110 

—切 世間 sabba-loka 18  43;  23  371 

—切 世間に 於て 不可 樂の想 〔者〕 sabbaloke 
anabhiratasannin 10  80 

① 一切 世間; こ 於て 不喜想 ② 一切 世界に 於て 不 
喜 想 ③一 切 世界 無 欣喜 想 ④ 一切 世間 不可 
樂想 ⑤一 切 世間 不歡喜 想 ® —切 世間 不樂 
想 sabbaloke  anabhirata-sanna  X 17  61, 
62 ② 18  273  3 19 108,  109,  114，  115，  388 
④ 16 上 341 ； 20  292,  296,  410;  22 上 53，  349, 
353,  356°  122 下 274  i)  8  380  ；  59 下 189 

—切 施 Sabbadatta  〔王〕 33  384,  389 

〔一切 施 王の 二子の 出家〕 33  384 

—切 善 見 律 Samanta-pasadika  65  {1) 1° 

一切 斷 〔者〕 sabbappahayin 17  451 

—切 知 sabbafifiQ  —； 3 智， 一切 智者， 全知， 全 


智者； 38  339;  39  40;  57  298,  403 

一切 知者 I  sabbafifia  (—切 知， 一切 智， 一切 
智者， 全知， 全智 者 10  309  ； 11 上 284  ；  27  27*  ； 
28  343;  32  413;  35  318，  333;  42 112,  153， 
246  ；  43  75，  78，  90, 104，  323  ；  44  329  ；  58  340  ； 
59 上 155，  156,  232,  238，  239，  241,  243，  387, 
388,  395  ;  59 下 17, 102,  124,  250  ^  sabba- 
vidu  (一切 智者 3 15;  9  306 

一切 知性 sabbafifiu ほ 一切 智， 一切 智性） 27 
146  ；  43  323  ；  44  329  ；  59 上 232,  257，  283， 
284,  290，  292，  369,  370;  59 下 37,  38， 115， 
116,  188;  62  401 

一切 知智 sabbafifiu ほ- fiaija —切 智， 一切 智性 
智， 一切 勝 智者: 40  5，  216°*  ；  42  216,  320  ；  43 
132,  164,  324，  361， 406  ；  44  22, 139,  156, 166, 
213,  231，  273，  295,  330,  345;  57  359;  59 上 
160,  161,  164,  232,  239*,  257，  369，  370,  375  ； 
59 下 38，  39，  56， 113，  115,  213,  223,  225  ；  62 
412  ；  63  423  ；  U  280 

一切 知佛 sabbanfiu-buddha  63  81 

一切 智 ① sabbafifiQ —切 知， 一切 知者， 一切 
智者， 全知， 全智 者 26 12  ；  31 60  ；  32  319  ；  34 
56,  339;  35  309  ;  39  434,  492  ；  65  II)  23  D 
sabbafifiu ほ ：一 切智 性， 一切 知性 34 123, 
178,  179;  41 226,  227;  47  371,  372,  378,  465, 
466,  470  D  sabbannuta-nana  *—— 切 知智， —— 
切 勝 智者） 28 166;  29 119  I  kevala  bodhi 
41 270，  335.  340,  344 

—切 智者 （TsabbafifiQ  (—切 知， 一切 智， 一切 
知者， 全知， 全智 者' 25 144，  246；  26  38,  39, 
40  ；  29  208  ；  31 200,  527  ；  37  302.  319  ；  38 
150.  351; 57  369;  60  46  2  sabba-vidu  (― 
切 知者） 13  420 

一切 智性 sabbafifiu ほ 一切 知性） 40  282;  41 
364,  367，  369,  373,  381,  392,  403,  405,  406， 
411 

—切 智性智 sabbafifiu ほ- fiSpa  —切 知智） 50 
336 

—切入 豫 修法 kasina-parikamma  (^觀 念の 豫 
備 修行， 遍の 準備 定, 觀法, 遍處 の豫備 修行） 28 
477 
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〔一切の 厭 患— 離 貪— 解脫〕 15  42*，  53*,  90,  216 

〔一切の 行は區 別な く煻煨 なり〕 57  274 

〔一切の 苦觀〕 15  214,  235 

〔一切の 苦と その 了知〕 15  220 

〔一切の 苦と 欲の 斷〕 15  79,  232,  239,  241 

〔一切の 結の 斷が 阿羅漢 果なり〕 57  379 

〔一切の 業 は有異 熟な り〕 58  201 

し-一切の 心 は尋隨 伴な り〕 58 130 

〔一切の 熾 然觀— 厭 患— 離 貪— 解脫〕 15  32 

〔一切の 睡 夢- -J: る ものの 心 は 無 記な り〕 58  425 

〔一切の 智は無 礙 解な り〕 57  394 

一切の 人が 涅樂を 得る かの 問 

Nibbanalabhana-panha  59 上 142 
〔一切の 不 思量— 無 執著— 涅藥〕 15  36,  38,  42 
〔一切の 無我 觀〕 15  51, 52,  214,  236 
〔一切の 無我と 欲の 斷〕 15  79,  233，  239,  241 
〔一切の 無常 觀〕 15  49，  50, 128,  213，  229,  230, 

234,  268 

〔一切の 無常 '苦' 無我〕 11 下 401 ； 15  40，  88, 104, 
170,  215 

〔一切の 無常と 欲の 斷〕 15  78,  231,  237,  240 

〔一切の もの は 業に 由る〕 58  316 

〔一切の 盲 闇觀— 厭 患— 離 貪— 解脫〕 15  34 

① 一切 は 有な り ② 一切 有な り sabbamatthi 

① 13  24, 113，  114; 14  211 ② 57 157 
—切 は 熾 燃な り sabbaih  adittam  (—切 は镜 

かる） 57  275 
一切 は 無な り sabbam  natthi 13  24， 113,  114; 

14  211 

—切 は 盲 闇な り sabbarii  andhabhii1:arii 15  33 
—切 は燒 かる sabbam  adittaih  (一切 は' 戯然 

なり ） 15  32 
—切不 勝者 asabbaji 15 133， 135 
—切 糞 掃 者 sabba-paihsukalika  2 141 
〔一切 方に 諸佛 住します〕 58  412 
—切 方 論 Sabbadisa-katha  58  412° 
—切 法 sabba-dhamma  (—切 諸 法） 9  438,  442， 

444;  〔40  9*.  222*;  50  363 つ 
—切 法拫 本、 法 「ョ sabbadhammamula-pariyaya 

9 1 

'〔一切 法の 四諦〕 40 13 


〔一切 法の 七 種觀〕 40 16 

〔一切 法の 七 處觀〕 40 15 

〔一切 法の 眞如 は無爲 なり〕 58  373 

〔一切 法 は 一心 刹那の ものな り〕 58  430 

〔一切 法 は 決定せ り〕 58  414 

—切 法 は 念處な り sabbe  dhamma 

satipatthana  57  207 
① 一切 法 は 無我な り 'ま 一切 法 無我 sabbe 

dhamma  anatta i 16 上 133; 17  473 ② 9 

395,  398 
一切 品 Sabba-vagga 15  25,  42 
—切 由 業雰き Sabbam  idam  kammato  ti  katha 

58  316° 

一切 餘 依の 定棄 sabbupadhi-patinissagga  (一 
切 依の 破棄， 一切 取の 棄捨） 22 上 355，  356 

—切 漏經 Sabbasava-sutta  9  7° 

一切 漏. 防護の 法 f^"!  saDbasavasariivara- 
pariyaya  9  8 

〔一切 を棄 つべ し〕 15 130,  205,  206 

一時的 lahuka  (輕 利， 輕 >  20  395* 

一時的 解脫 samaya-vimokha  (時 解脫） 9  348 

一時的 な ら ざ る 解脫 asamaya-vimokha  (不時 
解脫） 9  349 

一時的の 心解晚 samayika  cetovimutti  時 心 

解脫； 12  203* 
—食 eka-bhatta  3  344 
① 一食 行者 ② 一食 者 ekasanika  (—座 食 者） 

① 19  307  ；  33  208  2  47  371, 464  〔五 種〕 47 

371, 464 

—食 者 （!)  ekabhattika 一  日 一食 者， 午前 食 者） 
11 上 68, 136; 19  302，  303，  361 ② ekasanika 
〜前項 

一 奢 能 伽羅 IcchSnaiigala ① （伊 奢 能 伽羅， 伊 
車 能 伽羅） 〔村〕 16 下 201, 204 ② 〔經〕 16 下 
201 

一 奢 能 (加 羅林. Icch5naiigala-vana  (伊 車 能 伽 

羅林） 16 下 201， 204 
① 一種 ② 一種 者 ③ 一種 子 ekabijin  (—間） 

① 40  261; 47  361,  381°,  472;  58  211 ； 64 

494 ② 16 下 21 ③ 17  382，  384  ；  22 上 43  ；  22 下 

10, 11 
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—種 X  ekabijm 〜前項 %  Ekabhinna  or 

Ekabiji  ：經： 16 下 21 
〔一種 色聚： 45 174 

—種の 身 ekaUa-kaya  —類の 身 8  343 
—種の 想 ekat は- safifiin  ： — 想， 一類の 想， 想 
一， 8  343 

—趣 ekibhava 一致 5 158  ；  S  324,  325  ：  22 上 

327*  ；  22 下 69* 
—趣 性 ekodi-bhSva 專ー性 17  418  ；  20 192, 

193 

—集 Eka-nipa は ：看 支部 經： 17 1°  〔如是 語 

經〕 23  241%  249，  259 
—生 ekaja  24  43 

—性 ekaua —， 一種， 燭一 40  29*,  170,  175. 

181,  266,  272  ；  41 39*. 122 
—性 近 住 力： 二 依る 心の S  ekupatthanavasena 

cittassa  thiti  40  26,  80  ；  41 36 
一 性 さ ekatta-sunna  41 121 
〔一聖 道に 依りて 四 沙門 果を證 す〕 5S  344 
一定の 法 ゆ ka-dhamma  (常 法； 23 170, 172 
—乘道 X  ekayana  f  ekayana-magga  '一行 

道， 唯一 趣向の 道） X  9  90, 101; 16 上 357, 

358.  393,  420,  421 ： 62  6  f  57  207,  208,  210 
〔一乘 道 〜四 念處: 16 上 357，  393，  394,  420，  421 
一心 cittekagga ほ 心 一 境 性 10 16 
一心 を 成ず ekodi  hoti  (專一 となる ノ  9  216* 
〔一身 多 身 神變〕 7  220;  63  318 
〔一世界 ニ轉 輪王不 出： 47  46 
〔一 世界 ニ^ニ 輪王不 出〕 11 下 62 
〔一世界 二 (^不 出現；； 7  237  ；  8 142  ； 11 下 62  ；  47 

45 

—說 (t  eka-vacika  3  297*,  301 f  Ekabyo- 

hara,  Ekavyoharika  二部 ig:  60  34, 174 
—千偈 sahassa-g5tha  23  32 
—千 劫 kappa-sahassa 16 下 170 
—錢 kahapana  '    利沙波 9-， 迦利 沙燊， 金貨， 

銷货 17  412,  413 
—想 ekaua-safifiin  —種の 想，一 類の 想， 想一) 

6  44; 11 上 298* 
a  —藏 〔師〕 t  —藏待 者 ekapitaka  X  62 123 

② 62 199 


—搏食 者 ekalopika 11 上 214 
ー彈 指の 頃 acchara-sanghata-matta 17 15> 
51， 56 

一地 Itthiya 1 壹 帝臾ソ 〔比： 65(1；  79,  8L 
88* 

—致 ekibhava  一 趣 10  56,  oi 

(D —度お 產 した 女 ② 一度 子 を 生める 女 T 

sakirh  jata  28 168  f  sakiih  vijata 12  210 
—道 論 Ekamagga-katha  58  344° 
一日 一食 者 ekabhattika —食 者， 午前 食 者 
11 上 120 

—曰 三 浴 行者 sayatatiyaka-udakorohana  9 

129  ； 10  36,  92  ：  59 下 212 
—曰 別 住 ekaha-parivasa  二 因緣と 作法： 4  62" 
—女 EkadMtu  ：經〕 13  347 
一人 品 Ekapuggala-vagga 17  31 
一の 根 eka-mtila  = 無明 12  45 
①  一 の 開祖 ま  一 の祖 titthakara  (^5祖， 

外道 師， 外道 主， 宗祖, 祖師, 教祖， 敎派 主， 救濟 

者） ① 6  74 ② 11 上 3*，  28,  36* 
一 鉢 食 支 pattapipdikaiiga  44  282  ；  59 下 248  ； 

62 118,  121%  138°* 
一 鉢 食 者 paUapio(^ika  (〜鉢 乞食 者 5  223, 

325;  62 121, 138 
一 比丘 Afifiataro   bhikkhu  〔經：     一 二、 

16 上 149， 150 
一布 者 ekasataka — 衣 者 20 140 
—分 Padesa  〔經〕 16 上 404; 16 下 101 
—分 有 論 Ekaccaih  atthiti  katha  57  201°, 

206 

一分 行者 padesa-kSrin 17  381，  383,  385 
—分 常住 一分 無常 論 ekacca-sassatika-ekacca- 

asassatika  〔四 種： 6  20°*,  60* 
① 一分 常 論 ま 一分 常 注 論 ekacca-sassatika 

(—部 常住 說者） 40  252;  47 158 
—部 常住 設者 ekacca-sassatika   —分 常 論， 一 

分 常住 論 65(1；  77 
一部 衆 制 ekato-pafifiatti  5 1*.  8，  91， 196.  205 
〔一 f 弗一 世界 出現： 7  237  ；  8 142  ； 11 下 62  ；  47  45 
一方 擔捧 ekato-kaja  4  209 
—法 T  ekaka  5 197  S  Ekadhamma  ： 經:; 
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一， 赍， 無， 絲ーィ 


16 上 280  ； 16 下 181 

一法 廣說 Ekadhamma-peyyala    〔章〕 16 上 

196，  201,  202，  206 
〔一法 乃至 十 法〕 22 上 275 以下， 280 以下 
一法 品 Ekadhamma-vagga 16 下 181，  200; 

17  44 

一 茅 Ekanam  (—葦） 〔婆羅門 村〕 24  26 
一本 柱の 宮殿 ekatthambhaka  pasada  29  360  ； 
34 19 

—味 eka-rasa  21 65,  68,  75,  78  ；  23 171, 174  ； 
40  26，  47*,  54  ；  41 9*,  36  ；  62  292,  294,  295 
― 味 味 ekarasa-lonarasa  4  355,  357 
一味 解脫味 ekarasa-vimuttirasa  4  357 
一味 修習 ekarasa-bhavana  40  47° 
一味の 義の智 ekarasatthe  nanam  40  2, 145° 
—目 Eka-cakkhu  〔城〕 60  20,  21 
一夜 賢者 Bhaddekaratta  〔經〕 11 下 246°*, 

251*，  256*,  270*  ；  27  346 
一葉 本 生物 語 Ekapappa-jataka  (—四 九、 29 
489° 

ー來 sakad§g5min  (浙陀 含， ー來 者， 一 來果に 
入る ） 8 132，  133，  168，  333; 14  263; 16 下 
241, 318  ； 17 194,  195，  382,  384  ； 18  236,  416  ； 
22 下 10， 11， 34;  30  47 其 他； 40  261; 47 
361,  381%  404,  413，  454,  466,  468,  470,  472; 
50  473  ；  57  81, 82, 102*，  138,  143,  144，  177*, 
312,  352、  373*  ；  59 上 234，  235 

ー來果 sakadSgami-phala  (iW 陀 含果） 1 154*  ； 
2  41*;  3  511; 4  380;  6  324,  325;  8  306; 
11 下 359,  360  ；  24  455，  462  ；  26  49;  28 193  ； 
29 107 其 他； 30  76 其 他； 34  232;  35  246 ；  40 
107,  124,  195,  324  ；  41 71， 130， 19P  ；  47  43， 
361, 381 ； 50  476  ；  57 102 つ 139，  143,  144, 
280,  282，  312,  352、  373*;  58  56, 110,  345 

①ー來 果應證 位 成就 〔人〕 ②ー來 果作證 向 ③ 
一 來果能 作 證向人 1' ー來 果を證 すべ く 修行 
する 〔者〕 sakadagamiphala- 
sacchikiriyaya-patipanna  (ー來 向， 浙陀含 
向， 向ー來 果現證 者） ① 8  333 ② 57  282,  321, 
322，  373,  384,  385,  388,  393,  400 ③ 47  361， 
383°,  470  (4)  57 139， 143 


—來 果現證 sakadagamiphala-sacchiKinya 
(一 來果 作證， ー來果 應證： 16 下 324 

—來果 得 sakadagamiphala-samapatti  40  33,. 
136,  164,  336 

一 來果に 入る sakadagamin  (— 來， ー來者 ，浙： 
陀含） 6  223 

ー來 決定 sakadagami-niyama  58  2,  209 

—來者 sakadSgSmin  (— 來， 浙陀 含） 4  246,. 
358  ；  7  205*  ；  9  260，  392  ； 11 下 359，  360  ； 16 下 
13*  21; 20  246;  22 上 42，  63,  321，  322;  5 & 
335 

—來道 sakadagami-magga  (浙陀 含 道） 40  33, 
42，  54,  75,  77, 115，  118，  120,  124,  155，  276;, 
41 5，  7，  66;  47  43;  57 154，  280 

——來の 上 匕 丘 sakadagami  bhikkhu 14  263 

ー樂遊 ekarama ほ 7  235,  242 

一力 王 Ekabala  〔國〕 39 109 

一類の 身 ekatta-kaya  (—種の 身） 7  22,  23 

一類の 想 ekatta-safifiS  (— 想， 一種の 想， 想 一） 
7  22,  23 

壹帝臾 Itthiya  (—地 臾） 〔比〕 60  73,  76 
無花果 ① udumbara  (優 曇 婆 S  ，烏 曇 跋羅， 憂 
曇 跋羅） 〔樹〕 24  2  ；  29  391 ； 30 167, 168  ；  31 
226  ；  63  55  ；  64  399 ② kacchaka  (犍 遮耶） 
〔樹〕 62  361 ③ pilakkha  (畢洛 叉） 〔樹〕 26 
282，  283,  498 

〔無 花 果樹よ り 花 を 求む る譬 niO  24  2 

絲 sutta 1 364,  369,  433°  ；  2 158,  485°  ；  4 

230;  25  47;  39 14° 
絲織 tanta-vuta 16 上 218 
絲 餓鬼 事 sutta-petavatthu  25  47 
絲條 sutta-ve^ii  4  396 
絲玉 gu}a  (玉， 球） 25  91 
絲球 sutta-gu!a  (絲 毬， 絲毪， 縷丸） 11 下 107 
〔絲 球と 閃の 譬喩〕 11 下 107 
絲の 縫れ たる tantmsulaka  7 1 
絲摺 sutta-vatti  4  396 
① 絲氇 ② 絲毬 sutta-gu!a  (絲 球， 縷丸） ① & 

83 ② 10  365 
〔絲毬 の 盜者を 確定す〕 39 14 
〔絲 種の! fni〕  6  83; 10  365; 14  337 
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イナ 力 一田， 古， 犬， 狗, 稻， 豕, 猪， 命, 茨， 棘， IT, 未， 入， 炒， 色， 岩， き， 引 


切 舍女本 生物 語 Bahiya-j^aka  ':— 〇 八） 29 
311° 

田舍の 美人 janapada-kalyani 地方の 美人, 
國美） 13  345 

■ 田舍者 gamika-punsa  64  6 

田舍論 janapada-katha 國土 論， 地方 論〉 ： 無 
用 論の 一〕 6  255 

古の 天人 pubba-deva ほ （先天 神） 23  361 

犬 D  kukkura  (狗） 13  356  ； 15  309,  310，  311 ； 
28  339* ② sunakha  (狗） 25  65  ；  30  414*  ；  34 
65*  ；  37 120,  121,  494,  495  ；  39  44*，  51* ③ 
supana  (狗） 7  341 ④ suvana  (狗） 11 下 101 
⑤ sopa,  sona  (狗， 野犬） 8  89;  23  284  ；  24 
255 

〔犬と 解 縛〕 30  414 

犬の 教訓 kukkurovada  28  343 

犬の 所作 kukkura-vatika  (狗 行者） 8  8 

犬 本 生物 語 ① Kukkura- jataka  (ニニ）  28  339° 

(D  Sunakha-jataka  (二 四 二  30  414° 
狗 ① kukkura  (犬） 4  288;  9  217  ； 10 124  ； 
20 147 ② sail 11 上 302  ®  sunakha 犬' 3 
385; 16 下 259,  260; 19  309;  36 185,  191. 
192 ④ supana  (犬' 9  94  ；  24  73 ⑤ suvana 
(犬） 20  61 ⑥ soija  (犬， 野犬 11 下 214;  38 
89，  394 

'〔狗 が捧 を隨逐 する 譬喻〕 11 上 302 

〔狗 を繩: こ 縛す る罾喩 〕 14  236 

稻 D  vihi  (ギ— ヒ米， 粳， 粟 ） 2  428  %  sali  (サ 

一 リ 米， 米， 白梗 米） 7  339  ；  9  92  ； 11 下 100  ； 

17 11， 12,  48;  22 下 135 
稻田 l)kinha  (苗 芽, 穀物） 15  305,  306 ② 

salikkhetta  4  382  ;  21 202   %  sali-kedara 

34  252 

〔稻 田と 牛と 番人の IfB 幻 15  305 
〔稻 田と 白 微の譬 nii〕  4  382;  21 202 
稻田本 生物 語 Salikedara-jataka  (四 八 四） 34 
249° 

稻の芒 saii-suka 16 上 154,  155.  223 
： 〔稻ゃ 甘 簾の 微菌の lfnife〕  4  382;  21 202 
豕 stikara  (猪， 豚， 野猪 8  89  ； 16 下 410 
箱 0  urabbha  (羊, 牡羊， 牡 山羊,' 18  362 ② 


varaha 野猪: 26  31; 37 146;  38  450;  39 

413 ③ siikara  (豕， 豚， 野猪） 3  355;  31 220， 

221, 430  431 ； 34  364*  ；  47  444 
猪槽 sQkara-doiji 11 上 201，  202,  242,  243 
〔猪と 虎と 偽 仙人〕 31 221; 34  368 
〔猪の 二 支〕 59 下 311 
〔猪 は 虎 を 敗走せ しむ〕 31 221; 34  368 
〔命の 短 促〕 34 122,  129;  35  41; 37  409;  63 

13  ；  64  348 
命 は 短 少なり apparh  jivitam  42  60°, 175 
茨の 床 kaptaka-passayika  (荆^^宋者， 队荆棘 

者, 队荆剌 行者, 荆剌 行者） 34  291 
棘 kaijtaka  (剌， 荆棘） 15  295，  30S 
〔棘の 園: こ 入る 饕 n|i〕 15  295,  308 
鼾 を 力、 く    kSkacchati  2  25 
未だ 子 を 生まざる 女 avi お ほ 未'"！ の 女） 12 

210 

入口    pavisaiit  2  68 

入る に 巧 samS-patti-kusala 入定 善 巧， 等 至 
善 巧， 等 至善 1 20  46， 196,  276,  277 

よ 少られ 炙られ 煤けし 女 uppakka  okilini 
okirini  itthi 13  384 

炒る bhajjati  2  429 

色 は 黄金の 如し siivaijija-vappa  '• 黄金色） 〔三 

十二 相の 一〕 8 185,  207 
岩 ① pSsSija  (石， 小石） 12 186  D  Pasana 

〔經〕 12 186 
岩に 亥；! む pasanalikhupama 17  466 
〔岩に 刻せ る 字の #iiii〕 17  467;  47  405 
岩の 破片 ① sakalika 12  38， 187  %  Sakalika 

〔經： 12  37, 187 
岩山 sela  t. 磐石， 山） 25  294* 
〔厳の 五 支〕 59 下 290 
引 苦 Dukkhudraya  〔經〕 22 下 178,  228 
引發 ① abhim—hara 14  435,  444,  447，  449, 

451*  ；  20  276,  277 ② Abhimharo  ：經〕 14 

435,  454 

a 1 發一 〔恭 IJtt    Abhinihara— CSakkaccahari] 

〔經〕 14  453 
①引發 巧〕 ②引發 する に 巧 abhinihara- 

kusala ① 14  435,  444,  447，  449，  451* ② 20 
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46,  276,  277 

引用句 ahacca-pada  59 上 307 

因 （T'ayatana  (處， 入處） 18 116,  117, 118 ② 
upanisa  '基, 所 依， 緣， 譬類， 方便） 19  26,  27 
③ karapa  (原因， 根據） 5  314 ④ nidana  (因 
緣， 因由, 緒， 序 1 13 16*,  52*,  119* ⑤ hetu  3 
73,  75  ；  5  259,  266  ；  7  4*  ； 12  230  ； 15  207*  ； 
17 129  ；  40  26;  41 37  ；  43  2，  5  ；  48 上 8，  21 ； 
50  338°  ；  62  415;  64 111,  460,  462;  65  (ID 
22  〔六 種〕 65  (11、  22  〔同義語〕 43  2,  5;  44 
60,  96  (f  Nidana  ： 經:] 13 134 ⑦ Hetu  〔經〕 
14  334; 15  384;  22 下 206  (—）  （二） （三） 14 
35，  36,  37 

因 因相應 二; 去 Hetu-ceva-hetusampayutta- 
duka  53  80。  ；  56 197 

因 因 相 應ニ法 因 二 法 hetuhetusampayut は- 

duka-hetuduka  56  49 
因 因 相 應ニ法 善 三 法 hetuhetusampayutta- 

duka-kusalattika  55 137 
因 因 相; 應法 hetu  ceva  hetu-sampayutta 

dhamma  (因 法: 二して 因相應 なる.' 47  235， 

256;  53  80;  56 197,  358 
〔因 因 相應法 等の 緣關 係〕 53  80 
因 有 因 二 法 hetu-ceva-sahetuka-duka  53 

66。  ；  56 197 
因 有 因 二 法 因 二 法 hetusahetukaduka- 

hetuduka  56  49 
因 有 因 二 法 善 三 法 hetusahetukaduka- 

kusalattika  55 132 
因 有 因 法 hetu  ceva  sahetuka  dhamma  (因 

法に して 有 因なる 47  235,  256;  53  66;  56 

197,  358 
〔因 有 因 法 等の 緣關 係〕 53  66 
因縁 ① nidana  (因， 因由， 緖， 序 i  2  336  ；  4  429  ； 

5  2,  258,  259，  265,  281,  283,  284°,  296,  314; 

7  4*  ； 15  333  ；  43  2,  5  ；  48 上 8，  21 ； 62  415  ； 

64 111,  460，  461 f)  samaya  (時， 是時） 2  91, 

101, 118  ,3;  samudaya  (集， 集 起， 生起, 起因） 

9  453  a  hetu-paccaya  50 1, 2", 14*,  143， 

338°,  355°  ；  51 1*， 14,  45,  79， 131,  206,  252; 

52 1*,  37*，  90*,  130* 其 他； 53 1*，  9，  46，  69 

( 57 


弓 1， 因ーィ ン 

其 他； 54 1*. 10,  30，  42*,  66* 其 他； 55 1*  ； 
56 1*,  511 ； 57  399  ；  58  264,  267  ；  59 上 25  ； 
64 180°,  181,  241，  242;  65 ill)  71 
因緣 ある 者 fiati  (親戚， 親類， 親族） 23  9  ；  25  4 
因緣經 itivuUaka  (如是 語， 如是 說， 伊 帝曰务 

伽， 本 事） 〔九分 敎の 一〕 1 12's 
因 緣廣設 Hetupaccaya-niddesa  50  355,  365 
因緣聚 nidana-samgaha  5  383 
因 緣相應 Nidana-sarhyutta 13 1° 
因緣 等の 論 Nidanadi-katha  60 1, 10 
因緣篇 Ni お na-vagga  (因緣 品、 〔相應 部經〕 

13  r 

因緣法 sanidana-dhamma  58  340 

因緣品 NidSna-vagga  58  4 

因緣 物語 Nidana-katha ' 〔本 生經〕 28  r,  3，. 

274  ；  34  261 〔總 序〕 28 1 
因果 性 hetuphala ほ 50  410 
〔因果 不昧〕 16 上 11 

因 事 hetu-riipa 11 上 170,  172，  173， 175 
因聚 hetu-gocchaka  45  3 
因 所 生 hetu-samuppanna  40  83* 
因 生 hetu-nibbatta  59 下 94，  95，  99° 
因 • 善 法 hetu  kusala  dhamma  55 1*  ；  56  212, 
374 

因 相 ① 5kSra  (行 相， 相， 相貌， 形相， 形容） 18 
334,  336,  338  ^  nimitta  (相， 相貌， 徵， 徵相， 
兆 相， 娃相， 瑞兆， 標識） 3  236,  237  ；  40 16*,  82,. 
99, 109 

因相應 hetu-sampayutta  46  25,  28,  36,  48，. 

54，  62,  71 其 他 ； 50  2 
因 相應ニ 法 Hetusampayutta-duka  53  65°  ；. 

56 196 

因 相 r 薩ニ法 因 二' 法 hetusampayuttaduka- 

hetuduka  56  49 
因 相 應ニ法 善 三 法 hetusampayuttaduka- 

kusalattika  55 127 
因相應 まき 因-法 hetu-sampayutta  c'eva 

dhamma  na  ca  hetu  (因 相應 法: こして 非 因 

なる） 47  235,  256 
因 相應法 hetu-sampayutta  dhamma  45  3， 

280°,  361°  ；  47  235,  236;  53  65;  56 196，  35a 


ィ ン 一因 


； C 因 相應法 等の 緣關 係〕 53  65 

•Hffl 應法 二して 非 因なる hetu-sampayut は 

c'eva  dhamma  na  ca  hetu  ' '因 相? s き ^ 因 法） 

45  3,  281°,  362° 
因陀 Inda 因 陀羅, 帝釋） 〔天〕 39  313.  485 
. 因陀迦 Indaka  X  〔夜叉〕 12  359  D  〔經： 12 

359 

因 陀掘多 Indagutta  ： 阿育 王 時代の 比丘;； 65 
(I)  63 

①因 陀姿羅 D 因 陀薩羅 Indas51a  〔窟〕 
297*  't  59 下 235 

因陀峯 IndakQta  ： 山： 12  359 

因陀羅 ：r  Inda  (因 陀， 帝 釋= 蘀提桓 因, 天帝 擇 
6  347；  7  279*，  293  ；  8  264,  266,  269,  276  ； 
25  231 ； 26  252  ；  33 157  ；  36  64  ；  37 151*， 
337  ；  38  320,  321， 329  ；  41 158  ；  59 上 7，  44  ； 
59 下 222,  223  ；  60  74,  75， 109  ®  Purimdada 

z 富 蘭 陀羅， 都市の 破擊 者， 壤邑， 破 城 者， 城 を 
破る 者 = 帝釋 天' 2S  37  D  Vasava  〈婆 娑婆, 
婆沙 婆, 天 王， 帝釋 32  333 ④ Inda  〔簿。 王〕 
26 101 

因? £ 羅掘多 Indagutta  ： ドウ ッタ ガー マ 二王 

時代の 比丘： 60 130 
因陀羅 金剛 Inda-vajira  31 553 
因 陀羅柱 Xinda-khna  (帝 柱, 市門の 標柱， 門 

柱, 門 iS, 闘， 柵 門） 8 169; 16 下 373  f  Inda- 

khila  'M: 16 下 372 
因陀羅 同姓 Indasamana-goUa こ 苦行者： 30 

63* 

因陀羅 同姓 本 生物 語 IndasamSnagoWa-jataka 

(—六 ーノ  30  63° 
因 陀羅の 杖 inda-lauhi  26  427,  470 
因 陀羅の 旗 inda-ketu  27  300 
因 陀羅波 羅薩多 Indapatta  〔城〕 60  20  ；  61 472 
因 無 く 緣無 し natthi  hetu  natthi  paccayo 14 

334 

〔因: 二よ る 生滅： 12  230 
因 二 法 Hetu-duka  53 1°  ；  56 194,  514,  515 
因 二 法 已取三 法 hetuduka-upadinnattika  55 
29 

-因ニ 法 已取ニ 法 hetuduka-upadinnaduka  56 


46 

因 二 法 已生三 法 hetuduka-uppannattika  55 
103 

因 二 法 已染三 法 hetuduka-saiikilitthattika 

3D  00 

因 二 法 異熟三 法 hetuduka-vipakattika  55  20 
因 二 法 因 因 相 應ニ法 hetuduka- 

hetuhetusampayuttaduka  56  3, 
因 二 法 因 有 因 二 法 hetuduka-hetusahetuka- 

duka  56  36 
因 二 法 因 相 應ニ法 hetuduka- 

hetusampayuttaduka  56  35 
因 二 法 有 爲ニ法 hetuduka-saiikhataduka  56 

38 

因 二 法 有 E 二 法 hetuduka-sahetukaduka  56 
33 

因 二 法 有 緣ニ法 hetuduka-sappaccayaduka 
56  37 

因 二 法 有 學三法 hetuduka-sekhattika  55  70 
因 二 法 有 見 有 對三法 hetuduka-sanidassana- 

sappatighattika  55 118 
因 二 法 有 見 二 法 hetuduka-sanidassanaduka 

56  38 

因 二 法 有色 二 法 hetuduka-rupiduka  56  39 
因 二 法 有 所 緣ニ法 hetuduka-sarammanaduka 
56  43 

因 二 法 有 封 二 法 hetuduka-sappat  ighaduka 
56  38 

因 二 法 有 漏 二 法 hetuduka-sasavaauka  55  41 
因 二 法 過去 三 法 hetuduka-atitattika  55 104 
因 二 法 過去 所 緣三法 hetuduka- 

atitarammanattiKa  55 105 
因 二 法 見 三 法 hetuduka-dassanaitika  55  53 
因 二 法 見 听斷因 三 法 hetuduka-dassanena- 

pahatabbahetutiika  55  59 
因 二 法 酣ね法 hetuduka-pitthiduka  56  47 
因 二 法 邪 性 三 法 hetuduka-micchattattika 

55  92 

因 二 法 積 11 趣 三 法 hetuduka-acayagamittika 
55  63 

因 二 法 取 群 二 法 hetuduka- 
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upadanagocchakaduka  56  47 
H 二 法 受三法 hetuduka-vedanattika  55 12 
a 二 法 听造ニ 法 hetuduka-upadaduka  56  46 
因 二 法 听識ニ 法 hetuduka-kenaci- 

vinneyyaduka  56  40 
因 二 法 小 三 法 hetuduka-parittattika  55  76 
因 二 法 小 所 緣三法 hetuduka- 

parittarammanattika  55  82 
因 二 法 心 倶有ニ 法 hetuduka-cittasahabhu- 

duka  56  45 
因 二 法 心 听ニ法 hetuduka-cetasikaduka  56 

44 

因 二 法 心 隨轉ニ 法 hetuduka- 

cittanuparivattiduka  56  45 
因 二 法 心 相 應ニ法 hetuduka- 

cittasampayuttaduka  56  44 
因 二 法 心 相 雜等起 俱有ニ 法 hetuduka- 

cittasamsatthasamutthana-sahabnuduka 

56  45 

因 二 法 心 相 雜等起 隨轉ニ 法 hetuduka- 

cittasamsatthasamutthananuparivatti- 

duka  56  46 
因 二 法 心 相 雜等起 二 法 hetuduka- 

cittasamsattnasamutthanaduka  56  45 
'因 二 法 心 相 雜ニ法 hetuduka- 

cittasaihsatthaduka  56  44 
因 二 法 心 等 起 二 法 hetuduka- 

cittasamutthanaduka  56  45 
因 二 法 心 二 法 hetuduka-cittaduka  56  44 
因 二 法 尋三法 hetuduka-vitakkattika  55  42 
因 二 法 世間 二 法 hetuduka-lokiyaduka  56  39 
因 二 法 染群ニ 法 hetuduka- 

kilesagocchakaduka  56  47 
因 二 法 善 三 法 hetuduka-kusalattika  55 1 
因 二 法 道 所 緣三法 hetuduka- 

maggarammanattika  55  98 
因 二、 法 內三法 hetuduka-ajjhattattika  55 111 
因 二 法 内所 緣三法 hetuduka- 

ajjhattarammanattika  55 115 
因 二 法 内 二 法 hetuduka-ajjhattaduka  56  46 
. 因 二 法 非 因 有 因 二 法 hetuduka- 


nahetusahetukaduka  56  37 
因 二 法 劣 三 法 hetuduka-hinaUika  55  87 
因 二 法 爾冇漏 二 法 hetuduka- 

asavasasavaduka  56  42 
因 二 法 漏 相 應ニ法 hetuduka- 

asavasampayuttaduka  56  42 
因 二 法 漏 二 法 hetuduka-asavaduka  56  40 
因 二 法 漏 不相應 有 漏 二 法 hetuduka- 

asavavippayuttasasavaduka  56  43 
因 二 法 漏 漏 相 應ニ法 hetuduka- 

asavasavasampayuttaduka  56  42 
因 二 法 六 群 二 法 hetuduka-chagocchakaduka 

56  43 

因の 攝 hetu-saiigaha  65  (11)  22 
〔因の 同義語〕 43  2，  5;  44  60,  96 
因き 戶因法 hetu-na-hetuka-dhamma  47  235, 
256 

因 • 不善 法 hetu  akusala  dhamma  55  5*  ；  56 
213，  375 

因 不相應 hetu-vippayuUa  46  25,  28,  36,  48, 

54,  62，  71 其 他 
因 不相應 、法 hetu-vippayutta  dhamma  45  3, 

280°,  361°  ；  47  235;  53  65;  56 196 
因 法 hetu -dhamma  45  3，  276%  360°  ；  47  235， 

256  ；  53 1*  ；  56 194,  357 
〔因 法 等の 緣關 係〕 53 1 
因 法に して 因相應 なる hetu  c'eva  dhamma 

hetu-sampayutta ca  (因 因相應 法 i  45  3，  281% 

362° 

因、 法に して 有 因なる hetu  c'eva  sahetuka 

dhamma  (因 有 因 法） 45  3，  280%  362° 
因 明 hetu  C-vijja]  59 上 10 
@  • 無 I 己、 法 hetu  avyakata  dhamma  55  8* 
因由 ① nidSna  (因， 因緣, 緒， 序） 9  453 ② 

pariyaya  (異 門， 法 門， 敎說， 方便， 理趣、 15 

221* ③ attha-vasa 〜次 項 
① 因由 ②因カ attha-vasa  (義, 利益， 義趣， 義 

理， 道理， 果報） （D11 上 160; 15   461 ② 18 

419, 420 

因由 あり や Atthi  nu  klio  pariyayo 15  221 
因由の 審慮 5k§ra-parivitakka  (行 相覺， 相 省 
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ィ ンー 印， 嫁， 淫， 陰， 飲 


慮、' 15  22P 

① 印 契 ② 印算 mudda  IS 號， 計' ば 6 13， 130 
② 9 141， 132  ；  59 上 10, 121， 357 

印 契の 術 mudda-sippa  23 133 

印 vinnana  (識 i  59 上 170， 171 

印度 ① Jambudipa 閭 浮提， 閻浮洲 33 190, 
327 ② Jambudipa-tala  32 10, 11 

〔印度 王統〕 60  39 

〔印度 諸 王の 年 ft:  65  '1)  91 

〔印度の 學問、 59 上 10 

娃 methuna  ；娃 欲， 交會， 行娃， 欲 行 24  79, 

145,  317*,  354 
〔娃戒 の 犯 不犯〕 1 44  一  63 
姪 事 methuna-dhamma    (娃 法， 不淨 法， 娃欲， 

娃欲 法， 交 會 事） 19 126;  38  9  ；  47  461 
娃者 methunaka  42  210,  215  ；  43 190, 191 
娃相 nimit は ひ 相， 因 相， 徵相、 1 33 
姪 女 ① ganika  (遊女， 娼婦） 3  405*,  472"^  ；  4 
412   (D  vesiya  f  vesi (淫 賣, 淫 賣婦， 遊女， 倡 

婦, 娼家， 技 女， 呋奢 女） ② 3 117,  119，  511; 5 

220  ；  43  349,  351 ； 62  36，  37 ③ 3  268  ；  4  397 
①娃 の穢法 ②娃 卑摂法 methuna  gama- 

dhamma  (娃 法， 淫欲の 在俗 法， 娃欲凡 鄙） ① 

21 142,  144，  145,  152,  159, 167  ；  22 上 55 ② 

19  30P 

娃法 ：！  methuna  dhanima  (淫 法， 不淨 法， 娃 
欲， 不淨 行， 娃欲 法, 娃事, 交會， 交き 事， 交會の 
法， 邪娃） 3 164;  4 123，  191,  202; 11 下 149; 
24 109,  265  ；  42  210，  214,  219，  225,  237  ；  43 
190°  ；  63  391; 65  I) 19  〔過 患〕 1 31 ② 
methuna-gama-dhamma  (姪の 截法， 娃卑提 
法, 娃 欲の 在俗 法， 娃欲凡 鄙） 6  95 

隱 methuna  (if  ，交 t", 行娃， 欲 行） 6  5; 
38  418 ② methuna-dhamma  (娃 法， 娃欲 法， 
不淨 法. 娃） 20  292,  293 

娃欲 供養 attakama-paricariya 1 223  ；  5  9, 
55 

娃欲偶 合 iiiethuna-sarhyoga  20  301,  302,  303 
① 娃 欲の 在俗 法 ② 娃 欲の 鄙 法 1： 娃欲凡 鄙 
methuna-gama-dhamma  (娃の 猿 法， 娃卑狼 
法） d  9  321. 465  ； 10  95 ② 22 下 34，  35 ③ 


20  93,  94 

娃欲 〔の〕 法 methuna-dhamma  (娃 法， 娃事, 

不淨 法， 不淨 行， 淫法， 邪娃， 交會 事、' 1 220, 

222*  ；  8  313; 18  94 
娃猥 smgl  '虚偽 18  48 
娃女 thulla-kumSri 長 じた る處 女， 年長 童女, 

邁 年の 童女， 處女） 46  350,  351 
① 淫賣 ② 淫賣婦 vesi,  vesiya  ( 娃女， 妓女， 逸 

女， 倡婦， 娼家， サ: 奢 女） X  37 178, 179  a  39 

239 

淫法 methuna-dhamma  '、娃 法， 娃事， 不淨 法, 
不淨 行， 娃欲 法， 交會 事） 57  225,  343  ；  58  214, 
215,  433，  434 

① 淫欲 ② 淫樂 rati 樂； X  23  50 ② 23  65 

陰 所 ① kopina  (圍腰 子,' 25  24 ② hiri-kopina 
(陰部） 25  271 

陰處 kosohi ね 24  383 

陰 處は覆 被に 隱 さる kosohka  vatthaguyha 

(陰 馬藏， 馬 陰藏' 〔三十 二相の 一〕 44 14 
陰囊 aij さ a 1 178, 197 
陰部 ① sambadha  (隱 听， 密處） 24  231 ② 

hiri-kopina  '陰 听， 亂 羞恥 者' 20 146;  62  57 
飮器 popa 11 下 328 
飮光 Kassapika  • (迦葉 遣） 〔部 派〕 60  35 
飮事論 pSna-katha  (飲料の 話， 飮料 論， 飲 論， 

飲物 論） 〔無用 論の 一： 2  260 
飮闍樓 伽酒淨 kappati  jalogi  patum  (飮 未證 

酵淨） 〔十 事の 一： 4  439 
飲酒 ① majja-pSna  23  4;  24  98， 144 ② 

suramera5"a-Dana  4  459 ③ surameraya- 

majjapamadatthana  6  374 
飲酒 者 suramerayamajjapamadatthayin 13 

101，  104,  244*  ；  [47  415*〕 
飮 酒店 p5nagSra  (酒 肆, 酒鋪， 酒屋） 46  350. 

351 

飲酒に 惑溺 sur5-dhutta  21 208，  209，  215，  216 
飲酒 本 生物 語 Surapana-jataka  (八 一:' 29 195° 
飲酒 品 ① Surapana-vagga  2 196 ② Sura- 

meraya-vagga  5  33，  66 ③ Apa\Mmha-vagga 

29 195° 

飲食 ：!  anna-pana  4  227,  252  ；  8  338,  339  ； 


C  60  ) 


飲， 隱， 韻ーィ ン 


11 下 217，  229  ； 12 157*  ；  21 124* ② amisa 
(財， 食， 餌， 食樂， 味， 利 養） 4  402 ③ pSna- 
bhojana  21 132  (4i pindapata  (食， 食物， 鉢 
食, 托鉢 食， 飯 食， W 食， 圑飯, 搏食, 施 食） 1 148  ； 
2  79,  93  ；  8  304  ； 13  41 ； 18  50,  97,  434  ； 19 
71 〔受 用〕 9 13;  20 146 ⑤ bhojana  (食， 食 
物, 供養 食） 50 170* 
飲水 pSniya  (水， 飲用水， 飮料） 11 下 199 
飲水 器 pisila 11 下 328 
飮水听 Spana  65  (III)  62 
飲不淨 〔者〕 asuci-patipi は 19  315 
飲 未醅酵 jalogi  patum  (飮 闍樓伽 酒） 65  (I)  44 
飲料 ① p5na  (飮物 1 5  232  ；  9  412  〔八 種〕 5 
232;  〔43 180°  ；  58  329〕 ② paniya 〜 次 項 
①飮料 ② 飲料水 ③飮 用水 paniya  (水， 飲 
水， 飲物） ① 3  79*,  87,  210,  236  ； 13 162 ② 
1 269;  2  82,  495;  9  365 ③ 4 119,  318，  319, 
321，  322,  331, 332 
① 飲料の 話 ②飮料 論 ③飲論 pana-katM 


(飲物 論, 飲 事 論） 〔無用 論の一〕 ① 6  9,  99 ② 

11 下 132 ③ 3  333;  6  255;  8  47; 10  358; 

11 上 1, 28,  36; 16 下 337;  22 下 22 
飲料 を 知らず na  pitam  janati  i 飲まるべき も 

の を 知らず） 22 下 332 
飲料 を 知る pitam  janaii  (飮 まるべき もの を 

知る） 22 下 337 
隱听 ① muUa-karaija  (小便所， 小便 道） 2  422 

② sambadha  (陰部， 密處） 2  421 ； 5 100, 125 
隱處， 隱密〜 ォ ン 
〔隱匿 神變〕 63  333 
隱忍 titikkha  (勘忍） 6  421 
隱夫 gamaniya  (密 夫） 27  362 
隱覆業 paticchanna-kamma  (覆 藏親磨 〜 覆 

蔽， 被覆 物） 17  92 
隱閉論 avedhiya  42  250，  251,  253,  264,  268 
隱 antaradhana  〔三種〕 59 上 282 
韻 chando  (雅語， 聖倡， 詩學， 婆羅門 書） 12  55 
韻律 學 chando-viciti  27  341 
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ゥ ソ ガー ゥ 


ゥサパ Usabha ① 〔辟〕 11 下 71 ② 〔比〕 25 
136 ③ （ニニ サパ Nisabha) 〔比〕 25 157 ④ 
usabha  (勒沙 婆） 〔長さの 量〕 33  221,  225, 
422  ；  36  34  ；  37  430  ；  39 130  ；  60  294,  306 

ゥサハ * ツカン タ'、 Usabhakkhandha  (牛 王 肩） 
〔燃燈 沸の 子〕 41 248 

ゥシ ーナラ Usinara  〔王〕〜 ゥ シン ナラ 34  64， 
66,  68;  38  77 

①ゥ シーラ ②ゥシ ーラ香 usira  (！！显 尸羅， 優 

尸羅， 憂 尸羅， ビ— ラナ 草の根） 〔草〕 ① 2  54， 

63  ； 17  332  ； 18  349  ；  23  69;  25 114  ；  27  2  ； 

35  290 ② 23  69 
〔ゥシ 一 ラ香を 求む る 者の 譬 [t〕  23  69;  25 193 
ゥシ— ラッ ダヂャ Usiraddhaja  〔山〕 3  349; 

28 104 

ゥ シン ナラ Usinnara  〔王〕〜 ゥシ ーナラ 38 
401 

ウダ 力 ① udaka  (水） 62  339 ② Udaka  〔山〕 
27  221 

ウダ 力 ガー マ Udaka-gSma  〔村〕 61 551 
ウダ 力一 サナダ 一ャカ UdakSsanadSyaka  〔上 匕 

丘の 譬 經〕 26  371 
ウダ カーサ ナタ、 '一 ャカ品 UdakasanadayaKa- 

vagga  26  371 
ウダ 力— セー チヤ ナ UdakSsecana  〔傳。 轉輪 

王〕 26  230 

ウダ カダ— イカ  一 Udakadayika  〔比丘尼の 譬 

喻經〕 27  370 
ウダ 力 ダーャ 力 Udakadayaka  〔比丘の 譬ロ t 

經〕 26  350  ；  27  225 
ウダ カプ— ヂャカ UdakapQjaka  〔比丘の 譬喷 

經〕 26  246 

ウダ クッケ 一 パ udakukkhepa  〔結 界〕 61 477 

ウダ— ナ ① udana  (優 陀那， 憂 陀那， 烏 陀那， m 
陀那， 無 問 自說， 自說， 自頌， 自頌， 自慶， 感興 語， 
歡喜 語， 頌文， 句經） 〔九分 敎の 一〕 65(1)37， 
38°  rg)  Udana  ( 自 設經） 〔小 部經の 一〕 23  85° 

ウタ、、 パーナ ダ一ャ 力 Udap5nadayaka しぶ 匕 it 
の譬 喻經〕 26  322 

ゥ ダパ 一ナ ドゥーサ 力 'ヂャ 一タカ 
Udapanadusaka-jataka  (泉 井 汚濁 本 生物 語) 


(二 七一） 31 137° 

ゥ ダャ Udaya ① （優 陀耶） 〔婆 和 利の 弟子, 婆, 
比〕 12  298;  24  379;  44 10,  253* ②'' 上昇） 
〔ティ ッサ佛 の 第' 二 比丘〕 28  85;  41 319 ③ 
(15 陀耶, 猶 陀耶） 〔王子， 王〕 33  40*  ri' 〔一世 
王〕 61 107,  110,  111,  120,  122°* ⑤ 〔二世 王〕 
61 134,  135° ⑥ 〔三世 王〕 61 136,  137% 143 
©  〔セ— ナ 五世の 弟〕 61 143 ⑧ 〔大臣〕 61 144 

ウダ ャ. ヂ ヤー タカ Udaya-jataka  ' ffil: 它耶王 
子 本 生物 語） （四 五八） 33  360° 

ウタ ャッ ガー ティ ボー ディ Udayaggadibodhi 
〔房 舍〕 61 101 

ゥ ダャパ ッ ダ Udayabhadda  i 優陀夷 跋陀， 優 
陀耶 跌陀， 鬱陀 耶跋陀 = ウダ 一 ヰ パ ッ ダ， 優陀 
耶） 〔阿闍世の 子， 王〕 6  77;  60  28,  39, 167; 
65  (I)  91 

ゥ ダャパ ッ ダ ― Udaya-bhaddS  〔王女〕 33  361, 
362 

ウダ— ヰ Udayin  (優陀 夷, 郞陀 夷） 〔比:] 1 185， 
200,  316  ；  2  32,  97， 108, 196  ；  3  204  ；  4  59  ； 
8 143  ； 10  254  ； 11 下 285  ；  20  59，  88  ；  25 156 

ゥ ダ— ヰパ ッ ダ UdSyi-bhadda  (優陀 夷 跋陀コ 
ウダ ャパ ッダ） 〔阿闍世の 子〕 6  77 

ウタ、、 ン チヤ 二  • ヂ ヤー タカ Udaficani-jS は ka 
(釣瓶 女 本 生物 語） （一 〇 六） 29  302° 

ウー チ I ーナ Ocena  〔軍〕 61 372,  374 

ゥヂ エー 二  Ujeni  (二 ゥッヂ エー 二—、, 〔國〕 
65  (III)  40 

ゥヂ ユン ニヤ— Ujufifig  (委 若， 鬱頭隨 若） 〔國, 
邑〕 6  231 ； 11 上 166 

ゥ ッ ガ Ugga ① 〔比〕 25 128 ② （郁 瞿婁， 郁 伽〉 
〔毘舍 離 出身の 居士〕 15 177; 17  36; 18  315， 
316，  317;  20  228  ；  21 81 ； 63  8 ③ 〔傳 。長者〕 
28  202 ④ (上） 〔拘那 含 牟尼佛 の 信士〕  41 345 

ゥッ カーサ ティカ Ukk お atika  〔比丘の Sn^i 
經:] 27 184 

ゥッガ セーナ Uggasena  〔王〕 35 154,  164, 171 
ゥ ッガタ Uggata ① ひ溫 竭吒. 上 行） 〔簿 っ轉輪 
王〕 26 195,  204,  260;  41 271 1  バ上 行） 〔ス 
ヂャ— タ佛の 父， 王〕 28  80;  41 299 ③ （嗯褐 
吒） 〔居士〕 17  36;  20  228 

) 


ゥ ン ガー ゥ 


ゥッ ガタサ リーラ Uggata-sarira  〈優 竭提舍 

利） 〔婆〕 20  285 
ゥッカ チェ— ラ一 Ukkace ほ （郁 伽 支羅， ゥ ッ 

力一 チェ 一 ラ一) 〔村〕 16 上 387 
ゥッ カー チェ一 ラ一 Ukkace ほ （二 郁 伽 支羅， 

ゥッ カチューラ 一） 〔村〕 9  390 
ゥッ カツ タ UkkaUha  (郁 {加 羅， 有迦 帝） 〔城， 邑〕 

6 131,  158，  422;  9 1 ； 10  62,  63; 18  68 
ゥッガ ッタナ uggaUhana  〔寳 珠〕 39  541 
ゥッカ ナガ Ukkanaga  〔精 舍〕 60  366 
ゥ ッ ガハ Uggaha  〔メ ン ダカの 孫， 嫁の 五務の 

說 法を受 く〕 19  48 
ゥッガ —ハマ— ナ UggahamSna    二 沙門 文祁 

子リ 〔普 行者〕 11 上 28=^ 
ゥッカ マ Ukkama  〔ビルマの 都〕 61 356 
ゥッ カラ Ukkala  '鬱 迹羅） 〔村〕 3  6; 14 115 ； 

18  58;  28 170 
ゥッ カラ 法人 Ukkala-vassa  57 188 
ゥ ッ ガ リ ンダ Uggarinda  〔ナーラ ダ佛の 信士〕 

41 286 

ゥ ツキ ッ タパ ドウ ミヤ Ukkhittapadumiya 

〔比丘の！! 喻經っ 26  462 
ゥッ ケーノ 《カタ ヴッ チヤ Ukkhepakatavaccha 

〔比〕 25 125 
ゥッサ ダ ussada  (看， 小 地獄， 突起） 〔地獄〕 33 

200,  201 ； 35  221 ； 36  25,  260  ；  37  352,  355 
ゥッ サダキ ッタナ Ussadakittana  〔書名〕 62 

207 

ゥッサ 一 ナヸッ ティ UssSnaviUhi  〔村〕 61 100 
ゥッサ -ヴナ UssSvana  (興起） 〔苑 林〕 41 304 
ゥッタ ① Utta  〔比〕 31 219 ② Vuttha  〔塔〕 
60  396 

ゥッ ダガー マ 〔力〕 UddhagSma  〔ka〕 〔地名 〕 
61 42,  318 

ゥッ ダカ ラーマ プッタ Uddaka-RSmaputta 
(窓 陀迩羅 靡 子, 露頭 藍 弗， 優 陀羅羅 摩 子， ラ ― 
マの 子なる ゥッ ダカ） 〔仙〕 3 13;  8 161; 9 
297*,  305,  418*  ；  28 142, 172  〔非 想 非 非 想處〕 
9  298,  419  〔所說 …見つつ 見ず〕 8 161 

ゥッダ カン ダラ 力 Uddhakandaraka  〔精 舍〕 
60  291 


ゥ ッ ダク ラ ン Uddhakuraih こ 村〕 61 249 
ゥ ッ ダチ ユーラ  一 ノくャ UddhacQ!5bhaya  〔王 
子〕 60 154 

ゥ ッ ダナ ドウ ヴ一ラ 〔力〕 Uddhanadvara  〔ka〕' 

〔村〕 61 178,  179，  318，  320,  348 
ゥ ッ ダパ ン チヤ Uddha-Pafka  (上部 五州） 〔國〕 

61 501 

ゥッ タマ Uttama  (i (鬱多 摩） 〔傳 。比〕 6  365 

②  〔將 軍〕 61 260 ③ （最上） 〔塔 廟〕 26  430 
ゥッ タマ 一 Uttama  〔尼〕 25  342 

ゥッ タラ Uttara ① （鬱 多羅  >  〔比〕 21 17  (2) 
(鬱 多羅） 〔第二 結集 比丘， 離 婆 多の 弟子〕 4  451 

③  （儀 多羅） 〔阿育 王 時代の 傳 道師〕 60  59，  203， 
233 ④ 〔ドウ ッタ ガー マ 二王 時代の 比丘〕 60 
338 ⑤ i 上 勝； 〔昆沙 浮佛の 第二 弟子〕 6  365; 
28  89;  41 336 ⑥ （上 勝） 〔拘那 含 平 尼 佛の第 
二 弟子〕 6  365;  28  90;  41 345 ⑦ 〔沙 彌〕 60 
347  dK 鬱 多羅） 〔學 童〕 7  405; 11 上 179 ⑨ 
(優 多羅 1 〔天子〕 12  92 ⑩ 〔マン ガラ佛 の 父〕 
28  71 ； 41 258  @  〔蓮華 上佛の 子〕 41 290  @ 
〔倶留 孫佛の 子〕 41 340  @  (上 勝' I  〔佛の 前生〕 
28  79  ；  41 294  @  〔大臣〕 61 113  @  〔戰 士〕 
60 131， 377  ；  61 33  @  〔長者〕 29  340*  @  (上 
勝） 〔都〕 28  71 ；- 41 258  @  〔村〕 16 上 54  ® 
(二 ァパ ユッタ ラ， ァパャ ギリ， 無畏 山） 〔精 舍〕 
61 42, 113，  400 

ゥッ タラー Uttara ① （上 勝） 〔ナーラ ダ佛の 第 
—比丘尼〕 28  77  ；  41 286 ② （拘那 含 牟尼佛 の 
第二 比丘尼〕 28  90;  41 345 ③ 〔尼〕 60 125 

④  （善 勝） 〔拘那 含 牟尼佛 の 母〕 6  368;  28  90  ；. 
41 344  (1： 〔マン ガラ佛 の 母〕 28  71; 41 258 
⑥ 〔パ K ゥ マ佛 の妃〕 41 281 @  〔毘婆 尸佛の 
信女〕 41 328 ⑧ （鬱 多羅， 沒怛 (1= ク ッデュ 
ッ タラ—， 久壽 多羅） 〔夷つ 21 315，  316  ；  41 160. 
229,  242,  349，  356;  63 168  (9  ： 宮殿〕 41 281 

ゥッ ダーラ uddh§ra  〔動〕 27  74 
ゥッ タラ カー UlAaraka  〔都〕 8  7，  8 
ゥッダ —ラカ uddMlaka 鬱陀羅 >  〔花, 樹〕 24 
443,  445,  446  ；  26  29，  382,  485  ；  27  72,  96, 
105  ；  35 125, 168  ；  36 140  ；  37 144  ；  38  435  ；. 
39  391 


( 64  ) 


ゥッダ 、一ラカー uddaraka  〔獸〕 37 167 
ゥッタ "ーラ 力 • ナヤ 一 タカ Udd§laka-j§taka 

(鬱 陀羅迹 苦行者 本 生物 語 = ゥッダ 一 ラ • ヂャ 

一 タカ） （四 八 七） 34  288° 
ゥッ タラ クル Ut ね rakuru ① （鬱單 越， 北 倶盧， 

北 拘羅） 〔國〕 1 11; 3  50;  59 上 7 ② 〔園〕 61 

405 

ゥッ タラー サール ハー ut は r5s§!h5  〔星〕 60 
92,  95 

ゥッ タラー サン ガ uttar お aiiga  (鬱 多羅 ， 上 

衣， 上 著 衣） 1 333,  446 
ゥッ タラ セーナ Uttaraser—a  〔住 院〕 61 113 
ゥッダ 一 ラダー ャカ UddSladSyaka し 比丘の 

譬 經〕 26  382 
ゥッ ダーラ • ヂ ヤー タカ UddSla-jMaka  ( = ゥ 

ッダ ーラカ 'ヂ ヤー タカ） （四 八 七） 29  227; 

30 110 

ゥッ タラ • ティ ッサ Uttara-tissa  (二 ティ ッサ) 

〔精 舍〕 60  377 
ゥッ タラー パタ uttarSpatha  〔地方〕 33  320 
ゥッ タラ パッサ Uttarapassa  〔地名〕 60  393 
ゥッ タラ ーパャ Uttarabhaya  〔地名〕 60  416 
ゥッ タラ パーラ uttarapSla  〔比〕 25 168 
ゥ ッ タラ パン チヤ一 ラ Uttara-paficSla  ( 優 多 

羅般 闍羅， 北 般闍羅 = 般闍羅 :1 〔都〕 30  362  ；  31 

436,  437;  33  64;  39 109,  112，  138，  147，  164, 

230,  241, 242 
ゥ ッ ダ 一 ラプッ ピャ UddSlapupphiya  〔比丘 

の譬 Bii 經〕 26  484 
ゥッ タラ マータ一 Uttarama は r  (懲 多羅 母） 〔夜 

叉 女〕 63  316 
ゥッ タラ マ ドゥラー UttaramadhurS  〔城， 地 

名〕 33  321; 61 494 
ゥッ タラー ラ Uttaraia  〔池〕 61 230 
ゥッ タラール ハ Uttara!ha  〔精 舍〕 61 113, 120 
ゥッ タレ ツヤ タ"一 ャカ UUareyyadSyaka  〔比 

丘の 譬 晴( 經〕 26  457 
ゥッ タロー ムーラ Uttaromala  〔房 舍〕 61 152 
ゥッ ダワー ピー UddhavSpi  〔村〕 61 281, 282 
ウッチ' エー ニー    ujjeni  (尉 禪, 優禪 尼， 鬱闍 尼， 

懲禪 尼, 蘇 支， ゥヂ ヱ-二） 〔國， 都〕 3  484  ；  24 


380;  60  63,  208;  65(1, o6 
ウッチ ッ タノ、 ♦ ッタ • チ* ヤー タカ 

Ucchitthabhatta-jataka  (殘食 本 生物 語 、二 

—二  ）  30  283° 

ゥ ッ う: ャ ャ Ujjaya ① 〔辟〕 11 下 71 ② ；： 優闍 

迦） 〔比」 25 120 ③ （鬱 闍迹） 〔婆〕 18  76;  21 
219 

ウッチ ヤー リ ンガ ucc5liiiga  (慰 周 伽， 毛 ；^) 

〔蟲〕 1 59， 189 
ウッチ ャヴー リカ Uccavaiika  〔精 舍〕 64  365, 

366 

ゥッ • チャン ガ • デ ヤー タカ Ucchaiiga つ 'Staka 

(膝 本 生物 語 j  (六 七） 29  9r 
ウッチ ャ ンガフ ッ ピャ Ucchaiigapupphiya 

〔比丘の 譬 n| 經〕 27 115 
ウッチ ャ ン ガマ ーャ Uccarigamaya  〔辟〕 11 下 

70 

ウッチ ヤンク ッタ Uccaiikutfha  〔地名〕 61 
390 

ゥッヂ ユカ ujjuka  〔花〕 60  383 

ウッチ ユカ ンデ イカ Ucchuka^icjika  〔比丘の 

譬ロ i 經〕 27 147 
ゥ ッヂュ ハー ナ Ujjuhana  〔鳥〕 25  226 
ゥッ ティ Utti  〔王子〕 60  65 
ゥッ ティ 〔ャ〕 Utti  〔ya〕 （鬱 帝耶） 〔王〕 60  67, 

119，  284* 

ゥッ ティ ャ Uttiya ① （鬱 帝臾， 鬱 帝迦） 〔比〕 5 
4  ；  25 115  ；  60  73,  230  ；  65  (I)  79 ② （聽 低迹） 
〔外〕 22 下 109 ③ 〔王〕〜 前項 ④ 〔戰 士〕  60 
131, 377 

ゥ ッ デー サヸパ ンガ. スッタ Uddesa- 

vibhaiiga-sutta  (總說 分別 經） 11 下 308° 
ゥ ッ デ— シカ Uddesika  〔塔 廟〕 34 155 
ゥッパ タカ Ubbhataka  〔公會 堂〕 8  285,  286 
ゥッ パー ダ、. サン ユッタ UppSda-sarhyutta 

(生 相應） 14.369° 
ゥッ パラ ① uppala  (優 鉢羅， 鬱 波羅， 靑連， 靑 
蓮華, 黃 蓮華， 睡蓮, 蓮華） 〔花〕 11 下 225;  26 
32, 154,  309,  330,  467 ② Uppala  〔辟〕 11 下 
71 ③ 〔プ ッ サデ— ヴ戰士 の 父〕 60  305  v4; 〔宮 
殿〕 41 315 


( 65  ) 


ウー ゥ ッ パ 


ゥッ パラ一 L'ppa ほ： ァ ノーマ タッシ一 佛の信 
女： 41 278 

ゥッ パラ 力 じ ppalaka  i. 靑蓮， 靑 蓮華， 蓮華/  ： 地 
獄: 24  250 

ゥッ パラ ハツ ティ ャ し' ppalahatthiya  〔比丘の 
響 B| ミ經〕 26  243 

ゥッパ ラダ一 イカ 一 し' ppaladSyikS こ 比丘尼 
の 響 u ぉ經〕 27  494 

ゥッ パラ ヴ ンナ じ ppalavaijija  、蓮華 色 =昆 紐 
拏） 〔神〕 60  62 

ゥッパ ラヴ ンナー し- ppalavappS  X  (優 鉢羅 
色, 蓮華 色, 蓮 花色） 〔尼： 4  389; 17  36;  25 
375  ；  27  416  ；  28  28,  29,  313,  321, 377  ；  35 
88;  41 228,  252,  327,  349,  356  〔神 通 第一〕 
17  36  〔比丘尼の 範〕 17 142; 18  287  (|： 〈蓮 
華 色） ： 王女〕 61 29 

ゥ ッパ リ ― Ubbhari  〔王妃〕 30  260*;  32 14 

ゥ ツビ ッ ダ Ubbiddha  〔傳 。|| 輪 王〕 26  64 

ゥ ッ ビ リ ― Ubbin— ： 尼〕 25  343 

ウッラ パナ Ullapana  〔村〕 61 452 

ゥデ— ナ Udena  (E  ( 優 陀那, 優陀 延那） 〔比〕 
11 上 209 ② （上昇） 〔ス マナ 佛の 侍者〕 28  73; 
41 264 ③ （優 陀延， 憂陀 延那， 優墳， 優 墳那） 
〔王〕 4  434  ；  59 下 130 ④ （憂 陀延） 〔塞〕 3  248 
®  〔シッ ダッタ (^の 父〕 41 314  t  (優 『它 延， 憂 
圜、 〔廟〕 7  70,  91 ； 8 12  ；  21 255  ；  23 186 

ゥト ウル ヒ utujhi  〔植〕 27 156 

ゥ トウル ヒプッ ピャ Utujhipupphiya  ： 比丘 
の ^n„"J 經〕 27 156 

ゥ ドウ ンパ ラ （£  udumbara  M&, 優藝 婆羅， 
fit 暴 拔羅, 俊 暴 鉢羅, 鉢羅, 烏暫 婆羅， 烏 曇 
婆羅， 烏 暴 跋羅, 瘳暴 鉢羅， 無花果） 〔樹〕 6  364  ； 
15  237;  60  306  〔俱那 含 <^ の 菩提樹〕 65  (し 
121 2  Udumbara  (優 § 婆邏） 〔國〕 4  447, 
448 

ゥ ドウ ンノ • ^ラガー マ 力 し 'dumbara-gSmaka 

〔池〕 61 231 
ゥ ドウ ン パラ • ヂ ヤー タカ じ dumbara-j5 は ka 

、優 羅本 生物 語） （二 九 八） 31 291° 
ゥ ドウ ンノ ラノく ラダ— ャカ Udumbaraphala- 

dayaka  〔比丘の IJnfe 經〕 26  497 


ゥ ドウ ンパ リカ— し' dumbarika  〔梵志 女 林〕 8 
47 

ゥ ドウ ンパ リカ • シー ハナ 一ダ. スッ タンタ 

Udumbarika-sihanada-suttanta  、優 曇婆邏 

師 子吼經 I  8  47° 
ゥパカ Upaka  1(優波^») 〔外， 比〕 3 14;  9 

306,  307; 12  49  ；  28 173 ま (優 波 迹= 文ホ [5 子） 

18  318* 

ゥ パー ガ タパ 一 サ ニヤ L'pSgatabhSsaniya  〔上 匕 

丘の Sni; 經： 26  395 
ゥパ カーリ— し' pakari  ： 都： 39  206，  211,  226, 

228 

ゥパ カン サ じ pakariisa  ： 王子： 33  320，  321 
ウノく カン チ ヤナク マー ラ Upakaficana- 

kumara  '金 次 童子 34  301 
ゥ パー サカ upasaka  、優 婆 塞， 信士）  9  36 
ゥパサ ーガラ じ pasSgara  〔王子〕 33  321, 322 
ゥ パサッ ガ upasagga  〔病〕 61 129, 133 
ゥ パー サパ UpSsabha  〔薛〕 11 下 68,  69 
ゥパサ マ— Upasama  (寂 靜； 〔尼〕 25  334 
ゥパサ —ラ じ pasma  ： パ ドウ マ' ゆの 第二 弟子〕 

41 281 

ゥ バサー ラカ じ pasmaka  ：傳。 婆〕 （〜 次 項 ， 26 

416  - 
ウノ 《サー ノレ ノヽカ Upasalhaka  〔婆〕 ( —ftjin)  30 

85,  87 

ゥパサ —ルハ 婆羅門 本 生物 語， ゥパ サール ハ. 
チ • ヤー タカ じ pas5'!ha つ 'Sliaka  (—六 六） 30 
85。 

ゥパ サン タ i  Upasanta  (安息） 〔アツ タ ダ ッ 
シ―佛 の 第二 弟子〕 28  82  ；  41 308 
(D  Upasanta  =  Upasannaka  (近 寂， ぉ滅） 〔毘 
沙浮佛 の 侍者〕 28  89  ；  41 336 
ゥ パシー ダリ ― Upasidarin  〔辟〕 11 下 71 
ゥ パシリ Upasiri  、近 榮' 〔宮殿〕 41 277,  299 
ゥ パシー ヴ じ pasiva    優 波 私 婆） 〔婆 和 利の 弟 

子， 婆， 比〕 24  379 
ゥ パス ンパ Upasumbha  (近 倒） 〔佛： 61 23 
ゥパセ —ナ Upasena ① i: 優 波 斯那） 〔比， 毒 
蛇に 咬まれて 死す： 15  64* ② （近 軍:， ：ヂ ヤー 
タ (^の 子： 41 299 
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ゥパセ —ナー UpasenS  〔ティ ッサ佛 の 信女〕 
41 319 

ゥパセ —ナ. ヴン ガン タプ ッタ Upasena- 
Vaiigantaputta   (優 婆浙那 朋健陀 子， 優波浙 
那崩犍 多 子, 優 波 那婆 複提 子, 優 波 先 那婆檀 
提子） 〔比〕 1 389;  3 103; 17  35 
ゥパセ 一二  一    Upasepi  〔王女〕 38 155 
ゥパソ —ナ Upasoija  〔情 陳如佛 の 信士〕  41 
255 

ゥパソ ーナ一 Upasopa  〔ス マナ (^の 上足 尼〕 
41 264 

ゥパ チェ ーラ Upacela  〔^。王〕 26 104 
ゥパチ ヤヲ Upacara  (郞波 遮羅） 〔王〕 33  53; 
60 19， 160 

ゥパ チヤ ーラ Upacala  (優簸 遮羅） 〔比〕 22 下 
28;  25 119 

ゥパチ ヤーラー UpacS ほ ：r' (優 波 遮羅） 〔尼〕 
12  227  ；  25  367 ② （近 動） 〔プ ッ サ佛の 第二 比 
丘 尼〕 28  86;  41 323  g) (近 動） 〔ス マナ 滞の 
信女〕 41 264 

ゥパ ヂョー ティ ャ Upajotiya  〔人〕 35 13 

ウノ 《ツキ レー サ • スッタ Upakkilesa-sutta 
(隨 煩惱經 1 11 下 190° 

ゥ パ ッ ダ ドウ ッサダ ーャカ Upaddhadussa- 
dayaka  〔比丘の 譬喻 經〕 27  223 

ゥパッ ター ャカ Upatthayaka  〔比丘の 譬喩 
經〕 26  407 

ゥ バッヂ ヤー ャ UpajjMya  〔人;！  35 13 

ゥ パディ upadhi  (億 波提， 依， 有 依， 依 身， 依 著， 
餘依， 有 質， 本質' 12  335 

ゥ パティ ッサ Upatissa ① （烏 P 波 底沙） 〔佛〕 26 
472 ② 〔辟〕 11 下 71 (優 波 提舍, 優 波 室沙， 
優 波 帝沙, 優 波 帝須， 優 婆 帝 沙=舍 利 滞） 3  77  ； 
9  274  ；  27  212  ；  41 228.  252,  327，  349,  356 
④ 〔比〕 24  488  .1:' (優 波 帝須） 〔相承 比丘〕 5  5 
⑥ 〔一世 王〕 61 ir,  451 @  〔二世 王〕 61 34°, 
35,  36 ⑧ 〔シラー カー ラ 王の 末子〕 61 37 ⑨ 
〔大臣〕 60  208  g) 〔村〕 60  208,  211*,  221, 268 

ゥ パティ ッサー UpatissS  〔tg 陳如佛 の 上足 尼〕 
41 255 

ゥ パト一 ノ々 ッタ • ギヤ一 タカ Ubhatobhattha- 


jataka  (二重 失敗 本 生物 語） （一三 九） 29  439° 
ゥパ ナンダ Upananda ① 〔辟〕 11 下 71 ② （優 
波 難陀， 跋 難陀） 〔禪 子， 比〕 1 355;  2  48, 147， 
191,  200;  3 133;  4  252，  253;  5 15 ③ （跋難 

陀） 〔將 軍〕 11 上 366 
ゥパ 二一 タ Upa が ta  〔辟〕 11 下 71 
ゥパ ネーミ Upanemi  〔辟〕 11 下 70 
ゥク く  —,、 ナタ、 '—ャ Upahanadayaka  〔jt_E: 

の き經〕 26  386 
ゥ パー ハナ • チ * ャ" タカ UpShana-j お aka  (革 

履 本 生物 語） （二三 一） 30  373° 

ゥ パーリ Upali ① （優 波 離） 〔比， 持 律 第一〕 1 
61; 2 105,  497;  4  23,  281; 5  4，  81， 82，  92, 
94， 139;  26  82,  88， 164, 167  〔譬喩 經〕 26  69 
② （優 波 離） 〔セ イロ ンの 相承 比丘〕 5  5 ③ 〔セ 
ィ ロンに 敎 圑を傳 へたる シャム 國 比丘〕 61 
541,  543*，  546,  559 な' (優 波 離） 〔十七 群 童子 
の 一人 :|  2  203  ；  3 129 ⑤ （優 波 離） 〔尼 乾の 徒， 
塞〕 10 140;  64 10 

ゥパ— リー Upmi  〔尼〕 60 126 

ゥ パーリ • スッ タンタ UpSli-suttanta  (優 波 
離經） 10 136° 

ゥ パリ チヤ ラ Uparicara  〔王〕 59 下 15 

ゥパ リ ッ タ Uparittha  T  (婆 利吒） 〔辟〕 11 下 
68 ② 〔比〕 25  270 

ウノく リ ノく ッ タ'、 力 uparibhaddaka  C&fJ  38  435 

ゥ パリ ？ン ナーサ Upari-pannasa  (後 分 五 
十 經篇） 11 上 279° 

ゥパ リ マン ダカ マ一 ラ住 〔者〕 
Uparimandakamala-vasin  37  416 

ウノ ペリ マンタ、、 ラカ • マラ ャ Uparimapgalaka- 
malaya  〔地名〕 35  213 

ゥ パル チ Uparud  〔傳。 轉輸王 " 26  233 

ゥパ ヴ ッタナ Upavat は na  践單） 〔沙羅 林〕 
7 115，  120，  123，  165; 12  267;  59 下 3;  60 
103;  65(1)  8 

ゥパヴ —ナ UpavSpa  'T,  f 優 波 摩 〔 那〕, 優 波 婆 
那， 優 和桓, 優 婆 摩那） 〔比， 佛の 侍者〕 7 122; 
8 181， 182  ； 12  299  ； 13  58*  ； 16 上 2G3  ； 18 
285  ； 19  271, 272  ；  25 155  〔佛ょ り戒 等の 五 法 
成就 を 聞 く  〕 19  271, 272 ② 〔ァ ノーマ ダッシ 

) 
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— {;； &の 子〕 41 277 
ゥパヴ —ラ Upava!a  〔比〕 〔覚 罪相揭 磨を受 
く〕  4 132* 

ゥボ— サタ Uposatha ① 〔辟〕 11 下 71 ② （烏 
逋沙 多） 〔王〕 31 64;  33  52;  60 19, 160 ③ 
(布 薩） 〔王子〕 33  406* ④ （布薩 ，布 薩陀） 〔il 
王〕 7 170; 11 下 223; 14  227  f  〔園〕 61 514 

ゥ ボー サタ— Uposatha  〔夷， 死後 生 天〕 24  468, 
469 

ゥ ボー サ タクラ Uposatha-kula  (布 薩 種;' 〔家〕 
34 162 

ゥボ一 サ ター 女天宮 Uposatha-vimana  24  468 

ゥラガ uraga  、胸 者， 蛇） 42 11 

ゥラガ • ヂ ヤー タカ Uraga-jataka ① （龍 本 生 

物語） （一 五 四） 30  20° ② （蛇 本 生物 語） （三 五 

四） 32 15° 
ゥ ラダ Ulada  〔地名〕 61 334 
ゥ ラッチ ャダ— Uracchada  (胸飾り） 〔王女〕 

39  265 

ゥ —リエ— リ Oriyeri  〔地名〕 61 388 

ウル 一力 • ヂ ヤー タカ UlQka-jataka  (梟 本 生 

物語） （二 七 〇） 31 133° 
ウルラ ーチ * ャ u!uraja  (竹 王） 〔樹〕 41 308 
ウル ヹ一ラ Uruvela ① 〔スメ 一ダ佛 の 信士〕 

41 295 ② 〔王子〕 60  215 ③ 〔池〕 61 411 i) 

〔精 舍〕 61 173 
ウル ヹー ラ— Uruve ほ① 〔迦葉 沸の 上足 尼〕 

41 351 ② （俊樓 頻螺, 優 樓頻羅 ，優樓 比羅, 俊 

留 毘羅, 懇 稗羅， 懇婁 頻螺, 鬱 毘羅） 〔村〕 3 1 ； 

7  83,  304  ；  9  299,  306，  420  ； 12 176  ；  25  53; 

60  208,  215,  334，  393 ③ 〔セィ 口 ンの 村〕 60 

215;  61 318 
ウノ レヹ一 -ラ カツ サパ Uruvela-kassapa  ijS' 樓 

頻嫘迦 葉, ^稗 羅迦 葉） 〔外， 比〕 3  44  ；  4  216 
ウル ヹ一ラ カッパ Uruvela-kappa      お' 羅劫 

波） 〔村〕 16 上 30; 16 下 56;  22 上 141 
ゥ ノレ X —ラ. マン' ダラ Uruvelamaijdala  〔地 

名， セィ 口 ン にあり〕 61 321 
ウル ンパ U!umpa  〔町〕 34 16 
ウーツ' Ova  〔國〕 61 501 
ゥ ン ナカ unnaka ほ〕 39  411 


ウンナ タ uijija ね 〔寶 珠〕 39  541 
ウンナ ナービ し' pijanSbhi  〔蜘蛛〕 37  278 
ウンナ ーパ UijpSbha  〔婆〕 〔阿難に 梵 行の 意 
義 修法 を 問 ふ〕 16 下 122  〔五拫 とその 依處を 
佛: こ 間 ひ， 死後 不還 杲の授 記を受 く  〕 16 下 40~* 
ウンナ— パ 婆羅門 Unnabha-brahmana  〔經〕 
16 下 39 

ウンナ マ 力 Unnamaka  〔ダミ ラ 人〕 60  315 
ウンナ ラー Unna ほ 〔尼〕 60 126 
ウンナ 口  — マ Uijijaloma  (眉間 毫） 〔堂〕 61 49 
ウンナ ヴ ッ リ Unnavalli  〔精 舍〕 61 45 
ゥン ハナ— ガラ UijhanSgara  〔地方〕 61 75 
ゥン マー umma  (烏 摩 〔迹〕 ，烏 莫迦， 亞麻） 〔花〕 

7  80;  8  340; 11 上 17;  25  295;  60  334 
ゥン マー ダ質多 UmmSdacittS  1^  = マッタ カラ 

—王女！  60  65,  214,  217 
ゥン マータ、 フ' ッサ デ一 ヴ Umm5daphussadeva 

(=プ ッサデ —ヴ戰 士 1 60  305,  321 
ゥン マータ、' ン ティ 一 UmmSdanU  〔女, 蓮華 色 

比丘尼の 前生〕 27  422 
ゥン マダン ティ— UmmadanU  〔長者 女〕 36 

155* 183 

①ゥン マダン ティ一' ヂ ヤー タカ ②ゥ ンマダ 
ン ティ 女 本 生物 語 Ummadanti-jataka  (五 
二 七） ① 29  49;  30 192;  36 153° ② 36 153° 

ゥ ンマ ッガ， デャ一 タカ Ummagga-jataka 
(隧道 本 生物 語 := マハ— ゥ ンマ ッ ガ 'ヂ ヤー タ 
力， 大隨道 本 生物 語） （五 四 六） 29  319,  321 ； 30 
124;  31 564;  32  311; 33  311; 61 198 

ゥン マ— プッパ ummapupplia  「： 寶珠 j  59 上 
259 

ゥ ン マー プッ ピャ じ mmapuppliiya  〔—比丘の 

譬喩 經〕 26  295，  435 
ゥン マ一 プッ ピャ 【m  Ummapupphiya-vagga 

26  435 

ゥン マー ラ ummSra   苠 摩羅） 〔花〕 43 1, つ z 
右 脇 dakkhina-passa  7 116， 120 
右 膝 輪 dakkhina-janumandala 12  235 
右遶 padakkhipa  3 123，  346;  6  319;  25 17 
有 ① bhava  (生存， 存在， 生 有） 6  66,  397*;  7 
2"，  9  81°; 13  2*.  4°,  60  ; 16 上 117;  24  336; 
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28  9;  40  85;  41 220  ；  42  68.  72, 163，  370  ； 
43 19,  29;  44 114°,  124,  128°,  153，  215,  346; 
46 182°,  197;  64 173,  174°,  228,  229,  258% 
265,  281 〔三種〕 8  295  ； 10 15  ； 15  398  ； 16 上 
235 ② Bhava  〔經〕 15  398  ； 16 上 235 

有 愛 ① bhava- は ijha  (有の 渴愛， 生 有の 渴愛) 
〔三 愛の 一〕 3 19，  405;  7 11, 54,354;  8  291, 
295,  360; 11 下 353; 14  40,  51; 16 下 340, 
346,  347，  355  ； 18 19;  22 下 6*  ；  23  292  ；  40 
65;  45 12，  332°  ；  47  62,  79%  91°  ；  58  9, 10; 
59 下 173;  64 133，  148,  169，  170,  249，  250° 
〔原因〕 22 下 6 ② bhavesanS  (有 求， 有尋， 有 
尋覓） 18  75,  76 ③ Bhava-tai:iha  〔經〕 22 下 6 

： 有恚界 sabyabajjha-loka 10 166 

有異熟 savipaka  58  57,  58,  201* 

有意 samanaka 18  87,  89 

'有畏 sarajja  (畏 怯， 怯 怖） 〔五 因〕 19  283; [19 
256〕 

有爲 ① saAkhata  (爲， 作爲 された る もの） 5 
146;  7 19; 10  25，  337,  338; 11 下 435: 13 
37，  38  ； 14  38，  39， 155*  ； 17 130  ； 18  63; 19 
46  ；  22 下 102， 103  ；  23  340  ；  34  233  ；  41 24, 
193*  ；  42  75  ；  43  37;  44  41， 158，  195,  305  ； 
46 19，  72 其 他； 57  39，  53，  83,  84;  58  2，  3， 
5，  6,  9*， 14， 16*  ；  59 下 347  ；  62  415  ；  63 120, 
129;  64 111，  113，  151，  152,  155，  327,  392， 
459，  460 ② abhisaAkhata 11 下 125 
有爲界 samkha ほ- dhatu 11 下 59  ；  64  98 
有 爲界と 無爲界 samkha ほ ca  dhatu 

asaihkhata  ca  dhatu  8  360 
■ 有爲處 sankhata-ayatana  64  93 
有爲相 sankhata-lakkhana  57  84  ；  64  360 
有 爲ニ法 Saiikhata-duka  53 105° 
有爲 二、 法 善 三 法 saiikhataduka-kusalattika 
55 145 

<D 有爲法 ② 有 爲の法 saiikhata  dhamma ① 
45  3，  282°,  363°  ；  47  235;  53 105;  56  359; 
65  (II)  69 ② 30  58; [14  262*;  42  75°,  107, 
183;  43  37°  ；  44  40% 158°,  195°,  268;  59 下 
347°] 〔四十 行 相〕 41 193  〔無常 • 苦 • 無我〕 
41 197 


〔有爲 法の 緣關 係〕 53 105 

有 因 ① sanidana 11 上 12 ② sahetuka  (具 因） 

46  22,  24，  26*,  35*,  48*,  61* 其 他 ； 49 186*, 
212*  ；  53  27*  ；  65  (II)  22 ③ Sanidanarii 〔經〕 
13  223 

〔有 因有緣 論〕 14 108 

有 因 結 生 sahetuka-patisandhi  51 430 

有 因 結 生 心 sahetuka-patisandhi-ciUa  50  480 

有 因 事 sahetu-rQpa 11 上 170,  172,  173, 175 

〔有 因善異 熟〕 64  38° 

有 因 二 法 Sahetuka-duka  53  27°  ；  56 195 
有 因 二 法 因 二 法 sahetukaduka-hetuduka  56 
49 

有 因 二 法 善 三、 法 sahetukaduka-kusalattika 
55 121 

有 因の 法 sahetu-dhamma  (〜有 因 法） 3  2 
お 因 非 因 法 sahetuka  ceva  na  ca  hetu 

dhamma  (有 因 法に して 非 因なる） 53  66;  56 

197 

有 因 法 sahetuka  dhamma  45  3,  280°，  361°  ； 

47  235，  256  ；  53  27*  ；  56 195，  357 
〔有 因 法 等の 緣關 係〕 53  27 

有 因 法に してきき 因なる sahetuka  c'eva  dham- 
ma na  ca  hetu  (有 因 非 因 法） 45  3,  281°,  362° 
〔有 因 唯 作〕 64  41° 

有 因欲界 SI 異熟 sahetuka-kgmavacara- 
vipaka  50  370 

〔有 因 論〕 10 195° 

有 因 論者 hetu-vada 10 196, 197 

有 依 ① upadhi  (依， 億 波提, 有 質， 依 著， 依 身, 
所 依， 本質， 生の 素質 i 12 183 ② upadisesa 
(有 餘， 餘依， 餘取, 餘餘） 9 100, 101 ； 10  307 
③ nissita  (依 止， 所 依' 11 下 378 ④ sa- 
upadhika  (〜有 依者ノ  8 138, 139 ⑤ sa- 
upanisa  20  284 

有 依 者 sopadhika  ( 〜有 依 ④） 24  307  ；  42 126 

有 依 福 業 事 opadhika-punnakiriyavattnu  23 
265,  266 

有慧 （Dpafifiavant  (慧 あり， 慧 有る 者， 慧を具 
へ， 具慧, 具慧 者， 有 智者， 持慧 者， 智慧 者， 智者， 
智慧 ある 者， 智慧 を 具す, 怜悧） 10 12; 11 上 
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172  ； 16 上 297  t  medhavin  (智慧 者， 智者， 
怜利， 怜俐） 4 12  @  Pannava  〔經： 16 上 297 
有慧者 sa-panna  62  6 
有慧品 iapanna-vagga 16 下 31。, 32 o 
有 厭 patikktUa  (厭 逆， 厭 忌, 違 逆） 41 160* 
有 厭 想 patikknla-safimn  (厭 逆 想， 厭 忌 想， 違 

逆 想 41 160* 
有緣 ； X  atthi-paccaya  〔二十 四緣の 一〕 50 1， 
11°,  18*,  184,  351°,  398°  ；  51 3*,  33,  51, 101, 
162,  330;  52  8，  59， 106,  143* 其 他； 53  21*, 
59*,  77,  96, 118* 其 他 ； 54 15,  38,  62,  79 其 他 ； 
63  285,  286;  64 100,  101,  180=,  191%  194, 
238，  241*,  247 其 他 ； 65  (II)  71 ② 
sappaccaya  46 19,  72 其 他； 57  39;  58 119, 
121 

有緣! M き atthipaccaya-niddesa  50  398.  402 
有 緣ニ法 Sappaccaya-duka  53 100° 
有 緣ニ法 善 三 法 sappaccayaduka-kusalattika 
55 143 

有緣法 sappaccaya  dhamma  45  3,  282°, 
363°  ；  47  235  ；  53 100"^  ；  56 198,  359 

〔有緣 法 等の 緣關 係〕 53 100 

有 呵責 業 savajja-kamma  (有罪 業.） 40 132*, 
433 

有 呵責 無 呵責 法 savajja  anavajja  dhamma 

(有罪 無罪 法） 16 上 249,  303,  305 
有 i5g 帝 UkkaUha  (郁 伽羅） 〔地名： 30  437， 

438;  58  338 
有 過 d  savajja  (有罪, 有 呵責） 22 下 176,  177, 

226  %  kuppa  (動） 3  345;  4 110* 
有戒 silavant   (具 戒， 具戒 者， 戒者， 戒 具足 者， 

戒を 有せる 者， 戒德 者， 持戒 者， 有德 者） 19  26， 

279 

〔有戒 者 •  [0! 足戒 者の 五 德〕〜 戒 〔五 功德〕 
有悔 kukkucca  (惡 作， 悔, 後悔， 悔疑， 疑惑， 疑 
惱） 4 12 

① 有悔除 iil ② 有 悔除罪 sappatikammapatti 
(ft 除 罪， 訂懺 罪） T 17  30,  31 ®  22 上 312,  313 
有害 者 vihesavant 11 下 40,  41 
有害の 自體ほ savyapajjha-attabhava- 
patilabha 11 下 43 


有 角 鳥 siiigila-sakuija  31 426,  427 
〔有 角 鳥と 猿〕 31 426 
有隔 santhata 1 48* 

有學 （Tsekha  (學, 有學 者， 學 すべき 者， 學人， 
學地） 1 37  ；  2  342  ；  3  31 ； 4  427,  428  ；  5  3, 
92  ；  7  235，  242;  9  3; 10 115  ； 13  67*  ； 15 
200; 16 上 162,  362，  405°  ； 16 下 57*，  162  ; 17 
96,  378°  ； 19 160*  ；  20  263  ；  21 292  ；  23  208， 
253，  322,  323  ；  24  367,  390  ；  25 163  ；  26  99  ； 
27  50  ;  34  233;  40  70, 102*,  360*;  41 131, 
132  ；  43  93，  381°  ；  44  35°  ；  46  24，  30,  42,  70 
其 他 ； 47  5*.  29,  360,  378°  ；  50 144*，  162*, 
472，  473  ；  51 80*,  94,  95, 132*， 186  ；  52  91*, 
113*  ；  53 162,  227  ；  54  279  ；  57 100，  386*  ； 
62  29,  83， 159  ；  64 12， 186,  480,  481 ； 65  (I) 
11; 65  (II)  33,  36  〔七 衰滅 法〕 20  263  〔八 順 
不退 法〕 21 292  〔八 順 返 法〕 21 292  〔返 因〕 19 
160, 161 ； 23  322  〔返 不退 法〕 23  322  〔不退 
因:！ 19 160, 162  ；  23  322 ② Sekha  〔經： ： 16 上 
162; 16 下 57 
有學果 sekha-phala  52 131* 
有學經 Sekha-suUanta 10 107° 
有 學三法 Sekhattika  52 113%  387;  56 187 
有 學三法 因 二 法 sekhattika-hetuduka  55  330 
有 學三法 有 i 爭ニ法 sekhattika-saranaduka 
55  435 

有 學三法 善 三 法 sekhattika-kusalattika  56 
27 

有學者 sekha  (有 學， 學， 學 すべき 者） 12  409  ； 
23  304，  331， 356  ；  25  289,  290  ；  59 下 204，  206, 

217,  335 

有學 if 上 sekhSdhipati  52 132, 133 

有學地 sekha-bhumi 16 下 57*  ；  64 10 

〔有 學に無 學の智 あり〕 57  386 

〔有學 の有學 たる 所以〕 16 下 57 

有 學の慧 sekha-pafiM 17  359，  360° 

有 學の戒 sekha-sila 17  359° 

有 學の五 力 pafica  sekha-balani  〔信， 惭， 愧， 

進. 慧〕 19  2, 13  ； 〔18  273,  274〕 
I： 有學の と 如 來&〕 16 下 203 
有 學の定 sehka-samSdhi 17  359，  360。 
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有學 の無畏 sekha-vesarajja  〔信， 戒， 聞， 進， 
慧〕 19 176 

有學 比丘 sekha  bhikkhu 16 上 362  ； 19 160* 
有學法 sekha  dhamma  (學 法） 45  2,  270°, 

354°  ；  52 113*，  387;  56 187 
〔有學 法 等の 1  ミ象關 係：] 52 113 
有 學牟尼 sekha-muni  42  83  ；  43 128  ；  44 105 
有 學無礙 辯 sekha-patisambhida  35  71 
有學カ sekha-bala  〔五 種〕 18  273,  274  ； 〔19 

2, 13〕 
〔有學 論〕 57  372,  386 
有渴 bhava-pipasa 18 19 
有觀念 sm〕hoga  (有功 用） 58 153* 
〔有 記〕 6  270,  274 

有 喜 ① bhava-nandi 18 19 ② sappitika  21 
236* 

有喜慧 sappitika  panna  47  4,  24 

有 喜緣樂 sappitikarammana-sukha 17 128 

有喜定 sappitika-samadhi (= 有喜禪 ) 11 下 

206,  207;  62 174 
有喜禪 sappItika-jhSna  (= 有 喜禪） 43 183; 

44  253 

有 喜 二 法 Sappitika-duka  54  404°,  421.  422* 

431 ； 56  207 
有 喜 二 法 善 三 法 sappitiKaduka-kusalattika 

55  254 

有 喜 法 sappitika-dhamma  45 10,  326°,  388°  ； 
47  244  ；  54  404*  ；  56  207,  369 

〔有 喜 法 • 無 喜 法の 緣關 係〕 54  404 

有喜樂 sappitika-sukha 17 127 

有愧 ottappin  (有愧 者， 愧者， 愧， 愧 あり， 愧有 
る 者） 3 111; 15  376*; 18  383,  399,  403;  20 
232,  233，  363°  ；  22 下 16, 18;  23  275 

有義 sattha  62  424 

〔有義 • 有 文〕 62  424 

有 戯論道 sapannaka-patipada  28  219 

有 敬 sagSrava 19 10*，  20，  21 

有 行 ① bhava-saAkhara  (有の 素因， 生 有の 素 
因） 16 下 111; 21 261 ② sasaiikhara  (有 行 
發） 46  232*,  250，  257,  261，  265,  412*,  425*; 
64  33，  35,  36，  60,  77,  207，  208.  418 ③ 


sasaiikharika  65  (II) 1*,  46 
有 行者 caranavant  24 197 
有行處 saparikkamana 1 251*,  255°,  263* 
① 有行般 涅槃 ②有行 般涅樂 者 sasamkhSra- 

parinibbayin  〔五不 還の  一〕 （1)8  316; 16 上 

254  ； 16 下 69， 142,  185，  272  ； 17  382,  384  ； 

18  273,  274  ；  20  248，  250,  407  ；  2'2 下 11 ； 40 

261,  262;  47  361,  362°,  473;  57 145,  146, 

282,  283,  312，  352,  373  ；  58  70;  64  494 ② 

16 下 15*,  21 ； 20  321 ； 22 上 42 
有行發 sasaiikhara  (有 行） 12  40 
有形 rnpin  (有色， 有色 者） 6  265,  266,  279 
有 求 bhavesana  (有 愛） 〔三 求の一〕 8  295, 

351 ； 23  297,  298 
有軍頻 毘姿羅 Seniya-Bimbisara  (新 尼 耶頻毘 

婆羅， 洗 尼 瓶 沙= 頻毘 娑羅） 〔王〕 9 157* 
有偈 ① Sagatha  〔經〕 13  231 ② Sagathaka 

〔經〕 16 下 315 
有 偈福德 '潤 澤品 Sagatha-punnabhisanda- 

vagga 16 下 305,  314 
① 有偈篇 ② 有谒品 SagStha-vagga ① 12  V 

② 15  318,  334 
有 結 bhava-samyojana 11 下 62A 
有 見 ① bhava-diUhi 14 150;  40  205,  227, 

256*;  42  370;  43  31; 45 12,  332°;  47  52, 

62,  80°  ；  58 18， 19.  20* ② sanidassana  (可 

見） 46 19，  72，  84 
有 見有對 sanidassana-sappatigha  46  89  ；  47 

234,  246,  256*  ；  52  352*  ；  64  28 
有 見 有 對三法 Sanidassana-sappatighattika 

52  352° 

有 見 有 il' 色 sanidassana-sappaygha-rtipa  8 
297 

有 見 有對法 sanidassana-sappatigha  dhamma 
45  3,  275°,  359°  ；  52  352*;  56 194,  356 

〔有 見 有 il "法. 等の 緣關 係〕 52  352 

有 見 三 法 Sanidassanattika  (= 有 見 有對三 法) 
52  390;  56 193 

お 見 三 法 因 二 法 sanidassanLittika-hetuauka 
55  362 

見 三' 法 有 諍ニ法 sanidassanattika- 
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saranaduka  55  444 
有 見 三 法 善 三 法 sanidassanattika- 

kusalattika  56  31 
有 見 色 sanidassana  rupa  57  54;  65  (II)  54 
有 見と 無 有 見 bhavadHthi  ca  vibhavaditthi 

ca  8  291; 9 105; 17 131 
有 見 二 法 Sanidassana-duka  53 106°  ；  56 199 
有 見 二 法 善 三 法 sanidassanaduka-kusalattika 

55 146 

有 見 法 sanidassana  dhamma  45  6,  282°, 

364。；  47  236,  257;  53 106*;  56  359 
〔有 見 法 等の 緣關 係〕 53 106 
有 樫 Maccharena  〔經〕 15  373 
有驗 Sapp5ya  〔經〕 （—隨 應） （一） （二） 15  37, 

39  (― )— (四） 15  213-214 
有驗 なる 道 sappSya  patipada 15  37*,  213* 
有 眼 者 cakkhumant  (具眼， 具眼 者， 眼 ある も 

の， 燜眼） 12  204,  229，  367;  24 11, 147，  228, 

265；  25  326 
〔有 眼 者の 開目閉 目の 臂 niO 11 下 435 
有 恨 Upanahl  〔經〕 15  373 
有 恨 〔 人〕 upanShin  ( 恨 者， 恨 あ る ， 恨を懷 く 

者， 怨恨 者, 怨者； 22 下 16， 17 
〔有 作用 論 = 有 因果 論〕 10 189°; 16 上 68 
有 作用 論者 ① kiriya-vada 10 192, 193 ② 

kinyavadin 10  311 
有 財 家長の 暗誦 bhai3(^5g5rika-pariyatti  65 

(I)  32,  33 

有罪 ① apatti  (罪， 罪 齓 犯， 犯罪） 5 196,  276 
② savajja  (有 過， 有 呵责） 11 上 153; 17 159, 
484,  485  ； 18  238，  441 ； 22 上 20，  21 ； 47  366, 
418°  ；  59 上 364，  365 
有罪 語 表' vacivinnatii-savajja  59 上 366 
有罪 業 sSvajja-kamma  (有 呵責 業） 43  92 
有罪 者 papiccha  (惡欲 者， 懐惡欲 者） 13  230 
有罪 受用者 savajja-bhogin  44  429° 
有罪 身 表 kayavififiatti-sSvajja  59 上 364 
有罪 制 savajja-pannatti  5 196 
有罪と 無罪 savajja  anavajja 18  335,  338; 

〔17  306,  309,  318： 
有 索 bhava-netU  (有 網， 有に ^  くもの， 有繩） 


3  405; 16 下 355 
① 有 懺除罪 ま 有 傲 罪 sappatikamma  apatti 

(有悔 除 犯， 有悔除 罪） ① 5 196 ② 5  355,  370 
①有 殘罪② 有殘氾 sSvasesa ゆ atti  (有餘 罪）.. 

① 5 196，  276  ；  22 上 312 ② 17  30，  31 
有惭 hirimant  ('慚 ，慚 者， 漸 あり， 惭 有る 者， 惭 

愧心 者） 3 111 ； 15  376*; 18  383,  399,  403  ； 

20  232,  233,  363°  ；  22 下 16， 18 
有 伺 savicSra  46  26,  37,  51， 63,  80 其 他 
有伺慧 savicara  panna  47  4，  24 
有 伺 二 法 Savic5ra-duka  54  403°  ；  56  207 
有 伺 二 法 善 三 法 savicaraduka-kusalattika 

59  2o5 

有 伺 法 savicara  dhamma  45 10,  336°,  387°  ； 

47  243 ；  54  403 ；  56  207,  369 
〔有 伺 法 • 無 伺 法の 緣關 係〕 54  403 
有 師範 sacariyaka 15  217，  219 
有資糧 ① sasambharika  62  293 ② 

saparikkhara  20  284 
有 資糧論 sasambh5ra-katha  62  41 
有兒女 vijayini 1 138 
① 有色 ② 有色 者 rapin  (色 身， -(T 形） ① 6  43， 

45,  47，  49  ；  7 15*  ；  8 137，  178*  ； 11 上 298*  ； 

16 上 136，  214,  a46; 16 下 259，  260; 18  62; 

19  46  ；  22 上 235  ；  23  340 ② 15  314,  315  ；  42 

55， 119,  120,  143，  167,  206,  322，  376  ；  44 169, 

172 

有色 我 Rtipi  at ほ 〔經〕 14  350 

有色 觀諸色 解 K   rupi  rupani  passatiti 

vimokkha  40  3  ,'5 
有色に して 無色なる 無病の 我 有り RQpi  ca 

arupi  ca  at ほ hoti  arogo 14  351 
有色: こも 非ず 無 色 ： こ も 非ざる 無病の 我 有り 

neva  rupi  narupi  atta  hoti  arogo 14  351 
有色 二 法 RQpi-duka  53 140;  56  200 
有色 二 法 善 三 法 rupiduka-kusalattika  55 150 
有色 法 i-Qpi  dhamma  45  4,  283°,  364;  50  6， 

11; 53 140-*=;  56  200,  360;  58  78,  79,  81 
〔有色 法 等の 緣關 係〕 53 140 
〔有色 法 は色界 なり〕 58  78 
有色 無色 Rupi  ca  arupi  ca  〔經] 14  351 
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有色 無病の 我 有 り rQpi  atta  hoti  arogo 14 
350,  351 

有識 〔の〕 身 savifinanaka-kaya 14 127,128, 
164,  212，  214,  264*  ； 17  215，  216  ；  20  299,  300 

有食樂 sSmisa  (有 染污， 有 味， 物質的， 愛染） 15 
363 

有 食 樂の喜 sSmisS  piti 15  364,  365 
有食樂 の解脫 sSmisa  vimokkha  (愛染 解脫) 
15  366 

有 食 樂の捨 samisa  upekkha       物質的 不苦 

不 樂受） 15  366 
有 質 upadhi  (依， 有 依, 億 波提， 依 身， 依 著， 本 

質， 生の 素質， 煩惱 依） 25 148 
有嫉 Issuki  〔經〕 15  373 
有 者 bhma  (有 類， 生物， 生類， 萬 物， 所 生） 24 

282 

有 著 bhavajjhosana 18 19 

①有取 著 ②有 執著 sa-up5cmna  (取 有る 者) 

① 9  271 ② 1 30  - 
有種蕉 coca  (ココア， 俱羅果 ） 43 180 
有執受 upSdinna  (已 取, 執受， 有 生物） 63  279*, 

343，  348，  409  ；  64  20,  28,  245,  332，  333 
有 執受法 upadinna  dhamma  [ 已取 法） 47  242 

其 他 

有所緣 二、;' 去 Sarammana-duka  54 1° 
^ 所 緣ニ法 善 三 法 sarammanaduka- 

kusalattika  55  200 
為 所緣法 sarammena  dhamma  45  7,  306°, 

376°  ；  47  239,  258  ；  54 1*  ；  56  204,  363 

〔有 所緣法 • 無所緣 法の 緣關 係〕 54 1 

有 所得 saldficana  24  235 

有 上 sa-uttara  7  345;  46  26,  37,  52，  63,  81 

其 他 

①有上 心 ②有 上なる 心 sauttara-citta ① 9 

96, 112  ；  49  20  ；  63  377 ② 6 119, 120 
有 上 二 法 Sauttara-duka  54  520"  ；  56  210 
有 上 二、 法 善 三、 法 sauttaraduka-kusalattika  55 
266 

有 上の 衆き aggavati  parisa 17 109 
有 上 法 sa-uttara  dhamma  45 10,  329°,  392°  ； 
47  245;  54  520;  56  210,  372 


〔有 上 法 • 無上 法の 緣關 係〕 54  520 
有定 samahka  (定 ある， 定者， 定意 者， 等 持, 得 
定) 7  345 

有情 ① sat は （衆生， 靈） 6  48*  ；  43  290  ；  57 1 ； 

63 163° ② paija  (生物， 蟲） 1 84 
有情 意樂 意趣 智 sat ほ nam  asayanusaye 

nanam  40  5，  204°,  218，  219，  367;  41 87 
有情 居 ① sat ほ vasa  (衆生 居） 〔九 種〕 8  343; 

14 132, 135  ；  22 上 77 ② Sat ほ v5sa  〔經〕 22 上 

77 

有情 居 品 Sat ほ v§sa-vagga  22 上 67，  92 
① 有情 死生 智 ② 有情 衆の 死生 智 sat ほ nam 
cutupapata-nanam  (有情 生死 智， 生死 智=# 
情死 生如實 智力, 天眼通） ① 8 137°  ；  21 38°; 
40 193°  ；  47  42,  450°  ；  63  300 ② 17  266  ；  [6 
123°;  9  53, 115; 10  330; 11 上 25°,  336% 
366  ； 11 下 111 ； 13 178,  313  ； 16 下 115°， 172  ； 
17  420  ； 19  25,  38  ；  20  4， 183  ；  22 上 112，  254， 
258,  299°  ；  22 下 118，  132,  318;  23  350;  4a 
158，  311; 47 15，  58 つ 
有情 死生 如實 智力 sauanam  cutupapatam 
yathabhtita-nana-balam  ( = 有情 死生 智） 
〔如來 十 力の 一〕 57  300,  301，  304* 
有情 施設 sat は- pafifiatti  65  (11)  81 
有情 種種 勝 解如實 智力 sat ほ nam  nanadhi- 
muttikatarh  yathabhuta-nana-balam  (種 
種 勝 解 智力） 〔如來 十 力の一〕 57  299 

生死 智 sattanaih  cutupapata-nanam  (有- 
情 死生 智=  天眼通）  9  34,  212°,  326,  433,  482°  ； 
10  99，  202，  246,  372； 11 上 49 
有情 生死 智明 sat ほ naih  cutupapate  nana- 

vijja  (= 有情 死生 智） 45  344 
有情 世間 satta-loka  62  404° 
有情 想 satta-safifia  62  364  ；  64  303，  313，  352: 
有情の 死生 sattanarii  cutupapato  (有情 死生，. 

有情 生死） 18  321 
有情の 住 sat ほ narh  thiti  9  453 
〔有情の 生起と 諸 法の 得〕 47 173* 
有情の 扶助 sattanam  anuggaho  9  453 
有 諍 saraija 11 下 329°*;  46  26,  37,  52，  63, 
64,  65,  81 其 他； 47  245,  26P  ；  49  48;  54 
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有! 爭ニ法 Saraija-duka  54  521°  ；  56  210 
有 言 爭 二 法 已取三 法 saranaduka-upadinnattika 
55  269 

有 i 爭ニ法 已生三 法 saranaduka-uppannattika 
55  279 

有 諍 二 法 已染三 法 saranaduka- 

saiikilitthattika  55  270 
有 諍 二 法 異熟三 法 saranaduka-vipakattika 

55  268 

有 f? 二 法 有 學三法 saranaduka-sekhattika  55 
275 

有 諍 二 法 有 見 三 法 saranaduka- 

sanidassanatnka  55  282 
有 言 爭ニ法 過去 三 法 saranaduka-atitattika  55 

280 

有 諍 二 法 過去 听緣三 法 sarapaduka- 

atitarammanattika  55  280 
有 言 爭ニ法 喜 三 法 saranaduka-pitittika  55  271 
有 諍 二 法 見 三 法 saranaduka-dassanattika  55 

272 

有 諍 二 法 見 听斷因 三 法 saraijaduka- 

dassanenapahataboahetuttika  55  27.5 
有 諍 二 法 邪 性 三 法 saranaduka- 

micchattattika  55  278 
有 諍 二 法 積 集 趣 三 法 saraijaduka- 

acayagamittika  55  274 
おさ 尹 二 法 受三法 saranaduka-vedanattika  55 

267 

有 其 尹 二 法 小 三 法 saranaduka-parittattika  55 
275 

有 諍 二 法 小 所 緣三法 sarapaduka- 

panttarammanattika  55  276 
有！? 二 法 尋三法 saranaduka-vitakkattika  55 

271 

有 I 爭ニ法 善 三 法 saranaduka-kusalattika  55 
266 

有!？ 二 法 道 听緣三 法 saranaduka- 

maggarammanatt ika  55  278 
有！？ 二 法 內三法 saranaduka-ajjhattattika  55 

281 


有 諍 二 法 內听緣 三 法 sarapaduka- 

ajjhattarammanattika  55  282 
有 諍 二 法 劣 三 法 saranaduka-hinattika  55  277 
有 諍 法 sarana-dhamma 11 下 331 ； 45 11， 

329%  392°  ；  54  521*  ；  56  210*,  373 
〔有 諍 法 • 無 諍 法の 緣關 係： 54  521 
有繩 bhava-netti  (有 索， 有 網， 有 二 導く もの） 

18  2 

有心 〔者〕 saci は aka  5  349 

有 身 ① sakkSya  (薩 迦耶， 己 身， 個體 ' 14 137  ； 
24  291 〔四 諦〕 14  246,  248; 18  61 % 
Sakkaya  〔經〕 14  247,  291 

有 身 喜 sakkaya-nandi 19  340 

①有身 見！） 有 身の 見 sakkSya-diUhi  (身 見, 
薩迹耶 見， 己 身 見， 個體常 ft 見） ① 8  295,313; 
14 162, 163  ；  22 下 42*  ；  40 119，  227，  228,  232, 
242%  261,  319;  41 5，  7;  42  39,  70, 104,  128， 
137,  147，  213，  310;  43 138，  247,  324,  403; 

44  42，  53，  89, 114,  123，  139，  309°,  395,  447°  ； 

45  266°,  322，  324  ；  47  89°  ；  57 112*,  142,  143， 
154,  177*,  239,  240,  247，  248,  257，  281,  354*, 
375*,  379  ；  58  345,  408  ；  64  255,  446,  449, 
465 ② 12  347  〔二十 事〕 11 下 249  ； 15  436  ； 18 
374,  375;  43  247,  324;  44  309°,  447°  ；  64 
255; 〔10  23。〕 〔定義〕 45  266,  311，  322，  324 
謹〕 15  235 

有 身 事 常 見 sakk5ya-vatthuk5  sassata-ditthi 

40  227,  243° 
有 身 事斷見 sakkSya-vatthukS  uccheda- 

ditthi  40  227,  244° 
有 身集邊 sakkaya-samudaya-anta に 三邊の 

—: 8  296; 14  246° 
有 身 所 攝の法 sakkaya-pariyapanna-dhamma 

48 下 1 

〔有 身の 四諫〕 14  246,  248; 18  61 

有 身 〔見〕 の 集 sakkaya-samudaya  (有 身 集， 

個體の 集） 11 下 411 
有 身 〔見〕 の滅 〔盡〕 sakkSya-nirodha  (有 身 

滅， 個 體の滅 11 下 412  ； 16 下 323  ； 18  289，  290 
有身邊 sakkaya-an は 〔三邊 の 一： 8  296; 14 

246° 
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有 身滅邊 sakkaya-nirodha-anta  〔三邊 の一〕 
8  296; 14  246° 

有 身よ りの 出 離 sakkaya-nissarana  8  320 
有 信 saddha  (信者， 信 有る， 信心 者， 篤信） 3 

111 ； 15  376*  ； 18  383，  399,  403;  22 下 16， 18 
有神變 sappatihariya  (有 折伏） 11 上 12 
有瞋 sa-dosa 18 123；  47  369,  451。 
有瞋害 sa-vy ゆ ajjha  (有 損害， 有惱 害， 有害） 

11 上 153 

有瞋者 vyapadavant 11 下 40,  41 

有瞋心 sadosa-citta  (瞋恚 ある 心） 11 上 24; 

46  279,  280  ；  49  20  ；  57  309，  310，  397  ；  63  376 
有 親 bhava-sneha 18 19 
有尋 ① bhavesana  (有 求， 有 愛， 有 尋覓） 16 上 

232*  ； 16 下 85， 178  ；  47  93 ② savitakka  46 

26，  37，  51， 63,  80 其 他 ③ Vitakko  〔經〕 16 上 

78 ④ Savi は kka  〔經〕 15  405 
有 尋有伺 savitakka-savicara  (有覺 有觀， 尋伺 

ある もの） 6  54， 110，  248,  328;  21 236*;  44 

253  ；  46  24,  29,  40,  69 其 他； 47  5，  6,  29，  208*, 

230,  255*  ；  58  348  ；  62 175 
有尋 有伺禪 savitakka-savicara-jhana  (= 有 

尋有 伺定） 43 183 
①有尋 有伺定 ②有尋 有 伺 三 摩 地 savitakka- 

savicara-samadhi  (= 有尋有 伺禪） 〔三定 の 

―〕 ① 8  298  ； 11 下 206  ； 16 上 311 ； 40  79; 

45  335  ；  58 131 ； 59 下 196 ② 58  353* 
有 尋有伺 地 savitakka-savicara-bhumi  48 上 

432,  458 

有尋有 伺の 喜 savitakka-savicara  piti 16 上 
311 

有尋有 伺の 最後 心 savitakka-savicara- 

pacchima-citta  48 上 424*,  442*,  467* 
有 尋有伺 法 savitakka-savicara  dhamma  44 

1， 266%  351°;  47  230，  255 其 他； 51 206*  ； 

56 183，  352 
〔有 尋有伺 法 等の 緣關 係〕 51 206 
有尋慧 savitakka  panna  47  4,  24 
有 尋ニ法 Savitakka-duka  54  381°,  403,  434*  ； 

56  206 

有 尋ニ法 善 三 法 savitakkaduka-kusalattika 

( 


55  249 

有尋法 savitakka  dhamma  45 10.  325°,  387°  ； 

47  243  ；  54  381*  ；  56  206，  368 
〔有尋 法 • 無尋 法の 緣關係 1 54  381 
有尋覓 bhavesanS  (有 愛， 有 求， 有き す, 22 上 249 
有隨眠 sSnusaya  48 下 73* 
有 隨眠分 S§nusaya-vara  48 下 73 
有崇 sappatissa  (畏敬） 19 10*，  20,  21 
有 制限 〔戒〕 sapariyanta  (有 邊戒 j  62  21。 
有 折伏 sappatihariya  (有 祌變） 17  455，  456 
有染汚 samisa  (有 食樂， お 味， 物質的， 愛染） 20 

175 

有染法 saiikilesika-dhamma  (雜染 法， 順維染 

法, 順染 法， 汚 法， 汚稜の 法） 41 193* 
有染樂 samisa-sukha  (物質的 樂） 17 126 
有 相 sanimiUa  57  39 

①有想 ②有想 者 safifiin ① 6  43*,  47,  257, 
258;  8 137，  179，  180; 11 上 297，  298; 16 上 
136,  214，  346  ； 18  62,  87,  89  ； 19  46  ；  22 上 
126,  206*,  235  ；  22 下 288*,  339*  ；  23  340  ；  29 
419  (1)42  55， 119,  120,  143,  167,  206,  322， 
376 ；  43  98  ；  44 169， 172 
有 想 ① safifiii ！〜 前項 ② Safifii  〔經〕 14  384 
有 想 有意 safifim  samanaka 12 106 
有 想解脫 safifia-vimokkha  (想 解脫） 24  405; 
44 162, 164 

有 想 論 safim-vSda  (想說 者） 〔干 六 種〕 6  43°*， 

60*  ；  40  253 ；  47 158 
有雜 染雜染 saiikilittha-saiikilesika  (已染 カ匿 

染， 已染 觸染， 染污） 46  24,  40,  69 其 他 
有 損害 savySpajjha  (有瞋 害， 有惱 害， 有害） 18 

405,  406,  415 
有 大力 者 balavant  (有力者， 力士， 强盛， 權勢) 

21 22 

有對 sappatigha  45 188*,  208°,  222*；  46 19， 
72,  84 

有對色 sappatigha  rupa  57  54;  65  (  II)  54; 

[45  208,  222,  243，  245〕 
有對觸 patigha-samphassa  (= 身觸） 7 12, 13  ； 

42  74，  335 

有對想 patigha-safifiS  6  50；  8  303，  332,  344  ； 


ウー 有 


20  284;  21 248，  319，  323;  46  374°  ；  47  56; 
63  208° 

有 對ニ法 Sappatigha-duka  53 122°  ；  56 199 
有 對ニ法 善 三 法 sappatighaduka-kusalattika 
55 148 

有對法 sappatigha  dhamma  45  3,  282°,  364°  ； 
47  236,  257  ；  53 122*  ；  56 199，  360 

① 有知② 有智 vififiQ  (有 智者， 有智 人， 識者) 
① 2  35*  S  40  350 

有 知 呵責 老 pandita-codaka  5  271 

有 智者 1) fianin  21 306 ② pafifiavant  (有 慧, 

慧 あり， 慧を 具へ， 具慧 者， 智慧 者， 智者， 智慧 
ある 者, 怜钢） 36  53*  :Dpa]j(?ita  (智者, 智人， 
賢者） 5  334°*  X  vmfm 〜次 項 

① 有 智者 ② 有智人 vmfm  、有 知， 有智， 識者) 
① 7  373,  379，  384，  386,  389，  397,  400  f 1 43 

有智人 D  pandita-puggala  5  202  (2)vinnu~ 
前項 

有 恥 人 lajji-puggala  5  270 

有耻 iajjin  (漸恥 心 者） 3 156；  4 12;  5  270 

有癡 sa-moha  (愚癡 ある， 愚痕 者） 18 123；  47 

369,  451°  ；  63  377 
有癡心 samoha-ciua  (愚瘦 ある 心） 11 上 24; 

46  279,  280;  49  20;  57  310,  311， 397 
有蟲 sappanaka  2 198 
有蟲水 sappanaka-udaka  2  77；  5  26,  62 
有 蟲水品 Sappanaka-vagga  2  222；  5  35,  67 
有頂天 T  Akanittha  (阿迹 吒天， 色 究竟 天） 

41 210,  270  %  bhavagga 〜次 項 
① 有頂天 ②有頂 bhavagga  (= 非 想 非 非 想 

處） （1  28  150，  151,  207;  29  208;  39  52;  57 

341 ； 59 下 195,  225,  304 ② 14 132, 135  ；  64 

447 

有と 非 有 bhavSbhava  23  292 
有と 無 atthi ほ natthita 13  24  ； 〔13 113，  114〕 
有德 subba は （善行 者， 善務 者） 36  230，  231 
有德者 sHavant  (具戒 者， 戒者， 戒 具足 者, 戒を 

有せる 者， 持戒 者， 有戒） 29  214*  ；  31 262,  297, 

471 ； 36 14 

①有德 II 王 本 生物 語 ②有德 本 生物 語 ① 
Silavanaga-jataka     Silava-jataka  (七 二） 


(T  29 116°  t  61 509,  528 
有德本 生物 語 （T  Guna-jataka  (一 五 七、 30  39= 

② Silava-jStaka 〜前項 
有毒 杲本 生物 語 Kimpakka-j5 は ka  (八 五！  29 

211° 

有 貪 ① bhava-rSga£l8 19;  24  292;  40  76° 
〔定義〕 45  285，  291 S  sa-raga  (具 欲， 貪欲 あ 
る， 貪欲 者； 18 123；  47  369，  451° ③ Atthi- 
rago  〔經〕 13 146 

有 貪 結 bhavaraga-samyojana  8  332  ；  20  240, 
241; 45  291°,  367 

有 貪 心 sarSga-cit は '、貪欲 ある 心） 11 上 24; 
46  279,  280  ；  49  20，  46  ；  57  308，  309,  397  ； 
63  376 

〔有 貪 心が 解脫 す；； 57  308 

有 貪隨眠 bhavar§ganusaya  (存在 欲隨 眠） 〔七 
隨 眠の 一： 8  332;  20  242,  317*;  40 116,  119, 
120，  320,  441 ； 41 5,  67,  72  ；  42  39， 147，  213  ； 
43 138，  403  ；  48 下 1*  ；  57 127  ；  58 123，  175*， 
254;  65(11、  63 

有內住 santevSsika 15  217,  219 

有難 處 sarambha 1 251*,  254°,  263*;  5  369 

有に 導く もの bhava-netti  (有 網， 有 索， 有繩： 
7  55 

有 念 Sati  ：經： 15  378 

有 念 者 satimant i 具 念， 念 あり， 念 有る 者， 念 

慧 〔者〕， 正 念なる） 43  400 
〔有の 緣 より 生 あり， 生の 緣 より 老死 あり〕 64 

265° 

有の 厭 bhavanam  nibbida 18  310 

有の 渴愛 bhava- は ijha 有 愛， 生 有の 渴愛、 9 

78; 10  23 
有の 喜 nandi-bhava 12  3 
有の 結 縛 bhava-bandhana 12  49,  50, 102 
有の 沙漠 bhava-kantara  62  60 
有の 成就 bhava-sampatti  63 184 
有の 箭 bhava-salla  23  71 
有の 素因 bhava-sarhkhSra  (生 有の 素因， 言 

行） 7  76 
有の 彼岸 bhava-para  23  71 
有の 滅 vibhava  i 無 有， 非 有， 死滅、 23  291 
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有の 樂 bhava-sSta  24  301 ； 42  43° 

有の 流 bhava-sota  24  279 

有能 ① alam  21 231*,  288* ② patibala  3 
160* ③ byaua  (有能 者， 聰明， 完全 者， 堪能 者， 
明白） 2'  338  .5)  Alam  〔經〕 21 231， 287 

有能 者 ① pahu  44 140，  155,  212,  229,  246, 
288,  424 ② byatta  有能， 聰叨， 完全 者， 堪能 
者） 2 11*,  20 

有惱 bhava-parilaha 18 19 

有惱害 savySpajjha  ！有瞋 害， 有 損害， 有害） 17 
159，  170,  197, 198 

有瀑流 bhava-ogha 有 流） 〔四瀑 流の 一〕 8  308 

有 非 有所說 itibhavabhava-katha  (有無 論， 如 
是有 無論， 如是 存在 非 存在論， 浙く 有り 無しの 
論， かく ありな しの 話） 〔無用 論の  一〕 8  48 

有 病 者 gi ほ na  (病， 病 者， 病人） 2  302*,  561 

有 覆 者 nivuta  58  226* 

〔有 覆 者が 蓋を斷 ず〕 58  226 

有 覆 論 Nivuta-kathS  58  226° 

有 分 bhavaiiga  50 152*,  170，  368,  369,  443， 
474,  476,  479,  480,  481 ； 51 21， 23,  86, 137， 
270*,  362*,  432*  ；  52  97, 178，  210,  308,  309, 
347  ；  53  50,  51, 90  ；  54  219,  394，  413*,  424, 
425,  437,  438,  472,  490;  59 下 143°*;  62  43, 
251,  252,  270*，  307，  309，  315  ；  64  37，  38,  39, 
41, 43°，  45, 100,  101,  210,  212*，  249，  329, 
331，  334，  335,  421,  435;  65(11)  22*,  31*,  34, 
35,  4P,  48*,  55,  83，  84,  86 

有 分 意 bhavaiiga-mana  (= 有 分 心， 有 分識） 64 
91 

有分識 bhavaiiga-vinnana  (= 有 分 意， 有 分 
心） 64  42 

有 分 心 bhavaiiga-citta  ( = 有 分 意， 有 分識） 57 

269;  58 141 
有分禪 bhavaiigajjhana  62  272 
有 分相續 bhavaiiga-santati  65(11)  49 
有 分 頂 piUhi-bhavaiiga  (末 後 有 分） 64  210 
有 分の 動搖 bhavanga-cala  [na]  64  43;  65 

(II)  32 

有分路 bhavaiiga-vithi  64  209 

有忿 ① kodhana  (忿 者， 忿 ある， 忿怒 者， 忿怒 

( 


し 易く）  22 下 16, 17 ゆ Kodhano  〔經 1 15  372 
有 別遍滿 odhiso  pharana  41 52,  53 
有邊 ① anta  (邊， 極端, 終極， 終邊） 6  29* ② 

antavant  6  43,  45,  47 ③ Antava  〔經〕 14 

342 

有邊戒 pariyanta-sila  40  71° 
有遏見 arUava-diUhi  (邊 見） 45 12，  333°  ；  47 
60,  80。 

有邊 淸淨戒 pariyanta-parisuddhi-sila  (制 J 限 

藤戒） 40  70° 
①有邊 無邊論 ②有邊 無 邊設者 an ほ nantika 

(邊 無邊 論） ① 40  252 ② 65(1)  77 
有 法 想 破 f 曾 者 dhammasannin 

saiighabhedaka  58  388 
有 法の 海 bhava-sagara  39  431, 432 
有 品 Sanimitta-vagga 17 128 
有慢 samSna 18 123  ；  47  369,  451 
有 味 sSmisa  (有 食樂， 有染 汚， 物質的， 愛染） 46 

276* 

有 明 vedalla  (方 廣， 方 等經， 知 解， 智解， 毘陀 

羅， 吠 陀羅） 〔九分 敎の 一〕 9  245 
有 明小經 Culavedalla-sutta 10  22°  ；  65  (I)  38 
有 明大 經 Mahavedalla-sutta 10 11°  ；  65(1) 

38 

有無 論 iti-bhavabhava-katha  (有 非 有 所說， 

かく ありな しの 話， 斯く 有り 無 しの 論， 如是 有 

無論， 如是 存在 非 存在論） 〔無用 論の 一〕 43 

175,  184,  348;  44  433 
有滅 は涅樂 なり bhava-nirodho  nibbSnaih 

22 上 209，  210 
有 網 ① bhava-netti  (有に 導く もの， 有 索， 有 

繩） 14  300 ② Bhavanetti  〔經〕 14  300 
有 文 savyanjana  62  424 
有悶 bhava-muccha 18 19 
有 聞 Su は va  〔經〕 14  264 
有 聞の 聖 弟子 sutava  ariyasavako  (具 聞の 聖 

弟子， 多 聞の 聖 弟子） 11 下 249; 14  5 
有範 bhava-yoga  〔四軛 の  一〕 8  308; 18 19, 

20,  21 

有餘 ① upadisesa  (餘 依， 有 依， 餘取， 殘餘） 7 
362* ② sa-upadisesa  (有餘 依） 20  324,  325  ； 


ゥ 一有, 宇， 羽， 衧, 雨 


25  329 

有!^ 依 D  sa-upadisesa  (有 餘） 22 上 39*  ；  23 
287  ；  64 138， 148 ② Sa-upadiseso  〔經： 22 上 
39 

①有詮 依 涅槃 界 ま有餘 涅槃 界 saupSdisesa- 
nibbanadhatu  X  23  286。；  65(11)  60 ② 64 
136 

①有餘 罪 ② 有餘氾 savasesa  apatti  . 有？！ 罪, 

有殘 犯） 1)3  613;  4 137，  313  S 17 141 
有力者 balavant  (有 大力 者， 力士， 强盛， 權勢) 

19 177,  178, 179 
も -流 bhavogha  (有瀑 流 42  27，  80, 172，  241 
有 量 ① paritta  (小， 少） 7 15*  (5)  parimana 

(量, 分量） 4 107* 
有 輪 bhava-cakka  64 176,  267,  269*,  275， 

277,  279* 

有 類の 中:' こ 於け る 吉祥 bhutesu  sotthanarii 
33  316 

有 漏 DbhavSsava  (存在の 漏） 1 8;  6 125, 
126,  298;  7  40,  41, 44，  54,  60,  65;  8  295;  9 
9*.  59; 10 100，  372; 11 下 18， 126;  21 39; 
45  285°,  365;  47  89% 106  ®  sasava  8 138, 
139; 11 下 73*;  22 下 175,  176,  225;  41 193*; 
42  75  ；  43  37  ；  44  41, 158,  195,  305  ；  46  25, 
29,  37,  40,  49,  55,  62,  73 其 他； 53 195;  59 下 
347;  64  5,  80,  327 

有 is 有お の觸 phasso  sasavo  upadaniyo  8 
358 

有 漏 i   sasava  panna  47  3,  21 
有 漏 二 法 Sasava-duka  53 195"  ；  56  201 
有お 二 法 善 三 法 sasavaduka-kusalattika  55 
157 

有 ife 非 漏 法 sasava  ceva  no  ca  asava 
dhamma  : 有 漏 法に して 非 漏なる ） 47  237；  53 
225*;  56  202 

有 濯 法 1〕 sasava  dhamma  45  4，  287°,  365。 ； 
47  237;  53 195  ；  56  201, 361 D 
asavatthaniya  dhamma 1 14， 15 

〔有 ifS 法 • 無 ほる 法の 緣關 係〕 53 195 

^ ill 法に してき 芦 なる sasava  c'eva  dhamma 
no  ca  asava  '有 漏 非 漏 法） 45  4，  287%  366° 


有漏樂 sasava-sukha 17 125 

有 を 最後と する ： 出入 息〕 bhava-carimaka 

Canapana;;  63 122 
宇宙 發生論 samuddakkhSyika  (海洋 論， 海洋 

起源 論， 大海 論， 設海 論， 海譚' I  〔無用 論の 一〕 
43 175,  184，  348;  44  433 
羽毛 本 生物 語 Romaka-jataka  i  二 七 七） 31 
182° 

杆 dharopa 11 下 328 
雨 〜ァ メ， アマ 

雨 安居 】 vassa  '安居:' 3  245°*  281*,  444， 
445  ；  4  427,  428  ；  7  66,  67  ； 11 下 384  ； 16 上 
371，  372  ; 16 下 201,  317，  318; 19  91 ； 21 113， 
118,  199;  22 下 311; 23 123,  124，  178;  25 
143  ；  28 175，  184,  415  ；  31 25，  95，  285,  364  ； 
32  62,  295，  296;  34  321; 38  7;  41 262;  43 
303  ；  60 164，  165,  262,  263  ；  62 187  ；  63  330， 
331 〔起原〕 3  245*  〔入る 時期〕 3  246°  〔 障 
礙〕 3  266-271 ： 場听〕 3  271-273  〔二種〕 3 
246  〔外出；： 3  249* ② vassupan§yika  (入 雨 
安居， 入 安居， 雨期の 始： 5 192  3)  Vassa- 
vuttha  ；： 經〕 16 下 317 

雨 安居 月 vass5na-m5sa  36 103 

雨 安居 誦品 Vassavasa-bhanavara  3  266 

〔雨 安居 中の 七日 間の 外出 條件： 3  249-266 

〔雨 安居: 二 入る 時期〕 3  246° 

〔雨 安居の 起原〕 3  245* 

〔雨 安居の 障礙〕 3  266-271 

雨 安居の ため 0 食物 vassavSsika  (安居 拖>  38 

〔雨 安居の 場所の 可否;： 3  271-273 

〔雨 安居 約束の 可否〕 3  274-278 

雨雲 天 vassavalahaka  deva 14  411*  ； 19  336 

雨季 ぶ vassa  (雨， 雨期, 雨 時 4  264;  5  206; 

9  208  ； 15 103  ；  43 145,  354  ；  44  51, 206,  486, 

488  ；  64  342 ② vassika  、雨期） 10  344 
雨季 安居 vass5vSsa  (雨 安居 11 上 67 
① 雨季 衣 ② 雨季 用の 外衣 vassika-sStika 

(雨期の 外衣， 雨 浴衣） 1 426*;  5 19,  58  D 

34  316 

. 雨季の 殿 vassika-pasada  3  26 
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雨， 禹， 烏， 嗚， 烏 P,  l!S，S —  ゥ 


雨期 （T^  vassa  (雨， 雨季， 雨 時） 2 186*,  480  ； 12 

345  ；  25  79  ；  40  50;  42 100 ；  64  341， 342 ② 

vassika  (雨季） 6  385  ；  62 144 
雨？ J の 外衣 vassika-satikS  (雨季 衣， 雨 浴衣, 

雨季 用の 外衣） 59 上 204* 
雨期の 始 vassQpanayika  (入 雨 安居， 入 安居， 

雨 安居） 17  77 
'〔雨期の 糞坑の 譬喻〕 25  310 
雨 行 Vassakara  (禹舍 ，雨 勢） 〔婆〕 1 69 
雨 時 vassa  (雨， 雨期， 雨季） 3  245* 
雨 生華髮 vassika-mS ほ （夏 生 華髮） 9  49 
雨 神 vassa-devata  20  356 
〔雨水の 譬喩〕 12  370;  63  227 
〔雨水の 低 き につ く 譬喩〕 19  40  ；  20  84  ；  21 308  ； 

59 上 71 

雨 勢 Vassakara  (禹舍 ，雨 行） 〔婆， 大臣〕 11 上 

358，  359，  366，  367 
〔雨中の ビー ラナ 草の 譬喩〕 23  69;  25 193 
雨天 thullaphusitaka  deva  (〜密雲 天、) 20 153 
雨 日 蓋 V お abha  (行 雨， 禹翅） 〔王女， 瑠璃 王の 

母〕 11 上 149 
雨 浴衣 vassika-sStika  (雨季 衣， 雨期の 外衣， 

雨季 用の 外衣） 2  273;  3  509*,  513,  516,  519， 

520  ；  4  47，  432  ；  5  41, 42，  72 
禹翅刹 利 V お abha-khattiya  (= 行 雨， 雨 曰 蓋） 

〔瑠璃 王の 母〕 34  3* 
禹舍 ¥&3531^5『&(雨行,雨勢）〔大臣，婆〕3  400； 

7  27*,  49*  ； 18  64;  20  254，  255,  258,  259  ； 

23  228*  〔見聞 覺 識に關 する 說法 を受 く〕 18 

302  〔善士 不善 士に關 する 說法 を受 く〕 18  314 
烏暫 婆羅樹 udumbara  (優 曇 婆羅） 〔拘 那含佛 

の 菩提樹〕 6  364 
① 烏 沙那斯 星 ② 烏 沙斯星 osadhi-taraka  (太 

白星， 明星， 嘵の 明星， 藥王 星） ① 7  81 ② 8  341 
烏聲 kakorava-sadda  2 130 
烏陀那 udana  (ffi 陀那， S 陀那, 鄣 陀那, 無 問 自 

說， 自說， 自偈， 自慶， 感興 語， 歡喜 語, 句經） 7  53 
•® 烏 曇拔羅 ② 烏 曇婆羅 udumbara  (優 曇 婆 

羅， 優 曇 跋羅， 優 曇 鉢羅， 懲' S 鉢羅， 無花果） 

〔樹〕 ① 26  399，  498  ；  30  268，  269  ；  31 99， 

530  ；  34  321,  373,  375  ；  60  252 ② 15  257, 


258  ；  35  239 
烏 波浙那 Upasena  (優 波. 斯那, 俊 波 先 邪） 〔比〕 
31 299 

〔烏 波 浙那の 弟子と 頭陀 行の 放棄〕 31 299 
烏 逋沙多 Uposatha  〔王〕 31 64;  60 19 
<D 烏 麻 ② 烏摩迦 ③烏 莫迦 umniS 亞麻) 

〔花〕 ① 25  295 ② 7  80; 11 上 17;  22 上 290 

③ 8  340 

烏 摩羅 ummara  〔花〕 43 157，  310;  44  289 
嗚呼 扠奴 Opamafifia  〔夜叉 祌〕 7 182 
嗚婆 提奇呵 Odatagayha  〔天〕 7  289 
邬陀夷 Udayin  (優陀 夷） 〔比〕 17  372 
郞陀那 ucmna  (優 陀那， 烏 陀那， 感興 語， 自說, 

無 問 自說， 歡喜 語， 句經） 31 276 
烏 P 波遮羅 Upacara  〔王〕 60 19 
邬 波底沙 Upatissa  〔沸〕 26  472 
flS 竭吒 Uggata ① 〔居士〕 17  36  ；  20  228  〔近事 
僧伽 第一〕 17  36 ② (上 行） 〔傳 。轉輪 王〕 26 195 
嗯尸羅 usi—ra  (憂 尸羅， 優 尸羅， ビー ラナ 草の 
根） 〔草〕 3  356  ； 17  332  ； 18  349  ；  27  2,  346 
陀南 udd5na  (攝頌 ） 12  6 以下 隨處 
憂 ① domanassa  (憂 悲， 憂惱） 7  319,  320; 
11 上 143*  ； 13  2*  ；  40  63°  ；  44  259°  ；  46 127% 
184%  276*，  372°  ；  64  49°,  98， 128°,  132, 173 
〔定義〕 45  118;  46 127,  163,  184,  235,  276*， 
372 ② soka  (愁， 憂患， 憂愁） 7  352°  ； 11 下 
351° ③ Soko  〔 經〕 15  44 
% 〜ゥ レフ, ユウ 

憂園廟 Udena-cetiya  (俊 陀延 塔， 優 陀延祠 堂） 

7  70,  71, 91; 8 12 
憂界 domanassa-dhatu 11 下 58;  46 106° 
憂俱行 domanassa-sahagata  (憂 倶） 53 196*, 

30P 

①憂俱 行 *恙 逆相應 ②憂俱 行 恚相應 
domanassasahagata-patighasampayutta 
(憂 俱瞋恚 相應） ① 46  234,  428 ② 45 119 

① 憂 {11： 行 心、 ② 憂俱 心、 domanassa-sahagata- 
citta  I'  45  349，  353,  356，  360,  365,  366,  369 
其 他 ② 65  (II)  21 

憂倶瞋 恚相應 domanassasahagata-patigha- 
sampayutta  (憂 俱行恚 [逆〕 相應） 64  36；  65 
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ウー 憂， 優 


(11)  2 

麥患 soka  (憂， 愁， 憂愁） 23  50 

〔憂患と 畏怖の 原因〕 23  50 

憂 近 伺 domanassupavicara  〔六 種〕 8  324 

憂拫 domanassindriya  8  318; 15  ； ioi  ； 16"> 

26*,  29。*  ；  40 12，  226  ；  45 118°  ；  46  23， 163°  ； 

49 139*  〔生と 滅〕 16 下 35° 
憂尸羅 usira  (優 尸羅， US 尸羅， ビー ラナ 草の 

拫） 〔草〕 4 199 
憂愁 soka  (憂， 愁， 憂患） 2  537  ；  24  222* 
憂箭 soka-salla  (愁箭 ，愁 ひの 箭） 19  76,  77, 

78，  80* 
憂陀延 Udena  〔塞〕 3  248 

陀延. ゆ:^    Udena  (優 陀延） 〔王〕 4  434 
憂陀那 U お na  (fil 陀那， 烏 陀那， 自偈， 感興 語, 

歡喜 語， 無 問 自說， 自說， 句經） 7  76 
憂 螢鉢羅 udumbara  (優 曇， 優 暴 婆羅， 優曇跋 

羅, 烏 曇 婆羅, 烏 暫婆羅 ，無花果） 〔樹〕 2  54 
憂の 法 soka-dhamma  (愁 法） 15  44 
①憂惱 ②憂悲 domanassa  (憂） ① 15  294* 

② 7  224,  225 
憂惱 ① appaccaya  (不機嫌， 不興， 不欣， 不忍， 

不満） 11 上 315; 17 123， 124 ② domanassa 

〜 Hi]?^ 

優 竭提舍 利 Uggatasarira  〔婆, 塞， 七 火に 關す 
る 佛の說 法に て 歸^〕  20  285,  286 

優尸羅 usira  (憂 尸羅， © 尸羅， ビー ラナ 草の 
拫） 〔草〕 25 114，  165,  193;  37 171; 39  331 

優閣迹 Ujjaya  〔比〕 25 120 

俊禪尼 し' jjeni  (H 禪尼， 篋閣 尼， 鼠 尉禪) 
〔國， 都〕 24  380；  44 11 

優 多羅 UUara ① 〔天子〕 12  92 ② 〔青年〕 
11 上 i79* ③ 〔 經〕 12  92 

優 多羅 般 羅 Ut は rapaficala  (北 般閣羅 =般 
閣羅） 〔町, 城〕 35 107， 132 

優陀夷 ®  Udayin=Ka!udayin,  Laludayin 
(邬陀 ず 4  = 迦留陀 夷） 〔比：！ 1 185,  200*，  213*, 
221*,  227*，  316*,  323,  346*,  351*  ；  2  32,  97， 
108,  196,  270;  4  59,  61°,  67;  28 184，  186, 
252*  〔傅 記〕 27  339  L' セ ツヤ サ 力に 出精 を勸 
む〕 1 185  〔身 觸戒の 初犯 者:！ 1 200*  〔蠢語 


戒の 初犯 者〕 1 213*  〔淫欲 供養 を勸 む， 第四佾 

殘の 初犯 者〕 1 221*  r 媒嫁 をな す， 第五 僧殘の 

初犯 者〕 1 227*  〔第一 不定の 初犯 者〕 1 316=*= 
〔第二 不定の 初犯 者〕 1 323  〔第 四 捨墮, 故衣戒 
の 初犯 者〕 1 346*  〔蓮華 色 尼より 安陀 衣を强 
要す， 取 衣戒〕 1 351*  〔第 七 波 提， 與 女人 設 
法戒を 犯す〕 2  32  〔第二 十六 波 通提, 縫 衣戒を 
犯す〕 2'  97  〔第三 十 波 通提， 祕密 坐戒を 犯す〕 
2 108  〔第 六十 一波 ii 提， 故意 殺 有情 戒を 犯す〕 
2 196  〔第 八十 九 波 IS 提, 尼 師壇戒 を 犯す〕 2 
270  〔六 夜摩那 埵を受 く：  4  59  r 本日 治を受 
く：]  4  67  〔出 罪を受 く〕  4  61°  〔他人の 所得 を 
滅ず〕 28  252  〔臆病〕 30  278  〔愚鈍〕 29  369  ； 
30  445  ®  Udayin  '郞陀 夷） 〔比〕 3  204  ；  4  392  ； 
5  8,  9, 12， 13,  23,  27,  28  ；  8 143， 144  ； 10 
177*，  254*  ； 11 下 285  ； 15 194*  ；  20  59  ；  22 上 
157,  243；  26 156；  37  246  ；  39  261; 58  292; 
59 上 268,  393*  〔阿難に 無我 を 問 ふ〕 15  263， 
264  〔阿難に 五 境の 不領受 を 間 ふ _]  22 上 125 
〔五 蕴觀と 七 覺支修 習〕 16 上 281 〔在家 衆に 說 
法〕 19  257  〔舍利 弗の 說: こ 反對〕 19  268*  〔舍 
利 弗より 樂の說 法を受 く〕  22 上 101 〔パンチ 
ャ 力 ンガと 問答〕 15  345*  〔佛は 己 を 象に 譬へ 
て設法 せらる〕 '20  88 ③ 〔婆, 塞〕 18  78 ④ 
(= 善 生優陀 夷） 〔普 行者〕 11 上 2*，  37*  ® 
Udayi  〔經〕 15  263  ； 16 上 281 

優陀 夷拔陀 Udayi-bhadda  (優 陀耶 跋陀， 礞陀 
耶跋陀 = 優 陀耶） 〔阿闍世の 子， 王〕 6  77 

優 陀夷品 UdSyi-vagga 16 上 273,  283 

優陀延 Udena  (IMS 陀 延那, 優 填） 〔王〕 35 1 
2 ② 〔傳。 王〕 26 103 

(T 優 陀延祠 堂 ②優 陀延塔 Udena-cetiya  (憂 
園廟） ① 23 186 ② 16 下 107;  21 255，  256 

① 優陀那 ②俊 陀延那 Udena  〔比〕 11 上 
209* ② 27  96  〔|fRt 經〕 27  96 

優陀那 （T  udSna  (憂陀 服 烏 陀那， 烏 [： 陀那， 無 
問 自設， 自說， 自偈， 自慶， 感興 語， 感語， 歡喜 語, 
頌文， 句經） 11 上 52， 140,  150,  186,  273,  274  ； 
14  87; 19 103  ;  23  86*,  99*，  113，  114，  115, 
117*,  130,  131，  161* ；  28  272 ；  39 164,  238  ；  41 
78;  60  26  〔九分 敎の一 n  60  26  ®  Udanaih 


( 80  ) 


優ーゥ 


〔經 ：] 14  87 ③ Udena 〜前項 
俊 陀那の f 曷 udana-gatha  65  (I)  23 
溢陀耶 Udaya ① 〔 婆 和 利の 弟子， 婆， 比〕 12 

298,  299  ；  24  379，  419，  428  ；  44 10,  253*,  501 

② （議陀 耶= 優陀耶 跋陀） 〔傳。 王〕 33  364,  368， 

369 ③ （優 陀耶 拔陀， 優陀夷 跋陀） 〔阿闍世の 

子， 王〕 60  28,  39 ④ 〔經〕 12  297 
優陀耶 王子 本 生物 語 Udaya-jS1:aka  (四 五八) 

33  360°,  384 
〔優 陀耶王 夫妻の 淸淨 貞潔〕 33  361 
優 陀耶學 童 所 問 Udaya-mSijava-puccha  (= 

優 陀耶所 間） 〔經〕 24  419%  421 
ffi 陀耶學 童 所 間の 義釋 Udaya- 

manavakapanha-niddesa  44  253°，  269 
優 陀耶所 問 Udaya-pafihS  (= 優 陀耶學 童 所 間） 

〔經〕 17  217;  44  326 
(5 陀耶女 UdayS  ( ゥ ダャパ ッ ダ— 王女） 33  369, 

370 

優陀 耶跋陀 Udayabhadda ① （傳。 王子, 王〕 33 
361, 368 ② (優陀 夷 拔陀, 觀陀耶 跋陀） 〔阿闍世 
王の 子， 王〕 60  28,  39, 167 

優陀羅 Uddako  〔經〕 15 132 

優陀羅 • 羅摩子 Uddaka  Ramaputta  (鬱頭 藍 
弗， 鬱陀 迹羅摩 子， ラーマの 子なる ゥッ ダカ） 
〔仙〕 28 142， 172 

優天宫 Umra-vimana  24  472 

'!) 優 填 ② 優墳那 Udena  (優 陀延， 憂陀 延那） 
〔王〕 ① 32  9,  373  ；  63  314  ^ 15 180  〔比丘 
を惱 ます〕 35 1 〔象 を 虐待し 佛 に敎誡 せらる〕 
32  373  〔賓 頭盧 尊者と 問答〕 15 180 

優塡 王の 苑 ranno  Udenassa  uyyano  23  215 

優 暴 華 Odumbaraka  〔の 譬喩〕 27 194 

〔優曇華の 譬喩〕 24  508 

0 優 曇婆羅 ② 優 曇 跌羅 ③ 優 曇 鉢 ④ 優 曇鉢羅 
⑤ 優曇華 udumbam  (憂 曇 鉢羅， 烏 曇 婆羅， 

烏 曇 跋羅， 烏暫 婆羅， 靈曇 鉢羅， 無花果） 〔樹， 
花〕 ① 27  73;  29  53;  31 293;  33 112*;  39 
41, 42,  389,  403  ；  41 345 ② 30 196 ③ 60 114， 
115,  119，  252 ④ 16 上 291; 28  90;  36  34 ⑤ 
24  409  〔菩提樹〕 60 114，  115，  119,  252 
優 S 婆羅 r  udumbara 〜前項 ② Udumbara 


〔王妃〕 39  42，  49,  54,  66,  72,  99，  2G0 
優 S 婆羅薪 udumbara-kaUha 11 上 172 
優 暴^ 羅本 生物 語 Udumbara-jataka  (二 九 八) 

31 291。 

俊' Si 荽邏 Udumbara  〔國〕 4  447,  448 
優 暴 婆邏 師 子吼經 Udumbarika-sihanSda- 

suttanta  8  47° 
優 曇 婆 邏梵志 女 林 Udumbarika- 

paribbajakarama  8  47 
優 曇 鉢 果食 〔者〕 udumbara-khadika  21 208， 

214，  281 

優波迦 Upaka ① 〔外， 比:！  3 14; 12  49, 101 ； 
28 173;  57  370  ®(= 文祁 子） 〔婆, 善 不善 等 
に 就き 設法 を受 く〕 18  318* 

優 波氇多 Upagutta  〔比〕 59 上 9 

優 波 私 婆 Upash^a  〔婆 和 利の 弟子， 婆， 比：] 24 
379，  404*,  428  ；  27  71 ； 44 10， 155*,  500  〔譬 
口 I 經〕 27  71 

優 波 私 婆 學童所 間 Upasiva-maijava-puccha 
(= 優 波 私婆听 間） 〔經〕 24  404%  407 

優 波 私 婆 學童所 間の 義釋 Upash^a- 
manavakapanha-niddesa  4''' 155 つ 173 

優 波 私 婆 所 問 Upaslva- pafihS  (  =  ® 波 私婆學 
童 所 間） 〔經〕 44  326 

優 波浙那 Upasena ば' 〔比:] 26 113  (= 優 波 
斯那 婆檀提 子） 〔比〕 25  224;  59 下 250 

①優波 斯那婆 檀提子 ②優 波斯婆 檀提子 ③優 
波 浙那崩 多键子 'D 優 波 先那婆 檀提子 
Upasena-Vaiigantaputta  (優 婆 新 朋 健陀 
子） 〔比〕 ① 17  35;  59 下 249,  266,  302，  304, 
305,  308 ② 26 112 ③ 3 103 ④ 23 157  〔端嚴 
第一〕 17  35  〔譬 經〕 26 112  〔法)！ 一歳に て 
授 具足〕 3 103  〔第 十五 捨墮 制定 せらる〕 1 389 

優 波室沙 Upatissa  (優 波 帝 須=舍 利 弗） 27  212, 
304 

優 波沙羅 Upasala  〔パヅ ゥ マ佛の 第二 弟子〕 28 
76 

優 波遮羅 Upaca ほ ① 〔尼〕 12  227;  25  367 

② 〔經」 1^  226 
優 波先那 Upasena  〔經〕 15  64 
優 波低沙 Upatisso  〔經〕 13  405 
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ウー 優 


優 波帝沙 じ patissS  ： 情 陳如佛 の 第二 比丘尼 J 
28  63 

優 波 帝沙問 Upatisa-pasina  ：經〕 65(111)  90 

0： 優 波帝須 % 優 波帝沙 ③ 優 波提舍 Upatissa 
(優 波 室沙， 優 婆 帝 沙=舍 利 弗） ① 25  284  ？  28 
27,  29 ③ 3  77 

優 波帝須 Upatissa ① 〔比〕 65  (I  80  (？〜 前 
項 S  ： 大臣〕 60  62,  63  ®  〔都〕 63，  65 

優 波難陀 Upananda ① 〔比〕 31 285，  286;  32 
295*  ；  62 161 ② 〔傳 。轉輪 王： 26  343 ③ 〔龍 
王： 59 下 119;  62  307 

優 波 難 「它蘀 子 Upananda-SakyapuUa  〔比〕 1 
355，  362,  367,  370*,  400，  407，  429,  434*  ；  5 
15*,  31, 32，  35  〔大欲〕 31 285;  32  295  ： 長 
者 子に 外衣 を 強要， 第 六 捨墮の 初犯 者:： 1 355 
〔第 八 捨墮を 犯す〕 1 362  〔第 九 捨墮を 犯す〕 一 
1 367  〔第 十 捨墮を 犯す〕 1 370*  〔第 十八 捨墮， 
金銀 戒を 犯す〕 1 400  〔第二 十 捨墮， 物品 交易 
戒を 犯す J 1 407  〔第二 十五 捨墮， 奪 衣 戒を犯 
す〕 1 429  〔第二 十七 捨墮， 大織 師戒を 犯す〕 
1 434* 

0： 優 波婆那 ② 優 波 摩 ③ 優 波摩那 Upavana 
(優 婆 摩 IH^ ，優 和 追） 〔佛の 侍者， 比〕 0：12  299, 
300 ② 16 上 263  (E  7 122  ； 13  58;  25 155  ； 
26 127， 133  〔譬喩 經:： 26 127  〔舍利 弗と 苦盡 
を 語る〕 18  285  〔舍利 弗と 七 覺支を 語る〕 
16 上 263  〔苦の 自作 他 作 を 佛に問 ふ〕 13  58* 
〔戒 等の 五 法 成就の 說 法を受 く〕 19  271, 272 

①優 波婆那 ②優波 摩 ③優 波摩那 UpavSna 
〔經〕 ① 15  66 ② 16 上 263 ③ 13  58 

優 波 If^ 那 Upasopa  ：ス マナ 佛の 第二 比丘尼〕 
28  73 

優 波 羅>^甚 Uparama  〔パヅ ゥマ佛 の 第二 比丘 
尼〕 28  76 

優 波 利 UpSli  (優 波 離） 〔持 律 比丘〕 20  403, 
404;  25 168;  59 下 343;  60 166, 183 

優 波 離 じ paii ① （優 波 利） 〔持 律 比丘〕 161， 
109  ；  2 105,  226,  497  ；  3 146,  149，  565*，  614， 
619,  620;  4  23,  51, 55，  257,  258,  311,  367, 
429  ；  5  305*  ； 13  228，  230  ； 17  35  ；  20  403， 
404;  22 上 301*,  302,  306*,  311,  312  ；  22 下 


120*  ；  26  75，  82,  88, 167  ；  28  278,  292  ；  34 
232  ；  41 216  ；  59 上 241 ； 60  25*,  32,  37*  ； 
65(1)  8*, 18*,  22,  40*,  78,  79  〔出家： 4  281， 
282  〔持 律 第一〕 17  35  〔律の 結集〕 4  429  〔譬 
喻經〕 26  69, 165  〔阿 蘭 若に 於け る 修行 法 を 
佛に間 ふ〕 22 下 120*  〔羯 磨に 就きて 佛に 5^ 
ふ〕 3  565*  〔遮 設戒に 就 き て 佛に間 ふ〕 4  367*  ； 
2'2 上 302  〔僧伽の 諍 論， 諍 根 等 を 佛に間 ふ〕 
22' 上 311， 312  〔僧伽 和合に 就きて 佛; こ 問 ふ〕 
3  619,  620  ： 破 僧に 關 して 佛: こ 間 ふ〕 4  311; 
22 上 306*  〔法と 律に 関して (弗に 問 ふ〕 20  403, 
404  〔律に 關 する 佛 への 質問;； 5  305*  ；  22 上 
301*  〔律に 關 して 佛 より 讚 歎 せらる〕 4  257, 
258 ② 〔比, 十七 群 童子の 上 首, 二十歳 未満に て 
受 具足〕 2  203  ;  3 129 ③ 〔錫 蘭 比丘〕 65(1) 
80 ④ 〔尼 乾の 徒， 塞〕 10 140*; 15 179;  64 10 
〔歸 佛〕 10 147  〔淫槃 の 因 を 佛に問 ふ〕 15 179 
⑤ 〔經〕 22 下 120 
優 波離經 Upali-suttanta 10 136° 
優 波 離 遮設戒 Upaiitthapana  ：經〕 22 上 301 
優 波離听 間誦 じ pSlipuccha-bhaijavSra  3  570 
優 波 離 品 Upali-vagga  22 上 301， 310  ；  26 164 
優 波 離 〔問〕 五 法 Upaii-paficaka  〔章〕 5  305, 

347  - 
優 婆 夷 ① upasika 1, 信女 1 319;  3  33,  249*， 
304;  7  74,  84; 17  37°  ； 18 14;  £1 259;  2a 
189  ；  59 上 29，  30  ；  62  33， 163, 164  ；  65  (III) 
91 〔記 別〕 10  286 ② Upasika  〔經〕 （一） （二) 
22 下 244,  245 
優 婆 夷精舍 Upasika-vihara  60  270,  279，  28S 
優 婆 新那朋 健陀子 Upasena-Vaiigan は puUa 
(優 波浙那 婆檀提 子， 優 波先那 婆檀提 子） ひし 
第 十五 捨墮 制定 せらる〕 1 389 
優 婆 塞 upSsaka  (信士， 信 男） 1 9;  2  359;  3 
7,  30，  67,  249*,  304  ；  6 127，  163，  186，  215， 
288,  299，  331，  359;  7  74，  84， 113，  403;  8 
258;  9  36,  328,  361 ； 10  9， 131，  148,  176,  203, 
320,  339; 11 上 58， 121,  130,  193，  215,  272， 
278,  356  ; 11 下 282，  425; 12 121,  297*; 13 
34; 16 上 331; 16 下 298°  ； 17  36°,  85, 102， 
278,  298,  358; 18 14, 177； 19  287,  290;  20 
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優, 11 ，乳， 魚， 含, 浮ーゥ カブ 


264;  21 39,  47,  96°*  98°*  259,  311*;  23 
189;  24  51, 116;  29  76*,  292* 其 他； 33  4; 
59 上 57，  61, 330*  ；  60  46  ；  62  33, 163， 164  ； 
65(111)  73,  78,  87,  91 〔記 別〕 10  285  〔五 種 

の もの を販賣 すべから ず〕 19  290  [： 七 衰滅 法〕 

20  264  〔劣 勝〕 19  287 
〔優 婆 塞と 殘 食生活 者〕 30 155 
〔優 婆 塞と 盗賊と 隊商〕 29 140;  32  406 
〔優 婆 塞と 不貞の 妻:] 29  76,  80，  399 
〔優 婆 塞と 老大德 の 親交〕 28  364 
〔優 婆 塞の 五 百 比丘への 七日の 布施〕 33  218;  34 

173 

優 婆 塞の 十德 dasa  upasaka-guna  59 上 219 
優 婆 塞 品 Upasaka-vagga 12  294°  ； 19  282; 

2'2 下 86， 129 
優 婆摩那 Upav§i?a  (優 波 摩 〔那 〕， 優 波 婆那， 優 

和 〔比， 佛の 侍者〕 33  346 
優 箱遮羅 UpacSla  〔比〕 22 下 28，  29 
0 優鉢羅 ② 優 鉢 花 uppala  (窓 波羅， 靑蓮， 靑 
蓮華, 睡蓮 ，黄 蓮華） 〔花〕 ① 4  382; 14  205， 
219  ；  21 201 ； 22 下 52  ；  26  32， 154,  155，  309， 
330，  467  ；  27 106  ；  39  392，  404,  478  ；  59 下 
198 ② 3  488  〔響 niO  30  396 
優 鉢 羅華鬉 uppala-mala  〔靑 蓮華 鬉， 蓮華の 

華鬉） 4  382  ；  21 201 
優 鉢羅香 uppala-gandha  (靑 蓮華 香） 11 下 225 
優 鉢羅色 Uppalavaijija  (蓮華 色, 蓮 花色） 〔尼〕 
27  212,  408,  416,  428，  434,  440,  445  ；  37 154, 
416，  504  ；  38  65,  214,  331 ； 39  265,  550  「傳 
記〕 27  416*  〔譬 喻經〕 27  416 
優 樓比螺 品 Uruvela-vagga 18  35 
①優 樓頻螺 ②優 樓頻羅 ③ 優 樓比螺 ④ 優留毘 
羅 Uruve ほ （鬱 鞞羅， 鐘婁 頻螺， 戀 毘羅） 〔村〕 
① 3 1， 14，  37,  42，  44  ； 16 下 61 ② 27  308  ；  28 
119,  142，  144，  175,  184;  60  4，  9,  62, 152， 155 
③ 18  36,  39  ；  23  85*,  99, 135 ④ 12 176,  177， 
180,  207,  234,  238 
① M 頻螺迦 葉 ② 優樓頻 羅迦葉 Uruvela- 
kassapa  (儀 羅迦 葉） 〔外， 比〕 ① 3  44*，  64*  ； 
4  216  ；  27  304,  308 ② 17  35  ；  25 176，  177， 
178， 190  ；  28 176*  ；  34  261 ； 60  4， 152  〔傳 記〕 


27  308  〔饕 B| 經〕 27  304  〔具 大衆 第一〕 17  35 

優樓頻 螺神變 uruvela-patihariya  3  63 

優 樓頻羅 Uruvem  〔迦 葉佛の 第二 比丘尼〕 28 
91  • 

優和桓 Upavana  (優 波 婆那， 優 波 摩 〔 那〕, 優 婆 
摩那） 〔比, 舍利 弗と 苦盡を 語る〕 18  285 

〔鵜の 大欲と 海神〕 31 286 

〔鵜の 眞似 する 烏〕 30  247 

乳母 dh§ti 11 上 130; 19  7,  8;  33  252;  36 
113，  114,  291,  293，  297,  304，  310;  37  353， 
354，  357，  358;  38 12,  363 

魚 ① ambucarin  24  21 ； 26  21 ② ambuja  25 
200 ③ maccha 1 79，  85， 102,  288  ；  2 132， 
140,  146,  287,  294，  376,  559;  3  355;  5 120; 
11 下 215  ； 12 129  ； 17  50,  474  ；  20  33  ；  23  41， 
210 ；  24  230 ；  25 175,  186,  250  ；  26  393，  394  ； 
27  302,  357  ；  28  429*  ；  29 138，  139,  327，  328  ； 
30  301,  302,  381*,  394;  32 118;  34  350  ；  37 
47, 145,  264*,  430  ；  38 100，  451 ； 39 149，  150, 
184,  196,  204，  205,  238，  359,  361 ； 41 414  ；  42 
71 ④ macchaka  23 166 

〔魚が 網 を 破る 譬! 1|〕  24  21; 26  21 

魚 商 macchika  59 下 187 

〔魚と その 妻への 愛 著〕 30  301 

〔魚な き 池の 老鷺の 譬 喻〕 23  41 

〔魚の 炎熱'' こ 於け る譬 喻〕 39  58 

① 魚の 群 ② 魚群 maccha-gumba ① 17 13 
② 9  484 

〔魚の 少水 にある 譬喩〕 24  302,  357  ；  25 186, 191 

〔魚の 筌中 にある 譬喩〕 25 175 

〔魚の 大海に ある 譬喻〕 41 139  ；  42  273  ；  43 161, 

314  ；  44  293 
〔魚の 通路の 譬 (t〕  29  67,  78 
〔魚の 釣針 を 呑む 譬喻〕 12 112; 13  332;  25  250， 

417;  38  369;  39 149, 184 
〔 魚の 譬喩〕 12  88， 112，  129;  23  210;  24  21; 

26  21 

魚 本 生物 語 Maccha-jataka ① （三 四） 28 

405° ② （ニー 六） 30  30r 
含嗽 水 mukhodaka  、漱 水） 2  222 
〔浮ぶ 者 を 索に て 括る 譬喩〕 18  319 
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ゥケ ー受， 動， 兎， 牛， 蛆， 臼， 渦 ，舞 


受け 賣 りの 說 itihitiha  (傳 聞， 相傳） 24  411， 

431 ； 44 199，  350 
動かざる もの thavara  (定 者） 23 14 
動きな き 信心 avecca  pasada  (證淨 ，正 信， 不 

壤の 信, 絕對淨 信， 確乎たる 信心） 15  417,421, 

462 

動け る もの は sa  ： 怖 動 者） 2'3 14 

兎 D  sasa 19 168  ；  22 下 121 ； 23  70;  25  28  ； 
31 39P,  430*  ；  35  281 ； 37 146，  162, 167  ；  38 
450  ；  39  477  D  sasaka  41 382  pelaka  39 
413 

兎 賢者の 所行 Sasapandita-cariya  〔經ニ  41 
382° 

〔兎， 猿, 豺, 獺の 婆羅門への 布施〕 31 391 
〔兎と 獸 類と 獅子〕 31 430 
〔兎と 醉 11 の譬 nii〕  42  269 
〔兎の 燒身洪 養〕 31 391 
〔兎の 罠に 係る 譬 n|〕  23  70 
〔鬼の 妄見は 獸類を 騒がす〕 31 430 
兎 本 生物 語 Sasa-jataka  (三 一六） 31 390°  ；  61 
509 

牛 ① usabha  (牛 王， 牡牛） 24 150;  31 559, 
561， 562 ② go  (牡牛） 6  286,  287; 11 下 156， 
157; 14  430*； 16 下 411; 17  375; 18 167; 
19 168，  306,  308  ；  20  34;  22 下 93  ；  24  542, 
543;  28  368*.  374,  379;  31 491，  492,  560; 
34  336，  337,  342，  405*  ；  37 149  ；  39  62，  65  ； 
64  411， 413 ③ gona 1 85,  244  ；  2 10*，  20  ； 
20 147  ；  25  8,  9  ；  32  5,  6  ；  35  338  ；  57  48，  50 
®  gokanna  31 430,  431 (5)  balivadda  (牡 
牛， 軛牛， 窜牛） 12  291 ； 29  226  〔四 種〕 18 192 
⑥ pasu  (家畜, 獸類, 畜獸， 畜生， 牡牛） 35  376， 
405*  ；  38  379 ⑦ GSvi  〔經〕 22 上 105 

牛 追の 捧 pacana-yatthi 12 194 

牛 王〜 ゴォゥ 

牛 飼 gop5laka  (牧牛 者, 牧牛 士， 牧者， 放 牛 者） 
29  252 

〔牛 飼と 獅子と 牝鹿〕 29  252 
牛 商人 govanijaka  25  406 
〔牛と 報恩〕 28  374 
〔牛 泥库を 決定す〕 39 10 


牛に 喩 ふべき 補 伽羅 balivaddQpam ヒ 

puggala  (軛牛 nii 人） 〔四 種」 18 192 
〔牛の 兄弟と 豚〕 28  379;  31 245 
〔牛の 五藥〕 24 110 

牛の 誓 gova は （牛務 ，牛 行， 牛禁' 34  321 

〔牛の 角の if 大 する 響 BnlC  34  51 

牛の 角 を掉る visanato  gavarn  dohati  39  79 

〔牛の 泥中: こ ある 譬 喻〕 25  311 

〔牛の 屠殺の 響 20  397 

〔牛の 屠所に 引かる る 譬喩〕 24  221; 42 181 

〔牛の 譬喻〕 18 192;  25 112;  47  428;  64  413 

〔牛の 轭を 離れざる 譬 喩〕 25  236 

蛆蟲 ① kimi  (蟲 類， 屍蟲、 24  73;  25  313;  36 

273 ② ki—ta  (昆蟲 ） 2:4  229  3  takkotaka  63 

57 ④ pu!ava  (蟲 類） 11 下 215 
蛆蟲聚 kimi-msi  62  378，  385 
〔蛆蟲 の 譬喻〕 25  313 

臼 ① udukkhala 1 10;  3  358  ；  8  52;  23 198 

@  udukkhala-bhandika 1 131 
渦 vaUa 12  22;  23  364 
渦の 怖 〔畏〕 avatta-bhaya  (旋 流の 怖 畏，; '回狀 

の 怖畏， 泡 狀畏） 10  273，  275°  ；  59 下 8 
渦卷 Svatta  (旋流 ，洞'; fT) 15  252,  282，  283; 

23  309  - 
m   X latukika  6 136  ； 10  257  ；  32  34*,  262* 

②ほ pa 16 上 364，  365  3： lapa-sakuna  30  92* 

④ vatta  41 413  ®  vaftaka 1 78; 11 下 203; 

28  401*,  410*  ；  29  344，  345 
〔鶴 群の 不和と 破滅〕 28  401 
〔鶉と 魔〕 30  92 
〔義と 山火事〕 28  410 

郭鬪 vanaka-yuddha  43 173，  350,  390；  44 
468 

〔舞の^ 喻〕 10  257 

II の 雛の 所行 Vattapotaka-cariya  〔經〕 41 
413° 

II 本 生物 語 '1； Latukika-p は ka  (三 五 七） 32 
34° ② Vattaka-ja は ka  '三 五） 28  408° ③ (一 
一八） 29  340° ④ （三 九 四.） 28  333;  32  262° 

〔鶉， 激師の 手を脫 す〕 29  344 
〔鶉 を 堅く 捕 ふる 瞽 n|:i 11 下 203 
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鹑， 謠, 圑， 打， 尉， 窓 ーゥツ 


〔義を 緩く 捕 ふる 譬喩〕 11 下 203 

謠ひ akkhSna  (語 り 物， 古譚） 6  8,  98 

圑扇 ①ほ la-vaijta  (扇, 多羅 莖， 多羅 葉 扇） 26 

493;  28  359;  36  305 ② vijani  (扇， 拂子） 26 

247 

打つ vadhati  2  449 

尉禪 Ujjeni  (き 禪尼， 鬱支， 優禪 尼） 〔國， 城〕 3 
484 

鬱迦羅 Ukkala  〔村〕 3  6 

① 鬱金 ②諺金 香 haliddi,  halidda  (姜 黄, 薑 

黄） 〔色〕 （！'2  54; 13 147;  38  210,  455;  63 

42,  63，  270 ② 35  376 
11 金 香 ① kuiikuma   59 下 284;  63  27 ② 

halidda 〜前項 
鬱金色 kusumbha-ratta  36 157 
鬱闍迦 Ujjaya ① 〔婆〕 21 212 ② 〔經〕 21 212 
① 鬱禪尼 ② 靈闍尼 ③ 鬱支 Ujjem  (擾禪 尼, 

尉禪） 〔國, 城〕 ① 25  401 ； 27  274  ；  30  419, 

421 ； 60  43, 177,  236,  338 ② 35  29  ；  60  63 

③ 65(1)  58，  88 
懲禪尼 人 Ujjenaka  59 下 188 
靈 瘦歌邏 EsukSrin   T) 〔婆〕 11 上 234* ② 

〔王〕 35 185,  188,  192,  198，  206 
懲瘦 歌邏經 EsukSri-suUa 11 上 234° 
靈多摩 Uttama  〔毘舍 婆 沸の 第二 弟子〕 6  365 
鬱 多羅 UUara ① 〔比〕 21 17*;  25 143， 150 

〔自他の 失を觀 察すべき こと を說 法〕 21 17* 

②  〔第二 結集 比丘， 離 婆 多の 弟子〕 4  451, 452 

③  〔阿育 王 時代の 傳 道師〕 60  59， 130;  65(1) 
81， 86 ④ 〔學 童〕 7  405*  ； 11 下 433 ⑤ 〔塞:] 
25  47 ⑥ 〔夜叉 童子〕 12  366,  367  >t>  Uttara 
(優 多羅） 〔尼〕 25  335,  365;  60 104,  124, 125 
⑧ 〔夷〕 21 315  ；  24  455  ；  25  92  ；  41 160  ；  63 
168,  313,  314  〔死後 生 天〕 24  455  〔神 變を行 
ふ〕 63  313，  314  (9)  Uttara  〔經 〕 21 17 

鬱 多羅 圜 Uttararama  〔精舎〕 60 102, 114 
①鬱 多羅 fi" ②鬱 多羅 f 曾 伽 uttamsaiiga  (上 
衣， 上 著 衣、 ① 1 333*，  394,  446  ；  2  256  ；  3 160, 
447,  478,  501，  504*,  518;  4  404,  435;  5 14, 
297，  300  ； 15  441 ； 27  3;  62 120  ；  63  335 ② 
1 336 


蠻 多羅 天宮 Ut1;ai-a-vimSna  24  537 

鬱 多羅 難陀母 Uttara  Nandam§tar  「夷， 禪定 

第一〕 17  37 
鬱 多羅 女天宫 し 'れ arS-vimSna  24  454 
變 多羅 母 UUaramStar  〔夜叉 女〕 63  316 
懲 多羅 母 鬼 事 Uttaramatu-petivatthu  25  46 
鬱多樓 Ut は ra  (鬱 多羅） 〔拘那 含 f^ii の 第二 弟子〕 

6  365 

鬱陀迦 羅摩子 Uddaka-RSmaputta  (鬱頭 藍 弗， 

優 陀羅羅 摩 子， ラーマの 子なる ゥ ッ ダカ） 〔仙〕 

3 13;  59 上 374 
戀陀耶 Udaya  (優 陀耶 二 優陀夷 ミ陀, 懲 陀耶跋 

陀） 〔王〕 60  39，  67 
鬱陀 耶跋陀 〔羅〕 Udayabhadda  (@ 陀夷 拔陀, 

優 陀耶跋 陀= 優 陀耶， 難 陀耶） 〔王〕 60  39;  65 

(I)  91 

徹陀羅 uddala  〔樹〕 34  289 

鬱 陀羅迦 UddSlaka  〔苦行者〕 34  289* 

鬱 陀羅迦 苦行者 本 生物 語 Uddaiaka-j5 は ka 

(四 八 七） 34  288° 
鬱單越 Ut は ra-kuru  (北俱 ，北 拘羅） 〔洲〕 1 

11; 3  50,  51; 26  34;  59 上 7, 193, 194 
鬱單越 洲の問 Uttarakuru-pafiha  59 上 19 
① 懲低迦 ② 懲帝迦 Uttiya  or  Uttika  〔比〕 
① 16 上 175，  391, 392  ；  26 143 ② 25 115,  122， 
134  〔五 妙 欲 を 佛に問 ふ〕 16 上 175  〔四 念處の 
說法 にて 成 阿羅漢〕 16 上 391, 392  〔譬喩 經〕 
26 143 

穆低迦 ① Uttiya 〜前項 ② 〔居士〕  57  344 ③ 
〔外， 佛に十 無 記 を 問 ふ〕 22 下 109  'ぶ' Uttiya 
or  Uttika  〔經〕 16 上 175，  391 ； 22 下 109 
鬱帝 Utti  (鬱 帝臾） 〔王〕 60 119,  121, 284 
變帝臾 Uttiya  〔比〕 60  73,  76;  65(1)  79,  81, 
89 

鬱頭隨 若 Ujufifia  (委 若） 〔國， 邑〕 11 上 166 
戆頭藍 弗 Uddaka-Ramaputta  〔• 陀迦羅 摩 子， 

優 陀羅羅 摩 子， ラーマの 子なる ゥ ッ ダカ； 〔仙〕 

〔所說 …見つつ 見ず〕 8 161 
欝 暴鉢羅 udumbara  (優 ft 婆羅， 優 曇 拔羅， 烏 

曇 婆羅， 無花果） 〔樹〕 12 198, 199 
鬱波羅 uppala  (優 鉢羅， 靑連， 靑 蓮華， 睡蓮 > 
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ゥ ッ 一曹, 美, 腕， 鳗， 奪, 馬, 生， 海, 膿， 怨, 漆， 麗， 愁, 憂 


〔花〕 30  396 
〔鬱 波羅 華の tfns さ〕 30  396 
磁婆利 じ bbarl  〔王妃〕 25  51 
碧 婆 利 鬼 事 じ bbari-pe は vatthu  25  51 
馨婆利 品 Ubbari-vagga  ： 餓鬼 事經〕 25 16° 
①鬱 W 羅②鬱 毘羅、 E 戀 婁頻螺 じ ruve ほ: 優 

樓 頻螺， 優樓 比螺， 優留 毘羅） 〔村〕 ① 7  83， 

304  ；  34  63  ；  38  337  ；  58  338  Z 16 上 393，  420 

③ 26  507 

US 丰羅迦 葉 Uruvela-kassapa  (優樓 頻螺迹 葉, 
優 樓頻羅 葉） 〔外, 比〕 38  337,  338,  406,  407 

鬱革皁 羅劫波 Uruvela-kappa  〔村〕 16 下 56; 
22 上 141 

美しき vaijMvant 美貌， 容麗， 端嚴） 20  346 
腕 飾 kayura  (環 f さ、' 4 164 
腕の 力 b5h5-bala  36 16 
腕 環 J  kankana  25  379 ② pavattika 11 下 
341 

〔腕 環の 相擊っ 譬喩〕 37  497 

腕 環の 摩擦 samghattana-valaya  32  364 

〔腕 を 屈伸す る饕 It  = 力士 屈伸の 钔 11 下 436 

腕 を 握る bahuppacalaka  2  305 

鰻の 捕へ 輕 きが 如く  amarS-vikkhepa  (詭辯, 
不死 矮亂， 不死 不散亂 ） 10  370 

奪 ふ acchindati  2  401 

馬 ① assa 1 85，  254  ；  3  385;  4 15; 11 下 156, 
157; 16 下 411; 18  349;  20 147;  22 上 318; 
22 下 219  ；  28  344*，  349,  350,  355*  ；  30  49*  ； 
36  240;  37 149，  458,  459，  466;  38 184;  39 
62, 187，  234，  342，  343 ② balin  24  527 ③ 
haya  24  455，  456  3)  Assa  or  Haya  〔經〕 
16 上 9 

馬銜 mukhadhana 10  252;  21 55，  58 
馬 商人 assa-vSmja   ft^l樂 1 10；  30  49* 
馬の 覆 assatthara  3  339,  340 
馬の 過 assa-dosa  ： 八 種〕 21 53，  54° 
〔馬の 鑑定、 33  414 

馬の 供 核 assa-medha 獻馬， 獻馬 祭， 馬祠、 12 

131 ； 23  266 
馬の 城 Assa-pura  33  63 
〔馬の 調 御の 18 199;  25 185,  308 


〔馬の 譬 n 翁〕 17  474,  477，  479;  22 上 68 
MM   ®  assa-sala 1 254 ② assa-mandalika 
1 10 

馬 を 御す るの 術 assa-sippa  23 133 

〔馬を賣買する譬(1|^〕 18  349 

生れ jati  (生， 種， 種 姓， 系統, 系譜, ji 脈、, 8  98  ； 

24  39，  228*,  243* 
生れ 乍ら の 精神 錯亂者 jacca-ummattaka  64 

211 

生れ 乍ら の 盲者 jaccandha  (生 盲， 生 盲人） 64 
211 

生れ 乍ら の 饕椏者 jacca-elamuga  64  211 
生れ 乍ら の 聾者 jacca-badhira  (生 聲、 64  211 
生れの 論議 jati-vSda  「種 姓の 論， 系統 設， jiL 

統， 出生の 論） 6 149, 150 
海 （T  samudda  (大海， 海洋、 3 196  ； 15  252*  ； 
16 上 209*  ；  23  309 ② Sagara  〔王〕 60 19 
③ Samudda  〔經〕 （一） （二） 13  205； 15  251 - 
253; 16 下 399  (—) - (六） 16 上 209 - 210，  211, 
212 

〔海に 於け る 水の 譬时 ミ〕 37  340 
〔海の 五 支:： 59 下 281 
海の 問 Samudda-pafiha  59 上 196 
〔海の 譬 >Ib1〕 39  59，  60 

海 本 生物 語 Samudda-jai:aka  「二 九 六） 31 285° 
膿 T  assava  3  358,  515 ② pubba  (膿汁） 17 
51; 38  99， 100  〔三十 二 身分の 一〕 7  339;  40 
11, 225；  63  61°,  268° ③ pubba-ga1:a  22 上 
35,  36 

怨 vera  (怨 惠， 怨心， 怨恨, 怨讎， 怨憎， 散 意， 怒, 

魔怨 3  599,  602,  604,  606; 14 142 
怨 める 心 upSrambha-dtta  (難詰 心） 25 186 
漆 ほ kha  (ラック， 脑脂， 勒叉） 13 147 
麗 し abhiriipa  (勝 形， 形 色， 端嚴， 形相 殊妙， 端 

正） 13  412 
愁 ひの 箭 soka-salla  (憂 箭， 愁箭 ） 24  373 
愁ふ socati  42  253  ；  43  270,  278，  291 
憂 ひに 封しての 如理の 努力 sartivegassa 

yoniso  pad  ha  nam  (歜を 生ずる 爲の正 精勤, 

厭 者の 如理 精勤） 23  277 
憂 ふべき 事: こ對 する 憂 samvejaniyesu 
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上， 噂， 娇， 雲， 運, 蕴 ーゥン 


thanesu  samvejanarh  (可 厭處に 於け る 厭, 
順 厭處に 於け る 厭） 23  277 
上覆 uttarattharaija  (上 敷布， 队布， 外套） 4 
435 

上靴 upShana  i 靴， 履物， 履， 草鞋, 革 履， 展） 62 
250 

上 敷布 uUarattharaija  (上覆， 人 布） 1 91 
噂 vebhassi  2  389 
蟒 ajagara  (大蛇） 26  226；  39  329 
雲水 比丘 ekacarika-bhikkhu  63  408 
雲相應 Valaha-saihyutta 14  411。， 416 
雲 天 valahakayika  dev^ 14  411°  〔種種〕 14 
411 

〔雲 天に 生ずる 諸 業〕 14  412 

雲 天の 姬 ① Pajjunnassa  dhita 12  41， 42 ② 

Pajjunna-dhita  〔經〕 （一） （二） 12  40,  41 
雲 馬 ① Va ほ haka  〔馬 王〕 7 170,  185* ② 

valahassa  30  214* 
雲 馬 王 Valahaka-assa-raja  7 185* 
雲 馬 本 生物 語 Va ほ hassa-jStaka  (—九 六） 30 

211° 

雲 品 Valahaka-vagga 18 179 

雲 喻 人 va ほ haktipama  puggala  (雲に n| ふべ 

き補特 伽羅） 〔四 種〕 47  366,  421 
雲 林 Meghavana  (眉 伽 林 =大 雲 林 園， 大眉 ィ加 


林） 60 145, 146 
i^g 心 avattana  =  avajjana  (^i!, 寧 § 向， 向轉, 艇 

心， 傾注） 58  47，  48，  52,  89*,  120, 143 其 他 
〔運命 は 姓名に 關 せず〕 29  272 
運命 を說く     vyakaroti  (記說 す， 記 別す， 自記 

す) 7  207* 

蘊 (1) khandha  64 15°，  290 ② Khandha  〔經」 
13  368,  373  ； 14  74  ； 16 上 243  ； 16 下 345 ③. 
Khandhena  〔經〕 14  366,  372,  378 
蘊護呪 Khandha-paritta  59 上 312;  63  386 
蘊 施設 Khandha-pafifiatti  47  357;  57  403; 
59 上 25 

蘊聚 khandha-sariigaha  5  383 

蘊重擔 khandha-bhara  43 126 

〔蘊 • 處 • 界の 相攝〕 47  214 

蘊相應 Khandha-saihyutta 14 1%  296 

①蘊雙 論 ②蘊雙 Khandha-yaniaka ① 48 上 

22° ② 59 上 25 
蕴 の解釋 Khandha-niddesa  (= 五 蘊の解 li) 

64  r，  91, 97, 107,  139，  233,  289 

①蘊 〔法〕 の 生と 滅 ②蘊の 生滅 ③蘊 の起滅 
khandhanam  udayabbayo ① 18  26 ② 23^ 
369 ③ 25  351 
蘊 分別 Khandha-vibhaiiga  46  r  ；  59 上 25 
蘊 品相應 Khandha vagga-saihyutta 14  456 
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ェ一 力 一ェ 


ェ —力 Eka  〔王」 38 148,  150,  178*  182*,  196, 
204,  205 

ユー 力 カー ピッラ Eka-kapilla  〔精 舍〕 60  415 
エー カサ— タカ Ekas§taka  〔婆〕 59 上 254; 
59 下 131 

エー カーサ ナタ一 イカ 一 EkSsanadSyikS  〔上 匕 

丘 尼の 譬 經： 27  375 
エー カーサ ナタ' 、ーャ 力 EkSsanadSyaka  〔上 匕 

丘の 譬 經〕 26  384;  27 126 
エー カーサ ニー ャ EkSsaniya  〔比丘の 譬卩 1 經〕 

26  256 

エー 力 サン キヤ EkasaiikLiya  〔比丘の 譬喻 經〕 
27 143 

ェ 一力 サン ニヤ 力 Ekasafifiaka  〔比丘の 璧喻 

經〕 26  214,  357 
エー 力 ダン マサ ヴ ニー  ャ 

Ekadhammasavaniya  (能聽 一法:':' ほっ 25 

125  ；  27 131 〔譬 喻經〕 27 131 
エー 力 チヤ ッ ティ ャ Ekachattiya  〔比丘の 譬 

口 I 經〕 27 105, 167 
ユー 力 チヤ ーリャ EkacSriya  〔比丘の 譬 喻經〕 

26  335 

，エー 力 チャンパ カフ' ッ ピャ 

Ekacampakapupphiya  〔比丘の 譬 喻經〕 26 
485 

エー 力 チン ティ タ Ekacintita ① 〔傳 。 轉輪 王〕 

26  254 ② 〔比〕 譬喻 經〕 26  332 
ェ —カツ サラ Ekassara  〔傳。 轉輪 王〕 26  342 
エー カツ タンパ' （ 一柱' パーサー ダ 

Ekatthamba-pasada  〔殿 樓〕 61 303 
エー カッタン ビカ Ekatthambhika  〔比丘の 

譬 Us ミ經〕 26 101 
エー 力 ッ ギヤ Ekajjha  〔傳 。轉輪 王〕 26  405 
エー 力 ディー ピャ Ekadrpiya  〔比丘の 譬 UbI; 經〕 

26  324 

エー 力 ドウ ッサダ 一ャカ EkadussadSyaka 

〔比丘の 譬 ngi 經〕 27 123 
エー カドゥ ヴーラ Ekadvara  〔精 舍〕 60  393 
ユー 力 ナーラ Ekana!a  (—葦，一 茅） 〔婆羅門 

村〕 24  26 
エーカー ハ EkSha  〔池， 61 406 


エー カパダ *チ* ヤー タカ Ekapada-jataka  (― 

句 本 生物 語） （二三 八） 30  397° 
エーカー パ ッシタ Ek§passita  〔傳°^|？ 輪 王〕 26 
363 

エー カパッ タタ、、一 ャカ EkapattadSyaka  〔J: 匕 

丘の 饗 (1 經〕 27  236 
エー 力 パティ— Ekapati  〔王妃〕 38 155 
エー カパ ドウ ミヤ Ekapaduniiya  〔上 匕 丘の # 

口  1 經〕 26  465 
ェ —カパ ドウ ミヤ 品 Ekapadumiya-vagga  26 

465 

エー 力 パラ Ekabala  (—力 王） 〔國〕 39 109 
エー 力 パンナ • チ 'ヤー タカ Ekapappa つ 'Staka 

(—葉 本 生物 語） （一四 九） 29  489° 
ェ一 カピ ンダパ 一タ ダーィ カー 

Ekapindapatadayika  〔比丘尼の 譬 ni; 經〕 27 

362 

エー 力 プシタ Ekaphuska  〔傳。 轉輪 王〕 26  356 
ェ一 カプッ ピャ Ekapupphiya  〔比丘の 譬喩 
經〕 26  406 

ェ一 カプン ダ リー 力 Eka-pupdarika ① 〔比〕 

〔譬卩 i 經—〕 26  402 ② 〔園〕 10  308 
ェ一 力 マン ダ一 リャ EkamandSriya  〔上ヒ 丘の 

譬ロ li 經〕 26  481 
ユーカラ ーヂャ Eka-rSja  〔王， 佛の 前生〕 41 

370,  419,  421 
エー カラー チヤ • チ" ヤー タカ Ekar§ ja-jataka 

(一王 本 生物 語） （三 〇 三） 28  99;  31 323° 
ェ 一カラー チ、 ャ の 所行 Ekaraja-cariya  〔經〕 

41 419° 

エー カランサ ニヤ Ekaraihsaniya  〔it 丘の © 

喻經〕 26  289 
ェ —力 ヴ ンデ ィ ャ Ekavandiya  〔比丘の 譬喩 

經〕 26  370 

エー カギ ハー リ U ロロ    Ekavihari-vagga  27 142 
ェ —カヸ ハー リ ャ EkavihSriya  〔比〕 25  218 

〔譬 喻 經〕 27 142 
ユー カン ヂャ リ 力 Ekafijalika  〔比丘の 譬 n|i 經〕 

26 145 

ユー カン ヂャ リャ Ekafijaliya ① 〔傳 c 轉輪 王〕 
26  400 ② 〔比〕 〔譬 Bi 經〕 26  399,  474 
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ェ 一エー ク， 衣 


ユー クッダ —ニヤ EkuddSniya  (—優 陀那） 

〔比〕 25 125 
ユー クポ— サ ティカ— EktiposathikS  〔比丘 

尼の 譬 經〕 27  372 
ュ一ク 'ポー サ ティカ 品 Ekuposathika-vagga 

27  372 

ユー シカ Esika  [： 國〕 24  500，  501 

ユース カーリ— Esukarin ① （諺瘦 歌邏） 〔婆〕 

11 上 234 ② （鬱瘦 歌邏） 〔王〕 35 185 
ユース カーリ • スッタ Esukari-sutta  (懲瘦 歌 

邏經） 11 上 234° 
ユー ナ鹿 epeyyaka  (=ェ 一二, ェ一ネ ツヤ， 伊 

泥延， 玲羊） 36  70 
エー 二     em  (伊 泥延, 伊 尼， 靡 鹿， 玲羊 = ューナ 

鹿， ェ―ネ ツヤ） 〔鹿： 8 185;  27  74;  59 下 212， 

227 

ユー ニー    Em  〔河〕 12  246  ；  32  338 

ェ— 二 パッサー Enipassa  〔女〕 24  460,  509 

ュ―ネ ツヤ eijeyya げ尹 泥延， 羚羊， ェ 一 ナ鹿 = 

ェ —二） 〔鹿〕 37 146;  38  301 
エー ラカ ① Eraka し 比〕 25 132 ② eraka し 草, 

樹〕 31 457;  33  334 
エー ラカカ ッ チヤ Erakakaccha ① 〔城〕 25 

406 ② 〔町〕 25  31 
エー ラ カマー ラ E!akam5ra  〔王〕 37 178, 192 
ェ 一ラガ ラー e!aga ほ 〔草〕 32 116， 117 
ユー ラグ eragu  〔敷 具〕 3  346,  349 
ユーラ— パタ Erapatha  (伊 羅漫， 伊羅鉢 〔多〕） 

〔四 種 蛇 王族の一〕 4 168; 18 125;  30  243 
エー ラー フル Erahu!u  〔地名〕 61 318 
ユーラ— ラ E!ara  〔王〕 60 128,  288,  291，  294， 

299,  301,  318*  ；  61 429 
ュ 一ラール 力 e!aruka  〔樹〕 24  481 
エー ラヴ ッダ E!avadda  (伊羅 拔陀） 〔國〕 42 

234  ；  43  28 

ェ— ラー ヴナ Eravana  (伊 羅婆陀 ，伊羅 婆那， 

^^^^羅伐孥） 〔龍王〕 マ 284；  24 139 

ェ 一ランダ eraijda,  elanda  (伊亂 伊 蘭 植， M 
麻） 〔草〕 9  227  ；  34 108  ；  43  240  ；  44  304  ；  64 
399 

ェ 一 V ンダガ ッ ラ Eraijdagalla  〔池〕 61 172 


ェ―ラ ンダ油 eraijda-tela  (毘寐 子 油） 2 140 
エー ラ ン パラ elambara  〔植〕 39  408 
エー ラン ブヂャ elambuja  (水 蓮） 24  327;  42 
306 

エー ルッカ 一 ッタ Erukkaua  〔村〕 61 364 
エー ルツ カーヴ ーラ ErukkSvOra  〔堡 壁〕 61 
365 

エー レツ ャ E!eyya  〔王〕 18  315* 

衣 't  civara  (衣服， 上衣， 法衣） 1 353°，  431， 
438  ；  2  96,  98, 192°,  194，  244,  400，  408，  453*  ； 
3 153，  154，  533  ；  4  25,  450,  451 ； 5 14*,  35， 
67， 192,  200,  239;  8 165°  ；  9 186*; 11 上 7, 
8  ； 11 下 22，  52,  53,  54, 150  ； 13  285,  286  ； 17 
395,  406,  408，  489  ；  22 上 22，  24，  341, 342  〔比 
丘の 七道 具の 一〕 4  450，  451 〔受 用法〕 9 13; 
20 145  〔二種〕 5  200  ；  22 上 22，  24，  341， 342 
〔種種〕 3  533; 17  395,  489  〔三 衣， 雨 浴衣 等 
を 脫ぐを 得る 場合〕 3  519  〔衣 を 得る 八 事〕 3 
538  〔田に 擬 して 作る〕 3  501 (2；  sataka 1 79 
③ avararh  〔經〕 13  318 ④ Cela  〔經〕 16 下 
368 ⑤ Vattha  〔經〕 （一)- (四） 16 上 218 

① 衣架 ② 衣 騒 civara-vamsa ① 1 79  ；  3  83， 
86,  91， 500;  4 180，  186，  215,  234,  235，  321, 
334,  338 ② 1 97 

衣篋 dussa-karaij さ aka  、衣^ 16 上 256;  21 

111 

〔衣 篋の璧 n|i〕  9  376,  382; 16 上 256;  21 111; 
41 46 

衣犍 Civarakkhandhaka  3  472° 

衣 綱 dvara-rajju  (衣 繩） 3  83,  86，  91, 500; 

4 180,  186,  215,  234，  235，  321，  334,  338 
衣材 civara-dussa  2  453 
衣荀 dussa-karandaka  (衣 篋） 9  376，  382 
〔衣笥 と 衣裳の， nU〕  9  376,  382; 16 上 256;  21 

111; 41 46 

衣 時 X  civara-kala 1 442°  ；  2  463°  3)civara- 

kalasamaya  5  59 
衣 似 civara-lesa 1 283* 
衣 執す 寺 civara-palibodha  5  200 
衣 ：听 生染〕 の 遠 離 civara-paviveka 17  395 
衣 商 0D  dussa-vaniijS  4  435 ② p§v5rika  (衣 
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衣， 依一 ェ 


服 商） 2  408 
衣繩 civara-rajju  (衣 綱） 1 79 
〔衣の 受用〕 9 13;  20 145 
衣の 二種 civara  duvidha  22 上 22，  24,  341， 

342 

衣服 ① civara  (衣， 上衣， 法衣） 1 148,  408, 
409  ；  2  79,  93  ；  4  244  ；  8  303,  304  ；  9  44,  45  ； 
13  41, 173  ； 18 17,  50，  97，  434  ； 19  71; 23 
360  ；  62  56 ② vattha  (衣裳） 4  227，  252  ；  8 
338，  339; 11 下 217，  229; 12 157*;  21 124* 
〔六 種〕 43 180%  383 

衣服 施 者天宮 vaUha-dayika-vimSna  24  479 

〔衣服の 相 を觀る 婆羅門〕 29  220 

① 衣服 論 ② 衣服の 話 vattha-katha  (衣 論) 
〔無用 論の 一〕 1  2  260;  3  333;  6  255;  8  47; 
10  358  ； 11 下 132  ； 16 下 337  ；  22 下 22  ；  43 
175， 184  ；  44  433 ま 6  9， 100 

衣 月 艮をー 肩に ekaihsaih  civararh  karitva 
(二 衣 を 一 肩, こ し， 上衣 を 一 肩; こ し， 一 肩: こ 上衣 
を衩 て） 25  206 

衣 分 civara-pativisa  3  462* 

〔衣 分 を〕 蓄 ふる 九 事 apacina-navaka  3  464 

衣 法 civare  pariyayo  3  34d 

衣 物得婦 patavasini 1 236* 

〔衣 を淨 むる 譬 n|〕 14  206; 17  339 

衣 を捉る sarhgh&tikaijija-gahana  2  354 

衣 を 引き 上ぐ ukkhittaka  2  304 

依 Dupadhi  (億 波提， 有 依， 有 質， 本質， 依 身， 
依 著， 煩惱 依， 所 依， 生の 素質） 9  251 ； 10  263*  ； 
11 上 339，  340  ； 12  8， 183，  197，  201 ； 24 12, 
134,  200,  217,  241,  274,  375,  397，  398;  42 
28， 109,  170，  194,  213;  43 138%  263;  44  6 
〔三種〕 44 194°  ： 十 種〕 44  98°,  119°  〔依 
—苦〕 23 136;  24  274  〔依— 觸〕 23 103 
Dnissaya  (依 止， 所 依， 所 依 止） 〔二種〕 43  324 

依 因 法 natha-karaija-dhamma (救護 事 法） 〔十 
種〕 8  347 

①依緣 ②依 〔緣〕 nissaya-paccaya  (依 止緣) 
〔二十 四緣 の一〕 D  40  392*,  405*，  426*  ；  64 
180,  185, 194  ；  65  (II)  71 ② 63  285,  286 

依緣性 idappaccaya ほ （此緣 性， 相 依 性， 緣性， 


此が緣 に 依る とい ふこと） 40  205 
依 遠 離 upadhi-viveka  42  39°,  213,  238;  43 
138° 

依果 upadhi-vepakka 11 下 73* 

① 依估 ②依據 parSyana  (所 趣處！  T. 12  53, 
54 ② 43 11， 15，  242 

依 止 'Dnissaya  (依， 所 依， 所 依 止） 3  87,  88， 
93, 109*,  156*，  250,  26u  ；  4  7,  8,  32， 
48, 115,  128,  134;  5  209，  305°*;  22 上 304; 
44  422  〔規定〕 3 135°*，  156*  〔受く る 資格 あ 
る 者〕 5  307  〔資格な き 者〕 5  306,  307  〔必要 
とする 者〕 5  223,  305，  306  〔要せざる 者〕 5 
305,  306 ② nissita  (所 依， 有 依） 3 135°*;  5 
223,  305,  306  ； 11 下 396  ； 15  95;  24  286，  287  ； 
62  26%  29  〔依 止〜 動搖〕 24  286 ③ patiUha 
(依 所， 拫據， 足場） 14  84,  86,  91 ®  Nissaya 
〔經〕 22 上 5 ⑤ Patitthita  〔經〕 16 下 61 

依止緣 nissaya-paccaya  (依 緣） 〔二十 四緣の 
一〕 5  294*;  50 1， ir， 18*,  158，  343%  375°  ； 
51 2*，  24，  50,  89， 141,  292;  52  7*,  46,  98， 
136 其 他； 53  3 乙 15，  52，  74 其 他； 54 12，  34, 
57，  76 其 他； 55  3*;  64 100  238，  241*,  247 
其 他 

依 止 緣廣說 nissayapaccaya-niddesa  50  375 
依 止 〔戒〕 nissi1:a  〔sna〕  62  26°,  29 
f 衣 止羯磨 nissaya-kamma  (應 責听 作〜 
niyassa-kamma)  3  566*,  573°,  575*;  4 11°, 
12， 13, 14;  5  243,  382  〔0 緣と 作法〕 4 11° 
〔解く 作法〕 4 13  〔解くべき 場合〕 4 12 
依 止 竭磨 十八 事 nissayakamme 

attharasavattam  4 12 
依 止眷屬 nissaya-parivara  40 195: お 
依 止して upanissSya  21 4，  6 
依 止沙彌 Nissaya-samaijera  〔經〕 22 上 304 
依 止せる 阿闍梨 nissayScariya  62 190 
依 止の 解 nissaya-patippassaddhi 5  220 
依 止 分 Nissaya-vara  50 117%  414，  465;  51 
76, 128,  249,  402;  52  32，  87， 127,  168，  232; 
55  3* 

依 止 分 之 |睪 Nissayavara-vannana  50  465 
依 止 品 Nissaya- vagga  22 下 276，  301 ' 

) 


エー 依, 廻, 惠， 會， 慧 


依 止 を與ふ nissayaih  dadati ： 資格 十 カ條ニ 
22 上 304 

依 著 upadhi 依， 有 依， 有 質， 本質， 億 波提， 依 
身, 所 依， 生の 素質， 煩惱 依） 23  295,  299,  320 

依 著者 upanissi は 24  338;  43  46 

依 著な く    nirupadhika  (依な きもの， 生 質な き） ' 
12  241， 370 

依 趣 sampargyana  '來 世， 當來， 後世） 43 11， 
15 

依听 I  adhikarana  (事） 18  279  %.  Ssaya  (听 
依， 住官， 棲處） 57  224,  225  (g)  patittha  '嵌 
止， 拫據, 足場:' 39 189 ④ saraija  (歸 依, 歸依 
听， 歸 依處， 歸 投處, 隱家） 9  401 ； 23  46 

依處 adhitthana  (處， 所托， 攝受， 攝持， 受持， 
住 著， 取 著， 偏見'、 13  24 

依 身 upadhi 依， 依 著, 億 波提， 有 依， 本 K  ，有 
質, 所 依， 生の 素質， 煩惱 依） 23  330 

依 身の 滅 upadhi-samkhaya  (依 滅盡， 煩惱の 
依を盡 し, 60  37，  38，  63， 103 

依 天智見 adhideva-nana-dassana  21 246 

依な きもの nirupadhi  (依 著な く， 生 質な き） 
12  8， 183 

依の 捨離 upadhi-patinissagga 12  234 

<t 依の 滅 ② 依の 滅盡 upadhikkhaya  (所 依 

滅盡, 諸 盡き） T      266 ま 21 2 
依 憑 nittha  (成就， 究極） 7  325,  326 
依附す sevati  22 下 188,  238 
依 名 得 運 本 生物 語 N'Smasiddhi-j§ は ka 九 七） 

29  272° 

依滅盡 upadhi-saihkhaya   (依 身の 滅， 煩惱の 

依を盡 し:' 20 138 
依樂 upadhi-sukha 17 125 
〔廻向 思想'： 22 下 216;  25  59=*,  67,  GS  ；  58  43  ; 

59 下 135, 136 
惠施火 dakkhipeyyaggi  (應施 火） 〔三 火の一〕 

8  296 

會 ① parisa  ' 衆， 衆會， 集會， 會衆， 民衆 18  322 

② Samaya こ經〕 12  36 
會式 kotQhala  9  461 

會衆！ •  gana 衆， 衆人, 衆 社， 團ぁ 組合, 群, 伽 
W'  3 124  f  parissajja  (衆 12  389 


會 衆の 怖畏 parisa-sarajja-bhaya  (衆 中: こて 
臆する 怖畏， 集會中 羞恥 怖畏， 集 恐怖 畏， 怯 衆 
怖' 59 下 8 

會得智 parmfiS 遍知， 遍智， 智， 知悉， 曉了） 10 
14 

會得^)智 sammasane  nanam  (思惟 智） 40 1, 
87°* 

慧 t  paniia  (智慧， 般若、: 3 19 た 6 184*,  400 
402  ；  8  298; 10 14°  ； 11 下 112*  ； 12  402,  403 
13  9， 12, 14, 15, 152， 154  ； 16 下 105， 106 
341*； 18  328,  330; 19  4*, 17*,  155;  20  99 
22 上 6;  22 下 19*,  31， 96°  ；  24  68  ;  40  36°* 
42  64% 114，  139;  43 127,  377°  ；  44  27%  30: 
51， 89，  244,  354;  47  27°*;  58 125°, 181 
391°  ；  59 上 65。，  66,  77% 166,  197,  198;  64 
2°  ；  65  ai) 13, 14  ： 三種： 8  298  〔種種〕 41 
125;  64  4°  ： 定義： 11 下 74;  40 199°  ；  42 
64°,  114，  137，  309;  43 127，  321，  377;  44 
27°,  89；  45 18°, 19，  24，  89°  ；  46 138*,  163, 
275,  326，  336,  356;  47  27*,  394;  64  4。 〔慧 
の義〕 64 1。 ：戒 との 關係： 6 184  〔作意との 
區別〕 59 上 65  〔識 との 異同〕 10  12  〔想， 識と 
の 相違 二  64  2  ニ修習 法〕 64 12  S  Panna  ；； 經〕 
16 下 404  ；  21 4?  22 上 78 

①慧 有る 者②慧 あり pafifiavant  (慧を 具へ， 
有慧， 智慧 者， 具慧， 具慧 者， 持慧 者， 有 智者， 智 
者， 怜悧） （1： 10 111 S  22 上 240，  245,  329 

慧 威力 pafifiS-teja  40 171 

慧蕴 pafifiSkkhandha  (慧聚 ） 3 109,  110, 115  ； 
5  331 ； 6  293，  296,  298  ；  8  308; 12  238  ； 17 
202;  64 151 

慧顯 pannaya  dubbalikaranaiii 9  479 

慧圓足 pafifiS-sampad§  、慧 具足， 慧 成就， 智 
慧 成就） 19  266,  267 

慧應證 panna-sacchikaraniya 18  320,  321° 

慧 行者 pafifia-cari は 63  53 

慧 具足 T  pafifia-sampadS  (慧圓 足， 憝 成就， 
智慧 成就） 6  239,  240，  250; 18 115'  ；  21 210% 
217,  278,  279,  282  (f  panna-sampanna  (慧 
具足 者） 16 下 299°  ； 19 111; 21 187。, 192 

慧 具足 者 panna-sampanna  、慧 具足、， 21 124  ； 
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憨， ffi, 穢ーェ 


50  482,  484,  485  ；  59 下 204 
慧解脫 ぼ: pafifia-vimuUa  (慧 解脫 者） 7  24, 
25  ；  8 125,  129，  332 ； 10  243 ； 13 179  ； 16 下 
357，  358; 17 114;  47  360,  372，  373，  379°, 
469，  471°  ；  57  81; 64  406,  407,  411， 494 ② 
panna-vimutti  (慧 解脫 者） 6  224,  239*；  7 
57,  268;  8  96, 132，  133,  169,  369;  9  54, 115， 
116,  120,  125,  126,  463,  468,  492; 10 15,  310, 
322; 11 上 26,  27; 19  27,  28, 115,  117;  20 
244,  247,  326  ；  22 上 250  ；  47  59,  370,  396, 
397,  402，  453,  455*,  469 
慧 解脫果 pannavimutti-phala 10 15 
慧解脫 者 ① panna-vimutta  (慧 解脫） 10  302°  ； 
12  330; 14 102；  21 88;  2'2 上 163°*，  238 ② 
panna-vimutti  (慧 解脫） 10  239  (3)  Panna- 
vimutta  〔經〕 22 上 163 
慧解脫 善 巧 pafifiS-vivaddha-kusala 17  34 
慧眼 panna-cakkhu  (智 眼） 8  298; 10 14; 18 
253;  23  303;  42  65;  43 159°,  312°  ；  44  291°, 
333  ；  48 上 97*，  298,  300  ；  49 151,  152,  154*  ； 
57  325，  326  ；  63  58;  64 114， 139 
慧香 pafifia-gandha  48 上 97*，  299，  301 
慧廣大 pafifia-vepulla  (智慧 廣大） 62  416 
慧拫 pafifiindriya  8  318; 16 下 1*，  6%  8。， 
10°, 13°  ； 17 193;  40 12, 195*,  226,  321*  ； 
45 18°,  28，  89;  46 163°  ；  47  380;  49 139*; 
65(11) 11 
〔慧拫 と 漏盡〕 16 下 47 
〔慧拫 は 五 拫中最 勝:！ 16 下 55，  56，  60,  69* 
慧財 pafifiS-dhana  8  330; 19  74°  ；  20  236， 
238°,  239 

慧者 ① dhira  (賢者， 堅固 者， 英雄， 英賢） 42 

283;  43  48  ^  vijjagata 10  41* 
慧修 pafifia-bhavana  (慧修 習） 〔三修 の 一〕 8 

298  〔功 德〕 64  476° 
慧修 習の 功德 の解擇 Pannabhavananisaihsa- 

niddesa  64  476° 
慧聚 pannakkhandha  (慧蘊 ） 10  25 
慧十年 paflfi5-dasaka  64  340 
① 慧住處 ②慧處 paiifiadhiUhana  〔四^^處 

の 一〕 '1^11 下 336,  344° ② 8  308 


慧消滅 の 問 Pannanirujjhana-panha  59 上 84 
慧 成就 ① pafifia-sampatti  59 下 202 ② 

panna-sampada  (慧 liJl 足， 慧 几 足， 智慧 具足） 

9  266，  375,  380 
慧 成就の 稱說 pannasampada-katha  9  266 
慧仗 paflfiavudha  〔三 仗の 一〕 8  298 
慧淸淨 淸淨勤 支 panna-visuddhi  parisuddhi- 

padhaniyangam  〔九 淸淨勤 支の 一〕 8  377 
慧 地の 解釋 Pannabhumi-niddesa  64 155° 
慧通 達者 pafifia-paramiga は 59 下 204，  207 
〔慧と は何ぞ や〕 64 1。 
慧に 善き 者 kalyapa-pafifiS  23  348 
慧の 偉大 panna-mahatta  63 10 
慧の所 住の Pifl    Pannaya  patitthana-panho 

59 上 166， 197 

〔慧の 總說〕 64  r 

慧の 多多 panna-bahulla 16 下 327 

慧の地 pannaya  bhumi 64 12 

慧の得 pafifiS-vuddhi  (智慧 if 長） 17  21 

慧の特 本 目の Pannalakkhana-panha  59 上 77 

慧の光 pafinabha 18  244 

慧寳 panna-ratana  59 下 197° 

慧品 Pafifia-vagga  〔無 礙解道 1 41 125° 

慧カ pafiM-bala  (智慧の 力） 8  308,  331 ； 16 下 
89*; 18  249; 19  2，  3% 13, 14, 15°, 16°  ；  20 
233，  234°  ；  22 上 18°  ；  41 100°  ；  45  20%  32, 
92  〔四 力の 一〕 8  308  〔七 力の 一〕 8  331 

慧論 pafifiS-katha  (智慧の 話） 〔十 論 事の 一〕 
11 下 133， 135  ； 19 162, 163  ；  22 上 3， 10，  297  ； 
22 下 23,  24  ；  42  332  ；  43  348  ；  59 下 210 

慧を失 ふ 事 pafifiS-parihani 17  20 

①慧を 滑 上と 為す ②慧を 最上と 為す 
pannuttara ① 21 304  ®  22 上 50，  51， 351 

慧を 具へ pafifiavant  (慧 あり， 慧 有る 者， 智慧 
者， 具慧, 具慧 者， 有慧， 持慧 者， 智慧 ある 者, 智' 
慧を 具す， 怜俐） 20  365° 

慧を 以て 善く 積 習せられ たる pafifiaya 
suparicito  22 上 79 

餌 Smisa  (財， 食， 飲食） 12 112 

穢 aiigaija  (煩 惱） 9  36* 

稼 汚 法 saiikiliUha-dhamma  (已 雜染 法， 已染 


エー 穢, 壞， 懷， It.  m,  7% 映， 英 


法、 10  50，  52 

(I  mm  '②穢 汚の 樂 mijha-sukha  (不 淨樂） ① 
11 下 325,  330  2 10  264 

壞 ① pabhaiigu 壞法， 毁） 42  75;  43  37;  44 
41, 158,  195;  59 下 347;  64  326,  400 ② 
paloka  ' 毁， 壞滅, 壞欧， 破壊, 滅壞） 14  262*  ； 
18  226;  41 193*  ®  Vaya  〔經〕 14  315,  318 
④ Vicchiddaka  〔經〕 （一 )- (六） 16 上 339 

壤戒 sHa-vipatti  (戒壞 ，戒缺 損, 戒衰耗 ，破戒) 
3  303%  399;  4  32, 123，  137,  139,  154，  192*, 
360* 

壞戒者 sila-vipanna  i 破戒） 19  26;  22 上 200, 

201,  202  ;  22 下 280,  283，  285 
壞行 ac さ ra-vipatti  (行 壞， 破 行） 3  303°  ；  4  32， 

137，  139,  360* 
壞苦 ① viparinSma-dukkha  (變易 苦） 42  24， 

66;  43  237,  336;  44  23,  95,  372;  64 121°, 

179 ② viparinama-dukkhata  (壞苦 性' 16 上 

236 

壞苦性 viparinama-dukkhata  (壞 苦.' 8  296； 
15  398 

壞空 viparinama-sunna  (變易 空) 41 115 
壤見 ① dinhi-vipatti  (見 壞， 見缺 損， 見 衰耗, 

見の 失壞， 破 見） 3  303°  ；  4  32， 137,  139,  361* 

② vipanna-ditthi 〜次 項 

①壊見 人 .1： 壊 見 vipanna-diuhi  (破 見） 〔三 
種 J ① 40  259  ®  40  260 

壊 劫 ① samvatta-kappa ② savata-kapa ① 
1 7;  6 121,  122;  8  63, 136;  9  33, 114,  326， 
432 ； 10  98; 11 上 24 ； 13 177  ； 16 下 114 ； 19 
24  ；  20  4  ；  21 37  ；  22 上 111,  254,  258，  298  ； 
22 下 118,  317  ；  23  350  ；  40 192  ；  47  57，  449  ； 
63  385,  393,  396 ② 65  (III)  9, 11 

壞拫女 sambhinna  4  403 

壊 色 (D  dubbanna-karana  2 190;  5  34，  67 
(2)  rupa-rupa  (色色） 50  380,  381 

壞 色の 衣 kasaya  vattha  (袈裟， 袈裟 衣, 黄 衣) 
17 174  ； 18  363  ；  20  374  ；  47  445 

壊 〔劫〕 saihvattauhayin  (空 劫） 63  385，  393 

壊 劫 samvatta-vivatta-kappa  (成壞 劫） 19 
24;  23  260,  350 


壞隨觀 bhanganupassana  63 113;  64  320, 

354,  379,  382,  386,  422，  464,  466 
壞 隨觀智 bhanganupassana-nana  64  374， 

376,  382；  〔64  376°： 
壤相 viparinama-lakkhana  (變易 相） 40  90"* 

相正觀 vayalakkhana-vipassana  (衰ミ 或 相 

觀） 40  96 
壞智 bhanga-nana  65  II)  82 
壤改 Paloka  〔經： 15  86 
壞 敗の 法 paloka-dhamma 15  86,  87 
壞鉢者 bhinna-patta 1 415,  419 
壞法 ① vaya-dhamma  ' 衰滅 法， 滅法， 消 亡 法, 

敗壞の 法， 敗壞法 10  338; 14  38，  39，  311, 

315 ② pabhaiigu 壞 二 五蘊） 14  51， 52  3) 

Pabhaiigu  〔經： 14  51 i  Vaya  〔經〕 14  311 
壞法性 khaya-dhamma ほ （盡法 性） 9  330 
壞命 ajiva-vipatti  (命 壞, 4  32, 137，  139，  361* 
壞滅 D  paloka  (壞， 壊改， 毁， 破壤， 滅壞） 10 

337  2  viddhaihsana  (分散 j  6 113，  114,  249 
壞邑 Purindada  ' 富 蘭 陀羅， 因 陀羅， 都市の 破 

擊者， 破 城 者， 狨を 破る 者 = 帝釋 天） 27  201, 

202 

懷惡欲 者 pSpiccha  (惡欲 者， 有罪 者） 
20  202 

繪具作 人 vaijija-kSra  26  374 
繪師 citta-kara  (畫 ェ， 畫師， 彫刻師） 39  6 
〔得難き もの， 五 種〕 19  234,  235 
永捨 pariccaga  (遍 捨） 40  26;  41 9， 10 
永 捨最捨 pariccaga-vossagga  40  355,  357 
永 捨定棄 paricc5ga-patinissagga  (遍 捨捨 遣) 
40  316 

永捨の 義の智 pariccagatthe  nanam  '0  2， 
145° 

永住 sassata  (常， 常 は， 恆， 久遠！ 14 157, 158 

〔映像の 生ずる Sni ；〕  59 上 112 

英賢 dhira  (賢者, 慧者, 英雄, 堅固 者） 12  33* 

英雄 dhira  (賢者， 堅固 者， 慧者， 英賢） 12 
146，  150,  205  ® sura  (舆士 ，勇者） 12 145 

① 英雄 論 ま 英雄の 話 i) 英傑 論 siira-katha 
(勇士 論, 勇者 論） 〔無用 論の 一〕 ① 11 上 1,28, 
36  ；  43 175,  184，  348  ；  44  433 ま 6 10， 100 
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榮， 影, 鋭， 衞， 嬰, 營， 凝， 癭, 易， 疫， 液, 似, 枝， 悦， 越， 閱， 液， 延， 炎， 怨ーェ ン 


③ 8  48 
榮光 yasavant  7  254 
榮者 sadhana 1 121 

榮 者の 愚 本 生物 語 Sirimanda-jgtaka  (五 〇〇) 
35  70° 

榮養 oja  (食 素， 滋養 素， 養分 = 段 食） 50  388; 
51 439 

〔影像の 譬 B| 〜他心 智〕 6 120; 11 上 24 

鋭慧 〔者〕 tikkha-pafifia  (鋭 智者， 鋭利な 智慧 

者, 鋭き 智慧 〔者〕， 利慧 者， 捷慧 者） 12 108 
凝智 ① tikkha-paM5  (鋭利な 智慧， 利 S, 利 

智） 31 42 ② nibbedhika-pafifia  (決 揮 麓， 擇 

慧， 透徹せ る 智慧， 達智， 明達 慧） 33  412 
凝智 〔者〕 tikkha-pafifla  (鋭慧 者， 鋭利な 智慧 

者， 利 患者， 捷慧 者， 鋭き 智慧 〔者〕） 12  330 
〔銳刀 もて 胸 を 擊っ譬 20  387;  62 108 
鋭利な 智慧 tikkha-pafifia  (鋭 智， 利慧， 利智) 

30  294 

凝 利な 智慧 〔者〕 tikkha-pafifla  (鋭慧 者, 鋭智 

者， 鋭き 智慧 〔者〕， 利慧 者， 捷慧 者） 38  413 
鋭利の 剃刀 tiijha  khura 15  267，  269 
鋭利の 爪 刀 tinha  nakhacchedana 15  267,  268 
敛 利の 纖抗 tiijha  ayo-saiiku 15  267,  268 
鋭利の 刃物 tiijha  satti  (鋭き 刀） 15  267，  269 
衞兵 anikattha  (近 衞） 8 19P 
嬰兒 kumara  ； 小兒， 兒， 兒量） 11 上 30,  31， 58 
嬰兒の tarunupama 10  232 
〔嬰兒 の 譬喩〕 11 上 58 

營事 nava-kamma  (普請， 新 業， 新しき 業， 修 

治， 造營） 4  245  〔規定〕 4  263°* 
營事 監督 nava-kammika  2  337 
營務 auha 11 上 258* 

營務 なき 理 avyap§ra-naya  (不作 爲 の理） 64 
360 

翳 upakkilesa  (隨 染， 隨 煩惱, 汚 i 蜀, 塵 垢， 垢穢, 

靖） 4  441°  ； 18  93* 
癭者 galagandin  3 155 
易者 ikkhaijika 1 179 
疫 iti  (疾, 患， 惱） 41 193* 
疫病 roga  (病， 疾病， 疾） 4  382  ；  6 13, 103  ；  21 

202 


液 香 rasa-gandha 14  405* 

似而非 沙門 samanaka  (小 沙門， ft 沙門） は 

188  ；  23  213,  214  ；  24  43, 100  ；  59 下 49，  50 
〔枝より 落ちた る 葉の 綠 とならざる 譽 Bit;  J 1 77; 

2  349;  3 165 
.® 枝より 生ずる 種子 ② 枝の 種子 aggs-bi—ja 

(枝 種， 枝 種子） ① 6  7,  97 ② 14  85 
悅 pgmojja  (勝 喜， 喜樂， 歡 ，歡 喜， 欣， 倫悅) 

13  44,  45,  46 
悅緣樂 satarammana-sukha 17 128 
①悅喜 ②悅喜 心 nandi  (喜， 喜悅） は 15  95 

② 15  58*,  60* 
①悅 喜愛樂 ②' It 喜染欲 naiidi-r お a 喜 貪) 

①. 15  274 ② 15  226* 
悅 喜消盡 Nandikkhaya  [： 經〕 （一 )- (四） 15 

226 - 228  ' 
悅喜 消盡品 Nandikkhaya- vagga 15  226,  235 
悅 喜の 消 盡 nandikkhaya  (喜 盡） 15  226* 
悅色 sata-rQpa  48 上 26* 
悅樂 sata-sukha 17 127 
越境 simanta  24 173 

閲頭檀 Suddhodana  (淨飯 王， 輸頭 檀那） 〔王〕 
39  550 

閱兵 anika-dassana  2 169*  ；  6  8,  98  ；  43 173， 

350,  390  ；  44  468 
M ① ka ほ pa  4  294; 19 129*  ；  38  326 ② 

tunhira=tunira  (箭簡 ） 36  31 
籐を 持てる ka ほ pin  37  463，  471 
延期 sannidhi  5  293%  299 
炎暑 ghamma  9 121* 
炎 炭 aiigSra  (炭， 炭火， 炭 灰， 石炭， 黑炭） 10 

60 

炎熱 tapana  (〜焦熱， 熱 炙） 〔地獄〕 58  435 
炎 魔 Yama  (夜 摩, 耶摩, 焰摩） 〔天〕 12  227 
怨家等 〜オン 

①怨② 怨恚③ 怨恨 vera  (怨 心， 怨鐘， 怨憎， 
敵意， 怒， 忿， 忿怒， 魔怨） ① 3  599，  602,  604, 
606  ； 14 142 ② 12  34,  35 ③ 23  225 
怨恨 ① iss5( 嫉， 嫉妬） 8  56,  59 ② vera 〜前項 
① 怨恨 者 ② 怨者 upanShin  (恨 者， 恨 あ る ， 恨 
を懷 く 者， 有 恨） ① 9,  67,  70,  72 160 ② 4 137 
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ェ ン ー怨， 苑, 宴, 烟， 偃， 援, 淵， 稷, 焰， 園， 圓， 猿 


怨心 vera  (怨， 怨き" 怨恨， 怨僧， 怒， 欹意， 忿， 

忿怨、 6  351,  352，  357，  358 
苑囿 Srama  (園， 園 林， 林 園， 遊 園， 公園， 儈園） 

7  382 

苑守 uyy5na-paia  (園丁， 守 園 人） 26  340 
①宴坐 ②宴默 patisal ほ na  (, 扉 思 三昧， 獨坐， 
獨居， 燭想， 寂 想） ① 3  407; 19 161*  T  4  242, 
243  ;  9  62，  373,  378; 14  23; 16 下 330  ;  20 
250,  279,  335,  369;  22 下 70，  73;  59 上 291* 
宴 坐せ る patisallhia  (禪 思， 靜處， 燭居） 13  404* 
宴默 1  patisal ほ na 〜前前 項 (2；' Patisallana 

〔經〕 14  23; 16 下 329 
烟塵 dhuma-raja  4  441 
(D 烟筒 ② 烟道 dhQma-netta  X  3  361, 362 
② 4 184 

値 臥す nipajjati  (队憇 す） 21 293,  294,  295 
〔援軍の 譬 ni ；〕  59 上 73 

援助 者 D  upakara  (利益， 補佐役） 2)3  362 ② 
bahukara  (多く 所作 せらるべき） 9  24 

援助の 友 upakara-mitta  8  248 

淵叢 gahaija  (稠 林， 蔽， 密林） 19 177,  178， 179 

緩猴 Dmakkata  (猿， 猿猴， 瀰猴） 16 上 366, 
367  t  Makkata  〔經〕 16 上 366 

焰 acci  '： 火焰， 光焰， 光線 ） 11 下 392,  393 

焰摩 t  Yama  (夜 摩, 耶摩， 炎 魔） 〔天〕 3  21 ； 9 
369; 10  8; 11 上 253; 16 下 343  f  Yama 
(閻魔， 閻羅） 〔地獄 王〕 38  306，  398 

焰摩迦 DYamaka  〔比， 惡見を 懷き舍 利 弗に 
敎誡 せらる〕 14 174* ② Yamako  〔經〕 14 
173 

焰摩 經 Yamaka-sut は 64  82 

園 ① ar§nia  (苑囿 ，園 林， 林 園， 遊 園， 公園， 僧 

園， 阿 蘭 若バ加 藍） 1 80，  340  ；  3  249* さ daya 

(森） 24  264 
園 神 arama-devata 10  32,  33 
園 地 r  arama-vatthu  (園 林 地 1 82;  3  249* 

@  uyyana  (園 林， 遊園地） 1 254;  3  249* 
園丁    uyy5na-paia  (苑 守， 守 園 人、 28  488*  ；  29 

19，  20;  30 171 
園 物 Sramattha 1 80 
園 林 1： aranfia  (阿 練 若， 阿 蘭 若， 林野， Ifi 林, 林 


中， 森林， 閑 林， 空 閑） 8  61 f  arama  (園， 苑 
囿， 僧 園, 林 園, 遊 園, 公園， 阿 蘭 若, 伽藍） 1 148  ； 
11 上 159, 161 ③ uyyana 園 地， 遊園地） 2. 
249，  482  ；  5 108, 129 
園 林 その他 をつ く ら しむる こ と 

Uyyanadikarapana  〔章: 61 404 
園 林 地 arama-vatthu  ： 園 地） 1 149 
園 林 を 司る 人 SrSmika  (寺男， 淨人， 下僕） 19 
151 

圓垦 ma!a  (公 堂， 廓， 天幕 >  42 100,  341； 43 

184，  354  ；  44  453，  470,  486  ；  62  49 
圓鏡 maij4ala-5d お a  59 上 188， 189 
圓形 parimapqlala  (全 圓' 2  315 
圓形尖 頭の 屋舍 mapdala-mma  (周圓 堂， 假屋 h 

講堂， 周 23 131， 132 
圓形 馬場 調練 mandala 10  253 
圓寂 せる parinibbuta 17  223 
圓熟異 熟 vipakka-vipSka  57  201* 
圓生 pSricchattaka  r 波 利 質 多羅， 波 利闍多 伽,. 

跌里耶 多羅 迦， 畫 度樹， 珊瑚 樹） 〔樹〕 27  490 
圓戎 parinipphanna  58 193，  194,  195*，  269*, 

272，  273,  439,  440 
圓足 sampada  (具足^ 就' ： 三種、 17  443,  444, 

446，  474  〔五 種〕 19  73, 164,  205 
圓項 munda  (秃 頭， 剃 頭） 2  429,  444  ；  24 165  ；. 

25  304 

圓頭 ；r  mundaka  (坊主， 秃頭, 禿 頭 者） 15 188. 

t  mundiya  (剃 頭， 秀頭， 剃髮、 24  92 
圓満 pari-pura  (全 分、 8 156；  40  26,  80;  41 

36 

圓謝喬 paripuri-mada  47  61 

(T 圓満 淸淨戒 ②圓滿 遍淨戒 paripuijija 

parisuddhi-sila  (1：  40  70°  rf  62  83，  86° 
〔圆 輪の 無始 無 終の SdIO  59 上 105 
猿 王の 所行 KapirSja-cariyS  ：經〕 41 412° 
〔猿 王 は 自ら 橋と なりて 猿 群 を 渡す〕 32  354 
猿 王 本 生物 語 Vanarinda-j§ は ka  (五 七 29' 

36° 

猿猴 makkata  ( 猿, 援猴, 铺猴） 4  210  ；  57  270- 
猿猴本 生物 語 ① Makkata-jStaka  ( 一"^ b 三） 30 
110° ② Kapi-jStaka  i 猿 本 生物 語, 殲猴本 生 
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煙， 厭， 演， 緣 ーヱン 


話） （二 五 〇） （四 〇 四） 60  391 
煙焰 Dh&ma-sikha  [龍王〕 62  408 
① 厭惡 ② 厭 汚 nibbida  (厭離， 厭 患， 厭 背， 出 

離） ① 40  59* ② 7  268 
厭惡觀 nibbidanupassana  (厭離 觀， 狱離 隨觀， 

厭觀， 厭 逆 隨觀） 40  33，  52,  75,  77, 136,  162*, 

275,  335，  337,  380*;  41 107,  125^, 159 
厭惡智 nibbidS-fiaija  (厭離 智） 40  318 
厭 患 ① nibbida  (腿 離， 厭惡， 厭 汚， 厭 背， 出 離） 

14  63,  64,  65,  298  ； 16 下 334*，  365,  378  ；  22<下 

277* ② NibbidS  〔經〕 16 上 272; 16 下 101 
厭 患す nibbindati  3  26 
〔厭 患— 離 貪— 解脫〕 15  2~*S  3,  33*,  42，  48,  53*, 

72，  76,  90, 105,  108,  139，  144，  174，  207*,  216, 

224,  242*，  269 
獸患離 貪 nibbid さ- viraga  (厭 背離 貪， 厭離） 21 

299,  300,  301 
厭觀 nibbidSnupassana  (厭離 隨觀， 厭離 亂 厭 

惡觀, 厭 逆 隨觀） 62  91 
厭 忌 想 patiktUa-safifia  (厭 逆 想， 違 逆 想， 有 厭 

想） 11 下 437,  438 
厭 逆 patikma  (厭 忌， 違 逆， 有 厭） 63  41*,  68, 

69，  238*,  256,  315 
厭 逆 作意 patikOla-manasikSra  63  26,  39 
厭 逆 作意 業處 patikulamanasikara- 

kammatthana  63  28 
■ 厭 逆 作意 節 patikula-manasikara-pabba  63 

25,  26 

厭 逆 性 patikQla ほ 63  40 

厭 逆隨觀 nibbidanupassanS  (厭離 隨觀， 爾離 

觀， 厭 惡觀， 厭觀） 64  465 
厭 嫌 者 jegucchin  (嫌棄 者， 厭離 者， 嫌 厭 行者） 

3  411,  412;  21 33，  43，  45,  53 
厭 者の 如理 精勤 saihviggassa  yoniso 

padhanam  (厭 を 生ずる 爲の正 精勤， 憂 ひに 對 
しての 如理の 努力） 45 14,  343° 
厭 足 titti 17  430 

厭 背 ① nibbida  (厭離， 厭惡， 厭 汚, 厭 患， 出 離） 
17  76； 19  26,  27  f  samvega  ('卜お 懼， 厭離 心， 
感動， 憂） 16 上 337,  343，  344 
背離 貪 nibbida-virSga  (厭離， 厭 患 離 貪） 20 

( 


352 

厭離 ① jiguccha  (嫌 厭） 12 111， 112  % 
nibbida  厭 汚, 厭 患， 厭 背） 5  280  ； 11 上 

110; 13  43，  45,  46; 14  29*;  47 10，  35* ③ 
nibbida-viraga  (厭 患 離 貪, 厭 背離 20 110; 
22 上 197* ④ nekkhamma  (出， 出 離， 出耍， 離 
欲） 10 149 ⑤ samvejaniya  (g ふべき， 可 厭， 
順 厭） 18  214 

① 厭離 觀 ② 厭離 隨觀 nibbicmnupassana  (厭 
惡觀， 厭觀， 厭 逆 隨觀） ① 63 118  2  64  354， 
465,  484 

厭離 者 jegucchin  (嫌棄 者， 厭 嫌 者， 嫌 厭 行者) 
12 111 

厭離 心 saihvega  (悚 懼， 輯, 感動, W 18  204, 
205,  206 

厭離 隨觀智 nibbidanupassana-fiapa  64  374, 

391，  394;  [64  390。〕 
厭離 智 nibbidS-fiaija  (厭 惡智 = 厭離 隨觀智 ) 

64  391,  422;  65(11)  82 
厭離の 樂 nekkhamma-sukha 10  265 
厭 を 生ずる 爲の正 精勤 saihviggassa  yoniso 

padhanam  (憂 ひに 對 しての も;] 理の 努力， 厭 者 

の如理 精勤） 8  293 
演藝 vistika  (見世物， 娛樂 物） 9  322,  465 
演劇 nacca  (舞踏， 舞踊， 歌舞） 6  6,  S,  97,  98 
演劇 家 nataka  (tlS^ 優， 輕 業師， 役者〜 歌舞伎 者， 

樂師， 舞踊 者） 27  90 
演習 uyyodhika  (模擬 戰， 合戰） 2 169;  6  8, 

98 

演說者 kathika  (說 者， 論師， 說法 者' 41 216 

緣 ① paccaya  (助 緣， 動機） 5  259，  266，  294='= ； 
7  4*; 15  207*  ； 17 129  ；  43  2，  5  ；  48 上 8，  21 ； 
50  338°  ；  57  399  〔種種〕 5  294*  「、五 種〕 57 
399  〔同義語〕 17 129;  48 上 8，  21 (2>  upanisa 
(因， 基， 所 依， 譬類， 方便） 17  323 ③ Upanisa 
〔經〕 13  42 ④ Paccayo  〔經」 13  36，  60 

緣已生 paticcasamuppanna  (緣 起听 生， 緣听 
生， 緣生， 緣起） 11 下 435  ；  64 155,  156,  321, 
325,  359,  370 

緣已生 法 paticcasamuppanna-dhamma  ：淥 
生の 法） 64 155°,  156,  176,  177， 199 

) 


ヱ ンー緣 


緣依性 paccayata  3  8 
緣依分 Paccaya-v5ra  50  79°,  414，  459;  51 
64, 120,  242，  392;  52 16,  77， 120,  162,  227, 
323;  53  37,  85， 101,  109，  127, 143 其 他； 54 
5，  24,  48,  69，  90, 115 其 他； 55  3* 
緣ぉ为 ゝ之釋 Paccayavara-vannana  50  459 
緣覺 r  pacceka-buddha  (辟 支佛， 濁覺， 獨覺 
者; 59 上 237;  62  84  %  pacceka-bodhi  (辟 
支 菩提 J 蜀覺, 獨 覺智） 23 13 
緣覺境 paccekabuddha-visaya  59 上 236 
緣覺地 paccekabuddha-bhumi  59 上 236 
緣起 1 paticca-samuppSda  (緣 起の 法' 3  ]* ； 

12  234; 13 1*，  36,  37，  38, 102°  ； 16 下 287°  ； 
23  85*  ；  24  243  ；  28 159， 160  ；  47  213*  ；  58  4*  ； 
64 155,  156°*,  160°  ； [13  96°  ；  22 下 96。〕 〔決 
定設〕 64  275°  〔五 義〕 64 156°*  [中道〕 13 
25; 14  212  〔常 由〕 13  36  〔甚 深： 7 1 ； 13 
134;  64 153,  283  ： 逆觀， 還滅〕 13  9， 14  〔逆 
觀， 流轉〕 13  7， 14,  52  〔成 道 時の 觀法〕 6  397 - 
403; 13 13， 151 〔種種〕 46 185°*  ： 二十 三 支〕 

13  42  ： 十 支， 識 名 色— …… 老死、 6  397 - 
403;  7 1°*; 13 151°  〔十 支， 識— …… 老死〕 
】3 133  〔九 支， 無明— …… 愛— 四 取： 9 108 
〔九 支， 識— 老死〕 13  97  〔九 支， 名 色— …… 老 
死： 13 132  〔八 支， 無明— …… 愛— 四 食〕 13 
16  ： 五 支， 愛— …… 老死〕 13 107,  108，  110， 
124，  126,  130， 134  〔四 支， 有— '…- 老死〕 14 
151 ：拫， 境— 識— 觸―受 —愛— 取— 有— 生— 
老死: 13 107, 109  〔拫， 境— 識— 觸―受 —愛 J 
13 105  〔六 境— 六 想— 六 思惟— 六觸— 六受— 
六 欲— 六 熱— 六 求— 六 得〕 13  218,  219  〔六 境 
—六 想— 六 思惟— 六 欲— 六 熱— 六 求〕 13  215, 
216 ご 六 觸處— 受— 愛— 取— 有— 生— 老死… 

…〕 6  66  〔六 拫— 六觸— 六受〕 13  212,  213 
〔六 根— 六觸〕 13  211， 212  ：觸— 受〕 13 140 
〔身， 名 色— 觸, 六 觸處〕 13  34  〔境— 愛— 優 波 
提— 苦、 13 158  〔六 界— 入胎— 名 色— 六處— 
觸— 受、 17  286  〔無明 觸―受 —愛— 行〕 14 
155*  〔識— 生— 老死] 13  96,98  〔三 善界— 
想— 思惟— 欲— 煞— 三 善 求:！ 13  225  〔三 不善 
界— 想 —思惟— 欲— 熱— 三 不善 求 13  224 


〔四 食— 貪 愛— 識住— 名 色— 諸行— 再 有— 生 
老死〕 13 146, 147  〔四 食の 發生八 支〕 9  453 
〔嫉 '倥の 生起〕 7  317  〔四謠 との 關係〕 13 188, 
190  〔八十 九 心との 關 係；： 46 195 - 270  〔漏盡 の 
場合〕 13  75  〔毘婆 尸 佛の緣 起觀〕 6  397-403 
② paticca 11 上 376  ^  paticca-samuppanna 
(緣 生， 緣已 生， 緣起所 生， 緣所 生） 7 19 ④ 
nidana-sambhava  20 172* 
緣起支 paticcasamuppada-anga  62  400  〔解 
釋— 64 164°  ： 相互 關係： 58  268  〔自作 他 作 
等-: 13 164 

緣起听 生 paticcasamuppanna  (緣 生， 緣已 生， 

緣听 生， 緣起， 14  38，  39, 155*;  22 下 102， 103 
緣起善 巧 ① paticcasamuppada-kusala 11 下 

5'，  60° ま pa い ccasamupp§da-kusalata  8 

292  ；  45 12,  336° 
r 緣起 等の 種種の 理〕 64  395 
緣 起の 解 爆 Paticcasamuppada-niddesa  64 

101，  133，  334，  448;  ：64 155 つ 
緣 起の 法 ① paticca-samuppada  '緣 起、 7 1°* 

(2.  sahetu-dhamma  (有 因の 法、 23  86 
〔緣起 は無爲 なり〕 58  4 
緣起法 paticcasamuppada-naya  65  (II)  69° 
緣起論 Paticcasamuppada-katha  58  4° 
〔緣起 を 見る 者 は 法 を 見る： 9  339 
緣境 arammana  (所 緣） 23  217 
緣行相 分別 Paccayakara-vibhaiiga  46 180" 
緣廣設 分之釋 Niddesavara-vannana  50  355' 
緣者 sSlohi は （血緣 者） 24  205 
緣听生 paccaya-samuppanna  (緣已 生， ft 生， 

緣起听 生， 緣起' 40  82* 
緣听轉 の 諸 法 を 深 解す る慧 

paccavapavattanaih  dhammanam 

pariyoganane  panna  40  o, 191 
緣生 paticcasamuppanna  (緣已 生， 緣所 生.. 緣 

起听 生， 緣起、 10  338; 13  37,  38 
〔緣 生偈〕 3  73，  75 

緣 生の 識 paticcascm uppanna-vinnana  9 

446,  448，  449 
緣 生の 法 paticca-samuppanna  dhamma  (緣 

已生 法） 13  36,  37，  38;  25 196 


( 98  ) 


緣， 豌， 閻ーヱ ン 


緣生を 見る 者 は 彼 は 法 を 見る 

yo  paticcasamuppadam  passati  so 
dhammam  passati  (緣起 を 見る 者 は 法 を 見 
る） 9  339 

緣性 idappaccaya ほ ぼヒ緣 性， 相 依 性， 依緣 性， 
此が緣 に 依る とい ふこと） 58  6,  264,  267 

〔緣性 は 固定せ り〕 58  264 

緣攝 受の慧 paccaya-pariggahe  panna  40 1, 
82°* 

緣臺 midhi  4  229 

〔緣と 刹那と による 生滅 觀〕 64  358 

緣幢 (支師 caijd5la-varhs:ka 16 上 395，  396 

緣破 〔布〕 dasacchinna  62 124， 125 

緣 分別 分 PaccayavibhaAga-vSra  (二 緣廣說 
Paccaya-niddesa)  50  2。，  337,  414 

緣略說 Paccayuddesa  50  355 

緣論 Paccaya-katha  58  264° 

碗 豆 kalaya,  ka ほ ya  (小 豌豆， 大豆） 11 上 68; 
30 121, 122 

碗 豆 汁 harenuka-yusa  9  428 

閻浮 jambu  (野 薔薮） 〔果, 樹〕 3  54; 16 下 69  ； 
25 177  ；  26  31, 404  ；  27  72，  82,  96， 106, 149  ； 
28  84， 121,  122,  144,  189;  29  84;  30  269; 
31 279,  280,  304，  536;  33  87;  34  30,  407; 
35 168,  239;  36  23，  90， 140;  37 144，  169, 
172,  203*,  268,  269，  275;  38 120,  435;  39 
262，  389，  403,  442,  449，  475  ；  41 314  ；  43 
180  ；  59 上 327  ；  59 下 128, 146  ；  60  406  ；  61 
303;  62  240，  406,  407   63  375 

閻浮 果食 本 生物 語 Jambukhadaka-jStaka  (二 
九 四） 31 278° 

閻 浮果漿 jambupSna  (閻浮 汁） 〔八 種 飲料の 
-J  3  431 

閻 浮俱羅 Jambukola  (ヂ ヤン ブ コーラ） 〔港〕 

60  276;  65(1   112,  120,  121, 123 
閻浮車 相, 應 Jambukhadaka-samyutta 15 

389° 

①閻 浮樹蔭 ②閻 浮樹影 jambucchaya  J  9 

430 ② 27  346 
〔閻浮 樹の譬 (Jst 16 下 69，  70 
① 閻浮洲 ② 閻浮提 Jambu-dipa  (印度） ① 6 

( 


420;  7 162;  20  341,  342;  25  415;  26  33; 
27  470,  482  ；  29  4，  25，  366,  368  ；  31 32,  40, 
46  ；  32  422  ；  36  28，  29，  33,  37，  40,  84, 191 
其 他； 60  3，  5,  41, 43,  53,  97, 164, 175 其 他； 
62  338,  398,  406,  407;  63 151,  317，  331 ② 
3  54;  5  4，  81, 387  ；  8  92,  202  ； 13  261 ； 16 下 
69,  369,  370; 17  52,  54,  371; 22 上 288;  26 
192  ；  28 104,  181，  324，  325,345，  369  ；  30  261, 
288,  361，  366,  403，  419,  422,  434，  435;  31 
79， 158,  307,  356,  461,  523;  33  256，  344,  355， 
361，  412;  34 19,  31, 57，  67, 124 其 他； 35  7， 
9，  30,  48, 172,  253,  263,  319，  332，  333;  38 
227,  387,  452 其 他 ； 39 109*,  237,  272,  323  ； 
59 上 10， 11， 15,  27,  37,  40, 180，  185;  59 下 
15;  65(1)  42，  43，  47，  55，  62，  64，  78,  79，  90， 
91, 104* 其 他； 65(111)  79,  85，  87 

閻浮洲 の 君 Jambu-sapdassa  issaro  (閻浮 林 
の 主宰者） 25  259，  270 

〔閻 浮洲の 草木と 大海の 生類の 譬 ni〕 16 下 369 

〔閻浮 洲の美 園 等の 譬 niO 17  52,  54 

閻浮汁 jambu-pana  (閻浮 果漿） 58  329 

閻浮村 Jambu-gSma  7  99 

閻浮村 出身 兒 JambugSmika-putta  〔比〕 25 
115 

閻浮提 人 Jambudipaka  22 上 67，  68 
閻浮檀 金 jambonada  (閻浮 河の 金， 閻 浮那提 
種， 閻浮 河產） 18 13，  52;  23  52  ；  24  552  ；  26 
3  ；  33  361 ； 37 149  ；  38  327,  472  ；  61 94  ；  62 
88 

〔閻 浮檀 金の 貨 fff の 譬喻〕 23  52 

閻浮檀 金の 飾 jambonada-nekkha 19  64 

〔閻 浮檀 金の 頸 飾の 響 Bi ！〕 12 109 

〔閻 浮檀 金の 鉢の 譬喻〕 17  292 

〔閻浮 擅 金の 譬喩〕 11 下 116 

閻浮 那提種 jambonada  (閻 浮檀 金， 閻浮 河の 

金, 閻浮 河. 產） 11 下 116 
閻浮林 Jambu-sapda  (印度） 27  47,  66 
閭浮林 の 主宰者 Jambu-sandassa  issaro  (閻 

浮洲の 君） 24  210 
閻魔 ① Yama  (焰 摩， 閻羅， 夜 摩） 〔地獄 王， 死 

王〕 11 下 231*  ； 17  224*  ；  23  53,  54  ；  24  511 ； 

) 


ェン ー閻， 鴛， 轅， m, 膀， 鹽 


25  6,  7, 14, 17. 18，  31， 33，  58，  67，  99， 100, 
104  ；  30  406  ；  33  81 ； 34  246  ；  35  55;  36  264， 
268,  330,  331 ； 37 179, 180  ；  39  225  ；  61 241， 
288,  335 ② Vesayin=Yama  31 73 

閻 魔界 Yama-loka  23  24 

閣 魔境 Yama-visaya  59 下 150 

① 閻牟那 ② 閭摩那 Yamuna  (耶 牟那， 夜 摩那， 
耶 符那） 〔河〕 ① 7  234,  242  ；  25  302 ② 〔五 河 
の  一〕 20  354 

閣羅 Yama  (閻魔， 焰摩， 夜 摩） 〔死 王〕 39  325 

鴛鸯 ① cakkavaka  '、斫 迹羅 婆迹， 赤 鵝鳥, 好聲 


鳥） ② cakavaka  T  27  53,  97，  98  ；  33 161* 
308*  ；  34  395  ；  59 下 317,  318  D  65  (III)  57 

〔鴛鸯 の 三 支；； 59 下 317 

〔鴛鸯 は 小欲に して 美し： 33 163 

鴛鴦 本 生物 語 Cakkavaka-jataka ① （四 三 四） 
33 160° ② （四 五一 33  307°  ；  59 下 318 

轅捍 isa  im) 10  205,  206.  258,  259 

嚥 下す る處 yena  ajjhoharati  ： 食道） 11 下 339 

臉脂 indagopaka  (赤色 9 蟲） 38  455 

鹽分 Qsara  21 122 
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オーガ ハ ogaha  〔動〕 26  30 
オーカ ピン ダ 蜥蜴 okapirhda  65(111)  57 
ォ ーサダ osadha  (藥， 藥草， 醫藥， 良藥） 28 112 
ォー サダダ ーラカ Osadha-daraka  (藥 王子） 28 
113 

ォ―サ ディ osadhi  (烏沙 新， 烏沙那 新， 太白 星, 
明星， 曉の 明星） 〔星〕 7  81; 8  341; 30  429 

オーダー タ ガヰハ Od5 は- gayha  (嗚 婆提 奇呵） 
〔天〕 7  289 

オーダ ナ Odana  〔傳 <>轉 輪 王〕 26  234 

ォ ーヂャ Oja  (堰闍 島） 〔傳。 セィ ロン 島の 古名〕 
60  8 

オーデ ヤシ Ojasi  〔大臣〕 8  274 

オッカー 力 Okkaka  (甘蔗, 懿摩） 〔王， 族〕 6 

137,  138， 142  ；  24 112，  524  ；  31 278  ；  36  281 ； 

60 160  ；  61 67,  415，  458 
オッカー ムカ Okkamukha  (丈 巨 面） 〔王子， 王〕 

6 137;  60 160 

ォッ カラ Okkala  (ゥッ カラの 法人 ） 11 下 82; 
27  92 

ォッカ ンテ イカ • サ ンュ ッ タ Okkantika- 

samyutta  (入相 應） 14  362° 
ォッ タツ ダ Otthaddha  (兎唇） 〔離 車 人〕 6  218 
オット ゥラ一 マツ ラカ Otturamallaka  〔戰 士〕 

61 237，  238 
オード 、ゥ ンノ、 * ラ ンガナ Odumbararigana  〔村〕 

61 58 

ォ— ハー Oha  〔河〕 59 上 144， 145 
オーバ— サ obhasa  (光） 62  346 
ォーパ サーダ Opas5da  〔村〕 11 上 217* 
オーバー サマタ Obhasa-mata  〔傳 。轉輪 王〕 26 
273 

ォ— ノヽマ • サム ュッ タ Opamma-sarhyutta 

(譬喩 相應） 13  389° 
ォーパ マダン マ. ヴッ ガ Opamadhamma- 

vagga  (譬 It 法 品） 9  223° 
ォーパ マン ニヤ Opamafifia  (嗚呼 杈奴） 〔夜叉 

神〕 7  282  ；  8  279 
ォー パラツキー Oparakkhi  〔妃〕 38 191 
ォーパ ヴヰハ Opavuyha  〔比丘の 譬 Bfil; 經〕 £6 

191 


オーラ ンダ Olanda  (和 鑭） し 人〕 61 504，  505， 

518,  529,  533,  541， 549 
オリ ッ ティ ユー ノレ ト ンノく マ 

Orittiyurutombama し 池 名」 61 377 
小川 i  kunnadi 11 下 106; 12 185;  63  4,  5 

(D  kussobbha  (小 河） 24  269 
污 dusin  21 25* 
汚穰 Samkilesa  〔經〕 15  45 
污截の 法 samkilesa-dhamma  (雜染 法， 順染 

法， 順雜染 法， 有染 法， 汚 法） 15  45 
污穢屋 pupphachaddaka  (不淨 物の 淸除 者， 花 

棄て 人， 花 掃除 夫） 62  386 
污戒惡 法 dussila  papadhamma  (惡 戒惡 法， 破 

戒惡 法） 16 上 56,  57,  61* 
汚戒者 dussila  (惡戒 者， 破戒 者， 邪戒 者， 戒劣 

れる） 16 上 56，  60*;  23  226 
汚行 duUhulla  (廳惡 ，齒 重， 蠱語） 1 32 
污 行者 dQsaka 1 52 
污行 をな す sampadussati  2  422 
〔汚 家戒〕 （= 第 十三 僧殘） 1 302° 
污家 比丘 kuladusaka-bhikkhu  (俗 家 を 汚せ 

る 比丘） 5  56 
汚濁 upakkilesa  (隨 煩惱， 隨染, 塵 培， 垢截, 碧， 

歸） 7  44 

汚 心 paduUha-citta  (汚れた る 心ノ  23  256 

汚水 kaddamodaka  4  389，  390 

汚水 溜 candanika  (泥沼， ドブ 池， どぶ 池, 糞尿 

坑， 沼澤） 16 下 247;  20 147 
汚泥 paiika  (泥， 淤泥， 泥土， 泥濘， 染泥， 塗 泥） 

23  38;  24  434 

汚 比丘尼 者 bhikkhuni-dQsaka  (比丘尼 を污 

す 者， 比丘尼 を 汚せる 者） 22 上 302 
污物 ① parhsu  (塵 垢， 塵 土， 塵， 小; 25  22 ② 

mahavikata  3  364  〔四 種〕 5  215 
汚物 溝 oligalla  (下 水路， 水 溜， 沼澤ノ 17  261 
污法 saiikilesika  dhamma  (雜染 法， 順染 法， 

順雜染 法， 有染 法， 汚穢の 法） 47  242 其 他 
汚名の 怖畏 asiloka-bhaya  (不 名聲 怖畏， 非難 

怖畏） 43 179;  44  403,  434 
伯母 matuccha  (叔母， 姨母） 8  89 
牡牛 ① usabha  (牛， 牛 王） 6 189  ，  9  391, 392  ； 
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12 130, 131 ； 17  303  ；  20  285，  287，  288，  291 ； 
23  83  ；  24 10  ；  29 147，  148, 164  t  go  (牛） 
3  268  ； 13  276  ； 17  262  ；  36  242  ；  37 146， 167 
③ goija  (牛） 39 10°  T  nisabha  (雄 者， 牛 王， 
牛， 人中の 牛 王） 12  39,  40  t  balivadda 牛， 
轭牛， 擎牛） 12 191，  192，  195,  295;  23  40 
牡牛 鬪 usabha-yuddha  43 173，  350,  390  ；  44 
468 

〔牡牛の 子 を 逢れ〕 39  25 
〔牡牛の 四 支〕 59 下 310 
〔牡牛の 譬 Us 幻 17  303 

牡犢 vaccha は ra 擅 牛， 犢子， 離乳 牡牛， 若き 

牡牛） 20  285,  287，  288，  291 
牡獸 oka-cara  9  214,  215 
牡 hatthi  (象） 22 上 137,  138;  23 150, 151 
牡羝羊 chakalaka 1 280 
牡羊 T  aja  (羊） 20  285,  287，  288，  291 ② 

urabbha  (牡 山羊， 羊， 猪） 6 189  ； 13  276 ③ 

elaka  (羊， 山羊， 白 羊） 13  335 ④ menda  (羊） 

34  202,  203;  59 上 123 
〔牡羊と 藍の 譬喩:： 13  335 
牡羊 闘 menda-yuddha  43 173,  350,  390  ；  44 

468 

牡羊 本 生物 語 Meijc^aka-jSmka  ！. 四 七 一'） 34 
75° 

〔牡 豹の 一 支〕 59 下 263 

牡 山羊 urabbha 牡羊， 羊， 猪、 20  285,  287, 
288，  291 

牡 山羊 鬪 aja-yuddha  43 173,  350,  390;  44 
468 

叔母 dmatucchS 伯母， 姨母） 11 下 357;  23 
118*,  284 ② mStu ほ ni  (義理の 叔母） 8  89 

叔母の 子 mStucchS-put は 13  416 

於 食 知 量 bhojane  mattannuta  (食 知 量， 食 
に 於て 量 を 知る こと， 食に 對 する 知 量， 食の 量 
を 知る こと） 17 153;  45 13,  340° 

和尙 upajjhaya  (和 上， 親 敎師， 戒師） 1 38,  41 ； 
3  79,  81°*,  89°*,  135，  151,  152,  159,  160,  162, 
163,  211,  332,  526;  4 145,  339,  340,  458;  23 
178  ；  24 127  ；  27  226,  303，  327  ；  28  316  ；  29 
31, 33， 110,  111,  211,  272，  374;  30  42,  218; 


33  97， 122,  160,  402，  403;  34 137,  193;  38 
2  ；  42  227,  229，  340  ；  43 149，  333，  395  ；  44 
452  ；  59 上 8，  26*，  50， 160，  161, 389  ；  59 下 43,. 
287，  310  ；  60 179,  185, 192  ；  62  49, 136，  144, 
190,  370;  63 139；  65、1)  54,  59，  61, 62，  66, 
87,  88  〔授戒の 資格な き 者〕 3 151 〔弟子に 針 
する 務〕 3  89 

和尙似 upajjhSya-lesa 1 283* 

和尙承 事誦品 upajjh5yavatta-bh5ija-vSra  3 
102 

和尙 弟子 saddhiviharika  (徒弟， 弟子〜 同 

者, 共 住 者） 1 38，  41 
和尚に 對 する 承 事 upajjhaya-vatta  3  89 
(T 和尙に 等しき 人 ま和尙 程度の 人 

upajjhaya-matta ① 3  332 ② 63 139 
和尙に 等しき 者 upajjhaj-a-sama  62  243 
和尙尼 pavattini  4  404* 
和尙の 弟子に 於け る 儀 法 upajjhayanam 

saddhiviharikesu  vattaih  4  340 
和尙を 同じく する 者 samanupajjhayaka  (同 

和尙， 同一 和尚， 同一の 和 尙を師 とせる 者， 弟 

子 兄弟 1 3  526  ；  4 145  ；  42  227,  229,  340  ；  43 

333，  395  ；  44  452  ；  62 190 
淤泥 T  panka  • (泥， 汚泥， 泥土， 泥濘， 染泥， 塗 

泥 二 欲） 24 196;  25 143，  209,  293，  393 ② 

palipa  (泥濘） 25 131 
雄鵾鶴 Suva  (鸚 鶴） 39 156 
雄 烏 kaka  (烏， 鸦） 4  24 
雄 鶴 1 kukkuta  (雞） 23  284 ② pussa 二 

phussa 17  302 
雄 鶴 本 生物 語 Kukkuta-j5taka  (HH 八） 33 

283° 

m   varatta  (革 緒， 革 綱， 革 紐） 23  79 

老い しむる もの yena  jirati  63  250，  252%  273 

老 H    jinna-konca  23  41 

甥 bhSgineyya 12 143;  24  262 

① 大 麻絲 ② 大麻 布 bhaiiga  (狩 衣， 粗 麻， 麻布） 

①  2  485 ② 5  297 
〔大 岩の If 喻〕 63  7 

大釜 （T  kumbhi  I  m、 釜， 鼎， 甕， 歐） 7  381， 382 

②  kapalla  24  254 
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大鴉 kSkola  (黑 鴉） 39  468,  479，  480 
大 鴉の 地獄 Kakola-niraya  38  394 
大蔵大臣 bhapdSgSrika  (守 藏官， 守 庫 人， 理 

財官, 藏 器物 人， 出納 官， 有 財 家長， 寶藏を 司る 

者） 36 14， 15 
犬猿 mahakapi  63 150 
犬猿 本 生物 語 Mahakapi-jataka ① （四 〇 七) 

32  35 ド ② （五一 六） （ニヹーヴ ティ ャ カピ. 

ヂャ一 タカ） 35  338° 
大蜥螺 godha  (蜥蜴， ィ グ ブナ； 3  379 
大鶚本 生物 語 Mahaukkusa-jataka  (四 八 六: 

34  274。 

大指 載られし 者 a!acchinna  3 155 

大鷲 patigijjha  24  255 

大罠 mahati-dandavakara  9  279 

王 ① rajan  (國 王） 1 75°，  374  ；  3  217  ；  8 113°  ； 
17 104,  105;  24  234，  243;  59 下 56;  63  392° 
〔王の 義〕 59 下 56 ② Raja  〔經〕 12 122  ； 16 下 
220 ③ R§j5  〔經〕 （一)- (四） 16 上 217 

王位 rajja  (王 國， 主權, 統洽， 王權, 國政， 政權) 
4  293，  294  ；  6  388*  ；  24  41 ； 39  299^* 

王畏 raja-bhaya  (王 怖， 王の 怖畏） 47 111 

王怨家 raja-paccatthika 1 51 

王 園 RSjakSrSma  〔精 舍〕 11 下 386; 16 下 
246;  30  25 

王 園 品 RSjakarama-vagga  (二 千 品'' 16 下 246 

〔王が 國 土を捨 つる 譬喻〕 24 17;  26 17 

〔王が 不法 なれば ー國亂 る〕 35  393 

王冠 uijh お a  (冠 子， 肉髻） 11 上 159 

王宮 ① rSja-kula  (王家， 法廷） 2  429 ② 

rajantepura  (王の 後宫） 17  272  ®rajagara 

(王の 家） 5 129 
王宮 〔住〕 raja-vasati  (王 住） 38  476* 
〔王宮に 住むべき 注意〕 38  475* 
王訓本 生物 語 RSjovSda-jataka ① （一 五一） 

30  r  ^(三 三 四） 31 489°  ；  61 533 
王家 raja-kula (王宮， 法廷） 22 下 210，  213,  240, 

242，  251, 254 
王 權還附 Rajja-dSna  〔章〕 61 235 
王 庫 mja-kosa 12 155;  21 305 
王國 rajja  (王位， 主權， 王權， 國政， 統治， 政權） 


7  247 

王 山 部 Rajagirika,  Rajagiriya  57  207;  5» 
24,  27,  28,  31， 36,  43，  217,  277,  314,  316  ；  60 
35, 175 

〔王， 司祭， 苦行者， 辟 支 W と 地主の 布施〕 34  420 
王 使 raja-dma  24 149 

王師 purohi は （司祭， 司祭 官， 'mn 币， 顧問， 師輔， 

國師） 10  93;  25  89 
王子 ® raja-kumara 11 下 154*  '2  raja-putta 
24 165 

王子 迦葉 KumSra-kassapa  (鳩 摩羅 迦葉， 童^ 

迹葉） 〔比〕 28  300 
王子 誕生 KumSrodaya  〔章〕 61 183 
〔王子と 阿闍 梨〕 31 12 
〔王子と 惡 司祭と 愚 王〕 38 148 
〔王子と 技 女と 仙人〕 31 90 
〔王子と 殘 忍なる 妃と 盗賊と 蜥蜴〕 30 194 
〔王子と 少女と 仙人〕 35 175 
〔王子と 夜叉との 戰〕 29  25  - 
〔王子の 愚鈍〕 30  446 
〔王子の 强慾 とその 妃〕 30  345;  31 416 
〔王子の 祭禮七 年〕 34  332 
〔王子 は啞聾 蹵を擬 して 出家〕 37  354 
〔 王 子 は 王妃 の 愛欲 に從 はず して 讒訴 せらる） 

34  82 

〔王子 は 弓術 もて 弟 王 を 救 ふ〕 30 142 

〔王子 は 師の敎 を 遵守して 百 人 兄弟 中に て 王と 

なる〕 33  403 
〔王子 は 仙人と なり 五 百 仙の 助に て 父 王 國を蓉 

還す〕 31 498 

〔王子 は 父 王の 死後 瞻 波に 生れ 後に 彌稀羅 の 王 
位に 卽 くも 出家す〕 37  424 

〔王子 は 父 王 を 殺 し 後に 仙人に 教訓せ られて ta 

家〕 36  253 
〔王子 妃が 夫に 愛されず して 修定〕 30  387 
王 兒鬼事 RajapuUa-petavatthu  25  97 
王事 r5ja-porisa  (王 臣， 官; t)  21 206,  213,  279- 
王事の 荷 を讓る こと RajjabhSrSropana  〔章〕 

61 455 

王 車 raja-ratha 12 123  ；  23  40，  43 

王舍城 RSjagaha  (羅 閱祇） 1 66, 175;  3  63, 
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71* 180，  245,  472  ；  4  427，  428  ；  5  248;  6 1, 
73;  7  27,  28， 132,  161,  165,  231，  297; 11 下 
332  ； 13  377*  ；  22 下 299  ；  24 148， 177  ；  25 
343  ；  28 140,  176*  ；  29 166，  220，  258  ；  30  87, 
89;  31 191,  359,  422,  425;  33  92，  253;  36 
25，  82，  219  ；  58  338  ；  59 上 207,  283  ；  59 下 
23，  24,  235  ；  60 19，  21, 23,  83， 160,  164，  338, 
348，  353;  61 472;  63  312,  352;  65(1)  12*， 
20,  21， 88，  90  〔戒法 二十一 種の 制定〕 5  248 
〔舍利 塔 建立〕 7 161 

〔王舍 城: こ 至る 譬 Bii〕 11 上 353 

〔王者た るの 德： 33  408 

王者の 苦 raja-agha  36  7， 14 

王者の 象徵 r5ja-kakudhabhaijda  '王の 標幟) 
〔五 種〕 33  255 

王者の 論 raja-vada  59 上 57 

王 種 能力 rSja-variisa  (王統） 10  253 

： 王樹と 大工： 29  360 

王法 raja-vasati  (王宮 注： 38  475,  489 

王女 kumSri  〔童女） 33 156* 

〔王女と 甥〕 31 83 

〔王女と 五 人の 夫と 蹵〕 37 177, 180 

〔王女; お 山人の 子 を 誘惑： 36 133 

王臣 ^raja-porisa  (王事， 官職' 9 141， 152 
%  raja-bhata  (王 兵） 3 124, 159  %  raja- 
mahamatta  3  304 

王 仙 rajisi  21 3 

® 王 象 % 王の gl  ranno  nago  X 10  205,  206, 
258,  259  (D 18  206  ； 19  218,  219,  222，  225 

〔王 ii の饕 niO 10  205，  258; 19  218，  219,  222, 
225 

王族 （l:khattiya  (刹 帝 利' 9  370,  492； 10  7 

② rajaniia  7  365* 
王疾會 khattiya-parisa  '刹 帝 利 衆） 9 118 
〔王た るべき の 法〕 35 141 
王 地 raja-vatthu 1 254 
王 中の 王 rSjSbhirSjan  24  210;  25  259 
王 中の 吉祥 rajusu  sotthanam  33  318 
〔王と 愛欲の 使者： 31 75 
〔王と 牛と 臆病なる 農夫〕 30  279 
〔王と 救命の 苦行者〕 31 70 


〔王と 四 支 軍の 譬 Di〕  59 上 76 

〔王と 四 大臣と 賢者〕 39  2 

〔王と 司祭 官は賨 を 盗みて 童子 を 試す： 33 136 

〔王と 司祭と 四 人の子と その 出家〕 35 186 

〔王と 司祭との 溥 戴；： 29  57 

〔王と 死した る 王妃と 甲蟲〕 30  261 

〔王と 鹿と 夜叉と 靑年〕 32  282 

〔王と 蛇と 鼠と 鶴鵡と 仙人： 29 124 

〔王と 將 軍の 妻と 將軍〕 36 157 

〔王と 人肉と 料理人〕 37  257 

〔王と 施 者の 吟味〕 34  400 

〔王と 天の 15? 者と 善惡 業の 報;； 38  73 

〔王と 貪欲: こよる 病氣〕 30  361; 34  48 

〔王と 婆羅門との 地位： 6 154 

〔王と 半錢 王と 理髮師 の 獨覺〕 33  40 

〔王と 星 を觀た 婆羅門の 家族への 褒賞： 31 256 

〔王と 裸 形 外道と 梵天〕 38  340 

〔王と 龍 女と 結婚して 二子 を 生む： 38  218 

〔王と 龍と 呪文と 王妃〕 32  201 

〔王と 老人 老婆, 晨夫， 牝牛， 村童， 蛙： 35  398 

王 都 raja-dhSnin  (都 城 ' 14 136 

王統 I'aja-vamsa  (王 種 能力 ' 23 192 

王道 raja-dhamma  36  7， 10, 11 

王道 場 Raja-malaka  60  369 

王德藝 raja-guija 10  253 

〔王: こ 封 する 法〕 38  475* 

王の 畏 raja-bhaya  、王畏 ，王の 怖畏） 18  215 

王の 家 rSjSgaraka  (王宮） 7  41 

〔王の 田舎者: 二封す る 報恩： 31 315 

〔王の 園丁 は 誤 り て 濁 覺を殺 し 逃亡 して 三年 目 

に 復歸〕 33  31 
〔王の 戒 行と 夜叉と 帝蘀： 31 552 
王の 後宮 rajantepura  、王宮） 22 上 316 
〔王の 後宮: こ 入る 十の 過失： 2  252;  22 上 316 
〔王の 裁判の If u お〕 64  422 
〔王の 守 藏官の Hub 幻 59 上 125 
〔王の 醜貌 と 王妃の 美貌 と の ために 種種の 事件 

生ず〕 36  294 
〔王の 出家 を眷屬 臣民 諫 むる も 却って 說服 せら 

る： 36 107 

王の 障 til    rajantaraya 國 王の 障 凝） こ 十 障' 凝 
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の 一〕 3  200;  4  364 
〔王の 信用 を^した 婆羅門 :1    29  214;  31 261, 
471 ； 32  67 

〔王の 施 食 を 食せ ずして 信者の ものと 交換つ 31 
545 

〔王の 正義〕 33  33;  36  20， 180 

〔王の 政務 を處理 する llniO  59 上 124 

① 王の 象 'ま' 王 象 ranno  nago ① 〔四 支 成就〕 

18  206  ^10  205,  206,  258，  259  〔五 支 成就〕 

19  218,  219,  222，  225 

〔王の 厨 士の譬 ；〕 16 上 369,  370 
〔王の 毒 箭と盲 雨 親を蔞 へる [til 者〕 38 18 
〔王の 非 法と 國 内の人 人の 不平の 聲〕 35  393 
〔王の 美食 施に て 病み， 山林 食に て 癒 ゆ〕 31 547 
① 王の 標幟 王の 標章 raja-kakudhabhanda 

(王者の il 徵） 〔五 種〕 00  34 16;  37  439 ② 33 

394 

王の 怖畏 rSja-bhaya  (王 畏， 王の 畏） 43 179; 

44  403,  434  ；  59 下 7 
〔王の 法 行〕 33  33;  36  20, 180 
〔王の 勇士の 譬 11|〕  24  322 
〔王の 懶 惰を龜 にて 諫む〕 31 542 
王の 良馬 ranno  bhadro  assajaniyo  (王 良馬) 

〔六 支 成就:] 20  6，  7,  8 
〔王の 六臣〕 59 上 253 

〔王 は 王子よりの 災難 をば 偈 にて 除く〕  31 511; 

32 107 
〔王 は 王 象を嫉 む〕 29  365 
〔王 は 鵝鳥の 法話 を受 く〕  37  31， 91 
〔王 は將 軍の 妻:' こ戀 慕す る も 正義 を 守る〕 36 157 
〔王 は 仙人の 養女の 名 を 言ひ當 てて 妃 となす〕 

32 156 

〔王 は 善行: こ よって 生 天し， 七 百年 後に 人 界に下 

つて 功德 をな す〕 34  387 
〔王 は他國 人の み を 優遇して 敗戰〕 32  400 
〔王 は 獨覺に 布施す〕 33  78 
〔王 は 鳥， 九官鳥， 鸚鵡の 三 鳥 を 孵化せ しめて 自 

己の 子と す〕 36  3 
〔王 は 偽 沙門に 妃を 汚されて 全 沙門 を 追放し， 帝 

釋の敎 誡を受 く〕  32  246 
〔王 は 人非人との 問答に て 改悛〕 35 121 


王， 央ー オケ 

〔王 は 遊歴して 不德の なきや を 試す〕 31 489 
〔王 は 裸 形 外道の 邪見に 迷 はさる〕 38  339 
王髮 RSsiyo  〔經〕 16 上 35 
王妃 mahesi  (第一 夫人） 10  93 
〔王妃と 王と 將 軍と 從者〕 37 190 
〔王妃と 金翅鳥 王と 音樂 神〕 31 456 
〔王妃と 金色の 孔雀と その 說法〕 30  53;  34  350' 
〔王妃と 金色の 鹿と その 說法〕 35  72 
〔王妃と 金色の 白鳥 （鵝鳥） とその 說法〕 35  94;. 
37  45 

〔王妃と 從 僕の 不義〕 32  428 
〔王妃と 魔 鬼と 王妃の 貞節〕 35  376 
〔王妃と 眞 中の 签 羅果〕 31 204 
〔王妃の 戒德 によ つて 子 を 授かる〕 34  318 
〔王妃 は 王 を 大事に す〕 35  374 
〔王妃 は 眞實の 誓に て 夫の 癩を 癒す〕 35  387 
〔王妃 は 二王 を 夫と なし， 更に 不義 をな す〕 37 
216 

〔王妃 は 馬丁と 不義 をな す〕 37  219 
〔王妃 は 婆羅門の 子と 不義 をな す〕 37 193 
〔王妃 は 醜き 蹵と 不義 をな す〕 37  203 
〔王妃 は 夜叉 女に 生れ， 婆羅門との 間: こ 子を產 む，. 

子 は 父と 逃る〕 33 131 
〔王への 敎訓〕 30 1 ； 31 489  ；  32  271 ； 33  30  ；. 

35  393;  36 1 
王 兵 rSja-bhata  (王 臣） 2 189 
王 母精舍 Matu-vihSra  60  398 
王 品 R5ja-vagga 11 上 59°  ； 19  206 
〔王 名 —— 七 人〕 7  250 

王 良馬 rafifio  bhaddo  assajaniyo  (王の 良馬)' 

〔五 支 成就〕 19  343 
王 領地 rSja-bhogga  6 131,  165,  189,  317;  7 

365; 11 上 217，  220 
王 論 rSja-katha  (國王 論， 國 王の 話， 王の 話) 
〔無用 論の 一〕 2  260;  3  333;  6  255;  8  47; 
10  358; 11 上 1， 28,  36; 16 下 337  ；  22 下 22  ； 
43 175,  184，  348;  44  433 
央{ 加 Anga  (鴦 伽） 〔國〕 2'8 186 
央 祁羅娑 AAgirasa  (鸯耆 羅娑， 放光 者 26 

171,  184， 188 
央崛 摩羅 AAgulimala  (鴦崛 摩羅， 鴦掘 摩， 鴦 
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瞿利 摩羅， 指髮） ： 外， 比： 32  290 
往還 〔布〕 gatapaccagata  62 124, 125 
往詣 する こと upasaihkamana  〔來詣 ） 11 上 

232 

往生す upapajjati 10  316* 

往來使 殺 gatapaccagatena  dutena 

〔m5r5pe ヒ」 1 124 
黄 ① pi は （金色 ） 21 247,  318，  322  ；  22 上 290 

② pi は ka，  pitika  3  47,  328 
黃衣 ① kasSya,  kasava  (袈裟， 袈裟 衣， 黄色 

の 衣， 壞 色の 衣） 23  327；  25  279,  280,  299; 

33  41 ； 35 135，  304*,  314  ；  60  55， 194 ② 

pita-vattha  3  406;  7  62 
黄花 kamkara  (羯尼 逆羅， 迦尼 割羅， 牙 1：) 

〔花, 樹： 61 536 
黃褐 paijdu-kambala 無 培 白， 紅毛， 黄色の 毛 

布， 黄 布， 黄 毛布， ；周 葉氈） 22 上 62 
黄金 ① kaficana  (金） 24  210;  25  259  D 

jata-rupa  (金， 生色' 21 150,  157,  164,  173; 

25  256     satthu-vanna 1 405 ④ suvanna 

(金， 妙 色 金， 金貨； 1 24;  2  419; 12 170;  24 

260,  261 ； 33  418  1  hiranna  (金， 金貨） 1 

364,  369  ；  3  268,  428  ；  24 107  ；  42 15  D 

hirafina-suvanna  〈金貨， 金塊， 金銀， 金銀 財 

寶） 11 下 226 
(D 黄金 宮 ② 黄金 宮殿 kanaka-vimana  ；、 黄金 

の 宮殿） D62  410;  63  389 ② 35  233 
黄金 窟 ① Kaiicana-guha  29  460*  ；  30  9, 10, 

13,  298  ；  31 207,  208  ；  35  288，  290  ；  37  50, 

126  (2)  Suvanna-guha  37 10,  278,  482 
黄金色 suvappa-va^i^ia  (色は黃金の如 し， 金 

色） 〔三十 二相の一〕 6  381; 9  405;  24  209 
黄金 樹 suvanna-padapa  25  400 
① 黄金 所 成 ②黃金 造 sovaijpa-maya  (金听 

成 ） （D  24  548  f;  24  437,  439 
黄金 匠 suvai?ija-kara  (金工， 金 匠， 金 細工 人， 

殺 冶師， 煉 金師） 17  417 
黄金 體 sovappa-viggaha  (金 像） 7  217 
黄金 天宮 Suvaijpa-vimSna  24  539 
_ 黄金の 親鳥 Suva ひ ija-hamsa  (金 鹅， 金色 驚 鳥） 

37 10,  46* 


黄金の 宮殿 kanaka-vimana  (黄金 宮 33  200  ； 

38 109, 125 
① 黄金の 靴 D 黄金の 履 suvanna-paduka 

① 32  285 ② 3  27，  28 
〔黄金の 五 鏔の譬 19  22 
黄金の 鹿 kaficana-miga  34  214，  215，  217 
黄金の 像 ®  suvanna-patima  34 148;  39  5, 

421 ② suvaijija-rtipa  33  361， 394  ；  35  34  ； 

36  289，  290，  292，  293  ；  37 181, 189  ；  38 18 

③ kancana-rtipaka  31 380 
黄金の 鉢 sm'apija-pati  (金 鉢） 13  342;  32 

286 

黃 金の 充てる 地 jatarupa-paripura  patnavi 
13  343 

黄金の 環 £  suvanpa-nikkha  (金の 飾, 金環) 
13  343  f  suvanna-pabhassara  24 17 

黄金 パ 一 リー Suvaijpapali  〔王女： 60  220, 
224,  226 

黄金 瓶 bMiikara=bhiiig5ra  ノふ 加， 金 澡罐, 

金 瓶） 60  69，  72， 120 
黄金 樓閣 sovappa  kutagara  36 121, 122 
黄色 pita-vappa 11 上 17 
黃色石 pandukambala-sila  (無 ±§ 白 石， 紅毛 

石， 黄色の 毛布に 包まれた る 石） 30 149 

色と な る uppanduppandukajata 11 上 161 
黄色の 衣 kasaya  (袈裟， 袈裟 衣， 黄 衣, 壞 色の 

衣） 36 120. 126 
〔黄色の 臂 nlO  7  80;  8  340  ; 11 上 17;  22 上 290 
黄色の 毛布に 包まれた 石の 座 papdukambala- 

si ほ Sana  (無垢 白 石 座， 黄 布に 覆 はれた 座 石， 

赤 黄の 毛氈 色 をした 石 座） 35  381 
黄 生類 haliddabhijati  20 140 
黄水 lasika  (關節 滑 液， 髓） 3  35S  〔三十 二 身 

分の  一〕 40 11, 225 
黄 精 pitaka  Csukka^ 1 189 
黃栴檀 香 hari-candana  (靑栴 擅, 赤 栴檀） 24 

547 

黄枕邑 Halidda-vasana  〔村〕 16 上 316，  318 
黄な [ pandu-roga  3  364，  484  ； 11 上 161 ； 29 

337  ；  30 166, 167  ；  31 49,  60,  275,  276 
黄疸 〔者:， pandu-rogin 10  47 
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黄土    pandu-mattika  3  499;  7  373 

-黄 布に 覆 はれた 座 石 pa^idukambalasihsana 

(無垢 白 石 座， 黄色の 毛布: こ 包まれた る 石の 座， 

赤 黄の 毛氈 石 をした 石 座） 33  209 
-黃遍 pita-kasina  〔十 遍處の 一〕 8  349; 11 上 

18; 17  61; 22 上 269,  271,  289;  40 11， 80， 

156，  224，  233;  45  59;  62  221,  344%  349; 

65  (II)  78 
黄麻 duktila  22 上 62  ；  38  9 
黃 毛布 papdu-kambala  (黃 褐， 紅毛， 黄色の 毛 

布， 黃布， 凋 葉 ffi) 12 109 
-黃目 akaijna-netta 二 piiigala-netta  30  405, 

406 

黄 門 ① papdaka  (半 擇迦） 1 44*  205*  ；  3 117, 
119，  144,  152,  214,  241,  268，  296，  534，  556, 
558，  560  ；  4  248，  259，  265  ；  5  55，  220  ；  22 上 
302  ；  43  349,  351 ； 46  350,  351 ； 59 上 215， 
216;  59 下 160;  62  36，  351 ② majjhima- 
porisa  35  224 
黄 門 女 itthi-paijdika  (女黃 門） 4  403 
〔黄葉の 再び 綠 とならざる 譬喻〕 1 77 
(D 黃蓮 ②黄 蓮華 kumuda  (拘勿 頭， 拘物 頭， 
白蓮， 白 睡蓮， 水 蓮） ① 7 176  ；  24  487 ② 12 
237 

黃 蓮華 T'uppala  (靑 蓮， 靑 蓮華， 優 鉢羅, 蟹 波 
羅） 35  299  (,2)  kumuda 〜前項 

嘔吐 物 vamathu  63  265,  266 

ii 闍 Oja  〔榜 f 加 島の 古名〕 60  8，  61， 100,  113*, 
248;  65(1) 107 

. 誑 ① mSy-a  (幻, 幻術， 詐瞞 ，諮） 17 164,  495; 
18  447  ； 19  389  ；  20  230,  410  ；  24  91, 197, 
306，  354  ；  40 170  ；  41 140，  145, 146  ；  42 18, 
35， 103，  105, 114 其 他 〔定義〕 47  79,  385 ② 
satheyya  (諂， 詐誑） 9  23，  56，  487*;  21 
325  ；  22 上 194  ；  22 下 59，  70,  72,  275,  351 ； 
43  83， 124,  140,  152,  165,  214° 其 他 ； 44  40, 
52，  81, 147， 177 其 他 ； 47  62,  79°,  385°,  391 ； 
59 下 127，  281 ； 62 104,  213,  413  ；  64  58 ③ 
Satheyya  〔章〕 21 325 

D 誕 〔者〕 ② 誑僞者 ③ 誑 惑 者 mSySvin  (詭 
詐者， 詐瞞， 詐瞞 者， 僞詐， 幻師， 虚妄） ① 11 上 


320  ；  20  75 ② 11 上 355      19  276,  277 
①誑 者②誕 〔者〕 satha      者， 焰侫 者， 奸詐, 
詐誑 者， 詐誕， 欺譎 者, 幻爲） ① 9 162, 169,  175, 
487* ② 4 138  ；  8  326  ；  21 28  ；  22 下 70  ；  47 
362,  385° 

誕と諂 maya  ca  satheyyafi  ca 17 155， 157 
誑な く    amSyavin  (不^者 ，無;^];, 不 虚妄， 無 諂） 
19  88 

慎惱本 生物 語 Anabhirati-jataka  (六 五） 29 
80。 

横 队の樂 ① passa-sukha  (脇の 樂， 轉队 の樂， 
倚樂〜 觸樂） 9 180, 183 ② seyya-sukha  (队 
樂， 队 床の 樂， 床 座の 樂, 勝樂） 62  61, 157 

鴦ィ加 ① Aiigaka  〔婆， 種德の 甥〕 6 183 ② 
Anga  (央ィ 加） 〔國， 人〕 3  50，  51， 52;  6 164; 
7  207*,  249;  9  469,  486; 11 上 2; 16 下 52; 

24  551 ； 25  206,  353  ；  30  358，  359  ；  35 148, 
149  ；  36  357,  360  ；  38  414,  439，  442  ；  44  246  ； 
60  4  〔十六 大國の 一〕 17  344;  21 146，  153， 
160, 169 ③ 〔王〕 11 上 216  ；  25  232  ；  38  308 

鴦 伽尼迦 AAganeka  〔國〕 42  234  ；  43  249 
鴦伽 北方 水 Aiigu«arapa  (鴦崛 I 羅波， 阿牟多 

羅） 〔地名〕 10 115 
鴦耆羅 AAgirasa ① （鴦耆 羅沙） 〔古 f 山〕 3  429  ； 

6 155,  338,  339，  342,  344  3 〜次 項 
① 鴦耆羅 ②鴦 耆羅姿 Aiigirasa  (央祁 羅娑， 

放光 者 = 佛） '、1.'8  262; 12 138，  337 ② 3  47  ； 

25  216,  325 

鴦瞿利 摩羅 Aiiguli-mSla  (鴦掘 摩， 鴦崛 摩羅， 
央崛 摩羅， 指鬉） 〔外， 比〕 26  87;  34  64 

鴦崛 多羅 波 AAguttarapS  (鴦伽 北方 水， 阿牟 
多羅） 〔國〕 24  203，  207 

①鴦掘 摩 ②鴦掘 魔 ③鴦崛 摩羅 Aiiguli-maia 
(指 霊， 鴦瞿利 摩羅， 央崛 摩羅） 〔外， 比〕 ① 11 上 
131*  ；  37  253,  346，  347  ；  39 1 ； 59 下 333 ② 
25  264,  266,  267  f  >  3 125  〔成 阿羅漢〕 11 上 
139 

鴦 掘摩經 AiigulimSla-sutta 11 上 130°  ；  37 
253 

IS—— 向 言己問 ekaihsa-vyakaraniya  panha  ( —— 
向 記 問， 一向に 解答 せらるべき 間） 18  82 

) 
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應依附 Sevi は bba  ：經〕 22 下 188 
應依附 一大福 Sevitabba— Bahu-punna  〔經〕 
2'2 下 238 

應 憶念 Anussaritabba  〔經〕 22 下 186，  235 
應呵 所作 tajjaniya-kamma  (苦 切羯 磨） 17 161 
應 合掌 afijali-kara が ya  (合掌 せらるべき ） 18 
202  ； 19 185，  220*  ；  20  2*, 144,  149,  244*, 
406*  ；  21 222*  ；  22 上 31, 237，  297  ；  22 下 116, 
119 

應瞰經 Khajjaniyaka-suttanta  60  259 

應觀 Datthabba  〔經〕 16 下 5 

應起 Uppadetabba  〔經〕 22 下 183，  233 

應 疑羅娑 Aiigirasa  (鴦 耆羅） 〔古 仙〕 11 上 225， 

261 ； 19  312，  319  ；  20  308,  309 
應驅擯 所 (乍 pabbajaniya-kamma  (驅 出竭 磨， 

擯 出の 刑） 17 161 
應供 arahant  (阿羅 澳， 羅漢， 應供 者, 應 供の 者， 

聖者， 眞人） 3 15, 16*；  4  238;  9  407，  486° 

〔如 來十號 の一〕 6  75;  9  321,  464; 11 上 49 
① 應供者 ② 應 供の 者 arahant  (應 供， 阿羅漢， 

羅漢， 聖者， 眞人） ① 〔如 來十號 の 一〕 6  217 ② 

38 115，  118,  121,  124,  126,  292 

①應供 者 ②應供 施 ③應 供養 者 dakkhmeyya 
(應施 者， 應施， 被 供養 者， 供養すべき も の， 奉 施 
せらるべき， 受施 者， 惠施） ① 9  409;  41 382, 
383 ② 18  202;  21 222*;  22 上 31, 237,  297; 
22 下 llfi, 119  ^17  243 

應 供人 dakkhineyya  puggala  〔七 種〕 8  332 
〔八 種〕 8  333 

應 供養 者た る こと 等の 成就 ahuneyyabh5v§di- 
siddhi  64  493° 

應悔罪 desanSggmin ト §patti  (教誡 罪） 4  5 

應現證 Sacchikatabba  〔經〕 22 下 186,  236 

應乞 容赦 rfrf 乍 patisaraniya-kamma  (下意 竭 
磨， 遮不至 白衣 家掲 磨） 17 161 

〔應作 事〕 59 上 356° 

應時 kaia  (時， 正 時） 〔四 種〕 18  246 

應時施 k§la- お na  〔五 種〕 19  54 

應 時の 語 kalena  bhasita 19  337 

① 應捨記 問 ②應捨 置 f3 問 thapaniya-pafiha 
(捨 置 せらるべき 間） 〔四 記 間の一〕 （TS  308 


^ 18  82 

應頌 geyya  (祇 夜， 諷誦； ： 九分 敎の 一〕 g  244*  ： 
18 11, 18  ； 19 119，  329,  330  ；  46  424  ；  47  423, 
453 

應修習 BhSve1:abba  〔經〕 22' 下 184，  234 
應習 -Ssevitabba  〔經〕 22 下 183,  233 
應習不 應習經 Sevitabb§sevi は bba-sutta 11 下 

3r 

應 除却 听作 ukkhepaniya-kamma  (擧 罪竭 磨) 
17 161 

應請 ① Shuneyya  (供養 せらるべき， 可 供養 者) 
18  202  ； 19 185,  186,  220*  ；  20  2*， 144,  149， 
244*,  406*  ；  21 222*  ；  22 上 31, 237,  297  ；  22 下 
116, 119  (2：  Ahuneyya  〔經〕 22 上 31， 237; 
22 下 116  (—）  （二）  21 222  224 

應請火 ahuneyyaggi  (供養 火） 20  285,  290° 

應請者 ptijita 18 121 

應請品 Ahuneyya-vagga  20 1 

應證法 sacchikara が ya-dhamnia  (〜作 證 せら 
るべき 法） 〔四 驢〕 8  308; 18  320 

應 稱讚處 pasamsa  thana  〔十 種〕 22 下 23* 

應 親近一 大福 Bhajitabbo— Bahupunna  〔經〕 
22 下 188 

應施火 dakkhrneyyaggi  (惠施 火） 20  285, 
291° 

①應施 者 ②應施 dakkhiijeyya  (應供 施， 應 
供 者, 應洪養 者， 受施 者， 惠施, 供養す ベ きもの， 
被 供養 者， 奉 施せ ら るべき） ① 23  265,  341 ； 24 
178,  179， 1S3  ；  42  339  ；  43  331 ； 44  451 ； 62 
7,  48,  397  ;  63 114;  64  438，  495;  65(11)  85 
② 19 185，  220*  ；  20  2*, 144，  149,  244*,  406* 

〔應施 者の 內容〕 24 179° 

應責听 f 乍 niyassa-kamma  (依 止竭 磨〜 
nissaya-kamma) 17 161 

應多修 BahuKkatabba  〔經〕 2'2 下 185,  235 

應返去 nissSramya  (擯 出， 去 り て«悔 すべ し) 
17 162 

應調牛 go-damma 11 上 171， 172 
應 調 il    hatthi-damma 11 上 171， 172  ； 18  207, 
208 

應 調馬 assa-damma 11 上 171,  172; 18 198* 
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應, m，  m, 覆， 狼， 扇， 多， 犯 ，屋 ， 億， 憶ーォ ク 


202* 

應 反-詰 記 問 patipuccha-vyakaraniya  panha 

(反 詰 記 間, 反問に よ り て 解答 せらるべき 間） 

〔四 記 間の一， 18  82 
fe 分別 記 間 vibhajja-vyakaraniya  panha  (分 

別記 間， 分別して 後に 解答せ ら るべき 問） 〔四 

記 間の 一〕 18  82 
應ぅ S 知 Parififieyya  〔經〕 16 下 362 
應辯 patibhSna  (辯 才， 頓才， 辯， 奇智， 妙 辯） 24 

20,  331,  434;  42  352;  44  376%  458° 
應辯具 者 patibhanavant  (辯才 者） 〔三種〕 42 

352°  ；  44  376%  458° 
應辯 無提解 patibhana-patisambhida  (辯 無 

礙 解） 42  353;  44  377，  459 
應辯を 具せ る patibhana-bahula  64 11 
應 用業處 parihariya-kammatthana  62 197° 
應理 thanSraha  3  545  ；  4 107* 
① 甕 形 ② 甕 形 夜叉 kumbhanda  (鳩 藥荼， 鳩 

盤荼， 俱番陀 リ 〔夜叉， 鬼〕 ① 27  43，  74,  251 

② 59 下 216 
甕 形 夜叉 t  kumbhapda 〜前項 ② payassa 

hari=kumbhanda  28  392 
鸚鶴 ®  suka  29  390*,  469,  470;  30  221, 

222;  31 34*,  207*  ；  33 112*,  119*;  36  3,  4 

② Suva  29 124,  126,  129, 130  ；  34  249*  ；  35 

107，  109,  111,  113*  ；  39 109*,  151*  158*, 

259,  415,  416 ③ cin—ta  36 144 
〔鸚鵡 兄弟と 婆羅門 婦〕 29  469;  30  221 
〔鸚鵡と 菴 羅果〕 31 35 
〔鸚鵡と 稻 田と 國王〕 34  250 
〔鶴 鵡と優 曇 波 羅樹〕 33 112, 119 
〔鸚鵡と その 環境〕 35 107 
〔11 鵡と 般闍羅 王〕 35 107  . 
〔鸚鵡の 少欲と 帝釋〕 33 112， 119 
〔鸚鵡 は 王に 王法 を說 く〕  36 16 
鸚鵡 本 生物 語 Suka-jataka  (二 五 五） 31 34° 
①覆布 ②覆包 paccattharana  (褥， 敷 具， 毛 

氈） ① 3  514，  516 ② 7 185* 
狼 ① koka 1 95;  26  31, 456;  27  64，  74,  98， 

252  ；  37 146, 147  ；  38  450  ；  39  472 ② vaka 

24  73  ；  26  31 ： 31 300*  ；  36  209,  327 ③ 


sigala  (野 干， 豺狼） 29  7* 
〔狼の 斷 食と 羊〕 31 300 
狼 本 生物 語 Vaka-jStaka  (三 〇〇） 31 299° 
扇 ① vidhupana  2  426,  427  ；  4 198；  24  482 

② vijanika  (拂 子） 26 186, 187 
多く 所作 せらるべき bahu-kara  (援助 者） 8 

358* 

犯し 行 はざる anatic5rin 15  377 

犯し 行 ふ aticarin  (^通 者） 15  374 

屋外 abbhokasa  (露地， 露天， 適處， 曠野， 野外， 

空 閑， 签處， 自 由） 23 180,  203 
屋蓋 chadana  〔五 種〕 4  237 
屋舍 ① agSra  (家， 小屋） 22 下 228  ；  25 144 

② kutikS  (小 舍， 小 房， 草菴， 茅屋， 房 室） 25 

122, 123 

屋舍 S    Kuti-viharin  〔比〕 25 122, 123 
屋舍の 工人 (T)  gaha-kara  (2)  gaha-karaka 

(屋舍 を 作る もの） ① 25 154 ② 28 161 
屋 舍は葺 かれ channa  kutika  (小 舍は葺 かれ 

= 家は葺 かれ） 25 121,  122, 181 
屋舍を 作る もの gaha-karaka  (屋舍 の 工人） 

23  40 

屋頂 ① kQta  (尖 頂， 楝， 二階） 14  243; 16 上 
216,  262  ；  20 116  ；  22 上 236 ② Ki^a  〔經〕 
16 上 262  (—)- (四） 16 上 216 

屋內衣 avasatha-civara  (月 華 衣) 4  403 

億波提 upadhi  (依， 依 止， 依 著， 依 身， 有 依, 煩 
惱依， 本質, 有 質, 生の 素質） 12  335; 13 157* 

億 持 dhSraija  2  493 

憶 宿命 智 pubbe-nivasSnussati-fia^ia  (宿 住隨 

念智， 宿命 智= 宿 住智） 9  33，  212%  325,  481°  ； 

10  98，  202,  246，  371 ； 11 上 49 
憶念 ① sati  (念， 正 念） 11 上 339 ② sSraijS 

(億 念 法） 5  280 
① 憶念 毘奈耶 ② 憶念 毘尼 sati-vinaya  〔七滅 

諍の 一〕 ① 8  333  ； 11 上 321，  322°  ； 17 162  ；  20 

404 ② 2  335,  563  ；  3  565*  ；  4 123°,  124，  154*  ；. 

5 159，  243，  264*,  383  〔因緣 と 作法〕 4 123"^ 

〔五 事〕 4 124 
憶念 法 sSraija  (憶念） 5  269 
憶念 品 Anussati-vagga  22 下 303，  347 
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ォ ク 一 憶， 隨， 贈, 桶， m, 幼， 啞， m, 敎， 推， 捺， 恐, 落， 遺， 夫， 弟， 男， 劣， 鬼, 斧， 己， 帶， 重， 慮， 親, 凡, 織, 愚, さ 


愴念 無上 anussutanuttanya  (念 無上'） 、六 無 

上の  一〕 8  329 
臆說 itikira  (傳 説） 17  304,  307,  310，  313， 

315,  316,  319; 18  334,  336,  338 
〔臆病者の 響 1^10 12 164 
贈物 を 交換す る 祭式 pShunaka 12 193 
桶 donika  3  500 
瘧 jara  22 上 355 

〔幼き 犢の譬 10  270,  271; 14 147,  148;  23 
210;  62  321 

幼き 象 hatthicchapaka  (子 象） 23 150, 151 

啞 ① mQga  (啞 者， 痙， 瘂者 ） 11 上 355;  25  210; 
37  356,  358,  366,  367，  373,  383,  385,  391, 
392，  452  (D  ejamuga  (啞 羊， 羊啞， 口 诞を流 
す） 17  52  i)  elagala-vaca  4 140 

①瘂 ②瘂者 mQga  (啞， 啞者） D  3 181 ② 3 
155 

奴へ 難き duv ほ fiSpaya  (敎 導し 難き） 12  237 
敎へ 易き suvifif^paya  (敎 導し 易き） 12  237 
敎 に 奉仕 を f 亍ふ こと ； 55sanopak5rakaraija 
61 437 

〔教 は 新 しくな さ れた り 〕 58  404 

m   patikaddhana 1 204* 

擦し chupana  (捺 摩） 2  343 

恐ろし Daruno  ：經〕 13  331 

恐し きき bhaya-bherava-sadda 12 192 

落ちた る 果資を 食と する 者 pavaua-phala- 

bhojana  6 151， 153 
落穩 uncha  (遣 穗） 24  371 
落 穗を拾 ひて samufichaka 12  27 
'MM   uncha  (落 德） 3  417;  25  389，  392 
夫 sSmika  (夫 主， 主 夫） 2  209 
夫 ある 女 sass5mika  (已婚 の 婦人） 11 下 34, 

45 

〔夫の H 偽を定 む〕 39 17 

〔弟 仙人 は 邪に 父母 を 扶養し 兄 仙人 は 之 を 追 ひ 

弟 は 種 a の 手段 もて 兄に 謝る〕 36  353 
男 purisa 男子， 丈夫， 人， 人間） 1 44，  205* 

〔三種〕 1 44 
劣れる ほ 向の 衆生 hinSdhimuttika  satta  23 

321 


鬼 r  pisaca  (畢舍 遮， 毘 舍闍， 吸血鬼， 食 人 鬼, 
食肉 鬼, 惡鬼） 2 181 ② peta  (餓鬼， 餓鬼 類, 亡 
者） 1 94， 126 ③ bhCita  (鬼神， 鬼 類， 部 多， 物 
m, 惡靈） 1 139  ；  26  76 

〔鬼に 惱 める 男の 譬喻〕 26  76 

鬼拔 ふ醫師 bhma-vejja  (惡 魔專 門の 醫者） 26 
76 

斧 ① kuthari  (鋤） 1 251; 12  255,  259; 18 
351， 352  ；  22 下 77，  81 ； 24  250 ② pharasu 
(斤， 手斧） 4  261; 16 下 369; 18  207 ③ vSsi 
(小 斧， 鋸） 1 149，  244，  251 ； 2  338  ；  7  390，  391 ； 
35  300 

〔己の 欲せざる はこれ を 他に 施す ベから ず〕 
16 下 236 

帶 kaya-bandhana  '  ® 帶） 1 434;  2  269;  3 

82,  90  ；  4  206,  207,  270,  395，  450，  451 〔比丘 

の 七道 具の 一： 4  450,  451 
重荷 を 下せし 人 panna-bhSra  (荷 を 下せる 者, 

擔を 卸せり） 12  405 
慮る anuseti  (隨 if す， 隨 眠す； 13  96,  97,  98 
〔親の 慈悲 一子 供の 折濫 〕 59 上 244 
凡そ 無常なる もの Yad  anicca  〔經〕 （一)一(一 

八） 15  245-249 
織機 tanta 1 435 

織師 tan は- vSya  (織物 職人， 溢 物 尾、 1 432~*， 

434*  ；  5 19，  20，  59  ；  59 下 187 
織 師の娘 pesakara-dhitar  59 下 236 
織物 vayapita 1 434 

織物 師 pesakara  (織 師） 1 438;  6  78,  79;  27 

29,  92  ；  35 188 
① 織物 職人 ② 織物 屋 tanta-vSya  (織 師） ① 29 

187 ② 63  57 
愚 さ moha  (癡， 愚癡 23  336 
怨， 怨心〜 ェ ン 

怨家 paccatthika  (怨敵， 敵） 1 45* 

①怨 〔者〕 ② 怨恨 者 upanahin  '恨 者， 恨 ある, 

恨 を 懐く 者， 有 恨） 、i  4 137    2  9  67,  70，  72, 

160 

怨讎 ① vera  (怨, 怨僧, 敵意， 怨恚， 怨恨， 怨心， 
怒， 忿， 忿怨， 魔怨） 16 下 286，  287 ② Duvera 
or  Anathapindika  ：經、 16 下 286 ③ Vera 
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怨， 昔， 恩， 飲， 溫, 遠 一オン 


〔經〕 22 下 94  (-)  (二）  22 上 84，  87 
怨心〜 怨僧 

怨親 mit ほ miUa  30  220 
怨親本 生物 語 Mit1;5mitta-jStaka  (—九 七） 30 
218° 

① 怨憎 ② 怨心 vera  (怨， 怨讎， 怨恚， 怨恨， 魔 
怨， 敵意， 怒， 忿， 忿怨， 怒） ① 17  311, 312  ；  23 
62 ② 6  351,  352，  357,  358 

'① 怨憎會 苦 ② 怨憎 する も の に會ふ は 苦な り 
appiyehi  sampayogo  dukkho ① 40  62, 
63°  ；  46 127° ② 16 下 340;  〔64 129〕 

怨憎者 verin  (怨敵， 敵） ：：'3  47 

..怨僧 との 會合 appiya-sampayoga  (怨 僧會) 
64 129 

怨敵 ① appiya  (愛せ ざる 者， 非 可愛， 怨僧） 20 
239 ② paccatthika  (怨 家， 敵） 3  217，  288, 
621 ； 8 194  ； 15  272,  273,  274 ③ verin  (怨 
僧 者， 敵） 63 135,  136,  139*,  157,  175*，  179, 
181 〔七 法〕 63 141 

怨歒 の怖畏 veri-bhaya  59 下 8 

怨敵 路 Vempatha  〔國〕 42  234;  43  248 

怨念 あ り upanayhati  (恨む） 11 下 193 

① 音韻 語源 ② 音韻 語源 論 akkharappabheda 
(語源 論， 語 分別， 文字 分別 書） ① 59 上 21， 357 
② 24  206  ；  44  74 

音樂 ① vadka  (奏 樂, 聲樂） 2  433;  4 166;  5 
101，  126; 11 下 15; 16 下 409; 17  344;  21 
143,  145，  146,  152,  153,  159,  160, 168  ；  22 上 
56  ；  23  2  ；  43 173,  350,  390  ；  44  468 ② gita- 
vadita  9  322,  465 ③ gandhabba 〜次 項 

①音樂 ② 音樂師 gandhabba  (乾闥 婆, 乾 達 
婆， 犍達 婆） ① 59 上 10 ② 29  246*  ；  30  419*  ； 
32  57,  58，  61 

〔音 樂師の 師弟〕 30  419 

音樂祌 Natakuvera  31 457 

音聲 ① sadda  (聲） 8 188 ② ghosa  〔八 支 成 
就〕 11 上 185 

音節 vaijija  59 下 201 

恩 を 知らざる 者 aka は fifiu  (忘恩 者， 忘恩 漢） 
12  394 

恩、 を 知 り 恩: こ 感ずる 人 katannu-katavedin 

( 


(知 恩感 恩） 47  395 
飲 光， 飲酒， 飲食〜 ィ ン 

溫雅者 sorata  (柔和 者， 可樂 者） 9  228,  230 
温室 ① aggi-sa ほ （火 室， 火 堂） 37  290 ② 

jan1:aghara 〜溫 浴室 
fijii   sovacassata  (柔和， {<t 顺性， 丁寧， 善 語, 

善 言, 善 言 性） 20  225 
温處 atapa  (熱， 陽光） 16 下 38 
温水 unhodaka 1 196  ； 12  299,  300 
温泉 tapoda  (多 浮陀） 11 下 255，  256 ； 12 11*; 

30  89 

温泉 5®   Tapoda-kandara  (多 浮 陀窟） 4 119 
① 温泉 精舍 ② 溫泉林 Tapodarama  ( 多浮陀 

園, 榻補 園， 橡補 園） ① 11 下 255; 12 11, 13， 

15 ② 4 119; 12 12， 14 
① 溫 浴室 ② 湿浴③ 溫室 jan ほ ghara  (暖房, 

事 火 室， 火舍, 浴室, 浴 房， 風呂場） ① 1 94 ② 4 

183 ③ 26  72 
温和 者 を さげすむ Pesa ほ- atimafifiana  〔經〕 

12  323 

溫 和なる pesala  (穏和， 善美） 12  323 

遠 diira  3  25 

遠 行 pavasa 1 441 

遠 行者 aracarin 19  301* 

〔遠 行の 心〕 23  23 

遠 行 比丘 gamika-bhikkhu  3  509,  513  ；  4  323, 
394 

§ 行 上 匕 £： の義? S   gamikanaih  bhikkhunam 
vattaih  4  323%  324 

遠 色 dure  ruparh  65  (II)  54 

遠 塵 離 垢 viraja  vitamala  (離 崖 離 垢） 3  21， 
22，  23，  28,  29，  320  ；  6 162，  215  ；  21 49,  83， 
87  ；  44  44，  55，  324  ；  57 149,  240,  248，  257,  288 

遠-避す' parivajjeti  8  303 

遠 離 ① arS6  5 ② viveka  (離， 燭] 11 下 
396; 12  2，  3，  219; 16 上 141*，  189,  191*,  257， 
262，  273,  277*,  321*  ； 16 下 73，  89, 183  ；  20 
148;  21 171,  319,  351; 42  38°,  212,  238;  43 
137°  ；  64 111,  460,  461 〔三種〕 化 38°,  212, 
238  ；  43 137° ③ paviveka  (離， 獨罟， 閑寂， 閑 
靜， 間 居， 孤 濁， 寂靜） 9  24,  48，  49  ； 11 上 7， 11 ； 


オン 一 遠， 陰, 隱， 穩， 女 


17  395,  396  ； 19  288,  289,  306,  308  ；  20 130， 
131，  132，  200;  23 151; 24  95  ;  62 118,  415 
〔三種〕 17  395，  396 ④ paviveka ほ 62 161 
⑤ pavivitta  (孤燭 行， 孤燭 行者， 遠 離 者， 獨居 
者， 閑居 者， 遠 離處） 9  20*  ：§：  vupakasa  (閑 
靜） 〔二種〕 16 上 251 ®  Apagatarii 〔經〕 13 
374 ⑧ Viraga  〔經〕 16 上 184  ^  Viveka 
〔經〕 12  342  ； 16 下 73 
遠 離意樂 pavivekajjhasaya  62  230 
遠 離 依 止 Viveka-nissi は 〔章〕 16 上 189，  196, 

202，  207,  214 
遠 離解脫 nissarana-vimutti  (出 離 解脫） 63 
377 

遠 離 者 paviviua  (獨居 者， 閑居 者， 遠 離， 遠 離 

處） 23 152  ；  25  363 
遠離處 ① viviUa  senasana  (遠 離 る队 坐處， 

遠 離の^ 處， 躅 居の 坐!? 人處， 獨離 】± る 座處， 離 

れ たる 坐 队處， 離 世 閑居： 47  448  t  pavivitta 

(遠 離） 59 下 266 
遠 離 信 解 pavivekadhimutta  20 130 
①遠 離せる 认坐所 ②遠 離の 住處 vivitm 

senasana  (遠 離處， 獨 居の 坐 队處， 濁 居せ る 座 

處, 離れた る 坐 队處， 離 世 閑居） ① 42  38，  212  ； 

43 137 ② 7  256 
遠 離せる 座听 vivitta-asana  24  314 
遠 離の 喜 paviveka-piti 11 上 305*; 19  289 
遠 離の 樂 ① paviveka-rati  43  322 ② 

paviveka-sukha  (遠 離樂， 捨 離樂） 11 下 128， 

129;  44  446;  63  83,  236 
遠 離 法 viveka-dhamma  24  402 
遠離樂 paviveka-sukha  (遠 離の 樂， 捨 離樂） 

19  40，  41 ； 20  84，  85  ；  21 307，  308,  309，  310 
① 遠 離 論 ま' 遠 離の 話 paviveka-katha  ( 出 離 

論， 獨 居の 稱設） 〔十 論 事の一〕 OD 19 162, 163  ； 

22 上 3, 10,  297  ；  22 下 23  ；  42  332  ；  43  348  ； 

59 下 210  ®  23 141 


遠 離を樂 しむ 者 pavivekai-Sma  22 下 30 

① 陰馬藏 ②陰 馬藏相 kosohilia-vatthaguyha 

(馬 陰藏, 陰 處は覆 被に 穩 さる） 〔三十 二相の 一;！ 

① 6 161, 381 ； 24  208  ；  27  32 ② 6 157 
陰馬藏 ®  vatthaguyha  59 上 340* ② 

kosohita-vatthaguyha~  項 
陰馬藏 示現の 問 Vatthuguyhanidassana- 

panha  59 上 340 

隱所， 隱忍， 隱覆, 隱没〜 ィ ン 
隱處法 rahassa  (秘密） 1 32,  43 
隱 密衆會 gambMra  parisa 17 107° 
①隱密 の 危險② 隱密の 危難 paticchamia- 

parissaya  0：  62  63 ② 42 18°  ；  43 165°,  340, 

368;  44  417° 
隱 密の義 guyhattha  (祕 密事， 密義） 44  292 
fl 密の老 paticchanna-jara  64  25 
穩和 pesala  (温和， 善美） 12  254,  256 
女 i  itthi 、女人, 婦人 婦女， 婦） 〔三種〕 1 44 

〔種種： 10  3,  5; 11 下 34，  45;  22 下 210,  213> 

240,  242,  250,  254 ② dhitar  (娘） 4 14， 15 

③ Matugamo  〔經〕 13  344 
〔女が 男を戀 ひて 死す〕 31 106 
〔女 ff^ と金 細工 人〕 37 185 
〔女と 賢人と 盗賊〕 29  70 
〔女と その 夫, 兄弟， 子〕 29  91 
女と 交 はる m 豆 tugamopavic§ra  22 下 30 
〔女に 染 著せる 男の 臂 11|〕 11 上 291 
〔女の 夫 を 判定す〕 39 17 
女の 樂師 nippurisa-turiya  6  385 
〔女の 種種〕 10  3，  5; 11 下 34,  35;  22 下 210, 

213,  240，  242,  250,  254 
〔女の 爲に 名聲を 得た る 優 婆 塞〕 34  274 
〔女の 貞節 問題〕 59 下 19 
〔女の 薄情〕 37 174 
〔女の 忘恩， 殘忍〕 29  74 
〔女の 妄言〕 29  66 
〔女 は 渡 場に 等し〕 37  203 
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ガーター 力 


カー 力 KSka ① （烏） 〔奴 蒙〕 3  486 ② 〔魚〕 
37 145 

カー 力' ヂ ヤー タカ K§ka-jataka  ( 烏 本 生 物 
語） ① （—四 〇） 29  443° ② （一四 六） 29  473° 
③ （三 九 五） 28  471; 31 75;  32  266° 

力 力 チュー パ マ' スッタ Kakaciipama-sutta 
(鋸 晴( 經） 9  223° 

カー カーティ  一 Kakati  〔王妃〕 31 456,  457; 
37 177 

カー 力 ディ ーパ KSkadipa  (烏 島） 61 355 
力— 力一 ティ 妃本 生物 語， カー カーティ. ヂ ヤー 

タ 力 K3k5ti-j5taka  (三 二 七） 31 456°  ；  37 

188 

カー 力 ユカ kSkaijika  〔重量〕 39  38 
カー 力 ネール K5kaneru  〔山〕 38  309，  321 
カー 力一 ラャ KakSlaya  〔村〕 61 433 
カー カヴ ッリャ Kakavalliya  〔貧者， 長者〕 

63  352,  353 
力一 力 ヴンナ Kakavanna  (二 カー カヴ ンナ 

ティ ッサ） 〔王〕 60 125,  128,  131,  133,  292, 

327 

カー カヴン ナティ ッサ K5kavaijijatissa  (= 
力一 力 ヴンナ） 〔王〕 60  257,  291,  300，  302 

カー カン ダカ KSkapc^aka  (迦 乾陀） 〔婆〕 60 
168 

力 カン タカ， ギヤ一 タカ Kakaijtaka-jStaka 

(カメ レオン 本 生物 語） （一七 〇） 30 100° 
カー カンナ 一 ドウ KSkannSc^u  〔地名〕 61 374 
力 クサ ンダ ① Kakusandha  (拘留 孫， 拘樓 孫， 

鳩留 孫， 俱留 孫, 迹鳴 孫陀， 竭句 忖那） 〔佛〕 1 
12；  6  362； 10  74  2)  Kakusanda  〔婆〕 25 
315 

カク ダ kakudha  T (迦 沐，; 屈 婆, 迦 鳩陀） 〔果， 
樹〕 3  52  ；  26  270，  331 ； 37 171 ； 39  361， 
391; 41 305  ；  60  227 ② 〔鳥〕 26  309;  27 
177 ③ Kakudha  (迦 休， 覺 陀ニ拘 利' 耶子） 〔拘 
利 人， 塞， 天子〕 4  285;  7  56，  57; 12  91; 19 
169,  170， 171 〔 目 連の 侍者， 死後 生 天〕 19 169, 
170， 171 〔不 還の 記 別〕 7  56，  57 ④ 〔池〕 60 
247 

カク ダ品 Kakudha-vagga 19 164 


カク ッ ター KakuUha  (脚 { ^多） 〔河〕 7 107 

カク ッ ダ Kakuddha  〔佛〕 26  382 

カサ Kasa  〔村〕 61 66 

カーサ ① kasa  (葦） 〔草〕 14  215 ② Kasa 

〔山〕 60  219,  318 
カーサ ガッラ K3sagalla  〔精 舍〕 61 173 
カサー ッラ Kasmia  〔池〕 61 231 
カサー ッラカ Kasailaka  〔堡 壘〕 61 241 
① カーサ ーャ ② カーサ ーヴ k5s5ya， 
kasava  (袈裟， 袈裟 衣， 黄 衣， 黄色の 农， 壞 色の 
衣） ① 20 142 ② 33  41 
カーサ 一 ヴ* ナヤ 一 タカ KSsSva-jStaka  (袈 

裟本 生物 語） （ニニ 一）  30  332° 
カーシ ij  Kasi  (迦 尸， 伽 尸） 〔國， 族〕 2  257; 
6  322;  7  205  ；  28  98;  34  381 ； 35 160,  165*  ； 
36 17;  41 407  〔十六 大國の  一〕 21 146 ② 
(ii 尸） 〔王〕 11 上 65;  37  351; 41 405,  409 
③ Kasika  (迹 尸產， 迹尸 國產， カーシ 力） 〔絹 
布〕 6  377;  26  3;  28 111，  139;  38 179;  62 
229 

カーシ 力 K お ika ① 〔都〕 41 322 ②〜 次 項 
① カーシ 力 ② 力 一 シ國產 KSsika  (迦 尸迦， 

迦尸 國產） D20 149 ② 10  351, 366 
カーシ カン ダ K§sikaijda  〔地方〕 61 42 
カーシの 城 Kasinarii  puiram  9  307 
カシノ く一 ラドヴ ーヂャ KasibharadvSja  (耕 

田婆羅 墮闍） 〔婆〕 24  26 
カース マー ラノ 《ラター ャカ KSsumSraphala- 

dayaka  〔比丘の 響 喻 經〕 27  238 
カース マーリー kasumari  〔果， 樹〕 26  31， 
495;  27  72,  238;  35 113;  36  373;  38  38, 
59;  39  398，  424,  489 
カース マー リパ ラタ一 ャカ KSsumSriphala- 

dayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 26  495 
カス ミ―ラ Kasmh"a   (迦濕 彌羅， 屬賓） 〔國〕 

60  230*,  388 
カタ Kata  〔村〕 61 178 
ガタ ① Ghata  (蘇 油） 〔王〕 32  26 ② Gha^a 

(二  口一 ヒネ ツヤ） 〔惡 魔〕 25  28,  30 
ガ —タ— g5tha  (ザ 加陀， 伽 他 バ曷） 〔九分 敎 の一〕 
18  312  ;  65  (I)  37,  38° 


(113) 


カー カタ 力 


カタ 力 ① kataka  (摩擦 具） 〔樹, 果〕 63  48,  50 ； 

64  292  %  Kataka  〔村〕 61 73 
カタ カン ダカ ーラ Ka^akandhakara  X  〔地 

名： 35  213 ② 〔精 舍： 62  450 
カタ カン ダカ一 ラ住 〔者〕 Katakandhakara- 

vasin  37  416 
ガタ 賢者 Ghatapap さ ita  〔力士〕  33  323,  328* 
ガタ 賢者 本 生物 語 Gha ね- jataka  (四 五 四） 33 

320° 

ガ ターザナ Gha ほ sana  〔傳。 轉輪 王〕 26  268 
ガタ 一サナ *チ* ャ一タ 力 GhatSsana-jStaka 

(火焰 本 生物 語） （一三 三） 29  416° 
ガタ サン ニヤ 力 Gatasafifiaka  〔比丘の 譬喩 

經： 26  224,  428 
ガタ. ヂ ヤー タカ Gha は- jataka ① （蘇 油 王子 

本 生物 語） （三 五 五） 32  25° ② （ガタ 賢者 本 生 

物語） （四 五 四） 33  320° 
力 ダック ダ Kadakkuda  〔戰 士〕  61 247,  270, 

290,  348 

カタ ツチ ュビッ カタ'、一 イカ一 Katacchubhik- 
khadayika  〔比丘尼の 譬 n| 經〕 27  364 

カタ'、 ノラ 一 デニ ヴ— タカ Kadal ほ diniv5taka 
〔地名： 61 51 

カタ ド一 ラ一ヴ 一ダン パガ ッラカ 
Katadoravadambagallaka  〔村〕 61 324 

カタ— ハカ Katahaka  〔奴 隸〕 29  378* 

カタ— ハカ 奴隸本 生物 語， カタ 一 ハカ' ヂ ヤー タ 
力 Katahaka- お taka  (—二 五） 29  378°, 390 
カタ マ一 ャ katamSya  〔鹿〕 39  413 
ガタ マン ダ ダ 一ャカ GhatamaijcJadSyaka 

〔比丘の， 晴 (經〕 27 130,  224 
① カタ モーラ カティ ッサカ ② カタ モー ダカ 低 
沙迹 Katamoraka-tissaka, 
Katamodaka-tissaka  (迹 吒無迦 利， 逝留羅 
提舍） 〔提 婆の 徒, 比〕 ① 1 287，  293;  2 105, 
540  ；  4  301 ② 12  254 
ガタ— ャ Ghataya  (迦羅 ） 〔釋 氏〕 11 下 128 
カー タラ Katara  〔村〕 65  (I) 123 
力 ダリ— ① kadali  (芭蕉， 羊 角蕉） 〔植〕 26  30, 
44， 147,  433,  500  ；  37 144  ；  38 197  ；  39  363, 
407，  542  ；  61 187,  293,  305,  327,  338，  441, 


443，  449 ② （ = 力 ダ リ 鹿 ： ： 鹿〕 25  49  ；  37 146 

38  450  ；  39  418,  477 ③ Kadali  〔村〕 61 174 
力 ダリ 鹿 kadali-miga  (羚羊 二 カダリー） 7 

185*  ； 14  227  ； 17  222  ； 19  69;  20  347 
カダリー セーナ Kadalisena  〔村〕 61 453 
カダ リ 一 パッタ KadalipaUa  〔村〕 61 337 
力 ダ リ 一パ ラダー ャカ KadaliphaladSyaka 

〔比丘の 譬 nii 經〕 26  500 
力 ダ リー ヴータ KadalivSta  〔ヴン ニー  人〕 61 

481 - 

力 ダ ノレ ャ 一 ディ 二 ヴータ KadalyadinivSta 

〔地名〕 61 87 
カタ— ヴッ トウ Katha-vatthu  (論 事， ^0 陀跋 

偷） 〔七 論の  一〕 57  r 
力 タンダ カー ラ Katandhakara  〔住 院〕 61 64 
力 ダン パ 〔力〕 ① kadamba  〔ka〕 （迦暴 婆， M 

淡 聞， カラ ンパ） 〔樹〕 60  265,  318,  377，  380， 

397  ；  61 303  ；  62  406,  407 ② Kadamba〔ka〕 

〔河〕 60 100,  114,  208,  244,  248,  258,  295, 

386;  61 39， 125 
力 ダ ンパ ゴ 一 ナ Kadambagona  〔精 舍〕 61 83 
力 ダ ンノ 《プ ッ ピ ャ Kadanbapupphiya  〔上 匕 丘 

の靈 n|i 經〕 26  305,  484 
ガ ギヤ クン ノ  チ * ヤー タカ Gajakumbha- 

jataka  (龜本 生物 語） （三 四 五） 31 541° 
ガヂャ パ―フ GajabShu ① （二 ガヂャ —パー 

フカ ガー マ 二） 〔王〕 60  398 ② （=ガ ヂャプ 

ギヤ） 〔二世 王〕 61 175,  188，  190，  191°*,  207,. 

210，  214*，  217，  219,  220,  226,  236，  237,  240*, 

250"^,  261,  264,  265,  274，  335 ③ 〔印度 本土 

の將 軍〕 61 497 
ガヂャ 一パー フカ ガ一 マ 二  Gaj§bShuka- 

gamani  (二 ガヂ ャパ一 フ） 〔王〕 60 143，  144, 

398 

ガヂャ ブヂャ Gajabhuja  (二 ガヂ ャパ— フニ 

世 王） 61 215，  245,  254,  268 
カー ヂ ヤヲ Kajara  〔村〕 60  278,  279  ；  61 151, 

157 

カー ギャラ ガ一 マ 力 K5jai-ag§maka  〔fe 舍〕. 
61 68 

カヂ ヤン ガラ— Kajaiiga ほ （迦旦 遮羅， 迹徵 
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力 ツチ--力 


#1 羅， 迦 戰羅， 羯朱， IS 祇羅） 〔町〕 3  348  ； 11 下 
433  ；  22 上 280  ；  28 104  ；  32 122， 123  ；  59 上 
17,  22 

カヂラ khadira  (力 ディ ラ， 轲 地羅， 竭 地羅， 法 

提羅， ァカ シャ） 〔樹〕 30  31 
ガ ッ ガ Gagga ① （伽ィ 加） 〔比〕 3  218  ；  4 125 

② （伽 伽） 〔鴦掘 摩の 父， 婆〕 11 上 137 ③ 〔夜 

叉〕 30  27 

カツ カタ ① Kakka お （伽 伽羅） 〔比〕 22 下 28 
② （歸 迦舍） 〔塞〕 16 下 243 ③ kakkata  〔鹿〕 
39  413 

カツ カタ' ヂャ一 タカ Kakka お- jataka  (蟹 本 

生物 語） （二 六 七） 31 112° 
ガ ッ ガ 婆羅門 本 生物 語， ガ ッガ. ヂ ヤー タカ 

Gagga-jataka  (一 五 五） 30  25° 
ガ ッ ガマ gaggama  〔樂 器〕 24  460,  509 
ガ ッ ガラ Gaggara   (二 チュー ラガ ッガラ 力） 

〔園〕 60 140 
ガッガ ラー Gaggara  ({ 加 伽， 伽 伽羅， 揭ィ 加， g 

伽， 迦迦） 〔池〕 3  544  ；  6 165, 166  ；  8  357  ； 10 

85  ；  20  305  ；  21 25  ；  62  410 
カツ カラ' ヂャ一 タカ Kakkara-ja は ka  (鶴 古 | 

本 生物 語） （二 〇 九） 30  271° 
カツ カラ パッタ Kakkarapatta  〔村〕 21 205 
カツ カラ ヸッ ティ Kakkhalavitthi  〔村〕 61 

59 

ガ ッ ガ リ Gaggali  〔村： 39 172 

カツ カル kakkaru(= 力 ッ カール) 〔果〕 39  409 

カツ カー ノレ kakkSru  (= カツ カル） 〔天 華, 樹〕 
24  481 ； 26  304  ；  31 451* 

力 ッ カール 華 本 生物 語， 力 ッ カール • ヂャ— タカ 
Kakkaru-jataka  (三 二 六、 31 450° 

カツ カー ノ レフ。一 デャカ KakkSrupQjaka  〔上 匕 
丘の 譬 經〕 26  304 

カツ サパ Kassapa ① 〔姓〕 6  363;  31 367; 
36  72,  76  2) (迦 葉,) 〔佛〕 1 12;  6  362 ③ （迦 
葉 = 摩訶迹 葉） 〔比〕 9  372* ④ (迦 葉， 加 葉， 迦 
葉 波） 〔古 仙〕 6 155; 11 上 225，  261; 20  308 
⑤ 〔一世 王〕 6124°*，  28 ⑥ 〔三世 王〕 6184° 
⑦ 〔四 世 王〕 61 107，  108，  110，  122,  127°* ⑧ 
〔五世 王〕 61 122，  123，  127，  129°*， 133 ⑨ 


(ニシ ラーダー タ王） 〔アツ ガボ 一 ディ 三世 王 
の 弟〕 61 61*，  64°*  76, 151 i で )（= ヸッカ マ 
パー フ王） 61 146,  147，  149°, 153  ®  〔髮舍 
利 長， 王〕 61 156°  @  (二 ギ リ 力 ッ サパ、 〔王 
子〕 61 35 ⑬ 〔セ ーナ 五世 王の 子〕 61 144  © 
〔ロー  ハナの 領主〕 61 111 ®  〔將 軍〕 61 353 
@  (= カツ サパギ リ ） 舍〕 61 66 

カツ サパカ Kassapaka  〔園〕 14 196 

カツ サパ ギリ Kassapa-giri  (= カツ サパ $|)) 
〔精 舍〕 61 58 

力 ッサ パ. ゴ ッ タ Kassapagotta  (迦葉 姓， ji^ 葉 
氏） 〔比〕 3  544; 17  388 

力 ッ サハ • サ ムュッ タ Kassapa-sarhyutta  (迹 
葉 相 應,' 13  285° 

力 ッサ ノくシ  ーノヽ ナータ • スッ タ Kassapa- 
sihanada-sutta  (迦 葉師 子吼經 i 6  231° 

力 ッサパ セーナ Kassapasena  〔精 舍〕 61 128 

力 ッ サパー ティ ギリ KassapSdi-giri  〔精 舍〕 
61 85 

カツ サパ マンディヤ' ヂ、 ヤー タカ Kassapa- 

mandiya-jataka  (迦葉 愚鈍 本 生物 語） （三 一 

二）  31 364° 
力 ッサ パラー チ' ャカ Kassaparajaka  〔精 舍〕 

61 113 
カツ シピッ ティカ プッパ 力 

Kassipitthikapubbaka  〔精 舍〕 61 22 
カツ タカ ① KaUhaka  (伽 沙） 〔天〕 7  290 ② 

Katthaka  〔塔 廟〕 61 99 ③ kanhaka  〔草〕 

23  42 

〔力 ッ タカ 草の 自滅す る 譬喻〕 23  42 

カツ タ ハーラ KatthahSla  〔僧房〕 60  345 

カツ タ ハー リ. ヂ ヤー タカ KaUhahSri- 

jataka  (採 薪 女 本 生物 語） （七） 28  267° 
カツ タラ Kattala  〔村〕 61 387 
カツ タヮ" ーノ、 ナ Katthavahana  、運 薪） 〔王， 

佛の 前生〕 28  270,  271; 34  9 
カッタン ガ katthaiiga  〔植〕 27  96 
カツ タンタ Katthanta  〔都〕 61 120 
カツ チカ一 ラ kaccikSra  〔樹〕 37 171 ； 39 

405 

カツ チヤ 〔力〕 ① kaccha〔ka〕 （犍 遮耶, 無 花 
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カー 力 ッ ヂ 


果） 〔樹〕 2  54  ；  37 171 ； 62  361 ② Kaccha 

〔ka〕 〔渡〕 60  222,  300,  315 
力 ッデャ 力 ダ一ャ 力 Khajjakadayaka  〔上 匕 丘 

の譬 u ぉ經 つ 26  312 
カツ チヤ ーナ ：r  Kaccana  〔姓〕 1 284 ② 

Kaccayana  =  Kaccana  (迹婉 延= 摩 I 可 迹旋 

延） 〔比〕 26 153 
カツ チヤ— ナ— KaccanS  (J) (迹 )^延=パ ッダ 

カツ チヤ 一 ナ—） 〔王女〕 60  65 ② 〔王女〕 60 

161 

カツ チャーニ  • チ * ヤー タカ KaccSni-jataka 

(迦 旃延本 生物 語） （四一 七） 33  r 
力 ツチ ヤノ 《• チ * ヤー タカ Kaccapa-jStaka  、龜 

本 生物 語） D  (—七 八） 30 129°  %  (ニー 五） 30 

297° ③ （二 七三） 31 145° 
カツ チヤ一 ャナ Kacc5yana=KaccSna ① (力 

ツチ ヤー ナ） 〔姓〕 2  9* ② （迦 多衍那 = 不那奇 

龍） 38  442 

カツ チヤ ヴ―ラ Kacchavaia  〔精 舍〕 61 104 
力 ツギ ユラ khajjura  〔樹〕 38  435 
力 ッ"^ ユーラ カヮ" ッタ マーナ 

Khajjurakavaddhamana  〔池〕 61 221 
カノ ヂ ユー リ khcijjQd  〔樹〕 38  505 
カツ ヂョ ータ Khajjo は 〔河〕 61 452 
カツ ギヨ  一 ノ^ ^ッカ マ 力 kajjopakkamaka に賫 

珠〕 59 上 259 
力 ッデョ —ク 《ナカ' デ ヤー タカ Khaj jopanaka- 

jataka  (螢本 生物 語） （三 六 四） 32  74 
カッテ イカ kauika  ( 迦 底迦， 迦剌底 迦） 〔月〕 

29  258  ；  31 164  ；  60  230,  263，  273 ；  61 2 
カッテ イカ 祭 kattika-chana  29  340,  479， 

481， 499 

カッテ イカ チヨ一 ラカ Kattikacoraka  (迹提 
賊） 1 443 

カツ 亍 《力 パフ パヌ Kattikapabbata  61 
69 

ガッティ ャ— Ghaniya  〔妃〕 38 191 
カツ ドゥー ラ Kaddiira  〔村〕 61 249 
カツ ドゥー ラヴ' クダ マーナ 

Kadduravaddhamana  〔池〕 61 409 
カツ ドゥー ラヴ プ ダヴー ナ 


Kadduravaddhavana  〔池:] 61 409 
力 ッ パ D  kappa  (劫 波， 如意） ：樹〕 62  406， 
407 ② Kappa  (劫 波） 〔婆 和 利の 弟子, 婆， 比〕 
24  379   D  (劫 波） 〔行者, 佛の 前生〕 12  246; 
31 547* 

力 ッ パ ガッラ 力 Kappagallaka  二 村〕 61 146 
力 ッ パガ— マ KappagSma  〔殿 樓〕 61 82 
カッパ 力 ン ダ ラ Kappakandara  〔村〕 60  304 
カツ ノ 《カン タ' ラ— Kappakanaara  〔河〕 60 
310 

カッパ— サ I  kappasa  (劫 波 姿， 綿， 木棉， 綿 
花） 〔綿〕 11 下 225  ；  63 109  2  Kappasa  〔村〕 
61 143 

カッパ— シカ kappasika  X  ( 古 貝， 劫 貝， 綿 衣, 
綿布， 木綿） 26  459 ② 〔藥用 艇 物： 3  357  ^ 
Kappasika  (迦^ 波沙 林， 綿澍 i 〔林〕 28 175; 
60  4 

カツ ジくタ = カッノ 《タクラ Kappata  = 

Kappatakura  〔比〕 25 157 
力 ッパノ レツ キヤ Kapparukkhiya  〔比丘の If 

口 B ラ經〕 26 163 
カツ ピ タカ Kappi は ka  ： 比〕 2  497，  498;  25 

78.  83,  84,  86 〔昆舍 離 王 アン パサッ カラ を 化 

導〕 25  78*  . 
カツ ピナ Kappina  (劫賓 おん 迦 匹那， 歸賓ぉ = 

大劫 賓那） 〔比〕 25  20 
カツ ビラ一 Kappi ほ 〔都〕 41 398 
カップ— ラ よ kappura  (椁 腦， 龍腦 香） 39  412 

② KappQra  (掉腦 i 〔房 舍〕 61 67,  73, 113 
カツ プーラ ムーラー ャタナ 

Kappuramulayatana  〔精 苦〕 61 173 
① カツ ラ カツ レーナ 1^' カツ ラカー レーナ 

Kallakallena,  Kallakalena  ： 淸舍〕 j)60 

370 ② 60 133 
ガン ラカピ 一タ Gallakapi—tha  、村〕 60  268 
力 ッ ラー タナー ガ Khallatanaga  〔王〕 60 

134,  372,  373 
力 〔ッ〕 ラッカ Ka〔l〕lakka  〔ダ ミラ 人〕 61 

386,  387 

カツ ララ Kallara  ： 軍： 61 372.  373 

カツ ラヴ一 ラム ッタ Kallav5!amutta  〔村" 1 


カーナー 力 


20  336 

ガ ッ ラ ンパ ッ ティカ GallambaUhika  〔村〕 
61 333 

カツ リャ一 二 力， カルリ ヤー 二 力 KalySijika 

〔精 舍〕 60  366,  402,  403 
カツ リ ヤー ニー 來降 Kalyani-agamana  60 

159 

カテ .{    Kati  〔池〕 61 407 

ガ ティカ ーラ GhatikSra ① （作 瓶） 〔迹 葉佛 

の 侍者〕 41 348 ② 〔迹葉 (1 の 信士〕  41 352 
ガテ ィ 一力 ーラ Ghatikara ① （陶工， 陶師， 作 

瓶， 瓦師） 〔人〕 11 上 60*，  28  91; 59 下 50* 

② （瓦 師） 〔梵天〕 28 139， 148 
ガ ティ一 力一 ラエの Ghatikara-panha  . 

59 下 51 

① ガテ ィ一 カー ラ' スッタ ②ガ ティカ ーラ經 
Ghatikara-sutta  (陶 師經） ① 11 上 59° ② 
57  366 

カティ サハ Katisaha  〔 ダ ンマダ ッシー g の 信 
士〕  41 312 

カティ ッサハ Katissaha ① （迦多 黎沙） 〔比〕 

22 下 29  ®  〔塞〕〜 次 項 
① カティ ッ サハ ② カティ ッ サパ 

Katissaha,  Katissabha  (迦 多梨沙 婆） 〔塞〕 

T 16 下 244  D  7  56,  57 
カティナ kathina  (迹稀 邪， 功德 衣） 〔衣〕 1 

343,  442;  2 119 
ガ ティ パッチ ェ —ダナ Gatipacchedana  〔庫。 

轉輪 王〕 26  273 
カティ ャ —ガー マ KatiyagSma  〔村〕 61 241 
力 —ティヤー ナ KStiySna  〔比〕 25 194, 195 
カーティ ヤー ニー    Katiyani  (迦 帝耶 尼） 〔夷〕 

17  37 

カデ イラ khadira  (轲 地羅， 竭 地羅， 法 提羅， 力 

ヂラ， ァカ シャ） 〔堅木， 樹〕 26 124;  33  240, 

333，  334  ；  39  22 
力 ディ ラ樹 炭火 本 生物 語 KhadiraiigSra- 

jataka  、四 〇） 23  438°  ；  31 228,  522 
カデ f ラ炭 〔火〕 khadiraiigara  23  450;  59 ± 

39 

カデ イラ 炭火の 法 門 Khadirangara- 

( 


pariyaya  〔經〕 59 上 39 
力 ディ ラ―リ Khadir§!i  〔精 舍〕 61 69 
力 ディ ラ林 £fe 者 Khadiravaniya  (= 離 曰） 

〔比〕 25 119 
力 ディ ラヴ ニヤ Khadiravaniya  〔鳥〕 30  274* 
力 ディ ランガ 二    KhadiraAgapi  〔要塞〕 61 

157, 161 

カデ イラ ン ガー ラ. ヂ ヤー タカ 

Khadiraiigara-jataka  (力 ディ ラ 樹 炭火 本 生 

物語） （四 〇） 23  438° 
力 ディ リャ Kadiliya  〔ダ、 ミラ 人〕 61 366 
カテ— ルッカ katerukkha  〔花〕 39  409 
力 テール ハ kateruha し 植〕 39  410 
力 トゥカ katuka  〔果， 樹〕 31 238 
力 トウ ヴ ン ド ゥ Katuvandu  〔地名〕 61 283 
カト ウンナ ルー Katunnar^i  〔、； 也〕 61 172,  230 
ガ ド ラ パ • パ ンハ Gadrabha-pailha へ 驢馬 問 本 

生物 語） （  ） 29  321 

カナ khaija  (刹那） 1 152，  275 

カー ナ K5ija ① 〔村〕 61 68,  407  力 

一 ナガ— マ 池） 〔池〕 61 172，  407 
カーナー Kapa  (伽 若，；' jg 若那、 〔夷〕 2  125; 

21 316;  29  428* 
ガナ 1)  gana  (伽 那， 團除， 衆人， 衆 社， 會衆 ） 9 

350； 11 上 347 ② ghaija  (犍 南， 鍵 南， 堅 肉） 

〔胎内 五位の一〕 42 179;  63 14 
カナ カダッ ター Kanakadatta 尼: 60 114, 

252 

カー ナガ 一 マ KS;ia-g5ma  (= カー ナ池） 〔池〕 
61 407 

ガナ 力 モッガ ッラ一 ナ • スッタ 

Gapakamoggal ほ na-sutta (算數 家目犍 連經） 

11 上 347° 
カナシ ャ Kanasiya  〔地名〕 61 372 
ガナ セーラ Ghanasela  〔山」' 36  38 
力一 ナ ター ラ. ヴナ KSpatalavana  〔渡〕 61 

269 

カー ナノく ッタ" —クタ'、 Kanapaddauda  ： 地名〕 
61 221 

① カー ナ マータ 一 ，i ^カーナーの 母 

Kanamata  (伽 若の 母 〔夷〕 ① 2 125 ② 29 


力一 カー ナ 


428 

力一 ナ ムーラ Kaijamtila  〔地名〕 61 283 

カーナー リツ タ KSpSrittha  (眇 目の 阿梨 吒 
= ァリ ッタ 龍） 38  237，  283,  299，  304,  305，  331 

力一 ナヴ 一ピー KSpavSpi ① 〔村： 61 112 ② 
〔池〕 61 120 

① カナ ゴーラ ②カナ ギ一ラ kaijavera. 
kanavira  (夾竹桃） 〔花， 植〕 ① 26  312  ；  31 
403,  406,  407  ；  37 171 ② 62  362 

カナ ヹ一 ラ華本 生物 語， カナ ゴ ーラ. ヂ ヤー タカ 
Kanavera-jataka  (三 一八） 31 402°  ；  33  24 

カナ ゴ一 ラフ ッ ピャ Kanaverapupphiya  〔上ヒ 
丘の 譬喩 經り 26  311 

力 二 力 kapika  〔樹〕 26  29 

力 二 カー ラ kaijikSra  (迦尼 割羅， 羯尼迦 ，牙 
も， 黃 花樹 = カン 二 カー ラ） 〔花， 植〕 7  81; 8 
340;  26 112，  287,  314,  329，  346，  351，  386, 
420,  473,  495，  500;  27  36, 146,  220,  233, 
238，  240，  332 ；  28  84  ；  33  340  ；  36 123,  312, 
328;  38 186,  277,  436;  39  309，  310,  406, 
410  ;  41 315;  61 305,  536;  62 144;  63  53， 
67 

力 二 カー ラ ツチ ャタ ニヤ 
Kanikaracchadaniya  〔比丘の 經〕 26 
314 

力 二 力一 ラプッ ピャ Kanikarapupphiya  〔上ヒ 

丘の 臂喩 經〕 26  346 
力 二 カー ラプッ ピャ 品 Kanikarapupphiya- 

vagga  26  346 
力 二 力一 ラ品 Kanikara-vagga  27  233 
力 二 カーリ— Kaijikari  〔天 宮〕 27  234 
力 二 デャ一 ヌ' ティ ッサ KaijijSnutissa  (= 力 

ユラ ヂャ— ヌ） 〔王〕 60  389 
カニッ タティ ッサ Kanitthatissa  〔王： 60 144, 

402 

力 ニラチ * ャ一ヌ Kanirajanu  (= 力 二 ヂャ一 

ヌ ティ ッサ） 〔王〕 60 140 
ガニ ソ Gapin  〔鹿〕 37 146 
カー ヌ Khanu ① 〔ダ ミラ 人〕 60  315 ② 〔村〕 

60  315 ③ 〔池， 60  416 
力一 ヌコ ンダ ンニ ャ Khanukondanna  (竭那 


1'g 陳如， 法 奴愤陳 如' 1 〔比〕 63  313 
力一 ヌマタ Khanumata  (法案 婆提） 〔村： & 
189 

カパッ ラッカ ンダ Kapallakkhanda  〔地名〕 
60  391 

カパッ ラブ— ヴ Kapallaptiva  (鍋燒 饅頭） 〔地 

名： 29 173;  60  394 
カー ハ ッ リ K5halli  「池： 61 407 
力— パティ 力 Kapathika  (= 践羅陀 瞎闍） 〔靑 

年： 11 上 223，  224 
ガハ パティ 'ヂャ 一タカ Gahapati つ 'Staka  (家 

長 本 生物 語） （一九 九） 30  225° 
ガハ パティ ヴッガ Gahapati-vagga  (居士 品） 

10  85。 

カハ— パナ kahSpapa  (迦 利沙 波拏， 迹 利沙鉢 
拏， 迦利 沙槃， ー錢, 金貨， 銅貨 = 二十 摩 沙迦） 1 
401，  405;  2  402，  404,  414,  416;  28  70,  202, 
231,  247*,  375,  376;  29 153，  156，  214,  215, 
441 ； 30  332  ；  31 12,  20,  26,  54*,  192,  261, 
471, 518  ；  32  67，  68，  312*，  426  ；  33  43  ；  34 
331 ； 39  6,  33，  71， 98， 129, 171 ； 59 下 130  ； 
60 169，  289,  322,  343;  61 136,  137，  392; 
65(1)45 

力 パーラ ナーガ KapSlanSga  〔|f 舍〕 61 49 
力 パーリ Kap5lin  (= シヴ, 神） 61 303 
力 ピシ一 サ Kapisrsa  〔ダミ ラ人〕 60  315，  375^ 
376 

①カ ピタナ ^カピ ッタナ kapithana, 
kapitthana  ( ~ ^力 ピッタ ，力 ピッ タカ， カギ ッ' 
タ  >  〔樹〕 d  2  54      27  45，  73 

カピ. ヂ ヤー タカ Kapi-p1:aka  (猿 本 生物 語)^ 

①  （二 五 〇） 30  456°  la 四 〇a)  32  330° 
力 ピッタ ① Kapittha  〔村〕 60  305 ② 

kapittha  〔樹〕 〜次 項 
①カ ピッタ 1 カピッ タカ kapiuha, 
kapittha,  kapitthaka  (劫 比 他， 林檎， 山林 擒， 

迦稗 多羅〜 カピッ タナ， カピ タナ， カヸッ タ〉 
〔果， 樹〕 S25  273;  27  45;  38 120;  60  336 

②  62  361 

カピッ タパ ラダー ャカ KapiUhaphaladSyaka 
〔比丘の 饗 Bii 經〕 27  245 


(lis) 


カラ 一 力' 


力 ピッチ ュ kapicchu  〔毒 果樹〕 25  22 
力 ピナ ツチ ャナ— Kapinaccana  (猿 遊 境 ■)  25 
79 

力 ビラ Kapila ① 〔比〕 1 110;  61 401 ② 
〔婆〕 59 下 15 ③ 〔醫〕 59 下 102 ④ 〔大臣〕 60 
403 

カー ピラーニ  一    KSpi ほ ni  〔女〕 29  56 
力 ビラ ヴ ッ ト ゥ Kapilavatthu  (迦維 羅衞， 迦 
毘羅 拔究， 迦毘 羅衞） 〔城〕 1 397,  414  ；  2  89， 
424，  507  ；  3 138  ；  4  378;  9 149  ； 18  344  ；  20 
9 

力 ピー ヴ ン タ Kapivanta  〔都〕 8  273 
力 ピン ヂャラ kapifijara  〔鳥〕 178;  39  414 
ガ フヴラ ティー リャ Gahvaratiriya  〔上 匕〕 25 
116 

カボー タ カン ダ ラ  一 Kapotakap (； { 迦布德 

迹） 〔精 舍〕 63  313 
カボー タ 'ヂ ヤー タカ Kapota-jataka  (媳本 生 

物語） T  (四 二）  28  471° ② （三 七 五） 32 120° 
カーボー ティ カー kapotika  〔酒〕 2 173 
カーマ. スッタ KSma-sut は （欲 愛經） 34  43 
カーマ セッタ Kamasettha  (加 摩 世 致） 〔夜叉 

祌， 天〕 7  282;  8  279 
カーマ ダ KSmada  (迦 摩陀） 〔天子〕 12  80 
力 —マ. ヂャ— タカ Kama つ '5 は ka  (欲 愛本 生 

物語） 六 七） 30  361; 34  41° 
カーマー ナ コッダ Kamanakotta  〔地名〕 61 

366 

ガー マ 二  GSmaiji  ®(= ガー マ 二 チャンダ） 
〔人〕 31 47*  @(= マ ハー ガ— マ 二 力） 〔池〕 
60 143  t  ( = ガ —マ 二 ティ ッサ） 〔池〕 60 143, 
225 

ガー マニー    Gamani ① 〔王〕 28  272,  273 ② 

- ({ 加 摩 尼 J  〔擇 種〕 60  66 ③ 〔ダ ミラ 人〕 60  315 
④ （伽 摩 尼 = ディ 一 ガガ— マニー）  60  215 ⑤ 
(= ド、 ゥッタ ガ— マ 二— 王） 60  297,  300,  302, 
304*,  308，  319，  320,  331,  398;  61 554 

ガー マニー ァノ； ャ G§map レ abhaya  (= ド ゥッ 
タ ガー マニー 王 J  60  296 

〔ガー マ 二— 王子 誕生〕 60  290 

ガ一 マニー. サン ユッタ GSmani-saihyutta 


(聚落 主 相應） 16 上 r 

カーマ 二  — タ KSmanita  〔婆〕 30  361 

力— マニー  タ 婆羅門 本 生物 語， 力— マニー  タ. チ 

ャ一 タカ KSmanRa つ 'ataka  (ニニ 八、 30 
361° 

ガ一 マユ 'チ* ヤー タカ GSmaiji-jStaka  ('S'M 

王 本 生物 語、 （八 I  28  272° 
力、'一 マ 二 チヤ ンダ GSmapicaijda  〔人〕 31 46* 
ガ —マ 二 チャン ダ、 農夫 本 生物 語， ガ— マユ チヤ 

ンダ. チ * ヤー タカ Gamaijicaij(;la-j5taka  (二. 

五 七） 31 42° 
ガー マ 二  • ティ ッサ Gamani-tissa  (=ガ 一マ 

二） 〔池：] 60  398 
カーマ ギ イラ ーパ. ヂ ヤー タカ K5mavilSpa-- 

jataka  (愛欲 悲歎 本 生物 語） （二 九 七） 31 289° 
ガ ミ 力 Gamika  〔人〕 60 127 
ガミ ッタ ヴ ― リ GamiUhavSli  〔精 舍〕 60  292 
カメレオン kakaijtaka  29  362,  449*  ；  39  38* 
カメレオン 本 生物 語 Kakantaka-jataka  (― 

七 〇） 30 100° 
カメ レオン 品 Kakantaka-vagga  29  449° 
〔力 メ レオン 問答〕 39  38 
ガー メ  一 ン ディ GSmepdi  〔池〕 60 139 
ガヤー Gaya ① （你耶 ） 〔地名〕 3  62;  9  306;. 

12  360; 15  32 ② 〔河〕 9  59 
カーヤ ガ ター サ ティ • スッタ KSyagatSsati- 

sutta  (身 行 念經） 11 下 96° 
ガヤー カツ サパ Gay§-Kassapa  (迦 迦葉） 

〔外， 比〕 3  44,  60 
力— ャサッ ティ KSyasatti  〔比〕 61 485 
ガヤ 一 シーサ GaySsisa  (象 頭， 迦耶 浙舍， 伽 ^ 

尸 利沙） 〔山〕 3  61; 4  305; 15  32;  21 241; 

28 176,  282,  358;  29  322,  458,  498;  30  59,. 

332 

力 ― ャバ ン ダナ （腰 帶） 支提 Kayabandhana- 

cetiya  60 102 
カーヤ ヸ ツチ ンダ' 'ヂ ヤー タ 力 

Kayavicchinda-jataka  、身體 厭離 本 生物 語 > 

(二 九 三） 31 275° 
カラ Khara  (法 羅， 粗皮） 〔夜叉〕 12  360;  24 

100 


(119) 


力— ラ KS!a お （黑） 〔比〕 28  322,  323 ② （= 
力— ラ ハツ ティ） 〔將 軍〕 37  262,  263，  268, 
275  ®(= マ ハーカ— ラ， 摩 河 迦羅） 〔龍神〕 60 
348 ④ 〔池： 61 21， 25，  27,  95，  407  ®  Kala 
(f 加 藍） 〔種族〕 17  303  ®  kara  〔樹〕 37  395, 
402 ⑦ Kara  (樹） 〔島〕 34 176 

カーラー r  kala  〔草， 樹： 9 132,  134，  428  ； 
25 166,  240;  32  392 ② Ka}a  〔山：] 38  414， 
428,  499,  502.  512,  542 ③ 〔河〕 61 452,  453 

カラ 力 karaka  〔雨〕 65(1)  81 

カー ラカ Kalaka ① 〔將 軍〕 30  316* ② 〔園〕 
18  45 

力一 ラガ クラ 力 Kalagallaka  〔村： 61 479 
カー ラカー ラーマ KSlakarSma  〔經〕 60  233 
カー ラガン ガ一 KSra-gaiiga  〔河〕 61 406， 
409 

① カー ラカン ヂャ ② カー ラカ ンヂ ャ 力 

Kalakaiija,  Kalakanjaka  (起 屍） 〔阿{^羅〕 

① 7  285  ；  8  9* ② 29  254  ；  58  63 
力一 ラカン 二一    XiK5!akaijijin  (不運 者） 〔給 

孤 燭の幼 友： 29  204* ② Ka!akaijm  (黑 耳) 

〔天女， 惡魔〕 32 171 ； 35  8 
力一 ラカン 二  • ギヤ一 タカ K5lakaijiji-j§t:aka 

(不運 者 本 生物 語） （八 三） 2'9  204° 
力一 ラカン 二' ティ ッサ Kalakannitissa  (= 

ク ティ カン ニテ f ッサ） 〔王〕 60  382 
カー ラケー マ 力 K5!akhemaka     (迹羅 差 摩) 

〔釋 氏〕 11 下 127 
カー ラシ ラ KSlasira  〔村〕 59 上 181， 182 
カー ラシ ラー Ka!asi ほ （黑 石， 黑岩， 黑曜 岩， 岐 

黑方 石） 〔窟〕 7  90;  36  25 
カラス 婉豆 kulattha  63  53 
力— ラス マナ Kalasumana  (ィ 加羅須 末那） 〔相 

承 比丘〕 5  4;  65  Ii 79, 127 
力一 ラセ— ナ Ka!asena  〔王〕 33  325 
カー ラセ ーラ Kaiasda  (黑 石） 〔沸〕 61 23 
力 ラダ— テ f 力 Kharadathika  (剛 牙） 〔夜叉〕 

28  65 

力— ラ チャンパ— KS!acamp§    (HQ 波） 〔町〕 

37  423,  424,  446;  38  414 
カラ ッサラ • チ* ヤー タカ Kharassara-jStaka 


(騷音 本 生物 語） （七 九） 29 183° 
カラ チイ karati  〔樹〕 39  407 
カラ テ { 力 Khalatika  ： 山〕 65iIII;  92 
カー ラ ディ— ガ K§ladlgha  (黒 長 池） 62  379 
カー ラデ イーガー ヸカ Kala お ghavika  〔精勤 

堂〕 61 76 

カー ラ ティ ッタ KSlatittha  〔地名： 61 150 
カラ ティ ャ Karatiya  〔夜叉〕 8  279 
カラー ディ ャ Khar5diya  〔鹿〕 28  313 
カラー ディ ャ鹿本 生物 語， カラー デ f ャ. ヂ ヤー 

タカ Kharadiya-jataka  i 一 五、 28  312° 
カー ラデー ヴラ K5!ade\'ala ① （黑執 天） 〔行 

者〕 28 114,  143,  189;  33  68*  ；  36  37,  60 ② 

(= 阿私陀 f 山） 〔婆〕 39  262 
カー ラナ一 ガラ Kaian5gara  〔家系〕 61 417 
カー ラナ パーリ一 KSraijapaiin  〔婆， ピ ン ギヤ 

一二  — よ り 沸の 偉大 性 を 聞きて 歸 C 弗〕 19 328* 
カーラー ヌ サーリ kSlSrms3rin  i 隨時 香の 木 

〜隨 時檀， 黑街 a 香） 59 下 216 
カラ ハイナー ドウ Kalahayinadu  二 地名〕 61 

374 

力— ラパー サ―ナ KaiapSsSpa  〔池： 60  416 

カラ パッタ kharapatta  ニ樹： 60  363 

カー ラ ハツ ティ Kaiahatthin  〔將 軍： 37  259, 

266.  267,  270.  274,  277，  280，  341*，  347 
ガラ ハディ ンナ Garahadinna  〔比、 59 下 235 
カラ ハナ ガラ Kalahanagara  ( 大ぉ城 ！  60  221 
力一 ラパー フ KSlabShu  (黑腕 ） '、猿： 31 468 
力一 ラパー フ*チ* ヤー タカ KSlabShu-jStaka 

(黑 iiJg 猿 本 生物 語） （三 二 九） 31 467° 
ガ ラヒタ 'ヂ ヤー タカ Garahita つ '5 は ka  (誹謗 

本 生物 語） （ニー 九） 30  312° 
ガラ ヒ タ （排 誇） 平 岩 Garahka-pitthipasSpa 

30  315  • 
力一 ラ ビッティ KSrapitthi  〔地名： 61 54 
力 一ラビ ッラ KSlapilla  〔地名〕 61 262 
力 ラーブ Ka ほ bu  I 迦藍 浮） 〔王〕 31 369;  36 

41, 51， 52;  59 下 14;  63  2 
力 ラフ 。ッ タ • ヂャ一 タカ Kharapu は a-jgtaka 

(驢馬 子 本 生物 語） （三 八 六 1 32  200° 
力 一ラーマ Ka ほ ma  (■= ァーラ 一ラ仙 ） 9  415* 


(120) 


カラン 一力 


カー ラ マッティ 力 Kaiamattika  〔池〕 60  411 
力一 ラ マッティ ャ Ka!ama は iya  〔森〕 33  325， 
334 

カラマン ダ karanianda  〔キ 直〕 62  362 
カー ラム 力 Kaiamukha  (黑 面） 〔國） 42  234  ； 
43  248 

カーラー メ  ノヤ ka!5meyya  [鳥〕 39  415 
カーラー ャナ ① Karayana  ( = ディ ーガ カー 

ラー ャナ） 〔將 軍〕 34 16  (2  Kalayana  〔地 

方〕 60  387, 
カラー ャム ッテ f  • ヂ ヤー タカ 

Kalayamutthi-jataka  ；ー 握魏 豆本 生物 語） 

(一七 六） 30 120° 
力 ララ kalala    (迦 羅邏， 歌 羅遷， 羯羅 藍， 竭剌 

藍， 卵黄， 凝 滑） 〔胎內 五位の 一〕 12  359;  42 

179  ；  59 上 267  ；  63 14 
カラーラ Ka!ara  〔經〕 13  72 
カラーラ 刹 利 Ka!5ra-khattiya  〔比〕 13  72, 

73,  80 

カラーラ 钊禾ひ 品 Kalarakhattiya-vagga 13 
67 

カラーラ ヂ' ャ ナカ Ka!arajanaka  〔尼彌 王の 

子， 王〕 11 上 109;  38 139;  60  22， 160 
力 ララ ハツ リカ Kalalahallika  〔池〕 61 172, 

231,  241， 249 
カー ラリャ 山 Karaliyagiri  62 192 
カラ ローマ Kharaloma  (粗 毛， 粗皮， 法羅） 〔夜 

叉〕 62  408 
カー ラヴ KSravi  〔林〕 25 113 
力一 ラヴ ッ リ Kaiavalli  〔池〕 61 407 
カー ラヴ ッ リマ ンダパ Kalavallimandapa 

〔地名〕 35  213 
力— ラヴ ーピ KSlavapi  (黑 池） 〔精 舍〕 61 22, 

46,  59 

カー ラヴ一 ピー Kaiavapi  〔村〕 61 59，  90, 
178,  207,  209,  241，  242,  246,  257,  281*,  409, 
434 

力 ラヴ ーラギ リ Karava!agiri  〔地名〕 61 278 
カラ ヴン ディ 〔ャ〕 Kalavandi  〔ya〕 〔ダ ミラ 

人〕 61 363,  374,  379,  384，  388，  391 
カー ラヴ ンナ kaiavanna  (黑 色） 1 426 


カラ ヸ— 力 "1 karavika  (迦 陵頻 伽， 迦羅毘 伽， 
迦羅 頻迦， 伽陵頻 f 加, 郭公） 〔鳥〕 6  382，  384  ；  8 
186; 11 上 182  ®  Karavika  (迹羅 S 拘， 郭公〉 
〔山:] 38 130;  62  406 

カラ 4: ッ タヸラ ッタ KaraviUhavilatta  〔池〕' 
61 231 

カラ ヸ一ラ karavira  〔植〕 33  340 

カー ラヹ ーラ Kaiavela ① 〔僕〕 60  216,  217 

② 〔夜叉〕〜 次 項 
①カ一 ラヹ一 ラ ②カ一 ラヹ一 ラカ 

Kalavela,   Kalavelaka  〔夜叉〕 ぼ 60  224， 

226 ② 60  416 
力一 ラ ゴ ーラ住 〔者〕 Kaiavela-v お in  37  417 
力 ランダ Kalanda  〔精 舍〕 60  387,  415  ；  61 

88 

カラン ダカ ：i)  kalandaka  (迦 蘭陀） 〔樹〕 1 17, 

175 ② Karaijdaka  〔地名〕 33  344 
力 ランタ、、 力 二 ヴーパ Kalandaka-nivapa  (^n 

蘭 陀迦尼 婆 波, 迦蘭陀 園, 栗鼠 餌 養 處= 竹林' {f 

舍） 3  245  ；  9  266 
力 ラ ンヂャ karafija  〔樹〕 39  361 
カー ランディ ャ Karaijdiya  〔靑 年， 佛の 前生〕 

32  31* 

カー ランディ ャ靑年 本 生物 語， 力一 ラ ンデ ィ ャ. 
ヂ ヤー タカ KSraijdiya-jStaka  (三 五六） 32 
29° 

カラン ドウ Karapdu  〔王子， 王〕 6 137;  32 
361, 369 

カラン ドウ 力 Kalapduka  〔奴 隸〕 29  390* 
カラン ド ゥ 力 奴隸本 生物 語， カラン ドウ 力' ヂャ 

一 タカ Kalanduka-jataka  (一二 七） 29 

390° 

力 ラ 、ノバ ① kalamba,  kalamba  (〜カタ ンノ ぐ， 
力 ランパ 力） 〔樹 ，草根〕 26  32,  249  ；  27  73, 
148  ；  33  267  ；  34  276,  277，  279 ；  34  424 ；  39 
511 ② Karamba  〔ダミ ラ人〕 61 363 

力 ラ ンバカ kalanibaka  (〜カラ ンパ) 〔水草〕 
39  405,  408 

カラン バタ、、一 ャカ KalanibadSyaka ひヒ 丘の- 
譬ロ i 經〕 27 147 

ガラン パティ ッタ Galambatittha  「塔〕 60 


(121) 


力 一力 ラ 二- 


395 

カラン ビヤ Karambiya  〔港〕 35  355 

力一 ラン ビヤ Karambiya,  Karambhiya  (= 

カラン ビヤ 裸 行者） 35  370;  59 下 15 
力 ラ ン ビヤ: 裸 ff 者 Karambiya-acela  (= 力一 

ラ ン ビヤ） 35  356,  358，  370 
カリ kali  (惡 運， 不利 玉） 〔最惡 の 骰子 數〕 23 

56 

カーリ ① Kali  〔池〕 60 142  ；  61 230  kali 

〔量〕 29  85 ③ khari 〜次 項 
'① カーリ ② カーリー khari,  khari (法 梨， 石) 
〔量〕 ① 26  34  % 12  258 
カーリー は r  (迦羅 ，迦 梨） 〔夷〕 17  37; 
22 上 270  ；  25 148 ② 〔尼〕 60 125 ③ 〔遠 女〕 
34  200,  201， 202  ®  〔婢〕 9  228*  D  (黑） 〔魔 
女〕 10  74 

カリ カー ラ KalikSra  〔ダ ミラ 人〕 61 370 
カリ カー ラ.サ 一 ヒッチ ャ.サ 、ノバ ン ニュー • ク く 

ンディ タ KalikSlSdisShiccasabbafifiti- 

pandita   、カリ 期; こ關 する 全知の 賢者 = パラ 

ッカ マパ一 フニ 世） 61 427 
カーリ カラ ッ キヤ Kalikarakkhiya  〔仙〕 38 

78 

力— リ ゴ―ダ 一 Ka!igodha  (沙陀 =ゴ —ダ 一） 
〔夷， 跋提の 母〕 16 下 300;  23 113;  25  264 

力 リーサ karisa  〔面積〕 2S  202,  203,  409,  412, 
413  ；  34 164,  250，  258  ；  41 414  ；  60  219,  332, 
395 

ガリ一 タラ Gari は ra  〔池〕 61 39 
カーリ ャ— ka}iyS  〔植〕 39  410 
カリ ャ一 ナヴ ティ  一 Kalyanavati 〔キッ ティ 
二 ッ サン 力 王妃〕 61 415° 

' ① 力 リ ヤー 二  .！：' カル ャ一 二 ③ カルリ ヤー 二 

一 Kalyani  〔地方〕 ① 61 180,  280，  445， 
488  ®  30  213  :i  60 157,  291， 292 

'① カリヤ一 二  1^ カル ヤー 二 ③ カルリ ャ一 二 

― Kalyani  〔精舍 ，廟〕 ① 61 425 ② 65(1) 
111 《60 158 
： 力 リ ンガ i)  Kalinga,  Kalinga  (迦 陵識， 迦!^ 
{ 加， 羯陵 ィ加， 力 一 リ ンガ） 〔國， 族〕 13  384  ；  36 
41, 43，  57  ；  61 166,  191,  414，  417 ② 〔王〕 


61 140,  143，  166,  190,  191，  413，  414,  417, 
419 ③ Kalimga,  Kaligya,  Kaliga  〔國〕 65 
(III)  30,  31 

カーリ ンガ K5liiiga ① （迦陵 旨 我 = 力 リ ンガ) 
〔國， 族〕 7  249;  41 361，  366,  376;  65(1) 119 
② （迦 陵迦， 迹陵餓 = 力 リ ンガ） 〔王〕 1 179; 
7 163; 13  384 ③ （迦陵 伽， 法榜 迦羅） 〔塞〕 7 
56,  57  ； 16 下 243 ④ 〔ダ ミラ 人〕 61 366,  370, 
386 

〔力 リ ンガ 征服〕 65(111)  30 
〔力 リ ンガ 族の 掠奪〕 61 418 
カーリ ン ガボ一 ディ 'ヂ ヤー タカ 

Kalingabodhi-jataka  (迹 陵識王 菩提]^ 供養 

本 生物 語） （四 七 九） 31 79;  34 154° 
カーリ ンカ' ラー ャラ KSliiigarSyara  〔ダミ ラ 

人〕 61 481 
力 リ ン ダ kal は gu  (桂） 〔樹〕 39  412 
力 リ ンダ Karinda ① 〔河〕 60  363 ② 〔窟〕 60 

389 

力 リ ン ダカ Karindaka  〔山〕 61 38 

カーリ ン ディ  一 Kaiindi  〔水路〕 61 409 

力 リ ンパ Ka!imbha  〔比〕 22 下 28,  29 

カル khalu  〔鳥： 62 121 

ガール G5lu  ： 河〕 61 336 

〔カル カツ タ 'パイ ラート 法' お L  65(111)  89 

カール サ Karusa  CAD  27  91 

カール ダ 一半 Kaludayin   (迦 留陀 夷, 柯留陀 

夷 = 優陀 夷） 〔比〕 25  216 
カル ッ ガタ Khaluggata  〔傳 。轉輪 王〕 26  283 
カール フサ Ka!ussa  〔村〕 61 99 
ガール ハ G§!ha  〔河〕 61 93 
カール ーパ カー ラ K5!Cipak5!a  〔獄卒〕 38 

395 

カル ヤー ナ Kaly Sija  ( }tia 梨耶那 = カルリ ヤー 

ニー） 〔王〕 31 64;  33  52;  60 19 
カル ャ一ナ ダン マ • ヂ ヤー タカ 

Kalyanadhamma-jataka  (善 法 本 生物 

七  一） 30 lor 

ガル ラ ① garu!a  (迹 樓羅， 金翅, ほ， 妙翅 鳥） 26 
129；  38  421,  422;  61 433 ② Garu!a  〔宫 殿〕 
41 322 


(122) 


力 ン ダ 一力 


カール— ラ KalQla  〔精 舍〕 61 101 

'カノ レリ ャ一 ニー     KalySpI  (X)(:= カル ヤー ナ) 

〔王〕 60 160 ② （カリヤ— ニー） 〔河〕 60 15, 

16， 157，  158，  25G 
力— ルヴー キー KSluvSki  〔阿育 王妃〕 65(111) 

68 

カルン ハ Karuihha  ({ 加羅 摩） 〔天〕 7  289 
カル ソパカ karumbhaka  〔禾 g〕  59 下 73,  74 
カルン ブー ラッタ Karumbii!aUa  〔ダミ ラ人〕 
61 370 

カルン マラ ッ タ Karummalatta  〔ダミ ラ人〕 
61 363 

カレ— ① supeyya  (羹， 助 味） 35 134  D  supa- 

vyanjana  (羹 菜） 33  31， 66;  34  421 
カレ— リ ① kareri  (迦里 梨） 〔樹〕 37 144  ；  39 

403 ② Kareri  (花 林） 〔窟〕 6  361 
カーレ— リ kareri  〔樹〕 27  74,  96 
カレー リ の 蔓草 kareri-ma ほ 25  294 
ガヴャ gavaya  (牛：） 31 430,  431 
ガヴラ Gavara  〔ダミ ラ人〕 60  315 
ガ ヴラ ティ ッサ Gavaratissa  ( = ヴラ） 〔精 舍〕 
60  400 

ガヴン パティ Gavampati  (伽梵 婆提， 愼梵波 
提， 牛 主） 〔耶舍 の 友人， 比〕 3  33; 16 下 363 

ガー ヰ 力— GSyika  〔妃〕 38 191 

力 ヰ' ッタ kavittha   、〜力 ピッタ ，カピ タナ） 
〔樹， 林〕 35  289  ；  36  35* 

カヸッ タカ Kavitthaka  〔1  曾院〕 33  68 

カー ヸーラ KSvira  〔港〕 34 176 

カー ギン ダ KSvinda  〔賢者〕 39  2，  32,  51, 73， 
74,  93，  97， 104，  191， 260 

ガー ヴタ ① gavuta  (伽 浮 他， 牛 呼， 四 分 一由 
旬） 〔里程〕 28 113,  114;  34  63;  37  49;  38 
234,  428;  39 163,  166,  171，  200;  62  237; 
64  365 ② Gavuta  〔精 舍〕 61 401 

ガゴ ーシー Gavesin  〔35 葉 (^の 信者に て 出家 
後 成 阿羅漢〕 19  300* 

カーゴ ーリ— KSveri  〔水路〕 61 409 

ガン ガー Gaiiga  T  (统ィ 加， 恆河， 恆伽） 〔五 河 
0— 〕  4  355  ；  7  234  ；  20  354  ；  27  224 ② （= 
マハ— ガン ガー） 〔セィ ロン 島の 河〕 60  287, 


300;  61 49, 162，  494,  507 ③し 園〕 61 550 
① ガン ガー ギ リ =@ ガン ガー シ リ 

Gangagiri  =  Garigasiri  〔都 J 1^61 452 ② 

61 466,  486，  497 
カン ガコ ンダ 力 ラッパ Kaiigakondakalappa 

〔ダ ミラ 人つ 61 389 
カン ガコ ンタ" ッ ぺーラ ヤヲ 

Kaiigakondapperayara  〔ダミ ラ 人〕 61 366 
カン ガコ ン ダ ― ナ Kangakondana  〔堡 壘〕 60 

367 

ガン ガセー ナカ 山 (jangasenaka-pabbata 

〔精 舍〕 60  415 
① ガン ガー タタ 一力 =:1:' ガン ガー タラー 力 

Gangatataka=Gangata!aka  〔池 名， 村〕 ① 

61 259,  260,  264  (f  61 433 
ガン ガー ド、 一二    Gaiigc5doiji  〔山〕 61 420 
ガ ソ ガナ GaAgai;ia  (恆 伽那） 〔國〕 42  234  ；  43 

249 

ガン ガープ プ タカ gariiga-puputaka  〔魚〕 
65(111)  57 

ガン ガー マー ティ GaiigSmSti  〔精 舍〕 61 59 
ガン ガマ ーラ Gaiigamaia  〔i!I 髮師〕 33  47* 
力" ンガ マー ラ*チ* ヤー タカ GaiigamSla- 

jataka  (理 髮師 ガン ガマ ーラ本 生物 語） （四 二 

一) 33  37。 

カン ガヤ ラ Kaiigayara  〔ダ ミラ 人〕 61 363, 

374,  379，  384 
ガン ガー ラーマ Gaiigarama  〔精舎〕 61 560 
カン カーレ一 ヴタ Kaiikha-revata  (頡離 伐 多, 

狐疑 離 曰， 疑 離 越， 疑惑 離 曰） 〔比〕 17  34;  25 

108 

ガン ガーロ 一  ハナ 經 Gaiigarohana-sutta  (= 

寶經） 61 12 
カン グ kaAgu  (稷） 〔植, 穀〕 39 14 
ガン ゲ、 ーャ 'ヂ ヤー タカ Gaiigeyya-jataka 

(fi 伽 魚 本 生物 語） （二 〇 五） 30  251° 
力 ンサ ① kamsa  〔量〕 2  414,  416;  5  98，  99, 

124 ② Kaihsa  〔國〕 33  320 ③ 〔王〕 31 216； 

33  320,  321 ； 36  6  ；  38  301 
〔カン サ王 系の 滅亡〕 33  320 
力 ンダ、 ① Khanda  (騫荼 ） 6  364 ② Khandha 


カー ガン ダ 


(破片， 蕴） 〔昆婆 尸^の 第一 弟子： 28  87  ;  41 
328 

ガン ダ Gaij4a  ： 王 園長〕 34  229 

① ガ ンダ蹇 婆 1： ガ ソ ダ ンパ gapdamba  〔樹〕 

① 34  207*  ；  39  262.  308，  380,  389,  390，  403 

%  28 164, 189  ；  59 下 235 
カン タカ Kaijtaka      殿〕 65(1) 103 
カン ダカ f  Kandaka  、騫荼 ） 〔沙 彌〕 2  218* ； 

3 133:  5  37  I  Khandhaka  (犍度 f3) 〔律 藏〕 

31 237 

力 ンダ カー KaijdakS  ： 尼： 3 144 

力 ン タカ 支提 KarUakacetiya  60  262 

カン タカ ド、 ヴ 一 ラヴ ータ KaptakadvSravata 

〔村〕 61 318 
カン タカ ベータ 力 Kaijtakapetaka  ： 地方： 61 

233 

ガン ター カラ Ganthakara i 文 源） 〔精 舍〕 61 
16, 131 

カン ダガラ 力 Kandagalaka  〔鳥〕 30  274* 
力 ン ダガラ 力？^ 木 鳥 本 生物 語， 力 ンダ ガラカ 'ヂ 
ヤー タカ Kandagalaka-jataka  \_ ニー C リ 30 
274  = 

カン タカ ブナ Ka^itakavana  ：地名： 61 315 
カン ダカ ギッティ 力 Khap づ akaviuhika  〔村〕 
60  300 

カン タキ— Kantaki  〔經〕 （一 ) 一 (三） 16 下 161 - 
163 

カン タキ— 林 Kantaki-vana 16 上 404 ； 16 下 
162 

カン タク ランダ kaptakuraijda  ： 草： 30 107 
カン ダ 'サン ュ ッ タ Khandha-samyutta 蕴 
相應） 14  r 

カン ダシー マ一 KhaijdashnS  〔道場： 61 399 
ガン ダシー ラ gandhasila  〔植〕 39  412 
ガン ダ人 Gandhaka 犍陀 人） 27  91 
カン ダス マナ Khap(^asumana  〔比〕 25 133 
ガ ソ ダ ッ ノ 、♦    I  gandhabba  ' 乾 達 婆, 乾 M 婆， 键 
閣婆, 音樂 神, 音 樂師） 7  279  ；  8  259  ；  9  462  ； 
26  7.  35, 130;  65(1)  82  (g  Gandhabba  〔人〕 
18  315,  316,  317 
ガ ンダ ッパ カーヤ. サン ユッタ 


Gandhabbakaya-samyutta  ： 乾 達 婆 相應. 14 
405° 

ガ ンダ ティ ン ドウ 力' ヂャ一 タカ 

Gandatinduka-jataka  (結節 鎭頭迦 樹神本 生 

物語' 五 二 〇） 35  393° 
カン ダデ — ヴ Khapc^adeva 1 键陀提 婆、 ：： 比〕 

12  49 

カン ダデ一 ヴマ一 ラ ヴ Kaij さ adevama}ava 

ニダ ミラ 人、 61 367，  369 
カン ダデー ギヤ一 Khaijdadeviya  '騫駄 達 多 

= 次 項） 〔比〕 2 106 
カン ダデ一 ギヤ ープッ タ Khapc^adeviyS- 

puna; 騫 陀毘耶 子， 乾陀驟 = 前項） 〔提 婆の 徒, 

比： 1 287，  293  ；  2  540  ；  4  301 
ガン ダ トゥー ピャ GandhathQpiya  〔比丘の 

譬 B ぁ經： 26  450 
力 ンダパ ッ 力 kapdapakka  〔植: 27  73 
カン ダ ハーラ Khai^dahala  〔司祭： 38  148*， 

163*， 19 ひ:， 206*,  214;  59 下 16 
ぼ 力 ンダハ 一 ラ 司祭 官本 生物 語 ② 力 ンダハ 一 

ラ. ヂャ一 タカ Kha^i(^ahSla-jataka  '五 四 

二；  I  33  384;  38 144° ま 28  278,  282;  32 

228;  38 144° 
カン タ ビッティ KapthapiUhi  〔村〕 61 105 
ガン ダブー ヂャカ GandhapQjaka  ：： 比丘の 譬 

Bfe 經〕 27 170 
力 ンダプ ッ リ ャ Khandaphulliya  〔比丘の 譬 
26  339 

ガン ダマー ダナ Gandhamadana  (犍陀 摩羅， 
香醉 山） 33  49,  51, 89，  219，  220;  35 121, 
122;  37 126;  38  34,  57,  58 

ガン ダマ— リャ Gandhamaliya  ： 比丘の き 
經： 26  235 

ガン ダム ッ ティ ャ GandhamuUhiya  ： 比丘 C> 

SB ぉ經〕 26  492 
カン ダラ Kandara  ： = アラカン ダラ） 〔精 舍： 
60  371 

ガン ダラ Gandhara  〔山〕 39  515 
ガンダー ラ d  Gandhara ② GandhSra, 
Gamdhala,  Gamdhara,  Gadhara  ■ '健 陀羅ト 
乾 「它羅 〔國〕 'ェ 7 163;  21 146;  41 361 ； 60. 


(124) 


ガ ンド 一力 


58，  230,  231, 232  〔十六 大國 の一〕 21 146 ② 

65(111) 12  .3)  Gandhara  〔辟〕 11 下 68,  69 
力 ン ダラ 力 Kandaraka  〔遊 打者〕 10  85，  86 
力 ン ダラ カ經， 力 ン ダラ 力. ス ッ タ ンタ 

Kandaraka-suttanta 10  85° 
カン ダラー チ、 Khandaraji  〔村〕 60  299;  61 

48 

カン ダラー チ' ャ Khaijdaraja  〔精 舍〕 61 12 
ガンダー ラ • チヤ 一 タカ Gandhara つ 'Staka 

(健 陀羅王 本 生物 語） （四 〇 六） 32  34r 
カンタラ ツギ サーマ Kandaraggisama  〔醫コ 

59 下 102 
ガンダー ラー ドー ニーア 一 ラーマ 

Gandaladoni-arama  〔精 舍〕 61 491 
カン ダラ ヒ— ナカ Kandarahinaka  〔精 舍〕 60 

372 

カン ダラ マスカ Kandaramasuka  〔裸 行 沙門〕 
8 12* 

カン ダラー ャナ KapdarSyana  〔婆〕 17 103, 
104 

力 ンダ リ 1 kandali  〔花〕 26  29 ② Kaij お ri 

〔王〕 37  203,  209 
ガンダー リ  一 GandhSri  (建駄 梨） 〔呪〕 6  304 
力 ンダ リ 王 本 生物 語， カン ダリ. ヂ ヤー タカ 

Kandari-jataka  (三 四 一） 31 528 
力 ンダ リ 一 プ ッ ピ ャ Kandalipupphiya  〔比丘 

の譬 Hi 經〕 2'6  433 
力 ンダ' ヴ ッ ガ ① Khandha-vagga  (犍 度篇， 

蘊品） 〔相應 部經〕 14 1° ② Khaij お vagga 

〔地名〕 61 343 
カン ダヴッ タ • ヂ ヤー タカ Khandhavatta- 

jataka  (键度 本 生物 語） （二 〇 三） 30  242° 
カン ダー ヴラ KhandSvara  〔家〕 61 416 
力 ンダー ヴーラ ビッティ 

Khandhavarapitthi  (陣 營峯） 60  315 
カン ダンバ Kaij(^amba  〔ダ ミラ 人〕 61 388， 

390,  391 

ガン タ ンバ Gaij ゆ amba  〔渡〕 61 498 
① ガン ダンバ ② ガン ダ菴婆 gaijdamba  (犍 
咤 茬羅） 〔樹〕 ① 28 164,  189;  59 下 235 ② 
34  207*  ；  39  262,  308，  380,  389，  390，  403 


カン チヤ 力 kancaka  〔植〕 39  408 
カン ヂャデ 一 ヴ Khanjadeva  「戰 士〕  60  299, 
305 

カン チヤ ナ （i'kaficana  (金， 黃金） 21 150, 
157，  164， 173 ② Kaficana  (黄金） 〔山〕 28 
72, 117;  37 165  ；  41 262 ③ 〔窟〕 29  460  ；  SO 
298;  36  357 ④ 〔宮殿〕 41 295 

力 ンチ ャ ナツ 力 ンダ 'ヂ ヤー タカ 
Kancanakkhandha-jataka    (金塊 本 生物 語〉 
(五六） 29  31° 

カン チヤ ナァー ヰ、 一 Kancanadevi  (金子 姬)' 
34  301 

カン チヤ ナパ ッ ティ Kaficanapatti  (金 得) 〔儈 
院：] 31 211 

カン チヤ ナヹ ーラ Kaficana  ve!a  (金 濱） 〔ピャ 

ダ ッ シー佛 の 子〕 41 304 
カン チヤ ンパ Kaficamba  〔ダ ミラ 人〕 61 384 
カン チ ユキ kafkuki  (= カン チュ キナー タ官） 

61 348 

① 力 ンチュ キナー タ =ま' 力 ンチュ キナー ャカ 

kancukinatha,  kancukinayaka  〔官職〕 ① 

61 343 ② 61 272,  334,  336 
カン ディ Khaijdi  〔村〕 61 253,  260 
ガン ティ gapthi  〔花〕 26  278；  60  347 
ガン ティカ 一木 製 gaijthika  2  266 
カン ディナ. ヂ ヤー タカ Kaijcjina つ 'ataka  (結 

節 本 生物 語） （一三） 28  302° 
ガン ティ フ。 ッ ピャ Gapthipupphiya  〔上ヒ 丘の 

W 喻經〕 26  278 
ガン ティ マーナ GaijthimSna  〔村〕 61 485 
カン ディ ユー ノレ KaijdiyQru  〔ダ ミ ラ八〕 61 

363 

カン ティ ブー ディ  一 KhantivSdin  (堪忍 宗） 

〔行者〕 36  41 ； 63 149 
カン ティ ヴー ディ • ： ヂ ヤー タカ i\hantivadi- 

jataka  (堪忍 宗本 生物 語） （三 一三） 28  98  ;  31 

369° 

カン ティ ヴン ナカ' ヂ ヤー タカ 

Khantivannaka-jataka  ^堪忍'11|^讃本生物語） 

(ニニ 五） 30  351° 
ガ ン ドウ ッパ一 ダカ ganduppadaka  (腫 服 を. 
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起 ナ蟲） 63  57 
カン ドウ ラ i)  Kandula  ： 漁夫〕 60  296 ② 

Kandura  〔象〕 60 128,  296,  298,  309,  311, 

314，  316,  317，  319,  321， 355 
カン ドウ ゴッ ティ Kaptjuvetti  ：ダミ ラ人〕 

61 390 

カン ドウ ヹ一 ティ Kanduvethi   ( = ナ ラシ一 

ハ王） 61 77 
ガン ドーダ 力 Gandhodaka  ： 比丘の 譬 經〕 

28 190 

ガ ン ドーダ 力 品 Gandhodaka-vagga  26  450 
ガン ドーダー キヤ Gandhodakiya  〔比丘の 譬 

B 兪經〕 26  270 
力 ン ナカ ッ タラ 鹿 野 林 Kaijpakatthala- 

migadaya  、普 棘 刺 林， 金 槃鹿野 林 i   6  231; 

11 上 166 

カンナ カツ タラ • スッタ Kaijijakatthab- 

sutta  (普 棘 刺 林經） 11 上 166° 
力 ンナク ッ ヂ ャ Kanpakujja  ::f 加那 慰闍， 女） 

〔國, 都〕 1 17;  4  447 
カンナ ゴッ チヤ KapQagoccha  〔城〕 60  21 
カンナ一 タ KaijpSta  〔族〕 61 146，  170,  171, 

254 

カンナ ぺー ンナ一 Kannapenna  〔河〕 36  83, 
84 

① カン ナム ンダ一 1^ カンナ ニン ダカ 
Kannamunda,  Kannamundaka  (J も 角) 〔雪 
山の 七大 湖の一〕 ① 20  355  ；  30 170  ；  37 165 
%  63  388 

力 ンナ ヹーダ Kapnavedha  i_ 耳 貫） 〔儀 式： 61 
187 

カン 二 力 kaijiiiika  〔鹿〕 37 146 

カン 二 カー ラ kaijijik5ra  (羯 尼； せ = 力 二 力一 

ラ） 〔花， 樹〕 11 上 17;  26  29;  30 107;  33 

126  ；  37 171 ； 43 157 ；  61 305 
カン 二 カー ラガ クラ KaijpikSragalla  〔池 ： 61 

230 

カン ハ Kapha ① 〔辟〕 11 下 72 ② 〔仙〕 33 
206*—  ®(= ケ— サヴ） 〔餓鬼〕 25  28,  29 ④ 
(-ヴ ースデ ーヴ） 〔王子〕 33  328* ⑤ 〔牛〕 28 
377 ⑥ 〔疾〕 39 157  @  (黑） 〔惡 鬼：: 6 138， 


142*  ；  7  293; 10  81 
カン ハー Kai?h5  I  ： 王女： 37 177,  180，  181, 
182 ② （= カン ハー ヂナ— 王女 39  432,439， 
448*  ；  41 377 ③ （クリシュナ， キ スト ナ） 〔河〕 
61 136 

力 ンハ鬼 事 Kanha-petavatthu  25  27 
カン ハ 賢者 本 生物 語 Kanha-jataka  1[3四〇） 
33  206° 

カン ハ―ゴ 一 タマ 力 KaphSgotamaka  (瞿 曇 
冥， 黑瞿 曇） 〔四 種 蛇 王疾の 一： 4 169;  30  244 

力 ン ノヽ ン リ ― Kaijhasiri  { 黑妙 = 阿私陀 f 山） 24 
261 

カン ノヽ一 チ * ナ一 KaijhSjinS  :M 拏延 = カンハ 

一） 〔王女〕 28 163;  39  277;  41 377,  379, 

380  ；  59 上 257  ；  59 下 107,  120, 121 
カン ハ. ヂ ヤー タカ Kaijha-jStaka 丄 、黑牛 本 

生物 語； （二 九） 28  373° ま'. カン ハ 賢者 本 生 

物語） （四 四 〇、 33  206=  ；  59 下 287 
カン ノヽ ティ— ノ 《一 ャナ Kanhadipayana  ( = 

ディ— パ —ャナ 道士        の 前生： 33  241,  244， 

326,  333 ；  36  264  ；  41 416,  421 
カン ノ、 ティ —パ— ャナ. 听 ff  Kanhadipayana- 

cariya  〔經〕 41 415° 
(I カン ハディ 一パー ャナ ia 士本 生物 語 ② カン 

ハディ ーパ一 ャナ 'ヂ ヤー タカ 

Kanhadipayana-jataka  、四 四 3) ① 33 

238=  ；  61 509  2  33  238° 
カン ハディ ンナ Kaphadinna  二]: 匕: 25 153 
力 ンハ本 生物 語 Kanha-jataka  ,= 力 ンハ 賢者 

本 生物 語） 59 下 287 
カン ノヽ— ャナ Kanhayana  二 姓， 疾ニ  6 137, 138， 

140 

力 ンパ ラ kambala  '欽 婆羅， 毛;;^， 毛布， 毛 
衣， 毛織物， 褐， 褐衣 し 衣〕 1 218;  26  3,  459 
② Kambala  (欽 婆羅 〔龍〕 38  231 
カン ノ  ラッサ タラ Kambalassatara   (迹 昆羅 

攝） 〔龍〕 7  283 
力 ンパ ラ ヴサパ Kambalavasabha  ： 王： 60  20 
カン ハ ブータ Kaijhav-ai:a  ： 地名:： 61 34S 
カン ハヴ ッタニ    kaphavattani (火） 62  341 
力 ンピ ッ ラ Kampilla  ： 市〕 32  366  ;  35  264. 
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281,  283,  393;  39 109 
0) カンピ ッリャ カンピ ッラカ Kampilliya, 
Kampillaka  (= カンピ ッラ 市） ① 39 175，  236 
② 31 436 

ガン ビーラ Gambhira ① 〔港〕 28  465 ② 〔河〕 
60  208，  331 ； 61 407 

ガン ビーラ チャーリン Gambhiracarin  〔獺〕 
32  298,  300 

力 ンプ Kambu  〔村〕 60  403 

カンボー ヂャ D  Kamboja ② Kamboja, 
Kamboya,  Kamboca  (劍 蒲闍， 劍'/ 并沙， 劎浮 
二 カン モー ヂ' ャ） ① 11 上 197  ；  25  35  ；  61 353， 
354;  63  216  〔十六 大國の 一〕 17  345;  21 146 
② 65  (III) 12,  32 

カンポ、 一 ヂャ產 Kambojaka  35 164 

<D 力 ン マーサ ダン マ （f) 力 ン マー ッサ ダン マ ③ 
カン マッサ タ、、 ンマ Kammasadamma, 
j\ammasadhamma,  Kammassadhamma, 
Kammassadhamma  (劍 魔瑟 曇， 劍 摩沙） 〔邑〕 

①  7 1， 335  ； 13 134, 155  ；  22 上 247  ；  37  346 

②  9  90; 10  339 ③ 11 上 340 

(1) カン マナー タ =(!) カン マナー ャカ kamma- 
natha=kammanayaka  〔官職〕 ① 61 324 ② 
61 284 

カンマ ーラ KammSra  〔村；] 61 337 

カン モー ヂャ Kammoja  =  Kamboja  (劎' 蒲闍） 
〔國〕 18 144 

3) かく ありな しの 話 ②斯く 有り 無しの 論 
itibhavabhava-katha  (有無 論， 有^き 有 所說， 
如是 有無 論， 如是 存在 非 存在論） 〔無用 論の 一〕 
① 6 10， 100   g  2  260  ；  6  255  ； 11 上 1， 28, 
36; 11 下 132 

かりの 解脱 samayika-vimutta  (時 解脫） 26 
19 

① 下向 風 ② 下行 風 ③ 下向の 風 adhogama- 
vata  X  9  335; 10  216  J)  63  250,  252%  273 

③  11 下 338;  46 104 

下腹 風 koUhasaya-vata  (腹內 風， 腔 處に在 

る 風 ） 9  335; 10  216 
火 ① aggi  '；火 神， 火 天， 祭 火， 壇 火） 8  296  ； 11 下 

174, 178  ； 12 119, 120  ；  20  285,  288，  290  ；  23 


344  〔三種〕 8  296;  20  288,  290;  23  344  〔七 
種〕 20  285 ② joti  (火 天） 2 182* ③ tejo  (火 
天， 威力， 威光） 6  85;  7  285;  9  2*  ；  63  252, 
276° ④ Aggi  〔經〕 16 上 312 
火畏 aggi-bhaya  (火 怖， 火の 畏， 火の 怖 47 
111 

火蘊 aggikkhandha  (火 聚） 20  385 

火1盍《1^    Aggikkhandhopama  (火 聚喻） 〔經〕 

60  59，  90 
火壞 tejo-samvatta  63  386 
火焰 ① acci  (焰， 光焰， 光線） 24  406 ② 

gha ほ Sana  29  417,418 ③ sikhin  24  260 

④ aggisikha 〜 次 項 
① 火焰 ② 火 焰の頂 aggisikhS  -1 24  264 ② 

7  287 

①火焰 三昧に 入る ② 火炎 三昧に 入る 
tejodhaturh  samapajjati  (火光 三昧に 入る， 
火定に 入る， 光界 三昧に 入る） ① 2 172 ② 65 
(I)  67 

火焰聚 acci-khandha  43  232;  44  398，  399 
〔火 焰と强 風の 譬喩〕 24  406 
火焰本 生物 語 Gha ほ sana-jStaka  (—三 三 ） 29 
416° 

火烟を 出す sandhtipSyati  (遍薰 す） 3  396 

火屋 aggiyayana  36  75 

火界 ① tejo-kSya  (火 身） 10  364  tejo- 
dhatu 〜 次 項 

① 火界② 火界 三昧 tejo-dhatu  (火 大定） ① 6 
307*;  7  340;  8  306，  327；  9  93，  334°  ； 10 
216°  ； 11 下 11, 58,  338°  ； 13  248*; 18  289; 
19  336;  40 11' 224;  45 185,  257°  ；  46  21， 
103°  ；  58  21， 91*  ；  62  348  ；  63 155,  227，  248, 
250,  252*,  245%  273*,  277，  278。,  282,  284， 
286，  287;  64 15,  98，  333,  344;  65  (11、  53, 
55  〔定義〕 45  257;  46 103  2,3  45 

〔火界 四 部分の 作意〕 63  273 

火 界善巧 tejodhruu-kusala 17  35 

〔火 界は有 見なり〕 58  21 

火 叙 徒 aggika  (事 火 外道, 拜火） 3 120 

火 護 Jotipala  〔司祭の 子, 佛の 前生〕 36  29* 

火光 三昧に 入る tejodhaturh  samapajjati (j^ 
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炎 三昧に 入る， 火焰 三昧: こ 入る， 火定: 二 入る, 

光界 三昧: こ 入る） 1 268;  4 118, 119 
火坑 aiigarakasu  (炭 窩， 火 炭， 炭火の 坑、 1 

31 ； 10 125  ； 11 上 253  ； 19 134, 136  ；  20 136  ； 

21 101 ； 25  414  ；  38  91， 92, 103, 104  ；  41 

108  ；  42  9  ；  64  384,  386 
〔火 坑: こて 燒 かるる 譬！! 翁〕 15  92 
①火坑 の 如く ②火坑 の Dk  angarakasupama 

(炭 窩の喩 ） 2)4  37  (2：  2  212 
火 坑の罾 Angarakasupama  ；； 經、 63  235 
〔火坑 の！ ！喩〕 9 121 ； 10 125°  ； 13 144; 19 

134, 136  ；  21 101 ； 22 下 83  ：  25  414  ；  42  9  ； 

44  464 

火祀 T  aggi-paricariya  (事 火の 境： 9 136 ② 
aggi-hutta   (火 神の 祭， 拜火 供穰） 28 177 

火 祀を以 て淸淨 あり aggiparicariySya 
suddhi  9 136 

〔火事の 家に 入りて 苦しむ： 33 142 

〔火事の 11 下 57 

火 室 aggi-s§ ほ （火 堂， 溫室， 26  366,  367；  62 
149 

火舍 丄 agyagara  (火 堂， 火瀘， 聖火 堂， 護摩 
堂） 2 172 ② jantaghara  (暖房， 、； § 浴室， 温 室， 
事 火 室， 浴室， 浴 房， 風呂場） 2 183 

火種 本 生物 語 Aggika-ja は ka  (  —  二 九） 29 
396° 

火聚 aggi-khandha  (火蘊 25  200,  311 ； 39  2， 

3，  507  ：  40  208*  ；  42 10 
火 聚の敎 Aggikkhandha-pariyaya  ：: 經： 62 

106  ；  〔3  62〕 
火聚の aggikkhandhupama  62 107； 

〔20  385  ；  42 10 ；  62 107： 
火聚 nii  Aggikkhandhopama  ( 火蕴 Q 兪） 〔經〕 60 

233，  257  ；  65  (I)  84，  85， 102  ；  〔3  62〕 
火聚 B 兪 の 法 門 Aggik khandhupama-dhamma- 

pariyaya  〔經〕 59 上 325，  326  ；  3  62〕 
火 性 tejo-gata  (火 態' 46 103 
火定に 入る tejodhStuih  samapajjati  (火炎 

三昧に 入る， 火焰 三昧に 入る， 火光 三昧に 入る， 

光界 三昧に 入る） 12  247，  248 
火 身 tejo-kaya  (火界 i 〔七 身の 一、 6  86; 14 


336 

火 神 aggi 1 火， 火 天 23  92;  25  350;  30  67 

〔火 神の 放棄： 29  467;  30  67 

火 神の 祭 aggi-hut は '火^^2， 拜火 洪犧， 事 火 法〉 

36  75 
火 達 alata 11 上 293 

火 想 ： 者〕 tejo-safifiin  22 上 206*  ；  22 下 288*， 
339* 

火葬場 smhana  (荼毘 の 場听、 6  85 
火葬 堆 ci は ka  (火堆 ，積， 香 積， 葬堆, 塚 3218; 
36  27,  42 

d 火葬: こ 用 ひたる 薪② 火葬場の 炬火 

chavaiata  (火 燴, 塚 間の 火'!: 曹， 燃 差） J  63 142, 
143      23  342 
火葬 夫 chava づ ahaka  (燒場 人, 隱亡 3  273  ；. 
59 下 188 

火螬 chavaiata  (火葬場の 炬火， 火葬に 用 ひた 
る 薪， 塚 間の 火 《曹， 燃 差 1 14 150  Cttnfe: 14 
150; 18 166;  23  342;  26 121; 29  439;  63 
142 

火堆 citaka  (火葬 堆, m, 香 葬 准， 塚 3  600 

火 態 tejo-gata  (火 性） 63  250.  252 

火大定 X  tejo-dhatu  〈火 界， 火界 三昧） 23  236, 

237  S  tejo-jhana  (火彈 60 193 
〔火宅の 譬 DbIO 12  43 
〔火宅 を脫 せる 譬喻〕 25  245 
火 炭 aiigSrak さ SU  (火 坑, 炭 富， 炭火の 坑 22T 

83 

〔火中; こ投 ぜられ たる 羽毛 等の 譬 n ま〕 20  292， 

294，  295,  296,  297;  42 196 
火 天 D  aggi  (火， 火 神） 16 上 10  ； 18  362  ；  25 

359  ；  36 134,  142,  143,  149, 150  ；  47  444 ②' 

joti  (火） 7  291 ③ tejo  (火） 7  285 
火 堂 I aggi -sa ほ （火 室， 濫室、 3  86，  249* ； 

4  236，  243,  321， 335 ま agyagara  (火 舍， 火 

爐, 聖火 堂， 護摩堂） 3  44*，  54，  55 
〔火 燃の 敎： （燃 火の 敎 3  62 
〔火 燃の 璧 B|i〕 10  317 

火遍 tejo-kasina  ；; 十-： ii 處 0 —〕  8  349； 11 上 
18; 17  60;  22 上 269，  271，  289;  40 11, 80, 
156,  224.  233  ：  45  58  ：  62  221.  226.  340°.  348  ； 
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63  302，  303  ；  65  (II)  78  〔作 り 方〕 62  340 
火髮刑 jotimalika  9 144， 154 
火務 aggi-vata  42 136；  43  88 
火務者 aggi-vataka  44  61 
火爐 ① agyagara  =  agg5g5ra   (火 舍， 火 堂， 

聖火 堂， 護摩堂） 22 下 162， 190  '1)  aggitthana 

(竈） 4  236  D  mandamukhi  =  aggi-bhajana 

3  57 

可愛 ① iUha 19  65；  22' 下 31* ② piya  (愛， 
愛 者， 愛好す る もの， 所 愛） 19 153*,  188,271， 
272 ③ Ittha  〔經〕 22 下 31 

可愛 相 ittha-r[ipa 16 下 382 

可 意 ① manSpa  (愛 語） 8  342，  343； 11 下 
434*  ； 18  210*  ； 19  65, 153*,  171,  172, 188  ； 
2'2 下 31* ② sata  (悅） 24  335,  336 

可意^l：行の：f^念  kayagata-sati  sata-sahagata 
8  358 

可 意 衆 天 manapa-kayika  deva 19  50;  21 
173*  〔生 因 八 種〕 21 177，  180， 182 

可 意 相 manapa-rupa 16 下 382 

可 意 不可 意 ① manapamanapa 11 下 434* ② 
Manapa  amanapa  〔經〕 15  369 

可畏 sappatibhaya 19  374 

可淫 alam-kammaniya 1 316〜 322* 

可 厭處に 於け る 厭 saihvego 
saihvejaniyesu  thanesu    (順 厭處に 於け る 
厭， 憂 ふべき 事に 對 する 憂） 8  293 

可 喜 屋舍住 Ramamyakutika  〔比〕 25 123 

可 喜 法 pasadaniya-dhamma  〔十 種〕 11 上 364 

可 共 語 vacaniya 1 299 

可 供養 者 Shupeyya  (應 請， 洪 養せ ら るべき) 
17  214 

可 見 sanidassana  (有 見） 45 188,  197,  198， 
208° 

〔可 見 色〕 45  208,  222,  244 
可 所實證 Sa し' chikS は bbaih  〔經〕 15  47 
可 所捨棄 PahStabbaih  〔經〕 15  47 
可 所 知悉 Parinneyyaih  〔經〕 15  46 
可 所 了解 Abh ほ fieyyaih  〔經〕 15  46 
可 生 uppadin  (當 生） 46  24，  31， 43，  57,  70 其 
他 


可な 物 khSdana  2  394 

可 崇敬 bhavamya 19 153*,  171，  172, 188 

可 尊重 garu 19 133*,  188,  271， 272 

可 念 saraniya  22 上 327* 

可 念 法 sara が ya-dhamma  (和 敬 法 •） 〔六 種〕 5 

158°  ； 11 上 326;  20 15 
可 念 品 Saraniya-vagga  20 14 
可能 者 sakka  44 140，  155,  212，  288 
可樂 ① kan は 19  65  ；  22 下 31* ② soracca 

(柔和， 慈心， 慈悲， 淨性） 8  292; 17 153  ；  45 

13，  337° 
可樂相 kanta-rapa 16 下 382 
力 [J 行丄ヒ 滅の慧 payogapatipassaddhi-panna 

40  2, 117°*  . 
加持 〔波羅蜜〕 adhitthSna  C-pararnp  '受持 

波羅蜜， 決定 波羅蜜） 26 10 
加 葉 Kassapa  (迦 葉, 迦葉 波） 〔古 仙〕 11 上 225, 

261 

加 摩 世 致 KamaseUha  〔夜叉 神〕 7  282 
加味 物 byafijana   (調味， 添 味， 副 菜， 羹菜， 助 

味， 藥味） 2  312;  5  48,  75 
カ哩鹽 khara-lavana  59 上 249，  309 
禾本 tma  (草, 茅 草， 青草， 穩稻， 維 草） 10  32, 

33 

瓜果 timbarQsaka  (鎭頭 迦= ティ ン パル） 1 
95，  99 

f 加 伽 Gagga  ； Ti  〔比〕 3  218*  ；  4 125*  「發汪 し， 
不癡毘 尼を與 へらる〕 4 125* ② 〔鴦掘 摩の 父, 
婆〕 11 上 137 ③ Gaggara〜 次 項 

① 伽 伽 ② 伽 伽羅 Gaggara  (迹 迦， 揭伽， 恆伽) 
〔池〕 ① 6 165,  166,  174;  8  357;  22 下 104; 
62  40 ② 12  336  ；  22 下 52 

f 加 ザり n 羅 ① Kakkata  〔比〕 22 下 28，  29  D 
Gaggara 〜 前項 

f 加 { 加羅池 GaggarS  〔經〕 12  336 

伽 尸 K お i  (迦 尸， 力 一 シ） 〔國〕 16 下 230,  231 

{加沙 Katthaka  〔天〕 7  290 

伽闍尸 利沙 GaySsisa  (迹耶 斯舍, 象 頭 山） 〔山〕 
34  63 

① 伽陀 ② ^他 gStha  (偈） ① 2  228  〔九分 敎 
の 一つ 60  26 ② 19  331 


(129) 


カー 伽， 何， 呵， 河， 果 


伽陀集 Gatha-sariigaijika  5  247,  256 
伽 gana  (衆， 別 衆， 團^, 衆人, 衆 社， 會衆， 組 
合， 群' 9  350,  394，  400,  404; 11 上 2*，  28, 
36*;  27  29;  59 上 10, 11, 13，  37,  40,  41, 231, 
283 

伽?？ 主 gamn  (衆 主， 敎圑の 元首） 59 下 225 

ィ加芽 「遏 も!]    Kappakujja  (曲 女） 〔城〕 4  447 

伽 若 Kapa  (迹 若那） 〔女〕 2 125* 

伽 若の 母 KSpamatar  〔夷〕 2 125* 

伽 浮 他 gavu は （牛 呼， 四 分 一由 旬） 〔里程〕 37 

49,  482  ；  38  234,  428 
伽 梵婆提 Gavampati  X  (愼梵 波提， 牛 主） 〔比， 

耶舍の 友人, 四諦の 同時 現 觀を述 ぶ〕 16 下 363 

② 〔經〕 16 下 363 
ィ加摩 尼 GSmani  (= ディ ーガ ガー マニー） 〔釋 

種： 60  66 

ィ加耶 Gaya ① 〔城， 邑〕 3 14，  62  ；  9  306; 12 

360  ； 15  32  ；  21 241 ； 23  92  ；  24 100,  507  ； 

25 174, 183 ② 〔河〕 37 118 ③ 〔綞〕 21 240 
伽 耶迦葉 GayS-Kassapa 〔外， 比〕 3  44*，  60; 

25 184  ；  27  308 
伽羅 須末那 Kalasumana  (カー ラス マナ） 〔比〕 

65  (I)  79， 127 
伽羅 摩 Karumha  〔天〕 7  289 
伽藍 ① arSma  (園， 園 林， 林 園， 僭 園， 僧伽 藍） 

2  257 ② Kala  〔種族〕 17  303* 
# 藍 13   Kajakarama  IS  45 
伽 凌 Hf'in   karavika  (迦 陵頻 伸， 迦羅毘 { 加 ，迦羅 

頻迦, 郭公） 〔鳥〕 58  204 
何 Kimatthiya  〔經〕 22 下 276 
何果 kiriiphala  〔樹〕 29  20 
何戒經 Kimsila-sutta  24 120°, 122 
何義 'r.'  Kimattha ② Kimatthiyam  〔經〕 ① 

16 上 148  %  22 上 196 
何功德 KimaUhiya  〔經〕 15  219 
何 在 Kimatthi  〔經〕 15  392 
何 欲 本 生物 語 Kimchanda-jataka  (五 —— ） 35 

231° 

呵責 ① codana  (河 責， 督促, 舉罪， 嫌識） 5  215， 
217,  273°*,  280;  6 198;  62  53  〔四 锺〕 5  215 
② patikkosa  〔二種〕 5  200 


① 呵責 者 ②訶責 人 codaka は fij 責者, 諫 IS 者〉 

① 5  269,  273*,  279  f  5 196 
呵責 慮 garayha-thana  (難詰 處'' 4  444; 14 

9,  43. 185， 186 
呵責す ① garahati  6  231, 232 ま vigarahati 

1 67 ③ codeti  9  40,  41 
呵責 比丘 codaka-bhikkhu  (難詰 比丘， 叱責 ナ 

る 比丘， 徵問 する 比丘, 諫誨 する 比丘） 〔心得べ 

きこと〕 4  369*;  5  321°  ；  22 上 313*  〔五 法〕 

8  315 

呵責 法 codanS  5  269 

B 可責 ロロ 口   Codana-kanda  5  273,  276 

①呵多 阿羅 婆 ② 呵!^ 阿羅; さ Hatthaka 

Alavaka  '法 林 者なる 訶哆 = 訶哆） 〔塞〕 ① IT 

36  ;  20  228  〔攝衆 第一〕 17  36 ② 17 142,. 

287;  21 91*,  95  〔優 婆 塞の 範〕 17 142，  287 

〔八 未曾有 法 を 具す： 21 9P,  95 
呵 (1^    Hatthaka  〔經〕 （一 ） （二  21 90,  93 
呵罵事 akkosa-vatthu  (怒 罵 事， 罵 事） 〔十 種） 

5  237 

呵羅 Hari  〔天〕 7  289 

① 呵利勒 ② 呵梨勒 ③ 呵羅勒 haritaka  (isj 

梨勒， 柯子） 〔果， 樹〕 ぼ 3  364- ま 2  420  ®  65 

(I)  56，  94,  95  ■ 
河 Nadi  〔經〕 16 上 230 
〔河水が 海 を 満たす 譬 喻： 23 10  ；  25  5  ；  58  45 
〔河水の 量り 難き 臂喩〕 16 下 308 
〔河水の 深き と淺 きとの 誓喻〕 24  269 
河水 満本 生物 語 Puijijanadi--ja は ka  (二一 四)' 

30  294° 

〔河川が 大海に 流入す る 1|0|〕  28  56；  41 245 

河 相 nadi-nimit は 3 188 

河底 sobbha ぼれ 尤, 坑, 坑坎） 24  269 

〔河 名〕 （〜五大 河， 十 河） 9  59  ；  59 上 200，  252 ； 
59 下 282 

河流 Nadi  〔經〕 14  215 

〔河流に 從 ひて 流れる 者の 饕喻〕 23  364 

〔河流の 一 異の譬 B|i〕 16 下 43 

果 1 phala  (果 寶， 果物） 2  299  ；  3 166,  360  ； 
4 177,  205* ② Phala  〔經〕 （一 )( 二） 16 下 67 
—68，  141，  184-185  (一) 一 (四、 16 下 324 


(130) 


果， 花， 柯， 珂, 苟， 迦 一力 


果戒 phala-sHa  59 下 195 
果具者 phala-samaiigin  59 下 204,  206,  217, 
335 

果 具足 智 phala-samaiigissa  nanam  45  343， 
344;  47 10,  32 

果香 phala-gandha 14  405* 

果實 phala  (果， 果物） 3  379;  7  268,  269;  24 
533  〔施と 報〕 24  533 

果實嚼 食 phala-khadaniya  3  438 

果實商 phalika  59 下 187 

果實 商人 pha ほ paijika  59 下 209 

果實施 者天宮 Phala-cm>aka-vimana  24  532 

果實店 〔佛 の〕 pha ほ paija  59 下 191 

〔果實 の 熟 不熟を 摘む 譬喻 ：] 36  213,  214 

〔杲寶 の 精通 者〕 29 19，  212  ' 

果實本 生物 語 Phala-jS は ka  (五 四） 29 19° 

果滔 ① meraya  (迷 麗耶， 迷 羅耶， 花 酒， 濁酒） 
6  237;  9 128,  411; 10  35，  91; 23  2  ；  43  20, 
204,  250  ；  44  403，  480 ② pha ほ sava  2 174 

果樹園 pha ほ rSma 1 80 

〔果樹の 未 生の 實の譬 喻〕 59 上 150 

果汁 phala-rasa  3  431 

果住者 phalaUha  59 下 204,  206,  217,  335 

果 省察 phala-paccavekkhana  52  208* 

果淸淨 phala-visuddhi  40  324 

杲定 phala-sam§patti  (果等 至， 得果） 37  4; 
44  424,  445  ；  62  272，  429,  439  ；  63 188  ；  64 
40,  478°*  ；  65  (II)  85,  86 

果定觀 phalasamapatti-vipassana  64  487 

果心 phala-citta  51 432 

果 fit 伸 phala-samgha  59 上 163 

果智 phale  nanam,  phala-nana  40  2， 
117°*;  57  403;  58  390;  64  412，  413 

果智論 Phalanana-katha  57  402° 

果壶 phala-tumba  3  362 

果等至 phala-samapatti  (果 定， 得果） 50 151*, 
165,  166，  170,  476，  479，  490  ；  51 21*，  87,  91, 
93, 137，  145，  188*，  268*,  36P,  412 つ 52 
44*，  97*,  135,  136,  178*，  211* 其 他； 53 14*, 
50-,  73，  89 其 他； 54 12,  33，  34，  57，  58,  76， 
77 其 他； 59 下 190 


〔果皮 を 食べて 死せ る 長者の 子〕 37  268 

果物 phala  (果， 果實） 2  314*  ；  5  225  ；  37  359 

果物 分配者 phala-bhSjaka  2  245 

〔果物 名〕 26  31， 32,  404;  27  72，  73, 106, 149 

果報 ① attha-vasa  (利， 義趣， 義利） 7  328* ② 

vipaka  (異 熟， 與. 熟果） 23  264,  265 
果藥 phala-bhesajja  3  357° 
果樂 phala-sukha  28  461, 462 
花圜 puppharama 1 80 
花絲 kesara  26  378,  379，  419 
花 酒 ① meraya  (迷 羅耶， 迷 麗耶, 果酒） 15  375， 

378 ② pupphasava  2 174 
〔花樹 名〕 60 110 
花 汁 puppha-rasa  3  431 
花粉 reiju  (塵芥） 26  251 
〔花 名〕 26  29;  27  7，  45,  72,  73，  96，  97, 105; 

59 下 198,  229 
花 林圓堂 Kareri-mapdalama!a  6  361, 370 
花林窟 Kareri-kutika  6  361 
柯子 ① haritaka ② hari は ki  (訶 梨勒， 呵 梨勒， 

呵 利勒） 〔藥 果〕 ① 3  357 ② 35  250 
柯留陀 夷 KSlud5yin  (迦 留陀夷 = 優陀 夷） 〔比， 

歡家 第一〕 17  35 
珂貝 saiikha  (蝶， 螺貝， 碑 操， 海螺， 靑貝， 劫 貝， 

法螺貝） 18  363;  47  445 
苛 kharika  (アルカリ） 16 上 369,  370 
迦 維羅衞 Kapila-vatthu  (迦毘 羅衞， 迦 毘羅拔 

兜） 〔城〕 1 397，  414  ；  3 138*  ；  4  378  ； 14 146  ； 

21 95， 194, 195  ；  24  545  ；  26  78  ；  27  323, 

339，  345，  395，  453，  505;  37 157,  158,  160, 

164 

迦迹 Gaggara  (伽 伽， 伽 伽羅） 〔池〕 3  544 
迦乾陀 Kakandaka  〔婆〕 60 168, 172 
迦乾陀 子耶舍 Kakaijdakaputta  Yasa  〔比〕 

65  (I)  44,  78 
迦ぉ i 那衣 kathina 1 330,  334*,  343*,  442;  2 
464*;  3  445°*，  449°，  452,  466,  519，  520， 
522;  4 178*;  5 105，  128,  192,  221,  232, 
293^*,  299°,  302°,  344; 11 下 151; 41 279， 
293  ;  61 54,  448，  449,  454,  490，  545,  560 
〔成就〕 3  448  〔捨〕 3  449°,  452  ；  5  232,  302° 


(131) 


カー 迦 


〔受 持の 五 切德： 5  344  〔 執受： 3  466  ： 作 り 
方〕 5  299° 

迹稀 那衣戒 kathinaka  5 19,  20，  24，  27,  29, 

32，  35,  40,  97， 102，  104, 105 
逆 蘭 衣犍度 Kathinakkhandhaka  3  444° 
迹 铺那衣 式 kathina^-attharapa 二 1 343;  2 

119，  159,  397*,  463 
迹絲那 衣 受持品 Kathinatthara-vagga  5  347 
逝 稀 那衣等 起 kathina-samutthana  5 151 
迦稀那 衣の 執 持 kathinassa  palibodho  5  200 
a? 稀那衣 分解 Kathinabheda  〔章〕 5  293,  304 
迹 f お 那衣物 kathina-dussa  3  446 
迦稀那 綱 ka ゆ ina-rajju  4 178 
迹稀那 堂 kathina-sS ほ 4 179 
①迹 絲那品 1)30き^^那衣品 Kathina-vagga 

①  1 377 ② 5 13,  56 

迹 豨那廊 kathina-mangapa  4 179 

迦休 ① Kakudha  ：拘利 人， 天子 ： 4  285,  286 

②  kakudha  ~ 次 項 

①迹休 ②迦屈 婆 kakudha  「迦 鳩陀） 〔果， 樹〕 
1〕 3  52 ② 60  227 

迦求陀 迦旃延 Pakudha-KaccSyana  (迦 據陀 
迦 旃延， 迹羅 鳩陀迦 旃延， 波 拘陀迦 旃延， 波 浮 
陀迦 旃延， 婆 浮陀迹 K 那） 〔六師 外道の 一〕 4 
171 

迦屈嗟 Kukuttha  (！^ { ^多） 〔河〕 23  222,  223 
腠孫陀 Xakusandha  (拘留 孫， 拘樓 孫， 鳩留 
孫, 俱留 村, 揭句 忖那） m  44  347 

迹鳩陀 kakudha ① （迹屈 婆, 迦休） 〔果， 樹〕 60 
68 ② 〔鳥： 27 177 

迦鳩 陀果珠 kakudhaphala-mutta  65  J)  94 

迹據陀 迦旃延 Pakudhaka  Katiyana, 
Pakudha  Kaccayana  (迹 求陀迹 K 延， 迹羅 
；! S 陀迹 旃延， 波 拘陀迹 旃延， 波 浮陀迹 旃延， 婆 
浮陀迦 栴那） 〔六師 外道の一〕 12 111， 119 

迦尸 ① Kasi  '伽 尸 ） 〔國， 族〕 2  257  ；  3 15，  373, 
544*  ；  6  322,  324  ；  7  205*,  250  ； 10  295  ； 12 
140, 142  ；  22 上 287  ；  24  458  ；  25  338，  353  ； 
27  320,  358,  422,  508;  23  86,  210* 其 他； 29 
2,  85 其 他； 30  26,  90， 139 其 他； 31 69, 145, 
192 其 他； 32 1, 102;  33  73, 105，  173，  228, 


334，  352 其 他； 34 138,  147,  149,  152,  362, 
460 其 他； 35  6, 174，  190,  307,  340，  377 其 
他； 36  8，  41, 62, 130,  245,  256,  258 ；  37  78， 
82,  86，  88,  90,  97,  99, 100,  254  ;  38  20，  29， 
30，  37,  42，  45,  47,  232,  249  ；  39  233，  237  ； 
44  246  ；  57  370 ；  59 下 14， 183， 188 ；  60  28, 
184;  61 37  ： 十六 大國の 一： 17  345;  21 146, 
153，  160, 169  I  ： 王： 3  491,  594*  ； 11 上 65*  ； 
37  351,  352,  362,  369,  372,  375，  395,  415  ； 
63 149, 150  S  kasa  ： 草： 39  331 

①迦尸 衣 ②迦 尸迦衣 f  尸 絹 1 迦尸 絹布 
⑤迩尸 布 kSsika'-vattha:  T  3  491; 13 
266  ; 16 上 218; 16 下 235，  319  :  21 205;  26 
3  ；  35  361 ； 36  371 ； 37  89，  312,  464,  471 ； 
38 179,  180.  198,  204，  205;  39 128,  211，  311, 
328,  337  ;  59 上 6 ま 17  407，  408,  409;  47 
407,  408  3  25 11; 5S 下 49:  62 127 1)6 
377; 11 下 146  5 19  69  ；  34  381 

〔3? 尸 衣の SUft お 16 上 21S; 17  407:  47  407 

^^尸迹ぉ^人 kasikavatthupama  puggala 
〔三種〕 47  365,  407° 

①迹尸 國產② 迹尸產 1： 迦尸人 k お ika， 
kasiya   T  25  385,  396，  397  ；  29 186  % 17 
234  ；  31 290，  318".  319  S:  27  92 

① 迦尸國 〔產〕 の栴檀 〔香〕 'gJ5g 尸 i5g の栴擅 
③迦 尸の 栴檀香 （？^ 尸栴檀 き迹尸 擅 

kasika-candana i 12 134  ；  23 191 ； 57  225, 
343  ^  20 149  3}  34  307  i  59 下 63,  233  5) 
11 上 149 

迦師那 kasina  、遍， 遍 處定， 一切' 28  280 

迦 濕彌羅 Kasmira  '歸 賓' 〔國： 32  343,  364; 

59 上 181*  ；  59 下 183， 188  ；  60  230*,  388 
迦旃 KaccSna  、= 昆羅吒 迦旃） 〔商人〕 3  394* 
迹腐延 X  Kaccayana,  Kaccana  (= 摩 河 迹婉 
延， 大迹 旃延） 〔比〕 13  226;  26 153  ;  31 180  ; 
33  76  ；  36  60  ；  57  91 ； 60  25,  32  ；  64 158  ： き 
記〕 27  273,  274  vg^v= 眞迹 旃延） 〔比〕 11 下 
185*  (g)(  = 誅陀迹 旃延） 〔比〕 16 上 134*  4) 
(= 筝牟摩 那修） 〔外， 塞〕 11 上 52*  5  Kaccana 
〔王女〕 60  65  (6  Kaccani  〔女： 33  7* ⑦ 
Kaccana  〔經〕 22 下 19S  ;  64 158 
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迹旃延 氏 Kaccanagot は 'X) 〔比〕 13  24； 14 
211 〔正 見 を 沸に 問 ふ〕 13  24 ② 〔經〕 13  23 

迦旃延 本 生物 語 Kaccani-jataka  (四 一^^ b) 
33 1° 

迦旃延 品 r-  Kaccana-vagga  27  272 ② 

Kaccani-vagga  33 1° 
迦戰羅 Kajaiiga ほ （迦旦 遮羅， 迦徵 羅，. 羯朱 

祇羅） 〔地名〕 22 上 280，  287 
迹戰 羅竹圚 Kajaiiga ほ Veluvana  22 上 280 
逾 多衍那 Kaccayana  (= 不那奇 龍） 38  442, 

461,  465,  491，  497,  506,  510,  536 
迦多 梨沙婆 Katissaha  〔塞〕 16 下 244 
迦 多黎沙 Katissaha  〔比〕 22 下 29 
迩吒 無迦利 Katamoraka-tissaka    (迦 留羅提 

舍） 〔比， 提 婆の 徒〕 1 287,  293 
迦 陀跋偷 Kathavatthu  (論 事） 〔七 論の 一〕 65 

(I)  78 

迹提 kattikS  (an 底迦， 迦剌 底迹） 〔月〕 i  441， 
445;  60  99;  65  (I) 104,  118, 126 

迦提月 祭 供 kattika  chana-puja  65  (I) 118 

迦提賊 kattika-coraka 1 443 

迦 旦遮羅 Kajaiiga ほ （迹 11 羅， 迦徵 伽羅， 羯朱 
P ュ 祇羅） 〔村〕 28 104 

迦淡聞 kadamba  (迦曇 婆） 〔植〕 27  97, 128 

迦帝耶 尼 Katiyani  〔夷, 證淨 第一〕 17  37 

迹底迦 kattika  (迹 提， 迦剌 底迦） 〔月〕 29  258 ； 
36 159 

迦徵 f 加羅 Kajaiiga ほ （ミ扭 戰羅， 迦且 遮羅， 羯朱 

祇羅） 〔邑〕 11 下 433 
迦曇婆 kadamba  I  G 姐 淡 聞） 〔樹〕 26  29,  305, 

484  ；  27 106， 128  ；  36  364  ；  39  405  ；  60  265, 

280 ② 〔鳥〕 39  415，  416 
迦若那 (伽 若） 〔女〕 21 316 
迦若 都の 母 KSijSya  mat  a  (伽 若の 母） 〔夷〕 

21 316 

迦尼延 豆 Kinnughapdu  〔夜叉 祌〕 7  282 
':!) 迦尼迹 ②迦 尼迦羅 迦 尼割羅 kapikSra 
〔花， 樹〕 '1、'30  '2,  53  ''2)  34  348 ③ 23  84 
葉 Kassapa ① （迦葉 波） 〔姓〕 6  363;  26 
126;  31 147;  34 140*,  180;  37  485 ②': 佛， 
過去 七佛の 一つ 1 12*，  178*  ；  6  362*  ；  8  262; 


11 上 59 た 12  50, 102; 13 13，  281，  383,  385, 
387  ； 16 下 63  ； 19  300,  303,  304  ；  24  90，  480， 
529  ；  25  207  ；  28 182，  507  ；  27 142，  187,  264, 
288，  294,  296,  320，  344，  348,  350,  408,  421, 
427.  439，  444，  502，  507,  509,  512  ；  28  89，  91°, 
92, 192,  202,  238，  460,  466;  29  202,  297; 
30 184,  428，  431 ； 34  64,  65  ；  36 158  ；  37 
289,  291,  300，  302,  309;  39  265  ;  41 346°*， 
360;  44  347;  57  366*  ；  59 上 7，  255;  59 下 
49*，  51， 52;  60 17,  99, 102°,  114°*,  152， 
253，  327;  65  (I) 108°, 121 〔(^さ 滅お 滅；] 34  65 

③ （迦葉 波， 加 葉 = 摩訶迹 葉， 大迦 葉） 〔比〕 12 
249  ； 13  285*,  291,  293，  296,  309  ；  24  463  ； 
25 129,  294,  312，  346  ；  27  349,  462.  468  ；  30 
29  ；  31 180  ；  33  76, 151，  196，  305  ；  34  314  ； 
35  214，  336  ；  36  60  ；  37 154,  347  ；  38  65, 
214;  59 上 3;  60  25，  31， 32  〔傳醇 己〕 13  321 
〔出家 後 第 八日に 智を證 十〕 13  323  〔GI& の嗣 
子〕 13  323;  25  294，  312  〔糞 掃 衣 者と なり 
し 因緣〕 13  323  〔在家に 執著せ ず〕 13  291 〔適 
切に 在家に 入る〕 13  296  〔淨說 法 をな す〕 13 
293  〔佛 と同樣 に修定 (乍證 す〕 13  309 ④ （迦 
葉 波） 〔古 仙〕 3  429;  6 155，  338，  339,  342, 
344  ®  (= 優樓頻 羅迦葉 1 〔比〕 38  338;  60 152 
⑥ （= 阿支羅 葉, 裸形迹 葉） 〔比〕 6  231*  ； 
11 下 149*; 13  28*; 15  459  (5)(= 迦葉 氏， 迹 
葉 姓） 〔比〕 17  39(P  (E) (= 那耆 多） 〔比〕 6  218 
®  〔佛の 前生， 簿 。婆〕 28  81; 41 303 ⑩ 〔司 
祭の 子, 後に 出家， 多毛 迦葉〕 33 152*  ®  (= 
大那羅 陀迹葉 梵天） 38  345，  350，  351，  355， 
357,  360，  361，  367,  372,  402  @  〔天子〕 12  77, 
78; 13 13  @  〔經〕 （一) (二） 12  77,  78 

迹葉遺 部 ① Kassapika  (2)  Kassapiya  (飮光 
部） 〔部 派〕 ① 57  201 D  60 174 

迹葉園 Kassapakarama 14 196 

迹葉 愚鈍 本 生物 語 Kassapamandiya-jataka 
(三 一二）  31 364° 

① 迹葉氏 ② 迦葉姓 Kassapagot は （=迦 葉⑦） 
〔比〕 ① 12  344,  345; 17  388  〔戒の 話 を 聞き 
て肯 はず, 後に 懺悔〕 17  388 ② 3  544、  60 
59;  65  (I)  85 
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迦葉氏 （獵 夫） Kassapagotta  or  Cheta  〔經〕 
12  344 

30 葉師 子吼經 Kassapa-sihanada-sutta 
6  23V 

迦葉姓 未 示 摩 Kassapagotta-Majjhima  〔比〕 
60  59 

as 葉相應 Kassapa-samyuUa 13  285° 
迹葉波 Kassapa  r リ お葉） 〔姓〕 26  367 ② 〔古 

仙〕 19  312，  319;  20  308，  309 
29 葉 菩薩 Kassapa  bodhisatta  41 85 
逆毘羅 Kapila ① 〔族〕 27  467 ② 〔婆〕 33  53 
③ 〔大臣〕 60 145，  403 ④ （  =  Kapnavatthu 
ag 毘 羅衞） 〔都〕 33  206,  274;  34  3，  7, 17, 
261 ； 41 227，  361 ； 60  20,  22，  23 
0： 迦毘羅 ②迹 毘羅衞 3) 迦 比羅衞 ④ 迹昆羅 
拔兜 Kapila-vatthu    (迦 維羅衞 = 前項 ④) 
〔城〕 T  6  368,  424  ；  7 158，  162,  271,  274,  308  ； 
127,  269,  272，  356  ； 12  36; 17  358，  456，  457 
11 下 の 訪問〕 28 186  〔舍利 八 分の一 を受 
く〕  7 158, 162 ② 2  89, 160,  264,  295,  424, 
507  ；  6 136  ； 15  286，  287,  288  ； 16 下 202，  258, 
298,  299，  302,  317,  320; 18  344  ；  20  9  ;  22 上 
319  ；  22 下 303，  308,  311; 24  374,  380  ；  39  261 ； 
41 326,  331,  335,  339,  343，  348,  355，  360  ；  44 
5， 11; 59 下 222，  235;  60 161,  348;  61 472 

③  2S  27，  28, 104，  106，  110，  114，  186*,  401 

④  9 149,  192,  193  ; 10 107,  108, 115 
迦 毘羅攝 Kambalassatara  〔龍：！  7  283 
迦毘羅 城 地の 夜叉 Kapilavatthava  bhumma 

yakkha  7  276 
迹神 多羅 kapitthaka  (山林 擒） 〔樹〕 16 上 291 
迦匹那 Kappina   '劫 賓那， 簡賓那 =大 劫 賓那) 

〔比〕 25  20 

迦 布德; お Kapotakandara ① て 地名〕 23 146 
② 〔1' 加 藍 63  313 

迦摩陀 K5mada  〔天子〕 12  80，  81 〔經〕 12  80 

迦摩浮 KamabhQ 1、 〔比〕 〔阿難; こ 繁 縛 を 間 
ふ〕 15  262  〔 質 居士 と 問答〕 15  442,  445 
② 〔經〕 15  262  (—、'  二) 15  442,  445 

迦 摩羅 kamala  〔草〕 3  336 

迹耶浙 き Gayasisa    {fln 翻 尸 利沙， 象 頭） 〔山〕 


28  282,  358,  359 
迦 剌底迦 kattika  '迦 提， 迦 提迦） ： 月〕 31 164:. 

60  230,  263,  264,  273  ；  61 2 
迦剌 底迦祭 kattika-chaija  、迹提 月 祭） 31 164 
迦 莉底迦 月の 満月 komucH  (滿 月の 夜， コ一ム 

デ ィ 一の ：！ 月、 3  310,  313，  314 

羅 ： kara  S  kala  〔樹〕 ① 34 173，  176* 

② 38  436  ®  Kaia  〔比， チヤ— パー 尼の 夫:; 

25  384* ④ Kaia  (時） 〔龍王〕 28 149,  152; 

65  (I)  56  ®  Kali 〔夷, 隨聞得 信 第一： 17  37 
迦羅 阿育 ほ soka  ： 王：； 60  29，  38, 168,  170， 

173,  175;  65  1   44，  91 
迦 羅鳩駄 迦旃延 Pakudha  Kaccayana しせ 求. 

陀迦 旃延， 迦 據陀迦 旃延， 波 拘陀迹 旃延， 波 浮 

陀迦 旃延, 婆 浮陀迦 旃那） 〔六師 外道の 一〕 

59 上 11 ； 59 下 225 
迦羅差 摩轉種 Ka!akhemaka-Sakka 11 下 127' 
3^羅^1?重 Ghataya-Sakka 11 下 128 
① 迩羅毘 {加 (g  2? 羅頻迦 karavika  (迹 陵頻 {tp, 

迦陵頻 ，ィ 加陵賓 伽） 〔鳥〕 ① 11 上 182  127 

105,  142,  265,  305 
jIO 羅毘拘 Karavika  ！ 郭公） 〔山〕 38 130 
迦羅羅 摩 KalakSrSma  〔經： 60  59;  65  I) 

85" 

迦羅邏 kalala  (羯羅 藍， 羯剌 藍， 歌 羅邏， 凝 滑, 

卵黄） 〔胎內 五位の 一〕 12  359 
迹 嚷 波沙 kappSsika  '綿 樹） 60  4 

藍 浮 Kalabu  〔王〕 31 369*;  63  2 
迦蘭 「它 Kalanciaka  〔村 二 1 17, 175 
①迦 蘭; ^ 它迦園 I； 迹蘭陀 園 ③ 迹蘭陀 25 尼 婆 波 

Kalandaka-nivapa  '栗鼠 飼養 處， 栗鼠 養飼听 

=迦 蘭 P 它竹林 園， 竹林 圜） 〔精 舍〕 0)  3  245; 

23  89  S 11 上 1, 36,  244,  245  J)  9  266  ； 10 

169,  204,  288，  320 
① 迦蘭陀 竹林 園 'き ； 50 蘭 陀竹園 Veluvana- 

Kalandakanivapa 竹林 迦蘭 陀迹 園, 竹林 栗: 

鼠 養 餌 听= 竹林 園 1 ■： 精 舍；： X 1 266,  280,  287; 

2  59， 184,  288;  7  90; 11 下 149,  154,  168, 

282,  374,  426  ；  24 186, 187 ぶ 22 上 80， 100 
迦闞陀 子 須提那 Sudinna-Kalandaputta 

(=須 提那） 〔第一 波羅 夷の 初 511 比丘〕 59 上 
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迦， 科， 夏， 家 一力 


345，  346 

迦蘭陀 の 子耶舍 Yasa-K§kaijdaka!〕utta  〔第 
ニ結鎮 比丘〕 60  33 

① 迦 利沙槃 ② 迦利 沙波拏 ③ 迦利 沙鉢拏 
kahapana  (金貨 ，銅貨， 一 錢= 二十 摩 沙迦） 
〔貨幣〕 ぼ） 4  439,  440  ；  22 上 319,  320 ② 30 
332 ③ 35  8， 139, 153 

迹里梨 kareri  〔樹〕 23 131, 132 

迹梨 Kali ① 〔夷, 摩 河迦旃 延の設 法を受 く〕 
22 上 270 ② 〔經〕 22 上 270 

迦 梨耶那 Kalyaija  〔王〕 31 64；  60 19 

迦陵伽 1 Kaliiiga  (法楞 迦羅） 〔塞〕 7  56，  57 
② 〔國〕 〜 次 項 

① 迦陵餓 ② 迦陵 { 加 Kaliiiga,  Kalinga  (羯陵 
m  〔國〕 ① 7  249;  31 158,  161，  179，  180, 
306  ；  32  361, 369  ；  34 158  ；  41 361 ； 59 下 
82 ② 39  277，  364,  365，  500  ；  61 4，  47 

① 迹陵餓 '!） 迦陵 Kalinga  〔王〕 ① 13  384  ； 
31 158,  306*  ；  34 158* ② 7 163 

〔迦 陵迦 王子 轉輪 王と なる〕 34 159 

〔迦 陵餓 王と 四 王女と 阿 濕摩迦 王〕 31 306 

迦陵識 王 菩提樹 供養 本 生物 語 KSliiigabodhi- 
jataka  (四 七 九） 34 154°  ；  61 509 

〔迹陵 I 我國の 旱魃〕 31 158;  39  277 

〔迦 陵識 國の凯 館と 拘樓國 法〕 31 158 

迦陵識 婆 羅豆婆 遮 KSlifiga-bhSradvaja 
〔司祭〕 34 162,  164,  167， 168 

① 迦陵頻 f 加 "も 迦 陵頻迦 karavika  (迦 羅毘 伽， 
迦羅頻 迦， f 加 陵賓伽 ， 郭公） 〔鳥〕 ① 6  382，  384  ； 
24  489  ；  34  371 ； 35  243  ；  36 147  ；  41 218  ； 
43  304;  60  42， 176;  62  223;  65  (I)  56 ② 
23  6,  475  ；  37 167  ；  39  414，  417  ；  59 下 212 

迦陵頻 ィ加 の 音色 Karavika-bhSphi 8 186,  227 

迹留陀 夷 KS!udSyin ① （柯 留陀夷 = 優陀 夷） 
〔比〕 25  216;  26 154;  27  337;  34  314;  62 
164  〔譬 經〕 26 154  ；  27  337 ② 〔大臣〕 28 
113，  183， 188 

迦留 羅提舍 Katamorakatissa  (迦 吒無迦 利） 
〔比， 提 婆の 徒〕 2 105;  4  301 

迹樓羅 gani!a  (金翅 鳥， 妙翅 鳥） 26  35,  206, 
207  ；  37 188  ；  38  421, 422 


科 刑 罰 品 Kammakaraija-vagga 17  71 
科料 daij(^a  (罰， 刑罰， 杖 罰） 39 172 
夏季 ① gimha  (夏， 夏期, 夏時， 暑季， 熱季， 春- 
季）  43 145,  354;  44  51, 206，  486,  488;  64 

342 ② vassa  (雨期， 雨季） 20  398 
夏期 ① gimha  (夏季， 夏時，:? f. 季， 熱季， 春季） 

42 100;  64  341, 342 ② gimhaka 〜次 巧 
① 夏期 ② 夏季の gimhaka  ri) 6  385  「$) 10  344 
夏期 安居 vassa  (雨 安居， 安居） 10  242; 11 上. 

3*，  244,  317 
夏時 gimha  (夏， 夏期， 夏季， 暑季， 熱季， 春季). 

3  245，  246 
〔夏 初の 花の 譬喻〕 23  7  ；  24  85 
夏 生花 ：'T';vassika  (婆 尸迦， 婆師， 素 g) 14 

243  ； 16 上 217  ；  2'2 上 236 ② Vassika  〔經〕 

(一)- (四） 16 上 217 
〔夏 生花が 華 香の 最上た る譬喻 〕 14  243; 16 上 

217;  22 上 236 
夏 生 華 vassiki  59 下 190， 198 
家屋 ① agara  (家） 9  338;  23 19 ② 

kutagara  (重 閣， 尖 頂閣， 樓閣， 宮殿） 20 116 
〔家屋と 雨 漏の 譬 ロ翁〕 23 19;  25 144,  145;  62' 

68，  70 
〔家屋の 譬喻〕 9  338 
き豕〜 ァ 

家居 ① gaha  (家） 7  259  ^2  gharavasa  (家 

の 居 S ，在家） 6  355 
家居 者 gihi— -bhma  (在家） 7 197 
家居に 著す る geha-nissi は （家に 依 止せる） 

12  342 

家業 ① kamman は （業, 事業， 業務， 生業 ，産業，. 

商業） 11 上 142*  (D  gharavasattha  4  278 
家系 ① kula-vamsa 19  58  ；  58  45 ② gotta 

(姓, 種 姓, 氏 姓, 名字） 13  421 
〔家系に よらず〕 〜〔生れに よ ら ず〕 34  296 
家怪 kula-macchariya  (家族 慳， 檀家 慳） 〔1 

悭の 一〕 8  313; 19  368*;  42  53, 192，  201,. 

342,  378  ；  43  3;  44  22;  45  291 ； 64  447 
家事 繁多 sambadha  gharavasa  3  347 
家主 會 gahapati-parisS  (居士 衆） 9 118 
家主 子 gahapati-put は （居士 兒） 8  237"*= 
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カー 家, 蚊, fs, 荷, 華, 跏， 貨， 菓 

家主 品 Gahapati-vagga 13  99 
家 住 阿羅漢 gihi  araha  57  342*,  381 
〔家 住 阿羅漢 あり： 57  342 
家 注 阿羅漢 論 Gihissa  araha  ti  katha  57 
342' 

家 住 者 gihin 在家， 在家 者， 在家 人 57  343 

家 の 結 gihi-sannojana  57  342,  343 

0： 家相 學② 家相 占 ひ vatthu-vijjS 事 明， 宅 

地學， 宅地 明） 1：43 181,  384;  44  429,  430 

S  59 下 264 

家疾 浸 kula-macchariya  、家 怪， 檀家 怪） 47 

79， 113,  385,  390 
家畜 pasu  、獸 類， 香獸， 畜生, 牛馬， 牛， 壮牛: 124 

107， 115  ；  42  373 
家畜 の 尿 pmimut は { 陳棄， 腐 尿， 牛 度， 23  355 
〔家中より 街路 往來を 見る 譬 n 翁〕 11 下 230 
〔家中より 道路 を 見る 譬！ lii 一死 生智： 6 124;  9 

483; 11 上 26 
家長 Xgahapati 居士， 家主、 6  355  D 

1  gahapatika  23  362 
家長 本 生物 語 Gahapati-jataka 一九 九、 30 

225° 

家督 dayajja 遺產， 2^ 財 8  251, 252 

家 挺 ghara-bandhana 1 丁  6 

家婦 X  kulagharani 12  348  %  Kulagharani 

： 經:： 12  348 
蚊 D  makasa 握 2  205,  518  ；  3  5, 132;  4 

182,  227,  251 ； 9 13, 14  ；  28  481*  ；  62  57 ② 

makkhika 鎇 43  366 

[帳 makasa-kutika  4 182 
紋拂 makasa-vijani 4 198 
政 本 生物 語 Makasa- ja は ka  (四 四） 28  481° 
〔蚊 を 殺さん と して 人 を 殺す〕 28  481 
假屋 ① mandala-maja  (周圓 堂， 圓形尖 頭の 

屋舍， 講堂， 周廊） 24  206  ；  42 100，  341 ； 43 

184,  354  ；  44  453,  470,  486 さ mandapa 〜 

次 項 

②假壁②假堂 mai?(^apa 廷堂， 天幕， 集會 堂, 
曼陀 婆） 7,  8,  52,  78，  79，  360;  62  49 
② 60 145 

假設 pafiiiatti 施設， 假名， 符棵， 槪念, 名義） 


58 16 

假俗 ，腹 法，: g 名〜 ケ 

荷葉 X  pokkhara 蓮 葉， 蓮 24 142,  315  ；  25 
193  ；  42  202  1  padumini-patta 蓮 葉 11 下 
435 

華果 vana-bhaiiga  21 62 

華莖 vaijtika  (莖 の； 4 14 

華 香 puppha-gandha 11 上 356; 14  243, 

405*  ； 16 上 217  ； 17  368 ；  22 上 236 
二 華 香と 夏 生花の 譬喩〕 14  243; 16 上 217; 

22 上 236 

① 華 語 〔者〕 ^ 華 語 人 puppha-bhSijin  r  47 

364,  400°  f 17  206%  207 
華 子 PStaliputta 華氏， 巴 連 巴吒釐 子， 巴 

羅利 弗， 波吒 « 子， 波吒梨 子， 波羅 利子） 〔城〕 7 

50; 11 上 216;  25 101 ； 60 105;  63 167  ： 三 

難： 7  50 

華 子 鬼 事 PatalipuUa-pe1:avaUhu  25 101 
華氏 PStaliput は 華 子， 巴 連 弗， 巴吒釐 子， 波 
吒釐子 ： 城〕 41 361 f  Pupphapura= 
Pataliputta  ： 城： 60 177,  269.  274 
華 車 phussa-ratha  36  220,  221 ； 37  439  ；  38 

990 

華樹 mala-vaccha  4 14 

華箭 vidhutika 花環 4 14 

華 品 Puppha-vagga 14  215,  245  、法 句輕〕 23 

24° 
華髮〜 ケ 

跏趺 pallaiika 結跏跌 坐： 63  84  = 

貨財 bhoga 財， 財產, 財 富， 財寶， 財物， 收入， 

富） 〔五 失〕 19  360  ： 五德： 19  360 
貨幣 r  nekkha 金貨 23  52 1 hiranna  (金, 

黃金 25  382  I  karhsa 靑銷） 8  231 D 

kahapaija  ^ 利 沙波拏 ，^利 沙棠 64  3, 150 

5  masaka  '摩沙 i^，  © 沙 j せ， 錢， マーサ 力 = 

二十 分 一力 ハー パナ 33  362 
① 貨幣 を 偽り 貨幣 を詐り kariisa-kiita 

(偽 貨， fHiS, 升 を 欺き） 111 下 15 ま 9  323, 

466; 10  96 
： 貨幣 を 見 分く る臂 64  3 
菓子 £  puva  (團 子, 餅メ 19 103  ；  24  452,  473, 

(136) 


菓. 河， 軻， 嫁， 瑕， 過 一力 


483  ；  29  428*  ；  36  300,  301 ； 37  359,  425  ；  43 
180；  63  55，  267,  352 ぐ 2、  khajjaka  (硬 食） 29 
314* 

① 菓子 商 'D 葉子屋 ptivika ① 59 下 187 ② 
27  26 

菓子 袋 本 生物; lil Sattubhasta-jataka  (四 〇 二) 
32  311° 

〔訶 毀すべき 惡 業者の 譬 Bi ；〕 18  423 

① 訶責者 ② 訶責 codaka  (呵責 者， 呵責 人 諌 

誨者） D  9 161,  164，  167,  172， 173 ② 9 161， 

162,  164,  167,  172, 173 
訶責 なきもの anavajja  (^罪， 無 過， 無 瑕） 23 

355 

訶!^    Hatthaka ① （呵 哆， 呵多） 〔塞〕 57  368 

② 〔王子， 安樂に 寢る ことにつ きて 說法 を受 
く〕 17  221  - 
訶 羅訶羅 ha ほ hala  (猛毒） 29  20,  26；  30 133 
訶梨 Haliddikani ① 〔經〕 （一) (二） 14 13, 19 

②  〔居士〕〜 次 項 

① 訶梨 ② 河 梨提迹 D 訶梨 提迹尼 
Haliddikani  〔居士〕 ① 14 13, 19 ② 42  299 

③  〔界 種種 等 を 大迦旃 延に問 ふ〕 15 185 

言 可 梨 提迦尼 DHSliddako  〔經〕 15 185 ② 

〔居士〕 〜 前 51 
訶梨勒 hari は ka,  haritaki (呵 梨勒， 呵 利勒， 

呵羅勒 ，柯 子） 〔藥果 ，樹〕 3  55; 11 下 152;  26 

31， 404  ；  27  2，  72,  96, 106， 149  ；  28 170  ；  34 

406  ；  39  389  ；  42  338  ；  43  331 ； 44  451 ； 60 

69，  72， 120,  176,  229  ；  62  48，  75 
言 可 梨 勒障礙 han—taka-palibodha  59 上 22 
轲地羅 khadira  (怯 提羅， 竭 地羅， ァカ シャ） 

〔樹〕 30  31 
嫁 事 sunisa-Dhoga 1 229* 
① 嫁娶 婚姻 '1； 嫁娶 avSha-vivaha  (嫁の 遣 り 

取 り ， 結婚， 婚姻） ① 1 228 ② 4  237,  238 
嫁す る こと vivahana  (嫁に 遣る こと， 嫁入り） 

6 13, 103 

嫁婦 suijisa-suijha    (嫁， 媳, 新婦， 義妹） 24 

452，  453,  473 
嫁 婦天宮 Sunisa-vimana  24  452,  453 
瑕瑾 dosa  (過失， 缺點） 9  487 


過 求 atiyacaka 1 247 

過 患 ① adinava  (患, 患難， 過失， 禍， 災患， 厄 
難， 惡罪， 危險） 3  27，  320,  348，  396  ；  4  36, 
240;  6  20*，  42，  66; 14 10， 11， 44，  45; 16 下 
2*  22*,  26*  ； 17  426*  ；  22 上 294  ；  40 15*, 
325*  ；  41 25*，  193*  ；  42  75， 139,  353  ；  43  27， 
37， 111,  321， 355  ；  44  29，  41， 158,  195，  391， 
436*  ；  59 下 347  ；  64  327,  392，  400 ② 
upasagga  (禍， 災忠， 災） 11 下 57 ③ kasata 
(過失） 10  87，  88 

① 過 患隨觀 ② 過患觀 adinavSnupassanS 
(患 觀） ① 63  26;  64  355，  391，  422,  465,  467 
② 40  33，  41, 53，  75，  77， 136,  275,  335,  337  ； 
62  91 

過 患 隨觀智 adinavanupassana-nana  64  374, 

390,  394;  〔64  385。〕 
過 患 想 adi—nava-safifia  (患 想） 19 108,  388; 

20  263,  409;  22 上 351,  352，  354。  ；  59 下 189' 
過患智 ① adinava-nana  64  386*  ；  65  (Ilj  82 

② admave  nanam  40  2，  97°*,  413 
過去 a)  atita  (過去 時） 3  25  ； 11 下 246•^  251*, 

257*,  271*  ； 15  242*  ；  46  24，  31, 43，  57,  71 

其 他； 57 157*，  192*,  212*  ；  58 138， 139  〔四 

種〕 64  71 ② pubbanta  (前 際， 前邊 i 6 15,  42 

〔に關 する 諸說〕 11 上 303 
過去 蘊論 atltaih  khandha  ti  katha  57  200 
過去 三佛 purimaka  tayo  sammasambuddha 

65  (I) 109 

過去 三 法 Atitattika  52  289°,  389;  56 192 
過去 三 法 因 二 法 ati は ttika-hetuduka  55  354 
過去 三 法 有 諍 二 法 ati— tattika-sarapaduka  55 
441 

過去 三 法 善 三 法 atitattika-kusalattika  56  29 

〔過去 四 佛と楞 伽 島〕 60 113,  248 

過去 時 ① ati は- addhan  (過去 世） 8  296  ；  59 上 

101, 103 ② atita  (過去 i 23  305 
〔過去 七 (弗〕 1 12*;  6  363*  ；  25  207 
過去 听緣 aU ほ rammapa  46  25,  31， 43,  57, 

71 其 他； 47  5*，  31， 234,  256*;  63  417  ■ 
過去 听緣三 法 Ati ほ rammaijattika  52  297° に 

56 192  ；  63  417 


. 力 一過， 募 


： 過去 听緣三 法 因 二 法 atitarammanattika- 

hetuduka  55  Soo 
過去 听緣三 法 有 諍 二 法 atitarammanattika- 

saranaduka  55  441 
. 過去 听緣三 法 善 三 法 atitaranimanattika- 

kusalattika  56  30 
■ 過去. 听緣心 atitarammana  citta  58 127* 
〔過去 听緣心 は 無听緣 なり〕 58127 
. 過去 听緣法 atitarammana  dhamma  45  2, 

274°,  358°  ；  47  233，  234，  256;  52  297*;  56 

192,  355 

〔過去 听緣法 等 0 緣關 係：： 52  297 
過去 听緣論 Atitarammana-katha  58 127° 
過去 性 ama-bhava  57 164* 
過去 心 ati は- citta  49  31* 
過去 心 刹 5i5   atita-cittakkhana  63 18 
過去 世 ati は addhan  (過去 時.） 58  270，  271 
〔過去せ の こと を 知り 得ず〕 11 上 280 
〔過去 世 よ り 現在への 蘊處 等の 關 係の 譬 nl;:  64 
315 

過去 等蘊論 Atitaih  khandha  ti  adi-katha 
57 192。 

過去 等; ま蘊 なり ati ほ di  khandha  57 192 
過去: こ 於け る 生存 pubbe-niv お a  (宿 法， 宿世, 

宿世の 居 S ，宿命， 前生） 6 16 
〔過去: こ關 する 十八 種惡 見： 6 15°* 
過去: こて Atitena  ：經〕 （一; 一 (一八 15  242- 

244 

： 過去 二十 H 佛〕 60 152 

〔過去の 煩 惱を斷 ず〕 58  362 

〔過去 は存 せず；； 58  363 

過去 佛 1： atita-buddha  6  368* ② pubba- 

buddha  60  3 
過去 分智 aUtamsa-fiSija  63  384 
過去 法 ama  dhamma  45  2，  273°  ；  47  234  ； 

52  289* 
〔過去 法 等の 緣關 係；： 52  289 
過去 未來 現在 Atitanagatapaccuppanna 

ニ經〕 （― )一 (三） 14  29-31 
過去 未來 現在 業 听得異 熟從處 J "ち 0 如實 智力 

atitanagatapaccuppannanam 


kammasamaaananam  thanaso  hetuso 
vipakam  yathabhutam  nana-balam  ' 業異 
熟 智力） 57  299 

過去 未來 現在 論 Atitanagatapaccuppanna- 
katha  58 137° 

過去 未来の 父 pita  bhuta-bhabyanarii 10  64 

〔過去 を 具足す〕 58 138 

過誤の 見 atisSra-ditthi  (〜 違 越 ' 43  69 

過失 1^  adinava  (過 患， 患， 過 難， 厄難, 禍， 危 
險， 災患） 2  252  %  accaya  (罪， 罪過） 22 上 38 
③ kasata  (過 患） 9  487 

過 想 ①' atikkanta-sannin 1 332  |  atireka- 
sannin 1 376 

過 二十 J; 匕 丘 fi "ィ加 atirekavisativagga- 
bhikkhusamgha  '： 五 種 fi"f* の  一: 3  555 

過 人 法 uttarimanussa-dhamma  (上人 法， 超 
人 法， 人間以上の 法， 人 法 を 越えた る） 1 423 

過慢 ① atimana  9  23，  56; 10 118，  122°  ； 17 
164，  495  ； 18  447  ； 19  389  ；  20 198，  199,  219, 
230,  410  ；  21 326  ；  22 上 194  ；  22 下 275，  351 ； 
24  91, 322,  334;  25 196,  197;  40 170;  41 
140,  145， 146  ；  42 18，  35， 104, 117,  259，  297， 
351° 其 他； 43  3。，  7，  83, 124,  140，  152，  165, 
262，  266,  374  ；  44  40，  52,  81， 147,  177,  343 
其 他； 47  62,  74。；  59 下 127;  62 104,  413 
② Atimana  〔章〕 21 326 

3) 過慢者 ② 過谩 〔者〕 atimanin i 9  67，  70， 
73  ； 10 123  f  9 162,  169, 175  ； 11 下 280 

過 夜 rat ほ tikkanta  2  396 

過 欲 ぷ atilobha  2  419  %  aticchata  47  61， 
66 

〔過 欲の ため; こ 夫と 情夫と を 失 ふ IfnlG  32 116 
寡婦 ① vidhava,  vidhva  3 117，  119  ;  5  220; 
12  292，  293  ；  43  349,  351 ； 46  350,  351 ； 59 下 
126  ；  62  36 る matapatika 1 221 
寡婦た る こと vedhabba  39  332* 
寡婦: こ 親近 vidhava-gocara 19 177 
寡聞 ① Appassuto  〔經〕 15  374 ② appassuta 
〜 5^ 項 

① 寡聞 ② 寡聞 者 D 寡聞なる appassu は 
(少 聞， 少聞 者） T  3 111 S9  68,  70,  73  {§) 


( 138) 


歌， 禍， 踝， 稼, 鍛, 鍋， 牙， 瓦， 我ーガ 


15  374 

'歌 詠 ① は （歌， 歌:! あ 缺曲， 歌吟， 唱歌， 讚歌) 

17  344 ② pavut は 6  338,  342,  344 
歌 音 gitassara  (拉 音） 19  347 
(T 歌曲 ②歌吟 g 辻 a  (歌， 歌 詠, 歌， (T:  4 166 

② 21 61， 62 
歌聲 ① gita-sadda  (歌 謠聲） 7 166;  20  63 ② 

tantissara  7  304 
歌舞 nacca  (舞踏， 舞踊， 演劇） 9  322，  465 
歌舞 K 者 nata  (舞踊 者, 樂師， 輕 業師〜 俳 (5， 

演劇 家， 役者） 16 上 4，  5,  6 
歌舞 ぼ 聚落 主 natagSmaU 16 上 3 
歌舞 K 樂 nacca-gita-vadita-visuka  3 142  ； 

〔23  2〕 

歌謠 fDgita  (歌， 歌 詠， 歌曲， 歌吟， 唱歌, 讚歌) 
2  433  ；  5 101, 126  ；  6  6,  8,  97，  98  ；  7 15(P  ； 
11 下 15; 16 下 409;  21 143,  145，  146，  152, 
153,  159，  160,  168;  22 上 56;  43 170，  350， 
390  ；  44  468 ② saiigita  7 121 

歌謠聲 gita-sadda  (歌 聲） 7 133 

歌羅邏 kalala  (迦 羅邏， 羯羅 藍， 揭剌 藍， 凝 滑, 
卵黄） 〔胎內 五位の 一〕 50  390 

m  'V  agha  (罪， 病， 無蓋） 12  31 ② anaya 13 
332* ③ adinava  (過 患， 過失， 厄難， 患， 患難, 
危險） 7  23*,  46  ； 13  248*,  348 ④ upaddava 
(厄 事， 害， 困 厄， 災橫） 24 18  ；  42  75  ；  43  37  ； 
44  41, 158,  439  ；  59 下 347  ；  64  326,  392，  400 
⑤ upasagga  (過 患， 災， 災患） 41 193* 

躁骨 gopphakatthi  63  48,  49,  260 

稼 耕の 祭 vappa-maiigala  (種 蒔 式， 種 蒔 祭） 
39  262 

、！） 毅 冶工 ②鍛 冶 職 kammara  (鍛工， 銀 冶屋， 
ェ師， 冶工， 彫工） ① 3 129;  26 17;  57 148， 
279,  287  ；  59 下 187 ② 26  234  ；  38  375 

X 鍛冶 師 ②銀 冶の 子 ③銀 冶屋の 息子 
kammara-putta  (銀ェ 子， 金工， 金工 子， 金師） 
① 8  285 1)7 103*,  117, 118 ③ 34 146 

毅冶師 suvanpa-kSra  (金工， 金 匠， 金 細工 人， 
金 細工 者， 黄金 E, 煉 金師） 11 上 23 

鍛冶 場 ukka  (爐， 鞴， 签， 炬火） 11 下 341 

： 鍛冶屋 ① kammara  (鍛工， 穀 冶工， 鍛冶 職， ェ 


師， 冶工， 彫工） 20  376,  377;  35  218，  300  ；  39 

183,  194;  63  49,  50， 113,  384  ®  kammara- 

kula  9  38,  39，  46;  32  211* 
〔鍛冶屋の 火の UniO   39 183, 194 
〔銀 冶屋の 娘と 巧妙なる 針〕 32  211 • 
〔鍋 中の 枯葉の 臂喻〕 28  332 
牙齒 datha  65  (I) 105, 106 
牙き kanikara  (竭 尼迦， 迦尼 割羅， ガミ 花樹； 〔花， 

樹〕 27  36，  220，  233，  238 
瓦 器 kumbha  (瓶, 蹇， 水瓶, 水楚） 13 122 
〔瓦 器の 譬 n お〕 13 122; 16 上 173; 18 183;  47 

425 

我 ① attan  (自己， 我體, i  3  23*;  6 15*,  20*, 
40,  41, 43*.  45*，  49%  50°,  265*  ；  7 15°*;  8 
178*  ； 11 上 297°; 13 158*  ； 14  350°*;  24 
289,  332;  41 113,  114;  42 121°,  374;  43 
153  ；  57 1 〔種種〕 14  350°* ② Eso  at ほ 〔經〕 
14  286 ③ So  at ほ 〔經〕 14  325 ④ At ほ nu 
〔經〕 14  292 ⑤ Attano  〔經〕 15  235 ⑥ At は 
〔經〕 （一) (二） 16 上 190-194,  197-200,  203-205 

我意 mama  (我 听, 我 所見） 24 180 

我 有 ① atta-sambhava 16 下 U1 ② 
Mayhaka  〔鳥〕 32  243 

我 有 鳥 本 生物 語 Mayhaka-jS は ka  (三 九 〇） 
32  237° 

我我 听慢 ahaihkara-mamamkara-mana  20 
300 

我觀 ahariikara  (我心， 我慢， 我 見） 11 下 13, 19 
我 具足 at は- sampada 16 上 191,  194，  197， 

200,  203,  205 
我 S   sunna  attena  57  92，  93 
我 見 ① at は- diUhi  64  282,  360  〔二十 事〕 40 

232° ② ahamkara 〜次 1^ 
①我見 ②我 〔見〕 ahariikara  (我 觀， 我心， 我 

慢， 我の 狀態） ① 10  316  C2) 17  215，  216;  20 

217 

我堅實 atta-sSra  43  239，  240;  44  303;  64 
324,  325，  398，  467 

我 語 取 attavadupadana  (我 論 取 = 有 身 見） 
〔四 取の 一〕 7  5;  8  309;  45  311%  380;  47 
109°  ；  64  254°,  256,  2(34;  65  (II)  63 


ガー 我 


我執 】 mamatta  7  256;  24  314,  337,  361 ； 
42  69% 182，  187,  193;  43  33,  36, 176,  282, 
291 ； 44 116  S  mamayita  24  399 

〔我執 を 去るべし〕 43  286* 

我听 T  attaniya  41 113，  114;  44  305，  307; 
64  397*，  400*,  465  f  mama 〜次 項 ：f  Etam 
mama  〔 經〕 14  284，  322 

①我听 見 ②我听 mama  (我意:' 3:23  118， 
129， 135 ② 3  25 

①我听 見 ②我听 愛 D 我 听觀④ 我听心 I) 我 
所の 狀態 ® 我听慢 mamamkara  X 10  316 
② 17  215，  216;  20  217 ③ 11 下 13， 19 ④ 
11 上 375  D 13  375 ⑥ 14 127，  128,  164，  212, 
213,  214,  264*,  381* 

我 6/r 慢縛見 maman  ti mana-vinibandha 
ditthi  40  227,  253 

我心 aharhkara  (我' 漫， 我觀， 我 見 11 上 375 

①我隨 見 ：D 我の 隨見 at ほ nuditthi  (自我の 
見， 隨我 見） ① 15  236  ;D59 上 304*  〔捨 斷〕 
15  236 

我隨眠 asmiti  anusaya 14  205,  206 

我 想 at は- safifiS  40  52,  75,  77，  337,  381, 

382;  41 159;  62  91; 63 118;  64  320,  354, 

376,  463 

我 if 上 at ほ dhipateyya  (自 if 上） 〔三 ％ 上の 

―〕 8  299  ；  62  29  〔戒〕 62  29 
我體 attan  (我， 自己） 14  70,  71 
① 我と 世界 ② 我と 世間 at ほ ca loko  ca ① 

8 134*; 11 上 269,  271，  303*  ；  23 199°  f  8 

174, 176 

我と 世界と は 異想を 有する ものな り 
nanattasanni  at ほ ca  loko  ca 11 上 303, 
305 

我と 世界と は一 向 苦 を 有する ものな り 
ekantadukkhi  atta  ca  loko  ca 11 上 304, 
305 

我と 世界と は一 向樂を 有する ものな り 
ekantasukhi  atta  ca  loko  ca 11 上 304, 
305 

我と 世界と は 一 想 を 有す る ものな り 
ekattasanni  atta  ca  loko  ca 11 上 303,  305 


〔我と 世界と は 一分 は 常住， 一分 は 無常な り〕 
6  20* 

我と 世界と は 有限な り an は v§  atta  ca  loko 

ca 11 上 269,  271 
我と 世界と は 有限: こして 又 無限な り amav§ 

ca  anantava  ca  atta  ca  loko  ca 11 上 303， 

305 

我と 世界と は 苦樂を 有する ものな り 
sukhadukkhi  atta  ca  loko  ca 11. ヒ 304, 
305 

我と 世界と は 少想を 有す る ものな り 
parittasanni  atta  ca  loko  ca 11 上 304, 
305 

我と 世界と は 常住な り sassato  at ほ ca  loko 
ca 11 上 303,  304;  〔6 15*;  8 134，  135,  136〕 

我と 世界と は 常住に して 又 無常な り sassato 
ca  asassato  ca  atta  ca  loko  ca 11 上 303> 
305 

我と 世界と は 非 有限 非 無限な り neva  amavS 
nanantava  atta  ca  loko  ca 11 上 303,  305 

我と 世界と は 非常 非 無常な り neva  sassato 
nasassato  atta  ca  loko  ca 11 上 303，  305 

我と 界と は不苦 不樂を 有する ものな り 
adukkhamasukhi  atta  ca  loko  ca 11 上 
304,  305 

我と 世界と は 無限な り anan は at ほ ca 

loko  ca 11 上 303，  305 
我と 世界と は 無常な り asassato  atta  ca  loko' 

ca 11 上 303，  305 

我と 世界と は 無量 想 を 有する ものな り 
appamanasanni  atta  ca  loko  ca 11 上 304„ 
305 

〔我と 世界の 斷常， 自他 (乍〕 8 174， 176 

〔我と 世界 は 無 因: こして 生ず〕 6  40,  41 

我 得 atta-pati ほ bha  〔三種〕 6  279* 

〔我: こ關 する 外道の 七設〕 47 124 

〔我: こ關 する 外道の 八設〕 47 134, 135 

〔我の 有色， 無色， 有 想， 無想〕 8  178 

〔我の 有色， 無色， 小, 無量〕 7 15 

〔我 aua の 計〕 7 15°* 

我の 狀態 ahamkSra   (我慢， 我 見， 我心, 我觀) • 


(140) 


我， 芽， E/u 畫, 雅， 蛾， 駕， 餓ーガ 


13  374，  375 

我 は 病む こ と な し at ほ hoti  arogo 11 上 297* 
我慢 ぼ asmimana  3  6;  8  358;  9  256 ； 10 
220; 14  381*; 15  283; 17  67;  22 上 4， 12; 
23  99， 143;  40  42;  42 117;  43 141，  142, 
143°,  266,  375;  44  343;  47  62,  76° ② 
asmiti  mana 14  205,  206 ③ mSna  (慢） 12 
21 ④ ahamkara  (我 見， 我觀， 我心， 我の 狀態） 
14 127,  128,  164,  212,  213,  214,  264* 
我慢 縛 見 m5na-vinibandhS  ditthi  40  227， 
253 

我欲 asmiti  chanda 14  205，  206 

我 論 attavfida  9  62;  〔8 178' つ 

我 論 取 attavadupadana  〔四 取の 一〕 

9  81, 106"  ；  40  388*  ；  54  232* 
我 論 所應見 attavada-pafisafifiutta  ditthi 

40  227，  254 
芽 香 papatika-gandha 14  405* 
^具 ① sena  (队 所， g/Jg)  3  347  ®  senasana 

(队具 坐 具， [5 人 具 床 坐， 队坐 具， 人 坐听， 坐队 具， 

坐 队處, 坐具队 具， 居住， 住所， 房舍, 牀座， 床 座) 
2  61*,  79，  93; 13  41 ③ seyya  (座 床， 床 具， 
座 坐， 宿所， 寢床， 床 坐） 2  65°  ；  4  32，  47,  253 
④ santha1:a 1 380,  381,  383,  384，  388,  393  ； 
5 16, 17，  57,  58  . 

ぼ 队具床 座 （li 队具坐 具 sen お ana  人 具， 队 
坐 具， 房舍， 坐队 具， 坐^ 听， 床 座， 居 法， 住听) 
① 3  273  'D  〔分配〕 4  255 

队具 可 santhata-sammuti 1 38/ 

^具 論 sayana-katha  (认處 論， 床 人 論， 床 論, 
牀 床の 話， 几 床 論， 寢床 論） 〔無用 論の 一〕 3 
333; 11 下 132; 16 下 337;  22 下 22 

a,' 队漏棘 者 ② 队棘剌 行者 kaij は kSpassayika 
(臣 人刺 行者， 荆剌床 者, 茨の 床） ① 6  239;  59 下 
212 ② 9 129; 10  36，  92 

臣人 憩す nipajjati  (偃认 す） 8  334，  335 

① £V 坐 具 ② 队坐所 ③ 臥坐處 senasana  ([5 人 
具， 认具床 坐， 住家， 住所， 房舍， 坐队 具, 坐 队听， 
床 座， 牀座， 宿舍， 居 tfe) ① 4  260，  261,  262, 
267,  402 ② 62  62 ③ 4  323,  324 

队坐 具犍度 Senasanakkhandhaka  4  225° 


队坐 具の 儀 法 senSsana-vatta  4  333°,  335 
15 人刺 行者 kaijtakapassayika    (队荆 棘 者， 15 人 

棘 刺 行者, 荆棘床 者， 茨の 床） 8  53 
队十年 sayana-dasaka  64  340 
队听 ① sayana ② sena  (牀， 队具， 15 人 床， 褥， 床 

坐， 床 具） ① 43 187，  338，  361 ⑨ 62  62 
[5 人處 sayani-ghara  3  250 
队處論 sayana-kathS  (臥 具 論， 床 队論， 床 論， 牀 

床の 話， 几 床 論， 寢床 論） r 無用 論の 一〕 2  260 
①队床 ②认牀 mafica  (床， 禪榻， 寢臺） ① 1 

79, 149;  2  63，  267°,  268,  444，  466;  5  24， 

41， 61, 71, 106  rg'l 269 
臥床 1； mancaka 16 上 66  (2)  sayana  (队 所， 

牀, 褥） 2  326 
队 床の 樂 seyya-sukha  (队樂 ，横^の 樂， 床 座 

の樂， 勝樂） 20  338 
队褥 bhisi  (褥, 敷布, 敷 具， 枕褥, 長 枕 ） 2  63% 

65  ；  5  24,  61 
队 臺天宮 Pallaiika-vimana  24  475 
队地者 thandila-seyyaka   (地 U 人 者〜 地上の 

横队， 露地 队） 36  209 

布 uttarattharaija  (上覆， 上 敷布） 1 357 
队法 seyya  〔四 種〕 18  426 
队樂 seyya-sukha  (横 队の樂 ，队 床の 樂， 床 座 

の樂， 勝樂） 19  346  ；  20  31, 32  ；  21 309,  310  ； 

22 上 186,  230,  234 
畫 rQpa  (像， 相， 像 相， 形相， 姿態， 容姿） 2  203  ； 

3 130 

① 畫ェ ② 畫師 ciUa-kara,  citta-karaka  (！^ 
師， 彫刻師） ① 59 下 187 ② 13 147; 14  237; 
25  378 

畫堂品 Cit ほ gSra-vagga  5 108, 129 
雅語 chando  (韻， 聖谒， 詩學， 婆羅門 書） 4  211 
娥 adhipataka  23  204 
〔蛾の 火中に 入る 譬喻〕 23  204 
駕獸 yana  (乘， 乘物） 24  317;  42  219* 
餓鬼 ① peta  (亡者， 餓鬼 類， 鬼， 屍， 死靈） 23 
10， 11 ； 25 1*, 17*，  55*，  73*,  306  ；  31 425  ； 
38  77  ；  47 175*  ；  57  48;  58  43*  ；  59 下 91， 
135  ；  64 124,  219,  227 ② pitti-visaya, 
petti-visaya (餓鬼 界， 餓鬼 趣， 餓鬼 境， 餓鬼道， 


ガー 餓， 驚， 鵝, 灰， 回， 改， 快 


餓鬼の 世界） 8  313;  9 120,  122; 13 100,  103， 
105  ； 14  362*  ；  21 139  ；  22 上 39*,  85*  ；  29 
29,  251 ； 35  213,  225  ；  58  63,  215,  216,  427* 
③ pe は tta  30 133  pubba-peta  (先 亡者， M 
先， 亡靈， 先靈） 21 133  S  pisaca  ；鬼， 吸 a 鬼， 
食 人 鬼， 食肉 鬼， 惡鬼 1 59 上 45 

餓鬼 王 petti-rajan  58  393 

餓鬼 王の 領域 petaraja-visaya  37  243 

餓鬼 界 petti-visaya  (餓鬼， 餓鬼 境, 餓鬼 趣， 餓 
鬼 道， 餓鬼の 世界） 11 下 231 ； 17  54*  ；  36 119  ； 
59 上 162;  63  410;  65  (II)  40 

餓鬼 界の petavisayika  (餓鬼の） 42  24,  53， 
66, 197,  198,  220,  315  ；  43  84，  236,  255,  334， 
373;  44  23,  58,  59，  95，  281，  372，  400，  431 

① 餓鬼 境 ® 餓鬼 境界 petti-visaya, 
pitti-visaya  ( 餓鬼, 餓鬼 界, 餓鬼 趣， 餓鬼道, 餓 
鬼の 世界） i)7  58,  59； 11 上 253; 17  364, 
440,  441; 18  200，  224,  225，  228; 19  295, 
297  ；  20  80,  81, 178, 179  ；  23  344  ；  59 下 160 
② 47  50 

餓鬼 事經 Peta-vatthu  〔小 部經の 一： 25  1°; 

60  80,  242;  65  (I)  23， 100 
① 餓鬼 趣 1^ 餓鬼道 petti-visaya  (餓鬼， 餓鬼 

界， 餓鬼 境 1 345; 16 下 220,  241*,  254， 

268*,  414*;  22 下 212，  217 る 21 103;  22 下 

94 

餓鬼 世界 pe は- loka  25 169 

餓鬼 世間 pittivisaya-loka  43  239，  240;  44 

18,  20, 172,  300 
餓鬼 男 pe は 2  343 

餓鬼 女 peti 1 58,  203  ；  2  31 ； 25  6,  7, 17,  46 

餓鬼の pittivisayika i 餓鬼 界の） 42  55, 119， 
120,  143,  167,  197,  322,  376;  43  98，  234 

〔餓鬼の 住處 23  9  ；  25  3 

餓鬼の 世界 1 pitti-visaya  (餓鬼， 餓鬼 界， 餓 
鬼 境, 餓鬼 趣， 餓鬼道） 28 108  ®  peta-visaya 
25  96,  97*  .3)  peta-bhavana  38  77 

〔餓鬼 名〕 59 下 135 

餓鬼 物 peta-pariggaha 1 89 

餓鬼 類 pe は （餓 児） 25  412 

餓死 〔者〕 ajaddhumSrika  21 208,  215,  281 


鵞 haihsa  (鵞鳥， 白鳥， 白 鶴， 鵠， 白講， 水鳥） 30 
60* 

驚 王 hamsa-rajan  26 126,  166,  465 
〔驚 王と その 將 軍と 獵 師と國 王〕 37 10,  51 
騖崖 Hamsapapata  ： 雪山の 池〕 63  388 
鵞鳥， 鵝鳥 rhamsa  '驚， 白鳥， 白鵝， 鵠， 白鵠, 
水鳥） 13  413  ；  23  31, 44  ；  24  431 ； 26  31 ； 
29  424*  ；  30  297*  ；  31 136, 156  ；  32  93， 151 ； 
33 113*  ；  34 123*  ；  37 10*,  26*,  45*,  145, 
171，  277*,  452，  457  ；  38  246  ；  39  308，  416  ； 
44  348，  349;  62  304;  65  (III)  57  〔五 種〕 37 
50  (D  cakavaka し 鴛鴦） 59 下 212 ③ 
vakkanga  28  417 
〔鵝鳥が 大海: こ 到る 譬! 24  431 
〔鵝鳥と？ 1〕    30  60 
〔鵝鳥の 池 を 去る 譬 it〕    23  31 
〔鶴 鳥の を 射た る 比丘〕 31 156 
〔鵝鳥 は 王に 無常 を說 く〕    34  129 
〔鵝鳥 は箭 よりも 速く 飛ぶ： 34 128 
灰 河 1) Ve は ra が '、ヴ ェ —タラ 二  —） 〔 地】' 試 の 

河〕 34  246  %  Khara-nadi 36  273 
灰 河 地獄 Khgrodaka-nadI 11 下 242 
灰 器 assaputa  =  bhassaputa 18  422,  423 
〔灰 器の 刑の 譬 BiO 18  422 
灰汁 D  khara  (加里， アル 力 リ 性， アル 力 リ 水) 

14  206  ； 17  339  f  amisa-khara  3  364 
灰汁 刑 khSrSpa は cchika  9 144， 154 
〔灰 中の 火の 臂喻〕 23  28 
灰 塔 aiigaranam  thupo  (炭 灰 塔） 7 162 
囘 避の 法 門 parikkamana-pariyaya に〜 出 離） 
9  73 

改良 董 ropima 10  227 

快音 savaniya  、和 雅） 〔八 音の一〕 7  240 

快 俱行貪 相. 應心 somanassasahagata- 

lobhasampayutta-citta  i 喜 ift 行 貪相應 心） 50 

473 

快の 想 〔者〕 appatikktila-safifiin  (無 厭 想， 無 

厭 逆 想， 非違 逆 想） 8 139 
快適なる manSpika 1 127, 128 
快味 assSda  (味， 樂味， 味 著， 味 著 物， 愛 味， 甘 

味, 甞味, 福， 美味） 2  212 


(142) 


快， 戒ー カイ 


'抉 樂を缺 くもの nibbhoga 1 3 

戒 ：3)  sila  (戒 行, 戒德, 戒律， 持戒， 德） 1 36  ；  2 
342,  380  ；  6  4， 184*,  247,  258,  259  ；  7  59°  ； 
8  212,  214,  318;  9 181，  184; 10  57°,  282; 
11 下 112*; 12 135,  402，  403; 13 102°  ； 16 下 
221°  ； 17  367,  368; 18 100%  328,  329°  ； 19 
17*,  171,  183%  296°  ；  20 11% 15, 17;  21 
264*,  299,  300;  22 上 87°;  22 下 31， 96°, 
306° ；  23 191; 24 120;  25  228°*;  29  31; 
40  70°* ；  42  98。  ；  58 159*，  163*，  165*，  167* ； 
59 上 66°  ；  62 14°*  438°*  〔意義〕 62 16° 
〔定義〕 43  24， 146,  221,  352，  364;  44  35; 
€2 17°  〔四 種〕 29  31 〔種種〕 6  4°*，  95;  29 
31°  ；  62  23°  〔波羅蜜〕 26 10  〔五 功 磨〕 3  399; 
5  226  ；  7  47;  8  315 ； 19  351 ； 23  227  ；  62 
19°  〔三 因〕 23  319  〔三 報果〕 28  228 し 報果〕 
19  238,  283,  284，  285,  290*,  385，  386,  387  ； 
23  319  〔授 與〕 32  29  〔慧 との 關係〕 6 184 
〔聞との 關係〕 62  87 ② sajiva  (行 規） 1 37° 
③ Silarii 〔經〕 14  262  ； 16 上 251， 398  ；  22 上 
200 ④ 〔經〕 （一) (二） 16 上 190-193，  197-199， 
•203 - 205 

〔戒と 四 念處〕 16 上 399 

〔戒と 四 lElO 16 下 84 

〔戒と 五 根〕 41 176 

〔戒 と七覺 支〕 16 上 246，  266 

〔戒と 八 正道〕 16 上 219,  220，  221; 41 170 

〔戒— 正 定―智 見— 厭 背— 離 欲— 解脫智 見〕 17 
26,  279 

戒蘊 silakkhandha  (戒聚 i 3 109,  110，  115; 
5  331 ； 6 104，  106,  247,  259，  293,  294  ；  8 
308  ； 11 下 16, 17  ； 12  238  ； 17  202  ； 18  365, 
366  ；  22 下 124， 125  ；  25  263  ；  47  447，  448  ； 
64 149 

戒壞 sHa-vipatti  (戒 缺掼， 戒 衰耗， 破戒， 壞戒） 
5  77，  80， 136,  157，  166,  250°  〔四 失壞の 一〕 
5 157  〔犯罪との 關係〕 5 166 

戒羸 sikkha-dubbalya 1 37* 

戒圓足 sna-sampada  (戒 具足， 戒 成就， 成戒， 
具戒） 17  443°  ； 19  205，  266 

或 劣れる dussila  (惡戒 ，惡戒 者， 破戒 者, 邪戒 


者， 戒を 破る） 15  374 

戒經 sut は （經 =戒 本） 2  228*,  336,  564 

戒' I'll   sila-mada  47  61 

戒行 ① sHa  (戒， 戒德， 戒律） 6  83;  7  325  ；  23 
12 ② silana  62 16, 17，  23，  92 

戒行福 業 事 sllamaya-punnakiriya-vatthu 
(戒類 福 業 事） 〔三 福 業 事の 一〕 8  297 

戒行品 Sna-vagga  28  282° 

戒 具足 ① sHa-sampada  (戒 成就， 戒圓 足， 成 
戒， 具足） 6  239，  240,  246,  247;  8  95; 16 上 
190,  194，  197,  199,  203，  205,  424; 18 115°  ； 
21 209%  216，  278,  279，  282;  〔6  95°,  355°  ； 
9  50°,  321°,  464; 10  95°  ； 11 上 348; 11 下 
14°,  162; 17  40r  ； 18  25,  41， 71°,  299, 
364°  ； 19 191; 21 5，  7，  52;  22 上 2,  3， 10， 
11 ； 22 下 26，  28， 116,  123°  ；  23 141，  347, 
367;  47  445°] 〔善 法の 初〕 16 上 424 ひ 匕 丘 
の 顔色 美 を if す〕 8  95 ② sila-sampanna  (戒 
具足 者， 戒 成就 者， 戒を 5^ 就して ある， 具戒 者） 
16 下 299°  ； 19 111; 21 187°, 191 

戒 具足 者 ① sHa-sampanna  (戒 具足， 戒 成就 者， 
戒を 成就して ある， 具戒 者） 2i 123;  59 下 203 
② silavant  (具戒 者， 持戒 者， 戒昔， 戒を 具せ 
る 者， 具 或， 有戒） 50  482，  484 

戒缺損 sna-vipatti  mm, 戒 衰耗， 破戒， 壞戒) ■ 

17  442° 
戒 限界 slla-ve ほ 43  397 
①戒香 ②戒の 香 sila-gandha  (戒の 芳香） ① 

48 上 97*，  299，  301; 59 上 333;  59 下 73, 

120,  176,  190,  209，  285  ；  62  22， 113  f  23 

25  〔逆風に 消されず〕 23  25 
戒禁 ① silabbata  (2)  silavata  (戒 と禁， 戒と 

務， 戒と 行, 戒と 儀式、 V 15 189  ；  23  203;  41 

388,  389，  391 ®  24  555 
戒禁联 ① sllabbatupS お na  〔四 取の 一〕 7  5; 

8  309;  9  81， 106*  ；  45  310%  380；  47 109°  ； 

54  232*  ；  65  (II)  63 ② silabbata-paramasa 

(= 戒禁取 結） 〔三 結， 五 下 分 結， 十 結の 一〕 8 
295，  313  ；  9 12; 10  232*  ；  20  209,  210  ；  22 下 
42*;  40 119,  232，  319,  388;  41 5,  7  ；  42  39， 
104,  128,  137,  147，  213,  310;  43 138,  403; 
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力 ィ ー戒 


44  42,  89, 123，  139;  45  266，  268%  290,  295， 
322,  324;  47  90°  ；  57 112*,  142，  143,  149, 
154，  177*,  239,  247，  248,  257,  258，  281,  315*， 
354*,  375*,  379  ；  58  345,  408,  418  ；  U  446, 
449  〔定義〕 45  268，  290,  295,  310 

戒 禁取结 silabbataparamasa-samyojana 
(= ？戈禁 取） 45  290°,  367;  53  236*,  276* 

戒禁 取身繫 silabbata-paramasa-kayagantha 
〔四繫 0 —〕  8  309; 16 上 241; 42 145,  371; 
43 117;  45  295°,  369;  47 107°  ；  53  283*, 
328,  331; 64  84，  447;  65  II  63 

戒財 sila-dhana  8  330  ； 19  74°  ；  20  236,  237% 
239 

戒師 upajjhSya  (和 尙， 和 上， 親 敎師） 33  65, 67 
戒 〔者〕 silavant  (具戒 者， 有德 者, 戒を 具せ る 

者， 持戒 者, 有戒） 22 上 210=^ 
戒聚 silakkhandha  (戒蘊 ） 9  323,  324,  466; 

10  25，  96 

戚住品 SnaUhiti-vagga 16 上 398，  410 
戒听成 sila-maya  64  77 
戒听！^戈慧 sllamaya  panna  47  4,  27 
戒 听成智 silamave  nanarh  40 1， 70°"*" 
戒正行 sila-samacara  8 131° 
戒性 sila-samafifia  (戒 相應） 11 上 327 
戒淸淨 D  sila-visuddhi  〔七 淸淨の 一〕 3  620  ； 
9  269=^  ； 15  75，  77;  40  35， 123，  295,  301, 
353*，  442，  450  ；  41 45,  69，  73，  91, 166,  200  ； 
64 12，  79，  286  ；  65  (II)  82 ② sila-parisuddhi 
18  342°,  350 ③ parisuddha-sna  4  286,  287  ； 
19 171, 174 
戒淸淨 淸淨勤 支 sila-suddhi  parisuddhi- 
padhaniyangam  〔九 淸淨勤 支の一〕 8  377 

戒淸淨 と 見淸淨 
silavisuddhi  ca  ditthivisuddhi ca  8  293 

戒 "iS 就 sila-sampada   (戒圆 足， 戒 具足， 成戒, 
具戒） 8  314;  9  266,  343,  355,  375 

戒 成就と 見 就 

silasampada  ca  ditthisampada  ca  8  292 
戒 成就の 稱說 silasampadS-katha  9  266 
戒定慧 sila-samadhi-panna  62  8°*;  〔7  40, 

41, 44，  54,  65,  98, 103〕 〔聖者との 關係〕 17 


379。，  381,  383;  47  413 
戒條 sikkha-pada  、學處 ，戒 法' 29 198 
〔戒條 の數〕 5  251° 

戒場 sima  (境界， 戒壇， 界, 界場, 敎區！  2  205. 
511 

戒水 sila-jala  62  21 

戒衰耗 と 見衰耗 sHa-vipatti  ca  ditthi- 

vipatti  ca  (破戒と 破 見） 8  293 
戒隨念 si ほ nussati  (念 戒） 20 11°,  47,  50；  42 

10, 13  ;  43 145,  378;  44  42;  62  221，  261, 

391°,  438°*,  440;  65  11  78; ：17  339°： 〔修 

習; まと 功德： 62  439 
戒相 IS   sila-samanna  (戒性 10  57 
①戒 損失 ②戒 損滅 sila-vyasana  (戒 G> 不幸， 

戒の 喪失， 戒を失 ふ） 8  313;  40  62,  63 
戒壇 ① simS  (戒 場， 境界， 界， 界場， 敎區、 62 

304  ；  63 167 ② sima-maijdala  65  (I)  66 
戒智 ある 人 sna-pafifiaija  25 126,  230 
戒調 御者 sila-samyama 11 上 136 
①戒と 行 ②戒と 儀式 ③戒と 務め sila-vata 

(戒禁 ） ① 25 111 1 33 169 ③ 24  77,  304， 

307,  310,  311，  312,  324*,  346,  355,  365，  408*  ； 

42  98。 

戒と禁 と を 具足せ 6  silabbata-sampanna 

17  269 
〔戒と は何ぞ や〕 62 14° 
〔戒と 無戒〕 18 102 

戒德 sila  (戒, 戒行, 戒律） 6 193,  202,  207  ; 15 
380* 

戒德者 sHavant  (戒 者， 具戒 者， 持戒 者, 戒 具足- 

者） 16 上 56，  60* 
戒德 if 上 者 vuddha-sllin  21 207,  214,  280 
戒德の 香 snamaya-gandha  25 115 
戒德 利益 本 生物 語 Si ほ nisaihsa-jataka 

(-AO)  30 183° 
戒に 於け る成満 silesu  paripurakarita 

9 103，  107, 108 
戒に 善き 比丘 bhikkhu  kalyanasila  23  347> 

348 

戒 の解錢 Sila-niddesa  62 13°  ；  64  286 
戒の失 壊 sila-vipanna  5  208 
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戒， 貝， 怪， 芥， 廻 一カイ 


戒の 悉皆 淸淨 slla  suvisuddha 16 上 360 
〔戒 の淨 化〕 62 104° 

戒の説 sna-katha  (戒 論， 持戒の 説話， 持戒の 
話） 〔三論の 一〕 6  411,  413,  415; 10 149; 
11 上 192 

戒の 喪失 sila-vyasana  (戒 損失， 戒の 不幸， 戒 

を 失 ふ） 19  205 
〔戒の 雜染〕 62 102° 

戒 の特ネ 目の Pfi!  Sila-lakkhana-panha  59 上 66 
〔戒の 破壤〕 62 102 

戒の 不幸 sna-vyasana  (戒 損失， 戒損滅 ，戒の 
喪失， 戒を失 ふ） 46 126,  127,  183，  184;  47 
115 

戒の 芳香 sila-gandha  (戒 香， 戒の 香） 26  34， 
36 

戒の渡 場 sila-ththa 12  290,  314 

〔戒は 一切 善 法の 依 止〕 59 上 66 

〔戒は 最上〕 32  69 

〔戒は 心隨轉 ならず〕 58 163 

〔戒は 非 心 所な り〕 58 159 

戒 波羅蜜 sna-p5rami  (持戒 波羅蜜） 28  86  ；  41 

388，  389,  400，  401 ； [26 10〕 
戒 波羅蜜 〔品〕 Sila-pSrami ほ 41 386° 
戒^ 、所論 Silam  acetasikan  ti  katha  58 

159° 

戒 まき 心 隨草摩 論 Silarh  na  cittanuparivatti  ti 

katha  58 163° 
戒布薩 sila-uposatha 17  340 
戒 分別 slla-vibhatti  59 下 190 
戒母 matikS  (戒 本， 摩 夷， 本 母） 65  (I)  24 
戒法 sikkhS-pada  (學 處， 戒條） 25  207  〔種種〕 
9  321, 464  ； 10  95  ； 18  364  ；  22 下 123°  ；  47 
445  〔五 種〕 8  313  〔百 五十 種〕 17  377,  379, 
381，  383;  59 上 300;  59 下 63， 102, 103  〔比 
丘戒と 比丘尼 戒 との 共 不共〕 5  252 
戒 法の 話 sila-katha  (戒 論） 〔十 論 事の 一〕 23 
141 

戒寶 sila-ratana  59 下 195° 

戒本 ① matikS  (戒 母， 摩 夷， 本 母） 5 146 ② 

patimokkha    '波 羅提木 叉， 別 解脫， 戒律， 戒 

條） 9  50,  54  ；  26 193 


戒本 防護 patimokkha-samvara  (波 羅提木 叉 
律儀， 別 解脫律 f 義， 順解脫 律^) 10 109 

戒律 IlsHa  (戒， 戒德， 戒行） 7  39°  ；  8 188, 
220 ② vinaya  (律， 毘 奈耶, 調伏） 2'5 168  5) 
patimokkha  (波 羅提木 叉， 戒本， 戒條， 別 解 
脫） 25  223 

〔戒律 關 係の 經〕 10  239*,  255*,  268*,  288*, 
295*; 11 上 317; 16 上 28; 17  29,  30,  81, 
141， 160 ； 18  420  ； 19  378,  381*  ；  20  399*  ； 
21 194，  311,  313，  314;  22 上 301-318 

戒律 儀 sila-samvara  44  330  ；  59 下 30L)  ；  62 
400 

戒律 儀周邊 silasamvara-pariyanta  43  364° 
〔戒律の 制定, 有 漏 法の 生ぜし 時〕 1 14 
规類福 業 事 silamaya  punnakiriyavatthu 

(戒行 福 業 事） 21 129* 
戒論 sHa-katha ① （戒 の說， 正義の 說話， 持戒 
の說 話， 持戒の 話） 〔三論の 一〕 3  28，  29,  32, 
34，  36，  43,  66,  320,  396  ；  4  240,  295  ；  21 49, 
82,  87;  64  79 ② （戒 法の 話） 〔十 論 事の 一〕 
11 下 133. ， 135  ； 19 162, 163  ；  22 上 3, 10，  297  ； 
22 下 23，  24;  42  332;  43  348;  59 上 362 
59 下 210  #  〔58 159，  163,  165,  167,  169〕 
戒を失 ふ 苦 silabyasana-dukkha  (戒 損失の 
苦） 42  24,  67  ；  43  237,  336  ；  44  24,  95,  372 
①戒を 具せ る 者 ②戒を 具足せ る ③戒を 具へ 
silavant  (具戒 者， 有德 者， 戒者， 持 或 者， 戒具 
足 者， 有戒） ① 11 下 359，  360 ② 14  262  D 17 
177，  205 

戒を 具足せ る 比丘 silavS  bhikkhu 14  262 
戒を 成就して ある sna-sampanna  (戒 具足， 戒 

具足 者, 具戒 者） 10 109° 
戒を 破る dussHo  hoti  (惡戒 者, 破戒 者， 邪戒 

者） 18  419 
貝 sambuka 17 13；  20 154 
貝殼 sipp レ sambuka  CM と 貝 ） 9  484 
怪鬼 ① bhma   (部 多， 鬼神， 鬼 類， 惡靈， 物 精） 

28  52 ② amanussa  (非人） 30  364 
怪 |@    duddasika  (醜 惡） 12 157 
芥中布 sankara-cola  62 124 
卿與す parinameti  5  40 
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① ； 狀 の怖畏 ② '洄 狀畏 avatta-bhaya  '旋流 
の 怖畏, 滴の 怖畏） （TIS  218,  221°  I  47 112 

契經 ； T  suUa ② sut は rUa 經， 經典， 修多， 修 
多羅， 修さ 石路, 纏 墨） 1 11 下 135  ； 19  329，  330  ； 
44  377，  458;  64  9;  65  I  33  ： 九分 敎の 一〕 
1 12*; 19 119;  42  217,  286,  352;  46  424; 
47  423,  453  ；  59 下 40  % 19  250,  251 

界 rdh5tu  8  295  〔三種〕 8  306  〔四 種〕 8 
327  〔六 種〕 13  226，  227;  22 上 49,  51: 63 
276°  ；  64  95°*  〔種 湩〕 64  97 1 dharani 5 
261 °  J:  sima  '境界, 戒場， 戒壇， 界場, 敎區) 
5  377,  378;  24  309  〔四 湩〕 42 147  〔羯 磨と 
の關 係〕 5  378  ®  Dhatu  〔經： 13  210,  214, 
368,  373; 14  366,  372,  377 

界外 bahi-sima  3  449* 

界業 M   dhatu-kammatthana  '=界 差別 觀） 
63  248 

界 作意 節 dhatumanasikara-pabba  63  26 
〔界 差別 觀〕 7  340= ； 11 下 100  ： 十二 行 相〕 63 
276 

界種湩 dhatu-nanatta 種種 界 8  378； 15 
184*，  431 

界場 simS  (界, 戒場， 境界, 戒壇, 敎區 2  366， 
377 

界 施設 dhatu-pafinatti  47  357;  57  403 
界善巧 dhStu-kusala 11 下 57，  58°  ；  45 12, 
336° 

界善 巧と 作意 善 巧 dhstu-kusala ほ ca 

manasikara-kusalata  ca  8  292  ： 17 131 
界相應 Dhatu-samyuUa 13  210= 
界雙論 Dhatu-yamaka  48 上 296* 
〔界 地への 生死と 隨 眠の 隨 if:    48 下 368 
界の簡 別 dhatu-vinibbhoga  63 155 
界の r^S   dhatu-manasikara  ,= 界差 別觀； 63 
248,  315 

界 の動搖 ぶ dhStukkhobha  、四大 不調 62 65  ； 
63  66,  281 ； 64 132  S  dhatu-pakopa  44  441 
dhatu-sankopa  43  369 
界標 nimitta  (相， 徵， 徵相， 標識， 因 相） 62  304 
界分 Dhatu-vSra  48 下 368 
界分别 Dhatu-vibhaiiga  46 lOr 


界 分別 經 Dhatuvibhariga-sutta 11T  332' ； 

63  31， 248，  251 
界論 Dhatukatha  ： 七 論の 一： 47  212",  323; 

59 上 24，  25;  62 192;  65  、1.  24 
界論註 Dhatukatha-pakai'ana-atthakatha 

47  323° 

①济 ②疥疹 ③济瘭 kacchu  (風 癬） ① 4 
163  ；  22 上 355     25  22 ③ 4 163 

①疥② 济癬 thulla-kacchS  (大疥 病) ① 5 
358,  515 ② 3  358,  514，  515 

疥瘡 ukkappaka 13  338，  401 

疥瘵 vi  kacchu-roga  4 163  ®  kandu  42 17, 
24，  67，  381 ； 43 165，  178,  237，  336,  340  ；  44 
23,  95,  372,  416;  63  243  (3：  thulla-kaccha 
(济， 大疥 病） 3  358,  514,  515 ず vitacchika 
(連 瘡, 皮 軍） 26  454  ；  27 122 

海鹽 samudda-lona  3  357  ；  5  201 

海岸 samudda-tira 12  396 

海 商 本 生物 語 Samuddavanija-jataka 
(四 六 六、 34  27° 

海神 samudda-deva ほ 29  475，  477  ；  30 184*  ； 
31 286* 

〔海水の 一味〕 59 上 1% 

〔海水の 量り 難き 警 16 上 102，  104; 16 下 

306  ； 18  98  ； 19  72 
〔海水 を鸦が 飲み乾す 譬 n あ〕 30  371 
〔海水 を 量る Sit  〕 16 上 102， 104 
海 石 samudda-phenaka  4 198 
ミ '3 譚 samudaakkhayika-katha  '、海洋 論, \m$ - 

起源 論, 海洋 設の 話， 大; 毎 論, 設海 論， 宇宙 發生 

論 〔無 招 論の一： 3  333; 16 下 337;  22 下 22 
海中 samudda-majjha  23  36;  25  33 
〔海中に て 小 木に て沒 する 替 flC     23  322;  25 

147 

海 天 SSgaradeva  〔王〕 60 19，  22 
海濱衣 sSmuddika  62 124, 125 
海 部 Sagalika     祇陀林 寺 60 175  ；  61 3 し 
32，  64, 128 

海邊の 聖者 （參 婆羅 i   Isayo  samuddaka  or 

Sambara  ：經： 12  396 
海 品 Samudda-vagga 15  251, 271 
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海洋 ① samudda  (海， 大'; 毎 i 24  352  ；  43 154 

(D  annava  24  62,  67 
〔海洋の 航海〕 33  416 
〔海洋の 中央の 靜 かなる 譽喩〕 24  352 
① 海洋 論 ② 海洋 起源 論 ③ 海洋 說の話 

samuddakkhayika-katha  (海 譚， 大海 論， 說 

海 論， 宇宙 11 生 論） 〔無用 論の 一〕 ① 8  48; 

11 上 1， 28,  36 ② 2  260 ③ 6 10, 100 
ミ毎螺 saiikha  (螺， 螺貝， 砘磲， 青貝， 河 貝， 劫 兵， 

法螺貝） 6 117,  118;  27 138 
傀儡 dllaka  25  399 
〔傀儡の 譬 uii]    25  399 

階级 ① abhij§ti  (〜生 顔） 11 上 289,  296 ② 
vanna  (種 姓, 姓， 色） 〔四 種〕 37  398 

階上 uparivehasakuti  2  72* 

階段 sopSna  (段， 梯子 1 4 180，  188，  214，  233， 
235  〔四 種〕 1 175,  178, 181 

開'; 寅 vivarana  (解明） 16 下 372 

開 空 vivara  (虚空） 64 17 

開顯論 nibbedhiya  42  250,  251，  253，  264， 
268 

開悟 ① afifia  (完 全智， 完全 知， 究竟 智， 正智， 
了 悟， 了解， 了知， 已知， 解慧） 16 下 68， 141, 
185 ② Afifia  〔經〕 16 上 414 

開示 Sdkkhana  (說 示, 敎說） 11 下 349,  350, 
355 

開示 者 sandassaka  (敎示 者， 敎示 し） 9  267 
開示す sandasseti  (教訓す） 9  316* 
開門 品 Vivara-vagga  31 303° 
會議听 ① santhagara  (會 堂， 公會 堂， 集會 堂， 
斷事 堂， 祠壇） 9  395  ； 10  269 ② katika- 
santhana  (約定 所） 1 269 
會合處 samosaranatthana  64  90 
會談室 samayappavadaka 11 上 28 
會堂 ① santhSgara  (會 議听， 公會 堂， 集 會堂， 
斷事 堂， 祠壇） 10  93， 107,  108; 16 下 386 ② 
sabha  (集 翁， 集會 所， 集 會處， 集會 堂， 公齓 法 
庭） 2  60   3i  sala  (公 堂， 講堂） 28  386，  387， 
388 

會話 sSkaccha  (論議） 23 192 

梏畫 ketubha  (儀 軌， 知 明， 儀式 書， 式典， 文典） 


海， 愧， 階， 開， t, 楷， 解， 魁， 遣， 憒， 櫂， 懐， 繪， 外 一 ガイ 

6 132,  168,  179*,  192,  202,  207 
楷梯 nissem  (梯） 6  278,  282 
解， 解慧， 解 罪， 解 心， 解説 等〜 ゲ 
解明 vivaraija  (開演） 11 下 349，  350,  355 
魁膾 cora-ghS は ka=cora-ghata  (刑吏， 行 刑 

者， 殺賊 者， 死刑執行 人， 司獄） 18  361 ； 47  443 
潰瘍 bhaganda ほ （痔瘻） 42 17,  24,  67,  381 ； 

43 165，  178，  237,  336，  340  ；  44  23.  95，  372, 

416 

潰' 職 想 vipubbaka-safifia  (噥' 屬想） 40  80， 
156 

①憒 橈, 潰亂 ② 憒 sambadha  (障 礙， 雜鬧， 繁 

多） ① 16 下 231* ② 22 上 157* 
櫂 piya 18  352，  353 
懷疑者 vecikicchin  9  66,  70,  72 
懐胎せ る sannisinna-gabbhS  4  414 
懷班術 gabbha-karana  24  354 
懷姙術 者 gabbha-kara が ya  43 194 

①懷袵 〔者〕 ②懷姙 せる 女 ③懷胎 者 ④懷胎 
女 gabbhini  (妊娠 〔者〕， 妊娠せ る 者， 姙婦， 
妊婦 1 ① 11 上 197 ② 8  52 ③ 15  371 ④ 19 
315* 

繪畫 ① cit は =citra  (繪， 畫， 彩色） 2  482 ② 

citta-kamma  62  71， 72,  215 
繪畫堂 cit ほ gSra  2  482;  5 108， 129 
外 ① bahiddha  3  25 ② BShira  〔經〕 （一) - 

(三） 15  250 

外衣 D  uttar お aiiga  (鬱 多羅 ft 衣， 上衣） 1 
361 ② pata 1 407 ③ pSvSra 1 219;  3  491 
④ dussa  (衣） 〔施と 報〕 27  2, 10 

外緣 Slinda  (玄關 ） 4  235 

① 外火界 ② 外の 火界 bShirS  tejo-dhatu ① 
9  334  ； 10  216 ② 11 下 338  ； 18  289  ；  46 103° 

外學， 外 空， 外道〜 ゲ 

① 外室界 ② 外の 空界 bShira  akasa-dhatu 
① 10  217 ② 11 下 339  ；  46 105° 

① 外 結 ② 外 結 〔者〕 bahiddha  samyojana 
017  97;  47  62，  84°,  388 ② 47  362,  389° 

外 色 ば' bahiddha-rupa 1 189 ② bShura 
rupa  65  (II)  54;  〔45  210〕 

外 S  〔慧〕 bahiddhabhinivesa-panna  64  8 
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ガイ 一外， 咳， 垓， 害 


外出 離解晚 bahiddha-vutthana  vimokkha 

40  372，  373 
外出 離 退 轉の慧 bahiddhavutthana- 

vivattane  paniia  40  2, 109° 气 414 
外听緣 bahiddharammana  46  25*，  32,  38, 

44,  52,  58，  64,  65,  71 其 他； 47  6*,  31, 256*  ； 

63  418* 

外 所緣法 bahiddharammana  dhamma  45  3， 

275°  ；  47  234,  256  ；  52  340*  ；  56  356 
外傷 用塗藥 bShira-lepa  (外用 塗藥） 2 147 
① 外水界 ② 外の 水界 bShira  apo-dhatu ① 

9  332  ； 10  215  ；  46 102° ま 11 下 337  ； 18  288 
外相 隱沒 liiigantaradhana  59 上 282 

外 地界 ® 外の 地界 bahira 

pathavi-dhatu    T  9  330;  10  215 ま 11 下 

337; 18  288;  46 101' 
外的 論 母 bahira-mStika  47  323，  324,  330 
外套 uUarattharapa  i 上覆， 上 敷布， 队布ソ 2 

64,  65 

外耳 病 kaijija-roga  (耳朶 病） 42 17,  24,  66, 
381 ； 43 165,  178，  237,  336，  340  ；  44  23，  95, 
372，  416 

外の 因 HetunS  bahira  〔經〕 （一) 一 （三） 15 
209-210 

外の 緣 bahira  anga  (外の 人の 因） 23  253 
外の 決定の 慧 bahiddhavavatthane  paniia 

40  2, 128°* 
外の 人の 因 bahira  anga  (外の 緣） 17  24 
外の 凡夫 bahira  puthujjana  57  323 
外 縛 bahi  jata  62  2 

外皮 ① taca  (皮， 皮 魔， 深 皮） 23  2 1) papatika 

(薄皮, 皮 苔） 8  61 
外 彼 chavi  (皮， 皮膚, 表皮） 4  231 
外^ 病 pinSsa  (感冒） 42 17,  24，  66，  381； 43 

165,  178,  237,  326，  340  ；  44  23,  95，  372,  416 
① 外風界 3) 外の 風界 bahira  vayo-dhatu 

① 9  335  ； 10  216 ② 11 下 339  ； 18  289  ；'  46 

104° 

外法 bahira  dhamma  45  2,  7,  275°,  309。， 
379。  ；  47  234,  241 ； 52  316~*  ；  54 149*  ；  56 
192.  205，  355,  366 


外用 塗藥 bahira-lepa  '、外傷 用塗藥 2  489 
咳嗽 tukk お ita 咳 拂 1 3  236,  237; 11 上 

162  ®  kasa  、咳， 喘息） 22 上 355 
该 abbuda  (阿 浮陀， 頻部 P 它， ァ ッ ブダ' ： 數〕 12 

害 I  upaddava  (禍， 厄 事、 41 193* ② 
vighata  42  211 3^  vihimsa,  vihesa i 害意， 
害心, 蟯惑， 毁害, 苦惱 20  223  ;  47  62,  98= ； 
63 184,  186, 189 

害惡觀 vihimsS-vitakka 害尋， 害覺， 害 傷の 
心， 害 念' 37  415 

害惡者 papiman 波 旬' 28 158, 159 

害意 3)viruddha  '相違， 違和： 23  80  D 
vihesa  =  vihimsa  〈害， 害心， 毁害， 苦權） 10 
219 ③ paduttha-mana-sankappa  (僧 惡の 
思惟） 10  4 

害界 ① vihirhsa-dhatu  2,  vihesa-dhatu  〔三 
不善 界の 一〕 a;  8  295;  46 107-  ；  47  87°  ® 
11 下 58 

害覺 vihiihsa-vitakka    '害 尋， 害 惡觀， 害 念. 

害の 考想， 害 傷の 心， 虔 害の 心 12  351; 13 

223，  224;  23 140 
害 喜 vihesS-nandi 19  340 
①害思 ②害 思惟 •vihiriisS-samkappa  (害 念) 

t  8  294,  351 ま 11 下 75  ；  22 上 249 
害 者 vadhaka  (殺 者， 殺戮 者） 14 179* 
害 傷の 心 vihimsa- vi は kka  '： 害尋， 害覺， 害 念) 

7 183， 184 

害心 ① aghata  (嫌 恨， 瞋害， 瞋怒， 障礙） 8  89, 
342, 343 ② daij4a  '杖 罰， 刑罰， 笞杖， 罰） 11 上 
133 ③ sapauaka-citta  6  321，  322，  323* ④ 
vihesa  〈害， 害意， 嬈惑， 毁害， 苦惱） 15 119， 
121 (D  vyapada  (瞋恚 ，瞋， 恚' 6 106  ® 
vyapajjha  (li 眞心' 11 上 173, 丄 <3， 17d 

害心 事 agha は- vatthu  、嫌 恨事， 瞋怒 事） 〔九 
種〕 8  342 

害心な く    avySpajjha  ( if ミ瞋， 無 瞋恚， 無恚， 無 

損害, 無惱 害, 不 瞋恚） 6  239* 
害 尊 vihimsa-vitakka  (害 覺, 害 惡觀， 害 慮の 

心, 害 念, 害の 考想， 侵害の 念） 〔三 不善 尋 の一〕 
8  294; 11 下 150;  43  201,  392  ;  47  86° 
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害, 街， 蓋 一 ガイ 


害する もの himsaka  (殺害者） 25  266 

害 想 vihimsa-safifiS  〔三 不善 想の一〕 8  294; 

11 上 34; 11 下 150;  47  87° 
害 提婆羅 HaUhipala  〔傳 。外:] 20 123,  125, 

394 

害 蟲害獸 ukka-piijdaka  3  373 

害 念 ① vihimsa-vitakka  (害 尋， 害覺， 害惡 觀， 
害 慮の 心， 害の 考想， 侵害の 念） 9 15;  22 上 9 
② vihimsa-samkappa  (害 思惟 = 害 尋） 11 上 
34 

害の 考想 vihimsa-vitakka  (害 尋， 害覺， 害 念, 
害 惡觀, 侵害の 念） 9  206^  384，  388 

害 魔法 本 生;; 力 語 Dhajavihetha-jataka 
(三 九 一） 32  246° 

害よ りの 出 離 vihesSya  nissaranam  8  319 

街 rathiya  (街路， 道路, 路巷， 車道） 18  421, 
2'2 上 37 

街衢 'DvisikhS  (道路, 街路， 街道， 市街） 8 
240*  (2)  siiighataka  (四 衢， 四衢 道， 十字路， 
四 犬 街衢 路， 四 辻， 衢） 2  438;  5 102, 126 

街路 rathiya  (街， 道路， 路巷， 車道） 4  387, 
388; 11 上 146， 147 

① 街路 論 ② 街道 論 visikha-katha  (市街 論, 
道 1' 旁 論， 道路 論， 巷 中 論， 風評 論， 風評の 話） 〔無 
招 論の  一〕 L'  3  333  ； 10  358  ； 11 下 337  ；  22' 下 
22 ② 2  260 

蓋 ① chatta  (傘， 傘 蓋， 蓋 傘， 日傘 ） 2  250,  544  ； 
5 116 ② nivarana  6  350  ；  8  313  ； 10 118*  ； 
19  85  ；  23  251 ； 45  299  〔五 種〕 8  313  〔六 種〕 
45  299 ③ Nivaraijani  〔經〕 16 上 242 ④ 
Nivarana  〔經〕 16 上 292  ；  22' 上 180 

蓋 蓋 相 應ニ法 Nivaraija-ceva- 
nivaranasampayutta-duka  53 

蓋 蓋 相 應ニ法 善 三 法 nivarapanivarapa- 
sampayuttaduka-kusalattika  55 192 

蓋 蓋 相應法 nivarana  ceva  nivarana- 
sampayutta  dhamma  (蓋? 去に して 蓋 相！ te な 
る） 53  375=^ 

〔蓋 蓋 相應法 等の 緣關 係〕 53  375 

蓋 傘 chatU  (蓋， 傘， 傘 蓋， 日傘 ） 6  9，  99 

蓋 履 品 Chattupahana-vagga  5 116， 134 


蓋聚 nivaraija-gocchaka  45  7 

蓋 te 蓋 二 法 Nivarana-ceva-nivaraniya- 

duka  53  372° 
蓋 順 蓋 二 法 善 三 法 nivara ひ a- 

nivaraniyaduka-kusalattika  55 191 
蓋 順 蓋 法 nivarana  ceva  nivaraniya 

dhamma  (蓋 法に して 順 蓋なる） 53  372* 
〔蓋 順 蓋 法 等の 緣關 係〕 53  372 
蓋相應 nivarana-sampayutta  46  50,  75 其 ftk 
蓋 相, 應 二-; 去 Nivaranasampayutta-duka  53 

357° 

蓋 相 應ニ法 善 三 法 
nivaranasampayuttaduka-kusalattika  55 
189 

蓋 相 應非蓋 法 nivarana-sampayutta  ceva 

no  ca  nivarana  dhamma  (蓋 相, 應法 にして 
' 非 蓋なる） 53  375* 

蓋相應 法 nivarana-sampayuttei  dhamma 

45  6，  302%  373°  ；  53  357* 
蓋相應 法に して 非 蓋なる nivarapa- 

sampayutta  c'eva  dhamma  no  ca 

nivarana  (蓋 相 應非蓋 法） 45  7，  303°,  374° 
蓋 二 法 Nivarana-duka  53  338° 
蓋 二 法 善 三 法 nivaranaduka-kusalattika  55 

186 

蓋の 食 Aharo  nivarananam 16 上 301 
蓋 不相應 順 蓋 二 法 Nivarapavippaj'utta- 
nlvaraniya-duka  53  382° 

蓋 不相應 順 蓋 二 法 善 三 法 
nivaranavippayutta-nivaraniyaduka- 

kusalattika  55 192 
蓋 不相應 順 蓋 法 nivaraijavippayutta- 
nivaraniya  dhamma  (蓋 不相應 法:' こして 順 
蓋なる） 53  382 

〔蓋 不相應 順 蓋 法 等の 緣關 係〕 53  382 
蓋 不相應 法 nivarana-vippayutta  dhamma 
45  6,  302,  373°  ；  53  357* 

蓋 不相應 法に して 順 蓋なる 
nivaranavippayutta  dhamma  nivaraniyc 

(蓋 不相應 順 蓋 法） 45  7，  303%  374° 

蓋 不相應 法; こして 不順 蓋 な る 


(149) 


ガ ィ 一 蓋， 槪, 骸, 蠶， 蛙， 還， 案, 踵， 鏡, 輝， 墙, 雜， 牡, m, 鉤， 鍵， 鑰， 各, 角 


nivaranavippayutta  dhamma 

anivaraniya  45  7,  304°,  374° 
蓋 法 nivarana  dhamma  45  6,  299°,  372°  ； 

47  238，  258  ；  53  338*  ；  56  203,  363 
蓋 法: こして 蓋相應 なる nivaraija  c'eva 

dhamma  nu^arana-sampayutta  ca  (蓋 蓋 

相應 法） 45  7，  302%  373° 
蓋 法: こして jli 蓋なる nivara^ia  c'eva 

dhamma  nivaraniya  ca  (蓋 順 蓋 法 45  7, 

302°,  373° 
〔蓋 法 • 非 蓋 法の 緣關 係： 53  338 
蓋 品 1 Chatta-vagga  2  555 ② Nlvarana- 

vagga 16 上 284，  294  ； 19  85 
概設品 Nikkhepa-kanda  45  263° 
槪念 （1：  pannatti  S  pannatti  (施設， 假名， 假 

設， 符牒， 名義） ① 59 下 201 S  62  249,  339, 

341 

概念的 paijpatti  63  323 
骸骨 0：  atthi  (骨） 10 124 ② 

atthi-sariikhalika 骨 鎖, 骸骨の 連鎖〜 骨 鎖 

想） 7  342 

骸骨 相 auhika  ^ 骨 62  221，  353,  355%  379, 

380，  383；  65  (II)  78 
骸骨 想 atthika-safiilS  '骨相〜 骨相 觀） 17 

62;  40  80, 157;  45  77;  59 下 189;  〔20  61： 
骸骨の uf;    atthikarikalupama  (骨 鎖の 如く）  2 

212;  9  238,  240*; ：10 124°  ； 19 134〕 
骸骨の 連鎖 atthika-sankhalika  (骨 鎖， 骸骨) 

9  94 

g の 繭 kosakaraka-kosa  63  45 

蛙 ®  manguka,  mandukiya  24  511 ； 25 

376  ；  29 147,  158,  159, 164  ；  32  37,  38  ；  35 

408，  409  ；  36  337  ；  38  284,  288,  290,  294, 

317 ま bheka  8  33  ；  25 177 
娃天宮 Manduka-devaputta-vimana  24  510 
蛙 天子 Manduka-devaputta  62  410 
① 還ら ざろ 法 ま、 還らざる 者 ③ 還らず 

anavatti-dhamma 還り 来らざる 者， 不還) 

① 7  268 ② 8 168  g  7  57 
還り 擧る patisseneti 18  375 
還り 来らざる 者 anSvatti-dhamma  (不 還， 還 


ら ざる 者， 還らず） 7  205*  ； 10 102*,  237,  238, 

239,  323； 11 上 68， 194 
案山子 tiija-purisaka  59 下 239;  64  50 
踵 khallaka  3  329 

鏡 SdSsa  4 165;  6  9,  99, 120;  9 176; 1 ひ 
206; 11 上 24;  22 上 331，  334,  337,  339，  346; 
25 151， 402  ；  59 上 112，  282  ；  59 下 141,  143, 
242，  243 

〔鏡と 映像の 響 it〕    59 下 141， 143 
〔鏡 を 磨く 譬 BbIG    59 上 282 
〔琿 くもの〕 23  77 

墙 （Tkudda  (壁， 解 1 2  430°  pakSra  '龍，. 
壘， 城壘， 城壁， 堡壘； 4 185,  187,  214*,  235; 
20  361, 365 

籬 ① parikkhepa  5  62 ま pakara  (墙， 壘， 城 

壘， 城壁， 堡壘、 2  430° ③ vati 1 82 
0： 牡蠣 ② 驕 sippi  T  6 125  ； 17 13 ② 20 154 
鉤 ① ankusa  23  68  ；  25 128 ま pasaka  4  207 
釣 板 pasaka-phalaka  4  208 
鉤針 1 gala  24  21 I  bajisa  (鉤 霜） 13  332  ； 

24  255 ③ BaHsarii ；； 經： 13  331 
鉤箭 vekaijcja 10  228 
釣 を 使 ふ 術 afikusagayha-sippa 11 上 126,. 

127， 128  - 
鍵 apapurana  (鑰， 戶鑰 ） 3 134 
① 鍵穴 （E 鍵孔 ほ! acchidda  ®1 198  (5:4 

184，  185，  215，  228，  236  ；  58 18， 19 
鍵孔 3  talacchiggala 16 下 386 ② 

talacchidda 〜 gu^K 
鎗 ① avapurana  (鍵， 戶鑰） 22 上 34 ② 

yantaka  4  228 
各 肢體を 流通す る 風 aiigamaiiganus§ri-v5ta 

11 下 338 
各自の 言詞 saka-nirutti  4  211 
各 別受苦 地獄 paccatta-vedaniya 10  80 
各 別法 觀 anupadadhamma-vipassana 

63  227 

角靈 認容 siiigiloija-kappa  (器 中 鹽淨） 65  (1) 
44 

角 鵄翅衣 ultika-pakkha  (It* 鵾翼衣 3  531 
角 Si 士    malla  '、力士 12 187 
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核， 格， 郭, 斯， か， 廓， 確， 獲， 壑, 覺 一力 り 


核 SSre  〔經〕 16 下 60 

核 〔香〕 Sara  〔經〕 （一) 一 (四） 16 上 217 

核 香 sara-gandha   (樹心 香， 樹香， 髓香） 14 

243  ； 16 上 217  ； 16 下 60 ；  22 上 236 
〔核 香と 赤 魔の 譬 nii〕 16 上 217; 16 下 6リ 
核心 sSra  (堅 實， 堅髓， 樹心， 心材， 堅木, 資， 精 

髓） 21 303，  304  ；  22 下 151， 200 
格 香 tagara  (多 伽羅， 多 揭羅， 多 竭羅， 多 劫羅， 

達 子 香， 奪 凌 香， 零 陵 香） 〔香， 樹〕 34  268 
郭公 ① kokila  (拘 耆羅， 瞿 核羅， 镇も. I， 時鳥， 杜 

m)  24  449，  488  ；  27  53  ；  59 下 213 ② 

Kunala  〔雪山の 池〕 63  388  ^  Karavika 

〔山〕 62  406 
0) 斯く 有り 無しの 論 ② かく ありな しの 話 

itibhavabhava-katha  (有無 論， 如是 有無 論， 

有 非 有 所說， 如是 存在 非 存在論） 〔無用 論の 一〕 

①  2  260;  6  255; 11 上 1， 28，  36; 11 下 132 

②  6 10, 100 

斯る者 ほ din  (如 同 者） 42 171° 

廓 mala  (圓屋 ，公 堂） 46  357 

確乎たる 信心 aveccappasSda  (證淨 ，正 信， 不 

壞の 信, S 封淨 信， 動きな き 信心） 7  226 
確 持 upadharana  62 16,  92 
確執 ®bhaij(^ana  (議論， n 論， 鬪爭, 鬪諍， 諍 

爭， 訟， 訴訟） 43  61, 77，  79,  83*,  218,  238, 

388 ② medhaga  (異 執） 42 154，  248，  255, 

256,  260 
確執 路 vivSda-patha  59 下 338 
確',' 言な し lola  (動 貪， 不 確信の もの） 19  229, 

230,  231 

確定 votthapana,  voUhapana  (建立） 62  43  ； 
64  40，  41, 44%  213;  65  (II)  23，  24 

確定 意識 界 votthapana-manovinnanadhatu 
64 100 

確定 〔時分〕 votthappana  [-varaj  65  (II)  32 
確定 心 votthappana  citta  65  (II) 18,  22*， 
31， 55 

〔確定せ る 事柄の 諸 tfdfllO    28  36,  37  ；  41 234 
確定 論者 anafiflatha-vadin  57  89，  90,  93* 
確立 thSma  (力， 勢力， 岡 IJ 毅） 12 135 
確立せ る 念 upatthi は- sati  (念 現前， 存念， 專 

( 


念， 持 念, 住 念， 具 念, 不忘 念， 正 念 者, 正 念 あ り ，. 
正 念 樹立 者） 10  292 
確立 不亂の 念 upatthi ほ sati  asammuttha 
9  211 

獲 ほ bha  (利， 利得， 利 養， 得， 所得） 8  377 
獲得 Pati ほ bho  〔經〕 16 下 11, 325 
獲得 具足 patilabha-samannagama  57  351 
獲得き patilabha-sunna  41 121 
獲得 修習 patilabha-bhavana  40  47° 
獲得 施設 pati ほ bha-pafifiatti  58 137 
獲得 地 patilabha-bhumi  62  251 
獲得 欲 patilabha-chanda  43 12° 
壑 sSkhS  (渠） 13  45 

覺 ふ buddhi い 智慧 j  25 127;  59 上 216，  217' 
〔成熟 因 八 事〕 59 上 216  ®  bodhi  (菩提， 自 
覺） 44  354°，  390° ③ muta  (所 覺, 所思） 5 
273,  290 ④ vi1:akka  (尋， 念， 考想, 覺知） 13 
226,  227;  23 143 ⑤ BodhanS  〔經〕 16 上. 
273 

覺慧者 mutimant  24 119 

覺音 Buddhaghosa  (佛 音） 56  524 

覺行 buddhi-cariya  62  204 

覺 行者 buddhi-carita  62  204,  209，  217,  228;. 
65  (11)  78,  79 

覺支 ① bojjhaiiga  (菩提 支, 菩提 分 ）16 上 257% 
273; 17  20;  25 150;  41 32°*;  64  416* ② 
sambojjhaiiga  (等覺 支） 〔七 種〕 8  330 ③ 
Bojjhanga  〔經〕 16 上 80  ； 16 下 183  ；  22 下- 
131 

覺支捨 bojjhangupekkha  62  317*,  318° 

覺支善 巧 bojjhaiiga-kosalla  63  36，  39 

覺 支相應 Bojjhaiiga-sariiyutta 16 上 246%. 

335,  340，  344，  356 
覺支 總攝品 Bojjhaiiga-sakacca 16 上 301,. 

335 

〔覺支 • 道 支' • 禪 支の 差別の 決定〕 64  416 
覺 支の 食 Aharo  bojjhanganam 16 上 302 
覺 支の 出 離の 義 bojjhaiiganarii  niyySna"h ひ 

40  28  ；  41 38 
覺 支の 不食 Anaharo  bojjhanganam 16 上 

305 


カク ー覺， 岳， 樂， 學 


覺支 分別 Bojjhaiiga-vibhanga  46  323° 

覺支賨 bojjhaiiga-ratana  59 下 201 

覺者 buddha  ：  m, 佛陀） 17 119  〔如 來十號 の 

一〕 1 2;  6 165,  166;  9  321,  464; 11 上 49; 

11 下 137 

覺受 vedayi は （感受' 64  32,  48，  73 

覺醒 jagariya  (警 寤' 17 185； 18  73;  23  288 

覺醒 に專心 〔者〕 jagariyam  anuyutto  (警瞎 

を 持す 〔る もの〕） 15 167, 168 
覺 他者 bujjhanaka  50  414，  415，  458，  465, 

469 

覺陀 Kakudha  t  〔天子〕 12  91 %  〔經〕 12 
91 

覺知 vitakka  i、 尋, 覺， 念' 9  200* 

覺分法 bodhipakkhiya-dhamma  '"菩提 分 法） 

16 下 56，  60,  69* 
覺分品 Bodhipakkhiya-vagga 16 下 66,  72 
岳 giri  (山） 18  366 

樂器 ① turiya  (鏡， 器樂, 技 人 ' 9  439  ；  37  439， 
440  〔五 種〕 7 167;  62  290  〔八 支〕 27 144 
〔種種〕 24  460,  509  S  talavacara  7 150 

樂師 nata  (舞踊 者, 歌舞伎 者， 輕 業師〜 俳優， 
役者， 演劇 家） 2  319 

學 3)  sikkha  (學 戒， 學術， 規律） 1 37°  ；  3  261, 
263  ； 13 192  ；  20  69,  70,  376*  〔三種〕 8  298  ； 
42  56°.  224,  238;  43  24% 146,  257  ： 四 種〕 
46  351 D  Sikkha  〔經〕 13 192  ；  22 上 179 
③ sekha  〔戒〕 62  30 

學戒 sikkha  (學， 規律 I  2  515 

學戒 せる sikkhita-sikkha  2  529 

學 行者 vim —は （敎 導せられ た る 者， 調 順， 調伏） 
8 157* 

學藝 sippa  (ェ 巧， ェ藝, 技藝， 技術， 技能， 職 技， 

才技） 8  252  ；  59 上 20* 
^Stt   vijja-mandapa  61 305 
學受 sikkha-samadana   (學 の受 持） 20  250, 

279 

f). 習 sajjhaya-kiriya  22 下 32 
學習者 ajjhSyaka  8 115° 
擧術 D  vijja  ( 明， 智' 64  6,  224 ② sikkha 
(學， 規律） 24  358  ；  43  256 


學處 sikkha-pada  (學 郎， 戒條， 《法= 戒） 1 
12*, 118  ；  2  81， 341 ； 3 182  ；  5  381, 382  ；  7 
34;  8  313; 10  241*，  250; 11 上 348，  362; 
11 下 162; 13  327; 16 上 424; 17  97,  98, 
160,  161,  377.  379,  381，  383;  20  260,  313， 
399;  21 5，  7,  52,  67,  76;  22 上 2，  3, 10， 11, 
64,  238,  241,  301,  303，  327;  22 下 26，  28， 
116,  315，  320;  23 1， 2, 141，  142,  172,  347， 
367,  368  ；  29  427  ；  42  56,  98,  224,  348  ；  43 
24， 146,  216，  352,  364;  44  35  ；  46  346,  351°, 
411*  ；  58  213;  59 上 156，  164.  283,  298*, 
331*  ；  59 下 7，  63，  93, 102, 103  ；  62  24,  25， 
35，  39，  65°*,  102;  64  490;  63  ！' I  ： 19  ： 五 種〕 
8  313  〔百 五十 種、 17  377，  379,  381，  383; 
59 上 300;  59 下 63， 102, 103  〔種種〕 9  321， 
464  ； 10  95  ； 18  364  ；  22 下 123°  ；  47  445  〔制 
定〕 59 上 156  〔制定すべき 時〕 1 14  〔制定の 
理由〕 5  381, 382  〔昔 は少く 今: ま 多し〕 10 
250; 13  327 
學處 相, 應の 法話 sikkhapadapatisariiyutta- 

dhammi-katha 17  388,  389 
舉處不 制の 問 Sikkhapaaa-apannapana- 

pafiha  59 下 102 
學處 分別 Sikkhapada-vibhariga  46  411° 
學 すべき 者 sekha  (有 學, 學, 學人、 10  86 
學則 sikkh§-pada  (學 處、 13  327 
學地 sekha  (有 學， 學） 7 128;  65  1、 11， 16 
學地 認定 sekha-sammuti  2  291*,  293°  ；  4 

319，  322  ;  5  4  ；,  72 
學智 sekha-fiapa 13  62,  64,  84，  86, 118 
〔學 と德 との IS 劣〕 29  214;  31 2G1,  471; 32 
67 

學童 mSijava  i 摩納， 儒 童， 孺童， 靑年） 11 下 
275* 

學人 sekha  puggala  〔三人の 一〕 8  297 
學 人の 行 道 sekha-patipada 11 下 437 
學の慧 sekha  panna  〔三慧 の 一: 8  298 
舉の受 持 sikkhS-samad§na  (學受 ） 22; 下 69， 
72 

學の 勝利 sikkhanisamsa  23  288 

璺 の尊软 sikkhagaravata  20  269,  270，  271 


(152) 


學， 額， 顎， 鰐， 鱷， 隱, 賭， m, 陰, 影， 薩， 陽， 籃， 籠, 笠， 傘， 飾， 貸, 樫, 舵, 鬚, 風 一 カゼ 


學 の弱處 sikkhS-dubbalya  〔五 種〕 22 上 179， 

189, 191 
〔學派 及び 師資 相承〕 60  31 
學法 ① sekha  dhamma   (有學 法） 20 188, 

189;  47  232，  256 ② sekhiya  5  77,  255°, 

365;  65  (I) 19 
學明 sekha-vijja 13  62,  64,  84，  86, 118 
學 無上 311^1^11さ11はは1：173〔六無上の一〕8  329； 

20  9,  65° 
學カ品 Sekhabala-vagga 19 1 
學を捨 せる 者 sikkhapaccakkhata  22 上 302 
學を 誹謗す sikkhaih  paccakkhati  22 上 30 
額 骨 na ほ tatthi  (前頭 骨） 63  48,  50 
顎骨 hanukatthi  63  48 
鰐 魚 ① kumbhna  (鰐， 宮 毘羅， 絞 龍） 29  37* 

② gaha  23  364  3)  sumsumara  (鰐， 鱷魚） 

27  74，  97， 105 ；  39 17 
鱷魚 sumsumara  (鰐, 鰐 魚） 15  309，  310,  311 
鶴 魚の 怖畏 sumsumara-bhaya  (鱷 魚畏， 鱷魚 

の 怖畏） 43 179;  44  403,  434 
①鱷 魚の 怖畏② 鱷魚畏 susuka-bhaya  = 

sumsumara-bhaya し 鰐 魚の 怖畏， 鮫の 怖 i ① 

18  218，  222° ま 47 112 
鱷 魚の 難 kumbMla-bhaya  (解の 怖， 鰐の 怖畏， 

蚊 龍畏， 蛟龍の 怖畏） 25  416 
隱所, 隱夫〜 ィ ン 
隱す apanidahati  2 195 
隱家 saraija  (歸依 所， 歸 投處， 依听） 33 140* 
賭 abbhu は 2  7* 
賭 歌 jn は- gita  29  58* 
'繁紐 Syoga  (紐） 4  206 
陰口    raho-vada 11 下 320，  326° 
陰 言 pHthi-mamsika  8  265 
影 chaya  3 163;  4  408,  414 
〔影が 形: こ 隨ふ誓 B|s〕  23 17;  25  290 
蔭口 1 pinhimamsika ほ 43 181,  203，  384; 

44  429,  430 ② parapitthimamsika  35  232, 

245 ③ parapitthimamsika ほ （瞰他 背 肉） 62 

54 

陽炎 marici  (震 氣樓） 43  240;  44  304 
〔陽炎の H 喻〕 43  240;  44  304 

( 


藍 samugga  (箱） 25  249 
〔籃 の譬 Bt〕  25  249 

籠 pUaka 1 77；  3  395，  421*; 11 下 184;  17 

332  ； 18  348 
籠師 viliva-kara 1 136 
① 籠 製造 人 あ 籠 細工 師 nala-kara 丄' 6  78， 

79 ② 31 49，  56 
〔籠の 破壞 者〕 31 197 

笠 木 uijhisa  (冠 子， 王冠， 肉餐） 7 175, 179 
傘 chatta  (蓋， 蓋 傘， 傘 蓋， 日傘 ） 4 176;  24 

482;  27  2, 10  〔施と 報〕 27  2, 10 
〔傘の 三 支〕 59 下 341 

傘 持の ヂ ヤン ト ゥ ChaUagShaka-Jantu  〔王〕 
61 18 

飾 環 valiya 10  253 

貸金 取 立 saihkiraija  6 13, 103 

貸 出 vikiraija  6 13, 103 

禋鳥 kikin  (靑樫 鳥） 37 149 

舵 aritta 18  352,  353 

餐る avacchedaka  2  317 

風 は 2.  205,  518;  3  5， 132,  389;  4  227, 
251 ； 9 13, 14 ； 14  320,  321,  348，  349，  355， 
356,  358  ； 15  338，  339，  355  ； 16 上 224  ； 18 
153， 154  ； 19 181, 182  ；  24  23，  77, 129，  224  ； 
26  23;  44 167°,  441°,  493°  ；  62  57  〔種種〕 
15  338，  339  ； 16 上 224  ；  46 104 

〔風が 雲 を拂ふ 譬喩〕 24 129  ;  25  226，  328 

〔風が 樹葉を 拂ふ譬 BIG  25 108，  285 

〔風が 綿 を 吹 飛ばす 譬喩〕 24  224;  33  398 

風 鹿 本 生物 語 は miga-jS は ka  (—四） 28 
306° 

〔風と 巖 山の譬 喻〕 23 18,  29;  30  371 
〔風と 弱き 樹の譬 (C1 23 18 
風に 逆 ひて pativ5tam 12 19,  281; 23  36; 
25  37 

〔風に 逆って 投 ずる 塵の 譬喻〕 12 19，  281; 23 

36,  85  ；  24  252  ；  25  37  ；  63 148 
〔風に 動搖せ ざる 水に て 面相 を 見る 譬 It  〕 16 上 

329  ； 19  326 
〔風に 動搖 せる 水に て 面相 を 見る 譬喻〕 16 上 

327; 19  323 


力 ゼ 一風, 片， 轉， 形， 刀， 語， 甲， 刮， 活, 割, 掲， 渴 


'〔風: こよる 世界の 破壤〕 63  394 
： 〔風の 五 支〕 59 下 289 
： 〔風の 著せざる 罾喻〕 24  23,  77;  26  23 

〔風の 種種なる SulO 15  338; 16 上 224 

〔風の 淨不淨 等 を 吹く 譬 uiO  22 上 36 

風 本 生物 語 Maiuta-jai:aka  (—七） 28  322° 

片意地 thaddha  (頭强 ，頭 迷 者， 强情， 傲岸， 傲 
頭， 傲强， 傲慢） 23  363 

片目 kaija  (g 少， 眇目， 瞎目， 瞎子， 隻眼 者， 偏 目， 
偏 盲） 12 157 

片璧拫 家 a づづ hayoga  (金翅 鳥 家， 平 覆 蟹） 42 
99，  341 ； 43 184，  187，  338,  354,  380  ；  44  452， 
469，  486  ；  62  49 

肩當 amsa-vaddhaka  (肩 紐） 2  269 

肩 袈裟 ariisa-kasSva  62 129 

肩 荷 khandha-bhara  4  209 

肩 紐 T  amsa-baddha  27  2， 14  f,  amsa- 
bandhaka 1 434;  3  361， 362  S  amsa- 
vaddhaka  I 精當） 4 175,  179*,  270 

形 saijth ま 63  40* 

刀 ① asi  (大刀， 劎） 1 114;  6 115  E  sattha 
(刀 劍， 劍， 殺 具， 刀 杖， 利刀） 1 121， 127  ；  2  324  ； 

6  4，  95;  9  331，  336,  337; 11 下 383;  20  287 

〔三種〕 20  287 ③ satthaka  4 177 
〔刀と 鞘の 臂喩 一意 听成 身〕 6 115; 11 上 21 
刀の 屠 猪 者 Asi-sQkariko  〔經〕 13  380 
刀の 刃 asi-sQla  〔譬喩〕 25  414 
語り物 akkhana  (古 譚， 謠ひ） 43 173,  350, 

390  ；  44  468 
甲胄 T  vamma  (鎧） 37  45 が:， 466* ② 

sannaha  (鎖帷子） 25  217，  229 
刮刀 khura-si ほ 4  203 
活火 Kukkula  (熱 灰） 〔胃〕 36  52 
活命 ① ajiva  (命, 生活， 生計） 19 172,  174; 

20  333  〔戒〕 59 下 265 ② jivka  (命， 生命） 

17 138,  367,  368  ；  20  294  D  abhijivanika 

3  331 

活命 El 足 5jiva-sampada 17  446° 
活命 t 萬 jivita-mada  (活 命の 愼 ig, 命 tg, 命の 

tS) 〔三 tS の—〕 8  299; 17  236，  237 
0) 活命 外道 'ま. 活 命外學 ③活命 者 ④活 命; ^ま 

(154) 


⑤活命 苦 fx 者 ajivaka,  ajivika  、阿 耆毘 { 加， 
阿演 婆迦， 邪 命 外道） a  60  225  2  41 61， 67, 
175  S  20 140 ④ 29  256  (T  28 173 

活命者 女 ajivakini  20 140 

活 命淸淨 parisuddhajiva i 生活;' 靑淨 19 171, 
172, 174 

活命第 八 ajivauhama  62  25 

活 命の fSig  jivita-mada  (活射 命 tg, 命の 
W 17  236 

活 命の 具 jivil:a-parikkhai-a 19 166, 167 
话 命怖畏 ajivika-bhaya  〈生活の 怖畏， 生計の 

怖畏） 22 上 20;  47 115 
活 命遍淨 ajiva-parisuddhi  (命 淸淨' 62 15，  24 
话命 遍淨或 ajivaparisuddhi-sila  59 下 195  ； 

62  34,  44°*  74°,  80;  65  (II)  82 
〔活命 遍淨戒 の 成就〕 62  74 
活命 律儀 ajiva-samvara  22 上 326 
割截 chedana 截斷， 裁斷, 鶴） 16 下 413 
割截衣 bhinnapata  =  kasaya  (= 袈裟） 1 37; 

2  342 

揭ィ加 Gaggara  ({ 加 f 加， 伽 f 加羅） 〔池〕 20  305 
渴 pip お a  '渴 愛， 渴望） 1 30;  2  205,  518;  3 
132,  389; 14 10， 16, 17, 170,  171,  299,  300  ； 
16 上 115; 18  304;  22 上 326;  & 4  411，  415， 
416 

渴愛 T  tanha 愛， 愛欲） 3 19，  326  ；  9  7,  82°  ； 
10  23; 11 上 339; 12  53,  54，  56*; 13  261* 
273*; 14 10， 16, 17，  40,  41, 51, 170,  171， 
299,  300; 16 上 238; 16 下 340，  346,  347; 
22 上 76  ；  23 137  ；  24  2, 157,  280,  281， 427  ； 
40  85;  42  67°  ；  43  95， 144,  319,  320;  46 
128*,  182°,  197°  ；  64 133,  173,  174°,  249， 
271,  273*,  281 〔三種〕 10  23  ； 16 上 238  ； 16 下 
340,  346,  347 ② pipasa  (渴， 渴望ノ 18  63  D 
Tanha  ；. 愛） 〔魔女〕 12  209* ④ 〔經〕 12  56; 
22 上 76  D  〔經〕 （一 )— (四） 16 上 238 

〔渴愛 taphS  ― 苦： 11 上 143  ； 16 上 33,  34  ；  20 
180  ；  23  234  ；  24  280  ;  34  54,  385 

〔渴愛 —尋 求— 利得 —決定— 欲 貪— 耽 著— 
執著 ― 怪 —守護— 執 杖 等〕 22 上 76 

渴愛 有る 者 sa は nha  9 104 


渴， 勝， 滑， 葛， 竭， 褐 jr ぁ羯ー カツ 


渴愛 行者 は!? hS-carita  64  271 
渴愛隨 眠 tanhanusaya  65  (II)  48 
渴 愛雜染 tanha-saiikilesa  62 10 
渴 愛の 網 は ijhS-jSla  (愛 網） 25 177 
〔渴 愛の 緣ょ り 取 あ り〕 64  253° 
渴 愛の 捨斷 tanhaya  pahanaih  43  319；  44 
352,  388 

渴 愛の 生 は ijhuppSda  (愛生， 愛生 起， 愛の 起 

處） 18  434 
渴 愛の 塵 kama-raja 12  342 
渴 愛の 盡 は ijhakkhaya  (渴 愛の 滅盡， 愛盡， 愛 

の 盡滅） 3  324，  325; 16 上 277 
渴 愛の 流 taijha-sota  25  329 
渴 愛の 滅 tanha-nirodha 16 上 278 
渴 愛の 滅盡 taijhakkha'ya  (渴 愛の 盡， 愛盡， 愛 

の 盡滅） 25  340,  341 
渴 愛の 箭 tapha-salla  (愛 箭） 11 上 333，  335， 

336;  25 163，  178,  211 
渴愛不 相 應の心 taphSvippayutta-ciUa 

48 上 315*，  351*,  380* 
渴愛を 根本と する、 法 tanhamulaka  dhamma 

(愛拫 法） 〔九 種〕 22 上 76 
〔渴 者が 水 を 望む 譬喩〕 24 131; 25  329 
渴樹羅 khajjuri  〔樹〕 39  390 
渴望 pipasa  (渴， 渴愛） 9 179* 
勝論說 visesika  59 上 10 
滑車 karakataka  4 187, 188 
〔葛 種子の 譬 B|〕 10  32 

葛の 種子 mSluvS-bija  (〜蔓草， 摩 樓迦） 10 
32，  33 

葛樓子 jiraka  (時 蘿， 只 蘭 伽） 〔植， 種〕 59 上 
130 

塌 地羅 khadira  (轲 地羅， 怯 提羅， ァカ シャ， 堅 
木） 〔樹〕 26 124,  437,  474  ；  30  274*  ；  34 116  ； 
36  368  ；  37 120，  283  ；  38  327,  328  ；  39  387, 
402 

ま i 地羅 林の 隸婆 (1^  〔の譬 B|i 經〕 Khadiravaniya 

Revata  26  94 
(l> 褐 ② 褐衣 kambala  (欽 婆羅， 毛布， 毛 衣， 毛 

織物） ① 3  336 ② 3 102， 164  ；  27  235 
褐織 kambali  27 136 


褐色 Qjgocanya 1 384  ；  5 16,  57  %：  pingala 
38  455 

瞎龜 kana-kacchapa 11 下 217 
瞎牛 go-kSpa  8  49，  66 

〔瞎 牛の 譬喩〕 8  49,  66 

①瞎目 ②瞎子 karja  (片 目， 隻眼 者， 眇， 眇 目， 
偏 目， 偏 盲） ① 11 下 217 ② 3 155 

羯 句忖那 Kakusandha  (拘留 孫， 拘樓 孫， 鳩留 
孫, 俱留 孫， 迦鳩 孫陀） iM} 10  74^ 

羯朱 &祇羅 Kajaiiga ほ （迦旦 {加 羅， 迦徵 伽羅） 
〔市〕 34  309 

揭那 愼陳如 KMijukoiKlafifia  'は- KtS 陳如） 
〔比， 神變 をな す〕 63  313 

褐尼迦 ① kapijikara ②. kamkSra  ' 迦尼 割羅， 
牙 も， 黄 花樹） 〔花， 樹〕 ① 11 上 17  ；  22 上 290  ； 
43  157  ；  44  289 ② 7  81 ； 8  340 

羯磨 kamma 1 292,  313  ；  2  59， 199,  24(P， 
242*,  351，  372,  373;  3  87,  88,  93,  215,  216, 
256，  257,  260,  548*，  550,  552,  555*,  591*; 
4  48， 115，  128,  304，  387*  ；  5  35,  68, 198, 
209，  215,  243°,  257,  281，  283,  285°,  307,  308, 
309,  314，  328*，  362*,  370,  371,  377*;  22 上 
306,  309;  64  489  〔二種； 求聽， 單白〕 5 198 
〔四 種； 求聽， 單白， 白 二， 白 四〕 3  215,  377* 
〔四 種； 非法别 衆， 非 法 和合， 如法 別 衆， 如法 和' 
合〕 3  550;  5  215  〔四 種； 如法なる〕 2  241 

〔六 種； 非 法， 別 衆， 和合， 似 法 別 衆， 似 法 和合， 
如法 和合〕 3  552  〔種種〕 3  548*;  5  243°  〔具 
足戒〕 3 162  〔五 種 ft 伽との 關係〕 3  555*  〔病 
比丘の 場合〕 3  215，  216  〔比丘尼よ り 禮を受 
くべ からず〕 5  328*  〔施さるべき 者〕 5  307， 
308  〔解除すべからざる 者〕 5  309 

〔霜 磨と 界〕 5  378 

〔霜 磨と 事〕 5  377 

〔揭 磨と 衆〕 5  378 

〔竭 磨と 唱說〕 '5  378 

〔羯 磨と 白〕 5  378  • 

① 竭磨戒 ②揭 磨儀軌 kamma-vc5ca  f)  60 
192  D  61 399 

竭磨楗 度 Kammakkhandhaka  4 1°  ；  5 192 

謁磨事 kamma-vatthu  5 198 
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力 ッ ー羯， 竭， 合， 必， 蟹， 鐘， 壁， 南， 釜， 紘 鑊， 竈, 神, 髮， 剃， 嚼， 瓶 


竭 磨の 聚 kammanam  samgaho  a  35 り 
掲 磨の 成就 kamma-sampatti  5 199,  362,  364 
謁 磨の 不^    kamma-dosa  5 199,  362,  364 
掲磨標 相 kamma-lakkhana  5  380.  381 
霜 磨 品 Kamma-vagga  5  381 
①竭羅 藍 ？竭邏 藍 1^ 萄剌藍 kalala  羅 
邏， 歌 羅邏， 卵黄， 凝 滑 こ 胎内 五位の 一〕 ① 42 
179  ；  63 14  ；  64  79， 199，  219  f  58  246  D 
59 上 80 

掲陵 { 加 Kalinga      陵 1 ま， 迹陵 {On    X  ：國〕 33 

193, 195  2  〔王： 60 199 
蝎 vicchika  (蠓、 1 85，  254;  3  329: 19 139; 

22 下 247,  248 
揭蛇 siriihsapa  ：: 蛇， J さ 行 類， 爬蟲 類， 頭 匐 者， 蟲 

蛇， 毒蛇， 匍 行， 匍 行者 1 7  4 
蝎明 vicchika-vijja  6 11, 101 
合掌 ；！  anjali  3  9; 18  37;  24 130:  25  328 

② anjali-kamma 〜 次 項 
① 合掌 ② 合掌 業 afijali-kamma  I  4  32，  47, 

248，  380: 18  315，  316，  317；  62 108, 109 ② 

11 下 358  ;  20  387，  388;  24  529,  540,  545 
合掌 せらるべき afijali-kara が ya 11 合掌） 62 

436 

合戰 uyyodhika  (模擬 戰， 演習 2 169*;  5 
32，  66 

必ず addl ほ （碴 か:：: 40  350 

蟹 ① kakkataka  9  405  ； 12  20S  ；  24  518  ;  28 

430*;  31 113*  ;  32  229*;  34  350;  37  47  (2) 

kujira  27  74 
蟹 味 鬼 者 天 宫 Kakkata-rasa-dayaka-vimana 

24  518,  519 
〔蟹の きミ〕 9  405; 12  208 
〔蟹 は 烏と 蛇と を 殺して 恩人 を 救 ふ〕 32  229 
蟹 本 生物 語 Kakkata-ja は ka  〈二 六 七 31 112° 
鐘の Ife 韻 ghantanurava  62  284 
壁 （Dku<lqla  (墙， 塀） 1 318;  2  436;  4 162 

② bhitti 17  431. 432 
壁 均 naga-danta  ',〜 釘） 1 79 
壁材 bhitti-khila 杭） 4  234 
南瓜 ： a ほ bii     お 覆 ，アラー ブー 27  45 ② 

labu  (葫 蘆， 瓠果） 29 103 ③ elaluka  (胡瓜) 


35  288 
签 L—kka  :m: 13  391 
籙 asha 11 上 238; 19  7;  25 119 
鎌首 phaija 頭^, 龍 蓋） 1 246;  63  345 
鑊 kumbhi 大釜， 鼎, 甕， 甌 I  24  254 
竈 J  uddhana  7  382;  24  205，  206  I 

aggitthana  (火 爐、' 4 184  ^  musa  =  ukka. 

17  417，  422 
神 devata 天神， 天女 23  3 
神懸 り deva-panha  6 14, 103 
神神の 王帝釋 Sakka  devarajan  (釋天 王， 天 王 

帝擇， 天 王なる 帝釋天 = 釋提桓 因 1 34  46,  65. 

177，  244 其 他； 37 122,  276;  38 127,  208, 

297,  418;  39  266,  270,  362，  532 
神の 化 作 issara-nimmana  (自在 者の 化 作 ，き 

在天 听變： 17  280，  282 
髮 ① kesa  (毛髮 46  273  〔三十 二 身分の一： 

7  339;  40 11, 225  ;  63  40°,  257°  S  veni 1 

203 

髮飾 sikha-bandha  6  9,  99 

髮の 記念物 kesa-dhatu  、髮舍 利 28 171 

髮 結の 女 kesa-kadka  24  458 

剃刀 X  khura  4  203;  8 161 ； 15  267,  269  ^ 
25 194,  249  D  khura-bhanda  3  437 

弟 ij 刀 斧 vasi-pharasuka  30 166* 

刹 刀 革 肖 khura-kosa  63  45 

剃刀の 刃 khura-dhara  24  255,  268 

〔剃刀の 刃を甞 むる 暨 D 翁〕 24  268 

嚙 むべき もの khadaniya    (橄 食， 嚼食， 硬: 
堅 食、 8 196, 197 

^   Ghato  〔經〕 13  406 

^  〔の 如き〕 睾丸の 人〜 SI 

瓶 D  kumbha  (甕， 瓦 器, 水 水 S '  2  330  ；  7 
161 ； 16 上 173  ； 18 183*  ；  22 下 314  ；  31 265, 
266;  35  252*;  47  425,  426  〔四 種〕 18 183 
1 ghata  (甕， 貧 3  369,  375,  395，  499 ③ 
ghataka  4 197， 198  ®  kolamba  '甕 ） 1 424 
I  varaka  4 187  f  ajhaka  (阿羅 迦， 阿 宅迹， 
升， ァ―ラ 力， アール ハカ） 〔量〕 16 下 306  5、 
Kumbha  〔經： 16 上 173，  223 

释塔 ぷ kumbhassa  thupo  7 161, 162  2 
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瓶, 斷-, 歐， 龜， 整, 鴨, 萱， 粥， 殼， 機， 烏， 鴉 一力 ラス 


kumbha-cetiya  41 361 

艇に喻 ふべき 補特 ィ加羅 kumbhupama 
puggala  (瓶喻 人） 〔四 種〕 18 183 

〔瓶の一 支〕 59 下 340 

〔瓶の 中の ランプの 譬喩〕 28  456 

〔瓶の SbIO 13 122; 16 上 173; 18 183  ；  47  425 

瓶 本 生物 語 Kumbha-jataka  (五一 二、  35  248° 

艇品 Kumbha-vagga  31 264° 

〔瓶 を 覆す 《B|〕 16 上 223;  22 下 314 

① 岡 S の 如き 睾丸の 者 ② ^  〔の 如き〕 睾丸の 人 
kumbhanda  purisa ① 1 178 ② 13  381 

甌 pati  (鉢， 茶碗） 11 下 ：528 

龜 ① kacchapa 1 79; 11 下 215;  25  376;  27 
■53,  74,  94, 105  ；  30 130*，  252，  254*,  297*  ； 
31 145*,  542*  ；  34  276*，  350  ；  37  47，  430  ； 
38  224*，  296,  451 ； 39  393  ；  59 下 265* ② 
kumma  9  262,  263,  264  ； 12 10; 15  279, 
280 ③ Kumma  〔經〕 13  332  ； 15  279 

〔龜と 住所への 愛 著〕 30 130 

〔龜と 二 羽の 鵝鳥〕 30  297 

〔龜と 野 干の 譬喩〕 15  279 

〔龜と 獵師の 譬喩〕 13  333 

〔龜の 五 支〕 59 下 265 

〔龜 の譬 B|〕 12 10 

龜本 生物 語 ① Kacchapa-jataka  (—七 八） 30 
129° ② （ニー 五） 30  297° ③ （二 七三） 31 
145°  (ず Gajakumbha-jStaka  (三 四 五） 31 
541° 

甕 ① kalasa 11 下 173, 177 ② kumbha  (瓶， 
瓦 器， 水瓶, 水 甕） 23 197  ；  24 114 ③ kolamba 
(瓶） 3  369,  375,  395,  499 ④ ghata  (釜， 瓶) 
1 424 

①甕形 ②甕形 夜叉 kumbhaijc^a  (鳩藥荼，鳩 

盤荼， 俱 番陀） 〔夜叉， 鬼〕 ① 27  43,  74,  251 

② 59 下 216 
a 形 夜叉 ① 〜 前項 ② payassa  hari=- 

kumbhanda  28  392 
m    I'  karandava  (家鴨） 24  488  (gi  pi  lava 

(水鳥 1 37 171 
萱 kusa  I 茅 草， 草， 吉祥 草， 拘舍， 拘除， 姑 尸， 孤 

沙， 矩奢） 15  308 


粥 a'lodana  (飯, 乳 魔， 米飯,） 1 % ② 
kanajaka  (糠 飯， 屑米 飯） 7  405,  406 ③ 
kummasa  (酸 粥， 乳 n" お 2 132，  146,  287,  294, 
376  ®payasa  (乳 粥， 乳 魔， 乳 飯） 23 145, 
146;  37  212*  ®  yagu  (乳 麼） 1 438;  2 148， 
204,  298,  409,  486，  502;  3  82,  90, 107,  131， 
143,  237，  353,  387*,  509、  544,  545  ；  5  237  ； 
19  346;  39  68,  70,  71 じ 1 と 報〕 27 116， 117 
〔 五 功德〕 19  346  〔十 功德〕 3  388°  ；  5  237 

粥 汁 thusodaka  (酸 粥， 麩 酒） 9 128,  411 ； 10 
35,  91 

粥 鍋 bilaiiga-thSlika 11 下 208 

粥の 五 { 苞 panca  anisariisa  yaguya 19  346 

粥 分配者 yagu-bhajaka  2  245 

殼 thusa  (扨， 桴） 8 107, 111 

殼の 護摩 thusa-homa  6 11， 101 

機關 〔人形〕 dSru-yanta  64  297,  298 

烏 ① kSka  (鴉, 雄 烏） 1 175  ；  2 196;  3 133, 
204  ；  6  347;  7  341 ； 9  94; 10  259,  260  ； 11 下 
101 ； 13  378*  ；  23  231 ； 28  472*  ；  29  443*， 
475"  30  247*;  31 149%  269"^,  279,  282, 
283  ；  32  230*，  262*,  266*  ；  33 161*,  307*  ； 
39 197，  214,  222 ② dhaiika  (鸦） 25  65  ；  36 
274 ③ vayasa  (鸦） 24  255 ④ Kaka  〔奴 僕〕 
3  486 

烏 豌豆 汁 kulattha-yusa  9  428 

〔烏 群と 王の 料理〕 31 269 

〔烏 群 は 海水 を 干さん とす〕 29  476 

〔烏と 豺の虚 讚〕 31 279，  282 

〔烏の 血 精と 象の 傷〕 29  445 

〔烏の 多 欲と 鴛鴦の 少欲〕 33 161, 307 

〔烏の 二 支〕 59 下 269 

〔烏 は 過 欲に して 醜し〕 33 164,  309 

〔烏 は 時鳥 を 孵化して 殺す〕 31 475 

烏 本 生物 語 KSka-jS は ka ① （一四 〇） 29  443° 
② （一四 六） 29  473° ③ （三 九 五） 32  266° 

m  ®  kaka  (烏， 雄 烏） 3  403,  419，  420; 16 下 
259，  260  ；  20  61 ； 2'2 下 48  ；  24  73,  513  ；  31 
133*  154,  520  ；  32  37,  38， 12C*,  186*  ；  35 
408,  409  ；  36  234,  236,  238,  239  ；  38  89，  90, 
320，  393,  394;  39  333，  415  (2)  dhamka  (烏 > 
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力 ラス  一 fl， 刈， 借， 輕， 彼， 枯， 川， 皮， 河， 革， 瀬， 乾， 画， 瓦 


42  270 ③ vamka  24 101 D  vayasa  (烏） 24 
160;  31 152  D  Kaka  〔經〕 22 下 48 
3 〔鴉と 金翅 鳥の 譬 n|〕  42  270 
ミ 〔瑪と 肉色の 石との 譬 Bfe〕  24 160 

〔鸦と 梟と 仇 散〕 31 133 

〔鴇の 欺瞞と 身の 破滅〕 32 186 

〔鸦の 十 邪法〕 22 下 48 

恭の巢 kaka-kulavaka  39  36,  37 

〔摘の 象 屍 を 貪りて 自滅す る 譬喩〕 36  234 

Cm^Wm~}  22 下 48 

〔鴉 は 孔雀の 出現に て 利益 を 失 ふ〕 31 518 
〔鸦は 鳥類の 卵 や 雞を喰 ひて 殺さる〕 32 187 
〔刈りた る靑 葦の 譬 fJBt'〕 12  211 
① 借りた 品物 ② 借りた る 品 yaci は ka  '、 借 用 

物） ① 36 154 ② 〔譬喩〕 25  414 
輕業 dhovana  =  dhopana  43 173,  350,  390  ； 

44  468 

輕 業師 ① nata  (歌舞^ 者， 樂師， 舞踊 者' 33 
195;  34  332，  333 ② na^aka  (俳優， 演劇 家, 
役者） 30  283，  285 ③ laAghika  (曲 藝師） 27 
90  ；  38  449  ；  59 上 67  ；  59 下 188  3) langhana- 
nataka  29  334 

〔輕 業師と 五本 搶の 藝〕 29  334 

〔輕 業師の 譬喩〕 59 上 67 

彼 有る カミ 故： こ此 有り imasmiih  sati  idam 
hoti  (これ ある 時に かれ あり） 16 下 2S7 

彼 生ずる カミ 故： こ此 生ず imassuppada  idam 
uppajjati( こ れ 生ず る 時に かれ 生ず） 16 下 288 

彼 無き 力 S 故： こ此 無し imasmiih  asati  idarh 
na  hoti  (これ 無き 時に かれな し） 16 下 28S 

彼滅 する 力 S 故. こ此滅 す imassa  nirodha  idam 
nirujjhati  ；： これ 滅 する 時に かれ 滅 す：） 16 下 
288 

枯木 sukkha  kattha  (乾燥せ る 薪） 9  423 

〔枯木と in 火の 臂喩〕 9  423; 11 下 178 

枯葉 pandu-palasa  23  53 

川の 淵 nadi-vidugga 13  290 

皮 ① taca  (皮膚， 外皮， 深 皮， 樹皮, 皮材； 2  299 

〔三十 二 身分の一〕 7  339;  23  2  ；  40 11, 225; 

46  273  ;  63  44。，  258° ② chavi  (皮膚， 表皮) 

3 140 ③ Chavi  〔經〕 13  349 


皮師 asi-kotta=camma-kara  ：: 革 職人） 2  270 
皮作り ratha-k5ra=camma-k5ra    、革 職人) 

12 156, 157 
皮な き 牛 niccamma  gavi 13 143 
〔皮な き 牛の 譬喻， 觸 食；： 13 143;  63  235 
① 皮の 五法② 皮の 五 種 taca-paficaka 1： 62 

227 ② 63  29,  256 
皮 紐 camma-bandha  3  342 
皮 を 破る 蟲 tala-hiraka  63  57 
河 nadi  (川） 2  370 ；  3 196 
河の 流 nadi-sota  23  364 
〔河 を 渡る 人の 譬喩:； 28  29，  31; 41 229 
varatta  (革 綱， 革 紐， 緒' 24  235 
camma-khanda  4 187 
®  upahana i 覆， 履物， 草鞋, 上靴， 12 
396 ② paduka  (履， 履物， 草履） 27  2, 16 
革 履 本 生物 語 Upahana-ja は ka  (二三一） 30 
373° 

革 履 品 Up 吐 ana-vagga  30  373° 

革; 戥人 camma-kara  (〜 皮師， 皮作り） 35  300 

革 綱 varaUa  〈革 緒， 革 紐， 緒） 10  258,  259 

革 紐 ① nandhi  (紐） 24  235 ② varat は ； 革 綱， 
革 緒， 緒） 8  27，  28，  34 ③ varaUa-khaijdha 
(布 片） 9  426  ;  20 135  (|)  varatta-bandha 
11 上 252  ®vedha=vegha 16 上 373 

〔革 紐 もて 頭の 頭巾 を 打つ BJiij ミ〕 9  426; 11 上 
252;  20 135 

獺 udda  L〜 水遛） 31 391*  ；  32  298 

獺 皮 udda-camma  3  329 

〔乾きた る 薪と 鎮木 とよ り 火 を 求む る 饕喩〕 

9  423  ； 11 下 178 
iy ① gCitha-ktipa に 糞坑， 糞壶） 9 122 ② 

vacca-kuti  {MB,  MB, 大 IS 所） 2  26 
〔II の饕 nlO  7  373;  9 122;  24 104 
瓦 kathala  (礫， 砂） 2  52 
瓦籬 itthaka-pakara  (瓦 墙: 2  430 
瓦墙 :X  itthaka-kudda  2  430 ② itthaka- 

pakara  (瓦 雜） 4 185,  188,  214*,  235 
瓦 段 iUhaka-sopSna  4 180, 188, 214,  233，  235 
XW:   itthaka-caya  4 180,  187,  188,  214,  233. 
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冗 床 itthaka-santhara  4 185 
瓦 鉢 mattika-paUa  (泥 鉢， 土製の 鉢） 4 173 
瓦屋 itthaka-chadana  4  237 
甎 it ゆ aka  (瓦， 煉瓦） 〔四 種〕 7  175,  178， 181 
甘 madhura  (蜜の 如き j 16 上 369,  370 
〔甘果 の 種子の 譽喻〕 17  48;  22 下 135 
甘言 者 anuppiya-bhanin  8  246，  247 
(D 甘 鹿 ② 甘蔗 ucchu  (糖蔗 ，氷砂糖） （D1 
424  ；  2  54， 140  ； 17  48  ；  22 下 135  ；  25  94, 
95  ；  26 160  ；  34  30,  32，  33  ；  39  418 ② 1 99  ； 
19 103  ；  24  474,  475,  481， 505  ；  35  288  ；  58 
27 ；  59 上 328  ；  62  51*,  139，  342 
甘蔗 Okkaka ① （懿 摩） 〔王〕 24 112,  113;  26 
42，  61, 71, 74，  91， 94*;  36  281，  284，  290, 
.292，  294,  335，  336;  44  5;  60  22  〔系譜〕 26 
170  ；  60 19*,  160* ② 〔族〕 24  524  ；  27  9，  40， 
47 其 他； 61 67，  415，  458 
せ 庶鬼事 Ucchu-petavatthu  25  94 
甘庶酒 gu!asava  2 174 
甘庶漿 ucchu-rasa  3  431 
—甘 庶天宫 Ucchu- vimSna  24  474,  504 
甘蔗 田 ucchukkheUa  (甘. き、 畑） 4  382  ；  21 202 
〔甘 鹿 田と 茜 黴の 譬 n|i〕  4  382;  21 202  - 
〔甘 鹿 等の 譬 nlO 17  48;  22 下 135 
• 甘庶 の綺璣 ucchu-yanta  (製糖 機） 28  51 ； 41 
242 

： 〔甘蔗の 施と その 果〕 24  474,  475,  505 

甘 庶の林 ucchu-vana  25  94 

-甘庶 畑 ucchu-kheUa  (甘蔗 田） 29 153 

甘庶捧 ucchu-kap が ka  27 147 

甘草 ① madhuka  (蜜果 ，末 頭迦， 末 度迦） 29 

158, 159 ② latthi-madhu  27  2 
甘味 Dassada  (味， 樂味, 甞味， 愛 味， 快味, 味 

著， 福， 美味） 15 12*,  323,  324 ② rasa  (味; 

23  48 

甘味に よ りて Assadena  〔經〕 15 15, 16 
- 甘露 ① amata  (. 不死， 不滅， 無 滅= 涅槃: i  3 10, 
12  ； 10  351 ； 14  3; 16 上 92  ；  20  36，  39,  227, 
■228,  292-*  ；  21 270,  275  ；  22 下 151,  200，  201 ； 
23  81; 24  74,  83,  239;  25 113，  151，  153, 
.157,  250,  416  ；  27  22  ；  37  495  ；  59 下 50，  85, 


173，  194,  195，  219;  64  368,  382,  415,  460*, 
482  '② ojavant  25  344  ：3)  Amataiii 〔經〕 
16 上 92 

甘露 〔法〕 雨 ama は- vuUhi  27  306 

甘露 界 ama は- dhatu  (不死 界， 不死の:!!"^' 10 

237,  238;  20 105 
甘露 食 sudhanna  25 132 
甘露 水 madhu-paniya  39 109 
甘露 店 〔佛 の〕 ama ほ paija  59 下 194 
甘露に 達する の 道 amatagami  magga  '不？ E 

に 赴く 道） 16 上 92 
甘露の 池 ama は- tala  41 221 
甘露 （涅槃） の果 amatapphala  24  28 
甘露の 語 ama ほ vScS 12  327  ；  24 163 
甘露の 鼓 ① amata-dudrabhi  57  370  (2) 

amata-dundubhi  3 15;  9  307 ③ amata- 

bheri  (不タ E の 鼓， 不死の 法 鼓） 41 261 
① 甘露の 道 ② 甘露の 道 足 amata-pada ぼ 死 

句， 不死の 道， 不死なる 道， 不死なる 法, 不死の 

域， 不死の 處， 無死の 道） （1)25  281,  360,  386 

② 12  370 

甘露の 門 ① amata-dvara  ： 不死 の I ヽ 不死の 

扉， 不死の 門， 不死への 門） 9  302，  304，  394; 

10 106  ；  22 下 328  '2)  amatassa  dvaro  6  409  ； 

12  236,  237 
甘露 飯 Amitodana  〔王〕 60  22,  65, 161 
甘露 味 を 施し ama は ssa  data  (不死の 施與 者， 

不死 を與 ふる 者） 15 154 
奸計 visevi は （歪曲） 9  405 
奸詐 ① nikati  (詐欺， 詐術, 騙詐， 虚 (i|， 偽瞞） 

9  323,  466  ； 10  96 ② sa^ha  (諂 者， 餡侫， 詐 

証， 欺譎 者， 幻爲， 狡猾） 9  48，  49,  278; 11 上 

127, 172 
奸邪 kudda-kuta  35  40(P 
々干智 nikati-panna  28  433 
完 〔色〕 nipphanna  〔- rupa〕  64  27,  29,  250; 

65  (II)  53 

完成 者 ① nipuija  (聰慧 者， 聰敏， 能 察, 错智， 
巧妙， 徵妙, 怜悧） 19 160  t'  su^ata  (善 逝， 善 
逝 者） 17  355 

完成 〔の 域〕： こ 達し siddhippaua  28 18;  41 
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完全 （Dkevala  (獨存 ） 12'  243,  244 ② 

vyosita 11 上 98 
完全 者 （Dkevalin  (獨存 ，獨存 者， 純一） 11 上 

191; 24  339,  343;  43  51, 73 ② vyat は （聰 

明，. せ 能 者， 堪能 者， 明白） 8 157* 
完全 知 afifia   (完 全智， 究竟 智， 正智， 開悟， 了 

悟， 了知， 巳 知， 解慧） 43  91 
完 全智 ① anna    (完全 知， 究竟 知， 正智， 開悟, 

了知， 了 悟， 了解， 已知， 解慧） 13 175，  176; 

59 上 398;  59 下 192 ② sammad-afifiS  8 101, 

118 

完 美本 生物 語 Samiddhi-jS は ka  (—六 七） 30 
88° 

完了    pariyosSna  (究竟， 滅度' 5  243 

旱魃 avuUhi  23  317,  318 

〔旱魃 降雨 等の 譬 n|0  23  317 

①肝 ②肝贜 yakana  〔三十 二 身分の 一〕 ① 

40 11, 225 ② 7  339  ；  23  2  ；  46  273  ；  63  53°, 

62,  262° 

肝臓 ① yaka-pela  24  72  (2,  yakana 〜前項 

〔面 蓋 相 合する 響 It 〕  41 138 

坩堝 ukka-mukha  (熔 爐， 熔 鑛爐） 9  58 

官職 raja-porisa  (王 臣， 王事' 6 199 

官人 kammika  2  206 

看護 Upatthana  〔經〕 12'  343 

① 看護 者 D 看護人 upatthSka  (侍者， 奉 侍 

者, 侍樊， 常 侍） （1) 15  93  ； 19  264 ② 17 195, 

196;  47  398 
看 索 ocaraka  (偵察 者） 1 85 
看守 oni-rakkha 1 86 
看病 upatthapana  2  470 

① 看病 〔者〕 ② 看病 者 ③ 看病人 
gilanupatthaka ① 17  37 ② 3  254，  257, 
261,  262,  263,  527,  528，  529，  530;  42  327; 
43 182  ® 19  200;  31 385  〔適不適， 五分 具 
足〕 3  527，  528; 19  201 

① 看病 者 食 ② 看病人の 食物 

Silanupatthaka-bhalta ば、 62 131 ② 34  316 
看病 比丘 gilanupatthaka  [-bhikkhu] 

3  509*,  513 


冠 ある 鳥 sikhin  (孔雀） お 295,  301 

冠 子 uphisa  (肉 髻， 王冠） 6  9,  99 

該の相 paduttha  lakkhana  37 199* 

^通 者 aticSrin  (犯し 行 ふ） 2  363 

姦夫 para-darika  (不義 者） 1 178 

姦婦 1 aticanni 1 179; 13  383;  25  50 ② 

papa-dhamma  33 178 
宦官 vassavara  39  319 
淀 衣 者 rajaka  (洗濯 者， 洗濯 人, 漂白 者， 染ェ， 

染絲者 1 14  206 
淀 洗 dhovana  (洗 據） 5  297 
貫通 慧 〔者〕 nibbedhika-pafifia  (决慧 者， 擇慧 

者， 決擇慧 者， 徹する 智慧 者， 透徹す る 智慧 者 > 

12 108,  330 
勘忍 titikkha  (隱 忍） 12  280 
乾 痛 sosa  (肺病） 3 120;  4  403  ；  22 上 355. 
乾 病 〔者〕 sosika  (肺 患者， 肺病 者） 3 159 
〔乾草に 火の 付く 響 [1〕 33  235 
乾草の 炬 tiijukkS  (草 炬， 藁の 炬火） 9  234  ? 

10 125 

乾草の 炬の Hi;  tinukkupama  (草炬 の dfll 草炬 
の 如く）  9  239，  240 

〔乾草の 炬の BJit〕 10 125°  ； 19 134;  42  9  ；  44 
464  - 

乾燥せ る 薪 sukkha  kattha  (枯木） 11 下 178; 

乾 地 thala  (陸, 陸地, 高地） 36  246 

乾肉 vallQra  30  412 

乾麥 sukkha  yava  (馬 麥） 59 上 368 

乾飯 sukkha  kura  2 137 

乾 糞 sukkha  gutha  7  ^9/ 

喊聲 ussadana  (稱譽 ） 19 123*  ；  47  458* 

堪任 kammanna ② kammaniya  (適業，. 
事業に 堪ふ） ① 21 296,  297  ；  22 上 110 ② 9 
33，  34,  212,  213，  325*,  432，  433,  434,  481, 
482，  483; 10  98，  99，  371，  372; 16 下 139; 
17  7 

堪任心 kalla-citta  (從順 心） 3  28,  29，  32，  320, 

396;  4  240;  21 49,  82，  87 
堪 任なら ず akammafifia  (堪 ゆる こと 無し） 

21 294 

堪忍 1 khanti  (忍， 忍 辱， 忍耐） 12  374; 18. 
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202;  30  352;  31 375;  36  48*;  45 13,  337° 

② satacca  (不 拔， 堅忍， 'E 常） 8  317，  318 
堪忍 行 kham§  patipada  〔四 行の一〕 8  307; 

18  267。，  269° 
堪忍 宗 khanti-vSdin  31 371* 
堪忍 宗本 生物 語 KhantivSdi-jataka  (忍 厚 主 

義本生 話） （三 一三） 31 369°  ；  32  40 
堪忍と 可樂 khanti  ca  soraccan  ca  (忍 辱柔 

和） 8  292; 17 153 
堪忍 波羅蜜 khanti-pSrami    (忍 波羅蜜） 28 

44,  98， 166;  41 239 

堪忍 禮讚者 本 生物 語 Khantivannana-jatak^ 

に 二 五） 30  351° 
寒 ① sita  (寒冷， 寒氣， 冷） 2  205,  518  ；  3 132; 

4  227,  251 ； 9 13， 14  f  Sitam  〔經〕 14  414 
寒 雲 天 sita-valahaka  deva 14  411* 
寒季 hemanta  (冬季） 5  206 
寒氣 sita  (寒， 寒冷， 冷 ） 3  5 
寒 時 ① sita-kala  2  413;  3  86;  4  321， 335 

② hemantika-kala  2  61 
寒 林 Sitavana  (尸陀 林， シータ 林） 4  238，  239; 

7  90; 12  367,  369; 15  64;  20 128,  130;  25 

217  ；  29  6,  8 
'寒 林 注 者 Si は vaniya  (= 三 浮陀） 〔比〕 25 109 
寒冷 sha  (寒， 寒氣， 冷） 3  273;  43  369;  62 

56;  64  411,  415，  416 
敢行 ussSha  (勇, 勇健， 勇猛， 勉勵) 10  306 
棺架 sosanika  4  229 

桿堆 pa ほ la-pufija  (藁 を 積める 處， 藁 積， 藁堆, 

藁 場， 稻稈 積， 穰 積處） 18  366;  47  448 
閑 居 者 pavivitta  (遠 離 者， 遠 離處， 獨居 者， 孤 

獨 行者） 21 109,  110,  114， 115 
<!) 閑寂 ②閑靜 paviveka  (遠 離， 離， 獨居， 間 

居， 孤獨， 寂靜） （T)  4  385，  386 ② 21 204,  205 
. 閑靜 vupakasa  '遠 離） 〔二種； 身心〕 21 4，  7 
W 靜處 ① arafifia  ( 阿 練 若， 阿 蘭 若， 閑 林， 空 閑， 

空 閑處， 林野， 林， 曠野， 僻遠の 地） 46  346,  357° 

② raho  (祕密 ） 13  418，  419 
閑 林 arafifia  ( 阿 練 若， 阿 蘭 若， 閑 靜處， 林野， 森 

林， 叢林， 林 中， 園 林， 空 閑， 曠野， 僻遠の 地） 9 

130,  324,  467,  476 


閑 林 は 者 Srafifiaka  (阿 練 若 法 者， 阿 |H 若 由 者, 

林 者， 森林 住 者， 住 林 者， 林に 住し） 9  45,  46 
閑 林の 靜居 aranna  vanapattha  9  24'^ 
間隔 食 者 pariyaya-bhatta  (定期 食 者） 36  209 
間 居 paviveka  (遠 離， 離， 獨居， 閱 寂， 閑靜， 孤 

獨, 寂靜） 11 上 355 
間 11 ① cara-purisa  (密偵） 62  242 ② sucaka 

(兩 舌惡ロ 者） 13  381 DSOcako  〔經〕 13  381 
感恩 ① katavedin   (感謝， 恩に 感ずる 人 i 18 

398,  401 ； 19  332 まノ  katavedila  (報恩 ' 18 

398，  401 

① 感慨 深い 偈 ② 感語③ 感歎の m  udana 
(感興 語， 優 陀那， 自設） ① 33  380  .0,117  102; 
19  330 ③ 36  225 

① 感興 語 ② 感興の 語 ③ 感興 ④ 感興の 歌 
感興の 詩 ⑥ 感興 偈 ⑦ 感興の 偈 udana 
(感激の 語， 感語， 感歎の 偈， 感慨 深い 偈， 歡喜 
語， 歡喜 fgl 優 陀那， 自說， 自渴, 無 問 自說， 句經, 
① 7 183;  9  244*,  319; 10  351 〔九分 敎の 一〕 
9  244 ② 6  73，  77  ；  23  354  ；  36  251 3)  32 
111 ； 33  269;  34  258;  37  447，  452  4)30 
236;  32  416,  417  5  34  35 ソ， 360  6  33 12, 
19,  20,  40,  46*  ,7,'  30  431 

感謝 katavedin  (感 恩， 知恩感 恩， 恩: こ 感ずる 
人） 13  400,  401 

感受 vedayi1;a  (覺受 ） 59 上 124 

感歎に 堪 へたり abhikkan は m  (偉なる 哉， 妙 
なる 哉, 奇なる 哉， 希有な り， 最勝 なり， 殊勝 な 
る 哉， いと も 優れたる 哉， 甚奇 なり） 7  403 

感動 （Dpatigha  (瞋， 瞋恚， 瞋恨， 恚， 恚逆） 10 
219 ② samvega  (愧懼 ，厭 背， 厭離 心， 憂） 25 
211 

感冒 pin5sa  (外 鼻 病） 22 上 355 
幹 味 khandha-rasa  64  20 
慣行 戒 Scara-sna  62  33 
慣習 認容 aciijija-kappa  (常 法淨） 65  (I)  44 
① 慣用語 ② 慣例 vohSra  (名 稱， 通稱， 言說， 
語 業） ,1) 59 下 201 ② 12  20,  21 

漢陀羅 草 hin ほ la  3  336 
① 管齋者 ② 管齋人 bhattuddesaka  (監食 者， 
差 次 食 人， 差 次 請 食 人, 差遣 請 食 人） ① 28  239, 
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252 ② 19  381， 382 
①管淨 人 ②管園 林 人 arSmika-pesaka  1  5 

343 ② 19  384 
m    Pujavaka  〔經〕 （一) 一 (六） 16 上 338 
瞰食 r  khadaniya  (硬 食， 嚼食， 堅 食， 嚙 むべ 

きもの） 1 95;  3 131; 43 180° 1 bhatta 

(食, 食物， 食事, 飯， 米飯, 請 食、 3  544,  545 ③ 

bhojana  (食， 食物） 9  412  〔五 種〕 5  320 ④ 

bhojaniya  (軟 食， 食 ふべき もの） 1 145;  2 

132%  134，  136，  138，  146°,  148,  502;  3  79*; 

5  64; 17  452，  453 
嚼食： こ 於け る 不知 量 bhojane  amattannuta 

(食 不知 量， 食に 於け る 不知 量， 食の 量 を 知ら 

ず， 食の 量 を 計らざる） 47  62，  83° 
橄想 pu!avaka-safifia   (蟲瞰 想， 蟲啖 想， 蟲聚 

想 16 上 338 
寛 費す S    pannaha-mada  47  61 
緩涂者 a は ramSna 11 下 327 
監獄 bandhanSgSra  (牢獄, 獄， 獄舍） 1 254 
監視 purisa-gutti 1 76 
監食者 bhattuddesaka 典 座， 管齋 者， 管齋 人， 

差 次 食 人， 差 次 請 食 人, 差遣 請 食 人 63  324 
監沙彌 人 samapera-pesaka  '使 沙彌人 i 

5  343  ； 19  384，  385 
監蹄大 ithidhi3^akha-mahamata, 

ithijhakha-mahamata,  istridhiyaksa- 

mahamatra,  istnjaksa-mahamatra 

65  (III)  28 

諌誨者 codaka  (呵責 者， 呵責 人， fe; 責者' 19 
272 

諫誨 する it 丘 codaka  bhikkhu  (呵責 比丘， 難 
詰 比丘， 叱責す る 比丘， 徵問 する 比丘 19  274, 
275，  276 

諫誨 せられた る 比丘 cudi1:a  bhikkhu 19  273, 
275 

諫吿 samanubhasana  5  37,  55,  56 
諫吿す samanubhasati 1 290*,  295*  ；  2  382， 
476 

諌吿 等 起 samanubhasana-samutthana  5 150 
艱難 apad§  (災禍， 災害， 事故 18  328,  330 
驛馬 khalaiika  (未 調馬） 25  281 


〔驛 馬の 譬 n 翁〕 25  281 

簡易 生活 者 lahuka-Yuttin  59 下 205 

簡潔 bindu  (充満' 〔八 音の一： 7  240 

簡揮， 簡别 〜ケン 

簡約 Sariikhitta  〔經： 15  88 

g    dandaka  (手 杖' 36  32 

關節 sandhi  63  67,  272  ： 百 八十〕 62  365 

(X 關節滑 液 S 關節液 lasika  (黄水, 髓） 〔三十 

二 身分の一〕 ぼ 23  2;  24  72  ；  63  67°,  272  > 

7  339 

關を拔 けり ukkhiua-paligha 19 115, 117 
m ① lopa  (鹽 20  362，  366  % lonika 16 上 
369,  370 

解 味 loija-rasa  21 65,  68，  75,  78;  23 171, 
174 

勸！^ 者 ovSdaka  (敎誡 者） 9  267 
勸請 （T  ajjhesana  3 11， 12 ② AyScana  〔經〕 ： 
12  234 

勸導者 X;samadape1;ar  (導 者， 督勵者 j 19 

300* ② samSdapaka 〜次 項 
① 勸導者 ② 勸導 し ③ 勸發者 samadapaka 

①  16 上 385  ®  22 下 57 ③ 9  267 
勸發す sam5dapeti  、訓誡す） 9  316* 
灌截者 nettika  '集 ェ， 治水 者） 11 上 141 
灌截路 matikS  (水路） 59 下 343 

灌頂 ① abhiseka  (卽 位灌 頂， 卽位 式） 32 143. 

②  abhisecana  25 133，  263  (3)  abhisitta 1 
70 ④ muddhSbhisit は （灌 頂卽 位， 卽位灌 頂) 
37  322,  405，  504  ®  s ほ cana  (灌頂 式） 34  44, 
331, 375  ；  35 191, 193 

灌頂 〔衣〕 abhisekika  62 124, 125 

灌頂王 muddhavasitta-raja  (；' 尧頭 王） 7 166,. 

168*; 11 上 162，  201 ； 11 下 160,  221,  222  ; 

12 168，  169; 14  226*  ； 19 104,  106,  211; 20. 

31 〔五 支 成就〕 19  211 
灌頂 王の 長子 muddhSvasittassa  jettho 

putto  〔五 支 成就〕 19  213,  215 
〔灌頂 王の 長子の 警 18 152; 19  213，  215 
〔灌頂 王の ITb き,： 6 104; 19  211 
灌頂式 sificana  ：灌頃 33 151, 400 
灌頂祝 典說明 Abhisekamaiiga ほ dicHpana 
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灌， 鏢， 歡， 觀ー カン 


〔章〕 61 472 

①灌 頂す 'き灌 K 卽 位す abhisificati  (灌頂 
の 式 をな す， 灌 頂を受 く） ① 38  70，  211 ② 39 
276,  536 

①灌頂 もる 王族の 王 ②灌頂 y: られ たる 王族 

raja  khattiyo  muddhavasitto  (刹 帝 利灌頂 
王） ① 9  399，  400  ® 10  93，  201 
灌頂卽 位 muddhSvasiUa  (灌 頂， 卽位灌 頂） 6 
104,  247 

灌頂八 年 atha-vasabhisita,  atha-vasa- 

abhisita  65  (III)  30 
灌頂十 年 dasa-varsabhisita,  dasa- 

vasabhisita,  dasa-vasabhisita  65  (III) 19 
灌頂 十二 年 dbadasa-vasabhisita, 

duvadasa-vasabhisita,  badaya- 

vasabhisita,  duvada^a-vasabhisita 

65  (III)  5，  9，  59，  92 
灌頂 十三 年 traidasa-vasabhisita, 

tedasa-vasabhisita,  tedasa-vasabhisita, 

tredasa-vasabhisita  65  (III) 12 
灌頂 十四 年 codasa-vasabhisita  65  (III)  77 
灌頂 十九 年 ekunavisati-vasabhisita 

65  (III)  93 
灌頂 二十 年 visati-vasabhisita 

65  (III)  76,  77 
灌頂 二十 六 年 saduvisati-vasabhisita 

65  (III)  48，  52，  57,  58,  60 
灌頂 二十 七 年 satavisati-vasabhisita 

65  (III)  65 

①灌 頂の 式 をな す ②灌頂 を受く  abhismcati 
(灌 頂す， 灌頂卽 位す） d  39  42 ② 3  67 

灌 頂の 水 abhiseka-udaka  35  7 

灌腸 vatthi-kamma  3  380 

灌鼻 natthu-kamma  3  361 

灌鼻筒 natthu-kara が 3  361 

鐶得婦 obhata-cumba は 1 236* 

歡悅 ri'piti  ' 喜, 歡喜） 15 125， 126 ② 
pamudita  22 下 304，  309,  310  (3)  pamujja 
(勝 喜， 歡喜， 悅， 喜樂， 欣， 愉悅） 22 上 196=^ 
22 下 276"^ 

歡悅 によ り て Abhinandena  〔經〕 15  22,  23 


歡暮 0  pamujja  (勝 喜， 歡悅， 悅， 喜樂， 欣， 愉 
悅） 9  57  ； 11 上 269 ② pm  (喜， 歡悅） 6  280  ； 
16 下 303,  304 ③ somanassa  (喜 ） 7  328* ④ 
ubbilla 11 下 202*  (§,'  Nanda  (雖陀 ） 〔王〕 25 
60 ⑥ （難 陀） 〔天〕 8 197  @  Nanda  = 
Nandana  (難 陀） 〔園， 林〕 24  453,  465，  466, 
469,  475，  494，  506,  526,  540,  542;  60  48 ⑧ 
Nandana= Nanda  (難 陀， 難 陀那， 喜 林） 〔園, 
林〕 10  345，  346  ； 12  7,  347  ； 16 下 220  ；  25 
57,  63;  27  409，  423;  39 116;  63  405 ⑨' 
Abhinandanam  〔經〕 14  49 ⑩ 
Abhinandamano  〔經〕 14 19  ©  Nandana 
〔經〕 12 183 

歡喜園 Nandana  〔經〕 12  7 

歡喜 園天宮 Nandana-vimSna  24  538 

歡喜園 品 Nandana-vagga 12  7° 

①歡喜 語 ②歡喜 偶 udana  (感興 語， 優 陀那， 
自說， 無 問 自說） ① 12  38*,  140,  274 ② 12 
28* 

歡喜心 udagga-citta  (欣悅 心） 3  28,  29,  32， 
320,  396  ；  4  240;  21 49，  82,  87 

歡 喜せ しむ sampahamseti  '喜ば しむ） 9  316* 

歡喜満 Nandivisala  〔牛〕 2  7 

歡喜満 牛 本 生物 語 Nandivisaia-jStaka  (二八） 
28  368°  ；  29  226  ；  〔2  7〕 

歡喜囿 Nandana-uyySna  (難 陀圜 = 大歡喜 林） 
60  83，  90，  92 

歡受 容認 nijjhana-khanti  (意見の 歡受 認容， 
見審諦 忍， 見 歡受） 15  221* 

觀 ① vipassana  (昆鉢 舍那， 觀慧， 觀行， 觀察 
智， 觀念 三昧， 觀 念の 修行， 觀法， 內觀, 正觀） 9 
373,  378 ； 16 上 83 ； 18  246 ；  42  312  ；  45 13， 
24°,  96,  340°  ；  62  8, 177，  194,  227,  450;  63 
26， 119*,  188，  316,  321,  325;  64  5，  7， 11, 
430,  445,  483 ② vimamsa  (觀 慧， 觀定， 思惟， 
思 察， 思量， 自試， 審察， 推量） 46  312°,  317; 
62 180 

觀慧 vipassana-panna  62  7  ；  64  8 
觀慧 ある 〔者〕 vimamsin  (審察 家， 思量 家） 43 
46 

觀慧者 vipassin  24 130 
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カン ー觀， 罐， 鏞 


觀義 atthupaparikkha 義 の 研 求） 22 下 19* 
觀行 ① yoga  (瑜慨 冥想， 修習， 祈禱） 20  201 ； 

47  26 ② vipassana  (觀， 毘鉢 舍那） 9  50 
觀 行者 yogavacara  (瑜 f 加 行者） 40  360;  58 

183 

觀 劇 vislika-dassana 16 下 409  ；  21 143,  145, 

146,  152，  153，  159，  160, 168  ；  22 下 30  ；  23  2 
觀見 Samanupassana  〔經〕 14  72 
觀業處 vipassana-kammatthana  60  2  ；  63 

31 ； 65  (II)  82° 
觀業 〔處修 習〕 者 vipassana-kammika  62  258 
觀察 paccavekkhaija  22 下 32;  62  293,  305; 

63  97, 112% 113  〔二種〕 62  79  〔十九 種〕 64 

436 

觀察因 想 paccavekkhana-nimitta  '、觀 翻， 

相觀 察） 40  79 
觀察 自在 paccavekkhana-vasin  40 164,  loo  ； 

62  308°  ；  64  485;  65  (II)  81 
觀察淨 paccavekkhana-suddhi  62  80° 
觀察相 paccavekkhai?§-nimit は （相觀 察， 觀 

察 因 相） 47  41 
觀察 〔速 行〕 paccavekkhana に javana:  65 

(II)  35 

觀察 他心 祌變 adesana-patihariya  (JS 心 示 導， 

記 心神 變， 記 祌變， 知 他心 神變） 〔三 神變の 

一〕 6  302，  304 

觀察智 ① paccavekkhana-nana  47  41 ； 57 
383,  384  ;  59 下 199;  62  28，  427;  65(11)  84， 
86  〔十九 種〕 63 113 1) paccavekkhane 
nanam  40  2， 121°* ③ vipassanS  (觀， 毘鉢 
舍那） 28  241 

①觀三 摩 地 勤行 成就の 神 足 ②觀三 摩 地 勝行戎 
就 神 足 vimarhsasamadhi- 
padhanasankhara-samannagata 
iddhipada  、思惟 三昧 地 勤行 成就 神 足 =觀 神 
足） ① 16 下 99* ② 46  308 

① 觀捨 ② 觀の捨 vipassanupekkha 
① 62  317*,  318° さ 64  368 

觀 生滅智 udayabbayanupassane  nanarii に 生 
滅^ 觀智） 40 1, 90°* 

觀 證用 vipassana-javana  、觀速 行） 51 437 


觀神足 viniaihsiddhipada  46  319°  ；  64  441 
① 觀隨染 ® 觀の 隨煩惱 vipassanupakkilesa 

〔十 種〕 ① 64  363°  ；  65  (11)  83  %  63 113 
觀相者 nemiUa  (占 相 者） 19  336 
觀滑上 vimamsSdhipati  (思惟 if 上） 45  81*, 

103, 162  ；  46  312,  415*  ；  50  3，  503 
觀智 ：D  vipassanS-fiaija  (正 の智） 62  319， 

400  ；  63  26,  87  ；  64  2，  361,  376，  405  ；  65  (II) 

82 ② anupassana-nana  ('隨 觀智、 40  90 
觀念 abhoga 思惟， 功 用、 58  47，  48,  52，  89*, 

120,  143, 153 其 他 
觀念家 vipassaka  61 534 
觀念 三昧 vipassanS  (： 觀， 毘鉢舍 f;;:)  30 151 
觀念 f 多 行 kammatthSna  (業 處， 觀法， 修行の 

具， 禪 定法' 31 364 
觀 念の 修行 vipassafia  (觀， 毘鉢 舍那） 33  373* 
觀 念の 對 象 arammana  (所 緣' 33  385 
觀 念の 豫備 修行 kasipa-parikamma  (遍の 準 

備定， 觀法， 一切 入豫 修法， 遍處 ：觀 法〕 の豫 蒲 

修行） 30  387  ；  31 9,  324,  558 
觀 （毘鉢 舍那） の 相 vipassanS-nimitta 

43 163,  316  ；  44  295 
〔觀 農務 時の 禪定〕 28 122;  59 下 128 
觀法 r'kammaUhana  (業 處， 觀念 修行、 36 

153  (D  kasina-parikamma  ！ 遍の 準備 定， 觀 

念の 豫備 修行， 一切 入豫 修法' 36  37 ③ 

vipassana  (觀， 毘鉢 舍耶） 32  50,  51 
觀覽處 samajja  (觀世 物， 祭會ク 8  240,  241, 247 
觀カ vipassana-bala  正觀 力:！  64  484° 
觀路 vipassanS-vithi  64  437，  438 
觀を 先行と する 聖道 vipassana-pubbaiigama 

ariya-magga  42  313 
罐 kamapc^alu  (水瓶 >  22' 下 208,  209 
罐鼓〜 鍾鼓 ②③ 

鐘 鼓 CDtipava  (技 鼓） 18  207; 19  219，  223, 
226 ② dundubhi 〜 5^ 項 ③ dendima 〜 次 
次 項 

① 鑌鼓 D 罐鼓 dundubhi i 27 138  2)  59 下 
211, 219 

①鐘鼓 ②罐鼓 deij(^ima  、銅鑼, 鐃鈸， 小 鼓， 手 
鼓〜 ティン ディマ） 1 6 117， 118 ま 38  326, 
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448;  39  239 
元金 mQla  (代 價） 6 107 
岩 墮 sindhava  [lona]  3  357;  5  201 
岩石 si ほ （石， 岩, 寶石， 璧石） 11 上 332 
玩具 ① kilanaka  25  398 ② kila-bhandaka 

37  360 

玩具 鋤 vaiikaka  (鋤 遊び， 鋤戯， 小 鋤） 43 190  ； 
44  412 

玩具 析 pat ほ! haka  (析戯 ，析 遊び， 升 遊び） 43 

190;  44  412 
玩具 弓 dhanuka  (小 弓， 弓戯， 弓 遊び） 43 190 ； 

44  412 

眼, 眼界， 眼 骨， 眼拫, 眼識 等 〜ゲン 

服 科 sa ほ kiya  43 194，  256 

眼窠 akkhi-ktipa  9 132，  134,  429  ；  63  50 

① 眼疾 ② 眼病 cakkhu-roga ① 3  359  ；  4 

165 ② 22 上 355 
服藥 afijana  (安 闍那， 安 繕那， 點 眼藥， 眼の 塗 

料， 塗 眼膏， 塗 眼藥， 塗藥， 塗料） 4 173  ；  6 14, 

104;  65  (I)  94 
雁 kadamba  37 171 

頭强 thaddha  (强 情， 頑迷 者， 片意地, 傲岸， 傲 

頭， 傲强， 傲慢） 18  48;  23  272 
頭 固 ① khila  (蕪 心， 荒野, 栽， 礙） 24  7 ② 

palasa  (f 謹， 惱害） 11 上 315 
〔頭 固なる 比丘〕 28  495 
頭 固の 見 diUhi-pa! お a 17 123， 124 
頭 迷 thambha  (强 情， 傲， 傲慢， 剛情） 9  23，  56 
頭 迷 者 thaddha  (强 情， 頭强， 片意地， 傲岸， 傲 

頭， 傲强， 傲慢） 9  67,  70，  73 
癌 gaijda  (癰， 癰病， 腫物， 瘡， 膿 腫） 10  237， 

238,  337 

顔色 vanna  (色， 容色， 色 光， 顯色） 8  95  ； 11 下 


元， 岩， 玩， 眼， 雁， 頑， 癌， 顔， 願， 厳， 鉋， r.j 一力 ンスキ 
183, 184 

① 顔色 光澤 ②顏 色よ く  pasanna- 
mukhavanna  (i) 1 146, 186  ；  2  39 ② 1 29 

〔顔色 美 を if す戒 具足 者〕 8  95 

顏貌 憔悴 dubbappa  (醜 陋， 醜. 惡， 惡色， 魔 色 無 
し） 1 29， 146, 185  ；  2  39 

顏貌 端麗 abhirupo  dassanlyo  pasadiko 
2  369 

顔料 ① mukha-cunnaka  6  9,  99  D  rajana- 

nipakka  3  358 
頋 ① paijidhi  (誓願' 13  227  ； 17  47  ；  24  311 ； 
58  47,  48,  52,  90*,  120, 145 其他② 
Akankha  〔經〕 22 下 26 
願經 Akaiikheyya-sutta  9  50° 
願望 おさ （望， 希望， 意欲） 11 下 168* 
願望 品 Amisa-vagga  29 1° 
願 品 Akankha-vagga  22 下 26,  31 
願 を かける santi-kamma  6 14， 104 
巖窟 ① kandara  (洞窟， 洞穴， 窟， 石窟， 石室, 
溪谷， 瀧， 谿， 峽谷） 8  61 ®  giri-guha  (山 窟, 
山 洞， 山峽， 山 龕， 洞穴） 6 106 
鉋 lekhaiji 18  351， 352 
m ① agga!a  (橫木 i 22 上 295  % 
aggala-phalaka 11 下 107 ③ aggala-vatti 
4 184，  185，  215,  228，  236 ④ niragga!a  (無 
遮會， 無 障礙， 無 鎖鑰） 23  266 ⑤ kapisisa  (木 
栓） 7 128  ®  paligha  (閂 門， 閂栓， 關, 鐵捧) 
24  235 ⑦ langi 9  261,  263,  264 ⑧ 
suci-ghatika  (針 模） 23 169 
①問門 ②閃栓 paligha  (閃， 閥，鐵 棒） ① 4 

236 ② 12  37 
P -お 敲く    agga!aih  akoteti  6 134 
P -ョを 除き し 者 niragga!a  (戸 を 外せ り ） 9  256° 
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キーラー キ 


キキ Kikin    (| 乞 里 計〜 次 項） 〔王， 佛の 前生〕 

39  265  ；  41 351 
キキ— Kikin  (fg 里 計， 汲毘， 頰 1$ 〜前項） 

〔王〕 6  368; 11 上 65;  27  320 
キク マー ラ Kikumara  〔人〕 27  92 
キサ ーゴー タミー Kisa-Gotami ① （吉 離舍瞿 

曇彌， 翅舍 'I '喬答 彌， 翅舍瞿 曇彌， 枳薩 愼答彌 > 
〔尼〕 12  221 ； 17  36;  25  373  ；  27  408  %  〔テ 
ィ ッサ 沸の 信女〕 41 319 ③ 〔プ ッサ佛 の妃〕 
41 322 

キサ. サン キッ チヤ;" Kisa-Saiikicca  〔苦行者， 

外〕 9  411 ； 10  374  ；  20 140 
キサラ ャフ' 一 ヂャカ KisalayapGjaka  〔上 匕 丘 

の譬 Hi 經〕 26  341 
キサ ヴッ チヤ Kisavaccha  〔仙， 行者〕 33  69 ； 

36  37，  38，  40-^,  51， 58，  60,  263  ；  38  78 
キータ  一 Kita  (IR 吒） =Kk§giri  〔山〕 10 

295;  31 191 
キ タカ Khkaka  〔比〕 25 135， 156 
キ ター ギリ Kitagiri け只吒 山， 雞咤 山） 〔邑 J 1 

302;  4 14,  261 
キ一 ター ギリ. スッ タンタ KitSgiri-sut は nta 

(枳吒 山 邑經） 10  295° 
キタ ヴ Kitava  〔王〕 25  97 
キタ ヴーサ Ki は V お a  〔人〕 30  326 
キッ ター Kiua  〔王女〕 61 111， 116 
キッ タカ ン ダカ Kittakapdaka  〔池〕 61 230 
キッ タツ ガボ一 デ ィ Kittaggabodhi ① 〔ダ ッ 

プラ 三世 王の 甥〕 61103 ② 〔ロー ハナの 領 

主〕 61 111 ③ 〔ァ— ディ パー ダ官〕 61 122 
キッ タツ ガ ボーデ ィ 山 KiUaggabodhi- 

pabbata  〔池〕 61 172 
キ ッ ダーパ ドウ一 シカ KhiddSpaddsika  (乞 

陀 波頭 疆, 戯耽， 戯忘） 〔天〕 7  288 
ギ ッヂャ Gijjha  〔山〕 38  309,  321 
ギ ッヂャ クー タ Gijjha-kQta   a' (靈鷲，鷲峰， 

耆 闍崛） 〔山〕 3 180;  4  297; 11 下 67 ② （鷲 

峰） 〔池〕 61 12 
ギッ ヂャ. ヂ ヤー タカ Gijjha-ja は ka  (!) (鷲 本 

生物 語） （一六 四） 30  77° ② （兀鷹 本 生物 語) 
(三 九九） 32  29r ③ （鷹 本 生物 語） （四 二 七) 


29  334;  30  63;  33  97° 

キッ チヤ一 ラッ タラ ャラ K_icc3raUarayara 
〔ダ ミラ 人〕 61 384，  388 

キッ ティ Kitti  0) 〔大臣， 王〕 61 148,  149° ②, 
〔デ— ヴ マツ ラの 父〕 61 155， 156 ③ 〔將 軍〕 
61 180,  415 ④ 〔ァー ディボ ッ タキ ン官〕 61 
269,  285 ⑤ 〔ダン ダナ— ャ カ官〕 61 281 ⑥, 
〔パ ン ダ —ラボ ッ タキ ン官 J  61 282    7； 〔ヂ ― 
ヰ' タ ボ ッ タキ ン官〕 61 318 ⑧ 〔ラン 力一 ディ 
ナ— タ官〕 61 252,  258*,  262,  269,  277,  279, 
318，  320,  322,  346    (f  ' 〔ラン カープ ラ官〕 61 
325    ®: 〔ナガ ラギ リ 官〕 61 356    @  〔髮舍 利 
官〕 61 373，  374   @) ( = ヸヂ ャ ャ パー フ 一世: 
王） 61 154  ©  〔村〕 60  303 

キッ ティ— Kitti ① 〔王女〕 61 122 ② 〔マ ヒ 
ンダ四 世 王妃〕 61 143 

キッ ティ シリ Kittisiri  ( = キッ テシリ ラー ヂ 
ャ シーハ 王） 61 559 

キッ ティ シ リメ ーガ Kittisidmegha ① （名稱 
福 雲） 〔二世 王〕 61 39°, 141 ② 〔マーナ パラ 
ナカ 王子. の 子〕 61 196,  292 ③ 〔王子〕 61 
167,  178，  179，  190*,  196，  197，  209,  219，  223, 
225,  254，  307 

キッテ イシリ ラー チ * ヤシ— ノヽ 
Kittisirirajasiha  〔王〕 61 521° 

キッ ティ シリ ラー デ ヤシ一 ハ王 
Kittisirirajasiha-dipana  〔章〕 61 536° 

キッ ティ セーナ Kittisena  〔王〕 61 34° 

キッ ティ ニッサン 力 KittinissaAka  〔王〕 61: 
414°,  415 

キッ ティ ラ一 デャヴ 一 ノレ 力 Kittirajav5luka 

〔村〕 61 334 
キヒン ビラ Kihimbila  〔村〕 61 73 
キミ 力— ラー KimikS ほ （金 鞞） 〔河〕 22 上 7  ； 

23 138 

キヤ— ナ Kyana  (タヤ— ナ） 〔村〕 61 259,  260, 

285，  289 
キラ Kira  〔王子〕 60  67 
キラ— Kir5  〔池〕 61 230 
キー ラ Khira  〔村〕 61 324，  410 
キーラー カラ一 Ki!5kara  〔園〕 61 405. 


(167) 


キー キー ラ 


'キーラー 力 ノレ ツヤ一 ナ Kilakaruyyana  ；; 7k 

門： 61 408 
キー ラコ ッタ KqakoUa  ： 地名： 61 377 
ギラッ ガサ マツ ヂャ giragga-samajja  山上 

祭' 2 135，  432 
キラ パティ 力 Kirapatika  〔人〕 2 120 
キ―ラ パーラ KhirapSla  〔林， 樹〕 60  4， 15 
キー ラマン ガラ Knamaiigala  T  〔ダ ミラ 人〕 

61 390 ま；; 地名〕 61 369 
キーラー マン ダパ Kq§mai:idapa  〔戯 場： 61 

305 

キ 一ラヴ一 ピカ Khiravapika  ：: 村： 61 212 
キラ ンチ * ャダ一 ャカ Kilafijadayaka  〔]： ヒ丘の 

» 經〕 26  373 
ギリ Giri  D  〔尼犍 子： 60 131,  373,  377  D 

〔族〕 61 488 ③ 〔島〕 60  3,  7，  8, 154 ④ 〔郡〕 

60  302* ⑥ 〔堤〕 61 49 ⑥ （山 》  〔宮殿〕 41 

331 5) 〔精 舍〕 61 44 
ギ リ カツ サパ Girikassapa  ('山 迦 葉'； ：= カツ 

サパ 王子;： 61 35 
ギリ カーリー Gidkali  〔尼〕 60 125 
ギリ カン ダ Girikapda  〔山〕 60  219,  224 
ギリ カン ダカ Girikaijdaka  〔精 舍〕 61 173; 

62  286 

ギリ カン ダシヴ Girikapdasiva  〔王子〕 60 
219,  224 

ギリ カン 二 力 girikaijijika し樹, 花〕 39  409  ； 
62  343 

ギリ グハ— Giriguha  (山 窟） 〔宮殿〕 41 304 
ギリ クン ビラ Girikumbhila  〔精 舍〕 60  371, 
372 

ギリ サー リカ Girisalika  (= ギリ ギ ハーラ） 

〔園〕 60 143 
ギリ シガー ムカ GirisigSmuka  〔池〕 61 231 
ギリ ダ―サ Giridasa  〔傳 。隊商 王〕 25  407 
ギリ タタ— 力 Giri は taka  〔村〕 61 261,  263， 

280 

ギリ タラ一 力 Girita!aka  〔池〕 61 407，  409 
ギリ ダン タ Gh-idama  (山 牙） 〔御者〕 30 159 
ギリ ダン タ • ヂ ヤー タカ Giridanta-jataka 山 
牙 本 生物 語） （一八 四） 30 159° 


ギ リツ ディー GiriddM  ： 尼： 60 125 

ギリ ッ パヂャ Giribbaja 耆梨 S 化提， 山圍 城， 山 

谷 城， 山 窟= 王 舍城' 3  78;  26  50S 
ギ リ 島 Giridipa  60  3，  7,  8, 154 
ギリ ネー ラ girinela  ： 花： 26  343 
ギリ ネー ラパナ 一力 ンダ 

Girinelapanakhandha  ニ错 舍;； 60  287 
ヤリネ 一ラブ 一 ナヤ 力 GinnelapQjaka  ：上 匕 丘 

の譬 B 翁經〕 27  260 
ギリ パ— GiribS    r  ： 地方： 61 233，  246 ② 

〔池： 61 230 
ギリ ベンダ、 Giribhanda      舍： 61 100 
キ リ パ ンダガ ハナ ginbhanda-gahana  ： 供養〕 

60 139 

ギ リ パ ンダ の洪養 Giribhanda-mahapuja  60 
386 

ギ リ プ ンナ— ガ giripunnaga  〔樹〕 26  29  ；  27 

72,  79  ；  39  391 
ギリ プンナ 一 ギヤ Giripunn5giya  ： 比丘の 嘗 

喻 經〕 27 187 
ギリ マ— ナン ダ GirimSnanda  (耆利 摩 難） 

〔比〕 22 上 353;  25 181 
ギリ— マラ ャ Gilimalaya  〔村〕 61 174 
ギリ マン ダラ Girimapdala  〔地名:; 61 123 
ギ リメ一 カラ Girimekhala  ': 山帶！  〔iC  28 

152.  155， 158 
ギ リ ャ Giriya 1： 〔ダ ミラ 人〕 60  318  %  ：豺〕 

32  276,  279 
ギリ ヤー Giriya  ： 池〕 61 230 
ギリ ラカ Girilaka  ： 地名〕 60  318 
ギリ ヴ— ハナー GirivShana  (山 窟） こ 宮殿〕 

41 308 

ギ リ ヰ 'ハーラ GirivihSi-a  ；, = ギ リサ一 リカ） 

〔猜 舍〕 60  398 
ギ リ ヴ ハ ナ ガ ラ Girivhanagara  〔精 舍： 61 83 
キ リンダ Kirinda  〔衬〕 61 319 
キ レーザ. サン ユッタ KUesa-samyut は （煩个 g 

相應） 14  374° 
キ —レー ニラャ Ki!enilaya  〔都： 61 390 
ギ ヴラパ Givulaba  〔村〕 61 318 
キン 力 二    kiiikhani  〔花〕 26  348;  27  220, 


(168) 


キ， 几， 木， 企， 危ーキ 


221, 227 

キン 力 二 力 kiiikanika  〔花〕 £6  469 

キン 力 二 カフ ッ ピャ Kinkhanikapupphiya 

〔比丘の S 喻經〕 26  348 
キン カニフ ッ ピャ 品 Kiiikhanipupphiya- 

vagga  27  220 
ギン ガマ 力 giriigamaka  〔寶 珠〕 39  541 
キン キニカ さも、 kiiikinika 1 67 
キン スカ kiriisuka  (緊 叔迦， 緊 祝迦， 甄 叔迦, 

肉色 花） 〔花, 樹〕 15  301; 26  476;  27  222; 

39  214,  406,  410  ；  62  387  ；  63  46 
〔キン ス 力と 野 干の 譬喩〕 62  387 
〔キン ス 力の 譬 nIO 15  301 
キン スカ フー チ' ャカ KiihsukapUjaka  〔上 匕- tt 

の譬 經〕 26  476  ' 
キン ス カフ 。ツビ ャ Kimsukapupphiya  〔比丘 

の譬 B ぉ經〕 27  222 
キン スカ ヴッ ト ゥカ Kiiiisukavatthuka  〔ネオ〕 

61 317 

キン スコ一 ノ 《マ 'デ ヤー タカ Kirhsukopama- 
jataka  (緊 祝迦喩 本 生物 語） （二 四 八） 30  448° 
キンチ ッ 力 kificikkha  〔石〕 60  385 
ギン ヂャカ Gifijaka  (楗祁 ） 〔精 舍〕 22 下 294 
ギン デャ カーヴ サタ GifijakSvasatha  (煉瓦 
堂， 煉瓦 造屋， 煉瓦の 家， 填 瓦 堂， 甎堂， 楗祁精 
舍， 犍 淮處， 繁耆迦 精舍） 〔精 舍〕 3  408;  7  56; 
9  362  ； 16 下 240  ；  22 下 294 
キン ヂャケ —サラ K ほ jakesara  〔傳。 轉輪 王〕 
26  382 

キン チャンダ'. チ' ヤー タカ Iviiiichanda- 
jataka  (何 欲 本 生物 語） （五 —— ） 35  231° 

キン ティ. スッタ Kinti-sutta  (如何 經） 11 上 
310° 

キンナ ラー Kinnara  〔王妃〕 37  203,  205,  206, 
209 

キン ヌ ガン ド ゥ Kinnughaijdu  (迦 尼延 豆） 

〔夜叉 神〕 7  282;  8  279 
キン パ ッ 力 kimpakka  (何 果） 〔果〕 29  211* 
〔キン パ ッ 力 果の譬 喻〕 29  211 
キン パッカ • デ ヤー タカ Kimpakka-j5taka 

(有毒 果本 生物 語） （八 五） 29  2ir 


ギン ハ ティ ッタ Gimhatittha し 村」 61 335 
キン ビラ Kinibila  (金毘羅） [：釋 氏， 比〕 3  608;. 

4  281 ； 9  362  ； 10  277  ； 11 下 196  ；  59 上 241 
キン ビラ  一 Kimbi ほ （金毘羅） 〔地名〕 20  81,. 

334;  24  465;  38 118 
几 床 論 sayana-katha    人 具 論， |5/、 處論， 床认 論，. 

床 論， 牀 床の 話， 寢床 論） 〔無用 論の 一〕 8  47 
木 ① kattha  (薪， 薪 木， 木片） 3  360;  4 177，. 

205* ② rukkha  (樹, 樹木） 2  436 
木墙 daru-kudda  2  430 
①木墙 ②木籬 daru-pSkSra i 4 185，  188,. 

214*  235 ② 2  430 
木 鍵 kaUha- ほ la  4  228 
木蔭 chaya  (樹 蔭， 影） 24  381 
〔木蔭 を 求む る譬 it〕  2'4  381; 44 12 

khanu  (樹 株， 株， 代， 切株, 橛， 杌株） 7  404 
khanughata  34  406 
kapislsaka  (閂） 4 184,  185，  215,  228, 

daru-masaka 1 402,  405 
daru-sopana  4 180，  188，  214，  233,  235. 
laguja 1 121， 127 
kattha-tumba  3  362 
daru-caya  4 180,  187,  188,  214,  233, 

木 床 daru-santhara  4 185 
〔木の 三 支〕 59 下 332 

① 木の葉の 家② 木の葉の 小屋 ③ 木の葉 葺き 
の 小屋 pappa-kuU  (茅屋） ① 8 114,  115. 
② 25  60 ③ 12  395，  396 

〔木の葉の 風に 搖 るる 譬 diO  25  251 

木 鉢 daru-patta  4 173,  216 

木 舟 rukkhika  nava 12 181 

木 瓶 daru-varaka  4 187 

木蟲 guna-panaka  33 Id 

木 物 daru-bhanda  4  216 

企 摩 Khema  (差 摩） 〔比〕 65i.I)  79 

危險 ① Sdinava  (患， 患難， 過 患， 災患， 禍, 厄— 
難， 惡罪） 10  51 ② asaiika 1 445;  2 101, 
297，  477，  479  ；  5 107, 129 ③ parissaya  (危、 
難） 〔二種〕 62  63 


株樵栓 錢 K 槌壺賴 55 

木木 木 木木 木木 II 
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キ ー危， 希， 岐, 奇, 季， 枳， 祈, 軌， 氣， 稀, 翅， 記 

危險の 調伏 parissaya-vinaya  24  352 

危難 r  parissaya  (危險 ） 42 17°*;  43 165°*, 
340°*,  368，  378;  44  416°* ② bhaya  (怖 畏， 
怖， 畏怖， 畏） 35  359,  360，  367，  369 

希求 品 Ayacana-vagga 17 141 

希望 r  apekha  (期待） 7 191 ② asa  (望， 願 
望， 意欲） 17 138;  37 138, 139  ®  patthana 
(冀 求， 誓， チ 希望， 望） 58  47,  48，  52,  90*,  120， 
145 其 他 

希望す asimsati  37  447 

希望 品 XsS-vagga 17 138 

〔希望 を 放棄すべからず〕 32 160 

岐黑方 石 Ka!asi ほ （黑 石， 黑岩 ，黒曜岩） 〔窟〕 
4 119 

岐路 dvidha-patha  23  232 
奇術 sobhanagaraka  (手品） 43 173，  350,  390  ； 
44  468 

奇蹟 patihadya ほ 申變， 神 通， 示 導） 34  226*  ； 
39  262,  491 

奇智 patibhSna 應辯， 辯才， 辯， 頓才， 妙 辯） 26 
20 

奇特 瑞相 kotlihala-maiigala  (瑞 相） 20  211 
奇なる 哉 abhikkan は m  (殊勝なる かな， 偉な 

る 哉， 妙なる 哉， 最勝 なり， 希有な り， 未曾有な 
り， 秀 速な り， 秀 妙な る 哉, 甚奇な り ， 微妙な る 

哉, 善き 哉, 超隊 なり， いと も 優れたる 哉， 感歎 

に堪 へた::)， 勝れた る） 3  397;  6  412,  414; 

11 上 356  ； 11 下 425  ； 15 183,  193, 198  ； 17 

82, 102,  277,  297,  358 
季節 utu  (時， 時節） 5  291°  ；  20  398 
季節 祭 I；  catum§sini  36  251 ®  utu-pubba 

39  373 

季節の 荒行 utiipasevana  24  92 

① 季節の 轉變 ② 季節の 變易 ③ 季節の 變化 

utu-parinama  (時節 變化， 時候の 變化） ① 19 

181, 182  '% 18 153， 154 ③ 59 上 284* 
季節の 變易听 生のお', 病 utuparinamaja 

abadha  (斌候 變化听 生 病） 22 上 355 
季節風 veramba  (昆 嵐， 毘藍 婆， 吠 嵐 婆 風, 齢 

風） 25  226 

ぬ薩 愤答彌 Kisa-Go は mi  (翅舍 慎 答彌， 翊舍瞿 


曇彌， 吉 離舍瞿 曇彌） 〔尼〕 28 128， 129 
枳、 吒山 Kit§giri  '雞咤 山） 〔邑： 4 14*,  261, 

262  ； 10  295,  296  ；  31 191 
权吒 山邑經 Kitagiri-suttanta 10  295° 
枳拔多 Kevatta=Kevaddha  (堅固： 〔塞〕 58 

30 

祈願 mamgala,  magala  65(111) 21, 22 
祈願 供養 本 生物 語 Xy§citabhatta-j5 は ka  (― 

九） 28  328° 
祈願 食 abhisamkharika-pindapata 1 269  ； 

4 119 

〔祈願の 少果： 65JH)  21 

祈禱 yoga  (瑜 { 加， 冥想, 觀行） 59 上 10 

軌則 5cara  (正 行， 正しき 行， 淨行， 行， 行處） 19 

157，  186，  191，  212,  216，  364 
軌範 師 Scariya  (阿闍 梨， 師， 師匠, 敎 授師） 7 

264; 18 136;  65(111)  88 
氣候變 化 听生病 utu-parinama-ja  abadha 

(季節の 變易所 生の 諸 病） 42 18，  24，  67,  381 ； 

43 165,  178,  237,  336,  340;  44  23，  95,  372， 

416 

氣絕 X  uttanta=uttasta  2 175  (5)  muccha 
(惽絕 ） 42 17,  24，  66,  381 ； 43 165,  178,  237, 
336，  340  ；  44  23；  95，  372,  416 

〔氣 儘なる 比丘〕 28  477 

十 希望 patthanS  、希望, 望, 冀求， 誓） 17  47 

①翅舍 愼答彌 ②翅舍 瞿曇彌 Kisa-Go は mi  (ぬ 
薩 情 答彌, 吉離舍 瞿 曇彌） 〔尼〕 ① 17  36;  25 
373  ；  33 196 ② 27  408，  421，  428，  434,  440, 
445  〔齒衣 第一〕 17  36  〔fC  25  373  〔^it 經〕 
27  438  〔溥鮮 己〕 27  439* 

翅宽 Keniya  (雞 尼耶， 計 尼耶） 〔婆〕 3  429* 

記號 ① mud お （印 契， 印算, 計） 59 上 170， 173 
② lekha  (書， 書簡， 書寫, 文字） 28  253* 

記述 法 pafifiatti  '施設， 槪念, 假法, 符牒） 6 
287 

記 心 adesana  、四 種〕 8 126° 

①記心 示 導 ；!） 記 心 祌變 adesana-patihariya 

(露 己 說神變 ，知 他心 神變， fl 察 他心 神變） ① 22 下 

300  ;  41 179°*  I  4  307 
記 心 善 巧 desanS-kusala  59 上 344 


(170) 


記， 起， 鬼， 寄， 規，!2^，基ーキ 


SBM  (T)  veyyakarana,  vyakaraija  (懸 if 己， 解 
說， 授記， 授 記經， 記 別， 記莂， 答釋， 釋答， 和迹 
羅那） 19 164,  165,  173,  174,  329，  330;  44 
377,  458  〔九分 敎 の一〕 18 11, 181; 19 119; 
42  217,  286,  352  ；  44  377,  458  ；  47  423，  453  ； 
59 下 40 ② Vyakaraija  〔經〕 22 下 58 

S3 說淸淨 parisuddha-veyyakarana  4  287  ； 
19 173， 174 

二言 己 說神變 adesana-patihariya  (記 心 示 導， 記 
心神 變， 知 他心 神變， 觀察 他心 神變） 17  273, 
274%  481 

13 相 Imga  (相， 相 形, 徵標 i  3  236，  237 

IS 念 塔 cetiya  (. 支提， 制 多， 塔廟, 靈祠， 祠堂， 廟 

塔） 37  503 
I 己標 vyafijana  (相， 相好， 文， 字句） 12  55 
① BdSlI ② gd^    veyyakarana,  vyakarana 

(記 說， 授記經 ，解說 ，和迦 羅那） 〔九分 敎 の一〕 

① 46  424 ② 39  30 
〔記 別〕 3  511 ； 7  57，  205*  ；  8  9， 10， 14  ； 10  281* 
〔記 別が なされる 理由〕 10  281 
I 己 別す vyakaroti  (自記す ，運命 を 說く） 16 下 

46* 

言 己 問 panha-vyakarana  〔四 種〕 8  308  ； 18  82 
起 pabhava  (發 生， 出生， 生 出， 根源） 13 16*, 
52 お， 119* 

起^ ■    '.J)  UDpatti-bhava ② upapatti-bhava 

(再起 有， 生 有） '2)62  395，  396;  64  258°* 

273*,  310 ② 65(11)  70 
起居 輕利 lahuUhana  (輕 快， 爽快） 6  291, 292 
起迎 ① paccupatthana ② paccutthana  (迎 

逆） ① 11 下 358 ② 18  315，  316，  317 
① 起源 ② 起原 說 agganna  (世界の 起原） ① 

8  5，  35 ② 8  36，  38* 
起 策 具足 utthana-sampad5  (〜勤 勇） 21 

206%  213,  278,  279,  280 
起 策の 果 utthSna-phala 18  238  ；  47  368,  435 
起 屍 Ka!akafijaka  〔阿修羅〕 58  63 
起 出 vuUhSna  (出 定， 出 離， 出 起） 9 114 
起出受 vutthana-vedana 10  81 
起 世 因本經 Agganna-suttanta  8  97°  ；  63 

390,  392 


起 善 能 vuUhSna-kusala ほ （出 起 善 巧， 起つ 

に 巧） 40  80 
起 想 utthana-sanna  8  288 
起滅を 知る 智慧 udayatthagaminl  panna 

(生滅 慧， 生滅の 慧， 生滅: こ 通達す る慧） 23 142, 

143 

起立 經 UUhana-sutta  24 122°, 123 

鬼 pisaca  (吸血鬼， 食 人 鬼， 食肉 鬼， 惡鬼， 餓鬼， 
畢舍 遮， 毘 舍闍） 10  256 

鬼 宿 phussa-nakkhatta  37  289,  291 

鬼女 peti  (餓鬼 女） 33 199,  200 

鬼神 ① bhma  (鬼， 鬼 類， 部 多， 惡靈， 物淸， 怪 
鬼） 23  5，  8  ；  24  81, 82,  86，  87  ；  30  403  ；  36 
167,  168，  375  S'  yakkha  (夜叉， 藥叉） 36  43 
③ rakkhasa  (羅 刹， 魔 鬼， 惡鬼 ） 28  261* ④ 
devata  (天神， 天女， 祌， 女神） 3  6 

鬼神 明 bhma-vijja  6 11, 101 

鬼胎 pisaca-yoni 12  366 

鬼藥叉 parajana  yakkha  9  369 

鬼 類 bhma  (鬼， 鬼神， m 多， 惡靈， 物 精， 怪鬼） 

36  9， 151 ； 63  280 

寄捨 cSga  (捨， 施， 施捨， 施與， 棄捨， 布施） 10 
282 

寄食 者 porisa  (傭人） 17  235 

① 寄進 物 ② 寄進 parmata i 2  248 ② 1 

449，  450 
寄生木 khandhaja  24 102 
寄附 chandaka  2  406,  408，  409,  412 
規約 katika 1 371 

規律 sikkha  (學， 學戒， 學術） 2  301*  561 
旣有業 ahosi-kamma  64  310。  ；  65(11)  44 
旣有未 有の 父 pita  bhuta-bhavyanam  8  37, 
38 

基 ① upanisa  (因， 所お， 緣， 譽類， 方 釣 19  278, 
279 ② vatthu  (听 依, 基因, 宅地, 作處, 城塞） 
64 19，  20,  29,  90,  93，  99,  218,  219，  329 

基因 vatthu  (基， 听 (衣， 作處） 59 上 262* 

基 色 vatthu-rCipa  (听依 色） 43  35;  64  238, 
243,  244,  290  ；  65(11)  54  ；  〔45  211 ； 50  375, 
381,  397,  443,  475,  499，  504〕 

基 十 法 vatthu-dasaka  (= 心 基 十 法） 64  218, 


(171) 


キー 基, 飢, 棄， 喜 


230,  234，  329  ：  65  II  56,  58,  59 
基 疫擎固 nissaya-sampanna 17 188，  189, 190 
① 基礎 禪 1； 基资 をな す譚定 pSdaka-jhSna 

D  63  296,  322,  323，  327*，  333,  341,  342,  350, 

353，  354，  357，  370,  372,  382,  383,  405,  411， 

412，  417  I  39  262 
基 壇 jagati 大地 28  376;  27 163 
基底 padaka  4  234 
基 9? 依） の攝 vatthu-sangaha  65 II  26 
基本 觀行 padaka-yoga 基礎 瑜 f'jn  = 基礎 琿） 

50  479 

飢 jighacchS  -每 2  205,  518;  3 132 
飢餓 は 最大の 病 jighaccha  parama  roga  23 
48 

飢渴 t  khuppipasa  24 157  ；  42 141 ； 43 125 

②  Khuppipasa  二 地獄〕 28  94 
飢渴餞 鬼 khuppipasin  59 下 135 

飢趨 dubbhikkha  (mm, 凶儉， 儉'） 1 10, 11， 
22,  96， 144，  245  ；  2  37  ； 16 上 24*  ； 17  259  ； 
36 130;  41 376;  61 12,  456 

飢饉 難處 appabhakkha-kantara  28  212' 

飢饉の 畏怖 chataka-bhaya  30  206 

〔飢饉の 對策： 61 12 

棄 patinissagga  (捨 遣， 定棄， 捨離 10  221 ； 

20  408,  409 
棄捨 X  caga 1 捨， 施， 拖捨, 寄捨， 布: な:^ 與） 

21 330  t  vossagga  (捨， 捨遣， 最 捨'' 20 148 

③  caga  ：^：  21 321 

棄捨 具足 c5ga-sampanna  (捨 具足 16 下 299° 
棄捨し 難し duppatinissaggin  4 13S 
棄捨品 Cha!a-vagga 15 114, 135  - 
棄澳想 vikkhitta-safifia  (散亂 想, 離散 想： 40 
80, 157 

棄物想 pamsukula-safinin 1 98 
棄欲界 nekkhamma-dh き （出 離界 46  107° 
喜 X  nandi 歡喜， 喜 tfe，  {^ 喜， 喜 心： 14 14， 
19  ;  59 下 127   I：  pita  5  280  I  piti 喜 
10 16  ； 11 下 2  ： 13  43,  44，  45,  46  ；  22 上 196*  ； 
22 下 276=^  40  303°  ；  41 15*;  42  4°;  44 
368°  ；  45 17°,  30，  88, 108，  132;  46  367% 
369,  370;  62  285°  ；  64  53,  367：  65  II 10， 


12  〔五 種〕 62  285°  ： 定義： 40  303°  ；  44  368  ； 
45 17, 18,  88, 108;  46  326,  327  ；  62  285° 
〔樂 との 關係： 62  288  t  mudita 喜 心； 8 
62; 10  219; 16 上 340;  20  224;  46  396°, 
397，  402，  405;  62  221,  396;  63 183%  184, 
189,  190;  U  59;  65,11 11， 13，  79  ： 不樂と 
の關 係： 10  219  I  ruci  ：樂， 愛好， 欲， 意欲， 
好み， 所樂） 3 118，  119，  615;  4  314，  315; 
11 上 226,  284,  285，  305  %  somanassa 喜 
樂, 7  319,  320;  64  49°  ；： 喜— 憂悲〕 23  236 
〔定義〕 45 17，  88， 108;  46 106,  162,  205, 
213，  221,  240,  367* 1 Ruci  く  = 善 喜 王 ： 王： 
34  323 ⑧ Pm  〔經： 14  382  (9)  Mudita  〔經〕 
(― ) 一 (六） 16 上 340 

喜悅 ① nandi  (喜, 歡喜， 悅喜， 傥喜 心） 11 下 
247* ② pasada  (淨 信） 21 313 ③ piti  〈喜） 
9  57  @sampahamsana  62  292°*  (f  Pasada 
〔經〕 21 312 

喜 tS: 心の 生起 nandi-samudaya  (喜の 集） 15. 
98 

喜 心の 滅 nandi-nirodha  〈喜の 滅,' 15  99 

喜 悅善巧 kalli は- kusala  (安樂 善， 安らか: こす- 
る  に 巧）  20  276,  277 

喜 tfe 染心 nandi-raga 喜 貪， 悅喜 愛染 、 15  283. 

喜 悅の覺 意 piti-sambojjhanga  、喜 籠 支， 喜. 
覺支） 7  37 

喜 悅の軍 piyasS は- rUpS  sena  22 上 270,271 
喜界 somanassa-dhatu 11 下 58;  46 106° 
喜覺支 piti-sambojjhaiiga  '、喜 等覺 支， 喜悅の 

覺意） 〔七覺 支の一： 16 上 249*，  303*,  311°; 

46  323°,  324，  326°  ；  62  259*  ： 生起 f ー緣： 

62  261 

喜 慧〕 somanassa-sahagata  ' 、喜俱 行） 64  6： 
喜^ 惡 見相應 somanassasahagata- 

ditthigata-sampayutta  '、喜 倶 5? 見 相應） 

64  35;  65  I 1 
喜^！：惡見不相應 somanassasahagata- 

ditthigata-vippayutta  (喜 {11： ' 忒見 不相應 64 

35;  65  II  2 
喜 其? ラ mudita-sahagata  、き俱 45  '6 
真 'Mrf ラ慧 pitisahaga ほ panna  47  4*,  24,  29  ；. 


(172) 


喜ーキ 


〔64  6〕 

S "俱行 • 成 見 相 IS  somanassa-sahagata- 

ditthigata-sampayutta  (喜 俱惡見 相應） 45 

106,  112;  46 195，  232,  427,  428 
&俱行 • 成 見不扣 應 somanassa-sahagata- 

ditthigata-vippayutta  (喜 俱惡 見不相 tl) 45 

113;  46  232,  428 
Of) 喜 倶行心 1； 喜俱 行の 心 mudi ほ sahaga は 

ceto  (喜と 倶 なる 心） i  22 下 326 ② 16 上 

317*  ；  46  391,  395,  396 
喜 俱行ニ 法 Pitisahagata-duka  54  421°  ；  56 

207 

俱行ニ 法 善 三 法 pitisahagataduka- 
kusalattika  55  257 

倶行法 piti-sahagata  dhamma  44  2,  266°, 
352°  ；  45 10，  326°,  388°  ；  47  244，  255;  51 
346*  ；  54  421 ； 56 184，  207,  352，  369 

〔喜 俱行法 等の 緣關 係〕 54  421 

喜倶定 pitisahagata  samadhi  62 176 
俱心 somanassa-sahagata  citta  65(11)  21 

喜倶禪 pitisahagata  jhana  43 183 

① 喜俱 智相應 ② 喜俱行 智相應 
somanassasahagata-nanasampayutta ① 
64  33，  207;  65(11)  3,  4    ®  45 15，  38，  81， 
136, 171 ； 46  238,  240，  250，  257，  259,  261, 
265,  411*,  424* 

① 喜俱智 不相應 ② 喜 俱行智 不相應 
somanassasahagata-nanavippayutta ① 
65(11)  3，  4 ② 45  38， 137， 171 ； 46  240,  250， 
257,  261,  265,  412*,  425* 

喜俱無 因 唯 作 somanassasahagata-ahetuka- 
kiriya  64  40 

喜 見 ① Piyadassana  (= 阿育 王） 60  41， 42， 
43， 105, 109 ② Piyadassin  〔佛〕 27  80  ；  60 
152 

き 根 somanassindriya  8  318  ； 15  357  ； 16 下 
26*,  29°*;  40 12， 195*,  226;  45 18,  29，  89， 
109,  133;  46  23， 162°  ；  49 139*  〔生と 滅〕 
16 下 36° 

喜 近 伺 somanassupavicara  〔六 種〕 8  323 
喜 三 法 pitittika  50  436  ；  51 346°,  440  ；  56 


184 

■& 三、 法 有 a 尹 二 法 pitittika-saranaduka  55 
432 

喜 三 法 因:;: 法 pitittika-hetuduka  55  314 
喜 三 法 善 三 法 pitittika-kusalattika  56  25 
&fe   piya  rupa  48 上 26* 
喜捨 本 生物 語 Succaja-j5 は ka  (三 二 〇） 31 
415° 

喜捨 を 喜ぶ 者 vossagga-rata  62  443 
喜 笑 Pah お a ① 〔地獄〕 16 上 5 ② 〔天〕 16 上 
4，  5，  6 

喜 心 ① pasadika  (信心， 淸淨, 淨行, 善業） 3 

531 ② mudi ほ （喜） 6  356 
喜 心 解！：  mudi ほ ceto-vimutti  8  328  ；  20 19  ； 

21 237  ；  40 13  ；  46  396。，  397,  402,  405  ；  63 

185， 194  〔—識 無 邊處〕 16 上 323 
喜盡 Nandikkhaya  〔經〕 （一) (二） 14  80,  81 
き 想 mudita-sanna  59 下 189 
喜 足 i  santutthi  (知 足， 満足） 18  50，  51 ； 19 

306，  308;  47  463* ② santuUhi ほ （知 足） 17 

18,  22，  23,  25;  20  224 
喜 足 者 santuttha  (知 足， 知 尺 者） 8  376 
喜 足 論 santutthi-katha  (知 足 論） 19 162, 163 
喜 と 倶行 する 想 作意 pitisahagata 

sanna-manasikara  22 上 102,  103, 146 
喜と 俱 なる 心、 muditasahagata  ceto  (喜俱 行 

心， 喜俱 行の 心） 9  491; 10  20, 134 
喜 等覺支 piti-sambojjhaiiga  (喜覺 支， 喜悅の 

覺意） 〔七 等覺 支の 一〕 8  330; 11 下 93，  95 
喜 貪 nandi-mga  (悦喜 愛染, 喜 悅染心 ） 12  90; 

13  334; 14  80* 14  85;  45  277,  294 
① 喜 貪俱行 ②喜 貪と 俱 にして nandirSga- 

sahagata ① 3 19  ； 16 下 340，  345，  347 ② M 

246  ' 
喜の 修習 mudi ほ- bhavana  63 178。* 
喜の 集 nandi-samudaya  (喜悅 心の 生起） 11 下 

381 

喜の 滅 nandi-nirodha  (喜悅 心の 滅） 11 下 381 
〔喜悲 の 因〕 12  8, 183;  24 12 
① 喜遍満 ② 喜 遍満性 piti-pharaija ほ 〔五 正 
定 支の 一〕 ① 8  365;  47  41 ② 40  79 


(173) 


キ 一喜， 期， 跪， 貴， 毁， 詭, 旗, 綺, 嬉， 龜 


喜 明 心 pasanna-citta  、淨 心， 淨き 心） 9  370, 

371; 10 150 
喜樂 ① pSmujja  (勝 喜， 悦， 歡悦, 歡喜， 欣, 偷 

悦） 15 125, 126  S  piti-sukha 11 上 69* ③ 

somanassa  '喜 ） 7  222*  I  ananda- 

somanassa 11 上 143*  5  Rato  ：經〕 15  276 
〔喜樂 '捨^ 行の 緣關 係〕 51 346 
喜林苑 Nandana-vana  、歡喜 園, 難陀 園， 難陀 

那林） 33 117, 121 
期待す apekkham  karoti  42  48 
跪 坐の 精勤 者 ukkutikappadhana  (蹲踞 行， 

跨 行, 跨蹈 の行ゾ 36  209 
貴家 kula  (家， 良家, 善 家， 族 姓 11 下 20 
貴顯 夫人 ayyS  bhariya  、支 §2 者なる 妻： 31 

126, 128 
貴 技 ukkattha-sippa  2 10° 
貴 業 ukkaUha-kamma  2 10° 
貴種 ukkattha-jati  2  9， 19 
貴 姓 ukkattha-gotta  2  9° 
貴 相 ukkattha-liiiga  2 10 
責族 ① ayya=ariya  i. 支 ffi 者 11 上 197  (2) 

uccakulin 11 下 275* 
責罵 ukkaUha-akkosa  2 10,  20 
貴名 ukkattha-nama  2  9° 
毁 ① ninda  (毁 呰， 非難， 排謗， 難責、 18  330  ； 

21 1(P  S  pabhangu  (壞， 壤法） 41 193* ③ 

paloka  (壞， 壤滅, 壞 aic, 破壞， 滅壞' 42  75  ；  43 

37;  44  41, 158,  195;  59 下 347;  64  326,  400 
毁恚 nindS---osa 10 118，  121° 
毁恚者 nindarosin 10 121 
毁壞 khai?(^a  62 102, 103 
毁園本 生物 語 AramadCisaka-ja は ka ① （四 

六） 2S  488° ② （二 六 八） 31 119° 
毁盧本 生物 語 Kutidiisaka-ja は ka  (三 ニー、 

31 422' 

毁屋品 Kutidusaka-vagga  31 422° 

毁 vihesa  (害， 害意， 害心， 嬈惑， 苦惱 10 

335,  336,  337 
毁告 ① ujjhatti  21 100 ま ninda  ': 毁， 非難, 

排謗, 難資） 43  82° 
毁訾す （Xakkosati  (罵る， 罵詈す） 21 311* 


@  avannam  bhasati  (謗る ） 4  6,  7,  27 
毁犯 0 怖畏 Spatti-bhaya  〔四 種： 18  420 
毁譽 褒貶 nindS-pasamsa  24  78 
毁籠本 生物 語 PutadQsaka-jataka  (二八 〇） 

31 197° 

① 詭計 1： 詭計 者 kuhaka  (詭詐 ，詭詐 者, 爲善 
者， 詐欺師， 詐欺 漢'： X  22 下 49，  62,  64  % 19 
154 

詭詐 ① kuha  (欺 瞒） 18  48  ；  42 187  %  kuhaka 
(詭計， 詭計 者， 詭詐 者， 偽善者. 24  331 D 
kuhana  '詐欺， 詐術， 欺瞞， 欺驕' i 20 199  ;  24 
121 ； 43 181，  194，  195，  383  ;  44  429，  430  ; 
47  61, 69°  ；  62  34，  45°,  47° 

詭詐事 kuhana-vatthu  〔三種： 42  337°  ；  43 
330。  ；  44  450°  ；  62  47* 

詭詐者 I  kuhaka  , 詭計 者， 詭計， 詭詐, 偽善者， 
詐欺師， 詐欺 漢' 24  373  ；  44  4  ；  59 下 160 ② 
mayavin  (誑 者， 誑 偽者, 誰 惑 者， 詐購， 詐瞎 者， 
偽詐， 幻師， 虚妄） 9  48,  49  ； 11 上 127， 172 

詭辯 amarS-vikkhepa  (鳗の 捕へ 難き が 如く， 
不死 愼亂， 不死 不散 亂' 6  33* 

詭辯 家 vetandin  59 上 209 

跪^ 法 amaravikkhepa-dhamma  42  291， 
294  - 

詭辯 論 amarSvikkhepika 不？ E 不 散亂說 者） 

6  33°  *，  60^;  47 158  ： 四 種： 6  33°* 
詭辯 論者 vkaijc^a  59 上 10 

旗手 celaka  (軍旗 手） 20  360,  364 

旗幟 ketu  (旗, 42 108,  145,  169，  323，  377  ； 

43 113,  377  2,  dhaja  (幢， 幢幡， 幢旗， 幡， m 

旗,、 44  356,  360,  363 
綺語 samphappa ほ pa 雜裱 語， 戯語 6  6%  96; 

7  360  ;  8  87,  88,  91, 228°,  229;  42  54,  58, 
68,  77;  43 184,  348;  44  470  〔= 無用 論） 43 
184  ；  44  470  . 

綺語者 samphappa ほ pin  '雜穢 語 者; 戯語 者） 
6  203  ；  7  369*  ；  9  65,  69,  72  ； 13  245 

嬉戯 r  dava  9 13,  474  ； 10 110  3；  hasa  2 
178 

嬉戯す 3^  kUati  5  66 1 hasa-dhamma  5  33 
〔龜藏 六〕 15  279 


龜， 器, 璣， 樹， 冀， 歸， 騎, 識ーキ 


觀毛 kacchapa-loma  33  87 

龜喻經 Kummupama-suttanta  59 下 267 

器 （T'pat は （鉢） 18 116，  117, 118    D  puta 

16 下 366 ③ bhajana  (器具 類, 土器， 陶器， 容 

器） 4  330 
器樂 turiya  (〜樂 器， 妓人） 12  349 
器具 類 bhSjana  (器， 土器， 陶器， 容器） 17  253 
器 中 IS 淨 S は gilopa-kappa  (角 認容） 〔十 事 

の  一〕 4  439，  449%  457° 
機械 yan は 59 下 2'ャ 

機嫌 取り pSribhatya ほ （機嫌 取り 語） 62  51 
機嫌 取 り 語 ① paribhaiyata ② 

paribhattakata  (機嫌 取り） ① 43 181,  205, 

383  ；  44  429，  430  'ま 59 下 264 
機根 upanissaya  3->  4 
機智 h お a-pafiM び ヌ智， 疾慧， 捷慧， 聰 慧） 31 

42 

樹 ① rukkha  (樹木， 木） 〔四 種〕 18  194 ② 

vanappati  (喬木) 1 83 
樹陰 rukkha-chaya  25  36 
樹株 khaiju  (木 株, 株， 代， 切株, 橛， 杌株） 3  333 
樹茸 sQkara-maddava  (旃 檀樹 耳， #4 檀樹 耳, 

茸） 59 上 353,  368 
〔樹と 影との 譬喻〕 40  234 
樹に (t ふべき 補特 f 加羅 rukkhtipania 

puggala  (樹喩 人） 〔四 種〕 18 194 
〔樹の 枝 摩擦して 火を發 す〕 33 144 
樹の 枝葉 sSkh§-pa ほ sa  (枝葉） 19  26,  279; 

21 299 

〔樹の 枝葉の 譬 19  26,  27,  279;  20 110，  352， 
353  ；  21 299，  300  ；  22 上 200，  201，  202,  203, 
204,  205  ；  22 下 281，  282，  283,  284，  285,  286 

〔樹の 倒る る譬 uIG 16 上 222; 16 下 261 

〔樹の 譬喩〕 9 123; 18 194;  47  438 

樹の洞 rukkha-susira  3  272 

樹の扠 rukkha-vitabhi  3  272 

〔樹は 伐採 を 免る〕 29  360;  34  20 

〔樹を 斧の 背に て 扣く譬 喩〕 21 27 

冀求 patthana  (希望， 稀 望, 望， 誓） 43  97， 130 

駕依 ① saraija  (歸 依听， 歸 依處， 歸 投處， 依听， 
隱家 j 16 上 15, 16,  96;  28  208,  209 ② 


Saranam  〔經〕 16 上 96 

〔歸依 三寶〕 17  461 〔功 德， 惡趣: こ 堕せず」 16 下 
267，  271 〔—法服— 満盡〕 17 199 

〔歸依 三寶の 定型 句〕 ① 〔|^^% 塞〕 1 9;  2  30; 
3  30,  67,  320,  397  ；  4  240,  295  ；  6 127,  163, 
186，  214，  287,  298,  331,  359;  7 113,  403;  8 
258  ；  9  36,  328，  361 ； 10  9， 130,  148，  176, 
203,  320,  339; 11 上 58， 121,  192,  214,  272, 
278,  356  ； 11 下 282,  425  ； 12 121,  297'*  ； 13 
34, 112*,  270; 15 183，  193,  198,  356; 16 上 
3，  9*， 157，  261,  331, 404  ； 16 下 240  ； 17  84, 
86,  96， 102,  104,  255,  277，  297,  312，  358  ； 18 
177,  201，  307,  339，  350  ； 19  320,  327,  330  ； 
20  79， 106,  108,  115，  117，  303;  21 39,  47; 
22 下 164，  192,  215,  265;  23 164;  24  51， 
116，  184，  244 ② 〔優 婆 夷〕 3  33; 18  358 ③ 
〔具足 戒〕 6  253，  288,  412,  414  ；  7 140  ；  9  61 ； 
10 168,  327，  356; 11 上 50; 12  275，  278*, 
293  ； 13  30  ； 16 上 6  ；  24  30, 174，  200 

① 歸依處 ② 歸依听 saraija  (歸 依， 歸 投處， 依 
所， 隱家） ① 8  73,  94  ； 12  85,  86  ；  24 182  ； 
27  257 ② 42  29, 124,  137,  194,  241,  307, 
309;  43 11, 15,  S5,  241,  242,  274;  44  76, 
77,  89, 185，  188,  204,  221*,  236,  257 其 他； 
59 下 180，  222 

① 歸依處 ② 歸依听 patisaraija  (歸 趣， 所 依） 
① 19  57 ② 59 下 173 

歸 依に 達する の 道 saranagami  magga 16 上 
96 

歸趣 patisaraija  (歸依 所， 歸依處 ，所 依） 16 下 
40 

歸投處 saraija  (歸 依， 歸依 所， 歸 依處， 依 所， 隱 

家） 17  252，  253 
歸來者 Sgata  23  51 ； 24  511 
〔歸來 者 を歡迎 する 譬喩〕 23  51; 24  511 
騎師 yoggScariya  (御者， 奴 者, 馬術 師， 調馬師） 

19  37 

① 騎兵 ② 騎馬 者 assaroha,  assSraha  ■■ 乘馬 
者， 調馬師） 1)20  360,  364  % 19  226 

譏 ayasa  (恥 厚， 惡聲） 4  309,  310  ； 18  330  ； 
21 10* 


(175) 


キー 護， 幾， 幾， m, 妓， 技, 祇， 耆 


護康 きき 難す ujjhayati  khiyati  vipaceti 丄 

71, 119 其 他； 2 1* 
譏訾 apasadana 11 下 320，  322^^ 
錄箭木 生物 語 Vikannaka-jataka  (二三 三） 30 

381° 

機 T  khudda  (：飢 i 64  411，  415，  416 ② 

jighaccha  ($}[)  22 上 326 
饑饉 dubbhikkha  (飢 嫿， 凶儉， 儉， 乞食 し 難 
く  ）  3  373,  376,  377,  384，  385  ；  4  268; 19  89 
饑 磨難听 dubbhikkha-kan ほ ra  43  305  ；  44 

380;  62  409 
饑饉の 怖畏 dubbhikkha-bhaya  59 下 8 
覉含子 Kesaputlia  〔村〕 17  303，  304 
妓鼓聲 tmava-sadda  (〜纏 鼓） 20 156 
妓人 turiya  (〜器 樂, 樂器） 3  26 
妓女 vesi  (遊女， 倡婦， 娼家， 娃女， 淫 賣婦） 3  42 
® 技藝 ② 技術 ③ 技能 sippa  (ェ 巧， ェ藝, 學 
藝， 職 技， 才技） ① 9 141, 152  ； 16 上 395，  396  ； 
21 206,  213，  279;   23  4， 133,  134，  135;  64 
224 ② 2  6*  ；  8  202,  203  ；  28  464 ③ 8  252 
〔技術 習練の 警喩〕 59 上 121 
技術の 論 sippa-vSda  38  290，  291 
技能:！ 業 sippaya は na  (ェ 巧處） 6  78° 
祇圜， 祇園 '淸 舍 Je は vana  (祇樹 園， 祇 樹林， m 
多の 森， 祆多 林， 祇陀 林， 逝 多 林） 〔精 舍〕 29 1 
其 他； 30 1 其 他； 31 1 其 他； 32 1 其 他； 
33 1 其 他； 34 1 其 他； 35 1 其 他； 36 1 其 
他； 37 105 其 他； 38 1， 3，  4 其 他； 39 1 其 
他； 65  (I) 13 
祇園 Je は vana ① 〜前項 ② 〔經〕 12  46 
〔祅 園猜舍 建立 物語〕 4  242;  28 198 
〔祇園 精 舍の溝 造〕 4  243 
〔祇園 精舎の 門 を 見て 逃亡せ る 議論 者〕 30  366 
① 祇樹圜 ② 祇 樹林 Je は vana  (祇園， 祇陀 林， 
逝 多 林， 祇多 林） 〔精 舍〕 3:  43  288  ；  44  306 
② 4  243  ； 14  54  ；  21 1 ； 22 上 1, 57  ；  41 113, 
190 

① 祇樹給 孤獨圜 % 祇 樹林 袷 孤獨園 

Tetavana-Anathapindikassa-arama  (祇園 
精舍， 祇多林 給 孤 獨圜， 祗陀林 給 孤 獨の遊 園） 
〔情 舍〕 ① 1 200,  213,  221,  227,  303,  316, 


323，  333，  341,  346,  355，  360,  362,  367，  370, 
383 其 他； 2  64,  67,  69，  72,  337 其 他； 6 
183，  255,  291， 361 ； 12 1, 7,  24,  43，  77,  95 
118,  219,  243,  331,  378*  ； 13  I， 136,  200. 
261, 404  ；  24  35  \  3 141，  281，  337,  353，. 
444;  4 1， 47,  59， 115,  313; 16 上 1， 139;. 
16 下 156 

〔祗澍 林の 薪 等の 譬喩〕 9  259; 14  54; 15 131, 

205,  206  ；  43  288  ；  44  306 
①祇多 林 ②祇 多の 森 ③ 祇陀林 Jetavana. 

(祇園， 祇 樹圜， K 街 林， 逝 多 林） 0)20  68, 190,. 

191，  231,  269,  270 ② 26 12  3)9  7，  259  ； IT 

1, 459  ； 18  85,  88  ；   23  89*,  153， 154  ；  60 

155，  338，  349,  415 
① fsE^ 多 林 给孤園 ②祇陀 林 給 孤 濁 〔長者〕 の 〔遊〕 

園 ③祇陀 林なる 給孤躅 長者の 遊 園 

Jetavana- Anathapindikassa-arama  (|5 園' 

精舍， f 氏樹 给孤獨 園' ： 精舍〕 J  20 1 ； 58  338 

② 15 167，  405  3) 16 上 99 
祇陀 Je は 〔王子〕 4  243*  ；  30  366 
祇夜 geyya  (應 頌， 諷誦） 〔九分 敎 の一〕 1 12*  ；, 

42  217,  286,  352  ；  44  377,  458  ；  59 下 40  ；  60 

26;  64  9  ;  65  I 11 
①耆 闍崛山 ；！ 耆闍窟 山 Gijjhak[ita-pabba は 

(靈鷲 山， 鷲 峰 山） ① 1 66， 136,  175,  268  ；  3 

180,  187,  317,  318;  4 119；  8  47，  49，  72; 13 

228，  272，  377*  ； 16 上 269,  331, 334  ； 16 下 

63,  379; 18  54,  308,  318  ;  20  254，  259,  323，. 

324,  327  ；  21 15，  20  ；  22 上 27,  29  ；  32 166  ；. 

37 1 ； 38 144 ま 1 280  ；  4  297  〔布 薩犍 度の 

制定〕 3 180 
耆宿 rattafifiu  (長夜 を經 たる） 9  384*;  22 下 

330* 

耆婆 Jivaka  d  (= 耆婆 童子, 耆婆コ —マ— ラ 
パッチ ャ） 〔醫〕 3 120*,  474*  ；  4 183  ；  6  73*  ； 
21 97  ；  25  395,  400  ；  28  239,  240,  242,  243, 
244  ；  29  499*  ；  36  251 ； 37  2  ；  59 上 284  ；  61 
8  ；  63  324,  326  〔物語〕 3  474*  〔尉禪 王 波羅： 
殊提の 黄む  1 を 治す〕 3  484  〔瓶沙 王の 痔瘻と 
長者の 頭痛と を 治す〕 3  479*  〔長者 子の 腸 病 
を 治す〕 3  483  〔長者 婦の病 を 治す〕 3  477' 


(176) 


耆， 欺，— il ーギ 


； 〔佛の 病 を 治す〕 3  487  〔眞の 優 婆 塞 を 沸に 間 
ふ〕 21 97  〔比丘の 經行を 佛に願 ふ:] 4 183 
〔佛 に獻 布〕 3  490 ② 〔經〕 21 97 

《'耆 婆- 甚婆羅 林 ②耆婆 綦婆園 ③耆婆 « 摩羅 
樹林 ④耆婆 巷羅林 1:1 耆婆 卷羅園 ® 耆婆ィ 加 
梨 回 ⑦耆 婆迦の 恭羅林 Jivakambavana 
① 65(1)  21 ② 4 119,  430;  7  90;  21 97 ③ 
29  501 ④ 28  234  5)36  250,  252  (6; 1 269 
@ 15  229,  230 

耆婆 菴羅林 ① Jivakambavane  〔經〕 （一 )( 二） 
15  228,  230 ② 〜前項 

0D 耆婆耆 婆 鳥 ②耆婆 耆婆迦 jivajivaka  (共 
命 鳥， 命 命 鳥， 鹧も 1  = 耆婆 鳥） ① 59 下 213 ② 

26  31， 501 ； 37 145， 167  ；  39  414，  416 
耆婆コ 一 マー ラノ 《ツチ ャ Ji-vaka 

Komarabhacca  (耆婆 童子 =耆 婆） 29  499 
耆婆鳥 jivaka  (= 耆婆耆 婆 鳥） 8  274 
耆婆 童子 Jivaka-kom§rabhacca   (耆 婆コー 

マー ラパ ッ チヤ， 時 縛迦養 童子 =耆 婆） 〔醫〕 3 

474*  ；  4 183;  21 97 
耆 利拔提 Giribbaja  (山 1?,;^ 城, 山 谷 城， 山 王 

舍城） 23  263  ；  26  506  ；  60  28,  31 
耆利摩 難 Girimananda ひ 匕〕 〔重病に 際し 十 

想の 說法を 受けて 癒 ゆ〕 22' 上 353  〔譬 Hi 經〕 

27  49  〔經〕 22 上 353 

欺 証 ketubhin  (欺瞞者, mm  9  48，  49 
欺譎 〔者〕 satha  (諂 者， 誰 佞者， 奸詐, 詐氣詐 誑 

者， 誑 者， 幻爲, 狡 滑） 11 上 355 
欺騙 kuhanS  (欺瞞， 詭詐， 詐欺， 詐術） 11 下 78 
欺瞞 ① kuha  (詭詐 ） 23  363 ② kuhanS  (欺 

騙， 詭詐， 詐欺， 詐術） 12  284,  285 ③ vaficana 

(譎詐， 虚偽， 瞞著） 8  231 ④ sadyoga  (不 實， 

不誠， 邪 行， 邪曲） 16 下 412 
欺瞞 〔者〕 ① nekatika  「詐 偽者） 8  265 ② 

pa ほ sin  (惱 者， 惱害 者， 惡意 者） 8  57 
欺瞞者 ① ketubhin  (欺 誑， 矯詐） 9  278 ② 

vancanika  8  242 
〔欺瞞の 比丘〕 29  393,  396，  435;  30 110,  117， 

393，  456  ；    31 446,  498  ；    32 134, 186  ；  34 

288 

義 ① attha  (利， 義利， 義理， 義趣， 義務， 善 利， 

( 


理， 勝義） 1 218  ；  2  448  ；  5  280  ； 17  89  ；  22 下 
146*，  174，  197,  205,  206,  224 ② Auha  ：經〕 
22 下 174，  224 ③ attha-vasa  (義 利， 利 f: お 13 
297,  298 

義解 atthakathS  (註 耀， 註疏， 註解， 義疏， 釋義 

書） 61 15， 16 
義見 Atthadassin  〔iJ〕  60 152 
義語者 atthavSdin  (義說 者） 8 171 ； 18  40 
義 詩人 attha-kavi 18  403 
① 義擇② 義釋經 Niddesa  (= 大義 釋, 小義 

釋） ① 43  407;  59 下 211; 62  281，  411, 413 

② 65(1)  24 

義釋分 Niddesa-vSra  48 上 8，  26,  97,  298, 

310，  400  ；  49  21， 49， .151 
義擇品 Atthakatha-kanda  45  349° 
義趣 ① attha  (義， 利， 義利， 義理） 16 上 397  ， 
16 下 64 ② attha-vasa  (利益， 義利， 道理， 因 
由， 果報） 14 149  ； 16 下 51 ； 19  236*  ；  22 上 301 
義受 attha-veda  (義の 信受， 利義） 62  447 
義疏 anhakatha  (註 擇， 註擇 書， 義解， 註疏， 註 
解， 釋義 書） 60 134;  62 121，  123,  163,  192, 
199,  213,  214，  271,  284，  34 ヒ， 357,  380,  446  ； 
63  85, 102，  109,  179,  304,  318，  322,  375, 
420,  421，  423;  64 11， 25,  26， 172,  497,  498 
義疏師 atthakathacariya  62 123，  207  ；  63 
217 

義成部 Siddhatthika,  Siddhattha   57  207; 

58  24,  27，  28,  31， 36,  43,  314,  316  ；  60  35, 173 
義甚深 ① attha-gambhira ほ 64  279 ② 

gambhirattha  (甚 深の 義） 19 148 
義說者 atthavSdin  (義語 者） 17  331,  332;  44 

280 

義 相似 性 attha-sadkkha ほ 50  410 
義と句 attha-pada 18  331, 332 
義と相 應ぜる attha-samhita  (利 を 引く， 利益) 
8  315 

義と文 attha  vyanjana 11 上 31P; 11 下 
181, 182  ； 18  234,  244  ；  42  251, 253  ；  〔8 162〕 
〔義と 法〕 （事相 理相） 17  244;  36  23;  46  422 

〔義 の確實 なる 五見〕 59 上 307 

義の研 求 atthupaparikkha  (觀義 ） 20 136* 

) 


ギ 一義, 愧， 爲, 疑 


義の 種種相の 慧 attha-nanatte  panna  40  3， 
146°*,  200 

義 の信受 attha-veda  (義受 ，利 義） 11 上 269 
義辯 attha-patibhana  59 上 41 
義品 D  Atthaka-vagga  〔經 集〕 24  295%  369 
(g 〜次 項 

① 義品 ② 義品經 AUhaka-vaggika  i  42 
r，  299，  303;  43  407 ② 14 13, 18 

義妹 sijijha  (嫁, 嫁婦， 新婦' 媳） 1 202  , 

義味 attha-rasa 17  54  ；  48 上 98，  299,  301 ； 
59 上 396 

義務 attha  (義， 義利） 23  42,  43 

義務 〔键 度〕 Vatta 〔- khandhaka] (儀 法犍 度） 
62  25 

義務 行 vat は- patipatti  62 14 
義務 諍 事 kicc き dhikaraija  (事 諍 事, 行 諍 事， 行 
事） 〔四 諍 事の 一〕 2 199,  385，  487;   5 159, 
170,  173°, 178  〔犯罪との 關係〕 5 170  〔三 性〕 
4142  〔減 止〕 4 160 
① 義無礙 解 ② 義無礙 辯 attha-patisanibhida 
① 5  331 ； 18  282  ； 19 157, 166  ；  41 79*  ；  46 
422*  ；  50 164，  166,  483  ；  51 92,  93, 145， 191 ； 
52 100，  137, 187  ；    54  455，  506  ；    59 下 199， 
200;  64  8°*  279  @  65(1)  31 
義無 礙解智 attha-patisambhide  nanarii 40 

3，  5, 146°*  200°*，  219 
義網： 經〕 Attha-jala  (-梵 網 經） 6  68 
義利 i】） attha  (義， 利, 義趣, 義理、 3  37  ；  8  289*  ； 
16 上 336，  343,  344 ② a«ha-vasa  (利 3， 義趣， 
義理， 道理， 因由， 果報） 5  3,  8， 12,  91, 244,  381 
義利 £ミ 富 pacuratthata  20  347 
義利品 Atthavasa-vagga  5  382 
義利論 atthavase  pakaranam  5  244,  245 
義理 ① attha  (義， 利， 義利） 8 162*  (2  attha- 

vasa  (義 利） 19  329 
義理の 叔母 matulani (叔母） 23  284 
義を觀 察す attham  upaparikkhati  21 302 
義を觀 察す 〔る 者〕 atthQpaparikkhin 18 170, 

171 ； 21 231*,  288* 
義を顯 示す る智 attha-sandassane  nanam 
40  3, 174° 


義を 知る atthaflfiu  20  367,  368^ 

義を 齎らす 者 atthassa  ninneta  (利益の 將來 

者， 利益 を 齎らす 者、' 11 下 261， 311 
義を 領解す 〔る 者〕 attha-patisamvedin 17 

244 

愧 1 oltappa 13  289= ； 17  77  ； 19  4*， 155; 
20  70，  71, 99  ；  22 上 5  ；  22 下 19*  ；  45 12, 
22°,  94，  334。  ；  47  392°  ；  64  55°  ；  65(11) 11 
〔定義〕 45  20,  22,  32;  47  392  (f  .  ottappin 
〜次 項 

① 愧②愧 あり ③愧 有る 者 ouappin  (愧 者， 

有愧） ① 8  331 ② 11 上 382;  21 9  ：3) 10 111 
愧財 ottappa-dhana  〔七 財の 一〕 8  330;  20 

236，  237°,  239 
① 愧者 ② 愧 〔者〕 ot ほ pin  rf 鬼 言る 者， 愧 あり， 

愧， 有愧） ① 13  234* ② 13  304,  305  ；  47  363,. 

392° 

愧 11 者 maAku-bhma  (羞愧 ） 20  339 

愧 無く    anottappin  (無愧 者 ） 11 上 379 

愧の 尊敬 ottappa-garavata  20  270 

愧カ ottappa-bala  8  331 ； 19  2,  3。， 13, 14°  ； 

20  233，  235°  ；  41 101°  ；  45  20°,  32，  93 
僞 abhma  (不— .;\ 非 tt， 虚誕， 不 iR, 無 宵， 虚言) 

23  290  ■ 
① 僞貨 ② 偽 面 kamsa-kuta  (货 幣を詐 り ， 貨 

幣を 偽り， 升 を 欺き'' ：1 16 下 412;  22 下 124 

② 18  365  ；  47  447 
僞詐 mSyavin  (誑. 者， 12 偽者， 誑 惑 者， 詐瞞， 詐 

瞞者， 詭詐 者， 幻師， 虚妄） 8  57 
偽善者 kuhaka  (脆詐 者， 詭計 者, 詭詐， 詭計, 詐 

欺師， 詐欺 漢） 29  435 
僞斗 mSna-kCita  (度量 を詐 り ， 析料を ffl り ， 尺 

を 欺き） 16 下 412  ； 18  365  ；  22' 下 124  ；  47  447 
僞怦 ① tu ほ- kCita  (重量 を も S り， 秤 を 欺き，^ 

稱を詐 り） 16 下 412; 18  365 ；  22 下 124;  47 

447  ®Tula-kuta  〔經〕 16 下 412 
僞瞞 nikati  (虛 f 爲， 奸詐, 騙詐， 詐欺， 詐術） 7  237 
疑 ① kaiikha  (疑 意， 疑惑， 猶豫 :|  〔三種〕 8  296 

② parisafika  (疑惑， 疑 意） 2  506;   3  285， 

289,  291,  303*;  4  410;  5  205  @  vicikiccha 

(疑惑， 疑念， 猶豫） 3  320;  6 107,  163,  350;  a 


(178) 


疑， 儀， 蟻ーギ 


295,  313  ；  9 12，  324,  406,  467,  476  ； 10  58, 
150，  232*; 11 上 351，  368; 11 下 17， 165; 17 
5,  6; 19  85  ；  20  21， 55，  58，  209,  210  ；  22 下 
42*;  24 157;  40 119,  319;  41 5,  7  ；  42  39， 
128，  137,  147,  213，  310;  43  98， 118,  121， 
236,  248，  268,  403;  44  42,  89, 122,  123， 
127°,  139，  140;  45 120°,  266°,  290，  300, 
315,  322;  54  288*  ；  57 112*,  142，  143，  149， 
154，  177*,  239,  240,  247,  248,  257,  258, 
354*，  375*，  379;  58  254，  345;  64  66°,  308; 
65(11) 11, 13，  63  〔定義〕 43  247;  44 127°, 
140;  45 120,  266°,  290°,  300°,  315。；  46 
237°,  365°  ；  47  90  〔三世に 關 する 十六 種〕 9 
9，  460°  ； 18  376,  377;  43  253 ④ vimati  (疑 
慮， 猶豫） 〔種種:] 57  223°,  24r 
疑 意 kaAkha  (疑， 疑惑， 猶豫） 18 138， 139 
疑 蓋 vicikiccha-nivarana  〔五 蓋の 一〕 8 
313; 11 上 265;  42 18,  27,  28;  45  300°  ；  53 
338*,  376 
疑姬 Asamka-kumarika  32 158* 
疑姬本 生物 語 -Xsamka-jg は ka  (三 八 〇' 32 
155° 

疑 f 具 行 vicikiccha-sahagata  50  39,  77,  94, 
120,  125,  141, 449  ；  51 4,  53，  74，  75, 115， 
124，  125，  180，  227,  228,  232，  339，  385,  396, 
397;  52  2*，  72,  81, 116，  124, 153 其 他； 53 
4*，  27* 108*,  196"^ 其 他； 54  3*，  21*,  27*, 
45*  68* 其 他 

疑 f 具 行 心 vicikiccha-sahagata-cina  (疑 
心） 45  353，  354，  357,  370 其 他 

疑俱 〔心〕 vicikiccha-sahagataC-citta] (疑俱 
行 心） 65 12， 13， 17 

疑惧 ussaiikin  (恐懼） 4  283 

疑 結 vicikiccha-saihyojana  8  332  ；  20  240, 
241 ； 45  290。，  367  ；  53  236*,  276* 

疑隨眠 vicikicchanusaya  (潜 豫隨 眠,） 〔七 隨 
眠の 一〕 8  332;  9 195*;  20  242;  40 119， 
319  ；  41 5,  7  ；  42  39, 147，  213  ；  43 138,  403  ； 
48 下 1*  ；  57 127,  315*  ；  58 123,  254  ；  65(11) 
63 

〔疑 相應 心〕 46  236,  428 

( 


疑 想 vematika 1 332 

疑 纏 vicikiccha-pariyutthana  57  315* 

疑念 vicikicchS  (疑， 疑惑） 8  62 

疑惱 kukkucca  (惡 作, 悔， 後悔， か!^, 悔疑, 疑 

惑） 2  235*;  5  38 
疑 離 越 Kaiikha-reva は （疑惑 離 曰， 狐疑 離 曰， 
頡離伐 多 = 離 伐 多） 〔比， 粉 や 豆に 對 して 疑惧 
して 食せ ず〕 3  370 
疑 慮 vimati  (疑， 猶豫） 18 138， 139 
疑 論 kathaih-katha  (疑惑， 猶豫, 惑） 7  236,  243 
疑惑 ① kaiikha  (疑， 疑 意， 猶豫） 8 144  ； 11 下 
387，  397*  ；  21 6;  23 181 ② kukkucca  (惡 
作， 悔， 後悔， 有悔， 悔疑， 疑惱） 2  226 ③ 
katham-katha  (疑 論， 猶豫， 惑） 24 182;  43 
17，  21, 22;  44 140°  〔生 因〕 43  23 ④ 
vicikiccha  (疑， 猶豫） 3  22,  23，  30，  33，  396; 
4  240;  7  236,  243，  257，  347  ；  9  264; 10 
279; 11 下 200*; 16 上 248，  302,  305,  310°, 
327;    22 上 332,  334，  335,  338，  347  ® 
vitakka  (尋， 思惟） 23  71 
疑惑 戒 . vematika-sila  62  30 
疑惑 十五 事 vematika-pannarasaka  3  232 
疑惑 處 vicikicchatthSniya 16 上 248，  302 
疑惑 箭 kathamkatha-salla  43  247°,  253 
疑惑 離 曰 KaAkhS-reva は （疑 離 越， 狐疑 離 曰， 
頡離伐 多 = 離 伐 多） 〔比， 坐禪を 勵み佛 の優陀 
那を受 く〕  23 181 
疑惑 を 超えた る こと tmna-vicikiccha ほ 9  28 
儀軌 I う ketubha,  ketubha  (儀式 書， 式典， 揩 
畫， 文典） 24  206,  383  ；  44 13，  74  ；  59 上 21， 
357 ② tantra  34  69 
儀式 書 ketubha  (儀 軌， 式典， 措畫, 文典） 61 
195 

儀 法 ①' vatta  (義務， 行， 行 法， 務め） 4  341 ； 5 
338 ② samacara  (正 行， 行事） 5 193 

儀 法犍度 Vattakkhandhaka  (義務 犍度） 4 
318° 

蟻 子 ぼ； kipillika 1 254  (2  kuntha-kipillika 
3 165 

蟻塚 等 〜ァリ 

①蟻垤 ② 蟻 塔 vammika,  vammika  (蟻の 

) 


ギー 蟻, 犧, 議, 胡， 岸, m, 競, 北, 來， 吉 


垤， 蟻塚） T  9  261,  263,  264 ② 15  309,  311 ； 

62  358,  361, 370 ；  63  257 
孃垤經 Vammika-suUa i 蟻 塔經） 9  261° 
蟻垤相 vammika-nimit は 3 188 
〔蟻垤 の 9  261 

儀牲 ① bali  (牲, 洪镊， 供祭, 供物， 供養， 獻供) 
34 196*,  413  1  yanna 儀牲 祭；; 式：， 供樣, 供 
養, 供養 式, 生贄， 生贄 の^ 養， 贄祭， 獻供， 祭^， 
祭式， 祭壇, 祠祀, 祀， 祀祠， 天 飼） 11 上 204  ；  24 
92  ；  33 153*  ；  36 149  ；  38  309*,  338  3：  yaca 
26  285  ®  yiUha ゅ镊, 供 施， 供養， 獻 洪祀) 
7  259 

犧控祭 T)  yaiina 禳牲， 供樣， 供養, 供養 式， 生 
贄， 生贄 の' 共 妻， 贄祭， 祠祀， 祀， 祀祠， 天祠） 6 
144*,  189,  191,  197*，  207°,  210°*;  33 154*, 
157°  ；  38 159,  165,  305，  311，  338;  ：31 377; 
33 11 ； 47  443〕 〔三 湩〕 6 191，  197,  210°* 
② bali-kamma  (牲 祭， 供物） 28  508  ；  33  375 

犧性 祭式 口 fifia  '犧 儀 S 祭， 供 儀， 供養， 洪 
養 式, 祠祀， 祀， 祀祠， 生贄の 供養， 贄祭 1 6 191， 
197 

'ェ 犧拄 とす ②镊牲 祭る yajati  r  39  384  ® 

38 151*,  266,  303* 
犧牲な し natthi  hutaih  (供犧 な し， 供養な し， 

祭祀な し， 燒洪 無し， 燒鬼 無し） 11 下 73,  74 
〔镊^ の 無 功德： 12 130;  28  324,  328,  509 
議論 ① kathojja  42  248  D  parappavada 爭 

諭， 異論， 論爭， 外道の 邪說） 6  36 ま bhandana 

(諍 事， 口論, 闘爭 ，闘!？, 訟， 確執， 訴訟、 10  54*  ； 

11 上 317,  318，  325 
議論 者 pavadiya  43  63 
〔議論 者の 定型 tg:  6 11, 36, 100,  232;  8 149， 

288; 11 上 317; 14 17;  42  263,  295,  303, 

314  ；  43  52 

〔議谕 者の 透 亡： 30  366,  370，  374 
〔議論 法〕 59 上 57 

胡瓜 ① e ほ luka  (南瓜） 29 103  (D  tipusa  35 
288 

岸 Tira  〔經〕 22 下 195 
傷 vana  (瘡， 瘡痍） 1 196  ；  2  425  ；  3  383  ； 
11 上 334,  335，  339 


傷 占 ひ yatMvajja マ 具 者 眞似， 不具者の 摸 

倣、 1 303;  6  8,  98 
〔傷の 藥の譬 睡；； 15  277 
！: 傷の 治療法:： 59 上 249，  309 
傷の 編帶 この 響 0 ^二  vanapaticchadana 

L,-upama^  43  3oo 
競 vivada  ( 諍， 諍 論， 口 論， 異論， 爭論， 鬪諍， 論, 

論 諍） 7  7* 
北 麥中村 Uttara-yavamajjhaka  39  3 
北 般闍羅 じ は ara-paficSla  ！ 5 多羅^ 闍羅、 ：國, 

王： 35  33，  264,  393 
來り 見よ 的 ehipassika  (來 觀、 62  428 
吉運 siri (吉祥， 幸 蓮 ■'  36  53,  55 
吉凶 相 lakkhaija 相， 相好， 相 術， 觀相， 占 相， 

體 相の 占 ひ.） 26  32，  80，  275 
吉凶の 兆 uppSda 變事， 兆 相の 占 ひ， 前兆 占， 

豫占， 天變 地異 判斷 23  224 
吉凶 判斷 maiigala 吉 ijf ，吉? ^，吉兆， 迷信） 

24 133 

吉凶 本 生物 語 Maiigala-jataka  ' 八 七） 29 
220° 

吉祥 X  bhadda  (吉 瑞， 賢、 6  385* ② 
maiigala  (吉 瑞， 吉兆， 迷信， 吉 判斷， 祝祭， 
祝典） 4 197  ；  23  3  ;  24  96  ：  33  316*  ；  42 
129°*  3-  sumarigala 17  487  5  siri  〈吉 運， 
幸運 12  64  ；  31 228*  5；  sirimant  (幸運 者， 
具祥 者， 祥瑞者 7  254 ぎ siva  i 安泰' 12  310 
(7)  sotthana  (福祉 21 188，  192,  211,  218， 
278,  283 ⑧ sotthiya 幸 11 上 191 

吉祥 馱 marigala-gita  32  418 

吉祥 經 Maiigala-sut は' 吉兆 @與= 大吉 祥經, 
吉群 大經） ： 小 誦經： 23  3^  ；  60  341，  365;  61 
522;  651)  37 

吉祥 軍 Sotthisena  ： 王子：： 35  375,  377,  384, 
386* 

吉祥 黑耳本 生物 語 Sirika!akai3iji-jai:aka ① 

(一九二  30 191°  D  (三 八 二 i  32 170° 
〔吉^ 黑耳 問答： 39  40 

吉祥 士    purisajaniya  < ^人 良馬） 〔四 種： 18  204 
吉祥 砷 Lacchi  =  Lakkhi 吉祥天 25  403 
吉祥 草 D  kusa  (茅 草， 草, 萱, 拘舍， 拘除， 姑 尸， 


(180) 


吉， 訖， 詰， 頡， 譎, 狐, 絹， 杵， 茸， 牙， 稷， tt, 客， 脚， 逆 _ ギャク 


矩奢， 孤沙） 7  259;  23  320;  29  360、  36 
•286，  287    (2)  dabbhaC-tinal 6  207； 10  93; 

28  225,  342，  366;  64 197 

吉祥 草 衣 kusa-cira  6  238;  9 128  ； 10  35,  92 
吉祥 草本 生物 語 KusanaU-jataka  (一二 一） 

29  359° 

吉祥 草 品 Kusana!i-vagga  29  359° 
吉祥 象 mangala-hatthin  65(1)  104， 106 
吉祥 大經 Mahamaiigala-suttanta  (吉兆に 關 

する 經典 =吉 祥經） 59 下 235 
^祥天 DLakkhi  =  Lacchi  (吉祥 祌） 36  7 ② 

Siva  21 135 ③ Sir'-avh ゆ na  6 14, 103  , 
吉祥天 女 Siri  (室 利 天） 10  64;  32 171* 
〔吉群 天女と 黑耳 天女と 長者〕 32 171 
吉祥の 座 siri-sayana  39  262 
'〔吉祥 滞 Maiigala に 就いて〕 41 258° 
吉祥 本 生物 語 Siri-ja は ka  (二八 四） 31 228° 
吉祥 品 Maiigala-vagga 17  483 
吉瑞 ① maiigala  (吉祥， 吉凶， 祝祭， 祝典） 2 

430 ② bhadda  (吉祥） 35  378，  379;  36  6 ③ 

suvatthi  =  sotthi  (幸） 24  82* 
〔吉 端の 種種〕 33  312，  316 
〔吉瑞 の 眞義〕 33  316 

吉兆 maiigala  (吉祥， 吉瑞， 吉凶 判斷） 33  312* 
® 吉兆 經典② 吉兆に 關 する 經典 ① 

Mangala-sutta  (吉祥 經） 33  313 ② 

Mahamangala-sutta  (吉祥 大經） 33  312 
吉離舍 瞿暴彌 Kisa-Go は mi  (.1#舍 情 答彌， 翅 

舍瞿 曇彌） 〔尼〕 12  221 
訖里計 Kikin  (汲 毘, 頰 〔王〕 27  320，  358， 

408,  421，  428，  433,  439，  445  ；  39  265 
'〔言 乞 里 計 王の 七 王女〕 27  408，  421,  428,  434, 

440,  445;  39  265 
. 詰問 せらる samanuggahiyati 1 275 
額 離 伐 多 Kankha-revata  (疑 離 越， 狐疑 離 曰， 

疑惑 離 曰 = 離 伐 多） 〔比〕 〔住定 第一〕 17  34 

[：譬 經〕 27  322 
譎詐 vaficana  (欺瞞， 虛爲， 瞞著） 6  7，  97 
譎詐な き Na  dubbhiya  〔經〕 12  393 
狐猿 pampaka  39  413 
m ① koseyya  (絹 絲， 絹 織， 絹 衣, 絹布， tS 奢耶， 

( 


t 喬 除耶） 3  339，  340,  491 ； 8  207;  27 136; 

59 下 91 ② matta  7 113* 
①絹絲 ②絹織 ゆ 絹 衣 koseyya  (絹， 絹布, 野 

蠶衣， t 喬 奢耶， 慎 除耶） ① 1 380*，  433  ；  2  485; 

5 16,  57 ② 25 19，  60 ③ 27 11, 235,  373 
件 musala 1 131 ； 3  358;  8  52;  23 198  ；  25 

354,  364 

茸 sUkara-maddava  (栴 檀樹 耳， 旃檀樹 耳， 澍 

茸） 7 104* 
牙 danta  (齒） 4 177，  205* 
牙 製 danta-maya  2  265  ；  5  40，  71 
稷 ① kaAgu  (稗） 27 105  ；  59 下 91 ② 

samaka  (粟粒， 稗 子） 6  238*  ；  9  283  ；  24  89 
怯提羅 ① khadira  (場 地羅， 軻 地羅， ァカ シャ， 

カデ イラ， 力 ヂラ） 〔樹： 16 下 366  'き' Khadira 

〔經〕 16 下 366 
〔法 提羅葉 等の 器の 譬喩〕 16 下 366 
怯 奴 tS 陳那 Kh5iju-koij(^afifla  (揭那 '|' 喬陳 如） 

〔比〕 41 160 
怯 宽婆提 KhSijumata  〔村〕 6 189* 
法羅 Khara  (粗皮） 〔夜叉〕 12  360 
法 榜迹羅 KSliiiga  (迦陵 伽） 〔塞〕 16 下 243 
客 （DSgantuka  (來る 人） 3  234* 

(D  Agantuka  〔經〕 16 上 228 
客舍 D  agantukagara 15  339  ； 16 上 228 ② 

Agaram  〔經〕 15  339 
〔客舍 の 譬喩〕 15  339; 16 上 228 
客の 隨煩 fi    agantuka  upakkilesa 17 14， 15 
①客 比丘 ②客來 比丘 agantuka  bhikkhu 

① 3  509*,  513  ；  4  318，  319  ；  £0 117*  (2)  5  338 
客]: 匕 丘の 儀 法 agantukanam  bhikkhunaih 

vattam  4  319-322 
客 比丘の 作法 agantuka-vatta  (〜前項） 38  3 
客 來有分 agantuka  bhavaiiga  51 443 
脚倶多 Kakut ゆ さ 〔河〕 7 107,  115， 116 
脚帖 jaiigheyyaka  3  501 
逆運 visama  (邪， 非理） 15  356 
逆觀 patiloma  62  400 
〔逆 罪〕 〜五 逆 罪， 五 無 間 業 17  38 
逆 三 法 三 法發趣 Paccaniya-tikattika- 

patthana  56 130° 


ギヤ クー 逆， 九， 弓， 仇， 休， 朽, 求 


逆 三 法 二 法 發趣 Paccaniya-tikaduka- 

patthana  56 114" 
逆 三 法發趣 Paccaniya-tika-patthana  56  54° 
逆順 三 法 三 法 11 趣 PaccaniySnuloma- 

tikattika-patthana  56  453" 
逆' 順 三 法 二 法發趣 Paccaniyanu  loma- 

tikaduka-patthana  56  416' 
逆順 三 法 U 趣 Paccaniyanuloma-tika- 

patthana  56  346° 
逆順 二 法 三 法發趣 Paccaniyanuloma- 

dukattika-patthana  56  374。 
逆順 二 法 二 法 M 趣 Paccaniyanuloma- 

dukaduka-patthana  56  484° 
逆順 二 法 '通 趣 Paccaniyanuloma- 

duka-patthana  56  357° 
逆 J 頃 發趣之 IS  Paccaniyanuloma-patthana- 

vannana  56  520° 
逆 二 法 三 法發趣 Paccaniya-dukattika- 

patthana  56  97° 
逆 二 法 二 法 鼓 趣 Paccaniya-dukaduka- 

patthana  56 153。 
逆 二 法發趣 Paccaniya-duka-patthana  26 

54。，  64 

逆の 起 patiioma-paticcasamuppada  64 
309，  359 

逆風 pativata 17  368,  369  ；  24  252  ；  59 下 

190  ；  62  360  ；  63 148 
〔逆風と 香〕 23  25 

〔逆風に 投ぜる 塵 土の 臂喩〕 12 19，  281; 32  36, 

85 ；  24  252  ；  25  37  ；  63 148 
逆發 趣の 釋 Paccaniyapatthana-vannana 

56  518。 
itijfSS   ummasana 1 204* 
逆流? ザ patisota-gamin 18  8° 
逆流 行人 patisotagami  puggalo  47  369,  453' 
逆 論 paccamka  (違 義， 障礙） 57  7 
九官鳥 sa!ika,  salika  (舍 利， 舍羅， 賴， マイ ナ， 

百舌鳥， 1^11， 鸚鶴） 8  275;  25  322  ;  32  83. 

84  ；  36  3,  4 
九官鳥 本 生物 語 Saliya-jataka  (三 六 七） 32 

83° 


〔弓 技の 種種〕 36  33 

弓戯 dhanuka  (弓 逸び， 玩具 弓， 小 弓） 4 15; 
22 下 121 

弓士    issSsa  (弓術 者， 射師， 弓手） 2 196 

d: 弓師 ②弓 術師 ③ 弓 術士    dhanuggaha  ( ^- 

術 者， 弓 射手， 射手， 弓 取り） （T  IS  86;  22 上 

128 ② 6  78，  79;  9 136; 13  393;  32 113, 

114 ③ 28 124  ；  29 188, 189  ；  30 142, 143 
弓術 （1 issattha  (射 技， 武術） 9 141.  152; 

59 上 121 ； 59 下 238 ② dhanu-sippa  23 133 

3)  Issattha  〔經〕 12 164 
〔弓術士と織物！^^人〕 29 187 
弓術 師 Dhanuggaho  〔經〕 13  393 
〔弓術 師の譬 B|0 12 105  ； 13  393;  34 122;  59 上 

238  ；  62  300 
〔弓術 師は と 賊とを 殺し， 妻は賊 主に 移り， 賊 

主 は 逃ぐ〕 32 113 
弓術 者 issSsa  '、弓 士， 射師， 弓手） 12  321 
(T 弓術 者 ②弓 射手 dhanuggaha  (弓師， 弓術 

士， 弓術 師， 射手， 弓 取り） ：1:'62  300 ま 20 

360，  364 
弓 射 upasana 16 下 386 
弓手 iss お a  (射 師， 弓士， 弓術 者） 25  319 
弓箭 (T  dhanu-kalapa 11 上 238  (2  salaka 

(清） 20  360 
仇敵 X  amitta  i 歇者， 敵' i  39  366  gj 

paccamitta  8 194 
仇敵 本 生物 語 Veri-jStaka  (— 〇 三） 29  295= 
休日 ussava  (祭 t3， 祭會， 祭禮） 1 317 
休息 听 ① dipa  (洲， 洲渚， 島, 庇護 听） 20  35 ひ 

② avasathagara~3^5t 
① 休息 听 ② 休息 堂 ③ 休息の 家 

avasathagara  (福 德舍） ① 7  45  (2；  3  398  ； 

23  225 ③ 16 上 66 
朽. 壁の も' ち jarasala-gopanasi 9  429 
朽種 puti-bija 18  85 
求 ふ esana  (尋 求， 尋覓） 〔三種〕 8  295 ② 

pariyesana  (尋 求， 過 求， 遍 7  6*  ；  8  377 

〔二種〕 9  292  〔四 諦〕 23  297 
求 種種 pariyesana-nanatta  ■  重 求） 8  377 
求 生者， 求那， 求 不得苦 等 〜グ 
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吸， 究， 汲， 急, 宮， 笈， 級, 救， 球， 給ーキ ュ ゥ- 


吸引 acama  24  359 

吸血鬼 pisaca  (畢舍 遮， 毘 舍闍， 食 人 鬼， 食肉 
鬼， 鬼， 惡鬼， 餓鬼） 12  45  ；  42  270  ；  63  204 

〔吸血鬼と 帝' 擇の譬 喻〕 42  270 

吸 食品 Surusuru-vagga  2  325;  5  49,  76 

究極 niUhS  (成就， 依 憑） 9 103* 

汲 水 輪 cakka-vaUaka  4 187 

汲毘 Kikin  (訖里 計 ，類 稗） 〔傳 。王〕 6  368 

急流 sigha-sota  20  396 

〔急流の 止まらざる 譬喩〕 20  396 

宮女 'T  itthagara  (妃 妾， 女官, 後宮， 2  250* 
② pajSpatH 夫人） 16 下 232  3,.  bhariya 
(妻， 妻女） 37  464,  465，  471，  472,  475=^ ④ 
rajorodha  2  423 

宮廷 （t  antepura  (内宮， 內城， 後宮） 12 100 

②  rajantepura 11 上 169 

宮殿 （1: kutagara  (重 閣， 尖 頂閣， 樓閣， 家 壁) 
13 149 ② nivesana  (住居， 住 匿， 住處） 7 177 

③  pas お a  (高殿， 高摟， 殿堂, 殿樓， 樓閣. 樓觀， 
樓毫， 臺觀， 美屋、 3  368 ④ vimana  (天 宮) 
12  252  ；  25 10, 11， 12,  315 

〔宮殿， 樓 と 日光の 譬 喻〕 13 149; 16 下 41 
宮 毘羅〜 ク 

笼多 Gut ほ 〔尼〕 2'5  362,  363 
級 閣蘇毘 1^    Khujjasobhita  (屈 闍須毘 多': 〔比〕 
60 172 

救 paritta  (護 n 兄， 救護 呪， 護經， 呪文） 18 126 
救護 ：1  natha  (主， 守護 者） 22 上 238 

Nat  ha  〔經〕 （一 )( 二！  22 上 238，  241 
救護 事 法 natha-karana  dhamma  (i' 衣 因、 法:） 

し 十 種〕 22' 上 238，  241 
救護 °£   paritta  (護 呪， 護經， 救， 呪文， 守護の 呪 

文） 34  349,  352 
救護所 ほ ija  (護， 庇護, 庇護 處， 避難 听. 42  29, 

124,  137,  194,  241,  307，  309;  43 11, 15，  85， 

241,  242,  273  ；  44  76，  77,  89, 185,  188，  204, 

221*,  236,  257 其 他； 59 下 180，  222 
救護 品 N5tha-\'agga  22 上 224，  251 
救濟者 tiuha-kara  (外道 師， 外道 主， 敎祖， 宗 

示且， 派祖， 一派の！ a， ；祖 師） 12 118 
救恤院 〔ほ na-sS ほ （布施 堂， 布施 听， 慈善 堂） 30 


197， 198 

ま 文 論 patikamma  (返 論， 反 f わ 42  250,  251, 

253,  264,  268 
球戯 akkha  ('球 抛げ， 賽， 散 子, 睹 If , 博奕， 博 

戯） 4 15 

球 室 本 生物 語 Takka!a-jStaka  (四 a 六） 33 
263° 

球拫 khaijan は 34  424 

給 銀 paribbaya   30  374 

給 孤 濁 AnSthapmcJika  'I: (= 須達， 給孤獨^^ 
達 i  〔居士〕  2  257;  3  G15;  4  250*  ； 11 下 
365*  ； 12  368  ； 13 100  ；  20  343  ；  22 上 61 ； 
29 15，  204，  205,  23P,  295,  359  ；  31 26, 123, 
228,  264,  504，  522,  545  ；  32  72, 170  ；  33  22, 
23  ；  34 1， 2，  79, 154-*=  ；  63  344  〔歸 (弗〕 4  239 
〔祇園 精舍 建立 因緣〕 4  237*  〔布施 第一〕 17 
36;  28  438;  31 522  〔貧困の 舊友を 救 ふ〕 29 
204,  359;  32  72  〔忘恩の 友人 長者との 關係〕 
29  231 〔五 怖 畏四預 流 支の 設法 を受 く：]  22' 上 
84;  22 下 94  〔五 怖 怨の說 法を受 く〕 19  285 
〔五 可愛 法の 說法 を受 く〕 19  65  〔財 取得の 五 
因に 關 する 說法〕 19  61 〔四^の 說 法を受 く〕 
18 119  〔十 行 欲 人の 說法〕 22 下 86  〔遠 離に 
住すべき 說 法を受 く〕 19  288  〔心 を 護るべき 
說 法を受 く〕 17  430,  432  〔外道と 見 を 語-る〕 
22 下 98  〔舍 利弹を 通じて 四證淨 等の 說法を 
受く〕 19  295  〔重病に 際 し 舍利弗 よ り 四 證淨， 
十 正 法 を 聞く〕 16 下 275*  〔病 氣の時 舍利弗 
の說 法を受 く〕 11 下 365*  〔重病: こ 際し 阿難 
より 四 證淨を 聞く〕 16 下 282  〔死亡〕 11 下 
372 ② 〔天子〕 （長者 死後 生 天, i 11 下 372，  373、 
374  ； 12  93，  95 ③ 〔經〕 12  93 

〔給 孤獨 一家の 持戒 堅固〕 32 170 

〔給 孤燭， 盜 賊を脫 す〕 29  295 

〔給 孤躅, こ 毒酒 を勸 めて 失敗〕 29 15 

〔給 孤燭の 甥の 窮死〕 31 264 

〔給 孤燭の 吉祥 を盜 まんと する 婆羅門」 31 228 

〔給 孤燭の 下婢と 装飾品と 盗賊〕 33  22 

給 孤 燭園 Anathapindikassa-arama  (=祇11[ 
精舍， 祇樹 給孤獨 園） 9  7， 17,  23，  36,  50,  55, 
62,  74, 102,  138，  177,  185,  206，  216,  223, 


(183) 


ヰ ユウ 一 袷, 嗅， 窮, 舊， 牛 


237，  261,  267,  268，  275,  290,  314，  329,  350, 
383; 10  9， 11， 31， 37，  49,  62, 117,  214,  222, 
232,  239，  312，  445; 11 上 27,  51, 131，  134， 
142，  150，  194，  234,  257，  297; 11 下 1, 8, 19， 
32,  56,  72,  97, 112,  139，  179,  207,  230，  246, 
251,  269，  275,  296,  308,  319，  365,  380，  385， 
400，  404,  416  ； 17 1 ； 18  35  ； 19 1 ； 20  231 ； 
21 1; 22 上 1; 23  89*;  41 113, 190 
給 孤 燭須達 AnSthapm が ka  (= 給 孤蜀， 須達) 

〔長者： 28  205 
給 孤蜀品 Anathapindika-vagga 12  87° 
. 給仕 paricariya  =  paricarika  (侍女） 8  252 
給仕す ① upatitthati  2  427  D  upatthapeti 
2  222 

給水 者 opSna  〔とその 報果〕 24  531， 532 

給水 處 udakatthana  4 184 

給與者 kappiya-karaka  3  373,  374 

給養し 難く    dupposa ほ （難 養' 1 32;  2  341 

給養し 易く    suposa ほ （易 養' 1 32;  2  341 

給料 vettana=vetana  (賃金:' 8  254 

嗅 ghayana  65(11、  22,  23 

窮者 adhana  (貧困 者） 1 121 

塵 外道 緣 annatitthiyapubba-katha  3 120 

舊妻 pui-aija-dutiyika  (故 二， 故の 妻， 前 妻， 前 

の 妻， 先妻， 昔の 妻， 元の 妻； 3  32, 164  ；  23  91, 

92 

r 〔舊 妻の 誘惑〕 28  302,  405;  29  469;  30 187; 

31 289;  32 112,  155;  33  65°  ；  36  62, 129 
'(舊 妻 \ の 愛 著〕 29  478;  30  260,  283,  301 ； 32 

303 

舊厝財 porana-inamula  9  477 
•Ci) 舊 (：{1 比丘 I； 舊 比丘 avasika  bhikkhu  ''.3) 

5  338，  342; 19  363*  〔可否〕 19  363*    f  4 

318，  319，  322°  〔儀 法〕 4  322 
•d; 舊 tfe 比丘 品 ② 舊 ft 品 Svasika-vagga  D 

5  344 ② 19  362 
.舊 比丘の il 法 avasikanam  bhikkhunam 

vat  tarn  4  323 
牛 王， 牛戒， 牛角， 牛 鬼 事, 牛 家， 牛 達 多， 牛 頭〜 ゴ 
牛 顎骨 go-hanuka  4  396 
- 牛儀軌 gava-kappa 10 164 


牛 群 go-gana  9  383*  ； 18 130, 131 ； 22 下 
329，  330,  334，  335，  348  g  gava 牛） 47 
428* 

〔牛 群 渡河の 響 B|i〕 18 130;  36 177，  212,  213 

牛 群の 首領 go-pariij5yaka  9  391, 392 

牛 脛骨 atthilla  4  396 

牛 呼 g5vu は （ガー ヴタ， き 浮 他） 〔里程〕 30  356 

牛 行 go-va は （牛 禁， 牛務， 牛の 誓） 10 164, 165 

牛 行者 go-vatika 10 162* 

牛嚙 〔布〕 gokh5yi1:a  62 124, 125 

牛耳 鹿 gokaijija  37 167 

牛車 ① ayutta-sakata 1 254  %  gona-ratha 

37  461, 468 
牛舍 £  go-kula 15  439 ② vaja  3  271， 272 
牛 主 ① gopati  59 下 212    %  gomika 12  8， 

183 ③ gavampati  24 10  3)  Gavampati  (僑 

梵 波提， { 加梵 婆提） 〔耶舍 の 友人， 比〕 3  33;  7 

407;  25 117 
牛 心 go-dtta 10 164 
牛 跡 go-pada 19  263 
〔牛 跡の 水 を 飮む譬 喻〕 19  263 
① 牛酥② 牛乳 薛 go-sappi ① 2 140 ② 2  558 
牛溲 pQti-mut は （腐 尿，,; 贫尿 水， 陳棄， 家畜の 

尿） 25  294 ；  62  48 
牛刀 go-vikat は na  (屠 刀 1 147; 11 下 395, 

396 

牛乳 1〕 khira  (乳） 2 178;  5  49;  23  28;  38 
312  ；  59 上 82    J)  go-khira  2 140    3)  paya 
11 上 246 

〔牛乳と g さの S(t〕  W  223,  282 

〔牛乳の 變 化する 譬喩〕 59 上 82,  98 

牛馬 pasu  (家畜， 畜獸, 獸領， 畜生, 牛， 牡牛 ）38 
97,  98 

牛 反 D  go-camma  3  342  D  usabha-camma 
62  305 

〔牛皮の 幻 11 下 120 

牛 父 go-pil:ar  9  391， 392 

牛 糞 1： gomaya 1 24  ；  6  238  ；  8  53  ；  9  283  ； 
13 125  ； 14  206  ； 17  339，  396，  489  ； 18  361 ； 
22 下 162,  190,  209,  212,  215  ；  47  442  ；  59 上 
111， 112      J)  chakana  3  358，  499 ③ 


( 184) 


Gomayam  (= 牛— 突 塊經， 牛 蓠 の 訓諭） 〔經〕 14 
224 

牛 糞 火 gomayaggi  9  450； 11 上 240 

牛 翼塊經 Gomayapipc^ika-sutta  (=牛糞の訓 

諭， 牛 糞經） 60  259 
牛糞搏 gomaya-pipda 14  226 
牛 糞の 訓諭 Gomayapinda-ovada  (= 牛 糞 塊 

經， 牛 糞經） 60  92 
牛 糞を唤 ふ甲蟲 gomaya-pSijaka  30  262* 
牛務 go-vata  (牛 行， 牛禁， 牛の 誓） 42 136; 

43  88 

牛務者 go-vatika  (牛 行者） 42 131 ； 44  61 

牛軛 go-yuga  8  27,  28,  34 

牛酪 nonita=navanita  (生 酥， M, 酪， 熟酥， 乳 

酥） 25  65 
牛路 Gomagga  〔地名〕 17  221 
巨舍羅 Gosala  〔比〕 25 114 
去緣 vigata-paccaya  (離 去緣） 〔二十 四緣の 

一〕 50 1, 12% 18*，  189,  352°,  402°  ；  51 3*, 

33，  51， 171，  338;    52  8* 其 他； 53  24，  77, 

120 其 fe;  54 108 
去 緣廣說 vigatapaccaya-niddesa  50  402 
去に 巧 apSya-kusala  (離 去 善 巧， 损滅善 巧） 

20  201 

去來 agati-gati  (來往 ） 11 下 378 

居 家 niketa  (g 處） 24  76 

居 家 者 niketa-sSrin  (標榜 者 = 在家 者） 43  381 

居 家な き 者 anike は- s5rin  43  382 

居士〜 コ 

居住 senasana  (队坐 所， 队坐處 ，队 具， 坐队 具， 
坐 人處， 床 座， 牀座, 住听， 住家, 房舍， 宿舍） 8 
166° 

居住者 お ika  3  236 

居 宅 Svasatha  (住所， 住處, 房舍， 内室， 施 食處) 

11 下 217，  223 
怯 怖 sSrajja  (畏 怯， 有畏） 19  271 
①炬② 炬火 ukka  (松明） ① 24 124 ② 3  333  ； 

13  224  ；  25  414，  417  ；  27 165  ；  63  412,  413 
〔炬火に よりて 恆河を 煮沸せ しむる 譬 It 〕  9  234 
〔炬火の 譬 (to  25  414，  417;  63  412 
炬火 を揭 ぐる 者 ukkSdhara  23  359 


牛， 巨， 去, 居， 怯, 炬， 距， 許， 渠， 虛， m, 鋸， 擧ーキ 5. 

〔炬火 を 草原に 棄 つる 1||3h'(:〕 13  224,  226 
炬面 Okkamukha  〔王〕 60  22 
距 padanakha-sikha 10 112 
許可 sammuti 5  211 

許容 (1) anunnata  5  205  (2)  appatikkosana; 

5  266  d)  abbhana  (出 罪） 17 162 
渠 sakha  (壑） 17  399  ； 18  247 
渠ェ nettika  (灌漑 者， 治水 者） 25 112，  265 
渠溝論 kumbhaUhana-katha  (并戶 端 論， 井 
戶論， 池邊 論， 水瓶 處論） 〔無用 論の 一〕 8  48 
虚， 虚— 誑， 虚空， 虚妄〜 コ 
虚假 alika  (虚偽， 虚妄） 12  326 
虚偽 ① alika  (虛假 ，虚妄） 24 162  ^  tuccha 
(空虚， 虛） 24  341 ； 43  59 ③ nikati  (偽 瞞， 
奸詐， 騙詐， 詐欺, 詐術） 6  7，  97 ④ muss  (妄， 
虚妄） 8  43; 11 上 340 ⑤ vaficana  (欺瞞， 譎 
' 詐， 瞞著） 11 下 15; 16 下 412  ®smgi  (娃猥 ): 
23  363 ⑦ Ukkotana  〔經〕 16 下 412 
虚偽 〔者〕 makkhin  (覆 者， 覆 あ り ， 覆惡 者， 覆 
偽者） 8  57 

虚言 ①!; nus5-vada  (妄語， 虚誑 語） 6  374 ②' 
abhuta  (不 眞， 不實， 非實, 無實， 虚誕, 偽） 23 
156 

〔虚言の ために 破滅〕 34 105 
虚誇 unna!a  ('|' 喬慢， 傲慢, 高慢， 高慢 な る , 尊大，， 

1' 喬傲， 不遜， 心 騒が しく  ）  25  233 
虚飾 ① capala  (浮薄， 浮動， 動搖， 輕薄， 輕騷， 
輕躁 なる） 11 上 355 ② vibhQsana  (裝 飾, 莊: 
嚴） 9 13 

虚誕 abhma  (不 實, 非資， 無實， 不眞, 僞， 虚言） , 
8  43 

虛談 ① lapa  (饒舌） 18  48  ；  42 187  (2； lapana 
(饒說 〜浮言） 20 199;  43 181，  194，  195,  203%. 
383  ；  44  429,  430  ；  47  61, 69°  ；  62  34，  46%  50° 
虚談者 lapaka  (背信者） 19 154 
〔虚無 論 = 邪見〕 6  84°  ； 10 185° 
虚無 論者 ① natthika-vada 10 187  ； 11 下 82」 

② venayika  9  257 
罅 隙 padara  (峽， 溪） 13  45 
鋸 經 Kakacupama-sutta  9  223° 
擧 ullanghana 1 204* 

(185) 


ネ ョ ー擧， 御， 魚， U, 漁， 凶， 叫， 兄， 兜 


擧罪 ukkhepaniya  3  87,  88,  93,  256,  260; 
4 115, 128 

擧 罪ぎ f3 磨 ukkhepaniya-kamma  I 應 除却 所 (乍) 
3  566*,  574。，  576*;  4  30，  31, 32，  33,  35，  38， 
39，  446;  5  208,  243,  382  〔因緣 と 作法〕 4 
31%  38°  〔惡 見を棄 てざる に 因る もの〕 4  36 
〔罪 を 懺悔せ ざるに 因る もの〕 4 35  〔罪 を 見 ざ 
るに 因る もの〕 4  30-35  〔罰則〕 4  32  〔解く 
べき 場合〕 4  33  ： 解くべからざる 場合〕 4  33 

擧罪事 codana-vatthu  〔三 事〕 8  297 

擧 罪す paticodeti  2  346 

擧 罪せられ たる ukkhitta  (擯 せらる） 2  217, 
373 

擧す ： ukkhipati  3  545* ② ukkhittaka  3 
166* 

擧說 ukkacana  62  51 

御者 1 sarathin  ； 馼 者， 乘 御者, 調 御者， 調馬 
車,' 1 178；  6  385*  ； 12  37，  46  ； 19  37  2 
yoggacaviya  |Z 者, 騎師， 馬術 師， 調馬 師） 11 下 
109 

〔御者と 良馬の 喩罾： 15  277 
〔御者の 臂喻〕 12  37 

魚 王の 所行 Maccharaja-cariya  〔經〕 41 414° 
(Xj 魚群 ：D 魚の 群 maccha-gumba    i  9  484 

② 17 13 
〔魚群と 毒蛇と 靑 蛙；] 30  401 
〔魚群と 欲心 ある 鰐〕 30  382 
魚群 本 生物 語 Macchuddana-jataka  、二八 八) 

31 251° 
魚 埃 macchuddana  31 254 
魚族 本 生物 語 Maccha-jataka  (七 五） 29 135° 
魚肉 maccha-mamsa 1 288;  3  417;  4  302; 

24  92  ;  37  270  ；; 三點 淸淨〕 1 288;  3  417; 

〔4  302〕 

魚肉 汁 macchamamsa-yusa  59 上 360 

〔魚 接の 大'; 毎: 二 ある 臂卩 ||〕  41 139;  42  273;  43 

161， 314 ；  44  293 
魚 本 生物 語 Maccha-ja は ka  (T) (三 四） 28  405° 

② （二一 六） 30  30r  (〜魚族 本 生物 語） 
魚網 衣 maccha-valaka  4  208 
「魚類 名〕 27  28.  29,  71, 96,  97, 106;  37 145° 


〔魚類 を 貪食せ る 大魚は 自己の 身 を 食 ひて 死す〕 
37  264 

馭者 (t  sarathin 御者， 乘 御者， 調 御者 、 24  456  ； 
25  281 ； 37  369*,  387,  389"*= ② yoggacariya 
(御者, 騎師， 調馬師， 馬術 師） 15  277 

漁師 1  二  kevatta  (漁夫） 20  343  2  balisika 
(漁夫， 釣師） 13  332 

漁夫 ① kevatta  (漁師） 10  268，  269; 19  40; 
20  84  ；  21 307 ② balisaka  (漁師， 釣師） 15 
254  ；  29  440* ③ maccha-ghStaka  、捕 魚 者） 
10  92 ④ macchika  (捕 魚 者） 20  33  ；  36  273 
⑤ Balisako  〔經〕 15  254 

〔漁夫の 家庭と 隣人〕 29  440 

漁夫の 子 kevatta-put は 9  445* 

〔漁夫の 釣針と 魚の SnC 15  254 

〔漁夫の 二 支〕 59 下 337 

〔漁夫の 譬 n|0 19  40;  20  84，  343;  21 307 

〔漁夫の 漁 時の 饕 11|〕  23 122， 123 

凶條 dubhikkha  (飢饉， mm. 儉， 乞食し 難く） 

19 144 

凶 難 an は i-5ya  ^凝， 障 道, 障 難， 隱 37 
354,  368 

凶暴 ぷ canda  '、兇 惡， 暴） 20 147  ^ ludda  ( 兇 
暴， 凶暴 者， 殘忍） 18  305,  306  ； 19  353 

凶暴 者 ludda  ' 凶暴， 兇暴， 殘忍, 獵師， 獵夫） 
20 139 

叫喚 Roruva 號叫， 魯羅 婆） 〔地獄〕 12  41 , 
36  260 

兄弟 ① bhatar  3  265  ；  8  89  ；  29  92* ② 

Bhata  〔經〕 13  278,  358 
〔兄弟 合戰〕 60  308 
〔兄弟と 千金と 河 神と 漁夫〕 31 251 
〔兄弟 二 仙人と 父母への 孝養〕 36  351 

① 兄弟の 護る 女 ま 兄弟に 護ら れ たる 〔女〕 
bhatu-rakkhila 兄 護 女） 0) 11 下 34,  45  D 
10  3,  5 

兇惡 cao<^a  I 凶暴， 暴） 11 下 382; 15  99 
兇器 5vudha  ^ 武器, 武 11) 11 上 134 
兇賊 cora 賊, '盗賊） 11 上 131, 133 
511 人 purisada  (食 人 鬼， 食 人 者， 人 食 ひ） 35 
271*,  281， 283 


(186) 


兇， 共， 夾， 狂， 姜， 峽， 俠， 恐， 胸, 教ーキ 3 ゥ 


'兇暴 ludda  (凶暴， 凶暴 者， 殘恣） 11 下 210，  220 
共 安居 者 〔合 說〕 自恣 sam5navassik5- 

pavarana  5  210 
共! 5A 品 TuvaUa-vagga  2  480；  5 105， 128 
(T 共 語 ② 共 語す savacaniya ① 5  280 ま' 5 

209 

共 事 sambhoga  (共 食） 2  217 

共 食 sambhoga  (共 事） 5  368 

共 宿す saha  seyyam  kappeti  2  216* 

rj) 共 g ②共住 事 samvSsa  (同 法， 俱に もむ 

こと） ① 1 33，  35,  36,  44°,  77, 122,  153;  2 

147，  343°,  507;  3  284； 19  94,  95，  96;  24 

124;  36 151 ② 5 111, 132 
共 S    ®  saha-vasa  (同 g£) 〔夜斷 の 一〕 5  207 

② samvasa~tij^ ③ saddhivihSrin 〜次 項 
① 共^ ② 共 住 者 saddhivih§rin, 

saddhiviharika  (徒弟， 和尙の 弟子， 同 S 者， 

弟子） ① 13  299 ② 13  422 
① 共 S 者 ② 共 法人 samana-samvasaka  (同 

住 者） ① 5  317 ② 5 197 
共 法す samv お ati  2  216* 
共 g の 比丘 saddhiviharika  bhikkhu  (弟子 

比丘） 2 147; 19  94,  95，  96 
共通 制 sadharana-pannatti 5 1*,  7,  91, 

196,  205 
共同者 sajiva 12  64 
共謀偷 saihvidhavahara 1 86 
夾竹桃 D  kanavera  34  84  ；   39 133 ② 

karavira 10  228 
夾竹桃 葉箭 karavi—ra-paUa 10  228 
狂竭磨 ummattaka-sammuti  3  218,  219 
狂氣 ummSda  9  410,  411 
狂氣の 所作 ummattaka 17  430 
狂 愚 bala  (愚， 愚癡， 愚鈍， 愚昧， 愚者， 愚瘦 者， 

愚人， 癡者） 2  29 
1 狂者 ② 狂人 ummatta      狂せ り） £  25 

8 ② 10 155 
I 狂者 ② 狂人 ummaUaka  (顚汪 者， 顚 狂人 

癡 狂者， 發 狂者） ① 3  218;  43  40 ② 3  214; 

4  95，  96, 101 
狂醉 放; 3    madappamada  (tg 放 通，' I' 喬醉放 通） 


18 117 

狂 |ぇ 1 matta-gaja  23  308  ； fmiatta-kunjara 
25  217,  396；  37  224  ^3)  hatthippabhinna  9 
408;  25 128 

〔狂 象 を 制する 響 niO  25 128 

狂亂 mQjha  (愚 癡， 癡者， 癡冥） 11 上 323 

狂亂せ り viceta 16 下 377 

姜黄 halidda  (薑 黄， 懇金, 菌金 香） 3  356 

峽 padara  (溪， 罅 隙） 17  399  ； 18  247 
-峽谷 f>kandara  (溪 谷， 谿, 瀧， 洞窟， 窟， 石窟， 
巌窟） 6 106 ② pabbata-sai'ikhepa  6 125 

狭小 amahaggata  7  345 

恐懼 ① ussaiikin  (疑惧） 3  602 ② 
paritassana  (恐怖） 14  24*,  27 

恐怖 ① utrassa=utrasta，  uttasa し 驚愕， 怖 
懼， 怖） 3  602 ② paritassana  (恐懼） 7  254  ； 
11 下 316* ③ bhaya  (怖， 怖畏， 畏怖） 11 上 
136  〔三種〕 31 159  a>  patibhaya  (怖 畏處, 
恐怖 ある） 1  445;  2  297,  477,  479;  9  247 

⑤  bhaya-bherava  (畏怖 驚駭， 怖駭） 21 224 

⑥  bherava  (駭） 43 179° ⑦ bhiriisanaka 
(怖 畏） 7 147; 12  268 ⑧ cluanbhitatta  (硬 
直） 11 下 201*  .9)  Bhita  〔經〕 12  61 

恐怖 ある patibhaya  (恐怖， 怖 畏處） 2 101 
恐怖せ しむ bhirhsapeti  2 181 ； 5  34，  67 
恐怖の 救護 bhirut ほ ija  (讒畏 ） 22 上 134* 
恐怖の 話 bhaya-katha  (怖畏 論， 畏怖 論） 〔無 

用 論の  一〕 6  9，  99 
恐怖の 非道 bhayagati  (怖 畏不應 行， 怖不行 

處， 怖畏 趣， 怖 道） 8  239,  240 
恐怖 林 Bhesaka ほ- vana 10  73,  84  ；  20  25*  ； 

21 109，  110, 113 
恐怖 林の 鹿苑 ② 恐怖 林 鹿 園 ！！) 恐怖 林 鹿野苑 

④ 恐怖 鹿 林 Bhesakalavana-migadaya ① 

15 187  D  21 182 ③ 2 182,  320,  321 ； 4 194 

④ 20  336  ' 

胸 甲兵 carama-yodhin  (装甲 兵） 20  360,  364 
胸骨 uraUhi  (肋 軟骨） 63  48,  50 
胸 飾 uracchada 1 302 
敎 Danus お ani  (敎誡 ，敎示 ，教義） 1 218 ② 
sasana  (敎 說， 聖敎） 42  217 


(1S7) 


キ ョ ウー 敎 


敎誡 （T  anuvada  '非難， 隨說） 5  259  D 
anusasani 敎， 教示， 敎義' 2  448  ；  3  89, 107  ； 
22 上 273，  274;  41 209  S  ovada  (教導 2 
504,  507*;  4  381,  392*;  5 111，  132; 11 下 
380*  3  Ovada  ：經： 21 202  %  Ovado  〔經〕 
(― )( 二  (三） 13  299，  302,  305 

敎誡罪 desanagamini  apatti  (應悔 罪） 5 
196,  355 

0) 教戒 示 導 ま 敎誡示 導 ③敎 誡神變 
anus お ani-p^Uhariya  ： 三 神變の 一〕 1 22 下 
300    %  41 179°*  S  6  302,  305°*;   8  299, 
17  273,  275°,  481 

敎誠事 anuvadadhikarapa  (敎誡 諍 事） 1 
282* 

敎誡者 i  anus お aka  ：: 輔師， 顧問 官' 3 162  ® 

ovadaka  (勸誡 者 16 上 385 
敎誡諍 事 anuvadadhikaraija  ：敎誡 事， 非難 

諍 事， 非難 事） 〔四 種 諍 事の 一〕 4 137%  141, 

154  ；  5  257*  〔三 性〕 4 141 〔滅 消： 4 154 
敎誡諍 事 0 根本 anuvadadhikaranassa 

mularh  4 139 
敎誡す ovadati  5  26,  62,  63 
敎誡と 敎誠諍 事 anuvado 

anuvadadhikaranarii 4 143 
敎誡 難陀經 Nandakovada-sutta  (敎 難陀迦 

經' 64  418 

敎 ^比丘尼 人 bhikkhunovSdaka 比丘尼 敎 

誡者， 比丘尼 敎 誡師， 比丘尼 敎誡 人' 2  80*  〔資 

格〕 5  243;  21 203° 
敎誡 比丘尼 人 選定 bhikkhunov5daka- 

sammuti  5  243 
敎誡法 anusasana-vidha  〔四 種〕 8 131 
敎誡品 Ovada-vagga  2 110;  5  26,  62 
敎誡羅 喉 羅« 婆 萌林經 Ambalatthika- 

Rahulovada-suttanta 10  204° 
1^!^羅§(^羅大@  Maharahulovada-suttanta 

10  214°  ；  59 下 235 
敎 6 ^羅 K 矣羅の 法 門 Rahulovada-pariyaya 

〔經〕 59 上 39 〜前項 
敎誡 を學ぶ anusSsati  3 160* 
敎誡を 遮す ov3daih  thapeti  4  391， 392 


教義 anusSsani  '敎， 敎誡， 敎 示： 2  524 
敎義 論究 祈 samayappavadaka  6  255 
敎給 孤獨經 Anathapindikovada-sutta 11 下 
365° 

敎區 sima  (境界, 界， 界場， 戒場， 戒壇' 33 105. 
教訓す sandasseti  '、開示す） 7  79 
敎見 pasaij づ a  (異 き， 外道， 外道の 敎） 12  22 & 
敎語 pSvacana  '經 典） 57  366"^ 
教護 anugganhati  2  523 
敎 作者 kare は r  57  66* 
敎師 satthar  (師 ，教主） 16 上 66*;  23  359 
教師の 握 拳 Scariya-muUhi  (師 拳， 阿闍梨 
の 拳） 7  67 

敎示 ① anusasani (敎, 敎誡, 敎義） 1 129 ま 
uddesa  (說, 設敎, 設示, 說明， 設戒, 總設， 表標， 
讀誦, 諷誦， 制規） 3  336  J)  pannatti  (施設，. 
制， 制定） 19 119,  120,  121， 122 

(T 敎示者 ②敎 示し sandassaka  (開示 者） ① 
16 上 385  .1 22 下 57 

〔敎 者と 禪者〕 20 103 

敎主 satthar  (師， 教師'' 7 128，  129,  234*, 
241*,  259 

敎授尸 { 加 羅越經 SmgalovSda-suUan は '六 

方 遭經） 8  237°  - 
教授 師 acariya  (阿闍 梨， 師， 軌範 師） 33  65,  6? 
敎授者 vmfiapaka 16 上 385 
敎授 せる 阿闍梨 uddesacadya  62 190 
教殺 adhiuhaya  :ghateti〕 1 123 
敎說 ；!：  acikkhana  (說 示， 開示） 16 下 372 ② 
uddesa  (設 示, 教示, 設, 設敎, 表標， 總說, 讀誦， 
諷誦， 制規） 3 118, 119    E  desana  (設 示， 措 
示， 宣說） 50  352 ④ pariyatti  (敎 法， 通達、 
59 下 210 ⑤ pariySya  ^ 法 門， 異門， 理趣， 方 
便， 因由, 經說, 經の說 き 方 ，部門） 44  50,  377 
F  sasana  (敎， 聖敎、 16 下 64，  65 
敎說者 vat は r  (說 者） 9 198 
敎說: こ對 する 應辯具 者 pariySyesu 

patibhanava  44  377,  458 
敎 設の敎 pariyatti-sasana  42  217 
敎 閱陀經 Channovada-sutta 11 下 374° 
教祖 tittha-kara 教派 主， 祖， 祖師， 外道 師> 
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敎， 统， 梟， 喬, 强， 經ーキ 3 ゥ 


外 道主， 宗祖， 一派の 開祖， 救濟 者） 6 173  ；  7 
138 

教導 ovada  (敎誡 ） 3  89, 107 
敎 導し 難き duv ほ fiSpaya  (敎へ 難き） 3 11, 12 
敎 導し 易き SUV ほ fiapaya  (敎へ 易き） 3 11， 12 
敎團 saiiigha  (僧， 僧 f 加， 僧 衆, 僧圑， 衆） 〔膨脹 

と 學處の 必要〕 10  251 
敎團の 元首 gamn  (衆 主， 伽那 主） 6  73 
〔敎 圑の淨 化〕 61 297,  395，  489 
敎團破 壞の章 Samghabhedakakkhandhaka 

(破 僧犍 度） 38 144 
〔敎圑 輸入〕 61 169，  498，  C07,  534，  543,  546 
敎 導せられ たる 者 vimta  (學 行者， 調 順， 調伏） 

9  71 

敎難 陀迦經 NandakovSda-sutta  (敎 誡難陀 

經） 11 下 385° 
敎派主 tittha-kara  (教祖， 派祖， 祖師， 宗祖， 外 

道主， 外道 師， 一派の 祖， 祖師， 救濟 者） 6 195 
敎富 樓那經 Puijijov5da-sut は 11 下 380° 
敎法 ① apadesa〔H 種〕 7  99 ② dhamma 
(法） 8  65 ③ dhamma-pariyaya  (法 門） 11 下 
32  ； 15  266，  269 ④ pariyatti  (敎 說， 通達） 64 
11 ⑤ pariyatti-dhamma  62  422* 
敎梵行 sasana-brahmacariya  62  424 
敎羅 K 羅小經 Cti!ar5hulovada-sutta 11 下 
400° 

敎勒 anusathi  65(111)  38*，  44,  45,  48 
敎論 Sasana-katha  58  404° 
统伽河 GaiigS  (恆 河， 恆 { 加 河） 7  234，  242 
① 梟 羽衣 ② 梟 羽 編 衣 ultika-pakkha  (#| 鵾 

翼） ① 9 129  ； 10  35，  92 ② 6  238 
① 梟 羽の 衣 ② 桌翅衣 ulQka-pakkhika, 

uluka-pakkhaka  (休 | 鵾翼 衣） ① 8  53 ② 1 54 
梟 品 Kosiya-vagga  31 79° 

喬多彌 Gotami  D  (瞿曇 彌= 摩 河波闍 波提） 
〔尼〕 39  265 ② 〔王妃〕 38 189，  197，  200， 
201, 214 
喬答摩 Gotama  (輩 曇） 18  2 
喬答摩 菩薩 Gotama  bodhisatta  41 85 
喬木 ®  vanaspati ② vanappati  (樹） ① 17 
247 ② 19  59 


強 飲, 強情， 強奪， 強盗〜 ゴゥ 
强惑 balavant  (有力者， 有 大力 者， 力士）  21 
297 

强暴 sahasS-k5ra  (强 盗） 8  231 
强 木の 弓 dalhadhamma-dhanu  24  522 
經 ① sutta  (契 經, 經典， 修多， 修 多羅， 修 妬路, 
經藏， 繩墨） 7 100; 18  294,  295,  296;  2» 
262  ；  30 107  ；  33 103  ；  36  252  ；  44  282  ；  59 下 
188，  283;  60 187;  64  97;  65(1)  25°,  29,  39 
〔九分 教の 一〕 9  244*; 18 11， 12； 181 〔語義〕 
65(1)  25  〔戒經 =戒 本〕 3 114;  4 106，  150， 
151 ； 5 146,  269，  280,  315  ；  20  400,  402  ；  21 
203;  22 上 303，  304,  315;  22 下 119  〔外道の〕 
10  341* ② suttanta  (經 典） 2  228,  554;  3 
169,  251,  252,  298;  4 118;  5 146; 13  395; 
16 下 319°; 17 112%  113; 18  259，  260; 19 
148  ；  29  412  ；  42  357，  358  ；  43 14;  57  47' 
65,  89* 其 他 〔如 來所說 の もの は S 相應〕 13 
395 ③ pada-bhana  30 106 ④ gatha  (倡， ィ加 
陀， 倡頌） 29  92 
經學の 衆 suttantika-gaija  62 189 
經卷 potthaka  (書 册， 書籍， 書物） 61 532，  541， 
547 

經行 ① caiikama  3  236  ；  4 183  ；  6 157; 15 
169，  170，  278; 19  38;  21 24  〔利益〕 19  38 
② caiikamana 12  306 

經行處 cankama  3  249*,  321，  322;  4  50*, 
183,  239,  244  ； 12  369  ；  25 171, 172  ；  26 12, 
88， 168,  178,  179,  201,  347，  362;  28 14, 15, 
65， 165;  30  83;  35  211 ； 36  36， 134，  192; 
38 15， 146,  220,  255  ；  39  363,  463  ；  41 208*, 
217，  223  ；  42  99，  343  ；  43  208 ；  60  4  ；  63  37, 
72，  76, 123,  124,  152,  168,  243  ；  64  367  ；  65- 
(I) 16 

經 行す caiikamati  3  331 

經 行と 坐禪 caiikama-nisajja 11 上 350; 11 下 

163，  164;  〔43 188,  365,  392〕 
經行堂 caiikamana-sa ほ 3  249*  ；  4 184,  244 
經家 suttantika  (經 師， 經學， 經 比丘） 28  421 
經偈 gantha  (典籍） 2  24 
經師 suUantika  (經 家， 經學 〔者〕， 誦經 者， 經 Jt 
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キ ョ ゥ ー經, 境, 輕， 憤 

丘） 2 107;  3  298  ；  4  246  ；  42 101，  102,  223, 

232，  328,  346,  357  ；  43 149,  205，  211 ； 59 下 

203,  216  ；  62  76, 143 
經集 Suttanipa は 小經 集經' ： 小部經 の一〕 

24 1°,  435;  59 下 262，  290,  335，  338;  65(1) 

37，  38  . 
經證論 sutta-sadhana  57 124 
經說 ① pariyaya  ( 經の說 き 方， 法 門， 異門， 敎 

說） 62  314，  323;  63  285;  W 148 ② 

Suttavada  (經 量、 IW^MZ  60  35 
經藏 it  Suttanta-pitaka  65(1)  23°,  24,  29% 

30,  39 ② sutta  '經 60 172 
經典 ① は nti  63  30,  253，  254  ；  64 164  %■  pali 

(聖典， 聖文， 巴 利， 本文' 60 134;  64  295,  296 

(§)  pavacana  '敎 語） 27  329  D  sutta  (經， 契 

M> 修 多羅， ク多 妬路, 雜墨） 23  207,  209;  33 

416  ;  61 3, 11; 64  239  ®  suttanta  (經、 62 

261， 271 ； 63  36 
經典說 pariyaya-katha  64 120， 176 
經典； こ 通じ svSgama  25  78 
經と律 ®  suttanta  vinaya  41 254，  258, 

294,  299,  322    %  sutta-vinaya  60  34  ；  〔7 

100*〕 〜法と 律 
經 の義疏 suttantatthakatha  63  85 
經 の敎說 suUantika-pariySya  62 143;  64 

238,  420 
〔經の 語義〕 65、1)  25 
經の受 持 者 sutta-dhara  60  98 
經の說 き 方 pariySya  (絰說 ，異 門， 法 門， 敎說) 

50  378,  379,  390 
經の論 母 sut は rUa-matika  45 11° 
經 比丘 suttantika  (經 師， 經家， 誦經 者， 經學） 

33 103, 104 
經 分別 ① Sutta-vibhaiiga  〔品〕 11。； 2 1°  ； 

4 150,  151,  457* ② suttanta-bhajaniya  46 

1, 83, 101,  125,  180,  273,  295，  308，  323, 

334,  348,  391, 422 
經文 manta  (聖典， 聖經， 聖書, 神 典， 秘典， 呪 

文， 眞言） 31 349,  350  ；  32  31 
〔經 文との 照合〕 64  423 

經摩 dhamma-vinava  (法と 律， 法律 28  423 


經量 Sutta-vada  (經說 ） 〔部 派〕 60 174 
經論 sut ほ bhidhamma  60 187 
經を 誦せし む uddisSpeti  (設法 を 請 ふ） 4 12 
〔經を 說く四 種 者〕 （佛， 聲聞, 仙人 天神） 2  23， 
35，  323 

境 visaya  (境界 = 所緣） 63  386 

境界 r  sima  ( 界場， 界， 戒場, 敎區， 戒壇） 3 

186°,  192*,  234*,  346,  449*;   4  256 ② 

mariyada  (畔） 8 111 ③ visaya  (境 = 所 緣） 

10 16  ； 15  309，  310 
境界: こ 巧 gocara-kusala  (行 境 善， 行 境 を 解す, 

行處を 知る ） 20  46，  276，  277 
境界標 ummSra  63  407 
境 色 visaya-rupa  65; II)  53 

輕, 輕衣, 輕慧， 輕罪， 輕想, 輕犯 等〜 ケ ィ 

輕安 ① passaddhi  (止， 安息、 1 5  280  ;  6  280; 
11 下 378  ； 13  43，  45，  46  ； 15  95， 125, 126  ； 
16 下 303  ； 18  25  ； 19  28*  ；  22 上 175  ；  23 
218  ；  40  391*  ；  41 15, 16,  200  ；  62  28，  91， 
287,  373,  416;  64  367，  404,  443  〔定義〕 46 
327  %  passaddha  (安息） 9  211，  491; 17 
399，  400 ③ Passaddhi  〔經〕 22 上 175 

輕安覺 支 passaddhi-sambojjhariga  (輕安 等 
覺支， 靜 安の 覺意） • 〔七覺 支の 一〕 16 上 250*， 
303*，  311°  ；  46  323%  325，  327°  ；  62  259, 
262,  263  〔生起の 七緣〕 62  263 

輕 安心 Passaddha-citta  59 上 8 

輕 安身 passaddha-kSya  ^ 安穩 身、 16 上 71* 
376,  377  ； 16 下 304  ；  20 10*  ；  22 下 304*， 
309,  310 

輕安 等覺支 passaddhi-sambojjhanga  i' 輕安 
覺支， 靜 安の 覺意、 〔七 等覺 支の 一〕 8  330; 
11 下 93,  95 

輕安不 激の身 passaddho  kayo  asaraddho 
9  211 

t 喬 ®  mada  (愼 慢， 慢心， 驕榮, 把悅: 9  23,  56  ； 
17 164,  495; 18  63,. 447; 19  389;  20  230， 
410  ；  21 326  ；  22 上 194  ；  22 下 275，  351 ； 24 
79，  91， 121 ； 40 170  ；  41 140，  145, 146  ；  42 
18，  35, 104,  105, 117 其 他； 43  83,  124，  140, 
152, 162 其 他； 44  40,  52，  81, 147， 177 其 
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t 喬， 篋， 興, 頗， 盖， 矯， 轎， m. 嚮, 覿， 饗， 驕ーキ ヨウ 


他； 47  61， 66°  ；  59 下 127;  62 104，  413  〔定 
義〕 47  66  〔三種 ； 無病， 壯年， 活命〕 8  299  ； 
17  236  ； 19  98,  99  〔種種〕 れ 61* ② Mada 
〔章〕 21 326 

if 傲 ① unna!a  (愼 慢， 高慢， 高慢 な る ， 傲慢， 虛 
誇， 尊大，, 心 騒がしく）  9  48，  49 ② 
Manatthaddha  〔婆〕 12  303* ③ 〔經〕 12  303 

t 喬薩羅 Kosala ① （拘 薩羅） 〔國， 族〕 20  385； 
22 下 14  ；  23 100, 144  ；  24 106，  249，  370, 
376;  36  356;  43  382;  44 1， 7，  246;  60 11; 
62  398 ② 〔王〕 37 178,  180，  188* 

〔'|' 喬薩羅 王の 僧ィ 加への 布施〕 33  77;  34  399  ；  35 
47 

愼尸迦 ① Kosiya，  Kosika  (拘 翼， 帝擇） 60  62， 
98,  99 ② Kosika  〔佛〕 27 184 ③ 〔山〕 27 126 

t 喬奢耶 koseyya  (絹， 絹絲， 絹 織, 絹布， 絹 衣， 野 
-蠶 衣， 慎 除耶） 3  492;  22 上 63 

情 奢 耶細衣 koseyya-sukhuma 14  228,  229 

憤臉耶 koseyya  (絹, 銅 衣， 絹布, 野蠶 衣， 1 '喬奢 
耶） 〔衣〕 26  419，  459  ；  39  540 

憤賞彌 Kosambi ① （拘 啖彌） 〔國， 都〕 1 110， 

262,  298  ；  2  25,  55,  74, 172,  179,  223,  319  ； 
5  9,  24，  25，  33，  37,  49, 192，  249  ；  6  224, 
229  ；  7 132， 165  ； 10  54,  55，  358  ； 11 上 130  ； 
11 下 191， 192  ； 13 167  ； 15 180,  184，  262, 

263,  281 ； 16 上 263  ； 17  355  ； 18 144，  254, 
275,  418  ； 19 169，  183,  257,  281 ； 20  280  ； 
21 173*  ；  23 149,  215  ；  24  380  ；  28  315  ；  29 
195， 196  ；  31 410  ；  32  96,  373  ；  33 103,  110, 
238,  283  ；  35 1， 33  ；  38  376，  380  ；  41 1， 11 ； 
60  21， 169,  338  〔戒法 八 種の 制定〕 5  249 ② 
〔經〕 13 167 

1' 喬 賞彌迦 Kosambika  〔王〕 33  238,  283 
1' 喬 賞彌經 Kosambiya-sutta 10  54° 
〔'1' 喬賞彌 比丘の 諍鬪〕 3  587*  ；  33 103° 
愼賞彌 本 生物 語 KosambHS は ka  (四 二八） 33 
103° 

愼醉 ummada  (愼慢 ） 19 165 

① t 喬醉放 通 ② tS 放 通 madappamada  (狂醉 

放 速） ① 19  62 ② 20  291 
愼陳如 Koi? お fifia ① （拘利 若） 〔姓〕 31 147; 


38 160，  162， 163 ② 〔佛〕 26  321, 399  ；  27 
361 ； 28  62°,  72， 192;  41 254°  ；  60 152 ③ 
(= 阿 若愤陳 如， 五 比丘の 一） 〔比〕 3  21; 12 
334，  335  ； 16 下 342  ；  25  240,  324,  325  ；  26 
91; 27  384;  28 118,  142;  41 77,  78，  88;  60 
4  〔轉法 輪の 說法 にて 法眼 を 生ず〕 3  21; 16 下 
342 ④ 〔經〕 12'  334 
1' 喬 梵波提 Gavampati  (牛 主， 伽梵 婆提） 〔比〕 
57  287 

愼慢 ① atimSna  (過慢 ，高慢） 8 105, 107 ② 
unnaja け 喬傲， 高慢， 高慢 な る， 傲慢， 尊大, 虚 
誇， 心 騒が しく， 不遜） 16 下 119  ；  23 144 ③ 
ummada  (t 喬醉） 47  463,  464 ④ mada  (僑， 
慢心， 驕榮, 肥悅） 1 30;  7  257;  62  58 ⑤ 
mana  (慢， 慢心） 12  305;  25 134,  320 ⑥ 
sarambha  (激情， 憤激， 憤發， 性急， 怒， 瞋惠， 
爭， 有難 處） 25 117 1) huhuiika  23  88 

'I' 喬慢ぁ り mSnassin  4  282 

① 'I '喬 慢心 ② 'I '喬慢 愛執 mananusaya  (慢隨 眠， 
慢使） ① 25  337 ② 25  321 

'隨 婆羅門 Huhunkajatika-brahmana  3  4  ； 
23  88 

篋匠女 vem 19  315* 
興趣 adhippSya  (思量, 意趣， 欲求） 12  210 
頰鞞 Kikin  (|g 里 計， 汲毘） 〔王〕 11 上 65* 
薑黃 halidda  (姜 黃， 鬱金, 鬱金 香) 25  311 
矯詐 ketubhin  (欺獻 ，欺瞞者） 19  276，  277 
轎 ① pai:aiiki  (椅子 轎） 3  339;  4  412 ② 

vayha  (山 暢， ヴヰハ 車） 39  350 ③ sivika 

(輿） 2  326，  546  ；  3  317;  25 12, 13 
鏡面 ① ad お a  (鏡） 17  339,  340 ② Ad お a- 

mukha  〔王子， 王〕 '31 45,  54，  61 
〔鏡面 王子と 猿と 十四 問題〕 31 43 
〔鏡面， 水面の 顔 相の 響 niO 14 168 
〔鏡面 を淨 むる 譬喩〕 17  340 
嚮導 者 n さ tti  36 177,  212，  213 
麓 vivSda  (諍， 諍 論， 口 論, 異論， 爭論， 鬪淨， 論， 

論 諍， 紛議， 紛諍） 7  7* 
競爭 dhava 10  253 

饗宴 ① chana  (祭） 1 317 ② pShuija  6 144* 
職榮 mada  (愼， 'I' 喬慢， 慢心, 肥悅） 9  474; 10 
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110 

驕奢 bahuUika  (贅 澤, 贅澤 者， 奢侈） 1 423  ；  3 
369,  372 

驚愕 ① utras は =utrassa,  uttasa  (恐怖， 怖 
懼， 怖） 4  283 ② ubbigga  (倦厭） 3  602 ③ 
samvigga  6  76 

巧設者 で citta-kathin  (〜妙 設者） 16 上 100 
② vickta-kathika  (能辯 者） 27  292,  293 

行 d  saihkhara  3  24*  ；  6  402;  8  297  ；  9 
87°  ； 10  26; 13  2*,  5°,  60°,  63°  ； 14  94°, 
99。，  140°  ； 17  47, 129,  470°  ； 18  285,  286; 
24  276  ；  40  85;  46 11, 180°,  196,  200*;  64 
51°,  172°,  174°,  175，  177°,  280  〔定義〕 46 
11, 47,  86, 111 〔三種〕 8  297; 10  26  〔行— 
苦〕 24  276  〔行 (思)— 觸〕 11 上 373; 14 162 
〔識 との 關係〕 64  207%  226°  〔四諦 無知〕 14 
421 t  acara  ( 正 行， 正しき 行, 淨行， 行處, 軌 
則 9  50,  54  ； 16 上 424  ；  20  399  ；  21 5,  7， 
52;  22 上 2，  3, 10, 11， 238,  241,  303,  327; 
22 下 26，  28， 116,  315，  320  ;  23  347，  367, 
368  E  carana  、德 行' 44  330°  ；  62  400°  〔行 
と 言 :| 18 179  3  cariya  (所行， 正 行； 〔八 種〕 
44  392°,  393;  〔41 177°*]  ®  patipada  (行 
道, 道， 道 跡， 向 道, 所行） 〔四 種〕 8  307 ⑥ 
arabbha  (勤） 19  232* ⑦ vat  a  (務め， 儀 法， 
禁, 善行, 德行, 聖行） 9 181，  184,  461 ⑧ 
Patipatti  〔經〕 16 上 176  f  Vattati  〔經〕 
21 314 

行 威力 cara^ia-teja  40 171 
行 域 gocara  (行 境, 行處, 行界， 境界, 所行） 1 
36;  2  342 

行 娃 methuna  (娃， 娃欲， 交會， 欲 行' 24  231 

行娃す vippafipajjati 1 280 

行 有 餘等至 Samkharavasesa-samapatti  (殘 

行定、 11 上 301 ； 13  223 
行蕴 saiikharakkhandha 11 上 373  ；  45  26°, 

34;  46 ir,  47°,  86， 111 ； 48 上 22た 64  33， 

51°,  291,  293,  294;  〔64  51。〕 
行壞 5cara-vipatti  (壞 行， 破 行） 〔四 失壞 の一〕 

5  77,  80, 136,  157,  167,  250°  〔行壞 と 犯罪〕 

5 167 


行界 gocara  (行 處， 行 境， 行 域， 境界， 餌 所, 听 

行、 10 16,  53 
行規 sajiva  (戒、 11 下 14 
行義 akappa  22 上 324  ；  22 下 131 ； 58  434 
行儀の 圓 足せる Skappa-samparma 19 107 
行 境 ① gocara  (行 處， 行界, 行 域， 境界， 範 K 

親近 處, 所行） 16 下 40  ；  40  26  ；  41 9,  36  ；  46 

346,  350。  ；  62  254 ② Gocaro  〔經〕 14  434, 

453 

行 境 ー引發 Gocara-abhinihara  〔經〕 14  452 
行 境 善 gocara-kusala  (行 境 を 解す， 行 處を知 

る， 境界に 巧） 14  434,  443,  447，  449,  451* 
行 境の 種種相の 智 gocara-nanatte  nanarii 

40  2, 128°* 
行 境 を 解す gocara-kusala  (行 境 善， 行處を 

知る， 境界に 巧） 22 下 337 
行 境 を 解せ ず na  gocarakusalo  (行處 を 知ら 

ず） 22 下 333 
行 苦 ① saiikkhara-dukkha  42  24,  66  ；  4S 

237，  336  ;  44  23,  95,  372;  64 121°,  129,  146，. 

179    t  samkhara-dukkhata  (行 苦 性， 行 苦 

の 性） 16 上 236 
① 行 苦 性 ② 行 苦の 性 saiikhara-dukkha ほ 

(行 苦） 〔三 苦 性の 一〕 （T 15  398  S  8  296 
行 具足 carana-sampanna 10 114 
行 空 saiikhara-sunna  41 115 
行 刑 者 cora-ghata=cora-ghataka  、刑吏， ^5: 

賊者， 死刑執行 人, 司獄， 魁膾） 1 141 
行 業 kamma  (行事， 業, 行爲） 2  6*, 10 
行 乞 bhikkhScariya 11 上 238 
〔行 乞 上の 注意〕 24  264* 
行 作 abhisaiikharapa  '爲 作） 64  33,  51 
行作識 abhisaiikhara-vinnana  44  ^3 
行事 （T  kamma  (行 業， 行爲， 業） 7  35 ② kicca 

(作用， 所作） 5  259 ③ kiccSdhikarapa  (f 亍 

諍 事， 義務 諍 事， 事 諍 事、' 1 275,  282* ④- 

samacara  (正 行， 儀 法、 2  203 
行 持 acariyaka  8  44，  51 
行捨 saiikMrupekkhS  40 102*，  413;  62 

317*，  318°  ；  65  II  84  ：止觀 との 關係〕 40 106 
行捨智 sankh5rupekkh5-fmi?a  64  374,  402' 
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407,  416;  65(11)  82;  〔64  397。〕 〔三 異名〕 64 
407 

t 行捨智 による 決定〕 64  416 
行者 ① karin 11 下 208 ② gantar  (能 行者) 
19  227,  228,  229 ③ car  ant  a 15  294* ④ 
car: は （性行 者， 性格 者） 65(11)  78，  79 ⑤ 
Patipanna  〔經〕 16 上 177 
行者の 林 tapo-vana  (苦行 林） 61 135， 136 
〔行者 を 苦しめた る 王と その 報〕 36  41 
行直擔 abhisaiikhara-bhara  43 126 
行處 ① gocara  (行 域， 行界， 行 境， 境界， 範圍， 
親近 處， 餌听， 所行） 9  50,  54  ； 11 上 348，  364  ； 
11 下 162  ；  23  347,  367，  368  ；  42  56,  98,  224, 
348；  43  24， 146,  216,  350°,  352,  364;  44 
35  ；  62  38°  ；  63  37°,  39°  〔三種〕 62  38° ② 
acSra  (行， 正 斤， 淨行， 正しき 行， 軌則） 23 141， 
142;  25  224 ③ kammaUhSna  (業 處， 禪定 
法， 觀法， 觀念 修行， 修行の 具） 65(1)  53，  55 
行處を 知らず na  gocarakusalo  (行 境 を 解せ 
ず） 9  386 

行處を 知る gocara-kusala  (行 境 善， 行 境 を 解 

す, 境界に 巧） 9  289 
行生經 Samkharuppatti-sutta 11 下 112° 
行商人 v§mja  (商人, 商賈， 商 估） 11 上 302 
〔行商人の 譬 it〕 11 上 302; 17 187, 188  ；  21 107 
行 諍 事 kicc5dhikaraija  (行事， 義務 諍 事， 事 

諍 事） 11 上 321 
行水 處 ogSha  22 上 137， 138 
行 世間 saiikhara-loka  62  404° 
行跡 方正 sSmici-patipanna  (行 ホロ 敬， ih しく 

修し， 和 敬 行） 23 188 
行 相 akSra  (相， 相貌， 形相， 形容， 因 相） 3  236, 

237;  5  281,  283,  284。  ；  59 上 170 
行相覺 akara-parivi は kka  (相 省 慮， 因由の 審 

慮） 13 168* 
行雙論 SaiikhSra-yamaka  48 上 399° 
行藏 Cariya-pkaka  (所行 藏） 〔經〕 60  92 
行 知見 淸淨 淸淨勤 支 patipada-fiapadassana- 

visuddhi  parisuddhi-padhaniyangam  〔九 

淸淨勤 支の 一〕 8  377 
行籌 sa ほ ka-gSha  (集籌 法） 4 130,  131,  153° 


〔三種； 秘密， 竊語, 公開〕 4 153°  〔非 法と 如法〕 
4 131 

行禱食 sa ほ ka-bhatta  (籌 食, 籌符 食） 3 102, 

163  ；  4  268 
行籌人 salaka-gahapaka  4 130° 
行 等 至 sasaihkhara-samapatti 11 上 301 
行 道 patipadS  (道, 道 跡， 行， 向 道， 所行， 通行) 

11 上 13*;  42 18°,  46,  217;  43 171 
行 道隱沒 patipaUan は radhSna  59 上 282 
行 道行 patipatti-cariya  44  392 
行 智 見淸淨 patipada-nanadassana- 

visuddhi  64 12，  79,  374°*,  423,  424，  430; 

65(11)  82，  83;  [64  374°] 
行 道 智見淸 淨の解 Patipada-nanadassana- 

visuddhi-niddesa  64  374° 
行 道の 敎 patipatti-sasana  42  217 
行 道の 過の 問 Patipadadosa-panha  59 下 37 
〔行 道の 差別の 決定〕 64  418 
行 道の 順序 patipattikkama  64  79 
行 道の 淸淨 patipada-visuddhi  62  292'* 
〔行の 緣ょ り識 あり〕 64  206° 
行の 题別 saiikhara-pariccheda  64  303 
行の 止靜 sankhara-samatha 12  234 
行の 失壞 acSra-vipanna  (行 壞者） 5  208 
行の 集 saiikhara-samudaya 14  99 
行の 生 samkharuppatti 11— ド 112* 
行の 類 samkhara-gata 11 下 402，  403 
行 把握 觀 sankhara-pangganhanaka- 

vipassana  64  487 
行 法 vat は （行, 儀 法， 義務， 務め， 禁行， 善行， 

聖行） 5  314 
行 品 ① Cara-vagga 18  22 ② Pafipatti- 

vagga 16 上 176， 183  (§)  Patipada-vagga 

18  262 

行 無上 ① patipadSnuttariya  (道 無上） 〔三 無 
上の一 I  8  298  (2)  paricariyanuttanya  〔六 
無上の 一〕 8  329;  20  9，  65° 

行 欲 人 ① kama-bhogin  (受欲 生活 者， 受欲 者， 
諸 欲 享受者， 欲を縱 にす る 者） 22 下 86; 〔16 上 
37〕 ② KSmabhogi  〔經〕 22 下 86 

行. 和 敬 sSmici-patipanna  (和 敬 行， 行跡 方正， 
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正しく 修し） 16 下 109,  110;  21 257*  - - 
形骸， 形 像, 形體， 形容〜 ケィ 
形 色 t 喬 santhana-mada  47  61 
① 形 色端嚴 ② 形相 殊妙 abhiriipa  (端正） ① 

18  355* ② 7 173 
形相 1:  akara  (行 相， 相， 因 相， 相貌， 形容） 5 

291 (2)  rupa  ( 色， 色相， 像， 容色， 容姿, 姿態） 

59 下 168 

業務 kamman は （生業, 事業， 產業， 家業， 商業) 
24  98 

湊頭王 muddhSvasitta-rSja  (灌頂 王） 17 173， 

174, 176  ； 18 152,  362  ；  47  443 
凝膏 meda  (脂， 脂肪， 肪） 12  209 
凝 Sit る 心 sarhkhit1;a-cit1:a  (略 心， 收了 心， 攝 

心， 沈鬱の 心） 6 119， 120 
凝乳 dadhi  (酷） 2 140  ；  6  208,  209  ；  30 167*  ； 

38  308  ；  63  66 
凝乳 運搬 王 本 生物 語 Dadhivahana-jataka 

(一八 六） 30 165。  ；  61 509 
曉了 ① parififia  (遍 知， 遍智， 知悉， 智， 會 得智) 

15  52,  53 ② Parififia  〔經〕 15  52 ③ 

Parijanana  〔經〕 15  28，  30 
曲 jimha  9  48 

曲藝師 laiighika  (輕 業師） 2  461 

曲 十 年 vaiika-dasaka  64  340 

曲設 visukayita  (異說 ） 9  405 

極光 天 Abhassara  (光 音 天） 9  2; 10  8，  67* 

極光 天宮 Pabhassara-vimana  24  493 

極光 天性 Abhassaratta 10  69 

極端 an は （邊， 終極， 終邊, 極邊, 有邊） 13  24, 

29，  33， 111*,  113;  23  203  . 
極に 達し antagii  24 166 
棘 棚 kantaki-vata  4  236 
棘 門 apesiya  4  236 
； 莖の蓮 kantaka-varija  24  327 
玉 女 ① accharS  (天女, 仙女） 10  81 ② 

nippunsa 10  344 
玉女寶 itthi-ra は na  (女 寶） 〔七寶 の一〕 6 

133  ；  8  74,  92 
淨き心 pasanna  citta  (淨 心， 喜 明 心） 17 12 
〔淨き f もて 枝 を 取る 譬 n|i〕 18  290 


淨く ある こと soceyya  (淸 淨， 淨） 18  328,  329 
切株 kMiju  (木 株， 樹株， 株， 机 株， 代， 橛） 16 下 
274 

錐 Sra  23  80 

錐 尖 aragga  24  236 

〔維先の 罌粟 粒の 譬 [is》〕 23  80;  24  236;  42  62， 
177 

霧 ば、 mahika  4  441 ② mahiy§ 18  93 
希臘人 Yonaka  (臾那 人） 27  91 ； (55(1)  70 
希臘人 大法 護 Yonaka  Mahadhamma- 

rakkhita  65(1)  70,  81, 84 
切らしむ る 者 chedSpayant 10 188,  189,  361 
切りた る 多羅 樹の 株の 如く ほほ vatthuka ほ 
(多羅 樹の 頭を截 るが 如く， 多羅の 幹を斷 つ々 ぼ 
く， 本 無き 多羅 樹の 如く， 本 を 失へ る ター ラ， 
根を絕 たれた る ター ラ樹の 如く）  25  413 
切る 者 cWndant 10 188,  189,  361 
截れ り Chindi  〔經〕 13  352 
斤 pharasu  (斧， 手斧） 1 149，  244  ；  2  338 
均分 sariivibhaga  (均 布） 23  264,  265  〔二種〕 
23  349,  354 

近 ① upSya  (方便， 近 倚， 封 滞） 14 14, 19 ② 

santika  3  25 
近 依 upanissaya  (親 强き 原因） 62  9,  58, 

247,  410;  63 193，  195，  196,  344 
近依緣 upanissaya-paccaya  (親 依緣） 5  294*  ； 

63  285 

近 依行處 upanissaya-gocara  62  39 

近圓， 近 行〜 ゴン 

近 倚 upSya  (方便， 近， 封 滞 1 14  211 ； 22 上 35 & 
近 〔業〕 Ssanna 〔- kainma〕  64  222，  311 ； 65(11), 
44 

近事 upaUhSna  (近 ft)  8  252 

近侍 santikavacara  (側近者） 7 122 

近 色 santike  ruparii 65 け 1、'  54 

① 近著 ② 近著 者 upaya  ^ 牽引） ① 24  345; 

42 118，  120;  43  86     24  306 
近習 upanisa  5  280 

近 聚落 淨 gamaMara-kappa  (村落 間 認容） 〔十 

事の 一〕 4  439，  449°,  457° 
近 住 upatthana  (現 起， 顯現， 近事） 41 15* 
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近 小 波羅蜜 upa-p5raira  (近 波羅蜜） 28  51, 156 
近親 論 fiati-kathS  (親戚 論， 親戚の 話， 親族 論, 

親 論） 〔無用 論の 一〕 8  48 
近接 緣 samanantara-paccaya  (等 無 間緣） 5 

294* 

近 波羅蜜 upa-pSrami  (近 小 波羅蜜） 41 218 
近 縛行處 upanibandha-gocara  62  39 
金 ① jatarQpa  (黄金， 生色， 金銀， 金鑛） 2  258; 
4  355，  357  ； 13  327  ；  21 65，  69,  75，  78  ；  23 
171， 174 ② suvapija  (黄金， 妙 色 金， 金貨） 7 
402;  22 上 62;  24  540，  544 ③ hirafifia  (黄 
金， 金貨） 4  243  , 
金貨 ① kahapaija  (迦利 沙槃， 銅貨， 貨幣） 2'9 
431， 433 ② nikkha  (金環） 39  508,  509 ③ 
suvanna  (金， 黄金） 38  2(3)  suvanna-masaka 
33  364;  36  86    5)  hiranna  (金, 黃金） 1 24 
⑥ hirafifia-suvaijija  (黃 金， 金塊， 金銀， 金銀 
財寶） 11 上 82，  83 
金貨の 雨 kahapana-vassa  23  46 
金鹅王 suvanna-rajahamsa  64  390 
金塊 ① kancanakkhandha  29  34,  35 ② 
hiranna-suvanna  (金貨， 黄金， 金銀， 金銀 財 
寶） 6 171 ； 11 上 221 
金塊 本 生物 語 Kancanakkhandha-jataka  (五 
六） 29  31° 

金環 ① nikkha  (金貨， 黃 金の 環， 首 飾， 頸 飾） 
24  463,  497 ② suvaijpa-ma ほ （金 華鬉， 金環 
珞， 金鬉） 11 下 341 

金環一 地方の 美人 Suvannanikkha- 
Janapadakalyani 〔經〕 13  343 

〔金環の 接觸 する 譬喻〕 24 17;  26 18 

金銀 ① jatariipa-raja1:a  3 142,  428;  4  439， 
441*  ；  6  6,  97  ；  9  322,  466  ； 10  96; 11 下 15  ； 
12 134， 135  ； 16 上 28*  ； 16 下 235  ； 18  94， 
95，  365  ；  21 205  ；  23  2, 191 ； 47  446  ；  57 
225，  343;  65(1)  44  〔金銀 不 受納〕 11 上 216 
② は rCipa  (金， 黄金， 生色 ） 1 402  ； 11 上 68, 
216 ③ rupiya  (銀， 金錢） 1 405 ④ suvanna- 
rupiya  25  382,  391 ⑤ hiranna-suvanna  (黃 

金, 金貨， 金塊， 金銀 財寶） 11 上 94 
金銀 財寶 hirafifia-suva^iija  (黄金， 金貨， 金塊， 


金銀） 6 195 
① 金銀 淨 ② 金銀 は淨な り ③ 金銀 は 認め ら る 

kappan  jatarupa-rajatam  〔十 事の 一〕 ① 4 

439，  450,  459° ② 16 上 28,  29 ③ 65(1)  44 
金銀の 收受 jataruparajata-patiggahana 

16 下 409 

金銀の 賣買 rQpiya-sarhvohara  5 18,  58 
金華髮 suvapija-ma ほ （金髮 ，金 瓔珞， 金環） 3 
367,  368 

金工 ① kammSra-putta  (金工 師, 金師, 銀 冶師， 
銀 冶の 子， 鍛工 子） 24 17  ©  suvanna-kara 
(金 細工 人， 金 匠， 黄金 匠， 銀 冶師， 煉 金師） 6 
116  ；  25  406 ；  59 上 61 ； 63  305 

金工 師 kammSra-pu は a  (緩 冶師， 毅 冶の 子， 銀 
ェ子， 金工， 金師） 12 109 

〔金工の 譬喻〕 11 下 341 ； 17  422  ；  63  37  〔神 變〕 
6 116; 11 上 23 

金鑛 jaiiariipa  (金， 黄金， 生色） 9  58  ； 17  341， 
416,  417,  422 

〔金 鑛の譬 n|〕  9  58 

〔金鑛 より 金 を 洗練す る 譬喩〕 17  341， 416 

〔金鑛 よ りの 金の 採取 法〕 17  416 

金剛， 金翅 鳥， 金色〜 コン 

①金 細工 者 ②金 細工 人 Suva ひ ija-kara  (金工， 

金 匠， 黄金 匠， 煉 金師, 殿 冶師） ① 38  448 ② 37 

177，  185， 186 
〔金 細工 人と 女 行者〕 37 185 
金山 ① suvanna-pabbata 12 197 ② 

kancana-pabbata  38  78 
金師 kammara-puUa  (金工， 金工 子， 鍛工 子， 

鍛冶の 子, 銀 冶師） 22 下 208 
金 次 童子 Upakancana-kumara  〔苦行者〕 34 

301, 306 

金 鹿 本 生物 語 Suvaij^iamiga-jataka  (三五九） 
32  48° 

金听成 sova ひ ija-maya  (黄金 听成， 黄金 造） 3 

336,  360;  4 173 
金 匠 suvaijija-kara  (金工， 金 細工 者， 谏 金師， 

黄金 匠， 鍛冶 師） 17  422  , 
〔金 匠の 冶金の 譬 niO  6 116; 11 上 23;. 11 下.':： 

341 ； 17  422  ；  63  37  ま ぐ: 
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キン 一 金, 筋， 欽， 勤， 禁 


金^  DrQpiya 銀， 金銀 1 401*;  5 18,  58 
② dhana  (財， 財產， 財賨, 財物） 8  213,  214， 
215 

金操罐 bhmg5ra  =  bhimkara  ！ 金瓿， 黃金 斑， 

頻加） 21 83，  88 
金 凍 瓶 sovannamaya-bhinkara  3  71 
金 造 sovanna  (金の） 7 166, 167 
金 像 sovaijpa-viggaha 黄金 殖、 7  239 
〔金 K 名〕 16 上 285 

金 太 苦行者 童子 Mahakaficana-kum5ra  34 
300 

金 地 Suvannabhumi  〔國〕 33  219;  42  234; 
43  248  ；  59 下 248  ；  60  59,  230,  233  ；  65  I) 
81， 86,  87 

金 地 ニ國〕 人 Sonnabhumaka  27  92 

金 頂 Suvannakuta  ニ國〕 42  234;  43  248 

〔金と 贋金との 譬 13  327 

金幢 sovanna-dhaja  22 上 62 

金:; の〕 sovaijpa 金 造） 4  205* 

金の 飾 suvanna-nikkha  ： 黄金の 環， 金環 20 
376,  377 

〔金の 飾の 譬 喩〕 20  376，  377 

金の fel 煩 t 望 jatarupassa  upakkileso  (金の 
靖） 16 上 285,  286 

金 鉢 suvappa-pati  (黄金の 鉢） 22 上 62 

金毘羅 ① Kimbila  (欽 昆羅' 〔釋 氏， 比〕 3 
608*  ；  4  281 ； 9  362*  ； 11 下 196*  ； 19  342  ； 
20  81, 82，  334，  335  ；  25 138， 149  ；  28  278  ； 
59 上 241 〔出家〕 4  281 ：阿那 律， 難 提と共 住〕 
3  608*;  9  362*; 11 下 196*  〔出入 息: こ關す 
る佛の 質問: こ 默然： 16 下 196， 197  〔正 法不久 
住久 住の 因 を佛: こ 間 ふ〕 19  342;  20  81, 82, 
334 ② Kimbi ほ 欽 昆羅） 〔町〕 38 118 ③ 
Kimbila  〔經： 16 下 196 

金毘羅 神 Kumbhi— ra  7  278,  279 

① 金毘羅の 竹林 ま 金毘羅 竹 園 Kimbi ほ- 
veluvana 1： 16 下 196  ； 19  342  ；  20  334 ② 
20  81 

金 毗羅品 Kimbila-vagga 19  342 
金？ 卑 Kimikala  〔河〕 22 上 7;  23 138 
金 布 suvanna-pattaka  28  90 


金^^    bhimkara=bhingara  '金:' 喿罐， 黃 金敏， 
頻加' 8  78 

金邊 Suvanna-passa  ；； 山〕 35  289,  296,  302 

金 蜂 Suvanna-kuta:U4, 支提 山の 古名〕 65(1) 
108 

金髮 sin'aijija-ma ほ （金 華 髪， 金環 珞， 金環） 
19  22 

金網 D  bimbijalaka  ；； 樹： 36  67  f  hemajala 

22 上 62 
金融 va づづ hi  ：' 利息） 4  397 
金瓔络 suvanna-mala 金 華 雲， 金髮， 金環） 

17  417，  423 
金輪 cakka  (輪） 34 164 
① 金輪 寶 ② 金輪 cakka-ra は na 輪寶、 〔七 

寶 の一: 1  8  74,  92  f  8  78 
筋 rnharu,  naharu 键 3 140  ： 三十 二 身 

分の一〕 7  339；  23  2    J)cilima 11 下 395， 

396 

筋 革 naharu-daddula  9  335 

欽婆羅 ① kambala 毛 衣， 毛布， 毛織物， 毛絲, 
褐， 褐衣） 〔衣, 布〕 1 218  ；  3  491. 492  ；  4  266  ； 
22 上 63  ；  26  3,  459  f  Kambala  〔龍〕 38 
231 

欽婆羅 細 衣 kambala  sukhuma 14  228，  229 
欽毘羅 [  Kimbila 金毘羅） 〔比〕 〔木 塊喻を 

間 ふ〕 15  285,  286 1 Kimbila  〈金毘羅） 〔城 

邑〕 15  285 

勤， 勤行， 勤 精進, 勤 勇 等〜 ゴン 

勤勞 ayatta-vutti  21 228*,  284* 

禁 va は， vatta,  bata 禁^， 禁? 亍， 禁業， 儀 法， 

務め， 善行, 行, 德行, 聖行 8  318;  17  367, 

368；  24 104 
禁戒 D  vata  (禁， 禁行： 12  83,  84  ；  25  350 ② 

sariiyama  '禁制， 節制， 自制， 止 息） 14  332 ③ 

sila  (戒, 戒行， 戒律， 持戒 12  245，  246  ；  22 上 

336，  337 ④ yama-samvara 禁戒 律義） 〔四 

種， 尼 乾 子の 說〕 6  87 
禁戒足 va は pada  〔七 種： 12  399 
禁戒 律儀 ySma-sarhvara  I 禁戒 ；; 四 種， 尼 乾 

子の 說〕 8  61， 63 
2) 禁行 ② 禁業 va は 禁， 禁戒 i  25  247 ② 
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禁， 蹄， 緊, 吟, 銀 一 ギン 


36  96,  97 

禁止 thapana  (遮） 5 197,  382 
禁制 saihyama  (禁 戒， 節制， 自制， 止 息） 24  244 
禁斷 avaraija  (障， 防禦） 3 142*;  4  391 
禁欲 者 pabbajita  (出家， 出家 者， 出家 行者） 25 
33 

醬 ① は mbma  (擔 步羅， 檳榔 子） 〔樹， 果〕 39 
71 ② naga-la ほ （ナ— ガ蔓， ネ 賓榔） 〔植〕 32 
366 

緊叔 kirhsuka  (緊 叔迦， 緊 祝迦， 甄 叔迦， 肉色 
花） 〔樹〕 35  233 

聚叔迦 Kirhsuka  〔經〕 15  299  , 

緊祝逾 kirhsuka  (緊 叔迦， 甄叔迦 ，肉色 花） 
〔樹〕 30  448* 

〔緊祝 迦と四 王子〕 30  449 

緊祝 迦晴 (經 Kimsukopama-suttanta  30  448 

緊祝迦 本 生物 語 Kiihsukopama-jataka  (二 
四 八） 30  448。 

緊那羅 ① kinnara ② kimpurisa  (人非人） ① 
26  31, 283，  394,  415，  486  ；  27  74，  248,  361, 
374,  380,  489  ；  29  61 ； 33 12， 18, 19,  363  ； 
34  205，  262  ；  36 140  ； 37 171， 245  ；  38 12， 


13, 16，  21, 23,  427，  440，  453  ；  41 210  ；  59 下 
91， 120，  326  ；  61 397 ② 17 120  ；  35  296, 
303;  36 140;  37 167;  39 157，  302，  360 

緊那羅 女 kinnari  25  397，  398  ；  30  386,  387  ； 
36 160, 162 

〔緊 那羅 女の 贞潔〕 34  263 

〔緊 那羅 夫婦と 國王〕 34  205，  263 

吟昧 samannesana 10  49 

銀 ① rajata  2  258;  4  355,  357  ；  21 65，  69, 
75,  78  ；  23  54, 171， 174  ；  33  419,  422  ；  57 148, 
279,  287 ② rQpiya  (金銀， 金錢） 4  205*  ；  22 上 
62;  24  540,  544 ③ sajjhu,  sajjha  7  402; 
16 上 286  ； 19  22  @  Rajata  〔經〕 16 下 409 

銀行家 herafifiika  ('知 藏官） 59 下 187;  64  3, 
150 

〔銀行家と 貨幣の 響 64 150 

銀听成 riipiya-maya  3  337，  360;  4 173 

銀 造 rdpiya  7 166, 167 

銀の 宮殿 rajata-vimana  33  200 

〔銀の 靖を 除く 譬喩〕 24  365 

銀 鉢 rQpiva-pati  22 上 62 
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クイ ャカ kuyyaka  〔花〕 28 127 
ククッ タカ kukutthaka  〔鳥〕 8  275  ；  26  30  ； 
39  413,  415 

クサ 'Dkusa  (拘 舍, 拘賒， 孤沙， 矩奢， 姑 尸， 草， 
茅 草， 萱， 吉祥 草 = クサ 力） 14  215;  23  27;  27 
187，  199，  346;  38  373 ② Kusa=Kusavati 
〔都〕 41 361 (3)  Kusa  (矩舍 ） 〔王〕 59 上 277; 
60  22 

〔クサ 王帝釋 天に よ りて 生る:] 36  282 
〔クサ 王と 美貌の 王妃との 間の 種種なる 事件〕 
36  294 

クサ 力 kusaka  (= クサ） 〔草〕 24  488  , 

クサ一 タカ kusStaka  〔衣〕 26  360 

クサ. デ ヤー タカ Kusa-jStaka  (姑 尸 王 本 生 

物語） （五三 一） 33  238  ；  34  300  ；  36  280°  ；  37 

351 

クサ ッ タカ ター ャカ Kusatthakadayaka  〔上 匕 

丘の 譬喻 經〕 27 187 
クサ ナーリ ，ギヤ 一 タカ KusanSli-jStaka 

(吉祥 草本 生物 語） （一ニー）  23  359° 
クサ マー リ KusamSli  〔海〕 33  419 
クサ ーヴテ f  一    Kusavati (拘舍 婆提） 〔城〕 7 

132,  166; 14  226;  29  259;  41 367  〔拘 夷那 

竭 城の 古名〕 7 132 
クシ ナ一 ター KusinSta  〔都〕 8  272 
クシ ナーラ一 Kusinara ① （拘尸 城， 拘 尸那， 

拘夷 那竭， 拘尸那 竭羅， 倶尸 那羅） 〔城〕 3  432; 

4  426  ；  7 105,  165; 11 上 310; 18 138;  65 

(I)  8， 10 ② 〔精 舍， セィ 口 ン にあ り〕 61 308， 

401 

クスマ ① kusuma  〔花〕 26  229,  238  ；  59 下 
209,  225，  289 ② Kusuma  (拘蘇 摩 = 華氏 城， 
巴 連 弗） 〔城〕 25  401 
クスマ 一風 kusuma-vata  59T  218 
クスマ ーサ ニヤ Kusumasaniya  〔比丘の 譬喩 
經〕 26  274 

クスマ一 ラ一 マ KusumSrSma  〔精 舍〕 61 559 
ク ス ミ Kusumi  〔港〕 61 356 
ク ス ンハ * ラ kusumbhara 〜 kosumbha  〔樹 j 
39  407 

クー タ kQta ① （無 角 ） 2  7 ② （欺瞞者） 28371) 


グータ GQtha  (沸 屎） 〔地獄〕 35  220,  221; 
37  364 

クーター ガ一 ラサ一 ラー kilt5g§ra-sS ほ (重 

閣 講堂， 重閣 堂, 樓閣， 高 樓閣， 尖頂閣 堂） 2  37. 
120 

ク―タ ダン タ KQtadanta  (究 羅檀 頭） 〔婆〕 6 

189  ；  62  408 
クー タ ダン タ • スッタ Kdtadanta-sutta  (究 

檀頭 羅經） 6 189° 
① クタ ヂャ ② クタ ヂ kutaja,  kutaji  〔樹， 

花， ^！^味の植物〕 （1) 3  356,  357  ；  25 138  ；  26 

29，  321, 328  ；  27  72，  249  ；  33  340  ；  37 171 ； 

39  305，  391 ； 61 303 ② 39  391 
クタ ヂャ プッ ピャ Kutajapupphiya  〔比丘の 

譬 ロ俞 經〕 26  327  ；  27  248 
クタ チャフ ッ ピャ 品 Kutajapupphiya-vagga 

26  327 

クー タティ ッサ KQtatissa  〔精 舍〕 61 120 
グータ パーナ 《ギ ヤー タカ GiithapSpa- 

jataka  (糞 喰蟲本 生物 語） （ニニ 七） 30  356° 
ク ターラー ディ サパ 一 KutharSdisabha  〔役 

所〕 61 223 
クタ— リ Kuthari  〔精 舍〕 61 30 
クーター リ KQtali  〔精 舍〕 60  292 
クー タヴ 一二 ギヤ • ギヤ 一 タカ KiitavSijija- 

jataka ① （邪 商 本 生物 語） （九 八） 29  277° ② 

(騙詐 商人 本 生物 語） （ニー 八） 30  307° 
クック サ kukkusa  〔鳥〕 39  416 
クック タ Kukkuta  〔城〕 27  282 
クック タァ 一ラーマ KukkutarSma  (雞園 寺， 

雞林 精舍， 屈屈吒 寺） 〔精舎〕 3  522  ； 16 上 165  ； 

22 下 323;  60 184 
クック タ ギリ Kukkufagiri  〔精 舍〕 60  401 
クック タ .チ* ヤー タカ Kukkufa-jStaka  (雄 

雞本 生物 語） ① （三 八 三） 32  181° ② （四 四 八） 

33  283° 

クック 本 生物 語， クック 'ヂャ 一タカ Kukku- 

jataka  (三 九 六） 32  271° 
クック 品 Kukku-vagga  32  271° 
クック ラ ① Kukkula  (活 火） 〔地獄〕. 36  52 ② 

Kukkura=Kukkuta  (屈 屈吒） 〔山〕 26  266 


クー グ ッ ゲ 


グッ グラ guggula  ：植〕 39  412 

クック ラ. ギヤ一 タカ Kukkura-j5taka  (犬 

本 生物 語） （ニニ）  28  338° 
クック ラヴ ティカ • スッ タンタ 

Kukkuravatika-suttanta  (狗 行者 經） 10 

162° 

クッタ kuttha  ：樹〕 39  391，  407,  412 
グ ッタ— Gut ほ ① （笈 多） 〔尼〕 25  362  %  〔王 
女〕 39  265 

クッ タカ ① kutthaka=kotthuka  〔鳥〕 27  74 
(D  Kutthaka  〔メ  一ルカン ダラの 領主〕 61 81 
クッ ダカ Khuddaka  〔人〕 27  92 
グッタ 〔力〕 GuUa〔ka〕 〔王〕 60 128,  288 
グッ タカ Guttaka  〔ダ ミラ 人〕 61 428 
クッ ダカ ティ ッサ Khuddakatissa  〔比， マ ン 

ガナ住 者〕 37  416 〜ク ッダ ティ ツサ 
クッ ダカ. パー タ Khuddaka-PStha  (小 誦經) 
23 1° 

ク ッダ カン チヤ クンダ Khuddakancakunda 

(=チ ユラ カン チヤ クンダ） 〔ダミ ラ人〕 61 365 
グッタ サ―ラ 〔力〕 Gut は sala〔ka〕 〔 地方〕 61 

123,  124，  323,  334 
クッダ ティ ッサ Khuddatissa  〔it, マンガナ 

住〕 60  366 〜クッ ダカ ティ ッサ 
-ク ッ ダナ ― ガ KhuddanSga  ( -- = ク ンチ * ャナー 

ガ） 〔王〕 60  402 
グッタ ハーラ 〔力〕 Guttah5la〔ka〕 （= グッタ 

サ―ラ 力） 〔地名〕 60  309，  314;  61 161， 178 
クッ ダパ— リンダ Khuddaparinda  〔王〕 61 

20。 

クッター ピ ティ サマ KuttSpitisama  〔村〕 61 
552 

ク ッ ダプ ッ ピ khuddapupphi  〔樹〕 39  410 
ク ッ ダマ— ラカ khuddamalaka  〔植〕 27  72 
クッ ダーラ Kud お la に 賢者， 佛の 前生〕 28  97; 
35  213 

クッダ —ラカ Kuddaiaka  (證陀 梨） 〔外〕 20 
123 

クッター ラ*デ ヤー タカ KuddSla-jStaka 

(賢人 本 生物 語） （七 〇） 29 101°  ；  37  417 
クッダ 一 ラマン ダラ Kuddaiamapdala  〔村〕 


61 334 

クッ ダル— ピ— Khuddariipi  〔王女： 6 142, 
144 

ク ッ ダヴー リ 力 Khuddavaiika  〔村〕 61 464 
クッター ンダ一 ：ラ〕 Kut ほ； id5〔ra〕  ニダ ミラ 
人〕 61 367 

ク ツチ • ャソ一 ビタ Khuj jasobhita  i 屈 闍 須毘 

多, 极 闍蘇毘 多， 不 闍宗） 〔第二 結集 比丘〕 

4  455  ；  25 165  ；  60  29， 172 
ク ツチ * ャナ— ガ KhujjanSga (= チュー ラナ一 

ガ） 〔王〕 60 144 
クッヂ ユッタ ラー Khujjut は (拘謦 多羅， 久 

壽 多羅 =ゥ つ タ ラ 一 ⑧） 〔夷〕 13  347; 17  37; 

18  288  ；  21 316  ；  27  212 ；  64 10 
クッ ティ ック ラマ ハーティ ッサ 

Kutthikkulamahatissa  〔比〕 60  374，  376 
グッテ イラ GuUila  〔樂 師〕 30  419*；  59 上 

254;  59 下 130 
グッテ イラ 〔本 生物 語〕 Guttila  (二 四 三） 61 

509 

グッ ティ ラ音 樂師本 生物 語， グッテ イラ • ヂャ 
—タカ Guttila-j5 は ka  (二 四 三） 30  418°  ； 
〔61 509〕 

グッ ティ ラ天宮 Giittila-vini§na  24  478 
グッテ イラ • ギ マ一 ナヴッ トウ Guttua- 

vimanavatthu  (グッ ティ ラ天宮 事） 30  431 
クッピ パ一サ ハタ KhuppipSsahata  (= 飢渴 

餓鬼） 〔餓鬼〕 25  98 
クッ ビラ kuppiia  〔樹〕 38  329 
ク ツマ一 サ ピン ダ' ヂャ一 タカ 

Kummasapinda-jataka    ^味 粥 食 本 生 物語) 

(四一 五） 35  374 
クッラ Kulla  〔比〕 25 191, 192 
クッ ンパカ kutumbaka  〔花〕 28 127 
ク ティ カンナ Kutikanna  (；= ク ティ カンナ • 

ティ ッサ 王） 60 127,  137, 139 
ク ティ カンナ ティ ッサ Kutikapijatissa 

(= カー ラカン 二 ティ ッサ） 〔王〕 60 135 
クテ イダ— ャカ Kutidayaka  〔比丘の If  nii 經〕 

26  388 

グ ティ ッヂタ Gutijji1:a  〔辟〕 11 下 70 


(  200  ) 


クラ ヴーク 


ク ティ ドゥーサ 力 *デ ヤー タカ Kutidiisaka- 
jataka  (毁屋 本 生物 語） （三 二一）  31 422° 

ク ティ ドウ一 パカ KutidhQpaka  (比丘の 譬喩 
經〕 26  380 

ク ティン ビヤン ガナ Kutimbiyaiigaija  〔村〕 
60  304 

クテ— ン ドウ Kuteijdu  〔夜叉 神〕 7  282 
ク ドゥル一 サカ kudrtisaka  (稗， 草奔） 〔穀物〕 
2  428 

ク トウ ンパ kutumba  〔樂 器〕 39  519 
ク トゥン ビカ プッタ 'ティ ッサ 

Kutumbikaputta-tissi*,  ivutimbiyaputta- 

tissa  〔比〕 29 110* 
グナ Guija  〔裸 形 外道〕 38  345，  347，  349， 

407 

グナ • ヂャ— タカ GuQa-jS は ka  (有德 本 生物 

語） （一 五 七） 30  39° 
ク ナツ フ ナツ ノレ ラ Kuijappunallura  〔村〕 61 

362 

ク ナーラ ① kupala  (鳩 那羅） 〔鳥〕 37 164, 

168，  169;  59 下 212 ② Kupala  (郭公） 〔雪山 

の 池〕 63  388 
ク ナーラ. ヂャ— タカ Kupala-jStaka  (鳩那 

羅本 生物 語） （五三 六） 28  401 ； 29 131 ； 31 

457,  528；  34 1， 113;  37 157° 
グハ— Guh5  (窟） 〔浴 院〕 61 397 
ク ハカ 'ヂャ 一タカ Kuhaka-jataka  (詐欺 本 

生物 語） （八. 九） 29  227° 
グハ— サャ guhasaya  (窟居 者， 蛇） 42 11 
グハ 一 セーラ GuM-sela  (窟 石山） 〔宮殿〕 41 

319 

クプ パンダ— Kububandha  〔河〕 60  387 
ク プーラ ガッラ Kubiilagalla  〔地名〕 61 161 
クべ— ラ Kubera=Kuvera  (鳩 羅， 倶毘羅 

= 毘沙門天） 61 412,  458 
クマ— 〔母〕 の 子 KumSputta  (= 難陀） 〔比〕 

25 117 

クマ ーラ Kumara ① 〔パラナ 戰士の 父〕 60 
304  @(= 韋駄天） 〔神〕 61 151， 152 

クマ一 ラ カツ サパ KumSra-kassapa  (鳩 摩羅 
迦葉, 童子 迦葉， 王子 迦葉） 〔比〕 3 159  ；  7  365  ； 


9  261 ； 59 上 268*  ；  59 下 7 
クマ一 ラシ ーノヽ KumSrasina  〔セ一 ナ ラタ ナ- 

王の 子〕 61 501 
クマ 一 ラセ一 ナ Kumarasena  〔ダー ト ウセ一 

ナ 王の 弟〕 61 22 
クマ一 ラー ティ タ一 ト ウセ一 ナ 

Kumaradidhatusena  (童 初舍利 軍） 〔王〕 61 

34。 

クム ダ ① kumuda  (拘勿 頭， 拘物 頭， 白蓮， 黄 
蓮， 黄 蓮華， 水 蓮， 白 睡蓮） 〔花〕 62  345  '1； 
Kumuda  (水 蓮， 白 睡蓮） 〔地獄〕 12  259;  24 
250 ③ Kumuda  〔宮殿〕 41 272 

クム ダダ一 ャカ KumudadSyaka  〔比丘の 譬 
經〕 26  309 

クム ダバン ディ 力— kumudabhandika  〔穀〕 
59 下 132 

クムタ、' マー リャ KumudamSliya  〔上 匕 丘の 譬 

經〕 26  319,  434 
ク ラ Ku!a  〔比〕 25 112 
グラ Gula  〔夜叉〕 8  279 
ク ラセ一 カラ Kulasekhara  〔王〕 61 357,  358， 

361;  362,  364*,  368,  370,  37 つ， 379,  383,  386* 

391， 482 

クラ ダ一ラ KhuradhSra  〔地獄〕 36  270 
ク ラダ— ラー Khuradhara  (劍波 海） 62  321 
ク ラッパ khurappa  〔箭〕 39  212 
クラ ッノヽ °  • デ ヤー タカ Knurappa-jataka  (箭 

木 生物 語） （二 六 五） 31 102° 
クラ ティ ッサ Kulatissa  〔精 舍〕 60  403 
クラ マ— ラ KhuramSla  〔海〕 33  416,  417 
① クララ ガラ ② クララ 家 Kuraraghara  (拘 

羅羅 偉羅， 拘羅羅 〔山〕 ①は 185;  22 上 

270 ② 17  37 
クララ ガラ パパ— タノ 《ッ ノくタ Kuraraghara- 

Papata-pabbata  (拘留 歡喜山 曲） 〔山〕 3  343; . 

14 13， 19 

グ ララ ッタ カラン チヤ Guralatthakalaflca 

〔地名〕 61 339 
クラ一 ヅ kulava  〔鳥〕 39  414 
クラ ヴカ k じ ravaka (具 羅波劫 = ビン ビヂャ 一- 

ラ樹） 28  83;  35 125;  37 170 


クー クラ ヴ 


クラ ヴ 力 ガッラ Kuravakagalla  〔地名〕 61 
344 

クラ 一 ヴ 力 *デ ヤー タカ Ku ほ vaka-j5taka 

(雛鳥 本 生物 語） （三 一） 28  38r 
クラ ヴッ ダカ Kulavaddhaka  〔卑 名〕 29*,  20 
クラ ヴッ ダナ Kulavaddhana  〔長者〕 36 116, 

128 

クラ一 ブラ ku ほ vara  〔樹〕 39  407 

ク ラ ンガギ  一 Kuraiigavi 〔王女〕 37 178, 190 

クラン ダカ I  kuraijdaka  〔植〕 62  362  D 

Kurandaka  〔窟〕 62  71, 72 
クラン タヴー ピ Kulanta-- 、- Spi  (—疾 終焉の 池) 

〔池〕 60  319 
グリ ッサ— 二    GulissSni  〔！！ 尼師） 〔比〕 10  288 
グリ ッサ一 二  • スッ タンタ GulissSni- 

suttanta  (瞿 尼師經 i 10  288° 
ク リーラ 力 kuHraka,  kullraka  〔鳥〕 8  275  ； 

26  30  ；  39  415  ；  59 下 213 
クリ —ラパー ダカ ku 卩 rapSdaka  (句 利羅 脚） 

ニ队 床〕 2  63,  267;  4  229 
ク リ ンガ T  kulinga  〔鳥〕 34  202 ま Kuliiiga 

〔族〕 60  274 
ク ル Kuru 1 , 拘摟， 究留， 俱盧 = ィ ンダパ ッ 

タ J  〔國〕 7 1， 205  ；  9  90; 10  339  ； 11 上 340  ； 

13 134;  22 上 247;  30  364;  60  5  〔十六 大國 

の一〕 21 146 ② （俱盧 = 北俱 盧洲， ゥッ タラ 

ク ル） 36  357  ；  38  452 
ク ルイ ン ディ ャ Kuruindiya  〔精 舍〕 61 173 
ク ノレ タン マ 《デ ヤー タカ Kurudhamma- 

jataka  (拘樓 國法本 生物 語） （二 七 六） 31 156° 
クル ヸンダ ① kuruvinda  〔植〕 33  340  D 

Kuruvinda  〔石〕 60  336 
クノ レン ガミガ 'デャ 一タカ Kuruiigamiga- 

jataka  (羚羊 本 生物 語） ① （ニー ）  28  335° ② 

(二 〇 六) 30  255° 
クルンダ Kurunda  〔精 舍〕 61 45 
クルンダ ノ く- サカ Kurundapasaka  〔精 舍〕 

60  372 

クルンダ ピッラ 力 Kurundapillaka  〔精 舍〕 
61 73 

ク ル ン ダンク ンデ ィ 「ャ〕 


KurundarikundiCya] 〔地名〕 61 372，  374 
ク ルン ディー Kurundi 1 〔地名： 61 433，  467 

② 〔註 書〕 65  (I)  4 
クル ンパ Kurumba  〔ダミ ラ人〕 61 384 
クルンパー ラ Kulumbaia  〔精 舍： 60  370 
ク ル ンパ リ Ku!umbari  ： 郡〕 60  302 
クルンパー ンダ ナカ リ Kurumbap さ anakali 

〔地名〕 61 364 
クレーン ヂャ kurefijiya  〔植〕 27  245 
クレー ン ヂャパ ラダー ャカ 

Kurenjiyaphaladayaka  〔比丘の 響 喻經〕 27 

245 

クレー ンギ ャ パラ ダ ― ャ 力 品 

Kurenjiyaphaladayaka-vagga  27  245 
グヰ ハカ Guyhaka  (蜜 迹） 〔夜叉〕 26 130 
クギラ 一ラ kuvi!§ra  (= コーギ ラー ラ， 晝度 

樹) 〔樹〕 35  340 
クヹ— ニー    Kuveiji  〔夜叉 女〕 60  205，  210 
クゴ— ラ Kuvera=Kubera  (俱 毘羅， 俱 吠!！， 

俱尾羅 ，鳩 鞞羅 = 多 聞， 毘 沙門） 〔四天王の 一〕 

7  281 ； 8  273  ；  24 139  ；  38  306  ；  61 28 
〔クヹ 一 ラが毘 沙門と 名づ けられる 理由〕 8  273 
クン タ T  kunta  〔鳥〕 35 168  ®  Kunta  〔座 

席〕 61 36 ③ kui^ha  〔草〕 63  257 
①グン ダー園 ② グンダ —林 Gundavana  X> 

11 上 111 t 17 103 
ク ンダ カク ッ チ シ ンダ ヴ • ヂャ一 タカ 

Kundakakucchisindhava-jataka  (MM¥ 

頭 馬 本 生物 語） V 二 五 四） 31 25° 
クンダ 力 • クマ一 ラ Kuijdaka-kumara  〔^ 

の 前生〕 31 369 
クンダ カプ一 ヴ • デャ一 タカ KuiK】akapiiva- 

jataka  (粉 菓子 本 生物;! お （一 〇 九） 29  314° 
クン ダサ ーラ一 Kupdasa ほ 〔宮殿〕 61 508， 

551 

クンダ ダ一ナ Kuijdadhana ① （軍頌 波漠） 
〔比〕 10  277; 17  35;  25 111; 26 147, 148 
② 〔林〕 29  284 

クン タニ  .チ* ヤー タカ Kun1:ani-j§l:aka  (穀祿 

鳥 本 生物 語） （三 四 三） 31 532° 
ク ン ダャム ッ タラ Kundavamuttiira  〔タ ミラ 


(  202  ) 


ク， 九 一ク 


人〕 61 359,  366 
-ク ンダャ ン コッタ KuijdayarhkoUa ひ 也 名〕 
61 366 

ク ン ダラ Kuij(^ala  〔婆〕 60  300 
ク ン ダラ ― Kuijga ほ （君 荼羅 = 跋陀） 〔尼〕 27 
408 

ク ンダ リ Kupdali  〔經〕 16 上 258 

ク ンダ リ 一 Kupdall ① 〔女〕 39  260 ② 〔馬〕 

31 108, 111 
ク ン ダリ 二一    Kuijdalini  〔九官鳥〕 36  4， 10, 

11, 14， 15,  24 
クン ダリヤ Kuijdaliy^t  〔外， 七覺 支の 說 法に 

て 歸佛〕 16 上 258* 
クン タ ヴラ Kuntavara  〔軍〕 61 372，  373 
① グンヂ ャの實 '！） グンヂ ヤー jifijuka 

=  gunja  〔植〕 ① 27  206 ② 34  348 
ク ンヂ ヤヲ ① kufi  jara  (象） 60  91 ② Kufi  jara 

〔レ一 ヴタ佛 の 信士〕  41 269 
クン ティー Kuntn= コーン ティ） 〔緊 那羅 女〕 

60 192， 193 
クン ディ Kuijdi  〔町〕 25  58 
クン ディ ッタ一 ナヴナ Kuij が tth5na-vana 

(軍 持處 林） 23 107 
ク ンデ ィ ヤー Kuij が ya  (軍 持） 〔地名〕 23 107; 

29  284 

クン ド、 ゥカ一 ラ Kundukala  〔地名〕 61 359, 
361 

ク ンパ Kumba に 〔村〕 60  315 ② 〔ダ ミラ 人〕 
60  315 

グンパ Gumba  (軍 婆） 〔國〕 42  234;  43  248 
ク ンノく カー ラ •： ^ヤー タカ KumbhakSra- 

jataka  (陶師 本 生物 語） （四 〇 八） 32  360° 
クン パ カンナ Kumbhakapija  (瓶 耳） 〔夜叉〕 

41 293 

ク ンパ • ヂ ヤー クカ Kumbha-jStaka  (瓶 本 生 

物語） （五一 二）  35  248° 
ク ン パーラ 力 Kumbalaka  〔池〕 60  416 
ク ンパ ヴ ティー Kumbhavati  〔都〕 33  69  ；  36 

38 

- クン パンダ kumbhapda  'D  (鳩 藥荼， 鳩 盤荼， 
俱番陀 ，甕 形， 甕 形 夜叉） 〔鬼〕 7  280;  8  259; 


26  35;  65  (I)  82 ② ： 尼 乾陀， 60  225 
ク ンパ ン ディ一 kumbhaij が （ 夕顔) 62  362 
グンビ 力 Gumbika  '：' = グン ビヤ） 〔夜叉〕 32 

79* 

クン ビガ ッラカ Kumbhigallaka  〔精 舍〕 60 
395 

ダン ビヤ Gumbiya  (= グンビ 力） 〔夜叉〕 32 
79,  80 

グ ン ビヤ 夜叉 本 生物 語， ダン ビヤ' ヂャ— タカ 
Gumbiya-jataka  (三 六 六.） 32  79° 

クン ビーラ OjKumbhira  (金毘羅） 〔神〕 7 
278 ② kumbhi—la  (宮 毘羅， 鰐， 鰐 魚， 絞 龍） 36 
235 

クン ビラ 圃 Kumbhila-5rama  60  133 
クン ビーラ 力 マ ハーティ ッサ 

Kumbhilakamahatissa  〔比〕 60  375 
クン ビーラ ソ ッ パ Kumbhilasobbha  〔池〕 61 

407 

クン ビーラ ソ ッノく 力一 KumbhilasobbhakS 

〔池〕 61 172 
クン ビーラ • チ * ヤー タカ Kumbhna-jStaka 

(鱷' 本 生物 語） （ニニ 四） 30  350° 
クン ビ一 ラヴ 一 ナカ一 KumbhnavSnakS 

〔河〕 61 229 
ク ンプ Kumbu  〔村〕 61 346* 
クン マーサ ダ一ャ 力 KummSsadSyaka  〔上ヒ 丘 

の譬 n| 經〕 27 186 
クン マ一 サピ ンダ • ヂ ヤー タカ 

Kummasapinda-jataka  (酢 味 粥 食 本 生物 語） 
(四一 五） 32  411°  ；  〔35  374〕 
九愛拫 nava  tanhamulaka  40  43，  214,  62 
414 

九 愛 根' 法 nava  tanhamulaka  dhamma  8 
377  ；  47  64, 137 

九 因 nava  het[i  〔三 善 因， 三 不善 因， 三 無 記 因〕 
47 162  〔界 繁〕 47 170=^- 〔諸 門 分別〕 47 197 - 
211 

九 有 nava  bhava  62  400;  64  322 
九有爲 nava  sankhatani  47  64, 138 
九 有情 居 nava  sattavasa  (九 衆生 居） 8  343, 
377  ；  22 上 77，  279,  285  ；  40  38,  203,  370  ；  44 


( 203  ) 


クー 九 


346  ；  62  404  ；  63 131 ； 64  226,  386,  402,  415 
九 害心 事 nava  aghata-vatthuni  (九 嫌 事， 九 

嫌 恨事） 8  342,  378  ；  47  64， 135  ；  〔43  22〕 
九 害心 調伏 nava  aghata-pativinaya  (九 嫌 

恨 調伏） 8  342,  378 
九觀智 nava  vipassana-nanani  65  (II)  83 
九悸動 nava  phanditani  47  64, 138 
九戯想 nava  papancitani 47  64, 138 
九渴集 Nava-nipata  I  〔長老 偈經〕 25  213° 

② 〔長老 尼 简經： 25  369° 
九 結 nava  sannojanani 40  232  ；  [53  230 」 
① 九 嫌 事 ② 九 嫌 恨事 nava  aghata- 
vatthuni  (九 害心 事） 1 40  214  @  22 上 90  ； 
〔43  22〕 

九 嫌 恨 調伏 nava  aghata-pativinaya  ('九 害 

心 調伏） 22 上 91 
九 幺コ想 nava  mannitani  47  64, 138 
① 九 箇の孔 S 九の 孔 nava  sotani  (九 孔= 

九 門, 九瘡 口）  I  25 173 ② 25  307,  310 
九孔 T:  nava-chidda  28 13  ；  41 222 ② nava- 

sota  (九 箇の孔 ，九の 孔= 九 瘡ロ， 九 門.） 24  72 
九 三 摩 地 行 nava  samadhi-cariyani  (九定 行） 

40  3, 164。 

九 次第 住 nava  anupubba-vihara  8  345, 
379;  22 上 94。  ；  40  9;  65  (1)  9 

①九 次第 住定 九 次第 法 等 至 ③九 次第 定 
nava  anupubbavihara-samapattiyo ① 59 
上 354，  355,  395 ②, 22 上 95 ③ 13  317，  324  ；  42 
216,  320  ；  43 131，  143,  360,  406  ；  44  21 ； 47 
12,  44,  56;  ：6  260°  ；  9  359,  365; 11 下 27  ; 
13  309°,  317  ；  22 上 135，  139,  143*,  158，  161, 
163，  166,  171，  176;  22 下 60， 126： 〔佛 入滅 
時〕 7 145  〔相應 心 所〕 11 下 1 

〔九〕 次第 定 anupubba-vihara  26  55 

九 次第 滅 nava  anupubba-nirodha  8  34o, 
379;  22 上 92;  40  57; 〔10  266; 15  336°, 
340,  343，  352,  353〕 

〔九 次第 樂〕 10 180; 15  348 

九 種色蔬 navavidhena  rupakkhandho  46  22 

九 種色聚 navavidhena  rupa-saiigaho 
45 186,  259 


九植き nava  nanatta  8  v578 

九 種の 出世間 法 navavidha-lokuttara 

dhamma  (= 九 出世間 法） 62  422，  427，  428 
ぼ 九種慢 ② 九 種の 慢 navavidha-mSna ①- 

40  214 ② 42 118;  44  343;  47  64, 136;  〔47 

61, 72°〕 

九 衆生 居 nava  sattavasa  (九 有情 居） 23  a 
九 聚會品 Navasamgaha-vagga  5  384 
九 集 Navaka-Nipata  22 上 173, 195 
九十 一 劫 eka-navuta-kappa  6  362 

d 九十 二 波 通提法 ② 九十 二 單墮法 

dvenavuti  pacittiya  dhamma    X  2 1., 

275  ；  4  431 ； 5  42，  59,  352  ；  〔5  21〕 ② 2  336 
九十 八 種の 病 atthanavuti  roga  59 上 229 
九 出世間 法 nava  lokuttara-dhamma  、= 九 

種の 出世間 法） 33 181 ； 63  326 
九 正 思惟 根 法 nava  yoniso-manasikara- 

mulaka  dhamma  8  377 
① 九 淸淨勤 支 ② 九 精進 致淨支 nava 

parisuddhi-padhaniyaiigani 〔戒, 心， 見, 度 

疑， 道 非道 知見， 行 知見， 知見， 慧， 解脫〕 ：D  8. 
377 ② 40  46 
九定行 nava  samadhi-cariya  (九 三 摩 地 行） 
64  483,  485 

九尋 nava  vitakka  43  393;  44  265；  〔43. 

201 ； 44 199,  351： 
九 相 nava  akara  40  82 
九 想 nava  sanfia  〔不 淨， 死， 食 厭， 一切 世間 不 

可樂, 無常， 無常 苦， 苦 無我， 斷， 離 貪〕 8  378; 

22 上 53 

九瘡ロ    nava  vana-mukhani  (九の 庇 口  = 九. 

門， 九孔， 九の 門孔） 22 上 52;  62  378,  385 
九 動 nava  injitani 47  64, 13/ 
九 人 培 nava  purisa-malani 47  64, 136 
九の; OSE  口    nava  vana-mukhani (九瘡 口  = 九. 

門， 九孔） 28 12 
九の 門孔 nava-dvar5ni  (九 門） 12  23， 107 
九 百の 腱 nava  naharu-satani 62  385  ；  63  47. 
(I 九 百の 肉塊 ②九 百の 肉片 nava 

mamsapesi-satani ① 62  38d  ：2,  o3  46 
九 不時 不節梵 行 住 nava  akkhana  asamaya. 
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九， 久， 口， ェ， 孔一ク 


brahmacariya-vasa  (〜八 難處） 8  344 
九分 敎 ① navaAga  sasana  (= 九分の 佛語， 九 
分の 佛の 聖教 ； 契經， 祇夜， 授記， 偈， 自設, 如是 
語， 本 生, 未曾有 法, 毘 陀羅） 26  81, 82  ；  41 254, 
258,  261,  294,  299,  322，  348;  59 上 3，  41, 
209,  335;  59 下 209,  283;  60  26°,  28，  37, 
46,  49， 164; 〔1 12*  ;  9  244; 18 11, 181， 
191，  312,  324; 19 119，  120,  121,  122,  248， 
249;  20 111，  112,  367;  42  217，  286,  352; 

44  377，  458  ；  46  424  ；  47  423  ；  59 下 40  ；  65 
(I)  37。〕 ② navaiigika  61 477 

九分の 佛 の聖敎 navariga  satthusasana  (= 
九分 敎） 65  '1) 10  ' 

九分 佛語 navaiiga  Buddhavacana  (= 九 力、 
敎） 59 下 202，  210,  234,  252,  268 

九 墓 節 nava  sivathika-pabbani  63  26 

九 法 navaka  5  234 

ブ L 法の 決定の 慧 navadhamma-vavatthane 

panna  40  2, 140°* 
九 萬 九 千の 毛 孑し navanavuti  lomakupa- 

sahassani 62  385 
九 門 nava  dvSm       九瘡 口  ）  59 上 155  ；  63 

243 

九 葉 navapatta  〔樹〕 36  75 

九 欲廛因 nava  kamavacara-hetu 

45  278 

九 力 nava  balani  65  (II)  64 
久遠 sassata i 常， 常住， 永住, 憶） 9  249* 
久遠 听作 憶念の 問 Cirakata-saraija  pafiha 
59 上 167 

久 修行者 dra-pabbajka  (上 臘） 9  384* 

久壽 多羅 Khujju れ ara  (拘警 多羅） 〔夷〕 32 
24  ；  34  314  ；  36 128，  348  ；  59 上 170  ；  64 10 
〔多 聞 第一；] 17  37  〔優 婆 夷の 範〕 17 142; 18 
288  ； 〔13  347  ；  21 316〕 

久住 ① atinivSsa  〔五 失〕 19  358,  359  (2) 
ciratthitika  21 244* 

口 行 ① vaci-samkhara  (語 行 =尋 伺） 7  222， 
223; 10  26° ② vaci-samScara  (口 業， 語 行, 
語 現行， 語 正 行） 9  471; 11 上 153， 154 

口 行淸淨 parisuddha-vacisamacara  9  471 


口 業 ① vaci—.-icamma  (語 業） 8  255； 10 139， 
209,  210  ；  58  301,  304,  397,  399 ② vaci- 
samacara  ( 口 行， 語 行， 語 現行， 語 正 行） 7  321， 
322 ③ vSca  (語， 言） 25  2  . 
口 罰 vaci-daij(^a  (語 杖） 10 138* 
口 表 vaci-v ほ fiatti  (語 表） 58  301 
ェ巧 ① sippa  (技 藝， 技術, 技能， ェ藝， 職 技， 才 
技， 學藝） 3  331; 20 114;  24  97，  232;  37 
136;  59 下 32， 167,  168;  64  6, 11 ② 
sippatthana  (ェ 巧處 i  44  436 
ェ巧 1' 喬 sippa-mada  47  61 
ェ巧業 sippa-kamma  63  318 
ェ巧師 sippava  acariyo  59 下 167, 168 
ェ巧處 ① sippaUhSna  、ェ 巧） 19  213 ② 

sippayatana  (技能 職業） 47  26,  70* 
孔雀 ① maytira  8  274  ； 13  413  ；  24  449，  488， 
489  ；  25  301, 303  ；  26  31 ； 27  53,  74， 105  ； 
30  249  ；  35 168,  243  ；  36  331 ； 38  243，  439， 
446  ；  39  269,  477  ；  59 下 212，  219 ② mora 1 
78  ；  3  329  ；  9  31 ； 10  32，  33,  227  ；  24  482; 
25  57， 113， 160  ；  28  398，  399，  400  ；  30  53; 
' 31 517°  ；  34  347*,  350;  "7  47, 145，  149， 
167  ；  39  303，  338 ③ mora,  majula,  majura 
65  (III)  2 ④ sikhin  (冠 ある 鳥） 24  80 ⑤ 
Moriya  〔族， 王統〕 7 162  ；  60 175  ；  61 19， 
39  〔舍利 灰を受 く〕  7 161 ®  Mayura  〔殿〕 
38  470 

？ し 雀 羽毛 mora-pificha  4 199 
〔孔雀 王 愛欲の ために 捕 へらる〕 30  56;  34  352 
孔雀 護 n 兄 Mora-paritta  59 上 312;  63  386 
孔雀 飼育 處 Mora-nivapa  (孔雀 林， 養 孔雀 園) 

〔外道 園〕 17  480 
〔孔雀と 韻との 譬喻〕 24  80  . 
〔孔雀と 獵 夫と 王室〕 30  53 
孑し 雀の 尾羽の 拂子 morahattha-camara  〔の 

施と 報〕 27  2， 13 
孔雀の 踊 mayura-nacca  34 120 
〔孔雀 は獵 師に說 法〕 34  355 
孔雀 尾羽の 圑扇 mora-hattha  27 164 
孔雀 本 生物 語 Mora-ja は ka  (—五 九） 30  52°  ； 

35  73 


ク 一孔, 句， 功， ^, 究， 珠 


孔雀 抹 Mora-niv§pa ち/ 孔雀 飼 靑處， 萎 孔雀 
園 j  〔外道 園： 11 上 36;  22 下 299 に經： 
22 下 299 

孔雀 林 普 行者 圜 Moranivapa- 
paribbajakarama 11 上 1 

句 pada  '語法 2  23,  217：  24  292 

句義 attha-pada  20 105 

句經 udana 優！: 它 5：!， 憂: 陀那， 烏 陀那， 自 說經， 

無 問 自說， 感興 語, 歡 喜譖） 〔九分 教の 一〕 1 
12* 

句の 接續 pada-sandhi  42 184,  211 其 他 
句法 戒 padaso-dhamma  5 109, 118 
句法 等 起 padasodhamma-samutthana  5 152 
句 利 達^   kuHra-padaka  ： 臥床： 2  63,  267 
句 利 床 kulirapadaka-maiica  4  229 
句利蹇 揮' J 、宋 kulirapadaka-pitha  4  229 
功德 、r  anisamsa  ，利， や: I g ，福利 3  3%； 
6  411*  ； 11 上 192  ； 16 上 335，  343  ；  22 上 196*  ； 
23  227,  228；  58 112,  113;  62 13， 19*， 172 
〔二 逢〕 42 108, 155  S  punna  (福， 福德， 善， 
善業, 福 業 9  409; 12  51， 52 
功德業 pufifia-kiriy§   '福 業， 福 行 12 168， 
169, 170 

功德鬼 deyya-dhamma  物， 所^ 牧ヌラ 鬼 法) 
2  458 

功窓 池 puiina-mahi 9  409 

〔功德 日夜に if 長： 12  46;  58  39， 167 

功 德の果 punna-phala  47  368,  435 

功德品 Xnisarhsa-vagga  22 上 196，  223 

〔功德 目〕 40 132, 170 

功德論 Anisamsa-katha  58 112° 

〔功德 を 見る ものに 結の 斷 あり〕 58 112 

功埒 abhoga  (觀 念， 思惟） 47 19， 105 

tlJ 勞を伴 i.^ ざる fS    nirarambha  yanna 18  77 

动勞を 俘 ふ fE   sarambha  yaniia 18  77 

究竟 （Daccarua 畢竟 7  325,  326 ま 

pariyanta  42  29, 137，  241, 309  ；  44  89, 126, 

257  ^  pariyosana  ： 完了， 滅度' 20 113  ® 

Xittha  、徑、 22 下 10 
究竟 得たり p5ramm-gata 彼岸に 達したり， 種 

意に 達 'i: り， 波羅蜜 滿 たせる 者） 26  79,82，  83 


究竟 ぼ accanta-santi 42 109" 

究竟 趣 accanta-nittha 11 上 352,  353 

究竟 淨 accanta-suddhi  42 145 

究竟 智 T  anna  (完 全智， 完全 知， 正智， 開悟， 
了 悟， 了解， 了知， 已知， 解慧 7  362*；  9 100, 
101 ； 20 130  ^  parami-fiana  59 上 3 

究竟 二 達し parami-pat は 彼岸に 達した る， 
彼岸に 到達し， 波羅蜜 満たせる 者， 波羅蜜に 
達せ る 26  88 

究竟 梵? 亍 brahmacariya-pariyosana 13  31, 
411,  413,  421， 422 

究竟 離 貪 accanta-viraga  63 119 

究羅植 頭 KGtadanta  ： 婆， 塞〕 39 1 ； 62  408 
二 佛の設 法 I こて 歸佛： 6 189* 

究羅 植頭經 Kutadanta-sutta  6 189° 

究留洲 Kuru-dipa 拘 樓洲， 拘留， 俱 直' 60  5 

侯犧 X  ahuti  (关 祭， 生贄， 祭 r  ，護摩^, 12 
241 f  juhana  6 14, 104 ま bali  ：せ 祭， 供物， 
^養， 犧牲， S  20  308  J  yajana  41 370  D 
yaniia  '供養， 洪養 式， 犧牲， 犧柱 祭， 生贊， 生贄 

の 供養， 祭 祭弍， 祭壇， 祠 ie， お， 屺祠， 天祠) 

10  93'; 12 130,  131，  132  ;  20  285,  287,  288, 
291 ； 25 189,  244  ;  28 177 1 yagin 供犧 者,' 
33  301, 302     Yaniia  〔經： 12 130 
：洪犧 祭の 無益；： 12 130  :  28  324,  328,  509 
^^壞者 ySgin 供犧 12  28 
^犧 者に Yajamana  、經 ： 12  404 
供橫な し I  natthi  yitthaih 供 施な し， 供養 
なし， 戴 供な し） 6  84; 10 185*,  360; 16 上 
66  d  natthi  hutam 供養な し， 犧牲な し， 祭 
fE な し， 燒供無 し， 燒施無 し） 25  90 
^镊の 火處 jotitthana 12  290 
供獻 せらるべき pShavaniya  62  435 
供祭 ① ahuti  、供 犧， 生赞， 祭祀， 護摩 供） 26 
117  @  bali  (供物， 供穰， 供 » ，犧牲 ，牲， 獻供) 
23  5 

供! S 無し natthi  yiuham  '供犧 なし， 供養な 

し， 默供 なし 14  329；  21 104 
供奉 せらるべき pShuneyya 極應 請） 62  435 
供物 ① aggha  7  255 ま dakkhina  ； 供養 物， 
物， ！S、  3  402  ； 19  58  ;  58  45,  324* ③ bali 
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供， 拘ー ク 


供祭， 供 横, 犧牲， 獻供, 租， 19 105  ；  20  253, 
257；  24  82；  36 166  T  bali-kamma  '横牲 
祭， 牲祭） 2S  328,  511 ； 30 195, 196  (5)  saddha 
11 上 204  6、  havya  24 179*  @  hut は 24 154 
供物 淨化論 Dakkhina  visuddhi-katha  58 
333° 

(T 供物の 殘り② 供物のお さがり havya-sesa 
① 24 165 ② 12  287，  288,  289 

供物の 容器 SySga  (受獻 者） 26 161, 162 

供養 (T  dakkhina  f 施， 施物， 供物， 供 蒸 物） 7 
52 ② patisanthara  (承 迎， 交友， 翅覆 護） 8 
292;  45 13,  338° ③ pQjana  23  33  i3)  bali 
(供 犧, 供祭， 供物， 犧牲， 牲, 獻供） 7  31 ® 
yanna  (供!！， 穰牲， 犧牲 祭, 贽祭， 供養 式， 生 
贊， 生贄の 供養， 祭祀， 祭式， 祠祀， 祀， 祀祠， 天 
祠） 7  403*;  24 166,  215,  394，  395,  396;  44 
62,  67 ず sakkara  (、恭敬， 敬， 敬！:， 尊敬， 名聞） 
8  55，  58，  59  ； 13  331*，  352* 

供養 火 X  aggi-hutta  (祭 火） 3  431 ② 
ahuneyyaggi  (應請 火） 〔三 火の一〕 8  296 

供養 式 yafifia^ 養， 供犧， 懐 牲,! 1 牲祭, 生费, 

生贄の 供養， 贊祭， 祭祀， 祭式， 祠祀， 祀， 祀祠， 

天祠） 29 145,  162, 163 
供養 食 r  pindapata  (食， 鉢 食， 圑食, 飯 食， 供 

養 物， 食物） 〔最大の もの〕 7 117, 118 ② 

bhojana  '食， 食物， 飮食） 34  407* 
供養す pujjo  hoti  22 下 189，  238 
供養すべき もの dakkhiijeyya  (應 施， 應施 者， 

應供 者， 應 供養 者， 受施 者， 惠施, 奉 施せ ら るべ 

き， 衩 供養 者） 17  96 
供養 せらるべき ahuneyya  (應 請） 62  434 
〔供養と 報果〕 23  224 

供養 堂 upatthana-sa ほ （勤行 堂, 集會 堂， 集會 

所, 講堂， 侍者 堂、 18  90,  91 ； 28  26 
供養な し ① natthi  yitthaih  (供 糠な し， 供 

なし， 獻洪 なし） 11 下 73,  74 ② natthi 
■  hutam  (供犧 な し， 犧牲 な し， 祭祀 な し， 燒供 

無し, 燒施 無し） 10 185*,  360 
供養の 食 bhat ほ bhihSra 13  356,  357 
供養 物 ぶ dakkhina  (供物， 供養， 施， 施物） 23 

231 ② piij4ap5 は （供養 食， 食物， 食， 圑食， 鉢 


食） 23  224 

供養 路 yanna-patha  24  395 

供養 を受く    pajayati  3  402 

拘 夷那竭 KusmSrii  (拘 /人 拘尸那 ひ 羅， 拘 
尸那 f 加羅， 供 尸 那羅） 〔城〕 7 105*，  120.  122, 
132,  133*,  149*  〔過去 時に 於け る 繁榮〕 7 132 

拘 迦邪大 Kokanada  〔琵琶〕 36  286,  302 

拘迦 利 Koka lika  r  (拘迦 利迦， 拘迦 利耶， gi 
伽 梨， 供ク jn 利き， m 迦 利迦） 〔比， 提 婆の 徒〕 29 
459  ;  30 106,  107，  109，  177,  179，  180,  297; 
31 140,  142,  278,  475,  494  ；  34  40, 188*  〔舍 
利 弗， 目 犍連を 誹謗， 墮 地獄〕 12  256;  22 下 
75*;  24  247*;  34 192  〔^^利弗， ロ键 連との 
關係〕 31 140;  34 188°  〔低 腦〕 30 106,  177, 
180 ② 〔經〕 22 下 75 ③ 〔國〕 34 188, 190 

拘 迦利迦 KokSlika  (拘迦 利， gy/jiiM,  W' 迦利 
迦） 〔比， 提 婆の 徒〕 1 287,  293 

拘迦利 比丘 本 生物 語 Kokalika-jataka 
(三 三 一） 31 475° 

拘 迦利耶 Kokaliya  (Vf; 迹 利迦） 〔比〕 〔；? 利 弗， 
目 粧連を 譏って 地獄に 落つ〕 2 お 247* 

拘迦 利耶經 Kokaliya-sutta  24  247°,  256 

拘稀掘 ① Kotthita  ('(^《#羅= 摩:;" 了拘 《： も • 羅） 
〔比〕 13 164* ひぶ 記〕 27  303 ② Kotthiko 
〔經〕 15  259 ③ KcHthi は 〔經〕 22 上 44  (-) 
(二) (三） 14  273，  274,  275 

拘耆羅 ① kokila  (？ a 枳羅， 時鳥， 杜ほ f},  {Jf 湖， 郭 
公） 〔鳥〕 8  274;  25  379  ;  26  30,  31 ； 31 131, 
132;  37 166,  170*，  245,  246;  38  302  ；  39 
388，  392,  402,  416 ② Kokila  〔王女：] 38 155 

拘鎖， 拘束〜 コゥ 

拘薩羅 Kosala ① （愼 薩羅） 〔國〕 2  28，  249* 
369,  413,  482;  3 199,  248,  281,  492*  ；  6 131， 
317,  322，  324，  333  ;  7  205*,  365,  392;  8 
102; 10 1， 183，  277; 11 上 59， 149; 12 103, 
118*  345  ； 16 下 230,  231 ； 17  291, 345  ；  22 上 
287;  28  267,  322,  330;  29  2*  91, 111,  214, 
238 其 他； 30 1， 20，  35， 120，  400 其 他； 31 
26,  69， 145，  202 其 他； 32 1, 25, 198 其 他； 
33 105,  111,  402;  34  27;  36 1 ； 41 361 ； 47 
325;  59 下 183， 188  「十六 大國の  一〕 21 146, 


クー 拘 


153,  160, 169 ② 〔經〕 16 下 55  (― )  (二）  22 
上 287，  295 

拘薩羅 王 Kosala-rSjan  2 165,  364  ；  3  594*  ； 
9  400;  26  442;  32 1, 198,  420 其 他； 33 11， 
77, 105， 160  ；  34 1， 3,  79  ；  35  47  ；  59 下 130* 

〔拘 薩羅 王宮に 於け る 寶珠の 紛失と 阿難の 機智〕 
29  240 

〔拘 薩羅 王と 王臣の 判別〕 34  93 
〔拘 薩羅 王と 四墮 地獄 者〕 31 376;  33 11 
〔拘 薩羅 王の 僧伽への 布施： 33  77;  34  399;  35 
47 

拘薩羅 〔國〕 人 Kosalaka  27  92 
拘薩羅 gfe    Kosalla-viharin  〔比〕 25 123 
拘薩 羅相應 Kosala-saihyutta 12 118° 
拘薩羅 婆羅門 村 Kosala-br5hniaija-gSma 

16 下 55 
拘薩羅 量 Kosalaka  22 下 80 
拘尸 KusinSra  〔經〕 22 上 313 
0： 拘尸城 ② 拘尸那 ③ 拘尸那 { 加羅 '3 拘尸那 
揭羅 拘尸 那竭羅 ⑥拘 尸那羅 KusinSra 
(拘夷 那竭, 俱尸 那羅） 〔城〕 （1  4  426;  22 上 
313  (S3  432 ③ 27  290;  60  21, 31, 103， 163 
④ 7 165*  ； 17  452  ； 18 138  ；  29  258  ;  41 360, 
361 (1)11 上 310;  34 10, 16;  58  338  ;  59 上 
3 ⑥ 23 143，  321 ； 24  380  ；  44 11 ； 60 163 
拘尸那 揭羅品 KusinSra-vagga 17  452 
拘私夜 Kosiya ① 〔人〕 26  84  (g  〔仙〕 38  263 
③ 〔簿 。 仙， 須 菩提の 前生〕 26 120 ④ マツ 
チヤ リ. コー シャ） 37 116*  130* 
拘私 夜長 者 本 生物 語 Kosiya-j5 は ka  (四 七 〇） 
34  75° 

拘 瑟他迹 Kotthika ① （= 拘《4 羅, 摩 河 俱^ 羅) 
〔比〕 15  231* ② 〔經〕 （一 )( 二) (三） 15  231， 
232，  233 

拘舍 kusai: 拘除， 姑 尸， 矩奢， 孤沙， 草， 茅 草, 萱， 

吉祥 草） 〔草〕 22 下 161， 190 
拘 舍怛祇 kosataki  (コ— サ— タキ， 蘆） 〔樹〕 

40  229,  231 

拘 舍婆提 KusSvati  〔拘 夷那竭 城の 古名〕 7 
132,  133,  166*; 14  226,  228;  29  259;  36 
281,  293,  294,  308,  315,  316，  348  ；  60 】9， 160 


拘 除草 衣 kusa-cira  3  531 

拘譬 多羅 Khujjut は (久壽 多羅） 〔優 婆 夷 中 

の 第一人者〕 13  347  ;  21 316 
拘蘇摩 Kusuma  := 華氏 城， 波 吒梨子 城） 2S 

401 

拘多 Konti  〔緊那 羅女〕 60  55 

拘 多帝須 Kontiput1:a-tissa  〔比〕 65  (I)  67 

拘吒除 摩利樹 ktita-simbali 16 下 71， 72 

〔拘 除 摩 利 樹の譬 BhIG 16 下 71， 72 

拘3 炎彌 Kosambi  (愼 賞彌） 〔城， 國〕 3  486. 
587，  606;  4  30,  35,  284,  287,  434,  446; 14 
152,  200,  209,  210  ； 16 下 51， 122，  364  ；  22 上 
125， 157 

拘啖 彌犍度 Kosambakkhandhaka  3  587° 
拘缺彌 の 15 婆 塞 Kosambaka-upasaka  3  612, 
613 

(t 拘都含 ② 拘那 含牟尼 ③ 拘那 #1 摩那 
Konagamana  〔過去 七佛 の一〕 J:  6  362*  ； 13 
13，  280  ；  27  357,  360，  407,  502,  509  ；  60 17, 
99, lOr,  114。*，  152,  250，  251 ； 65  [1) 108, 
121 ② 1 12*  ；  8  261 ； 25  207,  418  ；  28  89， 
90°,  92,  202；  41 342。*，  360  ::|)44  347 

拘手; 5 含 KopSgamana  X  〔經〕 13 13 《〜前 

項  - 
拘那 含牟尼 菩薩 Konagamana  bodhisatta 
41 85 

拘盤荼 KSmapga  〔城〕 15 194 

拘 輔陀羅 kovi!Sra  (俱昆 陀羅， 俱昆羅 ，黑 擅- 

晝 度樹） 〔樹〕 20  372* 
(T 拘勿頭 ②拘物 頭 kumuda  (白 連， 白水 蓮， 

水 蓮， 黄 蓮 ，黄 蓮華） 〔花〕 J  30  393  S  26  51, 

309,  320,  434  ；  38  346  ；  39  474 
拘物頭 品 Kumuda-vagga  26  319 
拘^   Kosiya  (愼 尸迦， 帝釋） 〔天〕 23 130 
拘羅子 Ko!iya-put は （拘 利耶子 = 力 クダ） 4 

285 

拘羅羅 羅 Kuraraghara  (拘 羅羅 ffi;， クララ 

家， 〔山〕 は 185 
拘羅羅 羅の 波樓多 Kuraraghara-Pavatta 

、拘留 歡喜山 曲） 〔山〕 23 176 
拘羅羅 [ft;   Kuraraghara  (拘 羅羅 f 加羅， クラ テ 


C  208 ) 


拘， 狗, 垢, 枸， 苦ーク 


家） 〔山〕 22 上 270 
拘利 Koliya,  Koliya  〔國， 族〕 16 上 316; 18 
109，  342  ；  21 205  ；  23 107*  ；  25  215  ；  26 170  ； 

27  323,  327;  37 157*,  161, 164  〔佛舍 利 八 分 
ーを受 く〕  7 159 

拘利村 KotigSma  3  404*  ；  7  54,  55; 16 下 

354;  31 97,  98 
拘利村 品 Kotigama-vagga 16 下 354，  364 
拘利多 Kolita  (拘離 多， 拘律陀 = 目犍 連） 〔比〕 

28  27，  29  ；  36  60 

拘利若 Koi?dafifia ぃ|'喬 陳如） 〔姓〕 6  363,  373, 
423  , 

拘利耶 子 Koliya-put は （拘羅 子 = 力 クダ） 19 
169. 170 

①拘 離多② 拘律陀 Koli は （拘利 多 == 目键 連) 
〔比〕 ① 26  48，  61, 82  ；  27  212 ② 3  77  ；  31 180 
拘離多 Kolito  〔經〕 13  404 
拘留 Kuru  (拘 樓， 究留） 〔國〕 32  401 
拘留 歡喜山 曲 Kuraraghara-Papata-pabbata 
(拘 羅羅 伽羅の 波樓 多） 〔山〕 3  343; 14 13， 19 
拘留 孫 Kakusandha  T  (拘樓 孫， 鳩留 孫， 俱留 

孫， 迦鳩 孫陀， 羯句 忖那） 〔過去 七 沸の 一〕 10 
81; 13 13，  280;  27  52， 153，  154，  166，  502, 
509;  28  89，  92,  202;  60 17,  99， 100。，  113°* 
152，  248 ② 〔經〕 13 13 
拘盧舍 kosa  (俱 盧舍） 〔里程〕 38 10，  29 
拘牢婆 Koravya  (高羅 婆） 〔王〕 11 上 80，  85; 

37  254，  286 
拘樓 Kuru  (拘留， 究留） 〔國, 族〕 7 1, 205*, 
335; 11 上 72，  94,  340  ； 13 134，  135;  31 157， 
158，  160,  163;  34  400;  35 132,  140,  320, 
323,  333  ；  37  24,  286，  294,  295，  302  〔十六 大 
國の 一〕 17  345;  21 146，  153,  160， 169 
〔拘樓 王 は 諸賢 者に 法 施 を 間 ふ〕 35  317 
拘樓國 法 本 生物 語 Kurudhamma-jataka 

(二 七 六） 31 156° 
拘樓孫 Kakusandha  (拘留 孫， 鳩留 孫， 俱留 孫, 

迦鳩 孫陀， 竭句 忖那） 〔過去 七佛の 一〕 1 12*; 

6  362*  ；  8  261 
拘樓法 Kuru-dhamma  31 164* 
狗戒 kukkura-sila 10 163 


狗儀軌 kukkurakappa 10 163 

狗行 kukkura-vata 10 163  ；  [42 136  ；  43  38〕 

狗 行者 kukkura-vatika  (犬の 所作） 10 162; 
〔42 131 ； 44  61] 

狗 行者 經 Kukkuravatika-suttanta 10 162° 

狗屍 kukkura-kunapa  9  46 

狗心 kukkura-citta 10 163 

狗槽 sapana-do が 11 上 201，  202,  242,  243 

狗肉 sunakha-mamsa  3  385 

垢 ① mala  (垢 裱） 9  487  〔三 踵〕 16 上 236 ② 
Mala  〔經〕 （一) 一 (四） 16 上 236 
穢 ① upakkilesa  (隨 煩惱， 隨染， 汚溺， 塵 垢， 
錡， 翳） 8  54* ② mala  (培） 〔八 種〕 21 59  〔種 
種〕 23  54 ③ Ma ほ m  〔經〕 21 59 

垢穢品 Ivlala-vagga  〔法 句經〕 23  53° 

培 濁 abbuda  (頗部 曇， 阿 浮陀） 1 28  , 

〔柜 布の 譬 (1|〕  9  58 

枸櫞 mStuluiiga  27  45,  241 

苦 ① dukkha  (苦痛， 苦惱） 1 8  ；  3  25，  28,  29， 
62,  320;  5 146;  7  353°  ；  8  339  ；  9  77°  ； 10 
237,  238，  337，  364; 11 上 143*; 11 下 351°， 
387*  ； 13  2*,  27*,  58*, 16 丄 *  ； 14  262*  ； 15 
46，  207,  209  ； 17  472  ； 18  226,  330  ；  20  44， 
45， 172,  180。，  215,  407*;  21 10*,  219  ；  22 上 
113*  ；  24  290,  291 ； 40  8, 18*,  61, 63°,  88， 
98,  435*;  41 2,  5，  7*, 193*;  42  23。；  44 
23°,  95°,  97，  98;  45 118°,  165°  ；  46 126°, 
137°*,  184°,  372。  ；  47 110;  64  49°,  98， 111, 
112°,  119*,  128°,  132，  148,  173，  324,  326, 
339*  353，  392，  459*  〔七 身の 一〕 6  86; 14 
336  〔二種； 根 縛, 非 拫搏〕 58  319  〔十 種〕 
22 下 12°, 13  〔種種〕 42  23°,  66;  43  236°, 
336°;  44  23，  95，  372,  396*;  59 下 7°  ；  64 
121 〔定義〕 45 165;  46 106，  126，  162,  184, 
254，  372  〔苦の 四諦〕 14  247 ② dukkha ほ 
(苦 性） 〔三種〕 15  398 ③ tit1;aka 16 上 369, 
370 ④ Dukkha  〔經〕 13 105,  253； 14  33, 
121，  247,  308  ； 15  3，  5，  8, 10，  46, 139，  398 
(― )( 二） 14  308,  314,  317  (.— ) 一 (六） 16 上 
342 ⑤ Dukkhena  〔經〕 14  279 ⑥ Dukkha ほ 
〔經〕 （一) 一 (四） 16 上 236 


(  209  ) 


クー 苦 


〔苦 憂樂 喜と その 捨斷〕 62  328 
苦蕴 dukkhakkhandha  6  399，  402  ；  9  341* 
354* 

苦 蕴小經 Culadukkhakkhandha-sutta 
9 149° 

苦 蘊大經 Mahadukkhakkhandha-sutta 
9 138。 

苦 瓜 tiUakS ほ bu  (苦 瓠， 苦 胡 蘆， 苦瓢） 10  46 
〔苦 瓜の 譬 nii〕 10  46 

苦 果苦報 dukkhudraya-dukkhavipaka 
10  207;: 

〔苦果 の 種子の 譬喩〕 17  47;  22 下 134 
苦 果報 dukkha-vipSka  (苦 報， 苦の 異熟） 

11 上 153， 154 
苦戒 dukkha-sila  (悲觀 性） 62  30 
苦界 Dapaya  (苦 處, 無 幸處， 惡處, 惡生， 惡道， 

惡趣， 離 去處， 墮 地獄） 43 158，  231, 311 ； 44 

281,  290，  397，  438;  63  410° ② dukkha- 

dhatu 11 下 58  ；  46 106° 
苦 〔觀〕 dukkha  23  60  ；  25  240 
苦觀 dukkhanupassana  (苦 隨觀） 40 16,  33, 

40,  52,  75,  77， 135，  159,  162*,  275,  335,  337, 

380*  ；  41 106,  107,  125*,  159， 198  ；  62  91 ； 

63 113 

苦行 1 tapo  (IS 練， 道行） 6  83，  231,  232,  421 ； 
8  318;  9 181,  184; 11 上 260; 12 111，  112， 
176，  177; 15 189; 16 上 35,  36; 18  350*  ； 
22 下 106，  107, 108  ；  23  45;  24  27,  92,  99， 
109,  244  ；  25  232  ；  31 429  ；  33 153， 159  ；  35 
157,  167*;  36  7;  38  76;  43  95;  58  437; 
59 上 211; 64 178,  179;  〔8  52°;  9  411。〕 
(=拫 律^)  24  27  〔婆羅門 五 法の一〕 11 上 260 
〔種種〕 6  237";  8  52°  ；  9 127°,  411°  ； 10 
34，  91; 11 上 214; 17  488°  ； 18  360;  23  38; 
24  92  ；  25 173  ；  29  465  ；  32 137  ；  34  291 ； 43 
250;  47  442  〔無益〕 23  38;  24  92;  29  465; 
31 429 ② は passi ほ 9 127° ③ 
dukkarakarika  (難行） 9  308，  430  ® 
attakilamatha  (自己 苦惱， 自己の 難 苦， 自己 
の 煩 苦） 62  9 

苦行 功 t き、 は po-gupa  〔外道 五戒の一〕 11 上 45, 


46 

苦行者 ① tapassin  = ほ pasa 1 4；  3  411， 413 ； 
6  231,  232；  8  52*,  58°  ；  9 127； 16 上 35， 

36  ；  21 34，  43，  46  ；  22 下 106  ；  24 107  〔三種〕 
16 上 49"^  〔種種〕 36  209;  59 下 212 ② 
tapasa^tapassin  (仙人、 26  32,  39，  70;  28 
82;  32 137，  139;  33 167* 其 他； 34  289"% 
336,  339，  421, 424  ；  35 132,  133,  243*,  386*  ； 

37  486，  488  ；  38  77,  284*  ；  44  61, 67， 175  ； 
59 下 212 

〔苦行者 鬱 陀羅迦 と 司祭： 34  289 
〔苦行者と 象〕 30  64 

苦行者の: ^稜 tapassino  upakkileso  8  54°- 57 

〔苦行者の 淸淨〕 8  58° 

苦行 修行 tapo-jiguccha    8  51* 

苦行 修行 義 tapo-jiguccha-sara  8  52 

苦行 修行 執 tapo-jiguccha-allma  8  52 

苦行 修行 說 tapo-jiguccha-vada  8  52 

苦行 道 速 通達 〔定〕 dukkhapatipada 

khippabhinna  (苦 速 通行 ■)  62 176 
① 苦行 道 蓮 通達 〔定〕 ② 苦行 道 蓮 知 通 

dukkhapatipada  dandhabhiiina 

(苦遲 通行） ぼ、 62 176 ② 64  419 
〔苦行に よりて 故 業 を 滅すー 尼 乾說〕 11 上 279 
苦行への 耽溺 attakilamathanuyoga    (〜 自 

己 苦惱， 自の煩 苦） 62  9 
苦行 法 tapaniya  dhamma  45 11, 331° 
苦行 林 は po-vana  (行者の 林） 62 113;  63  23 & 
苦 苦 1 dukkha-dukkha  42  24，  66  ;  43  237， 

336;  44  23，  95,  372;  64 121° ② dukkha- 

dukkhata  (苦 苦 性， 苦 苦の 性） 16 上 236 
① 苦 苦の 性 ② 苦 苦 性 dukkha-dukkha ほ 

(苦 苦） 〔三 苦 性の 一:] ぶ 8  296 ② 15  398 
苦俱 dukkha-sahagata  65  (II)  21 
苦 (ft 行身識 dukkhasahagata-kayavirinana 

51 2，  4,  6，  7， 16,  22，  26* 
(D 苦 Hd) 苦 胡 蘆 tittakalabu  (苦 瓜， 苦瓢〉 

(T  S 132，  134，  429  S  40  229，  231 
苦 業 Tapo  kamman  ca  〔經〕 12 176 
苦拫 ① dukkhindriya  8  318; 15  357; 16 下 

26*    28°*;  40 12,  225;  45 165°  ；  46  23， 


(210) 


苦ーク 


162°  ；  49 139*;  54  78， 105,  170, 171 〔生と 

滅〕 16 下 34°  2)  ganda-mula 15 133* 
苦 者 非 我 想 dukkhe  anatta-sanna  (苦 無我 

想， 苦に 於て 無我 想） 〔十 想の 一〕 8  380 
苦 趣 vinipata  (墮 處， 極 墮處， 惡生， 惡處, 惡趣， 

地獄， 奈落， 墮獄， 苦慮， 險難， 險 難處， 無 樂處) 

7  47 

苦 趣に 墮 つる もの dukkhudraya  (苦 果， 苦 を 

引く ）  36 14 
苦受 dukkha-vedana  5  205  ；  7 18， 19，  343  ； 

8  296;  9  95，  413，  414,  424*  ； 10  28, 177, 
299，  337; 11 下 366,  375； 14 199; 15 185*， 
318*  ；  43  31; 48 下 1*，  81*,  152*,  224*, 
297*  ；  57  85,  86  〔苦受 ― 瞋恚〕 15  319，  323, 
324,  328 

苦 受相應 思 dukkhaya  vedanaya 

sampayutta-cetana  51 6,  31 
苦 受相應 法 dukkhaya  vedanaya 

sampayutta-dhamma  45 1, 264°,  349'  ；  51 

1*  ；  56 173*，  350 
苦 受の業 dukkha-vedaniya  kamma  22 J;  45* 
〔苦 受の貪 あり〕 58  233  - 
苦 集聖諫 dukkhasamudaya  ariyasacca 

3 19°  ；  7  354°  ； 11 下 353°  ； 16 下 331*，  340°, 

345°,  347; 17  286°  ；  40  8,  61， 65°  ；  41 75°  ； 

46 128。 

苦集智 dukkhasamudaye  nanarh  (苦の 集に 
於け る智） 40  5, 199,  219;  64  8 

苦 跪 katuka 12 128, 129 

苦祈受 dukkha-vedaniya  (苦 受） 11 上 287 

苦處 ① apaya  (苦界， 無 幸處, 惡處, 惡生, 惡道， 
惡趣， 離 去處， 墮 地獄） 12 157， 158  ； 13 100, 
103, 105  'S  vinipata  (墮處 ，極 墮處， 惡趣， 惡 

生， 惡處, 險難， 險 難處， 無 樂處， 地獄， 墮獄， 奈 
落） 7  369* 

苦 性 dukkha ほ （苦） 〔三種〕 8  296;  〔15  398〕 
苦聖諦 dukkha  ariyasacca  3 19°  ；  7  352°  ； 

9  329°  ； 11 下 351°  ； 16 下 331*，  340°,  345°, 
347°  ； 17  286°  ；  40  8,  61, 62°  ；  41 75°  ；  46 
125。 

苦盡 dukkhakkhaya  i、 苦の 滅盡， 苦惱の 滅盡， 


苦滅） 10  58°; 16 下 99， 100,  156,  159,  294, 
299,  309 

苦隨觀 dukkhanupassana  (苦 觀） 64  328, 
354，  404,  405，  419，  420,  465,  484  ；  65  (II) 
82,  84 

苦 切 は jjaniya  3  87,  88,  93，  256,  260;  4 115， 
128 

苦 切揭磨 は jjaniya-kamma  (應呵 所作） 3  566， 
570°,  575*;  4  3°,  5,  6,  7，  8,  9， 10;  5  243, 
382  〔因緣 と 作法〕 4  3°  〔罰則〕 4  7  〔如法な 
る 場合〕 4  5  〔非 法なる 場合〕 4  3  〔行 ひ 得べ 
き 場合〕 4  6  〔解く 作法〕 4 10  〔解くべき 場 
合〕 4  9  〔解くべからざる 場合〕 4  8 

苦 切竭磨 十八 事 tajjaniyakamme 
attharasa-vattam  4  8 

苦 相 （X)  dukkha-lakkhana  64  360,  375  ；  65 
(II)  82  (2)  dukkhakara  43 163,  316;  44  295 

苦 想 ① adinava-safifia  (患 想， 過 患 想） 7  38 
② dukkha-sanna  42  293  ；  63 19 

苦卽 無我 想 〔者〕 dukkhe  anattasanili (苦 無 
我 想） 16 下 225 

苦 速 通行 dukkha  patipadi^.  khippabhinna 
(苦行 道 速 通達 1 〔四 通行の一〕 8 130，  307; 18 
262,  263。，  265°,  271 ； 22 上 292  ；  45  52*, 
98*,  142*;  47  37° 

苦 他 〔者〕 parantapa  (他 を 苦しむ） 47  369， 
443 

苦諦 dukkha-sacca  48 上 307*;  58  9*;  62 
399，  400;  64 113°,  144*,  359，  371 

苦智 dukkhe  nanaih  (苦に 於け る智） 〔四智 
の  一〕 8  305  ；  40  5, 198，  199°,  219  ；  64  8， 144 

苦遲 通行 dukkha  patipada  dandhabhinna 
(苦行 道遲 通達） 〔四 通行の 一〕 8  307;  18  262， 
263°,  265°,  271; 22 上 292;  45  52*,  86,  98*, 
141*;  47  37° 

苦痛 dukkha  (苦， 苦惱） 2  212 

〔苦痛の 激烈〕 9  425*  ； 11 上 252*,  253; 15  92; 
20 135 

〔苦痛の 八 因〕 59 上 284，  289 

苦 導入 論 Dukkhahara-katha  57  268° 

苦 貪 tibba-rSga  22 下 38 


《2115 


クー 苦 

苦: こ 於け る智 dukkhe  nanam  (苦 智） 47 10 
苦に 於て 無我 想 dukkhe  anatta-sanna  (苦 無 

我 想， 苦 者 非 我 想， 苦 非 我 想） 17  61 
〔苦にして 苦諦: こ 非ざる もの〕 48 上 310 
苦に も 非ず, 樂: 二 も 非ざる 無病の 我 有り 

adukkhamasukhi  atta  hoti  arogo 14  352, 

353,  356，  357,  359，  360 
苦の 異熟 dukkha-vipSka  (苦 果報， 苦 報 I 17 

159 

〔苦の 解擇〕 64 119' 
苦の 曉了    dukkhassa  parinna 15  82 
〔苦の 四諦〕 14  247 
〔苦の 自作， 他 作：： 13  21*,  47*,  58* 
① 苦の 終邊② 苦の 終 dukkhassanto  '苦 邊， 

苦の 邊際， 苦の 果） S 12  265，  266  %  23  282 
苦の 寂滅 dukkhQpasama  24  273 
苦の 集 dukkha-samudaya  ： 苦 集， 苦の 生起） 

1 8;  9  78' ； 11 下 381; 13 105,  106;  46 

137°* 

苦の 集に 於け る智 dukkhasamudaye  nanam 

(苦 集智） 47 10 
苦の 生起 dukkha-samudaya  (苦の 集， 苦 集） 

15  98, 139° 
苦の 生起と 滅 dukkhassa  samudayo  ca 

atthagamo  ca 15 139; 16 上 31 
苦の 發生 dukkhassa  bhavo  24  272*,  397 
① 苦の 邊際② 苦の 果 dukkhassa  anto  (苦 

の 終邊, 苦の 終， 苦邊、 X 14  234，  235,  236  ； 

16 下 384,  385  ；  ^4 125  S 15 151* 
〔苦の みが 圓戎 なり〕 58  439 
苦の 滅 ① dukkha-nirodha  (苦; 或 1 8;  9 

78。； 11 下 381; 15  99;  46 138°*  % 

dukkhassa  atthangamo  (苦の 滅 i5j 13 106, 

107 

苦の 减盡 dukkhakkhaya  (苦 盡， 新 i の 滅盡， 

苦滅 I  ^  277- 
苦の 滅: こ 至る 道: 二"^ ける 智 dukkhanirodha- 

gaminiya  patipadaya  nanam    苦 滅道智 ) 

47 10 

① 苦の 滅: こ 到る 道 （D 苦の 滅に 導く 道 
aukkha.iirodhagamini-patipada    苦 道， 

f  212) 


- 苦滅: こ 至る 道 T  9  78° 1 1 8 
〔苦の 滅: こ 至る 道の 解擇〕 64 139' 
苦の 滅： こ 於け る智 dukkha-nirodhe  nanam 

(苦滅 苦） 47 10 
苦の 滅: こ 趣く 道聖謠 dukkhanirodhagamini 

patipada    ariyasaccam   '苦滅 道 聖諫） 17 

287° 

〔苦の 滅の解 釋；： W 133° 
苦の 滅 iiS^   dukkhassa  atthagamo 苦の 滅) 15 
140 

苦悩 X  dukkha 苦， 苦痛 12  53, 122, 163 
② parimha 熱 tS, 熟 煩， 焦' 11 下 416* ③ 
vihesa  =  vihimsa 害， 害意， 害心， 毁害, 嬈惑 
2  226  J  Duggatam  ：|5： 13  273 

苦惱者 Stura  23  47 

苦惱 の滅盡 dukkhakkhaya 苦盡， 苦の 滅盡) 
25 139 

苦 非 我 想 dukkhe  anatta-sanna  (苦 無我 想， 

苦に 於て 無我 想 1 8  330 
苦 m   tittakalabu  (苦 瓜， 苦 11， 苦 胡 蘆） 17  47  ； 

22 下 134 
〔苦， 病， 老死の 生と 滅： 14  369* 
苦邊 dukkhassanto  (苦の 邊際， 苦の 終邊, 苦 

の 終， 苦の 果、 23  276,  277 
苦 法 Dukkhadhamma  ：經〕 15  294 
苦 法の 排除 者 dukkhadhammanaih 

apahatta 10  255* 
苦 報 f  dukkha-vipaka  (苦の 異熟， 苦 果報） 8 

307 ② Dukkha-vipaka  ：經： 22 下 179,  228 
苦 報 ある 法 dukkhavipaka  dhamma  22 下 

179，  228,  229 
苦 無我 想 dukkhe  anatta-sanna  、苦 非 我 想, 

苦 者 非 我 想， 苦に 於て 無我 想， 苦卽 無我 想） 8 

322  ； 16 上 342  ； 19 117,  388  ；  20  74，  229， 

292,  299%  410;  22 上 53,  349;  22 下 274 
苦滅 dukkhakkhaya  、苦盡 ，苦 の滅盡） 16 上 

178,  271， 412 
苦滅聖 1$    dukkhanirodha  ariyasacca  (=滅 

諫） 3 19。  ；  7  357°  ； 11 下 353。 ； 16 下 331*， 

340%  346,  347; 17  287°  ；  40  8，  61, 66°  ；  41 

75。  ；  46 132。 


苦， 宫， 恭, 矩， 區， 鳩， ftl  ，驅 ーク 


苦滅智 dukkha-nirodhe  nanam  (苦の 滅に方 t 

ける 智） 40  5， 199,  219;  64  8 
苦滅 道聖識 dukkhanirodhagamini- 

patipada-ariyasacca  (苦の 滅に趣 く 道 聖諦） 

(= 道諦） 3 19°  ；  7  359°  ； 11 下 353°  ；  46 135° 
苦滅 道智 dukkhanirodhagaminiya 

patipadaya  nanam  (苦の 滅に 至る 道に 於け 

る智） 64  8  ' 
苦滅に 至る の 道 dukkhanirodha-gamini- 

patipada  (苦の 滅に 到る 道， 苦の 滅に 導く 道） 

46 138°* 

苦樂 sukha-dukkha 13  31*,  54*;  20  212 
〔生 因〕 11 上 289°  ； 15 197  〔自作 他 作 等〕 13 
31, 54;  20  212 

苦 を 引く 法 (T)  dukkhudraya-dhamma  22 下 
178，  228 ② dukkhadhivaha-dhamma 17  8 

苦を遍 知す dukkham  parijanati 16 上 148 

苦 を樂な りと する 顧 倒 dukkhe  sukhan  ti 
vipallaso  64  83 

宮毘羅 kumbhna  (鰐， 鰐 魚， 蚊 龍） 26  28,  30  ； 
36  235  ；  38  451 ； 39  411 

恭敬 ① garava  (尊重， 敬 重， 敬虔， 敬） 8  323  ； 
20  70  〔六 種〕 5 157;  8  323 ② payirupasana 
(承 事） 11 上 232 ③ sakkSra  (供養， 敬， 敬 重， 
尊敬， 名聞） 3  50，  51; 9  341*,  354*; 18  83, 
84, 126,  127，  148,  420  ；  23  325,  326  ；  62  45* 
④ sSmici-kamma  (恭敬 業， 和 敬， 和 敬 業:） 4 
32,  47,  380 ⑤ GSrava  〔經〕 12  238 

恭敬 t 喬 sakkara-mada  47  61 

恭敬 業 sSmici-kamma  (恭敬， 和 敬， 和 敬 業） 
11 下 358 

恭敬 作 1:' sakkacca-ka は 22 上 62 ② 
sakkacca-karin  (恭敬 して 作す） 14  436,  444， 
447，  449,  451 ③ sakkacca-kiriya  64  328 

恭敬 〔作〕 Sakkacca  〔經〕 14  436 

恭敬 作 一 常 作 Sakkaccakari-sataccakari 
〔經〕 14  454 

恭敬 作一 隨應作 Sakkaccakari-sappayakari 
〔經〕 14  454 

恭敬 して 作す sakkaccakSrin  (恭敬 作） 20 196 

恭敬す sakkaroti  (尊敬す） 9  44 


恭敬す る こと g3rava ほ '(！ t 敬) 20  69 

恭敬 拖 sakkacca-dana  7  406,  407,  408 

恭敬 聽聞 sussQsS  (從順 1 22 下 32 

矩舍 Kusa  〔王〕 60  22 

矩奢 kusa  (拘舍 ，拘 除， 孤沙， 姑 尸， 茅 草， 萱， 吉 

祥草） 〔草〕 39  331 
區劃色 pariccheda-rOpa  (限界 色） 64  29 
鳩 足 Kakufapadini  〔天〕 23 119,  120, 121 
鳩那羅 わ kupala  〔鳥〕 37 167*,  246 ② 

Kunala  〔湖〕 37 157 

鳩 邪羅本 生物 語 Kupala-ja は ka  (五三 六） 37 
157° 

① 鳩紫荼 ② 鳩盤荼 kumbhaijda  (俱 番陀， 甕 
形） 〔鬼〕 ① 7  280  ；  8  259.  266,  277  ；  26  35, 
129，  130,  457;  31 209,  211,  554;  59 下 91; 
60  232  f)  65  (I)  82 

鳩 羅 Kuvera  (倶 毘羅， 俱 吠羅， 惧尾羅 二 毘 
沙門， 多 聞 天） 24 139 

鳩 摩羅 迦葉 Kumara-kassapa  (童子 迦葉， 王子 
迩葉） 〔比〕 24  554;  25 158;  27  290  ；  60 147 
〔妙說 第一〕 17  35  〔入胎 より 二十歳に して 受 
具足〕 3 159  〔弊 宿に 業と 報との 存在 を說き 
て歸佛 せし む〕 7  365*  〔佛ょ り 蟻垤の 敎を受 
く  〕  9  261,  263,  265  〔譬！ ife 經〕 27  291 〔傳 記〕 
27  293，  294  ；  28  287* 

鳩留孫 Kakusandha  (拘留 孫， 拘樓 孫， 俱留 孫， 
迦鳩 孫陀， 羯句 忖那） 〔沸〕 65  (I) 107% 121 

休 I 鷂 ulQka  (梟） 42  226;  63  237 

〔休 I 鷂の譬 diO 10  76;  42  226 

休 I 鵾翼 ulQka-pakkha  (梟 羽衣， 桌羽編 衣 ） 43 
251 

Ifl 鵠翼衣 ulQka-pakkhika  (梟 羽の 衣， 梟翅 衣） 

17  396，  489  ； 18  361 ； 47  443 
驅烏人 kakuttepaka  3 133 
驅行刑 eraka-vattika  9 144, 154 
驅出 Dpabbajaniya  3  87，  88,93,  256，  260; 

4 115， 128  (2)  nissarana  (擯 出） 〔二種〕 3 

559 

驅出羯 磨 pabbajaniya-kamma  (匪！!！ 擯 所作， 
擯 出の 刑） 1 307;  3  566*,  573°,  576*;  4 
18% 19,  20，  22;  5 11， 207,  243,  382  〔因緣 と 


(213) 


ク ー驅， 求， 具 


作法〕 4 18°  〔行 ふべき 場合〕 4 19  〔解く 作 
法〕 4  22  〔解くべからざる 場合〕 4  20 
驅出羯 磨 十八 事 pabbajaniyakamme 
attharasa-vattam  4  20 

驅出) 谒磨を 解くべき 十八 事 
pabbaianiyakamme  patippasambhetabba- 

attharasakaih  4  21 
驅 出す nikkagc^hati  2  472 
驅擯罪 par5jika  、波羅 夷' 19  349 
驅擯者 avaruddhaka  44  61 
求， 求 種種〜 キ ュ ゥ 

求 其罪處 〔法〕 は ssa-p ゆ iyyasika  (覓罪 相， 實 

覓， 求 彼 罪） 〔七 止 諍の 一〕 8  333 
求 生者 sambhavesin  24  53 
求 聽羯磨 apalokana-kamma  〔如法 羯 磨の 一〕 

2  241; 4 137,  142， 145  ；  5 198，  273，  280， 

377*,  380° 
求那 Gupa  〔外〕 27  308 
求 彼 罪 liassa-papiyyasika  (覓罪 相， 求 其 罪處， 

實覓） 〔七 滅淨 の一： 11 上 321，  324。 ； 17 163; 

20  404 

求 而不得 苦 yam  iccnan  na labhati  larii 
dukkham  (求めて 得ざる の 苦, 求めて 得ざる 
は 苦な り） 40  62，  64° 

〔求不 得 苦〕 64 131 

具 因の 名 sahetuka  nama  48 上 18* 
具 因の 無 記 sahetuka  avyakata  48 上 15* 
①具慧 1： 具慧者 pafifiavant  (慧 有る 者， 慧 
あ り ， 慧を 具へ， 有慧， 持慧 者， 有 智者， 智慧 者， 
智者， 智 ある 者, 智を 具す, 怜钢） ®  3 104，  108, 
112;  8  331, 348  ； 18  383,  399，  403;  22 下 16， 
18 ② 8  376; 18  328*;  19  255，  256;  33  412, 
413;  43  46,  48,  56°,  70, 121，  356,  363;  44 
212,  214,  409 
具戒 i  sila-sampada  (戒 具足， 戒圓 足， 戒成 
就， 成戒 I 17 154;  45 13,  342°  ;  47  394°  ； 
〔22 上 238,  24】，  303,  327;  22 下 315，  320〕 
〔功 德〕 3  399  ；  5  226  ；  7  47  ；  8  315  ； 19  351 ； 
23  227;  62 19， 112°  S  silavant  (具戒 者， 戒 
者， 持戒 者， 有戒， 有德 者） 8  347%  373; 11 上 
364; 11 下 362; 17 114，  115  ; 18 161,  195， 


196，  396,  399，  403  -'' ' - 

具戒王 Silava-rSja  29  2*  〔盗賊 王を誨 す〕 29 
2;  31 214,  324 

具 戒王本 生物 語 Mahasilava-jataka  (=大 具 
戒王本 生物 語） （五一） 31 214;  63 149 

具戒 • 持戒 者の 五功德 panca  anisamsa 
silavato  silasampadaya  8  315  ；  〔3  399; 19^ 
351 ； 23  227  ；  62 19〕 

具戒者 j;.  sila-sampanna  (戒 具足， 戒 具足 者 
戒を 成就して ある 19  26，  279;  22 上 198， 
201 ； 22 下 278，  281,  284,  286  ； 〔17  97，  98〕 
② silavant  (具 戒， 戒者， 戒 具足 者， 戒を 有せ 
る 者， 持戒 者， 有戒， 有德 者） 18 104，  113; 19 
55，  255  ；  41 390，  395，  396  ；  58 156  ；  59 下 6 

〔具戒 者の 威^〕  59 下 6 

具戒 者の 攝受 silavato  patiggaho 17  92 

具戒 • 善 法 silava  kalyana-dhammo 11 下 
362； 17 114，  115; 18 161, 396 

具戒 象の 听行 Silavanaga-cariya  〔經ニ  41 
387° 

具 戒と具 見 sna-sampadS  ca  ditthi- 
sampada  ca 17 154 

具 見 1 diUhi-sampada  (見圓 足， 見 具足， 見 
成就） 17 154,  155;  45 13，  342°;  47  394° 
② sampanna-ditthi  (具 見 人， 見 圓潇， 見 成就， 
見 具足） 〔三種〕 40  260 

具 見 人 sampanna-dit ゆ i  '、具 見， 見 圓満， 見 成 
就， 見 具足） 40  259 

① 具眼 者 ② 具眼 cakkhumant  (有 眼 者， 眼 あ 
る もの， 焖眼） ① 7 161， 162 ；  20  359 ；  23  287, 
291，  359;  24 198，  216,  363,  375,  424,  451， 
455,  460，  466,  521，  546;  25 195，  261, 269> 
289  ；  26  37,  38  ；  40  258,  259  ；  41 209  ；  43 
308%  31(P;  44  6,  289°*,  333  ;  57 157;  58 
398  ；  64  297 ② 7  273 

具眼 者 ① cakkhu-bhiUa  42  270  ；  62  388 
cakkhumant 〜 前 虫 J)  cakkhuma  puriso 
〜次 項 

① 具眼 者 ② 具眼の 者 D 具眼の士 
cakkhuma  puriso  、レ 9  92，  218,  218,  341, 
351*,  374,  379,  483，  484  %  23  364，  365 ③ 


( 214  ) 


具ーゲ 


11 上 26 

〔具眼 者と 色の 譬 ni〕  9  218 

〔具眼 者と 穀 袋の 譬 BbIO  9  92; 11 下 99 

〔具眼 者の 開目閉 目の 響 ulu 11 下 435 

〔具眼 者の 高樓 にある 譬喻〕 9  374,  379 

具壽 ayasmant  (尊者） 3 183°  ；  40  350 

具壽 者よ 5yasma  7 142 

具祥者 sirimant  (幸運 者， 祥瑞 者， 吉祥） 24  456 

具 精進 者 viriyavant  24 194，  195° 

具 善 法 者 kalySija-dhamma  (善 法 者， 善 法 行 

者， 持 善 法 者， 善行 者， 法に 善き 者） 1 224 
具足 、r  upasampada  (具足 戒， 受具， 進 具， 進 
入） 17 162  ；  21 123， 124  ；  24  3,0,  175,  214 
② samannagata  〔二種〕 57  351 ③ Sampada 
〔經〕 （一) (二）  21 278，  279 
具足 戒 ：T)  upasampada  (具足， 進 具， 進入， 受 
戒， 受具， 授戒） 3  22,  23,  35，  36,  39*,  43，  60， 
61， 77, 109*,  261,  566*  ；  4  7,  8,  32,  48，  94*, 
98*,  134，  307,  380,  416;  5  36，  68; 11 上 51; 
11 下 152; 12  277,  278，  281,  293; 13  30, 
175  ； 18  282  ； 19 146，  303，  304  ；  21 314  ； 
22 上 302,  303;  23 178;  25 178,  186,  207; 
26 117，  192;  27  229，  284;  28  221,  238,  293; 
29  286,  306,  330;  31 156;  34  63;  38  2; 
59 上 50, 159*，  332;  60  29,  37,  38,  54,  95， 
125,  127,  147;  63 167, 168  〔衣食住の ため〕 
13 174  〔外道より 出家す る 場合， 四 ヶ月 別 住〕 
3 115°  ；  6  253  ；  7 140; 10 168; 13  30;  24 
201 〔五 人 衆: こて 授 くる を 許す〕 3  348,  349 
〔三歸 による〕 3  40°  〔善來 による〕 3  32°  〔白 
四羯 磨に よる〕 3  98°*  〔掲 磨〕 3 162  〔障 法〕 
3 159  〔黃 門に 授 くべ からず〕 3 145  〔賊 S 者 
に授 くべ からず〕 3 146  〔畜生に 授 くべ からず〕 
3 148  〔殺 母 者， 殺 父 者に 授 くべ からず〕 3  149 

〔殺 阿羅漢 者に 授 くべ からず〕 3 150  〔汚 尼 者， 
破 僧 者， 出 佛身血 者, 二 根 者に 授 く ベから ず〕 
3 151 〔女人 受戒の 場合〕 4  383，  403°*;  21 
199，  200,  201 〔尼， 使者; こよる〕 4  412°  ；  27 
508 ② Upasampada  〔經〕 22 上 303 
具足戒 竭磨 upasampada-kamma  3 163 
具足 戒を授 く     upasampadeti  2  205;  22 上 


303  ；  32  50 
具足 戒を授 くべ からざる 二十 人の 品 
Naupasampadaaetabbaka  visati-vara 
3 154 

〔具足 戒を授 くべ からざる 者〕 3 145-154  〔二十 
歳 未満 者〕 3 131 〔五 種 病 者〕 3 120  〔王 臣〕 
3 123  〔盗賊〕 3 126  〔受刑者， 負債者〕 3 127 
〔奴 隸〕 3 128 

〔具足 戒を授 くべき 諸 規定〕 3 103* 

具足 戒を授 く る 五分 十六 事 品 
Upasampadadetabba-pancaka  solasa- 
vara  3 115 

〔具足 戒を授 く る 困難， 迦旃延 は南路 にて 三年し 

て漸 やく 十 衆 を 得〕 3  344 
〔具足 戒を授 く る 資格 十 ケ條〕 22 上 303 
具足 戒を授 くる 六 分 十六 事 品 

UDasampadadetabba-chakka  solasa- 

vara  3 115 
具足 しある 具足 samangibhava- 

samannagama  57  351 
具足 施設 samannagata-pannatti 58 137 
具足 論 Samannagata-katha  57  351°,  372 
具體的 vaijija  63  323 

具知拫 afifia ほ vindriya  (知 拫） 〔三 無 漏拫の 
一〕 8  298  ； 16 下 20  ；  23  304  ；  40 12， 194* 
364*;  46 163°,  164°  ；  47 161*,  223*,  358;. 
49 139*;  57  21， 27,  28，  31*  ；  58  440;  64 
106,  108, 109  〔定義〕 45 163;  46 164 

具 念 ① sata  (念 あ り ， 有 念， 正 念， 念） 17  248 
② satimant  (念 あり， 念 有る 者， 念慧 〔者〕， 有 
念 者， 正 念なる） 8  348; 18  383 ③ 
upatthita-sati     (念 現前， 念 現在 前， 存念， 專 
念， 持 念， 住 念, 正 念 者, 正 念 あ り ， 正 念 樹立 者） 
3  514 

具 縛 samyoga  (縛， 槃， まる 縛， 結 縛） 1 30 

具 福 者 ① pufifiavant  (慈善家） 62  338，  340, 

343* ② sukhin  63  6 
① 具 福 神 通 ② 具 福神變 punnavato  iddhi 

① 41 109,  150,  162° ② 63  310,  315° 
具妙寶 bhaddaka  21 150，  157,  164, 172 
具 聞の 決 擇慧者 sutava  nibbedhika-panno 
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18  312,  313 

具 聞の 聖 弟子 sutava  ariyasavako  (有 聞の 聖 

弟子， 多 聞の 聖 弟子） 19  77,  78 
具 欲 saraga  (有 貪， 貪欲 ある， 貪欲 者） 1 30 
具 羅波劫 kuravaka  (二 ビン ビヂ ヤー ラ） 〔樹, 

花〕 35 125 
俱悅 sata-sahagata  21 236* 
(D 俱 f 加 梨②俱 f 加 梨 f 加 KokSlika  (拘迹 利， 拘 

迦利迦 ，瞿迦 利迦） 〔比， 提 婆の 徒〕 ：1；4  301， 

306，  307  D  2 105 
倶迦那 Kokanuda 1： 〔外， 阿難と 十 無 記 を 論 

ず〕 22 下 113  D  〔經〕 22 下 112 
俱稀羅 Kotthi は （拘 ^羅 = 摩訶拘 稀羅） 〔比〕 

60  25,  32 

俱義 ubhayattha  ！惧 利， 兩の 利， 43 160,  313  ； 

44  292,  459 
俱行 sahaga は 40 195* 
俱空 dubhato-sunna  41 119 
俱 解！；    r  ubhatobhaga-vimutti  7  25 ② 

ubhatobhaga-vimutta  ！惧解晚者） 8 129 
俱解悅 者 ubhatobhSga-vimuUa  (^^解脫） 

12  330 

俱 尸那羅 Kusiuara  (拘尸 城， 拘尸 那羅， 拘夷 

那竭） 〔城〕 12  267 
俱舍綦 婆 kosamba  〔果〕 43 180 
俱出離 解 35：   dubhato-vutthana  vimokkha 

40  372,  373 
俱出 離退轉 の: S  dubhato-vutthana- 

vivattane  panna  40  2， 114°=*=，  415 
俱听樂 Sarafijka ① 〔地獄〕 16 上 8 ② 〔天〕 

16 上 1、 8，  9 
俱生 sahaja は 40 195* 
俱生 〔有〕 sahaja は 〔- atthi〕  50 184,  351，  398*  ； 

51 101*,  162*,  198*,  330*,  423  ；  52  60*,  106, 

143*,  193* ；  53  21*，  59*,  77,  96， 118 其 他； 

54 15,  38，  62,  79 其 他 

俱 生せ 緣 sahajata-atthipaccaya  50  400，  401 
俱生緣 sahajata-paccaya  (俱 生起 緣） 〔二十 四 
緣 の一〕 40  392*，  405*,  425*;  50 1, 6。， 18*, 
154,  342°,  372°  ；  51  T",  23,  49.  88, 138,  278; 
52  6*,  46,  98， 136 其 他； 53  3*. 15,  52,  74 


其 他； 54 12,  34，  57 其 他； 55  3*  ；  56  511; 
58  265，  266  ；  63  285,  286  ；  64 101，  180,  184°, 
194，  238,  241，  243,  247 其 他； 65  II)  71 

俱生 緣赍說 sahajatapaccaya-niddesa 
50  372,  374,  375 

俱 生起 緣 sahajata-paccaya  (俱 生緣' 5  294* 

俱 生眷屬 sahajata-parivara  40 195* 

俱生眼 者 sahaja-neUa  24  416 

俱生 〔業〕 sahajatar-kamma]  50 175*，  347, 
385*,  495，  515 其 他； 51 30*,  96， 151，  193， 
312*,  374;  52  55，  56, 104，  140，  141,  190, 
191， 217 其 他； 53 18，  55，  93， 116 其 他； 54 
13,  36,  60,  77 其 ftk 

俱 生業 緣 sahajata-kammapaccaya  50  386， 
387 

俱 生色 sahaja-rupa  64  21 

〔俱 生せ る 善 法 等の 緣關 係： 50  75 

俱生 if 上 sahaja ほ dhipati  50 148，  149°* 
341,  366°,  404，  501* 其 他； 51 19*,  84*, 
135*  185*,  261*,  358*,  409*  ；  52  94*,  132* 
175*,  208-^ 其 他； 53 12, 13.  49,  89， 103, 
113 其 他； 54 11, 32，  55，  74 其 他： 55  3" 
65  (II)  73 

俱生 〔不 相應〕 saljaja は： -vippayuUa〕  50 183， 
350,  396，  397;  51 100，  160*,  196*,  327*， 
422  ；  52  58,  59， 105，  142， 192  ；  53  20,  58, 
95, 117 其 他； 54 15，  37，  60,  79 其 他 

俱生不 相! き、 緣 sahajata-vippayuttapaccaya 
50  397 

俱生分 Sahaj5ta-vara  50  75°,  414,  458;  51 
64, 120,  242，  391 ； 52 15,  76， 120，  162，  227, 
322  ；  55  3*  ；  56 1* 
俱生 分之蘀 Sahajatavara-vannana  50  458 
俱生法 sahajata  dhamma  58  264* 
俱存 yuga-nandha  、雙連 = 止 と .觀 ' 40  26;  41 
9*,  37 

俱存 の止觀 yuganandha  samatha-vipassana 
41 2,  9 

俱存品 Yuganandha-vagga  〔無 解 道〕 41 
1° 

俱存論 Yuganandha-katha  41 1° 
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①俱胝 ②俱底 koti  (—千 萬） ① 7 186*;  26 
39,  42  ；  27  471, 472  ；  31 95  ；  33 124  ；  34  64, 
174 其 他； 35  8，  202;  38 1; 59 上 14， 17， 
24*,  36,  37;  59 下 214，  235 ② 2'2 上 63;  37 
106,  107;  39 171 

倶番陀 kumbhai;! づ a  (鳩 築荼， 甕 形） 〔鬼 類〕 60 
109 

倶尾羅 Kuvera  (俱 毘羅， 俱 吠羅， 鳩 ¥¥羅=毘 
沙門） 〔天〕 8  273 

俱尾羅 蓮 池 Kuvera-nalini  8  275 

① 俱 昆陀羅 '%} 俱毘羅 kovi!Sra  (拘轆 陀羅， 黑 
檀=晝 度樹） 〔樹〕 ① 26 16  ；  36  366  ；  37 171 ； 
39  391, 405  '1  28  29  . 

① 俱毘羅 ② 俱吠羅 ③ 俱吠啜 Kuvera  (俱尾 
羅， 鳩鞞羅 = 多 聞， 毘 沙門） 〔四天王の一〕 ① 7 
281,  282;  59 上 44;  60 109  ：：!,  25  3 ③ 38 
306,  434,  437，  507,  540 

俱 分解 脫 1 ubhatobhaga-vimutti  20  244, 
325,  326  (1；  ubhatobhaga-vimutta  (俱分 
解脫 者） 8  332; 10  243; 17 114;  47  360， 
372,  273，  378°,  469,  471°  ；  57  81; 64  406, 
407,  411， 495  . 

俱 分解 脫者 i  ubhatobhaga-vimutta  (俱分 
解脫） 10  302。  ；  21 88;  22' 上 165°*,  238 ② 
Ubhatobhaga-vimutta  〔經〕 22 上 165 

俱耶尼 X  Goyana ② GoySniya  (瞿耶 尼 = 西 
倶耶 尼， 西 牛貨） 〔洲〕 ① 27  75 ② 38  452 

俱 羅果漿 coca-pSna  (蕉 汁） 〔八 種飮 料の一〕 3 
431 

俱利 ubhayattha  (俱義 ，兩の 利） 13  42  ； 16 上 

325*  ； 17 13，  353，  354  ； 19  86,  87，  321*  ；  42 

257  ；  44  402,  410,  499 
倶留孫 Kakusandha  (拘留 孫， 拘樓 孫， 鳩留 孫， 

迦鳩 孫陀， 羯句 忖那） 〔佛〕 25  207;  41 338°* 

360 

俱留孫 菩薩 Kakusandha  bodhisatta  41 85 
倶盧 Kuru  (J) (拘 樓， 拘留， 究留） 〔國〕 22 上 
247  ；  38  414,  415，  416,  421,  433,  438，  441, 
460,  474,  506,  511，  518，  528,  535*,  546 ② 
(= 北 俱盧， ゥッ タラ クル） 〔洲〕 38  452 ③ 
〔村〕 22 上 247 


俱盧舍 kosa  (拘 盧舍） 〔里程〕 26  452  ；  62  254 
紅蓮 ① Kokanada  〔天女〕 12  41 ② paduma 
〜次 項 

① 紅蓮 ②紅 蓮華 paduma  or  padma  (赤 蓮 
華， 赤 蓮， 鉢 暴 摩, 鉢 頭 摩， 蓮， 蓮華） 'T  6 112, 
383  ；  7 176;  9  303,  304  ； 12  354  ； 17  234  ；, 
18  70  ； 19  34,  332  ；  24  487，  515，  528  ；  25 
49  ；  28  238 ② 6  407,  408  ； 19  287,  288  ；  24 
441 ； 27  7，  20，  42,  43，  53，  71, 73,  268 

紅蓮 （白蓮） Paduma-puppha  or  Pu^idarika. 
〔經〕 12  353 

①紅 蓮華 池 ② 紅蓮 池 ③紅 蓮華の 池 林 
padumini (赤 蓮 池 〜 蓮 池） ！: i 11 下 104 ② 
6 112;  9  303,  480; 19  34 ③ 6  407 

紅蓮 地獄 Paduma-niraya  (蓮華 地獄, I 12  257, 
258,  259  ；  22 下 78，  79,  80  ；  24  248,  249,  250, 
255 

d 紅蓮 沙門 ②紅 蓮華 沙門 samapa-paduma 
(赤 蓮華 沙門） （X'18  152°,  156%  157°,  159。 

②  47  370，  454° 

愚惡人 asan1:a  (不善 人， 非淨 行者） 30 139， 140 

愚者 1:1 ふ ala  (愚癡 者， 愚 夫， 愚人, 癡者， 愚癡， 
愚鈍， 愚昧， 狂 愚） 1 72; 11 下 56，  57，  207*  ； 
18  4*  ；  22 上 38  ；  23  3，  48，  49  ；  24  97  ；  39 
55，  56,  59*  ；  43  54  〔二種〕 17 132* ② 
aviddasu  9 104 

愚者 地 bala-bhtimi 11 下 218 

〔愚者と 賢者〕 23  26" 

〔愚者の 灌水〕 28  488;  31 119 

愚者 本 生物 語 Dummedha-jS は ka  (—二 二 ）  2» 
364° 

愚者 品 Bala-vagga 17 132 

愚 相 bala-lakkhana  41 116 

愚癡 ① moha  (癡， 愚 さ） 3  495*;  6  223;  7 
257  ；  9  6，  96, 112  ； 15  256*,  304  ； 16 上 54  ； 
24  4,  58 ② mQ!ha  (癡 者， 癡冥， 狂亂） 4 125* 

③  Mia  (愚昧， 愚鈍， 狂 愚， 無知） 3 104，  108, 
160 ④ ja!a  (癡呆 ） 8  345 ⑤ duppafifia  (愚 
鈍， 惡慧， 劣慧， 無慧） 16 上 297  ®  Duppafifia 
〔經〕 16 上 296 

愚癡 ある 心 samoha-ci"a  (有癡 心） 6 119,  120- 
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愚癡者 tduppafifia  '愚人， 惡慧 者， 劣慧， 智 
慧 なき 者， 智 劣れる， 無慧者 1 21 109,  110，  114， 
117  I  bala に 愚者， 愚 夫， 癡者 5  334°* ③ 
samoha  '愚癡 ある， 有癡 9 104, 105 

愚癡心 momQha  citta  65  11'  2 

愚癡 調伏 moha-vinaya  (癡 調伏 ' 16 下 78，  80, 
94,  96;  22 下 168， 169 

愚癡人 1 bala-puggala  5  202 ② mogha- 
purisa  '愚人） 9  242,  448，  449； 11 下 285, 
286;  58  438 

愚癡 の壞滅 mohakkhaya 16 上 77* 

X 愚癡の 非道 ②愚癡 不應行 mohSgati  I 瘦 
不行處 行， 癡趣， 癡道） （D  8  239,  240  I 18  32, 
33，  34 

愚癡法 mogha-dhamma 11 上 340 

愚 凝 林 mohana 12  45 

愚と 賢 BSlena  pandito  〔經〕 13  34 

愚鈍 X  dandhatta  8 130  ®  duppanna  '劣 
慧， 愚癡， 惡慧， 智 劣れる， 智慧な き 者， 無慧， 無 
慧者） 11 下 275* ③ bala  愚癡， 愚昧， 狂 愚， 
無知） 8  68,  69 ④ momuha  (愚 迷） 10  369 

. 愚 鈍閽昧 duppafifia-e!amiaga  9  30 

愚鈍 者 manda 遲純， 純） 24  318 

〔愚鈍なる 梵志〕 29  370 

愚人 T  datta 10 155  ©  duppanna  (愚癡 者， 

惡慧 者， 劣慧 者， 無慧 者， 智 劣れる， 智慧な き 
者） 22 下 16， 17  3)  bala  (愚者, 愚癡 者, 愚 夫, 
癡者， 狂 愚） 17  90， 165* ④ mogha-purisa 
(愚癡 人） 8  8* 
〔愚人と 交るべからず〕 23  26;  33 170 
愚人 品 Baia-vagga 17  90， 165  ' 
愚 夫 bala  (愚者， 愚癡 者， 愚人, 療者） 13  34， 
35,  36 

〔愚 夫と 賢者との 別： 13  35 
愚 法 bala  dhamma  45 11, 329° 
愚 品 BSla-vagga  〔法 句經〕 23  26° 
愚 凡夫 baia-puthujjana  57  268 
愚昧 bala  (愚 癡， 愚 純， 狂 愚, 無知） 2  373 
, 愚 迷 法 momuha-dhanima  42  291， 294 
？ M 迦利迦 Kokalika  X  (拘迹 利：; 迦〕， 俱伽 梨， 
俱伽利 f 加） 〔比， 提 婆の 徒〕 12  253,  254,  256* 


②  〔經〕 12  253,  255 

瞿^^羅 kokila  (拘 耆羅， 時鳥， 社き I，  ^さき， 郭公) 

〔鳥〕 36  75，  332 
瞿史羅 Ghosi は ① （瞿師 多） 〔居士， 界 種種 を 

阿難に 問 ふ〕 15 184  <%  〔經〕 15 184 
(D 瞿史羅 園 ② 瞿史 羅精舍 Ghosi ほ i-ama  (瞿 

師羅 園， 瞿師多 園， 瞿私多 園， 美音' m 舍， ゴ— シ 
タ 園） ① 15 180，  184，  262,  263  %  60  338 
X 瞿私多 園 ② 11 私 多 林 Ghosi ほ rSma  (瞿師 
羅園， 瞿師多 園， 瞿史羅 猜舍， 美音 精舍） ① 17 
355; 18 144，  254，  275，  418; 19 169,  183, 
257,  281 ； 20  280  ；  21 173  ；  33 103  ；  41 1 ② 
23 149 

瞿師多 Ghosita  '瞿 史羅 i 〔居士;：  41 162  〔神 
變を なす〕 63  316 

® 瞿師羅 園 D 瞿師多 林 D 瞿師 多羅 園 
Ghositarama  (瞿私 多 園， 瞿史羅 错舍， 美音 淸 
舍， ゴ ーシタ 園） ① 1 198，  262  ；  2  55，  74, 179, 
223,  319  ；  3  587  ；  4  30,  35，  284,  436  ；  6  224, 
229； 10  54,  358； 11 上 130; 11 下 191; 13 
167  ； 14  209,  210  ； 16 上 263  ； 16 下 51, 122  ； 
22 上 125， 157  ；  29 195  ；  32  373  %  23  215 

③  14 152,  200 

瞿哆牟 ィ加 T  Ghotamukha  〔婆〕 11 上 209，  210 

②  GhotamukM  〔講堂〕 11 上 216 

瞿咳 牟伽經 Ghotamukha-sutta 11 上 209° 
瞿陀婆 利 Godhavari  〔河〕 24  371 ； 44 1 
瞿陀梨 Kuddalaka  〔傳。 外〕 20 123,  125, 
394 

瞿低迦 Godhika ① 〔比〕 25 121 〔時 心 解脫ょ 
り 返して 自殺〕 12  203* ② 〔經〕 12  203 

瞿曇 Go は ma  X： 〔姓〕 1 284  ；  6  363  ；  34  423  ； 
43 137 まけ 喬答摩 = 釋; 10 牟尼） 11*;  3  64; 
6  4*,  424  ；  8  262  ；  24  431，  432，  433  ；  25  207  ； 
26  42，  61 ； 28  27，  29  ；  41 228，  252,  353*  ；  42 
318  ；  57 156  ；  59 上 160， 184  ；  59 下 103，  121, 
122  ;  60 17,  24, 103，  114*  152，  256；  62  2 

③  〔比〕 25 145，  169,  225 ④ (= 阿難） 12  325  ； 
25  321; 62  70 ⑤ 〔仙〕 36  263 ず 〔山〕 26 
279 

瞿曇經 Gotamaka-suttanta  30  438 
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m, 氍， 代， 杭， 橛， 空 一クウ 


瞿曇釋 種 Gotama  Sakya-pungava  27  9 
瞿曇女 Go は mi  (|1曇彌，'|'喬暴彌，愼答彌=摩 

言 可 波 闍波提 ，摩 訶瞿 曇彌） 〔佛姨 母〕 11 下 356, 

357，  385,  386 
瞿 曇の 敎 Gotama-sasana  43  221 ； 44 199, 

350,  368 
瞿曇派 Gotamaka  59 下 212 

(D 瞿曇廟 ② 瞿曇塔 ③ 瞿曇祠 堂 ④ 瞿 曇支提 

Gotamaka-cetiya ① 1 329  ；  7  70,  71, 92  ； 

8 12  ；  30  438 ② 16 下 107  ；  21 255,  256 ③ 

23 186 ④ 3  502  ； 17  455 
瞿曇彌 Gotami 1M 瞿曇 女， 愼 答彌， t 喬曇彌 二 

摩 訶波闍 波 提瞿' S 彌， 摩訶 置曇 彌） 〔尼， 佛姨 

母〕 4  378*  ；  21 194*  ；  25  216  ；  58  330  ；  59 上 

204*  ；  60 124  〔般 涅槃〕 27  382*  〔譬喩 經〕 27 

381 ② 〔經〕 12  221 ； 21 194 
瞿曇彌 の 衣 布施の 問 GotamivatthadSna- 

panha  59 上 204 
瞿曇彌 品 Gotami-vagga  21 194,  227 
瞿曇冥 Kaijha-gotamaka  (黑瞿 曇） 〔四 種 蛇 

王族の 一〕 4 169 
瞿曇門 Go は ma-dvSra  3  403  ；  7  52;  23  231 
①瞿曇 渡 場 ②瞿曇 Gotama-tittha ① 7 

52  ；  23  231 ② 3  403 
瞿那墮 Gonaddha  〔地名〕 24  380；  44 11 
瞿尼師 GulissSni  〔林 住 比丘， 彼に 因み て 林 g 

比丘の 規定 說 かる〕 10  288 
瞿 尼師經 GulissSni-suttan は 10  288° 
瞿婆 ① Gopaka  〔天子〕 7  308* ② Tekula 

〔比〕 4  211 
瞿毘 Gopika  〔釋 女〕 7  308,  309 
瞿默 目犍連 Gopaka-Moggal ほ na  〔婆〕 11 上 

357* 

瞿默目 犍連經 Gopakamoggallana-sutta 
11 上 356° 

瞿耶尼 GoySna  f 倶耶尼 = 西俱耶 尼， 西 牛貨) 

〔洲〕 26  34 
氍氍 kojava  3  491 

代 >D  khanu  (木 株， 樹株， 切株， 杌株， 橛） 12 
213 ② khila  (標 杭， 柱， 橫柱） 24 10 ③ stila 
(杭， 串） 26  75 


〔代に 刺さる る 男の 譬 BiO  26  75 

杭 0)  bhitti-khila  (壁 材） 1 79 ② siila  (代, 
串） 25  74，  75,  83,  84， 160 

橛 ① aiji  (轄） 25  250 ② khanu  (代， 木 株， 樹 
株， 切株， 杌株） 16 下 247  ；  20 147 

空 ① sufifia  (空 無） 10  237，  238,  337; 11 下 
120*  ； 14  262*  ； 15  87°,  88，  452，  453; 18 
226;  22 上 113*;  41 193*  ；  42  75;  43  37， 
287,  290*  ；  44  41， 158,  195,  301°*,  305;  57 
88,  92;  59 下 347;  63  220,  257*  ；  64 146。* 
270°,  297，  327,  339,  399*  〔二十 五 種〕 14 
113°*  〔義〕 11 下 119° ② sufifia ほ （室 性) 
11 下 129*，  426;  24  425;  25 132,  342;  26 
78，  81 ； 45  99*，  141*  ,、  Sufifia  〔經〕 15  87 
④ Sufifia ほ 〔經〕 16 上 79 

空屋 sufifiSgara  (空 閑處， 空舍， S 听， 靜室） 3 
165  ；  4  242  ； 10  367  ； 11 下 439  ； 12  384  ； 15 
212; 16 下 181，  184*; 17  238，  240;  22 上 
353*  ；  22 下 13， 14，  26*  ；  23  75, 113*  228  ； 
25  399；  40  287°  ；  63  76,  80*，  83° 

き 河 Akasa-gaiiga  〔河〕 60  336 

空 果等至 sunnataphala-samapatti  59 下 191 

签界 akasa-dhatu  〔六界 の 一〕 8  327; 10 
217°  ； 11 下 58，  339°  ；  40 11， 224;  45 187, 
204°,  217，  237;  46 104°  ；  64  98,  403  〔定義〕 
45  204，  217,  237  ；  46 104，  374 

空間 世間 ok お a-loka  (= 器 世間） 62  404°* 

空觀 ① sunnata-vipassana  64  420 ② 
sunnatanupassana  (き 隨觀， き 性觀） 62  91 ； 
〔24  425;  44  301。*〕 

〔空 觀察〕 24  425 

空 宮殿 sunna-vimana  7  406,  407，  408 
空虚 ① tuccha  (虚偽， 虚） 3  417  ；  8  43  ； 11 上 
340 ；  21 51 ； 22 上 294，  321 ； 25 152  ；  42  75  ； 
43  37  ；  44  41， 158， 195  ；  64  327,  399，  400 
② ritta  (空 缺， 空 無， 缺） 59 下 347 
空虚 空 tucchakasa  58 16 
空虚なる 水瓶 ritta  udakamanika 11 下 107 
① 空虚の 梵宫② 空虚なる 梵天 宮 sufifia 
Brahmavimana  (空なる 梵天 宮） ① 20  340， 
341, 358 ② 8  36,  37 


クウ 一空 


签空 sunna-suiina  41 114 

空解悅 sufifia は- vimokkha  ' 空 性 解设： 三 解 
脫 の一： 1 154*;  2  40*;  64  404,  405,  411, 
419;  65   II   82,  84 

空缺 ritta 空虚， 空 無， 缺） 42  75  ；  43  37  ；  44 
41, 158, 195 

空 閑 J  abbhokasa 露地， 露處， 露天 處， ； {| 處, 
空處， 量 外， 野外， 曠野， 自由' 16 下 231, 232 
(2；  aranna  (阿 蘭 若， 阿 練 若， 空 閑處， 林 中, 閣 
靜處， 閑 林， 曠野 18  366  ；  47  448 ③ 
sunnagara 空 量， 空 閑處， S 舍， 靜室 13  338 

空閑處 ； aranna 河 蘭 若, 阿 練 若， 林野, 森林， 
叢林， 林 中， 閑 林， 閑 靜處， S 閑， 曠野， 僻遠の 
地） 6 106 ② arafifiSyatana  、阿 蘭 若處， 森林 
處' 4  308 ③ sufifiagSra  < 空垦， 空舍， 空听， 
靜室 4  282,  283;  9  373,  378;  22 下 294， 
296  ；  46  346  ；  59 下 210，  258，  274，  275,  303 

空閑處 住の 行者 Druheta  sunnagaranaih 
9  50* 

签居 〔天 二宮 akasatthaka-vimana  63  395 
空 三 摩 地 sunfiata-samadhi  〈ま 三昧， 空定） 
17  495 

签 三昧 L  sufinata-samadhi  (空 定， 空 三 摩 地） 

〔三 三昧の一： 1 154*;  2  41*  %  sunnata- 

vihara 空 法， 空 性 g )  4  454 
S 絲 moglia-suttaka  4 178 
空 時分 mogha-v3ra  65  II,  32 
空舍 1 sunna-geha 12 181， 182  t 

sunnagara  (空屋 ，空 閑處, 靜室， 7  48 
^庄 suniiata-vihara  '、 签性 住，^ 三昧 11 下 

119,  426 

き 定 sunnatavihara-samapatti  64  479 
空听 sufifiagara 空 逢， さ 閑處， 空處， 靜室） 7 
336 

空處 ；！  abbhokasa  ' 露地, 露處， 露天 處， 適處， 
空 閑， 野外， 屋外， 輳野， 自由） 8  61 I 
sunnagara  t 空 閑處， 空屋， 空舍， 靜室 8  49, 
66 

空處碁 akasa  '無 盤 碁） 4 15 

签小經 Culasunnata-sutta 11 下 119° 

空正受 sufifiata-samapatti      性 等 至、 


1 154*  ；  2  41* 
S 性 sufifiata 空） 27 142,  471, 491 ； 40  26, 

80;  41 9， 14,  36;  57  302*  ；  58 147，  148， 

151，  154,  155,  365*;  59 上 30;  59 下 338;  64 

267，  270,  397*  ： 二種； 無我 相， 涅槃〕 58  365 

〔種種〕 64  397°* 
空性觀 sunnatanupassana  (S 觀， 空 隨觀: ） 40 

33，  41, 53，  75,  77, 136,  275，  335,  337,  389*, 

413 

S 性 解 sufinata-vimokkha  '、空 解脫） 

40  372°,  405*,  418° 
S 性庄 suniiata-vihara  、室 法， 空 三昧） 

40 151*, 159 
(TS 性 相 應ま空 性と 相應 せる sufifia ほ- 

patisamyutta 空 相應， 空と 相應 せる） 

3 16 下 319; 19 148  2 17 112， 113 
空 性 等 至 sufifia ほ- samSpatti  、空 正受） 

40 151* 

き 性の 慧 sunnate  paiina  40  4， 183° 

〔空 性の 把握〕 64  397° 

〔空 性 は 行 蕴繁霎 なり： 58  365 

き 性 論 Sunnata  katha  58  364° 

S 定 sunfiata-samadhi  、空 三昧, 空 三 摩 地- 

^W' 〔三定 の一： 8  298;  59 下 196 
S 心 解說 sunnata-cetovimutti 10  20。 ； 1» 

450,  45r，  452 
空隨觀 sufifia ほ nupassana  、空觀 ，空 性觀， 64 

355,  465,  466。  ；  65  JI,  82，  84 
g 世間 sufifia  loka 15  87 
St?   sunnata-jhana      空 定:' 44  253 
空相應 sufifiat5-patisarhyuUa  (空 性 相 應， 空 

と相應 せる） 13  395；  62  49 

sunnata-phassa 10  27; 15  449；  58 15 
①空村 ② 空なる 村落 suiina-gama    i  45. 

188*  ；  46  84， 161 f 15  273,  275 
空大經 MahSsufifiata-suUa 11 下 129° 
空 段 sunnata-vara  45  37 
空地 ok§sa 場听 4  249 
签 中の 足路 akase  pado  33 131 
き 中の 飛行 者 viharhgama  25  307 
空 と 相應 -ti: る 論 sunnata-patisamvutta- 
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空， 腔, 箜, 食， 共， 偶， 藕， 莖， 釘， 草 一 クサ 


katha  42  341 ； 43  333  ；  44  453 
空なる 梵天 宮 sunna  Brahmavimana  (空虛 

の 梵宫, 空虚なる 梵天 宮） 23  260 
签 にして 閉ぢ たる 人 puggala  tuccha  pihita 

47  426 

空に して 開きた る 人 puggala  tuccha  vivata 
47  426 

空の 句 sunnata-pada  27  299 

签の 如き 修行 akasasama-bhavana 10  219 

空 鉢 rit は patta  8  278 

签遍 akSsa  kasina  (虚空 遍= 限界 處空遍 ） 8 

349  ； 11 上 18  ； 17  61 ； 22 上 270，  271, 289  ； 

40 11， 156，  225  . 
き 品 Suflfiata-vagga 11 下 119° 
S 無 ① dtta  (空虚， 空缺， 缺） 64  327,  399, 

400 ② sufifia  (空） 44  301* 
签無 見者 natthika-ditthi  24  90 
空 無 虚空 ajatakasa  58 16 
S 無なる 行の 正觀 tucchasaiikhara- 

samanupassana  44  303 
签 無邊處 akasanancayatana  (虛 g 無 邊處） 8 

303,  332,  344;  9  2;. 11 下 4， 117; 15  410； 

17  440  ；  20  284  ；  21 248，  319,  323  ；  22 上 78  ； 

65  (II)  5，  6  〔外道 說〕 6  50,  51 
〔S 無邊處 我〕 47 126 

空 無 邊處界 akasanancayatana-dhatu  〔七界 

の一〕 13  222*  〔種種 界の 一〕 64  97 
き無邊 處業處 akasanancayatana- 

kammatthana  63  203°*  〔修習 法〕 63  203 
〔空 無邊處 業處の 聖典の 句義〕 63  206 
空 無 邊處善 akasanancayatana-kusala 

50 144*  ；  51 81， 82, 134  ；  52  91 
空 無 處想 akasanancayatana-sanna 

11 下 121* 

空 無き 處想 〔者〕 akasanancayatana-sannin 

22 上 206*;  22 下 288*，  339* 
〔空 無邊處 天の 壽量〕 17  440 
签無邊 處と俱 行す る 想， 作意 

akasanancayatanasahagata  sanna 

manasikara  22 上 104, 151 
〔空 無 邊處の 心 心 所〕 11 下 4  .. 


さ 無邊] ^唯 作 akasanancayatana-kiriya 

50 147;  51 83;  52  93;  53 11 
空頹 sufifia ほ vakka 11 下 120* 
空論 Sufifia-kathS  41 113° 

を 作意す sunnatam  manasi-karoti 

11 下 130* 

腔處 に 在る 風 koUhasaya-va は （腹內 風， 下腹 

住 風） 11 下 338 
箜 f 笑 Vina  (琵琶， 琴， 笛） 12  206，  207;  24  460， 

509，  518，  528,  529,  532，  535,  536,  539,  541， 

542,  544，  558  ；  25  204,  233  ；  27 145  ；  59 上 

110 

箜模聲 viija-sadda  (琵琶 聲） 20  63 
〔箜復 の 譬喩〕 15  306;  30  379;  59 上 110 
〔食 過ぎて 苦しむ〕 33 143 
食 ふべき もの bhojaMya  (軟 食， 瞰食） 8  196， 
197 

共 一切 心、' じ、 所 sabbacitta-sadharana 

cetasika  65  (II) 10;  〔64  288〕 
〔共一 切 心心听 及び 雜心听 と相應 する 心〕 65 

(II) 11 

共一 切 不善 心 所 sabbakusala-sadharana 

cetasika  65  (II) 12 
共 行 sasaiikhSra  (有 行） 45  38，  41, 42,  81, 

112* 

共淨心 所 sobhana-sadharana  cetasika  65 

(II) 11, 13 
共 相 samafifia  6  287 
偶 合 samyoga  20  303,  304,  305 
偶然の 犯罪 人 adhiccSpattika  5 196 
①藕 ②藕絲 bhisa  (蓮根， 蓮藕） ① 34  306* 

©1 79 

藕拫 bhisa-miila  (蓮 拫） 4  308； 16 下 377 
宽の 種子 khandha-bija  (莖 種， 幹より 生ずる 

種子', 樹 種子） 14  85 
釘 naga-dantaka  (〜壁 鉤） 4  234 
釘 座 samm§pasa  (擲 捧祠， 擲捧 祭， カ飮） 

23  266 

草 tma  (茅 草， 靑草， 禾本， 搛稻） 4  261; 13 

125  ；  23  213,  214  ；  31 500* 
草 刈 niddana 12  296 
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ク サ 一草， 模， 轄, 鎮， 串， 構, 嚏, 噴， 屑， 操, 藥, 杲， 口， 巵， 嘴, 屈, 窟 


草 刈 人 tilja-haraka  (採 草 者 37 168, 172 

草の 炬火 tinukka  36 154 

草の 籤 kusa-pSta  3  499,  521 

草の 尖 kusagga 13  201 

草の 堆積 tina-punja  20  320,  321， 322 

〔草の葉 もて 魚 や 多 竭羅を 包む tfn 翁〕 23  320 

草原 ① gaccha  20  322  t  tina-daya 13  224 

草笛 pabba  59 上 61 

草 葺の家 tiijSgSra 11 下 57 

草 や 薪 tipa-kattha  25  246 

〔草 を 握る 饕！！に 12  83,  84 

模 ghatika づヽ捧 ，捧 打ち 4 184,  185,  215, 

228,  236，  320 
轄 Spi  (嚴） 24  244 

鏆 ① andu 拘 ig, 綱 6  348  %  sankhalika 
12 132 

鎖帷子 sannaha 甲胄、 36  31 

串 ① podalaka  4 178   %  sula  (炙 串， 杭， 代) 

2 196; 16 下 370;  25  255 
構 koccha  4 164  ；  25  378 
噴 khipita 賓噴 30  25 
〔嚏と 夜叉〕 30  26 

噴 嚏 khipilia        3  236,  237; 11 上 5,  6, 162 
屑米 飯 kanajaka  (糠 飯 ，粥::' 1 269*;  4 119* 
屑 物 器 avakk5ra-pati 盛 長 食器 11 下 199 
操る patodaka  5  33,  66 
藥 ① osadha  (藥 草, 醫藥， 良藥， 魔藥， 24  110; 
39  3,4  %  bhesajja  '醫藥 ，藥 草， 藥品， 藥物) 
1 127,  190*，  196;  2 160*,  406,  408,  410,  411, 
412；  3  353*，  475;  5 19，  58,  65， 192； 11 下 
376; 17 195,  196; 19  200，  264  ;  20  362°, 
366;  21 113=  ；  33  243;  62  64,  75  〔種種〕 3 
353-359 

藥 箱の 句 BhesajjamafijQsa-gantha  〔書名〕 
61 510  ' 

藥袋 ®  bhesajjatthavika  4 180  g  najika 
(竹 節） 6  9,  99 

果物屋 phala-harika  27  26 

口    mukha 1 44* 

ロア— ラン ノ、 *タ*    mukhalambada  43 190；  44 
412 


ロ數 多く    mukhara 饒舌， 擾 矗語 する ） 12 
352 

口 ダ ッ ダ リ 力 mukha-daddarika  43 190  ；  44 
412 

口 太鼓 mukha-bheriya  43 190  ；  44  412 
ロデン ディ マ 力 mukha-deij(Jimaka  43 190 ； 
44  412 

口の 惡行 vaci-duccari は i 語惡 行， 語惡 業， 惡 

語 行） 10 185* 
口の 劍 mukha-satti  (口 戟， 口舌の 劍， 口頭の 

刃物， 激越の 語 ，舌鋒， 统き 舌鋒、 17  399,  454 
口の 護摩 mukha-homa  6 11， 101 
口 の 善行 vaci-sucari は （語 善行, 語 妙 行， 善 語 

行 10 185* 
口笛 を 吹く    se!eti  24  259 
口 ベール ラカ mukha-bheru!aka  43 190;  44 

412 

ロブ リマ 力 mukha-valimaka  43 190  ；  44  412 
口 を 仰け て 食す ubbhamukho  bhunjati 14 
385,  386 

口 を 四方: こ 向; ナて 食す disSn^ukho  bhunjati 

14  386,  387 
口 を E 維に 向けて 食す vidisamukho 

bhunjati 14  386,  387 
口 を 下：： して 食す adhomukho  bhunjati 

14  385,  386 
〔 口 を愼 しむべ し〕 34 195 
巵子 piyaiigu  〔植〕 27  45,  72 
嘴 mukha-tundaka  (口 嘴. i 10 112 
屈屈吒 Kukkuta   i 鶴 園 寺, 雞林 寺） 〔精 舍〕 

60 184  t  〔房 舍;； 60  413  3：  二  Kukkura 

〔山：： 26  305 
屈 闍須毘 多 Khujjasobhita  '极 闍蘇昆 多） 〔比〕 

60  29,  53;  65  I  46 
窟 ：kandara  '峽 谷， 溪谷， 谿， 石窟， 石室， Jft 

窟， 洞窟， 洞穴, 瀧） 18  366; 19 127，  138;  47 

448，  462  Sguha  '洞窟， 石窟, 石 房， 地窟, 山 

窟, 洞， 洞穴， 小屋 24  301; 42  34° ③ lepa 

(窟 宅， 洞穴， 洞 房， 山窟, 避難 听， 住， 住 房, 房舍, 

庇護の 處： 16 上 15, 16，  95 
窟宅 よ oka  I 家） 24  327,  418  ；  42  299  S) 
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窟， 屣， 履， 覆， 國, 首, 頸， l"J, 熊， 組， 雲， 蜘, 庫， 來， 踝， 車， 胡, 黑ー ク 口 


Lena  〔經〕 16 上 95 
窟 宅に 達する の 道 leijagami  magga 16 上 95 
窟 八偈經 GuhaUhaka-sutta  24  301°,  303 
窟 八偈經 の義釋 Guhatthakasutta-niddesa 

42  34°,  86 
屣 upShana  (履， 履物， 上靴, 革 履， 草鞋） 

2  544  ；  5 116 
履: g    upahanatthavika  4 180 
〔覆 へれる 瓶の 水の 譬喻〕 17  210;  47  403 
國 janapada  (國 土， 地方， 田舍） 9 189; 11 下 

.52，  53，  55 

首 飾 ① kantha-suttaka  4 164 ② giveyyaka 
(頸 飾， 頸 環） 11 下 341 (3)nikkha  =  nekkha 
(頸 飾， 金環 i  29  227*,  244* 

〔首 飾と 猿と 田舍 者と 長者と 司祭と 音 樂師と 遊 
女〕 29  245 

頸 akkhaka  (頸骨） 2  355,  555 

頸 飾 ① ganthika  39 12° ② givupaga 1 405 

③  giveyyaka  (首 飾， 頸 環， 頸帖） 17  417,  423 
®  nekkha=nikkha  (首 飾， 金環） 12 109 ⑤ 
sandana  7 186* 

〔頸 飾の 盗 者 を 確定す〕 3,9 12 

'① 頸 環 ② 頸帖 giveyyaka  (首 飾， 頸 飾） ① 19 

22 ③ 3  501 
'凹地 bila  25 155 

熊 accha 1 254  ；  3  355,  386  ； 19 140  ；  26  31， 
456  ；  27  64，  74，  98，  252  ；  34  336，  338，  344  ； 
36 137, 148  ；  37 146, 167  ；  38  450  ；  39  472 

熊 皮 accha-camma  4  266 

組合 ① gana  ( 衆， 衆人, 會衆, 圑隊, 伸那） 
2  363  ®  puga  (組合員， 衆 社， 團體， 同業 組 
合， 民圑） 10  3，  6;  38  92  Iisem  2  365;  33 
261 〔十八 種〕 37  398 

組合員 pGga  (衆 社， 圑體， 同業組合, 組合， 民 
圑） 17  206  ；  42  230  ；  43  213，  264  ；  47  400 

雲 ① abbha  4  441 ； 18  93 ② megha  (雨雲） 
16 上 226 ③ va ほ haka 18 179， 181 ； 47  421 

④  Megha  〔經〕 （一) (二） 16 上 225，  226 
〔雲と 風の Sn|〕 16 上 226 

雲に 卩 ii ふべき 補特 f 加羅 valahakupama 
puggala  (雲 nfe 人） 〔四 種〕 18 179， 181 


〔雲の 譬卩 1〕 12 167; 18 179,  181; 19  45;  47 
421 

〔雲 を 出で し 月の 譬 BiO  23  43,  44，  316 
雲 を 離れた る 月 abbha  mutto  candima 

11 上 140  ；  25  264,  265 
蜘蛛 （DuppanSbhi  4 170; 18 126 ② 

makkata  62  268 ③ makkataka  23  71 ； 37 

278,  279 
蜘蛛の 絲 lianta  35  202 
〔蜘蛛の 絲を 引出す 譬 niO  62  268 
〔蜘姝 の 自己の 網に 隨ふ譬 tt〕  23  71 
蜘蛛の 巢 ① makkata-jSla  59 下 328 ② 

makkataka-sutta  63 109 
蜘蛛 品 Makkata- vagga  59 下 328 
車 ① kotthaka  (藏庫 ，穀倉， 門屋， 門戶） 3  86 

©  bhandagara  (藏 庫） 3  496* 
來る人 agantuka  (客） 19  54 
踝 gopphaka  2 178 

猓 高し ussaAkha-pada  (足 踝） 〔三十 二相の 
一〕 8 185,  200 

車 ① ratha  (車駕 ，車 輿， 馬車， ラタ 車） 180; 
4 15; 12  231 ； 22 上 318;  24  244;  39  20°, 
343,  344 ② sakata  (荷車， サ カタ 車） 1 244, 
251 ③ Ratha  〔經〕 12  60  ； 13  356 

車 遊び rathaka  (車戯 ，小 車） 1 303;  6  8,  98; 
59 上 363 

〔車と 轄の 譬喩〕 24  244 

〔車に 關 する 質問の 譬 n|0 10 175 

車の 覆 rathatthara  3  339,  340 

〔車の 鑑定〕 33  414 

車の 御者 rathesabha  39 195*,  201* 

〔車の 所有 主 を 判定す〕 39  20 

享の比 晴（ rathopama  38  403 

〔車の 譬 B|0 12  231; 43  289;  57  91; 59 上 53， 

55;  64  295 
〔車の 部分〕 38  403;  59 上 53 
享を 御す るの 術 ratha-sippa  23 133 
胡 挑 bhal ほ taka  26  31 
黑 ① kaijha  3  328，  329 ② ka!aka 1 383° 

黑鹽， 黑岩, 黑蛇, 黑色, 黒 石， 黒 耳， 黒白 等〜 コク 
黑犬 Kanha  34  68* 
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ク 口 ー黑, 辛, 新, 企, 君， 訓, 窘， 熏， 薰， 軍， 郡， 群 


〔黑 牛， 白 牛の 繋縛の 譬喻〕 15  260,  262  492 
黑牛本 主物 語 Kaijha-ja は ka  (二 九） 28  373° 
黑腕猿 本 生物 語 KSlabahu-jS は ka  (三 二 九） 

31 467° 
黑葛 k5!a-valli  62  66,  362 
黑鸦 kakola  (大? |、  24  255 
黑鹿 kSlamiga  59 下 227 
黑姬 Kali  32 174, 175 
黑 毛氈 goijaka 17  222 
辛 胡 蓮 katuka-rohim  (黑藝 蘆） 3  356 
揪 ① kuddala  (鋤， ft) 1 149  ；  2  338  ；  35  300 

② naiigala  (勤， 犖） 25  354  (3)  nikhadana 

m, 雜） 4  261 
揪柄本 生物 語 Nangalisa-jataka  (—二三） 29 

369° 

揪と籠 kuddala-pitaka 13 129，  130，  131, 135 
緻の柄 naiigalisa  (轅） 29  372,  373 
企つ pakappeti 13  96，  97,  98 
君荼羅 Kuij4a ほ （= 跋陀 比丘尼 1 27  40S,  421 
君 荼羅盤 頭 品 Kuij(^alakesa-vagga  27  432 
訓誡 ovSda  (教訓， 敎誡） 2  524 
訓 誠す samadapeti 勸發 す） 7  79 
訓蘀詞 nirutti  (詞， 辭詞， 言語， 言語 學, 言葉） 
19  280 

訓諭 apadana  (饗喩 ） 9 162 

窘迫 Abbhaha は 〔經〕 12  57 

熏習 vasana  (習 氣） 44  44,  55，  324  ；  62  364 

薰香 gandha  (香， 香料） 8 188,  338,  339  ； 16 下 

408  ；  21 124*  ；  23  2 
薰香塗 香 Gandha-vilepana  〔經〕 16 下 408 
蒸 鉢 jotika  2 183 

軍 sen5 軍隊， 軍勢， 軍陣） 2 166°,  167*,  169*  ； 

5  66；  42 140°，  265;  43 124 
軍旗 手 celaka  (旗手） 6  78,  79 
軍士    yodha  (戰士 ）  3 123, 124 


軍師 senSpati  (軍 帥， 將軍） 7  258;  25  26 ひ 

軍事 探偵 pakkhandin  (突 入隊、 6  78,  79 

軍 持 Kuij(^iya  〔地名〕 23 107 

軍 持處林 Kunditthana-vana  23 107 

軍 帥 senSpati  (軍師， 將軍） 8 19,  279,  280  r 

36  34,  35,  38,  39 
軍勢 1 anika  (軍 歐， ■ 從， 兵 除） 39  309、  310 

② sena  (軍， 軍 際， 軍陣） 39  520^ 
軍 村 Senanigama  3  37 
軍隊 ① anika  (軍勢， S 從， 兵隊） 24 152 ② 

bala-kaya 12 100；  20  360°,  364 ③ sena 

(軍， 軍勢， 軍陣） 2 165;  64  296 
軍隐論 senS-katha   (軍 論， 軍兵の 話， 兵 論， 軍 

兵 論） 〔無用 論の 一〕 6  255;  8  47 
軍陣 sens  I 軍， 軍 除， 軍勢） 1 441 
軍 頭波漠 Kui?4adMna  〔比〕 26 148  〔食籌 第 

一〕 17  35  〔譬 經： 26 147 
軍 頭 波漠品 Kundadhana-vagga  26 147 
軍 婆 Gumba  〔國〕 42  234;  43  248 
軍備 資財の 蓄積 Baladhana-saihgaha  〔章〕， 

61 232 

① 軍 論 ② 軍兵 論 ③ 軍兵の 話 senS-katha 
(軍隊 論， 兵 論） 〔無用 論の一〕 ① 3  333; 10 
358  ； 11 下 132  ； 16 下 337  ；  22 下 22  ；  43 175. 
184，  348  ；  44  433 ② 2  260 ③ 6  9，  99 

郡 主 mandalika 1 75 

群 gaija  (衆, 衆人， 會衆, 圑隊, 組合 バ加那 ） 12 
118 

群 ffi 鬼 事 Gapa-pe は vatthu  25 100 

① 群集の 師 ② 群の 師 gapScariya ① 25 174. 

② 24 186, 187 
群 神 寮 Marugana-parivena  60  260 
群を捨 離す gaps  vavassaggo  42  219,  232;. 
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ケ— ラー ケ 


ゲイ ャ geyya  (祇 夜， 應頌） 〔九分 敎 の一〕 

65  (1) 37,  38° 
ケ 一力 keka  〔樹〕 37 144 
ケ 一力 力 Kekaka ① 〔國， 都〕 30  362,  364； 

36  263 ② 〔王〕 38  457 
ケーサ Kesa  (毛 髮） 〔園〕 41 313 
ケーサ ラフ ッ ピャ Kesarapupphiya  〔上ヒ 丘の 

Sat 經〕 26  483 
ケ ーサヴ Kesava ① 〔人〕 26  289 ② （= 力 ソ 

ハ， ヴー スデー ヴ） 〔溥 。 力士， 王〕 25  28;  33 

328,  330 ③ 〔行者〕 31 547*  ；  32  339 
ケ―サ ヴ 行者 本 生物 語， ケーサ ヮ". ヂャ— タカ 

Kesava-jataka  (三 四 六） 31 545° - 
ケーシ Kesin  -T) (鷄 尸） 〔塞〕 62  408 ② （只 尸） 

〔馬〕 38 157 
ケ ーシ— Kesin  (只 尸） 〔調馬師〕 18 198 
ケーシ ニー    Kesini  〔王女〕 38 155 
ケー タカ ① ketaka  〔花， 樹〕 26  29,  282  ；  27 

74，  98， 106;  28  24;  32  374;  35  200；  37 

144,  170;  38  435;  39  406;  41 226  ；  60 110; 

61 303，  336 ② Ketaka  〔園〕 28  330 
ケー タカ プッ ピャ Ketakapupphiya  〔上ヒ 丘の 

譬喻 經〕 27  246 
ケー タキ ketaki  〔花〕 60  374 
ケッ カール kekkhSru  〔花〕 26  482 
ケ ッ 力一 ノレ フ ッ ピャ Kekkharupupphiya 

〔比丘の 譬 經〕 26  482 
ゲッ トウ ンパ Getthumba  〔水路〕 61 101 
ケー トウ マ Ketumant  〔城〕 27  84 
ケー トウ マー Ketumant  〔辟〕 11 下 70 
ケ— トウ マティ  一 Ketumati ① 〔天 宮〕 59 上 

14， 15 ② 〔都， 波羅奈 城の 未来 名〕 8  92 ③ 

〔河〕 39  362 
ケー ト ゥム パラー ガ KetumbarSga  〔辟〕 

11 下 70 

ケー ニヤ Keijiya  (雞 尼耶, 計 尼耶， 翅集） 〔結 

髮 外道， 比〕 3  429  ；  24  204 
ケー ハーラ KeMla  〔池〕 60 142，  396 
ケープ 力 kebuka  〔花〕 26  29 
ケープ 力— Kebuka  〔河〕 31 458 
ケ 一へ— タ Keheta  〔村〕 61 59 


ケ 一へ ッラ Kehella  〔村〕 61 60 

ケーマ Khema  =  Khemaka ① 〔比， 未 得の 
正智を 語る〕 20 108， 109 ② （差 摩， 企 摩' 〔相 
承 比丘〕 5  5;  65  (I)  79 ③ （安 穩） 〔王， 佛の 
前生〕 28  89;  41 339，  340 ④ （差 摩） 〔天子〕 
12  97  5) 〔獵 師〕 37  50,  60 ⑥ （安 穩=ケ —マ 
力） 〔都〕 28  73,  85，  89  ®(= ケ— マヴ ティ 
一） 〔都〕 41 340 ⑧ 〔園〕 41 337，  341 9  〔池〕 
35  94，  99;  37  84;  60 102,  114，  135, 138 

ケ— マ— Khema ① （安 穩） 〔ダ ンマダ ッシ— 
佛の 第一 比丘尼〕 28  83;  41 312 ② （識 摩， 差 
摩） 〔尼〕 16 上 99  ；  25  359  ；  41 228,  252,  327， 
349，  356;  60 126  〔比丘尼の 範〕 17 142; 18 
287  〔比丘尼 中の 第一人者〕 13  347;  28  27 
〔傳 記〕 27  409 ③ （差 摩） 〔夷〕 21 316 ④ （讖 
摩） 〔王妃〕 30  55  ；  34  214，  349  ；  35  71， 72, 
82，  93  '5) 〔河〕 36 140 

ケーマ 力 Khemaka ① （差 摩 = ケーマ） 〔比〕 
14  200* ② （= ケ— マ 獵師） 37  50，  52，  53,  54, 
60,  66,  78 ③ 〔都 =ケ —マ〕 41 318 

ケ— マー ビラ タ Khemabhirata  〔辟〕 11 下 71 

ケ— マ— ラーマ KhemarSma  (？ 睦精舍 ） 60 
314  * 

ケ— マ 鹿 園 Khema-migadSya  (安樂 鹿野苑） 
39  263 

ケ ーマヴ ティー Khemavati  (安和， 有 安 穩= 

ケ— マ） 〔都〕 41 340 
ケ— マン カラ Khemamkara   (作 安穩， 忍 行） 

〔尸 棄佛の 侍者〕 28  88;  41 332 
ケ— ミヤ Khemiya  (差 摩） 〔天〕 7  290 
ケ 一 ミ ャ菴婆 園 Khemiyambavana 11 上 209 
ケーラ —サ Ke ほ sa  〔山〕 26 124  ；  29 120  ；  34 

163  ；  35  290,  308  ；  39  284，  352  ；  60  339，  366  ； 

61 230,  301，  305，  361，  400,  475 
ゲ一 ラ一タ 鶴 ge ほ ta  65  (III)  57 
ケ— ララ Kerala  〔國， 族〕 61 135,  146，  233, 

254,  314，  418*,  433 
ケーラ ラシ一 ハム ッ タラ Kerajaslhamuttara 

〔ダ ミ ラ人〕 61 363,  383 
ケ一ラ ラフ 。タ Ketalaputa,  Kelalaputa, 

Keradaputra,  Keralaputra  〔國〕 65  (III)  3 


(225) 


ケーケ 一 リ， 毛， 化， 希 


ケ— リシ ーラ. ヂャ— タカ Kejisila-jS は ka 

(耽戯 本 生物 語 二 〇 二  30  237  = 
ケ— リヴ— サ KelivSsa  ： 池： 60  396 
ケー リブ— タ Kelh'a は ： 地方： 60  344  ；  61 45 
ケ— ヴッタ Kevatta  〔傳 。 婆： 39 109,  111* 

213,  230,  231， 260 
ケ— ヴッダ Kevaddha=Kevatta  (堅固 =枳 

IS 多） 〔居士：  6  301 
ケ一 ヴ' ク タ ガン ビーラ Kevattagambhira 

〔村〕 61 69 

ケーヴ ッダ. スッタ Kevaddha-sutta  ： 堅固 

き 6  301° 
ケー ヴッタ 門 Ke vat  ta-d vara  24  461 
毛 ！ loma 身 毛， 髦 〔三十 二 身分の一〕 40 

11, 225；  46  273;  63  43°,  257=  %  Chiggala 

:m: 16 下 385 
毛す 糸 kambala:-sutta] (毛 衣， 毛布， 欽 婆羅, 

揭， 褐衣） 1 433;  2  285 
0) 毛織 ま 毛織 衣 kambali   T  25 19，  60 ② 

27 11 

毛織;?^   pattunna  41 343 

〔毛： 織 1*   kambala  i 欽 婆羅, 毛 衣， 毛布， 褐， 褐 

衣） 59 上 33  * 
毛 は一 つ一 つ ekeka-loma  〔三十 二相 C)— 〕 

8 185,  222 

毛蟲 uccai は ga-p§i?aka  ' '慰 周 ffn 蟲， ウッチ ャ 

― リ ンガ' 1 85 
化 f 乍 色 nimmita-riipa  63  355 
化 作者 mmm§tar  、化 者， 化生 主， 造 者） 

6  311,  312 

化 自在 Vasavattin  f 自在， 婆 雄提， 支 §5 者， 全 

能 者 二 他 化 B 在天 60 109 
ィ匕 自在 天 王 Issaranimmana  〔精舎〕 

65  I； 123 

化 地 ilB   Mahimsasaka  28  2；  57  294  ;  58  89, 

143,  301,  347,  382,  397  ；  60  35， 174 
化 術に 者〕 avaUanin 10 142,  152,  153, 155 
化 者 nimmatar  (化 作者， 化生 主， 造 者 8  37 
化生 'ぶ opapatika  (化生 者） 8 168,  309;  9 
119°  ； 17  402; 18  9,  326;  26 165  ；  47 175*; 
59 上 27 二  274.  275  ；  59 下 91 ； 64  217,  219 


② opapatika-yoni  〔四 生の一〕 8  309  ；  9 119" 
① 化生 有情 D 化生の 有情 opapatika-satta 
(T 10 185*，  360  ；  42  286  ；  44  455  ；  64  234 
ま 6  37，  84,  88  ；  7  365*  ；  8  345  ； 11 下 T3， 
74:  45  31。，  342  ;  47  32, 140,  389，  394 
化生 金 ケョ鳥 opapatika-supanna 14  399"^ 
化生 者 opapStika 化生 6  223  ；  9  260,  392  ； 
10 102*,  237,  238，  239  ； 11 上 68， 194  ； 16 下 
226,  318  ； 18  417  ；  20  247  ；  22 上 71*，  113*  ； 
22 下 324*  ;  47  381,  382，  453，  455,  468;  57 
344  ；  58  245  ；  64  234,  271, 330  ；  65  (II)  58 
化生 主 nimma は r 化 作者， 化 者， 造 者） 6  22, 
23 

ィ匕生 龍 opapatika-naga 14  389* 
化 S 品 vilepana  、塗料， 塗 油， 塗 香， 香水， 脂粉 > 
25  23 

化 神 〔一身 多 身〕 nimmi は （化 人、 7  220 
〔化導 方; 16 上 15 

化 人 nimmi は ： 化 神 40  209;  41 157;  43  5, 
11, 17,  30，  34,  40，  44, 136,  171,  172;  44  65, 
87 

化樂 Nimnianarati 樂變 化、 ' 〔天〕 1 28;  3 
21 ； 7  220,  267，  291 ； 8  297;  9  369  ； 10  8; 
11 上 254; 11 下 114  ; 12  227  ; 16 下 323,  343; 
17  340,  346，  347,  371 ； 20  357,  375  ；  21 127, 
131，  149，  155,  162，  171; 22 上 288;  22 下 
307  ；  23  345,  346  ；  24  463，  484,  499  ；  25  368  ； 
27 168,  358，  406，  433,  452,  490  ；  31 128  ；  41 
210  ；  42  63， 178  ；  44  69， 138  ；  47 189，  190°  ； 
57  272  ；  58  413  ；  60 107 ；  62  445 
化 樂天群 nimma-nimma  deva  24  456 
化樂ニ 欲〕 nimmanarati  23  345 ③ 
希有 ① acchariya 稀 有 6  2,  67; 10  70; 
11 上 132; 11 下 97, 140; 12  98， 105,  264, 
305  ；  21 63*,  73-*,  81*  ；  24 189  %  abbhuia 
(未曾有， 稀 有） 16 上 93 ま Abbhutarh  (未 曾 
有） 〔經〕 16 上 93 
① 希有な り D 希奇な abhikkantarh  (奇な 
る 哉， 偉なる 哉， 妙なる 哉， 最勝 なり， 殊勝なる 
かな， 秀 iS な り ， 秀 妙なる 哉， 甚奇な り， 徵 妙な 
る 哉， 善き 哉， 超 勝な り， いと も 優れたる 哉； 感 


希, 芥, 花, 家， 假， 装， 華ーケ 


歎に 堪 へたり， 勝れた る） ① 13 112*,  270  ；  24 
30，  51, 174 ② 6  294* 
希有に 達する の 道 abbhutagami  magga 
16 上 93 

希有 人 acchariya-manussa 17 118， 119 
希有 法 acchariva-dhamma 16 下 139 
① 希有 未曾有 法 ② 希有 未曾有の 法 
acchariya-abbhuta-dhamma    (希奇 未曾有 
法） 〔八 種〕 ① 11 下 141* ② 4  354°,  356°  ；  5 
233;  21 63,  66,  73,  76  〔四 種〕 〔18  229,  231, 
232，  233〕 

希有 未曾有 法經 Acchariyabbhutadhamma- 

sutta 11 下 139°  . 
希奇 未曾有 法 acchariya-abbhuta-dhamma 

(希有 未曾有の 法， 希有 未曾有 法） 〔四 種〕 18 

229，  231，  232，  233 
希 法 abbhuta-dhamma  (未曾有 法， 未曾有 經） 

〔九分 敎 の一〕 46  424 
① 芥子 ② 芥子 粒 sasapa  (芥子の 種子，^ 粟 

粒） ① 13  267  ；  52  389 ② 12  256  ； 16 下 400  ； 

22 下 76  ；  24  236,  248  ；  34 193  ；  39  418  ；  42 

62， 177;  64  361 . 
芥子 ① S お apa 〜前項 ② Sasapa  〔經〕 

13  267 

芥子 粉 ®  sasapa-kutta  3  363  ®  sasapa- 

kudda  4  232 
〔芥子 劫〕 12  258; 13  267;  22 下 80;  24  249 
〔芥子 粒の 譬喻ー 芥子 劫〕 13  267 
芥子の 種子 sSsapa  (芥子, 芥子 粒， II 粟粒） 

13  206，  207 
芥子 油 sasapa-tela 1 424;  2  560 
花髮 mala  (鬟， 華鬉， 花環， 華 環） 1 302，  421* 
花 髮作人 malika  26  219 
花鬉師 ma ほ- kSra  (華 鬉ェ， 編鬉 者） 10 161 
花髮論 ほ- katha  (華鬉 の 話， 華髮 論） 〔無用 

論の一〕 8  48 
家家 kolaiikola 16 下 21 ； 17  382，  384  ；  22 上 

43  ；  22 下 10， 11 ； 40  261 ； 47  361,  380°,  472  ； 

57 143,  281，  312,  362，  373  ；  58  210  ；  64  494 
家家一 種 論 Kolaiikolo  ekabiji ti  katha  58 

210° 


假屋， 假設〜 力 

假俗 sammuti  (假名， 世俗， 世俗 名， 通俗） 

24  347,  349  ;  43 116  . 
假法 pannatti-dhamma  (施設 法） 63 187 
假名 ① papMtti.pafifiatti  (施設， 概念, 敎示， 

假法， 記述 法， 符牒， 名義） 5  215;  63  31, 33， 

34， 164  ；  59 上 49，  85 ② sammuti  (假 俗， 世 

俗， 世俗 名， 通 (谷） 63  276 
假利求 利 者 labhena  labhaih  nijigirhsito 

(爲利 求 利 者） 19 154 
装 装 kasava,  kasaya,  kasaya-vattha  (直 衣， 

袈裟 衣， 黄 衣， 黄色の 衣， 壞 色の 衣 = 割 截衣） 1 
149  ；  6 171 ； 23 18，  65,  290  ；  25  279  ；  26  22， 
87;  30  332*;  34  66,  262，  358;  35 192  ;  37 
474;  39  311，  334,  419;  41 362;  59 上 22,  23， 
37,  211，  268,  274  ；  59 下 48*，  63  ；  62 129 
装 M 衣 kasaya-vattha,  kasaya,  kasava 
(袈裟 ，黄 衣， 壞 色の 衣 = 割 截衣） 1 18， 19;  3 
34，  321， 344  ；  6  90*,  355，  393*  ；  7  256，  266  ； 
8  75，  80  ；  9  321，  414,  415,  464  ； 10  94  ； 11 上 
101*  ； 11 下 13， 14  ； 15  297，  299  ； 16 上 230  ； 
16 下 165  ； 17  221 ； 19  304 ；  20 142, 143  ；  21 
195，  203  ；  22 下 122， 123  ；  23 176  ；  24  21 ； 

25  396  ；  33  373，  389  ；  42 185，  219，  236  ；  43 
318，  351 ； 44  44，  56，  324，  352,  388，  410,  427, 
476  ；  60  77,  238  ；  63  326  ；  65  (I)  81， 83,  96 

袈裟 本 生物 語 Kasava-ja は ka  (ニニ 一） 
30  332° 

袈裟 品 KasSva-vagga  30  332° 

華髮 mala  (花 髮， 髮， 花環， 華 環） 3  367  ；  4 14， 
15， 180,  185，  215，  233,  235  ；  6  6,  9,  97,  99  ； 
7 176;  8  338，  339  ；  9  322,  465  ； 11 下 15  ； 12 
157*  ； 16 上 59*  ； 16 下 408  ； 17  344  ；  21 124*  ； 
24  489;  26 101，  102;  36  45 

華鬉ェ ma ほ- kara  (花 髮師， 編鬟 者). 36  306， 
307  ；  59 下 187 

華 髮障礙 ma ほ- palibodha  59 上 22 

華 鬉の話 ma ほ- katha  (華髮 論， 花 雲 論) 〔無用 
論の 一〕 6  9， 100 

〔華 髮の譬 nIO  9  49  ； 12  396 

華 髮壊培 を 飾れる 女人 ma ほ gu&a-: — . ... 


ケ 一華, 稀, m,m,m 


parikkhitta  ： 〜華髮 を 飾れる 女 10  3，  5 
華燮論 m5 ほ- kathS 花 雲 論， 華髮の 話〉 〔無用 

論の一〕 2  260;  3  333; 10  358； 11 上 1， 28, 

36  ； 11 下 132  ； 16 下 337  ；  22 下 22  ；  43 175, 

184,  348  ;  44  433 
華髮を 飾れる 女 malagula-parikkhitta 

(〜華 髮瓔ミ 各 を 飾れる 女人） 11 下 34 
稀 有 abbhuta  ： 希有， 未曾有） 7 108,  109，  130, 

131,  132,  227 
稀奇 acchariya 希有 20  312* 
戯 khi(^3a  43 190°  ；  44  411, 460 
戯畫 patibhana-citta  4  233 
戯具 kilapanaka 10 156 
戯語 samphappa ほ pa  (綺 語， 雜穢 語） 9  322, 

465; 10  6,  95; 11 上 115*- 
戯語者 samphappa ほ pin  (綺語 者， 雜穢語 者） 

10  4°,  43,  44 
戯十年 khidc^a-dasaka  64  340 
戯笑 ① ujjhaggikS  I 哄笑す） 4  326 ② 

khidda-padusika  (戯 耽） 8  39  J)  dava  (戯 

樂） 1 43  t)  hasita  21 61, 62  ®  hasa  (笑) 

2 195 

戯眈 J)  khidda-padusika  (戯笑） 8  39 ② 
Khidda-padusika 戯忘， 乞陀 波頭 濯） 〔天〕 
8  39 

戯忘 Khi づ (； m-padosika  (戯 耽， 乞陀 波頭 濯） 

〔天〕 6  23,  24 
戯樂 dava  ： 戯笑' 1 191*；  4 19  ；  5  308 
戯樂す samki!ati  21 309 
戯論 (Dpapanca    (障礙 ，障害, 迷 執， 妄想） 8 

376  ; 18  284;  20  22,  23，  24;  21 110，  114, 

115，  118，  292;  25  78,  269,  283;  40  214;  57 

189  ；  62  413  t  papancita  20  316  ^ 

vilapa  9  406 
戯論滅 せる nippapafica   '無戯 論， 無 障礙， 雜 

戯論） 10 160 
戯論 をな す papaficati  65  (II ノ  69 
紫粟拉 sasapa  (芥子， 芥子 粒， 芥子の 種子） 23 

80 

m   Dgantha    5g 搏， 結 ipf ) 〔四 種〕 8  309; 
16 上 241; 42 145。；  ：42  371°  ；  43 117 つ ② 


pariyapanna  i' 繁霎， 所攝： 57  324,  327  D 
vinibandha 14 15  T  samyoga  '.繋 縛， 縛， 結 
縛， 具 縛） 20  303,  304  1  Gantha  〔經〕 16 上 
241 

繋 繁 相 應ニ法 Gantha-ceva-gantha- 

sampayutta-duka  53  331° 
藁 盤 相 應ニ法 善 三 法 

ganthaganthasampayuttaduka- 

kusalattika  55 183 
繋 繋 相應法 gantha  ceva  gantha- 

sampayutta  dhamma 繁法: 二して 繁相應 な 

る） 53  331* 
〔繋 繁相應 法 等の 緣關 係:： 53  331 
繁著 nati 意向） 13  98，  99 
繁 聚 gantha-gocchaka  45  5 
繁順繁 二 法 Gantha-ceva-ganthaniya-duka 

53  328° 

麵盤ニ 法 善 三 法 ganthaganthaniyaduka- 

kusalattika  55 182 
繁順 SI 法 gantha  ceva  ganthaniya  ca 

dhamma  i 繋 法: こして 順 盤なる'' 53  328 
〔繫 順繁法 等の 緣關 係： 53  328 
鹩 ガ匿 非繁法 ganthaniya  ceva  no  ca  gantha 

dhamma  53  328 
繁繩 Gaddula  〔經〕 （一 )( 二、 14  234，  236 
繁相應 gantha-sampayuUa  46  30,  42,  49, 

75 其 他 

繁相應 二 法 Ganthasanipayutta-duka 
53  3or 

繁相應 二 法 善 三 法 ganthasampayuttaduka- 

kusalattika  55 180 
繁相 te 非繁法 gantha-sampayutta  ceva  no 

ca  gantha-dhamma 骤相應 法: こして 非繁な 

る） 53  331* 
整 相應法 gantha-sampayutta  dhamma 

45  5,  297°,  370°  ；  53  301* 
繁相 ：懇 法に して 非 槃 なる gantha-sampayuUa 

Ceva  dhamma  no  ca  gantha      相 應非繁 

法） 45  5,  297°,  37r 
SSM   pariyapanna  '繁， 所 攝：' 58  256*,  307* 
繁 展 論 Pariyapanna-katha  58  256° 


(  228  ) 


盤， 下ーゲ 


繁ニ法 Gantha-duka  53  283°,  328 
繁ニ法 善 三 法 ganthaduka-kusalattika 
55 177 

繁念修 習 panidhaya  bhavana 16 上 377° 
濂縛 ① gantha  (盤， 結 縛） 〔四 種〕 42  371°； 
43 117 ② gathi1:a  24  358  (3)  bandhana  (縛， 
繩縛， 結 縛， 結節， 拘束， 收縛， 綴 縛， 接 目 ） 6  348, 
349； 12 11 @yoga  (軛， 束縛， 縛軛） 23  346 

⑤  sariiyoga  (繋, 縛， 合， 結 縛， 具 縛） 15  58* 

⑥  samyojana    (結， 結 使， 結 縛） 15  50,  51, 
122*,  144,  145,  174,  175，  260*,  427*  ® 
Bandhana  〔經〕 （一 )( 二）  21 61, 62 ⑧ 
Samyojana  〔經〕 15 144，  174,  427  (一) (二) 
15  50,  51 

繋 不相應 順 繁ニ法 GanthavippayuUa- 
ganthaniya-duka  53  336° 

槃不相 應順繁 二 法 善 三 法 ganthavippayutta- 
ganthaniyaduka-kusalattika  55 184 

繋 不相應 順 盤 法 gantha-vippayutta- 
ganthaniya  dhamma  (緊 不相應 法に して 順 
繋なる） 53  336 

〔繁不 相 應順繋 法 等の 緣關 係〕 53  336 

-繁不 相應法 gantha-vippayutta  dhamma 
45  5，  297°,  370°  ；  53  301* 

繫 不相應 法に して 順 盤 な る gantha- 
vippayutta  dhamma  ganthaniya  (頻不 相 
應順繋 法） 45  5，  297°,  37r 

-薬 不相應 法に して 不順 紫なる gantha- 
vippayutta  dhamma  aganthaniya  45  5， 
297°,  372° 

繁法 gantha  dhamma  (縛 法） 45  5,  294°, 

369°  ；  53  283*  ；  56  203，  363 
紫 法に して 繁相應 なる gantha  c'eva 

dhamma  gantha -sampayutta  ca  〔繋 繋相應 

法） 45  5，  297°,  371° 
繋 法に して 順繁 なる gantha  c'eva  dhamma 

ganthaniya  ca  (緊 順槃 法） 45  5,  297°,  371° 
〔繁法 • 非繁 法の 緣關 係〕 53  283 
繫離， 法 門 samyoga-visamyoga 

dhammapariyaya  20  ^03,  305 
T   olaiighana 1 204* 


下意 ① nica-citta  (〜謙虚の, t)  22 上 36 ② 
patisaraniya  (應乞 容赦） 3  87,  88，  93,  256, 
260;  4 115, 128 ③ PaUsSramya  〔經〕 21 
313 

下意 羯磨 patisaraniya-kamma  ('應 乞 容赦 听 
作， 遮不至 白衣 家竭 磨； 3  566*,  573°,  576*;  4 
25，  26，  30,  440;  5  208,  243，  382;  21 313， 
314  〔因緣 と 作法〕 4  25  〔行 ひ 得べき 場合〕 4 
26  〔行 ふべき 八 原因〕 21 313，  314 

下意 掲磨 十八 事 patisaraniyakamniamhi 
attharasa-vattam  4  28 

下 衣 nivSsana  (裙) 3  91 

下 衣 を 著る nivaseti  (内 衣に て 覆 ふ， 內衣を 著 
す） 3  82 

下向 心 apaija は citta  40  259,  271, 272 
① 下行 風② 下行の 風③ 下向 風 adhogama- 
vata  (Tj63  250，  252°,  273 ② 11 下 338;  46 
104 ③ 9  335  ； 10  216 
下劑 ① vireka  59 上 284,  363    2  virecana 
(吐 下藥， 下 劑藥， 下痢） 3  487,  488;  22 下 140, 
141 ； 26  86,  87  ；  31 385,  386  ；  59 下 217,  236, 
239 ③ sinehaniya  bhesajja  59 上 347 
下劑藥 virecana  (下劑 ，吐 下藥） 65  (I) 13 
〔下 三 無色と 五 境の 不領 受〕 22 上 126 
下 者 hma  (劣， 下劣， 卑， 卑陋， 卑少， 卑俗） 
8  338，  339 

下水 掃除人 pukkusa  (補竭 婆， 弗 拘沙， 屠 家， 

屠殺 者， 掃除 夫， 除 糞 者， 塵芥 淨除） 12  284 
下 水路 o!igalla  (水 溜， 沼澤, 汚物 溝） 16 下 247 
下賤 者 本 生物 語 An は- は ka  (二 九 五） 
31 282° 

下婢 お si  ( 婢， 婢女， 賤女， 侍女， 奴婢) 24  460  ； 

33  22，  23 
下婢 天宮 DSsi-vimSna  24  459 
下 分 〔結〕 OrambMgiya  〔經〕 16 上 243 
下 分 結 adhobhagiya-samyojana  64  446 
下方 は 奴 僕 傭人 hetthima  disa  dasa- 

kammakara  8  251, 254 
下僕 ammika  (寺男， 淨人， 圔 林 を 司る 人） 

26  326 

下痢 ① pakkhandika  (赤痢） 22 上 355  〔佛 の〕 


ゲ一 下， 外， 悔 


3  488  2  virecana 下劑， 吐下藥 6 14， 104 
下 #3 す T  nicchareti  3  486* ② viriccati  7 

106 

下劣 X  bandhupadapacca  6 135 さ hina 

(劣, 卑， 卑陋, 卑少， 卑俗， 下 者： 11 下 320* 
下劣 界 Mna  dhatu 劣界 i 17  365，  366 
下劣 心 Ima-cit は 退 縮 心 〜 愛 著） 40  27 
下敏 nava  i 新參 1 36;  2  342 
外， 外衣, 外緣, 外 空界， 外 結， 外 色， 外 所緣， 外相， 

外法 等〜 ガイ 
外科 sallakattiya  (外科 手術） 43 194，  256 
外科 醫 i  bhissaka-sallakatta  (箭醫 i 10  347， 
348,  354，  355  ； 11 上 282,  283，  334，  337,  339  ； 
59 上 309,  343，  370  2  sallakatta  、醫 者， 治療 
者） 23  353;  27  352;  62  268 
〔外科 醫の 弟子の^ it〕  62  268 
外科 手術 sallakattika  '外科 6 14, 104 
外學 Xtkthiya  (外道， 外道 師， 外道、 あ 異學, 
異徒、 24  343  ；  42  91， 94  ；  43  73,  75  ；  44  410  ； 
59 下 85, 140， 160  ；  63  25,  380,  381 ； 64  96, 
114,  134, 157  @  anna-titthiya  '外道， 異學， 
異道， 他宗、 64  313  ？  bahiraka  (外道 11 下 
359,  360 

外學に 走れる 者 titthiya-pakkantaka  59 下 160 

外 空 bahiddha-sunna  41 119 

外道 I  tinhiya  I 外學， 外道 師， 外道 艮異 學, 
異徒、 1 37,  38，  415;  2 1， 2,  63,  95, 153， 
154,  214,  273,  284,  296,  304,  556,  558,  560; 

4  32,  232,  265,  416； 12 110,  111; 17  395, 
396  ;  23 149;  25  279；  30  70,  71, 287*；  31 
237*,  429,  517  ；  34  226*  ；  36  25,  26, 184  ；  37 
3.  9;  47  431,  432;  60  56,  57, 180，  194;  65 
(I) 14,  47,  48,  57  〔種種〕 59 下 212  % 
anna-titthiya ' 外學， 外道 派， 異學， 異學 徒， 異 
道， 他宗' 3 115*.  180*,  180,  245,  246,  415; 
9 102*,  138, 139  ； 10 148,  168. 183  ； 15  82. 
83,  219,  220,  352,  353  ； 16 上 16, 17, 106*  ； 
20  277,  278,  279,  280,  281, 282  ；  21 48,  303， 
304  ；  22 上 2,  39,  40,  41， 273,  274,  349,  350， 
351 ； 22 下 98，  99. 105,  106, 107  ；  57 1 3' 
para-titthiya  28  38,  39  (？  parappavada 


(外道の 邪說， 異論 41 65,  67,  262 ⑤ 

bahiraka  、外學 13  395  6  pasanda  (敎 見， 

異學， 外道の 教） 60  43，  44  5  pasandika  '宗 

M   60  225  S  tittha-kara  (iS 祖， 外道 師， 外 

道主， 宗祖， 敎祖， 救濟 者） 29 156 
外道 行事 tiUhiya-vat は na  5  360 
外道 師 Xtitthiya 外道， 外學， 異學 40  259 

®  tittha-kara 〜 次 項 
:D 外道 師 ② 外道の 師 tittha-kara  '、外道， 外 

道主， i5 祖， 一 i5 の 開祖， 一派の 祖， 宗祖， 敎祖, 

救濟者 1 I  20 123 1 12  82 
外道 寺院 titthiya-vihara  60  373 
外道 主 tittha-kara  2' な祖, 外道 師， 宗祖 ，教祖, 

一派の 祖 ，救済者 20  393,  394,  395 
夕 ト道誦 品 Annatitthiya-bha^ia-vara  3  205 
外道 出家 anna-titthiya  panobajaka  t 外道 

逸行 者， 異學 外道， 異學 出家, 異學の 遊行 者' 

14 183*  ； 17 100 
〔外道 設〕 6  80°*; 10 188°- 193  ,  360_37(r  ：  25 

199。  ；  36 185 
外道: 二 入れる avasafa  2  348 
外道: こ歸 せる pakkha-sarfakarUa  3 106, 109 
外道: ニ沙 な し samapo  n'atthi  bahire  23  56 
外道の 教 （異 學， 教. 見， 外道） pasapc^a  25  365 
外道の 經文 bShira-man は 31 349 
外道の 邪設 parappavada  、外道， 異論， 爭論, 

論爭 36 184，  217;  〔36 185〕 
外道の 听依處 titthayatana  〔三種〕 17  280 
外道の 設 para-vada  (異教、 39 1 
a 外道の 弟子 ② 外道の 聲聞 ti は hiya-sSvaka 

(異教徒） ぼ 3  304 ② 1 37，  38 
外道 派 X  titthiya  (外道， 外學） 23 193，  195, 

196,  198,  200，  205,  206 ② anna-titthiya  (外 

道， 外學、 23 102,  103，  153， 154 
外道 S 行者 anna-titthiya-paribbajaka  (外 

道 出家， 異學 外道， 異學の 遊行 者） 8 166* 
〔外道よ りの 出家 受戒 一四 ヶ月 别庄〕 3 115,116; 

10 168,  327,  357  ； 13  30 
〔外道よりの 出家 受戒 一別 住の 要な き 者， 火敎 

徒, 螺^ 梵志， 擇 族： 3 120 
悔 vippatisara  、追悔 ，後悔） 19  232* 


( 230  ) 


悔， 偈， 解ーゲ 


悔過 pStidesaniya  (波羅 提提舍 尼， 波 通提沙 

尼耶， 提舍 尼） 5  357，  360  ；  62  45 
悔 過す khamSpeti  3  95；  4  21， 25* 
悔過 を爲さ しむ des§peti  4 105, 106 
悔疑 kukkucca  (惡 作, 後悔， 存悔， 悔， 疑惱， 疑 

惑） 3  391 

悔疑 〔者〕 vippatisSrin  (後悔!？， 追悔 者） 1 172 

悔心 vippa^isSra  (後悔， 追悔） 7 117 

偈 gatha  (渴經 ，谒頌 ，經バ 加陀） 18  312;  44 

377,  458  〔九分 敎の 一〕 42  217,  286,  352; 

59 下 40 

①谒經 ②渴頌 gatha  (偶， 伽陀） ：1) 〔九分 敎 

の 一〕 1 12* ② 12  55  - 
偈頌 ある 經 Sagathakam  〔經〕 13  340 
①偈を 歌 ひて ②偈 を唱へ 〔て 得〕 たる 〔食〕 ③ 

偈を唱 へて 得た る 食 gathabhiglta  ® 12 

286，  288，  296 ② 24  29， 172， 173 ③ 59 上 

362,  363 

偈を唱 へて 得た 食と 施 論 をな すとの 間 
Gathabhigitabhojana-danakathaya 
kathane  panho  59 上 362 

解 abhisamaya  (現 觀, 聖識 現觀， 領會， 說敎） 
13  7* 

解 〔竭 磨〕 osSraija  (解 罪, i  3  560 
解慧心 afifia-dtta  (菩提心， 知 解 心， 智心） 
11 下 161 

①解羯 磨 を 與ふ② 解竭磨 をな す osareti  (解 

罪す） 1: 3 166* ② 3  616* 
解 罪 osaraija  (解） 5  200,  243,  380，  381， 383 
解 罪す osSreti  (解竭 磨を與 ふ） 2  373 
解し 難き duppaUvijjha  8  358* 
解 獸聲法 miga-cakka  (獸 輪） 6 11， 101 
解心智 cetopariya-fiSpa  (他心 智， 他心 通， 心 

差別 智， 心證 解智， 他心 を 知る） 63  374 
解說 ① patisambhida  (無 縦 解， 無礙 辯） 28  58 

② veyyakaraija   (記 設， 記 別， 授記， 授旨 己經） 

〔九分 敎の 一〕 9  244*;  24  206,  227 
解脫 ① vimokkha 1 151，  154°  ；  2  40°  ；  3 

165,  184,  185;  9 114； 12  2,  3;  40  371°*; 

41 199  ；  47  56  〔八 種〕 7  24  ；  8  241 ； 21 248 

② vimutti  5  280;  8  361 ； 13  42,  43，  45,  46  ； 


14  298; 19 17*,  26，  27;  23  211 ； 41 65， 

69°*；  45 14，  344°  〔五 種〕 63  377  '§リ vimutta 
(解脫 者） 6  369*;  7  345;  40  26;  41 9， 12, 
36 ④ mutti 11 下 353; 16 上 95 ⑤ mut は 9 
57 ⑥ Muua  〔尼〕 25  332,  334  @  Nimokkha 
〔經〕 12  2 ⑧ Mutti  〔經〕 16 上 95  ® 
Vimokkha  〔經〕 21 248   [0  Parimucchita 
〔經〕 (一) に) 14  258，  259 
解脫蘊 vimuttikkhandha  〔四 法蘊の 一〕 
3 109，  110， 115  ；  5  331 ； 8  308 ； 12  238 
解 脫圓足 vimutti-sampacm  (解脫 成就' 

19  266,  267 
解脫 究竟 智 vimokkhantika-nana  62  411 
解 K 教 niyyanika-sasana  33  98 
解脫 具足 vimutti-sampanna 19 111, 112 
解脫者 vimutta  (解 脫） 21 305;  24 131; 43 

47;  44  244 
解脫處 vimut ほ ya は na  〔五 種〕 8  320 
解 脫淸淨 vimutti-padsuddhi 18  343° 
解 脫淸淨 淸淨勤 支 vimutti-visuddhi 
parisuddhi-padhaniyanga    〔九; 靑淨勤 支の 
一〕 8  377 

解脫 成就 vimutti-sampada  (解 脫圓 足） 9  266, 
375，  380 

解脫 成就の 稱說 vimuttisampad§-katha 
9  266 

解, 晚 成熟 想 vimutti-paripacaniya-sanna 

〔五 種〕 8  322 
① 解脫心 ② 解脱せ る 心 vimut は- ciua  (心 解 

脫） ① 9  96, 112;  49  20  (2)  6 119， 120 
解脱 退轉 vimokkha-vivatta  40 185，  186,  423. 
解脫返 轉の智 vimokkha-vivatte  nanam 

40  4， 184° 

解脫智 ① afiflS-vimut は （了知 解! 1ft)  23  356 
② vimutti-fiaija  40  2, 119。*  〔四 種〕 57  383* 

①解 脫智見 ②解脫 知見 vimutt ほ apa- 
dassana ① 19 18*  ；  20 110,  352,  353  ；  21 
299，  300,  301 ； 22 上 197*  ；  22 下 277*  ；  62 
28，  407 ② 5  280 

解脫知 MM  vimuttinanadassanakkhandha 
3 109,  115;  5  331 ； 12  238  . 一 


(^31) 


ゲー 解， 懈， 礙， 兄， 只， 刑 


① 解晚智 見戎就 ②解脫 智見圓 足 ③解 智見 

具足 vimuttinanadassana-sampada ① 9 

266,  375,  380  % 19  266,  267  J) 19 111， 112 
解 脫智見 成就の 稱說 vimuttifiapadassana- 

sampada-katha  9  266 
解脫 智見寶 vimuttinanadassana-ratana 

59 下 199° 

•® 解 脫智見 論 ま 解脫 知見 論 ③ 解脫智 見の 話 
vimuttinanadassana-katha  〔十 論 事の 一〕 
① 19 162, 163  ；  22 上 3, 10，  297  ；  22 下 23， 
24;  42  332;  43  348；  59 下 210 ② 11 下 133， 
135  3)23 141 

〔解 脫智は 解脫な り〕 57  383 

解脫: こ 達する の 道 muttigSmi  magga 16 上 
95 

〔解脫 の 差別の 决定〕 64  419 
解 脫の話 vimutti-katha  (解 K 論） 23 141 
解脫の 美味 vimutti-rasa  (解晚 味 i 59 下 324， 
325 

①解! t の樂 ②解 iJ: 樂 vimutti-sukha ① 3 

1*  ；  23  85*,  99  ；  28 164 ② 19  304  ；  40  319 
〔解脫 への 道 は 種種な り〕 30  448 
解晚寶 vimutti-ra は na  59 下 198° 
. 解!！ 味 vimutti-rasa  (解 5^ の 美味） 17  54;  21 

69，  78  ；  23 174  ；  27  22;  48 上 98，  299，  301 ； 

59 上 396;  65  (I)  22 
解脫 無上 vimut ほ nut は riya  〔三 無上の一〕 8 

298  ；  9  407 
解 晩樂智 vimutti-sukhe  fianaih  40  319 
解 脫論 vimutti-kathS  (解！: の 話） 〔十 論 事の 

―〕 11 下 133, 135  ； 19 162, 163  ；  22 上 3, 10, 

297  ；  22 下 23，  24  ；  40  371°  ；  42  332  ；  43  348  ； 

57  308°,  383°  ；  59 下 210 
解脫を 核心と 爲す vimutti-s§ra  21 304  ；  22 上 

50，  51, 351 
解晚を 欲し 簡擇し 停止す る慧 

muncitukamyata  patisarikha 

santitthana  panna  40  2， 150°# 
解 K を 欲す niyySnika  (出， 出 離) 6  333* 
解 傅 本 生物 語 Bandhamokkha-jataka 

、一二 〇） 29  350° 


解 髮障礙 vijatana-palibodha  59 上 22 

解 律 者 ① vinaya-pariyatti  (律: こ 通達す る） 
2  226 ② vinayaih  patijananto  5  364 

解 了す saiijanati 14 139 

懈怠 kusita 懈怠 者, 懈怠なる， 懶惰 i  3 111 ； 
8  330；  9  48，  49  ; 11 上 127，  172，  379; 13 
303,  304，  305  ； 18  382,  399,  403  ； 19  4*, 155  ； 
20  203,  204  ；  22 上 332，  334，  335,  338，  347  ； 
22 下 15， 17,  53,  62，  64 ② kosajja  3  81 ； 4 
2,  385，  386; 16 下 130,  133; 17 16,  22，  23， 
25  ；  20 129,  187，  298,  299  ；  21 59,  204,  205  ； 
22 下 43*;  40  27,  322* 其 他； 41 68，  73， 100; 
47  63,  99。，  102°  ；  62  257,  258，  261，  269;  63 
37,  308,  321，  322;  64 140,  441 〔定義〕 47  99 

③  aiassa,  alasya  (懶惰 ） 22 下 32;  59 下 127 

④  atilina-viriya 11 下 203*  ®  Kusi は m 
〔經〕 13  242 ⑥ Kusito  〔經〕 15  374 

懈怠 事 kusita-vatthu  〔八 種〕 8  333  ；  21 293  ； 
47  64 

懈怠 事 精進 事 Kusi は vatthu- 

arabbhavatthuni  〔經〕 21 293 
'解 怠 者 ① kusi は （懈怠, 懈怠な る ， '賴惰 ） 

8  376  ；  9  68,  70,  73; 13  234*;  21 109,  110， 

114，  116;  25 147;. 59 下 309  D  hina-viriya 

(不精 進） 23  322 
澥 怠なる kusi1:a  (懈怠 者， 懈怠, 懶惰） 15  374 
懈怠 不精 進 kusi は- hmaviriya  9  29 
礙 ① khila  (栽， 頭 固， 蕪 心， 荒野） 〔三種〕 16 上 

236  (Dpariyonaha  6  350  .3)  Khila  〔經〕 

(― ) 一 (四） 16 上 236 
兄 護 女 bhStu-rakkhi ほ （兄弟の 護る 女， 兄弟 

に 讒られ たる 女） 1 235* 
只 尸 Kesin  I： 〔調馬師， 馬の 調 御 法; こ 因み て 

設 法を受 く〕 18 198 ② 〔馬〕 38 157 
只 尸 品 Kesi-vagga 18 198 
刑場 agh5 は na  (斬首 臺， 死刑場） 1 141,  254; 

7  370 

刑 人 vajjha-gha は 25  376 

刑罰 i:dai3 づ a  (罰， 科料， 答 杖， 杖， 杖 罰， 刀 杖） 
7  370,  381*  ； 13 145， 186 ② dandadana  8 
112  S  kamma-karana 11 下 208，  236； 17 


(232) 


刑， 系， 形， 係， 計, 徑 ， 荆， 頃， 燜, 脛， m, 卿， 掲, 惠, 痙， 傾， 溪， 敬一 ケィ. 


71 ④ karana  (懲 治） 17  228 
〔刑罰の 種種〕 9 143°, 154  ； 11 下 208°  ； 17  71°  ； 

18  216°;  42  233;  43  230;  44  317°,  396°  ； 

59 下 8， 129,  246 
① 刑罰の 怖畏② 刑罰 畏 daijc^a-bhaya  (刀杖 

の 怖畏） ① 18  216°  ；  43 179;  44  403,  434 

② 47 112 

刑吏 cora-ghata  =  cora-ghataka  (殺賊 者， 行 
刑 者， 死刑執行 人， 魁膾， 司獄） 7  370,  371; 10 
92 

系嗣 vamsa  (種 姓， 姓） 38  71, 139 
系統 kulina  8  98 

① 系統 ② 系譜 jati  (生， 生れ， 血脈， 種， 種 姓) 

①  24  226 ② 6 168,  170,  179* 

系統 說 jati-vada  (血統， 生れの 論議， 種 姓の 

論， 出生の 論） 24  228 
形骸 aru-k5ya  23  39 
形 色， 形相〜 ギ ヨウ 
形 像 bimba  (像， 身體） 11 上 84 
形 體枯瘦 kisa  (瘦， 羸瘦） 1 29， 146, 185  ；  2  39 
形容 akara  (行 相， 相， 相貌， 因 相， 形相） 10 116 

係 蹄 ① ktita 12 128. ② p お a  (霜 ， 11 索， 罠） 
11 上 85  ； 12  49，  64, 102,  179-*^, 190  ；  34  252*  ； 
35  74*,  94 ③ PSsa  〔經〕 （一) (二） 12 179， 180 
計 mudda  (印 契， 印算， 記號） 2 10* 
計算 gaijana  (算 數, 計數， 算術， 數） 6 13， 103 
計算者 gaijaka  (算數 家， 算數 者， 司 曆官， 主 財 

官） 16 上 101，  102, 104 
計數 ① gaijanS  (計算， 算數， 算術， 數） 2  203 

②  patisaiikhSna  (思 擇， 簡擇， 擇， 思惟） 21 
100 

計 度 kappa  (分別） 44  244 

計 度 者 kappin  24  413 

計尼耶 Keijiya ① （雞 尼耶， 翅賓） 〔苦行者〕 27 

27 ② 〔族〕 27  282 
計量 vicSrapa  (步 脚） 5  297 
徑路 ok お adhigama  〔三種〕 7  222 
荆棘 kaijtaka  (棘 ，刺） 3  333;  9 14; 17  490; 

18  361 ； 47  443 
荆棘床 者 kaijtaka-passayika  (队荆 棘 者， 队 

棘剌 行者， 队刺 行者， 茨の 床） 43  251 


荆地 kantakatthana 16 下 247；  20 147 

頃刻 laya  3  21 ； 16 下 343  ；  58  272 

燜眼 cakkhumant    (具眼， 具眼 者， 有 眼 者， 眼、 

ある もの） 17 188，  189， 190 
脛骨 jaiighatthi  63  48，  49 
楚衣 patta-vatti  9  404 
莖， 根, 果を 食と する 者 khandhamQlaphala-. 

bhojana  6 151, 153 
室 種 khandha-bija  (室の 種子， 樹 種子， 幹よ 

り 生ずる 種子） 2  54° 
卿 avuso  (尊者） 3 16 
卿と 呼ぶ 者 bho-vadin  24  234 
揭帳 ugghatana-kitika  4  235 
惠與 vara  (福利） 37  319*,  354，  368 
痙攣 性 opakkamika 15  356 
傾 abhinivesa  (現 貪， 執 持， 思慕) 9  251 
傾 十 年 pabbhara-dasaka  64  340 
鎮心 avajjana  (轉， 轉向， 傾注， 運 心， 向轉） 40" 

28,  29, 131*，  164,  280,  329*  ；  41 38， 138 
煩 心行 無 avajjanakiriyavyakata  (轉向 唯: 

作 無 記） 40 131，  133* 
傾 心 自在 avajjana- vasin  (轉向 自在） 40 164 
傾注 avajjana  (傾 心， 轉， 轉向， 運 心， 向轉） 

59 上 129,  232，  239 
傾聽 so ほ vadhSna  (聽 聞， 耳 を 傾け る こと） 5.； 

280; 17  323;  22 下 19* 
溪澗 padara-sakha  22 下 3，  5,  7,  9 
溪谷 kandara  (洞窟， 窟， 巖窟， 石窟， 瀧， 谿， 

谷） 42  38,  212  ；  43 137 
敬 ① gSrava  (尊重， 恭敬， 敬 重， 敬虔) 〔六 種〕 

5 157 ② sakkSra  (恭敬， 敬 重， 尊敬， 供養， 名、 

聞） 4  309,  310  ；  21 15， 16， 17,  21， 22 
敬愛 Piya  〔經〕 （一 )( 二）  21 8，  9 
敬虔 gSrava  (敬 重， 尊重， 恭敬） 23  4 
敬語 garu-vacana  3 183 
敬 直 ®  apacaya~apacayana  2 180,  224 

② garava  (敬虔， 敬， 尊重， 恭敬） 24  98 ③ 

sakkara  (敬， 恭敬， 尊敬， 供養， 名聞） 2  93 
敬 重 法 garu-dhamma  (重 法， 尊 法） 〔八 種〕 5.. 
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敬 奉す payirup お ati  (承 事す， 恭敬す） 22T" 
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188,  238 

敬禮 T  abhivada  '禮! It)  4  47，  248 ② 
abhivadana  '讚 仰， 問 訊） 4  32，  380 ③ sUoka 
(讚 歎， 名聲， 名譽， 名聞， 名利， 世評） 8  55，  58， 
59 ④ Vandana  〔經〕 12  405 

敬禮 〔者〕 patisantharaka  22 下 70,  73 

經國策 mti  (政治， 正理說 1 61 195 

① 經水者 ② 經水 〔者〕 ③ 經婦 utum  (月 經婦， 
月 忌 女, 受胎 期に ある 者） ① 15  370 ② 8  99; 
9  462  ； 11 上 197,  207 ③ 1 27  ；  3  478 

經路 vithi  (路） 50  377 

經路心 vithi-citta  (路心 i  50  369，  445 

輕 Lahu  ： 經〕 16 下 327 

輕安 〜キ ヨウ 

輕衣 lahu-pavurana  2  416°  ；  5  99， 125 
輕慧 ① lahu-pafifia 16 下 327;  41 131，  142° 

② lahu-pannata 17  68 
輕快 ① lahu  64  367  (2) lahutthana  (爽快， 

起居 輕利） 10  296*; 11 上 123 
輕快性 lahu ほ （= 色輕快 性） 65  ill) 56 
輕快性 等 i 法 lahu ほ di  ekadasaka  65  (II) 

57 

輕罪 lahuka  apatti  (輕犯 i 3  613;  4 137， 
158，  313  ；  5 196,  276,  371 ； 22 上 312 

〔輕視 せらる る 十 人〕 59 下 126 

輕 信の もの adheyya-mukha  47  370,  457 

輕想 lahu-safifia 16 下 139, 140  ；  40  4, 186* 

輕躁 bi!ibi!ikS  (雜談 ） 25 139 

①輕躁 なる ②輕騒 capala  (輕 薄， 動搖 ，浮動, 
浮簿 ，虚飾） ① 17 107 ② 12  352 

輕卒 lahusa  6 135 

輕薄 capala  (輕躁 なる， 輕騒， 動搖， 浮動, 浮薄， 

虛飾） 16 下 119; 19  276,  277 
輕 犯 ① lahuka  apatti  (輕 罪） 3 114,  115; 17 

29,  30， 141 ； 20  399* ② appamattika 

apatti 11 上 324，  325 
輕侮 ① anadariya  (輕 侮す， 不 恭敬） 2 179°  ； 

5  33，  66  {^  unna  =  avanna  2  389 
輕 侮す X  vambheti 2  6*  ®  hinena 

khuriiseti 4  26* 
.輕 物 lahuka  parikkhara 1 88 


輕 蔑す ① avajanati 19  229* ② paribhavati 
6 175*  (D  hinena  vambheti  4  26* 

〔輕 蔑すべからざる もの， 四 種〕 （刹 帝 利， 蛇， 火, 

比丘） 12 119 
輕蔑 する もの yo  avajanati 47  370,  4o/' 
輕綿 ① kappSsa-picu 綿花） 16 下 140 ② 

tula-picu  (兜羅 綿, 綿花 葉， 綿 16 下 140 
輕利 lahuka  (—時 的） 21 296 
① 慶慰 i) 慶喜者 sampahaihsaka    t  22 下 

57 ② 16 上 385 
慶喜 Ananda  (阿難） 41 1, 113, 114 
頸骨 ① akkhaka  (頸） 8  343* ② givatthi 

(頸椎） 63  48，  50，  260 
頸帖 giveyyaka  (頸 飾， 首 飾， 頸 環） 3  501 
髻髮 外道 jatila ほ自髮 外道， 結髮 行者, 結髮 者, 

紫髮 外道, 遍髮梵 志, 鏈髮 者） 27 132,  503 
髻髮の 女 f ザ 者 molibaddha  paribbajika 

10  31 

髻寶 珠の祠 Cammam-cetiya  28 138 
縈髻 Jata  〔經〕 12  282 
縈 髻 婆羅 墮婆闍 Jata-BhSradv5ja  〔婆, 比〕 
12  282 

① 螢火 ② 螢光 khajjopanaka  (螢） （£  39  78, 

79,  80 ② 11 上 4 も 54 
螢火 問 〔答〕 Khajjopanaka-panha  39  78 
羅迦舍 Kakkata  〔塞〕 16 下 243 
羅拏 Kanha  =  Kanhajina  i  =  mpM)  ° 

王女〕 39  439,  448* 
劚拏延 KaijhS jina  〔溥。 王女〕 39  277,  336，  344, 

400，  428,  430,  433，  434,  441,  451，  452,  458， 

462,  465*,  492,  501,  505，  508,  525,  528，  529, 

538，  550 

勵賓 Kasmira  (迹濕 彌羅） 〔國〕 65  (I)  80,  81, 
83 

顧賓那 Kappina  〔經〕 16 下 187 

幾 胤 部 Gokulika  (牛 家） 57  274;  60 174 

①雞圜 ま鷄園 KukkutarSma  (屈 屈吒 園， 

雞 林精舍  >  〔精 舍〕 0)  3  522  ； 10 101 ； 22 下 

323 ② 19  80,  81, 83 
幾 尸 Kesin  〔塞〕 62  408 
雞豕 Kukkuta-sQkara  〔經〕 16 下 410 
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雞咤山 Kitagiri は I 吒山） 〔邑〕 1 302* 
雞尼耶 Kepiya  (計 尼 耶，^ ソ） 〔結髮 外道〕 24 
204*' 

①鷄翼 ②鶏毛 kukkuta-paUa i 9  335 ② 
4 178 

'①雞 卵 ②雞卵 kukkuU-aijda 1： 14  239, 

240，  241 ； 20  382,  383 ② 1 5  ；  21 35 
〔鷄卵 を 孵化す る譬 n|0 1 5; 14  239,  240;  20 

382，  383;  21 35 
雞 林精舍 Kukkuprama ① （雞園 寺, 屈屈吒 

園） 〔精 舍〕 16 上 165,    398,   401 ② 〔經〕 

(一) (二) (三） 16 上 165，  166, 167 
① 謦咳す ② 謦咳 を なす ukk お ati  (1  2  239  ； 

11 上 159  ；  22 上 295 ② 2  26 
纏摩迦 Hemaka  〔婆 和 利の 弟子， 婆, 比〕 24 

379，  411,  412,  428  ；  44 10， 198*,  500  〔譬 ufj 

經〕 27  80 

摩 3g 學童所 問 Hemaka-manava-puccha 
(醜 摩迦所 問） 24  4ir,  412 
纏 摩 迦學童 所 問の 義釋 
Hemakamanavakapanha-niddesa  44 198°, 
207 

避 摩 迦所間 Hemaka-pafiha   (醯摩 迹學童 所 

間） 〔經〕 44  326 
警寢 jagariya  (覺醒 ） 9  475  ； 10  292  ； 11 上 

350  ； 18  73°  ；  24  354  ；  43 188,  365  ； [15 168°, 

278°  ； 17 185°  ；  46  354°〕 

'①警 寤策勵 ②警寤 して 勉む ③警寤 への 努力 
jagariyanuyoga  (警 寤隨 勤） ① 59 下 295 ② 
21 24 ③ 42 18，  217  ；  43 166,  171，  220,  341， 
359,  362  ；  44  235，  330，  379,  417,  488  ； 〔11 上 
350; 11 下 163〕 

警寤隨 勤周邊 jagariyanuyoga-pariyanta 
43  365° 

警寤を 持す 〔る もの〕 jSgariyaih  anuyutto 
(覺醒 に專心 〔者〕） 9  475- ； 10 110° 

警吿者 本 生物 語 Anus お ika-ja は ka  ( —— 五) 
29  330° 

警察官 nagara-guttika  34  274 

繼起喜 okkantika  piti  62  285  ；  64  367 

繼續 思惟 anumajjana  59 上 128  ' 


迎逆 paccuUhSna  (起 迎） 4  32,  47,  248，  380 

迎 逆す paccuUhSti  ！ 起迎 す） 22 上 58* 

-鲸海 ba!ava  25  302 

黥 面 visesaka  4  397 

汚れた る 心 paduttha  citta  (汚 心） 17 12 

劇 苦 道 nijjhama  patipada 17  488° 

劇痛 苦 opakkamika-dukkha 11 上 285，  286 

劇毒 visa  (毒） 11 上 282 

劇烈 受 tippa  katuka  vedana 11 上 285,  286 

激越の 語 mukha-satti  (口 戟， 口頭の 刃物， 口 

舌の 劍， 舌鋒， 口の 劎， 鋭き 舌鋒） 11 下 191 
激情 ① nigha  (搖） 10 159 ② sarambha  (性 

急, 憤激， 憤發, 怒, 爭， 瞋恚， 有難 處， t 喬慢） 24 

121; 42 18，  35， 103，  105, 114 其 他； 43  83， 

124,  140,  152, 165 其 他 ； 44  40,  52,  81, 147， 

177;  59 下 127;  62 104,  413 
激磨 nippesika ほ （騙 詐） 43 181， 383  ；  44  429, 

430;  47  61, 70°  ；  62  34,  46°,  53° 
血 暗 lohita-mala 12 157 
血緣者 salohita  (緣 者） 7  370* 
血緣の 不幸 fiati-vyasana  (親戚の 不幸， 親屬 

損失， 親族の 喪失, 親族の 厄難） 46 126,  127， 

183，  184;  47 115 
血管 dhamani  (靜 脈， 脈管， 脈 結） 29 167, 175 
血 氣' I '喬 yoDbana-mada  47  61 
① 血 精 ② 血漿 vasa  (膏， 淋 巴 液, 紫, 脂， 脂肪) 

(T  29  445* ② 23  2 
血膽病 lohi は- pitta  (出血） 22 上 355 
血塗 相 lohi は ka  62  221，  353,  355°,  378*, 

383;  65  (II)  78 
血塗 想 lohi は ka-safifiS  40  80, 157  ；  59 下 189 
血統 D  gahani 11 上 219,  220 ② jati-vada 

(系統 說， 種 姓の 論， 生れの 論議， 出生の 論） 24 

116 

血統 淸淨 saihsuddha-gaha^iika  6 168，  170, 

179*  192,  194,  201* 
血脈 jati  (生， 生れ, 系統， 系譜， 種， 種 姓） 6 192， 

194，  201* 

血 痢 lohita-pakkhandika  (赤痢， 血 を 漏らす 

痢 病、 23  221 
決意 adhitthana  (攝 受， 攝持， 決心， 受持， 加 
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持, 持， 住 著， 取 著） 5  294* 
決意 心 adhiUhSna-citta  63  322,  323,  327, 
328,  355 

決意 祌變 adhiUhSnS-iddhi  (攝受 神 通 i  63 
310,  318°* 

決慧 〔者〕 nibbedhika-panna  ('決 擇慧 者， 徹す 
る 智慧？ 貫通 慧 〔者〕， 擇慧 者， 透徹す る智 
慧者） 11 下 1 

決定 ① niyata  (决定 者， 决定 人） 7  57,  58，  59  ； 
14  323*  ；  44  491; 46  26,  37,  51， 81 其 他 ； 
47  359，  377°  ；  58  207*,  210，  211,  413，  415  ； 
64  76，  317  (2)  niyati 14  334 ③ niyama  24 
136  ；  57  366*，  391* ；  58 1*  224*,  277*,  376* 
④ vinicchaya  (決 斷， 裁判， 分別， 用） 22 上 76  ； 
24  325，  335,  336,  342，  343，  344;  43 19°,  67， 
78* 

決定 記 ekamsika  6  273* 

決定 罪 niya ほ apatti  5 196 

決定 者 niyata  ； 決定， 决定人 i 11 下 399;  57 

392  ；  58  225,  226,  376* 
〔決定 者が 決定に 入る〕 58  225 
決定 者 入 決定論 Niyatassa  niyama-katha 

58  224。 

決定 邪見 niya は- micchadiUhi  50 167,  168; 

51 92， 144, 189  ；  52  240*  ；  54  514 
決定 邪見 者 niyata-micchaditthika  62  351 
決定 性 niyamata  21 107 
決定す る ことの 慧 vavatthane  panna  (差別 

慧， 確定 慧） 40 1, 87°* 
決定 斷 は daiigappaMna  (彼 分 捨斷' 40  43， 

44 

決定:' こ 入る 智 niyama-gamanaya  nanarii 57 
391* 

決定 二 法 Niyata-duka  54  5ir  ；  56  209 
決定 二 法 善 三 法 niyataduka-kusalattika  55 
264 

決定 人 niya は puggala  5 197，  219 
〔決定 は無爲 なり〕 58 1 

決定 波羅蜜 adhitthana-parami  (受持 波羅蜜， 
加持 波羅蜜） 28  47,  48,  79, 166  ;  41 240,  411 
決定 法 niyata  dhamma  (定法' 54  511*；  56 


209 

〔決定 法 等の 緣關 係： 54  511 
决定雜 1:adaiiga-viveka  (彼 分離 i 41 171* 
决 定論 Niyama-katha  57  391°  ；  58  r 
決斷 r  vinicchaya  (決定， 分別， 裁判， 用） 2 

242；  5  280,  313 ② vohSra  (裁判、 5  359 
決斷品 Vohara-vagga  5  315 
決斷 をな す voharati  5  209 
決擇 Nibbedha  〔經〕 16 上 279 ② 

Nibbedhika  〔經〕 16 下 328 
决擇慧 nibbedhika-paflfia  (擇 慧， 透徹せ る智 

慧， 明達 慧， 達智， 銳智） 16 下 328  ；  41 125*, 

131，  146° 

決 擇慧者 nibbedhika-pafifia  (決慧 者， 透徹す 
る 智慧 者， 徹する 智慧：; 者〕， 貫通 慧者， 擇慧 者） 
18  312，  313 

決擇分 nibbedha-bhagin  (順 決擇 分） 47 11，. 
35* 

決 擇分戒 nibbedha-bhagiya  sila  62  32 

決 揮分定 nibbedha-bhagiya  samadhi リ頃决 

擇 分定、 〔四定 の一:： 8  364;  62 179 
决擇 分の 道 nibbedha-bhagiya  magga 16 上 

279 

決擇法 nibbedhika-pariyaya  20 171* 
決擇 法の 法 門 nibbedhikapariyaya 

dhammapariyaya  20 171， 182 
缺 ritta  (空 無， 空虚， 空缺） 41 193* 
缺損 vipatti  (壞， 衰耗） 〔三種〕 17  442,  443, 

444 

缺點 （！'  dosa  (瑕 瑾） 9  48 ② randha  24  94, 
321 

結 ®  samyojana,  sannojana  (繫 縛， 結 使， 給 
縛） 10 118*  ； 14  261 ； 17  435  ； 19 100， 101 ； 
23  252  〔三種〕 8  295  ；  9 12  〔五 種〕 8  313 
〔七 種〕 8  332  ；  20  240，  241 〔九 種〕 40  232 
〔十 種〕 22 上 227  ；  44  466°  ；  45  289  ；  64  446° 
〔拫 境との 關係〕 15  260,  262 ② gedha  (貪 求) 
20  46*,  49* ③ Samyojana  〔經〕 12  56  ； 14 
260  ； 16 上 185  ； 16 下 67，  218  ；  22 上 227 ④. 
Sannojanam  〔經〕 （一 )( 二） 13 126, 127 

結跏す pallaiikaih  abhujati  (拮 跏趺 坐す） t 
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結 跏趺坐 pallaAka  ^ 跏趺） 3 1; 9  324,  383， 
467,  476;  43  354;  44  485;  62  409  〔比丘尼 
に 禁ぜら る〕 4  416 

結跏趺 坐す i  pallaiikarh  abhujati  (結跏 す） 
2 172;  3  45  ；  6 106;  9  324，  383,  467,  476  ； 
11 下 17; 16 下 181，  184*; 17  294,  295，  297 
(D  pallaiikena  nisidati  3  S^?;  4  416 ③ 
nisidan  pallarikam  abhujitva  40  287 

結戒 pafifiatti  (制， 施設） 65  (I) 19 

① 結界 ② 結界場 sima  (界， 戒場， 戒壇, 境界， 
界場） （X  59 上 242，  397*  ；  60  90*，  94，  95,  258， 
259，  262，  415  ；  61 1， 477,  545,  556  ；  65  (I) 
75 ② 60  94  ' 

結界園 sfmSi-ama  60  91 

結界堂 sima-geha  61 498 

結 結 相 應ニ法 bamyojana  ceva  samyojana- 
sampayutta-duka  53  276° 

結 結 相 應ニ法 善 三 法 samyojanasarhyojana- 
sampayuttaduka-kusalattika  55 174 

結 結 相應法 samyojana  ceva  sarhyojana- 
sampayutta  dhamma  (結 法に して 結 相應な 
る） 53  276*  ' 

〔結 結 相應法 等の 緣關 係〕 53  276 

結語 nigamana  〔淸淨 道 論の〕 64  496 

結 綱 vmandhana-rajju  4 178 

結合 ① saiigati 11 上 289，  296  ； 14  334 ② 
samavaya  (合、 5  299 

結合 章 ① Baddhacakka  〔章〕 1 161,  192* ② 
Sadharana-vara  〔章〕 5 175 

結合の 狀態 saiigati-bhSva 11 上 289,  296 

結婚 Sv5ha-viv5ha  (嫁 娶， 嫁娶 婚姻， 嫁の 遣 
り 取り） 38 10 

結 使 samyojana  (結, 槃縛， 結 縛） 23  208 

結絲 vinandhana-suna  4 178 

結 樹皮 衣 v5ka-cira  ！ 樹皮 衣， 樹皮の 衣， 木皮 
衣， 跋拘草 衣） 17  395,  489; 18  361; 47  443 

結聚 sanfiojana-gocchaka  45  5 

結集 samgiti  (合 誦, 會誦， 等誦） 4  433;  50 
430  ；  56  522  ；  58  404 ；  59 上 300 ；  60  3,  25*, 
31*  55*,  164,  167,  182,  183，  230  ；  61 15，  34， 


555;  65  (I) 11， 14， 19 
結讓度 Sangitikkhandhaka  65  (I) 12 
結集す samgayati  8  289* 
結集 をな せし 諸師 saihgahScariya  60 1 
結 法 著 samyogabhinivesa  (結 縛 住 著， 合 現 

貪） 64  465 

結 順 結 二 法 Samyojana-ceva-samyojaniya- 

duka  53  274° 
結 順 結 二 法 善 三 法 saihyojana- 

samyojaniyaduka-kusalattika  55 172 
結 順 結 法 samyojana  ceva  samyojaniya  ca 

dhamma  (結 法に して 順 結なる） 53  274 
〔結 順 結 法 等の 緣關 係〕 53  274 
結處 gaijthi  60  35 

結 生 patisandhi  40 16*,  85,  86,  99， 109， 
425*  ；  42  86， 146  ；  43  86, 126,  262,  270，  298， 
299，  328  ；  44  34,  35，  69, 126,  129,  153,  160, 
166，  172,  248,  278 其 他； 50  26*,  440，  474; 
56 170  ；  58  245  ；  59 上 13，  304  ；  59 下 262，  294  ； 
62  207,  209  ；  63 1, 8，  235,  380*,  404  ；  64  37， 
38，  39,  41， 42°,  120,  188*,  209°*,  217*，  226*， 
234*  241*，  249，  274,  275，  329,  330,  334,  335' 
338,  388，  399;  65  (II) 18，  22*,  41*,  45*,  55， 
58,  59  ；  〔59 上 64，  83，  93,  99， 147，  189〕 〔四 
種〕 65  (II)  41°  〔種種〕 64  41， 211 
結 生 有 patisandhi-bhava  44  319 
結生識 patisandhi-vinnana  44 166  ；  50  359  ； 
62  395 

〔結 生 識と諸 色 法との 關係〕 64  217° 
結 生者 patisandhika  65  (ID  34 
結 生 心 patisandhi-citta  50  359,  480  ；  52  308, 
309  ；  58  245  ；  63  4 

結 生せ ざる を 知る やの 問 
Nappatisandhigahanajanana-panna 

59 上 83 

結 生 刹那 patisandhikkhana  50  26*,  76*, 
118*,  140,  144*  155* 其 他； 51 1*，  45*，  109* 
其 他； 52  2*,  70*,  114*,  149* 其 他； 53 1*, 
27*  66*,  81* 其 他； 54 1*， 19*,  42*,  66* 
其 他 

結 生の 業 Datisandhi-kamma  59 上 13 
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〔結 生の 種頹〕 64  41， 211 
結 生の 問 Patisandhigaha-panha  59 上 63 
〔結 生 問題〕 59 上 64，  83，  93，  99, 147, 189 
結節 bandhana  (縛, 結 縛, 整 縛， 樹幹, 接 目， 緩 

縛） 11 下 395，  396 
結節 鎭頭迦 樹神本 生物 語 Gaij(^atindu-ja^ka 

(五 二 〇） 35  393° 
結節 本 生物 語 Kaijdina-jataka  (—三） 28  302° 
結相應 samyojana-sampayutta  46  25,  30, 

37，  41， 49，  57，  62，  73 其 他 
結 相 應ニ法 Samyojanasampayutta-duka 

53  251° 

結 相 應ニ法 善 三 法 
saihyojanasampayuttaduka-kusaiattika 
55 171 

結 相 應非結 法 samyojana-sampayutta  ceva 

no  ca  samyojana  dhamma  (結 相！ S; こして 

非 結なる） 53  276* 
結 相應法 sannojana-sampayutta  dhamma 

45  4,  292°,  368。  ；  53  251* 
〔結 相應法 等の 緣關 係〕 53  251 
結相應 法: こ して 非 結な る safifiojana- 

sampayutta  c'eva  dhamma  no  ca 

sannojana  (結 相 應非結 法） 45  5,  294°,  369° 
結 著 bandhana  〔水の 作用： 64 19 
結 著 性 abandhana-bhava  63  254 
結 著 相 abandhana-lakkhana  (= 水界) 

63  253，  274，  275,  277 
結 二 法 Sannojana-duka  53  236° 
結 二 法 善 三 法 samyojanaduka-kusalattika 

55 167 

結の 滅盡 samyojanakkhaya  24  279 
結 縛 3)gantha  t 盤， 盤 縛） 12  371 ② jata  (結 
髮， 結 g ，螺 お，^ f き） 62  2  D  bandhana  f 縛, 
繁縛， 繩縛， 拘束， 收總， r», 接 13， 結節） 12 
225  〔七 湩〕 43  279 ④ samyoga  (盤， 3^ 縛, 縛， 
合， 具 縛） 4  385，  386  ；  21 204,  205  ；  62  415  ； 
64 111,  460，  461 ⑤ samyojana  (結， 結 使， 繫 
縛） 12  261 ； 25 146  (6)  sanga  (著， 染著） 12 
197,  201 

結 搏住著 saihyogabhinivesa  (合 現 貪, 結 住 


著） 64  355 

結髮 ① jata  (結 髮, 縈 髻， 螺髻， 結 縛） 12 198， 
199  ； 15 189  ；  24  92,  380  ；  31 448  ；  36 145  ； 
44 11， 44 ② jatila  (結髮 行者, 結髮 外道， 結髮 

者， 結髮 道士， 髻髮 外道， 編髮梵 志， 鏈髮 者） 7 
389*  ；  24  204*  ；  29 195,  227  ；  44  61, 67， 175 
① 結髮 行者 1： 結髮 外道 jatila  (結 髮， 結髮 者， 
結髮 道士， 霄髮 外道, 縈髮 外道， 編髮梵 志, 縫髮 
者） (T 12 133，  134;  28  28，  59, 179  ；  41 227， 
247，  284,  314  ；  60  4， 152 ② 23  92， 190， 191 ； 
25 189 

結髮 行者 X  jatila 〜前項 ② Jatila  〔經〕 12 
133 

結髮者 jatila  (結 髮， 結髮 行者， 結髮 外道， 編髮 

外道， 髻髮 外道， 縫髮 者） 34  291 
結 髮障礙 bandhana-palibodha  59±  22 
結髮 仙人 jati  isi  24  261 
結髮 道士    jatila  (結髮 行者， 结髮， 結髮 外道） 28 

176 

結 不相應 順 結 二 法 Samyojana-vippayutta- 
sarhyojaniya-duka  53  282° 

結 不相應 順 結 二 法 善 三 法 

samyojanavippayutta-samyojaniyaauka- 

kusalattika  55 175 
結 不相應 順 結 法 sariiy  0  jana- vippay  uUa- 

sarhyojaniya  dhamma  、結不 相 fe にして J 頃 

結なる） 53  282 
〔結 不相應 順 結 法 等の 緣關 係〕 53  282 
結 不相應 非 順 結 法 saihyojana-vippayutlia- 

asaihyojaniya  dhamma  ( 結不相 fe に して 不 

順 結なる） 53  282 
結 不相應 法 sannojana-vippayutta  dhamma 

45  4，  292°,  368°  ；  53  251* 
結 不相應 法に して 順 結な る safifiojana- 

vippayutta  dhamma  sannojaniya  (結不 相 

應順結 法） 45  4,  294°,  369° 
結 不相應 法: こして 不順 結なる safifiojana- 

vippayutta  dhamma  asannojaniya 

(結 不相應 非順桔 法' 45  5,  294°,  369° 
結 法 ®  sannojana  dhamma   45  4，  289°, 

367°  ；  47  238,  258;  53  236*;  56  203，  363 
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(2)  samyojaniya  dhamma  () 頃 結 法） 14  261 ； 

16 上 280，  281 
結 法に して 結相應 なる safifiojana  c'eva 

dhamma  sannojana-sampayutta  ca  (結 結 

相應 法） 45  5，  293°,  369° 
結 法に して) 膜 結なる saflfiojana  c'eva 

dhamma  sannojaniya  ca  (結 順 結 法） 45  5, 

292°,  368° 
〔結 法 • 非! "お 去の 緣關 係〕 53  236 
結 茅 草 衣 kusa-cira  (草 衣） 17  395,  489； 18 

361 ； 47  443 
結髮 jata  (結 髮， 縈髻， 結 縛， 螺髻） 29  437 
結 木屑 衣 phalaka-cira  (板 衣， 木片 衣， 木片の 

衣， 木 板 衣） 17  395，  489  ； 18  361 ； 47  443 
結論 Sarhyojana-katha  58  407° 
黯慧の 者 bhQri-medhaso  (廣慧 者， 廣 知者） 

22 上 157 
月 華 puppha 1 27;  3  478 
月 華 あり pupphavati  59 上 271* 
月 華 衣 avasatha-civara  (屋內 衣） 2  490；  5 

109， 130 

月 忌 〔女〕 utum  (經婦 ，經水 者， 月 經婦， 受胎 期 

にある 者） 4  402  . 
月 緊那羅 本 生物 語 Candakinnara-ja は ka 

(四 八 五, 1 34  261° 
月經時 utu-kala  33  252 
月經 utu  (月 水） 24 109  ;  38 12 
月經 〔婦〕 utum  (經 水婦， 月 忌婦, 經婦） 2  490 
月光 ① canda-pabha  22 上 237;  23  265 ② 

candima-pabha 14  244； 16 上 217 ③ 

Candabha  〔梵天〕 29  421 ④ Junha  〔王子， 

王〕 33  348，  349 
〔月光 王と 一 婆羅門〕 33  348 
月光 王 本 生物 語 Juijha-jataka  (四 五六） 

33  346° 

〔月光と 星 光の 譬 it〕 14  244;  2'0 117;  22 上 237 
月光 本 生物 語 CandSbha-jSliaka  (—三 五） 

29  421° 
月 山 Candagii'i  34  263,  272 
月 子 CandikSput は 〔比， 提婆達 多の 說を述 

べ舍利 弗に 反對 せらる〕 22 上 80* 


月 自在 Candimasa ① 〔天子〕 12  87  〔經〕 
12  87 

月 初日 食 patipadika  (月旦 食， 初口 食） 3 102, 
163  ；  4  268 

月蝕 ① candaggaha  6 12， 102；  59 上 357 ② 
nakkhatta-yoga  (宿曜 の 運行） 64  432 

月祌 Candima  (〜月 天） 35  275 

月 水 utu  (月經 ） 58  65 

月且食 pStipadika  (月 初日 食， 初日 食） 2 120, 
125，  294 

月 天 Cauda  (月， 月輸, 戰 達羅） 7  286；  25  350 
月 天子 'D  Candima-devaputto 12  84,  85  ；  40 

283 ② Candima  〔經〕 12  84  . 
月 分 〔食〕 ？&1^1^^1^&(十五日食,半月食）62131 
月邊 Canda-passa  〔山〕 35  289 
月 務 canda-vata  42 136  ；  43  88 
月 務者 canda-vatika  42 131 ； 44  62 
月 明の 夜 dosma  ratti  6  73 
月喩 ®  candupama 13  290,  291 ② 

Candupamam  〔經〕 13  290 
月輪 'Xicanda  (月， 月 天） 28  56;  41 245 ② 

canda-mandala  5  206  ； 17  466  ；  35  S  ；  62 

407;  63  390° 
烟 dhnma  9  385,  388  ； 12  290 
烟を 起こさず na  dhumam  katta  (放烟 せず） 

9  385 

烟を 起こす dhQmarii  katta  (放烟 す） 9  388 

烟を 起す dhtipayati 18  375 

煙と 塵 dhuma-raja 18  93 

犬 齒白淨 susukka-datha   〔三十 二 大人 相の 

一〕 6  382 
犬 主 sunakha-pati  59 下 212 
犬鬪 kukkura-yuddha  43 173,  350,  390  ；  44 

468 

見 ① dassana  9  8\ 16;  40  26;  41 37，  201; 
62  415  ；  64 111，  460,  462  ；  65  (II)  22，  23 ② 
ditthi  (見解， 意見， 異見， 听見） 3 118,  119， 
615  ；  4  314，  315  ；  5  339，  340  ； 13  226,  227  ； 
19 183°  ；  2'2 下 99*;  40  222°*  227°  ；  42  58， 
94*,  156,  236;  43  55,  77，  82;  44  37,  53°, 
136,  185,  198，  309°,  395°  ；  45 109,  267,  286, 
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290,  315°;  46 197;  54  288*,  322，  331 ； 58 
174;  65  (II) 11, 12，  63  〔六 種〕 9 10  〔定義〕 
40  227°  ；  42  70°,  168，  279,  280  ;  43  247, 
324；  44  53°,  309,  395,  448  S  dittha  (所見) 
2  506  ；  3  285,  289.  291,  303*  ；  4  410;  5  205, 
273,  290  3)  anuditthi  (隨 見' 6 15 ず Ditthi 
〔經〕 22 下 98  (—) (二） 16 上 191,  194，  197, 
200,  203,  205 

見 愛 diUhi- は ijhS 18 19 

見 依 1 ditthi-nissaya  (見 處， 見の 依處） 42 
161， 288  ；  43  276,  324°  ；  44 146;  62  26 ② 
ditthi-nissita  42 199 

見壞 diUhi-vipatti  (見缺 損， 見 衰耗， 見の 失 
壞, 壞見， 破 見） 〔四 失壞の 一〕 5  157,  250°  〔見 
壞と 犯罪〕 5 167 

① 見圓足 ② 見の 圓足 diUhi-sampada  '見 具 
足， 見 成就， 具 見） ① 17  443°,  446 ② 19  205 

見圓満 ditthi-sampanna 見 成就， 見 具足， 具 
見， 具 見 人， 正 見 を 具へ たる） 22 下 10, 11 

見 我執 dUthi-mamaUa  42  70'  ；  43  36， 176, 
282,  291 ； 44 116 

見解 ditthi  '見， 意見， 所見） 8  44，  51 

見渴 ditthi-pip お a 18 19 

見歡受 diUhi-nijjhSna-khanti  (見 審謠 忍， 意 
見の 歡受 容認， 歡受 容認） 11 上 226，  285,  305 

見 喜 ditthi-nandi 18 19 

見 行者 diuhi-carita  64  271 

見 近著 clinhiipaya  42 118，  120；  43  86 

見 具足 L  diUhi-sampada  (見圓 足， 見 成就， 
具 見  >  16 上 191，  194，  197,  200,  203,  206;  20 
209*  ；  57 148,  239.  247,  257,  288  〔障礙 六 種〕 
20  209  D  ditthi-sampanna  (見 圓満， 見 具足 
者, 具 見， 正 見 を 具へ たる） 11 下 61; 13  200*; 
47  44*,  363,  394°  ；  58  211*,  213* 

① 見 具足 者 % 見 具足 人 ditthi-sampanna 
(見 具足， 見 圓滿, 具 見者） ① 22 上 63  '、さ 16 下 
393* 

見 具足の 人 ditthisampanna  puggala  (正 見 

を 具へ たる 人） 47  44* 
見 計 度 diuhi-kappa  (見 分別） 44  244 
見 決定 cHtthi-vinicchaya  43  20°,  67 


見决擇 diUhi-pativedha  20  251, 279 
見缺損 diUhi-vipatti    (見 壞， 見 衰耗， 見の 失 

壞， 壞見， 破 見） 17  442°，  445 
見桔 ditthi-saihyojana  (見の 結 縛'' 8  332  ；  20 

240,  241 ； 45  290°,  367;  53  236*,  276* 
見 現 貪 dinhabhinivesa  40  222 
見 交 dassana-samsagga  44  394 
見作燈 dassana-sacchikiriya  64  469 
見 三 法 Dassanattika  51 381°,  440;  56 185 
見 三 法 因 二 法 dassanattika-hetuduka  55  319 
見 三 法 有 諍 二 法 dassanattika-saranaduka 

55  433 

見 三 法 善 三 法 dassanattika-kusalattika 

56  25 

①見至 （1； 見 至 人;!） 見 至 者 diuhippaua  (見 
到， 見 到 者， 見得、 X  8 129,  332; 17 114,  192, 
193°,  194;  20  244,  326;  40  396,  409;  47 
360，  364,  372,  373,  379%  399°,  469,  471°  ； 
59 上 233，  234  %  40  396* ま 21 89  ；  22 上 238 

見者 ；！  ditthin  7  368*  %  passant  (正 見者） 
7  221* 

見 著 ① ditthi-lepa  42  78,  84,  203  ；  43 121 ； 

44  53° ま ditthajjhosana 18 19 
見取 ditthupadsina  〔四 取の 一〕 7  5  ;  8  309; 

9  81， 106*  ；  40  388*  ；  47 108°  ；  54  232*，  276, 

277,  280;  64  254°*,  263;  65  UD  63  〔十 事 

の 邪見〕 45  310°,  380 
見取 著 ditthi-paramasa  45  304° 
見 趣 diUMnugati  (見隨 ，成 見） 19 149 
見 執 diUhi-gSha  64  370 
見 執著 ditthi-nivesana  (〜見 住 著） 44 114 
見 住 著 diUhi-nivesa  (〜見 執著） 24  305; 

42 111, 164 
見 重視 diUhi-purekkhara  42 107，  144，  169， 

323，  376 

見所 斷 dassanena  pahatabba  46  24,  29，  37, 
41， 51, 63,  70 其 他； 47  231，  243,  256* 

見 听斷因 dassanena  pahatabbahetuka  4b 
24,  29，  37,  41， 51， 63，  70 其 他； 47  231,  243、 
256* 

見 听斷因 三 法 Dassanena  pahatabba 
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hetuttika  52  V,  387;  56 185 
見所 斷因三 法 因 二 法 dassanenapahatabba- 

hetuttika-hetuduka  55  322 
見所 斷因三 法 有 諍 二 法 dassanenapahatabba- 

hetuttika-saranaduka  55  434 
見所 斷因三 法 善 三 法 dassanenapahatabba- 

hetuttika-kusalattika  56  26 
見所 斷因ニ 法 Dassanena-pahatabbahetu- 

duka  54  355°,  375*  ；  56  206 

見所 斷因ニ 法 善 三 法 

dassanenapahataboahetuduka- 

kusalattika  55  247 
見所 斷因法 dassanenapahatabha-hetuka 

dhamma44  2，  268°,  353°  ；  45 10,  323°,  386°  ； 

52 1*  ；  54  355-^  ；  56 185，  206,  353，  368 
〔見所 斷因法 等の 緣關 係〕 52 1; 54  355 
見所 斷ニ法 Dassanena-pahatabba-duka 

56  205 

見 听斷法 dassanena-pahatabba  dhamma 
45  2，  9，  266°,  322°,  353。，  385°  ；  51 381*; 
53  333*  ；  56 185,  205，  353,  367 
〔見所 斷法 等の 緣關 係〕 51 381; 54  333 
見處 ① diUhitthSna  6 19，  28,  32;  9  248°, 
251; 18  76;  23  298;  40  222,  226°*  -D 
ditthi-nissaya  (見 f 衣， 見の 依處） 23 194,  199， 
201 

見 性 dUthi-sSmafifia  (見 相應） 11 上 327 
見淸淨 ① dassana-suvisuddha 15  299* ② 
ditthi-visuddhi  8  293;  9  269*; 18  343°  ； 
40  35，  76, 123，  176°,  295，  302,  442，  450;  41 
45，  69,  73，  91, 166,  200;  45 14,  343。；  63 
403;  64 12,  79°,  303,  371 ； 65  (II)  82;  £64 
286。〕 

見 淸淨淸 淨勤支 diuhi-visuddhi 

parisuddhi-padhaniyaiiga  〔九 淸淨勤 支の 
―〕 8  377 

①見淸 淨と如 見 精進 ②見 淸淨と 見に 依る 精勤 
ditthi-visuddhi  ca  yathaditthissa  ca 
padhanam  (【) 17 154 ② 8  293 

見 淸淨の 解釋 Ditthivisuddhi-niddesa 
64  286° 


見淸 淨の智 dassana-visuddni-nana 

40  3, 175° 
見障礙 ditthi-papafica  43  42， 142° 
見證の 可能 sacchi-bhabba ほ 11 下 109, 110 
見 成就 ditthi-sampa お （見 具足， 兑圓 足， 具 

見） 〔五成 就の 一〕 8  293,  314 
見定 dassana-samapatti  〔四 種〕 8 128 
見 審諦忍 diUhinijjhana-khanti  (見 歡受， 意 

見の 歡受 容認， 歡受 容認） 13 168* 
① 見 親 ② 見 親愛 diUhi-sneha i 18 19 ② 

44  395 

見衰耗 ditthi-vipatti  (見 壞， 見 缺拟， 見の 失 

壞， 壞見， 破 見） 8  293 
'見隨 diUhanugati  (見 趣， 成 見） 13  298 
見隨眠 diUhSnusaya  〔七隨 眠の 一〕 8  332; 

9  76*,  195*;  20  242;  40 119,  319;  41 5,  7  ； 

42  39， 147，  213  ；  43 138，  403  ；  48 下 1*  ；  57 

127,  315*;  58 123，  174*，  254;  65  (II;  63 
見箭 dinhi-salla  43  247°,  250 
見相應 ① DiUhi-samyutta 14  320。，  361 ② 

ditthi-samanna  (見 性） 10  57  , 
見 想 ditthi-safifia  48 上 26* 
見 ii^ 上 dassanadhipateyya  40  3, 159° 
① 見損 失② 見損 減 dinhi-vyasana  (見の 不 

幸, 見の 喪失） 〔五 損失の 一〕 ① 8  313 ま 40 

62,  63 

見地 〔慧〕 dassana-bhumi 64  6 

見癡 dandha-diUhi 11 上 314，  315 

見顚倒 ① diUhi-vipal ほ sa 18  91*  ；  40  435*  ； 

64  447      ^^ditthi-vipariyesa  47 110;  57 

390 

見 纏 diUhi-pariyuttha  40  222,  227°  ；  57 
314* 

① 見 到 ② 見 到 者 diUhippat は （見 至， 見 至 者, 
見 至 人， 見得） ① 10  243  ,  64  406,  407,  411 
② 10  303° 

見得 ① ditthi-pati ほ bha 11 下 32，  33，  42° 
② diUhippat1:a  (見 至， 見 到） 57  81 

① 見貪② 見の 貪 diUhi-rSga  (見の 欲） D 18 
19 ② 17 101, 102 

見に 依る 精勤 vatha  ditthissa  padhanam 


(241) 


ケン 一見, 肩, 建， 研， 倦， 拳, 牽, 健 


(如 見 精進） 8  293 
見 二 法 Dassana-duka  54  333°,  348* 
見の 依處 diUhi-nissaya  (見 依， 見處' 8  174, 

181 

見の 結 縛 diUhi-samyojana 見 結 9 10； 10 
315 

見の 失壤 ditthi-vipanna  (見 壤， 見缺 損， 見衰 

耗, 壤見， 破 見） 5  208 
見の 正直 ditthi  ujuka 16 上 360，  390 
見の 喪失 ditthi-vyasana  、見損 失， 見損 滅， 見 

の 不幸 ソ 19  205 
① 見の 稱林 ② 見の 叢林 dinhi-gahana  (邪見 

の 密林） I 10  315  1  9 10 
見の 顚 倒せ る vipari は- dassana  (顚倒 見， 顚倒 

せる 見， 顚 倒の 見'） 17  48 
見の 難 道 dinhi-kan ほ ra  9 10; 10  315 
見の 不幸 ditthi-vyasana  (見損 失， 見 根 減， 見 

の 突 失） 46 126，  127,  183，  184;  47 115 
見の 紛爭 diUhi-vipphandi は （見の 悶鬪 10 

315 

見の 悶躁 diUhi-visQka 見の 亂鬪， 10  315 
見の 悶鬪 diUhi-vipphandi は （見の 紛爭, 9 
10 

見の 欲 ditthi-raga  (見 貪， 見の 貪） 17 101 
見の 亂鬪 dUthi-visCika し 見の 悶躁） 9 10 
見惱 ditthi-parijaha 18 19 
見 秘密 cakkhussa  raho 1 318;  2 109, 153 

166,  168°,  379；  43 115, 130 
見 病 Gilana-dassanam  〔經〕 15  460 
見 分別 dinhi-kappa  (見 計 度， 42 143,  144, 
見遍計 ditthi-pakappana  42 107；  43  97 
見遍取 ditthi-pariggaha  42  81, 183,  194; 

43  35 

見^ b に ditthi-ogha  、見 流） 〔四瀑 流の一〕 
8  308 

見 品 DiUhi-vagga 14  282，  296 

見 無上 dassananuttariya  〔三 無上の一〕 

8  298  ；  9  407  〔六 無上の一〕 8  329  ；  20  9,  63° 
見 網 Ditthijala  (=梵 網經！ 〔經： 6  68 
見悶 dilthi-muccha 18 19 
〔見聞 覺識〕 11 下 370 


見範 ditthi-yoga こ四軛 の一〕 8  308; 18 19% 
20，  21 

見 流 ditthogha  ' 見瀑流 42  27,  80, 172,  241 
見 漏 ditthasava  7  40，  41, 44,  54,  60,  65; 

45  285°,  365;  47 106'  ；  53 176*,  225*,  229* 

〔十 事の 邊見〕 45  285°,  365 
見 論 Dinhi-katha  40  222° 
肩 〔胛〕 骨 kottatthi  63  48,  50 
建 志 Kafici  〔都〕 61 471 
建駄梨 Gandhari  〔呪〕 6  304 
建築家 vaddhaki  (大工） 63  258 
建築 師 ① thapati 大工， 工匠 i 10 177*; 15 

345*  S  palaganda  〈石 匠） 9  216 
〔建築 師と 模の譬 9  216 
硏究 a  yoga  8  44,  51 
倦厭 ubbigga  iMfwJ  4  283 
倦怠 tandi  (瞢憒 ，頻 申， 怠慢, 懶惰） 10  279; 

16 上 248,  302,  304 
拳鬪 mutthi-yuddha  6  8，  98;  43 173，  350, 

390  ；  44  468 
拳 闘士    malla-yuddhaka  33  324 
拳 顔す mutthihi  yujjhan  4 15 
牽 akaddhana 1 204* 
牽引 upaya  (近著） 42  312 
牽獸 vaha  23 17 

健康 ① appatankata 〜 少惱， 少疾， 息災， 無 
疾） 9  227 ② arogya 無病） 1 190* 

〔健康 を〕 失 ふ 病 氣の苦 rogabyasana-dukkha 
42  24,  67  ；  43  237,  336  ；  44  24，  95,  372 

健;: 它羅 GandhSra 1 婕駄羅 ，健 駄邏, 犍 陀羅, 
乾 陀羅' 〔國〕 7 163;  32  342,  343，  347，  364, 
369；  41 361 〔十六 大國 の一〕 17  345 ② 〔道 
士〕  32  343* 

健 陀羅王 本 生物 語 Gandh5ra-jS は ka  (四 〇 六〉 
32  341° 

〔健 P 陀羅 道士と 昆提訶 道士 と^の 貯藏〕 32  342 

健 陀羅品 GandhSra-vagga  32  341° 

① 健駄邏 S 建駄羅 Gandh5ra  、建 陀羅， 犍陀 

羅， 乾陀羅 〔國〕 1 28  368;  30  73,  367,  370， 

372 ② 29  25，  49， 112,  226，  263 
健 閱婆子 gandhabba-puua  (乾 閥 婆 子） 〔音樂 


(  242  ) 


堅， 眷， 乾 ーケン 


神〕 63  332 

堅 ① dhuva  (常， 常恆， 堅牢， 恆） 11 下 392* 
② sara  (堅固， 堅實， 髓, 樹心， 實, 眞髓， 核， 核 
心， 精髓， 心材） 11 下 261; 18 194;  47  438, 
439 

堅固 ① sara  (堅， 堅實， 髓） 17  397 ② Dhira 
〔尼〕 25  333,  334  r§)  Kevaddha^Kevatta 

け只拔 多） 〔居士〕 〔祌 通, 諸 天 等に 關 する 說法 

を受 く〕  6  301* 
堅固 經 Kevaddha-sutta  6  301° 
堅固 解脫 vimutti-sara 18  425 
堅固 者 dhira  (賢者, 英雄， 英賢, 慧者） 18  52  ； 

19  67  、 
① 堅固 執 〔者〕 ② 堅固 執 を 起し adhgna-g 让 in 

① 4 138 ② 11 上 320 
堅固 性 kakkha!a-bhava  (麁惡 性） 46 101 
堅固 心 dhiti  (堅 實） 24  68;  36  78 
堅固 相 thaddha-lakkhana  (= 地界） 63  253， 

274 

堅固 想 dhuva-safifia  (恆 想， 恆久 想， 常恆 想） 

40  53，  75，  77，  337 
堅固なる 材 s§ra  (堅木， 心材， 核心, 樹心， 堅實） 

14  221 

堅固 人 dhitimant  25 109 

堅固 念 Da!hanemi  (堅 輻） 〔轉輪 王〕 8  74* 

① 堅固 法の 見者 ② 堅固の 法 を 見 

delhadhamma-dassin  ：)  24 128 ② 25  327 
堅 食 khadaniya  (嚼 食， 硬 食， 瞰食， 嚙 むべき 

もの ） 2  287°,  294; 12  277 
堅實 ① dhiti  (堅固 心） 12  374 ② sara  (堅， 

堅固， 髓， 堅木， 眞髓， 實， 樹心， 核， 核心， 精髓) 
14  220*  ；  24  2，  357;  43  239;  44  303°  ；  64 
398,  399 

堅 執 現 貪 saradanSbhinivesa  (取 堅實法 著) 

40  53，  75,  77，  338 
堅 性 ① khari-gata  (固 態） 46 101 ② thaddha- 

bhava  63  254，  255 
堅 肉 ghana  (犍 南, 鍵 南） 〔胎内 五位の一〕 

12  359 

堅忍 satacca  (11 [常， 不拔， 堪忍） 9 178* 
堅 幅 Dalhanemi  (堅固 念） 〔王〕 63  8 


堅 餅 pittha-khadaniya  3  435,  436 
堅 法 Da!ha-dhamma  〔王〕 32  375,  377 
堅 法 本 生物 語 Da!hadhamma-ja は ka 

(四 〇 九） 32  373° 
堅木 sara  (堅固なる 材， 樹心， 心材， 核心， 堅實） 

7 179 

〔堅木 を 求む る 者の 譬 BiO  9  341,  343,  344,  346， 
347,  351*   354*,  360; 11 下 261，  310; 15 
153, 161 ； 22 下 151， 200 
堅牢 dhuva  (堅， 常恆， 堅固， tH, 恆久） 16 上 91 
堅牢 (無 爭） Dhuvarii 〔經〕 16 上 91 
堅牢に 達する の 道 dhuvagami  magga 16 上 
91 

眷族 parivSra  (從 者， 圑繞 者， 伴屬, 附隨 物） 
18 161 

眷 翻' 喬 parivara-mada  47  61 

乾觀者 sukkha-vipassaka    (枯渴 觀= 純毘鉢 

舍那 行者） 64  416,  483 
乾 陀賊怨 家 uppalagandha-paccatthika 1 51 
乾陀驃 KhapdadeviyS-putta  〔提 婆の 徒， 比〕 

4  301 

乾陀羅 GandhSra  (犍 陀羅, 健 駄羅, 健 陀羅） 
〔十六 大國の 一〕 21 146，  153,  160, 169 

乾 達 婆 gandhabba  (乾闥 婆， 犍達 婆， 犍闥 婆， 
香 陰） 〔音樂 神〕 4  355  ；  21 65,  69，  75,  79 

乾 達 婆相應 Gandhabbakaya-samyutta 
14  405°,  410 

乾 達 婆 天 gandhabbakayika  deva 14  405° 

〔乾 達 婆に 生る る 諸 業〕 14  406 

①乾闥 婆 ②乾闥 婆 鬼 gandhabba  (乾 達 婆， 
犍達 婆， 犍闥 婆， 音 樂師， 香 陰） 〔音樂 神〕 ① 7 
4,  279，  306,  309,  317  ；  8 192*,  259,  277  ； 18 
69，  70  ；  23  33，  82, 171, 175  ；  24  241，  521, 
522,  527,  549  ；  25  37，  89， 151 ； 26  7，  35, 
130  ；  28  32  ；  33  304  ；  34  206  ；  35 169,  238， 
240  ；  36  9，  99, 150，  245,  358  ；  37 171, 374  ； 
38  74,  421, 427  ；  41 208,  210  ；  60 121, 232  ； 
〔7  283〕 ② 8  264 

乾 闥婆王 gandhabba-raja  7  304 

① 乾 闥婆界 ② 乾 闥婆身 gandhabba-k5ya 
(犍闥 婆界） 7  220,  268 


(  243  ) 


ゲン 一 乾， 喧， 楗， 嫌， 隨， 犍， 絹 

乾 闥婆掌 gandhabba-hatthaka  4 163 

乾 閥 婆 女 gandhabbi  35 155, 156 

①乾闘 婆の 子^ 乾 M 婆 子 gandhabba-putta 

(健 闺麥 子） こ 音 樂祌〕 .1ニ  7  231，  269; 15 166 

② 7  298,  299 
乾 Kanthaka  (犍 渉） 〔馬 王〕 28 113，  132* 
喧嘩 viggaha  '異 執， 爭論， 諍爭， 諍， 論議， 論 

難, 鬪諍, 爭） 2  243 
喧聲 ucc5-sadda  (高 聲） 2 130 
喧騷 のき khatakhata-sadda  3  333 
楗 祁精舍 GmjakSvasatha  ！: 犍淮處 ，繁 耆迹精 
. 舍， 煉瓦 堂， 煉瓦の 家， 埠瓦 堂， 甎堂） 22 下 294 
楗陀提 婆 Khaijc^adeva  〔比〕 12  49， 101 
嫌 厭 jeguccha  (厭離） 59 下 307 
嫌 厭 行 jegucchin  9 129° 
嫌 厭 行者 jegucchin  (嫌棄 者） 9 127 
嫌 厭す jigucchati  2'2 上 137， 138 
嫌惡 akkhanti  、不堪 忍， 不忍） 2  389 
嫌 惡色本 生物 語 Asa は rQpa-p は ka  (― 〇〇） 

29  284° 

嫌悪 聖典 本 生物 語 AsatamaMa-ptaka  (六 一） 
29  49° 

嫌惡の 聖典 asata-manta  29  51* 

嫌忌 dosa  (瞋， 瞋恚, 僧， 惽惡， 忿恚） 8 131， 4 

嫌棄者 jegucchin  (嫌 厭 行者） 1 4 

嫌識 codana  (呵責， 河責， 擧罪， 督促） 5  200 

嫌 恨 ① Sgha は mm, 瞋怒， 障礙， 害心） 4  289  ； 

11 上 315  ； 19  259*  ；  22 上 90*  ；  22 下 49，  50 

〔除去の 五 因〕 19  259,  260  ：2)  Aghata  〔經〕 

(― )( 二）  22 上 90,  91 
嫌 IS 事 5ghai:a-vauhu  (瞋怒 事， 害心 事） 〔九 

種〕 5  234  ；  22 上 90  〔十 湩〕 5  235  ；  22 下 49 
嫌 恨す ujjhapeti  2  446 
嫌 恨 調伏 aghata-pativinaya  (瞬 怒 折伏） 〔九 

種〕 22 上 91 〔十 種〕 22 下 50  〔五 因〕 19  259, 

260 

嫌. 1 ミ品 Agha は- vagga 19  258 

嫌 ill 十 〔0  khiyati  2  534 ② khiya-dhammaih 

apajjati 2  5^3 
嫌 寅 天 UjjMnasafifiino  〔經〕 12  33 
嫌 1? 天神 Ujjhanasannika  devata 12  33 


腱 naharu  (筋） 11 下 395，  396  ； 13  349,  350  ； 

24  71 〔三十 二 身分の 一： 63  47  =  ,  259 
腱 截られ し 者 kandaracchinna  3 155 
腱の 片 naharu-daddula  20  293"^ 
犍遮耶 kacchaka  '無花果） 〔樹〕 16 上 291 
犍椎處 Gmjakavasatha  (煉瓦 堂， 煉瓦の 家， 
埠瓦 堂， 甎堂, 繁耆迦 精舍， 楗ラ 「i 淸舍 )' 3  408 
键 咤菴羅 gapdamba  'ガン ダ蹇 婆, 〔樹〕 65 
(I) 110 

犍陀人 G つ. ndhaka  27  91  - 
犍陀 摩羅 Gandham§dana  (香醉 山 i 37 126, 

129;  39  358,  362,  387，  401, 515 
犍陀羅 GandhSra  X  建 陀羅， 逮 駄邏， 乾 陀羅) 

〔國〕 39  310;  59 下 183， 18S  ；  60  58;  65 山 

80,  81, 83 ② 〔王〕 33  351 
犍荼村 Bhaijdag§ma  7  97，  98,  99 
①犍闥 婆 ②犍達 婆 gandhabba  (乾闥 婆, 乾 

達 婆， 香 陰） 〔音樂 神： I  43 135  ；  44  62,  64,  87  ； 

59 下 91， 120，  126;  65  ：1)  82 ② 27  201,  202， 

262,  325  〔意義〕 14  405 
犍 闥婆界 ① gandhabbat は 42 109， 155 ② 

gandhabba-bhavana  43  309 
犍 圆婆務 gandhabba-vata  42 136;  43  88 
犍閱 婆務者 gandhabba-vatika  42 131 ； 44 

62 

①犍度 ②犍度 部. Khandhaka  T  3 168,  173； 
5 146  ；  26  79,  82  ；  31 237  ：  33  97;  60  56, 
262;  62  25，  202,  370  t  65  (1、 19，  23，  37 

犍度篇 Khandha-vagga  (蕴品 ：相應 部經〕 

14  r 

犍度本 生物 語 Khandhavatta-jataka 

(二 〇 三） 30  242° 
键陟 Kanthaka  (乾 渉） ① 〔馬， 死後 生 天〕 24 

545  ；  33  383 ② 〔天〕 28 140 
犍 1?^ 天宮 Kanthaka-vimana  24  543 
犍南 ghaua  (堅 肉， 鍵 南 1 〔胎內 五位の一〕 42 

179 

①絹絲 ② 絹布 koseyya,  kosiya  (絹， 絹 織， 
絹 衣, 野 g 衣， t 喬 奢耶， 愼 除耶） '丄 1 380*,  433  ； 
2  485  ；  5 16,  57  S  5  297;  7 186*  ；  28  90  ； 
37  457  ；  41 343  ；  62  216 
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絹， 遣， 甄， 儉， 劍， 劎， 樫 ーケン 


絹綿 rttUini  〔樹〕 9  235 ② simbali  (網 木 
綿, 綿樹， 木綿, 綿の 木， 啖婆 梨） 〔樹〕 34  251, 
255，  260 

遣 使 お duteyya  (使， 使節， 使者， 使命） 14  387 

② pahina-gamana  (使節， 使丁）  43 181, 384  ； 

44  429，  430 
遣 除す vinodeti  8  303 
遣與 ① vinaUha 1 346 ② vissajjita  2  396 
甄叔迦 kirhsuka  ( 肉色 花， 緊 叔迦， 緊祝迹 ） 〔花， 

樹〕 26  476  ；  28 154  ；  37 144, 171 
儉 dubbhikkha  (機趙 ，乞食し 難く， 凶儉） 19 

54 

儉約 D  sallekha  (損 滅， 削減， 漸損； 制 邪， 制欲， 
淸淨, 嚴肅） 3  531 ； 19  306,  308  ；  47  463* ② 
sallikhata  (損 滅， 嚴肅 なる 行事） 17  388，  389， 
390 

儉約者 paUsallekhita 19  363,  364 

劍， 劎 ① asi  (刀， 大刀） 1 121，  127;  4  294; 
11 上 21， 22  ； 16 下 369  ； 18  207  ； 19 129*  ； 
29  384,  385 ② khagga  f 寶劍， 刀， 剪刀 ） 3  602, 
603  ；  37  362,  463,  466  ；  38  330,  347  ''"3)  tharu 
4 15 ④ satti  (槍， m, 矛， 投嬉， 鐵鐘， 刃物， 刃) 
12 18， 19，  90  ；  38  96,  97 ⑤ sattha  (殺 具， 
刀， 刀劍， 刀 杖， 利刀） 9  225,  261,  263，  264 

①劎戟 ②劍鎗 satti-stUa  (繪 矛， 刀 杭, 槍の 
尖， 鐵串， 刃と 串） ① 42  9;  44  464  '1)  12  220 

劍 戟の譬 n|  sattisulupama  (搶 矛の 如 く  ， 刀 杭 
の n|)  63  235  ；  [2  212;  4  37;  9  239  ； 12  220  ； 
19 134;  25  344,  359，  374,  414;  42  9;  44 
464〕 

劍術 tharu-sippa  23 133 

劎相師 本 生物 語 Asilakkhana-jataka 

(一二 六） 29  384° 
〔劎相 を 占 ふ 婆羅門〕 29  384 
〔劎と 鞘との 譬 n ま〕 41 158 
劎 によりて Sattiya  〔經〕 12 18 
劎の錡 sattha-mala 12  63 
〔劎 の譬 n|〕 12 18， 19，  90 
劍波海 Khuradhara  62  321 
0) 劎浮② 劍蒲闇 ③ 劍 f 并沙 Komboja, 

Kammoja  〔國〕 ① 11 上 197 ② 17  345; 18 


144  ；  37  222  ；  38  317  ；  44  246  ；  63  216，  220， 
223 ③ 21 146,  153,  160， 169  [： 十六 大國の 一〕 
17  345  ；  21 146,  153，  160， 169 

劍風 saUhaka-va は （. 刀 風， 刀劎の 如き 風 質） 
63 13 

劎品 Satti-vagga 12 18° 

① 磨瑟曇 ②穷 Ij 摩沙 Kammassadhamma, 
Kammasadamma  〔邑〕 1 7 1, 335  ； 11 上 
340  ； 13 134， 155 ② 22 上 247 

劍毛者 asi-loma 1 177 

劍葉樹 asipatta  38  398，  399 

劎葉 地獄 Asipatta-niraya  (=劍 葉 林） 38  399 

①劍葉 林 ②劎の 葉の 林 Asipatta-vana  (= 劍 
葉 地獄） ① 11 下 241， 242  (!'  24  254 

慳 ① macchariya,  macchera  (慳 貪， 慳恪， 守） 
7  317,  318  ；  8  313，  378  ；  9  23，  56,  487*  ； 12 
44，  98，  99， 101 ； 13  418  ； 17 155,  157，  164, 
495  ； 18  447  ； 19  389  ；  20  230，  410  ；  21 59， 
60，  325  ；  22 上 76， 178，  194，  262*  ；  22 下 59, 
129,  275，  351 ； 24  334  ；  40 170  ；  41 140,  145, 
146;  42 18，  35,  53°,  103,  105，  114,  192，  201, 
342，  378  ；  43  3°,  83， 124，  140,  152,  165，  197, 
260,  298;  44  22°,  40,  52,  81， 147， 177 其 他； 
58  438  ；  59 下 127,  281 ； 62 104,  213，  413  ； 
64  65°,  447°  ；  65  (II) 11， 12, 13， 17，  63  〔五 
種〕 8  313;  42  53°,  192,  201,  342,  378;  44 
22°  〔定義〕 42  53°,  192,  201，  342;  43  3  ；  44 
22  ；  45  291 ； 47  79，  385,  390 ② Maccheram 
〔經〕 22 上 183 ③ Macchariya  〔章〕 21 325 

①慳 ある ②慳 あり macchadn  i 慳者， 慳嫉 
す， 慳恪 者， 慳貪 者， 吝嗇家） '1) 15  373 ② 11 上 
320 

慳培 macchera-mala  (樫恪 垢 〜怪 貪の 垢） 
19  337  ；  58  332 

慳結 macchariya-sannojana  20  241 ； 45 
291°,  367;  53  236*,  276*  ；  65  (II)  63 

慳嫉す maccharayati  (嫉妬 を 起す j  5 110 

①慳者 ②慳 〔者〕 macchadn  (慳恪 者， 慳貪 
者， 慳 ある， 慳嫉 す， 吝嗇家， 貪欲 〔者^ ① 9 
162，  169,  174,  487*  ；  24  48 ② 4 138;  8  326  ； 
17 172;  20  75，  328*  ；  21 28;  47  362,  365° 
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ケン一 怪， It, 嶮， ほ， 諠, 賢 


惶貪 (X  macchera,  maccharu  a  (怪， is  15, 守） 

3  512  ；  8  56，  59  ； 12  26，  28,  400  ® 

Macchari  〔經〕 12  26,  47 
①侄貪 者 3； 悝貪 〔者： maccharin  (悝 ある， 

慳者, 慳倍 者， 吝嗇家， 貪欲: 者〕） 'X  9  67，  70, 

73 ② 12  47，  48  ； 19 194 
①怪貪 〔者〕 ② 倥 貪の 人 luddha  (貪欲 者） ① 

11 上 96  ； I  25  254 
〔怪 貪と 杲〕 12  47 

〔11 貪なる 商 主 死して 子な く， 財 は 沒收せ ら る 〕 

32  237 
〔悭 貪なる 長者〕 29 166 
〔怪 貪なる 長者 甥 を 殺害： 32  241 
〔怪 貪なる 長者と 五 祖先の 敎誡〕 33  2%;  37 107 
悝 貪の IS    mala-macchera  (〜 悝 ；^， 悝恪 ig) 

12  399 

悝 なき aniaccharin 不悝， 不倥 者， 無慳） 
15  377 

慳吝 veviccha  ' 、悝 倍； 24  358  ;  43  260 
慳恪 ① macchera  (怪， 慳貪， 守） 16 下 299 ② 

macchera-bhava  64  65 ③ veviccha  ' '慳吝 ) 

44  22 

① 悝恪垢 ② 悭倍 〇 汚れ macchera-mala  \M 

培 〜 慳 貪の 苦） X 17  464  S  23  264 
①慳恪 〔者〕 ②怪倍 者 maccharin  (傻 者， 怪 

貪 者, 貪欲 〔者〕） ば 20  232  I 19  253，  254 
〔惶恪 よ り怖畏 生ず〕 33  299 
穩稻 tma  (草， 禾東 茅 草， 青草） 8  53 
險崖 2  patala  (龍 淵， 大 渦潮） 15  320，  321 ② 

Patala  :W 15  320 
絵峻 sobbha  papata 14 172, 173 
險 visama  '險 難， 不等， 不平等） 17  248,  249 
險惡 canda 暴惡， 亂暴， 怒り 易き， 惡； 6 135 
險 1： 且 palipatha  (險路 21 221 
險道 kan ほ ra  (難所， 難處, 難路, 沙漠， 荒 地 2 

181 

險雜 I  vinipata  (險 難處， 墮處， 極墮， 極 墮處， 
堕獄, 惡處， 惡趣, 惡生， 苦 趣， 苦處， 地歜， 奈落, 
無樂處 17  442,  443，  464  ; 18 149,  150，  217, 
369,  371 ； 19  295,  297,  349*  ；  20  35, 141，  143， 
167,  289,  349,  386*，  393，  394 ま visama  -  K^, 


不等, 不平等 19 177,  178, 179 
險難處 vinipata  ：險 難， 墮處, 極墮, 極 墮處， 墮 

獄， 惡趣， 惡生， 苦 趣， 苦處， 地獄， 奈落， 無 樂處） 

8  65, 117，  314  ； 11 下 64，  65,  210,  218,  231. 

276,  277,  286*  ； 17 12,  42*,  46,  72，  84*, 198  ； 

47  47，  48,  58, 115,  436,  437,  450 
險難處 者 vinipatika  (墮惡 趣 者， 墮獄 者， 墮 

處者 8  297 
險 難の 襲 來 visama-parihara  、 不平等の 姿勢 > 

不等 姿勢 19 181, 182 
險路 palipatha  (險阻 >  24  239 
諠譁 kalaha  (爭 鬪， 異論， 諍， 諍爭， 諍 論， 鬪, % 

爭， 鬪諍, 不和， 紛爭， 紛亂 I 15  347，  352 
賢 I  Bhadra  〔尼〕 25  334  t  Sakula  ： 女〕 

11 上 167， 168 
賢愚 經 Balapandita-sutta 11 下 207=  ；  22 下 

273  ；  60  83,  244  ；  64 121 
〔賢愚なる 二人の 許 價官〕 28  254 
賢 劫 bhadda-kappa  6  362，  424  ；  27 142,  264, 

269,  288，  315 其 他； 41 343,  348,  360 
賢者 Idhira  '英雄， 英賢， 堅固 者， 慧者. 23 

157;  34 183，  184;  42  64°,  78°,  187，  283; 

44 102%  214,  355,  409，  425，  427,  465  S 

pandita 賢人 賢 能， 賢智， 賢明, 博學） 2  11*, 

20,  224*  ； 11 下 56,  57,  208*  ； 13  34，  35，  36  ； 

23  3，  27*，  28*,  57°  ；  24  97, 193;  39  8*,  55， 

58*;  43  46，  48.  56,  70,  72， 121°,  356,  363  ; 

44  37, 136 ③ viddasu  9 104 
〔賢者が 避く る 四 事〕 37 194 
賢者 ソーナ の听行 Sonapandita-cariya  〔經〕 

41 408° 

賢者 地 paijdi は- bhOmi 11 下 230 

〔 賢者と 愚者;： 23  26  = 

〔賢者と 交るべし〕 23  28,  29;  33 169 

〔賢者の 智慧 試し〕 39  9 

賢者の 論 pandita-vada  59 上 56,  57 

二 賢者 は 諸 龍 を 化導す〕 38  414 

賢^ 羅樹 Bhaddasala   (践陀 薩羅， 践陀 沙羅, 

跋陀娑 '羅 こ樹〕 3  610，  611 
賢 衆 Bhadda-vaggiya  '賢 部， 跋陀 羅群ゾ 〔靑 

年 圃、 3  42,  43 
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賢, 檢, 羅， 謙， 鍵， 簡， 騫， 懸, 獻， 譴， 權， 顯ーケ ン 


〔賢 衆の 友人 三十 人出 家す〕 3  42 

賢 衆 友人 事 Bnaddavaggiya-sahSyakanarii 

vatthu  3  43 
賢聖族 adya-variisa  (聖 種） 32  295 
賢 善一 夜經 Bhaddekarat は- smta  { -夜 賢者 

經） 63  420 

賢 善一 夜 g    bhaddekaratta-vihara  43  366 
〔賛善 一夜の 偈〕 11 下 246，  252，  257,  271 
賢 善人 santa  (善き 人， 善士, 聖人） 30 139， 140 
賢 相 pandita-lakkhana  41 116 
賢智 paij が ta  (賢 能， 賢明， 博學, 賢者, 賢人） 
2  338 

賢胄 ① Bhaddayanika ② Bhadrayanika 

〔部 派〕 （D  57  280 ② 60  35, 174 
賢人 ① pandita  (賢者, 賢智， 賢 能， 賢 明， 博學) 

22 下 155*  @  Pandita  〔人〕 29  278,  279 
賢人 大慧者 pandita  mahapanna 18  313 
賢人 本 生物 語 KuddSla-jataka  (七 〇） 29 101° 
賢 能 pap が ta  (賢智 ，賢明， 博學， 賢者） 3 104, 

108 

賢 部 Bhadda-vaggiya  (跋 陀羅 群， 賢 衆） 〔靑 
年圑〕 60  4 

賢 瓶 本 生物 語 Bhadraghata-j5 は ka  (二 九一） 
31 264° 

法 pandita  dhamma  45 11, 331° 
品 Papdita-vagga  〔法 句經〕 23  28° 
明 paij^ は （賢 智， 賢 能， 賢者， 博學） 4 12 
視 olokana 1 252 
間 anuyoga  (難詰， 專念） 5  269,  327 
間者 anuvijjaka  5  269，  273*，  278° 
〔檢問 者の 適否〕 5  324 
〔檢 間の 心得〕 5  278 

①羅 ②羅索 P お a  (係 蹄， 罠 ，桂） ① 32  51* 

② 3  37,  38,  41 ； 18  319  ；  25  254 
謙虚 appagabbha  (無 傲慢 者） 13  290,  291 
謙虚の 意 nica-mano  (〜 下意） 24  93 
鍵 南 ghana  (犍 南， 堅 肉） 〔胎內 五位の 一〕 58 

246  ；  59 上 81 ； 63 14 
簡擇觀 patisaiikhanupassana  (省察 隨觀） 40 

33，  42,  53,  75，  77， 136,  275,  336,  338  ；  62  91 
簡擇カ patisaAkhana-bala  (擇 力， 思擇 力， 思 


惟 力） 18  250 
簡別色 vinibbhoga-rOpa  65  (II)  55 
騫荼 ©1<：1131?(^3〔昆婆尸佛の第ー弟子〕6  364> 

373，  409*,  423  ；  26  214 ②' Khandaka  〔沙 

彌〕 3 133， 144 
①騫陀 毘耶子 ②騫駄 達 多 

Khandadeviya-putta  〔比， 提 婆の 徒〕 0 1 

287，  293  (Zj2 106 
懸崖 papSta  (斷 崖， 絕壁, 崖， 堆阜， 深險， 深淵).. 

7  379 

懸記 veyyakarana  (記 說， 記 別， 記 莂， 授 §3, 称 

迦 羅那， 解說） 58  341 
獻菓 pQramsa  24 167,  169* 
獻供 ① bali  (犧牲 ，牲， 供驗， 供祭， 供物， 供養，. 

租稅） 〔五 種〕 18 117, 118  @  yanna  (供養，. 

供養 式， 供犧， 犧牲， 犧牲 祭， 生贄， 生贄の 供養，. 

祭祀， 祭式， 祠祀） 17  269；  24 114 ③ huta 

(供犧 ，供養, 犧牲） 24 167 
獻 供祭 yaga  24 112 

獻洪祀 無し n'atthi  yittharii (洪犧 なし， 洪施. 

なし， 供養な し） 17  442 
獻供者 ySjaka  (祭 官） 24 115 
獻 上品 upaySna  59 上 206 
①獻人 ②獻人 祭 purisa-medha  (人の 洪犧 ). 

① 18  77 ② 24 112 
①獻馬 ②獻馬 祭 assa-medha  (馬の 供犧， 馬. 

祠） ① 18  77 ② 24 112 
譴責 garaha  (呵責， 非難， 罵詈） 16 上 31* 
權商鬼 事 〜 ゴ ン 

權勢 balavant  (有力者， 有 大力 者， 力士， 强 盛)' 

17  248,  249，  250 
權勢 ある mahesakkha  (偉力， 大 偉力， 大 自在) 

11 下 275* 

顯現 ① upatthana  (現 起， 近 住 = 念） 62  257 

(D  patubhava  (出現） 13  256 
顯現示 導 avibhava-patihariya  63  331, 332  ；. 

〔63  329〕 

①顯 現の 危難 ②顯 現の 危險 pakata- 
parissaya ① 42 17°  ；  43 165°,  340°,  368  u 
44  416° ② 62  63 

顯 現の 老 pakata-iara  64  25 


賢 賢 賢 檢檢檢 
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ケ ン ー顯, 験， 元, 幻， 玄, 言， 弦， 限， 原， 患， 現 


顯示遷 磨 pakasaniya-kamma  4  290 

顯色 fvaijpa 色， 色 光， 容色, 顏色， 美 色、 21 

250* ま vannanibha  rupa  (如顏 色 46  85， 

109 

顯色 t 養 vanna-mada  47  61 

顯出 せる 法 patibhana-dhamma  9 110* 

① 顯發 ② 顯了    ut ほ m-kamma  X 11 下 349， 

350，  355  % 16 下 372 
顯露處 uttanaka 10  87,  88 
驗德本 生物 語 Snavimamsa-ja は ka  I： (八 六) 

29  214=  %  二 九 0  31 26r   f 三 〇 五 31 

331° ④ （三 三 〇:' 31471° ず 三 六 二  32  67。 
元帥 calaka  '參 謀、 6  78,  79 
幻 maya 幻術 17  275,  276;  64  83，  361, 399 
幻影 marki 藤 炎, 陽 g ま, 蜃 氣樓） 23  24 
幻 偽 satha  (諂 者， 諂 (妄 者, 詐誕， 奸詐, 欺譎 者， 

狡猾' 15  455 
幻士    mSy5vin 幻師， 幻術 あり， 誑 惑 者 16 上 

00 

幻師 1: mSya-kSra  幻術 師， 幻術 者 14  221; 

63  280  ；  64  278  S  mayavin 幻士， 幻術 あ 

り， 誑 惑 者） 37  453 
〔幻 師の譬 14  221 
幻 事の 如し mayQpama 14  222 
幻術 X  maya  '幻， 誑， 証 惑 i 10 142，  152,  153， 

155  ； 12  414，  415  ；  25  348  ；  28  312，  313，  319， 

320;  35 13，  25;  36  72  ；  37  239;  59 上 10 ② 

May5  〔經； ； 12  414 
<D 幻術 あり ②幻カ ある maySvin  (幻 士， 幻 

師， 誑 者， 証 惑 者） (1 18  333,  334，  340  g 10 

142，  152, 153 
幻術 師 maya-kara 幻術 者， 幻 師,， 27  307  ；  38 

449 

幻術 者 ① maya  39 134 ② maya-kara 幻師， 

幻術 師） 35  226 
幻想 mifim は 妄想 10  316 
玄關 alinda  (外緣 i 6 134 

玄米 は!? dula  '稻, 稻米， 粳米， 硬 米） 7  339； 
11 下 100 

言, 言 依， 言 事, 言說 等〜 ゴン 

言語 1^  nirutti ほ 語學， 辭詞， 訓 擇詞， 言 


葉 7  21 ま vyappatha 語路 24  59 
言語 學 nirutti  ': 言語， 詞， 辭詞， 訓 擇詞， 言葉) 
27  341 

言語 道 nirutti-patha 言路， 詞道， 詞 別の 道， 

封 話の^ 法 7 14,  21 
〔言行一致： 32  73 

言 詞調善 kalyai:ia-vaca 言 善く， 善き 語） 18 

170, 171 
〔言と 行〕 18 179 

言 善く    kaly5ija-v5ca  '言詞 調 善， 善き 語） 21 
231*  288*;  22 下 57 

言路 j:  nirutti-patha 詞道， 言語 道， 詞 別の 
道， 對 話の 用法 14 111,  114, 115  % 
vacana-patha 語路， 語法） 2  205；  4  381 ； 21 
199，  201 ； 24  523  S  Niruttipatha  ：經〕 14 
111 

弦 jiyS  (弓の 弦） 10  227 
弦月 canda-lekhS  62  332 
限界 pariccheda  63  40* 
限界 色 pariccheda-rtipa  、區劃 色' 65  II)  53 
限 制 法 samavatta-vasa  ： 五 功' 慮： 19  358， 
359 

限定 虚空 paricchedakasa  58 16 
E 定 虛空逼 paricchinnakasa-kasina  62  221， 
347^ 

限定 制 padesa-pafifiatti  5 1*  7,  91, 196，  205 

原因 kSrapa  (因， 拫據 64  90 

患 X  adinava 過 患， 患難， 厄難， f#. 過失, 災 

患, 惡罪， 危險 9 141*,  152*; 11 上 309 ② 

iti  (髓, 惱' 26 18 
患觀 adinavanupassana 過 患 觀， 過 患 隨觀） 

13 126*，  135， 136 
患 想 adinava-safifia  、過 患 想 8  331 
患難 Sdinava  、過 患， 患， 厄難， 禍, 過失， 災患, 

惡罪， 危險） 2  212  ； 15 12*,  323，  324,  340*  ； 

23 180，  226,  227 
患惱 daratha  、不安, 》 11 下 120*，  416* 

現觀 abhisamaya 領會， 解， 說敎， 聖: 嘧 現觀） 
13  200*  ；  41 164°*  ；  57 142，  28『 ； 59 上 344， 
346,  395  ；  59 下 128，  209,  234，  244  ；  64  440, 
452,  453,  457*,  458°,  470 
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現顯應 Abhisamaya-saihyutta 13  200° 
現觀品 Abhisamaya-vagga 16 下 395,  401 
現觀論 Abhisamaya-katha  41 164° 
現 起 丄 upaUhana  (顯 現， 近 = 念） 64  368 
② paccupanhana  (現 狀） 62 16, 18, 123, 
173,  283,  285，  287;  64  4, 15*,  49，  50;  65 
(II)  82 

現行 者 acariya  (煩 惱， 阿闍 梨） 43 167 

現行す abhisaiikharoti 14 140 

現 見 ① paccakkha  (= 現 量） 64  466 ② 

sanditthika  (現に 見ら るる， 自ら 見るべき も 

の） 17  254* 

現 見涅樂 ① sanditthika  nibbana  22 上 170 
② SandiUhika  Nibbana  〔經〕 22 上 170 

現 見の 法樂に 住す ditthadhamma- 
sukhavihara  (現 法樂 住， 現 法に 樂に 住す） 
8 140 

現 見 法 D  sandiUhika  dhamma  (現生 的の 
法） 22 上 168* ② Sanditthiko  dhammo  〔經〕 
22 上 168 

現 見 力 sakkhibhabba ほ 22 上 110* 

現在 paccuppanna  (現在 時） 3  25; 11 下 247， 

252,  258,  265*  ； 15  243*  ；  46  24，  31， 43,  57， 

71 其 他； 57 157*,  193*，  212*;  58 138, 139 

〔三種〕 63  419 
現在 苦， 未來苦 報の 得 法 dhammasamadanaih 

paccuppanna-dukkhan  c'eva  ayatin  ca 

dukkha-vipakam 10  34,  40*,  42° 
現在 苦， 未來樂 報の 得 法 dhammasamadanaih 

paccuppanna-dukkham  ayatim  sukha- 

vipakam 10  36,  40*,  44° 
現在 時 ① paccuppanna  (現在） 23  305 ② 

paccuppanna-addha  (現在 世） 8  296;  59 上 

101， 103 

現在 所緣 paccuppannarammana  46  2d,  31, 
43，  57，  71 其 他； 47  5*,  31， 234,  256*;  63 
418* 

現在 所緣心 paccuppannarammana  citta 
58 128 

現在 所緣法 paccuppannarammana 
dhamma  45  2，  274。  ；  47  234，  256  ；  52  297*  ； 


56  355 

① 現在 生起 ② 現行 生起 vaUamSnuppanna 

① 64  453 ② 64  456 
現在 性 paccuppanna-bhava  57 162,  164* 
現在 心 刹那 paccuppanna  cittakkhana  63 18 
現在 世 paccuppanna  addha  (現在 時.） 58  270* 
現在 智論 Paccuppanna-fiana-katha  57  400 
〔現在に 於け る智 あり〕 57  401 
現在 淫築論 ditthadhamma-nibbana-vada 

〔五 種〕 6  53°*  - 
〔現在の 煩 惱を斷 ず〕 58  363 
現在 法 paccuppanna  dhamma  44  2,  274°  ； 

47  234  ；  52  289*  ；  56 192,  354 
現在 樂， 未來苦 報の 得 法 dhammasamadanaih 

paccuppanna-sukham  ayatim 

dukkha-vipakam 10  31， 40*,  43° 
現在 樂， 未來樂 報の 得 法 dhammasamadanaih 

paccuppanna-sukhan  c'eva  ayatin  ca 

sukha-vipakam 10  36,  40*,  45° 
現實 的苦蘊 sanditthika  dukkhakkhandha 

9 14P，  152* 
現生 的の 法 sanditthika  dhamma  (現 見 法） 

15  66 

現生の 刹那 uppajjamana  khana  49  7, 13, 

19,  31, 40，  41 
現證 sacchi-kiriya  (作 證） 16 下 17 
現證 すべき 法 sacchikatabba  dhamma  (作證 

せらるべき 法， 實證 せらるべき 法） 16 上 229 
現證 通達 sacchikiriya-pativedha  40  43，  47 
現 證の慧 sacchikiriya-pafifia  〔作證 の慧） 40 

2， 145° 

現證の 義の慧 sacchikiriyatthe  paniia  (作證 

の義 の慧） 40  5, 198 
現世 dittha-dhamma  (見られた る 法， 現 法） 

44 107,  147,  205，  227，  234 
現世 安樂 生活 ditthadhamma-sukhavihara 

(現 法樂 住， 現 見の 法樂に 住す， 現 法に 樂に住 

す) 11 上 352 
〔現世 後世の 樂〕 65  (III) 16,  22，  33，  38,  44,  45, 

48,  52,  53,  65 
現世に 於け る完 全智 dittha-dhamme  anna 
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(現 法に 於け る智， 現 法に 於け る 究竟 智， 現 法 

に 於て 開悟す） 24  272* 
- 現世の 功德 ditthadhammika  anisamsa  42 
108, 155 

現世の 罪 ditthadhamma  vajja 17  71° 
現世の 怖畏 ditthadhammika  bhaya  43  229° 
現世の 利 ditthadhammika  attha  (現 法の 

利） 12 145，  146, 150 
現世 論 SammukhibhiUa-katha  58  228° 
現世 を妄 取す sanditthi-par5m5sin  (世俗に 

染む） 4 138 
現前 者 sammukhi-bhma  58  228* 
〔現前 者が 結を斷 ず〕 58  228 
① 現前 毘奈耶 ② 現前 毘尼 sammukha- 

vinaya  〔七滅 諍の 一〕 ① 8  333  ; 11 上 321°; 

17 162;  20  404  S  2  335,  563;  4 146°,  150， 

151,  154*,  157*  ；  5  3，  8， 12,  79，  80, 137,  159, 

178，  264*,  383 
現 相 ぶ nimitta  (相， 因 相， 相貌, 兆 相， 徵相， 特 

相， 占 相， 標識） 1 42 ② nimitta-kamma  (示 

相 業） 1 86， 130  D  nemittikata  (示 相， 占 相） 

43 181, 383  ；  44  429，  430  ；  47  61, 69°  ；  62  46 
現 相 者 nemittaka  =  nemitta,  nemittiya に 占 

相 者） 19 154 
現等覺 abhisambuddha  (正 覺） 3 1 
現 貪 3：  abhinivesa  (執 持， 傾， 思慕） 14 14， 19， 

211,  252,  253，  305,  306;  22 上 356;  40  53, 

75,  77，  338  f  Abhinivesa  〔經〕 （一 X 二） 14 

293，  294 

現 貪 取 見 abhinivesa-paramasa  40  222* 
現に 見ら るる sandiUhika  (現 見， 自ら 見る ベ 

きもの ） 44  361, 365 
現 法 dittha-dhamma  (現世） 20  45 
現 法 阿羅漢 dk ゆ adhamme  araha  22 下 10, 

11 ； 40  261 ； 47  472 
①現法 受業② 現 法 受の業 diUhadhamnia- 

vedaniya-kamma  (順 現法受 業） ① 64  310°; 

65  (II)  44 ② 22 上 44* 
現 法所受 ditthadhamma-vedaniya  (現 法受， 

順 現受） 11 上 288 
現 法 中の 利 ditthadhamma-hi は ttha  20 101 


①現 法: こ 於け る智 ②現 法に 於け る 究竟 智 ③ 
現 法: こ 於て 開悟す dittha-dhamme  anna 
現世: こ 於け る完 全智） （r  23  287,  288，  289 ② 
10  307 ③ 16 上 336，  415 

現 法: こ樂： こ 住す ditthadhamma-sukhavihara 
(現 法樂 世 安樂 生活、 9  63* 

現 法涅樂 0  ditthadhamma-nibbana 11 上 
298; 13  25，  26， 167; 15  225;  22 上 171*; 
47 115*;  64  390，  493; 〔16 上 253; 18  292〕 
^  Ditthadhamma-nibbana  〔經〕 22 上 171 

現 法 涅槃: こ 達せる 比丘 
ditthadhammaniDbanappatta  bhikkhu 
15  225 

① 現 法 涅樂論 ② 現 法 涅樂設 者 

ditthadhamma-nibbana-vada ① 40  253 

〔五 種〕 47  63, 116， 158 ② 65  (I)  77 
現 法の ditthadhammika  21 219 
現 法の 行動 ditthadhammupakkama 11 上 

289,  290,  296,  297 
現 法の 利 dit ゆ adhammika  attha  「現世の 利） 

20 1 ぽ 

現 法樂住 ditthadhamma-sukhavihara  (現 
見の 法樂: こ 住す， 現 法: こ樂に 住す, 現世 安樂 生 
活） 3  605  ；  4  289  ；  8  301, 302  ；  9  35  ； 10  70, 
272  ； 11 下 191， 192  ； 13  298,  351， 411 ； 14 
264  ； 16 上 370，  371 ； 16 下 202  ； 17  66,  92  ； 
18  41, 66,  67，  80, 153,  154; 19 158,  181， 
182，  184，  185,  186,  272,  295*,  364,  365;  20 
60,  362,  36",  399*;  21 111，  112,  265, 
266;  22 上 17，  212*,  298;  22 下 28， 119,  317， 
321 ； 40 105  ；  45 172*  ；  58  257，  258，  306* ； 
62  302;  63  25，  81, 208,  225,  296，  297;  64 
479  〔七 晝夜續 く〕  9 158 

① 現法樂 ft 者 ② 現法樂 住せる 者 

ditthadhamma-sukhaviharm    T  44  275  ； 

45  328  ；  47 187, 188 ② 46  373 
現滅の 刹那 nirujjhamana  khana  49  7, 13， 

19，  31， 40，  41 
現 欲 paccupatthita-kama  23  345,  346 
眼 ① cakkhu  2  3;  3 18*,  62，  326 ；  6 105， 

348，  399,  402  ；  7  323,  324  ； 12  44  ； 13  9， 12, 
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14， 15， 152，  154; 16 上 411; 16 下 105，  106, 
341*  ；  64 15°, 17, 18°,  37,  43，  88°,  289；  65 
(II)  53  〔三種〕 8  298  ；  23  303  〔五 種〕 42  65  ； 
43 157°,  310°  ；  44  289° ② netta  44  231 ③ 
akkhi 〜メ④ Cakkhu  〔經〕 13  361, 370  ； 
14  362，  369,  374 
跟應證 cakkhu-sacchikaraijiya 18  320,  321° 
服 可 識の色 cakkhuvififieyya-riipa 11 下 47， 
48,  51 

眼科， 眼窠， 眼疾， 眼藥 〜 ガ ン 

服界 cakkhu-dhatu 11 下 58;  46 108°  ；  48 上 

296*  ；  64  99， 100,  101°. 102 
跟見色 論 Cakkhuna  rupam  pasgati ti 

katha  58  358° 
服 骨 akkhatthi  (眼窩） 63  48 
跟拫 cakkhundriya  6 105;  8  318;  46 161°  ； 

49 139*  〔定義〕 45 188；  46  84， 108, 161 
〔眼 拫は有 見なり〕 58  21 
眼識 cakkhu-vinnana  3  62,  63  ；  8  322  ；  40 

131; 45 123,  164;  46  244,  253,  263,  267, 

429，  434;  51 6;  64 15， 19,  20,  37°,  39°,  43， 

207*;  65  (II)  2，  24,  26,  31 
眼識 意識の 間 Cakkhuviiinana- 

manovmnana-panha  59 上 117 
眼識 界 cakkhuvinnana-dhatu 11 下 58；  46 

109°  ；  48 上 296*;  64 100* 
服識事 cakkhuvinnana-vatthu  (眼識 基） 

45  211， 227 

〔眼識 生起の 條件〕 9  338°  ；  64 101 

〔眼識と 意識の 生起の 先 後〕 59 上 117 

服 十 法 cakkhu-dasaka  64  219,  220°,  234, 

288,  330,  347;  65  (II)  56,  58，  59 
服處 cakkhayatana  8  322;  45 187,  188°*; 

46  84°  ；  48 上 93* 

眼淨 cakkhu-pasada  50  362  ；  62  41, 43  ；  64 
18, 19°,  43，  92,  209,  220,  242,  249,  289,  290, 
335 

服觸 cakkhu-samphassa  3  62,  63;  7 11; 8 
322 

'眼 觸听 生の 受 cakkhu-samphassaja  vedana 
7  6;  8  322 

① 眼たり ②眼 たる 者 cakkhu-bhiita  (天眼 


者） ① 15 154  ；  22 下 151， 200 ② 11 下 261, 
310，  311 

〔眼 等の 五 根と 譬喩〕 64  20 

〔眼に して 眼界に 非ざる もの〕 48 上 298 

〔眼に して 眼拫に 非ざる もの〕 49 151 

〔眼に して 眼處; こ 非ざる もの〕 48 上 97 

〔眼に 依りて 色 を 見る〕 58  359 

眼の 布施 cakkhu-dana  65  (III)  50 

眼 門 cakkhu-dvSra  65  (II)  24 

絃 tanti  20 129 

絃音 gitassara  (歌 音） 7  304 

滅 apacaya  (還 滅， 損 減， 滅滅， 滅漏， 衆 中に 交 

らず, 無 積 集， 非 積 集） 13 136, 139 
滅 じて "さず apacinati  no  acinati 14 143* 
滅想 unaka-sannin 1 377 
減退 patikkama 11 下 366，  375 
滅滅趣 法 apacayagami  dhammo  ( 還 滅法， 無 

積 集 行 法， 非 積 集 行 法， 損滅行 法） 52  69*;  56 

186,  353 
還俗 者 vibbhantaka  4  94* 
〔還俗 せんとせ し 者 を 敎誡〕 29  31 
〔還俗 六囘〕 29 101 

還轉 vivattana  (返 轉， 還滅） 64  444,  445 

還滅 ① apacaya  (損 滅， 滅， 滅滅， 滅漏， 衆 中 
に 交らず, 無 積 集， 非 積 第） 12  409;  62  118 
② apacaya-gamin け i 滅， 損 行， 能 趣 分散， 滅 
滅趣， 無 積 集 行， 非 積 集 行） 45  86*,  141*;  57 
152，  153，  207，  208 ③ vivattana  (還 轉， 返轉） 
63  97, 112°,  113;  64  377,  379,  405 

(D 還滅觀 ② 還 滅隨觀 vivattSnupassana 
(退 轉觀） 'D  62  91 ② 64  355，  465,  467° 

還 滅法 apacaya-gami  dhammo  (滅滅 趣 法， 
無 積 集 行 法， 非 積 集 行 法， 損滅行 法) 45  2，  269% 
354° 

還來者 agSmin 17  97  ； 18  280，  281 ； 20  307 
還來 せざる もの anavatti-dhamma  (不 還， 還 

り 来らざる 者） 6  223 
嚴肅住 sallekha-vihara  62 162 
嚴肅 生活 者 sallekha-vuttin  (損 減 行者） 62  76 
嚴肅 なる 行事 sallekha ほ （掼滅 ，儉 約） 8 143, 

144 
嚴飾 〜ゴン 
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コ— カーサ Kok お a  〔宮殿〕 41 315 

コー カナダ Kokanada ① （拘迹 那大） 〔琵琶〕 

36  286，  302    (|)(= コ一 カヌダ 一） 〔宮殿〕 2 

321; 4 194*; 11 上 122*;  32  9 
コ一 力 ニサー タカ kokanisStaka  〔動〕 39  413 
コ 一力 ヌダ 1 kokanuda  (蓮） 63  324 ② 

Kokanuda ビ具 迦那） 〔外〕 22 下 113 
コ 一力 ヌダー Kokanuda  (=コ 一 カナダ） 〔宮 

殿〕 41 315 

コー カーリ 力 KokSlika  ( 拘迹 利迦， 俱伽利 偉， 
俱伽 梨， 瞿迦利 迦= コー カーリ ャ） 〔提 婆の 徒， 
比〕 1 287，  293  ；  2 105,  540  ；  4  301 ； 12  253  ； 
29  337，  339  、 

コー カーリ 力 《チ* ヤー タカ KokSlika-jStaka 
(拘迹 利 比丘 本 生物 語） （三 三 一） 31 475° 

コ— カーリ ャ Kokaliya  (拘迦 利 耶=コ 一力— 
リ 力） 〔比〕 24  247 

コ 一力 ヴ一タ KokavS は ① 〔地方〕 60  416 
② 〔池〕 60  416 

ゴ —カンナ i'gokaijija  (牛耳） 〔箭〕 61 355 
② Gokaijija  〔精 舍〕 60  415  ；  61 83 ③ 
〔ガヂ ャパ— フニ 世 王の 大臣〕 61 192,  208， 
210,  241, 257 ④ 〔ダン ダナ ーャ カ官〕 61 373， 
375,  380 

ゴー カンナ 〔力:] Gokaijpa〔ka〕 （牛耳） 〔大海〕 

61 40， 151, 266 
ゴー カンナ ナーン ダナ ーャカ 

Lrokannanandanayaka  〔ダミ ラ人〕 61 369 
コー キラ kokila  (拘 耆羅， 瞿 核羅， 合き 古. I, 時鳥， 

杜鵑， 郭公） 〔鳥〕 25  379;    26  30,  31; 31 

475;  61 304 
コー キラー Koki ほ （拘 耆羅） 〔王女〕 38 155 
コ―サ kosa  (俱 g 舍， 拘 盧舍） 〔里程〕 62  254 
コーサ 〔力〕 ヮ" ッ ガ Kosa〔ka〕vagga  〔地名〕 

61 237,  238 
ゴーサ サン ニヤ 力 Ghosasafifiaka  〔]：ヒ 丘の 譬 

喻經〕 27  249 
コ―サ 一 タキ kosataki    (拘舍 怛祇， 葫蘆〜 次 

項） 〔樹〕 17  47  ；  2'2 下 134 
コ―サ —テ. f キー kosatiki  〔蔓草〕 24  503 
コ— サラ Kosala  q) (拘 薩羅， 薩羅' 〔國〕 2 


413;  3 199;  4 131; 7  205; 11 上 131; 21 
146;  61 429 ② 〔王〕 2 165;  3  594 ③ 〔辟〕 
11 下 70 

ゴー サーラ Gosala  (巨 舍羅） 〔比〕 2'5 114 
コ一 サラ • サム ユッタ Kosala-samyutta  (拘 

薩羅 相應） 12' 118。 
コーサ ラデー ヸー Kosala-devi  (拘 薩羅 夫人） 

〔波斯 匿の 姉妹， 頻 婆娑羅 の妃〕 31 218 
コー サン ノ< ラブ ヂャ kosamba-labuja  〔樹〕 

39  391 

コー サン ビー Kosaml〕r  ('|' 萬 賞彌， 拘 啖彌） 〔都〕 
1 110,  262,  298  ；  2  25，  55,  74， 172, 179  ；  3 
486,  587  ；  4  30;  5  9，  249  ；  6  224  ；  7 132， 
165; 18 144，  418;  65(111)  69 

コー サン ビー-ギヤ 一 タカ Kosambi-jStaka 
(t 喬賞彌 本 生物 語） （四 二八） 33 103° 

〔コ— サン ビー 法 勅〕 65(111)  69 

コー サン ビヤ • スッタ Kosambiya-sutta け 喬 
賞 彌經） 10  54° 

コーシ キー Kosiki  〔河〕 35  233，  238 

コーシ 姓 Kosi-gotta  ( = コ ーシャ 姓） 27  467 

ゴ— シタ Ghosita  (瞿師 多， 瞿 師羅， 瞿 史羅） 
〔居士〕  41 162;  63  316 

① ゴー シタ一 ラーマ （I, ゴ— シタ園 

Ghosi ほ mma  (瞿 師羅 園， 瞿私多 園， 瞿史羅 淸 
舍， 美音 精舍） ① 2  55,  74, 179  ；  3  587;  4  30; 
6  224 ② 1 262，  298  ； 11 上 130  ； 18 144，  254， 
418  ；  20  280 
コ ーシャ ① Kosika,  Kosiya  〔姓〕 2  9*;  36 
15,  363,  365,  366,  368,  375，  376,  379 ② 
(t 喬尸迹 ，拘 翼， 帝釋） 9  440，  441 ； 24  478;  30 
424  ；  59 上 271 ； 60  62 ③ Kosiya  〔比〕 25 
188  @  (拘私 夜） 〔仙〕 38  263  ®  (拘私 夜） 
〔人〕 26  84 ⑥ （拘私 夜 = マツ チヤ リャ. コ— 
シャ） 37 116 ⑦ （= コ ーシャ ゴ ッタ） 34  252, 
255* 

コーシ ヤー Kosiya  〔女〕 29  402 
コ 一 シャゴ ッタ KosiyagoUa  〔婆〕 34  250 
コーシ ャ.^ ^ヤー タカ Kosiya-jataka ① (コ 
一 シャ女 本 生物 語） （一三 〇） 29  399° ② （梟 
本 生物 語） （ニニ 六） 30  353° ③ （拘私 夜長 者 


(253) 


本 生物！ §) (四 七 〇） 34  75° 
コ— シャ女 本 生物 語 Kosiya-jataka  (—三 〇） 
29  399° 

コ一シ ヤー ャ ニー    KosiySyani  〔女: 29  471 
ゴー シ ンガ Gosiiiga  (牛角） 〔沙羅 林〕 22 下 29 
ゴ— スヂ ヤー タ GosujS は 〔傳 C 轉輪 王〕 26 
313 

コース ンノ々 kosumbha  =  kusumbha  (紅 藍, 

赤 花） 〔樹〕 26  31 ； 27  45,  96,  246 
コース ンノ々 パ リ ャ Kosumbaphaliya  〔上 匕 丘の 

彗ロ 翁經〕 27  246 
コーセ ツヤ koseyya  (fS 奢耶， 愼 除耶， 娟， 網 

絲， 絹 織, 絹布， 野 § 衣） 26  419 
コータ Kota  X  ：ダ ミラ 人〕 60  315  2  〔山〕 

60  303 ③ 〔城〕 60  315 
ゴータ Gotha  〔海〕 60  295,  298 
ゴーダ 一 Godha  r  !' 沙陀） 〔釋 氏〕 16 下 262 

② （= カーリ. ゴーダ — 1 〔女〕 25  262,  263 
ゴ一 タ ィ ンパ ラ Gotha-imbara  (= ゴ一 タ 

〔力〕） 〔戰 士〕  60  299,  303,  316 
ゴータ 〔力〕 G(Hha〔ka〕  （二 ゴー タイン パラ戰 

士）  60  303,  316,  317 
ゴー ダカ godhaka  〔鳥〕 39  414 
ゴー ダガッ タティ ッサ Godhagat は- tissa 

〔比〕 60  312 
ゴータ こ 力〕一 パャ Gothakabhaya  (=メ  一ガ 

ヴ ンナ） 〔王〕 60  405,  408,  409 
ゴ —ダ. ヂ ヤー タカ Godha-jataka  (蜥蜴 本 生 

物語） ① （一三 七） 29  435° ② （一四 一 ） 29 

449° ③ （三 二 五） 31 446° ④ （三 三 三） 31 

483" 

ゴー ダッタ GodaUa  f  〔比〕 25  238 ② 〔比， 

阿琵 達磨 師〕 62  271 
コー タツ ラ Kotalla  〔著 (乍 者〕 61 195,  240 
ゴ一 タ パ ッ ノ  く タ Gotapaobata  (= コ一 ティ パ 

ッ パタ） 〔園〕 60 143 
ゴー タ— パャ Gothabhaya  〔王〕 60  257,  291 ； 

61 446 

ゴ一 タ パラ gothaphala  〔藥 果〕 3  357 
ゴ— タマ Gotama ① （鸛 暴） 〔姓〕 1 284 ；  2  9* 
② （V に 答 1^  = 釋子） 3  64;  6  4; 18  2 ③ 


〔比〕 60  296,  310 
ゴ一 タマ 力 Gotamaka  〔外： 19  387 
① ゴー タマ カ廟 ②ゴ一 タマ 力 チェ 一 ティ ャ 

Gotamaka-cetiya  (瞿 曇廟， 瞿暴 塔， 瞿曇祠 

堂， 瞿曇 支提） 1 329  ；  3  502  ；  7  70,  71 ； 8 

12;  21 255;  23 186 
ゴー タ ミ  一 Gotami  X  (瞿暴 女， 瞿 曇彌， 喬答 

彌=大 愛 道, 摩 訶波闍 波提， 摩河艱 曇彌） 〔尼， 

佛姨 母〕 11 下 356 ま 〔昆舍 浮 (！) iJ の 信女〕 41 

337 

ゴー タム 力 Ghotamukha  (瞿! ^牟 f 加） 〔婆〕 

11 上 209,  210 
ゴー タム 力. スッタ Ghotamukha-sut1;a  (瞿 

哆牟 伽經） 11 上 209= 
ゴ —タムキー GhotamukW  (1£ 哆牟伽 講堂） 

11 上 216 

ゴ— ダ— ヴ リ  一 GodhSvari  (瞿陀 婆 利） 〔河〕 

24  371 ； 36  35，  41 ； 61 409 
コッタ koUha 1 〔太鼓〕 61 81 ② 〔樹〕 37 

171 ::|u= コッ タカ） 〔鳥〕 39  415 
コッ ター KoUhS  〔村〕 61 99 
コッ タカ kotthaka  ',= コ ッタゾ 〔鳥〕 27  74 ； 

59 下 227 

コ ッタ カパッ ダ Kotthakabaddha  〔瀑布〕 
61 406 

コッタ サ一ラ 〔力〕 KoUhas5ra〔ka〕 〔村;] 61 

180,  261,  265.  354,  433 
コ ッ タパ ッ ダ Kotthabaddha  〔堤〕 61 228， 

229 

コッ タマ一 ラカ KotthamSlaka  〔地名〕 60  91 
コッタ ヴ一 タ KoUhavata  〔地方〕 61 83 
コ ッ ダングリ 力 ケーダ 一ラ 

Koddharigulikakedara  〔地名〕 61 253 
コッテ イヴ— ラ Kotthiv5la  〔郡〕 60  300 
コッ トウ 3]"   kotthu-suna  39  412 
コッ ト ウマーラ KotthumSla  〔山〕 61 421, 

422 

コップ sarava 11 下 328 

コ— ティ ① koti  (俱 胝， 倶底， 一千 萬） 31 95  ； 

38 1 ② Koti  〔村〕 3  404  ；  7  54 
コー ティカ kotika  〔植〕 27 129 


(  254) 


コーラ一 コ 


ゴ— ディ 力 Godhika  fH 氐迦） 〔比〕 12  203; 
25 121 

コー ティ ガー マ Kotig§ma  (拘利 村、 3  404  ； 
7  54 

コー ティ シムノ 《リ *チ* ヤー タカ Ko り simbali- 

jataka  (綿 澍頂本 生物 語） （四 一二）  32  395° 
コー ティ ノ 《ッ サーブ 〔ナ〕 Kotipassavana  〔精 

舍〕 61 14，  22 
①ゴ— ディ プッタ ②ゴー ディ 子 Godhipuna 

(=提 婆 達 多） ① 4  290 ② 4  291 
①コー ティ 山 1^ コー ティ パッ パタ Koti- 

pabbata  i  = ゴ —タ パ ッ ハ' タ ） 〔精 舍〕 ① 60 

293,  398  ；  62  254  ；  63 123 ② 60  -398 
コート ゥ ン ノくラ '； 3)  kotumbara,  kodumbara 

〔衣〕 26  329;  37  457;  39  311,  331，  540;  59 

上 6 ② Kotumbara  〔人〕 59 下 188 
コート ゥ ンノ々 リ ャ Kotumbariya  〔上 匕 丘の 譬 

喻經〕 2'6  329 
ゴーナ ① Gona  〔地方〕 61 433 ② Gopa  〔河〕 

60  397;  61 20,  21 
ゴー ナカ  一 Gonaka  〔河〕 60  389 
ゴー ナガ— マ Goijag§ma  〔港〕 60  213 
コーナー ガ マナ KonSgamana  (拘 那含牟 尼, 

拘那 含， 拘那 摩那） 〔佛〕 1 12  ；  6  362  ；  65 

(III)  77  ' 

ゴー ナ ガー ム 力 Goijagamuka  〔地名〕 61 241 
ゴー ナツ ダ Gonaddha  (瞿 那墮） 〔地名〕 24 
380 

ゴ— 二 サーデ .,. Gonisadi  (牛 队） 〔精 舍〕 61 
20 

ゴ ーヌス Gonusu  〔地方〕 61 433 

ゴーパ 力 Gopaka  T  〔比〕 3  522 ② （瞿 婆） 

〔天子〕 7  308 
ゴー パカモ ッガッ ラー ナ Gopaka- 

Moggallana  I'fS 默目犍 連） 〔婆:] 11 上 357 
ゴー パ 力. モ ッガッ ラー ナ 'スッ タ 

Gopakamoggallana-sutta  (瞿 默目犍 連經） 

11 上 356° 

ゴー パーラ Gop§la ① （牛 護） 〔司祭の 子〕 35 

190,  197* ② 〔夜叉〕 8  280 ③ {； 山〕 61 399 
ゴー パーラ マータ 一 GopSlamStar  〔王女 己〕 


59 上 254;  59 下 130 
ゴーピ 力— Gopika  (瞿毘 ） 〔爆 女〕 7  308 
ゴーピ カー 洞院 Gopika  guha  65(111)  94 
ゴー ビン タ、、 マラ Govindamala  〔山〕 61 420 
コー ホー ンパ Kohomba  〔村〕 61 262 
コーマ khoma  ( f^B, 劫^ 窗£ 衣， 麻， 亞嚇， 麻布, 

窥衣， 麻織） 26  459 
ゴー マタ窟 Gomata-kandara 1 269；  4 119 
コーマ ダーャ 力 Khomadayaka  〔比丘の 譬 UbI; 

經〕 26 146 
ゴー マティ  一 GomatI  〔水路〕 61 409 
コーマ ドウ ッサ Khomadussa  〔村〕 12  314， 
315 

コーマ ドウ ッサ邑 Khomadussa  〔經〕 12  314 
ゴ— マヤ ガー マ Gomayagama  (牛 糞 村) 61 
333 

コー マー ャプ ッタ Komayaputta  〔f 弗の 前生〕 
31 296* 

コー マー ャプ ッタ 婆羅門 本 生物 語， コー マー ャ 
フ ッタ *デ ヤー タカ KomSyaputta-jStaka 
(二 九九） 31 295° 
コ一 マー ラメぐ ッ チヤ Komarabhacca  (=耆 婆) 

〔小兒 醫師〕 28  239，  242 
①コ— ム ディー ② コーム ディーの 満月 
komudi (滿 月の 夜， 迹剌 底; in 月の 満月） ① 27 
209  ® 11 下 84 
コ ーャッ ティ koyatthi  〔鳥〕 35  243 
①ゴー ヤー ナ ま ゴーャ —ニヤ Goy5na， 
Goyaniya  (俱耶 尼， |1 耶尼） 〔洲〕 ① 26  34 ② 
38  452 

コーラ ① kola  (棗 = コーラ 力） 26  249,  404  ； 
27  72，  96, 106， 149  ；  37 158, 159  ；  39  511 ； 
43 180 ② Kola  〔港〕 59 下 248 ③ 〔池〕 61 
56 

コーラ 力 kolaka  (= コーラ） 〔樹〕 26  29 
① コーラ カッテ ィャ ② コーラ 刹 帝 利 種 
Kora-khattiya  〔裸 形 沙門， 狗戒を 保つ〕 ① 
8  8* ② 29  254,  255 
ゴー ラカー ラ Go!akaia  (黑 丸） 〔人〕 39 17 
コーラ カラ ンパ Korakalamba  〔婆〕 33  53* 
コーラ 人 Kolaka  27  91 

(255) 


コー コーラ, こ 


コ— ラダー ャカ KoladSyaka  〔比丘の 譬 ま經〕 
27 153 

コーラ ッ キヤ Kholakkhiya  〔尊像〕 61 99 
ゴ ーラノ 《—ヌ Go!ap5nu  〔村」 61 11 
ゴー ラパー ハ Gojabaha  〔渡〕 61 271 
コーラ ビン ナ Kojabhinna  〔河〕 61 479 
ゴ一 ラ-" サ ghoravisa  (fe ろし さ ある 者， 
蛇） 42 11 

コーラ ヴャ Koravya  (拘牢 婆， 高羅 婆） 〔王〕 

11 上 80，  85;  20 121 ； 37  254 
コーラ ンダ korapda  (= コーラ ン ダカ' ' ： 華' 

樹〕 26  352，  477  ；  27 129，  167,  222  ；  37 171 ； 

41 215 

コーラ ン ダカ （T  korandaka  (= コーラ ンタ ） 

〔樹〕 37  285  ；  39  410 ② Korandaka  〔村〕 

62 188 ③ 〔精舎〕 62 186 
コーラ ン ダカ プッ ピャ Korandakapupphiya 

〔比丘の 譬喩 經〕 27 129 
コーラ ンダプ ッ ピャ Korandapupphiya  〔上 匕 

丘の tfnls 經〕 26  352；  27  221 
コーラ ンパ Kolamba ① 〔村つ 60  364,  396 ② 

〔池〕 60 142  ；  61 411 ③ （= コ 口 ンボ 港'' 61 

497，  500,  561 
コーラン ノく ハーラ 力 Kolambah5laka  (T  〔村〕 

60  320，  373 ② 〔精 舍:； 60  287 
①コ一 リタ ②コ一 リカ Kolita,  Kolika  (拘 

律陀， 拘離多 = 目犍 連） 〔比〕 ① 3  77  ；  26  48  ； 

27  212  ；  41 228，  252，  327，  349，  356 ② 25  21 
ゴ— リ ハラ Go!iha!a  〔軍〕 61 372,  373 
ゴ— リ マン ダ Gorimanda  〔人〕 39  57 
コ— リャ 2)  Koliya,  Koliya  (拘 利） 〔國， 族〕 

7 159  ; 10 162; 16 上 54,  56*; 18 109,  342; 

29  284;  60  353 ② Koliya  〔大臣〕 25  55 ③ 

koriya  〔樹〕 38  435 
①コ一 リャ プッタ ②コ一 リャ人 Koliya- 

putta  (拘羅 子） ① 4  285 ② 10 162* 
コ— リャ ヹッサ Koliyavessa  (二十 億） 〔比丘 

の饕 D ぉ經〕 26 168 
コ —ルール Ko!Qru  〔地方〕 61 362 
コー ノレ ヴッ コッタ Kojuvukkotta ① 〔地名〕 

61 366 ② 〔堡 11〕  61 365 


コール ヴラ Ko!uvm-a  〔村〕 61 362 
ゴ一ヴ Gova   = ゴァ港 61 497 
ゴ一 ヴッ ダマ一 ナ GovaddhamSna  〔村〕 33 
322 

コーギ ラ―ラ ① kovilara 拘鞴 陀羅， 俱毘陀 

羅, 俱毘羅 ，黑檀 = クギ ラー ラ， 盡 度樹） 〔樹〕 
20  372  ；  24 16,  491 ； 26 16;  36  366  ；  44  423， 
475;  60 110;  63  53     ^  Kovilara  〔村〕 61 
93 

コ ン ガマ ンガラ Koiigamaiigala こダ ミラ 八〕 
61 390 

コング Koiigu  〔地方〕 61 363 
コンクリート sudhS  (石灰， セメント， 漆卩 食） 
62  286 

コーン タディ サ―ギ デャャ Koiitadisavijaya 

〔將 軍〕 61 260 
コン タティ ッサ Kontiputta-tissa  (拘多 帝 須)' 

〔比〕 65 山 67 
コン ダン ニヤ Kopdafifia  X  (tS 陳如， 拘利若 > 

〔姓〕 6  363;  36  47* ② （t 喬陳如 = 阿 若慎陳 

如， 五 比丘の 一人） 〔比〕 3  21， 22;  26  91; 28. 

118;  60  4 ③ （tg 陳如 1 〔佛〕 41 25(r*，  357, 

358  ;  60 152 ④ 〔酒屋の 小僧:！  28  494 
コ一 ンタ" ン ニヤ. = コ ンタ' 'ン ニヤ 
コーン チヤ Kofica  i  〔王〕 25  408 ま （鷲， 蒼 

鷲） 〔宮殿〕 38  470;  41 248 
ゴン ディ Gopdi  〔村〕 61 12,  38,  83 
コーン ティ Konti  (拘多 = クン ティ） 〔女〕 60' 

55 

コーン ティ マ一 ラー Kontim§r5  〔？ 可: 39 
293,  347 

コン ディ ヴ一タ Koijdh'g は 〔地方〕 61 109- 
コン ドウ ル ヴ Kondurva  〔村〕 61 287 
ゴンナ Gorma  〔村〕 61 69 
ゴンナ ギリ Gopijagin  〔精 舍〕 60  287 
ゴンナ ギッティ 力 Gonnavitthika  〔村〕 61 
69 

コ ― ンパ Komba  〔大臣〕 61 240 

これ ある 時に かれ あり imasmim  sati  idarh 

hoti  (彼 有 るが 故に 此有 り ） 13 40，  96, 102, 140 
これ 生ずる 時に かれ 生ず imassuppada 
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こ， 己， 小， 子，!;  i, 戸， 古ーコ 


idam  uppajjati  (彼 生す るが 故に 此 生ず） 13 
40，  96, 102, 140 
これ 無き 時に 力、 れ なし imasniiih  asati  idam 
na  hoti  (彼 無き が 故に 此 無し） 13  40,  96, 
102， 140 

これに あらず No  c'etam  〔經〕 13  211, 216 
これ 滅ー i— る 時に 力、 れ滅す imassa  nirodha 

idam  nirujjhati  (彼滅 する が 故に 此滅 す） 13 

40,  96, 102, 140 
これらの 七 Satt'ima  L 經〕 13  222 
己 心 ① sadtta  22 上 331,  334，  337,  339,  346 

② SadUa  〔經〕 22 上 331 
己 心 品 Sacitta-vagga  22 上 331，、 358 
己 身 ① sakkaya  (有 身， 薩 迦耶， 個體） 15  399  ； 

18  61, 62 ② Sakkayo  〔經〕 15  399 
己 身 見 ① sakkSya-ditthi  (有 身 見， 身 見， 薩 

迹耶 見， 個體 常住 毘） 15  235,  436  (DSakkaya 

〔經〕 15  235 
己 物 想 saka-safifiin 1 88*,  98 
〔己 身の 四諦〕 14  246，  248; 18  61 
己 利 ① aUaUha  (自利， 自義） 16 上 325*; 19 

321* ② sadattha  22 上 27*  ；  22 下 126* 
己 利を逮 得し anuppatta-sadattha  (利 想に 逮 

達し） 22 上 27* 
小 池 kussubbha,  kussobbha  (小 湖） 13  45  ； 

16 下 300  ； 17  399  ； 18  247  ；  22 下 3,  5，  7，  9 
小石 ① pasana  (石， 岩） 11 下 212，  228，  289 

② pSsSija-sakkhara  (石 礫） 13  206,  207,  208 
小 斧 vasi  (斧） 4  261 
小 河 kunnadi 13  46, 172, 173  ； 16 下 300  ； 

17  400  ；  22 下 3,  5，  7，  9  ；  25 147 
小 鋤 vaiikaka  (玩具 鋤， 鋤 遊び， 鋤戯） 9  462 
小麥 godhuma  2  428 
小麥粉 sattu  (鈔， 圑子） 25  55 
小麥酒 piUha-sura  2 174 
小屋 ① kuti (小舍 ，房， 房舍， 茅舍） 42  99,  341 ； 

43 184，  354  ；  44  452,  470,  486  ；  62  49 ② 

agSra  (家， 屋舍） 8 108 ③ guhS  (窟, 洞窟， 

洞穴， 洞， 山窟） 1 261 ④ uddosita 1 338 
小舍 kutika  (草 蓄， 小 房， 茅屋， 房 室， 屋舍） 

16 上 106;  25 143 


小 舍は葺 かれ charma  kutika  (屋 舍は葺 かれ 

= 家は葺 かれ） 25 108 
子 puUa  (兒， 兒子， 子供） 〔四 種〕 42  373"  ；  44 

387°,  405,  412,  462 
子 ある 者 puttimant  24 12 
子 象 hatthicchapa  (幼き 象） 22 上 137， 138 
子供 （DdSraka  (幼 兒） 64  411, 414  ®  putta 

(子, 兒, 兒子） 39 15° 
〔子供の 母 を 判定す〕 39 15 
〔子供の 譬晴 0  64  414 

〔子な き 者の 財 は沒收 せらる〕 1 27; 12 150, 153 
子に 等しき ものな し Natthi  puttasamarh 
〔經〕 12  8 

〔子の 生る る を 欲する 五 理由〕 19  58;  58  45 
〔子の 死 を 悲しめる 王〕 '33  327 
〔子の 死 を 悲しめる 長者〕 33  289,  320 
① 子の 肉 ② 子 肉 putta-maihsa ① 62  60， 

82  ；  63  245 ② 13 142， 143 
① 子の 肉の 譬 It ②兒の 身 肉の 譬卩 I 

puttamaihsupama  1)43  365;  63  235  D  25 

199 

〔子の 肉 を 食す る 譬喩, 段 食〕 13 142;  42  361; 

43 176,  365  ；  44  478  ；  59 下 259  ；  62  82 
子守唄 gita  (歌， 歌謠） 36  386 
子 を 持たず ApuUaka  〔經〕 （一) (二） 12 150, 

153 

戶外鬼 事 Tirokudda-petavatthu  25  3 
戶外經 Tiroku づ 4a-sutta  (塀 横 斷經） L 小誦〕 
23  9° 

戶窓听 dvara-kosa  2  75 

戶柱 samghata  4 184,  215,  228，  236 

戶鑰 apapurapa  (鑰， 鍵） 11 下 153 

古徑 purananjasa 13 154， 155 

古師 pubMcariya  (先師， 先 軌範 師） 5  387 

古 車 jara  sakata 16 上 373 

〔古 車の 譬喻〕 16 上 373 

古城 purana  nagara 13 154 

〔古城の 譬喻〕 13 154 

古人 ① poraija  (古聖， 古註 擇家， 昔の 人） 50 
455;  59 上 47;  62  40, 118，  303;  63  81， 82, 
111,  157,  243;  64 18， 165，  298,  299，  313, 
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コ 一 古， 呼， 固, 姑， 居， 股, 虎， 孤， 狐， 枯， 故 


338，  370,  371，  378,  380,  382,  391，  407,  458 
② porSijika  41 362 
古聖 poraija  (古人, 古註 釋家， 昔の 人） 65(1) 
89，  90 

古聖 書 manta  (聖典， 聖經， 聖書， 眞言， 呪文， • 

神 典， 祕典） 38  310,  315,  321* 
古 仙 i:  pubbaka  isi  (古 仙人） 3  429；  6  338°, 

339，  342,  344 ② porSija  isi  38  79 
〔古 仙 名' 4 155°; 19  312，  319;  20  308,  309 
古 仙人 pubbaka  isi  (古 仙） 11 上 224，  225,  261 
〔古 船 を 顧みざる 譬喩〕 28 12， 13;  41 222 
古譚 akkhSna  (語り物， 謠ひ） 37  233 
古註 釋家 poraija  (古人 古聖， 昔の 人） 65(1)  79 
古簿 acariyaka  8  36,  38* 
古 f 專設 S'itih お a  (伊 帝 訶寫, 史傳， 傳說， 如是 
語 I  6 132,  168,  179*,  192，  202,  207; 11 上 
178,  187,  195，  219,  223,  274  ； 17  264  ； 19 
312  ；  24  206  ；  26  32，  275  ；  27  39;  59 上 10, 
21, 357 ② anupubbi-katha  '次第 說） 65(1)  80 
古道 purana  magga 13 154, 155 
古 貝 kappasika  (劫 貝， 木棉， 綿， 木綿 衣， 綿布） 

3  492  ；  22 上 63 
古 ほ 細 衣 kappasika-sukhuma[-civara  j 14 
228，  229 

古 魯聖篤 indavSruijika  〔樹〕 33  208 

古 話 pm-apa  59 上 10,  357 

呼稱 D  abhilapa  5  299  (2：  samanna  (稱 呼， 

通名， 通稱， 俗稱， 名目） 59 上 49 
固執 ajjhosi は 18  46 
固 性 khara-bhSva  63  254,  255 
固 態 khari-gata  (堅 性） 63  250,  251 
固陋なら ず akhila  (剛腹な く  ） 12  324 
姑 尸 ① kusa  (孤 沙， 拘舍, 拘除， 矩奢， 草， 茅 草, 

萱， 吉祥 草） 37 137， 147  ；  38  373     d  Kusa 

〔王〕 36  287,  292,  294*  ；  39  25,  98 
姑 尸 王 本 生物 語 Kusa-jStaka  、五三 一) 33 

238,  360;  36  280°  ；  61 509 
居 家， 居 S ，居 宅〜 キヨ 

居士  '！  '  gahapati  (家主， 長者， 居士 族， il| 主） 1 
358,  369,  437  ；  2  285,  362,  474  ；  3  28* ② 
gahaoatika 1 364,  374 


居士 衣 gahapati-civara 1 284  ；  3  490，  491 ； 

4  302;  20 151 
〔居士が 殺害 せらる る譬 Bh ミ〕 14 179 
居士 火 gahapataggi  (長者 火） 8  296 
居士 兒 gahapati-put は （家主 子） 2  362,  474 
居士 種 gahapati-kula  4  246 
居士 衆 gahapati-parisS  〔八 衆の 一〕 7  78, 

79  ；  8  339  ；  21 250,  251 
居士 埃 gahapati  (居士， 家主， 長者） 10  8 
〔居士の 强愁 とその 妻： 30  344;  31 415 
〔居士の 欲求 等〕 20 114 

居士 婦 Dgahapa ほ ni 1 358,  364,  369,  437； 

9  228  ®  gihini  (在家 女） 1 63 
居士 賨 gahapati-ra は na  〔七寶 の 一〕 6 133， 

379  ；  7 172°,  186*  ；  8  74，  92  ； 11 上 179  ； 11 下 

226°  ； 16 上 295  ； 19  234,  235  ；  24  207;  34 

162;  59 下 182 
居士 品 Gahapati-vagga 10  85°  ； 15 176, 

198;  21 81， 119 
股 力 〔者〕 Uru-balin 11 上 90,  91 
① 虎列剌 % 虎疫 visacika  a;  42 17，  24，  66， 

381 ； 43 165,  178,  237,  336，  340  ；  44  23,  95， 

372,  416 ② 22 上 355 
虎路子 Byaggha-pajja  (=拘利人\  21 205* 
虎 路庄者 Vyaggha-pajja  、二 サー ブー ガ 村人) 

18  342* 

孤 坐 raho-ga は （寂 靜處） 12  234 

孤沙 kusa  (姑 尸， 拘舍， 矩奢， 草， 茅 草， 萱， 吉祥 

草） 25 114, 165 
孤獨 paviveka  (遠 離， 離， 濁 居， 閑寂， 閑靜， 間 

居， 寂靜） 23  280  〔尋 思；； 23  279,  280 
① 孤 跼 行 ② 孤獨 行者 pavivit は （遠 離， 遠 離 

者， 遠 離處， 濁 居 者， M 居 者） ① 9 130° ② 9 127 
狐猿 pampaka  39  413 
狐疑 離 曰 Kaiikha-revata  (i^iS 離 伐 多, 疑 離 越， 

疑惑 離 曰-離 ti^ 多） 〔比〕 25 108 
枯渴觀 sukkha-vipassaka  〈乾觀 者） 65(1) 10 
故意に saficicca  (故 思に， 故ら に） 1 120;  2 

197,  236,  469;  5  38 
〔故意: こ 生物 の^を 奪 ふ〕 58  211 
故意の 1 saficetanika 1 188  (g.  sampajana 
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故， 胡， 個, 扈， 瓠， 湖ーコ 


1 154 

故意の 妄語 sampajana-musavada  (故 妄語， 
知 り て 妄語す る こと， 正 知に して 妄語す） 2  2  ； 
5  59; 10  4;  42  230  ；  43  23，  213  ；  44  341 ； 
59 上 400 

故 衣 purana  civara 1 348*  ；  5 14，  56 

故 5A 具 purana  santhata 1 393 

故 業 purSpa  kamma  (失業) 17  362  ； 18  347 

故 座 具 purana  nisidana 1 393 

故 思 safice は na 18  277 

故 思 業 sancetaniKa-kamma,  sancetaniya- 
kamma,  sancetana-Kamma 11 下 283,  285, 
286  ；  58 103,  201,  203,  314，  315  ；  〔59 上 192， 
336〕 

故 思に saficicca  (故意に， 故ら に） 58  387 
故 思 品 Sancetanika-vagga 18  277 
故 出精 罪 sancetanika-sukkavisatthi- 

apatti  2  48 
故 出' 淸 "殘 asucim  mocentassa 

samghadiseso  〔第一 (曾 歹ま〕 5  8 
故 都 purana  rajadhani 13 154 
故 二   puraija-dutiya  (先妻， 舊妻， 故の 妻， 前 

妻， 會の 妻） 29  469,  474 
故 妄語 sampajana-musavada  (故意の 妄語， 

知りて 妄語す る こと， 正 知: 二して 妄語す） 1 

96  ；  3 183， 184  ；  5  21 
胡 ① marica  〔藥 果， 樹〕 3  357  ；  27  2,  73  ； 

35  250;  59 上 130 ② pippala,  pipphali (畢 

波羅， 蓽撥） 24  496;  31 448 
胡麻 tila  (菜種 1 1 105;  3  371,  374*;  7  339; 

9  92， 133  ; 11 下 100  ; 17  211; 20  362,  366; 

22 下 80  ；  24  249，  256,  449  ；  26  398  ；  31 13, 

15  ；  36 140  ；  43 157,  311 ； 58  27 
胡麻 滓 pmfiaka  (胡 森 粉， 措 胡麻， 糜汁 ） 2 

549;  5 117, 134 
胡麻 洪養 天宮 Tiladakkhina-vimana  24  448 

胡麻 〔粉〕 tila-pitthi 11 下 175 

① 胡麻 粉 ②胡 森の 粉 pmfiSka  (胡麻 滓, 摺 

胡麻， 糜汁） 1： 6  238 ② 9  283 
胡麻 膏 tila-kakka  3  363 
胡 麻 子 量 tilaphala-maUa 1 43 


胡麻 粒 Ula-phala  (胡麻 子） 44  290 

〔胡麻の 供養と その 果〕 2'4  449 

胡麻 幹 tila-dandaka  25  380 

胡麻 飯 tilodana  33  6,  7 

胡麻 餅 tila-samgulika  4  24 

胡麻油 rtila-tela 1 424;  2  560;  31  448， 
449;  63  62，  64，  375;  64  292,  344,  350 ② 
tela  (油） 17  459;  23 104，  105,  236,  237;  27 
21 ； 58  27 

① 胡麻油 燈 ② 胡麻油の 燈火 telappadipa 

(油 燈） ① 23  203,  204 ② 23  226 
〔胡麻より 油 を 求む る 響 niO 11 下 175 
個人 puggala  (補特 伽羅 人, 士夫） 5  206,  207 
個體 sakkSya  (有 身， 薩 迦耶, 己 身） 10  22° 
個 體の集 sakkSya-samudaya  (有 身の 集， 有 

身 集） 10  22° 
個 體の滅 sakkaya-nirodha  (有 身の 滅， 有 身 

滅） 10  23° 
偶 體の滅 の 道 sakkaya-nirodhagamini 

patipada  (順 有身滅 道） 10  23° 
①個體 常住 見 ②個體 見 sakkaya-dinhi  (有 

身 見， 身 見， 薩迹耶 見， 己 身 見） ① 10  23° ② 

59 上 370，  371 
扈從 amka  (軍勢， 軍 陵， 兵隊） 3  327 
瓠果 ほ bu  (葫 蘆， 南瓜 〜瓢箪） 36  70 
魏壺 tumba-kataha  4 176 
湖 ① udaka-rahada  (池， 湖水， 湖 泉， 水 沼， 水 

池） 9  480,  484; 11 上 26  (2'  rahada  (湖水） 

12  290,  314 ③ は ssara  3 196 
湖沼 sara  (湖， 池, 湖水） 24  414,  415 
湖水 ① udaka-rahada  ( 湖 泉， 湖， 池， 水 沼， 水 

池） 16 上 11; 20 155;  24 169  〔四 種〕 18 185 

② rahada  (湖） 23  364 ③ sara  (湖， 湖沼， 池） 

20  355  ；  30 130 
〔湖水と 波浪の 譬 BiO  20 155 
〔湖水に 沈められ たる 醍醐 又は 油の 譬喩〕 上 

12; 16 下 259 
湖水: こ B 兪 ふべ さ補特 { 加羅 udakarahaduF  a  n:  a 

puggala  (池 Bi; 人） 〔四 種〕 18 185 
〔湖水に 投 ぜられ たる 大 石の 譬喩〕 16 上 11 
〔湖水の 譬 niO 18 185  ；  24 169  ；  47  427  ；  59 上 280 


コ 一湖， 雇， 虛， 琥， 跨， 鼓， 葫， 誇， m, 顧 


湖 泉 udaka-rahada い 湖水， 湖， 池） 11 上 19 

〔湖 泉の 譬喩 一 第二 禪〕 6 111; 9  480; 11 上 
19 ； 11 下 104  ； 19  33 

湖 池 ① pokkhara が （池， 蓮 池， 泉 池， 池 水） 
li; 下 396  2：  Pokkharani  〔經〕 16 下 396 

雇 帝 bhogavasini 1 236* 

虚 tuccha  '空 虛， 虚偽） 41 193* 

虚証語 musS-vSda  (妄語， 妄言， 虚言） 8  238, 
239,  310,  349，  378  ； 11 下 14  ； 17  343,  493  ； 
18  364,  444  ；  22 上 76  ；  22 下 123，  191* 

虚誑語 者 musSvadin  (妄語 者） 11 下 35°， 
286*  ； 18  380,  384  ；  47  415,  416，  417 

①虚誑 語の 離 虚証語 を 離る musavScla 
veramani (離虚 ま 語， 離 妄語） ① 16 下 237 
② 18  444; 17  343〕 

虚 法 mosa-dhamma  (虚妄 法） 22 上 321 

虚班 妄語 ナ tuccharii  musa  vilapati 1 153 
虚空 ®  antalikkha  (签， 空間， 空中） 12 190； 
23  36;  25  33  f  akasa  (空， 蒼穹） 6  85; 15 
338，  339  ;  23  31; 44 145;  46  374°  ；  58 17， 
18， 19  ；  59 下 94，  95，  99, 172， 175  〔三種〕 58 
16 ③ viha  24  230  ®  Akasa  〔經〕 14  383  ； 
15  410  ； 16 上 224  t  Akasam  〔經〕 （一) (二） 
15  338,  339 

虚き有 見 論 Akaso  sanidassano  ti  katha 
58 18° 

虛空界 akSsa-dhatu 11 下 11; 64  23°,  290, 

331*；  65(IIj  53,  56 
虛き神 akasattha  devata  29  478，  481 
〔虚空に 畫く臂 喻〕 9  233 
虚空に 道な し akase  padam  n'atthi  23  56 
〔虚空の 五 支〕 59 下 293 
虚 きの 十德 akasassa  dasa  guna  59 下 175 
〔虚空 は 有 見なり〕 58 18 
〔虚空 は無爲 なり〕 58 17 
虛空遍 akasa-kasina      過 = 限界 虚空 遍） 

62  227,  347，  350;  63  336;  65(11)  78 
虚空 物 Skasattha 1 78 
虚空 曼陀羅 akasa-mapdala  62  347 
虛空 無邊處 akasanancayatana  (空 無 邊處） 

〔定〕 14  383;  45  79， 138,  172;  46  374°  ：  47 
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① 虚空 無 邊處天 ：!； 虚空 無 邊處趣 生 天 
akasanancayatanupaga  deva  I； 10  8 ② 
57  272,  273 

虚き論 Akasa-katha  58 16° 

虚] 3, 虚偽， 虚言， 虚飾， 虚誕， 虚談， 虚無〜 キヨ 

虚妄 X  alika  '虛胺 ，虚 (爲） 39  88，  89  t  asat 
(不正， 不實， 不眞， 非淨? -了， 不善 ' 11 上 169  D 
musa  3  417  ；  21 51 ； 22 上 294,  321 ； 24 
341 ； 43  59  ；  44  341 (4,  vitatha  24  3，  4  (§) 
mayavin  (班 者， 誕惑 者， 詭詐 者， 詐瞞， 偽作) 
15  455 

虚妄 語よ り 遠 離の 學處 musavada  veramani 
sikkhapada  (不 妄語戒 i  46  411， 413 

虚妄 法 mosa-dhamma  (虛誰 法） 24  289 

琥珀 masaragalla  、 瑪瑶， 猫睛 石， 車渠， 紅玉） 
2  258  ；  24  489，  540,  544  ；  59 上 259 

跨 衣 saihghSpi  2  547;  5 116, 134 

鼓聲 <'D  bheri-sadda  ： 太鼓 聲） 20  63, 156  2) 
mutinga-sadda  7 133 

鼓舞す samuttejeti  (獎勵 す) 7  79 

鼓輻 .Spi  〔經〕 13  394 

〔鼓 幅の 響 Bii〕 13  394 

葫 lasuna  (蒜， 大蒜) 29  423，  426,  427 

葫蘆 ① a ほ buka ② a ほ pu  (南瓜） ① 27 139， 
140 ② 23  40 ま' labu  4} lapu  (瓠 果， 南瓜〜 
瓢箪） ③ 62  362;  63  51， 266  (3  29 157 ⑤ 
lapu-lata  59 下 272  (6)  kumbhanda  (冬瓜 
〜夕 顏， 瓢箪） 39  123  5)  kosataki  (コ ーサ 一 
タ キ， 拘舍 怛祇） 63  60,  267 

〔葫 蘆の 一 支〕 59 下 272 

葫唐蔓 品 Lapula ほ- vagga  59 下 271 

誇 KaUhi  〔經： 22 下 60 

糊 跪 合掌す ukkutikam  nisiditva  anjalim 

pagganhati  (蹲 坐し 合掌す） 1 252，  253 
顧 念す る 心 vena  cittena  avajjati  (=轉 向 
心） 63  421 

顧問 purohi は （王師， 師輔， 司祭， 司祭 官, 帝 

師， 國師） 6 198* 
顧問 官 anusSsaka  ！ 輔師， 敎誠 者） 30 156， 

159，  172,  209 
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顧問 寶 pariijayaka-ratana  (主 兵 臣寶， 主 兵 
寶， 將 軍寶, 典 兵寶） 〔七寶 の一〕 11 下 226° 

互緣 annamanna-paccaya  (to 互緣） 40 
392*  405*，  426*  ；  46 193,  219 

互拫 annamanna-mula  48 上 1*,  9* 

互根拫 annamannamula-mula  48 上 2'〜 10* 

五安穩 g  panca  phasu-vihara ① 〔四 禪と漏 
盡〕 19 165 ② 〔慈の 身, 語, 意， 戒， 見〕 19 182 

五畏罪 panca  bhayani  verani 13 100°, 103 

五 威力 pafica  teja  〔行， 德， 慧， 福， 法〕 40 171 

五 葦 Pafica-sa ほ 〔村〕 12 193 

五蘊 panca  khandha  8  312  ； 14  74°  ；  41 183， 
193*;  46  r， 18;  47 161,  213*,  357;  48 上 
22°  ；  57  58， 182,  285;  58 138，  141，  271; 
59 上 185*;  62  400;  63 119，  155，  163,  325; 
64 15°,  80,  291，  322,  386。，  412,  413;  65(11) 
66; 〔11 上 371°- 377; 11 下 369; 14 139°  ；  40 
9，  222;  57 17*;  64 14°，  71°] 〔定義〕 57 
187, 199  〔諸 門 分別〕 46  69;  47 195-211 

〔五 蘊ー壞 法〕 14  311,  315,  318 

〔五蘊 一 苦〕 14  309,  314，  318 

〔五 蘊ー苦 法〕 14  309，  314，  318 

〔五蘊 一^法〕 14  261 

〔五 蘊ー取 法〕 14  261 ； 〔14 116，  283〕 

'〔五 蘊ー集 法〕 14  312，  315,  318; 〔14  20〕 

〔五蘊 一所 知 法〕 14  42，  249,  301 

〔五 蘊ー盡 法〕 14  311，  315，  318 

〔五 蘊ー痛 agha〕 14  51 

〔五蘊 一 塘煨〕 14  277 

〔五蘊 一 魔〕 14  307，  313,  317 

〔五蘊 一 魔法〕 14  307，  314,  318 

〔五蘊 一 無我〕 9  249,  406; 12 191; 14  6,  26， 
31, 33，  65,  67,  69，  73, 104，  127，  128,  164, 
212,  214,  264,  265，  281，  310，  315，  318  ； 15 
307  ； 17  469  ； 18  299 

〔五蘊 一 無我 法〕 14  310,  315，  318 

〔五蘊 一無常〕 14  29，  32,  64,  80,  81, 121,  278， 
279，  281，  308,  314,  317，  366  ；  22 上 353 

〔五蘊 一 無常 法〕 14  308，  314,  317 

〔五蘊 一滅法〕 14  22,  38，  312,  315,  318  ；  23  237 

五蕴有 pancavokara  bhava  40 丄 <3，  22o  ；  42 


12，  72，  76, 199,  288,  307，  342  ；  43 177,  325  ； 
44 109,  146,  212,  222,  319，  323,  405,  406; 
46 183  ；  47  227,  310  ；  48 上 36*，  56*,  107*, 
201*  315*,  351*;  49  53*,  82*,  111*  198*, 
266*,  293*，  439* 其 他； 50  359,  367,  373*, 
413，  481*  ；  57  59,  60,  334*,  337  ；  58  66,  67, 
73,  74,  79，  88， 107;  64  209,  210,  237,  238, 
241*,  259*,  322,  486 

〔五蘊 有の 結 生の 場合〕 64  241 

〔五蘊 有の 轉 起の 場合〕 64  242 

〔五 蘊觀〕 16 上 282  ； 18  226 

〔五 蘊觀察 法〕 64  290 

〔五 蘊觀と 四諦〕 14  79，  93，  254,  267,  269,  270, 

276;  41 26 
〔五 蘊觀は 凡聖の 一切に 必要な り〕 14  262° 
〔五 蘊經の 文句の 解擇〕 64  71 
〔五 蘊と蘊 '處' 界 との 相應不 相應〕 47  262 
〔五 蘊と五 蘊， 十二 處* 十八 界 との攝 非攝〕 47  214 
〔五 蘊と色 '受* 想 .行. 識 との 相攝關 係〕 48 上 22 
〔五蘊 と 十二 緣起〕 40  91 
〔五蘊 と諸譬 Dii〕 14  219;  64  82，  83 
〔五蘊 と， その 集と 滅と を觀 ず〕 14  238,  244 
〔五蘊 と 如来との 非卽非 離〕 14 176,  186; 16 上 

102,  104,  110,  113* 
〔五蘊 と滅〕 14  51 
〔五蘊 と 離慢〕 13  373,  374 
〔五 蘊に關 する 雜論〕 64  71° 
〔五 蘊に關 する 諸 決定 說〕 64  78° 
〔五蘊 に 著せず〕 14 140， 144 
〔五蘊 に S する 諸惡 見〕 14 155 
〔五 蘊に對 する 欲 貪の 捨斷〕 14  43，  313.  317 
〔五 蘊に對 する 欲 貪の 調伏〕 14 10 
〔五蘊 の 因〕 40  94 
〔五蘊 の 因， 緣の 苦〕 14  37 
〔五蘊 の 因， 緣の 無我〕 14  37 
〔五蘊 の 因， 緣の 無常〕 14  36 
〔五 蘊の有 我 相〕 14  4，  24,  26,  66,  69,  72 
〔五 蘊の厭 患— 遍知— 解脫〕 14  63,  280 
〔五 蘊の厭 患， 離 欲, 滅盡〕 14  255,  256 
〔五 蘊の我 所觀〕 14  27 
〔五 蘊の我 相〕 9  248 
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〔五 蘊の界 繁： 47 169* 

〔五蘊 の 解擇〕 64 14。 

〔五 蘊の歡 喜と 解晚、 14  49 

〔五 蘊の歡 喜と 不歡喜 14 119 

〔五 蕴の觀 法と 慧〕 41 126 

〔五 蘊の苦 觀―遍 知— 解院： 14  64 

〔五蘊 の 苦と 厭離〕 14  30，  33 

〔五蕴 の 苦と 欲の 斷： 14 122，  279,  280 

〔五 蘊の三 性の 緣關 係〕 50  25 

〔五蘊 の 三世， 不雜亂 14 112 

〔五 蘊の 四諦： 14  79,  93，  254,  267,  269,  270, 

276;  41 26 
〔五 蘊の四 諦の知 不知〕 16 上 114 
〔五蘊 の 四諦の 無知： 14  418 
〔五蕴 の 四諦， 味, 過 患， 出 離： 14  97 
〔五蘊 の 思と 不思〕 14 118 
〔五 蘊の像 然觀— 厭 患— 離 貪— 解 K〕 14 111 
〔五蘊 の 七: S 三觀〕 14  97 
〔五蘊 の 捨斷〕 9  258; 14  53，  54 
〔五蘊 の 取— 有— 生— 老死〕 14 151 
五 〔蕴の 我と 無我の 論〕 9  398-403 
〔五蘊 の 取， 現 貪〕 14  284*,  320*,  348*,  355*,  358* 
〔五蘊 の 取と 不取〕 14 116，  283 
〔五蘊 の 執と 不執〕 U  56,  58 
〔五蘊 の 集〕 14  20,  312，  315,  318 
〔五蘊 の 集と 滅〕 14  20; 15  294 
〔五蘊 の 集, 滅， 味， 過 患， 出 離〕 14 130，  272， 

273,  274 

〔五蘊 の 所染止 住と 欲の 斷；： 14 125 
〔五 蕴の諸 有に 於け る 生起〕 48 上 36 
〔五 蘊の諸 有に 於け る滅： 48 上 56 
〔五 蕴の諸 門 分別〕 46  69;  47 195-211 
〔五蘊 の 正觀— 厭 患— 離 貪— 解 脫―涅 紫;； 3  26; 
14  298 

〔五蘊 の 生起と 滅盡、 U  20; 15  294; 18 159; 

40  90  ；  48 上 36,  56  ；  64  357 
〔五蘊 の 生， tfe ，滅〕 14  60，  61 
〔五蕴 の 生滅 觀〕 18 159  ；  40  90  〔五十 相〕 64  357 
〔五蕴 の 生滅と 苦の 生滅〕 14  50,  373 
〔五 蘊の常 S, 永住 不變 易なる なし〕 14  225, 

230，  233 


〔五蘊 "つ 隨煩惱 の斷〕 14  378 
〔五蘊 の 非自所 應 と 欲の 斷〕 14 124 
〔五 蘊の不 現觀〕 14  423 
〔五 蘊の不 現 見〕 14  426 
〔五 蘊の不 近觀〕 14  425 
〔五 蘊の不 近 察〕 14  425 
〔五 蘊の不 隨觀〕 14  425 
〔五蘊 の 不通 達〕 14  424 
〔五蘊 の 不等 觀〕 14  425 
〔五蘊 の 不等 察〕 14  425 
〔五 蕴の不 了 悟〕 14  424 
〔五 蘊の遍 知〕 14  42 
〔五 蘊の遍 知， 不遍 知： 48 上 90 
〔五蘊 の 味， 過 患， 出 離〕 14  44，  47, 129，  163,  271, 
273 

〔五蘊 の 味. 過 患， 出 離の 尋求, 證得， 善 見〕 14  45 
〔五藉 の 無我： 9  406; 12 191； 14  65, 104， 

281，  310，  315，  318  ； 15  307  ； 17  469  ； 18  299 
〔五蕴 の 無我 我听〕 14  259,  260 
〔五蘊 の 無我 觀―遍 知— 解脫〕 14  65,  281 
〔五蘊 の 無我 听觀〕 14  28 

〔五蘊 の 無我 相〕 3  23;  9  249; 14  6,  26,  67, 
69,  73 

〔五蘊 の 無我 相ー慢 の滅： 14 127,  128,  164, 

212，  214，  264,  265 
〔五蕴 の 無我と 厭離： 14  31, 33 
〔3：^ の 無我と 欲の き;： 14 123,  280 
〔五 蘊の無 見〕 14  422 

〔五蘊 の 無常： 14  308,  314,  317，  366  ;  22 上 353 
〔五蕴 の 無常 觀— 喜 貪盡— 解脫〕 14  80，  81 
〔五蘊 の 無常 觀―遍 知— 解脫〕 14  64,  281 
〔五蕴 の 無常， 苦？ 14  321*,  348*,  355*,  358* 
〔五蕴 の 無常， 苦， 7^, 瘡， 剌， 痛， 疾， 他， 滅壞， 空， 

無我〕 22 上 113*;  64  323 
〔五蕴 の 無常， 苦, 無我： 3  24  ； 13 180,  369,  373  ； 

14  70，  71， 77, 105,  131,  135，  142,  151，  165, 

168,  172，  176,  186,  190,  198,  216，  233，  238, 

283，  285*  ； 16 上 108  ；  40  87,  94 

〔五蕴 の 無常， 苦, 無我， 有 H, 壞 法の 知〕 14  89 
〔五蘊 の 無常， 苦, 無我， 有爲, 壞 法の 無知〕 14  88 
〔五蘊 の 無常， 苦, 無我と 厭離〕 14  33 
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五一 ゴ 


〔五蘊 の 無常， 苦， 無我の 知 不知〕 14 180 

〔五蘊 の 無常と 厭離〕 14  29,  32 

〔五蕴 の 無常と 欲の 斷〕 14 121,  278,  279 

〔五 蘊の滅 1 14  22,  38,  312，  315,  318;  23  237 

〔五 蘊の離 貪〕 14 170，  252,  304，  305 

〔五蘊 への g!i 順法〕 14  280,  281 

〔五蘊 への 染 著と 離 貪〕 14 108 

〔五蘊 への 封 滞と 不封 滞〕 14  83，  86，  91 

〔五 蘊を我 勝 等 劣と 觀ず〕 14  75 

五圓足 paflca  sampada ① 〔信， 戒， 聞, 捨， 慧〕 

19  73, 164  ®(= 五分 法身） 19 164 ③ （五成 
就 ； 親族， 財， 無病， 戒， 見） 19  205 

五 王 Pafica-rajSno  〔經〕 12 136  、 

五 王 章 Pafica-rSjaka  61 97, 134 

① 五太の 苦行 ② 五 火の 行 pafica-tapas  (五 熱 

苦行） わ 31 429 ② 32 137 
〔五 河〕 （五大 河 ； S 河， 夜 牟那， 阿夷羅 跋提， 舍勞 

浮， 摩 企 1 13  202; 16 上 207; 16 下 308，  397; 

20  354  ；  21 64,  68,  74，  77  ；  23 170  ；  59 下 282 
〔五 河 東 流の |# 喻〕 16 上 209 

〔五 河の 海に 趣く 譬 u|〕 16 上 210;  22 上 237 
五 過失 paiica  akkhantiya  adinava  47  63, 
115°  ' 

五 I 曰の 法；? 集 dnammasariigiti  pancadha 
61 555 

五戒 （ふ pafica  sllani  (= 五 學處） 4  247;  26 
137,  139*  ；  31 158  ；  33 125  ；  59 下 190，  229  〔功 
德〕 28  383  〔報 果〕 21 136;  24  451,  521; 26 
139， 140  〔諸 門 分別〕 46  419  (2)  panca 
sikkhapadani  (五 學處) 21 83，  87，  88 ③ 
Panca-sila  〔經〕 15  378 

〔五戒〕 6  213，  374;  8  260; 11 上 67; 11 下 222， 
356  ； 15  378,  386  ； IS  172,  381, 409  ； 19  238， 
283,  284，  285，  290*,  385，  386,  387;  21 96， 
98  ；  22 上 64  ；  23  315  ；  24 143，  144，  476 ；  43 
204  ；  44  403,  480  ；  46  411°  ；  47  416  ；  57  332  ； 
58 168  〔菩薩の 母の〕 11 下 143  〔外道の〕 11 上 
45 

〔五戒と 八十. 九 心〕 46  411 
i 蓋 panca  nivaranani  (五の 障 蓋； 欲 貪， 瞋 
恚， 惽沈 睡眠， 掉舉惡 作， 疑） 6 109,  248.  260, 


306,  328,  350;  7  44,  346;  8  62, 123,  124， 
312,  365;  9  97; 11 上 265，  351; 11 下 429; 
16 上 242，  247，  292°,  364,  383; 16 下 203， 
204;  20 142,  143;  22 上 180;  22 下 1, 2，  3„ 
6,  7,  8， 112;  24  5;  40  43，  213;  44  481 ； 4 & 
347，  366;  47  63， 114，  449;  〔6 106;  8  350; 
9  264,  324°,  467; 10  58，  97; 12 166; 16 上 
274,  275,  287*  301*,  308*,  325*  ； 17  262， 
448； 18 115,  367; 19  23,  85，  87， 127,  321  ; 
22 上 226  ；  22 下 67, 125，  295  ；  25 127,  286  ； 
34 165,  340  ；  42 18，  27，  28  ；  46  282*  ；  47 
448，  462  ；  62  282，  289,  303〕  〔二種〕 16 上 310 

〔五 蓋 一 不善 聚〕 16 上 364 

〔五 蓋と 四 無量〕 16 上 317 

〔五 蓋と 七覺 支〕 16 上 286*,  301*,  308*,  325* 

〔五 蓋と その 因〕 16 上 247°，  301°; 17  4 

〔五 蓋と その 對治〕 40  51, 74，  77, 166*,  179*， 
265*,  336,  352;  41 101,  117* 

〔五 蓋と その 斷〕 11 上 351; 11 下 17， 136,  137, 
164  ； 18  25  ；  20  53，  58  ；  22 上 139，  247  ；  23  368 

〔五 蓋と 無智 無 見〕 16 上 332 

〔五 蓋と 欲 過 患〕 20 196 

〔五 蓋 等の 觀察〕 22 上 332，  333，  333,  334,  335， 
338，  347 

五學處 (1 1 panca  sikkhapadarxi  (五戒； 離 殺 
生, 離不與 取， 離 欲 邪 行， 離 虚^ 語， 離窣羅 • 迷 
麗耶 '末 陀等諸 放 m 處） 8  313; 19  295;  24 
455,  462,  466*,  490,  517,  549;  25  85;  46 
411°  ；  62  33  ；  64  67 ② Panca-sikkhapadani 
〔經〕 13  244 

五官の 門の よき 監視者 indriyesu  gut は- 
dvaro  (拫門 を 護る 者, 護 根 門 者, 守護 根 門 者， 
諸 拫の門 を 護る） 8 131 

五 願 pafica  asaya  〔頻 毗姿羅 王の〕 60  23 

〔五 逆 罪〕 （五 無 間 業） 11 下 61; 17  38; 18  410; 
19  205  ；  47  45  ；  50 166*  ；  51 26  ；  52  241*  ；  54 
512,  514，  516;  57 131，  268,  292;  58 111，  207, 
208,  211，  222,  386;  59 上 395;  59 下 160 

五禁 Pancaveraih  〔經〕 15  375 

五功德 panca  anisamsa  〔具戒 者の〕 3  399  ； 
8  315  ；  23  227  ；  62 19 
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i 群 pafica-vaggiya  27  339；  28 120,  144， 
172* 

i 群 it 丘 pancavaggiya  bhikkhu  (五 比丘； 
す喬陳 如, 践 提耶， 婆沙 波， 摩訶那 摩， 阿說 示） 14 
104, 107 

玉 〔群 比丘〕 Pafica  〔經〕 14 104 

五家の 醫者 pafica  vejja-kulani  31 547,  548， 
549 

玉 下 分拮 pane'  orambhagiyani 

samyojanani  '： 五 順 下 分 結； 有 身 見， 疑， 戒禁 

取， 欲 貪， 瞋恚） 6  223;  7  57，  205*，  268;  8 

132，  133，  168，  313;  9  260,  392； 10 102*， 

232; 14  88，  90; 16 上 243  ;  57 137;  59 上 

235;  〔25  363： 
： 五 解! 8； 處 panca  vimuttayatanani    8  320, 

366  ； 19  28  ；  40  9 
玉 解 5 化 "3? 熟 想 panca  vimutti-paripacaniya 

sanna  〔無常 想， 無常 苦 想， 苦 無我 想， 斷想， 離 

貪 想〕 8  322 
五偈集 Pafica-nipa は X  〔長老 偈經〕 25 179° 

② 〔長老 尼 偈經〕 25  347° 
i 髻 ① panca-cula  36  225  g  Pancasikha 

(五 結， 五 頂 = 乾闥婆 子 I  7  218,  231，  243，  268, 

269；  32 116 
五 結 Pancasikha ① （五書， 五 頂） 〔乾闥 婆 子〕 

15 166  %  〔經〕 15 166 
五見 pafica  ditthiyo  47  63, 114° 
i 慳 panca  macchariyani    〔住 處， 家, 利得， 

色， 法〕 8  313  ；  22 上 183  ；  42  53， 192,  201, 

342,  378  ；  43  3, 197,  260,  298  ；  44  22  ；  45 

291; 47  63,  79°,  113°,  385°,  390;  64  447; 

〔19  357,  370,  371, 379 つ 
'〔五 樫と 五 不傻〕 19 192 
〔五 賢者 問答〕 39  90 

-3； 賢人 本 生物 語 Paficapaijdi は- は ka 

(五 〇 八） 35 185° 
五 患 panca  adinava  ニ惡戒 者の〕 3  398；  8 

314  ；  23  226 
i 現 法 涅燊論 pafica  ditthadhamma- 

nibbana-vada  47  63， 116°, 158 
玉 眼 panca  cakkhuni  〔肉， 天， 慧， 佛， 普〕 43 


157°*,  310°*;  44  289。，  333;  60  2， 115;  〔42 
65〕 

五拫 pafic'  indriyani i 〔信， 精進， 念， 定， 慧〕 
1 154*  ；  2  41* ；  4  358 ；  7  95;  8  318，  366 ； 
11 上 15  ； 11 下 418,  430  ； 16 上 80，  86  ； 16 下 
42  ； 18  263,  264 ；  21 102 ；  22 上 283 ；  22 下 
84;  40  321°*;  41 55*,  96;  42 18，  77， 197, 
216,  217,  320,  330，  352;  43 110，  123,  131， 
139,  143，  166,  171,  186,  220,  320,  340,  359, 
360,  394,  406  ;  44  21， 107,  200,  231, 234 其 
他 ； 47  53,  54,  213,  228*  ；  57  322  ；  59 上 67， 
68，  73,  87*;  59 下 186，  193，  217,  247;  64 
441 ； 65  (U)  65  ； 〔10  304，  305  ； 16 下 269， 
270,  273,  274  ； 17  58，  63,  64  ； 19  389  ；  22 下 
304,  309,  312;  42  354;  62  257： ： 意義〕 40 
27,  34，  47， 122,  146,  292,  351*,  442,  445， 
447;  41 37,  44，  68,  73， 166  〔相互 關 係：:' 16 下 
52 ② 〔眼， 耳， 鼻, 舌， 身〕 8  318; 10 16, 17 
③ 〔樂， 苦， 喜, 憂， 捨〕 8  318; 16 下 26*;  〔46 
^3,  35，  47,  0 丄〕 ④ Pancimani  indrivani 
〔經〕 16 下 1* 

〔五 根修 習〕 ① 〔不死〕 16 下 44 ② 〔漏 盡〕 16 下 
44，  46* 

〔五 根と 戒〕 41 176 

〔五拫 と 解脫〕 20  5 

〔五 拫と五 力〕 16 下 42 

〔五 根と 慈心 解脫〕 41 55 

〔五 根と 無常 • 苦 • 無我の 作意〕 40  392 

〔五拫 、眼 等) は 有 見なり〕 58  22 

〔五 根の 防護;： 25  248 

〔五拫 (信 等; の 漏 無 漏〕 58  382 

①五勤 支 ②五 勤行 支 pafica 
padhaniyaiigani  (五 精勤 支） ① 8  316,  365 
② 19  88 

五最捨 panca  vossaggd  41 173, 175 
〔五歲 にて 成 阿羅漢〕 26 140，  197;  27  204 
五 財 pafica  dhanani  〔信， 戒， 聞， 捨， 慧〕 19  73 
五 罪 eg: 五 種の 罪 pafica  apattiyo  〔波羅 
夷, 僧殘, 波 通 提， 波提舍 尼， 惡作〕 ① 3 183 ② 
5 156。 

五罪畏 Pancaverabhaya  〔經〕 （一: K 二） 13  99, 
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103 

① 五罪蘊 ②五 種の 罪聚 pailca 
apattikkhandha  <1；  45  335  g  5 156°  ；  〔4 
1441 

五三 經 Paficattaya-su は a 11 上 297° 
五山 panca  pabbata  〔王舍 城の〕 60  23 
五 支 Paficakaiiga  〔大工〕 11 上 28 
① 五 支樂器 ② 五 支の 樂器 paficaAgika 

turiya  (五 種の 樂， 五 種の 樂器， 五 種の 音樂， 五 

部の 音樂） ① 24  441,  489,  491，  492，  497，  507, 

526;  59 下 247 ② 7 167，  180, 182 
五 支正定 pancangika  samma-samadhi  (五 

正定 支） 40  46;  47 11, 41°  、 
①五支 道 ②五 支の 道 pancangika  magga 

① 58  397，  399 ② 46 143，  145,  338* 
〔五 支 道 あり〕 58  397 
〔五 支の 捨 離と 五 支の 具備〕 62  289 
五 支 品 PancangiKa-vagga 19  20 
〔五 支 を 具せ る 男子〕 15  370 
〔五 支 を 具せ る 女人〕 15  369 
五止滅 panca  nirodha  41 172, 174 
五肢 paficaiiga  〔椅子〕 62 156, 157 
五指 印 pailcaiiguli  26  318,  319 
五指 香 印 gandha-pancangulika  24  480 
①五師 '1； 五 種の 師 pafica  sattharo ① 19 

171 ② 4  286°,  298 
五師本 生物 語 Paiicagaru-jataka  (一三 二） 

29  412° 

五 自在 panca  vasiyo  〔轉 向， 入定， 在定， 出 
定， 觀察〕 40 164°  ；  64  485  ；  〔62  306〕 ② 
panca  vasita  65  illj  81 

五色 pafica  vappS  〔靑， 黃， 赤， 黑， 白〕 43 157， 
310 

五識 panca-vinnana  47 1*, 15*  ；  50  349, 
376,  392;  51 59，  86,  87， 136,  276，  363;  52 
13，  85  ；  54  219，  220,  259，  393,  395  ；  58 146*, 
150*,  153*,  250;  65  (II) 11, 12， 18，  22*,  34 

五 識有觀 念 論 Pancavinnana  sabhoga  ti 
katha  58 153。 

五識 具足 者 道 論 Pancavinnana-samangissa 
magga-katha  58 146° 


〔五識 具足 者に 道修 あり〕 58 146 

五 3 威 # 不善 論 Panca  vinnana  kusala  pi 
akusala  pi  ti  katha  58 150° 

〔五識 は有觀 念な り〕 58 153 

〔五識 は 交互に 無 間に 生ず〕 58  250 

〔五識 は 善なる も 不善なる も あり〕 58 150 

五 者布薩 t "本 生物 語 Pancuposatha-jataka 
(四 九 〇） 34  335° 

五 著 pafica  saiiga  ®(= 五 下 分 結） 23  74; 
25 111, 232 ② 〔貪， 瞋， 癡， 慢， 見〕 47  63, 113 

五 手 panca  hattha  37 178 

五取蕴 pane'  upadanakknandha  3 19  ；  6 
402,  403  ；  7  348  ；  8  312,  365  ；  9  98,  264,  329， 
339，  340; 10  22; 11 上 371; 11 下 10， 134， 
353,  419,  429; 12 190  ; 14  40,  45，  74°,  92% 
93 - 95， 160,  201*,  246,  247*,  302*  ； 15  274，. 
300，  301，  399  ; 16 上 228，  243; 18 159; 19 
41 ； 22 上 181， 277  ；  23  2  ；  40  38，  203,  370  ； 
41 26  ；  42 139，  353  ；  43  27,  322,  355  ；  44  29,. 
346,  391 ； 46 128  ；  59 下 303  ；  62  404  ；  64  80, 
82,  83, 131，  148，  296;  65  (II)  66 

①五取 蘊苦② 五 取蘊は 苦な り ③五取 蘊の苦 
pancupadanakkhandha  dukkha ① 40  62， 
64°  ；  46 128;  〔64 131〕 d 16 下 340 ③ 7 
354° 

五取蕴 の四轉 pancupadanakkhandhe 

catupanvattaih 14  92 
〔五 取蘊の 集, 滅， 味， 過 患， 出 離〕 14  250,  251，. 

303,  304 

〔五 取蘊 の警喩 〕 14  219;  64  82，  83 

〔五 取蘊の 味， 過 患， 出 離〕 14  249,  302 

五 衆 可 作 pancavagga-karana  3  557 

〔五 種戒〕 〔有邊 淸淨， 無邊 淸淨, 圓満 淸淨， 不惽 

昧淸淨 ，止滅 淸淨〕 40  70;  62  83 
〔五 種觀 察〕 〔菩薩 降胎 前〕 28 103  ；  59 下 199 
五 種解脫 pSficavidha  vimutti  〔彼 分， 鎭 伏,. 

正斷， 安息， 遠 離〕 63  377 
〔五 種子〕 2  54  ；  8  56,  59  ； 14  85  ；  43  215 
五 種色蘊 pancavidhena  rupakkhandho 

46  21 

五 種色聚 pancavidhena  rupa-sangaho 
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45 185,  257 
五 種 揮 pancakajjhana  62  335  ；  63 159,  192, 
193  ；  65  II 15 ；  ：45  48〕 

二 五 種 ffftlO    3  555 

五 種の 王の 標帱 panca  raja-kakudha- 

bhandani  37  439 
五 種の 王標 panca  kakudhani  36  257 
五 種の 鶴 鳥 panca-vanna-hamsa  37  50 

① 五 種の 樂 % 五 種の 樂器 i: 五 種の 音樂 

pancangika  turiya  (五 支樂 器， 五部の 音樂) 
1 25  359  f 12  223  ；  25 192，  295  ；  28  69  D 
25  69, 171 

五 種の 喜 pancavidha  piti  64  367  ； こ 62  285〕 
①五锺 の 喜 ife ②五湩 の歡喜 pafica-vaijija- 

piti  X  61 422  t'  37  319 
五 種の 牛乳 pafica  gorasa 五味 3  428 
五 種の 梏侄 pancavidha-bandhana  (五 縛， 五 

種 縛， 五 種 連） 28  337 
五 種の 湩子 panca  bija-jatani 14  85  ；  :2  54  ； 

8  56，  59  ；  43  215〕 
五 湩の修 習 事 panca  vinita-vatthuni  5 156 
五 種の 大賊 〔比丘: panca  maha-cora 1 147 
五 種の 力 paficavidha-ba ほ ni  36 16, 19 
〔五 種の 犯罪 蘊〕 （五 罪蕴） 4 144;  5 156  ；  45  335 
(X 五 種の 武器 1； 五の 武器 pafic5vudha  (五 

武器 ； 劍， 槍， 戰斧， 弓， 盾） 0：  35 121 ； 36  302  ； 

39 116  S  33  25 
五 種の 病 panca  5b5dM  〔瘤， 癱， 白癩， 乾 病， 

顚狂〕 3 120* 
五 種の 欲念 panca  kamaguna  (五 種 欲， 五 種 

欲 分， 五 妙 欲） 15 158 
五 種の 律展 pancavidha-sariivara  62 15 
五 種の 蓮華 pancavidha-paduma, 

pancavanna-paduma  Cpundarika,  uppala, 

paduma,  kumuda,  kamala^  36  298,  352  ； 

37 10，  49，  51 ； 39  7，  28  ；  〔28  388: 
(D 五 種 縛 % 五 種の 縛 pancavidha-bandhana 

(五 縛， 五 種 連, 五 種の 捨桎 = 五重の 縛 織） 

X  30  215  ；  43  231 ； 44  397 ② 28  304 
〔五 毺不 還〕 （五不 還） 8  316  ； 16 下 15*,  21 ； 57 

145,  146，  282,  283,  312,  352,  373 


五 種 法 pancaka-naya  (= 五種彈 45  351, 352 
® 五種藥 1： 五 種の 藥 pafica  bhesajjani  〔熟 

醉， 生薛， 油， 蜜， 石 蜜〕 2； 1 423  ；  3  353*,  369 

② 32  341 

①五種 欲 ；!^ 五 ffi の 欲 panca  kamaguna 
(五 欲， 五 欲 功德， 五 欲の 樂， 五 妙 欲， 五 種の 欲 
分， 五 種の 欲念， 五の 愛愁） 3：  24 125;  32  79; 
42  37，  350;  43  93，  256，  350°  ；  44  435。，  456, 
460，  464*  ；  58  72*,  76,  77  ；  59 上 100， 124  ； 
59 下 125，  165,  178;  62 104，  106,  107,  446; 
63 130,  230,  245  〔過 患〕 32  79  1 11 上 56, 
93，  265，  329°  ； 18  221 ； 20  46*,  49*；  24  61 

〔五 種 欲の みが 欲界 なり〕 58  72 

① 五 種 欲 分 D 五 種の 欲 分 pafica  kamaguna 
(五 種 欲， 五 妙 欲， 五 種の 欲， 五 種の 欲念） I  9 
140，  151,  265，  310,  462  ； 10  276,  344* ② 10 
179,  264 

Li〕S 欲 論 Kamaguna-katha  58  71° 

五 種 連 pancavidha-bandhana  '  51 種 縛， 五 縛, 

五 種の 梏桎） 11 下 212,  237 
五 趣 T  pafica  gatiyo  〔地獄, 餓鬼， 香 生， 人 

天： 8  313;  9 120；  22 上 182;  40  213  ;  58 

63;  63 15, 131; 64  226,  402; :16 下 414*: 

20 178，  179〕  .  %  Panca-gati  ：徑〕 （一、一 

(三 〇） 16 下 413-417 
① 五受 ② 五種受 pafica  vedana  i, 10 179 

% 15  347,  352,  357° 
〔五受 46  23,  35,  47，  61 
五 集 Paficaka-NipS は 〔it 支部 經〕 19 1。 
五き panca  vera  (= 五 破戒） 47  63, 115° 
五十 經 PapijSsaka  21 193;  22 下 130,  187， 

239 

五十 ff 集 Pannasa-nipata  〔長老 偈經〕 
25  299° 

五十 五の 定 panca-paniiasa  samadhi 40  80 
五十 所 不攝品 Pannasakasangahita-vagga 

20  220 
〔五十二 心听〕 65  ill) 10 
五十 品 Pafifiasaka 15  49, 136,  226 
五重の 縛縐 pancaiigika-bhndhana  (= 五锺 

縛， 五 縛' 33  200 
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五 出離界 pafica  nissaraniya  dhatuyo 

8  319,  366 
五 順 下 分 結 pancorambhagiyani 

samyojanani  (五 下 分 結 ； 有 身 見， 疑， 戒禁 取, 

欲 貪， 瞋恚） 22 上 182，  227;  47  63,  84， 112, 

381*,  389，  453,  455 
五 順 上 分 結 pancuddhambhagiyani 

samyojanani    (五上 分 結； 色 貪， 無色 貪， 慢， 

掉擧， 無明） 22 上 183，  227 ；  47  63,  84, 112,  389 
五 處業听 生の 間 Paficayatanakamma- 

nibbatta-panha  59 上 132 
〔五處 のみが 欲な り〕 58  76 
ii 五 正 食 ② 五 種 正 食 panca  bhojanani 

〔飯， 粥， 麩， 魚， 肉〕 120,  125,  289,  376 

② 2'  294° 

五 正定支 pancaiigika  samma-samadhi (五 
支 正定； 喜 遍満， 樂遍; 1， 心 遍潇， 光明 遍満， 相 
觀察） 8  365 

五 正定智 pancananika  samma-samadhi 
f 五智 正定） 8  366 

五淸淨 pafica  visuddhiyo  64 12,  286,  470 

〔五 障 (女人)〕 11 下 62; 15  370;  47  46 

五 障 蓋 panca  avarana  nivarana  (= 五 蓋) 
16 上 289，  291 

五' 精勤 支 panca  padhaniyangani (五 勤 支， 
五 勤行 支） 11 上 128，  129,  171， 172 

—五上 分 結 pane'  uddhambnagiyani 

samyojanani  (五 順 上 分 結 ； 色 貪， 無色 貪， 慢, 
掉擧， 無明） 8  313; 16 上 243,  244，  349,  355， 
432  ; 16 下 76，  79,  80，  87,  92,  93，  97， 154, 
179  ；  57 137  ；  〔40 116,  119，  120,  319  ；  41 5  ； 
47  383  ；  57 146，  283，  381 ； 64  438，  445，  446〕 

五淨居 pafica  suddhavasa  〔無 煩， 無熱， 善 現， 
善 見， 阿迦 膩吒〕 8  316 

五成 就 pafica  sampada  (五圓 足； 親族， 財， 
無病， 戒， 見） 8  314 

五條 paficaka  〔衣〕 3  445，  446 

①五心 栽 ②五心 蕪 pafica  ceto-khila  〔佛， 
法， ft, 戒 への 疑， 同梵 行への 怒〕 ① 19  344  ； 
22 上 184°，  228,  232;  42  93;  43  396  ；  47  63, 
113°  ；  62  414 ② 8  316,  365 


3i 心 經 panca  cetaso  vinibandha  8  317  ； 19 
345;  22  J-  185，  190，  192,  229,  233;  47  63, 
113 

五神 通 panca  abhinna に /I 通； 神變， 天 耳， 他 
心， 宿命， 天眼） 37 176，  395,  482,  503;  42 
159，  161; 63  416; 〔13 176°,  184; 17  239; 
25  284;  57  330;  63  300〕 
五神 通智 pancabhinna-nana   43 116  ；  44 

176,  212,  214 
〔五神 通の 雜論〕 63  416° 
五麈 pafica  rajani  (= 五 境） 24  368；  43  399 
五 隨念處 panca  anussatitthanani  20  60 
① 五施② 五の 布施 pafica  dSnSni  (= 五戒） 

① 58  33 ② 21 135 
五 千 世界 pancasahassMokadhatu 11 下 115 
五箭 pafica  sal ほ 〔貪， 瞋， 癡， 慢， 見〕 47  63， 
113 

五戰士  pafica  yodhajiva 19 122,  129；  47 
458 

五錢 pSda  (= 五 マーサ 力） 3 164 

五 HU 兆 panca  pubba-iiimittani  (五 衰相) 〔天 
子の〕 23  328  ；  36  280,  281 ； 64  268 

五 相 panca  nimittani  9  216 

五 想 pafica  sailna ① 〔不淨 ，死， 過 患， 食 厭， 
一切 世間 不可 樂〕 19 108,  388 ② 〔無常， 無我, 
死，： ft 厭， 一切 世間 不可 樂〕 19 109，  388 ③ 
〔不 淨， 食 厭， 一切 世間 不可 樂， 無常， 死〕 19 
114,  115, 198 ④ 〔無常， 無常 苦， 苦 無我， 斷， 
離〕 19 117 

五 it 長 pafica  vaddhi 〔信， 戒， 聞， 捨， 慧〕 19 

109, 110 
五觸 panca  phassa  43  38 
① 五 損失 ② 五 喪失 pafica  vyasanani  (五不 

幸 ； 親屬, 財， 病， 戒， 見） ① 8  313 ② 19  205 
五大 遺勒 panca  maha-adhitthanani (五大 

決意） 65  (I) 114 
五大 河 panca  maha-nadiyo  (五 河 ； Gaiiga, 

Yamuna,  Aciravati,  Sarabhu,  Mahi) 30 

149;  31 237;  37 165;  38  284;  59 上 145; 

59 下 226;  63  388; 〔13  202; 16 上 207*; 

16 下 308，  397  ；  20  354  ；  21 64,  68,  74,  77  ； 
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23 170;  59 下 282〕 
五大 決意 maha-adhitthana-pancaka  (五大 

遺 勅 60  267,  270  ；  61 429 
五 X 福 者 panca  maha-punna  63  317 
五大 夢 panca  maha-supina こ 菩薩の〕 19  332 
五 體投地 nipaccakara 12  305 
五 It   panca  pahanani  40  43' 
五智 panca  nanani 19  32 
五 智慧 者 問 签 panca-pandita-panha  35  364 
五智 正定 panca-naniKa  samma-samadhi 

(五 正 定智） 47 11, 41° 
五 頂 Paficasikha 五髻， 五 結） 〔乾闥 婆 子〕 

63  332 

五 通 panca  abhifina 五神 通) 13  317，  324 

五 緩 panca-bandhana 1 416  ；  5 18,  58 

① 五 尼柯耶 ^五 尼迹耶 《五 二 カーヤ pafica 

nikaya  (五部） 丄 64  497  1^  60  56, 125, 127 

(3  5  4 

五 尼柯耶 の莪疏 pancannam  nikayanam 

Atthakatha  64  497 
〔五 人の 辟 支佛〕 33  372 

五 熱 苦行 pafica- は pa  、五 火の 苦行， 五 火の 行） 
34  291 

〔五 念〕 I  〔佛， 法， 善 友， 捨， 天： 22 下 312 ② 

〔三 寶， 身， 不 殺生〕 23  63 
五の 愛愁 panca  kama-guna  (五 種 欲， 五 妙 欲） 

6  388* 

五の一 食 者 panca  ekasanika  47  371, 464 
五の 有學カ panca  sekha-balani  〔信， 勤， 念， 

定， 慧：！ 18  273,  274 
五の 應時 "5^   panca  kala-danani 19  54 
五の 獻供 panca-bali 18 117，  118; 19  62,  63 
五の 乞食 者 panca  pindapatika  47  370,  463° 
五の 適 處坐者 panca  abbhokasika  47  371, 

464 

五の 樹下& 者 pafica  rukkhamulika  47  371， 
464 

五の 住 林 者 pafica  aranfiika  47  371, 464 
五の 障 蓋 panca  nivaranani  (五 蓋' 25 152 
五の 常 坐 者 pafica  nesajjika  47  371， 464 
五の 隨得座 者 panca  vathasanthatika 


47  371, 464 
五の 戰士 n 彘人 panca  yodhajivupama 

puggala  47  370,  458° 
五の 但三衣 者 panca  teclvarika  47  371， 464 
五の 地場 pafica-patthara  , 五 欲 12  45 
五の 塚 間 坐 者 pafica  sosanika  47  371，  464° 
五の 如來カ panca  tathagata-balani  ： 信， 漸， 

愧， 勤, 慧： 19 12 
五 0 不後食 者 panca  khalupacchabhattika 

47  371， 464 
五の 糞 掃 衣 者 panca  pamsukulika  47  371, 

464 

五の 未 來の怖 畏 panca  anagata-bhayani 

19 139，  142,  146， 149 
〔2l 破戒〕 57  332 

五 縛 pafica-bandhana  (五 種 縛， 五 種 連， 五毽 

の 捨桎） 12  386,  387  ； 17  228  ；  58  393 
五 比丘 panca-vaggiya  bhikkhu  '• 五 群 比丘； 

Kondanna,  Bhaddiya,  Vappa, 

Mahanama,  Assaji    3 14, 16*;  9  307*, 

431 ； 16 下 342  ； 〔14 104, 107  ；  60  4： 
五 比丘 fi"f*  pancavagga-bhikkhusamgha 

〔五 種 fi"ftn の  一： 3  555 
五美 { 全 panca  kalyana-dhamma  32  412 
五 百 河 panca  nadi-satani 59 上 252 
(T 五 百 〔結集〕 ② 五 百 〔集 法〕 panca-satika 

(= 第一 結集） X4  437 ② 5 193 
五 百""" 結集〕 键度 Pancasatikakkhandhaka 

4  426° 

五 百 人 結集 犍度部 

Pancasatikasangitikkhandhaka  6o  I;  8 
〔五 百 人の 比丘 衆〕 經 首の） 6 1， 131,  165,  189, 

317,  333;  7  271,  365;  8  285,  357； 11 上 

178  ； 12  36,  329,  335,  336 
五 百年 panca  vassa-satani  4  382;  21 201 
五 百の 車 panca-mattani  sakata-satani 

7 107，  109, 110 
〔五 百の 商人の 福利；： 34  376 
〔五 百の 比丘尼〕 11 下 386 
〔五 百の 比丘の 慾 想：： 31 331; 32  360,  395;  33_ 

372 
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五百签 食の 食 施 Danca-mattani  thalipaka- 

satani  9  408 
五 百 本 生 話 panca  jataka-satani  44  272 
五不還 pafica  anSgSmino  (= 五種不 還； 中 

般 涅槃， 生般 淫槃， 無行般 涅槃， 有行般 涅槃， 上 

流 趣阿迦 尼吒） 8  316 
五 不幸 pafica    vyasana  (五 損失， 五 喪失； 親 

戚， 財 富， 病， 戒， 見） 47  63, 115°  ；  〔59 下 7〕 
五 不能 處 panca  abnabbatthanani  8  313 
五怖畏 pafica  bhaySni ① 〔活 命, 惡名， 怯 衆， 

死， 惡趣〕 22 上 20;  47  63, 115°  ；  〔43 179〕 

② 〔殺生 等 = 五 破戒〕 16 下 286,  289 
ぼ' 五 怖 畏怨難 ② 五の 怖 と 怨 pafica  bhayani 

verani  〔殺生 等〕 ① 22 上 85，  87  ；  22 下 94 ② 

19  285 

五 武器 ① paficavudha  (五 種の 武器） 33  73， 

74;  34  31, 263;  38 16  (2)  Paficavudha  〔太 

子， 佛の 前生〕 29  25,  26,  30 
五 武器 太子 本 生物 語 Pancavudha-jataka 

(五 五） 29  24° 
① 五部 ② 五分 經 pafica  nikaya  (五 尼 柯耶， 

五 二 カーヤ) お 60  34;  62 192;  65(1)  21 ② 

4  43 ひ 

五部 師 pafica-nikayika  59 上 37,  42 
五部の 音樂 paficaiigika  turiya   (五 支樂 器， 

五 種の 樂器, 五 a の 音樂） 21 175 
〔五部の 音樂の 譬喩〕 21 175, 177 
五分 成就 pancaiiga-samannagata  22  J;  224, 

225 

五分の 定 pancangika  samadhi (五 支定) 25 
270 

〔五分 法身〕 （五 法蘊 ； 戒， 定， 慧， 解脫, 解脫智 見) 
8  367; 12  238; 16 上 251，  385; 17  262; 
19 17*，  111,  185，  186，  266,  378;  22 上 226; 
23  358  ；  29  364  ；  40  57  ；  41 132*  141*  ；  42 
30，  85;  43 139，  186,  222，  327;  44  75, 110, 
116,  125,  296,  429,  444,  445;  59 上 403;  59 下 
32， 122，  195，  318  ；  62  407 

五吠陀 panca-veda 12  40 

〔五 遍淨〕 19 171 

五 法 ① pafica  dhamma  〔諸 弟子が 佛を 尊重 


する 理由〕 11 上 6， 11 2,)  pancaka  5  226 
〔五 法〕 ① 〔信, 戒， 聞， 捨， 慧〕 10  282  ； 11 下 112  ； 
15  387; 16 下 259; 17  342; 19  59，  73，  74, 
109，  110，  164,  253*;  33，  310；  62.445 

② 〔信， 喜， 隨聞， 相 雀 慮， 見 歡受〕 11 上 226， 
284，  285 ③ 〔不信, 無惭， 無愧， 懈怠， 惡慧〕 19 
4* 155 ④ 〔信, 慚， 愧， 勤, 慧〕 19  4* 155  (5) 
〔戒， 聞， 念, 進， 慧〕 19  216  ®  〔婆羅門の 眞諦， 
苦行, 梵行， 讀誦， 施捨〕 11 上 260 ⑦ 〔惡 德〕 
15  372* ⑧ 〔善 德〕 15  376* 

五法蕴 panca  dhammakkhanclha  (五分 法 
身） 8  367  ；  40  57 

五資 panca  ratanSni  〔象， 馬， 摩 尼， 女， 居士〕 
19  234,  235  〔出現 困難〕 19  332 

〔五寶の 譬 dlO 19  234  ' 

五 暴 流 pancogha 12  212 

〔五本の 箭の 譬喻〕 59 上 88 

五 品 panca-vaggika  5  377 

五 魔 pafica  mara  〔煩 惱， 蘊， 行， 天子， 死〕 
62  414 

〔五味 pafica  gorasa] (五 種の 牛乳； 乳 khira, 
酪 dadhi, 生醉 takka, 熟酥 navanita, 醍醐 
sappi)  3  428 

〔五味の 譬喻〕 6  286  ； 14  430*  ； 18 167  ； 19  306， 
308  ；  22 下 93  ；  47  464 

五味の 實 panca  gorasa-phalani  38  537，  543 

五 妙 欲 pafica  kamaguna  (五 欲， 五 欲 功德， 五 

欲の 樂， 五 種 欲， 五 種の 欲 分， 五 種の 欲念, 五の 
愛慾） 3  26; 11 下 325，  428; 13 143; 16 上 
175。，  242,  365,  367; 16 下 131,  133*  ；  20  302; 
22 上 101，  158, 180  ；  40  213  ；  47 116  ；  57  275 

〔五 妙 欲 一 非行 處， 他 境界〕 16 上 365，  367 

五 無 間 anantarika  47  377 

五 無 間 業 panca  kammani  anantariKani 
(五 逆 罪 ； 殺 母， 殺 父， 殺 阿羅漢， 悪心 出佛身 血， 
破 僧） 45  271,  329;  47  63, 114°  ；  59 上 50;. 
〔17  38*  ； 18  410  ； 19  205  ；  20  207  ；  47  45; 
50 166*  ；  51 26;  52  241*  ；  54  512，  514,  516  ；, 
57 131，  268,  292;  58 111，  207，  208,  211， 
222,  386  ；  59 上 395  ；  59 下 160〕 

五門 ぼ、 panca-dvara  50  346,  369,  380 ② 
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panca-dvarika  65  11)  24,  30* 

〔五門 作用〕 65  (11)  30 

五門 轉向 pancadvaravajjana  64  59 

五門. 二! 向 心 pancadvaravajjana  citta  65  (II) 
3, 12,  22,  24,  27,  31 

① 五 欲 ② 五 欲功德 ：!) 五 欲の 樂 pafica 
kamaguna 五 妙 欲， 五 種 欲， 五 種 欲 分, 五 種 
欲念） D 1 118,  119  ；  6  348,  349,  385  ；  7  244, 
247,  248; 12  23;  37  327  ： 八 正道との 關係〕 
16 上 175,  242  S  8  312; 11 下 133  f  6  53  ； 
7  374 

五 欲 pafica  chanda  〔遍 求， 獲得， 受用， 貯藏, 

費消〕 43  ir 

〔五 欲 潇足は 涅槃な り〕 （外道 設' 6  53;  47 116 
五 離 pafica  viveka  41 171°,  173, 176 
五 離 貪 panca  viraga  41 171, 174 
五 力 pafica  balani 1： 〔信， 勤, 念, 定， 慧： 1 154*  ； 
2  41*  ;  4  358  ；  8 124,  163; 11 上 15; 11 下 
418,  430; 16 上 80,  87; 16 下 42，  89*; 19 
14*  389；  22 下 84;  41 56*,  96,  99°*;  42 18， 
80, 197，  216,  320,  330,  352;  43 110,  123, 
131,  139,  143,  166,  171，  186,  220,  320,  340， 
359,  360,  394,  406  ；  44  21, 107,  200,  231, 234 
其 他； 47  213,  228*  ；  59 上 73;  59 下 186,  193, 
217,  247  ；  64  441 ； 65  (11)  65  ； 〔17  58,  63, 
65;  25  250〕 〔意義〕 40  27,  34，  48， 122,  147， 
293，  441，  445，  447  ；  41 37,  44，  68，  73  %  二 信， 
漸, 愧， 進， 慧〕 19  2, 13,  344 
〔五 力と 解 5^〕  20  5 
〔五 力と 慈心 解脫〕 41 56 
五 論の 註 爆 Pancappakaranatthakatha 
56  524 

五 を斷っ pafica  chindati  23  74 

午後の 休息 diva-vih5ra  (晝 住， 晝日 日 

日中の 安息， 畫の 休息） 8  20* 
午睡 diva-seyya  ( [3 中の 休息） 6 166 
午前 愈 者 eka-bhattika  (—食 者， 一日一 食 者) 

17  343 

牛 儀軌, 牛 群， 牛 呼， 牛 行， 牛車， 牛舍, 牛 主， 牛 心, 
牛 跡, 牛穌, 牛 度， 牛刀， 牛皮， 牛 父， 牛 糞， 牛務, 
牛 US, 牛酪, 牛路〜 ギ ユウ 


牛 王 X  usabha  g  usabha-raja 基 asabha 
(牛， 牡牛、 X 18  362  ；  24  242,  259，  456,  523  ； 
35  397  ；  39  65  ；  47  444  ；  59 上 255，  283  D 
30  377*  I 13  39  ？  nisabha  (牡牛， 牛， 雄 者， 
人中の 牛 王） 12 152 ⑥ pungava  36  212,  213 

牛 王の 听行 Mahirfisar5ja-cariya  ：經〕 
41 392。 

牛 王の 地位 asabha-thana  9 113* 
〔牛 王の 譬 np さ〕 59 下 262 
牛戒 go-sila 10 164 

① 牛角 娑羅林 ② 牛角 沙羅林 GosmgasSla- 

vanadaya  T  9  362,  372*  'f  22 下 29，  30 
牛角 林小經 Culagosinga-sutta  9  362° 
牛角 林大經 Mahagosinga-sutta  9  371° 
牛 鬼 事 Gona-petavatthu  25  8 
牛 家 Gokulika 雞胤 部） 〔部 i5〕  60  34 
牛 達 多 Godatta ぶ 〔比， 質 多 居士: こ 無量 心 解 

脫 等を說 く〕 15  450 ② 〔經〕 15  449 
牛 頭栴擅 gosisa;:-candana〕 （香木 26  414 
後 有 r  punabbhava  (再 有， 轉生， 輪廻 轉生） 

3  21; 13  250,  251; 57 140 ま Nabbhava  = 

Punabbhava  ：^： 16 下 19 
後 有な し nSparam  itthattaya  i 更に 力、 力 ュ る 

狀態ニ 来る ことなし， 更: こ 生 を受く る 事な し) 

7  21 

d; 後 有 を 起し 後 有 を齎す ponobhavika 

T 16 下 345  f  3 19 
後 雨 安居 pacchimaka  vassavasa  3  278 
後 王 山 Apara-Rajagirika  〔部 i' 辰〕 60  35 
後悔， 後宮， 後繼 者, 後 S 〜コゥ 
後 五十 經 Uparipafifi お aka  〔相應 部經〕 

14  245°,  296 
後後 受業 aparapariyaya-vedaniya  kamma 

(順 後受 業， 順 後 業， 後世 受の 業） 64  31(r;  65 

(11)  44 

後光 pabha  (光明） 41 213 

後更 pacchima-yama  '後 夜， 後 分） 59 上 81 

後 際隨見 aparan ほ nuditthi リ炎邊 に隨ふ 見， 

隨後邊 見） 47  62,  8r 
後 罪 aparSpatti  5 196 
後 侍 paccha-saniapa  (隨行 沙門, 隨後 沙門， 隨 


(  270  ) 


從 沙門， 隨侍， 隨 ft) 11 下 366 

後 食 ① aparanna  (七 菜， 穀物） 44  462° ② 
paccha-bhatta  62 121 

後生 〔有〕 pacchSjS は 〔- atthi〕  50 185*,  351， 
398*  ；  51 101*  162*,  198*,  330*  423;  52 
60* 106,  143*,  193*,  53  21*,  59*,  77,  96, 
118 其 他； 54 15，  38,  62，  79 其 他 

後生 有緣 pacchajata-atthipaccaya  50  400 

後生 緣 pacchajata-paccaya  (後生 起 緣'） 〔二 
十四 緣の 一〕 50 1, 9°, 18*,  174,  346°,  381。 ； 
51 95， 148,  305;  52  54*,  103*,  139*,  188* 
其 他； 53 17*,  55,  92, 116 其 他； 54 13，  36， 
59，  77 其 他； 56  511; 63  285;  64、 180,  188°, 
242;  65  (II)  71 

後生 緣廣說 pacchajatapaccaya-niddesa 
50  381 

後生 起緣 pacchajata-paccaya  (後生 緣） 
5  294* 

後生 〔不 相. 應〕 pacchajataf-vippayutta] 
50 183，  184,  350,  396,  397;  51 100,  160*, 
196*,  327*,  422;  52  58,  59， 105，  142，  192; 
53  20,  58,  95， 117 其 他； 54 15,  37，  60,  79 
其 他 

後生 不相 應緣 pacchSjS は- 

vippayuttapaccaya  50  397 
後世 受の業 samparaya-vedaniya  kamma 

(順 後受 業， 順 後 業, 後後 受業） 22 上 44* 
後世の samparSyika  (當來 の， 來世） 21 219 
後世の 罪 samparayika  vajja 17  71, 72° 
〔後世の 樂〕 65  (III) 16,  22,  24，  33，  54 
後說 apara  5  276 
後-善 pariyosana-kalyana  3  37，  64 
後 聽可淨 anumati-kappa  ( 承諾 認容） 〔十 事の 

一〕 4  439,  449°,  458。 
後 分 pacchima-ySma  (後 夜， 後更） 23 167 
後 分 五十 〔經〕 Upari-pannasaka  62 192 
後 分 五十 經篇 Upari-papp お a 11 上 279° 
① 後 夜 1： 後 夜分 pacchima-yama  (後 更， 後 

分） 'D3  3;  40  50;  42 100;  43 144,  188， 

354,  365;  44  51， 206,  486,  488 ② 21 71 
後 邊に隨 ふ 見 aparan ほ nuditthi  (後 際隨 見, 


後， 娯， 悟, 語ーゴ 

隨後邊 見） 14  72 

娱樂物 visQka  (兌 世 物， 演藝） 6  6,  8°,  97，  98 

悟了    AfifiS  〔經〕 22 下 65 

悟 達者 paragii  (到 彼岸 者， 彼岸に 到れ る ， 彼岸 
に 達し， 彼岸に 度り， 彼岸の 達人） 24  60 

語 ① girg  2  2  ^  vaca  (言， 口 業 ） 5  349*; 
13  227  ； 191 57°,  271，  364,  365  〔五 種〕 19  337° 

① 語惡 行 ② 語惡 業 vaci-duccari1:a  (  口 の 悪 
行， 惡語 行） 〔三惡 行の 一〕 ① 3  412*; 18 138， 
294; 11 下 63，  64;  2'2 上 260  ；  47  88°  ； 〔11 下 
35，  46〕 〔四 種〕 11 下 76; 18  247,  400  〔報 果〕 
2'5  2 ② 1 3* 

語惡 行者 vaci-duccarita 17  41 

語彙 nighaij(;lu  (物 名 集， 字彙， 吠陀 名義 集） 
11 上 178,  179，  187，  195,  219,  223,  274  ； 17 
264  ； 19  312  ；  24  206，  383  ；  26  32，  275  ；  27 
194，  341 ； 44 13，  74  ；  59 上 21， 357  ；  61 195 

語音 善良 kalyana-vakkarana  (語 善く） 
18 170, 171 

語 瑕 vaci--dosa 17 183 

語戯 vScasikS  khidda  43 190°  ；  44  412° 

語 行 ① vaci-samkhara  (口 行 =尋 伺） 11 下 
75; 13  57; 15  446°;  40 163;  41 115;  44 
104;  46 181 ； 48 上 399°*;  57  264;  58 15， 
131 ； 64 177,  178,  484°,  492，  493 ② vaci- 
samScara  (語 正 行， 語 現行， 口 行， 口 業） 3  302; 
4  370; 11 下 32，  35°,  36;  22 上 314 

語 曲 vaci-vaiika 17 183 

語 吟味 vacana-sodhana  57  39 

語 現行 vad-sam5c5ra  (語 行， 語 正 行， 口 行， 口 
業） 19  260* 

語源 論 akkharappabheda  (語 分別， 音韻 語源， 
音韻 語源 論, 文字 分別 書） 6 132,  168,  179*, 
192,  202,  207 
語 故 思 vaci-saficetana  (語 思） 18  277 
語 傲慢 vacasika  pagabbhiya  42  345°  ；  43 
209°,  258 

語 業 ① vaci-kamma  (口 業） 17  47;  58  89*； 
65  (II)  44,  45 ② vohSra  (言 說， 名稱, 通稱， 
慣用語， 慣例） 2  2 

語吿 vmfiatti  (表， 表示） 2  2 
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コ 一 pa  » 


語 罪 vacasiKa  apatti a  354,  35o,  369 
語讃嘆 vacaya  samvanneti 1 125 
語 思 vaci-sancetana  (語 故 思） 13  57;  58 102, 
103 

語 者 vatliar 15 154 

語寂默 vaci-moneyya  (語牟 尼;' 〔三 寂默 の一〕 

8  299; 17  450° ；  23  307 
語 正 行 vac レ samScSra  ： '語 行， 語 現行， 口 行， 口 

業:' 63 143, 144 
① 語淸淨 ② 語淨 vaci-soceyya  〔三 淸淨 の一〕 

① 8  299; 17  447。，  448;  23  307  f  62 18 
語 杖 vaci-danda  (口 罰） 43  229 
語淨行 vacSya  soceyyaih  〔四 種〕 22 下 212, 

213° 

語接續 pada-nikkhepa  59 下 283 

語 善行 vaci-sucari は （語 妙 行， 善 語 行， 口 の 善 

行） 〔三 善行の 一〕 3  412*;  8  294; 11 下 64， 

65;  22 上 260;  42  332; 〔11 下 36〕 〔四 種〕 

42  332°  ；  〔8 138; 18  247,  400〕 
語 柔軟 vacanakkhama  20  274 
語の 錯亂 vac§-vikkhepa  (支離滅裂の 言） 

10  370 

語の 剠針 vaca-sannitodaka 17  302,  303 

語の 量 vaca-vatthuka 15 111 

〔語 は不如 心なり〕 58 133 

語發表 vaci-bheda  (話） 57  259* 

語 發表論 Vacibheda-katha  57  258°,  259 

語 表 vaci-vmfiatti  (口 表） 45 187，  204°,  216, 
237 ；  58  89 ；  59 上 364  ；  64  22°,  290,  331 ； 65 
(II)  44，  53,  57  〔定義〕 45  204,  216,  237 

語 表 十 法 vacivinnatti-dasaka  65  (II)  57 

語 不正 ff    vacasika-anacara  62  38 

語 不純 vaci-kasava 17 183 

語 不淨行 vacaya  asoceyyaih  〔四 種〕 22 下 
210° 

語 不如心 き侖 Na  yathS  cittassa  vaca  ti 

katha  58 132° 
語 分別 D  akkharappabheda  (語源 論， 音韻 語 

源， 音韻 語源 論, 文字 分別 書） 11 上 178,  179. 

187,  195,  219,  223,  274  ； 17  264  ； 19  312 ② 

pada-vibhatti  59 下 283 


語遍淨 vaci-parisuddhi  43  347°  . 

Mm    vyanjana-patibhana  59 上 41 

語法 1 pada  (句） 59 上 357  f  vacana-patha 

(語路， 言路、 5  276,  314 
語法 論 T  bhasa-magga  59 上 357 ② 

veyyakarana  (文法， 文典 6 132,  168,  179*, 

192,  202，  207 
語 妙 行 vac レ sucari は ^ 語 善行， 口の 善行， 善 語 

行） 〔四 種〕 8 138; 18  247，  400;  〔42  332°] 
語 妙 行者 vaci-sucarita 17  42 
語 4; 尼 vacl-moneyya  (語 寂默） 42  81°  ；  45 

127;  44 104° 
語 善く    kalySija-vSkkarapa  (語音 善良） . 

21 231*，  288*;  22 下 57 
語 律儀 vaci-samvara  22 上 326 
語路 T  vacana-patha  (語法， 言路！ 19  228; 

22 下 27 ② vada-patha  (〜 抗論、 24  407  ； 

44 172  (3)  vyappatha  (言語' 24  365 
誤解 duggahl は '謬見 者' 11 上 312,  313 
誤解され たる 義 duni は attha 17  89 
護 ① arakkha  ' 守護 ； 7  7*  ；  8  378 ② rakkha 

(守護, 護經' 18 126  I  tana   救護 听， 庇護... 

庇護 處， 避難所） 17  252,  253 ④ Rakkhi は 

(=佛 護 〔比〕 .63  305 
護畏 bhrrut ほ pa  '恐怖の 救護., 23  272 
護衞人 arakkhika  31 102* 
護戒 波羅蜜 sila-pSrami  (持戒 波羅蜜， 戒波緩 

蜜） 28  39，  40 
護經 ：r  rakkha  =  paritta  8  260,  261,  277, 

280,  281， 282  (g  paritta  (護 呪， 守護の 呪文，. 

呪文、 61 522 
護 經義解 Parit は Uhakatha  61 15 
護國 Ratthapala  、頼 ％ 和 羅 i 〔比〕 63  345 
護國者 raUha-pala  36  216 
護 根 門 indriyesu  guUadvSra ほ （根 門 守護 

守護 根 門， 根の 守護， 能護拫 門， 諸 根に 於け る 

護 門： 47  392° 
護 根 門 〔者〕 indriyesu  guttadvaro  (根 門 を 

護る 者， 五官の 門の よき 監視者, 護 拫の門 を 護. 

る） 47  363,  392° 
護 財 fl ① Dhanapala-hatthinaga  59 下 235、 
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護， 口， 工， 公， 勾， 弘, 巧， 向 ーコゥ 


333 ② Dhana-palaka  62  408 
護 寺 林 Rakkhita-vanasanda  3  610,  611 
護 者 rakkhita 19  226,  228 
護 呪 paritta  (護 經. 護符， 守護の 呪文， 呪文， 

救， 救護 呪） 4 170;  59 上 312°*;  59 下 222; 

63  386; 〔18 125〕 〔種種〕 59 上 312 
護 心 Citta-guUa  〔比〕 62  71 
護 世 LokapSla  〔天子〕 28 146;  35  381 
護 象 本 生物 語 Hatthipala-jataka  (五 〇 九） 

35 185°  ；  36 127 
護 不能 〔者〕 anurakkhaijSbhabba  47  359， 

376° 

護符 pariUa  (護 呪， 護經, 救護 呪） 33  243 
護法 Dhammapaia ぼ' 〔比〕 25 159 ② 〔王子， 

佛の 前生〕 32  41*;  63 149， 150 ③ 〔婆， 佛の 

前生〕 33  274* ④ 〔村〕 33  275 
護摩 供 ahuti  (供 犧， 洪祭， 祭祀， 生贄） 27  28 
護摩堂 agyagSra  (火 堂， 聖火 堂， 火舍， 火爐） 

6 152,  153;  27  87 
護摩 捧持 者 sujarh  pagganhant  6 179* 
護 明 Jotipala  (光 護， 儲 提摩魔 = 大典 尊） 〔學 

童〕 7  244* 
護謨の 樹 khira-rukkha     L 樹） 31 6  ' 
護螺 Saiikhapala  〔龍王〕 63 152 
ロ诞を 流す e!amiiga  (羊 啞， 啞羊， 啞） 19  245, 

246 

口腔 mukha-dvara 11 下 339 

① 口腔 病 ②ロ病 mukha-roga  fi)  42 17，  24， 

66,  381 ； 43 164,  178,  237,  336,  340  ；  44  23， 

95,  372,  416 ② 22 上 355 
, ロ戟 mukha-satti  (口舌の 劍， 口頭の 刃物， 激 

越の 語， 舌鋒， 口の 劎， 鋭き 舌鋒） 4  388；  22 上 

326 

！ロ嘴 mukha-tundaka  (嘴） 14  239，  240;  20 

382，  383;  21 36 
'① 口頭の 刃物 ② 口舌の 劍 mukha-satti  (激 

越の 語， ロ戟， 舌鋒， 口の 劍， 銳き 舌鋒） ① 15 

347，  353 ② 4 130 
n 論① bhaij づ ana  (議論， 諍 事， 鬪爭， 鬪諍， 訟， 

確執， 訴訟） 2  59  ；  42 154,  248，  255,  256,  260  ； 

59 下 287 ② vivada  (諍， 諍 論， 爭論， 異論， 論， 


論爭， 論淨， HI? ，鋭, 紛議， 紛； 2  202,  238, 

343,  349  ；  5  39  ；  43  61, 77,  79，  83*,  218，  388 
口論 者 viv5da-kSdka  (爭 論す， 諍 論者， 諍 事 

を '作す） 2  372 
口論 諍 事 vivadSdhikaraija  (爭論 諍 事， 諍 論 

諍 事， 論 諍 事， 論 事, 霄事） 〔四 諍 事の 一〕 5 159, 

168,  172°, 178  〔犯罪との 關係〕 5 168 
口論の 拫 vivSda-mQla  (諍 根， 惡諍 根） 5 158， 

228  〔六 種〕 5 158 
ェ藝 sippa  (ェ 巧， 技藝, 技術， 職 技， 才技， 學藝) 

20  344 

ェ師 kamm§ra  (銀 ェ， 銀 冶工， 銀 冶 職， 鍛冶屋, 

冶工， 彫工） 11 下 116 
工匠 thapati  (大工， 建築 師） 11 上 28*，  164， 

165 

工匠 養 猪 本 生物 語 Vaddhakisukara-jataka 

(二八 三） 31 218° 
工人 purisattha-kara 1 244,  251 
公案 kammatthana  (業 處， 行處， 觀法， 觀念修 

行） 30  448 

公園 arSma  (園， 園 林， 苑囿， 林 園， 遊 園） 2  482; 
5 108, 129 

公開 vivataka  〔行籌 の 一〕 4 153;  5  205 
公開 行籌 vivataka-salakagaha  4 153" 
公會 sabha  (集 會， 集會 所， 集會 堂， 雪 堂， 法 庭) 
17  206 

公會堂 santhagSra  (祠 壇， 斷事 堂， 集會 堂， 會 

議听， 會堂） 6 136  ；  8  285*  ；  34  7,  8 
公 堂 ① m§!a  (圓 屋， 廓， 天幕） 26  288 ② ほ 

(講堂， 會堂） 37  424,  425  ；  39  349,  357 
公平 sama ほ （平等） 65  (III)  54 
勾瀾 vedika  (欄 權， 欄干） 7 175， 181 
弘慧 bhUri-pafifia ほ （廣 慧， 宏慧） 17  68 
巧妙 nipuija  (聰 敏， 聰慧 者， 能 察， 精智， 徵妙， 

完成 者， 伶钢） 16 上 90 
巧妙 聽細 Nipuparh  〔經〕 16 上 90 
巧妙に 達する の 道 nipunagami  magga 16 上 

90 

向 Patipanna  〔經〕 16 下 17 
向 阿羅漢 性 者 arahaUSya  patipanno  (阿羅 
漢果能 作證向 人, 阿羅漢 向） 4  358 
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コ ゥ 一向， 交， 光 


向 ー來果 現證者 

sakadagamiphalasacchikiriyava 
patipanno  (—來 果應證 成就 人 一來 果作證 向， 

ー來 果を證 すべく 修行す る 者， 一向 來， 斯陀含 
向. 4  358 

向 種 姓 者 gotrabhQ  (種 姓, 進 姓 ，種; ま 有， 拖姓 
者， 植性地 1 22 上 238 

向上 道 udayagamini  patipada 16 下 247 

向轉 avajjana  轉， 轉向， 運 心， 傾 心， 傾注 47 
19， 105;  50 145，  147，  152*,  170,  369,  370， 
475;  51 16, 17, 18,  21， 23,  81*,  133*,  183*, 
270*  362*  ；  52  39*,  92*,  131*  175*,  206 其 
他 ； 53 10*,  47，  88*,  102* 其 他 ； 54 10*,  31*, 
54*,  74* 其 他 

向 ftift^   avajjana-manodhatu  '、轉 向 意界） 
50  480 

向 fi 意識 界 avajjana-manovinnana-dhatu 

(轉 向; t 識界） 50  480 
向 と 隱 覆との 品 Paijihita-acchanna-vagga 

17 11 

向 不還果 現證者 
anagamiphalasacchikiriyaya  patipanno 
(不還 果應證 位お 就 人， 不還果 能 作 S 向 人， 不 
還 果を證 すべく 修行す る 者, 阿那含 向， 4  358 

向 預流果 現證者 
sotapattiphalasacchikiriyaya  patipanno 
(預流 果應證 位 成就 人， 預流 果作證 向， 預流果 
を證 すべく 修行す る 者， 須陀 M 向） 4  358 

交椅 r  asandi  (高 床） 4  216  %  asandika  4 
229 

交易 kaya-vikkaya  (賣 買） 1 408;  5  58;  43 
199 

交易 衣 pSriUaka  civara 1 353 

交會 ① methuna   (娃， 娃欲， 行娃， 欲 行' 17 

343  ；  21 149，  156,  163. 172  %  methuiia- 

dhamma 〜 次 項 
①交^ ②交會 事！） 交 會の法 methuna- 

dhamma  (娃 法， 不淨 法， 不淨 行， 娃欲 法， 淫事, 

邪淫， 淫法） （1  8 108  ； 19  91 % 17  340  3 17 

121 

交 よ り 此の 身 は 生ず methuna-sambhQto 


ayam  kayo 18  2oo,  257 
交換す parivatteti  2  401 
交通路 anupariyaya-patha  20  360,  363 
交友 ① gatika  3  265  %  patisanthara  (承 迎， 

供養, 遍覆 護） 8  323 
光 a  abha  (光明） 11 下 392，  393  〔四 種〕 18 

244  (2；  aloka  '光明 13  9, 12， 14， 15， 152， 

154 

〔光陰 は 矢よ り も 速 かな り〕 13  394;  34 122 

光炎 （Tpajjo は （燈 光， 燈 火，' 激， 光， 光明） 12 
64 ま Pajjota  〔經： 12  64 

光焰 acci  (焰， 火焰， 光線' 11 下 183，  184，  239 

光 音 Abhassara  i 極光 淨天， 極光 天） 〔第二 禪 
天〕 6  21 ； 8  36，  37， 103,  104,  298，  332，  343  ； 
11 下 116  ； 12 194  ；  22 上 77，  288  ；  23  48, 
260  ；  29  282,  419,  421 ； 32  335  ；  37  481 ； 41 
210;  44  278;  57  272;  63  386,  389，  390, 
394  ；  65  (11)  41， 43,  46 

光界 abha-dhatu  '光明 界) 〔七界 の 一〕 13  222* 

光界 三昧に 人る tejo-dhStuih  samapajjati 
(火光 三昧に 入る， 火炎 三昧に 入る， 火焰 三昧 
に 入る， 火定に 入る 8  34 

光輝 X  obhasa  (光明， 光堪， 照） 7  238 ② 
jalita 12  247  . 

光輝 天宮 Daddalla-vimSna  24  483 

光 護 Jotipala  、儲提 摩麗， 護 明 〔學童 ： 59 下 49 

光線 acci  (光 焰， 焰， 火焰） 10 17 

光 天 .ibhS-deva 10  8; 11 下 116 

光品 Abha-vagga 18  244 

光明 ① SbhS  、光） 11 下 183, 184  (2：  aloka 
(光） ふ 19*;  6  311 ； 7  216，  238; 16 上 411; 
16 下 105，  106,  341*;  20  201 S  obhasa  (光 
輝， 光燔， 照） 11 下 142，  147,  148,  200*;  21 
241*;  64  364°  g  pabha  (後光） 〔四 種〕 18 
245 ⑤ Joti  (光明 林 I  〔圜、 60  415;  65  (I) 
102 ⑥ Pajjo は 〔經： ： 12  21 

光明 界 Sbh5-dh5tu  ； 光界' G4  97 

光明 ひ 4'    obhasa-gatha  63  325 

光明 相 obh お a-nimiUa 11 下 205 

光明 想 お oka-safifia  8  302; 16 下 132,  134， 
135, 136  ； 18  81 ； 20  60,  337  ；  40  33,  39.  51, 
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156，  166*,  179*,  265*,  353*  ；  41 5,  43， 101* 

117*,  182*  ；  47  462  ；  62  90,  261 
光明 遍 aloka-kasipa  62  221,  226,  346°,  349; 

63  411 ； 65  (II)  78 
① 光明 遍満 ② 光明 過満性 aloka-pharanata 

〔五 正定 支の 一〕 ぼ' 8  365 ② 40  79 
光明 林 Jotivana  (光明 = 難陀 林， 歡喜 林） 60 

259 

光耀 ① obhasa  (光輝， 光明， 照） 6  311 ； 7  216  ； 
40 193  ;  41 14* ② obhasana  59 上 77,  78 
③ PabhSvati  (有 光） 〔尸 棄佛の 母〕 6  367 

光耀心 sappabhSsa  citta 16 下 112,  113，  116, 
130，  132*,  137*,  147， 148  、 

好 anuvyafijana  (隨 形， 隨好， 隨相， 細 相， 別 相） 
18  28,  72 

好運 lakkhi  36  8， 111 

好 香 蓮華 sogandhika  (靑 睡蓮 華） 37 170 

好 〔所 緣〕 ittha 〔-ぉ ambana〕  65  (II)  34 

好み ruci  (意欲， 愛好， 欲， 樂， 喜） 23 194， 199 

好 味 rasa  (味） 8 188 

好 名聞 kalyaija-kittisadda  (善き 名聲， 名聲， 

名稱） 23  227 
行爲 kamma   (業， 行 業, 行事， 作業， 作務） 24 

228*,  243* 

行爲 論者 kiriya-vadin  (所作 を說 く〜 業果 

論者， 作業 論者） 6 172 
行雲流水 catuddisa  yati  62 133 
行路 ① vatuma 15  84，  85 ② AddhSna  〔經〕 

16 上 186; 16 下 218 
行路 時 addhanagamana-samaya  2 119 
① 行路の 遍知 ② 行路 を遍 知す addhSna- 

parinna  'I) 16 下 67,  218 ② 16 上 186 
行路の 糧食 patheyya  (糧食， 路銀， 路用の 資， 

旅路の 糧， 道路 糧） 2 127 
考想 vitakka  (尋， 覺， 念） 9  206*,  216* 
考想 息止經 Vitakkasanthana-sutta  9  216° 
考 想の 行の, 害、 it  vitakkasankhara-santhana 

9  219* 

考量 ① tulana  (思量） 10  306 ② mantanS 

mm, 助言） 5  280 

更請 puna-pavarana  2 162 


①坑 ②坑坎 sobbha  (溝 坑， 河底） ① 1 127 

② 16 下 247  ；  20 147 
坑陷 opS は 1 126 
坑崖 narakappapata 10  65 
劫 kappa  (劫 波） 13  266*; 18  250，  251 〔石 

劫〕 13  266  〔芥子 劫〕 13  267  〔恆 河沙 劫〕 13 

269  〔聲聞 劫〕 13  268 
劫樹 kappa-rukkha   (劫 波 樹= 晝度樹 ，如意 

樹） 26  4, 163  ；  38 107 
劫 法 kappatthitika  64  76,  77 
劫 住 者 kappattha  58  217*,  220,  389 
劫 住 論 Kappattha-katha  58  217° 
劫 芻 麻衣 khoma  (麻布， 麻， 亞麻， 芻 麻） 22 下 

161， 190 

劫賊 cora  (賊， 盗賊， 盜人, 山賊） 2 100，  103, 
127，  189，  216*  ；  5  45 

劫の 滅盡 kappa-vutthana  63  281 

劫 波 ① kappa  (劫） 44 10,  216*,  500 ② 
Kappa(  = 劫 波師， 劫 比耶， 尼 拘盧陀 劫 波） 〔比〕 
25  328，  329 ③ 〔婆， 比， 婆 和 利の 弟子〕 24  379， 
414,  415，  428  @  〔比〕 14  264*  ；  25  222 ⑤ 
〔學 童, 佛の 前生〕 12  246;  32  338,  339 ⑥ 
Kappo  〔經〕 （一) (二） 14  264，  265 

劫 波 學童听 間 Kappa-manavaka-puccha  (劫 
波听 問） 〔經〕 24  414°,  415 

劫 波 學童所 問の 義釋 Kappamanavakapanha- 
niddesa  44  216°,  218 

劫波師 Kapp5yana    (劫 波， 劫 比耶， 尼 拘盧陀 
劫 波） 〔比:] 24 131， 132 

劫 波 姿 kappasa  (綿， 綿花， 木棉， 劫 貝） 11 下 
225 

劫波樹 kappa-rukkha  (劫 樹=晝 度樹， 如意 樹) 

63  316;  64  215 
劫 波 所 問 Kappa-pafiha  〔經〕 44  326 
劫 貝 ① kappasika  (綿 衣， 綿布， 木棉 衣， 古 貝） 

〔衣〕 26  459  ；  39  540 ② saiikha  (螺， 螺貝， 

珂貝， 靑貝， 海螺， 磾碟） 3  360  ；  4 177，  205* 
劫 比 他 kapiUha,  kapittha  (山林 擒， 林擒） 27 

45， 106，  245;  38 120;  39  389，  403,  442, 

449,  475 

劫比耶 Kappiya  (= 尼 拘盧陀 劫 波， 劫 波， 劫 波 
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師） 〔比〕 25  329 
劫寶耶 ① Kappina   (迹 匹那， 歸賓那 = 大劫賓 

那） 〔比〕 12  249  ； 13  423  ；  25  298  〔傳 記〕 27 

282* ② Kappino  〔經〕 13  420 
劫掠 g:i51:a  (殺蕩 I  8  85 
宏慧 ① bhCiri-pafifia  (廣 慧， 弘慧） 16 下 327; 

41 131,  139°  i  Bhuri  〔經〕 16 下 327 
攻擊 up5rambha  (論詰， 難詰） 11 下 82 
抗爭 tuvantuva  '、爭 論， 相違， 相違 語） 9 195* 
抗論 vada-patha  (〜語路） 18 16 
肛 an は- guija  '腸 間膜） 〔三十 二 身分の 一〕 40 

11， 225 

孝養 Matuposaka    D  〔婆〕 12  310,  311 ② 

〔經〕 12  310 
効果 udraya  7  258,  269 
幸運 siri  (吉祥， 吉運） 39  55* 
幸運 者 Si  imant  ( 祥瑞 者， 具祥 者， 吉祥 ） 39  56* 
〔幸運と 知慧 との 優劣〕 39  55 
幸福 sukhin  39  83 
幸福 あれ bhavam  atthu  7  245 
拘迹 利， 拘 稀羅， 拘薩羅 等〜 ク 
拘鎖 andu  (鎖, 綱） 6  348,  349 
拘束 bandhana 縛， 繩縛， 盤 縛， 結 縛, 收縛） 6 

7,  97 

厚 衣 appita  L_civaraj 1 366,  370 
厚搏子 tmik5  4  230 

① 厚 想 ② 厚聚想 ghana-safifia  t  40  52，  75, 
337  ；  64  277,  355,  375,  465,  466 ま 62  91 

哄笑す ① ujjhaggika  i 戯笑） 2  304  ；  5  46 ② 
sanjagghati  21 309 

哄笑 品 Ujjhaggika-vagga  2  306;  5  46,  73 

後 有， 後光， 後更， 後生 等〜 ゴ 

後悔 ① kukkucca  (惡 作， 侮， 有悔, 悔疑， 疑个 望， 
疑惑） 10  240; 12  286,  289，  297  ;  42  328°  ； 
43  393°  ；  44  260° ② vippatisara  '侮 心， 追 
悔） 64  63 

後悔 〔者〕 pacchanutapin  22 上 58* 

後宮 ① ante-pura  、內 宮， 內城， 宮廷） 2  251*  ； 
3 120*，  367,  600;  4  283,  292,  443，  444;  5 
40，  71, 237;  22 上 316;  23  215  〔十 過失〕 5 
237;  22 上 316      itthagara  (宮 女， 女官, 妃 


妾 :| 12 149 

①後繼 者 ② 後嗣 daySda  (相續 者， 相續 人， 
嗣續 者， 嫡子） ① 27  47,  58;  44  436 ② 9 142, 
153  ；  26  42，  71, 75, 148,  182,  191，  197,  447 

後室 ovaraka  (內 室， 內房， 幽室 4  329 

洪水 udaka-vahaka  3  58 

狡猾 satha  (諂 者， 諂 侯， 扦詐， 詐誑， 欺譎 者， 幻 
僞） 8  57 

狡獪者 dhuUa  (惡 人, 弊惡 人, 暴惡 人） 8  242 
巷 中 論 visikhS-kathS  (街路 論， 街道 論, 道 (旁 

論, 道路 論， 市街 論， 風評 論， 風評の 話） 〔無用 論 

の 一〕 11 下 132 
巷路 vyQha  (小路， 横町） 4  387，  388 
〔皇后: こ關 する 法 勅〕 65  ail)  68 
香 gandha  (香料， 塗 香， 芳香） 2 181,  253,  548  ； 

3  62,  63，  326,  327;  5 117,  134  ;  6 105,  348; 

7 150*,  323，  324; 12 157*,  396; 17  344, 

368;  23  25；  64  20°,  88°,  215;  65  (II)  53 

〔三種〕 17  368  〔種種〕 14  405  ；  23  25  〔定義〕 

45  200  ；  46 109 
香 愛 gandha-tanha  7  5;  8  323 
香 陰 gandhabba  (乾 達 婆， 乾 閥 婆， 犍達 婆, 犍 

閱婆） 11 上 207，  208;  59 上 266* 
香界 gandha-dhatu 11 下 58;  46 109°  ；  48 上 

296* 

香氣論 Gandhaj5ti-katha  58  343° 

香篋 gandha-karandaka 16 下 232 

香 匣 surabhi-karandaka  25  378 

香香 gandha-gandha 14  405* 

香 思 gandna-sancetana  8  323 

香 持 現 gandhupahara 1 128 

香 室 ① gandha-kutf  (香 房， 佛房， 香 殿） 28 
170,  198，  240,  244，  245，  352，  353;  29 109, 
137，  173;  30 15，  21， 71， 367 其 他； 31 113, 
129,  239，  331 ； 33 106  ；  34 16, 17, 18，  78, 
156 其 他； 35  249 ② vihara  身舍， 寺， 住處, 
住院, 僧房， 房舍, 香 房） 6  219 

香處 gandhayatana  8  322  ；  45 187,  200°  ； 
48 上 93* 

香 商 ① gandhika  59 下 187 ② magadha  39 
269 
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'香 商人 gandhapanika  59 下 210 
香水 'D  gandhodaka  26 190，  270 ② 

vilepana  (塗料， 塗 油， 塗 香， 化粧品， 脂粉） 7 

374 

香醉 Gandhamadana  (犍陀 摩羅） 〔山〕 

26  206  ；  27  56  ；  34  270,  271 ； 35  329  ；  36 

136  ；  38  23，  33  ；  39  515 
香 姓 Doija  〔婆〕 7 160*；  41 361 〔佛舍 利の 

分配 を な し， 舍利瓶 を 貰 ふ〕 7 160* 
〔香〕 藉 citaka  (葬 堆， 火葬 堆， 火堆, 蕷） 7 156， 

157 

香草 ① blrapa  (毘 羅那） 30  280,  282 ② 
bhutinaka  64 197  、 

香草 叢 品 Biranatthambhaka-vagga  30  278° 

香 想 gandha-sanna  8  323 

香 泥 mattika  (土， 泥土， 粘土， 浴 土， 石驗） 17 
336 

香 店 (佛 の） gandhapapa  59 下 190 

香 殿 gandha-kuti  (香 室， 香 房， 佛房） 26 109  ； 

37  9， 106 其 他； 39  264 
〔香と 逆風〕 23  25 

① 香 塔 ② 香の 塔婆 gandha-thiipa ① 26  450 

②  26  235 

〔香に して 香界に 非ざる もの〕 48 上 299 
〔香: こして 香處に 非ざる もの〕 48 上 97* 
① 香の 盗人 ②香 盗人 gandhatthena ① 12 

354 ② 32  254，  255 
香 房 ① gandha-kuti  (香 室， 香 殿， 佛房） 65  (I) 

13 ② vihara  (精舍 ，寺, 住處， 住院， 僧房， 房 

舍, 香 室） 6 134 
香木 gos お a  (牛 頭 栴檀） 25  75 
香味 gandha-rasa 1 3;  21 32 
香油 ① tela  (油， 胡麻油） 7  373 ② 

mukhalepana  6  9，  99 
香 好き 稻米 sugandha-tandula  8  271 
香樂 gandha-bhoga 1 3 
香料 ① gandha  (香， 塗 香， 芳香） 3  364;  6  6, 

97  ； 11 下 15，  217，  229 ② upapisana  3  359 

③  vasil:a  5 134  (4)  vasitaka  2  549;  5 117 
香料 障礙 gandhana-palibodha  59 上 22 

(Xj 香 論 '！) 香料 論 ③ 香料の 話 gandha-katha 


(塗 香 論） 〔無用 論の一〕 ① 2  260;  3  333;  6 
255  ； 10  358  ； 11 上 1， 28,  36  ； 16 下 337  ；  22 下 
22  ；  43 175，  184，  348  ；  44  433  -2) 11 下 132 
③ 6  9， 100 

紅玉 ① lohitaiika  (赤 玉， 赤珠， ル ビー， 珊瑚， 
猫睛 石） 4  355,  357;  21 65,  69,  75,  78;  23 
171; 26 128;  27  82 ② mas5ra-galla  (瑪 瑶， 
琥珀， 猫睛 石， 車渠） 38  435 

紅 嘴 鳥 lohi1:a-tuij づ a  33 113 

紅色の 褐 papdu-kambala  (紅毛， 黄色の 毛布) 
11 上 42，  54 

紅 土 子 geruka  (赫 土） 〔塗 藥〕 3  359;  4  232, 

235,  263,  320,  333 
紅 土 子 を 塗る geruka-parikamma  4 185 
紅毛 石 pandukambala-sila  (無柜 白 石, 黄色 

石， 黃 色の 毛布に 包まれた る 石） 59 下 214 
紅 藍 ① kusumbha  (|i kosumbha  (赤 花） 〔花， 

草〕 ① 26  451 ； 29  479 ②' 27  96 
紅 藍色 maharaiiga-ratta  3  328,  329 
高慧者 anoma-pafifia  (卓 智者） 24 130 
髙賫 ucc5kulina ほ 11 上 236,  237 
高貴 者 §j5mya  (駿敏 ，殊勝なる 者） 24 195 
高級 武官 ugga  6  78,  79 
〔高言す る 比丘〕 29 186,  378，  390 
高原 vana-patha   (森林， 森 地， 山林， 林 叢， 林 

藪， 藪 林） 17  396; 19 127，  138;  47  462 
高 貢 ®  unnati  (高慢） 24  322  @  unnama 

42  259 

高 貢 心 upSdinna  mano  (執受 意） 17  324 
高廣心 mahaggata-ckta  (大 心， 高大 心， 廣大 

心） 9  99， 112; 11 上 24 
高 床 (1) ucca-manca  (高き 床） 2  266 ② ucca- 

sayana  (高 牀） 3  339，  340;  4  249；  23  2 ③ 

asandi  (交 椅） 2  484  ；  5 108, 130 
為 床大床 uccasayana-mahasayana  3  339°  ； 

6  8",  99°  ； 16 下 409; 17  293°,  344;  21 143, 

146,  153，  160,  168,  169;  22 上 56，  57;  〔4 

249,  259;  20  347〕 
高牀 ucca-sayana  (高 床） 6  6,  97 
高聲 ucca-sadda  (喧聲 ） 3  333,  419，  420;  4 

172，  297;  5  46，  74 
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高大 この 心〕 mahagga は 高廣 ，犬， 廣大， 廣博） 
63  377 

高地 thala  m, 睦池 乾 地,' 9 130 

① 高殿 ^ 高堂 P お Sda  '殿， 閣， 高樓， 殿堂, 殿 

樓， 重閣， 樓閣, 樓臺， 宮殿, 美 匿） I  7 168*  % 

7 185* 

高慢 X  atimana  (過 慢， tg 慢' 7  257 ② 
atimanin  (過慢 者） 8  57 ③ unnati  (高 赏） 
21 84,  89 ④ unnala  (撟慢 ，高慢なる， 虚誇， 
傲慢， 尊大， tS 傲， 心 騒が し く  ， 不遜） 12 103  t) 
uccasonda  20  338  f  samussita 17  323 

高慢 〔者〕 uddhata 掉擧 者， 掉侮 者, 掉擧， 掉 
動 I 11 上 355 

高慢な る unna!a  • 矯 慢， 高慢， 傲慢， 虚誇， 尊大， 
愼 傲， 不適， 心 騒が しく 17 107 

高名 法師 vissuta  dhammika  59 下 211 

高揚 samukkarhsa  5  215 

高羅婆 Koravya 拘牢 婆） 〔王： 20 121； 34 
400* 

高齢 vaya  anupatta  4  289 

高樓 pasada  (高殿， 高堂， 臺亂 殿堂, 殿樓， 重 

閣, 樓閣， 樓觀， 樓臺， 美 壁， 宮殿） 2 177，  250; 

6  345，  346  ；  7  374  ：  9  303,  374，  379  ； 12 129, 

158, 159 

高樓閣 ktnsgara-sa!a  、重閣 講堂, 重閣 堂， 尖 

頂閣 堂， 樓閣 1 44  474 
〔高樓 に 昇る 人の 響 n まミ〕 12 157 
〔高 樓の替 n あ〕 ① 〔死後の 世界の 不 存在;； 6  278 

② 〔梵天の 不 存在〕 6  345 
〔高樓 より 降る 者の SB お;： 12 158 
〔高樓 より 高樓に 移る 等の 罾喻〕 12 159 
〔降雨が 水 もて 充 たす |fBfe〕  25  42 
〔降雨の 譬 a に 23  318 
降雪 期 himapata-samaya  59 下 309 
〔降魔〕 24 154;  28 152 
荒醉 夜叉 madanayuta  =  yakkha  28  392 
荒野 i  kantara  、難 听, 沙漠， 曠野,！  9  478  ® 

khila  (戟， 蕪 心, 礙， 頭 固 10 159 
荒野の kantaraddhana-magga  (曠野の 

道） 9  479 

適處 abbhokasa  '露 t& 露天， 露天 處， 野外， 屋 


外， 曠野， 空 閑， 空處， 自由 17  396 ： 19 127, 

138  ；  47  462 
d 適 處坐者 適處坐 行者 abbhok お ika  (露 

地 法 者, 露天 坐 行者， 露天 住 者 ： 五 種〕 X  47 

371, 464  % 19  307 
① 耕作^ 耕 fe   kasi 農業， 農事, 耕す こと） 

d  2 10*  ；  9 141, 152  ； 11 上 238，  258,  259  ； 

23 10  % 12  296 
d 耕作者 1^ 耕耘者 kassaka 農夫, 農業 者， 

農家， 耕 夫， 百姓 I 10  75; 11 上 131， 132  D 

24  27，  28 
： 薪 作 をな すの 譬 59 上 135, 179 
耕 田 T  khetta  (田， 畑， 田畑'， 8  213,  214,  215 

%  Kasi  〔經： 12  294 
〔耕 田家 主の 收 獲の 譬! 17  397 
〔f^ 田家 主の 播種の 譬喻〕 17  376,  394 
X 耕 田家 主 ^耕 田 居士  kassaka-gahapati 

T 17  376,  394,  397  (2 16 上 15 
： 薪 田 三種と 播種の 譬 It  〕 16 上 15 
耕 田婆羅 墮婆闍 Kasi-Bh5radvaja  〔婆， 比〕 

12  295  ；  59 上 367  〔{§ の說 法: 二て 出家 し， 後に 

成 阿羅漢:] 24  26* 
耕 夫 kassaka  i 農夫, 耕作者, 耕 fc 者， 百姓 25 

215 

(X 航海 業者 ② 航海の 商人 samuddika 

vanija 1 6  314  I  20 120 
咬 潔 pariyodS は 淨白， 白 潔' 9  33，  34,  212, 

213，  325*,  432，  433，  434,  481,  482，  483  ； 10 

98，  99，  371, 372 
硬 食 ： khadaniya  (瞰 食， 嚼食， 堅 食， 嚙 むべ 

きもの） 2 132，  204,  376,  378，  486，  489 ② 

khajjaka  、菓子 2  314* 
硬 食 分配者 khajja-bhajaka  2  245 
硬直 chambhitat は （恐怖 11 上 136 
硬軟の 食 khadaniya  bhojaniya 1 16* 
硬 皮衣 kharajina  (粗き 獸 皮衣， 獸皮 服） 10  93 
硬 米 1： は ij^ula 米， 梗米, 稻米， 玄米 17  211 

®  nivara  、野生の 穀類, 縫 米, 糲 8  53 
校 龍 kumbhna  、宮 昆羅， 鳄, 癆魚 27  74,97 
X 校 龍畏 ま 絞 龍の 怖畏 kumbhila-bhaya 

(鰐の 怖， 藭の 怖畏， 睡 魚の 難） ェ 47 112 ② 18 
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鈎， 溝， 煌， 粳， 膏， 槓， 睾， 酵， し:， 膠， 衡， 興 ーコゥ 


218°，  219°  ；  43 179  ；  44  403，  434 
鈎 引 者 Sk お a  24  359  ；  43  270 
鈎羅 baHsa  (釣針 ，鉤針） 11 下 242 
鉤藤 mufija  (文 邪 草， 文 若， 文 者， 們叉， ム ンヂ 

ャ草） 18  369 
夠肉刑 ba!isa-mamsika  9 144, 154 
溝坑 （I  parikha-kupa  23 154  '！  sobbha  (坑 

坎， 坑， 河底） 9 14 
煌 輝 耳環 天宮 MaUakuijdali-vimSna  24  547 
煌 輝 耳環 本 生物 語 Mattakuijdali-jStaka 

(四 四 九） 33  289° 
粳 vihi  (稻， ヸ―ヒ 米， 粟） 7  339; 11 下 100 
粳米 taij づ ula  (米， 硬 米， 稻米， 玄米） 9 133 
粳 米飯 sali-maihsodana  8  88 
膏 vasa  (脂， 脂 防， 淋巴液， 血 精， 血漿.） 24  72 

〔三十 二 身分の 一〕 40 11， 225;  63  64°,  271° 
膏瓶 medaka-thalika  22 上 37 
〔膏 瓶の 漏る 譬喻〕 22 上 37 
膏藥壶 afijani  2  266 
膏藥篦 afijani-sa ほ 2  266 
槓杆 tu ほ （秤， 粹 器，！^ 稱） 4 187， 188 
睾丸 ① anda 10 155  ； 13  381, 382 ② phala 

31' 514;  38  378 
〔睾丸 を 抜き取る 人の 譬喩〕 10 155 
酵母 酒 kippa-pakkhitta  2 174 
廣 Puthu  〔經〕 16 下 326 
廣衣 vitthata  〔civara〕 1 366,  370 
廣慧 ぼ puthu-panna  (廣 智， 多智） 41 125*, 

133。 ② puthu-pafifiatta 16 下 326 ③ bhiiri- 

panna  (宏 慧， 弘慧） 42 139,  270 ④ vipula- 

pannata  (廣 大慧） 17  68 
廣慧 〔者〕 puthu-pafifla  (廣智 〔者〕， 廣き 智慧 

〔者〕） 11 下 1; 12 107，  108;  39 1 
廣慧者 D  bhuri-panna  24 138  ；  39  61, 62 

(2)  bhuri-medhasa  (廣 知者， 黠慧の 者） 44  7， 

234,  356,  369 
廣慈入 puthupanna  puggala 17  210,  211°, 

212  ；  47  364，  404° 
廣慧 問答 BhQri-pafiha  39  81 
©廣^&'夫^1者 ② 廣演知 vipaccitannu  (1)18 

237  (S  47  366,  419° 


廣果 Vehapphala  〔天 J  9  2; 10  8，  67*； 11 下 
117; 18  225,  228;  34  335;  41 210;  47 193, 
194。；  57  272;  63  386,  395;  65  (II)  41, 43, 
47  〔靡 量〕 18  225,  228 

廣果 天性 Vehapphalatta 10  69 

廣設 ① vitthara  2  231 ② Vitthara  〔經〕 
(一) 一 (三） 16 下 15-16，  28-31 ； 〔22 下 348〕 

廣說分 Niddesa-v5ra  50  25 

质大 ① mahaggata  (大， 高 廣， 高大 i 7  345 ② 
vipula  9  491 ； 10  20  (3)  Vipula  〔經〕 16 下 
326  (4.  Vepullata  〔經〕 16 下 325 

廣大慧 vipula-pafifia 16 下 326;  41 125*,  134" 

①廣大 心 ②廣大 なる 心 mahagga は citta 
(大 心， 高廣 心， 高大 心） ① 49  20 ② 6 119, 120 

廣大の 現 o!arika  obhasa  4  432 

廣大の 相 ojSrika  nimitta  4  432 

廣知者 bhtiri-medhasa  (廣慧 者， 黯慧の 者） 44 
339 

廣智 puthu-pafiilS  (廣慧 ，多 智） 30  294;  33 
412 

廣智 〔者〕 puthu-pafifia  (廣慧 〔者〕， 廣き 智慧 

〔者〕） 12  330  ；  38  413 
①廣長 舌 ②廣長 舌 相 pahQ は- jivha ほ （舌 廣 

長， 舌の 大） ① 6 161; 11 上 180，  189，  190;. 

24  208 ② 6 157 
廣 ill ① ninnadin  (大昔） 〔八 音の一〕 7  219; 

11 上 185 ② mahagga は （大， 高大， 廣大， 高 

廣） 9  491 ； 10  20 
廣布薩 Vitthate  〔uposatho〕 〔經〕 21 144 
廣普山 Vepulla-pabba は （毘 富羅 山， 毘補羅 

山， 尾布羅 山） 11 下 67 
廣目天 王 VirQpakkha  (毘樓 博 叉， 昆樓羅 阿 叉） 

〔四天王の 一〕 7  215,  232;  25  3;  32 171，  172, 

173 

廣 目天宫 Visalakkhi-vimana  24  490 

膠 魚 山 SumsumSra-gira  (尸收 摩羅 山， 失 tfe 

摩羅 山， 失收 魔羅 山， 設 首婆羅 山， 首 摩羅 山， 鼉 

山， 鱷山） 〔邑〕 2 182,  320，  321 
〔衝 器の SBi〕  38  371 
興渠 hmgu  〔草〕 39  408 
興廢 udayabbaya  (生滅 i 12  78，  89 
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コ ゥ 一興， 糠， 講， 镇， 薬, 鶴， 羹， 喊， 攪， 鑛， 合, 但 


興隆 virulhi  9  384* 

糠 食 kanajaka  bhojana 17  235 

糠 飯 kanajaka  (粥， 辱 米飯 22 上 61 

糠 腹 辛 頭 馬 本 生物 語 
Kundakakucchisindhava-jataka  ('二 五 四) 
31 25° 

講堂 I  upatth^a-sa ほ '勤行 堂， 集會 所， 集 
會堂， 侍者 堂， 洪蒸 堂） 22 上 326 ② sa ほ （公 
堂， 會堂） 18  345  ；  34  420  、D  mandana-mala 
(假 逢， 周圓 堂， 圓形尖 頭の 屋舍， 周 Sr;) 16 下 
363;  20 151 

鵠も I  kokila  I 拘 耆羅， 瞿 tR 羅， 時鳥， 杜騎， 郭公) 
33 12， 17,  86 

藁椅 pa ほ la-p は ha  4  230 

①藁堆 ②藁積 D 藁 場 pa ほ la-pufija  (穰積 
處, 稻程 積， 藁 を 積める 處， 稈堆） 'X  4  225;  6 
106; 11 上 350; 11 下 17, 136,  137，  164; 17 
396;  22 上 139;  22 下 125;  59 下 263 ② 42 
38，  212  ；  43 137 ③ 7  256 

藁 堆住者 pa ほ la-pufijaka  59 下 204 

m  hamsa  (稱 ，鶴 鳥， 白鳥， 白鵝， 白 韻） 24  80, 
130;  34  350;  59 下 212 

《鵠 (白鳥) の 啼く譬 aiO  24 130；  25  328 

糞 ① sQpa  (スープ， 汁 ，調味' 2 175，  288;  4 
237，  327,  330  ； 16 上 369，  370  ；  23 130 ② 
supeyya  (カレー， 助 味 i 10  236 

奠 菜 vyafijana  (添 味， 加味 物， 副 菜， 調味， 助 
味， 藥味， カレー） 1 412;  2  394 

奠 味 supa-rasa  23  27 

權野 （Dabbhok5sa  、適 處， 露地， 露天， 露天 處, 
野外， 屋外， 空 閑， 空處， 自 由） 18  366  ；  47  448 
② arafiiia  (阿 練 若， 阿 蘭 若， 林野, 林 中， 森林, 
閑 林， 簽林， 空 閑， 園 林、 2 101,  104，  208 ③ 
kantara  (難 听， 沙漠， 荒野） 3  427,  428，  475; 
6 109  ； 13 142，  143， 171 ； 34  378 ④ A!avi 
(阿 撒昆） 〔邑〕 24  65， 127  ®  A!avaka  〔夜叉〕 
24  65,  66 

'嚒野 〔に 住する〕 蠻賊 atavi-saiikopa 17  288, 
289 

〔曠野の 井の 警 n|0 13 171 

'曠野の 道 kantaraddhana-magga  (荒野の 旅 


路） 6 109 

曠野 〔夜叉 ご經 ス! avaka-sut は 24  65 〜 70 

攪伴器 mattha 11 下 173, 177 

鑌山 akara  64  89,  90 

合 pasa は ： 量〕 3  477 

合一 別法 samodhana-parivasa  4  76*,  82°, 

97*,  107*;  5  201 〔因緣 と 作法:： 4  81° 
合一 摩那埵 samodhana-manatta  5  201 
合 雷せ る 父母 matapitaro  sannipatita  9  462 
合 現 貪 safifiogSbhinivesa i 結 住 著， 結 縛 ft 著) 

40  53，  75，  77,  338 
合 者 sahita  (助 伴） 10  6 
合 酒 sambhara-samyutta  2 174 
合誦 saiigiti  (結集） 59 上 4，  351， 352  ；  60 164, 

173 

合誦 〔尼柯 耶師〕 saiigitika  62 123 

合成 samussaya  '■ 身 體'' 25 129 

合流 ① sambhejja 16 下 397 ② Sambhejja 

〔經〕 (一) (二） 16 下 396，  397 
合流す る 水 Sambhejja  udaka  〔經〕 （一 )( 二) 

13  202 

〔合流す る 水と 二三 滴の 譽 n|i ，二種〕 13  202 
合 論者 samavaya-vadin  (= 勝 論 i^i  64 147 
恒 （T  dhuva  (常，. 常恆， 堅， 堅牢） 14  157,158 

② sassata  (常， 常住， 永住） 11 下 392* 
恆伽河 Gaihga  '：恒 河， 统加 河） 9  234  ； 10  236  ； 
12  246; 17  411 ； 25 143;  26  50,  95，  349， 
485  ；  30  243,  252,  253,  266,  267  ；  31 91， 95， 
97,  98， 109,  116, 117 其 他； 37 125, 131 
恆 ftn 池 Gaggara  pokkharani (伽 加 池， 加 伽 

羅池， 迦迦 池， 褐: う [] 池） 21 25 
恆伽魚 本 生物 語 Gaiigeyya-ja は ka    二 〇 五） 
30  251° 

恆 (加 那 Gaiigana  〔國〕 42  234；  43  249 
恆河 Gaiiga  CD  (恆伽 河， 统伽 河） 〔五大 河の一〕 
1 17,  246;  3  338,  403，  404  ；  4  355，  357,  411 ； 
6  81; 7  52,  53, 172  ；  9  390~^  ； 10 189,  190， 
327,  362; 11 上 S3; 11 下 226; 13  202，  269; 

14  219,  332; 15  281,  282,  285,  298，  402; 
16 上 207，  209，  210,  230，  345，  350，  387，  429  ； 
16 下 73，  82,  89，  94, 150，  165,  175,  308,  397  ； 
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20  354  ；  21 64,  68,  74,  77  ；  22' 上 237  ；  23 
170,  173，  231 ； 25  46,  47，  55, 151, 302  ；  27 
68,  69；  29  69,  70，  74;  30 194,  195,  435, 
436;  31 20，  21， 251，  252,  300 其 他； 32 12， 
128*,  338;  33  86, 140;  34 147，  148，  220; 
35 121，  195*,  321 ； 36  234  ；  38 10,  308  ；  39 
58， 166,  171*，  213;  41 394,  396;  59 上 5,  8， 
9， 145，  200，  252，  261,  263*  ；  59 下 9, 124，  137, 
226,  282,  283;  60 194，  196,  213，  275,  354; 
62  20,  426;  65  (I)  73，  74, 119 ② 〔錫 蘭に あ 
り 〕 62 186, 193  ；  63  353 ③ 〔經〕 13  269 

恆 河廣說 Gaiiga-peyyma  〔品〕 16 上 207， 
210,  213,  346，  429; 16 下 81, 149，  174， 176 
(遠 離 Viveka) 16 上 345 
(遠 離 依 止 Vivekanissita) 16 下 73，  89 
(欲 貪 調伏 Ragavinaya) 16 上 350 
(貪欲 調伏 Ragavinaya) 16 下 78，  93 

恒 河岸 住 比丘 Gaiigatiriya  bhikkhu  25 144 

〔恆河 中の 木 塊の 譬喻〕 15  281 

〔恆河 東 流の 譬喩〕 16 上 207,  345，  350，  429; 
16 下 73,  82,  89,  94, 150, 175 

〔恆 河に 關 する 問答と 遊行 者〕 30  435 

〔恆 河の 海に 趣く 譬喻〕 16 上 209 

〔恆 河の 岸に 斷 食して 王より 金貨 を 得た る婆羅 
門〕 34 147 

ぼ 恆 河の 沙 ②恆 伽の 砂 Gaiigaya  valuka 

① 16 上 101， 104  'ま 1 26  43 
〔恆 河の 沙の譬 It 一 恆河沙 劫〕 13  269 
〔fi 河の 沙を數 ふる 譬喻〕 16 上 101, 104 
11 河の 彼岸 p5ra-GaiigS 12  361,  372；  24  66, 

101 

〔恆 河の 水の 大海に 至る 譬 喻〕 10  327;  25 151 
恆河 婆擬羅 GaiigS  Bhagirasi  (=恆 河， 婆擬 

m) 〔河〕 27  68, 131 
〔恆河 を 群 牛 を 渡す 譬喻〕 9  390,  391 
〔恆河 を 西: こ 向 は しむる 譬喩〕 15  298  ； 16 上 230  ； 

16 下 165 
〔恆河 を 渡る 罾 It 〕 10  236 
恒堅實 dhuva-sSra  64  398，  399 
恆 出血 者 dhuva-Iohi ほ （常 月 水 女） 1 217 
恆常 は cca  (堅忍， 堪忍， 不拔） 19  345,  346 


恆, 剛, 栲， 降， 毫， 强， 傲 ーゴゥ 

'IS 星 ほ raka  (星， 星宿） 20  337 

①恆想 ②恆久 想 dhuva-safif-S  (堅固 想， 常 

恆想） ① 64  465，  466 ② 62  91 
① 恆布者 ② S 布 女 dhuva-co ほ i  ' 1 217 ②, 

4  403 

剛毅 tl ほ ma  (勢力， 九 確立； 18  328，  330 

剛强品 Dajha-vagga  30 1° 

剛情 thambha  (強情， 傲， 傲慢） 24  91 

剛腹な く    akhila  (固陋なら ず） 25  321 

栲間 chejja 1 76 

〔降魔〕 24 154;  28 152 

毫 unna  (白毫 ，羊毛） 11 上 182 

毫毛 vala  (馬 尾， 馬 毛， 毛 ） 2'5 114 

强飮 vaja-peyya  =  vacapeyya  (勝利の 飲〜 投. 
擲杖） 〔ソ 一 マ 祭〕 2'3  266 

强情 thanibha  (傲， 傲慢， 剛情， 頭 迷 i  24  173; 
42 18，  35， 103，  105，  114， 187 其 他； 43  83， 
124，  140,  152，  165,  194, 195 其 他； 44  40, 
52，  81， 147, 177 其 他； 59 下 127;  62 104，. 
413;  64  56 

強 盛， 強暴〜 キ ョ ゥ 

强奪 jSni  (沒收 ，壓 制； 9  208 

强盗 ① cora  (盗， 盗人, 盗賊， 賊, 劫賊） 1 72  ； 

3 125 ② sahasa-kara  (强 暴） 6  7，  97  ； 16 下 

413 

傲 ① thambha  (傲慢， 强情， 剛情， 頭 迷） 17 164, 
495  ； 18  447  ； 19  389  ；  20  230,  410  ；  21 325  ； 
22 上 194  ；  22 下 275，  351 ； 40 170  ；  41 140,. 
145，  146;  47  60，  66° ② Thambha  〔章〕 21 
325 

① 傲岸 ② 傲 頭 ③ 傲强 thaddha  (傲慢， 頭 强，. 
頭 迷, 強情， 片意地） ① 11 下 280 ② 9 162，  169， 
175 ③ 12  305 

傲慢 ① unna!a  (傲慢, 尊大, 高慢， 高慢 な る， 虚 
誇， 不遜， 愼傲， 心 騒がしく） 18  48; 19  276, 
277  ；  23  62 ② thaddha  (傲岸， 傲 頭， 傲强， 頭' 
强， 頭 迷， 强情， 片意地） 8  57 ③ thambha  (傲， 
强情， 剛情， 頭 迷） 20 198,  199，  219 ④ ditta 
8  30 ⑤ pagabbhiya  24  355  〔三種〕 42  342°  ； 
43  207°,  258  ®  manatthaddha け 喬傲） 6 176. 
⑨ huhuiika  3  4 
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- ゴ ウー 傲， 號， 業 

傲慢 者 pagabbha  20  203 
號泣 rupija 涕泣， 啼泣、 17  430 
號:; Roruva 叫喚， 魯羅婆 i  〔地獄〕 58  435 
業 1  kamma 行 業， 行事, 行爲， 業， 作務， 事 
業、 8  308; 10 139，  165°  ； 11 下 275°*; 18 
404*;  20 172,  179。；  40  432:*;  58  47,  52, 
198*，  201*,  205,  282*,  304，  305，  311*,  415*, 
419  ;  59 上 132*,  138*，  150, 151 〔三種： 10 
139  〔四 種； 黑黑異 熟 等： 8  308; 10 165= ； 18 
404*  〔種種〕 22 上 44;  64  222，  310*  := 思〕 
20 179  〔業と 報〕 11 下 275°— 281， 286 \  287— 
295  ； 17  365，  366  ；  23  27,  28  ；  35  35;  36  41 ； 
38  88*  ；  58  428  ；  59 上 132，  133，  138， 150  〔具 
體的 事例〕 1 176*; 12 154; 13  379*  〔報の 
大小〕 17  409°  ： 結 生〕 65  (II  45  ： 世間： 24 
244  〔不可避〕 23  36;  25  33;  34 18  〔可轉 二 
9  51 I  Kammam  ：經： 13  228; 15  211 ； 
16 下 171 

①業異 熟； ^ 業の 異熟 kamma-vipaka 業報， 
業と 異熟） 118 153，  154; 19 181,  182;  40 
432*;  57  48;  58  47*，  284,  314，  316,  317; 
59 上 285*  % 17  218  ； 18 140 

業 異熟所 生の 諸 病 abadha  kamma-vipakaja 

(業報 所 生 病） 22 上 355 
業 異熟生 kamma-vipakaja 15  356 
業 異熟生 神 通 kamma-vipakaja  iddhi 業報 

生 神變ノ  41 109，  150,  162° 
〔業異 熟 智力〕 9 113; 16 下 171; 20 182;  22 上 

252，  257;  41 110;  47 12,  49° 
〔業異 熟 論〕 58  47，  52,  203,  205,  304 
業因 論 Kammahetu-katha  58 109° 
業因 論者 kamma- vada  '業 論者 j  20 139 
業 有 kamma-bhava  40  85,  86  ；  42  68, 163  ； 

43  47,  95;  44 114,  124，  128,  153,  215,  346°  ； 

46 182°  ；  47  248,  254*;  62  395,  396;  64 

258°*  273*，  310；  65  (II)  70 

-業圓 足 kammaiita-sampada 17  446 
業緣 kamma-paccaya  〔二十 四緣の 一〕 50 1, 
9°, 18*.  175，  347',  385°  ；  51 2*,  30,  51， 96, 
150,  312;  52  7*,  55*,  103*,  140* 其 他； 53 
3*, 18,  55,  75，  93 其 他； 54 13，  36,  60,  77 


其 他； 55  4*  ；  64 180，  188°,  211，  217，  226; 
65  (U)  71 

業 緣廣說 kammapaccaya-niddesa  50  385 
滅緣時 直 口 等 起 kammapaccaya- 

utusamutthana  64  330 
業!^ 食 等 起 kammapaccaya- 

aharasamutthana  64  330 
業お L 、等 起 kammapaccaya- 

cittasamutthana  64  330 
業果 kamma-phala 18  238 
業果 見 kammaphala-dassana  59 下 338 
業果 色 katat ほ ruparh 業 作 色） 50  9， 10, 26* 

76*,  118*,  144*,  155*,  357* 其 他； 51 45*， 

109*  179*,  207*，  382*;  52  2*,  70*,  114*, 

149* 其 他； 53  7*,  27*,  81* 其 他； 54 1*， 

19*,  42*,  66* 其 他 
業果の 存在 狀 態の 問 Kammaphala- 

atthibhava-panha  59 上 150 
業果 論者 kiriya-vada 作業 論者 〜 行爲 論者, 

所作 を說ぐ 17  473，  474;  20 139 
業话 kamma-kilesa  ： 四 種； 殺生， 偷盜， 邪淫, 

妄語〕 8  238 
業繁覉 kamma-patibaddha  50  358 
業缺損 kammanta-vipatti 17  445 
業 作 色 katat ほ rupam  [業果 色) 64 189, 190 
業作智 kammassakata-nana    (業听 作智， 自 

業智〜 自業， 業自 性） 42  286 
業自性 kammassaka ほ ( 自 業, 業 作， 業听作 〜 

業 を 己が ものと す 64  6 
業 事 kammatthana 事業 ^ 11 上 258* 
業 積 集 kammOpacaya  58  282* 
業 積 集 論 Kammupacaya-katha  58  282° 
業 所作 智 kammassakata-fiScia 業 作智， 自業 

智〜 自業， 業自 性； 45  343;  58  390 
業听 生身 Karaja-kaya  〔經〕 22 下 260 
Hff 攝 kiriya-sarigaha  47  325 
業听 生身 品 KarajakSya-vagga  22 下 240,  265 
業處 （X  kammatthana  (行 處, 公案， 修行の 具， 

禪 定法， 觀法, 觀念 修行 28  221,  222,  351, 

352;  29  83, 110，  343,  416;  32 150;  33 111, 

117，  402  ；  37  246;  62  31， 72, 163，  183,  192=^ 


(  282) 


業 ーゴゥ 


196*,  221°*,  231,  232，  256;  63  3， 11' 28,  96, 

97,  295;  64 11， 352，  354,  356,  363，  367;  65 

(II)  78。*  〔三種〕 62 196 ② kammayatana 

(事業） 47  26,  70* 
業處把 取の 解擇 Kammatthanagahana- 

niddesa  62 171° 
〔業 處を授 く る 善 友〕 62 196* 
業 生 ① kammaja  (= 業 等 起） 64  28  ；  65  (II) 

54，  55,  58 ② kamma-nibbatta  59 下 94，  95， 

99° 

業 生色 kammaja-rtipa  (= 業 等 起 色） 50  358; 

63  203,  204  ；  64  236,  238，  289,  330*,  347 
業 生身 karaja-kaya  (業听 生身） 63、 112，  353 
業 生 非業 生の 間 Kammajakammaja- 

panha  59 下 99 
業 障 ① kammSvaraija  40  207  ；  47  54,  377  ； 

57 131; 59 上 313，  317;  62  351° ② 

kammavaranata  20  207 
業 〔障碍〕 kamma  62 189 
業 相 ① kamma-nimitta  64  42，  212*,  216, 

222;  65  (II)  25,  30,  47* ② kamnia- 

lakkhana  9  384，  387；  22 '下 330,  335 
業相續 kamma-santati  64  312 
業 地 kamma-bhumi  59 上 364 
業 (行 爲) と異熟 kamma-vipaka  (業異 熟， 業報' 

24  243 

〔業と 業 積 集と は異れ り〕 58  282 

業 等 起 kamma-sami4thana  50  374*,  441; 

63  277,  283*;  64  236,  238,  239，  287,  309, 

330 

業 等 起 色 kamma-samutthana  rupa 

50  374*  ；  65  (Ilj  55，  58;  〔64  329°〕 
業 等起聚 kammasamutthana-kalapa 

65  (II)  56，  59 
業 道 品 Kammapatha-vagga 13  243  ； 18  442 
業に 依存す kammappatisaraija  (業 を歸 趣と 

す， 業 を 所 依と す.） 63 147 
業の 已作性 kammassa  katatta  45  265 
<D 業の 集の 緣 ② 業の 集まる ための 緣 

kammanaih  samudayaya  nidanam  〔三種〕 
• ① 17  217，  219 1) 17  433* 


業の 相續者 kamma-dayada  (業 を受嗣 く"） 10 

166; 11 下 275，  281; 58  285 
業の 滅盡 kamma-nirodha 15  212 
業の 滅盡に 達する の 道 kamma- 

nirodhagamini  patipada 15  212 
業 は 己が もの kammassaka  (業 を 己が ものと 

す， 業 を 所有す 〜 業 作， 業 所作， 業自 性， 自業) 

19  259 

業 別 異の問 Kammananakarana-panha 
59 上 133 

業報 kamma-vipSka  (業異 熟， 業と 異熟 ）59 下 
2，  3， 148， 149  〔胎生 學的說 明〕 17  365,  366 

業報 所 生 病 kammavipaka-ja  abadha  (業異 
熟 所 生の 諸 病） 42 17,  24,  67,  381; 43 165, 
178,  237，  336,  340;  44  23,  95,  372,  416 

業報 生神變 kammavipaka-ja  iddhi  (業異 熟 
生 神 通） 63  310,  316° 

業報の 異熟 kammasamaaanam  vipako 
16 下 171 

〔業報の 絕對 不可避〕 23  36;  25  33;  34 18 

業 品 Kamma-vagga 18  404 

業輪轉 kamma-vatta  62  396,  397;  64  275， 

310,  312，  314;  65  (II)  70 
業 論 Kamma-katha  40  432°  ；  58  201°,  415°  ； 

〔43  45，  201,  282，  287,  289,  291, 311 ； 58 198〕 
業 論者 ① kamma-vada  (業因 論者 >  13  47*, 

54*； 17  473,  474  ®  kamma-vadin  (業 を說 

くゾ 6 172; 10  311 
①業を 因と す② 業 を 起源 と す kamma-yoni 

(業 を胎 とす， 業 を 母胎と す） 0D  19  97* ② 19 

260 

① 業 を 受嗣ぐ ② 業 を 相續す kamma-daySda 
(業の 相續 者， 業 を領受 す， 業 を 領有す） ① 63 
147  'D22 下 246，  248,  249;  59 上 134 

業 を 己が ものと す kammassaka  (業 を 所有す， 
業 は 己が もの 〜自 業， 業自 性） 59 上 134 

①業を 所 依と す② 業を歸 趣と す kamma- 
patisarana  (業に 依存す） ① 59 上 134 ② 19 
97*,  260  ；  22 上 325  ；  22 下 246，  248,  249 

業 を 所有す kammassaka  (業 を 己が ものと す， 
業 は 己が もの〜 自業, 業自 性） 19  97*;  22 上 
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ゴ ウー 業, 特， 犢， 蝙, 氷， m, 石， 克， 國， 解， 黑 


325  ；  22 下 246，  248，  249 ；  63 147 
d 業 を 親 威と す②業 を親疾 とす ま' 業 を緣者 

とす 'ま' 業 を親緣 とす kamma-bandhu i) 

63 147  2： 19  260  ；  22 下 246,  248,  249  ；  59 上 

134  t  22 上 325  S 19  97* 
業 を說く    kamma-v5din  (業 論者） 3 120 
①業を 母胎と す ② 業を胎 とす kamma-yoni 

(業 を 因と す， 業 を 起源と す） ':D59 上 134;  63 

147  (g  22 上 325  ；  22 下 246，  248,  249 
® 業 を 領受す ② 業 を 領有す kamma-dSySda 

(業 を受嗣 ぐ， 業 を相續 す， 業の 相續 者， L 19 

97*  ；  22 上 325  % 19  259  . 
特牛 vaccha は ri   '積 子， 牝犢， 離乳 牝牛， 若き 

牝牛） 18  362  ；  47  444 
犢 ① vaccha ② vacchaka  (犢 牛） 1 10  270, 

271 ； 12  298  ； 14 147, 148  ；  23  96, 164，  210 

② 3  341 ； 10  60,  93  D  dhenu  (牝牛） 24  542 
犢牛 X  vaccha  (犢） 23  61 Dvasa  =  vaccha 

24 10 

〔犢と 牡牛の 響 喩〕 42  270 
〔犢と 母 牛の 譬喩〕 23  61 
〔犢 の譬喻 〕 10  270,  271 ； 14 147, 148  ；  23  210  ； 
62  321 

物！! 兪 vacchatarunupama  59J:  388 

蝙蝠 ：Djatuka，  jatuka  62  214;  63  237;  65 

(III)  57  ：：2)  vagguli  4  228;  59 下 322,  323; 

e4  411, 412 
編虫畐 行者 vagguli-va は 34  291 
〔蝙蝠の 二 支〕 59 下 322 
〔镉 蝠の譽 nii〕  64  411 
氷砂糖 ucchu  (甘蔗） 29  372 
mM    X  cirilika  20 156  (2)  patanga  24  229; 

38  317;  59 下 101 
石 khari  、カーリ—， 法 梨） 〔量〕 24  249 
克己 sayama  =  sariiyama  (自制， 節制） 

65  JII, 18 
克服 Abhibhtiyya  〔經〕 15  381 
國王 （I  rajan  (王） 3  268，  288,  304  ； 15  306  ； 

25  34，  35  d)  padesa-rajan 1 75 
國王沐 憩 堂 rajaraka  6 1 
① 國 王の 話 ② 國王論 raja-kathS  (王 論, 王の 


話） 〔無用 論の 一〕 T  6  9,  99         下 132 
國 王の 障礙 rajan は rSya  (王の 障礙、 3  299 
〔國王 は 如法なる べし〕 18 129 
〔國 境の 城市の 譬 It 〕  20  362-366 
國 境の 町 paccantima  nagara  (邊 境の 城， 邊 

地に ある 都 城 1 20  359* 
國師 purohi は （王師， 司祭， 司祭 宫, 帝師， 顧問） 

3  596;  20 125 
國 事犯 issaraparadhika  59 上 310 
國政 i-ajja  (王 國， 王權， 主權， 統治， 政權 1 11 上 

101,  103, 109 
國土    Janapada  〔經〕 16 上 397 
國土尋 janapada-viliakka  (住 鄕尋） 17  418; 

43  201, 392  ；  44 199，  265,  351 
國 土の 言語 janapada-nirutti 11 下 320，  327° 
國 土の if 大者 rattha-vaddhana  36 197 
國 土の 二種 janapada-desa   duvidha   22 上 

22，  26，  341， 344 
(T 國土論 d. 國 土の 話 janapada-katha  (地方 

論， 田舍 論' 〔無用 論の 一〕 （1：  2  260;  8  48; 

11 上 1, 28，  36  ； 11 下 132  S  6 10， 100 
國美 janapada-kalyani ('地方の 美人， 田舍 み 

美人 23 119，  120;  30 148* 
〔國 名〕 27  91 〔七 ケ國〕 7  249  〔十 ケ國〕 7  205 

〔十二 ケ國〕 42  234;  44  246  〔十六 ケ國〕 17 

344；  21 146。，  153,  160,  169;  59 下 236 
國邑 bhtimi  (地, 土地） 7  382 
解 〔飯〕 Dho は;; 王〕 60  22， 161 
黑 kaijha  (黑 者， 黑法） 〔魔〕 10  81*  ；  25 114 
黑， 黑犬， 黑牛， 黑鹿 等〜 ク 口 
黑 〔分〕 ka!a  40  50 

黑闇 (T  andha  (闇， 闇黑） 16 上 292,293 ま 

Kala  〔鹿〕 28  284，  285,  286 
〔黒衣 を 著て 髮を亂 したる 者の 饕 D|〕 18  422,  423 
黑鹽 kS!a-loija  3  357;  5  201 
黑 褐色 kS!a-sSma  2 190 
黑丸 Go!ak5la  〔人〕 39 17* 
黑岩 K5!asi ほ （黑 石， 黒曜岩， 岐黑方 石） 〔窟〕 

9 155 
黑! liiJ   kanha  30  364 

里、 瞿 S    Kanha-gotamaka  (瞿曇 冥） 〔蛇 王族，〕 
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黑ーコ ク 


18 125;  30  244 
黑月 kma，  kala  (黑 分， 新月） 5  205；  28  322， 
323 

黑業 kaijha-kanima  40 132*，  433  ；  62  442 

黑者 kapha  (黑） 〔魔〕 25 146 

黑蛇 ① kanha-uraga  24  543 ② kanha- 

sappa  (毒蛇 1 2 182; 19  362;  32  84，  230, 

232,  317，  318  ；  34  203  ；  37  224  ；  59 上 309  ； 

64  411， 412  〔五 失〕 19  362 
〔黒蛇の 譬 diO  64  412 
黑重閣 寮 KSla-pasada  60  259 
黑 生類 ① kanhabhijatika ② kanhabhijati 

(黑 埃， 賤族） ：r8  329 ② 20 139  、 
黑繩 ① Kala-kanjaka  〔地獄〕 28  94 ② Kala- 

sutta  〔地獄〕 36  260,  265，  267  ；  58  435 
黑色 kala-vanna  4 185 
黑 色の 犬 sama  sona  36  267 
黑 色の 牛 k5!a  balivadda 15  260,  263,  429 
黑信解 kandaka-vuttika  20 139 
黑精 nila  [sukkaj  (靑 精） 1 189* 
黑石 Ka!asi ほ （黑 岩， 黒曜岩， 岐黑方 石） 〔窟〕 

1 269  ；  7  90  ；  36  25，  26 
黑栴檀 香 ka!anusarika  (隨 時檀） 11 上 356 
黑族 kaijhSbhijatika  (黑 生類， 賤族） 25  261 
黑炭 aiigara  (炭火， 炭 灰, 石炭, 炎 炭, 炭） 16 上 27 
黒檀 kovimra 1 拘鞴 陀羅， 俱毘 陀羅, 俱毘羅 = 

晝 度樹） 〔樹〕 33  240 
黑長池 Kaladigha-vapi  62  379 
〔黑鐵 の 二 支〕 59 下 340 
黑塗藥 kS!afijana  3  359 
黑奴 ① kiijha 10  76,  77 ② kanha 11 上 233 
黑道 ① kapha-magga  22 下 180，  181, 231 ② 

Kanha-magga  〔經〕 22 下 180，  230 
① 黑に して 黑果 ② 黒に して 黑報 kapha 

kanhavipaka  (黑 黑異 熟） ① 10 165 ② 8  308 
①黑 にして 黑の異 熟 ある 業 ②黑 にして 黑報ぁ 

る 業 kanha  kanhavipaka  kamma  (黑黑 
、 異熟 業） I 18  404,  405°,  408,  409°,  412,  413 

② 43  92 

黑耳 kaia-kaijpin  D  〔惡 魔〕 35  8，  23 ② （惡 
， 運， 不運 者， 黑耳 者） 39  40,  42，  43 ③ Kala- 


kanni  〔天女〕 32 171, 172 
黑耳者 ka!akaijmn  (黑 耳, 不運 者， 惡運） 41 410 
黑耳 (不吉) 布 kalakannika-cola  62 125 
黑 〔魔〕 の 軍勢 kanhassabhippaharani 

24 157  ；  42 141 ； 43 125 ；  44 178 
黑 〔魔〕 の 分 kanhassa  pakkho  24  367;  43 

373 

黑 〔魔〕 の 流 kaijha-sota  24 131 

黑 比丘 kalaka  bhikkhu  2'2 下 68 

黑白 kaijha-sukka  (黑 法と 白 法） 24 193 

①黑白 俱備の 法 ②黑白 俱分法 kanhasukka- 

sappatibhaga-dhamma ① 10  53 ② 16 上 

249,  303,  305 
①黑白 等分 ② 黑白 調和 kaijha-sukka- 

sappatibhaga  (黑 白俱 分， 黑白 俱備） ① 7  223 

② 7  234 

黑白 にして 黑 白の 異熟 ある 業 kaphasukka 
kanhasukka-vipaka  kamma  (黑白 黑白異 熟 
業； 18  404,  406°,  408,  410%  411,  412,  414 
①黑 白に して 黑白報 ②黑 白に して 黑白果 
kanha-sukka  kanha-sukka-vipaka  (黑 白黑 
白異 熟） ① 8  308 ② 10 165 
黑布 kalaka  vattha 18  422,  423 
黑風 kaia-vata  (颱風） 44  493;  46 104 
黑分 ① ka!a  (黑 月， 新月） 40  50；  64  342,  346 
(D  kala-pakkha  5  287; 18  32，  33;  22 上 
231 ； 22 下 15， 17， 19，  20  ；  25 175  ；  37  339  ； 
64  365 

黑分九 事 kanhapakkha-navaka  4 116 
黑 分の 月 kalapakkha-candima  25 175, 186 
〔黑 分の 月の 譬喻〕 25 175,  186;  37  339 
黑法 ① kmha  =  kaijha  (黑， 黑者） 6 135 ② 
kanha-dhamma  8  329  ；  20 140*  ；  22 下 159， 
160,  195，  196;  23  30;  45 11， 331° 
黑 法と 白 法 kanha-sukka  (黑 白） 8 124 
黑妙 Kaphasiri  (= 阿 私陀） 〔仙〕 24  261 
黑面 Kalamukha  〔國〕 42  234;  43  248 
黑面猿 gonaiigula  25 137,  227 
黒曜岩 K5!asi ほ （黑 石， 黑岩， 岐黑方 石） 〔窟〕 

12  203,  205,  335 
黑藜蘆 katuka-rohim  (辛 胡 蓮 j  2  54 
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穀 Dhafifia  〔經〕 16 下 409 

穀 果汁 dhafiiiaphala-rasa  3  431 

穀酒 surS  I 翠羅， 淸酒） 4  441,  442;  6  237;  9 
128,  411 ； 10  35,  91 ； 11 上 67，  214  ； 15  375, 
378  ； 17  343,  430,  489  ； 18  94，  95， 102，  103， 
360，  380，  381 ； 23  2；  29  324，  335  ；  43  20， 
204,  250;  44  403,  480;  47 115,  415,  416， 
442  ；  57  332，  333  ；  58 168, 169 

穀聚 dhafifia-rSsi  21 19,  26 

〔穀聚 よ り穀を 運ぶ Sn|〕  21 19 

：； 榖聚を 躍す る Sb|〕  21 26 

穀草 yavasa  22 下 294* 

穀倉 ① kottha  (米倉， 穴藏） 12  291,  292;  23 
198 ② kotthaka  '庫， 藏庫， 門屋） 1 270,  271 
®  dhaiinagara  3  420*  T)  bhusagara 17 
336 

穀田 yava-kheUa  '麥 畑） 2  431 

穀皮火 thusaggi  9  450 

穀物 ① dhafifia  (穀） 7  339，  379，  380  ；  8  213， 
214，  215  ；  44  462° ② aparaijpa  (七 菜， 後 食） 
20  362，  366 ③ kktha  (苗 芽， 稻田） 9  208 

穀物 商 dhafifia-vaijija  32  76 

〔穀物 名〕 59 下 91 

穀祿鳥 kun は ni  31 532* 

穀祿鳥 本 生物 語 Kuntani-ja は ka  (三 四 三） 31 
532° 

毂 ① nSbhi  6  380  ； 11 下 221, 222 ② 

nabhika  8 184， 191 
極惡ロ    sampapana  62  53 
極意に 達せり paramim  ga は （彼岸に 達した 

り， 波羅蜜 満たせる 者， 究竟 得たり） 28  7;  41 

220,  347 

極應請 pahuneyya  (供奉 せらるべき） 18  202; 

19 185,  220*  ；  20  2*, 144，  149,  244*,  406*  ； 

21 222*  ；  22 上 31, 237,  297  ；  22 下 116, 119 
極 遠 suvidura-vidura  〔四 種〕 18  89;  58  38， 

166，  170,  171,  227，  229,  231 
極 遠 恆伽那 Parama-gangana  〔國〕 42  234; 

43  249 

極 遠臾那 Parama-yona  〔國〕 42  234;  43  249 
極 觀察性 atinijjhayitatta 11 下 204 


極虛談 sallapanS  62  50 
極擧說 sammukkacana  62  51 
極輕 Sabbalahuso  〔經： 21 139 
極光 淨 pabhassara  (淸淨 ，照耀 17 14,51 
極光 淨天 Abhassara  deva  (極光 天， 光 音 天) 
18  224,  227  ； 19  281 ； 20  283,  340,  341, 358  ； 
47 192°  〔聞の 最上〕 19  281 〔壽 量〕 18  224， 
227 

極光 天 Abhassara  (極光 淨天， 光 音 天） 9  2; 
10  8, 67* 

極光 天宮 Pabhassara-vimana  24  493 

極光 天性 Abhassaratta 10  69 

極 罪 antima-vatthu  3  214，  240，  296,  533* 

555,  558;  4  265 
極 讚虚談 samullapana  62  51 
極 事 avasaya  (不可 設法 = 涅槃） 25  335 
① 極 七 反 D 極 七 返 ③ 極 七 反 有 ④ 極 七 返 生 

sattakkhattu-parama  (七 返 有） （D64  494; 

65  (II)  85 ② 16 下 393,  401; 17  382，  385; 

22 上 43;  22 下 10， 11; 47  361,  380°,  372; 

58  207* ③ 40  261 ； 57 143,  281，  312，  352, 

373 ④ 13  200* 
極 七 返 論 Sattakkhattuparama-katha 

58  207°  • 
極小 〔所 緣〕 atiparitta  "alambanal 65  (II) 

32 

① 極墮處 ② 極墮 vinipata  (墮 處, 墮獄， 惡處， 

惡生, 惡趣， 苦處， 苦 趣， 地獄， 險難， 險 難處， 無 
樂處） ① 15  253,  254  ； 16 上 57 ② 15  371* 
極大 〔所 緣〕 atimahanta  二 aiambana〕  65  (II) 
30 

極 智者 vedaga  (吠陀 の 達人 吠陀 通， 明 智者, 
識者， 明覺 者， 明 者） 〔の 義〕 20  405 

極 嘲笑 saiikhipana  62  53 

極 纏 絡 語 sammunnahana  62  51 

極 難 見 ① sududdasa 16 上 90 ② 
Sududdasam  (難 見） 〔經〕 16 上 90 

極 難 見に 達する の 道 sududdasagami-magga 
16 上 90 

極熱 Patapana  (大 焦熱） 〔地獄〕 36  260；  58 
435 
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極, 獄, 腰， 輿， 園， 乞, 骨 一 コ ッ 


'極 白 生類 parama-sukkabhijati  20 140 

極 遍淨起 atiparisuddhuppada  62  74 

極邊 anta  (極端, 邊， 終邊, 終極） 16 上 36 

極微 pa,ramaiju  63  277 

極微 量 aiju-matta  (微量） 39  257 

極 妙 ① pamta  (妙， 妙 善， 勝， 勝 妙， 殊妙， 優勝, 

美妙） 16 上 92 ② Pam は m  〔經〕 16 上 92 
極 妙に 達する の 道 pa が tagSmi-magga 16 上 

92 

極明淨 suvisada  64  367 

極 冷笑 samukkhepana  62  53 

①獄 ②獄舍 bandha^gSra  (監獄, 牢獄） ① 

9  478 ② 9  479  ；  30  233 
獄舍本 生物 語 Bandhanagara-jataka 

(二 〇 一） 30  233° 
獄所 siina 1 254 

獄卒 ① niraya-pala  7  371 ； 10  80  ； 11 上 246*  ； 
11 下 212*，  231*  ； 17  224，  228，  229  ；  30  406  ； 
38  395,  398  ；  43  231， 232  ；  44  397  ；  58  392* 
② amanussa  (非人， 怪鬼） 36  268 ③ 
bandhanagarika  (獄吏， 司獄） 20 139 

獄卒 論 NirayapSla-katha  58  392° 

獄吏 bandhanagarika  (獄卒） 10  92 

J こ、， の 〜シ ン 

腰帶 kaya-bandhana  (帶） 2 195  ；  5  35，  67  ； 
27  2， 14  ；  60  253 

腰 飾 ① katupaga 1 405 ② kati-suttaka  (腰 
紐） 4 164 

腰 荷 kati-bhara  4  209 

腰紐 kati-suttaka  (腰 飾） 4  403 

輿 sivika  I 竊） 3  339;  4  412;  39  350 

菌腰子 kopina  (隱听 ） 4 172 

乞 求 ① bhikkhaka 1 37  ；  2  342 ② yacana 
1 248,  250 

乞 求 者 yacaka  (乞食， 乞食 者） 1 250 

乞食 （T  pm apata  (食, 食物, 圑食， 鉢 食， 托鉢 
食， 施 食） 18 17  ®  pindapatikatta  (托鉢 を 行 
ふこと ） 9  374，  380  ； 19 150 ③ pindiyalopa 
(搏 食， 團 15)  21 112 ④ pindiyalopa-bhojana 
(圑 飯） 3 102， 163 ⑤ piijdolya  (托鉢） 14 149 
yacaka  (乞 求 者， 乞食 者） 12  298;  23  317 


©  Bhikkhaka  〔婆〕 12  311 ⑧ Pmdolyam 
〔經〕 14 146 ⑨ Bhikkhaka  〔經〕 12  311 
乞食'! "喬 pindapatika-mada  47  61 
乞食 行者 ① pm^apatika  (常 乞食 者， 乞食， 乞 
食 者, 乞食 を 食と す， 托鉢 者） 5  223;  9  45,  46 
② pat は piijdika  〔五 種〕 19  307,  308 
乞食 し 難 く  dubbhikkha  (饑饉， 凶儉， 儉） 41 366 
乞食 〔者〕 pm(^apatika  (乞食 者， 乞食 行者， 常 

乞食 者） 4  302 
乞食 者 '!）  pindapatika  (乞食 行者， 乞食， 常 乞 
食 者， 乞食 を 食と す， 托鉢 者， 托鉢 を 行ず る も 
の） 1 22，  287，  390*;  4  302，  446; 11 上 137; 
13  274，  275,  297,  298,  306，  307；  25  304, 
309;  47  370,  463;  62 120  〔五 種〕 47  370, 
463  ； 〔19  307，  308〕 ② yScaka  (乞食， 乞 求 者) 
7  405  vanibbaka  (旅人， 浮浪者） 12 160, 
161 

乞食 者帝須 Pmdapatika-Tissa  〔比〕 63 123 
乞食 者 分 pm お pStikaiiga  (常 乞食 支， 乞食 法) 
5 17 

乞食 淸淨經 Pindapataparisuddhi-sutta 
11 下 426° 

乞食 〔所 生染〕 の 遠 離 pindapata-paviveka 17 

395，  396 
〔乞食の 目的〕 14 149 

乞食 it 丘の 饞法 pindacarika-bhikkhunaih 

vattarh  4  330°,  331 
乞食 法 pii?(Japatikaiiga  (常 乞食 支， 乞食 者 分) 

4  48 

乞食 を 食と す pmc^apatika  (乞食 者， 乞食 行者, 

常 乞食 者） 3  444 
乞陀 波頭 濯 Khi (^さ Spadtisika  (戯 耽， 戯忘） 

〔天〕 7  288 

骨 鎖 ① aUhi-saiikhalika  (骸骨, 骸骨の 連鎖) 
13  378;  62  355,  379,  380 ② atthi- 
saiikhala 19 134, 136  ；  36 154  ；  〔44  464〕 ③ 
atthi-kaiikala  (骨 聚） 44  464 ④ A^thipesi 
〔經〕 13  377 

骨 鎖 想 atthika-saiikhalika  (〜 骸骨， 骸骨の 
連鎖） 29  341 

骨 鎖の 如く    atthikaAkalupama  (骸骨の n|)  4 

'、 287  ) 


コ ッ 一骨， 杌， 鏝, 言， 事， 琴, 故, 粉， 此， 近， 瘤， m, 拳, 駒, 米， 此， 殺， 壞， 困， 昆， 昏， 悟 


36,  37 

〔骨 鎖' 骸骨) の譬 (t〕 10 124°; 19 134 

骨聚 atthi-kaiikala  、骨 鎖） 42  9 

〔骨 聚の譬 B|〕 13  271 ； 42  9  ；  44  464 

骨髓 atthi-minja  (髓） 3 140; 13  349，  350; 

46  273  〔三十 二 身分の  一〕 23  2  ;  40 11， 225; 

63  51。，  261° 
骨相 觀 atthi-sanna  く〜 骨 想， 骸骨 想、 25 112 
骨 想 auhika-safifia   (骸骨 想〜 骨相 觀' 8 

305  ； 16 上 335*  ； 18  29  ；  22 上 349  ；  22 下 274 
〔骨 想修 習の 功德〕 16 上 335* 
〔骨 想と 七覺 支〕 16 上 335* 
杌株 kh5iju  〈木 株, 樹株, 株， 切株， 代, It)  9 14 
鏝 pSijika  4  232,  233 
言葉 nirutti  (詞， 辭詞， 言語, 言語 學， 訓擇詞 ） 6 

287 

事柄 adhikaraija  (諍， 諍 事， if 論， 作務 1 275 
琴 viija  、箜? 莫， 琵琶， 笛） 3  600,  601; 7  298, 

299,  304;  20 129 
琴絃 vi—pa-tantissara  3  322，  323 
琴の 胴 vina-doni  63  45 
〔琴 を彈 ずる 譬喻〕 3  323;  20 129 
故ら に， 故に saficicca   (故意に， 故 思に） 4 

119;  8 169 
粉 piUha  (粉末、 3  370 
粉 菓子 本 生物 語 Kundakapuva-jataka 

(― 〇 九） 29  314° 
粉藥 ① cunna  (粉， 粉末， 細 末） 1 311 ； 2 188, 

222 ② cunna-bhesajja  3  358 
粉 製 piUha-maya  2  423 
粉の 護摩 kana-homa  6 11, 101 
此の 身より 他の 身に 轉移 する やの 問 ImamhS 

kaya  annam  kayam  sariikamana-panho 

59 上 148 

此 世の 勝 伏 idhaloka-vijaya  21 185,  186,  189, 
190 

〔此世 を 護る 四 因〕 21 185, 189 
近衞 anikattha  (衞 兵） 8  80，  81 
瘤 手 kum  (手 不具， 手殘， 手悽 者， 曲り 臂, 曲 手) 
3 155 

痛 daddu 輪癬 1 22 上 355;  27 122,  261 


拳 pam  、手） 9  331，  336,  337 
駒 kisora 11 上 203 

米 1、 は ij4ula  (稻 米， 粳米， 硬 米 1 101,  103; 
2  410;  3  371,  387,  419，  428，  436  ；  9  92  ； 11 上 
68 ② saii  (稻， サー リ 米， 白粳 米； 2  428；  20 
361, 366 

米倉 koUha  (穀倉， 穴蔵 63  263,  264 

米 商 odanika  59 下 187 

米の 護摩 は 1J か ila-homa  6 11, 101 

此 力'; 緣: こ 依る とレ、 ふこと idappaccayatS  (此 
緣性, 相 依 性, 緣性, 依緣性 I 12  234 

殺して Chetva  〔經： 12  59，  411 

殺す hanati 1 76 

〔壞れ たる 岩石の 譬 nia 11 上 332 

壞れ たる 塔 bhinnatthQpa 11 上 317 

困窮 an5!hiya 10  259 

困難 dukkhaua  8 130 

困 厄 upaddava  '禍， 害. 災橫， 厄 事） 11 下 5? 

困惑 vigha は I 煩勞, 損壞， 反論 ） 22 上 275 

困惑す vitthSyati  3 160, 161 

昆蟲 kUa  、蛆蟲 ） 11 下 215;  38  317；  59T 
101 ； 63  45 

昏暈 apamSra  (癲癇， 癲狂, 顚狂 27 122 

mm    muccha  (寧 絕） 22 上 355 

① 惽沈 ② 昏沈 thina  6 107;  8  287  ； 17 
217;  20 188;  43  261°  ；  44  259°;  45  300°,. 
316。；  46  361°,  362;  47  53,  69;  54  288*, 
322,  331 ； 57 112,  119，  176，  208，  226,  271 ； 
58  95*,  120,  300  ；  62  213，  249,  261,  267，  349, 
372  ;  64  57,  63°,  446,  449,  450;  65 iH) 11, 
13, 14, 17，  63  d  59 下 127， 193  〔定義〕 43 
261 ； 44  259；  45  300，  316  ；  46  361 

① 悔沈 睡眠 ② 昏沈 睡眠 ③ 惽沈 と 睡眠 
thina-middha け |5 眠' X  4  306  ；  9  26,  66,  70, 
72,  324,  467,  476  ； 10  58,  279  ； 11 下 17, 165, 
189,  201*  ；  62  282,  289,  303  ®  23 144 ま. 20 
54，  58 

①悟沈 睡眠 蓋 ②昏沈 睡眠 蓋 thina-middha- 
nivarana  (悟 眠 蓋、 〔五 蓋の一〕 0)8  313; 
11 上 265;  45  299°  ；  53  338*,  372,  375*;  65 
(II)  63 ② 42 18,  27,  28 
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暦， 昏， 金， 建， 恨 ーコン 


惽沈 睡眠 を 離れた る こと vigata- 

thinamiddhata  9  27 
惽昧見 pa ほ mattha  ditthi  (〜已 執， 已取 著） 

40 134, 134 
① 昏眠 ② 恪眠 tMna-middha  (悟 沈 睡眠， 昏 

沈 睡眠） 'お 62  90      11 上 351， 368  ； 16 上 248， 

302,  304,  310°,  326; 16 下 131，  133*; 17  4， 

5，  6  ； 19  85，  94,  96  ；  22 上 332，  334,  335,  338， 

347;  22 下 14， 18;  24 157 
昏迷 momilhatlia 19 165 
昏迷す paiTm!ha  42  52 
金剛 ① vajira  (金剛石， 金剛 杵） 17  200；  35 

302,  381,  386;  36  31; 59 上 259;  59 下 91 

②  Vajira  (婆 夷羅， 婆 耆羅） 〔尼〕 12  230,  231 

③  〔經〕 12  230  @  Vajira  〔城〕 60  20 ⑤ 
Vajiriya  〔部 派〕 60 175 

金剛手 ① Vajirapam  (= 帝釋 天） 61 505 ② 

Vajira-hattha  7  284 
金 岡！ 1 手藥叉 vajirapSiji-yakkha  9  401 
金剛 杵 vajira  (金 岡 1J， 金剛石） 6 141 ； 9  401 ； 
金剛石 vajira  (金剛， 金剛 杵） 23  42  ；  33  417, 

422;  37  352，  428 
〔金剛石と 賨 石の 譬！ 1|〕  23  42 

30  240;  34  66 
〔金剛の 譬 uiO 17  200;  47  402 
金剛 喩心 vajiriipama-citta 17 199，  200 
金 岡！ ！喩 心 人 vajirupama-citta  puggala 

47  364,  402° 
金 岡 U 晴く法 vajirupama  dhamma  45 11, 329° 
金翅鳥 ① garu(^a ② garu!a  (迦 樓羅， 妙翅 鳥） 
① 59 上 45，  258 ② 26  77， 120，  129,  211 ； 27 
56，  75，  251, 392  ；  38  254*  ；  42  270,  273 ③ 
supanna  7  284； 12  252; 14  399°*; 16 下 
71, 72  ；  28 136,  140,  150，  158，  383,  390,  391， 
392  ；  30  22*  ；  31 451,  457,  458，  477  ；  32  56*, 
299,  395*;  34  64， 104;  35 151,  163,  356*  ； 
37 176  ；  38  262，  263,  415*,  423，  445，  546  ； 
41 210;  43 135，  161; 44  61, 64，  87,  293， 
349  ；  60  241， 276  ；  63  341,  347,  357  ；  64  391 ； 
65  (I)  98 ④ kar(Hi=supaijija  28  392 
金 翅鳥王 supaijija-raja  62  307 


金 翅鳥家 addhayoga  (片 屋拫 家, 平 覆屋） 46 
357 

金 翅鳥界 ① supanijatta  42 108， 155 ② 

supanna-bhavana  43  309 
金翅 鳥相應 Supapija-sarhyutta 14  399°,  403 
〔金翅 鳥と 龍王との 和解〕 35  366 
〔金翅 鳥と 龍王と 綿樹と 鳥類〕 32  395 
〔金翅 鳥と 龍との 關係〕 14  399 
〔金翅 鳥に 生る る 諸 業〕 14  400 
〔金翅 鳥の 蛇 を 捕 ふる 譬 喩〕 26  77  ■ 
① 金 翅鳥風 ② 金翅 鳥の 風 supapQa-vMa ① 

44 167,  442,  493;  46 104 ② 35  358,  368 
金 翅鳥務 supaijija-va1:a  42 136  ；  43  88 
金 翅鳥務 者 supapija-vatika  42 131； 44  61 
金 地， 金幢， 金 鉢 等〜 キン 
金色 ① pita  (黃， 黄色） 24  503 ② smgi- 

vanna  7 113*  (g)  suvanna-vanna  (黄金色） 

25  259 

金色 鵞鳥 suvaij^ia-hamsa  (金鵝， 黄金の驚鳥） 
32  93， 151 

金色 鵝鳥 本 生物 語 Suvannahamsa-jataka 

(—三 六） 29  423" 
金色 蟹 本 生物 語 Suvannakakkataka-jataka 

(三 八 九） 32  228° 
金色 梅檀 hema-candana  36  68 
金色 天宮 Pi は- vimana  24  503 
〔金色の 鵝鳥と 貪欲なる 女人〕 29  424 
〔金色の 鵝鳥と ネール 山〕 32 151 
金色の 孑 L 雀 suvannavanna-mora  34  348* 
金色の 歧摩 iuvanna-sama    =Sama    〔傳 。 

人， 菩薩〕 38 12， 18，  24，  33，  35,  65 
〔金色の 動物〕 34  350;  37  47 
建立 ① patthapana 11 下 349，  350,  355  ； 16 下 

372 ② votthappana  (確定） 50  368,  369,  480， 

481 

建立 唯 作 vQtthappana-kiriyS  (確定 唯 作） 50 
480 

恨 upanaha  9  23，  56,  487*  ； 17 154，  155，  156, 
158,  164,  495  ； 18  447  ； 19  389  ；  20  230，  410  ； 
21 324  ；  22 上 178，  194,  262*  ；  22 下 59， 129， 
275，  351 ； 40 170  ；  41 140,  145, 146  ；  42 18, 
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コンー 恨， 拫 

35， 103，  105, 114 其 他； 43  83， 124,  140, 
152, 165 其 他； 44  40,  52,  81， 147, 177 其 
他 ； 47  62，  78°,  384°,  390  ；  59 下 127  ；  62 104， 
105，  213,  214，  413，  439  〔定義〕 43  78,  384 
② Upanaha  〔章〕 21 324 
①恨 ある ②恨 〔者〕 upanShin  (恨 を懷く 者， 
有 恨， 怨恨 者， 怨者） ① 15  373  ；  24  43  %  8  57， 
325; 11 上 314,  315,  319; 13  303,  304,  305; 
47  362,  384° 
恨 心 samkilittha  (維 染， 已 雜染， 已染） 6  351， 

352，  357,  358 
恨な き anupanShin  (無 恨 者， 不恨 〔者： n 15  377 
恨 を 懷く者 upanahin  (恨 ある， 恨 者， 有 恨， 怨 

恨 者， 怨者） 9  487* 
拫 ① indriya  64 105°*  441°  〔三種， 無 漏拫〕 
8  298;  23  304  〔四 植〕 18  249  〔五 種〕 8  318 
② mma  (根本） 2  299  ；  5  259，  260，  266,  297  ； 
14 160  ；  48 上 8，  21 ③ Indriya  〔經〕 16 上 
80; 16 下 171 ④ Mma  〔經〕 13  352  (-)- 
(四， 16 上 216 
根緣 indriya-paccaya  〔二十 四緣 の一〕 50 1, 
10°,  18*,  178,  348°,  390°  ；  51 3*，  33,  51， 98， 
155,  320;  52  .''*,  57， 142 其 他； 53 19*,  57, 
76，  94, 117 其 他； 54 14，  36，  60,  78 其 他； 
55  4*  ；  58  265,  266  ；  64 100,  108，  180,  189% 
238,  247 其 他； 65  (II)  71 
拫 緣廣說 indriyapaccaya-niddesa  50  390 
根果 mulapphala  24  89 
根據 11) karana  (原因， 因） 59 上 307 ② 

patittha  (依 止， 依听， 足場） 7 14 
〔根 • 境 • 識— 觸〕 43  34 
〔根 • 境— 識— 觸— 受〕 15  53* 
〔根 • 境— 識—; 受, 思， 想〕 15 112 
〔拫 '境— 識— 觸— 苦受— 瞋恚隨 眠〕 11 下 412 
〔拫 • 境— 識— 觸— 樂受— 貪隨 眠： 11 下 412 
〔拫 • 境— 識— 觸―不 苦 不樂受 —無明 隨眠〕 . 
11 下 413 

〔根 • 境 • 識— 觸―受 —想— 覺知— 迷 執〕 9 199 
〔根 '境— 識— 觸―受 —愛〕 11 下 407 
〔根 • 境— 識— 觸―受 —愛— 苦〕 15 139 
〔拫 • 境— 識— 觸―受 一愛— 取— 有— 生— 老死〕 


15 141， 147 

根 行者 indagii  (自在 行者 i 42  4，  6 其 他； 43 

43，  45，  80;  44 128,  249 
根 具足 indriya-sampanna  ！ 諸拫 具足） 16 下 18. 
〔拫 見說, 識見 說〕 58  359 
根源 pabhava  (出生， 起， 發生， 生 出 ） 9  453 
根 香 mma-gandha 11 上 356  ； 14  243,  405*  ； 

16 上 216  ； 17  368  ；  22 上 236  ；  64  20 
〔根 香と 隨時檀 の SulO 16 上 216 
拫似 1 ほ ga-lesa 1 283* 
根 色 indriya  rupa  46 19  ；  50  443  ；  65  (11) 

54，  55  ；  〔45  209，  223〕 
根寂靜 santindriya  3  345 
① 拫種 ② 根 種子 D 拫の 種子 mtila-bija  (根 
より 生ずる 種子） ：！  2  54° ② 8  56,  59 ③ 14 
85 

① 根修習 ② 根の 修習 indriya-bhavana 

① 11 下 433* ② 40  324 
根 修習經 Indriyabhavana-sutta 11 下 433。 
①拫 上下 ②拫の 上下 indriya-paropariyatta 
① 16 下 171 ； 22 上 253,  257 ② 9 114  ；  47 14， 
51 

根 上下 智 indriya-paropariyatte  nanaih 

40  5,  202°,  218，  219,  367;  41 87  ；  44  273 
〔拫 上下 智力〕 9 114  ； 16 下 171 ； 22 上 253,  257  - 

41 110;  47 14，  51° 
拫上下 如實 智力 indriya-paropariyattaih 
yathabhuta-nana-balam  (= 根 上下 智力、 
57  298，  301 

根 施設 indriya-pafifiatti  47  357，  358  ；  57  403 
根相應 Inddya-saihyut は 16 下 1° 
根 1 Mula-yamaka  59 上 25 
根！ 論 Indriya-yamaka  48 上 1°  ；  49  46, 139 ひ 
根 • 諦 の解釋 Indriya-sacca-niddesa  64 105 ひ 
〔根と 大 種との 關係〕 64 17 
根: こ 於け る 不護門 indriyesu  aguttadvarata 
(不 護拫 門， 拫門を 護 らぬ こと， 諸 根に 於け る 
不護門 >  47  62,  82° 
根の 守護 indriyesu  guttadvarata  (守護 棍 
門， 根 門 守護， 根 門 を 護る こと， 諸 根に 於け る 
護 門， 諸 根の 守護， 能護拫 門' 44  235，  379,  417, 
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根一 コン 


488 

① 根の 種種 性 ② 根の 差別 性 indriya- 
vematta ほ め 10  263，  264 ② 10  239 
根の if "上の 義 indriyanaih  adhipateyyattho 

40  28  ；  41 38 
根の 平等 indriya-sama ほ 20 129, 130 
根の 無缺 indriyanaih  avekallata  20  214 
根 縛 indriya-baddha  (苦） 58  319 
麵論 Indriyabaddha-katha  58  319° 
拫 平等の 行 道 indnyasamatta-patipada 
62  256 

根 分別 Indriya-vibhaiiga  46 161°  ；  62  328 
拫 法門經 MQlapariySya-sut は （、根本 法 門經， 

拫本 方便 經） 65  (I)  23，  36 
① 根 防護 ② 根の 防護 indriya-samvara  (根 

律儀， 諸拫の 律義） ① 9  323,  324，  467;  20 

109，  110，  352，  353  ；  21 299，  300 ② 10  97 
根本 ① mQla  (拫） 15  333  ;  43  2,  5 ② 

mulaka  21 303，  304 ③ MQla  〔經〕 22 上 

349 ④ MQlaka  〔經〕 21 303 
根本 有 分 mQla-bhavaAga  51 432，  433,  440 
拫本 五十 經 MQla-pafiMsa  〔相應 部經〕 

14 1。， 83 

根本 五十 〔經〕 Mula-pannasa  62 192 

拫本 五十 經篇 Mdlapaijijasa  91°  ノ' 

根本 五十 品 Mula-pannasa 15 1 

① 根本 語 ②拫本 言語 mQla-bh§sS  (= 巴 利 

語, 摩揭陀 語） ① 64 10  .©61 16，  518 
拫 本業 處 mQla-kammanhSna  62  359;  64 

364,  369  . 
根本 順梵 行 的 な る 慧 adibrahmacariyaka 

paniia  (拫 本梵 行の 慧， 初梵 行慧） 8  373 
拫本 生物 語 Indriya-ja は ka  (四 二三） 33  65°  ； 

36  62 

根本 定 mula-samadhi  63 193  .... 

根本 適用 suddhika-saihsandan5  57 17 

拫 本に 引き 戾 さるる こと ほ ya  . 

patikassanam  (本 曰 治） 17 162 
根本 方便 經 Mulapariyaya-suttanta  (根本 法 

門經, 根 法 門經） 30  437，  438 
根本 方便 本 生物 語 MQlapariyaya-ja は ka. 


(二 四 五） 30  437° 
拫本 法門經 Miilapariyaya-sutta  (根 法 門經， 

根本 方便 經） 9  r 
根本 法 門 品 Mulapariyaya-vagga  9 1° 
① 拫本梵 行 ② 根本の 淨行 

adibrahmacariyaka  (根本 順梵行 的， 初梵 行） 

① 6  270  ；  8  50,  51, 65, 173， 174  ；  21 22 ② 

17  379* 

根本 行の 慧 adibrahmacariyaka  panna 

(根本 順 梵行的 な る 慧， 初梵行 慧） 〔を 得る 八 
因〕 21 4* 

拫本未 淸淨九 事 mulavisuddha-navaka 
4 109 

拫 本論 母 miila-matika  47  323 

拫味 mula-rasa  64  20 

拫明淨 indriyanaih  pasado  40  4, 190 

(T 根 門 守護 ② 根 門の 守護 ③根門 を 護る ④拫 
門 を 護る こ と indriyesu  guttadvarata  (守 
護拫 門， 根の 守護， 護拫 門， 諸拫に 於け る 護 門， 
諸 根の 守護, 能 護 根 門） ① 59 下 295 ② 43 166， 
171,  220,  341,  359,  362 ③ 21 23  ® 17 184; 
20  68  ；  〔9 12,  384，  388,  473  ； 11 上 348  ； 11 下 
6°, 163  ； 15 167°,  182°,  276°,  280,  291，  296, 
310; 17 184°  ； 18  28°,  72，  268,  366  ； 19 137, 
228  ；  22 下 124，  331, 336  ；  24  21 ； 33 180  ； 
43  364  ；  46  352°  ；  47  392，  447〕 

〔拫〕 門 守護 者 gut は- dvSra  (守護 根 門） 59 下 
207 

根 門 を 護らざる と， 食の 量 を 計らざる と ■ 
indriyesu  agutta-dvarata  ca  bhojane 
amattannuta  ca  (不 護拫 門と 食 不知 量） 
8  292 

根 門 を 護 らぬ こと indriyesu  aguttadvarata 

(不 守護 拫門, 不護拫 門， 根に 於け る不護 門). 
20  226,  227 

拫門を 護る 者 indriyesu  guttadvaro  (護拫 

門 者， 五官の 門の よ き 監視者， 諸 根の 門 を 護 

る） 9  473; 10 109° 
根 門 を 能く 護る と， 食の 量 を 知る と indriyesu 

e-utta-dvarata  ca  bhojane  mattannuta  ca 

(能 護拫 門と 於 食 知 量） 8  292 


コ ン 一 根, 婚， 混, 紺， 棍, 近， 言, 欣， 禁， 動 


拫藥 mula-bhesajja  3  35o°  - 

indriya-sariivara  (拫 防護， 根の 防護， 
根 を 護る こと， 諸拫の 律義， 諸拫の 制御） 11 下 
16， 17; 16 上 259°,  260; 18  366; 19 191; 
20 145°  ；  22 下 125  ；  44  330  ；  47  448  ；  64 110 

〔拫 律辏— 戒— 正定— 如實智 見— 厭離— 解脫智 
見〕 20 110 

〔根 律儀— 三 善業— 四 念處— 七覺支 —明解！:〕 
16 上 258 

-根 律儀 戒 indriyasariivara-sila  59 下 195  ；  62 

34°,  40°*  67°,  80;  65  (II)  82 
〔根 律儀 戒の 成就〕 62  67 
根 律 饞周邊 indnyasamvara-pariyanta 

43  364° 

根 論 Indriya-katha  40  321°  ；  58  381° 

根 を 護らざる 事 indriyasamvara  (非 根 律義） 

22 下 2,  3,  6,  7,  8 
根 を 護る こと indriya-samvara  (拫 律儀， 拫防 

護） 22 下 4,  5,  8，  9, 10,  32 
婚 vareyya  3  251 

婚姻 avSha-vivShaka  (嫁 娶， 嫁娶 婚姻， 結婚， 

嫁の 遣 り 取り） 8  242 
婚事 vatthu 1 228 

合 占 missakuppada  59 上 357 
混迷 mathi は 10  316 
混亂 vilekha  2  226 
紺靑 vinilaka  (靑， 瘀） 30  60* 
紺靑 SI 本 生物 語 Vinilaka-jai:aka  (—六 〇） 30 

59° 

紺青の 衣 mla-vauha  (靑 衣） 7  62 
紺馬賨 assa-ra1:ana  (馬 寶） 〔七賨 の一〕 8  74, 
92 

棍棒 ① addha-dandaka 17  71 ② muggara 
25 12 

近, 近 (it 近 倚, 近 色, 近庄， 近 縛 等〜 キン 
ifflii 品 Upasampada-vagga 19  378 
近 行 ①. upacSra  58  347;  62  221,  270，  290, 
291，  293,  303,  313，  321,  328,  329，  416,  430, 
436,  440,  443,  446；  63  3, 11, 19,  79,  81, 92, 
110,  132,  136,  158,  187,  215,  218,  222，  245*, 
274,  275,  295,  371, 377  ；  W  421 ； 65  (II)  33, 


81, 83,  84 ② upavicSra  20 113 
近 行者 samipa-carin  7 122 
近 行修習 upacara-bhavana  65  II  ：  78，  79, 81 
近行定 upacara-samadhi  62 105，  174°,  251°, 

287，  439；  65  (II)  80* 
kc 行; eH 修習 upacarasamadhi-bhavana 

63  296,  297  ： 
近 行 地 upacara-bhumi  62 176,  251 
言 ① kath§  (說， 論， 正論， 談話. 17  323  (2)- 

v5ca  (語， 口 業 ）22 
言 依 katha-vatthu  (論 事' 58  269,  271， 272 

〔三種〕 17  320  ；  〔8  299  ；  27  415： 
盲 語， 言行， 言詞, 言路 等〜 ゲ ン 
言 事 vivSdSdhikaraija  ( 諍 論 諍 事， 論 諍 事， 論 
■ 事， 口論 諍 事， 爭論諍 事' 1 282* 
目 正 行 bhassa-samacara  8 130 
言說 ① bhaiji は 21 61, 62 ま bhassa  (談話， 

談， 諍 論， 論爭， 論議 1 20  263  3：  vohara  (語 
• 業， 通稱, 名稱, 慣用語， 慣例,） 20 176；  24  91； 

42 186，  191， 211 ； 43  304  ；  44 18，  25,  47 其 

他； 57  289* ；  65  (II)  26  I  Vohara  〔經〕 

(― )( 二）  21 249,  250 
言說論 Vohara-katha  57  289° 
言說を 主と する もの vaci-parama  8  245 
欣 pamujja  (勝 喜， 喜樂， 悅， 歡悅, 歡喜, 偷悅） 

19  28*  ；  20 10* 
欣悅心 udagga-citta i 歡喜 心） 10 150  . 
欣求 nikanti  (欲求) 40  425*;  41 15* 
禁， 禁戒， 禁行〜 キ ン 

勤 ① padhana  (勤行, 精勤， 猜動） 〔四 種〕 8 
304；  44  491° ② vSyama 精進， 策勵） 18 
163  D  viriya  (精進） 19  4*， 155;  46  310°, 
315 

勤行 padhana  i 勤 ，精勤 >  19  345,  346 
勤行 支 padhaniyariga  (精勤 支， 勤 支） 〔五 毽〕 
19  88 

勤行 堂 ① upaUhana-sa ほ ， 侍者 堂， 集會 所， 
集會 堂， 講堂， 供養 堂） 3  86,  222,  249*,  291 ； 
4  235,  243，  319，  321， 335  ；  22 上 12  ；  22 下 
22  ；  41 404 ② padhana-ghara  62  241 

①勤三 摩地隊 行成 就 神 足 i 勤 三 摩 地 勤行 成就 


勤， 嚴, 權 ーゴン 


の/ 1i 申 足 viriyasamadhi-padhanasankhara- 
samannagata  iddhipada  (精進 三昧 地 勤行 
成就 神 足） ① 46  308 ② 16 下 99* 
勤 支 padhSnaiiga  (精勤 支， 勤行 支） 〔五 種〕 8 
316 

① 勤 精進 ②勤 精進 者 araddha-viriya  (精 勤 
者， 精進 を 起せる， 發勤， 發勤 者， 發勤 精進， 努 
力 精進 者） ① 8  331; 11 上 172，  382; 13  408° 
② 8  376 

勤 精進 論 viriySrambha-kathS  (精進 發 起の 

稱說， 精進の 話， 發勤 論， 發勤 精進 論） 〔十 論 事 
の一〕 11 下 133，  135;  42  332  ；  43  348  ；  59 下 
210 

勤 神 足 viriyiddhipSda  (精進 神 足） 46  318° 


勤 It 上 vidyadhipati  (精進 if 上） 45  81*,  103, 

162  ；  46  309,  415*  ；  50  3，  503 
勤 勇 ① uUhana  (起 策 ） 22 下 32 ② usso!hi 

(努力， 勢猛， it 上 精進） 9 184 
勤勇界 parakkama-dhatu    (勇 勤界， 勇進 界, 

勇猛） 16 上 249，  303,  305,  306 
勤 力 viriya-bala  (精進 力 i 〔四 力の 一〕 8  308 
勤勵 paggSha  (策 勵， 精勤 = 精進） 45 13,  24°, 

96, 111,  340° 
勤勵相 paggaha-nimitta  f 精勤 因， 精勤 相， 策 

勵相） 45 13,  340° 
嚴飾 vibhQsa  43 191°  〔二種〕 44  461° 
〔嚴飾 を 好む 青年の 譬喻〕 1 113 
權商鬼 事 CQlasetth レ pe1;avatthu  25  33 
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® カサ @1 ホム @ カイコ， ソ ラマ メ    @  ノコ リ 


サタ パーナ 


サ— 力 ① saka  (莠） 〔樹〕 6 137,  138； 11 上 
242,  243 ② Sakha  〔將 軍〕 59 下 16 ③ （樹 枝) 
〔童子〕 33  253 ④ （枝） 〔鹿 王〕 27  293;  28 
295*;  59 下 16 

サ— カー 鹿 sakha-miga  (猿） 37 167;  59 下 
212 

サ ― ガタ Sagata  'D  (娑 竭陀， 娑 f 加陀） 〔佛の 侍 
者〕 2 172  ；  3  318  ；  5  33  ； 17  35  ；  26 150， 151 
② （善 來） 〔燃 燈佛の 侍者〕 28  60；  41 249 
サ カタ 車 sakata  (車， 荷車） 2  326，  546 
サ ガー タ • ヴッガ Sagatha-vagga  (有 偈篇） 
12 1° 

サカ チッタ ニヤ Sakacittaniya  (比、 丘の 臂ロ！； 
經〕 26  200 

サカ チッタ ニヤ 品 Sakacittaniya-vagga 
26  200 

サ— 力— パッタ SakhapaUa  〔村〕 61 324 

サガ— マ Sagama  〔精 舍〕 61 54 

サガラ Sagara  〔王〕 61 458 

サ ーガラ ① sagara  (海） 〔ス メ— ダ佛 の 侍者〕 
28  79;  41 295 ② 〔比〕 60 130 ③ （海） 〔王， 
アツ タダッ シー佛 の 父〕 28  82;  41 307 ④ 
(奢 羯羅） 〔王〕 38  308；  60 160  ©(= マノ、— 
サー ガラ） 〔園〕 60 114 ⑥ Sagala=S お ata 
(娑 、竭陀 1 〔佛の 侍者〕 33  346  @  Sagala  (沙 
竭， 沙 竭羅, 舍竭， 奢 羯羅） 〔城〕 1 111 ； 27  467  ； 
34 159  ；  36  291，  293，  301,  302,  323  ；  59 上 4 

サーガ ラデー ヮ、' Sagaradeva  (海 天） 〔王〕 60 
160 

サ 一カラ • フ ラフ マ ダッ タ. SSgara- 

Brahmadatta  〔王子と 龍 女との 子〕 38  221， 

326,  330，  331 
サー ガリ ヤー Sagaliya  (海） 〔部 派〕 60 175 
サ— カヴッ ト ゥ SSkavatthu  〔精 舍〕 61 61 . 
サー キヤ の賤奴 Sakiya-dSsaka  2  295 
サ キン サム マツ デャカ Sakiriisammajjaka 

〔比丘の 譬喩 經〕 27 122 
サ キン サム マツ チヤ 力 品 Sakimsammajjaka- 

vagga  27 122 
サクナ 'ヂャ 一タカ Sakuija-jStaka  (鳥 本 生 

物語） （三 六） 28  415° 


サクナ ツギ • チヤ 一 タカ ijaKunagghi-jStaka'. 

(鹰本 生物 語） （一六 八） 30  92° 
サクャ ① sakya  (能） 6 138 ② Sakya  (釋 迦,. 

驛氏 = サッ 力） 〔埃〕 6 138 
サ クラ ① Saku!a  〔王〕 37  9 ② 〔都〕 37  9 ③ 

sakula  〔魚〕 37 145 
サ クラ— Saku ほ ① （奢拘 梨） 〔尼〕 17  36;  25 

352;  27  448 ② （賢） 〔夷〕 11 上 167 
サグラ sagu!a  〔菓〕 39  374 
サー クラ 人 S5ku!a  27  91 
サ クル ダ— ヰ SakuludSyin  (善 生優陀 夷） 〔普- 

行者〕 11 上 1， 36; 18  54,  308 
サ— ケータ .sake ね （沙紙 ，沙 竭陀， 沙計 多， 沙 

枳、 多， 沙雞 多， 娑 竭陀， 娑祇， 娑祇 多， 姿雞 帝): 

〔城〕 1 330，  411； 2 100,  103,  189，  368,  471 ； 

3 150，  444，  445，  475  ；  7 132， 165  ；  9  272, 

273  ； 12  91 ； 16 上 99  ； 18  45  ；  22 上 126 ；  24 

380;  61 472 
サ— ケータ .ヂ ヤー タカ ssketa-jstaka ① 

(娑、 祇多城 本 生物 語） （六 八） 29  95°  ；  30 133 

② （娑祇 多 婆羅門 本 生物 語） （二三 七） 30  395° 
サコー タカ コーラ ンダ ダーャ 力 

Sakotakakorandadayaka  〔比丘の 譬喻 經〕： 
26  477 

ササ鹿 sasa  59 下 212,  227 

ササ • ヂ ヤー タカ Sasa-jataka  (兎 本 生物 語)' 

(三一 六） 31 390°  ；  [28  95〕 
サー サパ油 s5sapa-tela  (芥子 油） 2 140 
ササ パンティ タ • チ * ャ 一タカ Sasapap さ ita- 

jataka  =  Sasa-jataka  (三 一六） 28  95 
サ— ター ほ 〔尼〕 60 125 
サータ —ギラ ほ gira  (娑多 山， 姿多耆 利， 七 

岳） 〔夜叉〕 8  279;  24  55 
サ タ ダ ンマ Sa1:a-dhamma  (正 法） 〔婆〕 30 134 
サタ ダン マ • ヂ ヤー タカ Satadhamma- 

jataka  (正 法 婆羅門 本 生物 語） （一七 九） 

30 133° 

サタ チャック Sa は cakkhu  〔傳 。 轉輪 王〕 
26 194 

サタ ドゥー Satadhti  〔河〕 59 上 252  ― . 
サ タパ ッタ Sa ね patta  〔傳 。 轉輪 王〕 26  37&- 


(295  ) 


サーサ タ ハ° 


-サ タパ クタ • ヂャ一 タカ Satapatta-jStaka 

(鶴 本 生物 語） （二 七 九） 31 191° 
サタプ ッパ— satapuppha  〔植〕 39  411 
サタボ —リサ Sa は porisa  〔地獄〕 36  270 
サダー マッタ Sadamat は （薩陀 摩 多） 〔天〕 7 

290 

サ— ター 山 ほ gid  7  277 

サ タラン シ Sa は raihsi  〔佛〕 26  478,  496 

サ タラン シー Sa1;aramsi  〔傳 。 轉輪 王〕 

26  325  ；  27 175,  242 
サ タラン シカ Sa は ramsika  〔比〕 26 188  〔譬 

喩經〕 26 187 
サタ ルツ ダー Sataruddha  〔水路〕 61 409 
サ タヴン 力 satavarhka  〔魚〕 37 145 
サ チャック Sacakkhu  〔傳 。 轉輪 王〕 26  262 
サーヂ 一ラカン ダカ SSjilakandaka  (= パ一 

ヂ ヤラカ） 〔圜〕 60 143 
サッカ Sakka ① （釋 迦， 釋羅， 帝釋） 6  309 ② 

(釋羅 ） 〔夜叉〕 12  360 
①サ ッカ② サッカー Sakka,  Sakka  (釋 迦, 

釋氏， 釋族 =サ クャ） 〔國, 族〕 ① 2  89，  424， 

507  ；  4  378  ；  5 17，  249  ；  9 149 ② 1 397,  414 
サッガ ① Sagga  (天） 〔乾 閥 婆〕 32  57* ② 

sagga  〔鳥〕 39  414 
サッカ • サム ユッタ Sakka-saihyutta  (帝!^ 

相應） 12  378° 
サッカ セーナ  一 ノヽ。 ティ sakkasengpati (帝標 

將軍） 〔官職〕 61 131 
サッ カダッ ティ ャ Sakkadattiya  〔地名〕 33  68 
サッカ パン' ヽ • スッ タンタ Sakkapaflha- 

suttanta  (帝:^ 听 問經） 7  297° 
サッカー ャ sakkSya  (薩 迦耶， 有 身， 己 身， 個 

體） 20 160,  206 
サッ カラ ① Sakkara  〔村〕 16 上 140 ② 

Sakkhara  (砂糖） 〔町〕 29 166,  168， 169 
サッ カラ ソッ ノ、 •  Sakkharasobbha  〔港〕 60  390 
サッ カラー ラャ ガン ガ一 

Sakkharalayagaiiga  〔河〕 61 269 
サッ カリ 菓子 sakkhali 1 96 
サ―ッ クンダ Sakkunda  〔遊 園〕 61 270 
サッコ 〔一 ダナ〕 Sakkodana  (釋 飯） 〔王〕 


60 161 

サ ッコ一 • デーヴ 一 ナム • インドー Sakko 
devanam  indo  (擇 提桓 因， 諸 天の 主 帝 爆， 天 
帝釋， 天主 帝擇, 天帝なる 釋迦， 帝 揮、 3  48 
サッタ Sana  (靈） 59 下 85 
サ ッタ— Satthar  〔辟〕 11 下 70 
サ ッ ダ Saddha  (信） 〔比〕 22 下 314 
サ ッダ— Saddha ① 〔夷〕 1 62 ② 〔天女〕 37 

125，  127,  134,  139*  149， 151 
サ ッ タカ ダン パプ ッ ピャ 
Sattakadambapupphiya  〔比丘の 醫經〕 
27 128 

サ ッタサ 一ラ. ヂャ リタ SattasSra-jalifa 

〔役人〕 27  492 
サッダ サン ニヤ 力 Saddasafifiaka  〔]： 匕 丘の き 

ロ俞 經〕 26  229,  413，  431， 475 
サ ッ ダサ ン ニヤ 力 品 Saddasannaka-vagga 

26  475 

サッダ —ティ ッサ Saddh§tissa  〔王〕 60 131， 
133°，  369* 

サッ タパ 一 タリ ャ Sa«ap5taliya    〔比丘の 譬 

喩 經〕 26  386 
サッ タパ ッタ SaUapaUa  〔宮殿〕 26  463 
サッ タパ ドウ ミニヤ Sat は paduminiya  〔比丘 

の 譬喩 經〕 26  428 
サ ッタ— ハパ ッ ノ"^ ギ タ Sattahapabbajita 

〔比丘の 譬喩 經〕 26  408 
サッ タン 《 ンナ sattapanna  =  sattapanni  〔樹〕 

39  407 

① サッタ パンナ グハ 一 ② サッタ パンニ 窟 
Sattapanna-guha  (七 葉窟） ① 60 165  (2)7  90 

サッ タノく ンニ    sattapai3iji  =  sattai)appa  〔樹〕 
26  491 

サッタ パン ニヤ Sattapaijpiya  〔比丘の 饕 喩 

經〕 26  491 
サッ タリ sattali  〔植〕 27  72，  96 
サッ タリヨ— ティカ saUaliyothika  〔花〕 35 

125 

サッタ ヴ―ハ SatthavSha  (商 主） 〔拘 那含牟 

尼 { 弗の 子〕 41 344 
①サッ タンパ カ廟 ②サッ タンパ 廟 3) サッタ 


(■296)、 


サ ッ バ ーサ 


ンノ 《カ祠 堂 sattambaka-cetiya  (七聚 塔, 七 

聚廟） ① 7  70，  71 ② 7  92 ③ 23 186 
サツ ダン マサン ガノヽ Saddnamma-sariigaha 

〔書名；！  61 344 
サッ ダン マ ナンディ  一 Saddhammanandi 

〔尼〕 60 125 
サッ チヤ Sacca  〔苦行者， 佛の 前生〕 41 412, 

412 

サ ツチ ヤー Sacca  (眞實 ） 〔尼 乾 子， 尼〕 31 304 
サ ッヂャ Sajjha ① 〔修行者， 阿羅漢の 行ず る 

ことなき 九 事の 說法 を受 く〕  22 上 29 ② 〔經〕 

22 上 29 

サッ ヂャ— Sajj5  〔毘沙門天 女〕 24  .477 
サッ チヤ 力 Saccaka  (薩 遮迦， 眞實 者） 〔尼 乾 

子， 塞〕 9  394,  410  ；  31 304  ；  39  260  ；  62  408 
サッ チヤ サン ニヤ 力 Saccasafifiaka  〔上 匕 丘の 

譬喩 經〕 26  356 
サッ チヤ. サン ユッタ Sacca-sariiyutta  (言 帝 相 

應） 16 下 329° 
サッ チヤ タノ ーギ— Saccatapgvi  〔女 者〕 

37 177,  185, 186 
サッヂ ャダ、 —ャカ SajjhadSyaka  〔比丘の 譬 

it 經〕 26  479 
サッ チヤと 呼ぶ 賢者の 所行 

Saccasavhayapandita-cariya  〔經〕 41 412° 
サッ チヤ ナーマ SaccanSma  〔辟〕 11 下 71 
サ ツチ ャナ一 マー Saccanama  〔タ" ンマ タ" ッ シ 

ー佛の 上足 尼〕 41 312 
サッヂ ャネ— ラ Sajjanela  〔村〕 18 109 
サ ツチ ャパッ ダ 〔购足 山 Saccabaddha- 

pabbata  61 554 
サッ チヤ ギノく ンガ' スッタ Saccavibhaiiga- 

sutta  (諦 分別 經） 11 下 349。 
サッ チャン キラ 《ギ ヤー タカ Saccarhkira- 

jataka  (眞實 語 本 生物 語） （七三） 29 122° 
サ ッヂュ ラサ sajjulasa  〔藥 脂樹〕 3  357 
サッッ パッタ • ヂ ヤー タカ Sattubhatta- 

jataka  =  Sattubhasta-jataka  (四 〇 二）  28  97 
サッ ティ satti  〔植〕 27 169 
サッ ティ グンパ Sattigumba  (槍 群） 〔鸚鵡〕 

35 107*, 115 


サッ ティ グンパ 1；》 鵡本 生物 語， サッ ティ グンパ * 
チ * ヤー タカ Sattigumba-jStaka  (五 〇 三) 
35 106° 

サッ ティ パン ニヤ Sattipaijijiya  〔比丘の 譬喩 
經〕 27 169 

サッ トゥカ Sattuka ば 〔賊〕 27  435，  436  ；  3》 

24* ② 〔人〕 26  84 
サッ トウ ッ タマ Sattut は ma  〔傳 。 轉輪 王〕 

26  304 

サッ ト ゥハ * スタ 'ギヤ一 タカ Sattubhasta- 

jataka  (菓子 袋 本 生物 語） （四 〇 二）  32  311、 

〔28  97〕 
サッ ト ゥッノ 《ラマ— リカ— ャ 

Sattuppalamalikaya  〔比丘尼の 譬喻 經〕 27 

365 

サ ッ ト ヴ satva  (純 質） 63 163 

サ ッ パ sappa  (匍匐 者， 蛇） 42 11 

サック 《アーサ ヴ • スッタ SabbSsava-sutta 

(一切 漏經） 9  T 
サッパ 力 Sappaka  〔]： 匕〕 25 177 
サ ツバ カーマ Sabbakama ① 〔比〕 25  201 ②, 

(—切 欲） 〔スメ 一  ダ佛の 第二 弟子〕 28  79;  41 

295 

サッパ 力— マー SabbakSmS  (—切 欲） 〔尸棄 

沸の 妃〕 41 331 
サッパ カー ミ一 SabbakSmin  (一切 去， 薩婆伽 

眉） 〔第二 結集 比丘〕 4  453;  60  29， 172 
サ ッノ 《ガン デ ィ Sabbagandhiya  〔上ヒ 

喻經〕 26  419 
サッ パキッ ティカ Sabbakittika  〔比丘の 譬喩 

經〕 27  36 
サ ッ パサ ンハ 一ラカ 〔ヂ ヤー タカ〕 

Sabbasamharaka  (全總 括 間） ( 一一 ひ) 29  319 
サッノ 、ソ一 ン ディ カ巖 Sappasondika- 

pabbhara  (蛇 頭巖） 7  90 
サッ パタ、 、一サ Sappadasa  〔上 匕〕 25 194 
サ ツバ ダータ Sabbadatha  (—切 牙） 〔豺 王〕 

30  410 

サッハ * タ、、 一タ • ギ ヤー タカ SabbadStha- 

jataka  (一切 牙豺本 生物 語） （二 四 一） 30  408° 
サ ッパダ ッシー Sabbadassin  (—切 見） 「 ピャ 


(297) 


チーサ ッ バ 


ダ ッ シー佛 0 第二 弟子〕 28  81 ； 41 304 
サッパ ダッタ SabbadaUa  (^—切 施） 〔王〕 33 
384 

サッパ ダーャ 力 Sabbadayaka  二 比丘の 響 
經〕 27  52 

サ ッ パ ッ ガナ Sabbagghana  〔傳 。 轉輪 王〕 
26  297 

サッ パディ ンナ Sabbadi 謹 〔人〕 59 上 59 
サッパ ナーマ— SabbangmS  ('—切 名） 〔ダン 

マダッ シ―佛 の 第二 比丘尼〕 28  83 
-サッ パナ— ノレ コ— キッ ラ jjappanSrukokilla 

〔村〕 61 322 
サッパ ナンダ Sabbananda  (薩婆 難陀） 〔迹葉 

佛の 弟子:： 60 102,  256;  65  (I) 108 
サック々 パラ タ一ャ 力 SabbaphaladSyaka  〔 it 

丘の 鐾 喻經〕 27  250 
サ ッパミ ッタ Sabbamit は ① 〔比〕 25 148 ② 

(—切 友， 善 友） 〔迹 葉佛の 侍者〕 28  91 ； 41 351 

③ 〔王〕 35  252,  253，  261 
サッピ ダ―ャ 力 Sappidayaka   〔比丘の 臂 喻 

經〕 26  315，  361 
①サッ ピニー  ②サ ツビ 二 力一 Sappini, 

Sappininika  、葉毘 尼） 〔河〕 ① 17  299，  302  ； 

18  54，  55,  308 ② 1 182 
サッフ リサ' スッタ ：5appurisa-sutta  (善士 

經） 11 下 19° 
サッ ボー サダ Sabbosadha  〔傳。 鞾輪 王〕 26 

326 

サッラ sal  la ① 〔樹〕 60 110 ② （矢） 61 435 
サッ ラキ— sallaki  〔樹〕 25 138  ；  33  340  ；  39 
407 

サッ ラヴ ティ— SallavatI  〔河〕 3  349 
サ'; 'レ一 力 • スッタ Sallekha-suUa  (削減 經） 
9  62° 

サー ティ S5ti  (H 菜 帝） 〔比， 漁夫の 子〕 9  445 
①サ— ディナ ②サ— ディー ナ Sadhina, 

Sadhina  〔王〕 ：!、  60  20 ② 34  387  ；  59 上 254  ； 

59 下 130 

サ— ディ —ナ王 本 生物 語， サー ディ —ナ • ヂャ 
一 タカ Sadhina-jataka  (四 九 四） 34  387° 
サ ティ パッ ターナ • スッタ SatipatthSna- 


sutta  (念 處經） 9  90° 
サ— ティ マッティ ャ Sadmattiya  〔比〕 25 167 
サー ティ ャッガ —マ badiyaggama  〔他〕 61 

230 

サー ティ ャフ 。タ s^atiyaputa,  Satiyaputa, 

Satiyaputra 面 65  (III)  3 
サード、 ゥカ Sadhuka  〔村〕 16 下 229 
サ一 ドウ シーラ • ヂ ヤー タカ SSdhusria- 

jataka  ' 善戒本 生物 語） （二 〇〇） 30  229° 
サ トウ ッ ラパ天 群 Satullapakayika 

devatayo 12  24，  26，  28，  31， 35,  38 
サ トウ ッ ラパ天 f}^ 品 Satullapakayika-vagera 

12  24° 

サ— ドウ ヴー ディン sSdhuvadin  〔樂 器〕 

24  460,  509 

サート —ディ カー SStodika  (甘 水） 〔河〕 33 

68  ；  36  37  ' 
サ— ナサ ンプ— タ Sapa-sambhiita  (娑那 三 浮 

=Sambhuta-Sanavasin) 〔比〕 60  29 
サ— ナヴー シン SSijavasin  〔比〕 3  522 
サ ナン クマ一 ラ Sanaih-kumSra  (常 童子， 常 

童 形， 常 童） 〔梵天〕 6 148, 149  ；  22 下 300 
サニ マン ダパ Sanimapdapa  (堂） 61 305 
サーヌ SSnu  X  〔比〕 25 119 ② （左 奴） 〔童子〕 

12  363  3) 〔山〕 37 165 
サ一ヌ ヴーシ Sanuvasi  〔地名〕 25  58 
サ —ヌワ、' 一 シ鬼事 Sanuvasi-petavatthu 

25  58 

サ— ヌヸ ンダ人 S5nuvindaka  27  91 

サ ハカ ； Dsahaka  〔樹〕 26  32 ② Sahaka  (娑 

婆） 〔比〕 16 下 63 
サパー 力 sap§ka  〔植〕 27  73 
サハ カー ラ sahakala  〔樹〕 38  435 
サ— ハサ マツ ラ sahasamalla  〔王〕 61 415° 
サンく一 サン マタ SabhSsammata    〔傳。 轉輪 

王〕 26  330 
サ一 パタ ガム S5pa は gamu  〔地名〕 61 321 
サハ ダン マ Sahadhamma  (遮 婆 陀暮） 〔天〕 7 

288 

サ ハチ 'ヤー ティ SahajSti  (薩寒 若, 娑、 呵 邪提） 
〔邑〕 4  448;  20 103;  22 上 264  ;  60 169 


(298) 


サマ 二一 卄 


サハ ッサ Sahassa  〔渡〕 61 461,  476,  477 
サハ ッ サーラ Sahassara  〔傳 。 轉輪 王〕 
26  445 

サ ハツ サ ラタ Sahassaratha  〔傳 。 轉輪 王〕 
26  320 

サ ハツ サ ラー ヂャ Sahassara  ja  〔傳 。 轉輪 王〕 
26  246 

サ ハツ サ ラン シー Sahassaramsi  〔佛〕 27  239 
サパ ッタ— Sapat ほ 〔尼〕 60 126 
サノ ■ ？ッ ト ゥデ一 サボ一 ガ Sabnattudesabhoga 
〔殿〕 61 88 

サ ハデ— ヴ Sahadeva ① （索 訶提 婆） 〔比〕 60 
59 ② 〔王〕 37 177, 181  、 

サハブ Sahabhu  〔天〕 7  287 

サ パラ Sapara  〔地方〕 61 394 

サ パラ ① Sabara  〔人〕 27  91 ② Sabala  〔犬〕 
38  394 

サパ ラ  一 Saba ほ 〔尼〕 60 124 

サ パラ ガム Saparagamu  〔國〕 61 498 

サハ リ ― Sahalin  (舍波 利， 舍伽 利） 〔外， 天子〕 

7  286; 12 110 
サ パリ ヴーラ SaparivSra  〔傳 。 轉輪 王〕 
' 26  406 

サ パリ ヮー ラー サナ Saparivarasana  〔上 匕 丘 

の譬 n| 經〕 26 192 
サ パリ ヴーラ チヤ ッタダ 一ャカ 

Saparivarachattadayaka  〔比丘の 譬ロ i 經〕 

26  446 

サパ リ ヴ— リャ SaparivSriya  〔比丘の 譬喩 
經〕 26  294 

サ ハン チヤ 二 力 Sahaficanika  〔村〕 16 下 363 

サ ハンナ Sahanna  〔城〕 61 59 

サ ビヤ Sabhiya ① 〔比〕 25 172  ；  27  290 ② 

〔プッ サ佛の 侍者〕 28  86 ③ （薩 毘耶） 〔普 行 

者〕 24 186  ；  39 1 
サ— ビヤ sabhiya  〔王〕 60 131 
サ— プ―ガ S5paga  〔村〕 18  342 
サボ 一 ガヴ— Sabhogavant  〔傳 。 轉輪 王〕 

26  349 

サホ— ダラ一 Sahodara  〔村〕 61 317 
サーマ ① Sama  (啖摩 = スヴン ナサ— マ） 〔佛 


の 前生〕 38 14, 16,  21， 22，  24，  26*,  33*;  41 

418，  421 ； 59 上 267 ② 〔提婆 達 多の 前生〕 59 下 

15 ③ 〔王， 阿難の 前生〕 30 159， 160 ④ 〔鹿〕 

39  477 ⑤ 〔犬〕 38  394 ⑥ （舍彌 =舍 摩迦， サ 

—マガ— マ 力） 〔村〕 8 150  7!  sama  〔蔓草〕 

28 127  ；  33  340 
サー マ— sama ① （奢 摩） 〔尼〕 25  340，  341 

② （黑） 〔拘留 孫佛の 第一 比丘尼〕 28  89；  41 
■  341 ③ （黑） 〔拘那 含 牟尼佛 の 信女〕 41 345 ④ 

〔遊女〕 31 403* 
①サ— マー ②サー マ— 力 s§m5,  samaka 

(粟粒， 稷， 稗 子） 〔植〕 ① 62  362 ② 37 144 
サ— マガ ッ ラ Samagalla  〔地名〕 60  374 
サ一 マガー マ 力 SSmagSmaka  (舍摩 迎=サ 一 

マ 村, 舍彌 村） 〔村〕 20  42 
サ一 マガ一 マ • スッタ SamagSma-sutta  (舍 

彌 村經） 11 上 317° 
サマタ ① samatha  (奢 摩 他， 止， 止 息， 寂 止 ）17 

93 ② Samatha  〔王〕 60  22 
サマー ダパカ SamSdapaka  〔比丘の 譬喩 經〕 

26  317 

サマ一 タ ペータ一 samSaapeta"" (導 者) 11 上 
354 

サ —マ. ヂ ヤー タカ Sama-jataka  (啖摩 賢者 
本 生物 語） （五 四 〇） 30  77;  32  282;  34  249; 
38 1。 

サ マッタ Samatta  〔傳 。 轉輸 王〕 26  295 

サ マナ Samaria  〔村〕 61 11 

サ マナ— Samaij5  〔王女〕 39  265 

サ マーナ SamSna  (除 摩） 〔天〕 7  288 

サ マナ グッ ター Samaijagut ほ 〔王女, 優鉢羅 

色の 前生〕 27  408，  421，  428,  434，  440,  448 
サ マナ グッ タカ Samaijaguttaka  〔盗賊〕 

36  26 

サマナ コーラン ニヤ Samaija-korafifia  〔王〕 

59 下 82 
サ マナ マンディ カー. スッタ 

ijamanamandika-sutta  (沙門 文 子經) 

11 上 27° 

サ マニー  Samam ① 〔王女， 差 摩 尼の 前生〕 27 
408,  421,  428,  434，  440,  445  ；  39  265 ② 「女〕 


サ一 サマヌ 


61 165 

サマヌ ッデ一 サ samapuddesa  (沙彌 ，將來 の 

沙門、 2  221 
サマ ヌ一' 《ッ タ 一力 Samapiipatth§ka  〔傳 ° 

轉輪 王〕 26  409 
サマー パー Samapa  ： 市： 65  III,  38，  44 
サマー パッ ティ samapatti  (等 至， 三 摩 鉢 底, 

定， 成就 法 4 144 
サマー ラー Samala 共鬉） 〔毘沙 浮 (弗の 第二 

比丘尼〕 28  89  ；  41 337 
サ マラン カタ Samalaiika は 〔傳 。 轉輪 王〕 26 

311 

サ一 マヴ ティ 一， サーマ ヴ ティ 力一 〜サ一 マ一 
ヴ ティー 

①サー マーヴ ティー 1^ サ一 マヴ ティー i サ 
—マヴ ティ カー S5m5vaU，  Samavati, 
Samavatika  (奢 摩 曙 帝， 奢摩賴 帝， 沙 摩婆提 
迦， 差 摩 婆 帝' 〔夷〕 ① 17  37;  23  215  ®  21 
316 ；  63  313  I  41 160 

サ マン ガ Samaiiga ① （平等 行） 〔ティ ッサ佛 
の 侍者： 41 319 ② 〔山〕 27  226 

サ マン カラ Samaihkara  〔王〕 60  22 

サ マンギー Samaiigi  ：ソー ビタ佛 の妃〕 
41 272 

サ マンタ Saman は ：峯〕 61 173，  182,  227, 

417,  449,  452 
サ マンタ  一 Samama  〔尼〕 60 125 
サ— マ ン ダカ Samapdaka 沙門） 〔外， 舍利弗 

に 諸 質問〕 15  462  ；  22 下 12 
サ一 マン ダカ • サン ユッタ SSmaij づ aka- 

sarhyutta  (沙門 出家 相應） 15  402' 
サ マンタ ガン ダ Samanta-gandha  〔傳。 || 輪 

王〕 26  245 
サ マン タク ターチ ヤヲ Samanta-kutacala 

〔山〕 61 507 
サ マンタ ダ ラナ Samanta-dharana  〔傳。 轉 

輪 王〕 26  412 
サ マンタ チヤ ック Samanta-cakkhu  〔傳 。 轉 

輪 王〕 26  301， 392 
サマ ンタ ッ チヤ ダナ Samantacchadana  〔傳 。 

轉輪 王〕 26  435 


サ マンタ ネーミ Saman ね- nemi 〔傳 C 轉輪 王〕 
26 199 

サ マン タクく ーサ一 プィ 力 Samanta-p§sSdika 

〔偉 。 韓輪 王〕 26  237，  355 
サ マンタ ノヽ。 ーサ一 ディ 力一 Samanta- 

pasadika  (—切 善 見 律 註 序 i 65  (Ii r 
サ マンタ マツ ラ 〔力〕 Samanta-malla〔ka〕 〔戰 

士：]  61 237，  238 
サ マンタ ヴ ルナ Samanta-varu^ia  〔傳 。 轉輪 

王〕 26  353 
サー マン ニヤ 力一 二    S5mafifiakSm  〔上 匕〕 

25 117 

サ一 マン ニヤ パラ • スッタ SSmafifiaphala- 

sutta  (沙門 果經） 6  73° 
サ ミ  一 Sarrd  〔渡〕 61 270 
サ— ミサ ント— サ Samisarhtosa  〔園 林〕 

61 405 

サ ミ タ Samka  〔傳 。 轉輪 王〕 26  261 
サーミ ダッタ SSmidat は 〔比〕 25 131 
サミタ ナン ダナ Samitanandana  〔傳 。 轉 输 
王；： 26  345 

サ ミ ッ ダ Samiddha  (沙滅 地） 〔王〕 60 101, 
250 

サ ミツ ディ Samiddhi  (三 彌提， 三彌 雜提) 〔比〕 
11 下 255，  288; 12 11; 15  62*;  22 上 49;  30 
89,  90  ;  60 12 

サミ ッ ディ ス マナ Samiddhisumana に 天子」 
60 156 

サミ ッ ディ 'ヂ ヤー タカ Samiddhi-jStaka 

(完 美本 生物 語） （一六 七） 30  89° 
サ ミー ティ SamUi  〔造 車 人〕 9  48 
サミ ティ グッタ Samitigutta  〔比〕 25 129 
サミ一 ノレ ッカ Samirukkha  〔渡〕 61 268 
ナー ミン ダ Saminda  〔シャム-タイ 國: 61 

518，  526,  541,  544，  547,  559 
サ―ム ガー マ Samugama  〔村〕 61 60 
サム ッガタ Samuggata  〔傳 ° 轉輪 王〕 26  282 
サム ッガ' ヂャ一 タカ Samugga-ja は ka  (箱 

本 生物 語） （四 三 六） 33 172° 
サム ッダ Samudda ① （海） 〔シ ッダ ッタ佛 

信士、'  41 315 ② 〔仙〕 38  78 ③ 〔精 舍〕 6ft 


( 300  ) 


サ ラ バーサ 


387 

サム ッダ— Samudda ① （海） 〔拘那 含 牟尼佛 
の 第一 比丘 fS〕  28  90;  41 345  ^'〔尼〕 60 
126, 127 

サム ッ ダカ ッ パ Samuddakappa  〔簿 。 轉輪 
王〕 26  329 

サム ッ ダ 力 ッ ノヽ" ーシ一 samuddakappSsi  〔樹〕 
39  410 

サム ッダ ギリ Samuddagiri  (海山） 〔房 舍〕 
61 128 

サム ッ ダダ ッ タ Samuddadatta  (三文 陀達， 三 

聞 達 多， 娑勿陀 達） 〔比， 提 婆の 徒〕 1 287，  293; 

2 106,  540；  4  301  - 
サム ッタヂ ヤー SamuddajS  〔王子と 龍 女との 

女〕 38  221,  227*，  230，  234,  235,  242,  282， 

297，  330,  331 
サム ッダ • チ 、ヤー タカ Samudda-jStaka  (海 

本 生物 語 1 i 二 九 六） 31 285° 
サム ッ ダナ ヴ  一 Samuddanava  〔王妃， 尼〕 60 

127 

サム ッ ダラ Samuddhara  〔傳 。 轉輪 王〕 
26  316 

サム ッ ダヴー ニヂャ • デ ヤー タカ 

Samuddavanija-jataka  (海 商 本 生物 語） 
(四 六 六） 28  282;  34  27° 
サム ッ ダヰ' デャ ャ ― Samudda-vijay§  〔王妃〕 
33  77 

サ モー ガダ Samogadha  〔傳 。 轉輪 王〕 26  403 
サモ— ダカ Samodaka  〔傳。 轉輪 王〕 26  315 
サ モー ダ―ナ SamodhSna  〔傳。 轉輪 王〕 
26  205 

サ モッタ タ Samotthata  〔傳 。 ^0|：輪王〕 26  327 
サ ャケッ タカ Sayakhettaka  〔地名〕 61 237 
サー ャナー sSyana  〔樹〕 39  406 
サャナ ダ―ャ 力 Sayanadayaka  〔比丘の 譬喩 

經〕 26 177, 189 
サ ン ノ 《テ イノく 一  ニヤ Sayampatibhaniya 

〔比丘の 譬 喻經〕 27 177 
サ ヤン ノ 《ノ く    Sayampabha       °  ^Irai] 

26  319 

サーラ 'Xsala  (沙 羅, 娑羅） 〔樹〕 6  364;  9 


227;  24  492,  493;  28  78 ② SSla  (沙羅 ） 〔パ 

K ゥ マ佛の 第一 弟子〕 41 281 ③ 〔大臣〕 60  69 
サー ラー ほ （薩羅 ） 〔村〕 10 1， 183; 16 上 

362;  61 60 
サ一ラ 力 S§laka  〔猿〕 30  454 
サーラ 力 猿 本 生物 語 Saiaka-j5 は ka  (二 四 九） 

30  452°  ；  32  75 
サラ 一力 パッダ 作 salakabaddha  〔傘 蓋〕 2 

323，  544 

サ— ラカ蟲 sSlaka  59 下 163， 164 

サー ラカル ヤー 二一    sSla-kaly5ijr  〔樹〕 28  63 

サー ラクス ミヤ SSlakusumiya  〔比丘の 譬喩 

經〕 27 172 
サラダ s§!ava  2  420 
サー ラッガ SSragga  〔塞〕 20  228 
サラッ ガー マ Saragggma  〔村〕 61 210,  223, 

225 

サ ーラッ ガー マ S5lagg5ma ① 〔村〕 61485 

② 〔河〕 61 454 
①サ ラッサ ティ一 ②サ ラス ヴ ティー 

Sarassati,  Sarasvati (薩羅 姿 縛 底） 〔河〕 ① 

9  60  ；  25  302 ② 26  50  ；  62  20 
サ ラッサ ティー Sarassati  (p  〔水路〕 61 408 

② 〔假 殿〕 61 302 ③〜 前項 
サ―ラ ッタサ ンガハ SSrattha-sariigaha  〔論 

書〕 61 510 

サ ラナ Saraija ① （歸 依） 〔ス マナ 佛の 第一 弟 
子〕 28  73;  41 264 ② （歸 f 衣） 〔スメ 一 ダ佛の 
第一 弟子〕 28  79  ；  41 295 ③ 〔王， ダン マダ ッ 
シー佛 の 父〕 28  83;  41 311 ④ 〔ス マナ 佛 の' 
信士〕  41 264 ⑤ （歸 依） 〔都〕 28  83  ；  41 310, 
311 

サラ ナガ マ ニヤ Saraijagamaniya  〔上 匕 丘の 譬' 

B 翁經〕 2'6  416 
サ ラナ 一 ガマ 二 ャ Sarapagamaniya  〔 Jt 丘の' 

譬 It 經〕 26. 254,  480  ；  27  257 
サラ ナン カラ Saraijaihkara     (作 依， 作歸 依） 

〔佛〕 28  92  ；  41 357 ② 〔ザ §"伽 王〕 61 510, 

514,  540,  543 
サラパ Sarabha ① （舍羅 婆） 〔外〕 17  298 ② 

(舍羅 婆， 沙羅 婆） 〔鹿〕 37 167;  39  412 


(301) 


サ 一ラパー ダパ Salapadapa  ： 沼： 61 454 
サ一ラ パティ Salavatika  ' 娑羅 婆提, '〔村〕 6 
317 

サーラ 'く  — マン ガ sarapamariga  〔鎖帶 類〕 
65  (I)  94 

サ ランぐ ミカ •  • チ* ヤー タカ Sarabhamiga- 
jataka  (舍羅 婆寇本 生物 語） （ 四 八 三） 28  373; 
34  226" 

サラ パンガ Sarabhaiiga  j^v 破 葦' ： 比： 25 
207,  208  D  〔辟〕 11 下 70  ®(= ヂョ— ティ 
パーラ 仙） 〔菩薩〕 33  70*;  36  40,  41， 46,  60; 
63  381 

〔サラ パンガ 行者と 七 人の 門人： 36  37 
〔サラ パンガ 行者: こ 封す る 帝蘀の 質問〕 36  42 
① サラパ ン ガ：；^；^：：^物語 ②サ ラパ ン ガ. ヂャ 

—タカ Sarabhaiiga-jataka 五 ニニ. 1) 36 

25° ② 28 124;  29  281; 36  25。 
〔サラ パンガの 弓銜〕 36  31 
サラプ Sarabhu 沙羅浮 〔比： 60 154 
サラプ 一 Sarabhu  i 舍勞 浮， 舍牢 浮， 薩羅 遠) 

〔五 河の 一〕 4  355; 13  202,  203  ;  20  354  ；  25 

117  ；  62  20  S  〔池〕 61 408 
サ一 ラプッ ピャ Salapupphiya  〔比丘の 罾 n| 

M)  26  372 
サ一 ラフ ッ ピャ 品 Salapupphiya- vagga 

27 172 

サ一 ラマン ダ ピャ Salamandapiya  二 比丘の 

饕(] 森經〕 27  214 
サラ一 ャタナ • サン ユッタ Sa!Sya は na- 

sariiyutta  (六處 相 I®,, 15 1° 
サラ一 ャタナ • ヴッガ Sa!aya は na-vagga 

(六處 品; 11 下 365°  ； 15  r 
サラ一 ャ タナギ パンガ • スッタ 

Sajayatanavibhaiiga-sutta  六處 分別 經） 

11 下 296° 

サ ララ sala!a 芳香； 〔澍， 花〕 26  29,  31， 299, 
324,  395,  486；  27  45,  96;  28  24;  35 126; 
37 170  ；  39  391 ； 41 226，  291 

サ ララ プッピ 力一 Sala!apupphika  〔比丘尼 
の臂 D|i 經：： 27  374 

サ ララ プッ ピャ Salalapupphiya  〔比丘の ？f 


ufE 經〕 26  394，  486 
サ ララ マー リャ Sala!ainaliya   ： 比丘の 譬喩 
經： 26  351 

サ ララ マンタ、' ピャ Salalamandapiya  〔上ヒ 丘の 

譬睡 經；： 27  52 
サラ ララ ブヂ ャ sala!a-labuja  ： 草: 24  488 
サラ ラヴ ティ- Sala!avati  〔河： 28 104  ;  61 

408 

サ ラー ヴ sarSva  (コ ッ プノ 11 下 328 
サー ラヴ ティ— SSlavati  ', 娑' 羅践提 ） 〔娃 女〕 
3  473 

サ— ラヴ— ナ SaiavSna  ： 精舍： 61 68 
サ一 ラヴ ーナ • ギビ一 サナ Salavana 

Vibhisana  〔精 舍〕 61 22 
① サーラ ン ダダ廟 1 サ―ラ ンダダ 制 多 ,3) サ 

一 ランダ ダ祠堂 Sarandada-cetiya  (娑羅 

塔） ① 7  32,  70,  71， 92 ② 19  234，  235  ；  20 

252,  258  Z  23 186 
サ―ラ ンパ Sarambha  二 牛〕 29  226 
サ一ラ ンパ牛 本 生物 語， サー ランパ. ヂャ— タカ 

Sarambha-jataka  (八,、' 29  226° 
サーリ XsSli 稻， 米， 白粳米 25 190,262; 

31 351，  448，  550;  37 144;  59 上 239  t  Sali 

〔王子〕 GO  369,  370 
サ ーリ— sail  〔女： 26  42 
①サー リカ一 ：!； サ ーリ— sSlikS,  salika, 

sah",  saliya  、 舍利， 舍羅, 九官鳥， 鶫， マイ ナ， 

百舌鳥， 騖鷺, mm  ： 〔鳥： X 12  328  ；  27  53; 

38 187;  39 139，  141,  152，  154*,  162,  163, 

260  S  26  30 
サー リ ギリ S§ligiri  ： 村： 61 485 
サー リケ— ダ— ラ， ギヤ— タカ SSlikedSra- 

jataka 稻田本 生物 語' （四 八 四:） 34  249° 
サ リタ ツチ エー ダナ Sari は cchedana  〔傳 。 轉 

輪 王: 26  273 
サーリ ッサラ Salissara  ： 仙〕 33  68，  69;  36 

37,  60 

サ一 リツ タカ' ヂャ一 タカ S5li は aka-j5taka 
(投擲 術 本 生物 語） （一 〇 七. 29  306° 

サ―リ パ ッパタ SSlipabbaU  ： 精舍〕 60 143, 
398 


(  302  ) 


サン カーサ 


サー リブ ッ タ Sariputta ① （舍利 弗， 舍 利子) 
〔比〕 2 105;  4  23;  6  365;  9  372*;  20  21 

②  〔セ イロ ンに 於け る 比丘〕 61 397 ③ 〔王子〕 
61 11 

サ一リ プッタ 'サン ユッタ SSriputta- 

samyutta  (舍利 弗 相應） 14  380° 
サー リボー タ Saiipo は 〔園〕 61 405 
サ— リャ SSliya  T' 〔戰 士〕  60 131, 377 ② 

〔牛〕 35  402,  404 
サー リ ヤー sa!iya  C ダ ン マ タ、、 ッ シ 一 ^の 信女〕 

41 312 

サー リャ園 SSliySrSma  60 131, 377 

サ— リャ. ヂャ— タカ saliya-jataka  (九官鳥 

本 生物 語） （三 六 七） 32  83° 
サ リ ラ salila  (水） 62  339 
サー リー リカ S5ririka  〔塔 廟〕 34 155 
サリー ヴ ッ ガピ ッ ティ Sarivaggapkthi  〔村〕 

61 155 

サー リ ン ディ ャ Salindiya  〔婆羅門 村〕 

32  229，  235;  34  249,  254 
サール 一力 Samka  (睡蓮 拫） 〔豚〕 31 245* 
サール 一力 豚 本 生物 語， サール —力' ヂャ— タカ 

Saluka-jataka  i  二八 六） 31 244° 
〔サール ナ— ト法 勅〕 65  (III)  72 

サール ハ sa!ha  £ぺ 沙留， 遮樓） 〔比, 離 車 人〕 

7  56; 18  350 る （沙 蘭， 姿羅， 蘇寢） 〔第二 結 
集 比丘〕 4  451 ； 60  29， 170， 172  ；  65  (I)  46 

③  （沙羅 ） 〔塞， ミ ガーラの 孫， 比丘尼に 觸る， 
摩 觸戒〕 2  338*,  346  ； 17  313 

サー レー ツヤ 力 • スッタ SSleyyaka-sutta 

(薩羅 村 婆羅門 經 1 10  r 

サ レー ヘール Sareheru  〔池〕 61 172 
サー レー ャカ sSleyyaka  〔植〕 27  72 
サロ一 ガー マ SarogSma  〔渡〕 61 265,  267, 
270 

サヴ Sava  〔城 寨〕 61 316 
サ ーヴタ savata  〔博 戯〕 38  458 
サ ーヴッ ティ— SSvatthi  (舍衞 城） 3 141; 4 
1 ； 5  248 

サヴナ ギャラ Savanaviyala  〔地名〕 61 333 
サヴラ Savara  〔賤民の 町〕 59 上 398 


サヴ ーラカ Savaraka  〔村：] 61 129 

■ サヴン 力 savamka  〔魚〕 37 145 

サ ヸッタ SaviUha   (殊勝） 〔比， 舍利 弗と 間 

答〕 17 191* 
サヸ ッ タカ Savitthaka ① 〔烏〕 30  248 ② 

〔卑 名〕 2  9*  20 
サ— ヸッ ティー SSvitti  (薩鞞 帝， 姿毘 底） 〔吠 

陀の 讚歌〕 24 166;  34  69 
サヰハ Sayha ① 〔辟〕 11 下 71 ② 〔大臣〕 31 

356,  357;  33 154，  155,  156;  59 下 47 
サキハ 大臣 本 生物 語， サヰハ • ヂ ヤー タカ 

Sayha-jataka  (三 一 〇） 31 354° 
サン 力 Saihkha  '[i (馕 伽） 〔未来の 輪 王〕 8  92 

② 〔婆， 佛の 前生〕 28  95  ；  33  219  ；  41 365 ③ 

(螺） 〔長者〕 29  405* ④ 〔將 軍〕 61 195,  196， 

202,  421 

サン ガ X  Saihgha  〔辟〕 11 下 71 ② 〔比〕 60 
130 ③ 〔居士〕  60  300 ④ 〔宿 曜師〕 61 155 
©saiigha  (fftf 加, 僧， 衆, 僧 衆， 僭圑， 敎圑） 9 
350  ；  20 11 ； 26 160 

サン ガー Samgha ① 〔王女〕 61 18， 116 ② 
〔王妃〕 61 77  D  〔アツ ガボ 一 ディ 六 世 王女〕 
61 87  ®  〔セー ナ 一世 及び 二世 王妃〕 61 107, 
111*  115, 121 

サン 力 〔力〕 ナ一ャ 力 saiikha〔ka〕n5yaka  〔官 
職〕 61 258，  270,  271， 339 

サン ガ ガー マ SaiigagSma ひ 也 方〕 61 90 

サ ン ガ ン ヴ  一 SaihghasivS  〔ダ ッ プ ラ 王の 母〕 
61 67 

サン ガセ— ナ Samghasena  〔^ 院〕 61 112 
サン ガセ ーナ山 Samghasena-pabbata  〔房 

舍〕 61 121 
サン ガ―タ Samghata  〔村〕 61 174 
サン ガダー イカ— SaiighadSyika  〔王女， 毘舍 

法の 前生〕 27  408,  421，  428,  434，  440,  445 
f- ン ガダ ーシ— Saihghadasi ① 〔尼〕 60 124 

② 〔王女〕 39  265 
サン 力 ダート ゥ Sarhkha-dhStu  〔王 臣〕 

61 281 

サン カタ、、 マナ • デャ一 タカ Saiikhadhamana- 
jataka  (吹螺 本 生物 語） (六 〇) 29  47° 
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サー サン ガ 


(X サン ガ一 チ② サン ガー ティ samgh§ti(fi" 

伽 梨 衣， ftf*E, 重 衣， 上衣） 1 336,  446  ；  2 

554  ^ 15  326 
サン カツ サ Samkassa  (僧 ィ加尸 ， 僧ィ 加舍， 僧 伸 

き， 僧 迦舍， 僧迹 施， 佾竭 奢） 〔邑, 城： 1 17;  4 

447  ；  28  373  ；  34  231 ； 43  303  ；  59 上 39  ；  61 

472;  63  331 
サン 力 ッ タ リ SaAkhatthali  '： = サン カナ一 タ 

ッタ リ， サン カナ一 ャ カツ タ リ） 〔都〕 61 196 
サン カツ タリ に 上京 

Sankhatthalipurabhigamana  〔章: 61 190 
サン 力 ッ チ 力 saihkacchika  ( fttiS 支 衣 •'：  2  554 
サン カッパ • デャ一 タカ Saihkappa-jStaka 

(思惟 本 生物 語） （二 五一） 31 r 

サン ガーデ イセ— サ saihgnaaisesa  (fi"ftn 提 

尸沙 法, ft 殘） 〔罪〕 18  422 
サ ンガテ イツ サ Samghatissa i 〔一世 王〕 60 

145，  146,  405 ② 〔二世 王〕 61 51° ③ 〔副 王〕 

61 74 

サン カナ一 タツ タリ SaiikhanSthatthali  (= 

サ ン 力 ッ タリ） 〔都〕 61 205，  225 
サン カナー ャ カツ タリ SaiikhanSyakatthali 

(= サン 力 ッ タリ， 〔村〕 61 193 
サン 力の 听行 Saiikha-cariya  〔經〕 41 365° 
サン ガパ ッ タ Saihghabhatta  (ft 食， 僧 ザ加 食， 

僧 次 食， ft 衆 食） 2  48 
サ ンガパ ッ ダ— Samgha-bhadda  〔王妃〕 

61 47 

サン 力 パーラ Saihkhapala ① 〔王〕 39 109 

② （護 螺） 〔龍王〕 35 152  ；  36  83，  84  ；  41 399  ； 

63 152  D  〔湖〕 36  83 
サン ガ パーラ Samghapaia  (衆 護， ft 護 〔比〕 

60  410  ；  61 15;  64  497 
サン カク 《一ラ の 所? ラ Saiikhapala-cariya  〔經〕 

41 399° 

サン 力 パーラ 龍王 本 生物 語， サン 力 パーラ • ヂャ 
—タカ Sarhkhap5la-jiitaka  (五 二 四） 
36  82° 

〔サン 力 婆羅門と 履物 布施と 航海〕 33  219 
サン 力 婆羅門 本 生物 語， サン 力 • ヂ ヤー タカ 
Samkha-jataka  (四 四 二）  33  218° 


サン ガべ— ダ Saihghabheda  ： 村〕 61 344 
サン ガボ— ディ Saihghabodhi  〔王〕 60 146， 
405* 

サン ガ マーナ SaihghamSna  〔王： 61 76 
サン カマナ ッ ター Saiikamanatta  〔比丘尼 CD^ 

譬 n 薛經〕 27  360 
サン ガ 一マーヴ チヤ ラ • ヂャ一 タカ 

Samgamavacara-jataka  (戰場 住居 本 生物 

語） （一八 二 I  30 148° 
サン ガミ ッタ Sarhghamit は T  〔比， 大 寺破壞 

者〕 60  409,  412*;  61 1 f  〔精き： 61 83 
サン ガミ ッタ一 Saihghamit ほ （僧 (加 蜜 多〉 

〔阿育 王女， 尼〕 60  54,  269 
サ ンガラ ツキ タ Saihgharakkhi は （ft 護） 〔比〕 

25 136;  61 426，  553 
サン ガ―ラ ヴ SaiigSrava  (傷 歌羅， 傷 歌邏， 參 

伽羅 婆） 〔婆， 塞〕 11 上 274; 12  312; 16 上 

324  ； 17  270  ；  22 下 158 
サン ガ一 ラヴ • スッタ Saiigarava-sutta  (傷 

歌邏經 1 11 上 27 ゲ 
サン 力— ノ レック 《ッ ティ • スッタ 

Sarhkharuppatti-sutta  (行 生經、 11 下 112°' 
サン 力 ヴッタ "マーナ 一 Sankhavaddhamana 

〔河〕 61 229  . 
サン キッ チヤ Saiikicca ① （僧祇 致耶） 〔比〕 

25  227  ；  41 159  ；  59 上 268，  270  ；  63 169  〔神. 

變〕 63  311, 312  d  〔贊 者， 佛の 前生： 36  253*， 

275 

サン キッ チヤ 仙 本 生物 語， サン キッ チヤ • ヂ ャ— 

タ 力 Saihkicca-jg は ka  (五三 〇） 36  250° 
サン ギッ ラ Sarigilla  〔村〕 61 39 
サン ギ一 ティ • スッ タンタ Sai^igiti-suttanta 

(等 誦經） 8  285。 
サ ソ グパ ッタ 一力 Saiighupatthaka  〔上 匕 丘の 

饕 喻經〕 26  326 
サン ク リ sarhkulya=saihkuli  〔菓〕 39  374 
サン ケ ツヤ Sarhkheyya  〔房 舍〕 59 上 37,  38, 

42* 

サン ケ―ャ 力 Samkheyyaka  〔山〕 21 17, 18 
サン サ— ディ ヤー samsadiy§  〔植〕 39  392 
サン サーラ パラ SarhsSra-phala  〔園つ 61 405- 
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サン バーサ 


サ ンサ ヴ 力 Sariisavaka  (深 坑） 〔地獄〕 24  513 

サン スクリ ッ ト sakkata  61 560 

サン タ ① Santa  ( 息） 〔アツ タダ ッシ— 佛の第 

一 弟子〕 28  82;  41 308 ② 〔王 臣〕 61 269 ③ 

santha  〔草〕 10  227  . 
サン ダ Sandha  (誅陀 ） 〔比〕 22 下 294 
サン ダカ Sandaka  〔普 行者， 阿難と 問答して， 

徒 衆と 共に 歸佛〕 10  358* 
サン ダカ 牛 samdaka  65  (III)  57 
サ ン ダ カ經， サン ダカ • スッ タンタ Sandaka- 

suttanta 10  358° 
サン タチ ッタ SaiUacitta  〔辟〕 11 下 70 
サン ターナ ① santana  〔天 樹〕 38、 381 ② 

San ほ na  〔比〕 61 507 
サ ン ダーナ SandhSna  (散 陀那） 〔居士〕  8  47  ； 

20  228 

サーン タネ ーリ SSntaneri  〔堡 壘〕 61 387 
サン タ、、 マー 二 力一 車 sandamSnika  〔戰 車〕 
2  326,  546 

サン タヴ • ギヤ 一 タカ Santhava-jStaka  (親 
交 本 生物 語） （一六 二）  30  67° 

サ ンヂカ 一 プッタ SafijikSpuUa  (薩闍 子） 〔靑 
年〕 4 194; 11 上 122* 

〔サー ンチ 一法 勒〕 65  (III)  71 

サン ヂャャ Safijaya  D  (删闍 耶） 〔王〕 41 374 ； 
60  22， 160 ② 〔仙〕 41 310 ③ 〔賢者〕 35  323* 
④ （删 闍耶） 〔園丁〕  28  310 ⑤ （删 闍耶 ，刪 若 
= サン ヂャャ ベ一 ラッティ プッタ ^  3  71 

'① サン ヂャャ ベー ラッティ プッタ ②サ ンヂャ 
ャ ベー ラッタ プッタ サ ンヂ ャャヹ 一ラ ッ 
ティ プッタ Safijaya-BelatthipuUa  (珊闍 
耶 毘羅荼 子， 删闍耶 吠羅底 子， 删闍耶 昆羅低 子， 
散 若 夷 毘羅梨 沸， 散若耶 毘羅提 子， 薩若 毘那梨 
弗） 〔六師 外道の 一〕 ① 4 171; 6  75; 11 上 
3,  5 ② 9  350,  437  ,3)  7 138 

サン ヂーヴ Safijiva ① （蘇生 者， 珊耆 婆， 儈祇 
婆） 〔比〕 10  75;  41 160  ；  63  313;  64  489  〔入 
定 せる を 燒く〕 10  75  In 薩尼） 〔拘留 孫佛の 
第二 弟子〕 6  365; 13  280;  28  89;  41 341 
③ 〔靑 年〕 29  503,  504 

サ ンヂー ヴ ♦ チ * ヤー タカ Safijiva-ja は ka  (等 


活本 生物 語） （一 五 〇） 29  498° 
サン ティ タ Saijthita  〔比丘の！ f n| 經] 26  358 
サン ディ タ Sandhita  〔比〕 25 161 
サン ディべ ーダ. チ 'ヤー タカ Sandhibheda- 

jataka  (破 和睦 本 生物 語） （三 四 九） 31 97, 

559° 

① サン トウ シタ ② サン トウ ッタ Santusita, 
Santuttha    (删究 率， 删兜 率陀， 知 足， 善 知 足， 
都 率） 〔天， 宮殿〕 ① 21 130 ② 41 216,  344 

サン トウ ッタ ぼ) Santuttha  (藪 達利舍 逢) 〔塞〕 
7  56，  57; 16 下 244 ② 〜前項 

サン ナカ Sannaka  (流 下） 〔ピャ ダッシ —^の 
信士〕  41 305 

サン ニダ ーパカ Sannidhapaka  〔比丘の 譬 ut 
經〕 26 175 

サン ニッノ 《ーノ 《力 SannibbSpaka  〔傳。 轉輪 
王〕 26  249 

サン ニヤ 力 Safifiaka  〔比丘の 譬 經〕 26  213 
サン ニヤ サー ミカ SailfiasSmika  〔よ 匕 丘の 譬 

(Jiiii 經〕 2'6  437 
サン 二  — ラ ① sanmra  〔樹， 果〕 61 29,  327 

② Sanmra  〔精舎〕 61 94 
サン 二一 ラセ ーラ Sannirasela  〔村〕 61 485 
サン ハー SaijhS  〔尼〕 60 127 
サン パカ sampaka  〔鳥〕 2'6  31 
サン パサー ダカ SampasSdaka  〔比丘の 譬 ロ翁 

經〕 28  422 
サン パサー ダニ ーャ • スッ タンタ 

Sampasadaniya-suttanta  ( 自歡 喜經） 8 121° 
サン パラ Samphala  (共 果= サン パラ） 〔シッ 

ダッ タ佛の 第一 弟子〕 41 315 
サン パラ 'r;Sambala  (參 婆樓） 〔比〕 5  4;  60 

73,  230;  65  (1)  79 ② （7夂= サン パラ） 〔シッ 

ダ ツタ^の 第一 弟子〕 28  84;  〔41 315〕 ③ 

〔ティ ッサ佛 の 信士〕  41 319  '4)Sambara  = 

Samvara  C 參婆羅 = サ ソ ヴ ラ ) 〔阿 修羅 王〕 12 

397 

サ ンパ ヮ、' Sambhava ① 〔佛〕 26  471 ； 27  253 

② （三 婆 婆， 參跋 婆， 出生） 〔尸棄 沸の 第二 弟子〕 
6  364  ； 12  263  ；  28  88  ；  41 332 ③ （ 出生） 〔 レ 
一 ヴタ佛 の 侍者〕 28  74;  41 269 ④ (上 生） 
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サ一 サンバ， 左， 作 


〔ティ ッサ佛 の 侍者〕 28  85 ⑤ 〔理 髮師〕 24 
556 

サ ンノ  ；  「/  • ヂャ一 タカ Sambhava-jStaka  (三 

婆 婆 本 生物 語） （五一 五） 35  316° 
サン ビヤ 531111311173〔プッサ佛の侍者〕41323 
サ ンプ シ タ Samphusita  〔傳 。 轉輪 王〕 26  302 
サン ブータ SambhQ は ① （三 浮陀） 〔比：] 25 

175 ② （三 浮 多） 〔旃 陀羅の 子〕 35  29*  I'D  (參 

浮 多〜 次 項） 〔比〕 60 172 
サン ブ、 ータ • サー ナヴ一 シ一 Sambhiita- 

Sanavasin  (三 浮 陀舍那 婆浙） 〔第二 結集 比 

丘〕 4  446 

サンプラー Sambu ほ 〔妃〕 35  375,  377* 
サン フ'、 ラ • カツ チヤ ーナ Sambula-kaccana 

〔比〕 25 155 
サ ンプラ —妃本 生物 語， サ ンプラ • ヂャ— タカ 

Sambula-jataka  (五一 九） 35  374° 
サン マツ パダ 一ナ. サン ユッタ 

Sammappadhana-saiiiyutta  (正 勤 相應） 
16 下 81° 

サン マー ディ ッ ティ' スッタ Sammadkthi- 

sutta  (正 见經） 9  74° 
サン ミ ッラノ < —シ 二一  Sanimiila-bhSsini 

〔婆羅門 女〕 31 462* 
サン ムカ一 タヰ' 力 SammukhSthavika ① 

〔傳 。 轉輪 王〕 26  272 ② し 比丘の 譬 Hi 經〕 26 

271 

サン モー ダマー ナ • ヂ ヤー タカ 
Sammodamana-jataka    (和合 本 生物 語 =ヴ 
ッ タカ' ヂ ヤー タカ） （三 三） 28  401° 

サン ャマ Samyama  〔王〕 37  45，  66,  67,  77， 
101 

①' サン ユッタ. 二 カーヤ （^サム ユッタ. 二 力一 
ャ SaihyuUa-nikSya  (相 應部經 典） ':(、14 

r; 15 1°  ； 16 上 r; 16 下 r ② 12'  v  ； is 

V 

サ ン 7 シ タ Samvaska  〔傳 。 餺輪 王〕 26 190 
サン ヴッ タツ 力 ンタ" Samvattakkhandha 

〔毘婆 r'filU の 子〕 41 328 
サ ソ ブ ラ Sarhvara ① （防護） 〔童子〕 33  403* 

② （奢 婆 羅=53111し313, サン パラ） 〔阿修羅 王〕 


37  239 

サン ヴラ 'デ ヤー タカ Sarhvara-jStaka  (防護 
童子 本 生物 語） （四 六 二）  28  272;  33  402° 

左 奴 Sanu ① 〔童子〕 12  363,  364 ② 〔經〕 12 
363 

作 Karoto  〔經〕 14  331 

作意 ① manasikgra  (思念， 思惟） 11 下 2*  ； IS 
5  ； 15  406*  ； 16 上 420  ；  22 上 102*  ；  40  35, 
58*,  123，  295;  41 45，  69,  74,  91, 166;  42 
272  ；  43 161, 314  ；  44  293  ；  47 19，  35*,  105, 
193，  213，  249*  ；  58  47，  48,  52,  90*,  120, 145 
其 他； 59 上 65°，  66, 129°  ；  64  58°，  101, 335  ； 
65  (II) 10  〔二種； 理趣, 听緣〕 58  293 ② 
Manasikara  〔經〕 22 下 292 

〔作意 ― 法〕 16 上 420 

作意 善 巧 manasikara-kusalata  8  292; 17 

131 ； 45 12,  336°  ；  63  28,  31, 39，  69,  256 
〔作意と 慧 との 別〕 59 上 65 
作意の 特 相の 問 Manasikaralakkhana-panha 

59 上 65, 129 
作意の 問 Manasikara-panha  59 上 64 
作 格 karaija  63  217;  64 149 
作機會 生起 okasakatuppanna  64  453 
作 光覺者 pabhamkara  buddha 18  93 
作業 ① kamma  (作 務， 事業， 業， 行 業， 行爲, 行 
事） 17 166; 19 161，  162,  166,  167,  241， 242 
② kammanta  (業， 職業， 事業， 家業） 10 117; 
20 114 

作業 听起罪 kiriyato  samutthita  apatti 
5 196 

作業 不作 業 听起罪 kiriyakiriyato- 

samutthita  apatti 5 196 
作業 論者 kiriya-vada  (業果 論者 ~ 行 IS 論者 > 

听作 を說く ）  3  409*，  424；  21 40* 
作 持戒 cSriUa-sHa  59 上 281; 59 下 229;  62 

24°,  33 

作者 ① kaUar  (創造主， 造 者） 6  311，  312; 10 
64  ；  57  66* ② kSraka  3  248,  381 ； 42  92 に 
58  44，  288,  290,  292,  334*  ；  64 1.47,  163,  267, 
277,  282，  312，  313,  324 

作者 興受者 〔論〕 anno  karoti  anno 
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作 ,些, 砂, 沙， 差， 莎， 詐ーサ 


patisamvedeti  59 下 338 
作者 卽受者 〔論〕 yo  karoti  so  patisamvedeti 

59 下 338 
〔作者と 受者〕 13  ]11 

作者な し akiriya  (非業， 非 作業, 無 作， 無 作用， 

無 所作） 17  280 
作處 vatthu  (基, 基因， 所 依） 1 251*;  2  263* 
作證 sacchi-kiriya  (能 證， 現證） 〔二種， 三種〕 

64  468。 

作 證現觀 sacchikiriyabhisamaya    62  427  ； 

64  458,  459 
作證す sacchi-karoti 11 下 419* 
作證 せらるべき、 法 sacchikatabba  dhamma 

(實證 せらるべき 法, 現證 せらるべき 法〜 應證 

法） 8  359*  ； 18  431, 432 
作淨 kappa-karana  5  297 
作務 ① kamma  ( 作業， 事業， 業， 行 業， 行爲， 行 

事） 1 220 ② adhikaraija  (諍， 諍 事， 事柄） 

11 上 258* 
作務者 kamma-karin 1 236 
作 無 記 kiriyavyakata    (唯 作 無 |ョ， 所 應作無 

12)  46 137，  139*,  256*,  436*;  47  25,  26, 

28* 162 

作用 kicca  (行事， 所作） 62 17, 18 
作用の 攝 kicca-saiigaha  65  (II)  22 
作 欲 性 kattukama ほ 64  58 
些細な 利益 amisa  kincikkha 13  344 

砂金， 砂 道， 砂礫， 砂利〜 シ ャ 

砂糖 ① gula  (糖） 1 101 ； 2 177  ；  3  394* ② 

phSm ね （糖， 糖蜜， 糖 霜, 石 蜜） 1127;  2 140, 
■  559;  5 120  ；  6  208,  209  ；  8  88  ；  24  494  ；  35 

255 

砂糖 菓子 modaka  (糖菓, 飴玉） 39 101 

砂糖 壺 gu!a-kumbha  3  393，  394 

砂糖 袋 〔本 生物 語〕 SaUubhaUa  (菓子 袋 本 生 

物語） （四 〇 二）  61 509 
砂糖水 gu!odaka  3  397 
沙漠 iriija  6  353 

① 砂漠 難處 D 沙漠 難所 ③沙磧 難所 Maru- 
kan ほ ra  〔國〕 ① 28  223,  224 ② 42  234 ③ 
43  249 


〔砂漠の 通過 法〕 28  224 

① 差 次 食 人 ② 差 次 請 食 人 1) 差遣 請 食 人 
bhattuddesaka   ( 監食 者， 管齋 者， 管齋 人, 典 
座） ① 4 118*,  268 ② 1 267  ；  2  60 ③ 5  343 

差別 ① visesa 17  324 ② vematta ほ （種種 性〉 
20 172* 

差別 論 pativisesa  42  250，  251,  253,  264,  268° 
差 摩 ① Khema  〔天子〕 12  97 ② Khemiya 
〔天〕 7  290 ③ Khemaka  [US]  27  505 ④ 
〔比〕 〔重病に て 諸 比丘と 問答〕 14  200*  〔心 
解脫 す〕 14  207 ⑤ KhemS  (讖 摩） 〔尼〕 27 
212，  357，  382,  405,  421,  428,  434，  440,  445  ； 
37 102;  39  265;  60 124  〔傳 記〕 27  406 
〔譬 n| 經〕 27  405  ®  〔夷〕 21 316  ©  〔王妃〕 
37  45*,  81， 99 ⑧ Khema  〔經〕 12  97; 14 
200 

差 摩 婆 帝 SSmavati  〔夷, 神變を なす〕 63  313， 
314 

莎衣 saija  (麻， 沙尼， 麻布， 麻衣， 粗 麻絲， 粗 麻 

布， 犬 麻絲， 大麻の 粗布） 6  238* 
詐誑 ① ゆ eyya  (諂， 誑） 10  87,  88  ；  21 52， 

53  ；  22 下 71， 74 ② satha 〜 次 項 
① 詐誑者 ② 詐誕 satha  (諮 者， 諂侫 者, 奸詐， 

欺譎 者， 幻爲， 狡猾） ① 9  67，  70，  73 ② 11 上 

57，  58 

詐欺 ① ukkotana  (贈賄， 賄賂， 苞苴） 9  323， 
466; 10  96 ② kuhanS  (詭詐 ，詐術, 欺瞞， 欺 
騙） 34  288 ③ nikati  (詐術， 奸詐, 驅詐, 虛僞, 
偽瞞） 8  231 

詐欺 餓鬼 事 Kutavinicchayaka-peta vatthu 
25  70 

詐欺師 ① kdta 1 178 ② kuhaka 〜 次 項 
① 詐欺師 ② 詐欺 漢 kuhaka  (詭詐 者, 詭計 者, 

詭詐, 詭計， 偽善者) 8 131; 29  227 
詐欺 者 kitava  (賭博 者， 賭博 師） 1 149 
詐欺 本 生物 語 Kuhaka-jataka  (八 九） 29  227° 
詐僞者 nekatika  (欺瞞者） 8  242 
詐術 ① kuhana    (詐欺， 詭詐, 欺瞞， 欺騙） 15 

189 ② nikati  (詐欺， 扦詐， 騙詐, 虚 IS ，僞瞞 ) 

12  33 

詐瞞 ① kQteyya 10  88  ；  21 52,  53  ；  22 下 71， 
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サ ー詐, n;7:, 墳, 鎖， 坐， 座， 座, 才， 再， 西 


74 ② maya  (誑， 幻 i  9  23，  56，  487* 
① 詐瞞者 ② 詐瞞 mSyavin  (誑 者， 誑爲 者, 誑 
： 惑 者， 詭詐 者， 僞詐， 幻師 ，虚妄） 1)9  67,  70， 

73, 162,  169,  175,  487* ② 11 上 57,  58 
113^ 帝 Sati  〔比， i' 魚 夫の 子： 9  445* 
璃細 appa  6  4 

鎪骨 ① akkhaka  60  98,  264,  265,  267  ；  61 
48， 197;  65  il) 106,  107,  110, 115 ② 
akkhakatthi  63  48，  50 

鎖 縛 andu-bandhana 1 76 

①坐队 具 ②坐 g/v 處 senasana  (牀 座, 坐具队 
具， 队具, 队坐 具， 臥 坐听， 15 人 具 坐 具, 住听， ft 家， 
房舍, 宿舍， 居 ま） V  2  244;  4  227,  252  ；  39 
89 ② 5 193  ；  22 上 224,  225  ；  23  360  ；  46  346, 
356°  〔五分 成就〕 22 上 224，  225 

坐 e 人 具の 二種 senasana  duvidha  22 上 22，  25, 
341， 343 

坐 队具分 32 者 senasana-pannapaka  '牀 座設 
置 者, 敷: 休 座: 者〕， 分 坐 處人， 分房舍 人） 
2  245 

坐队處 £' Senasana  〔經〕 22 上 224 ②〜 坐 
队具 

坐 认處の 分配 senasana-gaha  5  206 
坐 具 ① Ssana 坐听， 坐宋， 座， 座 具， 座听， 座宋， 
座 楊， 床 座, 牀座） 3  82*,  90， 1(F  D  nisidana 
(座 具， 尼師 壇， 敷 具） 2 195，  270°  ；  4  333，  334, 
450,  451; 5  41， 67,  71 〔比丘の 七道 具の 一〕 
4  450,  451 

坐 具队具 senasana    (坐队 具， 坐 队處， 队 坐听， 

队坐 具， 宋座, 牀座， 居&)  4  244  . 
① 坐 祈 ② 坐 床 5sana  (坐 具， 座， 座 具， 座听， 

座 床， 座榻， 床 座, 牀座） よ 43 187,  337,  361 ； 

62  62 ② 2  82 
坐 床 pHha  '椅子， 小 床 1 79, 149,  251 
坐 梅 koccha  (草 椅） 2  63°  ；  5  24，  61 
坐 丄 る nisirma  23  365,  366,  368 
坐禪 nisajja  '安 坐） 11 上 350 ； 11 下 163， 164 ； 

21 24 

坐禪者 jhayin  v 禪師， 靜 苦, 禪思 者， 禪定 者， 

修禪 者， 修定 者） 1 268 
〔坐 揮すべき 時〕 43 188,  365,  392 


〔坐禪 の 功德， 二十 八 種〕 59 上 292 

〔坐禪 の 作法〕 9  220,  221, 424 

坐 堂 asana-sS ほ 62 136 

坐 不队者 nesajjika  '、常 坐不队 者， 常 坐 者， 常 坐 

行者） 25  304 
座 asana    (坐 具， 坐听， 坐 床， 座 具， 座听， 座 床, 

座榻， 床 座， 牀座 ） 3 16，  209  ；  9  363  ； 11 下 196， 

197 

座 具 D  asana  (座， 坐 具， 坐听， 坐 床， 座听， 座 
床， 座榻， 床 座, 牀 座'' 4  32,  47  f  nisidana 
(坐 具， 尼師 壇， 敷 具' 1 393  ；  4  320;  5  35 

① 座床② 座牀③ 座听 Ssana  '坐 具， 座 具， 坐 
所， 座， 座榻， 床 座， 牀座 1 X  2  328  S2  441 ③ 
42 196 

座 床 seyya  (臥 具， 床 坐， 床 具， 宿听 11 下 217， 
223 

座 牀'; 'こ 著く    Ssane  nisidati  2  552 
座席 本 生物 語 Pitha-ja は ka  (三 三 七） 31 504=" 
座榻 お ana  (座， 坐 具， 座 具， 牀座， 床 座.） 16 上 
66 

座: こよる 制限 者 asana-pariyantika  62 137 
座 tattika  2  64,  65 

才技 sippa  ( ェ巧， 技術， 技藝， 技能， ェ藝， 職 技, 

學藝） 3  474  . 
再 有 ① upapatti-bhava  (起 有， 生 有） 42  68, 

163  ；  43  47,  95  ；  44 114,  124,  128,  153,  215, 

346  ®  punabbhava  '輪廻 轉生， 轉生， 後 有) 

24  277*  ；  43  263  ；  44  35，  94， 126,  285,  491 ； 

64  315，  341 
再生 1： abhinibbatti  (轉 生） 13  256 ② 

uppanna   巳 生） 7  205* 
① 再生 者 J) 再生 dija  (鳥） ① 7  284  ；  34  257, 

258，  278 ② 35  367 
再生す る 者 は 再生す ベ し と 知 る や の 問 

Uppajjanajanana-panha  59 上 lol 
再生 族 Xdvijati   Idija  (= 婆羅門） 'i)25 

405  ®  27  206,  292,  296，  298，  302,  312 其 他 
再設 dvev5cika  3  297,  301 
0) 西 俱耶尼 ② 西牛貨 Aparagoyana  (  =  L 具耶 

尼， ？ 1 耶尼） 〔洲〕 £  62  406  g 17  371 ； 22' 上 

288 
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西， 災， 妻, 栽， 豺, 採， 彩， 祭 一 サイ 


西 山， 西部〜 セィ 

西 地 「方〕 人 Pacchabhumako  or  Matako 

(死 沒者） 〔經〕 16 上 10 
西方 遠 行 比丘 pacchabhumagamika 

bhikkhu 14  7 
西方 國土    pacchabhuma-janapada 14  8 
西方 輸那國 SunSparantaka 11 下 382* 
西方の 婆羅門 pacchabhumaka  brahmana 

22 下 208，  209 
西方 は 妻子 pacchima  disa  putta-dhara 

8  251, 253 
災 upasagga  (災 患， 過 患 ） 59 下 347 
災横 upaddava  (禍， 害， 困 厄， 厄 事》 17 165, 

166 

災橫死 upakkama-marana  64 126 

① 災禍 ② 災害 apa お （事故， 艱難） ① 19  78 

② 18 117; 19  61 
災患 ① Sdinava  (患， 過 患， 患難， 禍， 厄難， 危 

險， 惡罪） 9  311; 10 149; 11 上 192; 17  87 

② upasagga  (災， 過 患） 17 165,  166;  42  75; 

43  37  ；  44  41， 158, 195  ；  64  326,  392，  400 
災厄 vyasana  (不幸， 損滅， 衰損） 13  332* 
妻 ① bhariya  (妻女， 宮女） 〔七 種〕 20  343  ； 

31 124 ② Pajapati  〔經〕 13  358 
妻子 putta-d5ra 11 上 246*; 19 104*;  21 

133;  22 下 33 
〔妻子の 繋縛 を斷 じて 出家〕 30  234 
妻女 bhariya  (妻， 宮女） 8  253 
妻女の 中に 於け る 吉祥 daresu  sotthanaih 

33  317 

栽 ① khila  (頭 固, 蕪 心， 荒野， 礙） 24 172,  304, 
368, 434  ；  44 127,  376 ② Khila  〔經〕 2'2' 上 228 

豺 ① jambuka  31 495* ② bherandaka  (豺 
鳴） 26  31 ； 36  274  '§、  sigala,  siiigala  (豺 狼， 
野 干） 7  341 ； 8  31*，  89  ； 11 下 101， 214  ； 13 
338，  400,  401 ； 23  284  ；  25  65  ；  29  393*,  396, 
398,  454*,  485  ；  30 1(P，  43*，  409*  ；  31 137*, 
279，  280，  282,  283，  291*,  495*,  560，  561 ； 32 
64， 116,  117，  276*，  297*,  425，  426;  34  336, 
337,  338,  343;  39  413;  41 382 ④ SigSlo 
〔經〕 13  338  '5；  Singalaka  〔經〕 （一) （二； 13 


400，  401 

〔豺と 獺と 魚〕 32  297 

〔豺と 死 毅〕 34  337 

〔豺と 獅子〕 8  30;  42  269 

〔豺と 獅子と 象 等〕 30  409 

〔豺と 鶴と 青年と 盗賊〕 31 193 

〔豺と 鼠 群〕 29  393，  396 

〔封と 婆羅門〕 29  323 

〔豺と 無頼漢〕 29  454 

〔豺 の井戶 汚し〕 31 137 

〔豺の 獅子吼〕 30 108, 178 

〔豺 の譬喻 ， 二種〕 13  338，  401 

〔豺の 夫婦と 牝 山羊〕 33 181  ' 

豺本 生物 語 ① Sigala-ja は ka( —一 三 i 29  323° 

② （一四 二）  29  454° ③' (一四 八'） 29  482°  D 

(一 五 二）  30  8°  ；  31 69  -'§)  Jambuka-jataka 

(三 三 五） 31 494° 
豺品 SigSla-vagga  30  408° 
豺鳴 に D  sigalaka  8  31 ② bherandaka  (豺） 

8  32 

豺狼 ① koka  (狼） 39  378 ② sigala  (豺， 野 

干） 36  327 ③ siv5  39  313，  330 
採 薪 KatthahSra  〔經〕 12  308 
採 薪 者 kattha-haraka  (柴採 人） 9 130 
採 薪 女 本 生物 語 KaUhahari-jStaka  (七） 28 

267°  ；  34  9 
採 草 者 tiija-haraka  (草 刈 人） 9 130 
彩色 citra  (繪畫 ） 3  329 
彩色 を棄っ vevanniyamhi  ajjhupagato 

22 上 324  ；  22 下 131 
彩 身 者 gamapoddava  4 162 
彩 履 citrupahana  6  9,  99 
祭會 ① ussava  (祭 祭禮， 休日、 2'  256,  292 

② samajja  (觀 處觀， 覽世 物） 43  20 
祭 火 0aggi  (火） 23  33;  39  332,  358，  378, 

407，  424 ② aggi-hutta  (洪養 火） 23  78  ；  26 

276;  38  319,  338 
祭官 yajaka  (獻供 者） 24  234，  243 
祭具 杓子 suja  (木 酌） 6  202,  207 
祭祀 ahuti  (供 穰， 供祭， 生贄, 護摩 洪） 24  92 
① 祭祀 ② 祭式 yafifia  (儀 牲， 儀牲 祭， 供養, 洪 
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サイ一 祭， 細， 裁， 犀， 最 


養 式, '兵糧， 獻供， 生贄， 生贄の 供養， 贄祭， 祠祀, 

祀， 祀祠， 天祠） T 1 190*,  317  ；  9 135  ；  64 

178, 179  f  34  69 
祭紀 な し natthi  hutam  (燒 ^fe し， 燒^ 無 し， 

供耰 なし， 供養な し, 犧牲 ない 6  84; 16 上 66 
祭 f 已: こ 依りて 淸淨 あり yannena  suddhi 

9 135 

① 祭 食 D 祭祀の 飯 食 thsiipaka  (祝宴， 上 匪 

鉢 供, 乳 粥） ① 13  356,  357 ② 11 上 204 
祭日 ussava  (祭き， 祭禮， 休日） 2  418 ② 
nakkhatta  (星， 星 祭， 星宿の 祭， 祭' 28  288  ； 
39  373 

祭 ま Yaniiadatta  ： 童子〕 33  243* 

祭壇 yanna 耰控 祭， 供養, 供養 式， 祭紀, 祭式， 

生贄の 供養 6  208 
祭壇の 柱 thtiija  (柱 6 189 
祭 法 parikkhara  ： 十六 種〕 6  210* 
祭禮 1 ussava  (祭 t "，祭日， 休日） 1 421; 3 

367 ② mangalacchana  34  332 
細 sukhuma  3  25 
細 行 sukhuma  saiikhara  46 12 
細 罪 apumaUa  vajja  '徵 罪， 徵 量の 罪， 徵 小の 

罪, 徵 額の 罪， 小 罪， 少罪， 少少 罪， 少量の 罪） 9 

50,  54 

細 色 sukhuma  rupa 精妙なる 色 i  46  3;  64 

92， 100;  65  (11)  25,  54°，  66;  ：45  210,  226： 
細識 sukhuma  vinnana  46 16 
細受 sukhuma  vedana  46  5 
細隨 細の 學處 khuddanukhuddaka 

sikkhapada   (小 隨' J 、の 學處， 小 小戒， 小小學 

處, 徵 細の 學處） 17  379* 
細設 vibhatti  5  3 
細專注 vyappana 11 下 75 
細 相 anubyafi jana  ( 隨相， 隨好， 好, 隨形， 隨 ISfc 

別 相' 11 上 349; 11 下 163;  43 173,  174,349, 

351,  364,  389;  44  468*;  62  41° 
細 想 sukhuma  sanna  46  9 
細 末 cuijija  (粉， 粉末， 洗 粉， 細麵 7  373 
細 末塗藥 pittha-afijana  3  360 
細麵 cuppa  (細 末， 粉末 i  3  84，  91, 212;  4 

336,  417 


細腰 鼓聲 paijava-sadda 銅 鼓， 鐃鉄， 鏢， 小 鼓 > 

打鐶） 20 156 
裁決 T  nihata  〈判定' 2 199  f  vinicchita 

5  258 

裁斷 1 chedana 截斷， 傷害， 割截' 5  297  % 
chedanaka  4  459  %  attha-karana  (裁判の. 
座 12 128      Attha-karana  〔經〕 12 128 

裁判 ェ atta  (訴 |£ つ 38 148， 149  % 
vinicchaya 决斷， 决定， 分別、 36 186,  IS? 
t  vohara 決斷 38  361， 362 

裁判官 Xakkha-dassa    '司法官， 判官， 法官: 
27  281 %  dhammattha  32  299,  300,  302 
③ vinicchaya 司法官） 31 178 ま 
vinicchayamacca  ('司法大臣） 37  451 % 
voharika-mahamatta    '斷事 大臣, 司法の 大- 
官' 64  422 

裁判 听 i  vinicchaya i 法廷 29 151 ； 36 186， 

187  ；  39  6 1 vinicchayatthana  (法廷 29 

157,  158， 160  ；  30  3，  309，  317,  318  ；  & 4  422 

③ vinicchaya-sala  33 136， 137 
裁判の 座 attha-karapa  ： 裁 li 11 上 162 
裁判 法 vinicchaya-dhamma  36  24 
裁縫師 X  civara-vaddhaka  28  426* ま 

celaka  27  26,  92  D  tunna-vaya 裁縫 ：5 ，  ttr 

立蠻' 59 下 187 
〔裁縫師 比丘の 詐欺:； 28  426 
裁縫 2    tunna-vaya 裁縫師， 仕 立屋） 4  244 
犀 X  khagga  31 430,  431 ； 37 167  ；  39  303, 

413，  512,  522;  59 上 45  %  palasata  37 146; 

38  450 

(T 犀 角 ② 犀の 角 khagga- vis§ pa  X  24 14*  ； 

44  393*  d  26 14* 
犀角經 Khaggavisana-sutta  24 13%  24 
犀角經 の義擇 Khaggavisanasutta-niddesa 

44  386  %  500,  501 
犀 角の 如く    khagga\，is§pa-kappa  44  393^ 
〔犀 角の ||(ife〕  24 14*;  26 14* 
最後 有 ：D  antima-bhava  42  30;  44  35， 126, 

491; 〔24 182〕  %  pacchimaka  bhava 

後生 1 43  328 
最後 有： 者： pacchima-bhavika  48 上 41， 42, 
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47*,  52*,  60*,  80*,  132*，  153*,  198*,  262*, 
413*,  439*,  464*;  49  304*,  352*，  430* 其 他 
最後 有の 菩薩 pacchima-bhavika  bodhisatta 
58  225 

最後 生 pacchima-bhava  (〜最後せ） 59 下 128 
最後 心 pacchima-cit は 48 上 413*，  439*,  464*  ； 

49  21, 97， 104-^,  123*,  289*,  326*,  362*,  437* 

其 他 

最後 '0 具足 者 pacchimacitta-samaiigin 
48 上 327*，  384,  416*;  49  29*,  67*,  313*, 
327*,  437*,  451* 其 他 

最後 〔身〕 pacchimaka  25 158 

最後 身 antima-deha  (最後の 身)、 12  20,  21, 
89  ；  23  281，  299,  304  ；  24 170  ；  25  207  ；  59 上 
402;  59 下 30* ② antima-sarira  (最後の 身 
體） 12  367  ； 17  268  ；  23  79  ；  24  236 ③ 
sarirantima 12  51, 103;  24 172;  25  312 
®  antima-samussaya  (最後の 身， 最後の 合 
成， 最後の 積 集） 23  72 

① 最後 身 を 持てる 者 ② 最後 身 を 持す る 者 
sarirantima-dharin  rp  23  284,  288  (2)24 
442，  464 

① 最後の 合戎 ② 最後の 積 集 antima- 
samussaya  (最後 身， 最後の 身） お 25  337, 
362 ② 25 182 

最後の 生 antima-jati  6  377； 11 下 147; 13 
250,  251 ； 16 下 20，  342 

最後の 身 1) antima-deha  (最後 身） 13  411， 
412,  423  ；  25  334，  344，  346  ；  26 189 ② 
antima-samussaya  ( 最後 身， 最後の 合成， 最 
後の 積 集） 14 133 

最後の 身體 antima-sarira  (最後 身） 24 172 

最高 agga  (第一， 首 者） 42  96, 125,  148，  149， 
152,  153,  239,  267,  318  ；  43  43,  45,  99， 102  ； 
44 111,  143，  150，  162，  164,  331 

最高 者 brahma-bhQta 10  88,  89,  90,  94,  200 

最極徵 妙の 義 susukhuma-nipu^iaUha 
25 126, 160 

最捨 vossagga  (捨， 捨遣， 棄捨） 40  31，  355, 
357;  41 42，  202 

最 捨の慧 vossagge  panna  40  4, 184° 


最終 vosSna  42  29, 137,  241， 309  ；  44  89,. 
126,  257 

最初の 結集 pathama-saihgaha  (-第 一結集), 
60  3 

最初の 始まりの 問 Kotiya  purima-panha 
59 上 106 

最初の 始ま り 〔は 認識せられ ざる や〕 の 間 

Purimakoti-panha  59 上 103 
最初の 犯行 者 ① adi-kattar 1 32  D 

Sdikammika 〜次 項 
① 最初の 犯行 者 ② 最初の 犯戒者 

adikammika ① 1 52，  89, 130,  210,  218,  242;. 

2  6,  287,  302*,  346,  363，  420,  559*,  561 ② 

1 195 

最勝 ① mokkha 1 224 ② seUha 〜次 項 ③ 

Vejayanta 〜次次 項 
① 最勝 ② 最 勝者 settha  (最上， 最上 者， 最拿: 

者, 優越 者， 殊勝, 勝者） ① 12 112;  22 下 301; 

44 111,  143,  150,  162,  164,  331 ② 64  270 
① 最勝 ② 最勝 講堂 ③ 最勝殿 Vejayanta 

(皮 闍延 多， 皮禪延 多， 毘闍延 多， 毘闍耶 他， 毘 

闍耶 難提， 超 勝， 勝利， 樂聲） 〔宫〕 ① 63  345 

② 10  82 ③ 9  440，  441 ； 30  369  〔大目 犍連足 

指 もて 動かす〕 9  441; 10  82 
最勝句 agga-pada  22 下 291, 292 
最 勝敬禮 parama-nipaccakara 16 下 64,  65 
最勝 水草 Jala-uUama  (=パ ドウ ムッ タラ 佛，. 

蓮華 上佛） 26 103，  114,  126,  193,  340，  390, 

451, 493 

最勝善 parama-kusala 11 上 29* 

最勝 fi "偉 sangha  samukkattha  21 227 

最勝雲 帝 parama-sacca 18  204,  205 

最勝智 見 alamariya-fiaijadassana   (最 上智- 

見） 9  308,  309 
最勝 なり abhikkan ね m  (偉なる 哉， 奇なる 哉，. 
妙なる 哉， . 希有な り， 殊勝なる かな， 甚奇 なり， 
秀速 なり， 微妙なる 哉， 善き 哉, 超 勝な り， いと 
も 優れたる 哉， 感歎に 堪 へたり， 勝れた る） 
6  253，  298  ； 12 121，  275，  278-^,  293,  297*  ； 
13  30，  34 

最勝人 purisut1;ama  (最上 人， 最上の 人士，  _h 
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サイ- -最 


人 14 145 

最 勝の 火 tapataih  settho 12  21, 79 
最 勝の 生活 settha  jivita  (最隊 の 命、 12  60， 
373 

最 勝の 富 set ゆ a  vitta 12  60,  373;  24  66, 
67 

最 勝の 命 settha-jivi は ！最 勝の 生活） 24  67 
〔最捧 の もの〕 '最上の もの 6 148，  149; 12  8, 

9，  60，  61, 112,  260  ； 13  421 ； 23  59  ；  24  215  ； 

58  397;  59 上 207 
最勝 白蓮 Padumuuara 蓮華 上， 上 蓮華て {^〕 

29  288 

最 It 法。 問 Sstthadhamma-panha  59 上 330 
最上 uttama  ； 最善； 44 111，  143，  150，  162， 

164,  331 1 settha  '最 勝， 最上 者， 最 尊者， 優 

越 者， 殊勝 1 224  S  Uttama  ；: 塔 鸾： 26  430 
最上 安息 1 paramassasa 15  394,  395  f) 

Paramassaso こ經〕 15  394 
X 最上 慧 ま 最上の 慧 pafifiuuarS 1： 18  425 

%  23  288 

最上 果 agga-phala '= 阿羅漢 果 49  476=*  ；  64 
406,  411 

最上 果を 現證 する 者 yo  agga-phalam 

sacchikaroti  49  476* 
最上 果を現 M せし 者 yo  agga-phalam 

sacchakasi  49  479* 
最上 義 uUamauha  '最上 利 11 下 350;  23 

77,  80;  24  236 
最上 義 波羅蜜 paramattha-parami = sacca- 

parami 眞誇 波羅蜜 = 實諫 波羅蜜 28  51, 156 
最上 行儀 法 abhisamacarika  dhamma  ±il 

の 法〜 if 上 行儀 ' 19  20,  21 
最上 空 agga-sunna  41 116 
最上 決定 性 parama-niyamata  24  4o7 
最上 現在 淫紫 parama-ditthadhamma- 

nibbana  6  53* 
最上 現在 涅築論 parama-ditthadhamma- 

nibbana-vada  6  61* 
最上 者 ；！  anuttara  無上 士， 無上 者 ； 〔如來 十 

號 の一： 6 165, 166   f  parama  (最 勝， 第一, 

第一人者） 11 下 373,  374   3  settha  i 最上, 


最勝， 最 勝者， 最 尊者， 勝者， 優越 者） 8  37,  38 
最上 信樂經 Aggappasada-sutta  '第一 信） 
62  40S 

最上 智見 alam-ariya-fiSpa-dassana  ' '最勝 智 

見） 9 110* 
最上 錢 sambodhi-anuttara  23  275 
最上 等正覺 paramSbhisambodhi  34  63,  64 
最上 道 agga-magga  (=阿 羅漢 道 48 上 91， 

92,  293,  294,  324*,  337*,  354*,  382*,  396*  ； 

49  64*,  93*，  120*,  475* 
最 ±M 具足 者 aggamagga-samangin   48 上 

91， 92，  293，  294，  324*,  354*，  382*,  396*  ； 

48 下 169*，  237*;  49  64*,  94*，  120*,  475*， 

485* 其 他 

最上 道 を 獲得すべき 者 yo  aggamaggam 

patilabhissati  48 上 324*,  354*.  382*  ；  49 

64*,  93*，  120* 
最上: こ 達せる ut は ma-patipat は 11 上 29* 
最上 人 ut1:ama-purisa  '"最 驟人， 最上の 人， 最 

上の 人士， 上人 22 上 226 
① 最上の 依听② 最上の 歸依 uttama-sarana 

X  23  46  S  28  208，  209 
最上の 吉祥 maiigala-ut は ma  23  3；  24  97* 
最上の 苦行 parama-tapa  23  45 
二 最上の 香の 譬！ 11 上 356 
最上の 施設 agga-pafifiatti  ： 四 種；： 18  30 
①最 上の 人 1； 最上の 人士  uttama-purisa 

(最上 人， 聂勝人 上人' X 13  411 f  23  32 
最上の 味 rasanam  sadutaram 12  60,  373 
最上の 味感 rasagga  ；： 三十 二相の 一： 8 186, 

216 

二 最上の もの： 最— # の もの 6 14S.  149；  128, 
9，  60,  61; 13  421; 23  59  ;  24  215;  58  397; 
59 上 207 

〔最上の 樂；： 23  99 

最上 法 abhidhamma  i 身 法， 孫；' 去， if 上 法， 阿 
毘 達磨, 阿毘 S, 阿昆 法， 論, 嫁 論' 19 147 

最上 法の 論 abhidhamma-katha  '、に 毘 達磨 說， 
阿昆 曇の 論， 險 法の 談、 19 147 

最上 利 uttamattha  '： 最上 義 25  220 

最善 ut は ma 最上 1 224 
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最， 菜， 債， 載， 歲， 齊， 截, m, 齋， 賽， V , 在 ーザィ 


最 尊者 seUha  (最 勝者， 最上 者， 勝者， 優越 者, 

殊勝） 10  64 
最頂 pavara 1 224 

最良 馬 bhadda  assajaniya  〔三種〕 17  479  ； 

22 上 68，  73 
菜 （^aka  3  435，  436 
菜茄 saka  (野菜， 生 菜） 8  53 
菜種 tila  (胡麻） 12  291, 292 
菜種 子 tUa-v5ha  (胡麻 荷） 12  258 
菜 汁 daka-1-asa  3  431 
菜 薪 saka-kaUha 11 上 172 
①債② 債務 ma  (頁 債， 借財） ① 20  98，  99; 

22 下 295 ② 38  92  、 
債主 dhaniya  3 127 

債な き 人 anaija  (無 債 者） 12  236,  405,  406 

債務者 dhSrapaka  30  344 

載 薪 kaUha-vSha 13 125 

歳數 samvacchara  (年） 16 下 371 

齊首 sama-slsa  (首 等） 40  3， 168°  ；  41 183°  ； 

〔20  248，  249,  407〕 
齊 首の 義の智 samasisatthe  nanaih  40  3， 

167。  ；  41 183 
齊首論 Samasisa-katha  41 183° 
截爪刀 nakhacchedana  4  203 
截斷 chedana  (裁 斷， 傷害, 割截） 59 上 65，  66, 

77 

散 子 ① akkha  〔賽, 賭博， 博 突， 博戯， 球戯， 球 
抛げ） 7  398,  399;  8  244;  22 下 78,  81; 24 
251; 43 190;  44  412 ② kali  (惡 運， 不利 玉） 
25 180 ③ khalika  (骰子 投げ， 散 投げ） 4 15 
④ pSsaka  38  458* ⑤ maiji 17  444 

① 骰子 投げ ②散 投げ khalikS  (散 子） (1>43 
190  ；  44  412 ② 1 303;  6  8，  98 

骰子の 遊 jma  (賭博） 29  57* 

〔散 子の 譬 DiO 17  444 

〔骰子 を 呑む 博徒〕 29  236 

①齋戒 ②齋日 uposatha  (布 薩， 布薩 日， 八齋 

戒， 說戒, 布 薩會） ① 17  230*  (2)  20  305,  306 
〔齋戒 と 四 大王 天〕 17  230 
賽 akkha    (散 子， 賭博， 博奕， 博戯， 球戯， 球 抛 

げ） 29  236,  237 


濟 度す ullumpati  3 162 

在家 （TagSra  (家） 8 183*  agarin  25  285 
③ kula  (家， 俗 家） 2  289; 13  290* ④ geha 
(家） 25 137  ©gihin  (在家 者， 在家 人， 家 住 
者） 23  28  ff;  gharavasa  (家居， 家の 居住), 
9  414 

在家 戒 gahattha-sna  62  33 

在家 者 ① agadka  2  461, 488  (%  gahattha 
11 上 257* ③ gahatha,  grahatha,  gehatha^ 
gharasta  =  gahattha  65  (III)  27，  31, 63 ④ 
gihin  (在家 人， 家 住 者， 在家） 10  310，  311, 
323*;  24  79,  80;  59 下 43*，  62*,  78 

在家 者 阿羅漢の 問 GiM-arahaUa-pafiha 
59 下 43 

〔在家 者に 昇天 あり〕 10  311 

〔在家 者に 盡苦 なし〕 10  310 

在家 者の 嚴飾 Sgariyassa  vibhusa  43 191; 
44  461 

在家 者の 特徵 gihi-liiiga  36  222 
〔在家 者の 得果〕 10  323 
〔在家 者の 守るべき 生活〕 38  466 
在家 出家 正 行 道の 間 

Gihipabbajita-sammapatipatti-panha 

59 下 62 
〔在家 出家の 優劣〕 59 下 62，  82 
〔在家 生活の 過 患〕 30  389 
① 在家 相應 ② 在家 相應者 gihi-patisamyutta 

① 4 135* ② 11 上 326    •  . 
在家 天宮 Agariya-vimana  24  531 
在家に 入る Kulupagaih  〔經〕 13  294 
〔在家に 入る に 適 はしき 事柄:！ 13  294 
在家に 依 止せる 〔受〕 geha-nissita  (俗 的） 59 上 

93 

在家に 隨ガ 面する 行 gihisamlci-patipada 
18 112 

〔在家に 近づく 五 失〕 19  359 
在家に 依る 憂 genasita-domanassa  〔六 種〕 
11 下 299° 

在家に 依る 喜 gehasita-somanassa  〔六 種〕 

11 下 298°  ； 15  357 
在家に 依る 捨 gehasita-upekha  〔六 種〕 11 下 
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ザ ィー 在， 材， 財 


301。 ； 15  358 
： 在家 人 gihin  (在家， 在家 者， 家 住 者） 3  331 ； 4 

27;  21 92，  93 
. 〔在家 人と 五拫六 念〕 22 下 304，  309，  312 
• 在家の 時， 波 羅夷を 犯せる ものに 法 現 觀の障 あ 

り やの 間 Gihino  parajikajjhapannassa 

abhisamayantarayakara-pafiho  59 下 78 
- 在家の 友 agarika-mitta  44  401 
在家の 標幟 gihi-byafijana  (世俗の 相） 26 17, 

22 

-① 在家 白衣 ② 在家 白衣 者 gihin  odata- 
vasana  '白衣の 在俗 者， 白衣 在家） ① 8 158*  ； 
17 114;  20 140  ^ 11 下 371; 19  335 

〔在家への 說 法と 出家への 說法〕 11 下 371 

在家 牟尼 agSra-muni  42  82  ；  43 128  ；  44 105 

在家 樂 giM-sukha 17 124 
- 在家 和 敬の 戒 gihisamicika  sikkhapada 
16 下 285 

在定 thSna  64  480 

在定 自在 adWtthana-vasin  (攝持 自在） 
62  307°  ；  64  485;  65  (II)  81 

〔在定 善 巧〕 （止 £fe 善） 14  430 

材木商 daru-kammika  20 149 
. 財 ① amisa  (食， 飲食， 餌， 利 養, 食樂） 17 114, 
115  (2;  dhana  (財産, 財物， 財寶， 金錢, 富 財) 
24  68;  44 140°,  155,  212,  288  〔五 種〕 19  73 
〔七 種〕 8  330;  20  236，  237°，  239  3；  bhoga 
(財 產， 財 富， 財寶， 財物， 貨財， 收 入， 富， 俸祿) 
18 116*;  22 上 320;  22 下 31 

財哀! まく    amisanukampa 17 150 

財貨 bhapc^a  (〔盗〕 品） 2  295 

財官 ① bhap^a-rakkha  59 上 253 ② 
setthitthana  28  246* 

財 款待 amisatitheyya 17 151 

①財均 布 D 財の 均分 amisa-sariivibhaga 
① 17 149 ② 23  349,  354 

財洪養 ① amisa-puja 17 151 ② amisa-yaga 
(財の 供養） 17 148；  〔23  354〕 

財 護 Dhanapala  〔商人, 死後 餓鬼と なる〕 25 
31 

財 護 鬼 事 Dhanapala-petavatthu  25  30 


財廣大 amisa-vepulla 17 152 

財穀 ① dhana-dhanna  22 下 33 ② dhaniya 

=  dhanna  t 穀， 穀物） 24 107 
財產 r  dhana  (財， 財 富, 財寶, 富 財， 金錢） 7 

379,  380 ② bhoga  (財， 財 富, 財賨， 富， 貨財) 

15  380* 
〔お 產 家の 潰れる 四 因〕 18  435 
〔財產 家の 繁榮ナ る 四 因〕 18  436 
財產 の！! 足 bhoga-sampa お （財 成就） 19  205 
財産の 失 bhoga-parihani 17  21 
①財產 の 喪失 D 財產の 不幸 bhoga-vyasana， 

bhoga-byasana  、 財 担 失， 財 富 担 減， 財 富の 不 

幸， 財 富 を 失 ふ） ① 18  330; 19  205 ② 2  449 
財 產の得 bhoga-vuddhi  (財 if 長） 17  21 
財捨 amisa-caga 17 148 
財 積 集 amisa-sannicaya 17 152 
財 主 ① Dhanavatini  (有 財） 〔迦 葉佛の 母〕 6 

368 ② Dhanissara  (= 毘沙門天） 61 44 
財受用 Smisa-bhoga 17 148 
財 勝 Dhanafijaya  ( ダナ ンヂ ャ ャ） 〔王〕 35  316 
① 財攝益 ② 財の 攝益 5misanuggaha ① 17 

149 ② 23  349，  354 
財攝受 amisa-saiigaha 17 149 
財 成就 ① bhoga-sampada  (財産の 圆足） 〔五 

成就の 一〕 8  314 ② bhoga-sampatti  59 下 

202 

財成満 amisa-iddhi 17 152 

財尋 amisesana 17 150 

財 衰亡 bhoga-parijufifia 11 上 86,  87 

財 施 ① amisa-dSna 11 下 364; 17 148;  23 

349,  354  ；  25  273  ；  62  414 ② d5n5sa  35  270 
〔財 施と 法 施〕 12  31 
〔財 施より 法 施〕 33  82 
財 If 長 amisa-vuddhi  (財産の 得） 17 152 
財 損失 bhoga-vyasana   (財産の 喪失 ，財産の 

不幸, 財 富の 不幸, 財 富 报滅， 財 富の 喪 失） 〔五 

損失の 一〕 8  313 
〔財と 法〕 17 147*;  23  349,  354 
財 等受用 amisa-sambhoga  (食 共 事） 17 149 
財の 供養 amisa-yaga  (財 供養） 23  354 
① 財の 相續者 D 財の 後繼者 amisa-daySda 
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財， 罪， 幸， 逆， 鷺， 作ーサ ク 


①  9 17* ② 23  354 
—財の 力 bhoga-bala  36 16 
〔財の 得と 失との 因〕 21 208,  215 
財布 thavika  (袋， 囊） 1 97 

財 富 'X)bhoga  (財, 財產， 財寶， 富， 貨財） 12 
151°  (2)  maha-bhoga 11 下 275* 

①財 富の 不幸 ②財 富損滅 ③財 富の 喪失 
bhoga-vyasana  (財 富 を 失 ふ， 財產の 喪失， 財 
產の 不幸， 財 損失） ① 46 126，  127,  183，  184; 
47 115 ② 40  62,  63  3) 12 151° 

財 富 を 失 ふ 苦 bhoga-byasana-dukkha  (財 富 
の 不幸の 苦） 42  24，  67;  43  237,  336;  44  24， 
95，  372  、 

財 覆 護 amisa-santhSra 17 150 

財物 ① dhana  (財， 財產， 財寶， 金錢） 〔四 種〕 
11 上 238 ② bhoga  (財, 財產， 財 富, 財寶, 富， 
貨財） 2  290;  22 下 86* 

財遍捨 amisa-pariccaga 17 148 

■ 財遍尋 amisa-panyesana 17 151 

財 遍尋性 amisa-pariyetthi 17 151 

財 遍覆護 amisa-patisanthara 17 150 

財寶 ① dhana  (財， 財產， 財物， 富 財， 金錢） 8 
81*; 11 下 226;  23  41; 44  462°  ®  nidhi 
(寶藏 ） 23 11， 12  D  nidhi-mukha  (妙 寶） 22 下 
328 ④ bhoga  (財, 財產, 財 富， 財物, 富， 貨財) 
3  322  〔比丘の 財寶 一四 無量〕 8  96 ⑤ amisa- 
ratana 17 152 

〔財寶 を 護る 譬 tiii〕 11 上 142;  28  266 

財 品 Dhana-vagga  20  231 

財務官 setthin  (長者， 司 財官， 最 勝者， 優越 者) 
29 15， 17， 18，  69* 

財禾 (J    dhana-labha  2  330 

財^ 取得す る 五 因 panca  bhoganam  adiya 
19  61 

—罪 ① agha  (痛， 禍， 無蓋） 10  353,  356  ；  41 193* 

②  accaya  (過失， 罪過） 13 186， 187 ③ apatti 
(犯罪, 犯， 犯 過， 犯戒， 罪過， 有罪) 2  6*;  3 166* 
202,  222，  292,  296,  545，  560*,  587*  ；  4 137， 
313;  5  53*,  79,  85*，  121*,  137,  138，  141* 
156°,  160*,  213*，  313,  327°,  349*  354°,  384; 
17 136;  21 25*;  22 上 312  「五 種〕 5 141* 


156°  〔七 種〕 5 156°  f^^vajja  (罪過） 17  71* 
罪惡 Sgu  44 121, 443 
罪異時 apattannabhagiya 1 282 
罪蕴 apattikkhandha  (罪 聚） 45  335 
罪過 ① accaya  (罪， 過失） 2  29 ② apatti  (罪， 

犯罪， 犯， 有罪） 5  260*，  281 ③ kibbisa  (罪 

ig) 11 下 210,  220  ；  22 上 308 ④ vajja  (罪) 

3 11， 12 

罪過 (無 忿） Accaya  or  Akodhana  〔經〕 12 
414，  415 

罪過 諍 事 apattadhikarana  (罪 諍 事， 罪 事） 

〔四 諍 事の 一〕 2 199，  385，  487；  5 159,  173°, 

178  〔犯罪との 關係〕 5 170 
罪過に 隨 ふ敎誡 yathaparadha-sasana  (= 隼 

藏） 65  (I)  30 
罪:^    kibbisa  (罪過） 18  305,  306 
罪 行 asaddhamma  (罪業， 惡法） 1 43 
罪業 ① pSpaka  kamma  (〜惡 業） 11 下 209， 

210 ② asaddhamma  (惡 法， 罪 行） 1 32 
罪拫 agha-m&la  (痛 根） 41 193* 
罪 似 Spatti-ksa 1 283* 
罪 事 Spat ほ dhikaraija  (罪過 諍 事， 罪 諍 事） 

1 275 

罪聚 ① apattikkhandha  (罪 蘊） 5  3, 12,  78, 
80，  87, 136,  137，  138，  161*  〔五不 1〕 5 156° 
〔七 種〕 5 1* 157° ② apatti-saihgaha  5  383 
罪狀 表記せられ たる 者 likhitaka  3 155 
罪 諍 事 Spat ほ dhikaraija  (罪過 諍 事， 罪 事） 
11 上 321 

罪數章 Ka ほ patti-vSra  5  77,  86， 135, 143 

〔罪に 關 する 閲答〕 5  354°* 

〔罪人に 三百 剌を與 ふる 譬喻〕 11 下 211 

幸 suvatthi  (吉瑞 ） 23  6* 

① 逆立ち ② 逆立 戯 mokkhacika  (宙返 機） 

① 1 303  ；  6  8，  98  ；  43 190  ；  44  412 ② 4 15  ； 

22 下 121 

逆立 遊び ghatika  (棒 打ち， 小 棒， 摸） 59 上 363 
鷺 kofica  (蒼 鷺， 鶩鷺， 白鷺， 鶴） 35  243 
〔鷺と 魚と 蟹〕 28  429 

作爲 されざる もの asaiikhata  (ffi 爲） 23  218 
作爲 された る もの saiikhata  (有 爲） 23  218 
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サ クー f 乍， 削， 柵, 索， 策， 塞， n, 數， 拓, 酒, 提， 剌， 指， 匙, 蝎， 蠍， 殺 


作 衣 時 clvarakara-samaya  2 119, 158 

作 衣 者 atthSraka  5  300 

作詩法 kaveyya  61 195 

作物 had は  <靑草1  2  76 

削減 0  abhisallikhata 10  257,  258，  261 ② 

ucchadana  '玻 壞' 10  337； 11 上 20,  21 ③ 

sallekha  (損 減， 漸損， 制 邪， 制欲， 儉約, 嚴肅， 

淸淨） 9 19,  63* 
削滅經 Sallekha-sutta  9  62° 
削減の 法 門 sallekha-pariyaya  9  73 
柵 vata  4  236 
栖窓 salaka-vatapana  4  228 
柵 門 indakhna   (帝 柱， 因陀緩 柱， 閾， 門閾， 門 

柱， 市門の 標柱） 12  37 
索 河 主 Sahampati    (娑婆 主， 娑婆 性 界主 =梵 

天 ） 3  9=^ 

索訶主 梵天 Brahma  Sahampati  i: 娑婆 主 梵天， 

娑、 婆 世界 主 梵天， 娑婆の 長た る 梵天， 梵天 サハ 

ン パティ' 3  49; 14 147， 148 
索 河提婆 Sahadeva  〔比〕 60  59  ；  65  (I)  85 
策勵 T  paggaha  (勤 勵， 精勤） 62  257  ；  64 140 

(D  vayama  (错 進， 勤、' 46  300° 
策勵心 paggahi は- citta  62  295 
策勵相 paggaha-nimit は （精勤 因， 勤勵 相， 精 

勤 相） 63  37 
策勵と 不散亂 paggaho  ca  avikkhepo  ca 

(精勤と 專念、 17 131 
策勵論 Paggaha-katha  58  289' 
塞 Saka  ：國〕 59 下 183， 184 

乳 桶 upadharapa 14  227 
數數食 parampara-bhojana  (展轉 食， 相續 食） 

2 124;  5  29,  64 
數習 〔業: samasevita'-kamma] (= 多 業） 

64  222 

柘榴 dadima  〔果〕 61 537 1 dalika- 

latthi  〔樹〕 25  384 
酒 (j)  majja  (末 陀） 2 174；  3  362  ；  4 15  ；  5  66 

② varupi  28  492*  3)  sura  (窣 羅， 穀酒， ス ラ 

一 酒， 淸； ？!， 木 S)  29 15* 175*,  196=^  ；  34 142  ； 

37  200*,  400 
酒 商 majjika  59 下 188 


〔酒好きの 五 百 婦人〕 35  248 

〔酒: こ鹽を 入る〕 28  492 

〔酒の 味 を覺ぇ て 勘當せ られた る 婆羅門の 子〕 

37  270 
〔酒の 害〕 29 197;  35  255 
〔酒の 起源〕 35  250 
酒場 pap5  8  244 

酒 本 生物 語 Varum-ja は ka  (四 七） 28  492。 

酒 祭 sura-chana  35  248 

酒屋 (1) panagara  '酒 肆， 酒鋪， 飲酒 店） 1 254 
(S)  panagarika  35  251, 252  3；  varuni- 
vanija  28  492*  4  sondika 12 181 

提荷 olambaka  4  209 

剌縫 sibbana  5  297 

①剌針 ② 刺 輪 patoda  (鞭） ① 15  277;  25 

182,  370  1 18  202* 
剌捧 pacana  (鞭） 12  295,  296 
指圖 をな す vosSsati  2  288,  289 
匙 T  uluiika  3  499  ^  katacchu  4  330  J) 

dabbi (食 匙、 25  43 
匙の 獻供 dabbi-homa  (构 子の 護摩 62  55 
揭 vicchika  '|、、 1 85，  254  ；  3  329  ； 19 139  ; 

22 下 247,  248 
撖 r  vicchika  ( 竭 4 170,  228  ； 18 126  ；  20 

39，  40  ；  21 275,  276  ；  59 下 101，  226,  305  ；  63. 

12 ② ki!a  62  216 
〔蛾の 一 支〕 59 下 305 

殺 vadha  (殺戮， 殺害， 笞刑, 體刑， 死刑， 忿の 殺' 

害） 16 下 413 
殺意 ①' maranadhippaya 1 132*  ；  2 197  S 

vadhaka-citta  8  89 
殺意 無き 者 na  maranadhippaya 1 130 
殺害， 殺害者， 殺害 夫人〜 セッ 
殺 具 sattha  (劍， 刀， 刀劍， 刀 杖， 利刀） 1 121 
殺傷 ghata  (劫掠） 6 198 
殺人者 vadhaka  (殺戮 者， 殺 者； 害 者） 11 下 

201 ； 15  272，  273,  274  ；  20  298,  343,  344 
〔殺人者 等の 譬 nili —七 種婦〕 20  343 
殺人者なる 妻 vadhaka  bhariya  (殺害 夫人、 

20  344 

殺戮 ① aghatana  (〜刑場， 死刑場， 斬首 臺） 2S 
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殺， 薩， 雜, 敏， 聰, 鏔， 鮫， 寤， 鞘, 更ーサ ラ 


245 ② vadha  (殺， 殺害, 答 刑， 體刑， 死刑， 忿 

の 殺害） 6  7,  97;  8  231,  289; 11 上 317 ③ 

hata-pahata 10  3； 11 上 131， 135 
殺戮 刑に 處す ghSteti 11 上 119 
殺戮 者 vadhaka  (殺 者， 殺人者， 害 者） 42  75； 

43  37  ；  44  41， 158，  195，  305  ；  59 下 347  ；  63 

3,  4，  6  ；  64  82，  84,  327，  386,  392,  400 
① 殺戮 離散 想 ② 殺戮 棄擲想 

hatavikkhittaka-sanna  (斬斫 離散 想） ① 45 

77 ② 40  80， 157 
薩迹耶 sakkaya  (有 身， 己 身， 個體） 20 160，  206 
薩迦耶 見 sakkgya-ditthi  (身 見， 有 身 見， 己 身 

見， 個體常 見） 20  209,  210 
薩寒若 Sahajati  〔國， 邑〕 4  448，  451 ； 22 上 

264;  22 下 60 
薩遮迦 Saccaka  (眞實 者） 〔尼 乾の 徒， 塞〕 

9  394*,  410*  ；  62  408 
薩遮 迦小經 CCi!asaccaka-sutta  9  394° 
薩遮 迦大經 Mahasaccaka-sutta  9  409° 
薩闍子 SafijikSputta  〔靑 年〕 4 194* 
薩陀摩 多 Sadamatta  〔天〕 7  290 
薩尼 Safijiva  〔拘樓 孫 [^の 第二 第 子〕 6  365 
薩若毘 那梨弗 Safljaya-BelatthipuUa  (散 若 

夷 毘羅梨 沸, 删闍耶 吠羅底 子， 删闍耶 毘羅胝 子， 

珊闍耶 毘羅荼 子） 〔六師 外道の 一〕 7 138 
①薩婆 伽 眉 ②薩 婆迦眉 Sabbakamin  (—切 

去） 〔第二 結集 比丘〕 ① 60  29,  33， 172 ② 65 

(I)  45，  46,  49 
薩 婆難陀 Sabbananda  〔迦 葉佛の 弟子〕 

60 102,  115,  256;  65  (I) 108 
薩婆密 多 Sabbamitta  〔婆〕 59 上 374 
薩簾恕 直 3i 鉢婆羅 Sappasondika-pabbhara 

(蛇 頭巖, 蛇 鬚 洞） 〔窟〕 4 119 
薩毘耶 Sabhiya  〔婆， 比〕 24 186*;  42 104, 

128,  137,  305,  310  ；  44  43，  90, 121,  123,  139， 

443  〔聞 法， 出家， 成 阿羅漢〕 24 186* 
薩 毘耶經 Sabhiya-sut ね 24 186°,  202 
薩革牟 帝 Savitthi  (娑毘 底） 〔吠陀 の 讚歌〕 3  431 
薩羅 ① Sa ほ 〔村〕 10 1, 183; 16 上 362 ② 

Salla  〔經〕 16 上 361 
薩羅娑 、縛 底 SarassaU  (サ ラッサ ティー， サラ 


スヴ ティー） 〔河〕 25  302  にリ. 
薩羅村 婆羅門 經 SSleyyaka-sutta 10 1° 
①薩羅 浮 ②薩羅 遊 Sarabha    (舍勞 浮, 舍牢 

浮） 〔五 河の 一〕 ① 59 上 145,  200,  252;  59 下 

282，  283 ② 13  202,  203  ； 16 下 308,  397  ；  23 

170， 173 
雜 11   kana  (糠） 8  53 

維 合， 雜細 物， 雜色， 雜處， 雜心 所， 雜法， 雜品， 維 

5113.〜 ゾ ゥ 

雜草 tma  (草， 茅 草 ，青草， 禾本， 稼稻） 23  72, 
73 

雜多論 ngnatta-katha  (種種 論， 種種の 事の 論， 
異相 論, 雜論, 統一な き 話， 其の 他の 雜論） 〔無 
用 論の 一〕 2  260 

雜談 ① tiracchana-kathS  (香 生 論， 香 生 説， 無 
益 徒勞の 話， 無駄 議論, 遮 道の 論議, 俗語， 無用 
論） 10  358  (Dbilibilika  (輕噪 ） 12  346 

雜鬧 ① saihsagga  (交 はり， 相 交， 接觸） 20  22, 
23,  24  ；  21 292 ② sambSdha  (憒 撓， 憒亂， 障 
礙， 繁多） 9  321， 464 

雜論 ① nSnatta-katha  (種種 論， 種種の 事の 
論， 異相 論， 雜多 論， 其の 他の 雜論， 統一な き 話) 
〔無两 論の 一〕 10  358  ©Pakinnaka  50  469 
③ pakipijaka-katha  62  348,  382  ；  63 182， 
229，  416 

敏き 智慧 〔者〕 h お u-pafifia    (速慧 者， 速 智者， 

疾慧 者， 明 智者） 8  205 
聰き 智慧 〔者〕 javana-pafifia    (速慧 者， 迅慧 

〔者〕， 捷慧 〔者〕， 捷智 〔者〕， 敏捷な 智慧 〔者〕） 8 

205 

錶 upakkUesa  (塵 柜， 翳， 隨染， 汚溺， 穢） 〔五 

種〕 19  22,  23 
錯 刀の戯 asi-maia  32  40，  41， 45° 
鮫の 怖 susuka-bhaya  =  sumsumara-bhaya 

(鱷 魚の 怖畏， 鱷 魚畏） 10  273,  276°;  59 下 8 
寤め jSgara   (警寤 ，不眠） 18  23,  24，  26 
鞘 kosi  6 115  ； 11 上 21, 22 
① 更に かかる 狀 態に 来る ことなし ② 更に また 

有 を 受けず 1^1； 更に 生を受 くる 事な し 

naparam  itthattaya  (後 有な し） ① 7 141 

② 3  26,  63  ；  4  436 ③ 1 8 
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更煮 puna-paka  3  373 
曜す 0 ほ peti  2  456 
去りて PakkarUa  ：經〕 13  354 
去りて 愤 侮すべし nissaraijiya' 應 退去， 捜 出） 
2  362 

去る 人 gamika 19  54 

猿 ① kapi  24  308；  25  297;  28  330* 

491 ； 29  36*  ；  30  266  ；  31 428，  529  ；  35  339  ； 
38  378  ；  41 392，  412  ；  42 135  f  makkata 
(獼 猴， 猿猴， 援猴） 15  309，  310,  311; 25 143; 
28  422,  423;  30 115*，  121,  122,  453*;  31 
43*，  120*,  145*,  187*,  294,  391*,  428,  513; 
32  76，  77,  78  ；  33 18  ；  41 382  ；  59 下 14 ③ 
sakha-miga  'サ一 力. 鹿 30 118  X  semhara 
10  228 

〔猿が 人間" つ 我執 を 語る〕 30  313 
〔猿 5'ミ 彼此の 忮を 把る 譬喩〕 24  308;  42 135 
〔猿と 豌豆〕 30 121 
〔 猿と 苦行者, 悔惰と 仙人〕 31 296 
〔猿と 水牛〕 31 188 
〔猿と 鎭頭 迹果と 火事〕 30 125 
〔猿と 蛇 使〕 30  453;  32  76 
〔猿と 磨〕 29  37;  30  266;  31 529 
〔猿に 助け られて 却って 猿 を 石 も て 打つ 婆羅門〕 
35  339 

〔猿の 惡戯と 猿 群の 破滅〕 32  331 

〔猿の 惡戯と 31 187 

猿の 皮 makkata-camma  36 199,  200 

〔猿の 灌水： 28  489;  31 120 

〔猿の 五 窓 ある 家: こ 居る 譬 BiO  25 143 

〔猿の 二 支〕 59 下 270 

猿の 肉 niakka は- marhsa  36 198 

〔猿の不^^&順と身の破滅〕 32  332 

〔猿の 忘恩；： 30 115 

〔猿の 老獪と 仙人:； 30 117 

三 愛 tisso  tanha ① （三渴 愛、' 〔欲， 有， 無 有〕 
8  295,  361 ； 15  396  ；  20  219;  23  300  ；  40  43  ； 
47  62,  90°  ；  〔7 11, 354  ； 14  40,  51, 246  ； 
16 下 340,  346,  347;  40  65;  46 128;  58  9, 
10,  236，  239;  59 下 173;  64 133,  148,  250〕 
② 〔欲， 色， 無色〕 8  295;  47  62，  91°  D  〔色， 


無色， 滅〕 8  295;  47  62,  92° 

〔三 愛 (三 求 ； 欲， 有， 梵 行)〕 18  75 

三惡行 tim  duccaril:ani  ： 三惡業 = 三 不善 業） 
〔身， 語， 意〕 8  294  ；  22 下 1， 2,  3，  6,  78  ；  23 
305，  310;  47  62,  88°  ； ：1 3*  ； 16 上 425; 17 
166,  171，  186,  417  ； 18  200,  213  ； 19  99, 100  ； 
20  288,  289;  21 33*,  44*,  52;  23  53，  329; 
43  201〕 〔報 果〕 23  272,  306，  311 ： 對洽〕 20  223 

〔三惡 行と 三 妙 行〕 20  220 

〔三惡 行と 邪見;] 18  396，  401 

三惡業 tini  duccaritani  '三惡 行 i 40  213 

〔三惡 趣〕 〔職， 餓鬼， 畜生〕 14  362*  ；  21 139, 
140 

三 暗 tini  tamani  47  62,  94 

① 三畏 ② 三 畏怖 tim  bhayani  (三 恐怖） 〔凯， 

疾， 刀〕 ① 47  62，  94  2  30  206 
三 因 （Dtim  nimittani  ： 三相 17  421, 423 

② tihetuka  (三 因 者） 64  77;  65  (II)  22，  46， 

64 

三 因異熟 tihetuka-vipaka  50  480 
三 因 快 俱行唯 作 tihetuka- 

somanassasahagata-Kiriya  ( 三 因 喜俱唯 作) 

50  480 

三 因 結 生 心 tihetuka-patisandhi-cit は 50  480 
三 因 者 tihetuka  (三 因、 65  (11 1 36 
三因捨^^行唯作 tihetuka-upekkhasahaga は- 

kiriya  50  481 
三 因 大異熟 tihetuka-mahavipaka  50  480 
三 因 欲 界繁異 熟 tihetuka-kamavacara- 

vipaka  50  370,  3<丄 
三隱沒 '正 法の） ti^ii  antaradhanani  59 上 

282，  283 

三 有 ①は yo  bhava  (= 三界） 〔欲， 色， 無色〕 
8  295  ；  9  81 ； 13  4  ； 15  398  ； 16 上 235  ；  20 
218  ；  34  301 ； 64  226,  402,  415 ；  〔7  4 ；  22 上 
79,  82;  40 12，  226;  42 12,  67,  68，  72,  76， 
199，  288，  307,  342  ；  43  47,  95， 177,  178,  325  ； 
44 109，  146,  153，  211,  221，  319,  323，  405, 
406  ；  46 182  ；  58  65〕 ② ti-bhava  (三界） 25 
306;  62  415 ③ 〔想， 無想， 非 想 非 非 想〕 （= 三 
界、 〔40 12，  226;  42 12，  72,  76, 199,  288, 
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307,  342;  43 177，  325;  44 109，  146,  211, 

221,  319，  323，  405,  406  ；  46 182〕 ④ 〔一 蘊， 

W 蕴, 五蘊〕 〔40 13;  42 12,  72,  76, 199，  288, 

307;  43 177,  325;  44 109，  146，  153,  222, 

319，  323,  405,  406;  46 182] 
三 有爲相 tini  samkhata-lakkhanani (= 三 

相） 〔生， 住, 滅〕 17  246 
〔三 有罪 業〕 17 170 
三 雨 tayo  megha  59 上 252 
三蘊 tayo  khandha  (三 聚） 〔戒， 定， 慧〕 6  293 
三 衣 ti-civara 1 17，  329，  334*  444;  3  503, 

504*,  516,  529,  530;  5 14,  59;  62 120  〔許 

可〕 3  503 ② tecivadkatta  (三 衣に て 足る こ 

と） 9  375,  380 
三 衣 支 tecivarikaiiga  (但三 衣 支） 42  98，  286  ； 

59 下 248;  62 118,  120°,  128°* 
三 衣 者 teci varika  (但三 衣 者， 三 衣 を 持す る も 

の， 唯 三 衣 を 有す） 4  446;  5  223，  325; 11 上 

137;  59 下 250;  62 120 
三 衣と 不離 ticivarena  avippavaso  3 193* 
三 衣に て 足る こ と tecivarakatta  (三 衣） 17  56 
三 衣 を 持す る もの tecivarika  (三 衣 者， 但三衣 

者， 唯 三 衣 を 有す） 13  274,  275，  297，  298，  306, 

307 

三 依 tayo  nissaya  4  408,  414 

三慧 tisso  panna ① 〔學， 無學， 非學非 無學〕 

8  298 ② 〔聞， 思， 修所 成〕 8  298 
三猿 tini  anganani  47  62，  96 
三壞 1:ayo  samvatta  〈=大 三災) 63  386 
三圓足 tisso  sampada ① 〔戒， 心， 見 又は 業， 

活命， 見〕 17  443°,  444,  448 ② 〔信， 戒， 慧〕 

17  474 

三 應辯具 者 tayo  patibhanavanto  42  352； 
44  376,  458 

三 遠 離 tayo  viveka  42  38，  212，  238  ；  43 137 
〔三 ヶ月 坐禪 (佛 の)〕 1 389； 16 上 160; 16 下 

201 ； 31 299  ；  59 上 291 
三' 尺 tayo  aggi ① 〔貪， 瞋， 癡〕 8  296  ；  20  288  ； 

23  344  ；  47  62，  96  ；  〔57  275〕 ② 〔供養， 居士， 

惠施〕 8  296  ；  20  290 
〔三 火 坑の譬 nt〕  64  384 


三 30 尸 2B 衣 人 tayo  kasikavatthupama 

puggala  47  365,  407° 
〔三迦 葉の 歸佛 出家〕 3  44-61 ； 28 176 
三 瑕 tayo  kasava  (三 濁 )47  62,  97 
三! 5 人 鹿 本 生物 語 Tipallatthamiga-jStaka 

(一六） 28  315°  ；  31 410 
三界 ① tisso  dhatuyo  (= 三 有） 〔欲， 色， 無色〕 
8  295,  362; 11 下 59  ；  40  9  ；  64  322;  〔42 12, 
72，  76, 199，  288，  307,  342  ；  43 177，  325  ；  44 
38,  80, 109，  146,  152，  166,  211,  221,  248, 
319，  323，  405 其 他〕 ®(= 三 有） 〔色， 無色， 
滅〕 8  295  ；  23  295 ③ 〔劣， 中， 勝〕 8  295 ④ 
tayo  bhava  (三 有） 37  453 ⑤ ti-bhava  (三 
有） 25  298 
〔三界 諸 趣の 業と 結 生〕 64  2ir 
〔三界 定 (色， 無色, 滅)〕 23  314;  24  287 
〔三界 說〕 17  365,  366 
三界の tedhatuka  42 132 
〔三界の 業と 異熟〕 17  365,  366 
〔三界 は 火宅〕 28 131 ； 33  385  ；  34  301 ； 37  453 
三角 漉 水 器 katacchu-parissavana  4 181 
三學 tisso  sikkha  〔戒， 定， 慧っ 1 37;  8  298  ； 
20  218;  40  76,  78,  299,  362;  42  56°,  224, 
238;  43  24°,  146,  221，  224，  257，  381，  400; 
44  36, 134， 137  ；  59 上 281 ； 59 下 58  ；  63  89; 
65  (I)  30  ；  〔7  40,  41， 44,  54,  65,  98, 103  ； 17 
374*  385°,  481; 18  239,  240； 19 146,  147; 
22 上 304，  305  ；  22 下 299  ；  23  301〕 
〔三學 一有 學無 學の戒 定慧〕 17  359 
〔3 學と 沙門 果〕 62 10 

〔三學 の 圓満と 聖者との 關係〕 22 上 41; 62 10 
〔三學 の 種種相〕 62  8° 

三渴愛 tisso  tanha  (三 愛） 〔欲， 有, 無 有〕 16 上 

238 

三月 tayo  masa  21 260 

① 三歸 ② 三歸依 ti-sarapagamana ① 1 37  ； 

2  342 ② 3  98, 139;  〔6  212;  23 1， 46〕 〔功 

德〕 28  207* 
兰詭詐 事 tini  kuhana-vatthuni  (〜三種の 

詐欺） 42  337°  ；  43  330°  ；  44  450° 
三歸依 ① Sarai?at1:aya  〔小 誦經〕 ,23 1° ②〜 
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三歸依 具足 戒 tlhi  saranagamanehi 

upasampada-katha  3  40 
〔三歸 依と 生 天〕 15  415,  416,  419 
三歸 改を唱 へたる tev5cika  (三 語） 3  30,  33 
〔三〕 歸戒 saraija-sila  59 下 190 
〔三歸 五戒〕 21 135  〔報 果〕 26 135, 136 
三 疑 tisso  kankha  8  296 
三 求 tisso  esana  (三 尋， 三 尋覓， 三 愛） 〔欲， 有， 

梵行〕 8  295  ；  23  297，  298  ；  〔8  351 ； 18  75〕 
三 宮殿 は yo  pasada  (三時 殿， 三 殿， 三の 殿） 

6  385 

三 擧罪事 tini  codanS-vatthtini  〔見， 聞， 疑に 

よる〕 8  297 
三 恐怖 Urn  bhayani  (三 畏怖） 〔旱魃， 飢饉， 

疫病〕 31 159 
三す 喬 tayo  mada  〔無病， 年壯， 活命〕 8  299； 

17  236 

三 行 1;ayo  sankhara ① 〔身， 語， 心〕 9  87  ； 10 
26; 13  5,  60,  63; 15  445;  40  3， 163°  ；  41 
115；  48 上 399°;  64  483，  484； 〔18  278;  20 
332〕 〔活 命との 關係〕 18  351，  352,  353 ② 
〔福， 非 福， 不動〕 8  297;  41 115  g_. (三世 行) 
41 115 

三 句 二十 四 字 tipada  catuvisatakkhara  24 
166 

三; g  tini  malani  T  (三の ；^  = 三 毒） 16 上 
236  ；  47  62,  96  ； 〔12  45〕 ② 〔破戒， 嫉， 惶〕 17 
172 

① 三 苦 ② 三 苦 性 tisso  dukkhata  〔苦 苦, 壞 
苦， 行 苦〕 ① 15  398  ； 16 上 236 ② 8  296  ；  〔42 
24,  66;  43  237,  336；  44  23,  95,  372;  64 
121〕 

三軍 tayo  vyuha  31 219 

三 家 'dpi  kulani  22 上 43 

三 外道 處 tini  titthayatanani  47  62,  95° 

三谒集 Tika-nipa は ① 〔長老 渴經〕 25 162° 

② 〔長老 尼 渴經〕 25  341° 
三解脫 は yo  vimokkha  (= 三 三昧） 〔空， 無 相， 

無 願〕 40 108,  113,  371 ； 65  (II)  82  ； 〔1 154*  ； 

2  40；  59 下 337〕 


三解脫 P，  tini  vimokkha-mukhani [S, 
無 願〕 40  391; 64  403;  65  (11)  82;  〔65  (11> 
60〕 

〔三 解 K 門と 無常， 苦， 無我〕 40  405,  414* 

〔三 解脫門 等〕 65  (II)  84 

三 凝 tayo  khi ほ （二三 毒） 16 上 236 

三缺損 tisso  vipattiyo  〔戒， 心， 見 又は 業， 活 
命， 見〕 17  442°,  444,  445 

三 結 tmi  samyojanani  〔有 身 見， 疑， 戒禁 取〕 
6  223;  7  57,  205*,  269;  8 131,  132,  168, 
295  ；  9 12,  392  ；  40 105  ；  45  266,  268,  322, 
323;  47  62,  89°,  376,  380*,  454;  57 149, 
154,  240，  248,  257，  288  ；  58  345  ；  〔22 下 42*〕 

〔三 結と 三 不善〕 20  209，  210 

三 眼 tiiji  cakkhuni  〔肉， 天， 慧〕 8  298;  2a 
303  ；  57  325 

三 語 tevadka  (三歸 依を唱 へたる） 3  297* 
301 

三業 tiiji  kammSni  (T  〔身， 語， 意〕 10 139 
〔見との 關係〕 18  441 ② 〔順 現受 等〕 20 179: 
三業 道 tayo  kamma-patha  23  61 
三 傲慢 tini  pagabbhiyani  42  342° 
三拫 tim  indriyani  ®(= 三 無 漏 根） 〔未知 
當知， 已知， 具 知〕 8  298; 16 下 20;  23  304; 
40 194°,  364° ② 〔女， 男， 命〕 16 下 20 
三 拫の得 自在の 慧 tinnarii  indriyanam 

vasibhavata  panna  40  5, 194°,  364 
三 近 住 tayo  upatthana  40  96 
三祭禮 tini  mangalani  34  332 
三 最良 馬 tayo  bhadda  assajaniya 17  479 
三 三 摩 地 は yo  samSdM  (三 三昧， 三定） ① 〔言 
尋有伺 等〕 40  46;  58  352,  354; 〔16 上 79， 
84;  21 236*;  59 下 196〕 ② 〔空， 無 相， 無 頋= 
三 解脫〕 〔1 154  ；  2  41; 16 上 79，  84  ； 17  495  ； 
40  80  ；  59 下 195，  337〕 
〔三 子の 饕 niO  23  314 

〔三 示 導〕 （三種の 神變， 三 神變） 6  302°*;  8  299; 

17  273*,  481 ； 22 下 300  ；  41 209 
〔三思〕 8  351 

三師 は yo  sattharo  47  365,  413°,  414;  57 
93  〔難 ぜら るべき〕 6  325 
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三次 第 ②三 自負 tisso  vidha  (三 慢， 三 類) 
〔我 勝， 我等， 我 劣〕 ① 16 上 234 ② 47  62,  94 
三兒 tayo  put ほ 〔優， 隨， 劣〕 23  314 
三時 tayo  addM  〔過去， 未來， 現在〕 8  296; 
23  304 

三時 殿 tayo  pasada  (三 殿， 三の 殿， 三 宮殿） 
17  234  ；  31 95;  38  470  ；  〔6  385  ； 10  344  ； 
28 123〕 〔阿那 律の〕 4  278  〔耶舍 の〕 3  26 

〔三時 二十 行 相〕 62  396 

三 事 tayo  dhamma  D(= 三 結） 23  7 ② 〔厭 

足な き〕 17  430 
三 事 和合 tiijpaiii  sann'pato  (= 三 和合) 9 

462; 11 上 207;  〔59 上 266〕 、 
三色 花 pharusaka  =  ph5rusa  (鹿 跪， 頗 留沙） 

〔果， 花， 樹〕 27  45，  72 
三食 tika-bhojana  〔の 三 福利〕 13  319 
三沙 H 想 tisso  samana-sanna  22 下 131 
'〔三者 値遇 困難〕 17  438 
® 三捨斷 ② 三捨離 tim  pahanani  〔鎭 伏， 波 

分， 正斷〕 ① 64  468 ② 65  (I)  30  ；  〔62 10] 
三 邪 tini  visamani  47  62，  96 
三寂默 tim  moneyySni  (三牟 尼） 〔身， 語， 意〕 

8  299  ； 17  450  ；  23  307 
三種 壊 色 ti-dubbaQpakarapa  2 190 
三種 現在 tividha  paccuppanna  〔刹那， 相續， 

一期〕 63  419 
三種 色蘊 tividhena  rupakkhandho  46  20 
① 三種 色 聚 ② 三種の 色 種 tividhena  rupa- 

samgaho  〔有 見 有對， 無色 有對， 無 見 無對〕 ① 

45 177，  241 ② 8  297 
三種 淸淨 tikoti-parisuddha  (三點 淸淨） 〔魚 

肉の：] 3  317 
三種 拖 tividha  dana  58  30 
三種 善 tividha  kalyana  〔初， 中， 後〕 62  291 ； 

63 158 

： 〔三種 善と 十 相 成就〕 62  291 

三種の 喑誦 tisso  pariyattiyo  65  (I)  32 

三種の 觐察 tividhupaparikkhS    〔界， 處， 緣 

起〕 14  96， lor 
三種の 虚空 tividha  akasa  58 16 
三種の 香 tmi  gandha-jatani 17  368 


三種の 詐欺 tividha  kuhaka-vatthu  (〜三 詭 

詐事） 34  288 
三種の 定 tividha  samadhi  〔刹 i》I5， 近 f 了-， 安 止〕 

62  287 

① 三種の 祌變 ② 三種の 神 通 tiiji 

patihariyani  (三 示 導） し 神 通， 記說， 敎誡〕 

① 6  302°* ② 41 209 
三種の 想 tividha  sanna  24 196 
三種の 醍醐 tividha  manda  40  444 
三種の 火 tividhaggi  (〜三 火） 59 下 6， 177, 

178，  212,  242,  244,  342，  343 
三種の 吠陀に 通達せ る もの tmijam 

vedana  paragu  41 257,  303 
三種の 慢 tividha  mana  (〜三次 第， 三 自灵， 

三 類， 三慢） 42 117;  43  266;  44  343 
三種の 明 tisso  vijja  (三 明） 25  338，  346,  360, 

366，  367,  369，  370,  386，  388，  390 
三修 tisso  bhavana  〔身， 心， 慧〕 8  298 
三修習 tisso  bhavana  〔遍 作， 近 行， 安 止〕 65 

(II)  78 

① 三受② 三種 受 tisso  vedana  〔樂， 苦， 不苦 
不樂〕 ① 7 18;  8  296，  361; 10  27， 177* 
337。； 13  77; 15  395; 16 上 174，  237,  427; 
20 175  ；  22 上 276，  282  ；  23  2，  296  ；  40  38， 
203,  370  ；  44  346  ；  62  404 ② 15  347,  352， 
357°  ； 〔15  318*，  335*  ；  43  30;  46  4*,  36，  48, 
65,  276;  47  202*，  229*〕 〔觀 法〕 15  321,  327， 
328  ；  23  296 

〔三受 と安般 念〕 16 下 192 

〔三受 と 五受〕 16 下 30 

〔三 受と四 念處〕 16 上 427 

〔三 受と隨 眠〕 は 319,  323,  324，  327，  328,  331 

〔三 受と八 正道〕 16 上 174,  237 

〔三受 の 無常〕 15  333 

三聚 ① tayo  rasi 〔邪 定， 正定， 不定〕 8  296  ； 

58  414  @  tayo  khandha  (三 蘊） 〔戒， 定， 慧〕 

10  25  (S)  tika  (三 法） 45  3 
三 樹皮 衣喻人 tayo  potthakupama  puggala 

47  364,  405。 
三 宗派 ti-nikSyS  〔大寺 派， 無畏 山寺? 辰， 祇陀林 

寺娠〕 61 42，  46,  72,  73,  89, 100,  105,  116, 
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120,  127，  129，  133,  136，  139,  141，  147,  169, 
173,  250，  263,  296,  297,  357,  394 
三 執 は yo  gaha  〔見， 慢， 愛〕 64  370 
① 三衆會 三の 衆 tisso  parisa ① 17  471 
② 17  398 

三 集 Tika-Nipau ① 〔1# 支部 經〕 17 165°  ® 
〔如是 語經： 23  294°,  302，  310，  324,  340,  352 

三十 Tidasa  i= 三 十三 天 1 41 361， 362 

三十一 劫 eka-tirhsa-kappa  6  362 

三十 偈 集 Timsa-nipa は！） 〔長老 偈經〕 25 
277° ② 〔長老 尼偈 經；； 25  395° 

三十 三 天 ravatimsa  deva,  Tavatimsa- 
bhavana,  Tidasa  deva,  Tidiva  I'f 刀 利 天， 三 
十 諸 天， 三 天） 3  401， 407  ；  6  308，  309,  384  ； 
7 178，  214*  220,  231*,  267;  8 19，  338；  9 
369，  439*; 10  8，  345； 11 上 105*，  174，  175， 
253; 11 下 114,  270; 12  7，  227,  401; 15  313, 
415  ； 17  231,  232,  233,  340,  341，  345,  371 ； 
20 13，  48,  51, 73  ；  21 18  ；  22 上 67，  68  ；  23 
119，  120，  166;  24  458,  461,  473，  474,  475, 
483，  485，  488,  490,  495，  504,  505,  506,  510， 
515，  517*,  519,  531,  533,  538，  546=^  ；  25  41, 
43，  44,  57,  270  26  335  ；  27  47,  52，  68,  91, 
112 其 他； 28 114，  140,  389；  30  57;  31 450, 
451 ； 32 156*,  333  ；  33  362,  371 ； 34  64,  230, 
322,  330,  390*；  35 134,  141，  188；  36  284, 
285  ；  37 125,  352  ；  38  72, 130，  149，  237,  380, 
415  ；  39  272  ；  41 77;  42  63, 178  ；  43  303, 
308  ；  44  69, 138,  378  ；  47 189°  ；  57 130,  136, 
272,  311 ； 58  413；  59 上 14, 16,  254,  395; 
59 下 130，  214,  235  ；  60  328,  330，  345，  349  ； 
61 11, 309;  62  406,  410,  445  ;  63  330,  345, 
389  ；  64  499  ；  65  (II)  40，  42 

① 三十 三 〔天〕 衆 ② 三十 三 天き Tavatimsa- 
parisa  〔八 衆の一〕 ① 8  339 1： 9 118 

三十 三 天 衆 tidasa-gaija  24  258 

〔三十 七 菩提 分〕 7  95;  8 124,  163; 11 上 13， 
311，  318; 11 下 86，  413,  429； 14 154,  239, 
240,  241 ； 17  57,  490  ；  20  382,  383，  384  ；  21 
69,  78  ；  22 下 83  ；  23 174  ；  42 18， 126,  128, 
197,  216,  217,  320,  330,  352;  43 110,  123, 


131，  139，  143,  166，  171，  186,  220,  320，  340, 
359，  360,  394，  406  ；  44  21, 200,  231，  234,  314, 
365，  377,  389，  458 其 他； 47 104;  59 下 186， 
193,  217,  247;  60  49  ；  64  446。  ；  65  (II)  65 
〔三十 七 菩提 分と 蘊 '處* 界 との 攝' 非 攝〕 47  228 
〔三十 七 菩提 分と 蘊 *處' 界 との 相應 '不 相應〕 47 
266 

〔三十 七 菩提 分 等の 義： 40  28，  35， 122,  294，  442， 

449;  41 38，  68,  73， 166 
〔三十 七 菩提 分の 圓満〕 64  440 
〔三十 七 菩提 分の 修〕 57 106 
〔三十 七 菩提 分の 相攝〕 65  (II  65 
三十 七 菩提 分 法 sattatimsa  bodhipakkhiya- 

dhamma  59 下 58;  64  421，  422,  442 
三十 捨墮 timsa  mssaggiya-pacittiya  (三十 

尼 薩耆波 通 ，三十 尼 薩耆） 2  336，  564;  3  20; 

4  431 ； 5  56,  59  ；  〔3 13〕 
① 三十 諸 天 % 三十 天 Tidasa  deva, 

Tavatiihsa  、三十 三 天 3  25  355 ② 36  79 
三十 二 行處 dvattimsakara-kammatthana 

65  (I)  53 

CD 三十 二 行 相 ② 三十 二種 dvattiihsakara 
(三十 二 身分） 4  62  400  ；  63  26  ；  64  288 ② 6a 
28,  256 

三十 二種 〔身分 を 設ける： 聖典 dvattimsSkSra- 
pali  63  28 

① 三十 二種 大人 相 ② 三十 二種の 大人の 相好 ま 
三十 二 大人 相， 三十 二の 大人 相 dvattimsa 
mahapurisa-lakkhanani '、= 三卞ニ ifl) ① 
28  22, 143，  144, 191 %  6 133,  172, 195  ； 11 上 
179*,  181°  ；  24  207,  208;  29  364  ；  44  8  ；  57 
365  ；  59 上 156*  ；  63 11 ； 65  >1)  57 ③ 6 157*， 
379;  8 183*,  184。 
三十 二種の 蟲聚 dvattimsa  kulappabheda 

kimayo  63  5/ 
三十 二 身分 DvattiriisSkSra  ： 小 誦經： 23 1。 
三十 二 〔身： 分 dvattiihsa  kotthasa  64  322 
〔三十 二 身分〕 （三十 二 行 相， 三十 二種' 7  339;  8 
128。  ；  9  92，  93  ； 11 下 99， 100  ； 15 181 ； 16 下 
132;  20  60;  22 上 354  ;  23  2  ；  40 11, 225; 
46  273,  274  ；  59 上 50 
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〔三十 二 身分の 相 と 厭 逆 性と の 把 取〕 63  40 
① 三十 二相 ②三 十二の 相好 dvattimsa 
lakkhanani  (= 三十 二種 大人 相） （わ 26 141, 
217，  267.  269  ；  27  56， 107,  134，  206,  233 其 
他 ； 41 209,  291，  305,  332,  333,  357  ；  60 181 
② 24  377;  〔6  380°〕 
三十 二相 經 Lakkhapa-suUanta  8 183°  ； 
59 下 323 

三十 二 大人 相の 問 Dvattimsa-mahapurisa- 

lakkhana-panha  59 上 156 
三十 二の 無用 雲侖 dvattimsa  tiracchana- 

katha  42  332;  43 175 た 348;  44 160，  433; 

62  254  、 
三十 尼薩耆 tiihsa  nissaggiya  2  417 
① 三十 尼 薩耆波 速 ② 三十 尼薩耆 波通提 

tiriisa  nissaggiya  pacittiya  (三十 捨墮） ① 

1 329°,  450  〔尼の〕 2  392°,  416 ② 5  352 
三十 波羅蜜 timsa  parami  26 1 ； 59 上 162  ； 

62  402  ；  〔28  51〕 
三十 八 王 部 衆 atthatiihsa  raja-parisa  59 下 

247 

十八 吉兆 atthatimsa  sumangalani  33  313 
三十 八行處 atthatimsa  kammatthanani 

(三十 八 業處） 29 110 
三十 八所緣 attharimsarammanani  (= 三十 

八 行處） 62  368 
三十 法 Tiriisa  dhamma  〔經〕 22 下 268 
①三 十六 愛行 ② 三十 六渴 愛行 chattimsa 

tanha-vicaritani  I 18  371 ； 47  64， 158 ② 

64 144 

三十 六 有情 句 chattimsa  satta-pada 11 下 296, 
298° 

三十 六 事 chattimsa  4  98 

① 三十 六受② 三十 六種受 chattimsa 

vedana ① 10 179  ；  59 上 93 ② 15  347,  352, 

357° 

三十 六 流 chattiihsati  sota  23  70 
三 住 tayo  vihara  〔天， 梵， 聖〕 8  299 
三重 擔 1:ayo  bhara  43 126 
①三出 耍界② 三 出離界 tisso  nissaraniya 
dhatuyo ① 8  362 ② 23  313 


二 順 返？ ま tayo  panhaniya  dhamma  20  43 

三 所 仃 tiss リ cariySyo  40 130 

三 性 tini  lakkhanani  (三相， 三 法 印） 32  362* 

〔三 性 ； 善， 不善， 無 記〕 4 140*  ；  40  74, 104,  108, 
113,  140,  167,  174,  218,  425*;  41 24， 183; 
44  65，  88， 113，  152,  248;  45  74，  335  ；  46  22, 
26，  27,  32，  35,  38*，  47*,  58*,  61*  66,  69 其 
他 ； 47  201，  228*  ；  49  47*  ；  59 上 25，  91 

三淸淨 tmi  soceyyani  〔身， 語， 意〕 8  299  ； 17 
447°,  448;  23  307;  〔40  35， 123，  295,  442; 
41 45〕 

三 勝 信 tayo  aggappasada  〔三寶 の 信〕 
23  340 

三 障 tayo  kincana  〔貪， 瞋， 癡〕 8  296  ；  47  62， 
96 

〔三 障 ； 業， 煩惱, 異熟〕 20  207  ；  40  207  ；  47  54， 

377;  57 131 
三 仗 tini  avudhani  〔聞， 離， 慧〕 8  298 
三 杖 就 tisso  sampattiyo  59 上 221,  223,  226  ； 

59 下 333 
三 杖 を 持てる 者 tedaij が ka  27  91 
三定 tayo  samadhi ① （三 三昧） 〔有尋 有 伺， 

無尋唯 伺， 無尋無 伺〕 8  298,  361 ； 58 131，  353， 

354 ② （三 三昧， 三 三 摩 地） 〔空， 無 相, 無 願〕 8 

298 

三 心 栽 tmi  cetokhi ほ ni  〔貪， 瞋， 癡〕 43  396 
三 心、 のまき 満 tinnam  cittanaih  vippharo  40 
4, 190 

三 辛 粥 tekatula-yagu  (三味 粥） 3  371 
三神變 tini  patihariyani  (三種の 神變， 三 示 

導） 〔神 通， 記說, 敎誡〕 8  299  ； 17  273* 
① 三尋 ② 三尋覓 tisso  esana  (三 求） 〔欲， 有， 

梵行〕 ① 47  62，  92° ② 16 上 232*,  348  ； 16 下 

85， 153,  178;  〔22 上 249〕 
三隨觀 tisso  anupassana  40  96  ；  65  (II)  82 
〔三隨 順 業〕. 〔身， 語， 意〕 17 173 
三世 間 は yo loka  〔行， 有情， 空間〕 62  403° 
〔三世 實有〕 57 158, 192 
〔三世に 關 する 十六 種の 疑惑の 捨斷〕 64  307 
〔三世の 有無〕 59 上 101 
〔三世の 四義〕 64  71 
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〔三世の 諸佛〕 8 122; 16 上 382 
〔三世 兩 重の 3 果〕 40  85;  64  271° 
三 說自恣 tevacika  pavarana  5  210 
三千 大千 世界 ti-sahassi  mahasahassi 

lokadhatu 17  372°  ；  43 159,  312；  44  291 
〔三 善〕 〔身， 語, 意〕 10  321 ； 17  308,  433 
三 善 因 は yo  kusala-hetu  (二三 善根 i  45  276°, 

360  ;  47 1(32。  ；  65  (II)  22，  64 
三善界 tisso  kusala-dhatuyo  〔出 離， 無恚， 無 

害〕 8  295 

三 善 巧 tim  kosallani  〔滑 益， 損滅， 方 fg〕 
8  299 

三 善行 tini  sucantani (三 妙 行, 三 善業； 
語， 意〕 8  294  ；  22 下 4，  5，  8，  9， 10  ； 〔16 上 
425  ； 17 166，  171, 186  ； 18  200,  213〕 

三 善業 tini  sucaritani (三 行， 三 妙 行') 16 上 
259，  360°  ； 〔17 170,  219,  483，  484,  485,  486; 
20  80〕 

三善拫 tmi  kusala-mulani  〔無 貪， 無瞋， 無 
癡〕 8  294,  362  ；  44  58°  ；  45  263;  46  298; 
〔9  76  ；  22 上 393〕 

〔三 善根 等〕 18  337 

三 善 思 tayo  kusala-samkappa  (= 三 善尋， 三 

善界） 〔出 離， 無 3， 無害〕 8  294; 〔11 上 35〕 
三 善 趣 ti-kusala-sampatti  35  213 
① 三善尋 ② 三 善尋思 は yo  kusala-vitakka 

(= 三 善界， 三 善 思） 〔出 離， 無恚， 無害〕 'X  8 
294 ② 23  334  ；  〔9  206  ； 13  225  ； 17  453,  454， 
455; 18  241，  242〕 

〔三 善 尋と三 善 想〕 20 198 

〔三 善 尋と不 凝〕 18  440 

三 善 想 tisso  kusala-saiina  〔出 離， 無恚， 無害〕 
8  294; 〔11 上 35  ;  42  79;  58  242,  244] 

三 善 法 'D  tayo  kusala-dhamma 10 185* ② 
tividha-sucarita-dhamma  34  o/ 

三相 ① Um lakkhanani  (= 有爲 三相） 〔生， 
住， 滅〕 41 116  J)  ti-lakkhana  (三 性， 三 法 
印） 〔無常， 苦， 無我〕 33  49  ;  64  338*,  354， 
374,  392*,  413*  ；  65  (II)  82，  83,  84;  〔50 
144*  ；  51 15*,  80*，  132*,  183*，  255*，  354*, 
407*;  52  39*.  91 *, 131*,  206* 其 他； 53 10*; 


58 185，  297;  59 上 77,  78,  85*;  59 下 294; 
64  316,  321,  338*，  370,  375,  376〕 ③ tini 
nimittani  〔遍 作， 取， 似〕 65  (11)  78 
〔三相の 提起〕 64  338° 

三增上 tinadhipateyyani  〔我， jrt, 法〕 8  299  ； 
17  238 

三 if 長 tisso  vuddhiyo  ： 信， 戒， 慧〕 17  474 
三藏 ti-pitaka  28  62,  86,  91， 242,  244,  245， 
246  ；  30  418，  437  ；  31 278  ；  33  251 ； 34 136, 
211; 59 下 231; 60  28,  46, 134，  173，  183, 
185,  192,  378;  61 15, 16,  21, 39， 133，  169， 
170,  394，  395,  424,  437,  439，  481，  484，  491, 
493;  62 192；  63  318；  64  498;  65  (I) 10, 
29°*,  45，  48，  55,  66,  78, 127;  ：2  228，  554; 
42  358  ；  43 14  ；  44  282： 
① 三藏 ② 三藏師 tepitaka  i 三藏 者， 通 三藏) 
① 59 上 35,  37， 184  ；  60 198  ；  62 123 ま 59 上 
7,  42,  209 

三 藏持者 tipitaka-dhara  59 上 41 ； 62 199 
三蔵 〔持〕 者 tipitaka  、三藏 ，三 藏師， 通 三藏） 

63  28，  336,  344 
三藏 〔師〕 小無畏 Tipitaka-Cli!5bhaya  〔比〕 

62 136,  192;  63  336 
三 藏小龍 Tipitaka-Cii!anaga  ： 比： 63  344 
三藏： こ 精通せ る tipe^akin  5  5 
〔三 雜染〕 62 10 

三觸 は yo  phassa  ： 空， 無 相， 無 願： 10  27  ； 15 

449;  58 15 
〔三 返 法 (有 學'〕 23  322 
〔三諦 の 差別〕 64  371 
三智 Upi  nanani  〔過去の 智等〕 8  362 
三 長老 は yo  thera こ 生， 法， 認定〕 8  297 
三 鳥 本 生物 語 Tesakuija-jS は ka  '五 ニー） 

36  r 

三 天 Tidiva=Tavatimsa  (三十 三 天， t 刀 利 天) 
12  309  ；  37  88, 126,  147,  148, 153  ；  38 134， 
136，  309，  319，  453  ；  41 364  g  tayo  deva 
〔世俗， 生起， 淸 淨；； 47 188 

三 點淸淨 tikoU-parisuddha  '三種 淸淨） 〔魚 
肉の〕 1 288 

三 $ 専 十二 行 相 ti-parivatta-dvadasakara 
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3  20  ； 16 下 342  ；  41 77  ；  59 下 277  ；  [58  401〕 
① 三 殿 ② 三の 殿 tayo  pasada  (三時 殿， 三宮 

殿） ① 10  344 ② 〔耶舍 の〕 3  26 
三 刀 tim  satthani  〔身， 語， 意〕 20  287 
三 道 ① tayo  magga 1 44* ② tisso  patipada 

17  488,  490 

〔三 毒〕 （三 不善； 貪， 瞋， 癡） 12 122,  163,  315; 
15  221*  389*,  402,  452  ；  ：[6 上 2，  53  ； 17  76， 
254，  255，  256,  305; 18  253  〔原因〕 17  324, 
325 

〔三 毒 を 離る 一 漏盡〕 3  324* 
〔三 貪〕 20 188， 189 

三人 tayo  puggala ① 〔學， 無學， 非學非 無學〕 
8  297 ② 〔難 量〕 17  439 ③ 〔無色 有情〕 17 
440 

三人 共 食 tika-bhojana  4  301 
〔三人 協力して 花 を 取る 譬喻〕 64 149 
三人 最良 馬 tayo  bhadda  purisajaniya 
17  479 

〔三人の 王 子が 雪山 に 入 り 鬼神 に 天 法 を 問 は る 〕 
28  260 

三人 艮 tayo  purisa-sadassa 17  477,  478 
三 念 g    tayo  satipatthana 11 下 296，  304° 
三の 垢 tmi  malani  (三;!; g  = 三 毒） 12  45 
〔三惱 害 業〕 17 170, 197 
三 婆 婆 ① Sambhava  (參拔 婆， 出生） 〔尸棄 '滞 

の 第二 弟子〕 6  364 ② 〔少年〕 35  325* 
〔三 婆 婆 は拘樓 王の 爲に 利と 法と を 語る〕 35  317 
三 婆 婆 本 生物 語 Sambhava-jataka  (五一 五） 

35  316。 

三 鉢 底 samSpatti    (三 摩 鉢 底， 等 至， 定， 成就 

法， 正受） 3 184, 185 
三 罰 tini  dandani 10 137 

法 tayo  asaddhamma  4  310 
'〔三 疋の 猿と 殘 忍なる 男〕 30  338 
三百 五十 〔戒 條〕 5  347 
三百の 骨 timat ほ ni  atthisatani  63  48 
三百^の 骨聚 atireka-tisata-atthika- 

samussaya  62  385 
Hi)^    tayo  roga  24 115 
三 病 喻 人 tayo  gilanupama  puggala 


47  364，  397° 

〔三 不隨順 業〕 〔身， 語, 意〕 17 173 

〔三 不善〕 （三 毒 ； 貪， 瞋， 癡） 10  321 ； 17  433  ； 18 
168，  334,  339  ； 19 153，  237  ；  21 33，  34，  45  ； 
22 上 79,  82  ；  22 下 41 ； 23  308,  309,  335  ；  24 
24;  25 128;  26  24;  28  241 ； 42  20°*；  43 
168*  342*,  399；  44  254，  419*,  497  〔對 治〕 
20  220 

三 不善 因 は yo  akusala-hetu  (= 三 不善 拫） 45 
277°,  360;  47 162°  ；  [65  (11)  22,  64〕 

三不 界 tisso  akusala-dhatuyo  (= 三 不善 
尋） 〔欲， 恚， 害〕 8  295;  47  62,  87 つ 

〔三 不善 界と三 善界〕 20  222 

三 不善 覺 tayo  akusala-vitakka  (. 三 不善 尋） 
14 150  ；  29  484 

〔三 不善 業 = 三惡 業， 三惡 行〕 〔身， 語, 意〕 17 
169,  483,  484，  485  ；  20  80 

三 不善 根 tini  akusala-mulani  〔貪， 瞋, 癡= 
三 毒， 三 火〕 8  294，  362; 17  328  :，  352;  23 
294  ；  44  58°  ；  45  263，  265,  271， 330  ；  46  295, 
297;  47  62，  84°  ；  62  413;  〔9  75; 17  218; 
22 上 323〕 

三 不善 思 tayo  akusala-samkappa  (= 三 不善 
尋， 三 不善 界） 〔欲， 恚， 害〕 8  294  ; 〔11 上 34; 
22 上 249〕 

① 三 不善 尋 ② 三 不善 尋思 liayo  akusala- 
vitakka  (三 不善 覺， 三 不善 思， 三 不善 界， 三不 
善 想） 〔欲， 恚， 害〕 ① 8  294  ；  47  62,  86° ② 23 
333，  334;  〔8  305;  9  206,  384，  388; 11 下 
150; 12  351 ； 13  223; 16 下 334; 17  239， 
418,  453，  454，  455  ； 18  22，  23，  28，  208,  241, 
268; 19  227;  20 148;  22 上 9，  355;  22 下 
331, 335  ；  23 140,  365  ；  36  37;  37  415  ；  41 
145  ；  43  201, 392  ；  44 199，  265,  351 ； 58  37, 
166;  59 下 196，  197,  280〕 

三 不善 尋思 tayo  akusala-vitakka  〔陵 蔑， 利 
養， 慈愍〕 23  324 

〔三 不善 尋と三 善尋〕 9  216;  20  221 

〔三 不善 尋と三 不善 想〕 20 197, 198 

〔三 不善 尋と 癡呆〕 18  440 

三 不善 想 tisso  akusala-sanna  〔欲， 恚， 害つ 8 
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294;  47  62，  87°  ； 〔11 上 34; 11 下 150;  42 

79, 136,  137,  313  ；  58  242,  244： 
〔三 不善 想と 三 善 想〕 20  222 
〔三 不善 等： 18  334,  339 
三 不善 法 tayo  akusala-dhamma 10 186* 
〔三 不返法 (有 學)〕 23  322 
三 浮 多 SambhQ は 〔旃 陀羅の 子〕 35  29* 
三浮陀 SambhD は 〔比： 25 175 
三 浮陀舍 那婆斯 Sambhuta-Sanavasin  (= 娑 

那三浮 多， 參浮 多） 〔第二 結集 比丘〕 4  446，  448, 

453*,  455 

三部 吠陀 tayo  vecla  '三 吠陀， 三つの 吠陀、 65 
(I)  51, 52 

三 福 業 事 tini  punnakiriya-vatthuni  〔鬼， 

戒， 修〕 8  297  ；  21 129  ；  23  302 
三 佛刹土    tayo  Buddhakkhetta  〔生誕， 威令， 

境〕 63  386 

三吠陀 1:ayo  veda,  ti-veda  (三部 吠陀， 三つ 
の 吠陀、 6 132,  168,  192，  202,  207; 11 上 178， 
179,  187，  195，  219，  223，  274; 15 189; 17 
264  ； 19  312  ；  24  206,  227，  382  ；  25  313 ；  26 
45，  68，  69, 158，  265,  276,  457  ；  27  63,  89,  94， 
194  ；  28  7，  81, 91, 117，  325，  508;  29  49， 162, 
187,  214，  400,  466,  492  ；  30  68，  72*,  142，  162, 
163,  409,  437;  31 43,  249,  498.  511 ； 32 10; 
33 189,  190，  277；  34 100;  35  9；  37  270， 
428  ；  38  324,  325  ；  41 220，  257,  303,  347  ；  44 
13,  74  ；  59 上 20,  21 ； 60 186  ；  61 14；  63  318  ； 
〔60  36： ： 讀誦〕 15 189 
①三吠 陀學者 ② 三 吠陀に 通じ tevijja  、三 明 
者， 三 明 あ り ， 三 明 通， 三 明 に通ぜ る） ① 24  227 
② 60  238 
三 吠 陀に關 する tevijjaka  6 178* 
三 ii 知 tisso  parinna  〔知， 度， 斷〕 42  74,  80； 

43  267;  44 191%  195°  ；  ：64  319 つ 
三邊 tayo  an ほ 〔有 身, 有 身 集， 有 身滅〕 8  296 
三 菩提 i;ti-bodhi  〔等 正， 辟 支, 聲聞〕 62  230 
② sambodhi  (正^) 14  323*  ；  57  362；  65 
(III) 19 

三 菩提樹 sambodhi  60 108* 

三 菩提に-趣'： sambodhi-paravana 14  323* 


三 〔法〕 Tihi  〔經〕 15  371 

三 法 よ tika  5  211 ； 59 上 25  %  tayo 

(1113111111さ（=三結）24  84  D  〔成就の 女人〕 17 

464 ④ 〔不飽 足〕 17  460 る tini  vivatani 

〔顯 はされ 琿ゃ くもの〕 17  466  ®  tini 

paticchannani  〔隱 さるべき もの〕 17  466 
三 法 印 ti-lakkhaija  (三相， 三 性） 〔無常， 苦， 無 

我〕 34  359  ； ：17  472  ；  20  214,  215  ；  32 144〕 
三 法 三 法發趣 Tikatika-patthana  (順' 三 法 三 

法發 趣； 50  333，  334，  429;  56  516，  518 
三 法 三法發 趣之釋 Tikatikapatthana- 

vannana  56  516° 
三 法 二 法發趣 Tikaduka-patthana  (順 三 法 二 

法發 趣） 50  333，  334，  429;  56  515,  518 
三 法 ニ法發 趣之蘀 Tikadukapatthana- 

vannana  56  515° 
d 三 法發趣 ② 三 法 鉢多那 Tika-patthana 

(順 三法發 趣） r  50  333,  337，  414，  428,  436 

② 50  336 

三 法 本 生物 語 iayodhamma-jataka  (五八) 
29  40。 

三 法 品 Tika-vagga  20  220 

三賨 ra は nauaya  〔佛， 法， 僭： 28 1 ； 30  245  ； 
59 上 2  ；  59 下 349  ；  65 山 2  ；  〔8  6°,  306=  ；  9 
56°  ； 12  384°  ；  23  5°  ；  24  82°,  514〕 

三賨經 Ratana-sutta  (寶經 ） 〔小 誦〕 23  5° 

〔三 寶洪 養〕 23  47 

〔三 寶: こ歸 依し 尊信すべき こと〕 28  205 

〔三寶 の 誹謗と 讚 歎〕 6 1* 

〔三寶 を 念じて 苦: こ堪 ふ〕 23 107 

〔三本の 串の 譬 64  384 

三 摩 地 sam§dhi  (定 ，三昧， 等 持） 13  43，  45, 

46; 16 下 117,  118;  20  376*;  41 110;  46 

309。*，  314* 

三 摩 地 S  samSdhi-mmiUa  (定 相， 定の 相） 17 
421, 423 

三 摩 地 行 saniadhi-cariya  (定 行） 40 164* 
三 摩 地 著 巧 sam5dhi-kusala  (三昧 善， 定善 巧） 

20  276,  277 
三 摩 地: こ 住する に 善 巧 sam5dhissa  thiti- 

kusalo  20  276，  277 
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三. 摩 地の 引 發に善 巧 samadhissa 

abhinihara-kusalo  20  276,  277 
三 摩 地の 喜 悅に善 巧 samadhissa  kallita- 

kusalo  20  276,  277 
三 摩 地の 境に 善 巧 samadhissa  gocara- 

kusalo  20  276,  277 
三 摩 地の 尊敬 samadhi-garavata  20  269, 

270,  271 

三 摩 地 を出づ るに 善 巧 samadhissa 

vutthana-kusalo  20  276,  277 
三 摩 地 を 得る に 善 巧 samadhissa  samapatti- 

kusalo  20  276,  277 
三 摩 鉢 底 san ほ patti    (三 鉢 底， 等 至， 定， 成就 

法， 正受， 定犯） 41 110 
〔三 魔女の 誘惑〕 29  412 

三昧 'X  samadhi  (三 摩 地， 定， 等 持） 1 151， 
154°  ；  2  41°;  3 166,  184，  185;  9 114; 11 下 
200*  202* ； 14  429* ；  22 上 206* ；  22 下 120, 
121，  288*,  292*，  339*  ；  47  56  〔三種〕 11 下 
206 ② Samadhi  〔經〕 14  20  ； 15 128,  318  ； 
22 上 206  (—) 一 （四） 22 下 338-345 

三昧 成就 snmadhi-sampadS  (定圓 足， 定 成就） 
9  30 

三昧 心 C ミ to-san ほ dhi  (心 三昧） 8 128 
三昧 善 samadhi-kusala  (定善 巧， 三 摩 地 善 巧） 
14  429* 

三昧-等 至 Samadhi-samapatti  C^] 14  429 
三昧の 覺意 samadhi-sambojjhanga  (定覺 支， 

定等覺 支） 7  38 
三昧 力 saniadhi-bala  (定 力） 20  233，  234° 
三慢 （E'tisso  vidha  (三 自負， 三 類， 三次 第） 8 

294;  〔47  61， 70。〕 ② tayo  mana  〔慢， 卑, 

過〕 20  219 

三 未 調 人 tayo  purisa-khalurika 17  474，  475 
三 未 調馬 tayo  assa-khalunka 17  474,  475 
三味 粥 te-katula-ySgu  (三 辛 粥） 1 108 
三彌提 Samiddhi  (三彌 離提） ① 〔比〕 12 11* 
201,  202  ;  25 120;  58 103;  60 12, 13  〔一夜 
賢者 を 迹旃延 に 質問〕 11 下 255，  256,  257  〔業 
に 就 きて ボ— タリ プッタ と 問答〕 11 下 282* 
〔舍利 弗の 間によ く 答 ふ〕 22 上 49* ② 〔經〕 


12 11， 201 ； 22 上 49 
三 彌離提 Samiddhi  〔經〕 （一) 一 (四） 15  62-64 
三藐三 菩提 samma-sambodhi  32  320 
三 妙 行 tim  sucaritani  (三 善行， 三 善業） 〔身，. 

語， 意〕 23  306,  312  ； 〔16 上 425  ； 17 166,  171，. 

186; 18  200,  213〕 〔報 果〕 23  306,  312，  373 
〔三 妙 行と 正 見〕 18  397,  401 
三牟尼 tini  moneyyani  (三 寂默 i 42  81°  ；  43 

127;  44 103° 
三 無 記 因 tayo  avyakata-hetu  (二三 無 記 根） 

45  278°,  360;  47 162°  ；  〔65  (II)  22] 
〔三 無罪 業〕 〔身, 語， 意〕 17 170 
三 無上 tiQSnu は ariySni  〔見， 行， 解脫〕 8  298; 

9  407 

〔三 無惱害 業〕 17 170, 198 

〔三 無 漏 根〕 （三 拫） 8  298; 16 下 20;  23  304- 
40 12， 194°,  364 

三 明 tisso  vijja,  te-vijja  (三種の 明） 〔宿命 
天眼， 漏盡〕 4  282;  6 132;  8  299,  362； 10 
310; 12  285  ； 15 103  ；  21 119;  22 下 131; 23 
124,  349°,  351; 24  244;  25  78， 114,  125, 
135*，  163，  171，  174，  182，  184，  205，  212,  220，. 
233，  267，  269,  303;  28  58;  29 110;  40  57;. 
41 246,  353  ；  44  255,  355  ；  45  344  ；  57  279  ； 
59 下 247;  65  (I) 10,  34，  78,  96; 〔1 6;  9 
33°,  114°,  212°,  325°  ； 10  98。，  113，  129,  202， 
246°,  371。； 11 上 49，  295; 17  265°  ；  21 37°, 
222;  22 上 220,  298°  ；  22 下 317°，  321; 25 
355，  363,  365;  27  79;  47  449°] 〔佛成 道 時〕' 
9  432 

三 明 あり tevi  j  ja  (三 明 者， 三 吠陀學 者） 25  323,. 
325,  327 

三明經 Tevijja-sut1:a  6  333° 

①三明 者 ②三明 〔者〕 ③三明 通 ④三 明に 通 
ぜる tevijja  (三 明 あり， 三 吠陀學 者， 三吠陀 

• に 通 じ） ① 4  246  ； 12  330  ； 17  264*  ；  25 144  ；, 
42 173  ；  43  329  ；  59 下 204，  207,  217,  335  ； 
64  495 ② 6  337*  ； 12  250  ；  26  49,  52  ；  47 
360,  378°  ；  60  46,  55,  78, 104 ③ 11 上 191 
④ 17  264 

三 明 〔性〕 tevijja ほ 62  9，  400 
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<D 三 明 婆羅門 ②三 明の 婆羅門 tevijja- 

brahmana  X  6  338*  ； 11 上 276  % 12  285 
三 明 六 通 tevijja-chalabhinna  59 上 296 
<D 三文 陀達 ② 三 聞 達 多 Samuddadatta  (娑 

勿陀 達、 ： 比， 提 婆の 徒〕 （D2 106  ®4  301 
三 亦 隨眠論 Tisso  pi  anusaya-katha  58 173° 
三搖 l:ayo  nigha   = 三 毒' 16 上 237 
三 欲 生 tisso  kamupapattiyo  8  297  ；  23  345 
三禮 tisso  vandana  二 身， 語， 意〕 17  486 
三樂生 tisso  sukhupapattiyo  8  297 
三 良馬 tayo  assa-sadassa 17  477,  478 
三輪 ti-mapdala  3  82;  4  326，  330,  332 
三輪 轉 ti-vatta  64  269,  272，  275；  65  11) 

70;  〔64  275： 
三 類 tisso  vidha  (三慢 ，三 自負， 三次 第 1 16 上 

295 

三連 結 ti-sandhi  64  272;  65  II  70;  、62 
397： 

〔三連 結 • 四攝〕 64  272 

三 漏 1:ayo  asava  〔欲^«有， 無 明〕 8  295  ；  9  89  ； 
15  395  ； 16 上 235,  428  ；  20 177  ；  23  298， 
299;  47  62,  89° 

〔三 漏と 四 念處〕 16 上 428 

〔三論ー：!^!， 戒， 生 天： 3  28，  29，  32，  34,  36,  43， 
66,  320,  396  ;  4  240,  295;  6 162,  215,  411， 
413,  415  ; 10 149； 11 上 192  ;  21 49,  82.  87; 
23 163 

三論 事 tini  katha-vatthuni  8  299 

三 和 含 tisso  sSmaggiyo  (= 三 事 和合） 42 197 

山 ① pabbata 山嶽， 山 厳, 山上， 山中， 山腹） 

18  366  %  Pabbata  〔經〕 13  266 
山圍城 Giribbaja   〈山 窟， 山 谷 城， 耆利跋 提= 

王舍 城） 9  48 
•UJ 王 pabbata-raja  (= 雪山） 64  368 
； i| 王須彌 Sineru  pabbata-raja  57  67，  69* 
山窩 giri-guM  、山 窟， 山 洞, 洞穴， 厳窟 ） 11 上 

350 

iJU 牙 Giridarua  〔馬丁〕  30 159, 160 

牙 本 生物 語 Giridan は- ja は ka  、一八 四） 30 
159° 

崖 pabbhara 洞窟 3  365 


山嶽 pabbata  ' 山， 山巖， 山上， 山中， 山腹） 

6 106;  7  256;  42  38,  212;  43 137 
① 山間の 河流 D 山間の 川 pabbateyyS  nadi 

① 14  215  % 19  86,  87 
〔山間の 河流の 響 ち〕 14  215; 19  86,  87 
山間の 洞窟 pabbata-vivara  23  36 
山欒 ぷ pabbal:a  (山， 山嶽 9  324,  467,  476; 
10  97,  244,  245  ®  pabbata-kandara  22 下 
3,  5,  7,  9 

〔山巖 の 風; こ 動ぜざる 譬 23  29；  62  9 
山窟 X  giri-gabbhara  24 150  '2^  giri-guha 
(山窩， 山 洞， 山 龕， 山峽， 山 穴， 洞穴， 儀宦、 42 
38,  212  ；  43 137，  184，  337,  354  ；  59 下 263， 
266 ③ guha  (洞窟， 窟, 洞穴, 洞！  42  99,  341 ； 
62  49 ④ lena  (窟， 窟宅， 洞穴， 洞 房， 避難 听 
住 房， 庇護の 處） 1 261，  420;  2  76  5 
Giribbaja   (山圍 城， 山 谷 城, 耆利 ミ$提= 王舍 
城） 25  72 

① 山块 ② 山 翁 giri-guha 山窗， 山 洞， 山窩， 
洞穴， 巖窟） ① 9  324，  467,  476  ； 10  97,  244， 
245 ② 19 127， 138  ；  47  462 

山 穴 giri-guha  , '山窟 ，山 洞、 11 下 17, 136, 
137, 164 

山 谷 城 Giribbaja  I 山圍 城， 山窟， 耆利跌 提= 王 
舍城） 27  311,  343,  410，  434,  440,  445，  502, 
508 

山査 amalaki  (阿 摩勒， 阿 摩羅， 阿 摩 洛迹， 阿 末 

羅， 餘 甘子） 〔果， 樹〕 35  250 
山上 pabba は （山， 山嶽 11 上 350; 11 下 17， 

136，  137, 164 
山上 祭 giragga-samajja 山 頂 祭 2 135，  432 
〔山上と 山麓と よ り 見る 饗 niC' 11 下 15S 
〔山上の 雨水が 次第に 大海 を 満たす 髮 Us 幻 13  45  ； 

16 下 300  ； 17  399  ； 18  246  ；  22 下 3，  5,  7 
〔山上よ り 地上 を瞰 下す 璧 "ii〕  23  21 
山 相 pabba は- nimit は 3 188 
山賊 cora  I 賊， 盗賊， 劫賊' 29 140* 
山中 pabba は '山， 山嶽 4  225 ；  22 上 139; 

22 下 125 

山中の 牛 gavi  pabbateyya  22 上 105* 
〔山中の 牛の^ n||〕  22 上 105，  107;  62  305 


山， 删， 珊， 產， 參， 傘， 散 一 サン 


山頂 ① kuta  6 16, 17, 19,  86  ；  8 134*  ； 10 
364 ② upari-pabbata 13  45  ：.3)  pabbata- 
muddha  6  408  ；  9  302 ④ pabbata- 
saitikhepa 11 上 26 

山頂 祭 giragga-samajja  (山上 祭） 4 166,  231 

〔山頂に 立てる 人の 譬喩〕 12  236;  23  21, 281; 
43 163，  316  ；  44  295 

山頂の 五 { 害、 girisikharassa  panca  guna 
59 下 176 

山 洞 giri-guha  (山窟 ，山窩， 山 龕， 山峽， 山 穴， 
洞穴， 巖窟） 4  225  ；  7  256  ；  22 上 139  ；  22 下 
125 

山腹 pabbata  (山， 山嶽） 8  61 

山 品 Pabbata- vagga 16 上 246，  265 

山 n|    Pabbatupama  〔經〕 （一) (二) (三） 13  206, 

207，  208  (一) (二) 16 下 400 
山林 vana-pattha  (林 藪， 林 叢， 林間， 森林， 森 

地, 藪 林， 高原） 4  225;  22 上 139;  22 下 125 
山麓 pabbata-pada 11 下 158 
山麓 本 生物 語 PabbatOpatthara-jataka 

(一九 五） 30  208° 
删闍耶 Safijaya ① 〔比〕 25 120  @  = 
Safijaya-Belatthaput は （刪 若， 散 若 = 删闍耶 
吠羅底 子） 〔六師 外道の 一〕 26  45;  28 181 ③ 
(删 闍耶） 〔王〕 39  263，  271,  272,  277,  285, 
324，  399，  500,  502，  514，  525,  539，  543,  545， 
550 ④ 〔園丁〕  28  308* 

①删闍 耶吠羅 底 子 ②刪闍 耶毘羅 低 子 
Sanjaya-Belattha  putta    (散 若 夷 毘羅梨 沸， 

薩若 毘那梨 弗， 珊闍耶 毘羅荼 子 = 删 闍耶， 删若， 
散 若） 〔六師 外道の 一〕 ① 12 119 ② 59 上 11; 
59 下 225 

①删 兜率陀 'Ij 删究率 Santuska  (知 足， 善 知 
足, 都 率） 〔天， 天子〕 ① 15  425  ；  27  307，  344  ； 
60 118 ま 21 130 

删 兜率陀 (兜 率) 天 Santusito  〔經〕 15  425 

删若 Safijaya  (散 闍耶 = 删闍耶 吠羅底 子） 〔六 
師 外道の 一〕 3  71， 76* 

珊瑚 ① pava!a 1 364,  369  ；  2  258;  4  355, 
357  ；  21 65,  69，  75,  78  ；  23 171, 174  ；  26  2  ； 
44  462  ；  59 下 91， 198，  281 ； 64  349 ② 


pavalaka  38  387 ③ lohitaiika  (赤 玉， 赤 珠,. 
紅玉， ルビ—） 7 166,  167,  182;  24  489,  540, 
544,  552 

珊瑚 所 成 lohitaiika-maya  24  548 

珊瑚 製 pavaja-maya  25  28 

珊耆婆 Safijiva  (僧祇 婆， 蘇生 者） 〔比〕 41 160 

珊闍耶 Safijaya  (珊 闍耶） 〔王〕 60  22 

珊闍耶 毘羅荼 子 Safijaya-BelaUhiputta  (刪 

闍耶 吠羅底 子， 散 若 夷 毘羅梨 沸， 薩若 毘那梨 

弗） 〔六師 外道の 一〕 4 171 
^    vijayana  (出 產) 39  25。 
產業 kamman は （事業， 業務， 生業， 業） 18 144 
M 地 sanjati-desa  64  90 
參 伽羅 婆 Sangarava ① 〔婆〕 12  312* ② 〔經〕 ： 

12  312 

參婆羅 Sambara  =  Sariivara  (奢 婆羅） 〔阿修 

羅王〕 12  397 
參婆羅 の 幻術 Sambari-maya 12  414，  415 
参婆樓 Sambala  〔比〕 60  73,  76；  65  (I)  79,. 

81， 89 

參拔婆 Sambhava  (三 婆 婆， 出生） 〔尸棄 [^の' 

第二 弟子〕 12  263 
參浮多 Sambhuta  〔第二 結集 比丘〕 60 172 
參謀 calaka  (元帥） 20  360,  364 
傘 蓋 ① chatta  (傘， 蓋， 日傘） 3  273;  4 199， 

318，  319  ；  24  260，  261 ； 26  292,  293 ② 

Chatta  〔王子〕 31 498* 
散 心 vikkhitta-ciua  (散亂 心， 散亂 せる 心） 9 

96, 112; 11 上 24;  20  275,  276 
散陀那 Sandhana  〔塞， 居士〕  8  66;  20  228 

〔ニグ 口  — ダ梵志 と 問答〕 8  47* 

①散若 夷 毘羅梨 沸 ②散若 夷 羅梨沸 ③ 散若耶 
毘羅弗 多④散 若耶毘 羅提子 Safijaya- 
Belatthiputta  (删闍 耶吠羅 底 子, 珊闍 耶毘羅 
荼子， 薩若 昆那梨 弗） 〔六師 外道の 一〕 T  6  75， 
88;  29  500  D11 上 3,  5 ③ 24 186 ④ 16 上 
130  〔主張 一 不決定 論〕 6  88° 

散亂 vikkhepa  64  441 

①散亂 心 ②散亂 せる 心 vikkhitta-citta  (散 
心） （I  49  20;  63  377 ② 6 119， 120 

散亂心 X)  vibbhanta-citta  (迷亂 心） 9  48,  49' 


サ ンー 散， 算， 酸， 撒， 懺, 讚, 蠶， 鑽， 斬, 殘 


%  vikkhit は- cit は〜 前項 
散亂相 vikkhi は aka  62  221,  353,  354°,  377, 

383;  65  ail 78 
散亂想 vikkhittaka-safiM  (棄擲 想， 離散 想) 

59 下 189 

散亂本 生物 語 HaliddirSga-ja は ka  (四 三 五） 
33 167° 

算術 ① ganana 算數， 數， 計算， 計數 i 9 141， 
152  ；  59 上 121，  170, 173  %  ganana-sippa 
23 134 

算數 ':DgaijanS 數， 算術， 計算， 計數） 3 130 

② saiikha  (數） 16 下 393* 
① 算數家 ま 算數者 gaijaka  (司 曆官， 主 財官， 

計算者） X  6  78,  79  ®  59 下 133 
算敏家 目犍連 Gaijaka-Moggal ほ na  〔婆， 塞〕 

11 上 347* 

算數家 目 徤連經 Gaijakamoggal ほ na-sut は 

11 上 347° 
酸 ambila 16 上 369,  370 
酸 粥 ① kanjika-kanajaka  (粥， 糠 飯） 2 178  ； 

24  496  %  kummasa  (粥， 乳糜） 27 186  ® 

thusodaka  (粥 汁， 鉄 酒） 11 上 214 ④ bilanga 

1 269*  ；  4 119*,  7  405，  406; 12 151，  154; 

22 上 61 ； 27  3  ；  47  442  ® loija-soviraka 

(鑒 粥） 3  370，  371 ； 13 162 
酸 粥 鍋 刑 bilaiiga-thSlika  9 144, 154 
■ 酸 粥 施 者天宮 Kanjika-dayika-vimana  24 

496 

〔酸 粥の 施と その 果〕 24  496 

撒 餌 nivSpa  9  275* 

撒餌經 Nivapa-sutta  9  275° 

撒布す avakaraka  2  318 

懺悔 ① desana  (說 示， 指示, 敎設） 5  360 ② 

patikamma  59 下 209 
懺悔す ぶ patikaroti  3 167；  4  35  ；  8  69  ； 13 

302 ② patideseti  2  286,  557*  ；  3  223* 
藝堂 patikkamana-sala  27  314 
. 〔懺悔の 受納〕 8  69 

IS 駄 gita  (耿， 耿謠， 歌曲， 耿呤, 唱耿） 6  338, 

342,  344 
- 讚虛談 ullapana  62  50 


讚 言の 問 Vannabhanana-panha  59 上 378 
讚 仰 abhivSdana  ' 敬禮， 問 訊， 禮欹） 11 下 358 
讚す vannarh  bhasati  (W 歎す) 6 1* 
讚嘆 者 vaijija-v5din  (稱讚 者） 12  99 
讚嘆す pasamsati  '賞 讚す） 9  314,  315 
讚 歎 japa  '讀 誦， 吠陀） 19  78 
讃 歎す T  pujeti  (供養す） 4  380  t  vannarh 

bhasati  (讚 ナ） 2  226 
①讚勵 者 ま 讚勵し samuttejaka  (鼓舞 者， 獎 

勵者） d 16 上 385  S  22 下 57 
蠶繭 kosa-karaka  (蠶） 5 16 
蠶綿品 Kosiya-vagga 1 409;  5 16,  57 
鑽 aram  (纘 木） 7  390,  391 
鑽火具 araiji-sahita  4  331， 332 
鑽木 ① arapi 鎖） 11 上 201,  202，  242,  243; 

27  3;  59 上 111，  222,  223  2；  uttararani  (木 

燧) 11 下 174， 178 ま' お ru  (木， 材 ） 11 上 173 

④  Arapi  〔經〕 16 下 32 

〔鑽 木の 火 を 生ずる SniO  59 上 111 

斬听 離散 相 ha ね- vikkhittaka  62  221,  353， 

354°,  378，  383  ；  65  (II)  78 
斬斫 離散 想 ① vicchiddaka-safifiS  (斷壞 想， 

穿孔 想, 壞想， 改壞 想） 40  80, 156;  45  77  % 

hata-vikkhittaka-sanna  (殺戮 離散 想， 殺戮 

棄擬 想） 59 下 189 
斬首 臺 §ghStana  (刑場， 死刑場） 59 上 245 
斬 切 chedana  (切 斷） 8  231 
殘行定 saiikharavasesa-samapatti (行 有餘 

等 至） 63  224，  225 
殘 酷なる 行 を 爲す者 kurQra-kammanta  (殘 

忍 行者） 10  92 
殘滓食 者 vighSsada  (殘飯 食 者） 32  261 
殘滓本 生物 語 Vighasa-j5 は ka  (三 九 三） 32 

258° 

殘食 ① atiritta:-bhojana] (殘餘 食， 殘食 法） 2 
130*，  132°  ；  3  376,  377;  5  29,  64,  317，  318; 
58  328  X  avakkara  (屑 物） 9  365 ③ 
ucchitthaka  30  283 ④ ucchepaka 11 上 10 

⑤  bhuttavasesa  (餘 食） 11 下 199  ©  vighasa 
(殘 飯） 1 95;  3  387,  395  ；  8  30* 

殘食行 奢 damaka  3  373 


(  330  ) 


殘， 慚， ffi， 蜜, 暫， 讒 ーザン 


'① 殘 食生活 者 ② 殘食を 食 ふ 者 vighgsSda 

(殘滓 食 者， 殘飯食 者） 1;30 155, 156 ② 3 

395  ；  32  62,  63,  260,  261 
殘食 にあらざる anatidtta  〔- bhojana〕  2 131 
殘 食の 鉢 ufichS-patta  25  309，  310 
殘食法 atirit は （殘 食， 殘餘 食） 2 131 
殘食本 生物 語 UcchiUhabhatta-jStaka 

(ニー 二）  30  283° 
殘宿食 sannidhikaraka-bhojana  〔波 iS 提〕 4 

457 

殘粥 abhidosika-kummSsa 1 23,  24  ； 11 上 
81， 82 

殘忍 ludda  (凶暴， 凶暴 者， 兇暴， 獵師） 10  3; 

11 上 131， 135  ；  24  91  、 
殘忍 業者 kurura-kammanta  (殘 酷なる 行 を 

爲す 者） 20 139 
殘飯 vigh お a  (殘 食） 2  430*  ；  5 101, 126 
殘飯食 者 vighSsSda   (殘滓 食 者, 殘 食生活 者， 

殘食を 食 ふ 者） 2 144 
殘餘 upadisesa  (餘 依， 有餘， 有 依， 餘取） 24 

272* 

殘餘食 atiriUa-bhojana  (殘 食） 62 140， 141 

殘餘水 udakavasesa 10  204，  205 

殘餘ニ 法 PiUhi-duka  45 11 

殘 餘を存 して 乳 を 神る sSvasesa-dohin  (遣!^ 奂 
を 留めて 犟る） 9  389 

m ① hiri 12 10  ； 17  77  ； 19  4*， 155  ；  20  70, 
71， 99  ；  22 上 5  ；  22 下 19*  ；  24  94  ；  37 151, 
152;  45 12，  22°,  94,  334°  ；  47  391°  ；  64  55°  ； 
65  (II) 11 〔定義〕 45  20，  22，  32;  47  391 ② 
hirimant  (慚 者， 惭 有る 者， 慚愧 心， 有惭） 8 
330  ； 13  304,  305  ；  47  363,  391° ③ Hiri 〔經〕 
12 10 

①惭 あり ②惭 有る 者 hirimant  (惭， 慚愧 心， 
慚者, 有惭） ① 11 上 382;  21 9 ② 10 111 


慚愧 hiri-ot は ppa  20  352，  353;  21 299,  300; 
23  282，  284 

〔惭 愧— 拫 防護— 戒— 正定— 如實智 見— 厭離— 

解脫智 見〕 20  352 
漸 愧心 〔者〕 hirimant  (漸 者， 慚， 惭 あり， 慚有 

る 者， 有慚） 23  55 
惭愧す harSy'iti  22 上 137， 138 
惭愧を 具足せ る 者 hirottappena 

samannagato  9  470 
漸經 Hiri-sut は 24  94°,  95 
漸財 hiri-dhana  8  330;  20  236，  237°,  239 
① 慚者 ② 慚心ぁ り hirimant  (惭， 惭 あり， 慚 

有る 者， 惭愧 心， 有慚） ① 13  234* ② 20  345 
漸恥心 〔者〕 lajjin  (有 恥） 6  4，  95 
惭と愧 hiri  ca  ottappan  ca  8  291 ； 17 131, 

155,  156，  157; 18 136;  62 18 
漸無 く    ahirika  (無慚 者， 無惭） 11 上 379 
惭の 尊敬 hiri-garava ほ 20  270 
惭本 生物 語 Hiri-jataka  (三 六 三） 32  72° 
慚カ hiri-bala  8  331; 19  2,  3°, 13;  20  233, 

234°  ；  41 101°  ；  45  20°,  32，  93 
塹壕 parikha  (濠） 59 下 187 
①堑を 埋めたり ②墾を 填めし 者 saihkinna- 

parikha ① 19 115，  116， 118 ② 9  256° 
暫時の もの kukkuka は 5  293，  299 
暫時 〔的 世〕 法 ittara-dhamma  24  289 
暫借 ほ va-kalika 1 88* 
暫得婦 muhuttika 1 236* 
讒言 者 pesunna-karaka  29 12 
讒誇 ① pesuijeyya  (兩 舌， 離間 語） 12  400 ② 

Akkosa  〔經〕 12  276 
讒謗す paribhasati  (惡 口す） 4  21, 24*;  21 

311* 

讒 誇婆羅 墮婆闍 Akkosaka-BhSradvaja  〔婆, 
比〕 12  276*  〔出家 成 阿羅漢〕 12  278 
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シ 一力— Sika  〔il 士〕  61 245 
シカ ッヂ Sikhaddhi  (尸 漢陀） 〔マー タリの 
子〕 7  304 

シ カーナー ャカ SikhanSyaka  〔戰 士〕  61 233 
シカ • モ ッガッ ラー ナ Sikha  Moggallana 

(尸 法 目犍連 i  〔婆〕 18  407 
シガー ラ'ヂ ヤー タカ Sigala-jStaka  (豺本 生 

物語） ① （ 一一 三） 29  322° ② （ 一a'  二）  29 

454° ③ （一四 八） 29  482° ④ （一 五 二）  30  8° 
シ ガーラ 母 SigSlama は r  (私 伽羅 母） 〔尼〕 17 

36 

シ 一力 ヸャラ Sikaviyala  〔地名〕 61 254 
シキ— Sikhin  (式， 尸棄） 〔沸〕 1 12;  6  362 
シ キン Sikhin  〔辟〕 11 下 71 
シーサ ツチ ンナ カボー ディ 

Sisacchi 謹 kabodhi  〔地名〕 61 238 
シ一 スーパ チヤ ーラ SisQpac5la  〔比〕 25 119 
シース一 パチ ヤーラー SisQpaca ほ （尸 須波遮 

羅， 尸羅婆 遮羅） 〔尼〕 12  228;  25  369 
シ —ター S ひ a ① （淸 凉， 私 多） 〔王女〕 33 

392*  ；  39  462 ② 〔王妃〕 61 307 
シーダ 一 Sida  〔河， 水路〕 38  78， 129，  130; 

61 409 

シ— タラ ッガ— マ SitalaggSma  〔窟 院〕 61 
173 

シー ダリ ― Sidarin  〔辟〕 11 下 71 

シー ター ヴカ Si ほ vaka  〔都〕 61 495，  552 

①シー タヴナ シータ 林 Sitavana  (尸 陀林， 

寒 林） ① 3  321 ； 4  238,  239  ；  28 198 ② 1 

269 

シ 一 ダ ン タラ； 毎 Sidantara-samudda  43 154 
シッカ マーナ一 sikkhamSna  (式 叉 摩那, 正 

學女） 2  83，  404 
シ ッガヴ Siggava ① （悉伽 婆， 私 伽 婆） 〔律 相 

承 比丘〕 5  4，  81 ； 60  36  ；  65(1)  42,  79 ② （悉 

伽符） 〔人〕 26  84 
シッ タガ— マ Sitthagama  〔房 舍〕 61 139, 

142 

シ ッ ダッタ Siddhattha ① (義 成就， 悉達 多） 
〔佛〕 28  83°,  92;  41 313。*，  359;  60 152 ② 
(悉達 多） 〔比〕 60  339 ③ 〔沙 彌〕 61 553,554 


④ （悉達 多） 〔王子， 菩薩〕 60  23;  61 115  (5) 

〔力 ッサパ 五世 王の 子〕 61 132 
シッ ティ SiUhi  〔王〕 60  20 
シッパ Sibba  (= 尸毘 王） 36 169, 172 
シ ッパッ タラ 力 Sippatthalaka  〔地名〕 61 157 
シッピ 力一 sippika  〔鳥〕 25 120 
シティ ラハヌ sithilahanu  〔鳥〕 10  227 
シード、 ゥ パ ッ ハ * タ Sidupabbata  〔村〕 61 146 
シ— ニプラ Sinipura  〔王子〕 6 137 
シネ 一 ル Sineru  (須 彌， メール， スメ ール） 

〔山〕 2'6  7，  404 
シーハ Siha ① （師 子） 〔沙 彌〕 6  218 ② （師 子， 

私呵） 〔將 軍, 尼 乾の 徒， 塞〕 3  409  ；  30  442 ③ 

〔ソー ビタ佛 の 子〕 41 272 ④ 〔山〕 61 55 ⑤ 

(獅子） 〔園〕 41 274 
シ— ハ— SIM  (獅子） 〔尼〕 25  349 
シ―ハ ギリ SHiagiri  (飾 子 山） 61 28,  31， 53 
シ一ノ ヽコッ ト ゥカ • テ ヤー タカ 

Sihakotthuka-jataka  (獅子 豺本 生物 語） （一 

八 八） 30 177° 
シ一 ハー サナダ ーャカ Sih5sanadayaka  〔上 匕 

丘の 譬喩 經〕 26 100,  323 
シ— ハー サナ品 Sihasana-vagga  26  99 
シー ハー サナヸ ーヂャ ニー ャ 

Sihasanavijaniya  〔比丘の 譬 u 兪經〕 27 165 
シ —ハー サニカ Sih お anika  〔比丘の 譬 喻 經〕 

27 157 

シ 一 ハシ一 ヴ リ  一 Sihaslvalin    (= シ ーヴ リ' 

一） 〔比〕 60  200，  202 
シ— ハセ— ナ sihasena  (獅子 軍） 59 上 49 
シ  ーノヽ チャン マ， チ、 ヤー タカ Sinacamma- 

jataka  (獅子 皮 本 生物 語） （一八 九） 30 180° 
シー ハツ サラ Sihassara  〔王〕 60  22, 161 
シー ハナー ダ • ヴ ッ ガ Sihanada-vagga   币 子 

吼品） 9 102°  , 
シー ハハヌ Sihahanu  (師 子頰） 〔王〕 60  22 
シーハ パパー タ Sihapapa は （師子 崖） 〔雪山 

の 池， 七大 湖の 一〕 20  354;  37 165;  63  388 
シ一 ハパ一 フ SihabShu  (師子 腕 =シ —ハプ 

ヂャ） 〔毘 闍耶の 父〕 60  60,  200,  204,  208， 

211 


シ 一 シ— ハ 


シ一ハ ブヂャ Sihabhu]a      子 腕 = シ 一ハパ 

ーフ） ： 王： 60  202 
シ一 ハプラ Sihapura  I：： 師子 城、 〔ラー ラ國 

の 都〕 60  202,  216 ② 〔カリン ガ國。 首都〕 

61 167 ③： プラッティ ブラの 近郊〕 61 401 
シ パラ sibala  ：樹： 39  407 
シー ハラ Sihala 執師 子， 師 子國， 師子 胤， セ 

ィ 口 ン） 〔國， 族， 島： 37  416;  60  208，  373; 

61 101，  109,  110，  117,  118，  140，  146,  163, 

171，  175,  314,  432,  479,  480 
シ一 ハラ 語 Sihala   = セ イロ ン語， 師子洲 の 

言語） 61 11， 484,  560 
シ 一 ハヴー ハナ SihavShana  〔王〕 60  22， 161 
シー マ— Si  ma  〔河〕 61 485 
シ一 マ一 タ一ラ ッタ リ  一 Sim5t5latthali 

〔村〕 61 341 
シ マラ 鹿 simala  65  III  57 
ジ ャ ケ ッ kaficuka      衣 63  48 
ジャ ナカ Janaka  (ギヤ ナカ） 〔王〕 29 14 
シャ一 マノ ヽン タク ッ ター ラ 

Siyamahantakuddala  〔村〕 61 247,  248 
シャム ャの 投擲 sammapasa 12 131 
ジャャ セーナ jayasena  (闍耶 先那） 〔王〕 60 

22, 161 
〔ジャングル を 渡る： 35  301 
シャンプー sambShana      身） 43 191 ； 44 

423,  461 

シラー Si ほ t  (岩石） ： 園〕 41 301 ② 〔塔 廟〕 
60 158 

シラー 力一 ラ Si ほ k5la  ： 王： 61 32,  33，  35* 
36°,  39 

シラー カン ダ Si ほ khaijga  〔地名〕 61 222 
シラー ソ ッ パカ ンダ 力 Si ほ sobbhakaij(^aka 

① 〔地名〕 60  374  I) 〔塔： 60  377 
シラー ダ―タ Si ほ da ゆ a  := カツ サパ 二世 王） 

〔王〕 61 69 

シラー ティ ッ サボ— ディ Si ほ tissabodhi  〔靑 
年〕 61 19 

シーラ 一二 サン サ. デャ一 タカ SnSnisariisa- 
jataka  戒德 利益 本 生物 語） （一九 〇） 30 183° 
シラー パッ サャ Si ほ passaya  〔僧院〕 60  293 


シラー メ一ガ Sir§megha ① （ = アツ ガボ 一 デ 

ィ 六 世 王' 61 86,  89，  90  !■ (= セ— ナ一 S 王） 

61 110  E  ： 尼 房： 61 94， 100 
シラー メーガ ：ラ〕 Si ほ megha;;ra: ： ダ ミラ 

人〕 61 359,  372，  377，  391 
シラー メ一 ガ山 Si ほ megha-pabba1:a  〔房 舍〕 

61 131 

シラー メ  一 ガヴ ンナ Silameghavanna  < 王、 
61 56。 

シラー 靈祠 Sila-cetiya  60 158 

シ— ラヴ Silavant 【（具 戒王 ： 王子， 王 ：29 

1 ； 63 149  (D  〔龍王， 佛の 前生： 28  96 
シ— ラヴ— Si—lavant  ： 比〕 25  230 
シラー ヴ ティ一 Si ほ vati  〔地名： 12 198，  201 
シー ラヴ ティ一 Silavati  〔王妃〕 36  281 
シ一 ラヴ ナ一 ガ'デ ヤー タカ Snavanaga- 

jataka  (有 德象本 生物 語: '七 二  29 116° 
シ一 ラヮ ナーガ ラー ~^ャ Silavan§gar5ja 

(有德 象 王：） 29 117, 121 
シー ラギ一 マン サ 'チ * ヤー タカ Snavimaihsa- 

jataka 驗德本 生 ％f 語； X ひ—、 六） 29  214° ② 

(二 九 〇） 31 261°  D  (三 〇 五） 31 331° ④ （三 

三 〇） 31 471°  j; (三 六 二  32  67° 
シリ Siri ① 〔ティ ッサ (^の 信士；：  41 319 ② 

(吉祥） 〔林〕 41 259     3： (榮 ： 宮殿〕 41 277, 

299;  61 82 

シ リ ― Siri  (吉祥， 室 利） 〔天女:： 32 171 ； 37 
125，  127，  134，  135，  136，  149, 151 ； 61 306 
シ リ 力 Sirika  〔象： 26  83，  84 
シ リ ガナ Sirighaija  (吉祥 密林） 41 268 
シ リ ガナ 一 ナンダ Sirighanananda  〔精 舍〕 
61 486 

ン リ ガラ Sirighara  〔家〕 41 249 
シリカ一 ラカ ン 二. ヂ ヤー タカ 

Sirikajakanni-jataka     吉祥 黑耳本 生物 語） 

① （一九 二）  30 19r ② （三 八 二）  32 170' 
シ リーサ sirisa  (尸 利沙） 〔樹： 6  364  ； 15 

302;  24  554°  ；  41 249,  341 ； 62  406,  407 
シリ ーサ プ ッ パ sirisapuppha  ： 寶珠〕 59 上 

259 

シ リーサ ヴッ トウ Sirisavatthu  '町， 夜叉 都〕 


(  334) 


シレ  シ 


30  212  ；  60  207 

シ リ サ ン ガボ 一 デ ィ Sirisariighabodhi  ( = ヸ 

ヂャャ パー フー ほ 王） 61 164 
シ リーサ ン ガボ —ディ Sirisaihghabodhi ① 

〔一世 王：] 61 421,  446，  492 ② （アツ ガボ— デ 

ィ 三世 王） 〔二世 王〕 61 57 
シリ サン ガ— ディ ボー ディ 〔力〕 

Sirisamghadibodhi[ka] ① （= アツ ガボ— 

ディ 四 世 王） 〔三世 王〕 61 72° ② （聖 衆覺) 

〔精 舍〕 61 44 
シリ ダラ Siddhara  〔傳。 轉輪 王〕 26  286 
シリ. ヂャ— タカ Siri-jataka  (吉祥 本 生物 語） 

(二八 四） 31 228°  、 
シ リ デーヸ Siridevi  〔山〕 61 206 
シ リナ 一 ガ SirinSga ① 〔一世 王〕 60 144,  402 

② 〔二世 王〕 60 145,  146,  405 ③ 〔ヂヱ ッ タ 

ティ ッサ 三世 王の 伯父〕 61 56 
シリ ナンダ Sirinanda  (吉祥 喜） 〔宮殿〕 41 

351 

シ リ ナンダ— Sirinanda  (榮 喜） 〔スヂ ヤー タ 

佛 の妃〕 41 299 
シ リ 二 ッ ダンディ sidniggup が 〔樹〕 27  97; 

39  406 

シ リ ビッティ 力 Siripitthika  〔村〕 61 58 
シ リマー Sirima ① 〔比〕 25 150 ② （有瑞 者） 
〔プ ッサ 滞の 母〕 28  86;  41 322 ③ （有瑞 者) 
〔ス マナ 沸の 母〕 28  73;  41 263 ④ 〔毘舍 浮 
佛の 信女〕 41 337 ⑥ （有 祥） 〔燃 燈佛の 信女〕 
41 249  ®  (情陳 如 (^の 信女 ） 41 255 ゆ 〔レ 
一 ヴタ佛 の 信女〕 41 269 ⑧ （光輝 家） 〔スメ 
一 ダ佛の 信女〕 41 295  ®  〔毘婆 尸佛の 信女〕 
41 328  ',f ' 〔ァノ  —マ ダッ シー佛 の妃〕 41 277 
@  (尸 利 摩） 〔遊女〕 59 下 236  ；  63  314  @  〔夷〕 
21 315  @  (有祥 ） 〔宮殿〕 41 259，  327 
シ リマン ダ Sirimaij さ a  〔比〕 25  200 
シ リ マ ンダガ ッ ラ Sirimapdagalla  〔村〕 61 
174 

シリ マン ダ. ギヤ 一 タカ Sirimanda-jataka 

(榮 者の 愚 本 生物 語） （五 〇〇） 35  70° 
シ リミッタ Sirimitta  〔比〕 25  211 
シリ一 メー  ガヴ ンナ Sirimeghavappa  〔王〕 


61 r 

シ リー ヤー ラ Siriyala  〔村〕 61 206,  210 
シ リ ャヴラ Siriyavala  〔地名〕 61 365,  375, 
376,  378 

シ リラ ーヂ ヤー ディラー ヂ ヤシ ーハ 
Sirirajadhirajasiha  〔王〕 61 559°,  560 

ン リ ヴ ッ ダ Sirivaddha ① 〔比〕 25 118 ② 
(尸 利 阿荼） 〔大臣， 塞〕 11 上 151; 16 上 407 
③ 〔傳 。長者〕 28  202  (3' '(吉祥 看） 〔ァ ノーマ 
ダッ シー佛 の 信士〕  41 278 ⑤ （吉祥 if) 〔尸 
棄佛の 信士〕  41 332 ⑥ 〔宮殿〕 41 295;  61 
69 

シ リ ヴ ッ ダカ Sirivaddhaka  (尸 利 阿荼） 〔長 
者〕 39  3 

ン リ ヴ ッ ダナ Sirivaddhana  〔都〕 61 441, 
443,  445，  448,  493，  497，  498,  500,  503,  507, 
517,  521，  534，  538,  541,  542，  545，  549，  559 

シ リ ヴッダ マーナ Siriva(^3hamSna  〔池〕 61 
44 

シ リ ヴ ッ ラパ Sirivallabha ① 〔王子〕 61 167, 
179,  183，  191，  192，  196，  254 ② 〔マーナ ーパ 
ラナ 王の 子〕 61 291, 292 ③ 「ダミ ラ人〕 61 

383 

シ リ ヸ ヂ ャ ャ Siri vijaya  ( = シ リヸヂ ャャラ 

ーヂャ シーハ 王） 61 512 
シリヰ 'ギヤ ヤス ンダ、 ラ Sirivijayasundara 

〔精 舍〕 61 447 
シ リ ヸヂ ャャ ラー ヂ ヤシ ーハ王 

Sinvijayarajasihadipaka  〔§〕  61 512° 
シ リギッ カマラ ーナ ヤシ  ーノヽ 

Sinvikkamarajasiha  〔王〕 61 560° 
シリ ヸーラ パラ ッ カマナ リ ンダ シ 一 ハ 

Siriviraparakkamanarindasiha  〔王〕 61 

508° 

シ リ ンサパ sirimsapa  (蛇， 匍韌 者， 頭 匐 者， 爬 

行 類， 爬蟲 類） 42 11 
シール Silu  〔峯〕 60  237 
シール ツチ ャャ Siluccaya  〔傳。 轉輸 王〕 26 

323 

シ レー シカ silesika  (シ レー サ） 〔金 屬〕 60 
316,  317 


(  335  ) 


シーン ヴ， 士， 子 


ン ヴ Siva ① （濕 婆） 〔天子， 神： 12  95  ；  61 496 
@(= マ ハーシ ヴ） 〔王〕 60  67,119 ③ （私 婆) 
〔王〕 60  381 ④ 〔敎〕 61 496 

シ―ヴ Siva ① (私 婆） 〔相承 比丘： 5  5  ;  65  I) 
80 ② （私 婆 = チャン ダム 力 王） 60  390,392 
③ （=パ ヤシ 一 ヴ） 〔人〕 61 40 

シ―ヴ 〔力〕 Siva〔ka〕 〔一世 王〕 61 34° 

シヴカ Sivaka  〔比〕 25 154 

シ — ヴ 力 Sivaka ① （尸 婆迹） 〔比〕 25 111 ② 
(尸 婆-モー リャ' シーヴ 力） 〔比〕 15  354*; 
20 105,  106;  59 上 289，  290 ③ （尸 婆） 〔醫〕 
35  53;  41 373 ④ （尸 婆迦， 尸呵） 〔夜叉〕 4 
239  ；  8  280  ； 12  368 

シ ーヴラ Sivala  〔吉祥 滞の 子〕 41 259 

シ一ヴ ラー Siva ほ ① （=シ 一 プリ一） 〔吉祥 
佛の上 S 尼〕 41 259  シーヴ リー） 〔シ 

ッ ダ ッ タ ^の 上足 尼〕 41 315  a  ：拘那 含牟尼 
佛の 信女〕 41 345  T  〔王女, 尼〕 60  67, 119， 
126, 127 

ン ― ヴ リ Sivalin ① （尸 拔羅, 尸 婆羅） 〔比〕 17 
34;  25 123 ② 〔王子， 比〕 29  285，  286,  289 

シ —ヴ リ— Sivali ① 〔比〕 60 130 ② （= シ一 
ヴラ— ） 〔マン ガラ佛 の 第一 比丘尼〕 28  71 ③ 
(= シーヴ ラー） 〔シ ッダッ タ佛の 第一 比丘尼〕 
28  84 ④ 〔王妃〕 60 140，  389，  390  ；!)(= シ 
—ハシ —ヅ リ — ） 〔毘 闍耶の 母〕 60  60，  200 

シ —ヴリ プット ウー ル Sivaliputttiru  〔地名〕 
61 387 

シヸ Sivi  J) (尸 毘） 〔王， 佛の 前生〕 28  95  ；  38 
401 ； 41 371 ； 60  22, 160 ② 〔國〕 41 376, 
377 

シヸ 王の 听行 Siviraja-cariya  〔經〕 413  71° 
シヸ • ヂャ— タカ Sivi-jS は ka  (尸 昆王本 生物 

語） （四 九九） 28  70；  35  47° 
シ ン ガー タ 力 siihghStaka  〔植〕 39  392 
シン ガッ タ ラ Smgatthala  〔村〕 61 553 
シンガー ティ siiighati  〔花〕 26  30 
シン ガーラ SiiigSla  〔長者〕 38 156 
シン ガーラ 力 Smgaiaka  (尸 伽羅 越， 私 伽羅） 

〔居士〕  8  237 
シンガー ラサ ッダプ ツバ 


Singarasaddapubba  〔宮 i^〕  61 305 
シン ガーラ ピタ一 SiiigSlapi は r  〔比〕 25 112 
シ ン ガー 口一 ヴ一 タ、、 • ス ッ タ ン タ 

Siiigalovada-suttanta    (教授 尸 伽羅 越 經= 

六方 ¥ 經） 8  237° 
シソギ 一 siiigi  (黄金） 21 150,  157,  164, 17a 
シン ギ金 siiigi-vanna  60  349 
シン グ sMgu  〔魚〕 37 145;  39  411 
シン サカ simsaka  〔樹〕 39  408 
シン サパー ① simsapS  (尸舍 婆） 〔樹〕 39  407 

② SirhsapS  (尸舍 婆） 〔林〕 7  365 
シン ダカ Sindhaka  〔人〕 25  41 
シン ダパ Sindhava  (〜次 項 i 〔國〕 25  406 
① シ ン ダ ヴ ②' シ ン ヅ ゥ 產 sindhava  ( シ ン ド、 

產， 辛 度 馬， 信 度 馬 〜 前項） 〔馬〕 ① 60  304, 

355 ② 28 124，  339 
シン ダブ サン タ、、 ナ Sindhavasandana  〔傳。 轉 

輪 王〕 26 146 
シン ディ ― sindi  〔植〕 62'  362;  63  49 
シ ソ ド ゥ Sindhu  、信 度： 辛 頭） 〔國〕 26 191 ；. 

36  240 

シン ドゥー ラヴ ーナ Sindhiiravana  〔地名〕 
61 466 

シン ドウ ヷ、 ーラ. sindhuvSra  〔花〕 62  211 
シ ソ ドウ ヴーリ タ sindhuvSrka  〔樹， 花〕 2 

29  ；  27  45,  72, 105  ；  35 125  ；  37 144  ；  38 
435  ；  39  442,  449,  475 

シ ン ド產， シ ン ヅ ゥ 產 sindhava  ( シ ン ダ ヴ） 

27  70,  83  ；  28 124,  339 
シン ハラ 力 Simhajaka  i 錫 蘭人、' 59 上 34 
シン パリ simbali i 絹綿， 綿樹， 木綿， 絹 木綿， 

啖婆 梨） 〔樹〕 12  393;  28  390，  391; 29 124; 

30  275  ；  31 456,  458  ；  34  250  ；  36  271 ； 38 
254;  62  406,  407 

シンパ リ ヴナ Simbalivana  (S 炎 婆 利 婆那） 〔地 
獄〕 37  243 

士夫 T  puggala  (人， 補特 伽羅， 個人） 14  40， 
41 ② posa  (被 養 者） 42  4,  6 其 他； 43  43, 
45，  79;  44 128,  249,  365 

士 夫の 戒正行 purisa-sila-samacara  8 131 

子 PuUo  〔經〕 13  278,  345,  358 


(336  ) 


子， 尸， 氏， 支ーシ 


子音 byanjana  59 下 201 

① 子 肉 ② 子の 肉 putta-m'dmsa ① 13 142， 

143 ② 62  60,  82  ；  63  245 
子 肉 ① PuUamamsa  〔經〕 13 141 ② 〜前項 
尸 加羅越 Siiigalaka  i: 私 伽羅） 〔居士， 六方 禮 

拜の說 法を受 く〕  8  237* 
尸呵 Sivaka  (尸 婆迹） 〔夜叉〕 4  239 
尸漢陀 Sikhaddhi  〔マータ リ の 子〕 7  304 
尸棄 ：r  Sikhin  (式） 〔{^〕  6  362*  ；  8  261, 281 ； 
12  263*  ； 13 12; 17  370,  371 ； 25  207  ；  26 
161,  201,  209*,  226,  259，  282,  291,  301,  304, 
329,  337,  347，  352，  364,  368,  369,  372,  389， 
411，  430,  475*;  27 153，  172，  249,  501,  509, 
512;  28  87°,  92,  202;  41 85, 157,  329°*， 
360  ；  44  347  ；  57  267  ；  60 152 ②: Sikhi 〔經〕 
13 12 ③ 〔山〕 41 337 
尸棄 菩薩 Sikhin  bodhisatta  41 85 
尸 法 目犍連 Sikha  Moggallana  〔婆〕 18  407 
尸舍婆 simsapa  〔樹〕 32  272 
尸 舍婆林 Simsapavana  7  365  ； 17  221 
尸須 波遮羅 SisupacS ほ① （尸羅 婆 遮羅） 〔尼〕 

12  228 ② 〔經〕 12  228 
尸收 摩羅 山 SumsumSra-giri  (失收 魔羅 山， 失 
悅 摩羅 山， 設 苜婆羅 山， 首 摩羅 山， 膠 魚 山, 鼉山， 
鱷山） 〔邑〕 18 107;  20  25*,  336;  21 109, 
110,  113， 182 
尸陀林 Sitavana  (寒 林， シータ 林） 1 269;  3 
321; 4 119 

尸 婆 ① Siva  ( = ギリ カン ダ シ ヴ ) 〔王子〕 60 

65 ② Sivaka  〔醫〕 35  53,  56* ③ Sivako 

〔經〕 15  354 
尸婆迦 Sivaka ① 〔比〕 2'5 111 ② （尸 呵） 〔夜 

叉〕 12  368，  369 
①尸婆 弗 多 1) 尸 婆 弗 多羅 ChabyapuUa  〔蛇 

王族〕 ① 18 125 ② 30  243 
尸婆羅 Sivalin  (尸 拔羅） 〔比〕 25 123  〔傳 記〕 

27  326*  〔譬喩 經〕 27  324 
尸 婆 離 Sivali  〔王女〕 37  435,  437，  441，  442， 

443,  449，  475，  478*,  491,  495*,  504 
尸拔羅 Sivalin  (尸 婆羅） 〔比， 利得 第一〕 17  34 
尸毘 Sivi ① 〔國， 族〕 33  74;  35  47,  48;  36 


155,  179;  39 153,  161，  162,  263,  271,  279, 
281*，  318*,  342,  350*，  375,  385,  399,  400, 
434*,  452,  474，  484，  491，  513，  514,  520，  521, 
528,  535,  538，  544* ② 〔王〕 33  74,  75  ；  35 
48*，  50  ；  36 155,  165， 174  ；  38  401 ； 39 153, 
154,  157,  161,  263,  268*,  316,  340；  59 上 
259*  ；  60  22 
尸 毘王施 眼の 問 Siviranno  cakkhudana- 

panho  59 上 259 
〔尸 毘王は 眼 を帝釋 婆羅門に 施す〕 35  48 
尸 毘王本 生物 語 Sivi-jataka  (四 九九） 35  47' ； 
61 509 

尸毘布 Siveyyaka  3  486,  490 
尸羅 婆遮羅 S お npacS ほ （尸須 波 遮羅） 〔尼〕 
25  369 

尸 利阿荼 Siriva44ha  ®  〔大臣， 塞〕 11 上 151 ； 

16 上 407;  39  3，  4，  8,  23,  32, 129  〔重病に 際 

し 阿難より 四 念 處の說 法 を 受けて 得不 還果〕 

16 上 407 ② 〔經〕 16 上 407 
尸利沙 sirisa  〔樹〕 15  302;  30  449;  39  406 

〔菩提樹〕 6  364;  60 114，  117*  249 
尸 利 摩 Sidm5  〔遊女〕 63  314 
氏 姓 gotta  (姓， 種 姓， 家系， 名字） 12  47，  93， 

94,  260 
支 Aiiga  〔經〕 16 下 314 
支衍多 Jayanta  〔迹葉 沸 時代の 王〕 60 102, 

113,  253,  255;  65(1) 108 
支持 ① upatthambha  59 上 72，  73  ® 

upatthambhaka  50  411，  493;  51 439;  64 

311;  65(11)  44 ③ gutti  (保護） 7  31, 32 ④ 

Vatthu  〔經〕 12  52 
支持 〔業〕 upatthambhaka 〔- kamma〕  64  311 ； 

65(11)  44 

支持 性 vitthambhana-bhava  63  254 
支持 相 vitthambhana-lakkhaija  (=, 風界） 

63  253,  274 
支 杖 ma!orika  4 189 

支 節 明 aiiga-vijj§  (手足 判 斷學， 手足 占 ひ， 人 

相 術， 卜占 明） 6 11， 101 
支 多羅 渐那 Cit は sena  〔乾 闘 婆〕 7  283 
支提 ① Ceti  (枝提 ，制 底） 〔國〕 2 171; 7  205*; 


( 337) 


シー 支， 止 


16 下 363  ； 17  345  ；  20 103  ；  21 109，  110， 
113，  118，  146,  153，  160,  169;  22 上 264; 
22 下 60;  33  53，  58*;  44  246  〔十六 大國の 
— ： 17  345  ；  21 146，  153,  160, 169 ② cetiya 

( 制 多， 塔廟, 靈祠， 祠堂, 祠廟， 塔， 墓听, 廟塔, 13 
念 塔， 舍 利廟） 23 12  ；  26  63, 129,  130,  152, 
453  ；  27  205  ；  33  32  ；  34 155 ；  41 301, 345  ； 
58  220,  311，  313，  337,  426  ；  60 16,  53，  56， 
130,  131， 241 〔三種〕 34 155 ③ 〔樹〕 36 165 

支 提洪養 cetiya-pOja  60  53，  56 

①支提 山！: 支 提耶山 Cetiya-pabba は： 支 帝 
耶山） 〔精 舍〕 60 102，  120,  121，  130,  135, 
142,  261*,  279,  282*,  289，  300，  372,  382, 
385，  386,  389，  395；  62  41, 124，  240,  385 ② 
60  411 ； 61 83，  99, 100,  112，  120, 128  〔建 
立： 60  94  〔受納〕 60  261 

支提 山の 受納 し etiyapabbata-pa^iggahapa 
60  95 

支提本 生物 語 Cetiya-jataka 四 二 ニノ  33  52° 

支 fell 拜 cetiya-vandana  58  311 

支帝耶 Cetiya-pabbata  r 支提 山, 支提耶 山） 

〔精 舍〕 65(1)  90， 102,  103，  105*, 123 
支と 所緣 との 超越 

angarammanasaiikantika  63  303 
支那 Cina  〔國： 27  91； 59 上 263;  59 下 183, 

188,  248 

(D 支那 布 D 支那 製の 布 Cina-patta  X  26  3; 

28  90  ；  62  216  ；  64  215 ② 41 343 
支 515 豆 cinaka  24  89 
支の 確立 aiiga-vavatthapana  63  303 
支の 寂靜性 anga-santata  63  78 
支の 勝 妙 性 aiiga-pamta ほ 63  78 
支の 超越 X  ariga-saiikantika  63  303 ② 

anga-samatikkama  62  222 ③ 

angatikkama  63  229 
支 SS 者 ① vasavauin  ( 自在， 自在 者， の 統治 

者， 全能者， 化 自在， 指令 者， 婆 舍拔提 6  311, 

312 ② ayya  (贵族 ） 20  343,  344 

支配者なる 妻 ayya  bhariya  (貴顯 夫人 I  20 
344 

5^SH ビ 引く 業 adhipacca-sarhvattaniva 


kamma  58  47，  50  - 
支 分 Aiiga  ：經： （一) (二 16 上 299,  300 
支羅 Ce!a  〔經〕 16 上 387 
支離滅裂の 言 vacS-vikkhepa  、語の 錯亂ノ  6 

33* 

止 ① saniatha  ' 奢 摩 他， 止 息， 寂 止） 16 上 83  ； 
18  246  ；  22 上 197* ；  22 下 277* ；  42  313  ；  44 
483°  ；  45 13，  24°,  96, 111,  340。  ；  62  8, 177， 
263，  264，  292,  294;  63 121,  312,  313;  64 
445,  483  %  passaddhi  (輕 安， 安息） 22 上 
197*；  22 下 277* 

止觀 T  samatha-vipassana  (止と 觀， 奢 摩 flk 
昆鉢 舍那） 15  303  ； 16 上 78  ；  25  223  ；  64 148， 
457  I  Samatho  ： 經： 16 上 78 

〔止 觀修 習の 先 後 等；； 18  276;  41 1 

〔止 觀と 行捨〕 40 106 

止業處 samatha-kammatthana  63  31; 
65  II  78。，  82 

止 持戒 vSrit は- sila  59 上 281 ； 59 下 229  ；  62 
24° 

止 住 ① thiti  (住 22 上 336，  337 ② Thiti 

〔經： 14  430  ；  22 上 236 
止 住 一 安樂 Thiti-kalli は 〔經： 14  447 
止 g —  出 起 Thiti-vuUhana  〔經： ： 14  446 
止住處 L'passayaih  〔經〕 13  314 
止 住する 處 （胃腸 內、 yattha  santitthati 

11 下 339 

止 住 善 thiti-kusala  (住する に 巧， 住 定善巧 > 

14  430,  431,  439,  440,  446* 
止 諍 adhikaraija-samatha  、滅 諍， 滅 I？ 法） 

〔七 種〕 8  333  ；  20  404  ；  22 下 69,  72 
止 If 法 samatha  =adhikarana-samatha 减 

淨法, 滅諍， 滅， 滅法 4 146*,  154* 
止 相 samatha-nimit は 寂 止 相, i  8  293;  45 

13,  340°  ；  62  263,  293，  303 
止 相と 精勤 相 samatha-nimktafi  ca 

paggaha-nimittan  ca  8  293 
止 息 ®  sannama  =  samyama  、禁制， 禁戒， 望 

制， 自制 17  245  %  samatha  (止， 奢 摩 他） 8 

68  I  Santakarh  〔經： 15  340，  341 
止息處 upasamadhitthana  、寂靜 住處） 〔四處 


(  338) 


止， 司， 市一 シ 


の  一〕 8  308 
止 息隨念 upasamSnussati  (寂 止隨 念， 念 休 

息， 寂靜 念） 〔十隨 念の  一〕 62 174，  228，  261 
止息禪 appanaka-jhana  (無 息禪） 〔五 種〕 9 

424°* 

止息樂 upasama-sukha  (寂 靜の樂 ，寂 止の 樂） 

11 下 326，  330 
止斷 patipassaddhippahana  40  43，  44 
止と ig   samatho  ca  vipassana  ca  (止 觀， 奢 

摩 他と 毘鉢 舍那） 8  293，  359; 10  328; 11 下 

418,  431 ； 15  449  ； 16 上 78  ； 〔17  93〕 
止の 攝 samatha-saiigaha  65(11)  78 
止分定 thiti-bhagiya-samadhi  (住 分定， 順 

住 分定） 〔四定 の 一〕 8  364  、 
止滅 nirodha  (滅， 滅盡） 6  270 
止滅空 patipassaddhi-sunna  41 118 
止 滅淸淨 patipassaddhi-visuddhi (安息 淸 

淨） 40  324 

止滅 淸淨戒 patipassaddni-parisuddhi-sila 

(安息 遍 淨戒） 40  90° 
止离 f   patipassaddhi-viveka  41 171* 
止 力 samatha-bala  (寂 止 力） 64  483° 
止 を 先行と する 璧道 samatha-pubbaiigama 

ariya-magga  42  313 
司獄 ① cora-gh5taka  =  cora-ghS は （殺賊 者， 

刑吏， 行 刑 者， 死刑執行 人 魁膾） 13  384 ② 

bandhanagarika  (獄吏， 獄卒） 18  361; 47 

443 

① 司祭 ② 司祭 官 purohka  (王師， 帝師， 顧問， 
國師） ① 28  405,  406  ；  29  57*,  144，  162,  217， 
350*;  30 188,  189,  294,  296，  301，  316，  409; 
32 11， 12,  69, 138*,  427*  ；  34 195*,  241*， 
288*,  409,  420,  421 ； 36  28*,  39，  219*,  253  ； 
59 上 253;  59 下 13， 185,  208 ③ 31 170, 
354*,  380,  452*,  480;  33  52*,  136*  ；  35 
185*  232，  398，  399  ；  37  438*  ；  38 148, 150 

① 司祭 ② 司祭 官 porohicca ① 24  234 ② 26 
80,  82 

司祭 官 (L  purohita 〜前前 項 (2)  porohicca 

〜ほ U 項 
〔司祭と 王妃〕 29  350 


〔司祭と 犧牲と 青年〕 34 195 

〔司祭と 邪惡 なる 將軍〕 30  316 

〔司祭の 子 王妃に 戀 せられ 王と なる も 愛欲 を 厭 

ひて 出家す〕 32  387 
〔司祭の 子 四 人の 出家と その 感化〕 35 186 
〔司祭の 子 出家して 還俗せ ず〕 31 356 
〔司祭の 子 出家して 辟支佛 とな り， 往時の 友た る 

王 を 出家せ しむ〕 32 141; 36  221 
〔司祭の 子 出家して 父 王 を 殺せる 舊友を 敎訓〕 

36  253 
〔司祭の 子と 象 祝〕 30  72 
〔司祭の 讒 It られ たると 王〕 30  295 
〔司祭の 多言と 受難〕 34 195 
〔司祭の 不法 裁判と 半布薩 との 果〕 35  232 
〔司祭 は 王の 谒 によりて 詳細 を 知る〕 34  241 
〔司祭 は 虚偽 を訴 へて 敗る〕 31 479 
〔司祭 は 愚 王 をして 王子 等を牲 にせん とす〕 38 

148 

司財官 setthin  (長者， 財務官） 37 106* 
司 財の 者 vaddhaka  26 161 
司政官 maMmat ね （大臣， 大官） 8 191* 
司 厨 ① rasaka  37  260* ② siida  (料理人， 厨 

士）  37  337,  339 
司直 官 rajuka,  lajuka,  rajuka  65(111)  5， 

52，  53 

司法 voharika  (裁判， 斷事） 1 72 

司法官 ① akkha-dassa  (裁判官， 判官， 法官） 

59 下 185,  208 ② vinicchayamacca  (司法 大 

臣， 裁判官） 30  308 
司法大臣 vinicchayamacca  (司法官， 裁判官) 

30  326 

司法の 大官 voharika-mahamatta  (MM% 

斷事 大臣） 2  360 
司法に 於け る 公平 viyohala-sama ほ 65(111) 

54 

司令官 parmayaka  (將 軍， 主 兵臣） 59 下 166 
司隱官 gaijaka  (算數 家， 算數 者， 計算者, 主 財 
官） 34  274 

市街 論 visikM-katha  (街路 論， 街道 論, 道路 

論， 道 傍 論， 巷 中 論， 風評 論， 風 許の 話） 〔無用 
論の一〕 6  255 


(339  ) 


シ 一市， 仕， 史， 四 


市肆 Spapa 店 4  397;  9  38，  39，  46  ； 10 156 
市井 antara-ghara  i 俗 家の 間） 2  287°  ；  5  44， 
72 

市民 negama  (都人 il 371 

市門の 標柱 inda-khHa 帝 柱， 門柱, 門閾， 棚 門， 

因陀羅 柱， m)  23  6 
市 論 nagara-kathS  '都市 論， 都 城 論， 都 翁の 

話） 〔無用 論の 一;： 11 上 1， 28，  36;  43 175, 

184，  348;  44  433 
仕事 veyyavacca  (執事) 2  486 
仕立屋 ① tunna-kara  33  253,  257 ② 

tunna-vaya 裁縫師， 裁縫 匠） 39  66,  69,  72 
史簿 itihasa  (伊 帝 訶寫， 古 溥說， 傳說， 如是 語) 

28  7;  41 220 
四 Ca は SSO  〔經， 13  248 
四阿 "祇 cattaro  asaiikheyya  (四 無量' 28  5， 

6,  27,  93， 163,  164;  41 216,  219 
四 阿僧祇 劫 百 千 劫 kapp5narii. 

satasahassaih  caturo  asaiikheyya  (= 四阿 

僧 祇十萬 劫） 59 上 369，  370;  59 下 124， 128 
四阿 僧祇十 萬 劫 cat ほ ri  asaiikheyyani 

kappa-satasahassani  ( = 四阿 僧 祇百千 劫） 41 

219；  63 148 
四 愛生 cattaro  tanhuppada  (四渴 愛生） 8 

307 

四惡行 cat ほ d  duccaritani  〔殺生， 不與 取， 
邪娃， 妄語〕 47  63, 111°; 〔18 122,  145〕. 

四惡趣 ① cat ほ ro  apaya  (四 道 = 四惡 道； 地 
獄， 餓鬼， 畜生, 阿修羅） 23  7  ；  24  85  ；  31 185  ； 
33  56;  34  50  ;  37  64  ；  57 149,  239，  247,  257  ； 
65(11)  42;  〔35  213〕  S  catasso  agati  (四 非 
道， 四不? ず） 61 413 

四惡道 cat ほ ro  vinipata  (= 四惡 趣） 25  409 

四 11 羅果 B 翁 人 cattaro  ambupama  puggala 
47  366,  424° 

① 四威篛 D 四 威 II 路 catu-ii-iy5patha  〔行， 
住， 坐， 队〕 L  36  87, 153,  252  ；  62  50,  51， 62， 
255  ；  63 13,  248  ；  17 ② 16 上 265,  266  ； 

40  347;  41 177 

〔四 威 il と! 進： 18  23;  23  365,  366,  368 
〔四 威儀の， III 16 上 265 


四 有 生 catasso  bhavuppattiyo  ： 四 種 天〕 
11 下 183 

四雲喻 人 cattaro  valahakupama  puggala 

47  366,  421。 
四蘊 〔有〕 catu-vokSra:-bhava:  48 上 43，  44， 

46*,  63*,  75*,  109*，  248，  316*.  360*  ；  49  54*, 

83* 111*,  201*,  270*,  301*,  345*,  451* 其 

他； 50  367,  374*,  413，  481 
四蘊有 catu-vokara-bhava  40 13，  226；  42 

12,  72,  76, 199,  288,  307，  342;  43 177,  325  ; 

44 109,  146,  211,  222，  319，  323,  405,  406; 

46 183  ；  47  227,  254*  ；  57  59，  60,  337*  ；  58 

13，  68,  80，  81， 86;  64  259,  261,  322，  486 
四 依 X  cat ほ ri  apassenani  ：受 用, 忍受， 遠 

避， 遣 除〕 8  303,  350  ；  22 上 248  ；  42  29  t 

cattaro  nissaya  (= 四資 具， 四 事） 〔飮 食， 衣 

服， 具， 醫藥〕 3 102°,  163=  ；  44 125; 〔18 

48,  438，  439； 19 171*，  203,  204〕 〔受 用〕 9 

13  ； 18  97;  58  39 
〔四 依 布施の 念；； 18 112 
四 依 品 cattSro  nissaya  3 164 
四 王 章 CaturSjaka  61 64 
四 王 天 Catumaharajika  deva   PII 大王 衆 天， 

四 大王 天， 四天王） 1 28;  32 171,  172;  37 

286，  331; 51 4i3;  65(11  40 
四應 法 cattaro  sacchikaraniya  dhamma 

(四の 應證の 法） 8  308 
四果 具足 人 cattaro  phala-samaiigino 

puggala  47  373,  470 

〔四〕 果注 〔者〕 phale  thita  47  359，  377° 
四 餓鬼 cauaro  peta  59 下 135 
四戒蘊 catu-silakkhandha  59 下 63 
四界 ① catasso  dhStuyo  〔 地， 水， 火， 風 = 四 
大， 四大 種〕 8  306; 13  248*  ；  64 19  〔四諫 と 
の關 係： 13  358  (2.  catasso  si  mayo  42 147 
四界 差別 catudhatu-vavatthana  62 174， 
221,  226,  228  ;  64 15，  287;  65  II)  79; 〔18 
288〕 〔功 德〕 63  287  ： 語義〕 63  248  〔修 習〕 
63  247°*  253 

四界 〔差別〕 業處 〔修 習〕 者 catudh§tu- 
kammatthanika  62  371 


(  340  ) 


〔四界 差別の 聖典〕 63  248 
〔四界 差別 法〕 64  287 
〔四 界の等 起〕 63  279 
四角 衣 catu-kannaka  4  208 
四角の? 也 caturassa  pokkharani 11— ド 109 
四渴 愛生 cat ほ ro  tanhuppada  (四 愛生 i 47 
63, 109° 

四月 藥資具 請 catumasapaccaya-pavarana 
2 160-^ 

四 甘食 catu-madhura  bhunja  (四 甜劑） 28 
459 

四 g3P9   cat ほ ri  panha-vyakaranani  (四 種の 
間の 解答） 〔一向， 分別， 反 詰, 應捨〕 8  308  ； 18 
82  ； 〔17  320  ；  59 上 301〕  、 
四 行 catasso  patipadS     '(四 通行， 四 種の 通 
行） 18  262,  263，  265，  270,  271，  272;  22 上 
292  ；  40 139  %  〔不堪 忍, 堪忍， 調伏， 寂靜〕 8 
307  ； 18  267,  269 
四 句 caturo  pada  (= 四聖 諦） 23  59 
四 句 谒の法 catuppada-gatha 11 下 151 
四 句の 解說 catuppada-veyyakarana 10  306 
四功德 〔佛 の〕 cat ほ ro  guna  59 上 323 
① 四衢② 四衢 街道 ③ 四衢道 siiighataka 

(四 大衝 街路， 十字路， 街衢， 四 辻， 衢） 0；11 上 
146,  147; 11 下 208,  219; 18  421 ② 6 124 
③ 3  416,  598*  ；  4  387,  388  ；  21 50 
四衝街 Spathaka  8  56，  60 

D 四 衢大街 ② 四衢 街道 ③ 四衢道 ④ 四衢路 
catummaha-patha  (四 通の 公道， 十字路， 四 
大道） ① 11 下 109  ；  63 12,  248    D  9  227  ； 
11 上 6 ③ 7 126，  153，  340  ； 19  37  ；  20 153 
@ 16 下 200 
〔四衢 路上の 土 堆と車 輿の 譬喩〕 16 下 200 
四隅 catukkaijija  (四角） 11 下 213，  238 
四 軍 catur-aiigim  sens  ( 四 支 軍， 四 a 軍， 四 
種の 兵， 四 部 兵， 四 兵； 象， 馬， 車， 步） 6  201; 
7 168*  ；  26  41， 73, 132  ； 〔19  219,  222  ；  41 
158,  162;  42 189〕 
四悔過 法 cat ほ ro  patidesaniya  dhamma 

、四 提舍尼 法） 2  336;  5  352 
四偈集 Catukka-nipata ① 〔長老 偈經〕 25 

( 341 ) 


171° ② 〔長老 尼偈經 ：' 25  346° 
① 四繁② 四 態 縛 cat ほ ro  gantha  〔貪， 恙, 戒 

禁取, 此實 執〕 ① 8  309; 16 上 241; 40  213; 

42 145，  371; 45  294°,  369;  47  63, 107°  ； 

65(11)  63 ② 43 117;  〔64  83，  447〕 
四 見 catasso  ditthiyo  47  63， 112 
四 語惡行 cat ほ ri  vaci-duccaritani 18  247, 

400; 〔18 146〕 
① 四 語 善行 ② 四 語 妙 行 cat ほ ri 

vaci-sucaritani  (T  42  332°  5 18  247,  400  ； 

〔18 147〕 

〔四〕 向 patipannaka  47  359,  377° 

四 向四果 cattaro  patipanna  cattaro  phala 

24  486,  497  ；  〔22 上 31 ； 40  33， 121,  136,  164, 

194*  324，  336  ；  41 167  ；  47  43  ；  57  290,  302, 

304,  348  ；  58  262,  274,  400〕 
四 業 catmri  kamniani   D  (四 種の 業； 黑黑 

異熟 等） 8  308; 18  404*;  〔64  222,  310，  312; 

65(1111  44。〕 ② 〔在家が 財 を 以て 行 ふべき〕 

18 116 

〔四 業 垢 （殺生， 偷盜， 邪娃， 妄語)〕 8  238 
〔四國 王 出家して 辟支佛 となる〕 32  361 
四 極 遠 cattari  suviaura-viclurani 18  89  ； 

58  38， 166,  170,  171,  227,  229,  231 
四 勤 catmri  padhanani      四 正 勤,！ 〔律義， 

斷， 修， 隨護〕 8  304; 18 127 
〔四 歳: こして 成 阿羅漢" 27 114 
四 在家 出家 catu-gihi-pabbajjS  3  35 
①四支 具足の 語 ②四支 を 具備せ る 語 catdhi 

aiigehi  samannagata  vaca    i 12  ^26 ② 

24 162 

四 支 具足の 梵 f 亍 caturarigasamannagata 
brahmacariya  〔苦行， 貪捸 行， 嫌 獣' 行, 孤燭 
行〕 9 127 

四 支 軍 catui-aiigini  sena  (四 軍， 四 種 軍， 四 種 
の 兵， 四 部 兵， 四 兵 ； 象， 馬， 車， 步） 19  211 ； 27 

8， 103;  59 上 10，  69，  76 

〔四 支 軍の 譬喻〕 59 上 79 

四 支 を 有す る布薩 caturaiiga-samannagata 

uposatha  (= 四 分布 薩戒 i  38  239,  269 
四 支 を 具-: i: る 黑閣 caturanga-samannagata 


シ一 四 


tama  64  365 

四 支 を 具備せ る闇黑 caturaiiga- 
samannagata  andhakara  43 157,  310 

四 詩人 cattaro  kavi 18  403 

四資具 cat ほ ro  paccayS  (四 事 =四 依； 衣服， 
飮食， 队具， 醫藥） 59 上 7,  320,  321 ； 59 下 350  ； 
〔5  214  ； 18  48，  438,  439  ； 19 171*,  203,  204  ； 
42  338〕 〔受 用〕 9 13; 18  97;  20 145°  ；  43 
384;  58  39  〔受 用の 目的〕 8 165;  25  271; 
29  235，  251 

四 自體得 cattaro  attabhava-patilabha  (四 
の 得 自體） 8  309 

四識住 catasso  vinnanatthitiyo  8  307  ； 14 
85  ；  44  278° 

四 食 cat ほ ro  ahara  ： 段， 觸， 意思， 識〕 8  306, 
363;  9  453; 13 16°, 18， 142°,  146;  22 上 
277;  40  38,  203,  370;  44  346;  47 162;  50 
348  ；  62  404  ；  64 148,  167, 189  ；  65(11)  64  ； 
〔9  76  ；  42  36  ；  57 190  ；  63  325°  ；  64  83〕 〔緣 
起 一八 支〕 9  453; 13 16, 18  〔界 盤： 47 170* 
〔諸 門 分別〕 47 197-211 

四 沙門 cat ほ ro  samana  〔不動， 白 連， 紅蓮， 柔 
軟〕 18 152,  156,  137,  158;  24  32;  8  311; 
18  416〕 

四 沙門 果 cattari  samanna-phalani  〔預流 
果， 一 來果， 不還果 ，阿羅漢 果〕 （〜四聖 者） 8 
306.  364  ；  9  51； 40  57, 141,  348,  378*  ；  41 
96, 145  ；  44  377，  392,  458  ；  45  351，  355*  ；  57 
367  ；  58  344,  346  ；  59 上 395  ；  59 下 209，  247, 
275,  313,  343  ；  64  477  ；  〔6  324  ；  8 168; 17 
32,  67  ； 19  380,  381 ； 20  214*  ；  21 198  ；  58 
56，  345，  369  ；  59 上 71 ； 59 下 40, 191, 204  ； 
60  341〕 

〔四 沙門 果と斷 煩惱〕 41 69 

〔四 射手の 射た る 箭と鶴 鳥〕 34 128 

四蛇卩^^人 cattaro  asivisupama  puggala 
47  367，  430。 

四 取 cat ほ ri  upSdSnani  〔欲， 見， 戒禁， 我 語〕 
8  309  ；  9  81， 106  ； 13  4  ； 15  397  ； 16 上 240  ； 
40  213,  388;  45  310°,  380；  47  63, 108°  ；  64 
254,  257;  65(11)  63;  〔7  5  ；  40  388;  46 182; 


54  232  ；  64  83，  448： 
四取界 catasso  upadinna-dhatuyo  44  98， 
100 

四 種 〔若く とも 輕賤 すべから ざる もの〕 12 119 
〔四 種 記 心〕 8 126 

四 種桔生 catubbidha  patisandhi  65  II；  41 
〔四 種 死と 結 生の 次第〕 65!.11'  47 
四 種 死の 生起 catudha  maranuppatti  65(11) 
47 

四 種色蕴 catubbidhena  rupakkhandho  46 
20 

四 種色聚 catubbidhena  rupa-saiigaho  45 
182,  256 

四種淨 catubbidha  suddhi  62  80 

四種禪 catukka  [naya-j  jhana  62  333;  63 

158,  192， 193  ；  〔45  45〕 
d: 四 種 人 ② 四 人 cat ほ ro  puggala  X  9  36  ； 

10  263  ®  8  311 

四 種 人②四 種の 人 ③四人 cat ほ ro 
pugga ほ '四 補特 伽羅） 〔自 苦， 苦 他 等〕 3 10 
88,  91°,  200  (2. 11 上 210，  214°  t  8  311 

① 四 種 人 ② 四 人 cat ほ ro  puggala  (四特 補 
伽羅） 〔闇よ り閽へ 等〕 ① 12 156  S  8  311 

四 種の 過去 catudha  atitam  〔世， 相續， 時， 剎 
那〕 64  71 

四 種の 階級 cat ほ ro  vanna  (四 種の 姓， 四姓） 
37  398 

四 種の 學 catasso  sikkha  46  351 

〔四 種の 敎誡〕 8 131 

四 種の 業 cat ほ ri  kammani  (四 業； 黑黑異 

等） 10 165。 
四 種の 財物 cat ほ ri  dhanani 11 上 238,  239 
四 種の 失壞 catasso  vipattiyo  〔戒， 行， 見， 

命〕 5 157° 

四 種の 聖諫 cattari  ariya  saccani  (四聖 諦 =^ 

四 諸） 23  46 
四 種の 諍 事 cattari  adhikaranani  (四 諍 事） 

〔爭 論, 非難, 罪過， 義務〕 2 199,  385;  5 159 
四 種の 神 通 catu-iddhi  (四 神 力， 四 祌變， 四 如 

意德） 33  53 
四き の深義 catubbidha  gambhira-bhava 


(  342  ) 


四 一 シ- 


65(1)  30 

四 種の 衰亡 cattSri  parijunnani 11 上 8 り 
四 種の 姓 cat ほ ro  vaijijS  (四 種の 階級， 四姓） 
8  99 

四 種の 相 caturo  nimitta  41 224,  254 其 他 
四 種の 通 ほ catasso  patipada  (四 行， 四 通行） 
8 130 

四 種の 顚倒 catubbidha-vipariyesa  (= 四顚 
倒） 62  414 

四 種の 奴隸 cat ほ ro  dasa  (四 奴 僕） 38  463, 
464 

四毽の fl5 の 解答 cattari  panha-vyakaranani 

(四 記 問） 59 上 301 
四 種の 入ガ台 catasso  gabbhavakkantiyo  (四 

入胎） 8 125 
四 種の まき 梵行 g   cat ほ ro  abrahmacariya- 

vasa 10  360 
四 種の 怖 cat ほ ri  bhayani  (四の 畏） 〔波， 鰐， 

M,m 10  273 
四 種の 奉 事 catasso  paricariya 11 上 234, 

235 

四 種の 兵 caturaiigini  sena  (四 軍， 四 支 軍， 四 

種 軍， 四 部 兵， 四 兵） 11 下 222，  223 
四！ 1^5 己 catubbidha  avyakata  58  259 
四受用 cat ほ ro  paribhoga  62  79 
四 誦釋義 CatubhSQavara-vappana  〔書名〕 
61 514 

四楦: fa 兪人 cattaro  rukkhupama  puggala 

47  368,  438° 
四周 梯 samanta-nisseni 1 254 
四周 邊 cattaro  pariyanta  〔戒律 儀， 根 律儀， 

食 知 量， 警寤隨 勤〕 43  364 
四洲 ① cattaro  dipa  (四 大洲） 16 下 220,  221 ； 

41 298,  389  ； 〔17  371 ； 38  452  ；  62  406，  407] 

② catudipaka  〔雲〕 59 下 218 
四み H の 主 catuddipa-raja  25  414 
四修習 ca は SSO  bhavana  〔尋 求， 獲得， 一味， 

朁〕 40  47，  50 
四修定 ca は SSO  samadhi-bhavana  (EE 定修） 

18  80 

四 修定者 caturo  jhayi 14  429* 


〔四 衆〕 〔比丘， 比丘尼， 優 婆 塞， 優 婆 夷〕 18 14 

四 衆 可 作 catuvagga-karana  3  556 

四 集 Catukka-nipSta ①!: 增 支部 經〕 18 1. 

② 〔如是 語經〕 23  353°,  372 
四十 行 相 cat ほ risa  akara  〔有爲 法の〕 41 

193 

〔四十 行 相に よる 五蘊の 思惟〕 64  325 

四十 渴集 Cat ほ 1 お a-nipa は ① 〔長老 偈經〕 25： 

293° ② 〔長老 尼 fi 經〕 25  40r 
四十 業處 cattalisa  kammatthanani  (〜三 

十八 業處） 62 183，  197,  220°,  232;  65(11)  79" 
四十 四智 catu-cattarisa  nanani  57  286  ； 

[47 11， 39〕 
四十 四智事 catu-cattarisa  nana-vatthtini 

13  82,  83 

① 四十 齒 ② 四十の 齒 cat ほ risa-darUa  〔三 
十二 相の 一〕 ① 8 186，  224; 11 上 182 ② 6' 
382 

四十 事 cattalisaka  4  97 

四十 二 行 相 dva-caUa!isa  akara ① 〔有爲 の〕 i 

44  268 ② （= a 十二 身分） 64  288 
四十 法 Cat ほ risa  dhamma  〔經〕 22 下 269 
四 法 cattaro  samvasa 18 丄 02， 105 
四 住 期 assama  61 279 
四 處 caturadhitthana  (四 處） 〔慧， 諦， 捨，. 

寂靜〕 11 下 334，  336° 
四重 (T)  catugguna  23  221， 223  J  catu- 

sankhepa  (四 略） 40  86 
四听緣 cattari  arammanani 40 139  ；  47 

11， 38 

四處 ① caUari  adhitthanani  (四 f£ 處） 〔 慧,. 

諦， 捨， 止 息〕 8  308 ② cat ほ d  thanani 18 

209,  212,  213,  214,  328 ③ 〔佛の 降誕， 成 道， 

轉法 輪， 般 涅樂〕 7 124 
四 生 ca は SSO  yoniyo  (四 胎） 〔卵， 胎， 濕， 化〕 8 

309;  9 119°  ； 14  389，  399  ；  63 131 ； 〔26 165  ；. 

59 上 272，  273;  59 下 91〕 
四正觀 catasso  vipassana  40  9o 
四 正 勤 cattaro  sammappadhana  (四 正 勝, 

四 正斷， 四 精進 = 四 勤） 4  358;  8  300; 11 上 

14  ; 11 下 418，  430; 16 上 79,  86; 16 下 6> 
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81°*; 18  27°,  28°  ； 19 16;  22 上 189*;  22 下 
84;  40 139，  339*;  41 96;  42 18,  77,  216, 
217,  320，  330,  352  ;  43 110，  123，  131，  139, 
143,  166,  171,  186，  220,  320,  340，  359，  360, 
394,  406;  44  21， 107，  200，  231, 234 其 他； 
46  295°，  299。；  59 上 3,  73,  74;  59 下 186， 
193，  217，  247;  64  79,  441°,  443;  65(11)  65; 
〔7  360°  ； 11 上 32*; 11 下 354; 16 上 152; 
16 下 9; 17  57; 18  447;  44  485〕 〔定義〕 46 
295°  〔諸 門 分別〕 46  304  〔戒 との 關係〕 16 下 
84 

'① 四正斷 ② 四 正 勝 cat ほ ro 

sammappadhana  ( 四 正 勤， 四错進 i ① 1 
154*  ；  2  41* ② 47  213* 

四 正 知 節 catu-sampajafifia-pabba  63  25,  26 

〔四 淸淨 （身， 語， 意， 活 命)〕 18  351 

① 四聖 言 ② 四聖 者言說 cat ほ ro  ariya- 
vohara  (離虛 誑 語， 離雞間 語， 離 a 惡語, 離雜 
穢語） ① 8  310 ② 18  429，  430 

〔四聖 者〕 〔預流 等〜 四 沙門 果〕 6  223;  8 131， 
132;  9  392; 11 下 85; 18  416;  59 下 204, 
206,  335  ;  63  332 

四聖 M  cattaro  ？ riya-vamsa  8  303; 18  50, 
51; 40 139;  〔43  385°  ；  44  415°〕 

四聖 諫 cattari  ariya-saccani  (四 種の 聖 諫= 
四諦） 3  20，  404;  7  54，  351 ； 8  364  ；  9 100, 
329  ; 11 下 349，  350,  355; 16 下 6,  330*  ； 17 
284,  286°  ； 19 16;  23  2  ；  28  208;  40  9， 
340*  ；  41 77,  87;  44  392;  46 125  。  ；  59 上 3， 
263;  59 下 58, 128,  192;  64 110,  112，  113， 
115;  65  11)  66; 〔16 下 340°，  345°〕 

叫聖道 cattaro  ariya-magga  (= 四 向， 四 道） 
40 141,  348,  372，  378*  ；  41 96， 145  ；  42 147  ； 
44 168，  448，  491 ； 62  30；  64  477  ；  [42 10, 
170,  306  ；  44 122，  444,  463,  466  ；  58  2,  225  ； 
62  91 ； 63  82  ；  64  430〕 

〔四聖 道と 煩 溜の 斷 I  40 114,  117，  119,  155，  197, 
319，  365,  373,  438  ；  41 5，  7,  65*  ；  42  39, 147, 
213;  43 138，  403 

四障礙 〔施物の〕 cat ほ ro  antaraya  59 上 322 

西 精舍 cat ほ ro  vihara  61 137,  139, 141 


四! 進 cattaro  sammappadhana  EI 正薦 {f, 
四 正斷， 四 正 勝 i  7  95 

〔四 證淨〕 （四不 凜淨） 7  58。，  226;  8  306; 11 上 
68; 11 下 357; 13 101; 15  462; 16 下 220°, 
239,  242.  246*,  254*,  261*,  271，  285,  292*, 
305*  319,  320; 18  99; 19  46，  295"  ；  20  73; 
22 上 86;  22 下 96°;  57 143，  281 

〔四 證淨と 生 天： 15  417°,  418，  421 

〔四 證淨と 聖智， 聖 解脫〕 20  227 

① 四攝事 ② 四攝法 cat ほ ri  samgaha- 
vatthuni  〔布 拖， 愛 語， 利 行， 同事〕 ぷ 8 198， 
310  ； 17  36  ； 18  60，  433  ；  21 94；  22 上 19  ； 
33  77,  405  ；  34  57  ；  37  41 ； 40 139  ；  59 上 7 
1； 61 5, 11, 130,  413，  493,  499,  506,  521, 
526，  527  ；  [：8  253  ；  36  389〕 

〔四 上衣の 饕喩〕 63  231 

四定 cat ほ ro  samSdhi  〔退 分， 住 分， 勝 進 分， 
決擇 分〕 8  364 

四定修 catasso  samadhi-bhavana  (四 修定） 
8  301 

四 淨居天 cattaro  suddhavasa-kaj^ika  deva 
7  271 ； 12  36 

四 諍 事 cattari  adhikaranani  (四 種の 諍 事） 
〔論， 非難， 罪， 行〕. 11 上 321 

四靜慮 cat ほ ri  jhanani  (四 禪） 8  301 ； 16 下 
6, 174°  ； 19 16;  21 222；  40 139,  141，  339^, 
372，  378*  ；  47  213* 

四 神 cattaro  iddhi-p§d5( 四 如意 足、 1 154*  ； 
2  41*;  4  358;  7  70，  71， 88*,  95,  221°  ；  8 
95,  301; 11 上 14; 11 下 418，  430; 16 下 99*， 
112°,  117°  ；  21 101，  255，  256;  22 上 191，  192; 
22 下 84;  23 186,  187;  40 139,  187°,  188; 
42 18，  77, 197,  216,  217,  320,  330，  352;  43 
110，  123,  131，  139，  143，  166,  171,  186,  220, 
320,  340，  359,  360，  394，  406;  44  21, 107， 
200,  231， 234 其 他； 46  308°,  313  ，  318；  47 
213*  ；  58 189  ；  59 上 73,  294*  ；  59 下 186，  193, 
217,  247，  315  ；  63  319,  346  ；  64  441 ； 65  (II) 
65;  〔9 184; 17  58; 18  447; 19 112，  113; 
40  31 ； 41 42, 131 ； 58  218〕 〔比丘の 壽^ 延 
長〕 S  95  〔定義〕 46  308  〔諸 門 分別〕 46  319 
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〔三 轉〕 16 下 105;  41 83,  94 
〔四 神 足と 涵 盡〕 16 下 103，  128, 140 
〔四 神 足と 六 神 通〕 16 下 113 
四 神 足の 問 Iddhipada-panha  59 上 294 
四神變 catu-iddhi  (四 神 力， 四 種の 神 通， 四 如 

意德） 11 下 227° 
四 神 力 catasso  iddhiyo  (四 種の 神 通， 四 神變， 

四 如意 德） 33  56* 
四 親類 cat ほ ro  bandhavo  44  462 
四施淨 catasso  dakkhina-visuddhiyo  (四の 

淸淨 施物） 8  310 
四姓 cat ほ ro  vanna  (四 種の 姓， 四 種の 階級） 

4  357;  6 136;  8  98°  ； 11 上 170,  171,  172, 

198°  ；  21 68,  77;  23 173;  61 416,  419;  〔32 

70;  61 279〕 〔成立〕 8 104°- 116  〔業務〕 11 上 

238  〔義務〕 11 上 234 
四姓 淸淨 catuvapiji-suddhi 11 上 194,  195, 

196  - 
〔四姓の 無差別〕 8 103  ；  9  492  ； 11 上 115*，  197°* 

236*  ； 12  284  ；  21 68，  77  ；  23 173  ；  26  50  ； 

38  325  〔差 無 差〕 8  98°  ； 11 上 170，  171, 172 

〔差別 は 生れに よらず して 法に よる〕 8  98° 
四 性 は 平等 cattaro  vanna  samasama 11 上 

115* 

四說 法人 cattaro  dhamma-kathika  puggala 

47  366，  420° 
〔四 善行〕 〔不 殺生， 不偷 盗, 不邪娃 ，不 妄語〕 18 

146 

四禪 cat ほ ri  jhanani  (四靜 慮〜 四禪四 無色 
定） 10 111 ； 11 上 18°,  364;  42  216，  320;  43 
131,  142，  360,  406;  44  21 ； 64  322  ； 〔16; 
6 110°  ；  7 184,  361°  ；  8  95， 167;  9  32,  51， 
63, 147，  211,  288，  312,  324°,  359,  365,  479°  ； 
10  36,  98, 102，  245,  371 ； 11 上 49，  294，  351 ； 
11 下 17°,  103°,  313,  355; 13  309; 16 上 
153; 16 下 10; 17  56,  63,  64，  80°,  265,  294; 
18  322,  367,  373; 19 15，  33°,  378，  379，  380; 
20  313，  365;  21 36, 110,  117;  22 下 324， 
351 ； 24  22  ；  26  22;  40 13，  33，  40,  51, 68, 
156，  273°  ；  42  56%  224  ；  43  25， 146  ；  44  35°  ； 
47  449,  462;  57  262;  58  347〕 〔諸 門 分別〕 


46  385  〔比丘の 安穩 快樂〕 8  95， 167  「成 道 直 
前〕 9  431 〔觀 農務の 時:] 28 122;  59 下 128 
〔對 治〕 40  51， 75，  77,  337  「最上 涅樂 なり 一 
外道 說〕 1 54  -  56 

〔四禪 四 無色 定〕 10  237; 14  381 其 他'， 15  405° 
- 413;  41 106;  42 10，  38, 109,  212;  43 14， 
137，  402;  44  310,  407;  46  347。  ；  47  35  〔各 
四 分〕 40  58 

〔四禪 四 無色 定と 安般 念〕 16 下 190 

〔四禪 四 無色 定と 解脫〕 43 137,  402 

〔四禪 四 無色 定と 漏盡〕 22 上 112 

〔四 揮 四 無色 定は 世間 听攝〕 22 上 130 

〔四 禪定 と淨居 天〕 18  226 

〔四禪 と四禪 天〕 18  223 

四 鼠 口 sli 人 cattaro  musikupama  puggala 

47  366,  422° 

四 蘇 息 法 cattaro  assasanij^a  dhamma  (= 

四 證淨） 16 下 321 
四 相 續等起 catu-santati-samutthana  50 

388,  389 

四 想 catasso  sanna  〔少， 多， 無量， 無 所有〕 
22 上 292 

〔四 層 樓の譬 nt〕  63  230 

四雙 cattari  yugani  23  6;  24  83,  515 

①四 雙士夫 'D 四雙者 cattari  purisa-yugani 
(= 四雙） ① 18  63 ② 23  340 

① 四 雙八輩 ② 四 雙八士 ③ 四雙の 人' 八の 人 補 
特 伽羅 cattari  punsa-yugani  attha 
purisa-puggala  ®  7  59  ；  8  7  ； 12  385  ； 13 
102  ； 16 下 221 ； 58  324，  326，  330，  334  ；  62 
433  434 ② 19  47 ③ 57  82  ；  〔21 69，  78,  225, 
226;  23 175〕 

四增上 cattaro  adhipati  65(11)  64 

四 足 catuppada  (四 足獸， 四 足 者） 1 85;  7  4; 
8  213,  214  ； 12  9  ； 16 上 214,  346  ； 16 下 151 ； 
18  62  ； 19  46  ；  22 上 235  ；  22 下 33 ；  23  340 ； 
2:4  230,  366，  478  ；  26  92  ；  28  207,  298  ；  29 
145, 154  ；  30 10, 17，  244  ；  32 182  ；  37  243, 
337;  43  366 

四 足 者 catuppada  (四 足， 四 足獸） 4 169； 18 
125 
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： 四足獸 T  catuppada  "2： catuppadaka  (四 足, 
四 足 者） ① 31 443，  444;  59 下 323 ② 22 上 
14 

'〔四 足獸の 一足 不完 なる 譬 It 〕  22 上 14 
四 足に て 行く    catu-kuij(^ika  8  8 
四胎 catasso  yoniyo  (四 生 ） 64  226,  228， 

229，  233,  402 
」 四諦 cat ほ ri  saccani  (= 四聖 諦） 13 192;  29 
13 其 他； 30  20,  21 其 他； 31 2;  41 19°*; 
46 137°*  ；  47 161，  213*，  358  ；  48 上 307。  ；  57 
108*  ；  58  8*  ；  59 上 41， 346，  395  ；  59 下 72  ； 
〔9  77°  ；  21 49,  82，  87;  25  366,  367,  371， 
388;  41 75。〕 〔諸 門 分別〕 41 24;  46 147;  47 
196-211 〔界 繁〕 47 169*  〔同時 現觀〕 16 下 
363;  41 19* 
四諦 〔相 應〕 SaccaC-samyutta] 〔經〕 60  242 
四 諦現觀 catusaccSbhisamaya  59 下 209，  277 
[31  帝 十六? ラ相 cattari  saccani  solasa  akara 
28  219  ；  〔40  32， 198  ；  41 18,  23，  43  ；  62  415  ； 
64 111,  459。*〕 
〔四 諦智〕 47 10;  64  8 

〔四 諦と蘊 • 處 • 界 との 相應 • 不 相應〕 47  263 
〔四 諦と蘊 '處' 界 との 攝. 非攝〕 47  221 
. 〔四 諦と緣 起：： 13  60，  62,  64，  82, 188,  190;  41 
27 

'〔四 諦と 苦集滅 道との 相攝關 係〕 48 上 307 
〔四諦 と 苦盡〕 24  272 

〔四諫 と 五蘊〕 14  79,  254,  267,  269,  270,  276; 

41 26 
〔四諦 と 四界〕 13  258 

〔四諦 と 十二 緣起〕 13  60，  62,  64,  82;  41 27 
〔四諦 と 漏盡〕 23  356,  357,  358 
〔四諫 の 解釋〕 64 110° 

四諫の 敎ダま Sacca-samyutta  (諫 相應） 65(1) 
100 

〔四 諸の 諸 有に 於け る 生起〕 48 上 315 
〔四 諦の諸 有に 於け る滅〕 48 上 351 
〔四諦 の IfuiO  64 145 

〔四 諦の遍 知不迎 知に ついて〕 48 上 394 
〔四諦 の理〕 64  358 
、〔四 諦 は無爲 なり〕 58  9 


〔四〕 諦論 Sacca-kathS  41 18° 

① 四大 ② 四大有 cat ほ ri  maha-bhutani, 
cattaro  mahg-bhQta  (四大 種 = 四界， 地 水火 
風） ① 9  85，  329°,  384，  387; 11 上 341; 14 
162,329°; 15  274; 16 下 253;  22 下 330， 
335  ；  40  297,  426*  ；  58  23;  62  371 ② 15 
300，  301，  303  ；  〔58  20〕 

四 大王 cat ほ ro  Maha-rajano  (四天王， 四大天 
王） 6  308  ；  8  259  ； 17  230,  231 ； 38 130  ；  60 
109.  349，  358 

H 大王 衆 Catummaharajika-parisa  (四天王 
衆， 四天王 會） 〔八 衆の 一〕 8  339 

① 四 大王 衆 天 % 四 大王 天 Catummaha- 
rajika  deva  (四 王 天， 四大天 王， 四天王） ① 6 
308  ；  41 77 ② 7  406，  408  ；  8  338  ； 11 下 113  ； 
17  340，  341，  345，  371 ； 20 13，  48，  51, 72， 
307，  357，  375;  22 下 307;  28 102,  111，  171; 
31 63，  64，  66  ；  42  63， 178  ；  44  69, 138,  378  ； 
47 188,  189。  ；  57  272,  273  ；  62  445  ；  63  389  ； 
65(11)  42 

四 大海 ① cat ほ ro  maha-samudda 13  263*, 
275，  276,  277 ② caturo'  dadhi 25  415 

〔四 大海の 水と 淚〕 13  263 
〔四 大海の 水と 母乳〕. 13  265 
四 大敎法 cat ほ ro  maha-padesa  (四 大處） 7 
99 

四大衢 街路 siiigha は ka  (四 衢， 四衝 道， 十字 
路， 街衝， 四 辻， 衝） 15  302，  303 

四大 ffi  cattaro  maha-bhuta,  cattari 
maha-bhutani  (四 大， 四大有 = 四界； 地， 水， 
火， 風） 6  307*; 11 上 373; 13  5； 14  93,  97; 
17  364  ；  42 139,  353  ；  43 19,  27，  36,  265, 
282,  322,  355  ；  44  29，  31， 32,  239，  317,  391 ； 
45 174*，  332,  364,  379;  46  2，  3， 105,  181, 
202，  230;  50  6,  7, 11， 12，  405；  53  3;  58 
251,  252,  298  ；  59 上 193, 194  ；  64 184,  185， 
191,  233,  240,  243,  291,  294,  386  ;  65(11)  53， 
55 

① 四大種 D 四 大種听 成 catu-mahabhQtika 
(四 大種听 造， 四 大所 成， 四 大所 造， 四 大所 屬, 四 
大 より 成り） ① 6  49,  84, 113，  114，  249；  62 
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59  ；  63  26,  255 ② 47 124 

d' 四 大種所 成 身 ② 四 大听成 身 ③ 四大听 造の 

身 catumahabhutika  kaya ① 50  492，  493 
② 16 下 139 ③ 13 136,  137, 139 
四 大種听 造 catu-mahabhtitika    (四大 種， 

四 大種听 成， 四大听 成， 四 大所 造， 四 大所 屬， 四 
犬より 成り） 59 上 194，  287 ② catunnam 
mahabhutanam  upadaya  (四 犬に 依れる） 
40 126，  128，  129,  297 

〔四 大種听 造 我〕 47 124 

<D 四 大種所 造 色 ② 四 大種所 造の 色 
catunnam  mahabhutanam  upadaya 

rupam  (四 大所 成 色， 四 大听造 色， 四大に 依れ 
る 色） ① 43 19，  36，  265，  282  ；  45 174*,  188*， 
332,  364,  379  ；  46  2，  3，  84，  85， 109*,  161, 
181 ； 58  251， 252  ；  65(11)  53 ② 13  5  ； 14  93， 
97  ；  44  31, 239,  317  ；  64  233，  291， 294 
四大洲 ① cat ほ ro  dipa  ( 四洲） 3  507  ；  24  463， 
497 ② cat ほ ro  maha-dipa  31 63,  66  ；  32 
143  ；  37 163，  354  ；  39 173  ；  59 下 123 

① 四 大所 成 ② 四 大所 造 ③ 四 大所 屬 
catummahabhutika  (四大 種， 四 大種听 成， 
四 大種所 造， 四 犬より 成り） ① 9  264; 16 下 
259,  260 ② 6  297  ； 10  360  ； 15  444  ；  22 上 
52 ③ 15 134 

<D 四 大所 成 色 ② 四 大听造 色 catunnam 
mahabhutanam  upadaya  rupam  (四大 種 
所 造 色， 四 犬に 依れる 色） ① 11 上 341 ② 9 
85  ；  22 下 330，  335  ；  40  297 

四大處 cat ほ ro  maha-padesa  (四 大敎 法） 18 
294 

四 大天王 cat ほ ro  Maharajano  (四 大王， 四 

王， 四天王） 3  7,  47,  48;  8  259; 12  407; 

16 下 343  ；  22 上 288  ；  35 188  ；  39 173 
四 大天王 天 Catumaharajika  deva  (四 大王 

天， 四 王 天， 四天王） 13  322，  323;  39 173;  50 

489 

〔四 犬と 木 聚の關 係〕 20  82 

四 大道 catummahSpatha  (四 衝大 街， 四衢街 

道， 四 衝路， 四 通の 公道， 十字路） 6  278 
四大に 依れる 色 catunnam  mahabhutanam 


upadaya  rupam  (四 大所 成 色， M 大听造 色， 

四 大種听 造 色） 9  329,  384，  387 
四 犬より 成り catu-mahabhatika  (四 大種听 

成， 四 大種所 造， 四大听 成， 四 大所 造， 四 大所 屬) 

6  265，  266,  279; 10  337; 11 上 20 
四大 龍王 cat ほ ro  ahi-raja  30  242,  243 
四 提舍尼 法 cattaro  patidesaniya  dhamma 

(四悔 過 法） 2  285°，  300;  4  431; 5  45,  72, 

73  ；  〔5  43〕 
四 地 catasso  bhumiyo  65(11)  40 
四 池 Hi? 人 cattaro  udakarahadupama 

puggala  47  366，  427" 
四智 cat ほ ri  fiaijani ① 〔苦， 集， 滅， 道〕 8 

305  ；  57  286 ② 〔法， 類， 他心， 世俗〕 8  305, 

364 

〔四 長者 女， 菴羅果 の 疑に て 厚 めら る〕 31 536 
四 通行 catasso  patipada  (四 行， 四 種の 通行） 

〔苦 遲, 苦 速, 樂遲， 樂速〕 8  307;  47 11， 37 
四 通の 公道 catummahapatha  (四 衢大 街， 四 

衢道， 十字路， 四 大道） 6  345 
四 it   caccara 1 254 

四天王 ① cat ほ ro  Maharaja  (四 大王， 四大天 
王） 7  214*,  231*,  282;  9  369;  25  3  ；  36 
354  ；  39  86  (2)  caturo  mahanta  =  cattaro 
Maharajano  28  392,  444 ③ cat ほ r ひ 
lokapala  37  430 ④ Catumaharajika  deva 
(四 大王 天， 四大天 王， 四 王 天， 四天王 天， 四天王 
界） 3  21; 11 上 253;  21 125,  129,  147，  154， 
161, 169, 170  ；  33  221 ®  CatummahSrajika- 
bhavana  30 144， 145 

〔四天王 名〕 7  214°,  232°,  279 

① 四天王 衆② 四天王 會 Catummaharajika- 
parisa  (四 大王 衆） 〔八 衆の 一〕 (1)7  78，  79; 
21 250,  252 ② 9 118 

① 四天王 天 ② 四天王 界 C§tumahar5jika 
deva  (四天王， 四 大王 天， 四大天 王， 四 王 天） 
① 7  267  ； 10  8  ；  38 130 ② 7  220 

四 天子 caturo  deva-putta  6  374  ； 11 下 143， 
146 

四甜劑 catu-madhura  (四 甘） 29  21 

四轉 〔經〕 Catuparivatta  (= 多 界經） 11 下 65 
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四顚剷 I  cat ほ ro  vipal ほ 18  91 J) 

cat ほ ro  vipariyesa  (= 四 種の 顚 倒） 47  63， 

110。  ；  一 40  435;  64  83〕 
四 等 起 色 catu-samuUhSnika  rupa  50  374* 
四 塔婆 听應 cat ほ ro  thuparaha  ：佛， 緣覺， 聲 

聞， 輪 王;： 18  428  ；  ：7 127] 
四 道 cattaro  apaya  ('= 四 惡趣 29  89 
四 道具 足 人 cattaro  magga-samaiigino 

puggala  47  373，  470 
〔四 道智： 64  430° 

四 得 法 cattari  dhamma-samadanani ほ 法 

受） 10  31， 39 
四 尼柯耶 cat ほ ro  nikaya  60  376 
四 入？ S   catasso  gabbhavakkantivo  (四 種の 

入胎） 8  309 
四 女人 天宫 Caturitthi-vimana  24  500 
四 如意 足 cat ほ ro  iddhipada  (四 神 足） 12 

197  ； 16 上 80,  86 
四 如意 德 catasso  iddhi (四 神變， 四 神 力， 四 

種の 神 通 7 168, 173 
四 人〜 四 種 人 

四 奴 僕 cattaro  dasa  ： 四 種の 奴隸、 42 15 
四 念 住 cattaro  sati-patthana  (四 念處 、 1 
154*;  2  41*; 11 下 418，  429，  430; 19 16; 
25 151 ； 33 181 ； 40  46, 139，  339*  ；  41 83， 
96, 186  *;  62  6,  39 
〔四〕 念 £ 論 Satipat ゆ 5na-kath§  41 185° 
四 念!^   cattaro  sati-patthana き 念 ft)  4 
357；  7  44，  95,  224°,  335°  ；  8 123.  124,  181， 
300,  363;  9  90°,  100; 10  86°  ； 11 上 13; 
11 下 88，  92， 165,  354； 16 上 79,  85,  259, 
260°,  357*,  360°,  362%  376°,  383，  390; 16 下 
6, 156°,  205*；  21 101 ； 22 上 179。*,  283; 
22 下 3，  5,  7，  8，  9,  83, 112;  42 18,  77, 197， 
216,  217,  320,  330,  352;  43 110，  123,  131, 
139,  143,  166,  171,  186,  220，  320,  340,  352% 
359，  360,  394，  406;  44  21， 107,  200，  231， 
234,  392 其 他； 46  273°,  287°*；  47  213*  ； 
57  210,  297  ；  59 上 3,  73,  74  ；  59 下 186,  188, 
193，  217,  247,  260,261; 63 121 ； 64  79, 
440。，  443;  65iIIj  65;  〔7  60，  361; 8  73  ； 15 


326; 16 上 153; 16 下 9; 17  57,  490; 18 
446;  40  68;  42 13;  43 145;  44  54〕 〔定義〕 
46  273  ： 諸 門 分別〕 46  291 〔障礙 六法： 2ひ 
226 

〔四 念 處ー自 行處， 父母 境界〕 16 上 366,  368 

〔四 念處— 七覺 支〕 11 下 92; 16 下 208,  216 

〔四 念處 一善 聚〕 16 上 364，  423 

〔四 念處 一法 澄明〕 16 上 373 

〔四 念處修 習— 苦の 滅盡〕 16 上 392 

〔四 念處 と安般 念〕 7  336； 11 下 89; 16 下 197, 

206，  213,  214 
〔四 念處 と戒〕 16 上 399 
〔四 念處と 三受〕 16 上 427 
〔四 念 處と諸 煩惱〕 16 上 432 
〔四 念處と 正法久 住:： 16 上 401， 403 
〔四 念 處と正 法 損滅〕 16 上 402 
〔四 念 處と大 神 通〕 16 下 161,  163,  169, 170 
〔四 念處と 漏盡〕 16 上 428; 16 下 164 
〔四 念 處の三 三昧 等〕 21 238 
〔四 念處の 三轉〕 16 上 411; 41 82,  93 
〔四 念 處の修 習 者 一 凡夫， 有學, 無學： 16 上 362° 
〔四 念 耄の集 起と 滅壤： 16 上 419 

の蓄羅 cat ほ ri  ambani 18 188 
四の 畏 cat ほ ri  bhayani  (四 怖畏， 四 種の 怖） 

〔四 種， 十六 怖畏〕 18  214,  215，  216,  218 
四の 牛 cattaro  bali-vadda  (四 軛 牛） 18 192 
四の 應時 cattSro  kala  ：聽 法， 法齓 止， 觀〕 18 

246 

四の 應證の 法 cat ほ ro  sacchi-karaniya 

dhamma  (四應 證法） 18  320 
四の 、法 ca は SSO  seyya 18  426 
四の 希奇 未曾有 法 cat ほ ro  acchariya 

abbhuta  dhamma 18  229,  231,  232,  233 
四の 毁氾 の怖畏 cauari  apatti-bhayani 

18  420 

四の 樹 cauaro  rukkha 18 194 
四の 雲 cattaro  valahaka 18 179, 181 
四の 湖水 cattaro  udaka-rahada 18 185 
四の 光明 ca は SSO  pabha  〔月， 曰， 火， 慧〕 18 
245 

四の 根 cattari  indriyani  〔信， 精進， 念， 定〕 
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18  249 

四の 熾 cat ほ ro  pajjota  (四つの 光） 〔月， 日, 

火, 慧〕 18  246 
四の 車輪 catu-cakka 12  23, 107 
四の 蛇 cat ほ 1-0  asivisa 18 196 
四の 蛇 王族 cat ほ ri  ahiraja-kulani 18 125 
四の 衆 汚穢 cattaro  parisa-dussana 18  395 
四の 衆淨飾 cat ほ ro  parisa-sobhana 18  396 
四の 出 豕の炳 cattaro  pabbajitassa  roga 

〔四資 具の 不知 足〕 18  252 
四の 淸淨 cattaro  parisuddhi  〔戒， 心， 見， 解 

脫〕 18  342 

四の 淸淨/ 寇; ["お catasso  dakkhina  visuddhiyo 

(四 施淨） 18 141 
四の 照 cattaro  obhasa  〔月， 曰， 火， 慧〕 18 

245 

四の 設 法師 cattaro  dhamma-kathika 18  242 
四の 總說 cattaro  dhammuddesa 11 上 89 
四の 第一 cat ほ ri  aggani ① 〔色， 受， 想， 有〕 

18 137 ② 〔戒， 定， 慧， 解脫〕 18 137 
四の 得自體 cattaro  attabhava-patilabha 

(四 自體 得） 18  279 
四の 願 はしき 處 cat ほ ri  akaiikhiya- 

thanani  (= 四 證淨） 16 下 240 
四の 鼠 catasso  musika 18 190 
四の 婆羅 ドョ1貢-！ 帝 cattari  brahmana-saccani 

18  309 

四の 光 catasso  abha  〔月， 日， 火， 慧〕 18  244 

四の 瓶 cat1:aro  kumbha 18 183 

四の 不思議 cat ほ ri  acinteyyani  (四 不可 思 

議） 〔佛 境界， 定 境界， 業異 熟， 世界〕 18 140 
四の 不正 法 cattaro  asaddhamma 18  84 
四の 實 cat ほ ro  sara  〔戒， 定， 慧， 解脫〕 18  248 
四の 明 cauaro  aloka  〔月， 曰， 火， 慧〕 18  245 
四の 無數劫 cattari  kappassa  asaiikheyani 

〔壞， 空, 成， 住〕 18  250 
四の 樂 cattari  sukhani 18 119 
四の 論師 cat ほ ro  vadi 18  243 
四 波羅夷 cat ほ d  parajikani  2  49，  202;  3 

199，  303  ；  4  431 ； 5 1, 7,  54，  350,  351 ； 65 

(I) 19  ；  〔5  53， 


四? 5 羅 夷、: 去 cattaro  parajika  dhamma 

1 182;  2  336 
四ぎ き 有色 蕴 cattaro  arupino  khandha 

50  7, 10* 

四 非 有色 法 cattaro  arupino  dhamma  50  6 
① 四^き 事 ② mW^Sa   cattari  akaraniyanL 

(四 不應 作） ① 3 164° ② 3 166 
四 非聖言 cattaro  anariya-vohara ① 〔虚誕 

語， 離間 語， 麝惡 語， 雜穢 語〕 8  310 ② （四 非聖 

者 言說） 〔見， 聞， 覺, 識〕 8  310;  47  63, 110° 
四 非 聖者 言說 cat ほ ro  anariya-vohara  (四 非 

聖言） 〔見， 聞， 覺， 識〕 18  429,  430 
四 非 聖尋求 catasso  anariya-pariyesana 

18  432 

四 非道 catasso  agatiyo  (四惡 趣， 四不 行） 28 
509 

四 上 匕 丘 f3"fto    catuvagga-bhikkhusarhgha  「^ 

種 僧伽の 一〕 3  555 
四 美本 生物 語 Catumatta-jStaka  (—八 七） 

30 174° 

四 微細 智 cattari  sokhummani 18  31 

四 瓶 >Jp!^ 人 cattaro  kumbhupama  puggala 

47  366，  425 
① 四 不應行 ② 四 不應而 行 cat ほ ri  agati- 

gamanani  (四 不行處 行〜 四 非道， 四惡 趣） 

〔欲， 瞋， 癡， 怖畏〕 ① 47  63, 110° ② 18  32， 

33 

四 不可思議 cattari  acinteyyani  (四の 不思、 

議） 65  (I)  35 
四 不行處 行 cattari  agati-gamanani  (四 不應 

行， 四 不應而 行） 〔貪， 瞋， 癡， 怖〕 8  307 
四不護 cattari  arakkheyyani  〔身， 語， 意， 活 

命〕 20  332 

四布薩 誓願 本 生物 語 Catuposathika-ptaka 

(四 四 一） 33  217 
四怖畏 cat ほ ri  bhayani  (四の 畏〜 十六 怖畏） 

47  63, lir, 112 
〔四 it 畏四種 = 十六 怖 畏〕 18  214,  215，  216,  218; 

43 179;  47  63， 111。， 112 
〔四 怖 畏の譬 喻〕 18  218 
四部師 catunikavika  59 上 42 
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四 部 兵 caturaAgini  sena  (四 軍， 四 支 軍， 四 種 
軍， 四 種の 兵， 四 兵） 3  422,  423,  595* 

四 福利 cat ほ ro  vara  33  211, 212 

にし 磨 cattaro  Buddha  62 186 

四 分 〔布 薩戒〕 caturo  aiiga  (= 四 支 を 有する 
布 蓮） 41 399 

〔四 分 法身〕 （H 法蘊） 18  36;  〔8  308〕 

四 兵 caturaiigini  sens (四 軍， 四 支 軍， 四 種 軍， 
四 種の 兵， 四 部 兵） 〔il， 馬， 車， 步〕 8  78;  〔35 
222,  223;  37  380,  396，  405,  410,  491; 38 
445  ；  39  234,  235〕 

四吠陀 catubbeda  59 上 10;  〔59 上 357〕 

〔四 遍淨 戒の雜 論〕 62  65 

四邊 caturo  an ほ 〔有 身に 關 する〕 14  246 

四補特 伽羅 caturo  puggala i 〔順 流行 等〕 
18  8  ®  〔達戎 の 有無〕 18 11 ③ （四 種 人， 四 人） 
〔闇よ り 闇へ 等〕 18 149 ④ （四 種 人, 四 種の 人， 
四 人） 〔自 苦， 苦 他 等〕 18  359 

四方 diss  3 134 

四方 相 saman ほ nimitta  3 188， 191 
① 四方 ft ② 四方 僧伽 ③ 四方 暦圑 ④ 四方: こ 
行く  〔僧〕 catuddisa  samgha  (招提 僧） ① 
22 上 64 ② 6  212;  60  85 ③ 25  20,  60,  61， 
62  ；  26  501 ④ 19 186 
四方の 人 catuddisa  nara  25  294 
四 法 I  catukka  5  218  ^  cattaro  dhamma 
〔戒， 定， 慧， 解脫〕 （= 四 法蘊） 7  97; 18  2,  3 
③ 〔信, 戒， 捨, 慧〕 18 114 も 〔戒， 聞， 進, 慧〕 
18 132  D  〔三 善 尋と正 見〕 18 132 ⑥ 〔得難 
きもの〕 18 114 ⑦ 〔不善 士が 具す〕 18 133 
⑧ 〔善士 が 具す〕 18 134 き 〔沙門の〕 59 上 
376 

四法蘊 cattaro  dhammakkhandha  〔戒， 定， 

慧, 解 119；〕  8  308 
① 四 法 句 ② 四法迹 ③ 四 法 足 cat ほ ri 

dhamma-padani  〔無 貪， 無恚， 正 念， 正定〕 ① 

40 139  D 18  53，  55，  57 ③ 8  307 
四法受 cattari  dhamma-samadanani  (四 得 

法） 8  307 

四 法 成就 〔の 沙門〕 catuhi  dhammehi 
samannagato 11 上 29，  30 


四 法の 決定の 急 catudhamma-vavatthane 
panna  40  2, 138°* 

① 四 暴 流 % 四瀑流 cattaro  ogha  〔欲， 有， 見， 
無明〕 ① 15  275，  397  ； 16 上 240，  349,  354  ； 
16 下 153， 178  ；  40  43  ；  47  63, 108  ；  59 下 6, 
244  ；  65  (II)  63 ② 8  308，  364  ；  〔24  27,  80， 
172，  241; 43  255,  326;  44 102,  124,  144， 
155*，  188，  192,  196，  220,  244，  373  ；  64  83， 
498〕 

① 四梵住 ② 四 梵天 住 cauaro  brahma- 
vihara  (= 四 無量） ① 19  314;  28  276  ;  29 
143,  304，  339;  30  84，  88，  97;  36 103，  217; 
37  395;  38  70,  71； 62  221%  228，  381 ； 63 
134;  65  (II)  79 ② 28  479; ：；11 上 101，  104, 
109,  255%  271°  ；  36 152： 〔修 習の 目的〕 63 
184  〔色 界諸禪 との 關係〕 45  73;  63 191 〔四 
つの 問題〕 63 188  〔听緣 の 增大〕 63 187  〔初， 
中， 後： 63 187  〔雜 論： 63 182  ： 等流關 係〕 63 
188  〔十 波羅蜜 等の一 切 善 法 を 圓滿せ しむ〕 63 
196 

〔四梵 住の 散〕 63 185 

四煩惱 caU5ro  bhusa  〔貪， 瞋， t 喬， 癡〕 33 126 
四無畏 cattari  vesarajjani,  catuvesarajja 

(四 無 听畏） 41.137,  148;  42  216，  320;  43 

131，  143，  159，  309,  360,  406;  44  21, 291， 

349;  62  3;  63 197 
四 無畏の 熟達 者 catuvesarajja-visarada 

62  3 

四 無礙解 catasso  patisambhida  (四 無礙 辯） 
20  275  ；  26  57,  62,  65,  67,  69,  88*  ；  27  24*  ； 
28  242,  245，  246  ；  41 87, 126*, 145  ；  42  216， 
320  ；  43 131，  143，  309，  360,  406  ；  44  21, 377, 
459;  46  422°*;  47 11， 37;  59 上 395;  59 下 
199,  247,  275  ；  62  9;  63  326  ； 〔18  282  ； 19 
157，  166;  27  302，  304，  396,  403,  415,  418, 
438 其 他； 50 164;  59 上 41, 44;  64  8°〕 〔定 
義〕 46  422  〔諸 門 分別〕 46  438  〔四諫 との 關 
係〕 46  422 

四 無礙辯 catu-patisambhida  (四 無礙 解） 65 

(I) 10， 11， 34,  48,  49,  52,  78 
四 無色 cattaro  arupa,  cattaro  aruppa  8 
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303  ；  58 12, 13  ；  62  221,  222，  400  ；  63  203  ； 
65  (ID  78,  79; 〔10 105; 11 下 370; 18  323; 
40 12，  33，  40,  52, 156,  377。〕 〔雜 論〕 63  229 
〔封 治〕 40  52,  75，  77,  337 

〔四 無色 界に 達せる 我 あり〕 1 50  -  52 

四 無色 定 catasso  aruppa-samapattiyo  (四 
無 色 等 至 〜四禪 四 無色 定） 40  372,  378* ；  42 
216,  320;  43  38,  41， 131，  142,  360,  406;  44 
21, 275；  〔9  64,  289，  313,  360,  367； 13  310〕 

四 無色 廛定 catasso  arupavacara- 
samapattiyo  40 139， 141 

〔四 無色 は 無爲な り〕 58 12 

西 無听畏 cattari  vesarajjani,  catu- 
vesarajja  (四 無畏） 9 116°  ； 13  39; 18 15°  ； 
59 上 9，  238,  403  ；  59 下 32， 122 

四 無 所 畏 〔智〕 catu-vesarajja-fiSija  29  255 

四 無量 ① catasso  appamannayo  (= 四梵 住) 
〔慈， 悲， 喜， 捨〕 8  96,  303  ；  25 190  ；  40 139  ；  42 
216,  320  ；  43 131，  142,  360,  406  ；  44  21 ； 46 
391°,  399°  ^  47  213*;  62  400;  63 192;  64 
322  ；  65  (II,)  78，  79  ；  〔8  62，  96  ； 10 104,  219  ； 
11 下 87  ； 17  57,  64，  295,  310,  318  ； 18  323  ； 
19  313  ；  22 下 260，  326,  351 ； 24  24  ；  26  24  ； 
40 13,  226,  376°  ；  44 126,  414，  496;  58  242， 
244;  59 下 189〕 〔定義〕 46  391 〔諸 門 分別〕 
46  407  〔比丘の 財寶〕 8  96 ② caturo 
asaiikheyya  (四阿 (ほ祇） 41 363 

〔四 無量 心〕 7 184,  267;  9  58，  491; 10  20,  77, 
132  ； 11 下 181 ； 16 上 23，  70* 

〔四 無量 心ー梵 の 理由〕 6  356 

〔四 無量と 五 蓋〕 16 上 317 

〔四 無量と 四禪 天〕 18  227 

〔四 無量と 七覺 支〕 16 上 321 

〔四 無量と 淨居 天〕 18  228 

〔四 無量と 禪定 心〕 46  399 

〔四 無量と 無念〕 19  259 

〔四 無量に よる 到達の 最高 處〕 16 上 321° 

〔四 無量の 三 三昧 等〕 21 236 

四 門 catu-dvSra 11 下 213，  238 

〔四 門出 遊〕 28 124  〔毘 婆尸佛 の〕 6  385 

四 門 本 生物 語 CatudvSra-jataka  (四 三 九） 33 


197° 

四範 cattaro  yoga  〔欲， 有， 見， 無明〕 8  308, 

364  ； 16 上 240  ； 18 18  ；  23  202  ；  40  213  ；  47 

63, 108  ；  65  (II)  63  ；  〔64  83，  448〕 

四 lii 牛 [>兪 人 cattaro  balivaddupama 
puggala  47  367,  428° 

四預 流果支 cattaro  sotapannassa  aiiga 

： (= 四 證淨， 四預流 支） 8  306 

四 預流支 cauaro  sotapattiyanga ① （四預 
流 分） 〔善士 親近， 正法聽 聞， 如理 作意， 法隨法 
行〕 8  305  ； 16 下 6，  227，  314，  324  ； 19 16  ； 
〔18  428;  40  339°*;  41 130〕  @(= 四 證淨, 
四預流 果支） 13 100,  lOr,  103*; 16 下 224， 
252,  253,  286，  287,  289,  290,  301，  302,  320; 
22 上 85,  87,  89  ；  22 下 94，  96  ； 〔16 下 233〕 

四 預流分 cat ほ ro  sotapattiyanga  (四預 流 支) 
40  339。* 

① 四離繫 ② 四離軛 cat ほ ro  visamyoga 
(四 種の 離） 3)18  20 ② 8  308,  364 

四 力 cat ほ ri  balani ① 〔勤， 念， 定， 憙〕 8  308  ； 
18  440 ② 〔信, 勤, 念， 定〕 18  249 ③ 〔念， 定， 
無罪， 能攝〕 18  250 ④ 〔勤， 慧， 無罪， 能攝〕 18 
249;  22 上 18°,  20*  D  〔簡擇 ，修, 無罪， 能攝〕 
18  250 

四 略 catu-saiikhepa  65  (II)  70;  〔62  396〕 
四 輪 t  eat ほ ri  cakkani  8  363; 18  59；  40 

139 ② Catu-cakka  〔經〕 12  23 
四 漏 cat ほ ro  asava  〔欲， 有， 見， 無 明〕 44 192, 
196，  239,  256,  346,  373;  45  285°,  365;  47 
63, 106°  ；  53 176;  65  (11)  63; 〔1 8;  7  40， 
41， 44，  54，  60,  65,  99, 103  ；  40 155,  158,  197， 

365  ；  64  83，  447〕 

〔四 漏 は 無 漏な り〕 58  273 

死 ① mamija  3 19;  6  392*  ；  7  352°  ；  9  79°  ； 
11 下 351°; 13  3°,  60°,  63°,  83°  ；  24  220*; 
40 17*  62", 110  ；  42 185°  ；  44 130°  ；  46 125°, 
183°,  197，  223-*  ；  64 126°,  132， 173  〔二種； 
時, 非 時〕 59 下 146°  〔原因〕 32  316;  63 12 
〔八 因〕 59 下 148  〔不可避〕 23  62;  24  223; 
35  222;  59 上 311 〔定義〕 42 185°  ；  44 130; 
46 125°,  183，  197°,  223*  〔脆き ことつ 20  36, 
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シ 一死 


39,  40;  21 270,  275,  276  〔讚 歎〕 1 118 ② 
cuti  (死 沒） 64  37，  38，  39,  41， 46°,  198，  210, 
213*,  249,  331,  334,  338;  65  (II)  23*,  41* 
48*  58  W  xMarana  〔經〕 15  44  (― ) — (六） 
16 上 341 

①死畏 ② 死の 畏 marapa-bhaya  (死 怖， 死の 
怖畏， 命 終 怖畏） ① 47  94， 111， 115 ② 18  215 

死 王 1)  maccu  E 神， 魔王， 魔神， 惡魔， 死の 魔 
神， 死楚' 23 106  ；  25  320，  329，  334 ② maccu- 
raja  (死の 王） 12  212,  348; 15  254； 16 下 
310  ；  23  24， 183,  309  ；  24  424，  425  ；  25 168, 
194，  221 ； 27  227  ；  30  406  ；  35  228  ；  36  60  ； 
43  287  ；  44  299,  310  ；  57  88  ；  64  401 

死 王の 網 maccurajassa  pasa  25 168 

歹 E 王の 彼岸 maccurajassa  param 12  212 

①死 王の 領域 ②死 王の 領分 maccu-dheyya 
(死神 界， 死の 境域， 死の 境界， 死 魔の 國， 死 魔 
の領） ① 25  329 ② 25  334 

死狗 kukkura-kunapa  22 上 37 

死 苦 marana-dukkha  40  62 

死刑 vadha  (殺， 殺害, 殺戮， 體刑， 忿の 殺害） 6 
198; 〔16  59*〕 

死刑執行 者 k&sSviya  35 136，  137， 143 

死刑場 SgM は na  (刑場， 斬首 臺） 33  24 

〔死刑の 璧 n, も〕 18  420 

死後 ① uddham  aghatana  6  43，  45，  47 ② 

Param  maranam  〔經〕 13  324 
死後 斷滅說 者 uccheda-vada  (斷滅 論者， 斷見 

論者） 65  (I)  77 
〔死後: こ 我 ほ 有 想な り， 十六 種〕 6  43 
〔死後: こ 我: ま 有 想に も 非 ず, 無 想 に も 非ず， 八 種〕 

6  47 

〔死後: こ 我: ま 無想な り， 八 種〕 6  45 

〔死後の 世界の 不 存在〕 6  276 

〔死後の〕 存在 を 說く者 atthika-vada  (設有 論 

者） 10  360 
死罪 vajjha  (屠殺 せらるべき） 2  364 
〔死した る 牛に 水草 を與 ふ〕 32  5 
死 尸 T  sarira  (死屍， 身體） 1 94 ② ma は- 

sarira  ； 死屍) 1 56 
死屍 ① sarira  (死 尸， 身體） 7  340*；  9 146 


②  mata-sarira  (死 尸） 4  355,  356;  9  93,  94 

③  kui?apa  (死體 ，屍） 9  217；  25  248;  36 
234;  41 222 ず mal:a-kuijapa  . (？ E 者の 屍） 21 
64,  67，  74,  76 

死者 i  kala-kata  (死人, 亡者） 6  391, 392 ② 

mata 17  236 ③ yo  miyati 14  297，  298 
死者 哀悼 本 生物 語 Ma は rodana-jai:aka 

(三 一七） 31 398° 
死者 洪物本 生物 語 Matakabhatta-jataka 

(—八） 28  324° 
① 死者 fi^ 養② 死者の 供物 mataka-bhatta 

(T  33  6  %  28  324，  325，  326 
死者の 队法 pe は- seyya 18  426,  427 
死者の 屍 ma は- kupapa  (死屍） 23 170, 173 
死者の 話 pubbape は- kathS  (先 亡 論， 先靈 論， 

靈魂 論， 亡靈 論， 祖先 論） 〔無用 論の一〕 6 10, 

100 

〔死者への 果報〕 9  51 

〔死者 を 救 ふ ものな し〕 25  255 

死 蛇 ahi-kunapa  22 上 37 

死生 cumpapS は （生死） 8  308; 11 下 378' 

死生 智 cutupapata-nana  6 123, 124 

〔死生 智， 死生 智力〕 （有情 死生 智， 天眼通） 
6 123。 ； 9  53, 115  ； 10  330 ； 11 上 25。，  366°  ； 
11 下 111; 13 178,  313; 16 下 115°，  172; 17 
420  ； 19  25,  38  ；  20  4， 1S3  ；  22 上 112,  254， 
258，  299°  ；  22 下 118,  132,  318;  23  350;  41 
111; 43 158,  311 ； 47 15,  58° 
〔死生 智; 天眼 智) 論〕 63  4or 
死生 通 cutupapatti  25  284  ；  57  330 
死 心 cuti-cit は （死沒 心） 57  347；  63 122° 
死神 ：r  antaka  (死 魔， 惡者， 破壞 者， アン タカ） 

27  424  ;  37 15  ®  maccu 〜次 項 
① 死神 ②死 〔神〕 ③ 死の 神 maccu  (死 王， 魔 
王， 魔神， 惡^. 死の 魔神，？ E 魔） ① 9  393  % 
11 下 247,  252,  258,  271 ； 24  302;  42  68;  43 
242 ③ 35  325 
死神 界 maccu-dheyya  (死 王の 領域， 死 王の 領 
分， 死の 境域, 死の 境界， 死 魔の 領） 9  391,  392， 
393 

死隨念 maranSnussati  (念 死） 62 153，  221， 
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392°  ；  65  (II)  78 
死前經 PurSbheda-sutta  24  329°,  333；  59 下 
235 

死 前經の 義擇 Purabhedasutta-niddesa 

42  317°,  383 
死 想 marapa-safifig  8  380; 16 上 341; 17 

61， 62; 18  273; 19 108,  109,  114，  115,  388; 

20  292,  294°,  410；  22 上 53，  349;  2'2 下 274; 

59 下 189 
死體 kupapa  (死屍， 屍） 11 下 216 
死に 就いての 正 念の 行處 maranasati- 

kammatthana  (死 念 業處） 32  381 
死人 kaia-kata   (死者， 亡者） 28 125； 〔17 

227°〕 

死 念 maraija-sati  (念 死， 死の 觀念） 32  101; 

42 10, 13  ；  43 145，  378  ；  44  42  ；  62 153,  174, 

197;  63  r*  〔意義〕 63 1 〔功 德〕 63 19  〔修 

習 法〕 21 270°  ；  63  2* 
(1 死の 網 ②死網 maccu-pasa  (死 魔の 羅， 死 

魔の 羅索） ① 24  60 ② 2'5 176 
死の 王 maccu-raja  (死 王） 2'4 123 
死の 觀念 marapa-sati  (死 念， ； |、 死） 32 16, 18， 

23 

'① 死の 境界 ② 死の 境域 maccu-dheyya  (死 
王の 領域， 死神 界， 死の 領域， 死 魔の 國， 死 魔の 
領） D  22 下 159，  160，  194, 196 ② 23  30 

死の 軍 maccu-sena  (魔 軍， 魔王の 軍， 惡 魔の 
軍） 23  328 

〔死の 出入 息の 間にある こと〕 20  36;  21 270 

死の 力 maccu-vasa  23  328 

死の 怖畏 marapa-bhaya  (死畏 ，死の 畏， 命 終 

怖畏） 17  290  ；  43 179  ；  44  403，  434  ；  59 下 8 
死の 怖 畏の問 Maccu-bhaya-pafiha  59 上 303 
死の 魔祌 mac'cu   (死 王， 死神， 魔王， 惡魔） 35 

40,  200 

死の 道 maccu-pada  35  395 

死の 領域 maccu-dheyya  (死 王の 領域， 死神 界， 

死の 境域， 死の 境界， 死 魔の 國， 死 魔の 領） 24 

419，  434  ；  44  251， 374 
死 は 苦な り marapaih  dukkhaih 16 下 340 
死 彼岸 MaranapSra  〔園〕 42  234  ；  43  248 


①死法 ② 死の 法 mara^ia-dhainma i 9 
293*  ； 11 下 237; 12 148，  162; 16 下 322; 
22 下 138，  140, 142  ；  41 193* ② 15  44 

死沒 cuti  (死 ） 50  474 

死沒心 cuti-ciUa  (死 心） 51 21， 23，  268*, 
362*  ；  52 177,  178,  210,  308，  347  ；  53  50,  51, 
90;  54  393*,  413*,  424，  425,  437，  438,  452, 
453,  472,  473，  490 

死 魔 ① antaka  (死神， 惡者， 破壞 者， アン タカ） 
3  38  ； 12 125 ② maccu  (死 王， 死神， 魔王， 惡 
魔， 魔神， 死の 魔神） 12 16,  98;  20  351; 37 
414,  453  ；  40  212  ；  59 上 137，  312 

死 魔の 網 maccu づ 51a 12  81 

死 魔の 國 maccu-dheyya  (死 壬の 領域， 死の 領 
域） 35 196 

死 魔の 軍 maccuno  sena,  maccu-sena  (死の 
軍， 魔王の 軍， 惡 魔の 軍） 12  206,  222;  59 下 
37 

①死 魔の 羅②死 魔の 羅 索 maccu-pSsa  (死 
の 網， 死 網） ① 59 上 312 ② 25  203 

死 魔の 羅 より 脫 るる の 間 Maccup5sa 
muttika-pafiho  59 上 311 

①死 魔の 領 ②死 〔魔〕 の 領域 maccu-dheyya 
(死の 領域， 死 王の 領域， 死の 境界， 死 祌界， 死 魔 
の國） ① 12  6，  31， 40,  49， 101 ② 24 132 

死 魔の 領 ① maccu-vasaiiga 12  88 ② 〜前項 

死滅 vibhava  (非 有， 無 有， 有の 滅 ） 11 上 298， 
301, 302 

死靈 pern  (屍， 亡者， 餓鬼， 鬼） 8  251 

〔死 を 怖れ 恐懼す る 四 人〕 18  304 

〔死 を 怖れざる H 人〕 18  306 

〔死 を 恐る る 比丘〕 29  299;  32  219 

〔死 を 悲しむ も 無益〕 31 399，  461; 32  4, 15， 

103，  384;  33  290,  331, 396 
死 を 最後と する 〔出入 息〕 cuti-cadmaka  63 

122 

死 を勸む maranaya  samadapeti 1 122 

至 心 施 cittikata-dana  7  406,  407，  408 

次 生受業 upapajja-vedaniya-kamma   、 順 生 

受業） 64  310°  ；  65  (II)  44 
次第 ① vidhS  (慢， 慢類） 〔三種〕 16 上 234 ② 


( 353) 


シ 一次, 此, 伺， 志, 私 


Vidha  〔經〕 （一)— (四） 16 上 234 
次第 觀 vipassananukkama  50  475 
次第 輕安 ① anupubba-passaddhi  22 上 175 

%  Anupubba-passaddhi  〔經〕 22 上 175 
次第 ift 養 本 生物 語 Bhikkhaparampara- 

jataka  (四 九 六） 34  418° 
次第 乞 者 pindaya-sapadanacarin  (■= 次第 

乞食 者 59 下 208，  316 
次第 乞食 友 sapadanacarikanga  42  98,  286; 

43 14,  353;  44  282;  59 下 248;  62 118,  121°, 

134°* 

次第 乞食 〔者〕 sapa お nac5rin  (5^ 第 乞食 者） 

11 上 10;  24  22 
5^ 第 乞食 者 （D  sapadanacSrika 1 22；  5  223, 
325;  42 101,  102,  223,  328,  347,  358;  43 
149，  211，  216;  62 121, 134  ®  sapadana- 
carin  (次第 乞食） 9  45，  46;  25  263 
〔次第 乞食の tfBlO  28  42;  41 237 
次第 f 乍 意 anupubbato  manasikaro  63  32 
次第 g    X  anupubba-vihara  〔九 種〕 22 上 94 
② Anupubba-vihara  〔經〕 （一) (二、  22 上 94， 
95 

次第 庄等至 anupubbavihara-samapatti 

〔九 種〕 22 上 95 
次第 設法 anupubbi-katha  (隨 順說） 59 上 

362° 

① 次第 滅 ② 次第 滅盡 anupubba-nirodha 

〔九 種〕 22 上 92， 176* 
d 次第 滅 次第 滅盡 Anupubbanirodha 

〔經〕 22 上 92, 176 
此緣&   idappaccayata  (相 依 性, 緣性， 依緣 性, 

此が緣 二 依る とい ふこと） 64 156,  157，  159, 

176, 177 
此界 idha  42 163 

此岸 ① apara 16 上 178,  413  ； 16 下 99  ；  22 上 
200  ；  22 下 280  ；  23  77 ；  24  429  ；  25  252  ；  44 
336,  337  ®  ora  24  5  ^  orima-tira  22 下 
158,  159,  194,  195, 196 ④ Apara  〔經〕 16 下 
99 ⑤ Orima  〔經〕 22 下 159 

此岸と 彼岸 oriman  ca  tirarh  pariman  ca 
tiram 18  89  〔極 遠〕 58  38 


①此實 執 身 H ②此實 執 取身繁 ③此實 住 著 身 
繁 idam-saccabhinivesa-kayagantna  (眞 

實 S 著 身繁， 諸 著 身槃， 此謠 tfe 著 身繁， 是眞實 

執 取 身 繁= 十 事の 邊見） 〔四 養の一〕 、で8  309； 

16  241 %  45  296°,  369  f  65  (II)  63 
此處 究竟 補特 f 加羅 idha  vihayanittho 

puggalo  57 139 
此處鬼 論 Ito  dinna-katha  58  43° 
此 處般涅 紫補特 f 加羅 idha  parinibbayi 

puggalo  57 138 
此世 ① ayaih  loko  42  85,  86 ② idha-loka 

11 下 370 ③ Idhalokika  〔經〕 （一) （二）  21 184, 

189 

此世， 後世の 柜裱 malarii  asmim  loke 

paramhi  ca  21 59，  60 
此世 想： 者〕 idhaloka-safiiiin  22 上 206~*  ；  22 下 

288*,  339* 
〔此 世' 他 世〕 11 下 370 
此謠 著身繁 idaih-saccabhinivesa- 

kayagantha   ^ 此實執 身 盤， 此寶 g 著 身繁， 識 

著 身 盤， 眞實住 著 身 是眞實 執 取 身 整） 64 

447 

此方 iura  (= 生死 界' 23  30 

伺 vicara 10 16; 11 下 2;  40  28;  41 38;  45 

17°,  29，  88, 108,  130,  135;  46  367°,  369; 

59 上 128°  ；  62  283:  ；  64  53  ；  65  (II ノ 10, 12 

〔定義〕 45 17,  29,  88, 108;  46  367  ；  62  283° 
伺の 特 *@ の 問 Vicaralakkhana-panha  59 上 

128 

志 欲 ① chanda  (欲， 意欲， 欲望， 欲求， 貪欲， 樂 
欲、 10  306; 11 上 231; 16 上 159，  161; 16 下 
368  ；  21 276,  277  ；  22 上 332,  333,  334，  335, 
338，  339,  340,  341,  347,  348 ② Chanda  〔經〕 
(― )( 二） 16 上 190-194，  197-199,  203 - 205 

志 欲 具足 chanda-sampadS 16 上 190，  ]94， 
197，  200,  203，  205 

私 イ加陀 Sedaka ① 〔村〕 16 上 395，  397  ®  〔經〕 
16 上 395 

私 {^jn 婆 Siggava  、悉 ィ加 婆 :i 〔比〕 65  (I)  42，  43, 

48，  50,  54,  79 
私 如羅 SigSlaka  (尸 伽羅 越 = 善 生） 〔居士〕  27 


(354) 


私， 使， 剌， m, 姉， 肢， 枝， 祀， 姿， 屍 一 シ 


499 

私 伽羅 母 Sigala-matar  〔尼〕 〔信 解 第一〕 17 

36  〔簿記〕 27  498*  〔'き 經〕 27  497 
私呵 Siha  (師 子） 〔將 軍， 尼犍の 徒， 塞〕 3  409*  ； 

〔21 40*〕 
私語 khiija-vada 11 下 326，  327 
私 多 Si ほ （淸 涼） 〔王女〕 39  462 
私 婆 Siva ① 〔相承 比丘〕 65  (I)  80 ② 〔王〕 

60 135,  381 (§)(= チャン ダム 力 王） 60 140 

@(= マ ハーシ— ヴ） 〔王子， 王〕 60 119， 128 
使 ① dmeyya  (使節, 使命， 使者， 遣 使） 1 144 

② Anusaya  〔經〕 13  373 ③ DQteyya  〔經〕 

16 下 412 
使 殺 dutena  [marapetO 1 123、 
使 讚嘆 dutena  sarhvanneti 1 126 
使 沙彌人 samanera-pesaka  (監 沙彌 人） 

4  270 

使者 ① dQta  (受 使） 11 上 168;  24 150,  151; 

31 76* ② dQteyya  (使節， 使命, 使, 遣 & •)  6 

7, 11， 97， 101 
使者の 支 分 duteyyaiiga  5  360 
使者 本 生物 語 DQta-jStaka ① （二 六 〇） 31 

75° ② （四 七 八） 34 146° 
使 書 sasana    (信齓 手紙， 書簡， 書信， 書面， 通 

牒， 傳書） 36  323,  324  ；  37  217,  437  ；  38  9 
使 淨人主 aramika-pesaka  4  270 
使節 ① dOteyya  (使者， 使命， 使， 遣 使） 9  323， 

466  ； 10  96 ② pahina-gamana  (使丁， 遣 使) 

14  387 

使丁 ① pahma  M' 吏 介 人） 10  96 ② pahma- 
gamana  (使節， 遣 使） 9  323，  466 ③ pessa 
10  88，  93 

使命 ① dateyya  ( 使者， 使節， 使） 4  308  ； 11 下 
15；  21 60,  61 ； [6 IV, 101°] ② DQteyyam 
〔經〕 21 60 

使用に 堪ゅ る kammafifia ほ （堪任 性， 適業 性) 
17 14 

使用人 kammakara-porisa 19 104* 
刺 ① kaijtaka  (荆 棘， 棘） 22 下 30  ；  58  356* 
〔十 種〕 22 下 30 ② salla  (箭， 刺箭， 矢， 投鎗) 
14  262*,  297，  298;  21 219，  220;  22 上 113 


③ Kaijtaka  〔經〕 22' 下 28 
剌坐 kantaka-seyya  32 137 
剌針 patoda  (刺 輪, 鞭） 15  277；  25 182，  370 
剌箭 salla  (刺， 箭， 矢， 投鎗） 15 106, 109 
〔刺と 禪定〕 57  266;  58  356,  357 
刺 籠 babbaja  (婆 婆， 婆羅 婆， 波羅 波， 燈心 草） 

〔草〕 18  369 
剌輪 patoda  (刺 針， 鞭） 18  202=^ 
口司 者 romanthaka  4  201 
①姉 護女② 姉妹に 護ら れ 〔たる〕 女 ③ 姉妹の 

護る 女 bhagini-rakkhi ほ ① 1 235* ② 10 

3，  5 ③ 11 下 34,  35 
姉妹 ① bhagini  3  265  ；  8  89  ； 16 下 232  ；  20 

343,  345 ② Bhagini  〔經〕 13  278，  358 
姉妹なる 妻 bhagim  bhariya  (姐 姉 夫人） • 

20  345 

① 肢肢隨 流 風 ② 肢體 循環 風 

aiigamanganusari-vata  ®  9  335  ； 10  216 

② 63  250,  252°,  274 
肢節 ① aiiga-paccaAga  9 132, 134 ② 

pasakha  (波沙 法， 鉢羅奢 法） 〔胎内 五位の 一〕 

12  359 

肢體 aiiga  (身分, 支 分） 31 387 

肢痛 anga-vata  3  363 

① 枝種② 枝 種子 agga-bija  (枝 よ り 生ずる 種 

子， 枝の 種子） ① 2  54° ② 8  56，  59;  43  215 
枝提 Ceti  (支 提， 制 底） 〔國〕 39  348*,  354*， 

362,  382*,  394*,  550 
枝葉 sakha-pa ほ sa  (樹の 枝葉） 9  341， 351 ； 

15 153 ；  20 110,  352,  353 ；  22 上 200*  ；  22 下 

281 

① 祀 ② 祀祠 yafifia  (供 犧， 供養， 洪養 式， 犧 
牲， 犧牲 祭， 祭祀, 祭式， 祠祀， 生贄, 生贄の 供養， 
天祠） ① 18  77 ② 20 113 

祀得 Aggidaua  (火 施， 火授） 〔婆, 拘樓孫 沸の 
父〕 6  367 

姿態 rQpa  (色， 色相， 形相， 容色， 容姿， 畫, 像 相) 
8 188 

屍 ① kupapa  (死 體， 死屍） 28 12, 13 ② pete 

(亡者， 餓鬼， 死靈， 鬼） 12 104，  353 
屍 衣 chava-dussa  (塚 間 衣， 弊衣） 17  395,  489  ； 


(  355  ) 


シー 屍， 尿， 指， 思 


18  351 ； 47  443 

屍漢本 主物 語 Chavaka-jataka  (三 〇 九） 31 
349° 

屍體 chava-sarira  62  353*，  388 

屍蟲 kimi  (蛆 蟲， 蟲類） 25  2,  71 

屍 男 chava 18 102* 

〔屍 男女， 天女 等の 譬 喻〕 18 102, 105 

屍 女 chava 18 102* 

〔屍の 譬 n 翁〕 12 104,  353 

〔屍 を 厭ふ譬 It:  28 12， 13;  41 222 

屎 Dkarisa  i 糞， 排泄物） 〔三十 二 身分の一〕 

40 11, 225  %  gutha  (糞， 排泄物） 3  364 
屎甕 vacca-donika  4  338 
屎钣 kattha  4  338，  339 
鴨 vacca-kQpa  4  214，  215,  338 
？ヒ度 avalekhana-kattha  4  214 
指 Daiigula  V 指 尺） 〔量〕 3  517  S  anguli 

〜ュビ 

指示 ① desana  (設 示， 宣說， 敎設） 1 253  ® 
sarhketa-kamma  (指定) 1 130 

指 尺 aiigula  (指） 〔量〕 2  266 

指 節 aiigula-pabba  2  425  ；  5 100  ；  20  356 

指定 samketa-kamma  (指示) 1 130 

指定して uddisika  2  406* 

指定 者 saiijita  (主宰者， 創造者） 8  37，  38 

指定 食 uddesa-bhaua  (別 請 食） 62 131 

指髮 Aiigulimala  (鸯掘 摩， 鸯瞿利 摩羅） 〔外， 
比〕 11 上 131 ； 35  285 

指令 者 vasa-vattin  (自在 者， 自在， 化 自在, 支 
者， 全能者， 世の 铳 治者， 婆舍 拔提） 8  37 

思 ① ce は na 11 下 2*  ； 13  5,  227  ； 17  47  ；  20 
179;  40  73*,  425*;  45 16°,  87， 107,  124, 
127,  129, 135  ；  47  213，  228*  ；  50  9  ；  59 上 
125。；  62 14，  20"  64  53°,  274;  65  (II) 10 
〔定義〕 45 16，  27,  87， 107;  46 196，  411*(= 
業） 20 179 1 Cinta  〔經： 16 下 335 ③ Cetana 
〔經〕 14  365,  371,  377;  22 上 198;  22 下 278 
(― )— (三） 13  96-98  4  Sancetana  〔經ン 13 
367  (D  Sancetanika  〔經〕 22 下 257 ⑥ 
Mannamano  〔經； ： 14 118 

思已 ce は yi は （所思 I  59 上 125, 126 


思覺 saiikappa-vitakka  22 上 49，  51 

思 業 cetana-kamma  50  385 

思察經 Vimarhsaka-sutta 10  49° 

思 察 比丘 vimaihsaka-bhikkhu 10  49 

思 詩人 cin ほ- kavi 18  403 

思 種 ffi   samkappa-nanatta  '種！！ 思惟） 8  378 

①思听 ^慧 D 思听 或の 慧 cin ほ- mays 

pafina  〔三慧 の 一〕 I：  47  4,  26  ；  64  6 ② 8 

298 

思 食 ce は nahSra   = 意思 食' 50  388，  389，  508 

思 身 sancetana-kaya  8  323 

思返轉 ceto-vivatta  40 185，  186,  423 

思 退 轉の智 ceto-vivatte  nanarii 40  4， 181。 

思摄 takka  、理論， 論理 學, 推論， 尋思） 11 下 

75,  374;  44 199,  350 
思擇カ patisaiikhana-bala  、思惟 力， 簡澤 力, 

擇カ） 17  78:,  79,  80, 153;  45 13，  341° 
思擇 力と！ i 参 習 力 patisaiikhSna-balafi  ca 

bhavana-balan  ca 思、 惟 力と 修習 力） 17 153 
思念 ① manasikSra    、作意， 思惟 21 304； 

22 上 351 D  sankha  ^ 智慧） 12 17 
思念 者 jhSyaka  8 114 
思念の 覺意 sati-sambojjhaiiga 念覺 支， 念 等 

覺支） 7  37 
思念の 貪 saiikappa-raga 12  32 
思念よ り 生起す manasikara-sambhava 

21 304  ；  22 上 351 
思の 特 相の 問 Cetanalakkhana-panha  59 上 

125 

思 不能 〔者〕 cetanabhabba  47  358，  375' 
思蕞 abhinivesa  (現 貪， 執 持, 煩） 20 113 
思惟 t  mannana  42 186， 187  % 
manasikara  (作意， 思念） 12  135;  23 191 ③ 
vimaihsa  (觀, 觀慧, 觀定， 思 察， 思量， 自試， 審 
察， 推量） 7  221 1 sarhkappa 思. 11 下 75; 
25 120,  235  ；  42  226,  227  5  Cinta  〔經〕 16 下 
376 

思惟 三昧 地 勤行 成就 神 足 vimaihsS-samadhi- 
padhana-samkhara-samannagata 
iddhipada  (觀三 摩 地 勤行 成就の 神 S=i2 神 
足） 〔四 神 足の 一： 8  301 


(356) 


思， 師ー シ 


思惟 色 sammasana-riipa  65  (II)  53 
思惟 者 cintin 11 下 207，  208 
思惟 i 曾 上 vimaihsadhipati  (觀 if 上） 58  266 
思惟 智 sammasane  nanam  (會 得の 智) 64 

320,  321,  356;  65  (II)  82,  83 
思惟 本 生物 語 Samkappa-jataka  (二 五一） 31 

思惟 品 Samkappa-vagga  31 1° 

思惟 力と 修習カ patisaiikhana-balafi  ca 

bhavana-balan  ca  (思擇 力と 修習 力） 8  292 
思量 ① adhippaya  (欲求， 意趣， 興趣） 59 上 
307 ② tulana  (考量） 11 上 231 ③ vimamsS 
(思惟， 思 察， 觀， 觀慧， 自試， 審察， 推量) 10  369  ； 
22 上 239，  243  (4j  Parivimamsana  〔經〕 13 
118 

思量 家 vimariisin  (審察 家， 觀慧 ある 者） 10 

369; 11 上 276 
思量 經 Anumana-sutta  9 159° 
思量す D  ceteti 13  96,  97，  98 ② mafifiati 

15 106* 

m  Kij  acariya  (阿 il 梨, 軌範 師， 師匠, 敎 授師） 
3 15 ② satthar  (大師） 3 118，  119;  4  286°  ； 
19  28  ；  20  376*  ；  43  305  ；  44  380  〔五 種〕 4 
286° ③ pavattin  2  524  @  sattha  (隊商） 43 
305;  44  380  ®  Sattha  〔經〕 13 190 

飾敎 satthu  sasanam  (師 の敎） 2  241 

肺 拳 Scariya-muUhi  (阿闍 梨の 拳， 教師の 握 
拳） 16 上 373 

飾 子 ① siha  (御子） 3  386; 12  38,  40; 14 
136  ； 17  302  ； 18  44，  60,  61 ； 19 140， 168  ； 
22 上 252  ；  24  23，  60,  77, 150,  200,  208,  213， 
217,  381， 508  ；  33  63, 189,  192* ② Siha  〔沙 
彌， 比〕 6  218*  ；  25 129, 130 ③ （私 呵） 〔將 
軍， 塞〕 19  51 ； 20  328*  ；  21 40*  〔尼 乾の 徒 
にして 佛敎に 歸^〕  21 40*;  〔3  409*〕 〔施の 
五 果に關 する 說法 を受 く〕 19  51 ④ 〔經〕 21 
40;  22 上 252  (—) (二） 14 135, 138 

：師 子 胤 Sihala  (執師 子， 師 子國， セィ ロン 島） 
60  60 

な' 師子 队②師 子の 、法 siha-seyya  (獅子 臣人， 
獅子の 队） (1)7  116,  120;  9  475; 12  38， 182; 


20  338  ；  21 24 ② 18  426 

① 師 子队す ②師 子の 4' 口  く に 横た は る 
sihaseyyarii  kappeti  (ft 子臣 人す） (T  22 下 15, 
19 ② 18  73 

師子崖 Sihapapata  〔雪山の 池， 七大 湖の 一〕 

63  388 

師子頰 Sihahanu  〔王〕 60  22，  23， 161 
師子吼 srha-nSda  (獅子吼） 7  42,  43; 14 134， 

136  ； 16 上 381 ； 18 15，  61 ； 19 168  ；  22 上 252 
師子吼 者 sihanadika 17  34 
師子 吼小經 Culasihanada-sutta  9 102° 
師子吼 す sihanadam  nadati  6  251* 
師子 吼大經 Mahasihanada-sutta  9 110° 
U^m"n    Sihanada-vagga  9 102。；  22 上 33， 

65 

師子國 Sihala  (師子 胤， セ イロ ン島） 61 2 

〔-師 子 國の諸 長老〕 35  213 

師子座 sihasana  (狮子 座 =佛 座） 27 157, 165  ； 

64  365 

師子洲 Sihala-dipa  (セィ 口 ン岛） 65  (I)  4 
師子洲 の 言語 Sihaladipaka  vakya  〔= セィ 

口 ン語， シ— ハラ 語） 65  (Ij  4 
師子獸 王 siha  migarajan  Gp 、子獸 王） 16 下 

55,  56; 17 120; 18  427 
〔師 子獸 王の 臂 niO 16 下 55 
師子肉 siha-mamsa  3  386 
師 子の 城 Siha-pura  (飾 子邑） 33  63 
〔師 子の 譬喻〕 14 136; 16 下 55; 18  60; 19 

168  ；  24  23,  77,  478,  508  ；  25 187,  297  ；  26 

23  ；  59 上 202 
師 子の 頰 siha-hanu  (頷 は師 子の 如し） 〔三十 

二相の 一〕 6  382 
①師子 皮②師 子の 皮 siha-canima  ij  3  329, 

330  ；  22 上 62 ② 3  340 
師子喻 經 Sihopama-sutta  (=師 子經） 64  324 
師匠 acariya  (師， 阿闍 梨， 教授 師， 軌範 師） 8 

252，  255  ；  38  2 
〔師匠の 娘と 五 百の 靑年〕 31 332 
〔師長への 禮義 〕 65  (III)  22，  64,  87 
〔師弟の 關^〕  8  252 
師傳 acariya-vamsata  59 上 307 


(  357  ) 


シ ー師， 脂， 祠， 紫， 視， 斯, 詞， 嗣 


師と しての 苦 acariyupaddava 11 下 136 

〔師と 弟子の 譬 11 上 145 

師: こ 封す る淨信 satthari  pasado  9 103, 107 

師の敎 satthu  sasanam  '' 師教、 2 199,  351 

師の妻 garu-dSra  23  284 

師 の召換 satthu  pakkosanarh  64  490 

師 の尊软 satthu-gSra\-a ほ （師を 恭敬す る こ 

と） 20  269，  270,  271 
師の報 fH    acariya-dhana 12  303 
師範 acariyaka 15  216* 
師範 弓 §cariya-dnanu  62 143 
師利孽 Sirima 具祥 〔夷， 後に 生 天： 24  456 
師利摩 女天宮 Sirim§-vhnana  24  455 
師を 恭敬す る こと satthu-garavata  '師の 尊 

敬） 20  69 

師を 求む sattharam  pariyesati 13 190* 
脂 meda  (脂肪， 肪， 凝膏〉 46  274  ： 三十 二 身分 

の一： 40 11， 225 
脂粉 r  vannaka  2  548;  5 117， 134 ② 

vilepana  (塗料， 塗 油， 塗 香， 化粧品， 香水） 9 

322,  465 

脂肪 1 meda  (  Vj, 脂， 凝膏） 〔三十 二 身分の 一〕 
7  339;  23  2;  63  63°,  270° ま vasa  (脂， 膏) 
〔五 種： 5  220 

fl 旨 肪の色 ある 石 medavanna  pasana  24 160 

脂 仿の六 種 meda-chakka  63  29 

脂藥 vasa-bhesajja  3  355' 

祠祀 》-36631:祭祠，祭式,犧控，犧^^£祭，ぉ橫，洪 

養， 供養 式， 獻供， 生 費， 祀， 祀祠， 天祠） 3  50， 
51, 65 

祠壇 samhSgSra 公會 堂, 斷事 堂， 集會 堂， 會 

議听， 會堂） 18  362  ；  47  443 
祠堂 Tcetiya   (支 提， 制 多， 塔窮， 靈祠， 塔， 墓 
，廟 塔， 記念 塔） 9  31 ② susSna  (墓， 墓 

墓听， 墓處， 墓 田， 墓 間， 塚 間, 塚 墓, 墓場 、 8  61 
紫檀 lohil:a-candana  (赤 栴檀， 赤憧） 35 169 
視岸鳥 tiradassin  sakuna  (睦 地を搜 むる 鳥） 

20 120 

(T 視野 ま W  apatha  ,識 域, 領域） 2  9  338 
② 15  256 

期陀含 sakadSgSmin  '、一 來，一 來者） 7  57, 


58，  269  ；  43 138,  403  ；  62 10， 123,  199，  231 ； 
64  436，  437%  478,  480，  483,  485,  494;  65 
fU)  85 

新 陀含果 sakad§g§mi-phala —來果 1 62 10， 
66;  ：64  437： 

新 陀含杲 心 sakadSg5mi-phala  citta  65  II) 
6;  〔45 162： 

新 陀含道 sakadagami-magga  ' 'ー來 道、 62 
91 ； 64  430，  437，  439，  445 

新 陀含追 心、 sakadagami-magga  citta  65  II) 
6;  ：45 104〕 

T 斯陀 含道智 ま 斯陀含 道の 智 saka お gami- 
magga-nana  T  44  33  f  64  437；  〔64  436:〕 

(T 斯 尼耶頻 婆沙羅 ②期 尼耶頻 婆娑羅 ^新 尼 
耶頻 昆沙羅 ず斯 尼耶頻 毘姿羅 I 期 尼 Hi; 頻 
婆裟羅 Seniya-Bimbisara  (洗 尼 疲沙， 洗 尼 
頻毘 沙羅， 有 軍 頻毘姿 羅= 頻毘 娑羅， 頻婆娑 
羅、 ： 王〕 T  2 117, 185  Dll 上 135，  222  D 
58  411 4 1 69,  70， 181，  420*  ；  24  207  S  & 
165，  169,  170,  173,  189,  193，  195，  196;  7 
207,  208 

新波酵 Setavya  ： 城;； 7  365* 

詞 nirutti  (辭 詞， 訓 擇詞， 言語， 言語 學， 言葉） 
5  299 

詞句 nirutti-pada 聖典の 語義） 25  288 
詞道法 nirutti-patha  dhamma  45 11， 332° 
詞の！ 1 種 相の 慧 niriuti-nanatte  pafina  40 

3, 146°*,  200 
詞 別の 道 nirutti-patha  '詞 道， 封 話の 用法， 言 

路, 言語 道 57 187*, 199 

nirutti-pati Dhana  59 上 41 
詞 i 去 nirutti  dhamma  45 11， 331° 
詞無; 解 nirutti-patisambhidS  (辭 無礙 解、 

18  282 ； 19 157, 166  ；  41 79* ；  46  422*  ；  50 

164, 166  ；  51 145  ；  52 100，  137, 187  ；  54  455, 

507;  59 下 200，  201 ； 63  423;  64  8。* 
詞無 礙解智 nirutti-patisambhide  nanaih 

40  3,  5， 146°*,  200、*,  219 
嗣子 1 orasa 13  323,  324 ま dayadaka 11 上 

97 

嗣受受 用 dayaija-paribhoga  62  79,  80° 


(358  ) 


嗣， 獅， 試, 詩， 資, きで， 齒ー ン- 


嗣續者 dayada  (相續 者， 後繼 者， 後嗣, 摘 子） 
15 118;  25 112,  184,  255,  294,  308，  312, 
325,  346,  389 

獅子 ''r'sHia  (師 子） 1 95，  254；  7 186*; 12 
23, 112  ； 13  413  ；  23  371 ； 24  478  ；  25 107, 
153  ；  26  23，  31， 35  ；  29  252，  253,  460*  ；  30 
9*, 17*  42*，  108,  109,  177,  178,  18(P;  31 
141*  346*,  430*,  494*,  559*  ；  32  64,  276*  ； 
34 113*,  276*;  35  226,  377,  383;  37 146, 
167,  178;  38  324，  450，  504;  39  303,  360， 
412,  413,  456*,  471,  472,  522;  41 280 ② 
kesarin  5  387 ③ Siha  〔尼〕 25  349 ④ Sma 
〔經〕 12 186 

① 獅子 认 ② 獅子の 队 siha-seyya  (師 子队， 師 
子の 队法） 'ijlO  109; 15 169,  278,  288；  26 
4 ② 8  288  ；  23  223 

獅子 队す sihaseyyam  kappeti  (師 子队 す） 10 
110 

獅子吼 siha-nada  (師 子吼） 8  29*,  72  ；  30 13  ； 
47 13* 

獅子座 sih お ana  (師子 座） 25  300;  26 100， 

152，  248,  249,  323 
〔獅子座 布施の 果報〕 26 100 
獅子 豺本生 語 SmakoHhuka-jataka 

(一八 八） 30 177° 
獅子 獸王 siha  migarajan  (師 子獸 王） 8  29,  30 
〔獅子と 牛との 交友 を豺が 破る〕 31 559 
〔獅子と 豺〕 8  30;  30  42, 177 
〔獅子と 豺と 馬と 王〕 32  277 
〔獅子と 豺と 象〕 29  460;  31 495 
〔獅子と 虎との 友情 を豺が 裂かん とす〕 32  64 
〔獅子と 虎との 論爭〕 28  323 
〔獅子と パンダ ナ樹と 大工〕 34 113 
〔獅子と 野猪〕 30 17 
〔獅子 等の Stt〕  26  35 
〔獅子の 七 支〕 59 下 315 

〔獅子の 譬喻〕 14 136; 16 下 55; 18  60; 19 
168  ；  24  23，  77,  478,  508  ；  25 187,  297  ；  26 
23  ；  59 上 202 

〔獅子の 吼 ゆる 譬 24  213，  259,  381; 25 153, 
261 ； 26  52 ；  44 12 


〔獅子 は 豺と交 はりて 殺さる〕 32  276 
獅子 皮 本 生物 語 Sihacamma-ja は ka  (—八 九)' 
30 180。 

獅子 品 Siha-vagga  59 下 315 
獅子 邑 Sihapura  (師 子の 城） 60  60,  63,  202, 
211 

獅子 腕 Smabhuja  〔昆 闍耶の 父〕 60  202 

〔獅皮 を 纏 ふ 猿の 譬喩〕 25  297 

試問 者 pasanika  42  250,  252 

①詩② 詩歌 ③ 詩作 kaveyya  'V 19 148 ②' 

25  325 ③ 6 13， 103； 12 188，  338 
詩學 chandas  (婆羅門 書, 聖 fi， 韻, 雅語） 59 上 

10 

詩 術 kaveyya-sippa  23 1^4 

詩 書 samhi は 6  338，  342,  344 

詩人 ① kavi 12  55; 17 112， 113  〔四 種〕 

403 ② stUa  39  269 ③ Kavi  〔經〕 12  54 
詩 法 kavya-patha  38  323 
資具 ① parikkh お a  (資財， 資助） 1 232;  4 

398;  5  214;  20  359*  〔四 種〕 5  214  (2： 

paccaya  (須要 物） 〔四 種〕 42  338 
資具依 止戒 paccayasannissita  si  la  59 下 

195;  62  35°,  55°*  78°,  80;  65  (II)  82;  〔43 

384〕 

資 具の 受用 paccaya-patisevana  42  338  ；  43 
330;  44  450;  〔9 13; 18  97;  20 145°;  43 
384;  58  39〕 〔目的〕 8 165;  25  271 ； 23  235,. 
251 

資 具の 受 用と 稱 せらる る 詭詐事 paccaya- 

patisevanasaiikhata  kuhanavattnu  62  47 
① 資財 ② 資助 parikkhara  (資 具） X'  2  406, 

408，  409,  412  'fj 11 下 72,  73 
資糧 sambhara  (集 起， 原因） 16 上 174  ；  62  26, 

28，  29,  64;  64 17 
飼 牛 go-rakkha  (牧牛， 牧畜） 11 上 238 
飼 獸苑官 vacabhumika,  vacabhumikya, 

vracabhumika  65  (III)  28 
飼 象 林 naga-vana  65  (III)  57 
齒 danta  (牙） 9  424； 12  213;  46  273  〔三十 

二 身分の  一〕 7  339;  23  2;  40 11， 225;  63 

43。，  258° 


( 359  ) 


シ ー齒, 輜， 熾， 示， 自 

齒院 Danta-geha  60  383 

.齒 牙 極めて 白 し susukka-dStha  〔三十 二相の 

一」 8 186,  231 
齒齦 danta-mamsa  4  396 

齒骨 dantatthi  63  48 
齒 骨の 相 darUatthike  nimittarii 29  341 
齒舍利 dStha-dhatu  61 4，  24,  54， 116,  170， 
257，  318*,  322*,  328,  421*  427，  428,  430, 
431，  438，  443，  448,  449，  455,  461，  467，  481, 
482,  489，  498*,  506,  508,  509,  514,  530*, 
537*,  547 

齒舍利 行事 dathadhatu-caritta  61 484 
齒舍利 供養 dath5dhatu-pQj5  61 427 
齒舍 利史話 DathSdh5tu-vaihsa  62  4 
齒舍利 尊神變 示現 

Dathadhatupatihariyadassana 61 427 
齒舍利 堂 Dathadhatu-ghara  61 4， 18,  24, 

46， 170,  328，  397，  414，  423，  428，  455,  461, 

463,  532 

'齒病 danta-roga  22 上 355;  42 17，  24，  66， 
381 ； 43 165,  178，  237,  336,  340  ；  44  23,  95, 
372,  416 

輔重軍 sakata-vyuha  (車 形陣ノ  31 219,  222; 

34  363,  367 
熾 pajjo ね （光炎， 燈光， 燈火） 〔四 種〕 18  246 
熾然 0)  atappa  (熱心， 熱 勤， 勇猛） 19  345,  346 

② aditta  (燃 燒） 3  62  ； 14 111 ③ Adit は 

〔經〕 14 111 
激然す pajjalati 18  377 
熾然品 Adit は- pariySya  (燃 火の 敎， 燃燒の 法， 

燃燒 方! H)  3  63 
示 相 nemittika ほ （現 相， 占 相） 62  34,  46°, 

52°,  75 

示 相 業 nimitta-kamma  (現 相） 62  52,  75 
示 導 patihariya  (神 變, 神 通， 奇蹟） 〔三種〕 41 

179°*；  43  27 
示 導 論 Patihariya-katha  41 179° 
自愛 at は- kSma 12 130 

愛 形 attakama-riipa  (自我 を 愛する 者） 

11 下 196 

g 我の 見 at ほ nuditthi  (我隨 見， 我の 隨見， 隨 


I 
I 

I 

我 見 ） 44  309;  64  401  | 
自我 を 愛する 者 a«akSma-r[ipa  (. 自愛 形） 9  ； 

362  ！ 
自覺 ① sampajana  (正 知， 正 知者， 正智， 正意， ' 

正 心） 7  60°  2：  bodhi  (菩提， 覺） 8  68 
自覺樂 sambodha-sukha  (等 覺樂， 等覺 の樂， 

正 覺の樂 ，正 覺樂 >  19  40，  41; 20  84，  85 
自 歡喜經 Sampasadaniya-suttanta  8 121°, 

144 

自記す vySkaroti  (記 別す, 運命 を說 く  ）  3  324, 
327 

自毁 の怖畏 attanuvada-bhaya  (自責の 怖畏， 

自責 畏） 59 下 8 
自義 attattha  (自 禾!] ，己 利） 42  271 ； 43 160, 

313;  44  292,  459 
自 f ラ處 saka-gocara 16 上 364,  365,  366,  368 
自 苦 〔者〕 auan は pa  (自を 苦しむ ） 47  369,  442 
①自偈 ②自慶 udana  (f 憂 陀那， 自設， 自頌, 無 

問 自說， 感興 語, 歡喜 語） 1： 3  404  ； 16 下 111 ； 

21 260 ② 4  304 
自見を 取 著し sandiUhin 11 上 320 
自己 atta  (我） 23  41* 
① 自己 苦惱 ② 自己の 難 苦 atta-kilamatha 

(自の 煩 苦， 苦行） （pll 下 320* ② 16 上 36 
自己 中の 因 ajjhattika  aiiga 17  23,  24 
自己の 依 所 ① atta-dipa  ( 自洲， 自な洲 と す） 

23  53，  54 ② at は no  gati  23  76 
自己の 听得 sa ほ bha  23  74 
自己 品 At は- vagga  〔法 句經〕 23  41° 
自己 を 知る aUafifiQ  20  367,  368° 
自毳 Attanurakkhita  〔經〕 12 125 
自讒呪 a"a-parit は 4 169 
自護女 sSrakkha 1 235* 
自光 Sayam-pabhS  〔天〕 24 146 
自光者 sayam-pabha  24  466 
自業 kammassaka ほ （業自 性， 業 (乍， 業听 作〜 

業:' ま 己が もの， 業 を 己が ものと す， 業 を听有 

す） 47 10,  26,  32 
〔自業自得〕 11 下 232，  234,  235,  236,  237; 12 

125，  155,  163; 17  225，  226,  227  ；  24  253  ；  32 

11; 58  288,  291， 393 


自ージ 


自業智 kammassaka は nana  (業 (乍 智， 業听作 
智） 47 10,  32° 

自國 繁榮の 行政 Sarajjasamiddhi-karaija 

〔章〕 61 227 
自言 patmfia  (自 稱， 自言 治） 〔七滅 諍の一〕 5 

200; 11 上 321,  323° 
自言治 'DpatififiS  (自 言， 自稱） 2  335,  564  ； 

4 157, 159 ② patmfiSta  〔如法と 非 法〕 4 

129°;  5  318° ③ paUfifiSta-karaija  (自言 を 

なすこと） 〔七滅 諍の一〕 5  3,  8, 12，  79，  80, 

137,  159，  178，  264*,  318°,  383 
自言を 作す こと patififiata-karaija  (自白， 自 

言 治） 〔七滅 諍の一〕 17 163;  20  404 
自作 sayam-ka1:a  (自 造） 13  27*,  31*，  47*, 

54*,  58*,  164*  ；  20  212 ；  57  74 
自作と 他 作 sayamkatan  ca  parariikatan  ca 

20  212 

自 (乍 無 し natthi  attakaro  20  78 

自在 ① issariya  20 114；  21 100 ② vasa 18 
10 ③ vasin  (自主 者） 〔五 種〕 40 164  ；  64  485° 
④ vasa-vattin  (支配者， 自在 者， 他 化 自在， 世 
の 統治者, 全能者， 化 自在, 指令 者， 婆舍 拔提） 
6  351，  352,  358；  23  346 ⑤ vas レ bhSva  47 
371,  372，  378,  465,  466,  470;  58  287 ⑥ 
Vasavattin  (化 自在 = 他 化 自在 天） 〔天 王〕 6 
310  ；  21 131 ； 24  544  ；  25  368  ；  27  358,  406， 
433，  452，  490 

自在 者 ©issara   (自在 天， 自在 主， 天主， 主宰 
者） 6  311,  312;  7  293;  8  37; 10  64 ② 
vasa-vattin  (自在， 支配者， 他 化 自在， 世の 統 
治者， 全能者， 指令 者， 婆舍 拔提） 20  340，  341, 
358;  24  460 ③ sayam-vasin  64  324 

自在 者の 化 作 issara-nimmana  (自在 天 听變， 
祌の化 作） 11 上 289,  290，  295,  296 

自在 主 issara  ( 自在 者， 自在 天， 天主， 主宰者） 
6  22,  23 

自在 生 sayambhii  (自存， 自存 者， 自存の 人， 獨 
存， 獨存 者） 57  367 

自在 天 ① issara   (自在 者， 自在 主， 天主， 主宰 
者） 64  89， 117,  144，  173，  199,  306 ② 
Vasavattino  deva  (= 他 化 自在 天） 41 210 


自在 天子 Vasavatti-devaputta  6  310；  21 
131 

自在 天 所 造 Issara-kuna  8  36 
自在 〔天〕 听變因 issaranimniana-hetu  47  9S 
自在 天處 issarayatana  64  89 
〔自在 天 造說〕 17  280;  47  95 
自在 天 論 vasavatti-vada  64 163 
自在 辯 mutta-patibhana 18  237;  47  366, 
419,  420 

自在 欲 行 issariya-kamakariya  58  435* 

自在 欲 行 論 Issariyakamakarika-katha 
58  435。 

自在 力 issariya-bala  41 105 

自在 を 引く 業 issariya-sariivattaniya 
kamma  58  47，  50,  311， 419 

自殺 samam  [marati] 1 123 

〔自殺〕 ① 〔闡陀 の〕 11 下 379; 15  96 ② 〔瞿低 
迦の〕 12  205 ③ 〔跋迦 梨の〕 14 194 

自讃 毁他 ① attukkamsana-paravambhana 
9  28  ； 10 186* ② attukkariisaka- 
paravambhaka  22 下 49 

自 讚せ ず毁 他せ ざ る 性 anattukkaihsaka ほ 
aparavambhita  9  28 

自思 atta-saficetanS 18  279 

自恣 ① pavaraij5  ( 自恣 請， 自恣 日， 足 食， 請） 
1 276;  2  83，  218;  3  277,  278,  284*,  285% 
444，  555  ；  4  8，  9，  32，  47,  48,  256,  313，  381, 
409，  410;  5 192,  210,  275°,  326，  382;  7 
231 ； 11 下 83  ； 12  329  ； 17 161 ； 21 199  ；  28 
175,  184，  415  ；  29 111 ； 34  231 ； 60 138，  139, 
194,  263,  289;  65  (I)  68, 104，  118， 126  〔三 
種〕 5  210  〔起原〕 3  281 〔障礙 …三 語， 一 說，. 
齊唱の 場合〕 3  297-300  〔禁 不禁〕 3  300-314 
〔行 ふべ からざる 場合〕 3  295  〔行 ふべき 人數〕 
3  289 ②' Pavarana  〔經〕 12  329 

自恣羯 磨 pavarana-kamma  5  243  〔四 種〕 3 
286,  287 

自恣犍 度 Pavaranakkhandhaka  3  281° 
自恣請 pavaraija  (自恣 ，請， 足 食） 2 163 
自恣 せし む ② 自恣を 行 ふ pav5reti ① 2  506 
@  3  293:k 


(361) 


ジー自 


宙 窓 日 pavaraijS 自恣、 1 441 ： 十四日と 卞 

五日〕 3  286 
：自 恣を 中止す る こと pavSrapa-thapana 

17 161 

：自試 vimamsa  (觀, 觀慧， 思惟， 思量, 思 察， 審 

察， 推量） 1 190-* 
'自主 者 vasin  (自在， 主權 者， 主宰者' 8  37，  38 
'自取 品 AttadSna-vagga  5  325 
自頌 udgna    (自設 ，無 問 自設， 優 陀那， 感興 語, 

自 f 曷， 自慶 ） 3  2*,  5,  348,  611 
<D 自宗 ② 自宗義 saka-samaya i 58  71, 112 

%  64 164,  498 
'自洲 Attadipa  〔經〕 14  66 
自洲品 AttacHpa-vagga 14  66,  82 
自 g    thitatta 18  9°  ；  47  369,  453° 
自' £ 人 thil:at は puggala  47  369，  453° 
自性 ① pakati  =  padhana  (初 因） 64 147,  157, 

169  %  sabhava  58  413 
自性瘦 得 auabhava-pati ほ bha  (自體 得， 得自 

體ン 14  226 
自性浪 pSkatindriya  23  342,  343 
自性詞 sabhava-nirutti  (如法の 文法） 64 10 
自性色 sabhava-rr.pa  65  (II)  53 
自性 淸淨 sabhava-parisuddha  59 下 40*,  286 
自性 相 sabhava-lakkhana  64  360 
自性法 sabMva-dhamma  (第一義 的 存在 物） 

28  411 ； 62  225,  226  ；  63 19，  245，  254 
自性 論者 pakati-vSdin  (數論 j^)  64 147， 169 
自稱 paUfifia  (自 言） 1 37;  2  342 
自證 abhijana  59 上 168* 
自制 ① dama  (鋼 御， 自調， 調 順， 調伏） 35  366 

② sariiyama  (禁制， 禁戒， 節制， 止 息， 克己） 7 

183  ； 10 189,  190，  362  ； 12  290  ；  23 12  ；  25 

232  .f^  sannata  (自制 あり） 18  42 
自制 あり safifia は （自制） 24  56，  57 
自制し ya は 18  26 
自制の 心 yata  mano 12  20 
<D 自責の 怖畏 ② 自責 畏 attanuvada-bhaya 

(自毁 の 怖畏） D18  216°  ；  43 179;  44  403, 

434  %  47 112 
启說 udana   (@ 陀那， 憂^ 那， 邬 陀那， 無間自 


設， 感興 語， 歡喜 語， 自 ， 自頌， 自慶， 句經) 〔九 
分数の 一〕 42  216,  286,  352;  44  377，  458; 
46  424  ；  59 下 40  ；  62  77 
自設經 Udana  〔小 部經の 一〕 23  85^  ；  63  313  ； 
65  (I)  23 

自相色 salakkhana-rupa  65  JI)  53 

自造 sayam-kata  '自作） 8 175* 

自潛上 at ほ dhipateyya  (我 if 上） 17  238°' 

自足 〔者〕 titta  47  364,  396° 

① 自存 ② 自存 者 D 自存の 人 sayambhQ 
(自在 生， 獨存， 濁存 者） ① 26  25,  27,  84,  85. 
92， 103,  147，  154,  157，  299，  316 ② 26  86， 
112,  114，  118，  144,  152,  306;  41 215;  43 
323  ；  44  271,  329,  357  ；  59 下 57  3  26  38,  60， 
66,  86 

自存の 性 seri ね （燭存 ） 26 15 

〔自他 苦 者〕 47  369,  443 

自他の 義 ubhayattha ば も 利） 42  271 

自他の 利 attattha-parattha  33  234 

自諫 pacceka-sacca  8  350 

自體 at ね- bhava  (自 性） 13  378,  379，  386, 

387  ； 17  460 
自體得 attabhava-pati ほ bha  (自性 獲得， 得自 

體） 〔四 種〕 8  309; 11 下 33，  43° 
自調 dama  (自制， 調 御, 調 順， 調伏） 15 102 
自内證 の 法 sakkhi-dhamma  24  352,  356  ；  43 

164,  223 
自然 火 pakati-aggi  59 上 137 
自然 火と 地獄 火の 熱の 間 Pakatiaggito 

nerayagginam  unhakara-panho  59 上 137 
自然 戒 pakati-si— la  62  33 
自然 金の 缳 S は gi-nikkha 13  343 
自然 口    abhedana-mukha  22 上 52 
自然， E    sarasa-marana  64 126 
自然 生 adhicca-samuppanna  (無 因 生） 20  212 
① 自然 生の 糠 米 ② 自然の 棟^ ③ 自然 生の 稻 

sayaiijata-sali  X  29 126 ② 32 151 ③ 35 

250 

自然 心 pakati-dt は 58  420 
自然 親 依 pakatupanissaya    64 185,  187°  ； 
65  (II)  72,  73 
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自， 寺， 字， 耳， 似， 事ージ 


〔自然の 地〕 62  247 

自の 所應: こ 非ず anauaniya  (非 我 所） 14 
124, 125 

,自 の 煩 苦 aUa-kilamatha    (自己 苦惱， 自己の 

難 苦， 苦行） 16 下 339 
自白 patififi5ta-karaj:ia  (自言 治， 自言を 作す 

こと） 5  229 
：自味 sarasa  (自己の 作用） 42  62, 177 
. 自由 ① bhujissa  6 109 ； 10  57 ② abbhokSsa 

(露地, 露天, 適處， 屋外， き處, 签閑， 曠野） 6 
355 

自利 ① aUattha  (自義 ，己 利） 13  41； 17 13， 
353，  354  ； 19  86,  87  ；  20  393  ；  42  257  ；  44 
402，  410,  499 ② atta-hita  8  311 ； 11 上 185  ； 
18 166*,  313  ； 19 17*  ；  21 96*  ；  47  368,  440 
百 禾！] 行 atta-hitaya  patipanno  8  311 
自 禾!] の 法 門 attupanayika  dhamma-pariyaya 
16 下 236° 

自禾 'Mftfe   attahita  parahita  47  368,  441 

〔自力に よる 解脫〕 42  45* 

〔自力に よるべし〕 44 141* 

自論師 saka-v5din  57 1, 100， 130 其 他； 58 

76,  78, 101 其 他 
①自を 依と す②自 を依處 とす atta-sarapa 

(自ら を 歸依處 とす） ぼ、 14  66 1)7  68,  69; 

16 上 373，  374,  386，  388 
①自を 苦しむ ②自を 苦しめ attan-tapa  (自 

苦） ① 11 上 210* ② 10  88*,  200 
.自 を洲 と す atta-dipa  ( 自洲， 自己の 依 所， 自 ら 

を 島と す） 7  68,  69; 14  66; 16 上 373,  374, 

386,  388 

.自 を 護ら ば 他 を 護る at ほ narii  rakkhanto 

paraih  rakkhati 16 上 396 
寺 viMra  (精 舍， 住處， 住院， 僧房， 房舍， 香 室， 

香 房） 1 114 
寺 地 vihara-vatthu 1 82 
寺 中 物 viharattha 1 81 
字 ① akkhara  (文字） 2  217 ② vanna 16 下 

352，  353 

字彙 nighaij づ U  (語彙， 物 名 集， 吠陀 名義 集） 
60  36 


字句 vyafijana  (文， 相， 記標） 8 162* 
耳語 sakanna-jappaka  5  205 
耳朶 病 kaijija-roga  (外耳 病） 22 上 355 
耳 病 sota-roga  22' 上 355 
似 現前 毘尼 sammukhavmaya-patirupaka 
4 116 

似 相 patibhSga-nimiUa  62  225,  226,  250°, 
251,  303，  304，  339°,  341*，  346,  347,  364，  369， 
372，  376*,  380,  381; 63  69；  65  (II)  78，  80° 

〔似 相の Jf 犬〕 62  303° 

似 法 別 衆竭磨 dhamma-patirupakena 
vagga-kammam  〔六 種竭 磨の  一〕 3  548*, 
553° 

IK 法 和^ 竭磨 dhamma-patirupakena 
samagga-kammam  〔六 種 ：渴 磨の 一〕 3  548*, 
554° 

事 'Dvatthu  4  429;  5  281，  283°,  290，  294*, 
297,  314,  377,  380,  384； 18  279  〔羯 磨との 
關係〕 5  377,  380 ② （基, 所 依） 45  211,  226, 
227 ③ Vatthu  〔經〕 （一 )( 二）  22 下 49，  50 

事異事 adhikaranannabhagiya 1 282 

事 火 具 aggihutta-missa  3  59* 

事 火 外道 aggika  (火 教徒， 拜火） 7  389* 

〔事 火 外道の 童子の 譬喩〕 7  389 

事 火 室 jan ほ ghara  (暖房， 温室， 温浴 室， 火舍， 

浴室， 浴 房， 風呂場） 29  374 
事 火の 境 aggi-paricariya  (火 祀） 6 152, 154 
事 火 婆 羅墮闍 Aggikabh5radv5ja  、拜 火婆羅 

墮闍） 〔婆〕 24  43 
事 火 法 aggi-hut は （火 神の 祭， 火祀， 拜火供 儀) 

3  65 

事業 ① kamma  (業， 行 業, 行爲， 作業， 作務 ）19 
160*  ；  20  22,  24，  42,  43,  44,  68  ；  21 292*  ； 
2'2 下 67  ；  23  322，  323 ② kammanta  (業， 業 
務, 生業, 產業， 家業, 商業） 22 下 311 ③ 
kammatthana  (業 事） 22 上 319 

事業に 堪ふ kammafifia  (堪 任， 適業） 8  336, 
337 

事故 apa お （災禍， 災害， 艱難） 2 184,  189， 

210，  302*，  561 
事聚 vatthu-saihgaha  5  393 
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ジ 一事， 侍， 兒， 持 


事 諍 事 kiccadhikarapa  (義務 諍 事） 〔四氆 諍 
事の一〕 4 137°,  142，  160;  5  257*  〔犯罪と 
の關 係： 5 170  ： 三 性； 善， 惡, 無 記〕 4 142 
〔滅〕 4 160 

事 If 事の 拫本 kiccadhikaranassa  mulam 
4 140 

事相 理相 attha  dhamma  (義と 法） 36  23 
事と 事 諍 事 kiccam  kiccadhikaranarii 
4 145 

事の 種種相の 智 vatthu-nanatte  nanaih 

40  2， 126°* 
事 無 間 性 addhanantarata  50  342 
事 明 vatthu-vijja  (家相 學， 家相 占 ひ， 宅地 學， 

宅地 明' 14  386，  387 
事 欲 vatthu-kama    物欲， 物質 欲， 欲の 對象 

物） 42  2。，  40,  241; 43  257,  278；  44  38°， 

124,  159,  230  ；  58  71 ； 62  281, 282  ；  64  268, 

450 

侍 坐 品 Upanisinna-vagga 14  316,  319 
侍者 （XantevSsika    (門人， 阿闍梨 弟子， 內住 
者） 3 106^，  526;  4  340,  341 ② upaUhaka 

(侍 僕， 常^, 常隨 弟子， 奉 侍者， 看護 者， 看護 
人） 3  318,  343  ；  7 130;  9  373,  377  ； 11 下 
376  ； 12  299  ； 14 152,  153， 191 ； 16 上 384  ； 
22 上 6;  23 138,  149,  176;  26  98;  59 下 3, 

25  ®  paricarika  (召使） 6 152;  25  287 
侍者 堂 upanhana-s§ ほ （勤行 堂， 集會 所， 集會 

堂, 講堂, 供養 堂） 11 下 97， 140 
侍者に 對 する 承 事 antevSsika-vatta  3 108 
侍^^！^大臣 upacaraka-mahamatta  4  292 
侍女 ① orodhS  4  434  %  dasi (下婢， 婢， 女 

中， 賤女） 1 202;  25  24,  49 ③ paricSrika- 

paricariya  (袷 仕） 9  440,  441, 443 ④ 

parijana  3  26 
侍臣 parisajja  (廷臣， 衆） 8  80,  81 
侍 僕 upatthSka  (侍者， 奉 侍者, 看護人， 常 侍) 

26  407 

侍 聞 Upassuti  〔經〕 15 146 
侍 浴 者 nah ゆ ako    (湯屋の 浴 僕， 助 浴 者， 助 浴 
師） 19  33 

①兒 ②兒子 putta  [子, 子供） 1 15  380* ② 


20 114 

兒戯 komSraka 17  430 
兒童鬼 事 Kumara-petavatthu  25  95 
持慧者 pafifiavant    (具 慧, 具慧 者， 有慧， 慧ぁ 
り ，慧 有る 者， 慧を 具へ， 智慧 者， 智者， 伶悧） 

13  235*，  304,  305 
持戒 ① sila  (戒， 戒行, 戒德， 戒律） 2  203  D 

silavant  (持戒 者， 具戒 者， 戒 具足 者， 戒者, 戒 

德者， 有戒, 戒者, 戒を 具せ る 者） 3  399; 11 上 
204  ；  22 上 198，  201 ； 22 下 37，  38，  278,  281, 
284,  286  〔三 因〕 23  379  Z  Si  lava  〔經〕 は 
377 

持戒 者 ① vinaya-dhara  (持 律 者， 持 律， 律師') 
28  420 ② sHavant  (具戒 者， 戒 具足 者， 戒德 
者, 戒者， 戒を 具せ る 者， 有戒， 持戒'' 1 68,  71, 
119,  201,  222，  224  ;  2  81 ； 5  323  ; 11 上 120, 
136  ； 12  89, 164,  201, 202  ； 13  244  ； 15  378  ； 
23  25, 154，  227  ；  25  229  ；  36  53，  54  〔五 功 
德〕 3  399  ；  5  224,  226  ；  7  47  ；  8  315  ；  23 
227;  62 19 

(T 持戒の 說話 ② 持戒の 話 sila-katha  (戒 論, 
戒 の設, 正義の 說 話:' 〔三論の一〕 JJ6  162  S 
23 163  ；  38  403 

持戒 波羅蜜 sila-parami,  sila-paramita  (戒， 
波羅蜜） 28  96, 166  ；  41 236 

持界 thiti-dh5tu  20  79 

持 去 haranaka 1 83 

持劎者 khagga-gaha  59 上 253 

ぼ 持國王 ② 持 國天王 J) 持國天 
Dhatarattha  (提頭 賴吒） 〔四天王の 一〕 ① T 
250 ② 7  214,  232  f  25  3  ；  32 171, 172 

持 傘 者 chana-gaha  59 上 253 

持 軸 isadhara  (伊沙 陀羅） 〔山〕 62  406 

持 呪 者 man は- dhara  (呪 を 執 持し， 神 况の護 
持 者） 6 168  ；  41 257 

持 十 力 者 dasabala-dharin  42  270 

持 心 pahi は t は 專念 40  3， 172 

持 善 法 者 kalySija-dhamma  (善 法 者， 善 法 行- 
者，  善行 者,  具 善 法 者，  法に 善き  者  11 上 120, 
136 

持雙 Yugandhara  (由键 陀羅） 〔山〕 62  406; 


持， 時ージ 


63  330，  351 
持 頭陀者 dhiUa-dhara  59 下 204 
持 念 upatthi は- sati  (念 現前， 念 現在 前， 存念, 

專念， 具 念， 確立せ る 念， 正 念 者， 正 念 あり， 正 

念 樹立 者 j  22 '下 54 
持輻 Nemindhara  (尼 民 陀羅） 〔山〕 62'  406 
持 糞 掃 衣の もの pamsukQlika  (翼 掃 衣 者， 翼 

掃 衣 行者， 著 襤褸 者， 著 奠掃依 者） 13  417 
持 法 ① dhamma-dhara は 寺 法 者， 法 を 持 し） 

16 下 109,  110; 18 14;  21 257*  ff)  dhamma- 

dharana  22 下 19* 
持 法 者 ① dhamma-dhara  (持 法， 法 を 持 し） 18 

311, 312  ；  23  57°, 188  ；  25  288,  290  ；  27  509  ； 

60  26;  62  244 ② dhammika  (法師， 正 法 者) 

32 187, 188 
持 法 沙門 dhammika-samaija  32  248 
な' 持 明 者 1^ 持 明 呪 者 vijjS-dhara  (呪術 師， 呪 

術 者， 呪術 を 具へ た 者， 魔術師， 魔術 者， 魔法 使) 

① 41 162    |)27  233;  59 上 315,  316;  59 下 

13,  91 

①持 律②持 律師 vinaya-dhara  (持 律 者， 持 
戒者， 律師， 律 を 持し） も 4 118;  5  37,  69  ； 17 
35 ② 42 101，  102,  223,  232,  328,  346,  357 

持 律 者 ① vinaya-dhara  (持 律, 持 律師， 持戒 者， 

律師， 律 を 持し， 律 を 持す る もの， 律 比丘） 1 
268  ；  2  224*  ；  3  298,  348,  349  ；  4  223,  246  ； 
5  221,  222°,  226,  230,  235°*; 11 下 23; 13 
230  ； 19 107， 108  ；  20  399*  ；  22 上 211*  ；  27 
427,  431; 60  26;  62  75, 143,  249  〔愚と 智と 
の 各十條 件〕 5  235°*  〔資格〕 5  230  〔五 功德〕 
3  399;  5  226  ；  7  47;  8  315  ；  23  227  ；  62 19° 
〔七 法 成就〕 20  399* ② venayika  (調伏 者) 
10 159 

持論 母 者 matika-dhara  (論 母 を 持す る 者， 摩 
夷 を 持し， 摩 夷 を 持す， 智母を 持せ る） 62  244 

時 ① kala  (應 時， 正 時） 4  371*  ；  5  291°  ； 12 
12， 13; 16 上 312た 18  220*;  22 上 315 ② 
samaya 因緣， 是時） 5  291°  ；  64  72 

時 愛 心 解！ S  samayika-kanta-cetovimutti 
11 下 129 

時 衣 kSla-civara  2  397*;  5  97 


時間 ① addhSna  (世） 59 上 101, 102 ② 

kappa  (劫 = 輪廻） 24 192 
〔時間の 存在〕 59 上 101 
時間の 問 Addhana-panha  59 上 103 
〔時間の 無始 無 終：] 59 上 104, 167 
〔時間 論〕 59 上 101 

時季 utu-pama ひ a  3 163；  4  408，  414 
時機 到来の 問 SampattakSla-pafiha  59 上 155 
時解脫 ① samaya-vimutd  〔退不 返 因〕 19 
241,  242,  243 ② samaya-vimokkha  (—時 
的 解脫） 40  378 ③ sSmSyika  vimutti  (か 
りの 解脫） 20  94*;  22 下 36*;  24 19;  44  446 
時解脫 〔者〕 samaya-vimima  47  358，  374°  ； 

57 100,  120*, 126 
時解脫 阿羅漢 samaya-vimutta  arahant  57 
120* 

時限 addhana-pariccheda  64  490 
時限 〔戒〕 kala-pariyanta  [-slla]  62  26 
時 限界 kala-ve ほ 43  397 
時 語 者 kSla-v5din  (時說 者， 時論 者） 8 171 ； 
18  40 

時 後 不食支 khalupacchabhattikariga  42  98. 

286  ；  43 14，  353  ；  44  282  ；  59 下 248  ；  62 

119,  122°,  140°* 
時 後 不食者 khalupacchabhattika  5  223, 

325  ；  42 101,  102,  223,  328,  347，  358  ；  4S 

149,  211,  216;  62 121, 141 
時候の 變化 utu-parm§ma  (時節 變化， 季節の 

變化， 季節の 變易， 季節の 轉變） 15  355 
時 死 kSla-maraija  63  r  〔例〕 59 下 147°* 
〔時 食の 五德〕 19  361 ； 59 下 174 
時 生 utu-ja  (= 時 等 起） 64  28 
時 章 Samaya-vara  5 180 
時 心解脫 samayika-cetovimutti  (一時的の' 

心 解脫） 44  446 
時設者 k お a-vadin  (時 語 者， 時論 者） 17  331， 

332  ；  44  280 
時節 ① utu  (時， 季節） 16 下 371 ； 50 170*, 

490;  62  62,  63,  254  @  khana  (刹那） 21 103 
時節 緣 時節 等 起 utupaccaya- 

utusamutthana  64  333 
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ジ 一時， 痔， 滋， 慈 


時節 緣食 等 起 utupaccaya- 
aharasamutthana  64  334 
時節 所 成 utu-maya  64  346,  351, 352 
時節 生 utu-nibbat は 59 下 94，  95，  99° 
時節 等 起 utu-samuUhSna  '時 等 起） 50  29, 
30,  40*.  77,  84*,  120,  156*,  374*,  441 其 他； 
51 49*,  112*  229*，  281,  384*  ；  52  7*,  73* 
116*,  153* 其 他； 53  4*.  30*,  108* 其 他； 54 
24, 183*  207* 其 他； 63  341; 64  235，  236, 
287,  333°,  347 
時節 等 起 色 utusamutthana-rupa  65(11)  55, 

58,  59;  ：64  333。〕 
時節 等起聚 utusamutthana-kalapa  65(11) 
57 

時節の 危險 utu-parissaya  62  62 

時節 變化 〔病〕 utu-parmama  '、時候の 變化， 季 

節の 變化， 季節の 變易， 季節の 轉變） 59 下 148, 

151， 157 

時相 對性 kaia-patikkha ほ 50  410 

時鳥 kokila 拘耆羅 ，置 枳羅, 杜鵑， 郭公, 鴿古 I) 

31 475*  ；  43  397 
時鳥 品 Kokila-vagga  31 475° 
時と 非 時 kala  akala  9  231 
時 等 起 utu-samuUh5na  (時節 等 起' 63  285 
時 縛-; お 養 童子 Jivaka  Komarabhacca  (耆婆 

儻子 =耆 婆） 〔醫， 塞〕 20  228 
時き き 時の 死の fig  Kalakalamarana-panha 

59 下 146 
時分 众 varaka-bhatta  62 131 
時分 藥 ySmakalika^bhesajja::  3  439,  440 
時 無 間 性 ほ namara ほ 50  342 
時藥 yavakalika  Cbhesajjaj  2 138；  3  439 
時 量 vaya  59 下 168* 
時論 者 k さ la-v5din 時 語 者， 時說 者） 57  89， 

90,  93* 

痔 bhagandalabadha  3  379,  380 

痔疾 amsa  42 17,  24,  67,  381 ； 43 165,  178, 

237,  336，  340  ；  44  23,  95，  372,  416 
痔瘦 bhagandala  (潰瘍） 3  478,  479  ；  22 上 

355 

滋養 素 oja  (食 素, 榮養， 養分-段 食：' 59 上 320， 


351， 368 

慈 Dmet ほ （慈 行， 慈悲， 慈悲 觀， 慈悲 定， 慈悲 
心， めぐみ） 8  62; 10 132,  219; 16 上 339; 
20  220;  23 143;  43  372';  46  392°,  393， 
399*;  62 197，  221,  228,  396;  63 183°,  189， 
190;  64  59  ;  65  II  79  ： 定義〕 43  372;  46 
108,  392，  399*  〔觀 法〕 10 132  ；  20  220  ；  23 
143  〔听對 治 一 瞋恚〕 10  219; 17  327;  22 上 
4， 12;  23 143  3  Mettiya  〔比〕 1 269* 
280*;  2  59;  4 119*,  190,  191; 5 10,  24  〔第 
十三 波 ii 提， 嫌 譏戒を 犯す〕 2  59  〔憶念 毘尼 
に關 係す〕 4 119*  D  Mettiya  〔尼〕 1 272* 
280*  ；  4 121*  Mettam  〔經〕 16 上 316  ® 
Met ほ 〔經〕 21 1; 22 上 54;  22 下 322  (—) 
一 (六） 16 上 339 

慈愛 meUa ほ 16 上 396 

慈愛の 眼 piya-cakkhu  '愛 眼， 愛の 眼， 親愛の 
眼） 17 108 

慈愛 深く    anukampaka 慈愍 者， {^ 愍者） 37 
333,  334 

① 慈 意 業 ま 慈 意 行 metta-manokamma  X) 

8  324;  9  363，  364,  386，  389； 10  55，  56; 
11 上 326; 11 下 198;  22 下 333,  338 ② 5 158 

慈經 Met ほ- suna  '慈 念經 慈悲 經） 24  52°, 
55；  63 137 

慈 行 ① met ほ （慈， 慈悲， 慈悲心:， 30  242*  ；  39 

364 ② met ほ- cariya  38  386 
慈 口 業 met ほ- vacikamma  [慈 語 業， 慈 語 行） 

9  363,  364，  386,  389  ； 10  55，  56  ； 11 上 326 
慈 功 德の問 Mettanisarhsa-panha  59 下 9 
慈^^行 met ほ- sahaga は 22 下 326;  45  74* 
①慈 ift 行 心 ②慈俱 行の 心 ③慈俱 心 met ほ- 

sahagata-ceto  (慈と 俱 なる 心） ① 22 下 326 
② 16 上 317*  ；  46  391，  392,  393 ③ 44  414 
® 慈 語 業 （D 慈 語 行 meua-vadkamma  (慈 
口 業） I  8  324  ; 11 下 198;  22 下 333，  338 
② 5 158 

慈 三昧 meua-vihara  (慈 住） 4  454 
(T, 慈修習 ま 慈の 修習 met ほ- bhS vans  X  43 
163,  316;  44  294;  59 下 11*，  306,  312，  332, 
333  S63 134°  ；  '9  232*  ； 10 132;  20  220; 
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慈ージ 


30  96〕 〔自己に if して〕 63 137  〔可愛 者に 對 
して〕 63 139  〔一切 者に 對 して〕 63 139  〔怨 
敵に 對 して〕 63 140*  〔功 德〕 63 166 

慈定に 入る niettarh  samapajjati 63  314 

〔慈定 の 聖典の 句義〕 63 159 

慈心 fDmeUa-citta  (慈悲心， 慈悲の 心） 3 
433  ；  4 168,  169，  299,  370*  ；  6  321,  323*, 
356°  ；  8  315;  9  26,  225,  226,  231,  232*  ； 
11 上 199，  200,  241 ； 17 15  ； 18 125  ； 19  273*, 
337  ；  20  340，  341, 358  ；  22 上 65，  314,  316  ； 
23  260,  261，  303;  25  235;  28 173;  36  56; 
37  6,  7，  22,  30，  65, 105,  329 ② soracca  (柔 
和， 可樂, 慈悲） 3  605  、 

慈心 解脫 met ほ cetovimutti  8  327； 11 上 
271 ； 13  390*  ； 16 上 304 ； 17  5，  327  ；  20 18; 
21 2,  236  ；  22 下 260，  261 ； 23  265,  266  ；  40 
13;  41 52°*;  46 108%  392%  393，  399*; 
59 下 9， 10;  63 137,  154,  161°*,  185，  193， 
194  〔種種〕 63 161 〔八 功德〕 21 2  〔十一 功 
德〕 5  239  ；  22 下 322  ；  30  21, 96  ；  41 52; 
59 下 9;  63 154 

〔慈心 解脱— 淸淨 解脫〕 16 上 321 

〔慈心 解脫— 無瞋〕 10  219; 17  327;  22 上 4， 
12  ；  23 143 

〔慈心 解脫と 五拫〕 41 55 

〔慈心 解 脫と五 力〕 41 56 

〔慈心 解 K と七覺 支〕 41 57 

〔慈心 解 說と八 正道〕 41 59 

慈心と 瞋心 mettacitta  dosantara  9  231 

慈心、 の 語 mettacittena  bhasita 19  337 

慈 身 業 meUa-kSyakamma  5 158；  8  324  ；  9 
363，  364,  386,  389; 10  55,  56; 11 上 326; 
11 下 198;  22 下 333，  338 

慈善家 ① attha-cariya  29  443 ② punnavant 
(具 福 者） 39  4 

慈善 堂 dana-sa ほ （布施 堂， 布施 听， 救 恤院） 29 
175,  176, 182 

慈 想 met ほ- safifia  59 下 189 

① 慈 と ム 4 な る心② 慈と 俱 行す る 心 
mettasahagata-ceto  (慈俱 行 心， 慈俱 心） ① 

9  491 ； 10  20, 132 ② 22 上 57 


慈 念 ある sariig§haka  36  55 

慈念經 MeUa-suUa  (慈 經） 30  96 

〔慈の 十一 功德〕 5  239;  22' 下 322;  30  21, 96; 

41 52  ；  59 下 9  ；  63 154 
〔慈の 所緣と して 不可なる もの〕 63 136 
慈 波羅蜜 met ほ- pgrami  (慈悲 波羅蜜） 26 10  ； 

28  48，  49,  99, 166  ；  29  445，  446  ；  41 241 
慈悲 ① anukampa  (憐愍， 同情， 哀愍 心， 哀憐， 
餘， 悲愍， 悲愍 心） 6  394* ② meua  (慈， めぐみ， 
慈 行, 慈悲心， 慈悲 觀） 22 上 4, 12;  38  31, 36, 
416 ③ soracca  (慈心， 柔和， 可樂） 12 166 ④ 
Metta-karuna-kayika  〔天〕 7  286 
慈悲 觀 met ほ （慈， 慈悲心， 慈 行， 慈悲 定, 慈悲) 

23 143  ；  31 324，  380 
〔慈悲 喜捨の 語義〕 63 183 
〔慈悲 喜捨の 定義〕 63 183 
慈悲 定 met ほ （慈， 慈悲 觀， 慈悲心） 30  20，  24 
慈悲 經 Metta-sutta  (慈 經） 〔小 誦〕 23 13= 
慈悲心 ① daya  (慈 愍） 6  259  ； 10  3，  5 ② 
met ほ （慈， 慈悲 觀， 慈 行， 慈悲 定， 慈悲） 33 
234;  35  79，  81, 280;  39  72 ③ metta-ciUa 
(慈悲の 心， 慈心） 6  239 
慈悲の 功德 met ほ nisaihsa  30  21, 96 
慈悲の 心 metta-cit ね （慈心， 慈悲心） 25  53， 
54，  56 

慈悲の 力 met ほ mibhava  (慈 力） 38 11 
慈悲 波羅蜜 met ほ- pSrarrJ  (慈 波羅蜜） 32 

224  ；  41 420 
〔慈悲 不害〕 33  310 
慈愍 days  (慈悲心） 65(111)  50,  64 
慈 態 • 遠 離 相 應の尋 思 paranuddaya ほ- 

patisaihyutta  vitakka  (他に 同情す る尋） 

23  324 

慈憨者 anukampaka  (慈愛 深 く  ， 憐愍 者） 11 下 

138， 139  ；  36  77，  236 
慈 品 Mettg-vagga  21 1, 29 
慈梵 g   metta-brahmavihara  (= 慈 無量 心） 

63 185 

慈 無量 心 metta-appamana-citta  (= 慈梵 住） 

24 184  ；  〔9  232*  ；  30  96〕 
慈 力 met ほ nubhava  (慈悲の 力） 37  65,  310 
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ジ一 慈， 爾， 蒔， 餌, 辭， 鹽, 鹿， 色 


慈 論 Met ほ- katha  41 52° 
爾後 二 法 因 二 法 pitthiduka-hetuduka  56  52 
難 jiraka  (只 蘭 伽， 葛樓 子） 〔植〕 28  474 
餌 所 gocara  (牧場， 行處， 行 境， 行界, 境， 境界， 

親近 處） 15  309,  310 
辭詞 nirutti  (詞， 訓 釋詞, 言語， 言語 學， 言葉） 

26  79 

辭無礙 解 nirutti-patisambhidS  (詞 無礙 解） 
5  331 

鹽 lopa  (M)  3  387，  419，  428,  436  ；  5  201 ； 8 
88; 17  410,  411 

〔鹽^ と鹽 塊の 譬喻〕 13  409 

鹽粥 loija-sovlraka  (酸 粥） 24  461 

鹽漬魚 loija-maccha  62  52,  53 

〔鹽の 貯藏の 道士〕  32  345 

〔鹽を 大河: こ投 ずる SBiO 17  411 

〔鹽を 椀の 水に 投 ずる 譬喩〕 17  410 

鹿 ① miga  (獸） 1 102  ；  9 130，  214,  215  ； 12 
128,  349; 13  276;  20  34,  35;  23 115；  24 
15，  522,  527;  25  68，  70, 104,  136,  200;  26 
15，  205  ；  28  284*,  295*,  303*,  312*,  319*; 
31 430,  431; 33 12， 17，  73,  74;  34  213*, 
235*,  350  ；  35  32,  40,  72*  ；  36  274,  309  ；  37 
47， 179,  462,  469  ；  38 15*,  37,  240,  249，  301, 
302;  39 149,  150，  183;  41 394;  44  407°; 
65(111)  2 ② maga  (野 鹿） 12  346 ③ miga, 
maga,  mriga,  mruga  65,111)  2 ④ roruva 
10  228 

〔鹿 王と 懷姙 せる 牝鹿〕 28  295 

〔鹿 王と 父母と 國王〕 32 191 

〔鹿と 長者 子と 國王〕 34  213 

〔鹿と 獵師と 王妃〕 35  72 

〔鹿と 罠の 臂喩， 三種〕 9  311, 312 

鹿の 皮衣 ajina  (玲羊 皮， 黑 羚羊 皮， 鹿皮， 鹿皮 

衣， 羊 皮， 羊 皮衣, 皮衣） 26  412 
鹿の 幻術 miga-maya  28  313,  319，  320 
鹿の 兒 miga-po は ka  32 102 
鹿の 如き 脛 eiji-jaiigha  (脇 は 伊泥延 鹿の 如 し, 

靡 鹿の 蹲） 〔三十 二相の 一〕 6  380；  24  60 
〔鹿の 三 支〕 59 下 308 
〔鹿の 12 128，  346,  349;  25 136 


〔鹿の 夫婦と 獵夫〕 32  51 
〔鹿の 林野: こ ある 譬 n|a  24 15;  26 15 
〔鹿 は 自己 を 殺さん とせし 王 を 救助 十〕 34  236- 
〔鹿 を 殺す 婆羅門の 不幸と 尸毘 王〕 33  73 
色 T  rupa  f 色 身， 色相， 形相， 容色， 容姿， 姿態 
二 物資、 2 18],  253;  3  23*,  62,  326,  327;  6 
105,  113，  114，  348，  402;  7  323,  324；  9  85°, 
254，  255，  338，  384°,  387; 11 上 341°  ； 13  5°  ； 
14  93°,  97°,  139°  ； 17 129，  400*,  469°  ； 18 
436*  ； 19  42，  43，  55，  56，  65,  66,  67;  22 下 
330°,  335  ；  24  426;  43 19°,  34，  36,  265,  282  ； 
44  30°,  239,  317;  45 11, 174°,  174-261, 
332°  ；  46 1。， 181，  200*;  63  279°  ；  64 15°, 
92, 173°,  174,  233°,  240°,  287°*,  291,  328*, 
357;  65(11)  53  〔一切〕 9  254,  255  〔定義〕 
11 上 373°;  14  161°;  46 1。， 19°,  181，  200*; 
64 15°  〔一法 乃至, 5 法〕 64  27  〔列 攀〕 65(11) 
53  〔色の 因一 四大〕 14 162  〔色の 緣〕 64  243° 
〔思惟 法〕 64  329  〔轉 起の 次第〕 65(11)  58  〔等 
起〕 65(11)  55  〔分別〕 65(11)  54  ®vanna  (色 
光， 顯色， 容色， 顏色 ） 3  388,  389  ；  63  40* ③ 
Rupa  〔經〕 13  363，  371 ； 14  363，  369，  374 
色 愛 rCipa-tapha  〔三 愛， 六 愛 身の 一〕 7  5;  8 

295,  323;  47  91.°，  92 
色 異熟論 Rfipaih  vipako  ti  katha  58  304 
色 因 論 Rupam  hetu  ti  katha  58  298° 
色 有 rQpa-bhava  (色の 存在 = 色 界） 〔三 有の 
―〕 7  4  ；  8  295  ； 17  365，  366  ；  22 上 79，  82  ； 
42 12，  67,  68,  72,  76, 199,  288,  307,  342  ； 
43  47,  95, 177，  178,  325;  44 109,  128,  146， 
153，  211,  221,  319，  323，  405,  406;  46 182; 
47  227,  265*;  50  361,  367;  58  65,  67，  79， 
81, 87,  88  ；  59 下 68  ；  64  218，  226*,  259,  322 
色 有 因 論 Rupam  sahetukan  ti  katha  58 
300° 

色 有 听緣論 Rupam  sarammanan  ti  katha 
58 119° 

色蘊 rQpakkhandha 11 上 373°  ； 14 161°  ；  4 & 
r， 19°  ；  48 上 22*;  64 15°,  73;  〔64 15% 
71〕 

色緣樂 ruparammana-sukha 17 128 
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色ーシ キ 


色界 、1) riipa-dhatu  8  295; 11 下 58，  59; 12 
224,  226  ； 17  365，  366  ；  23  295  ；  37  244  ；  40 
12,  226  ;  43 177,  325;  46 109°  ；  47 164" ； 
48 上 296*  ；  48 下 1*，  80*,  156-^,  224、  296*, 
368*;  57  41， 42;  58  78,  79,  81, 82,  256*， 
307'\  407;  64 100,  101°,  102,  322  〔定義〕 45 
328;  47 187 ② rCipavacara i 色 界繁， 色 塵） 
42  2, 12,  41, 72,  76, 163,  199，  288，  307,  342; 
44  38，  80, 109,  113,  146，  152，  166，  211，  221, 
248，  319，  323 其 他； 47  245,  261*，  414;  57 
152,  153,  324,  327;  58  57，  220;  62 176,  270, 
291,  309，  316,  327,  395;  63  206,  209,  211, 
230，  307，  371,  375,  377,  385，  414,  419,  422, 
424  ；  64  7，  34，  59,  77，  79,  208,  226，  227 

て 色界異 熟〕 （色 界盤異 熟） 64  39° 

色 界異熟 心 rupavacara-vipaka-citta  65(11) 
5  ；  〔45 137  ；  46  251，  432〕 

色界繋 rupavacara  (色 界， 色廛） 50  360*;  54 
461*  ；  58  202,  306* 

色 界繁異 熟 rQp5vacara-vip§ka  (色 界異 熟） 
50  364,  370,  473*，  477* 其 他 

色界繁 異熟囚 rupavacara-vipakahetu  50 
361 

色 界繁善 rtipSvacara-kusala  (色界 善， 色廛 

害) 50  363,  364，  369，  370,  477* 其 他 
色 界繁善 因 rupavacara-kusalahetu  50  361 
色 界槃ニ 法 Rupavacara-duka  54  461°  ；  56 
208,  371 

色 界繁ニ 法 善 三 法 rQpgvacaraduka- 

kusalattika  55  260 
色界 K 法 rupavacara-dhamma  (色廛 法） 54 

461* 

〔色 界盤法 等の 緣關 係〕 54  461 

色 界繋唯 (乍 rupavacara-kiriya  50  363，  364, 

370,  374*，  478 其 他 
色 界結生 rupavacara-patisandhi  65(11)  41， 

42，  49 

色 界處論 Rupa-dhatuya  ayatana-katha  58 
82° 

〔色界 諸 天〕 47 191 〔壽 量〕 18  223 

'色界 〔定っ rupavacaraC-samapatn] (色界 の 


等 至， 色 廛の等 至） 42 148 
色界定 T  rupavacara-samadhi  62 180 ② 

rupa-samapatti  29  282 
色界善 rQpSvacara-kusala  (色 界盤甚 ，色 塵 

善） 58  57，  58;  65(11)  44，  45 
色界 善心 rupavacara-kusala-citta  65(11)  5  ； 

〔45  44，  45-47;  46  241,  425;  64  34°] 
色界禪 rupavacarajjhana  63  207 
色界地 rQp5vacara-bhtimi  (色 塵 地 i  65' 11) 

36，  40，  41 
〔色 界と諸 法〕 47 164%  170° 
〔色界 に 於け る自體 は六處 ある ものな り〕 58  82 
色 界の等 至 rupavacara-samapatti  (色 界定， 

色 塵の 等 至） 47  414 
色 界の道 rupavacara-magga  57 152, 153 
〔色 界' 無色 界唯 (乍〕 64  4r 
色 界唯作 心 rupavacara-kiriya-citta  65(11) 

5  ；  〔45 172  ；  46  257，  437〕 
〔色界 よりの 結 生〕 64  216 
色界論 Rupadhatu-katha  58  77° 
色 喜 rupa-nandi 19  340 
色 究竟 Akank ゆ a  (阿迦 膩吒， 有 頂） 〔天〕 7 

330  ； 10  8  ； 16 下 69, 142,  166,  272  ； 17  382， 

384  ； 18  236  ；  20  248,  250,  322,  407  ；  33 

104;  40 138;  45  328;  47 187，  193,  194°  ； 

57  272,  273 
①色 究竟に 趣く 者 ②色 究竟: こ 行く 者 ③色究 

竟: こ 至る ④ 色 究竟 天に 至る 

Akanittha-gamin ① 20  248,  250,  407 ま' 20 

322 ③ 22 上 42  ® 16 上 254 
〔色 境の 定義〕 45 197;  46  85, 109 
① 色輕 t 夬' 性 ② 色輕 14   rupassa  lahuta  64 

23%  24,  290,  331*;  65  (11)  53    (2j  45 187, 

204°,  216,  238  〔定義〕 45  204,  217,  238 
色怪 vaijija-macchariya  (稱 讚慳， 德慳， 容色 

慳） 〔五慳 の 一〕 8  313;  45  291; 47  79, 113 
色 光 vaijpa  (色， 顯色， 容色） 11 上 40*，  52* 
色 高 品 Vannaroha-vagga  32  62° 
色 高 本 生物 語 Vannaroha-iataka  (三 六一） 

32  62° 

色 業 論 Rupam  kamman  ti katha  58  89 


(  369  ) 


シキ一 色 


色 差别慧 rupavavatthapana-panna  64  5 

色 思 rupa-sancetana  8  323 

色 持 現 rQpQpahara 1 127 

色色 riipa-rOpa  ' 壞色 64  29，  234，  290，  291 ； 

65  Ilj  o3 
色色 界繁 無色 界論 RQpam 

rupavacararupavacaran  ti katha  58  306 
色漬蕖 rupassa  upacayo   色 if 廣' 64  24°, 

290,  331*;  65  II  53  〔定義〕 45  205,  218, 

239 

色取 蕴 rupupadanakkhandha  9  329° 

色聚 1 rupa-kalapa  65  II)  56，  58;  〔63  235, 

276,  277,  283  ；  64 18,  218*,  234*,  287*,  329*, 

347；  65  II  56。〕  S  rupa-punja  64  220  I) 

rupa-sariigaha  〔三種〕 8  297 
色 十 年 vanna-dasaka  64  340 
色處 rupayatana  8  322  ；  45 187,  197。  ；  48 上 

93*;  64  20  %  88%  215  〔定義〕 45 197；  46 

85, 109 

色 生の 道 rupupapattiya  maggo  (色 界: こ 生 
ずべき 道） 45  45*,  137;  46  241，  251,  261, 
265,  377*,  399*,  425,  432  ；  49  59 

色 就 vappa-sampatti  59 下 202 

色 身 X  rupa  (色， 容色， 姿態， 形相） 25  253 ② 
rupa-kaya  7 12  ；  27.  385  ；  40  297°  ；  62  322, 
392,  414;  63 11, 417；  64  22,  307  ^  rupin 
(有色， 有色 者 6 114,  115； 10 198, 199 

〔色 身の 緣の 把握〕 64  307 

色き 不善 論 RQpam  kusalakusalan  ti katha 

58  3or 

色相 1 rupa-nimitta 11 下 205 l)rupa  : 色， 

色 身， 形相， 容色, 姿態 >  21 61, 62;  36  205 
色相 續 rupassa  santati   45 187，  205°,  219, 

239;  63  420;  64  24°,  290.  331 ； 65  II  53 

〔定義〕 45  205,  219,  239 
色 想 rQpa-safifia  6  50;  8  303,  323,  332,  344  ； 

11 上 342,  343  ； 15 159*  ；  20  284  ；  21 247, 

248，  317,  318,  319,  321，  322,  323  ;  22 上 92; 

24  422;  44  275;  45  59*  ;  46  373°  ；  47  56; 

63  207:,  208 
色 想' 者〕 rapa-safifUn  8  340  ;  22 上 290,  291 


色 1# 廣 rupassa  upacayo 色 積 集' 45 187, 
205°,  218,  239 

① 色 適業 性 D 色 適應性 rQpassa 
kammannata    X  64  23%  24,  290,  331*; 
65(11)  53    (2：  45 184,  204%  217,  239  〔定義〕 
45  204,  218,  239 

色藝 rQpSvacara 色界， 色界 3^1  40 141°,  167, 
174，  218,  425*;  41 164,  183°  ；  45 174,  263*, 
349*  ；  46 19，  22，  32*.  44*,  58*，  61*,  66* 其 
他； 47  4, 187°  ；  48 上 107*，  198*,  405* ；  49 
197*，  238*,  292*,  343 つ 440* 其 他 

色に！ 慧 rupavacara  panna  '色 界慧； 47  4, 
10,  25,  33 

色廛善 riip5vacara-kusala  (色界 善， 色界繋 
善ン 45  44 

色 廛善法 rupavacara-kusala-dhamma  40 
46,  80 

色 塵 地 rupavacara-bhumi 色界 地:' 40 138° 
色 廛の等 至 rupavacara-samapatti  (色 界定 

色 界の等 至,' 46  373 
色 塵 法 rupavacara  dhamma  (色 界繁 法、' 45 

10,  328°,  390° 
色と^！^行する想作意 riipasahaga は 

sanna-manasikara  22; 上 103, 149 
色 等 品 Rupadi-vagga 17  V 
色道 論 Rupam  maggo  ti  katha  58 143° 
色 貪 rQpa-rSga  8  313;  40 116，  119,  120, 

319，  441 ； 41 5,  67,  72  ；  42  39, 147,  213  ；  43 

138，  403  ；  57 146,  283,  381 ； 58  256*,  307* 
色 貪 色 界繁屬 無色 貪 無色 界 21 疆論 RiiparSgo 

rupadhatu-panyapanno,  aruparago 

arupadhatu-pariyapanno  ti  katha  58  307 ひ 
〔色 貪 は 色 界繋屬 なり〕 58  308 
〔色 貪 は 色界: こ附隨 し色界 屬 なり〕 58  257 
〔色に して 色蘊 ならざる も C)〕  48 上 26 
色に 就ての 智 rupanam  parinna  '色の 遍智） 

9 138, 139 

(T 色 柔軟性 ^ 色 軟性 rtipassa  muduta  ® 
64  23°,  24,  290,  331" 65  II j  53  J)  45 187, 
204°,  218,  238  〔定義〕 45  204,  218,  238 

① 色の 過 患 ② 色の 患 riipassa  adinavo ① 


(370  ) 


色， 式， 拭， 敷 ーシキ 


14  97  (19 145° 
色の 業處 rQpa-kammatthSna  64  352,  354 
〔色の 四諦の 無知〕 14  418 
〔色の 色界槃 なる あり〕 58  306 
色の 集 rupassa  samudayo  6  402  ； 14  97 
色の 出 離 rupanarh  nissaranam  (色よりの 

出 離） 9 147°  ； 14  97 
色の 消滅 rupassa  atthagamo  6  402 
色の 存在 rQpa-bhava  (色 有） 10 15 
色の 過智 rtipanaih  parinna  (色に 就ての 智） 

17  458 ；  47  413,  414 
色の 味 rupanarh  assado  9 145°  ； 14  97 
色の 命根〜 色 命根 
〔色の 無色 界 鶴なる あり〕 58  306 
〔色 は異 熟な り〕 58  304 
〔色 は 因な り〕 58  298 
〔色 は 有 因な り〕 58  300 
〔色 は 有所緣 なり〕 58 120 
〔色 は 業な り〕 58 102 
〔色 は 善な り〕 58  302 
〔色 は 道な り〕 58 143 
〔色 は非圓 成な り〕 58  439 
〔色 は不淨 なり〕 64  83 
〔色 は 不善な り〕 58  303 
色 法 rapa-dhamma  47  236,  257 
〔色 法の 壽〕 64  329 

〔色 法論〕 58  87,  89， 119,  143，  203,  251,  298, 
300，  301,  304，  306 

色 品 Rtipa-vibhatti  45 174° 

色 味 rtipa-rasa 1 3;  21 32 

① 色命拫 ② 色の 命拫 rQpa-jivitindriya ① 
47  328;  50 10, 179，  187*,  348,  351,  391， 
401,  409，  455,  508,  511, 515 其 他； 51 59， 
98， 102*,  118，  156,  163,  170,  171，  196*,  321, 
334*  422*，  439  ；  52 13，  31, 57,  62，  85， 107， 
108,  144,  145,  160, 194 其 他； 53  7， 19，  22*, 
57，  60*,  94* 其 他； 54 14， 16，  39，  63,  78， 
80， 198* 其 他； 58 104*  ；  64 108，  189,  192; 
65(11)  74  2  46 162° 

〔色 命拫 なし〕 58 105 

〔色. 無色 界 心と 相 應 する 心 所〕 65(11) 15 


色 無常 性 rQpassa  aniccata  45 187,  205°, 
219，  240;  64  26°,  290;  65(11)  53  〔定義〕 45 
205，  219,  240 

色 無味 arasa-rtipa  (無味の 色） 21 32 

色よりの 出 離 rupanam  nissaranam  (色の 
出 離） 8  319 

色容有 rupokasa  50  359 

S 樂 rupa-bhoga 1 3 

色老性 rQpassa  jarata  45 187，  205°,  219, 
240;  64  25°,  290;  65(11)  33  〔定義〕 45  205， 
219,  240 

色 を 知らす na-rQpafifiti  9  384  ；  22 下 330* 
色 を 知る rCipafifiQ  9  387;  22 下 335 
式 Sikhin  (尸 棄） 〔過去 七佛の 一〕 1 12* 
ぼ' 式 叉摩那 ② 式 叉 摩 尼 sikkhamSnS  (正學 
女） ① 1 180，  350,  400;  2  83， 192°,  287,  362， 
404,  490,  491，  513*,  529,  534*，  551 ； 3  240, 
249*,  260,  261,  296,  304，  555，  558;  4  381， 
398;  5  34， 112,  114*，  132*;  21 199;  25  332， 
337,  352,  389;  59 上 242  (2)  1 62  〔六法 學戒〕 
2  514 

式 叉摩那 ① SikkhamSnS  〔經〕 13  385 ②〜 
前項 

式典 ketubha  (儀 軌， 儀式 書， 楷書， 文典） 26 
32，  275 

拭 具 udaka-punchani  2  266 
拭 布 colaka  4 188 

拭 面 巾 mukhapufichana-colaka  3  515* 
敷 具 ① attharaija  3  84，  85，  346  ；  4  320,  435 
② paccattharaija  (褥， 毛 ffi， 覆 布， 覆 包） 4 
333，  334 ③ santhSraka  3  500;  4  229 ④ 
santhara  4  249 ⑤ nisidana  (坐 具， 座 具， 尼 
師壇， 敷布） 4 188 
敷 床 santhara  4 185 

敷地 vatthu  (基， 宅地， 所 依， 城塞） 42 15，  374 
敷布 ① nisi— dana  (敷 具， 尼師 壇， 坐 具） 3  516 

② bhisi  (褥, 敷物， 队褥， 枕褥， 長 枕） 3  236 ③ 

bhummattharana  (敷物） 1 357 
敷物 ① akkamana  27 166 ② kilafija  (蓆， 藺） 

1 318  ；  2  436 ③ bhisi  (褥， 敷布， 队褥， 枕褥， 

長 枕） 1 97 ④ bhummattharana  (敷布） 2 


(371) 


シ キー 識， 直 


64,  65;  30  41 

識 ① vmfiSija  '識神 3  24*;  6 113，  114， 
297,  315，  399*,  403;  7  3*， 13;  9  86°,  445*  ； 
10 12°  ； 11 下 339°  ； 13  2*.  5°,  60，  96°,  97, 
98， 137,  138，  139,  140; 14  95°,  100°,  140°, 
223  ； 17 130，  471 °  ；  23  320;  24  277,  278  ； 
40  86;  42  36;  46 15, 181°,  196%  200*;  57 
271 ； 59 上 126:，  198;  64  2,  3，  33°*,  173， 
174°,  175,  200*,  233,  281°,  292，  293  ： 結 生 
識〕 7 13  〔定義〕 46 15，  60,  84， 196,  200* 
〔識— 苦〕 24  277  〔識の 因 ー觸〕 14 162  〔識 
—觸— 受， 想， 行， 識〕 11 下 402，  403; 15 171, 
172  〔識— 名 色： 6  315; 11 上 373; 13 152, 
166;  64  233°  f  Vinnanam  〔經 13 133， 
364,  372; 14  364,  370,  375，  383; 15  411 

識蘊 vinnanakkhandha 11 上 373°  ；  45  26。， 
35;  46 15°,  60=  ；  48 上 22*;  64  33%  291, 
293，  358;  C64  32°j 

識界 vmfi5ija-dh§tu  8  327; 11 下 11， 58; 
40 11， 224  ；  64  98 

識行 vififmija-cariya  40 130'*,  132。* 

識食 vinnana-ahara  〔四 食の 一〕 8  306;  9 
453; 13 16, 18, 145°,  147;  42  37;  45  28°  ； 
47 162*  ；  50  388,  389，  508  ；  57 190， 191 ； 63 
235°  ；  64  84;  65  II  64 

識者 ① vmfm  (有 知, 有智， 有 智者, 識者, 智者) 

24 118  ；  44  409  D  vedagu  (吠陀 の 達人， 吠 
陀に 通じ， 明 智者， 明覺 者， 明 者， 極 智者） 23 
305 

識庄 vinnanatthiti  〔四 種〕 8  307  〔七 種〕 7 
22;  8  331; 20  283;  24  423;  44  278° 

識身 viniiana-kaya  〔六 種〕 8  322 

識神 vinnana  (識 j 14 195° 

識知 vijSnana  (了 别' 64  2,  33 

識と慧 と 命の 問 Vinnanadinam  nanattha- 
bhava-panho  59 上 198 

〔識 と智〕 18 181 

〔識と 名 色の 關 係;： 6  315; 11 上 373; 13 152, 
166 

〔識 の緣 より 名 色 あり〕 64  233° 
〔識の 止滅〕 24  421 


〔識の 四諦の 無知： 14  422 
識の集 vinnana-samudaya 14 100 
識の特 相の 問 Vinnanalakkhana-panha 
59 上 126 

5^ の滅 vinnanassa  nirodho  24  278 
〔識の 輪廻〕 9  445 

識の類 vififiSpa-ga は 11 下 402，  403 
〔識は 無常な り〕 64  84 

識遍 vinnana-kasina  ： 十 遍處の 一〕 8  349; 
11 上 18  ； 17  61 ； 22 上 270，  271, 289  ；  40 11， 
156,  225 

識 無邊處 viiinanancayatana  6  51 ； 8  303, 
332,  344;  9  2; 11 下 5， 117  ； 14  384  ； 15 
411 ； 20  284;  21 248，  319,  323;  22 上 78; 
45  79, 139，  173;  46  375°  ；  47 194;  65、11)  5, 
6  〔外道 說： 6  51 ： 相!！ 心 心 所;;： 11 下 5 

識無邊 處異熟 vinnanancayatana-vipaka 
51 82, 134 

〔識 無邊處 我〕 47 126 

1^ 無 邊處界 vinnanancayatana-dhatu こ 七 

界の 一〕 13  222* 
1^ 無邊 處業處 vinnanancayatana- 

kammatthana  63  215°*  〔修習 法〕 63  215 

： 聖典の 句義〕 63  215 
識無 邊處善 virinanancayatana-kusala 

50 144*  ；  51 81 ； 52  91 
gS^ 無き 處 想し 者〕 vinnanancayatana-sannin 

11 下 122*  ；  22 上 206*  ；  22 下 288*，  339* 
識無 邊處天 virinanancayatanupaga-deva 

10  8; 11 下 117; 17  440;  47 194  〔壽 量〕 17 

440 

識無邊 處と俱 行す る 想 作意 
vinnanancayatana-sahagata 
sanna-manasikara  22 上 104, 152 

識無邊 處唯作 vinnanancayalana-kiriya  50 
147;  51 82，  83;  52  93;  53 11 

〔識滅 —名 色滅： 24  390 

識を 求む る vififi§ijaih  samanvesati 12  206 
直行 ajjava  (質 直， 正直） 19  343，  344 
直行の 人 ujjugata  '正直 二 阿羅漢 23  33 
直 心 uiu  (質 直） 12 167 


( 372  ) 


食 ージキ 


食 T  ahara  (食物， 糧料' i  8  306;  9  76,  306; 
11 上 184; 16 上 247*,  301*;  22 下 1*,  32  ；  24 
283,  284;  43  2,  5  ；  48 上 8，  21 ； 63  235°  〔四 
種〕 8  306;  63  235°  〔八 支 成就〕 11 上 184 
厂食— 苦〕 24  283  〔食— 身〕 16 上 420  〔布沲 
と 報果〕 26 118 ② pindapata  (鉢 食， 飮 it 

施 食， 食物， 搏食， 團食， 團飯， 飯 食， 托鉢 食, • 供 
養 物， 供養 食， 乞食） 2 107;  4  25;  9 186*  ； 
11 上 7,  9; 17  406,  408 ③ bhatta  (請 食， 食 
物， 食事， 瞰食） 2  204  ；  3 131 ； 4  47 ④ Anna 
〔經〕 12  44 ⑤ Ahara  〔經〕 13 15  ； 16 上 301 
食違 逆 想 ahSre  patikkula-sanna  (食 厭 想, 
食 厭 忌 想， 食に 於て 違 逆 想， 食不淨 想） 16 上 
341 ； 19 108.  109,  114,  115,  388  ；  22 上 53, 
349;  22 下 274 
炱有緣 ahara-atthipaccaya  50  401 
① 食 厭 想 ② 食 厭 忌 想 Share  patikula- 
sanna  (食違 逆 想， 食に 於て 違 逆 想， 食不淨 想) 
① 62 174,  221，  226，  228  ；  65(11)  79 ② 8  380 
〔功 德〕 63  245  〔語義〕 63  235  〔修習 法〕 63 
236 

食 厭 想の 修習 ahare  patikulasanna- 
bhavana  63  235°* 

食緣 ahSra-paccaya  〔二十 四緣の 一〕 50 1， 
10°,  18*,  177，  348。，  388°  ；  51 3ヽ 33，  51. 97， 
153，  318;  52  7*,  57， 142 其 他； 53 19*，  57, 
76,  94， 117 其 他； 54 14,  36,  60,  78 其 他； 
55  4*  ；  58  265  ；  63  285  ；  64 180,  189，  238, 
241,  242，  247 其 他； 65(11)  71 

貪 緣廣說 aharapaccaya-niddesa  50  388 

食緣 時節 等 起 aharapaccaya- 
utusamutthana  64  333 

K 緣食等 起 aharapaccaya- 
aharasamutthana  64  332 

食瞰想 vikkhayita-safifiS  (食殘 想， 啄瞰 想） 
40  80, 157 

食 共 事 amisa-sambhoga  (財 等受 用） 2  217 

食券， 食後， 食事， 食 人 鬼， 食物 等〜 ショ ク 
食殘相 vikkhaykaka  62  221,  353,  354°,  377， 

383;  65(11)  78 

食殘想 vikkhSyi は- safifiS  (食瞰 想， 啄瞰 想） 


59 下 189 

食 持參者 pindapata-niharaka 16 上 158  ； 
16 下 193，  194，  201 

食 時 bhat は- kala  3  209 

食 色 ahara-rOpa  65(11)  53 

食听成 ① ahara-maya  64  346,  351, 352 ② 
ahara-sambhava  (食 生） 9  451， 452 

食 生 ① ahSra-ja  (二食 等 起） 64  28 ② ahara- 
sambhava  (食 所 成） 13  69 

食障礙 bhattantarSya  20  398 

食 施 者天宫 BhiKkha-dayaka-vimana  24  534 

食 施 女天宮 BhikkM-dayikS-vimSna  24  471 

〔食 施の 受 者の 功德〕 〔四 種〕 18 109, 111 〔五 
種〕 19  55 

食 素 ojS  (滋養 素， 養分,. 榮養 = 段 食） 63  235， 

276;  64  26，  220,  287，  289，  330;  65(11)  55，  58 
食 素 第 八 ojatthamaka  64  287*,  330,  332* 
食 素 を 第 八と する 色 ojaUhamaka-rQpa  63 
235 

食 知 量 bhojane  mattannuta  (於 食 知 量， 食 
に 於て 量 を 知る， 食に 對 する 知 量， 食の 量 を 知 
る こと） 59 下 295;  62  213;  〔9  474: 11 上 
349; 11 下 163; 15 168°，  277°; 17 185°  ； 18 
72  ；  43  365  ；  46  353°  ；  47  393〕 

食 知 量 〔者〕 bhojane  mattannu  (食物に 量 を 
辨ず， 於 食 知 量， 食に 於て 節度 を 知る， 食に 節 
度 を 知る もの） 47  363,  393° 

食 知き 周き bhojane  mattannuta-pariyanta 
43  365。 

食 吐 物 餓鬼 van ほ sika  59 下 135 

食 等 起 ahSra-samuUhana  50  29,  30，  40*, 
77,  84*，  120，  156*，  374*,  443 其 他； 51 49*， 
112*,  229*,  281，  384*  ；  52  7:、  73, 116*, 
153* 其 他； 53  4*，  30*，  108* 其 他； 54  24, 
183*,  207* 其 他； 63  285；  64  236,  287,  289, 
309,  332°,  347 

食 等 起 色 ahara-samutthana-rupa  65(11)  55, 
58;  〔64  332° J 

食 等起聚 ahara-samutthana-kalapa  65(11) 
57 

食堂 ばリ bhattagga 1 131， 270  ；  2  338,  377  ； 
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ジ キ 一食， 閫， 閾， 軸， 7^, 下， 舌, 親, 七 


3  79*,  281,  282,  387，  388,  434，  435  ；  4  249, 
250，  252,  253，  324,  325,  331 ； 9  42,  365  ； 
11 上 267; 11 下 199;  29 172;  33 105;  34 
2  ；  60  88,  259，  283 ま bhojana-sala  42  343  ； 
43  208  ；  62 149，  370 
食堂の 儀 法 bhattagga-vatta  4  326°,  329 
食に 於て 逆, 想 ahare  patikkulasanna  (食 
厭 想， 食違 逆 想， 食不淨 想） 17  61, 62; 18  273 
食に 於て 違 逆の 想 〔者〕 ahSre 

patikkulasanni (食 厭 想 者） 10  79，  80 
① 食に 於て 節度 を 知る ② 食に 節度 を 知る もの 
③食 によく 節 を 持し bhojane  mattannu 
(於 食 知 量 〔者〕， 食物に 量を辨 ず， 食 知 量 〔者〕） 
① 10 110%  292  S  9  474° ③ 8 131 
① 食に 於て 量 を 知らざる こと ②食: こ 於け る不 
知 量 3) 食の 量 を 知らず ④ 食の 量 を 知ら ざ 
る こと ⑤ 食の 量 を 計らざる bhojane 
amattannuta  (食 不知 量， 瞰食 に 於け る 不知 
量） d  20 199 ま 23  270 ③ 20  264 ④ 20  226, 
227  ®  8  292  ；  〔46  353°  ；  47  83，  388〕 
① 食に 於て 量 を 知る 〔こと〕 ② 食に 於け る 知 量 
③ 食に 對 する 知 量 J 食の 量 を 知る 〔こと〕 
bhojane  mattannuta  (食 知 量， 於 食 知 量） ① 
17  85  ；  21 23 ② 23  271 ③ 42 18,  217  ；  43 
166,  171，  220,  341,  359,  362;  44  235，  330, 
379,  417,  488  'I  8  292  ；  20  68  ；  21 292 
食に より て S 立す Sharat ゆ itika  25 143 
食: こよる 制 IS 者 bhojana-pariyantika  62 137 
食: こ 依り 淸淨 あり ahSrena  suddhi  9 132， 
133 

S の五德 bhojanassa  panca  guna  59 下 

174; 〔19  361 
食の 消化 〔者〕 pariija は- bhojin 19  202,  203 
食の 二 &   pindapata  duvidha  22 上 22,  24, 

341， 342 

食の 不消 fbC 者〕 aparma は- bhojin 19  202 
〔食の 布施と 果報〕 26 118 
食の 滅 ahara-nirodha  24  284 
食 不淨想 ahare  patikkulasanna  (食 厭 想， 食 
鍵 想， 食に 於け る 違 逆 想） 20  292,  295°,  410 
食 不知 量 bhojane  amattannuta  (食に 於て 量 


を 知らざる こと， 食の 量 を 知らず， 食に 於け る 
不知 量, 食の 量 を 計 ら ざ る， 瞰 食に 於け る 不知 
量） 17 153;  45 13，  338°  ；  〔46  353°  ；  47  83， 
388： 

食 不知 量 〔者〕 bhojane  amattannu  47  362， 

388° 

食 不調 bhatta-sammada  (飽食、 17  5  ；  47  61, 

68° 

食忿 Kodhabhakkha  〔夜叉〕 12  413 

食品 ① Bhojana-vagga  2 144;  5  28，  64 ② 

Ahara-vagga 13 15 
食 味 rasa  (味' 11 下 214* 
〔食 味 を 貪る 比丘尼〕 29  330 
食より 此の 身 は 生す aharasambhuto  ayaih 

kayo 18  255 
食樂 amisa  (味， 財, 食， 飲食， 餌， 利 養） 15  339 

(I 食 論 ② 食事 論 ③ 食物 論 ④ 食物の 話 
anna-katha  〔無用 論の 一〕 ① 3  333;  6  255; 
8  47; 10  358  ； 11 上 1， 28，  36  ； 16 下 337  ； 
22 下 22 ② 2  260  g 11 下 132  ;  43 175,  184， 
348  ；  44  433 ま 6  9,  99 

閫 udukkhalika  4 184，  185，  215,  228,  236 

閾 X  inda-khila  (帝 柱， 因陀羅 柱， 門閾， 門柱， 
柵 門, 市門の 標柱） 2  254  ®  elaka  8  52 

軸 akkha  (車軸） 3  406;  7  62 

宍肉 pesi げボ 尸， 肉片） 12  359 

下敷 ulloka  4  231 

舌の 大 pahuta-jivha  (舌廣 長， 廣長 舌， 廣長舌 

相） 〔三十 二相の 一〕 8 186,  227 
舌 を 出す jivha-niccharaka  2  318 
親しむべき sevi は bba  (親近すべき） 7  319* 
親しむ 可から ざる asevitabba  (親近す ベから 

ざる ） 7  319* 
七惡鬼 saua  pesaca  (七 鬼） 〔外道 說〕 10  365 
七惡行 saua  duccaritani  〔殺生， 不與 取， 邪 

欲 行， 妄語， 兩舌， 麁語, 1$ 語〕 47  64, 124 
七有學 sat は sekha  〔預流 向 乃至 阿羅漢 向〕 

42  83， 195，  355  ；  43 128， 130  ；  44 105,  285  ； 

47  376  ；  62  80,  84 
七 '應洪 人 sat は puggala  dakkhineyya  〔俱 

分解 脫， 慧 解脫, 身證, 見 至， 信 解脫, 隨法 行, 隨 
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信 行〕 8  332 
七 火 satta  aggi 〔貪， 瞋， 癡， 應請， 長者， 應施， 
薪〕 20  285 

七果 satta  phalani 16 上 253; 16 下 68，  69, 
142, 185 

七界 丄 satta  dhatuyo  〔光， 淨， 四 無色， 想受 
滅〕 13  222 ② satta  kaya  (七 身； 地， 水， 火， 
風， 樂, 苦， 命） 〔外道 說〕 10  364,  365 
七 崖 saua  papa ほ （七 嶮） 〔外道 說 J 10  365 
七覺支 satta  bojjhaiiga  (七 菩提 分, 七覺分 = 
七等覺 支） 1 154*;  2  41*;  4  358;  7  350  ；  8 
118,  123，  124，  130,  370;  9  99； 11 上 15; 
11 下 88，  92,  396°,  418,  430； 16 上 81， 87, 
246*  258，  383  ；  20 142, 143  ；  21 102  ；  22 下 3， 
5,  8,  9， 10， 11, 84， 112, 131 ； 25 198;  40  46, 
444;  41 32°*,  96;  42 19，  80, 197,  216，  320, 
330，  352;  43 110,  123,  131，  139，  143,  166, 
171,  186,  220,  320，  340,  359，  350,  394,  406; 
44  21， 107,  200,  231, 234 其 他； 46  323% 
326°,  354;  47  213,  228*;  57  210;  59 上 3， 
74, 191 ； 59 下 186，  193,  201,  217，  247;  63 
122;  64  441;  65(11)  65  ；  〔7  37  ；  8  305;  9 
15  ； 17  58; 18  29，  414  ；  20  262,  409  ；  46 
282*〕 〔定義〕 40  27,  34，  48， 121,  148，  294， 
441,  446,  448;  41 37，  44,  68,  73;  46  323° 
〔二種； 內外， 身心 等〕 16 上 310°  〔諸 門 分別〕 
46  330  : 生起 次第〕 16 上 251 〔七覺 支— 三 明〕 
22 下 131 〔修習 法〕 20 148  〔修行 階 位〕 16 上 
258 

〔七覺 支と 安般 念〕 16 下 183 

〔七覺 末と 戒〕 16 上 246，  266 

〔七覺 支と 苦の 滅盡〕 16 上 271， 272 

〔七覺 支と 五 蓋〕 16 上 286 つ 301*,  308*,  325* 

〔七覺 支と 四 無量〕 16 上 321 

〔七覺 支と 慈心 解脫〕 41 57 

〔七覺 支と 七寶〕 16 上 295 

〔七覺 支と 種 a 觀法〕 16 上 335 

〔七覺 支と その 修習 時〕 16 上 313°;  62  259* 

〔七覺 支と 治 病〕 16 上 268,  269,  270 

〔七覺 支と 智見〕 16 上 333 

〔七覺 支と 涅樂〕 16 上 262，  268*,  345 


〔七覺 支の 圓満〕 16 下 208°,  216 
七覺 支の 間 Sattabojjhanga-panha  59 上 190 
〔七〕 覺支論 Bojjhaiiga-kathS  41 32° 
七覺分 sat は bojjhanga  (七覺 支;' 22 上 284 
七 岳 ほ gira  (娑多 山， 娑多耆 利） 〔夜叉〕 24 

七 鬼 satta  pesaca  (七惡 鬼） 〔外道 設〕 6  83; 
14  337 

七功德 sat は anisamsa 16 上 253; 16 下 68， 

69， 142, 185 
七 共 法 者 sat ね sahadhammikS  43  367 
七偈集 Satta-nipa は ① 〔長老 偈經〕 2'5  203° 

② 〔長老 尼 偈經〕 2'5  364° 
七 結 satta  samyojanani ① 〔欲 貪， 瞋， 見， 疑， 

慢， 有 貪， 無明〕 8  332;  20  240  ；  40  213  ；  47 

64， 123 ② 〔欲 貪， 瞋， 見, 疑， 慢， 嫉， 慳〕 20  241 
七 見 saUa  ditthiyo  47  64, 124 
七嶮 satta  papata  (七 崖） 〔外道 說〕 6  83; 14 

337 

七絃の 琵琶 satta-tanti  vina  37  473 

七箇 の隆満 せる 處 sattussada  (七處 平満） 〔三 

十二 相の 一〕 8 185, 196 
七 湖 ① satta-daha  (= 七 大< 胡） 37 165 ② 

satta-sara  (七 池） 〔外道 說〕 10  365 
七 業 道 ① saUa  kammapatha  62 14 ② 

Satta-kammapatha  〔經〕 13  245 
七榖 pubbapija  (前 食） 1 81， 254;  2  55,  76， 

432 

七 禁戒足 satta  vata-padani 12  399 
七 菜 aparanija  (後 食， 穀物） 1 81, 254;  2  55， 
76,  432 

〔七 歳に して 成 阿羅漢〕 25  205,  207;  26 117, 

137,  261,  448,  462;  27 133，  200，  229，  236, 

290,  369，  373，  379 
〔七 歳の 居士 子 は 父の 足跡 を 知る〕 33 130 
〔七 歳の 智慧 兒〕 29  208 
〔七 歳 未満 者に 法現觀 なし〕 59 下 161 
七 財 sat は dhanani  〔信， 戒， 惭， 愧， 聞， M, 慧 

= 七聖 財〕 8  330，  369;  20  236,  237°,  239;. 

〔7  37;  8  212; 10 110〕 
七 罪 saUa  apattiyo  (七 種の 罪） 3 184 


I 
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<D 七罪蘊 ② 七罪聚 saua  apattikkhandha 
(七 種の 罪 聚ニ七 種の 罪） X  45  335  j:62 
102  ；  65a)  24 

七 山 I：  satta  pabbata  ； = 七 大山， 七帶 山） 43 
154;  〔35  289〕  S  satta  pavuta 〜七 林） 

〔外道 說〕 10  365 
セ止諍 satta  adhikarana-samatha  (七滅 諍， 

七 種の 滅諍 ； 現前 毘奈 耶， 億念毘 奈耶， 不癡毘 

奈耶， 自認， 多數決 〔法〕， 求 其罪處 〔法〕， 草 覆 地 

〔法： 8  333 
七肢 〔椅子— sattaiiga i, 凭椅 62 156, 157 
-七 思 satta  cetana  〔眼 謁听生 思 乃至 意識 界ち  1 

所 生 思〕 47 163 
〔七 識界〕 （二 七 心' 45  306;  46  61, 85;  47 163 

〔諸 門 分別〕 47 197-211 〔界 繫〕 47 170* 
セ識 6^   satta  vinnanatthitiyo  8  331, 3/0 ； 

20  283°  ；  22 上 278  ；  40  38，  203,  370  ；  44 

278°,  346  ；  62  404  ；  64  226,  386,  402  ；  〔7  22〕 
七 著 saua  sahga  〔貪， 瞋， 癡， 慢， 見， 煩惱， 惡 

行〕 43  278  ；  44 129 
• 七湩 娃相應 sattavidha-methuna-samyoga 

62 102,  104，  439  ；  ：20  301： 
七 锺色蕴 sattavidhena  rupakkhandho  46 

21 

七 湩色聚 sattavidhena  rupa-saiigaho  4a 
185，  258 

七 種淸淨 sattavidha  visuddhi  65  II  82 
1； 七 種 善 巧〕 20  276 

七 種 人 saua  puggala 10  301 ； ：3  249〕 
セ湩の 罪 sat は apattiyo  '、 七 罪 二 七 罪蘊） 〔波 

羅夷， 儈殘， 偷蘭 遮， 波 通提， 提舍 尼， 惡作， 惡 
說〕 5 156° 

セ 種の 罪聚 sat は apattikkhandha  (七 罪蘊， 
七罪聚 二 七 種の 罪） 5 157°  ；  ：4 144〕 

-七 氆の修 習 事 satta  vinita-vatthuni  5 157 

七 種の 把持 善 巧 sauadha-uggaha-kosalla  63 
28°,  39，  256 

<D 七 種の 滅諍 ② 七 種の 滅法 sat は samatha 
(七 止 諍， 七 滅淨； 現前 毘尼， 憶念 昆尼， 不癡毘 
尼， 自言 治， 多 人語， 覓罪 相， 如 草 覆 地） ① 5 
159  %  5 174 


〔七 種不 還〕 16 上 253  ； 16 下 68, 142, 185 

〔七 種婦〕 20  343;  31 124 

七種慢 sauavidha  mana  ;= 七慢、 42 117; 

43  266  ；  44  343 
七 殊妙事 satta  niddesa-vatthuni 〜七の 無 

十 事, 七 無 過失 事' 8  331， 370 
七受 sat は vedana  ：眼驟 听生受 乃^ 意識 界 

觸所 生受： 47 162 

七聚塔 ②七聚 南 Sattamba-cetiya  (サッ 

タ ンパ祠 堂， サッタ ンパ 力 廟） ① 16 下 107  ； 

21 255，  256 ② 8 13 
七 集 SaUaka-nipa は 20  231° 
七十 〔偈〕 集 Sattati-nipaiia  25  330 
0： 七十 五學 法； D 七十 五 衆 :11 pancasattati 

sekhiya  D  5  51 ®  5  352 
七十 五 事 paficasat は tika  3  234 
七十 三智 te-sattati  nanani  40  5 
七十 七智 satta-sattati  nanani  41 131 ； 47 

12,  42  ；  57  286 
七十 七智事 satta-sattati  nana-vatthuni 13 

86 

七處 £  sattatthana  〔四!?^， 味， 過 患， 出 離〕 14 

97 ② Sat は tthSna  〔經〕 14  96 
①七處 齊整② 七 處具拄 sat は ppatktha ① 

11 下 223  S  7 170 
七處; こ 善 巧 saUaUhana-kusala 14  96,  97° 
七 處平満 sattussada 七窘の 満； 1- る處） 〔三 

十二 相の 一:： 6  381 ； 64  390 
七 正 等覺者 satta  samma-sambuddha  (= 七 

佛、 4 170 

七 正 法 satta  saddhamma  X  '■ 七 妙法.； la,  iff, 
愧， 多 聞， 勤 精進， 念 現前， 具慧' 8  331,  370; 
14 132  ；  20  406 ② （七 善 ； 身 三 語 四の 善業) 
16 下 240 

七 正 法 を 具す sattahi  saddhammehi 

samannagato 10 110° 
〔七 淸淨〕 〔戒， 心， 見， 度 疑， 道 非道 智見， 行道智 

見, 智見〕 9  269 
七聖財 satta  ariya-dhanani  i  = 七 財 64  434 
七 聖者 satta  ariya-puggala  i'= 七 學 i 64 

406  ：區 分の 因緣、 64  406 
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七定具 satta  samadhi-parikkhara  (七の 定 
資糧 ； 正 見， 正 思， 正 語， 正業， 正 命， 正 精進， 正 
念） 7  225  ；  8  330 ； 〔16 上 174〕 
七 常住 身 saUa  sassata-kaya  38  353 
七 靜慮支 satta  jhanaiiga  (七禪 支） 50  349, 
392° 

七 心 saUa  cittani  (二 七 識界） 47 163 

七 身 satta  k5ya  (七 界； 地, 7 乂， 火， 風， 樂， 苦， 

命） 〔外道 說〕 6  86; 14  336°  ； 〔10  364°] 
七 示 申通智 satta  abhinna-nanani  63  416 
七 水口 兪人 satt'  udakupama  puggala  47  372 
七隨眠 satta  anusaya  〔欲 貪， 瞋， 見， 疑， 慢， 有 

貪， 無明〕 8  332,  370  ； 16 上 241 ； 20  242  ；  40 

43，  213;  47  64， 123;  48 下 1°*;  62  414; 

65(11)  63  ；  [9 195*  ；  40  206  ；  47  52  ；  57 127  ； 

58 121，  173,  253〕 
七節胎 satta  niganthi-gabbha  (七 離 繁胎） 

〔外道 說〕 6  83; 14  337 
〔七 仙人〕 38  77 

〔七 仙人 兄弟と 鸚鵡の 帝釋〕 32  259 

七箭 satta  sal ほ ni  〔貪， 瞋， 癡， 慢， 見， 愁， 疑 

惑〕 42  84  ；  43  245，  246° 
〔七 善〕 （七 正 法） 18  384，  398,  402 
七 善士法 satta  sappurisa-dhamma  8  331, 

370 

七禪支 sat は jhanaiigani  (七靜 慮 支） 64 189; 
65(11)  64 

七 想 satta  sanna ① 〔無常， 無我， 不淨， 患， 斷， 
離 貪， 滅〕 8  331, 370  ；  〔7  38〕 ② 〔不 淨， 死， 
食 厭， 一切 世間 不可 樂， 無常， 無常 苦, 苦 無我〕 
20  292  'D  〔眼 所 生 想 乃至 意識 界觸所 生 想〕 
47 162 

七想胎 sat は sanni-gabbha  〔外道 說〕 6  83; 

10  365; 14  337 
七お! "盛 satt'  ussada  〔貪， 瞋， 癡， 慢， 見， 煩惱， 

業〕 42 106,  368;  43 155 
七觸 sat は phassa  〔眼， 耳， 鼻， 舌， 身， 意界， 意 

識界〕 47 162  〔界 繋〕 47 170*  〔諸 門 分別〕 47 

197-211 
七 多羅 樹 satta- ほ la  8  34 
①七大 湖 （2) 七 大池 satta  maha-sara  (= 七 


湖） ① 63  388;  64  390 さ ,30 149;  〔20  355〕 
七 大山 saUa  maha-sela      七 山， 七帶 山） 62" 
406 

七 帶山 satta  paribhanda-pabbata  (= 七 山， 

七 大山） 38 129 
七 池 saUa  sara  (七 湖） 〔外道 說〕 6  83; 14 

337 

七 天 sat は deva  〔外道 說〕 6  83; 10  365； 14 
337 

七 纏 satta  pariyutthana  〔欲 貪， 瞋恚， 慢， 見ト 

疑. 有 貪， 無明〕 47  64， 123 
七 等覺支 satta  sambojjhanga  (= 七覺 支） & 

330 

〔七道 具， 比丘の ； 鉢， 衣， 坐 具, 針 筒， 帶, 漉 水嚢，. 

水 甕〕 4  450 
七 突起 地獄 sattussada-niraya  25  74 
七 日 SaUasuriya  〔經〕 63  388 
〔七 日 出現〕 20  353 

七日 藥 sat ほ ha-kalika  2 132,  135,  136,  138,, 

287,  294,  299，  502  ；  3  439，  440 
七 人 satta  manusa  〔外道 說〕 6  83; 10  365  ；. 

14  337 

〔七 人の 兄妹の 出家と 蓮根〕 34  301 

七 年 SattavassSni  〔經〕 12  207 

〔七 年間 母胎に 宿る〕 29  284 

七の 定資糧 satta  samadhi-parikkhara  (七 

定具） 20  284 
七の 無 十 事 satta  niddasa-vatthuni  (七 無 過 

失 事〜 七殊妙 事） 〔信, 惭， 愧， 聞， 勤， 念， 慧〕 20 

282 

七パカ ラナ satta  pakaraijSni  (七 論， 七 部の' 
論 ） 5  4 

七 縛 sat は bandhanani  〔貪， 瞋， 癡， 慢， 見， 煩 

惱, 惡行〕 43  279 
① 七 非 正 法 ② 七 不正 法 '1) 七不 妙法 sat ね 

asaddhamma  〔不信， 無惭， 無愧， 少聞， 懈怠， 

失 忘， 無慧〕 ① 8  330，  370 ② 20  406 ③ 4T 

64, 123 

七 百 〔結集〕 ① Sattasati ② SaUasatika  (= 

第二 結集） ① 4  46U ② 5 193 
七 百 〔結集〕 犍度 Sattasatikakkhandhaka  4 


(  377  ) 


シチ 一七， 失 


439  3 

① 七 不衰法 % 七 不損法 saua  aparihaniya- 

dhamma  (七 不退 法） 〔比丘の〕 （1  20  252, 

258*,  269*  % 16 上 277 
〔七 不善〕 （七 不正 法:' 18  384，  398,  402 
七 不返法 satta  aparihaniya-dhamma ① 〔拔 

祇 人の〕 7  32 ② （七 不衰 法， 七不損 法） 〔比丘 

の〕 7  34* 

七 部の 論 sattappakaranani  (七き t ，七パ カラ 
ナ） 29 101 ； 41 343 

七 沸 satta  Buddha  i  = 七 正等覺 者） 62  71; 
〔8  261; 18 126;  41 85;  44  347〕 〔會 衆〕 6 
365  ： 種 姓： 6  362,  363 こ 出世 時〕 6  362  〔壽 
量〕 6  363  〔常隨 弟子〕 6  366  〔ニ大 弟子〕 6 
364  〔父母 及び 都 城〕 6  367  〔菩提樹〕 6  364 

〔七 滞 通誡の f 曷〕 6  421; 23  45 

七 返 有 sattakkhattuparama  (極 七 反， 極 七 
返， 極 七 返 有, 極 七 返 生） 16 下 21 

七 菩提 分 satta  bojjhaiiga  (七覺 支， 七覺 分） 
7  44，  95  ；  23  3  ；  25  337,  342 

-七 菩提 分 法 satta  bodhipakkhiya  dhamma 
23  327，  347 

七 法 sattaka  5  231 

七寶 saUa  ratanani ① 〔輪, 象， 馬， 珠， 女， 居 
士， 將軍〕 6 133，  379  ；  7 168°  ；  8  74,  92， 183, 
187; 11 上 179; 11 下 22r  ; 16 上 295  ;  20 
341 ； 24  207  ；  57  210,  365  ；  59 下 82， 123， 
182° ② 〔金銀 等〕 24  539 

七臂 具有 者 satta-ratana-samannagata  7  201 

〔七 喪と 七覺 支〕 16 上 295 

七慢 satta  mana  (= 七 種慢； 慢， 過慢， 慢過 
慢, 卑慢， 潛 上慢, 我慢， 邪慢） 40  213;  47  64, 
124  ；  〔47  62〕 

七 妙法 sat1:a  saddhamma  (七 正 法） 44  330  ； 
62  400 

七 無 過失 事 sat1:a  niddasa-vatthuni  (七の 無 

十 事〜 七 殊妙事 = 七 勤 法） 40  9 
七 無想 胎 sat は asanni-gabbha  〔外道 說〕 6 

83; 10  365  ; 14  337 
七 夢 saua  supina  〔外道 說〕 6  83; 10  365; 

14  337 


① 七滅諍 ま 七 滅諍法 sa«a  adhikarana- 

samatha  (七 止 諍， 七 種の 滅諍； i 11 上 321° 

② 2  335°，  336,  563,  564;  〔5  265。 ； 17 162； 

20  404〕 
〔七滅 諍 法相 互の 關係〕 5  264° 
七 葉窟 Sattapanni-guha  ' 'サ ッ タ パンニ 窟） 1 

269;  4 119;  7  90;  60  26,  31, 165;  65(1) 15 
七 葉大殿 Sattapannaka-pasada  60  403 
七 離繁胎 satta  niganthi-gabbha  (七 節胎） 

「外道 設〕 10  365 
七 力 Sana  ba ほ ni  〔信， 精進， 渐， 愧， 念， 定, 慧〕 

8  331 ； 20  233,  234 
七 林 satta  patuva  (〜七 山、 〔外道 說〕 6  83 
七 漏盡カ saua  khinasava-balani  8  370  ；  40 

57 

七 論 sattappakaranani (七 部の 論， 七パ 力 ラ 
ナ） 2S 165  ；  56  523  ；  59 上 25  ；  60  56, 125， 127 

失 Viraddha  〔經〕 16 上 177,  271,  412; 16 下 
99 

失 衣 nattha-civara 1 358 

失壞 vipatti  '壞， 缺損, 衰耗） 5 1*,  2,  3, 12, 
80,  86, 135，  137，  138，  157°,  161*,  215，  281, 
283，  284°,  290  〔四 種〕 5 1*， 157°,  215 

失 壞緣章 Vipattipaccaya-vara  5 168 

失壞聚 vipatti-samgaha  5  393 

失壞章 Vipatti-vara  5  77，  87, 136, 143 

①失悅 摩羅 山 D 失收^ 羅山 Suihsumara- 
giri  (尸收 摩羅 山， 設 首婆羅 山， 膠 魚 山， 15 山, 
鱷山, 首 摩羅 山） 〔邑〕 ① 15 187 ② 61 472 

失 去 nissarana  (出 離， 離， 出 要） 5  200 

失 精 sukka-visatthi  4  80 

失念 ① mutthassati  (忘 念， 忘 念 者， 多 忘， 多 
忘 者, 正 念の 忘失 者） 3  513，  514  ；  5  344  ；  9 
29  ； 17 107  ； 18  56,  57,  382  ； 19  348  ；  47 
362,  388° ② muUha-sacca  (忘 念、' 8  292  ; 
17 154  ；  20 187， 199  ；  45 13，  340。  ；  47  62, 
83°,  104°，  388°  D  sammoha  =  sammosa 12 
34,  35 

失念と 不正 知 mutthasaccan  ca 

asampajannan  ca  8  292  ； 17 154 
① 失念 不正 知② 失念 不注意 mutthassati 


(378) 


失， 叱， 室， 疾， 執， 悉， 嫉 一 シ ッ 


asampajana i 18  56，  57； 19  348 ② 9  29 
失敗の 原由 apaya-mukha  〔四 種〕 6 151 
失 鉢 者 nattha-patta 1 415，  419 
失望 ① ukkanthana  7  254 ② upayasa  (惱， 

愁, 絕望, 煩勞， 悶） 2  212 
叱責す る 比丘 codaka-bhikkhu  (呵責 比丘， 難 

詰 比丘, 徵間 する 比丘, 諫 i 毎す る 比丘） 〔五 法〕 

8  315 

室 利 天 Siri  (吉祥天） 36  7 

室 縷拏倶 胝頻設 Soija  Kolivisa  (首 樓那 二十 

億， 二十 億 耳） 〔比〕 〔精進 第一〕 17  34  〔譬 nii 

經〕 26  501 

疾 ① abadha  (病， 病氣， 惱） 22 上 113*;  41 
193*  ；  59 下 347 ② iti  (疫， 惱， 患:） 24 18  ；  42 
75  ；  43  37;  44  41， 158,  195，  439  ；  64  326, 
392,  400 ③ roga  (病， 疾病， 疫病 i 10  237，  238, 
337，  353,  356 

疾慧 h お a-paflfia  (機智， 明智， 聰慧, 捷慧） 42 
139,  270 

①疾慧 者 ②疾慧 〔者〕 hSsa-pafifia=h5su- 
panna  (速慧 〔者〕， 速智 〔者〕， 明智 〔者〕， 敏き 
智慧 〔者〕） ① 43 159，  312  ；  44  234,  291， 369 

② 11 下 1 

疾專丘 ravattha 10  253 

疾病 ① roga  (病， 疾， 疫病） 6 109  ； 15 106, 109 

② Gi ほ yana  〔經〕 16 下 320    (3)  Gelanna 

〔經〕 （一) (二） 15  326,  330 
疾病の 畏怖 roga-bhaya  (病 畏， 病の 畏， 病の 怖 

畏） 30  206 

疾病の 資具藥 品 資糧， 疾病の 爲 の醫藥 
gilanapaccaya-bhesajja-parikkhara  (病緣 

藥資 具， 病藥資 具， 病 者の 資 具た る藥 品， 醫藥） 

6  91*  ；  8 166° 
疾病の 喪失 roga-vyasana  (柄の 不幸， 病 損失， 

病 損滅） 19  205 
疾風 辛 頭 馬 は gga-sindhava  31 108* 
疾風 辛 頭 馬 本 生物 語 Vataggasindhava- 

jataka  (二 六 六） 31 106° 
執事 tanti-baddha  3  544 
悉伽婆 Siggava  (私 伽 婆） 〔相承 比丘〕 60  29, 

36,  37,  38* 182,  184，  185, 187 


悉伽符 Siggava  〔人〕 26  84 

悉皆 Samat は 〔經〕 16 上 405  ； 16 下 102 

①悉達 ②悉多 Siddhattha  (悉達 多） 〔王子， 
菩薩〕 ① 28 119,  123,  124,  127,  141,  151, 
153,  155*  164,  188， 191 (gj  33  274 

悉達多 Siddhattha  r' (義 成就） 〔佛〕 26 100, 
101,  116,  141,  142，  144，  162,  177，  183,  203, 
223,  232 其 他； 27 114，  120,  150,  160,  167, 
174,  194,  204,  339,  359  ；  60 152  4  〔比〕 60 
130 ③ （悉 達, 悉多） 〔王子， 菩薩〕 27  349;  34 
339  ；  39  262  ；  60  23, 161, 162 

悉地 siddhi  (成就） 27 126,  474 

嫉 ① issa  (嫉妬， 嫉み 妬み 二 嫉結） 7  317，  318  ； 
9  23,  56,  487*  ； 17 155,  157，  164，  495; 18 
447  ； 19  389  ；  20  230,  410  ；  21 325  ；  22 上 
178， 194  ；  22 下 59， 129，  275，  351 ； 40 170  ； 
41 140，  145,  146;  42 18,  35, 103,  105, 114 
其 他； 43  83， 124,  140,  152，  165,  292 其 他； 
44  40，  52,  81， 147， 177 其 他； 47  62,  78°, 
385°,  390;  58  438;  59 下 127，  281; 62 104， 
213，  413;  64  65。  ；  65(11) 11, 12， 13， 17  〔定 
義〕 43  292  ；  45  291 ； 47  78,  385  '② ajjhosana 

7  6* ③ Issa  〔章〕 21 324 

嫉結 issa-safifiojana  (= 嫉） 20  241 ； 45  291°, 
367  ；  53  236*,  276*  ；  65(11)  63 

〔嫉' 慳の緣 起〕 （嫉怪 —愛'! 曾— 欲— 尋— 妄想） 7 
318° 

嫉視 niUhuriya  43  292 

① 嫉 〔者〕 ② 嫉者 issi^kin  (嫉妬 者） ① 4 138  ； 

8  326  ； 11 上 320  ； 15  373  ； 17 172  ；  20  75  ； 
21 28  ；  47  362，  385° ② 9 162，  16.9,  174,  487* 

嫉と慳 issa  ca  macchanyafi  ca 17 155, 157 
嫉妬 ① issS  (嫉） 1 179  ； 13  384  ； 17  464  ；  21 

178，  181, 183  ；  25  22,  24 ② iss§yan§  64  65 

(3)  usuyya  (嫉 み） 7  257;  24  91 
① 嫉!! 石 者 ② 嫉妬 〔者〕 issukin  (嫉 〔者〕， 嫉者) 

① 9  67，  70,  72 ② 8  57  ； 19 194  ；  20  232 
嫉妬 者 vyapanna-citta  (： 瞋恚心 者， 瞋恚 者） 6 

203 

① 嫉妬 心 ② 嫉妬 心 あ り issamanaka, 
issamanika  f 11 下 279 ② 18  356* 


(  379  ) 


シ ツー 嫉, 漆， 膝， 質， 濕, 實 


嫉妬す abhijjhayati  8  87 
嫉妬: こ 燃える upanijjhSyati  8  41, 42 
悝嫉を 起 十 maccharSyati い H 嫉十 8  9, 14 
嫉 なき anissukin 不嫉， 不嫉者 15  377 
漆: 食 T  sudha  、セズ ント， 石灰， コンクリート） 

26  296，  339  I  sudha  pinda  26  232 
漆喰 工事 sudha-kamma  60 138 
漆 黑の髮 susukala-kesa  9  415; 10  278 
膝慧人 ucchariga-panna  puggala 17  210°, 

211,  212;  47  364，  403° 
① 膝圓 % 膝 輪 janu-mandala  T  2  301, 561 

② 3  9  ； 12  235  ； 18  37； 19  333,  335 
膝行す ukkuUka  '' 簿居， 猢跪， 跪 坐） 2  307  ；  5 

47 

膝： 蓋〕 骨 japijukatthi  63  48,  49 
〔膝 上の 胡麻 等の 17  210;  47  404 
膝 本 生物 語 し' cchaAga-jai;aka 六 七 29  9r 
質 直 I  ajjava 直行， 正直 8  292; 17 153; 
24  92, 109;  45 13，  337°    %  uju  ： 直 心） 20 
10,  46*.  49*    f  ujuka  (端 直， 眞直、 15  454, 
4oo 

質 直 〔者 二    ujju-jatika 11 上 57,  58 
質直と柔：!^       ajjavan  ca  maddavan  ca 17 

153 ② ajjavan  ca  lajjavan  ca  8  292 
質 多 r  Citta  、質 多羅 〔居士： 15  439*  ；  20 
228;  34  314;  57  368;  63  310，  335;  64 10 
〔入信 後 二十 年に て 不還果 を 得〕 15  458  〔優 婆 
塞 中 第一人者〕 13  346; 17 142; 18  287  〔說 
法 第一〕 17  36  〔死〕. 15  462  〔重病: こ 際して 
近親者 等に 設 法す〕 15  460，  461. 462  〔迦摩 浮 
のために 佛所 說の偈 を解說 す〕 15  443  〔J5g 摩 
浮に 三 行 を 質問す〕 15  445  〔牛 達 多に 無量 心 
解 脫等を 間 ふ〕 15  450  ： 尼 乾 子と 問答す〕 15 
453*  ： 裸形迦 葉と 問答して 佛敎: こ 入らし む〕 
15  457  ：繁 縛に つきて 比丘に 說く〕 15  427, 
428  〔界 種種に 就きて 問 ふ〕 15  430  〔諸惡 見 
を 問 ふ〕 15  433  〔四 禪定修 習〕 15  454,  458 
② 〔旃 陀羅の 子, 佛の 前生〕 35  29*  %  Cit ほ 
(= マッタ カラ一 王女， ゥンマ 一ダ質 多； 60  65, 
66,  214* 

質多' 三浮陀 本 生物 語 Cit は- SambhiUa- 


jataka  (四 九 八 1 35  28° 
質 多相應 Cit は- samyut は 15  427°,  463 
質 多羅 Cit は '質 多） 〔居士， 下意 謁磨: こ關係 

寸， 4  22* 

ぼ 質 多羅 il 舍 利子 ②質 多羅 舍利弗 Citta 
Hatthi-sSriput ね 〔比， 懈怠 あり しも 後: こ努 
力して 55 阿羅漢〕 120  151*    %  :{f  laj  29 
101 

質問 T  panha  '問 i  5  368*  ； 15  456  f  panha- 
puccha  ： 五 種〕 5  320  〔種種〕 43 134°*;  44 
63，  86,  379  〔五 理由〕 19  267  %  patipuccha 
~paripuccha 17 112, 113  j  paripuccha 
(遍 間， 問義） ~ patipuccha 1 397  ；  2  S5, 
221; 3  89, 107,  118,  119，  336;  4  335； 17 
472;  20  369;  22 下 32  ;  36 153;  59 下 42， 
83，  283 

質問 十 r  paiiham  pucchati  2  553 ② 
patipucchati  9  41 ^  panpucchati 請 間 
す， 遍 問す:' 21 4，  6 

〔質問の 五 理由〕 19  267 

濕生 4)  sarasedaja-yoni ま. saihsedaja 濕生 

者） 〔四 生の 一〕 r  8  309;  9 119=  %  26 165  ; 

59 上 272,  274，  275  ；  59 下 91 ； 64  217,  219 
濕生 金翅鳥 samsedaja-supanna 14  399* 
濕 生者 samseda-ja i 濕生） 64  234  ；  65  II  58 
濕生龍 samsedaja-naga 14  389* 
濕瘡 assSva  P|  2  272 
濕土   alla-mattika 11 下 106 
濕婆 Siva  X  ： 天子 12  95  %  〔經〕 12  95 
濕婆明 siva-vijja  6 11, 101 
實 1 bhuta  4  371*  ；  8  315;  9  231 ； 22 上 

315 ② sara  ^髓， 堅實， 堅固， 髓， 核心, 猎髓; 

〔四 種〕 18  248 
實有 atthi-bhava  57  212* 
實語 sacca-vajja 眞實語 10 189，  190,  362  •、 

14  332 

K 語 者 （1) sacca-vadin 眞度語 者， 締 論者； 1 
68,  71 ； 23 154;  24  20  ;  44  461 ^  bhuta- 
vadin  (實設 者， 實 論者） 8 171 ； 18  40 

實證 せらるべき sacchika は bba  '作證 せらる 
べき， 現證 すべき〜 應 證） 15  47 
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實說者 bhdta-vSdin  (實語 者, 實 論者） 17  331， 
332 

實設等 起 bhutarocana-samutthana  5 154 

實相 sabhava  (自 性） 59 下 312，  338 

實諦 波羅蜜 sacca-pSrami ほ （眞實 波羅蜜， 眞 

諦 波羅蜜） 35  64 
實 とまき 實 bhuta  abhuta  9  231 
實覓竭 磨 tassapapiyyasika-kamma  (覚罪 相 

羯磨 ） 3  566* 
資 論者 bhQta-vadin  (實語 者， 實設 者） 57  89， 

90，  93* 

褥 (p  cilimika  4  230 ② paccattharaija  (敷 
具， 毛氍， 覆 布， 覆 包） 30  40 ③ bhisi  (敷布， 敷 
物， 队褥， 枕褥， 長 枕） 1 149,  269;  3  85,  86; 
4 119，  320，  333 ④ sayana=sena  (认 所， 牀， 
床 具， 队床 ） 26 177,  178， 189 

搏被 attharana-pavurana  5 106 

芝居 nStaka  37  366 

柴採人 kattha-haraka  (採 薪 者） 37 168， 172 
柴籬を 引拔き し 者 abbhti!hesika  9  256° 

腰 品 Khambhakata-vagga  2  309  ；  5  47,  74 
杈 papa ほ 13  333 

① 沙竭 ② 沙竭羅 saga ほ （舍 竭， 奢 濯羅） 〔城〕 

① 1 111 ； 27  467  ；  34 159 ② 44  246 
① 沙竭陀 ② 沙枳多 ③ 沙祇 sake は （沙計 多， 

沙雞 多， 姿祇， 娑祇 多， 娑雞 帝， 姿 竭陀） 〔城〕 
① 3 150，  504 ② 24  380,  468  ；  44 11 ③ 1 
330，  411 ； 2 100,  103,  189，  368,  471 ； 16 上 
258，  404; 16 下 42 

沙祇城 Saketa  〔經〕 16 下 42 

① 沙計多 ② 沙雞多 Saketa  (沙 祇， 沙 竭陀， 沙 

枳多， 婆祇, 姿祇 多， 娑雞 帝, 姿 竭陀） 〔城〕 ① 7 
165  ； 12  91 ； 16 上 99  ； 18  43; 19  236  ；  25 
360,  402  ；  35  352  ；  61 472 ② 59 下 188 

沙難帝 saketa  〔婆〕 59 下 236 

沙鷄 tittira  (鶴 も |，鍵） 3  329 

①沙 磧難听 ② 沙漠 難 听 Maru-kan ほ ra  〔國〕 
① 43  249 ② 42  234 

沙陀 ① Godha  〔釋 氏， 塞， 摩訶 男と 間 答し 
て三證 淨を說 く〕 16 下 262*  (D  Kaligodha 
〔夷， 佛 より 預流果 を 記 別 せらる〕 16 下 300 


(S)  Godha  〔經〕 16 下 262  rj^KSH  〔- 經〕 16 下 
300 

沙尼 sSija  (麻, 麻衣， 麻布， 粗 麻布， 大 麻絲， 大 
麻の 粗布， 莎衣） 3  492 

沙漠〜 サ 

沙摩 婆提迦 Sam5vatika  =  Samavati  (差 摩 

婆 帝， 奢 摩 d ぼ 帝, 奢 摩 嗎 帝） 〔夷〕 41 160 
沙 磨吠陀 Samaveda  59 上 357  ；  60  36 
沙彌 ① samanera 1 37,  38，  52， 153  ；  2  63, 
65, 192°,  362,  496;  3 133，  141,  214,  240, 
249*  261,  262,  296,  304，  529,  530，  555，  558  ； 
4  7*,  32,  48,  95，  96， 101 ； 8 150*  ； 19  378， 
386;  21 314;  22 上 304，  305;  25 111，  198; 
26 184  ；  28  238，  330  ；  30  48，  237，  356，  452  ； 
31 137,  201,  202,  364,  504;  32  75,  76， 101， 
381 ； 59 上 8*,  57，  242,  330*  ；  60  73,  74， 179， 
240,  241，  263*,  293，  294  ；  62  33，  82,  83， 163, 
164  ；  63  226,  228  ；  65(1)  53*,  58*,  88，  89,  98， 
105   @  samanuddesa= samanera  (新 學沙 
n 新學 沙彌， 將來の 沙門） 2  219*,  221 ； 11 上 
317，  318;  20  85;  21 310；  62 147 ③ 
Samanera  〔經〕 13  385 
沙彌尼 ① s5maijeri 1 62, 180,  350,  400  ；  2 
192°,  287,  362，  490,  491，  526,  551 ； 3  240， 
249*,  262,  263,  296,  304,  555,  558;  4  398; 
11 下 151 ； 19  386  ；  59 上 242  ；  62  33，  82， 
163， 164 ② Samaneriyo  〔經〕 13  386 
〔沙彌 の 死と 老 比丘の 悲歎〕 32 101, 410 
沙彌の 十學處 dasa  sikkhapadani  3 141， 142 
-沙彌 の 出家 samanera-pabbajja  3 139 
沙彌の 罰 samanera-dandakamma  3 142° 
〔沙彌 の 滅擯〕 3 144 

〔沙彌 を 虐待す る老 比丘〕 30  452;  32  75 

沙 彌を畜 ふる samaperaih  upatthapeti 〔資 

格 十 ケ條〕 22 上 304 
沙滅地 Samiddha  〔傳。 王〕 60 101,  113，  250; 

65(1) 108 

沙門 ① samaija  3  21 ； 7 138, 139  ；  8  311 ； » 
102,  103,  486 つ 492  ； 11 上 29*  ； 12  65,  360  ； 
18 152，  156,  157,  158;  21 305,  306  ；  23  57% 
78°  ；  24  32°,  100,  191°,  267,  270,  336;  25 
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381°*;  38  417*，  422;  42  255，  375;  43 17°, 
218;  44 180,  184，  187;  59 上 375°  〔四 種； 須 
陀' g 等〕 7 138, 139  ： 四 種； 不動， 紅蓮， 白蓮, 
柔軟〕 8  311; 18 152，  156，  157, 158  〔四 
種； 勝 道， 說道， 活道， 汚 道〕 24  32°  〔最上の〕 
11 上 29*  (  =  ^|  24  267,  270  ： 意義〕 20  405° 
〔沙門の 四 法:： 59 上 376 ご 沙門た る 二十 法〕 
59 上 331 %  samana,  samana,  sramana 
65(111)  5，  8，  9， 19,  22,  26,  31 ③ Samana 
〔經〕 21 305 ④ Samaija  ： 經〕 （一） （二） 14 
249，  250，  302, 303  t  Samanna  〔經〕 16 下 405 
沙門 位 sSmafiiia  (沙門 性， 沙門 道, 沙門 杲） 6 
237* 

沙門 位の 功德 s5mafifia-guija  59 下 240*，  262 
沙門 衣 samana-civara  62 124, 125 
沙門 會 samaija-paris5  ： 沙門 衆 9 118 
沙門 果 DsSmafiiia  ': 沙門 位, 沙門 性， 沙門 道) 

6  325*; 12 111 I  samanna-phala i. 沙門 生 
活の 果報、 8  306; 16 上 180;  24  455,  462; 
25  86  ；  29  502  ；  54 154  ;  58  55,  368  ；  62 
426;  64  477,  482 

沙門 果經 Samannaphala-sutta  4  430；  6 

73°  ；  29  502;  65  J  21 
〔沙門 果 は無爲 なり〕 58  368 
沙門 果諭 Samannaphala-katha  58  368° 
沙門 義 sSmafifiattha 沙門の 義 16 上 180, 

181 

沙門 行 ① samapaka 1 31, 34，  67 其 他； 2 
341 ;D  samanassa  karaniyarii 17  374,  375 

沙門 支 sSmafifiaiiga  (沙門 性 支， 沙門 分ノ 18 
49 

^nU^   samana  Sakyaputtiya  ^MJ-M'D 
4  357 

沙門 衆 samaija-padsa  '沙門 會） 〔八 衆の 一〕 

7  78  ；  8  339  ；  21 250,  252 

沙門 出家 Samandaka  paribbajaka  二 外， 舍利 

弗に 苦と 樂を問 ふ： 22 下 12, 13 
沙門 出家 者 samana-paribbajaka  2  362 
沙門 出家 相 H   Samandaka-samyutta 15 

402。，  404 

沙門 性 ① samafifia 沙門 位， 沙門 果， 沙門 道， 


沙門 法 10  205; 17  429; 19  276,  277,  278; 
20  216  ；  23  20  ®  samannatta  40  325，  326 
沙門 性 支 samafifiaiiga  ^ 沙門 支， 沙門 分） 18 
350 

沙門 施 食 時 samanabhatta-samaya  2 119 
沙門 生活の 果報 samafifia-phala  (沙門 果） 36 
252 

沙門 想 samaija-safifia  〔三種： 22 下 131 
沙門 想 品 Samanasanna-vagga  22— 卜 131, 145 
沙 『3 と 作る 法 samanakarana-dhamma  9 
47(r 

① 沙門 道 ② 沙門の 道 samafifia  〈沙門 位， 沙 
門果， 沙門 性， 沙門 法 d 11 上 99  ；  23 154， 
155  ；  25 117,  256，  273,  351 ； 28  58  ；  36 102  ； 
41 246  ；  4  25 164,  224 
沙門の 義 samafifiattha  (沙門 義 23  342，  357 
沙門の 行 samanupasana 12  77 
沙門の 苦 samapa-dukkha  〔五 種〕 19  204 
沙門の 污 samana-dusin  21 25* 
沙門の 幸 samapa-bhadra  ： 八 種： 36  229，  232 
沙門の 資具 samanaka-parikkhara  〔七 種； 
鉢, 衣, 坐 具, 針 筒, 帶， 漉 水嚢， 水 甕；： 4  450'* 
沙門の H   samana-karandava  21 25* 
沙門の 法 samana-dhamma  、沙門 法.'' 31 57； 

38 11， 416,  419  ；  39  536 
沙門の 間 Samana-panha  59 上 375 
沙門の 桴 samana-palapa  21 25* 
〔沙門の 欲求 等;： 20 114 
沙門の 樂 samapa-sukha  ： 五 種： 19  204 
沙門 婆羅門 ： samana-brahmana  6  7*,  97  ； 
8  254，  256  %  Samana-brahmana  〔經〕 （一 ） 
(二 13  20—21，  64-65 ； 16 下 4，  23-24,  26-27, 
125-126,  332-333  一 ノー  （三）； 13  256-258, 
348-349  ； 15  361-363 
沙門 婆羅門の 霧 samana-brahmananarh 
upakkileso  ： 四 種； 飮酒， 不淨 法， 受 金銀， 邪 
命〕 4  44r  ； 18  94 
〔沙門 婆羅門への 不 奉仕〕 24  37，  47 
〔沙門 婆羅門への 鱧 襞:： 65' III  5，  9,  26,  64 
沙 婆羅門 品 Samanabrahmana-vagga 13 
188 
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沙門 分 sSmanfiaiiga  i 沙門 支， 沙門 性 支） 23 
355 

沙門 法 ① samapa-dhamma  (沙門の 法） 20 
123;  37  415,  451，  453;  62 188*，  239,  364 
② samafifia  (沙門 位， 沙門 性， 沙門 道） 16 上 
180  ©  Samanna  〔經〕 （一) (二） 16 上 180 

沙門 品 Samana-vagga 17  374 

沙門 文, B 子經 Samanamandika-sutta 11 上 
27° 

沙門 文 の 子 SamanamaijdikS-putta  (= ゥ 
ッ ガー ハマー ナ） 〔普 行者〕 11 上 27* 

沙羅 ① s5 ほ （娑、 羅） 〔樹〕 6  422  ； 12  224，  307  ； 
17  330，  332； 18  341，  351，  352； 19  68,  300； 
21 166;  23  42;  27  64,  72，  96, 102,  105, 
172;  28  52，  89, 110, 111 ； 29 109，  131*;  31 
131, 371 ； 36  2, 140，  221, 226  ；  39  97， 103, 
110，  316,  381,  387，  389，  391，  402,  406;  41 
213，  249，  255，  308，  312,  337  ；  59 下 198  ；  60 
110,  163,  203,  273,  275;  61 303;  65(1)  8 ② 
Sala  〔パヅ ゥマ佛 の 第一 弟子〕 28  76 ③ 
Salha  〔塞， 難 陀迦ょ り說 法を受 く〕 17  313* 

沙 羅王樹 sala-rSja  (裟羅 王樹） 9 1 

〔沙 羅材を 水に 浮ぶ る 譬喩〕 18  351 

〔沙 羅樹の 舟の 譬喻〕 18  352 

①沙羅 樹林 ②沙羅 林 sala-vana  (姿羅 林， 娑 
羅の 森） ① 9  227  ；  25  275 ② 7 120, 123  ； 18 
138;  23 143 

〔沙羅 樹林の 譬 Bii〕  9  227 

①沙 羅雙樹 ②沙羅 の雙樹 yamaka-sS ほ （娑 
羅 雙樹） '！' 7 115，  120,  121; 29  258;  59 上 
3 ② 12  267 

沙羅パ —マン ガ sSra-pSmaAga  〔寶 物〕 60  72， 
120 

沙羅婆 鹿 sarabha-miga  (舍羅 婆 鹿） 44  407 
沙羅浮 SarabhQ  〔比， 舍利 弗の 弟子〕 60 154 
沙羅羅 sala!a  (娑 羅羅） 〔樹, 花〕 27  52，  72， 105, 

233,  374;  59 下 198 
沙蘭 S5!ha  (姿 羅， 蘇寐） 〔第二 結集 比丘〕 4 

451,  455;  60  29，  33， 172 
-沙留 Smha  (遮 樓） 〔離 車 人， 比， 苦行よりも 四 

淸淨の 必要なる 說 法を受 く〕 18  350* 


車轅 rathisa  21 54,  57 
車駕 ratha  (車， 車與， 馬車， ラ タ 車） 24 111, 
113 

〔車駕 と 御者の 譬 diO 11 下 109 
〔車駑 の 部分〕 38  403;  59 上 53 
車戯 rathaka  (車 遊び， 小 車） 4 15,  22 下 121 
車 軍 ① rathS-sena  2 166 ② ratha-kaya〜 
次 項 

① 車 軍 ② 車 軍勢 ratha-kaya  (車 衆） ① 12 

126 ② 11 上 94 
車形陣 sakata-vytiha  (輜重 軍） 63  318 
車渠 masara-galla  (瑪 瑚， 琥珀， 紅玉） 7 166, 

167， 182 

車師種 rathakSra- お ti  2  9*， 19 

車軸 akkha  (軸） 12  97,  .98  ；  59 上 137  ；  63  272 

〔車軸に 油 を 注ぐ 譬喩〕 15  277 ；  42  361 ； 43 176, 

365  ；  44  478  ；  59 下 259 ；  62  82 
車軸の 注油 〔の譬 喻〕 akkhabbhanjana 

〔- upama〕  43  365 
車 衆 ratha-kaya  (車 軍， 車 軍勢） 19  219,  222 
車術師 rathika  (乘車 者， 車 兵） 6  78，  79 
車 匠 ratha-kara (車師 ，造 車， 製 車 人） 11 上 201， 

202，  242; 17 175,  180， 18 丄， 182,  183; 18 

149  ；  20 141 ； 47  436 
車 匠 女 ratha-kari 19  315* 
車 匠 品 Rathakara-vagga 17 172 
車聲 ratha-sadda  (兵車 聲） 7 166;  20 156 
車乘 ySna  (乘， 乘物， 駕獸） 3  338,  339  ；  4  411, 

412  ；  8  338,  339  ； 10 127  ； 11 下 217,  229  ； 12 

157*;  21 124* 
車乘論 ySna-katha  (乘 論， 乘物 論, 車馬 論） 〔無 

用 論の 一〕 2  260;  3  333; 10  358  ； 11 下 132; 

16 下 337  ；  22 下 22 
率多迦 ChSta  〔山〕 60  68;  65(1)  93 
車 頭 ① Catuma  〔釋迦 族の 者〕 59 上 387* ② 

Catuma  〔邑〕 10  268* 
車 頭 聚落 經' Catuma-suttanta 10  268° 
車道 ① rathiyS  (道路， 路巷, 街， 街路） 2  285. 

287,  438  ；  5 102, 126  ；  6 124 ② raccha 1 

254 

車 匿 Channa ① 〔比〕 25 126 ② 〔御者〕 24 
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543;  28 132,  134，  137，  139，  140  ;  32  55,  294; 
33  383  ；  34  260  ；  35  88 ；  39  550 

車馬 論 ySna-katha  (車乘 論， 乘論， 乘物 論、 
〔無用 論の 一〕 8  48 

車夫 sSkatika  (車力 者， 荷車 挽） 59 上 136 

車 兵 rathika  (車 術師， 乘車者 20  360,  364; 
35  222，  223;  39  234 

車兵險 rathanika  2 170 

車 鞭 本 生物 語 Rathalatthi-ja は ka  (三 三 二） 
31 479。 

車 網 nemi  (輞， 輪） 9  48 

車與 ratha  (車， 車駕， 馬車， ラタ 車， 16 下 200 

車力 者 sakatika  (車夫， 荷車 挽； 12  97 

〔車力 者の 譬 n|0 12  97;  59 上 136 

車 量 sakata-vaha  3  327 

車輪 cakka  ： 輪） 6  380； 12  23, 107; 17 180， 
181 ； 23 17  ；  29  297  ；  32  90*  ；  33  202* 

〔車輪が 牽獸: 'こ 隨ふ譬 nslO  23 17 

車輪 貫 cakka- viddha  (弓 技' 36  33 

〔車輪の If 喻〕 17 180;  63 17 

舍衞城 Savatthi 〔城, tS 薩羅國 の 首都〕 2  337  ； 
3 141,  281,  282,  337  ；  4 1 ； 5  248 ；  6  361 ； 7 
132, 165  ；  8 183,  9  7  ; 11 上 146， 147  ； 13 1*; 
16 下 230，  231 ； 17 1 ； 22 上 1 ； 23  89*  ；  24 
380;  29 15,  83， 109, 195 其 他； 30 101,  129; 
31 1， 38，  63 其 他； 32  4，  26,  48 其 他； 33 1 
其 他； 34 1, 10， 17， 18 其 他； 35 120,  252 
其 他； 37 105，  159,  160;  38 1， 3*, 126,  217; 
41 113，  190;  43  252，  253;  44  7, 11; 57 
137;  58  338;  59 下 235，  249;  61 3, 11 ； 63 
329;  65:1) 13  〔戒法 二百 九十 四 種の 制定〕 5 
248 

舍{ 加 利 Saha!i  (舍波 利） 〔天〕 7  286 

舍ク S   Sagala  (沙 竭, 沙 竭羅， 奢竭羅  >  〔都〕 59 上 

4,  6,  7, 10, 13,  27,  37,  42* 
舍脂鉢 底 Sujampati  (スヂ ヤーの 夫， 須闍の 

夫， 須禪鉢 帝， 善 生の 主 = 帝蘀） 12  394；  31 

554  ；  35  52,  61 ； 38  80  ；  39  270,  499 
舍波利 Sahali  (舍伽 利） 〔外， 天子〕 12 110, 

111 

舍婆子 ChabySputta  (尸 婆 弗 多） 〔四 種 蛇 王 


族の 一〕 4 169 

① 舍彌村 ② 舍摩迦 SSmagSma, 
Samagamaka  (T  8 150； 11 上 317 ② 20  42 

舍 彌村經 Samagama-sutta 11 上 317° 

舍羅 sSlika,  saliya  (百舌鳥, 舍利, 九官鳥， 賴， 
マイ ナ， 鸚鵡） 〔鳥〕 38 187,  302 

舍羅婆 （rSarabha   〔外， 佛を呰 つて 面前: こ 
て 一言 も 出来ず〕 17  298*  ®  sarabha  (沙羅 
婆） 〔鹿〕 27 105  ；  34  235* 

〔舍羅 婆 鹿と 王 命の 救助〕 34  236 

舍羅婆 鹿 本 生物 語 Sarabhamiga-jS ね ka  (ET 
八 三！  34  226° 

舍利 1 salika  (舍 羅， 九官鳥， 百舌鳥， 賴， マイ 
ナ， 驚鷺, 鸚鹉） 〔鳥〕 12  328 ② sari  〔舍利 弗 
の 母:） 26  42, 184 ③ sarira  (遺骨， 遣骸） 4 
432  ；  7 126,  157，  162,  201 ； 26 128*  ；  27 
169;  32  359;  33  20;  60 163  〔八 分〕 7 158° 
(4)saririka  =  sarira  60 103， 114  (§)  dhatu 
(駄 都， 遣 骨， 身 骨） 41 274,  283,  296,  309,  338,. 
346,  360,  362；  59 上 355*;  60  263*,  282，, 
352*;  65.1)  110,  111,  114, 115 

舍禾 (J 遺物 塔 saririka-paribhogika-cetiya 
59 下 202 

舍利 供養 ① sarira-pQj5  7 126；  33  32;  59 上 
355* ② dhStu-ptija  (遣 骨 供養， 駄都 供養） 
65  I 12, 111 

舍 利子 SSdpuUa  (舍利 弗） 〔比〕 27  303 

舍利室 dhStu-gabbha  (納骨堂） 60  347,  351,、 
352,  360，  361 

〔舍利 室 装置〕 60  342 

舍利塔 r  sariranam  thupo  7 158*,  161*  ；. 

41 361 ② dhStu-thiipa  27  505 
舍利堂 cetiya-ghara  60 142 
舍 利の 配分 dhatu-vibhai'iga  60  349 
舍利 SH 分譚 Dhatubhajaniya-katha  41 362. 
〔舍利 配分 品〕 41 360° 

舍利廟 cetiya  (支提 ，制 多， 塔廟， 靈祠， 祠堂， 

塔） 36  28 
〔舍利 奉安〕 60  351 

舍利弗 Sariput は （舍 利子 = 法 將） 〔比〕 2 105 に 
3  536,  613,  614，  616  ；  4 18,  20,  23,  245,  249，. 
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261,  262,  289*,  325;  9  20,  36*,  74*,  110, 
111,  329,  372*,  376,  381 ； 10  214,  268*,  288， 
295  ； 11 上 244*  ； 11 下 1*,  33，  83，  350  ； 12 
47,  93,  94，  95，  254,  256,  257,  327，  328,  329  ； 
13  67*,  72*,  282，  287,  346,  405,  406; 14  2， 
4  ； 15 167  ； 16 下 317  ； 18  419  ； 19  288  ；  20 
30，  76,  82，  375*  ；  23  89， 111，  207,  208;  24 
247,  363,  365,  541 ； 25 17, 18， 197，  297,  311, 
313，  314,  322  ；  26  42*,  81 ； 27  312,  327， 
332  ；  28 181，  197，  265,  283，  286,  317,  318， 
■354,  419*,  434;  29  98，  99， 121，  130,  165, 
254*,  281, 459 其 他； 30  7， 15, 16,  38,  59, 
151,  174，  271 ； 31 25， 140,  141.  200*,  248, 
268,  269,  305，  385，  494  ；  32  30,  62,  63  ；  33 
21, 76,  396 其 他； 34 15, 191*  226,  231*, 
314,  419  ；  35  88  ；  36  25，  28  ；  37  5，  43， 102, 
154，  246;  38  214，  331，  406,  546;  39  259, 
550;  41 46, 139，  160，  213*;  42  273,  354; 
43 161,  303*,  314;  44  54，  281，  282,  293; 
47  466;  57 123，  124，  329,  330,  345，  346, 
388  ；  58  340，  430,  431 ； 59 上 90,  208，  221， 
230,  345，  346,  367，  385*  ；  59 下 18，  42， 130, 
252,  257，  260,  264,  269，  270,  272，  281，  306, 
309,  311,  326,  332,  334，  342，  348,  349;  60 
154,  241 ； 61 15，  555  ；  62  76，  77， 161 ； 63 
10,  227,  313,  330，  409;  64  489;  65(1)  98 
〔歸佛 出家〕 3  71*;  28 181 〔受 具足 後半 月に 
て 四 無 礙解を 得〕 18  281， 282  〔成 阿羅漢〕 10 
338  〔初期〕 10  268*  〔那羅 村に 生れ， ヴラカ 

にて 迦底迦 月の 満月に 入滅す〕 29  258  〔重病 
にて 般涅 樂〕 16 上 384,  385;  36  25  〔入滅 後〕 
16 上 387  〔響 喻 經〕 26  28  〔世 尊の 法嗣〕 11 下 
7; 12  330  〔釋 迦佛の 第一 弟子〕 6  365; 12 
330;  26  42;  28  421 〔法 輪の 隨轉 者〕 11 下 
7  ； 17  33; 19  208  ；  24  212  ；  25  260  〔比丘の 
範〕 17 142; 18  287  〔生母の 如し〕 11 下 350 
(大慧 者〕 11 下 1; 13  228,  229，  409; 17  34; 
34  232;  63 10  〔舍利 弗の 偈〕 25  286  〔諸 德〕 
12 107*,  330  〔五 法 成就〕 19  208  〔八 支 成就〕 
21 61 〔解義 自在〕 13  79,  80  〔專念 坐禪〕 23 
127,  152, 158  〔坐禪 にて 佛に讚 歎 せらる， 佛 
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の 【憂 陀那〕 23 127, 158  〔諸 禪定と i!« 极淸 澄〕 
14  380*  〔法界に 達す〕 13  81 〔祌變 1 63  313 
〔夜叉の 一撃に i "ふ も 痛な し〕 23 146，  147, 
148  〔病氣 と 粥〕 62  76  〔藥〕 59 上 367  〔熱病 
に 種る〕 3  377,  378  〔腹痛に て 蒜 を 食す〕 4 
213  〔嚼食 を 喰せ ず〕 29  98  〔餓鬼と な り て 苦 
しめる 母 を 救 ふ〕 25  20,21 〔病 比丘に 肉汁 を 
與ふ〕 31 385  〔戒律 制定 を^に 願 ふ：] 1 11* 
〔白 四羯 磨に よりて 婆羅門 を 出家せ しむ〕 3 
97,  98  〔彼に 因み て鉢戒 設けら る〕 14U  〔長 
衣に 關係〕 3  504  〔病氣 にて 施 食 處食戒 が 補 
正せら る〕 2 112  〔迦 稀那 衣〕 1 330  〔自恣 後 
一 比丘より 誹謗せられ 佛に申 開く〕  22 上 33* 
〔床 座 を 奪 はる〕 28  419  〔解脫 にっきて 佛の 
設 法を受 く〕 17  216，  217  〔心 解 脫の說 法を受 
く〕 16 上 379，  380  〔三世の 諸佛; こっきて 佛の 
說法〕 16 上 380*  〔施と 果の 種種に つきて 佛 
の說 法〕 20  305*  〔善知識に 關 する 設 法を受 
く〕 16 上 142  〔比丘 思惟 法に つきて 佛の說 法 
を受 く〕 11 下 426*  〔給圃 に 因み， 佛; ま四證 
淨 等の 說法を せらる〕 19  295  〔佛と 預流支 等 
にっき 問答〕 16 下 227  〔佛に if する 最勝 敬禮 
の 理由 を 問 ふ〕 16 下 63，  64,  65  〔九 種 人に つ 
きて 說法 を受 く〕  22 上 39  〔無 十の 事に 關す 
る 佛の說 法〕 20  277*  〔商業の 成敗に つきて 
佛に問 ふ〕 18 142  〔廣說 に 巧な り〕 16 下 282; 
29  281,  419,  421; 34  226  〔その 說法 は佛に 
賞 讚 せらる〕 16 下 282  〔佛の 背 患 時に， 佛に 
代 り て說 法〕 22 下 14*, 18*  〔阿那 律::: 設 法し 
て漏盡 ならしむ〕 17  464  〔阿那 律と 四 念處に 
つきて 間 答〕 16 上 404,  405,  406; 16 下 162， 
163  〔阿那 律に 住 を 問 ふ〕 16 下 166  [阿難と 
問答〕 19  279,  280  〔阿難と 長 衣〕 3  504  〔阿 
難に 有 想 三昧 を 語る〕 22 上 208  ；  22 下 289  〔阿 
難に 現 法般涅 紫を說 く〕 18  292  〔阿難に 四證 
淨を說 く〕 16 下 226,  248  〔阿難と 法の 不 忘失 
を 語る〕 20 111 〔阿濕 婆， 富 那婆娑 比丘に 驅 
出 羯磨を 行 ふ〕 1 307*  〔優陀 夷に 樂の 種種 を 
說く〕  22 上 100, 101 〔彼の 說に優 陀夷反 if 
す〕 19  268*  〔ゥパ セーナ と 間 答〕 15  64，  65 
〔優 波 摩と 七 覺支を 語る〕 16 上 263  〔優 和 g 
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と 苦盡を 語る〕 18  285  〔焰摩 迹の惡 見 を 是正〕 
14 174*  〔給 孤燭 長者の 重病: こ 際し 四 證淨， 十 
正 法を設 く〕 16 下 275*  〔拘 an 利に 誹謗 せら 
る〕 12  256;  22 下 75，  76;  24  247  〔サ— マ 
ン ダカへの 諸設 法〕 15  402,403  〔三 彌提に 思 
覺 等の 質問 をな す〕 22 上 49  〔病める 闡陀の 
ために 設法〕 11 下 374*; 15  91*  〔ヂ ヤン プ 
カー ダカへの 諸說 法〕 15  389*  〔病身 等: こつ 
き 那拘羅 父に 說法〕 14  4  〔難陀 母の 招待 を受 
けて 說法〕 20  310*  〔浮 彌: こ說 法〕 13  54*  〔七 
淸淨: 二 關 して プンナ マンタ  一二 プッタ と 問 
答〕 9  267*  〔摩 河 迦 葉との 問答〕 13  324  〔摩 
訶拘稀 羅と 問答〕 14  262*,  269*  ； 17 191* 
〔摩 河 拘^ 羅に對 して 緣起 を說 く〕 13 164* 
〔摩 河 拘綠羅 と阿毘 達磨 的 問答〕 10 11 〔摩 河 
拘 糸/る 羅と 縛に つきて 問答〕 15  259*  〔摩訶 
拘糸 r& 羅と 如来 死後 を 論ず〕 16 上 112*  〔摩 河 
拘 $$羅 と 業に つきて 問答〕 22 上 44*  〔摩 河拘 
稀羅と 六觸處 にっき 語る〕 18  283，  285  〔目 
犍 連と 四 通行に つきて 語る〕 18  271,272  〔彼 
と耶輸 陀羅尼〕 31  200,268  〔羅 喉羅を 出家せ 
しむ〕 3 139*  〔四 尼 乾 女 を 化導〕 31 305  〔淨 
口 出家 尼に 說法〕 14  385  〔苦の 自他 作 等: こ關 
して 異學と 論ず〕 13  46*  〔種種の 法に 關 して 
阿昆 達磨 的 設 法を佛 前にて なす〕 8 121*  〔一 
法 乃至 十 法: こ 關 して 阿毘 達磨 的說法 をな す〕 
8  286*  〔一法 乃至 十 法の 應多听 作 乃至 iirp 證 
を說 く〕  8  357*  〔人， 衣, 食 等の 二種 を說 く〕 
22 上 22  〔衰退, 不衰返 法の 人を說 く〕  22 上 
345,  346  〔內 桔， 外 結の 人を說 く  〕 17  97*  〔破 
戒， 有戒 等に つきて 設法〕 19  278  〔沙門 出家 
に 苦と 樂を說 く〕  22 下 12， 13  〔諸 比丘に 四 
法の 等- 隨觀 を設 く〕 18  253  〔嫌 恨 を 除去す る 
五 因を說 く〕 19  260  〔五 蓋 等 を 察すべき こ 
とを說 く〕  22 上 333,  334  〔五分 法身に つきて 
說く〕 19  266  〔六 不退 失 法 を! J 識す〕 20 191, 
192  〔七 覺 支の 說法を なす〕 16 上 254，  255 
〔七 淸淨を プンナ マンタ一 二 ブック: こ 語る〕 9 
267*  〔世 問の 八 人を設 く〕  £1 284  〔漏 i お 比丘 
の 八 カを述 ぶ〕 21 100  〔漏、{*^比丘の十カを說 
く  〕  L'2 下 82  〔不侮 乃至 解 脫!? 兑の說 法〕 22 上 


202;  22 下 282  〔月 子 比丘が 提婆達 多の 說を 
述べた る を緣と して 意修 習を說 く〕  22 上 80* 
〔寂靜 なる 有 想 三昧 を說 く〕  22 下 289，  343， 
345  〔自他への 有能 等の 條件 を說 く〕  21 287, 
288  〔異国: こ 行く 比丘 等に 欲 貪の 調伏 を說 法〕 
14  8  〔諸佛 の 偉大 を述 ぶ〕 7  41*  〔諸' 比丘に 
諌誨 等に つきて 說法〕 19  272*  〔住 法と 命 終 
時に つきて 說法〕 20  21-24  〔得自 體に關 する 
怫設 を廣釋 す〕 18  279  〔破 僧 比丘 を說 得す〕 
4  305*  〔林 住 比丘の 規定 を說 法〕 10  288  〔質 
問の 因に つきて 語る〕 19  267 

舍利弗 Saripu«a  〔經〕 12  327  ； 15 167  ； 16 上 
142  ；  22 上 208,  333  (一) (二） 16 下 226，  227 

舍 利弗經 Sariputta-sutta  24  363°,  369; 
59 下 235 

舍利弗 經の義 揮 Sariputtasutta-niddesa  43 
303°,  407 

舍利 弗ー拘 稀羅 Saripima-KoUhika ① 第一 
(住 著 Paga は） 〔經〕 16 上 112 ② 第二  （生起 
Samudaya) 〔經〕 16 上 113 ③ 第三 （愛情 
Pema) 〔經〕 16 上 115  i 第 四 （樂 Sr§ma〉 
〔經〕 16 上 116 

舍利弗 相' 1 Sariputta-samyutta 14  380°, 
388  . 

舍利弗 母 鬼 班 Sariputtattherassa-matu- 
petivatthu  25  20 

舍利弗 目键速 出家 Sariputta-moggallana- 
pabbajja  3  79 

〔舍利 弗， 目键 連の 出家〕 3  77;  28 181 〔般涅 
槃〕 36  25  〔友情〕 32  62 

〔舍 利來 島〕 60  263 

舍樓 f 加漿 s§luka-p5na  (水 百合根 汁） 〔八 種欧 

料の 一〕 3  431 
① 舍勞浮 ② 舍牢浮 SarabhQ  (薩羅 遊） 〔五 河 

の 一〕 ① 4  355,  357; 16 上 209,  210;  21 64, 

68,  74,  77  ；  22 上 237"  %  20  354  ；  25 117  ； 

26  50 

〔舍勞 浮 河 東 流の 替喻〕 16 上 209 
〔舍勞 浮 河の 海: こ 趣く^ uiO 1$ 上 210 

saiigai?ika  (衆， 衆き， 衆 居， 衆: こ 維る ） 7 

36 
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社, 砂， 娑， 射 ーシャ 


〔社 會の發 生〕 8 104-116 
砂金 hStaka 17  348 

砂糖, 砂漠〜 サ 
砂 道 vannu-patha  28  226 
砂 道 本 生物 語 Vannupatha-jataka  (二）  28 
221° 

砂礫 sakkhara-kathala  9  484 
砂利 sakkhara  (砂， 礫， 石） 6 125 
裟伽陀 SSgata  (娑 竭陀） 〔比〕 〔第五 十一 波 

速提， 飲酒 戒を 犯す〕 2 172*;  5  33 
娑、 伽羅 S5gara 〔傳。 アツ タダッ シー佛 の 弟子〕 

26  262 

娑 呵邪提 Sahajati  (薩寒 若） 〔村〕 60 169, 170 
姿竭陀 ① saga は （娑 伽陀） 〔比， 佛の 侍者〕 3 
318，  319  ； 17  35  ；  26 151 ； 29 195*  ；  33  346 
〔神變 を 示す〕 3  318，  319  〔火 界善巧 第一〕 17 
35  〔譬 喻 經〕 26 150  ^  Saketa  (沙計 多， 沙 
祇， 娑祇） 〔城〕 3  444,  445，  475,  476 
①娑祇 ②娑祇 多 Saketa  (沙 祇, 沙計 多， 沙ネ只 

多， 沙 竭陀， 娑雞 帝， 娑、 竭陀） 〔城， 佛 時代の 大 
都〕 ① 7 132  ； 16 下 162  ；  22 上 126 ② 29  95  ； 
30  395  ;  32 191,  194;  38  358 
娑祇多 城 本 生物 語 Saketa-j お aka  (六 八） 29 
95° 

娑祇多 婆羅門 本 生物 語 SSketa-jataka  (二三 

七） 30  395° 
娑雞帝 sake は （沙計 多， 沙祇， 娑祇） 〔城〕 63 

329 

①娑多 耆利② 娑多山 ほ gira  (七 岳） 〔夜 

叉〕 ① 34  314  ®  7  277 
娑那 〔人の〕 三 浮 多 Sana-Sambhuta= 

Sanavasi-Sambhuta  〔比〕 60  29，  33;  65(1) 

46 

娑那の 住人なる 三 浮 多 Sanavasi-Sambhuta 

=  Sana-Sambhuta  60  33 
娑婆 Sahaka  〔比〕 16 下 63 
娑婆 主大 梵天 Sahampati  Mahabrahma  34 

194 

① 娑婆 主 梵天 ② 娑婆 主 梵天王 ③ 娑婆 世界 ま 
梵天 ④姿婆 世界の 主大 梵天 ® 娑婆の 長た 
る 梵天 Brahma  Sahampati  (梵天 サ ハ ンパ 
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テイ， 可 主 梵天） ① 9  301，  302,  304; 10 
270*  ； 18  37,  38  ；  22 下 78,  79  ；  24  248，  249  ； 
34  232  ；  59 上 388,  389  ；  59 下 319  ；  62  398 
② 16 上 393，  394,  421, 422  ； 16 下 62,  63  〔過 
去 物語〕 16 下 62，  63 ③ 7 146 な,' 28 172  ® 
41 207 

娑毘底 Savitn  (薩鞞 帝） 〔吠陀 の 讃歌〕 24 166, 
215 

娑、 勿陀達 Samudda-datta  (三 支陀 達， 三閡達 

多） 〔比， 提 婆の 徒〕 1 287，  293 
娑羅 （r)sa ほ （沙羅 ） 〔樹〕 6  364;  9  373*; 10 
32,  33; 11 上 201，  242,  243;  24  443,  445, 
446,  487;  26  37,  52，  63， 123,  202,  227,  316， 
372，  373,  467,  486,  489,  493  ；  32  272  ；  34  20， 
21， 116,  213,  217;  35 1, 126，  168;  290;  37 
144，  166,  170,  175，  238,  436，  445;  38 120, 
280,  281,  329,  494  ；  58  338  〔毘舍 浮佛の 菩提 
樹〕 6  364 ② Sa!ha  (沙 蘭， 蘇寐） 〔第二 結集 
比丘〕 60 170 
娑 羅王樹 s5la-raja  (沙羅 王樹） 10  62 
〔娑、 羅樹 王の 譬 niO  26  37,  52，  63, 123，  227,  316， 

467,  486,  489 
娑羅薪 sala-kaUha 11 上 172 
娑 羅雙樹 yamaka-sS ほ （沙羅 雙樹） 7 165 
娑羅塔 Sarandada-cetiya  (サー ランダ ダ廟） 

21 255，  256 
娑、 羅の枝 sala-sakha  26  290 
姿 羅婆提 SSlavatika  〔村〕 6  317,  321, 323 
娑 羅拔提 Salavati  〔耆 婆の 母， 娃女〕 3  473 
娑羅プ ッ パダ— ャカ Salapupphadayaka  〔比 

丘の 譬 喻 經〕 26  290 
姿羅羅 sala!a  (沙 羅羅） 〔樹〕 11 上 201,  242， 
243 

① 娑羅林 ② 娑、 羅の森 s§Ia-vana  (沙羅 林， 沙 

羅 樹林） ① 7 165 ② 26 182 
射 技 issattha  (弓術， 武術， 射手） 21 206,  213, 

279 

射師 iss5sa  (弓術 者， 弓士， 弓手） 22 上 113* 
〔射師 の 練習の 譬喻〕 22 上 113,  115，  117,  118, 

120,  122， 123 
射手 ① issattha  (射 技， 弓術） 59 下 346* ② 


シ ヤー 射, 捨 


dhanuggaha 弓術 師， 弓師， 弓術 者， 弓 射手， 
弓 取り ） 34 122，  128;  36  28，  31， 32 

〔射手が 百 枚の 插を 射る 譬喩〕 64  433 

〔射手の 四 支〕 59 下 346 

〔射手の 12 105; 13  393;  34 122;  59 上 
238;  62  300 

〔射手の 矢の tfB|5〕 18  86;  22 上 128 

射程 pabbedha  31 100 

捨 ① upekhS,  upekkha  (捨 心'， 7  319，  320; 
8  62; 10  219; 11 下 2*，  341°,  435*; 16 上 
340; 16 下 73，  89, 183;  41 15*;  43  392。  ；  44 
262°,  483°  ；  45  40°,  115,  124，  130,  135;  46 
370°*,  397',  398,  403"  62  221，  317。*，  323, 
332，  396;  63 183, 184,  189，  190;  64  49°,  98， 
368;  〔9  257;  10  219〕 〔種種〕 11 下 303°  〔十 
锺〕 62  317°  〔定義〕 43  392;  44  262,  483; 

45  40, 115  ；  46 106,  163，  232,  236*,  243  ；  62 
320° ② caga、  5fi， 沲捨， 與， 寄捨, 棄捨， 布 m) 
12  374,  402,  403  ；  24  68,  69  3)  nikkhepa 13 
136， 139  pahana  '捨 Bfi， 斷, 捨離） 10 14 
⑤ vossagga  k 捨遣， 最捨, 棄捨） 16 上 141*， 
189，  191*,  257,  262,  273,  277*,  321*  J) 
Upekkha  ：經〕 14  383  (一） 一、六） 16 上 340 
5)  Upekkhako  〔經〕 15  408 

捨因 upekha-nimit は （捨 相） 17  421， 423 
捨 ife 樂 upakkharammana-sukha 17 128 
捨果等 至 upekkhaphala-samapatti 59 下 
191, 204 

捨戒 sikkha  paccakkhata 1 3/-^,  38- 
捨界 upekha-dhatu 11 下 58;  46 106° 
捨覺支 upekkha-sambojjhariga  (捨 等覺 支， 
捨の覺 意， 行捨覺 支） 16 上 250*,  303*.  311°; 

46  324°,  327。  ；  62  259,  262*  〔生起の 五緣〕 
62  264 

捨棄 ① caua  9  57 ② Pahana  〔經〕 15  26, 

27  (D  Pahanena  〔經〕 15  319 
捨棄 すべき 法 nikkhepana-dhamma 12 123 
捨棄 せらるべき paha は bba 斷ぜら るべき， 斷 

ずべき， 斷 たるべき； 15  47 
捨 金銀 比丘 rupiyachaddaxa-bhikkhu 1 403 
捨 せ 'V  caga-sampanna  (棄捨 具足） 21 


187°, 191 caga-sampada 18 115。；  21 
21(r，217，  278, 279，  282 
捨 具足 論 Upekkhasamannagata-katha  57 
358° 

捨' 具 upekha-sahagata  (捨俱 行） 21 236* 
捨俱惡 見相應 upekkhasahagata-ditthigata- 

sampayutta  '捨俱 行 も- 見 相應） 64  35  ；  65(11)  2 
捨' 具惡見 不相應 upekkhasahagata- 

ditthigata-vippayutta  (捨 (1： 行成 昆不 相應） 

65  II) 1 

捨 Ift 疑相應 upekkhasahagata- 

vicikiccha-sampayutta  (捨' A 行 疑 相. 應 = 疑 

俱心） 65(11)  2 
捨' 具 行 upekkha-sahagata  (捨 45  76 
①捨^M：行慧 ま捨^^〔慧〕 upekkhasahaga ほ 

panfia  D  47  4*,  24,  29 ② 64  6 
捨^^：行，疑相應 upekkhasahagata-vicikiccha- 

sampayutta  (捨俱 疑 相 應, 捨し 4 行鐘豫 相應） 

45 119 

捨^！！？亍小唯作 upekkhasahagata  paritta- 

kiriya  50  480 
捨 (ft 行. 或 見相應 upekkha -sahaga1:a- 

ditthigata-sampayutta  ；捨^^惡見相應） 45 

114, 115  ；  46  234,  428 
捨倶行 • 或 見 不相應 upekkha-sahagata- 

ditthigata-vippayutta  (捨 ift 惡見不 相！！）  45 

116,  117;  46  234，  428 
捨俱 ff 定 upekhasahagata-samadhi 、捨 ft 

定） 11 下 207 
①捨俱 行 心 ②捨俱 行の 心 upekhSsahaga は- 

ceto  (捨 ft 心， 捨と俱 なる 心） ぼ 22 下 326  (2) 

16 上 317*  ;  46  391,  397,  398 
捨俱 行 智相. 應 upekkhasahagata-nana- 

sampayutta  (捨 俱智 簡惠） 45  41, 81， 137, 

171 ； 46  240，  250,  257,  261，  265，  412*，  425* 
捨 il: 行智 不相應 upekkhasahagata-nana- 

vippayutta  (捨 (ft 智不 相應） 45  41, 42， 137, 

171 ； 46  240,  250,  257,  261,  265,  412*  425"* 
捨 ft 行 • 掉 搫相應 upekkhasahagata- 

uddhacca-sampayutta  (捨' 具掉擧 相應） 45 

121 ； 46  237，  428  . 


(  388) 


捨一 シ ャ 


捨俱? 亍ニ法 Upekhasahagata-duka  54  430°  ； 
56  208 

捨俱行 二 法 善 三 法 upeknasahagataduka- 

kusalattika  55  257 
捨俱行 法 upekkha-sahagata-dhamma  45  2, 

10，  266°,  327°,  353°,  390°  ；  47  231，  244, 

255  ；  51 347*  ；  54  430*  ；  56 184，  208,  352, 

370  、 
〔捨俱 行 法 等の 緣關 係〕 54  430 
捨 ft 行 *猶 豫相應 upekkh5sahagata- 

vicikiccha-sampayutta  (捨俱 疑 相應， 捨俱 

行 疑 相應） 46  236,  428 
拾 ft 定 upekkhasahagata-samadhi (捨俱 行 

定） 62 175， 176 
捨俱掉 擧相應 upekkhasahagata- 

uddhacca-sampayutta    (捨 ft 行 掉擧相 應= 

掉擧俱 心） 65(11)  2 
捨俱心 upekkhSsahagata  citta  (捨倶 行 心， 

捨と俱 なる 心） 65(11)  21 
抬俱推 度 〔心〕 upekkhasahagata-santirana 

65(11)  25 

捨俱禪 upekkhasahagata-jnana  44  253 
捨 ft 智相應 upekhasahagata- 

nana-sampayutta    (捨 俱行智 相應） 64  33, 

208;  65(11)  3，  4 
捨 fl: 智 不相應 upekkhasahagata- 

nana-vippayutta  (捨俱 行智不 相應） 65(11)  3， 

4 

抬 1；!； 無 因 意識 界 upekkhasahaga は- ahetuka- 

manovinnana-dhatu  50  480 
抬/ 具 無 因 唯 作 upekkhasahagatahetuka- 

kiriya  64  40 
猞遣 'X'  patinissagga  (定 棄， 捨離， 棄） 63 120° 

② vossagga  (捨， 最捨， 棄捨） 11 下 396 

'① 捨遣觀 ②捨 遣隨觀 

patinissagganupassana  (定 案觀) ① 62  91; 

63 118， 120 ② 64  355,  465,  483,  484 
猞拫 upekhindriya  8  318; 15  357; 16  26*, 

29°*;  40 12,  226;  45  40°,  115，  125,  130, 

136  ；  46  23， 163°  ；  49 139*  ；  54  78, 105,  170， 

171 〔生と 滅〕 16 下 37° 


捨近伺 upekhupavicara し 六 種〕 8  324 
①捨 些細 人 ②捨雜 細 物 人 

appamattaka-vissajjaka  (捨 少量 人） ① 4 

270 ② 5  343 
捨財 cSga-dhana  (施 財） 19  74"  ；  20  236, 

238°,  239 
捨思施 caga-cetana  dana  58  30 
捨事 m§tika  5  294* 
〔捨壽 行〕 7  76; 16 下 111; 21 260;  23 190 
① 捨住處 ② 捨處 cagadhitthana  「四 住處の 

一〕 ① 11 下 336，  344°  %  8  308 
捨 少量 人 appamattaka-vissajjaka  (捨 些細 

人， 捨雜細 物 人） 19  384 
捨心 upekha  (捨） 6  356 
捨心 解！；    upekha  ceto-vimutti  8  328; 11 上 

271; 20 19,  20;  21 237;  22 下 262;  40 13; 

46  397°,  398，  403，  406,  407;  63 185, 195 
〔捨心 解脫— 無 所有 處〕 16 上 324 
捨隨念 cagSnussati  (念 施， 念捨） 20 12，  48， 

51 ； 42 10, 13;  43 145,  378  ；  44  42  ；  62  221, 

261,  391°,  441°*  443;  65(11)  78  〔修習 法 及 

び 功德〕 62  443 
捨施者 cagavant 19  255,  256 
捨相 upekkha-nimitta  '捨 因） 63  37 
捨想 upekkha-safifia  59 下 189 
捨墮 nissaggiya-pacittiya  (尼 薩耆波 通提） 1 

332*;  2  396*;  5 13*,  56*,  254°,  293,  299 

捨墮ー （迦 稀那 衣戒） 1 329° 
捨墮ニ    （小屋 戒） 1 333° 
捨虔三 （迦 稀那 衣戒） 1 341° 
捨墮四 （故 衣戒） 1 346° 
捨墮五 （取 衣戒） 1 350° 
捨墮六 （從非 親 乞戒） 1 354° 
捨墮七 （過量 戒） 1 359° 
捨墮八 （第一 準備 戒） 1 362° 
捨墮九 （第二 準備 戒） 1 367° 
捨墮ー 〇 （王 戒） 1 370° 
捨墮 一一 （絹 戒） 1 380° 
捨墮  一二    （純黑 毛戒） 1 382° 
捨墮一 三 （二分 戒） 1 383° 
捨墮 一四 （六 年戒） 1 385° 


シ ヤー 捨， 奢 


捨墮一 五 （坐队 具戒， 1 389° 
捨墮 一六 （羊毛 戒） 1 394° 
捨墮一 七 （洗 羊毛 戒； 1 397° 
捨墮 一八 （金銀 戒） 1 400° 
捨墮一 九 （金銀 賣 買戒） 1 404、 
捨墮ニ 〇 （物品 交易 戒） 1 407° 
捨墮 ニー   （鉢 戒） 1 410° 
捨墮 ニニ    （滅 五缀戒 1 414° 
捨墮 二三 （藥戒 ） 1 419° 
捨墮ニ 四 （雨季 衣戒ノ 1 426° 
捨墮ニ 五 （奪 衣戒） 1 429° 
捨墮ニ 六 （乞 絲戒） 1 432° 
捨墮ニ 七 （大 織師戒 1 434° 
捨墮 二八 （特 施衣戒 i 1 439° 
捨墮ニ 九 （有難 戒） 1 443° 
捨墮三 〇 （廻 入戒） 1 447。 
捨墮 (尼） 5  97*,  124* 
捨墮 > 尼 '一 （長 鉢戒） 2  393 
捨墮' '尼' 二    （'非 時 衣戒， 2  397 
捨墮 (尼 1 三 （貿 衣後强 奪戒） 2  399 
捨墮 (尼! 四 （乞 是後乞 彼戒） 2  402 
捨墮 (尼) 五 （購 是後講 彼戒） 2  404 
捨墮 (尼、 六 （他 用 f^f^n 財戒） 2  406 
捨墮 (尼) 七 （他 用自乞 fff 加 財 戒>  2  408 
捨墮 (尼'! 八 （他 用 別 衆 財戒） 2  409 
捨墮 (尼 \ 九 （他 用 自乞别 衆財戒 1 2  411 
捨墮 (尼)一 〇 （他 用自乞 別人 財戒） 2  411 
捨墮 (尼' 一一 （乞 重 衣戒' 2  413 
捨墮 (尼'— 二    （乞輕 衣戒） 2  415 
捨墮衣 nissagiya-civara 1 331, 346 
捨詹 bhara-nikkhepana  ' '重擔 を 卸せる） 14 
40 

捨斷 pahana  i 捨， 斷， 捨離！  62  8， 10，  90，  91 
〔三種； 彼 分, 鎮伏， 正斷〕 62 10;  64  464° 

捨 斷現觀 pananabhisamaya  64  458 

捨斷支 pahSnaiiga  62  283,  289，  290，  313， 
323,  333,  335,  336 

捨斷の 順序 pahanakkama  64  79,  257 

捨&! 無 有 pahana-vibhuta  43  37 

捨置 せらるべき 問 thapaniya-panha  (應捨 |S 
間, 應捨置 記 問） 59 上 301， 302 


捨置 せらるべき 問の 問 ThapaniySbyakaraija- 

panha  '捨置 記 問' 59 上 301 
捨 と 俱 行す る 想， 作意 upekh お ahaga は 

sanna-manasikara  22 上 103, 148 
捨と俱 なる 心 upekhasahagata-ceto  ：：捨^^行 

心， 捨倶 心、 9  491; 10  20, 134 
捨等覺 支 upekha-sambojjhaiiga  '捨覺 支， 行 

捨覺 支， 捨の覺 意） 8  330  ' 
捨: こして 住し upekkhako  viharati  8  350 
捨の覺 意 upekha-sambojjhanga  (捨覺 支， 捨 

^ 支， 行捨覺 支, 7  38 
捨の修 習 upekkha-bhavana  63 181° 
捨の隨 き upekkhanubruhana  62  292°* 
捨 波羅蜜 upekkhS-parami  28  49,  50, 100, 

166;  31 145;  41 241,  242，  420,  421 
捨鉢 nissattha-paUa  2  394 
捨分 ある hana-bhagiya  (返 分， 順 退 分） 8  358* 
捨分定 hana-bhagiya-samadhi  '退 分定' 順 退 

分定） 〔四定 の 一〕 8  364 
捨法 T  paccorohani  ： 婆羅門の 祭式〕 22 下 

162,  163,  164,  190,  191, 192 ② Paccorohapi 

〔經〕 （一 X 二' 1 22 下 161-164，  190-193 
捨法品 Paccorohani-vagga  22 下 146, 166 
捨梵庄 upekkha-brahmavihara  (= 捨 無量； 

63 186， 188 
捨樂 upekkha-sukha 17 127 
捨離 J  patinissagga 捨遣， 定棄， 棄） 11 下 

353    (%  pahana  (捨， 斷， 捨斷） 23  275  (D 

pahina  (已斷 ） 9  57 
捨離想 pahana-safifiS  (斷 想） 7  38 
捨離樂 paviveka-sukha  (遠 離樂， 遠 離の 樂） 

11 下 326，  330 
捨離論 Jahati-katha  57 150°, 157 
捨を修 習す upekham  bhavayati 11 上 290, 

291， 292  - 
奢揭羅 ① Sagara  〔王〕 38  308  %  Sagala  (沙 

竭， 沙 竭羅, 舍竭） 〔城〕 61 472 
奢拘梨 Saku ほ 〔尼〕 〔天眼 第一〕 17  36;  25 

352  〔傳 fS〕  27  448  〔譬 翁經〕 27  447 
奢侈 ① bahulla  I  bahullika  (贅澤 ，贅澤 者， 

驕奢） ① 3 104;  9  307,  308   ^3 16, 17;  4 


(390  ) 


奢， 碑, 除, 遮， 謝, 濯， 鹧, 邪ージ 


303 ③ accogalha  21 208,  215,  281 
奢婆羅 Samvara  =  Sambara  (參 婆羅） 〔阿修 

羅王〕 37  239 
奢 摩 S5m5  〔尼〕 25  340,  341 
奢 摩 他 samatha  (止， 寂 止， 止 息） 17  93;  20 

225;  59 上 74;  63  92 
奢 摩 他 (止、 行者 samatha-yanika  64  286~*= 
奢 摩 他と 毘鉢 舍那 samatho  ca  vipassana  ca 

(止と 觀） 17 153, 164 
奢 摩多定 samatha-samadhi  24  457 
①奢 摩喷帝 Samavati  (沙摩 婆 提迦， 差 摩 婆 

帝） 〔夷〕 21 316  〔燒 死す〕 23  215  〔住 慈 第 

一〕 17  37  、 
① 碑磲 ② 陣磲貝 ③ 碑渠 saiikha  (螺， 螺貝, 

螺鈿， 海螺， 青貝， 珂貝， 劫 貝， 貝 玉， 法螺貝） ① 

23 171,  174;  25  382 ② 23 176;  36 146 ③ 

4  355，  357;  21 65,  69,  75,  78 
除 摩 SamSna  〔天〕 7  288 

遮 〔說 戒〕 thapana  (禁止） 5 193 
遮 伽 利 衣 cakkali  4  266 

遮 說戒犍 度 
Patimokkhathapanakkhandhaka  4  353° 

①遮 道濁亂 の論說 ②遮 道の 論議 

tiracchana-katha  (畜生 論, 無用 論, 俗語， 畜生 
說， 雜談, 無益 徒勞の 話， 無駄 議論 i  D8  47° 
② 2  260° 

遮 波 羅提木 叉 patimokkha-thapana  (遮 說戒） 

5  230 

①遮 波羅廟 ②遮波 羅支提 CSpala-cetiya (遮 
婆羅 塔， 遮 頗羅祠 堂） ① 7  70，  71， 76，  85,  92 
② 58  338 

遮 婆陀暮 Sahadhamma  〔天〕 7  288 

①遮 婆羅塔 ②遮頗 羅祠堂 Capala-cetiya  (遮 

波 羅廟） ① 16 下 106,  107,  108,  111; 21 254, 

255，  256,  260 ② 23 186, 190 
遮 婆羅品 Capala-vagga 16 下 99， 111 
遮不至 白衣 家褐磨 patisaraniya-kamma  (下 

意揭 磨, 應乞 容赦 听作） 60 169 
遮羅 I  Cam  〔王〕 60 19 ② C5la  〔比〕 22 下 

28,  29 ③ cam  〔尼〕 12  226  ；  25  366 ④ 

〔經〕 12  225 


遮羅頗 Allakappaka  〔城， 佛舍利 八 分の一 を' 

受く〕  7 159,  162;  41 360 
遮樓 SS!ha  〔離 単 人， 比〕 〔現 法 涅槃 を 得たり 

との 沸の 記 別 あり〕 7  56,  57  〔漏盡 す〕 16 下 

240,  241 

謝滅 vaya  (滅, 衰， 衰滅， 消散， 消 亡， 壞） 20 134 

漏水 〔所〕 acamana  3  337 

灑鉢 acamana-saravaka  (洗淨 盤 i  4  216 

灑瓶 acamana-kumbhi  3  87，  92  ；  4  215， 
321,  331，  335，  339 

&m ① tittira  (沙 鶏, g 鳥） 1 78;  28  422,.  423  ； 
29  338;  31 411*;  33 189*;  34  350;  59 下 
14,  213 ② cakora  37 167 ③ camkora  39 
413 ④ kakkara  30  272,  273 ⑤ jivajivaka- 
(命 命 鳥， 共 命 鳥， 耆婆耆 婆迹） 38  446 

〔鹧 も, I と 猿と 象〕 28  422 

〔鹧 も. I と 鳥 刺〕 31 411 

〔鹧も I と 獵師〕 30  272 

〔鹧も I は 三 吠陀を 敎授〕 33 189 

鹧も. I 本 生物 語 ① Tittira-jS は ka  (三 七） 28 
419°    @( —— 七） 29  337° ③ （三 一九） 31 
410°  ；  60 197  ；  65(1)  76;  〔4  246〕 ④ (四 三 八) 
33 188° ⑤ Kakkara-ja は ka  (二 〇 九） 30 
271° 

邪 Miccha  〔經〕 14  289 

邪惡 ① papaka  (惡） 15  294* ② niicchatta^ 

(邪 性） 5  235 
〔邪惡 見の 種種〕 9 132*  ；  65(1)  77 
〔邪惡 なる 司祭 官と天 華〕 31 451 
〔邪惡 なる 商人〕 5:9  277;  31 251 
〔邪惡 なる 大臣〕 29 183 
邪娃 ① kamesu  miccha-caro  (欲 邪 行， 邪欲 

行， 愛欲に 於け る 邪 行） 7  360     2.  papiccha 

(惡 欲） 8  57 
〔邪娃 とその 果〕 16 上 63;  25  406 
邪淫 methuna-dhamma  (淫 法， 娃法， 不淨 法， 

不淨 行， 娃欲 法， 娃事， 交會 事， 交き 法） 8 169 
邪淫 者 kamesu  micchacari (欲 邪 行者， 愛欲 

に對 する 邪 行者) 6  203;  7  369*; 10  43 
邪淫 を 行 ふ cSrit は rii apajjati  8  87,  88,  91 
邪戒者 dussHa  (破戒 者， 惡戒 者， 汚戒 者, 戒劣 
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れる 15  283 

： 邪 願 心 miccha-papihi は citta  ' 謬れ る 方; 二 向 
けたる 心） 22 上 323 

邪教 信者 micchS-ditthika 邪見 者, 邪見 家， 
異教徒 32  48,  49 

： 邪 行 ぶ miccM-patipa お 邪 向 道， 31^ 道， 邪道 
m 11 下 321*;  :6  6:*，  96*; 11 下 15°:  二十 
事〕 11 下 42  〔無益〕 32 137  %  miccha- 
patipatti 16 上 176, 177  ；  22 下 32  3：  miccha- 
patipanna ョ 行者 8 149  5  saciyoga  (邪 
曲， 不實, 不誠， 欺 睫 6  7,  97 

I 行者 miccha-paUpanna  ^ 邪 行） 11 下 323*; 
16 上 177;  20  63* 

邪曲 X  vankeyya 10  88  ；  21 52,  53  ；  22 下 
71, 74  1  saciyoga  ,Wfi, 不實， 不誠， 欺鎮) 
9  323,  466; 10  96 

邪解院 miccha-vimutti 11 下 81， 82; 16 上 
172; 16 下 280;  18  389,391,  394;  22 下 133, 
134,  136,  137，  139，  141，  143，  144，  146*;  43 
358;  64  447 

邪 解脫者 miccha-vimutti 13  247 

- 邪見 DmicchS-ditthi  3  303;  4  138  ;  5  206, 
235；  6 123，  32：*  ；  8  57,  87,  88，  91, 138， 
326,  333，  345°,  349；  9  65,  69，  72,  487*； 10 
186*  ； 11 上 115*; 11 下 73。； 15  234  ； 17 
45* 140。，  250,  466,  494; 18  419,  445;  20 
75,  223,  232,  315;  21 104；  22 下 133*，  192; 
23  66;  25  90°  ；  34  356;  40  214.  227,  228, 
242°  ；  42  54，  58，  68，  70,  77;  43  247，  324; 
44  53， 177,  212,  214,  395,  455。  ；  45 109°, 
111，  296,  304，  310,  315；  47  62，  97:，  377; 
50  393  ：  58  260*  ；  64  62  %  255  〔十 事〕 5  235  ； 
11 下 73';  21 104;  40  242°  ；  43  247  324; 
44  455°  ；  64  255;  6  84; 10  4; 11 上 380; 
16 上 66= ； 17  442  ；  22 下 211,  241,  252〕  〔二 
十 事〕 〔14 155，  215，  235,  236,  257〕 〔外道 說〕 
25  90°  〔種種： 59 下 338  ：定 S|〕  45 109，  285, 
-290;  46 197，  205,  213 こ 無 因 論： 34  356  ： 過 
患： 29  254  〔捨 斷〕 15  234  %  ditthi  '見） 
-38  339,  406  3；  anuditthi  ,隨 見 7 15* ④ 
papa-ditthi 惡見 38 105, 106  5,  papaka- 


ditthigata 惡見，惡邪見，惡^^見） 10  62 ⑥ 

miccha-vada  38  351" Miccha-ditthi 

〔經、 15  234 
邪見 決 iii   micchaditthi-niyata  45  271, 329 
邪見 業 micchadiUhi-kamma 11 下 231 ； 63 

408 

①邪 見者 ま 邪見 〔者〕 miccha-diUhi  D7 
369;  9  487*; 10  4°，  43，  44, 163，  164; 11 下 
286*;  20  202;  47  416,  417  I 11 上 320 

① 邪見 者 % 邪見 〔者〕 ま 邪見 家 
micchaditthika    '邪見 人, 邪教 信者, 異教徒) 
(I  6  203  ； 13  246  ； 19 158,  179， 195  ；  42 127  ； 
59 下 160  I  22 下 16， 17，  54  %  60 197 

〔邪見; こ陷 りたる 王 を 那羅陀 梵天 は 化導す〕 38 
339 

邪見の 網 ditthi-jala 見^  38  339 
邪見の 密林 ditthi-gahana   (見の 稱林， 見の 

叢林） 25 183 
邪見 法 micchS-dhamma  (邪法） 8  87,  88，  89 
邪見 離^ 論議 dinhivinivetha-katha  ' =經 

藏） 65(1)  30 

miccha-vaca  8  333; 10 186*； 11 下 

76=  ；  22 下 133* 
邪 語 者 micchS-\-§ra 19 196 
邪 向 道 miccha-patipadS 邪？了，  9^^道， 邪道跡） 

47  432,  433 
邪 業 micchS-kamman は 8  333; 11 下 77°; 

22 下 133* 
邪 業者 miccha-kammanta 19 196 
邪 黑の魏 奴 ibbha  kinha 15 188 
邪 策) il   miccha-vayama 邪 精進） 45 109。 
邪 三 法 有 諍 二 法 micchattattika-saranaduka 

55  438 

①邪思 ②邪 思惟 miccha-saihkappa    C  8 

333;  50  393   % 10 186*  ； 11 下 75°  ；  22 下 

133*;  45 109  = 
邪 思惟 者 miccha-sankappa 19 195 
邪 執 i: laddhi  % laddhika  (主張） お 58 1， 4 

其 他 157 1， 131， 142 其 他 
邪 性 ぷ micchatta  (邪 惡, i 〔八 種 又は 十 種〕 

16 上 168°;  22 下 133;  64  447%  449  ® 
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Micchatta  〔經〕 16 上 168;  22 下 133, 170 
邪 性 決定 わ micchaUa-niySma  58  3，  221, 

224,  225 ② micchat は- niyata 〜次 項 
①邪性 決定 ②邪性 決定 者 micchaUa-niyata 

(邪 決定） （D46  24，  30，  43,  56,  70 其 他； 52 

223*,  388;  54  513;  58  414,  415 ② 58  225 
①邪性 決定 聚 ②邪 性定聚 micchatta-niyata- 

rasi  (邪 定聚） ① 58  414,  416 ② 47  233,  256* 
邪 性决定 せる 心 micchattaniyata-citta  50 

367 

邪 性 決定 法 micchatta-niyata  dhamma  ('邪 

定法） 52  223*;  56 190 
〔邪 性 決定 法 等の 緣關 係〕 52  223 
邪 性 三 法 Micchattattika  52  223°,  388  ；  56 

190 

邪 性 三 法 因 二 法 micchattattika-hetuduka 

55  342 

邪 性 三 法 善 三 法 micchattattika-kusalattika 

56  28 

邪 性 品 Micchatta-vagga 16 上 168， 176 
邪 商 本 生物 語 Kiltavaijija-j§taka  (九 八） 29 
277° 

邪 精進 miccha-vSyama  (邪 策勵） 8  333; 

22 下 133*;  50  393 
邪 精進 者 micchS-vSyama 19 197 
邪定 miccha-samadhi  8  333  ;  2'2 下 133*;  45 

109°  ；  50  393 
邪定聚 micchatta-niyata-r§si  (邪 性 決定 聚） 

〔三聚 の  一〕 8  296 
邪定？ 去 micchatta-niyata  dhamma  (邪' 性决 

定法） 45  2，  271°,  356° 
〔邪 說に惑 はされ たる 比丘〕 32 150 
〔邪說 の 種種〕 9 132*;  65(1)  77 
邪智 miccha-fiSpa 11 下 81， 82; 16 上 172; 

16 下 280;  22 下 133,  134,  136,  137，  139， 

141，  143，  144，  146*  ；  42 159, 161 ； 43 116, 

358;  64  447 
① 邪 智者 ② 邪智 〔者〕 miccha-fiamn ① 13 

247 ② 18  389，  391, 394 
邪道 ① miccha-patipada  (邪 行， 邪 向 道， 邪道 

跡） 16 上 169， 170    D  amasga  6  333 ③ 


kummagga  (惡 道） 20 186 
邪道 修習 kummagga-sevanS  (惡迫 依附） 
22 下 42* 

邪道 跡 miccha-patipadS  (邪 jQ, 邪 行, 邪 向 道)' 
13  6 

邪念 miccha-sati  8  333;  22 下 133* 
邪念 者 muUhassati 19 197;  21 109,  110, 
114, 116 

邪法 ① adhamma  (不法, 非 法） 36 177， 178 ② 
asaddhamma  (非 法， 非 正 法， 惡法， 不正 法， 不 
道德） 〔十 種〕 22 下 48，  49 ③ miccha- 
dhamma 17  259,  260  (き-:' papa-dhamma 
(惡 法） 35  349，  350 

邪慢 micchS-mSna  42 117;  43  266  ；  44  343  ；. 
47  62,  76 

邪 命 miccha-ajrva  (不正なる 生活） 4  20,  441,.. 
442;  5  308  ;  6 11°*,  101°,  247;  7  360;  8 
333; 11 下 78°; 18  94，  95，  419;  2'2 下 133* 
〔種種〕 59 下 264 
①邪命 外道 ②邪命 〔外道〕 ③邪^^ケ士  Sjivaka，. 
ajivika  (活命 外道， 阿耆毘 伸， 阿演 婆迹） ① 
ajivaka  2 117,  145;  3  507,  509；  4 199,  252，. 
426;  7 154; 10  311; 19  3b7  ；  59 下 212 
ajivika  2  360；  3 14;  9  48，  306,  307  ； 10  374  ； 
28  503*;  29  465;  38  351;  65(111)  63,  92，  94 
② 19  387  ；  24 139  ；  27  91, 257  ；  59 上 184 ③, 
1 345  〔昇天 不可能〕 10  311 
邪 命 弟子 ajivaka-savaka 1 228* 
邪欲 p§pik5-iccha  (惡 欲） 4  261， 262 
邪欲 行 kamesu  micchacaro  (欲 邪 行， 愛欲に- 

於け る 邪 行， 邪娃） 42  54，  58，  68,  77 
邪路 ummagga-patha 12  333;  25  324 
蛇 ぼ'' alagadda  (毒蛇） 9  244  '2)  ahi  (蛇聰 ，毒 
蛇） 1 85，  254;  3  363,  386;  4 168,  170，  228;, 
6 115;  9  217; 11 上 22; 15  309，  310，  311; 
18 126; 19 139;  20 147;  22 下 247，  248;  25 
164;  27  275，  276;  32  76;  34  342;  39  24°  ； 
42 11 ③ Ssivisa  (毒蛇， 毒 ある 蛇， 毒牙 ） 28: 
478*  ；  47  430,  431 〔四 種〕 18  96 ④ uraga  (胸: 
行者） 12 119， 120  ；  24 1*,  230  ；  25 14  ；  42 11 
(5)  guhasaya  (窟居 者） 42 11 6)  ghoravisa. 
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(恐ろしき 毒 ある 者' 42 11 @  dathavudha 
(牙 を 武器と ナる者 1 42 11 (8)  dujivha  、二 
舌 者， 重 舌 "42 11 9  dvirasaiinu  (二 舌 知 
味 者） 42 11 10  pannaga  (伏 行者） 25  222; 
26  77;  42 11 @  bhujaga  (曲 行者） 42 11 @ 
vala  2 181 @  vilasaya  (穴居 者） 42 11 @ 
sappa 匍匐 者） 29 124*;  30  83，  84;  32  84; 
34  336，  337;  37 179  ;  42 11 @  siririisapa 
(爬行 類， 『€蟲 類， 頭 匐 者， 蟲蛇， 毒蛇， 蝎蛇， 匍 
行， 匍 行者） 3  5;  4  227,  251; 9 13， 14;  32 
83  ；  36  372  ；  37  361 ； 42 11 @  Sappa  〔經〕 
12 181 

蛇 王 sappa-raja 12 181 

蛇 王族 ahir5ja-kula  〔四 種〕 4 168,  169; 18 
125 

〔蛇が 蟻 塔, こ 向 ふ 譬喩〕 15  309;  64  20 

〔蛇が 舊 皮を脫 する 譬 6 115; 11 上 22;  24 

1 ； 25 14  ；  27  50  ；  32 19  ；  34  359  ；  35  397  ； 

39  63 
蛇 ahi  (蛇:： 9 14 
蛇 鬼 事 Uraga-pe1;avaUhu  25 14 
-蛇經 Uraga-sut は 24 1°,  6 
- 蛇行 畜生 samsappa-jatika  tiracchana-gata 

22 下 247° 

① 蛇行の 法 門 ② 蛇行 法 Samsappaniya- 
pariyaya  〔經〕 ① ② 22 下 246 

〔蛇 護 呪〕 4 169; 18 125;  30  243 

①蛇使 ② 蛇 使 ひ ahi-guQtika,  ahi- 
gunthika,  ahi-gundika,  ahi-tundika  X  29 
217  ；  30  453*  ；  32  76,  78,  320  ；  34  305  ；  35 
152,  155， 172  ；  59 下 153 ② 38  243，  269,  274, 
285;  59 上 45;  63 152 

〔蛇 使と 猿： 30  453;  32  76 

蛇 使 本 生物 語 Ahiguijdika-jai:aka  (三 六 五' 
32  75° 

蛇 屍 ahi-kunapa  9  46 

蛇 首の 如く    sappasirQpama  (蛇 頭の n め 4  37 

〔蛇と 牛〕 34  336 

〔蛇と 行者〕 28  478 

て 蛇と 蛇 皮の 譬 n| —意 听成 身〕 6 115;  41 159 
、①蛇 頭 ② 蛇の 頭 sappa-sira,  sappassa  siro 


(蛇 首） d  42 10;  44  464  I  24  296;  25  201, 

414;  36 154 
(T 蛇頭鱟 '% 蛇 鬚 洞 Sappasoijdika- 

pabbhara 薩簸 恕直迹 鉢婆羅 ：窟〕 1； 7  90; 

15  64  S- 1 269 
蛇 頭 手 〔者： phana-hatthaka  '手 蛇 冠の 如き 

者） 57  50 

蛇 頭の 时;； sappasirupama   蛇 首の 如 く  ）  2 

212  ；  9  239，  240 
〔蛇 頭の 鐾晴に 19 134;  25  393，  414;  42 10;  44 

464 

〔蛇 頭 を 避く る譬 B|i〕  24  296;  25  201; 42 11 
蛇毒 ：！）  sappa- visa  24 1 ② visa  (毒） 26  86, 
87 

蛇に！！！ まれて 死す ahinS  dattho  kalakato 

hoti 18 124 
蛇: こ喻 ふべき 補 特你羅 SsivisQpama 

puggala  (蛇 n|; 人） 〔四 锺〕 18 196 
蛇 肉 ahi-mamsa  3  385，  386 
〔蛇の 三 支〕 59 下 325 
〔蛇の 雌雄 を 判定す〕 39  24 
〔蛇 0 種種 名〕 42 11  - 
蛇の 障礙 siririisapantaraya  〔十 障礙 の一〕 3 

200,  299  ；  4  364 
〔蛇の 罾 (！ま〕 18 196;  25  409;  47  430 
〔蛇の 糞: こ 塗れた る 鐾喻〕 25  222 
〔蛇の 忘恩〕 28  478 
〔蛇 は 出した る 毒 を 吸 取らず〕 29  99 
蛇 皮 karaiKla  6 115； 11 上 22 
蛇 風 病 ahiva は ka-roga  3 132,  133;  30 129 
蛇 本 生物 語 Uraga-j5 は ka  (三 五 四） 32 15° 
蛇 品 Uraga-vagga ① 〔經 集〕 24 1°,  80 ② 

〔餓鬼 事經〕 25  r 
蛇 明 ahi-vijja  6 11, 101 
〔蛇 や 鼠の 穴の 譬喻〕 25 164 
蛇 n 兪經 ① Alagaddupama-sutta  9  237° ② 

Alagadda-suttanta  64  423 ③ 

Asivisupama-suttanta  60  90,  92,  232,  257  ； 

65(1)  83, 101 
蛇 n 翁 人 asivisQpama  puggala  (蛇に 喻 ふべき 

補 持 伸羅） 〔四 種〕 47  367,  430 
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〔蛇 を 杖 もて 殺す 兒童〕 23 101 

'〔蛇 を 捕 ふる 譬 n|〕  9  244 

〔蛇 を 放つ 譬 it〕  64  393 

€ 闍他迦 ② 闍多迦 jS は ka  (本 生經， 本 生物 

語） 〔九分 教の一 i ① 60  26 ② 60  34 
： 闍提羅 Jatila  (闍 梨羅） 〔長者〕 63  8,  316  〔神 

變を なす〕 41 162;  63  316 
闍知羅 Jati ほ gahiya  〔尼， 阿難と 三昧に つき 

て 問答〕 22 上 126, 127 
閽都乾 耳 Jatukaijmn  〔婆 和 利の 弟子， 婆, 比〕 

24  379,  416,  428;  44 10,  229*,  500  〔譬 b| 經〕 

27  90 

'闍都 乾 耳 學童听 問 Jatukappi-maijava- 

puccha  (=闍 都 乾 耳 所 問） 〔經〕 24  416°,  417 
ffl 都 乾 耳 學童听 問の 義釋 Jatukanni- 

manavakapanha-niddesa  44  229°,  240 
闍都乾 耳 所 問 Jatukanni-panha  (=闍 都 乾 

耳 學童听 間） 〔經〕 44  326 
闍鬪 Jantu  〔村〕 22 上 7  ；  23 138, 139 
闍 那散陀 Janasandha  (結 民） 〔王〕 34  57，  59 
闍那散 陀王本 生物 語 Janasandha-jStaka  (四 

六 八） 34  56° 
闍尼沙 Janavasabha,  Janesabha  〔乾闥 婆， 夜 

叉〕 7  212*,  228,  283 
闍 尼沙經 Janavasabha-suttanta  7  205° 
闍婆 Java  〔國〕 42  234;  43  248 
闍浮 窣相應 Jambukhadaka-saihyutta 15 

389°,  400 

闍 耶先那 Jayasena ① 〔比〕 60 130 ② 〔王〕 
60  22 

闍利 jaiiya  〔離 車 人， 遊行 者〕 6  224，  229;  8 
27* 

闍利經 jaliya-suUa  6  229° 
闍利仁 jSlini  〔阿那 律の 故 妻〕 12  346,  347 
闍梨羅 Jatila  (闍 提羅） 〔居士〕  41 162 
闍樓你 酒 jalogi  4  450°,  458° 
尺度 mana  (量） 8  231 
尺 量 pamSijika  2  270 
尺 を 欺き mSna-knta  (偽 斗， 度量 を詐 り ， 析料 
を 偽り ） 6  7，  97 

赤 衣， 赤 黄， 赤 花， 赤 玉， 赤色， 赤檀, 赤鐵, 赤遍， 赤 


馬， 赤 蓮 等〜 セ キ 
赤銅 ！も loha  (銅） 38  92，  93 ② kamsa  (靑 鋼） 

37  465，  478,  479 
赤銅色の 花 は mba-puppha  26  302 
赤銅 蹀洲 Tambapaijm-di-pa  (銅 葉洲， 銅 碟洲， 

銅 掌 島 =榜 伽 島， 師子 島） 63 167,  332，  334，  351 
折伏 niggaha  (墮 員， 論破， 員處） 17  282,  283， 

284;  59 上 381 
〔折伏と 攝受〕 59 上 381 

杓子の 護摩 dabbi-homa  (匙の 獻供） 6 11, 101 

构 子の 持 者 dabbi-gaha 11 上 208 

斫迦 羅婆迦 cakkav5ka  (鴛鴦, 赤 鶴 鳥， 好聲 鳥） 

26  30，  202  ；  37 145  ；  38  280  ；  39  315，  416,  478 
借金 取 り mSyika  (債權 者） 12  292，  293 
借財 ma  (債， 員 債， 債務） 9  477 
借用 愛用 ipa-paribhoga  62  79° 
借用せ る 財物 y5ci は ka-bhoga 10 127 
借用 物 yScitaka  (借 り た 品物， 借りた る 品） 10 

127  ； 19 134， 136  ；  42  9  ；  44  464 
① 借用 物の 喩 ② 借用 物の 如く 

yacitakupama ① 2  212  ；  9  239，  240 ② 4  37 
〔借用 物の 譬喻〕 10 127°  ； 19 134  ；  42  9  ；  44  464 
〔積 骨〕 25  415,  416 

積 集 ① acaya  (if)  4  385，  386  ；  21 204,  205 
② acaya-gamin  (積 集 行， 積累， 流轉， 能 趣 積 
集） 22 下 177,  178,  227  ：3)  sandeha  (身 體； 
25 112  (4)  Acayagami  〔經〕 22 下 177，  227 

積 集 行 acaya-gamin  (積 集， 積累， 流轉， 能 趣 
積 集） 47  231，  256* 

積 染趣三 法 Acayagamktika  52  69%  387; 
56 186 

積 集 趣 三 法 因 二 法 acayagamittika- 

hetuduka  55  324 
積 集 趣 三 法 有 諍 二 法 acayagSmittika- 

saranaduka  55  434 
積 集 趣 三 法 善 三 法 acayagamittika- 

kusalattika  56  26 
積 集 趣 法 acayagami  dhamma  (流轉 法） 52 

69*;  56 186 
積 土    caya  4 180，  187,  188，  214,  233,  235 
積累 acaya-gamin  (積 集, 積巢 行, 流轉， 能 趣 
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シャ クー 釋, 嚼， 弱， 寂 


積 集） 58  57 
釋迦 （ISakka  (帝 釋， 蘀羅） 17  232;  35 150 
② （蘀 氏， 驛疾） 〔國, 族〕 1 397，  414;  2  89， 
160,  264，  295,  424,  507;  5 17，  26,  40,  249; 
9 149,  192; 10 107; 11 上 157，  158,  159， 
279,  317  ； 11 下 269，  272,  356； 12 147,  198, 
201，  314; 15 199，  286，  287,  288; 18  344， 
345,  346;  44 140°,  155，  212,  288;  59 上 231， 
242，  388;  59 下 235  ；  60  65  〔戒法 六 種の 制定〕 
5  249  3：  Sakya  〔- kula〕 （釋 氏， 釋族） 〔族〕 
1 1; 6 135°,  136,  317,  334;  7  271 ； 8 1 
49  ；  9 192*  ； 10 107，  108,  115,  269*  ； 11 下 
119；  25  270,  366,  367,  401; 26  26,  43，  47, 
48，  50，  52,  54*  ；  34  2*,  27, 135;  39  261, 262  ； 
41 353;  59 下 17;  65  I) 11 (i>  Sakiya  (擇 
族） 〔族〕 3 120  ；  24 152,  259，  260,  545  ；  25 
215  ；  37 157*  〔佛舍 利 八 分の ーを受 く  〕  7 158， 
162  〔系譜〕 60 19, 160  〔起原〕 6 137°  〔性 
格〕 6 135°, 136  〔拘 薩羅に 隸屬〕 8 102  〔滅 
亡〕 34 18  (5)  Sakka  〔佛 父〕 59 下 128 ⑥ 
(= 釋迦牟 尼佛） 24  402,  404,  413,  422，  424; 
〔41 355 つ 

釋迦 牡牛 Sakya-puiigava  (二 釋迦牟 尼） 24 
261 

驛迦王 1 Sakka-raja  9  430  %  Sakya-raja 
60 161 

〔釋 迹， 拘利兩 族 よ り の 五 百 人の 出家の 不満〕 37 
163 

釋迹子 Sakya-puttiya  '釋 子, 釋子 所屬, 驛子 

の 徒.' 19  347 
釋迹 信者 Saka，  Saka  65(111)  78,  85 
〔蘀迦 族と 拘利 族との 爭〕 34 113;  37 157 
釋逆 族の 子 Sakya-puua  (釋 子， 釋迦牟 尼佛） 

10 1, 9;  44  5,  7 
〔釋迩 族の 子弟の 出家〕 4  281 
釋 迦の敎 Sakya-sasana  59 上 248 
蘀迦牟 尼 Sakya-muni  ： = 釋迹佛 ，瞿 Sff , 佛） 

5 146  ；  23  6  ；  24  82，  514  ；  25  92  ；  26  76,  78  ； 

41 355  ；  59 上 255;  65ひ11)  76;  〔41 355。〕 
釋迦牟 尼 Sakya-puUa  ' 擇迹 族の 子， 釋子） 

7  302 


爆 義書 attha-katha  ^ 疏， 義解， 註釋, 註 爆 
書, 註解， 註疏:' 28  92, 133， 142 

釋子 ① Sakya-puua  (釋迦 族の 子 =li 尊, ' 60 
99 ② Sakya-puttiya  i 釋子 所屬， 釋 子の 徒， U 
迦子 = 佛敎 徒） 1 68,  71； 3 164,  165； 13 
401 ； 14  387  ；  21 68，  77 

(T 釋 子所屬 ：f 釋 子の 徒 Sakya-puttiya 
子， 釋; 50 子） ぼ 23 173 18  8 

釋氏 d  Sakka,  Sakya i 釋迦， 釋族） 〔國， 族〕 3 
139  ；  4  378; 14  7； 16 上 140  ； 16 下 202，  258, 
262*  298,  299，  302,  320;  21 95, 194;  22 上 
319  ；  22 下 303，  308,  311 ② Sakka  〔經〕 22 上 
319 

釋氏 摩訶男 MahSnSma-Sakka  (釋 摩訶男 = 
大名， 摩訶 男， 摩訶那 摩） 〔塞〕 16 下 203;  62 
442 

蘀氏慢 Sakiya-mana  4  282 

釋族 sakiya  (^蘀 迦， 釋氏、 28 188* 

爆 提桓因 Sakko  devanam  indo  (諸 天の 主 帝 

釋， 天帝 薛, 天主 帝釋， 天帝なる 釋迦， 帝釋' 3 

48,  51*,  68,  69  ；  7 146  ；  21 130  ；  23 119, 130 
釋天王 Sakka-devar5ja  i 天 王 帝釋， 神神の 王 

帝釋 = 釋提桓 因） 62  408 
藉答 vyakaraija  ' 解說， 記說， 答釋 I 15  456 
釋女 Sakya-dhi ほ 7  308 
釋貪 Sakkodana  〔王〕 60  22, 161 
li 摩 I 可 男 Mahanama-Sakka  (釋氏 摩 i 可 男） 

〔塞〕 5  32  〔波 透提四 七に 關 係す〕 2 160* 
釋羅 Sakka  r  (歸 迦， 帝釋） 12  400° ② 〔夜叉〕 

12  360 ま 〔經〕 12  359 
嚼食 khSdaniya  ^ 硬 食， 堅 食， 瞰食， 嚙 むべき も 

の） 1 146，  438;  2 132°,  134，  136,  138，  146°, 

148，  502;  3  79,  436，  387，  419,  544,  545;  5- 

64;  9  412; 17  452，  453 
弱脊 mudu-pitthika 1 55 
弱 木本 生物 語 DubbalakaUha-ja は ka  (— 〇 

五） 29  299° 

寂 0：  santa  (寂 靜， 淨行） 42 103°,  110°,  288; 
44 145,  150,  206,  231° ② santi  (寂 止， 寂靜） 
〔三種〕 42 109° ③ sama  43  45。，  83, 119, 
138°,  152,  298 
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寂ージ ャ ク 


救 句 ① sant ト pada ② santa-pada  (寂靜 句， 
寂 止 句， 寂靜の 道， 靜道） D  24  351 ② 43 139  ； 
44  231 

寂 止 ① upasama  (寂 靜, 止 息， 休息， 安息， 寂 
寂） 16 下 334*，  365,  378 ② samatha  (止， 奢 摩 
他， 止 息） 41 1* ③ Samatha  〔經〕 2'2 上 339 

寂 止 句 sama-pada  (寂 句, 寂靜 句， 寂靜 なる 境) 
11 下 71 

寂 止隨念 upasam5nussati  (寂靜 念， 止息隨 念， 
念 休息） 42 10, 13;  43 145，  378;  44  42;  62 
221，  392°  ；  63 129°*;  65(11)  78  〔功 德〕 63 
132  〔修習 法〕 63 131 〔聖典の 句義〕 63 130 
寂 止 仙 san は isi  (寂靜 の 仙、 18  44 
寂 止 相 samatha-nimitta  (止 相） Iff 上 250, 
304 

止と 正觀 samatho  ca  vipassana  ca  (止と 

觀， 奢 摩 他と 毘鉢 舍那） 16 上 229;  40  46 
寂 止の 樂 upasama-sukha  (寂 靜の樂 ，寂 靜樂， 

止 息樂） 44  446 
寂 止 力 samatha-bala  (止 力） 40 161°  ；  41 

105°* 

寂 者 santa  (寂靜 者） 43  274 

寂靜 ① san は I 寂， 淨行 1 3  8  ； 11 上 308，  309  ； 
11 下 335; 16 上 92;  22 上 207;  22 下 289， 
291,  293，  340,  342，  344,  346;  40  26;  41 9, 
11, 36  ;  44  81, 145 ② santi  (寂， 寂 止） 11 下 
336,  345; 12  269  .3;  upasama  (寂 止， 止 息， 
安息， 休息, 寂 寂） 3  18， 19;  6  270;  7  268;  9 
22,  23; 11 上 110; 12  41; 23  32;  24  95 ④ 
upasanta  〔靜淑 者） 44  206  (§、  uparata 10 
51， 52 ⑥ paviveka  (遠 離， 獨居, 離， 閑寂， 閑 
靜， 間 居， 孤獨） 3  324,  325,  326  ；  41 202  @ 
Upasama  〔尼〕 25  334 ⑧ Santa  〔經〕 16 上 
91 ； 22 上 214  'D  Upasama  〔經〕 16 下 18 

寂靜行 ！：'  sama  patipada  〔四 行の一〕 8  307; 
18  267°,  270°  D  sama-cariya  (正 行， 等 行， 
平等 行） 11 下 217 

寂靜 行者 samacadn  (正 行者） 1 68，  71, 119， 
201， 222 

①寂靜 句 ②寂靜 の 句 santi-pada,  santa- 
pada  (寂 句， 寂 止 句, 寂靜 なる 境, 寂靜の 道, 寂 


滅處， 靜道） ① 24  52,  76  ；  64  387*,  402，  403 
② 24  416 

寂 靜解脫 ① santa-vimokkha 10  294,  302*  ； 
13 179, 185  ；  21 268,  269  ；  22 上 216，  217， 
218 ② patippassaddhi-vimutti  (安息 解脫) 
57  383 

寂靜 最上 義句 sama  atthuttari  pada  20  317* 
寂靜者 ① santa  (寂 者） 11 下 247，  250,  252, 
253,  254,  258*，  272,  274    ®  samitavin 12 
324 ③ upasanta  (靜淑 者） 23  76;  24  332; 

42  371 ④ samatha  9  407  samahita  (定 
者， 定意 者， 定 ある， 入定 者， 等 持， 有定, 得定) 
13  244 

寂靜住 san ね vih§ra 13  407 

寂 靜住處 upasamadhitthana  (止 息處） 〔四 

住處の 一〕 11 下 336,  344° 
寂靜處 raho-gata  (孤 坐） 6  396,  397,  418，  422 
寂靜 心性 viipasanta-dtta  9  27 
寂靜善 解脱 santa  suvimutta 13  375 
寂靜 なる 境 santa-pada  (寂靜 句， 寂 句， 寂 止 句） 

23 13 

寂靜 な る 心解脫 san ほ ceto-vimutti 18  289* 
〔寂靜 なる 心 解 脫の四 人〕 18  28? 
寂靜 なる 得 住 santa-viharadhigama  40  3， 
159° 

靜に 達する の 道 santagami  magga 16 上 
92 

寂靜念 upasamanussati  (寂 止隨 念， 念 休息， 

止息隨 念） 40 156 
寂 靜の仙 santa  isi  (寂 止 仙） 23  371 
寂 靜の道 santi-magga  23  61 ； 28  353 
①寂靜 の 道 ②寂靜 の 道 足 sama-pada  (寂靜 

句， 寂 句， 寂 止 句） ① 25  320  ® 12  323 
寂 靜の樂 ① upasama-sukha  (寂 止の 樂， 止 息 

樂） 10  265; 11 下 128，  129; 19  40,  41; 20 

84，  85  ；  21 308,  309,  310 ② upasama-rati 

43  322 

寂 想 patisal ほ ija  (燭 想， 獨坐, 镯居， 宴默， 宴 

坐， 禪思 三昧） 15  230 
寂滅 ① nibbSna  (涅 ，無欲 林） 24  401,402 

② nibbuta  (涅槃に 達し） 11 上 308，  309;  22 上 
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ジャ クー 寂, 著， 手， 主， 朱， 守 


294  ®  Upasannaka  =  Upasanta  (近 寂） 〔毘 

舍浮 滞の 侍者〕 6  366 
寂滅 處の智 santipade  nanarii 40  97* 
寂滅せ る abhinibbuta  42 104 
寂默 ① muni  (牟 尼， 寂默 者, 默者， 賢人） 23  58 

② mona  (牟那 ） 12  6;  42  83;  44 105 ③ 

moneyya  (牟 尼） 〔三種〕 8  299; 17  450;  23 

307  - 
寂 默行經 Moneya-siita  65111)  90 
寂默者 muni  (牟 尼， 寂默, 默者， 賢人 ） 11 下 
•  247,  250,  252，  253，  254,  258*,  272,  274 
寂 默の道 mona-patha  25 125, 153 
著 ① pariggaha  〔執 持, 執著, 愛 著， 遍取） 7  6* 

②  lepa  (竊） 42  78,  84，  203;  43 121 ； 44  53° 

③  saAga  (染 著， 結 縛, I  20  44,  45;  21 219， 
220;  44 129  〔七 種〕 43  278 ④ sat は （有情， 
衆生） 42  35 

著 三 衣 者 tici vara-dhara  ( = 三 衣 者） 59 下 205 

著 手 upagamana  5  266 

著 塵埃 者 rajojalla-dhara  59 下 212 

著す sat は 42  34 

著 念 paUbaddha-citta  (染 心， 染著 心） 2  28 
著 奨掃衣 者 i)  paihsukmika  (糞 掃 衣 者， 著濫 

褸者, 持寞掃 衣の もの） 11 下 25 ② 

paihsukula-dhara  (= 糞 掃 衣 者） 59 下 205 
著 濫褸者 pamsukQlika し奠 掃 衣 者， 持 糞 掃 衣 

の もの， 著 糞 掃 衣 者） 25  304 
手 印 hattha-mudda  5  279 
手 環 ovaUika  4 164 
手 甲 hattha-bandha  6  9,  99 
手 尺 vidatthi  (傑 手， 張子 ノ  2  270,  272,  451 
手掌 hattha  (手） 11 下 114， 115 
〔手掌 を 見る Sn|〕 11 下 114， 115 
手 成 浴 池 SiUanu  〔經〕 16 下 160 
手 杖 dandaka  (#)  6  9,  99 
手 飾 ① hatthabharana  4 164 ② 

hatthupaga 1 405 
手足に 網 IS   jala-hattha-pada  〔三十 二相の 

―〕 8 185, 198 
手足の 柔軟 mudu-taluna-hattha-pada  〔三 

十二 相の一〕 8 185, 198 


① 手足 判斷學 ② 手足 占 ひ aiiga-vijja ① 43 

181，  384;  44  429,  430  2  59 下 264 
主 Issara  〔經〕 12  62 
主 ある 女 saparidap お 罰 護 女， 杖 罰に て 護 
. られ たる 女） 11 下 34，  45 
主計 ganaka-mahamatta  (主藏 大臣） 8  80，  81 
主權 issa  35  391 (g.  rajja  (王位， 王國， 王 

權， 統治, 國政, 政權） 17  345* 
主權者 vasin  (自主 者， 自在， 主宰者） 10  64 
主權 の' [■S    issariya-mada 12 167, 169 
主宰者 ① issara  (自在 主， 自在 天, 天主 ） 59 下 

75,  76 ② pajana  38  316,  317 ③ vasin  (主 

權者， 自主 者） 6  311, 312  i  sanjita  (創造者, 

指定 者） 10  64 
主財官 gaijaka  (算數 家， 算數 者， 司 曆官, 計算 

者） 8 191* 
主人 愛用 sSmi-paribhoga  62  79，  80° 
主藏 大臣 gapaka-mahamaua  (主計） 4 199 
主 夫 sSmika  (主人, 夫， 施主） 1 231 
① 主 兵臣寶 ② 主兵寶 parinayaka-ratana 

(將 軍寶, 顧問 寶, 典 兵寶） ： 七寶の 一〕 ① 11 上 

179  ； 14  227  ； 16 上 295 ② 8  74,  92  ；  24  207 
〔主 僕の 關係〕 8  252 
朱 砂 紐 kuruvindaka-sutti  4 163 
朱荼 半託迹 Cula-panthaka i 朱 利 槃特, 周 利 

槃特, 小路） 〔比〕 41 154 
〔朱に 交 はれば 赤くなる〕 35 116;  40  229，  231 
朱羅權 cola-vaUi  4  396 
朱羅條 cola-veiji  4  396 
朱羅布 cola-paUa  4  396 
朱 利槃特 Culla-panthaka  (周 利 槃特， 周羅槃 

特, 周羅 槃陀, 周羅半 託迦， 朱荼半 託迦， 小路） 

〔比， 化 作 第一， 心解脫 第一〕 17  34 
守 niacchadya  (慳 ，慳! § ，悝 貪） 7  7* 
守衞 khatta 11 上 218 
守 園 人 ① arSmika  i、 淨人， 寺男； 3  365*  ； 11 上 

6; 18 136;  20  85;  21 310;  59 上 57 ② 

uyyana-pala  (園丁， 苑 守:' 2  249 
守 園 人 村 aramika-gama  3  366 
守迦 Sukka  (叔 迦羅， 白淨） 〔尼〕 27  503°, 

504  〔譬 Bii 經〕 27  501 
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守， 铢， 取 ーシュ 


守 車 人 bhaijo^ganka じ- 子藏 官， 大藏大 は， 
器物 人 出納 官, 有 財 家長， 寶藏を 司る 者， 刊! 財 
官） 5  343 

守護 ① arakkha i 護） 22 上 76 ② gut は， 
gutti  2  493;  20  360* ③ rakkha  (護） 8  260, 
282  '.!)  samvara  (律儀， 防護， 制御, 制禁， 攝 
讒） 9  50,  54 

守護 行處 arakkha-gocara  63  39 

守護 具足 Srakkha-sampada  21 206°,  213, 
278,  279,  280 

(守護 拫門〕 （根 門 守護） 9 12,  384,  388,  473; 
11 上 348; 11 下 16°，  163; 15 167°,  182°, 
276°,  280,  291,  296,  310; 17 184°  ； 18  28°, 
72,  268,  366; 19 137,  228;  22 下 124，  331， 
336;  24  21; 33 180;  43  364;  46  352°  ；  47 
392,  447 

〔守護 拫 門の 定型 句〕 6 104°  ；  9  323,  466; 10  96 
守護 者 ① natha  (主， 救護 = ヸ シ ュヌ） 〔神〕 

61 456 ② pSla 11 下 196， 197 
守護神 ① arakkha-devata  (守護 天） 38 189， 

191 ② paia-deva ほ 38  385，  458,  459 
守護 天 ai-akkha-deva ほ （守護神） 31 310* 
守護の 呪文 parit は (護 呪， 護經， 救， 救護 052， 呪 

文 1 60  9 

守護 〔諸 根〕 門 guttadvara  (根 門 守護） 15 192° 
守材人 darugahe  ganako 1 68 
守 精舍人 vihSra-pala  (精舍 の 番人） 2 149 
守藏官 bhaijc^agSrika  (守 庫 人， 大蔵大臣， 理 

財官， 藏 器物 人， 出納 官, 有 財 家長， 寶藏を 司る 

者） 59 上 125 
① 守 門 者 ② 守 門人 dovSrika  (門 衞， 門番， 門 

扉の 番士）    116 上 382;  22 下 112 ② 3  477, 

478; 10 150* 
-守門 者天宫 Dv5ra-pSlaka-vim5na  24  519 
守籠那 Soija  (首 樓那， 室 樓那， 輸 屢那） 〔比， 

彈 琴の 譬 [t の說 法に よりて 成 阿羅漢〕 20 

128* 

守 林 人 dSya-pala  (林の 守護 者） 3  608;  9  362 
侏儒 ① khujja  7  382 ② vamana  3 155 ③ 
vamanika  (矮小） 27  90  ®  Lakuntaka  (= 
拔提, 跋提耶 ，诛儒 拔提） 〔比〕 13  413 


徕 濡拔提 LakuQtaka-bhaddiya  (羅 婆那 拔提 

= 拔提， 跋 1£ 耶， 侏儒） 〔比〕 13  413 
取 Dadana 13 136, 139  <^  upadana  (取 著, 
執著， 執 取） 6  66，  396*  ；  7  2*  ；  8  309;  9  81°  ； 
13  2*,  4。，  60; 14 14, 19, 160,  171,  261; 15 
397; 16 上 118，  240;  24  281,  282;  40  85; 
45  310;  46 182°,  197°,  205,  213;  64 173, 
174°,  254°,  281,  448,  450  〔四 種〕 8  309; 15 
397; 16 上 240;  45  310  〔取— 有〕 64  258° 
〔取〜 苦〕 24  281 〔五 取蘊 との 關係〕 10  23 ③ 
Upadana  〔經〕 13 124  ； 14  261 ； 15  397  ； 
16 上 240 ④ UpSdiyamSno  〔經〕 14 115 ⑤ 
Harati  〔經〕 14  399 
取 有る 者 sa-upSd5na  (有 取 著， 有 執著） 9 104 
取蘊 Upadanakkhandha  〔經〕 22 上 181 
取 牛冀女 gomaya-narika 1 60 
取 境 色 gocaraggahika-rupa  65(11)  54 
取 群 二 法 因 二 法 upadanagocchakaduka- 

hetuduka  56  52 
取 見所 取 見 法 paramasa  paramattha 
dhamma  (取 著 法に して 已取 著なる， 執已執 
法） 47  238,  258 
取 見相應 法 paramasa-sampayutta  dhamma 
(取 著相應 法， 執相應 法, 異 取相應 法） 47  239， 
258 

取 見不 相/ 應' 法 paramasa-vippayutta 
dhamma  (取 著 不相應 法， 執 不相應 法） 47  238 

取 見 法 paramasa  dhamma  (取 著 法， 執 法） 
47  238,  258 

取 堅 實住著 sSrSdanSbhinivesa  (堅 執 現 貪） 
64  355，  465 

取捨 色 SdSnanikkhepa-rtipa  (生より 死に 至 
るまでの 色） 64  351， 352 

取 著 ① ajjhosSna  (耽 著） 8  378 ② 
adhitthana  (持， 受持， 攝受， 攝持, 決意， 加持, 
處， 住 著， 偏見， 依處） 14  252，  253,  305,  306 
③ upada 14  24,  27 ④ upadana  (取， 執著， 
執 取） 10  334; 11 上 309，  344; 11 下 10*; 14 
211 ⑤ samuggahita  ': 執 取） 42 lir，  164， 
279 

取 著 恐懼 Upadaparitassana  〔經〕 （一 )（ 二） 
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14  24,  27 
取著聚 paramasa-gocchaka  45  7 
取 著 相應法 paramasa-sampayutta  dhamma 

(取 見相應 法， 執相應 法， 異 取相應 法' 》  45  7， 

305%  375° 
取 著 不相應 法 paramasa-vippayutta 

dhamma  (取 見 不相應 法， 執 不相應 法 ） 45  7, 

305%  375 

取 著 不相應 法: こして 已取 著なる paramasa- 
vippayutta  dhamma  paramattha  、孰 小 相 

應已執 法） 45  7,  306°,  376° 
取 著 不相應 法: こして 不已取 著なる parSmasa- 

vippavutta  dhamma  aparamattha  (執不 

相 應非已 執 法） 45  7,  306°,  376° 
取 著 法 paramasa  dhamma  ' '取 見 法， 執 法、 

45  7，  304°,  374。 
取 著;' 去: 二して 已取 著なる paramasa  c'eva 

dhamma  paramattha  ca  取 見所 取 見 法， 執 

已執法 45  7,  305°,  375° 
取 取相應 二 法 Upadana-ceva-upadana- 

sampayutta-duka  54  280 
取 取 相應ニ 法 善 三 法 upadanupadana- 

sampa^-uttaduka-kusalattika  55  234 
取 取 相: 薩法 upadana  ceva 

upadanasampayutta  dhamma 取 法に して 

取相應 なる） 54  280* 
〔取 取 相應法 等の 緣關 係：] 54  280 
取聚 upadana-gocchaka  45  9 
取 執 UpSdanarii 〔經〕 15 175 
取 順 取 二 法 Upadana-ceva-upadaniya-duka 

54  276。 

取 順 取 二 法 善 三 法 upadanupadaniyaduka- 

kusalattika  55  233 
取 順 取 法 upadana  ceva  upadaniva 

dhamma  (取 法に して 順 取なる） 54  276* 
〔取 順 取 法 等の 緣關 係〕 54  276 
取 薪 女 kattha-harika 1 60 
取盡 upadanakkhaya  '、取の 滅， 取の 滅盡， 取 

の盡， 執著の 盡） 20 130,  132, 133 
取 盡信解 upadanakkhayadhimutta  20 130 
取 相 uegaha-nimitta  62  250°.  339，  341*， 


346，  347,  366,  367，  372，  376*,  380,  381 ； 6S 

69；  65(11)  78，  80 
取相應 paramasa-sampayutta  ： 取 著 相應， 取 

見相應 1 46  25，  37,  50,  63,  78 其 他 
取 相 應ニ法 Upadanasampayutta-duka  51 

253° 

取 相！ 二 法 # 三 法 upadanasampayuttaduka- 
kusalattika  55  232 

取 相, 應 3 声 取 法 upadana-sampayutta  c'eva 
no  ca  upadana  dhamma  (取 相應 法： こして 
非 取なる） 54  280* 

取 相應法 upadana-sampayutta  dhamma 
45  8,  312°,  380。  ；  54  253* 

〔取 相應法 等の 緣關 係〕 54  253 

取相應 法: こ して 非 取な る upadana- 
sampayutta  c'eva  dnamma  no  ca 
upadana  (取 相 應非取 法） 45  9，  313°,  381" 

〔取 相と 似 相との 差異〕 62  250 

取擔 bharadana 14  40,  41 

取轉 Upadanam  parivattarh  〔經〕 14  92 

取 二 法 Upadana-duka  54  232°,  277*,  280 

取 二 法 善 三 法 upadanaduka-kusalattika 
55  229 

〔取の 緣ょ り 有 あり〕 64  258° 

① 取 〔蘊〕 の盡 （!) 取 〔藴〕 の滅 ；D 取 〔蘊〕 の滅赛 

upadanakkhaya  (取 盡， 執著の 盡） ① 3  324 

(2；  25  286 ③ 3  326  ；  24  282 
取 不相應 順 取 二 法 Upadanavippayutta- 

upadaniva-duka  54  286' 
取 不相應 順 取 二 法 善 三 法 upSdanavippayut は- 

upadaniyaduka-kusalattika  55  235 
取 不相應 順 取 法 upadanavippayutta- 

upadaniya  dhamma  (取 不相應 法に して 順 

取なる 54  286 
〔取 不相應 順 取 法 等の 緣關 係〕 54  286 
取 不相應 非 順 取 法 up§danavippayutta 

anupadaniya  dhamma  (取不 應 法': こして- 

不順 取なる） 54  286 
取 不相應 法 upadana-vippayutta  dhamma 

45  8,  312°,  38r  ；  54  253* 
取 不相應 法に して 順 取な る upSdSna- 
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vippayutta  dhamma  upadaniya  (取 不相應 
順 取 法） 45  9,  313°,  382° 

取 不相應 法: こして 不順 取なる upacMna- 
vipnayutta  dhamma  anupadaniya  (取 ィヽ 
相 應非順 取 法） 45  9，  313°,  382° 

取 法 D  upadana  dhamma  45  8，  310°,  380°  ； 
47  242 其 他； 54  232"^  ；  56  205,  367 ② 
upadaniya  dhamma  (順 取 法， 所 取の 法， 執 
取すべき 法） 14  261 

取 法に して 取相應 なる upadana  c'eva 
dhamma  upadana-sampayutta  ca  〔取 取 相 
應法） 45  8，  312°,  381。 

取 法に して )頃 取なる upadana  c'eva 

dhamma  upadaniya  ca  (联順 取 法） 45  9， 
312°,  381° 

〔取 法' 非 取 法の 緣關 係〕 54  232 

首 者 agga  (第一， 第一人者, 最高） 11 下 147 

① 首陀 ② 首陀羅 sudda  (戌 陀羅, 商 估） 〔種族， 
奴隸 族〕 ① 1 224; 11 上 113，  198*，  234*;  24 
116;  25  306;  28 105;  34 108,  296,  297;  38 
306,  315,  316;  42  3，  5 其 他； 43 10, 13，  63, 
64,  87,  99， 120，  143，  175,  218，  234，  277, 
278,  304，  306，  334,  380,  398  ；  47 142*,  324  ； 
57  49,  50,  79,  80;  59 下 187,  212;  60 163; 
63  7 ② 2  287;  4  357;  6 136,  155,  276;  8 
99， 100,  116°  ；  24  524;  27  489;  59 上 12， 
265,  357;  60  47 

首陀女 suddi 11 上 41, 53 
首 陀羅家 sudda-kula  2  289 
首 等 〔者〕 samas お in  (齊 首） 47  359,  377° 
首波羅 Suppara  (蘇 波羅, 蘇 波 羅哥） 〔港〕 60 
61 

首 摩羅 山 Sumsumara-giri  (尸收 摩羅 山， 失 

悅 摩羅 山， 設 苜婆羅 山， 膠 魚 山， a 山， 鱷山） 

〔邑〕 4 194 

首 羅先那 SQrasena  (戌羅 西那， 戌嗎 西那） 〔十 

六 大國の 一〕 17  345;  38  457 
首領 王 本 生物 語 Gamaiji-jataka  (八） 28  272° 
首樓那 Sona  ®(= 首樓那 二十 億） 〔成 阿羅漢 

と 自記:） 3  323*  @(= 首樓那 f 意 耳） 3  344* 
首 樓那億 耳 Soija-Kutikaijija  (蘇 那俱胝 耳） 


〔摩 河 迦旃延 に 就きて 出家す， 塞， 比〕 3  343* 
首樓那 二十 慮 Soija-Ko!ivisa  〔長者 子, 比〕 3 
317,  320  〔出家' IW 進〕 3  20  〔成 阿羅 澳， 自記〕 
3  323* 

狩獵 D  magavya,  migaviya,  mrugaya, 
mrigaviya  65(111) 19 ② ludda  (獵師 ，獵 夫） 
8 116 

狩獵夫 miga-luddaka  (獵 夫， 獵者） 25  384 
修 bMvana  (修 習， 修 (ラ） 4  314,  315  〔三種〕 
8  298 

修戒 具足 vuddha-sila 11 上 219，  221 

修行 〔者〕 viharin  (住 者） 6  369*  . 

修行者 ① paribbajaka  (普 行者， 普 行 沙門， 遊 
行 ，遍 行者， 出家 行者） 16 上 148,  149,  156, 
157,  258,  307，  308,  309,  312,  316,  317  ； 16 下 
201 ； 21 303,  304  ；  22 上 2,  27,  29,  39，  40, 
41, 273,  274,  349,  350,  351 ； 22 下 98,  99, 
105，  106,  107，  109*,  113， 155 ② yogSvacara 
(瑜伽 行者） 59 上 71， 74*,  87* 其 他 

修行者 說話間 Yogikatha-pafiha  59 上 7 

〔修行者と 渡 守〕 32 128 

〔修行者の 譬 n|〕  59 上 71 

修行 成満し vusitavant  (听 作圓満 し， 已住） 9 
3*; 10  372,  373 

修行の 具 kammatthana  (業 處， 禪 定法' 38  2 

修行 福 業 事 bhavanamaya-punnakiriya- 
vatthu  (修類 福 業 事） 〔三 福 業 事の 一〕 8  297 

修勤 bhavana-padhana  8  305°  ； 18  29。， 128 

修作證 bhavana-sacchikiriya  64  469 

修治 ① nava-kamma  (普請， 新 業， 造化 營事, 
新しき 業） 1 134  D  upakkama 17  335* 

修闍多 Sujata  〔簿。 轉輪 王〕 26  358;  60  22 

修修那 伽 Susunaga  〔王〕 60  33，  39, 168; 
65(1)  44,  91, 92 

修習 ① bhavana  (修） 9  8， 15°, 16;  40  46°*, 
47，  50,  289;  41 3，  6， 186*;  64  469°  〔四 種〕 
40  47，  50;  41 3,  6, 186*  〔二種〕 64  469° ② 
yoga  (瑜 伽， 冥想， 觀行） 20  369  D  anuyoga 
(修定 ，專 念， 撿問） 19  345，  346  Bhavana 
〔經〕 16 上 413，  416 

修習緣 asevana-paccaya  (習 行緣， 習熟 緣） 
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〔二十 四緣 の一〕 50 1, 9\ 18*,  174,  347°, 

382°  ；  51 2*,  30,  50,  95， 150,  306;  52  7*, 

54， 103， 140 其 他； 53  3*， 18,  55,  75,  93 其 

他； 54 13,  36,  60,  77 其 他； 55  4* 
修習 緣廣說 asevanapaccaya-niddesa  50  382 
修 習現觀 bhavanabhisamaya  62  427  ；  64  458 
修習事 vinita-vatthu  〔五 種〕 5 156  〔六 種〕 

5 157  〔七 種〕 5 157 
修 習す bhSveti 11 下 419* 
修 習すべき 法 bhavetabba  dhamma  (修 せら 

るべき 法'' 16 上 229 
修習 通達 bhaVana-pativedha  40  43,  47 
修 習の 慧 bhavanS-pafifia  40  2， 145° 
修 習の 義の慧 bhavanatthe  pafina  40  5, 198 
修習分 bhavana-vara  49 138 
〔修習 法； 守護 拫門， 食 知 量， 警寤， 觀察〕 19  95, 

96;  22 下 120° 
修習カ bhavana-bala  (修カ 8  292; 17  78, 

79。，  80% 153;  41 102;  45 13，  341° 
修听成 bhavana-maya  65al)  45 
① 修 听成慧 ② 修所 成の 慧 bhSvan§-mayS 

panna  〔三慧 の一〕 3)47  4,  27;  64  6,  77 

② 8  298 

修所 g^i   bhavanaya  pahatabba  46  24,  29, 
37，  41, 51， 63,  70 其 他； 47  231,  243，  256* 

修 听斷囚 bhavanaya  pahatabba-hetuka  46 
24,  29,  37,  41, 51， 63,  70 其 他； 47  231，  243, 
256* 

修听斷 因 二 法 Bhavanaya- 

pahatabbahetu-duka  54  375'  ；  56  206 
修听 L 巧 因 二 法 善 三 法 

bhavanayapahatabbahetuduka- 

kusalattika  55  249 
修听斷 因 法 bhavanaya  pahatabba-hetuka 

dhamma  44  2，  269°,  354°  ；  45 10,  325。， 

386°  ；  52  2*  ；  54  375*  ；  56  206,  368 
〔修所 斷因法 等の 緣關 係〕 54  375 
修, 听 ^ 二 法 bhavanaya  pahatabba-duka 

56  206 
修听^ 二 法 善 三 法 

bhavanayapahatabbaduka-kusalattika 


55  246 

修所斷 法 bhavanaya  pahatabbo  dhammo 

45  2， 10，  268。，  323°,  353°,  385°  ；  51 381*; 

54  348*;  56 185，  206,  352，  368 
〔修 所斷法 等の 緣關 係〕 54  348 
修定 （T  anuyoga  (修 習， 專念' 6 16*;  8 128， 

133 ② sam5dhi-bhavana  '定修 ，定 の修） 〔四 

種〕 18  80;  〔8  301： 
修定者 ① jhana-silin 11 上 367,  368 ② 

jhayin  (禪思 者， 修禪 者, 禪定 者， 坐禪 者， 靜盧 

者） 〔四 種〕 14  429* 
修定听 智 samadhibhavana-maye  nanarii 

40 1, 79。* 

修 せらるべき bhSve は bba  (修習 せらるべき) 

8  358*; 18  431, 432 
修 せらるべき 法 bhavetabba  dhamma  (修習 

すべき 法） 18  431， 432 
修禪者 jhSyin  (修定 者， 禪思 者， 禪定 者， 專念 

せる 者， 坐禪 者， 靜盧者 1 27  323 
①修多 ②修 多羅 suUa  I 經, 契經， 修妬路 ，繩 

墨） 〔九分 敎の 一〕 ① 60  26 ② 61 301; 65  I) 
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修％ 〔慧〕 bhavana-bhOmi  64  6 
修妬路 suUanlia  i 修 多羅， 經, 契經 26  81 
修ニ法 BhSvana-duka  54  348° 
修婆 Subha  (須 婆' 〔年少 婆羅門〕 65(1) 13 
修婆鳩 多 Subhakuta  i 淸淨 蜂） 〔山〕 60 102, 
114，  254 

修摩 r  Sumana  (須 麻那， 須摩那 ，須摩 貧》 
〔第二 結 奥 比丘〕 4  455 ② （須摩 f ん順末 那> 
〔沙 彌， 比〕 65 山 98, 104*,  113，  118，  120, 121 
③ （須 摩那） 〔阿育 王の 長兄〕 65(1)  58  (i> 
Sumana  〔王妃〕 65  I)  58 

修羅 asura  (阿修羅） 29  29 

修羅 陀 SurSdha  X  (須 羅陀； 〔比〕 〔慢 の滅: こ 
關 する 設 法を受 く〕 14 128  〔成 阿羅漢〕 14 
128 ② 〔經〕 14 127 

修利婆 折 f?    Suriyavaccasa  〔乾 閥 婆〕 7  283 

修カ bhavana-bala  (修習 力） 18  250 

修類福 業 bhavanamaya 
punnakirivavatthu  (修行 福 業 事） 21 129* 


(  402  ) 


修， 酒， 殊, 須 ーシュ 


修樓脂 Suruci ① 〔王〕 31 99 ② 〔苦行者， 舍 

利 弗の 前生〕 26  32，  39 
酒 Sura-meraya  〔經〕 16 下 404 

酒， 酒 商， 酒場， 酒 祭， 酒屋〜 サケ 

①酒肆 ②滔鋪 pSnggSra  (酒屋， 飲酒 店） ① 

43  349，  351 ； 62  36,  37 ② 4  397 
酒精 含有 物 arinha  2 175 
酒類 sura-meraya-majja  (穀 酒， 果酒） 8  240, 

241 

殊異 nana-karana 17  325 

殊勝 ① settha  (最 勝， 最上, 最 尊者, 優越 者， 優） 

12  260 ② Savittha ひヒ〕 13 167* 
殊勝 智見 fiSpadassana-visesa  22 上 325 
① 殊勝なる かな ②殊 妙な り abhikkan ね m 

(奇なる 哉， 偉なる 哉， 妙なる 哉， 希有な り， 秀 

速な り， 微妙なる 哉， 最 勝な り， 超 勝な り， いと 

も 優れたる 哉， 勝れた る， 感歎に 堪 へたり） ① 

1 9;  2  30;  6 127 ② 21 39，  41 
殊勝なる 者 §j§mya  (駿敏 ，高貴 者） 10 130 
殊勝の 法 dhamma-vara  65(1)  2 
殊勝 玲羊 皮の 覆 kadalimigapavara- 

paccattharana  3  339，  340 
殊提 Jotika  (錠 底迦， 樹提） 〔長者〕 63  8,  316 

〔神變 をな す〕 63  316 
殊妙 pamta  (勝, 妙， 優勝， 勝 妙， 妙 善， 極 妙， 美 

妙） 22 上 207 
殊妙事 niddesa-vatthu  (〜無 十 事， 無 過失 事） 

〔七 毽〕 8  331 
須藭 多羅 Soijuttara  〔人〕 65(1)  87 
須尸摩 Susima ① （須師 摩） 〔天子〕 12  108， 

109， 110 ② 〔遊行 者， 比〕 13 174*;  64  423 

〔出家 成 阿羅漢〕 13 175 ③ 〔經〕 12 107; 13 

173 

須 尸摩經 Susima-suttanta  64  423 

須師摩 Susima ① （須尸 摩） 〔天子〕 12  380 ② 
〔經〕 12  380 

須闍 Suja  〔阿修羅 女〕 12  401 

① 須闔の 夫 m 須禪鉢 帝 Sujampati  (舍脂 鉢 
底, 善 生の 主 = 帝釋） ① 12  40r,  407,409， 
411,  415;  24  384;  44 14 ② 60  62 

須陀 g ① so ほ panna  (預 流， 預流 者） 1 15;  7 


57,  58,  269  ;  43 138，  403;  62 10， 123,  194, 

199，  231，  253;  64  435。，  436，  455,  478,  480, 

483,  485  ；  65(11)  85 ② so ほ patti  (預 流） 60  80 
①須 陀桓果 ② 須陀桓 〔果〕 so ほ patti-phala 

(預 流果） OD60  154;  62  411 ； 63  333，  334; 

64  406,  477 ② 11 下 350;  [64  434。〕 
須陀 果定 sotapattiphala-samapatti (預流 

果得） 64  479，  485 
須陀' M 果心 so ほ patti-phala  citta  65(11)  6; 

〔45 141〕 

須陀桓 道 so ほ patti-magga  (預流 道, 預流 向） 
62  91， 401 ； 64  77,  406,  430，  434,  439,  444, 
477 

須陀垣 道心 so ほ patti-magga  citta  65(11)  6  ； 
[45  86〕 

① 須陀 桓道智 ② 須陀桓 道の 智 

sotapatti-magge  nanam  (V\  44  33 ② 64 

434;  〔64  430。〕 
須陀須 摩 SiUasoma  〔王子, 王〕 37  254*,  285*， 

301,  303*,  318* 
須 陀蘇那 Sudassana ① 〔佛〕 26  470 ② (善 見） 

〔傳。 轉輪 王〕 26  237，  238 ③ （善 見） 〔比〕 〔譬 
經：] 26  282 ④ 〔人〕 26  245 ⑤ 〔龍王〕 34 

67;  38  236,  242,  274*,  282* ⑥ （善 現， 善 見） 

〔山〕 38 130， 131 ®  (善 現， 善 見） 〔城〕 26 

110 ⑧ （善 現） 〔殿〕 26 110 
須提那 Sudinna  (= 須提那 迦蘭陀 子） 〔比〕 1 

19*;  59 上 345,  346  〔出家〕 1 22 
須提那 迹 蘭陀子 Sudinna-Kalandaputta  (〜 

須 提那） 〔長者 子， 比〕 1 17*;  4  429;  5  2; 

65(1) 18  〔第一 波羅 夷の 初犯 者〕 1 17* 
須提那 品 Sudinna-bhana-vara 1 33 
① 須達② 須達多 ③ 須達 Sudatta  (善 施- 

給 孤獨） 〔塞， 天子〕 ① 16 下 241 ② 4  239; 12 

90，  369;  60 11 ③ 7  56,  57  〔一 來 となる〕 7 

56，  57; 16 下 241 
須達多 Sudatta ① 〔經〕 12  90，  367 ② 〜前項 
須頭 SudhanS  〔夷〕 21 315 
須那 ① Sopa  〔比, 阿育 王 時代の 傳 道師〕 60  59 

② （輸 屢那） 〔居士， 涅藥の 因 を 佛に間 ふ〕 15 

184 ③ Sono  〔經〕 15 183 
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シ ュ 一須 


須那呵 多 Sunakkhatta  、善 星， 善 宿） 〔佛の 侍 
者， 離 車 人： 33  346;  38  331, 407 

(1 須那迹 ま 須那拘 Sonaka  i 蘇! 拘 〔相承 
比丘〕 （X65  .I.)  81, 86 160  28，  29， 183*; 
65(1)  79 

須那 Sonaka  T  ： 行者， 辟： 36  219、  225* 
②〜 前項 

須那迦 辟 支 滞 本 生物 語 Sonaka-jS は ka 五 二 

九） 36  219° 
須尼陀 Sunidha  ： 大臣〕 3  400-^  ；  7  49*  ；  23 

228* 

須婆 Subha  ：遂婆 = 都提の 子） 〔年少 婆羅門〕 
6  291*; 11 上 257* こ 阿難の 設法. こて 歸 iS:  6 
291* 

須婆經 Subha-sut は 6  291= ； 11 上 257:  ；  65  I) 
13 

① 須拔② 須拔陀 ③ 須 跋陀羅 Subhadda  〔佛 

最後の 弟子;； X  7 135*,  140*  %  26 179;  58 

399;  59 上 278  I  65  1)  8  〔出家 得道 般涅 燊〕 

7 140*  〔譬 ui^ 經： 26 179 
(T 須拔 ® 須践陀 D 須 拔陀羅 Subhadda 

年 僧, 佛 入滅 を 喜ぶ〕 X  7 155 え 59 上 4  D 

4  427;  65 山 8 
須拔陀 ① Subhadda  〔大善 見 王の 妃〕 29  259, 

260 ②③〜 前項 及 前前 項 
須 拔陀羅 f  Subhadda  :m 、一  16 下 244  ^ ③ 

〜！ lUBU  二 項 
須拔 陀羅章 Subhadda-kanda  65(1； 10 
須卑 Suppiya  X  〔比〕 25 116 ② 〔婆〕 4  430  ； 

6 1, 2 

須昆耶 Suppiya  (蘇 卑） 〔夷， 看病 第一： 17 
37;  21 316 

須昆羅 Suvira  X  〔天子〕 12  378，  379 ② 〔經〕 
12  378 

須 菩提 Subhiiti  J) (善 現） 〔比〕 11 下 332; 17 
34  ；  22 下 1*  ；  23  202  ；  25 108  ，  26 126  ；  59 下 
292,  298  CUPifeg:  26 120  〔無 | 爭道〕 11 下 332 
〔無 諍 第一， 應供萎 第—〕 17  34  〔無^， 如 賓 第 
-J  26  216  〔信の 標識 を 佛に問 ふ： 22 下 314* 
〔無 尋定. こ 入れる に 因み て の 優 陀那〕 23  202 
② 〔經〕 22 下 314 


須 菩提 品 SubhOti-vagga  26 120 

須梵 Subrahma  T  〔天子： 12  90,  250*,  253, 

254  ^  〔經〕 12  90 
須梵摩 SubrahmS  ： 彌勒佛 の 父： 63  425 
須麻那 Sumana  , 須摩 &r ん須摩 蜜， 修 摩那） 〔第 

二 結集 比丘： 60 172 
須摩 竭陀池 Sumagadha  pokkharani 16 下 

376,  377 

須摩， ゆ 5  X  Sumana  ！ 善意） 〔佛: 60 152 ② 〔パ 
ドウ ムッ タラ 佛の 弟子〕 26  333，  441 ③ 
〔溥。 王〕 26 101 1. '蘇 摩那； 〔比〕 〔譬 aii 經〕 
26  209 ⑤ （須 麻那， 須摩 貧， 修 摩那） 〔第二 結 
集 比丘〕 60  30,  33  t  (修摩 3iJ， 須末那 = 摩; 可 
須 摩那） 〔沙彌 ，比， ft 伽 蜜 多の 子： 60  73，  76, 
98，  99, 105, 115 ま ： ドウ ッタ ガ— マ 二王 時 
代の 比丘〕 60 130  ®  (修 摩那' 〔阿育 王の 長 
兄〕 60 177  9  ： 華髮作 り 〕 26  209  t  Sumana 

(善意； 〔王女, m 施の 功德 にっきて 說 法を受 
く〕 19  42*  @  sumana  (素 馨メ  〔花〕 33 
78;  60  42 

須摩 那鳩吒 Sumanaktita  ： 山： 60 101，  114， 
154,  158,  210，  251, 366 

須摩那 品 Sumana- vagga 19  42 

須摩集 Sumana  '修 摩那， 須 麻那， 須 摩那） 〔第 
二 結集 比丘〕 65 山 46 

須末那 Sumana  T  ： 相承 比丘〕 65(1)  79，  80 
② （須 摩那， 修摩那 = 摩訶須 摩 ま:!）  〔f& 伽 蜜 多 
の 子, 沙彌， 比〕 60 189,  235，  237,  240，  263*， 
276,  277,  282;  65  I  88，  89，  98 

須?^   Sineru  〔經〕 （一 バニ:： 16 下 392，  393 

須彌山 I：  Neru 1 Meru ま Sineru ④ 
Sumeru  £  Hemameru  '~Mahaneru 妙 高 
山） ① 28  51， 101 ； 37 179, 180 1,24  259; 
25  398  ；  26  281 ； 35 161, 249  3,  26  7,  39， 
67,  392,  470.  471,  482;  29  84， 120,  484  ;  34 
330，  347  ；  36  354，  391 ； 38 129,  248,  452  ； 
39  64, 173,  275,  276,  341，  532;  41 209,  250, 
375*  ；  42 189 ；  43 193;  44  349  ；  57  67,  69*  ； 
59 上 36，  230,  258,  275;  59 下 52，  62, 111, 
119,  125,  161， 162  ；  60  27,  356  ；  61 306,  395  ； 
62  398，  405,  406;  63  330,  331,  336,  345， 
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351，  389,  391, 395  (4)31 2;  33 122;  61 44 
⑤ 61 3 

須彌山 王 Sineru  pabbataraja 13  208; 14 

234  ； 16 下 392,  393  ； 17  371 ； 20  354，  356, 

357;  22 上 288  〔高廣 なること〕 20  354 
〔須彌 山と 小石の 譬喻〕 13  208; 16 下 392 
須彌陀 Sumedha ① （善 慧） 〔佛〕 26  66,  67, 

107,  108,  113，  176,  216,  299，  300,  343 ② 

〔傳。 轉輪 王〕 26  201, 212 
須蜜多 Sumittaka  〔比， 拘 多の 子〕 60  55 
須蜜多 〔羅〕 Sumitta  〔王〕 60  60，  63，  203,  211 
須夜摩 Suyama  (善 時分, 善 侍） 〔天〕 6  309; 

15  425;  21 130;  34  232;  59 上 44;  60 118; 

63  332  ^ 
須夜摩 天 Suyamo  〔經〕 15  425 
須臾 muhuUa  3  21, 217; 14 172; 16 下 343; 

58  272 

須要 物 paccaya  (資 具） 18 143; 19  70 
須羅陀 SurSdha  (修羅 陀） 〔比〕 25 145 
須羅摩 Summa  〔スメ —ダ佛 の 第二 比丘尼〕 
28  79 

須賴吒 Surattha  (蘇 剌吒） 〔國〕 27  92;  59 下 
248 

須賴吒 人 Soratthaka  59 下 188 
須離 Soreyya ① 〔人〕 60 169 ② 〔邑〕 1 17; 
4  447 

掠櫚 ほ la  (多羅， タ―ラ 1 33  41 
掠櫚の 葉の 尺 pat ほ! haka  9  462 
蛛網 san ほ naka  3  85;  4  320,  333 
衆 ① gana  (衆人， 會衆， 別 衆， 團隊， 組合, 群， 伽 
那） 〔障 礙〕 62 189 ② saihgha  (ft,  ft 伽， ft 
衆, fta ，敎團 ） 23 173 ③ parisa  (衆 會， 集會， 
會， 會衆， 民衆） 5  377,  378; 17  398  〔三 锺〕 17 
398; 〔17  471〕 〔衆と 羯磨〕 5  378  D  Parisa 
〔經〕 21 250 
衆愛樂 saiigaijikSrama ほ （衆 會の樂 ，衆 居 を 
樂ふ， 衆に 雜るを 好む こと， 伴侶 を 好み） 20 
226，  227 

衆 翁 parisa  (衆, 集會， 會， 會衆， 民衆） 10  3，  6  ； 
17 107*，  471 ； 20  369  〔二種〕 17 107*  〔三 
毽〕 17  471 ； 「17  3981 


須， 棕， itl ミ， 衆ーシ ュ 

衆 會の樂 saiigaijik§r5ma ほ （衆 愛樂， 衆 居 を 
樂ふ， 衆に 維る を 好む こと， 雜 處を欣 ぶ， 伴!' 呂 
を 好み） 22 下 30 

衆' き 品 ParisS-vagga 17 107 

衆會. を 知る parisafifiQ  20  367,  369° 

衆 汚濁 ':D  parisa-dusaka  (衆 を 毀 辱す る 者） 
〔四 種〕 5  215  (2)  parisa-dussana 18  395 

衆學 sekhiya  ( 學） 5  351 

〔衆學 一〕 2  301 

〔衆學 二， 三， 四〕 2  302 

〔衆學 五， 六， 七， 八〕 2  303 

〔衆學 九， 一 〇， 一一 ，  一二〕  2  304 

〔衆學 一三， 一四， 一 五， 一六， 一七， 一八〕 2  305 

〔衆學 一九， 二 〇， ニー,  ニニ〕  2  306 

〔衆學 二三， 二 四， 二 五， 二 六〕 2  307 

〔衆學 二 七， 二八〕 2  308 

〔衆學 二 九， 三 〇〕 2  309  - 

〔衆學 三 一, 三 二， 三 三〕 2  310 

〔衆學 三 四， 三 五〕 2  311 

〔衆學 三 六〕 2  312 

〔衆學 三 七〕 2  313 

〔衆學 三 八， 三 九〕 2  314 

〔衆學 四 〇， 四 一〕 2  315 

〔衆學 四 二， 四 三， 四 四〕 2  316 

〔衆學 四 五， 四 六， 四 七〕 2  317 

〔衆學 四 八， 四 九〕 2  318 

〔衆學 五 〇〕 2  319 

〔衆學 五一， 五 二， 五三， 五 四〕 2  320 

〔衆學 五 五〕 2  321 

〔衆' ^^〕  2  322 

〔衆學 五 七〕 2  323 

〔衆學 五八, 五 九〕 2  324 

〔衆學 六 〇， 六 一〕 2  325 

〔衆學 六 二， 六 三， 六 四〕 2  326 

〔衆學 六 五， 六 六〕 2  327 

〔衆學 六 七， 六 八〕 2  328 

〔衆學 六 九〕 2  330 

〔衆學 七 〇 ，七 一〕 2  331 

〔衆學 七 二， 七三， 七 四〕 2  332 

〔衆學 七 五〕 2  334 

衆學法 sekhivS  dhamma  〔比丘の〕 2  301°, 
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シ ュ一 衆， 腫, 種 


334,  336，  563,  564;  5  73;  〔5  45〕 〔比丘尼 
の〕 2  561° 

衆 居 を樂ふ もの samgapikarama  (衆き の樂， 

衆 愛樂， 衆, こ 維る を 好む， 衆き を樂 しむ 者， 維 

處を欣 ぶ） 8  376 
衆 合 t  Samghata ② Sarhghataka  〔地獄〕 

X)  36  260 ② 58  435 
衆 食 gai?a-bhojana  (    衆 食） 58  328;  62 132 
衆 社 '1 gana  (衆， 伽那， 衆人 團隊, 會衆, 組合， 

群） 2  364 ② pQga  i' 組合， 組合員， 圑體， 同業 

組合， 民團） 2 110，  133，  409，  411 
衆 主 gamn  (伽那 主， 敎團の 元首 1 24  363, 

364;  43  306°,  334° 
衆生 .(TsaUa  (有情， 靈） 12  231; 14  299° ② 

Satto  〔經〕 14  299 
〔衆生の 錐染 と淸淨 との 因緣〕 14 108 
衆淨飾 parisa-sobhana  (衆 莊嚴） 〔四 種〕 18 

396 

衆人 ① gana  (衆， 衆 社， f 加那， 團隊， 會衆， 組合， 

群） 3 152 ② sambahula  4 115* 
衆莊嚴 parisa-sobhapa  '衆淨 飾、 5  215 
衆 ft 食 samgha-bhat は （僭 食， 僧伽 食） 2 133 
衆 ftl 法 samgha  (衆， ft. 僭 伽） 5  269 
衆 中に て 臆する 怖畏 parisaya  sarajja- 

bhayam  (集會 中 羞恥 怖畏， 集 恐怖 畏， 會 衆の 

怖畏， 怯 衆 怖） 43 179  ；  44  403,  434 
衆 中に 交らず apacaya  (損 滅， 還滅， 減， 減滅， 

滅漏, 敬 重， 無 積 奥， 非 積 集） 2  341 
① 衆に 雜る ②衆 中に 交る ③ 衆と 雜處 する こ 

と saiigapika  (衆 居， 聚會， 雜處， 伴侶） ① 

19 160  ；  20  261 ② 2  341 ③ 19  241, 242 
衆 和合 gana-samaggi  42 197° 
衆を毁 辱す る 者 parisa-dCisaka  (衆 汚獨 ！  3 

155 

衆 を 境界と ナ parisSvacara  21 264* ；  22 上 
211* 

①腫② 腫物 gapcja  (癒， 癱病, 瘡, 癌， 膿 腫） ① 
7  326; 10  353,  356 ② 15 106,  109;  63  61， 
268 

re 服 を 起 十 ganduppadaka  63  57 
腫物に 覆 はれた る ① gu!aguijthika  7 1 ② 


gujigandhika 13 134 

種 r  jati  (生， 生れ， 種 姓， 系統, 系譜， 血脈） 2 
6*  9°， 19 ② jatika  5  258,  259,  265,  296 

種 t 喬 gotta-mada  (姓す 喬） 47  61 

種子 T'bija  (種， 成 種子） 1 190*;  3  438;  6 
6，  7,  96,  97  ；  8  56,  59  ； 10  270,  271 ； 12  230， 
296; 14  85, 147.  148; 16 下 274; 17  47,  48, 
220;  20 165*;  21 121,  122,  123;  22 下 134， 
135;  23  8;  24  27，  86;  25  45,  46， 186;  36 
214;  43  215  〔五 種〕 2  54°  ；  6  7,  97;  8  56， 
59  ； 14  85;  43  215 ② Bija  〔經〕 14  84  ； 16 上 
220; 16 下 407;  22 下 134 

種子 種 bija-bija  (種種 子， 種子の 種子， 種より 
生ずる 種子 I  2  55° 

〔種子と 果の譬 D ま〕 12  398 

〔種子と 樹木との 譬 it〕  59 上 104，  109, 167 

〔氆 子と 土地の 譬 ni〕  20 165;  25  45;  33  81 

〔種子の 完全なる 譽 niO  25 191 

種子の 種子 bija-bija  (種子 種， 種種 子， 種よ り 
生ずる 種子） 14  85 

〔種子の 生長 潛 喪の 原因〕 14  85 

〔種子の 二 支〕 59 下 273 

〔種子の 譬 n|0 14  85, 147,  148;  40  229 

〔種子の 腐敗した る 臂喻〕 25 186, 191 

〔種子の 腐改 せる を 良田: こ 播く譬 D|〕  20 167 

〔種子 發芽 生長の 譬喩〕 12  230; 16 下 274 

種子 品 Bija-vagga 17  44 

種子； Jsli    bijupama 10  272;  59 上 388 

〔種子 を 石 上に 播く譬 D 钔 20 166 

〔種子 を 燒く譬 B|〕 17  220 

〔種子 を 良田に 播く 譬喻〕 20 165  ；  25  45  ；  33  81 

種 似 jati-lesa 1 283 

種種 nanatta  〔九 種〕 8  378 

種種 意樂 nSn§dhimutti  (種 勝 解） 9 114 

種種 界 laneka-dhStu  (多界 ，非 ー界） 20  62 
©dhatu-nanatta  (界 種種） 13  210"*=  3)nana- 
dhatu  9 113;  22 上 253,  257 

種種 界 世間 nanadhatu-loka  9 113 

〔種種 界 智力〕 9 113 ； 16 下 171 ； 22 上 253,  257 ； 
41 110;  47 14，  50。 

種 ffi 求 pariyesana-nanatta  ('求 種種） 13  215* 
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種種 外道 品 NSnatitthiya-vagga 12  95° 
種種 子 bija-Mja  (種子 種， 種子の 種子， 種より 

生ずる 種子） 8  56,  57 
種種 思惟 saiikappa-nanatta  (思 種種、 13  215* 
種種 色 天 llS"   Anekavanna-vimana  24  546 
種種 受 vedana-nanatta  (受種 龍） 13  212* 
種種 勝 解 NSnadhimutti  〔經〕 16 下 171 
〔種種 勝 解 智力〕 （有情 種種 勝 解如寶 智力） 9 114; 

16 下 171; 22 上 253，  257;  41 110;  47 14, 

51° 

① 種種 神通力 'ま 種種の 神 通 ③ ffi 種の 祌變 ④ 
種種なる' 神 通 anekavihita-iddhividha  (多 
種の 祌通， 多端 神變， 無量 種の 神 通〜 諸種の 祌 
通） '！）  9  52, 111 ； 10  328 ② 1'3 176,  184, 
311 ； 47  42  D 17  418 ④ 6 116, 117  ； 11 上 
364 

種種相の 智 nanatte  nanaiii 40  2， 126* 
① 種種 想 ② 種種の 想 nanatta-safifiS  (異 想， 
異類の 想， 想異） ① 8  303;  20  284;  21 248, 
319，  323;  40 144;  46  374°  ；  47  56;  63  210° 
② 8  332,  343,  344  ； 11 下 203  〔九 種〕 40 144 
種種 想 i)  safiflS-nanaUa  (想 種種 ） 13  215* 

② n5natta-safifi§ 〜前項 
種種 觸 phassa-nanat は （觸 種種 i 13  211* 
種種 得 ほ bha-n§naua  (得 種種 i 13  219* 
種種 熱 pari!aha-n5naUa  (熱 種種） 13  215 
種種の 有 bhavabhava  (生死 ゾ 24  338;  43  47， 
95 

種種の 外道 師 NSnatitthiya  〔經〕 12 110 
種種の 身 nanatta-kaya  (異類の 身） 8  343 
種種の 善事 を 行 はしむ る こと Vividhakusala- 

karapana  〔章〕 61 450 
種種-の 善事 を 行 ふ こ と Vividhakusalakarapa 

〔章〕 61 440 
〔種種の It 說〕 10 144-147 
種種 法 nSna-dhamma  (= —  切 法） 40 174 
種種 法 を 開演す る慧 

nanadhammappakasanata-panna  40  6, 

174° 

種種 品 NSnaUa-vagga 13  210 
〔種種 藥の 《(t〕  21 113 


種種 欲 chanda-nSnat は （欲 種種 i 13  215* 

d' 種種 論 ② 種種の 事の 論 nSnattha-katha 
(異相 論, 雜多 論， 其の 他の 雜論， 維 論， 統一な き 
話） 〔無用 論の一〕 T'3  333; 16 下 337;  22 下- 
22;  43 175,  184,  348;  44  433  2 11 下 132 

種 生 bija-ja は 〔五 種〕 2  34;  5  225 

種 姓 ① got は （姓， 家系， 氏 姓， 名字, 6 148,, 
149；  22 下 301; 24 116 ② gotrabhO  (進 姓， 
種 姓 有， 種 姓 者， 種 姓 地， 向 種 姓 者） 62  270,, 
271 ； 63  323,  325,  371 ； 64 11， 44, 186,  424, 
431，  435,  437,  438，  479,  481;  65(11)  33 ③. 
jati  (生， 生れ, 種， 系統, 系譜， 血脈） 6  369* ④. 
vanna  (階級， 姓， 色） 〔尊卑 優劣〕 11 上 112， 
196*;  [34 108,  296,  297〕 〔無差別〕 17  263. 
⑤ vamsa  (姓， 系嗣） 18  53,  55 

種 姓 有 gotrabhQ  (種 姓， 進 姓， 種 姓 者， 種 姓 地，. 
向 種 姓 者 1 57  318，  384,  387，  393,  400 

種 姓 似 gotta-lesa 1 283* 

① 種 姓 者 ② 種 姓 〔者〕 gotrabhCi  (種 姓， 進 姓，. 
種 姓 有， 種 姓 地， 向 種 姓 者） ① 11 下 361 ② 47" 
359,  376° 

種 姓 心 gotrabhii-citta  65(11)  84 

種 姓 地 gotrabhQ  (種 姓， 進 姓. 種 姓 有， 種 姓 者、 
向 種 姓 者） 40 109* 

種 姓 地の 智 gotrabhQ-fiaija  (種 姓智） 40  2， 
109°* 

種 姓 地 法 gotrabhu-dhamma  40 111*,  414 
種姓智 gotrabhti-fmija  (種 姓 地の 智） 64  412, 

413,  420,  423,  430°*,  435*,  444,  479 
種 姓の 論 j お i-vada  (生れの 論議， 出生の 論， 系 

統說， 血統） 19  211,  213,  215,  216 
〔種〕 姓の 論議 got は- v5da  6 149, 150 
種淨 bhmappasSda  64 15* 176 
種德 Soijadaij4a  〔婆， 塞〕 6 166*;  62  408 

〔佛 の設 法に て 歸佛〕 6 166* 
種德經 Sonadanda-sutta  6 165° 
種より 生ずる 種子 b リ a-Wja  (種子 種， 種子: D 

種子， 種 a 子） 6  7,  97 
趣 ① gati  〔五 種〕 8  313  ；  40 17*, 109 ② Gatt 

〔經〕 22 上 182 
趣 相 gati-nimitta  64  42，  212,  215，  216,  222  ； 
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シ ユー 趣， 輸， 鬚， 戌， 呪， 受 

6511  52,  30,  4748, 

〔趣 轉生門 死桔生 問〕 57  45 

趣 論 Gati-katha  40  425°  ；  58  63° 

輸 頭擅那 Suddhodana  ： 淨飯， 11 頭 擅） 〔王， 釋 

迹 沸の 父： 35  214 
輸那 r  Sona  (守 籠那, 首樓那 = 二 十億 耳） 〔比〕 
26 171 SSona  ：ス マナ 佛の 第一 比丘尼〕 28 
73  D  〔尼〕 25  353;  27  458*  〔譬 n|i 經〕 27 
458  T  ： セィ 口 ン ：3 尼： 60 124  t  Suna  〔國〕 
11 下 382* 

輸 9^；5 鉢 羅得迹 Sunaparantaka  ： 比： 59 下 236 
輸毘多 X  Sobhita 1 听照， 蘇毘 多） 〔沸〕 27 187 
ま ： 轍 昆陀） 〔比〕 17  35  ；  25 151 ； 26  282  〔宿 
命 第一〕 17  35  〔鐾 B ぉ經〕 2S  281 W  〔苦行者〕 
27  61 ；?：； 簿パ 婆羅門, 姿竭陀 比丘の 前生〕 26 
150 ず 〔園〕 27  68  ®  (衆 寶莊 霰） 〔山〕 27  45 
®  Sobhita  〔尼〕 60 124 
輸毘多 品 Sobhi は- vagga  26  281 
輸毘陀 Sobhi は ：輸昆 多） 〔比〕 1 182 
輸屢那 X  Sona  (須那 ） 〔居士〕 14  75*  D  Sono 

〔經〕 （一) (二、 14  75,  79 
鬚 massu  4  204 

鬚髮 kesa-massu 髮髯， 髮髮， 髮鬚 3  321, 
344;  6  90*，  255;  7  256,  266  ;  8  75,  80;  9 
321,  414，  415，  464; 10  93，  94,  361,  366; 
11 上 101*  ; 11 下 13， 14; 17 174;  22 下 122, 
123;  23 176 
^^の 剃 除 kesamassu-locana 10  361, 366 
戌陀羅 sudda  ' 首陀, 首陀羅 I  〔族, 奴 隸疾〕 
39  324 

d 戌 羅西那 ②戌 喟 西&; 5  Surasena  〔十六 大 
國 の一〕 ① 21 146,  153,  160, 169 ② 7  205* 

<D 呪 ② 呪 語 mama  〈經 典， 眞言， 呪文， 呪術， 
密呪, 吠陀， 状 陀の聖 言， 聖典， 神 典， 經文） 
X  6 132  ； 12 169, 171 ； 35 12，  362,  363 ② 
5  206 

U 細 vedabbha  28  501 

呪術 X  manta  M. 呪文， 眞言 i  63  7  J) 

mantana  59 上 10 
呪術 師 1 vetalika 魔法 使； 59 下 188 ② 

vijja-dhara 呪術 者， ％ 術 を 具へ た 者, 魔法 


使, 魔術師， 魔術 者， 持 明 者， 持 明 呪 者） 63  317 
① D 兄 術 者 I らモ術 を 具へ た 者 vijjS-dhara  (呪 

術師， 持 明 者， 持 明 呪 者, 魔術師， 楚術 者, 魔法 

f^,  X  26  35  ;  59 下 216  %  37 171 
呪術 听成 神變 vijja-maya   iddhi    ；明听 成 神 

通 63  310,  317° 
呪 水 mantodaka  64  315 
！ a 詛 (D  abhisattha  25 138  %  sapatha 〜次 項 
① 呪詛 ® 呪 詛の誓 sapatha  (宣誓， 誓， 詛誓） 

①  25  6,  8  f  34  300，  306* 
呪詛す abhisapati  2  447 
5i 明 vijjS-visesa  27  333 

呪文 3)  paritta  (護 呪， 護經, 守護の 呪文） 2  493 

②  man は （呪， 眞言， 經典， 經文， 呪 語， 呪術， 聖 

典， 聖經， 聖書， 神 典， 神 呪， 密? a, 吠 陀の聖 言, 
祕典 2  329*;  6 142, 144*  ；  7  250，  253,  264; 
15 189; 19  78;  28 118，  385,  386,  495*;  29 
100，  503;  30  56;  31 499，  500;  32 134,  138, 
201*,  425  ；  33 135,  137,  147，  176,  331,  336， 
350;  34 100*,  161，  362,  402;  35 14,  25, 
152， 153  ；  36  75, 165  ；  37  284,  285  ；  38 14, 
256*,  264,  270,  271,  299;  39 132，  375,  427 
manta-pada  (眞言 句， 聖典 句、 3  429  ；  59 上 
311，  314,  316  ； T  vijja 明， 學術， 明 3兄， 智， 陀 
羅尼, 魔法， 魔術' 63  317  r  sacca  '眞實 語, 
眞寶の 言） 59 上 261, 262 

〔呪文に よる 非 時の 罨羅 果〕 34 100 

呪 を 執 持し man は- dhara  '持3 iJ 者， 神 呪の 護 
持 者） 6 179*,  192，  202，  207 

受 0：  vedana  3  24*  ；  6  66.  398*,  402  ；  7  2* 
343°;  8  296;  9  83°,  95%  438，  442,  444; 10 
13°,  27 つ 29, 177,  179; 11 下 2 た 13  2*,  4°， 
5，  60; 14  93°,  98°,  139: ； 15  318*，  347; 17 
129,  470°  ；  20 172,  175%  275,  276;  23  296; 
24  279;  40  86;  45 16°,  40，  87, 107,  114. 
118,  124，  126,  129，  132，  134，  165  "  ；  46  4， 
182。，  197°,  205*,  232,  235*.  243*,  247,  254; 
47  213，  228*;  59 上 124°;  64  48°*,  173， 
174%  248-*,  281°,  292*;  65  II 10  ： 三種〕 8 
296;  9  438，  442,  444; 15  318*;  23  296  〔二 
種， 三種, 五 種, 六锺, 十八 種， 三十 六 種, 百 八 種〕 
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受ージ 


10 177，  179;  41 188  〔種種〕 15  347,  352， 
357°  〔定義〕 45 16°,  25，  40°,  87, 107,  118°, 
126°,  165°  ；  46  4,  22°,  85, 111,  197。，  205*, 
232°,  235°,  243，  247,  254  〔受— 觸〕 11 上 
373; 14 162; 15  355  〔受— 苦〕 24  279  〔受 
—愛〕 64  249° ② vedayita  3  62，  63 ③ 
Vedana  〔經〕 13  365,  372; 15  395; 16 上 
174,  427  ( —) (二） 13  212，  213  ( —)一 (四） 16 上 
237 ④ Vedanaya  〔經〕 14  364,  371, 376 

受蘊 vedanakkhandha 11 上 373;  45  25°， 
34;  46  4°，  22°,  85， 111 ； 48 上 22*;  64  32， 
48°,  291,  293，  294,  358;  〔64  48°〕 

受衣人 civara-patiggahaka  (納衣 人） 4  269  ； 
19  383  ' 

受戒 upasampada  (具足， 具足 戒， 受具， 進 具， 
進入， 授戒） 15  459; 16 上 6;  25  205,  206, 
231 ； 32  68 

受戒 因 論 SamSdanahetu-katha  58 165° 

① 受戒 道場 ② 受戒 法 會 upasampada- 
mamgala ①② 61 476 

受寄 upanidhi 1 84 

受苦異 熟 業 dukkhavipaka-kamma  (苦異 熟 

業、 40 133*，  434 
受具 upasampada  (受戒， 具足， 進 具， 授戒 ） 5 

192,  371, 382 
受具 T ベ 力、 ら ざる 人 na-upasampadetabba 

(授 具すべからず） 5 199 
受 具せ しむ vutthapeti  =  upasampadeti 

2  511* 

受獻者 SySga  (供物の 容器） 24 174 

受 業の 異熟 kamma-samadananam  vipako 

20 182,  184;  22 上 252,  257 
受三法 Vedanattika  50  436;  51 1°,  430;  56 

173,  516 

受三法 因 二 法 vedanattika-hetuduka  55  291 
受三法 有 諍 二 法 vedanattika-saranaduka 
55  427 

受三法 善 三 法 vedanattika-kusalattika  56  21 
受三 法之擇 Vedanattika-vannana  51 430° 
受使 do は （使者） 4  412 
受持 ®atthara  5  294*,  299 ② adhitthi は 


(〜攝 持， 加持， 依處， 受持, 住 著） 1 34G;  2  396. 
③ samadana  42  98,  99 ④ Dharana  〔經〕 
(一) (二） 16 下 348，  349 
受持 する 質 dharaka-jatika 18 170,  171; 21 
231*,  288* 

受持 波羅蜜 adhitthSna-pSrami  (決定 波羅 

蜜， 加持 波羅蜜） 38  269,  498 
受 持布薩 adhifthSnuposatha  5  210 
受者 ① patigg§haka  (受納 人） 11 下 361*;. 
17  50; 18 109,  111,  141*; 19  55,  56;  20 
76  ；  42  339  ；  43  331 ； 44  451 ； 58  40，  41， 
334* ② vedaka  64 147,  163,  267,  270,  312, 
313,  324 

受者 醍醐 patiggaha-manda  40  444 

受捨 vedanupekkha  62  317*,  318° 

受 種種 vedana-nanatta 蘭 重受） 8  378;  IS 

185, 186 
受習 せる 者 bhaUavant  62  415 
受請者 pavSrita  (満足し 巳る） 2  313 
受 請の it 丘 nemantanika  bhikkhu  20 150 
受身 vedana-kaya  〔六 種〕 8  322 
受水器 udaka-patiggaha  4  327,  328 
受水者 udaka-patiggahaka  4  327,  328 
受隨觀 vedananupassana  (= 受念處 ） 63 116^ 

192 

受隨 觀念處 vedananupassana-satipatthana 
64  442 

受施者 dakkhmeyya  (應施 者， 應供 施， 應 供養. 
者， 奉 施せら るべき， 供養 せらるべき もの， 筱 
供養 者） 41 364,  365,  370;  44  63,  74 

受相應 Vedana-sariiyuUa 15  318°,  334,  367. 

〔受想 識の關 係〕 10 14 

受胎 期 中に ある 〔者〕 utuni  (月 忌 女， 經婦， 經 

水 者， 月 經婦） 19  309 
〔受と 二十 四緣 との 關係〕 51 1 
受内衣 人 sStiya-gShgipaka  (受 浴衣 人） 19 

384 

受に 就いての 智 vedananam  parinna  (受ひ 

遍智） 9 138, 139 
受に等 趣す vedana-samosarana  21 304; 

22 上 50,  51, 351 
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ジ ユー 受， 珠， 授， 頌， 壽 


'て受 念處〕 、受 隨觀, 受隨觀 念處、 7  343°;  9  95， 

438,  442,  444;  44  267°  ；  46  276 
'〔受 の 因〕 觸— 受） 11 上 343; 14 162; 15  355 
〔受 の緣ょ り渴愛 あり〕 64  249° 
.受 の 患 vedananaih  adinavo  9 148° 
〔受の 觀點の 相違〕 15  336 
〔受の 四諳〕 15  318;  23  296 
〔受の 四諦の 無知〕 14  419 
〔受 の四諦 • 味 • 過 患 • 出 離〕 15  340,  342，  343, 

354,  358,  359，  361 
'-受 の 集 vedana-samudaya 14  98 
〔受の 宿 作 因說〕 15  355 
受の出 離 vedananaih  nissaranarii 9 148° 
〔受の 生起' 滅沒 '味 '過 患 '出 離〕 15  323,  324 
■ 受の攝 vedana-sangaha  65(11)  21 
• 受の特 相の 間 Vedana-lakkhana-panha  59 上 

124 

'受 の遍智 vedananaih  parinna  (受: こ 就いて 

の智） 17  458;  47  413,  414 
-受の 味 vedananaih  assado  9 147° 
受 の滅盡 vedananaih  khayo  24  280 
受の類 vedana-gata 11 下 402，  403 
受納 人 patiggahaka  (受 者） 3  495 
〔受は 苦な り〕 64  83 
〔受 はわが 我な り〕 7 18 
受鉢人 pattaggahapaka 19  384 
受用 D  patisevana  (用） 20 144,  145， 146 ② 

paribhoga  〔a 種〕 62  79 
受 用'！ ^喬 bhoga-mada  47  61 
受用者 bhogin  44  429 
•■ 受用听 成 福 論 Par  ibhogamayapun  na-katha 

58  36 つ 

受 用す patisevati  8  303 

受 用の 樂 bhoga-sukha 18 119° 

受用物 patiggahita-paribhoga  〔四 種〕 5  215 

受用欲 paribhoga-chanda  43 12° 

受 浴衣 人 satiya-gahSpaka  (受內 衣 人） 5  343 

受欲 生活 kama-bhogin  (行 欲 人， 諸 欲 享受者, 

欲 を縱; こする 者 >  10  323* 
受欲 者の 法 kamabhogi-seyya 18  426,  427 
：受樂 sukha  (樂， 安樂, 瑜樂） 1 190* 


受樂異 熟 業 sukhavipaka-kamma  (樂異 熟 業) 

40 133*，  434 
受離 samadana-virati  50  472 
受領 衣 gahapatika  5  200 
珠環 kuijdala  (耳環， 耳 遣） 12 133 
珠賢 Maiji-bhadda  i 摩 尼 跋陀） 〔夜叉:] 44  61 
珠賢 〔夜叉〕 務 Alaijibhadda-va は 42 136  ；  43 

88 

珠賢 〔夜叉〕 務者 Maijibhadda-vatika  42 
131 ； 44  61 

珠檔 mani-kundala  (摩 尼 耳環， 寶珠 莊餒） 10 
127 

珠寶 maiji-ra は na  (摩 尼寶， 神 珠寶， 如意 寶） 
〔七寶 の一〕 7 171°  ； 11 上 179; 11 下 224°; 
14  227  ；  24  207 ；  34 162 

授戒 upasampada  、受戒， 受具， 具足， 進 具） 3 

000 

授 雾己經 veyySkaraija  (記 說， 記 別， 解說， 和迦 

羅那） 〔九分 敎の 一〕 1 12*;  6  68 
授具揭 磨 upasampada-kamma  5  243 
授具 すべ 力、 らず na  upasampSdetabba  (受具 

すべから ざる 人） 〔五 種〕 5  220 
授 具足せ る 阿闍梨 upasampadacai-iya  62 190 
授乳 者 khirassa  dayika  (哺乳 母， 乳哺 母） 
11 下 357 

授乳 女 pSyamSna  (哺乳 者） 19  315* 
授名 nama-dheyya  5  299 
授與 paccudhara  〔迦 綠那 衣の〕 5  294*,  297° 
頌文 ① udana 自 說, 無 問 自設， 自 fg, 感興 語, 

優 陀那） 37  435，  437，  443 ② kavika は 19 148 
壽 ayu  (壽 命） 3  388，  389  ； 10 17; 12 184  ； 

14  223  ； 19  42,  43,  55,  56,  65,  66,  67 
壽行 Syu-saiikhara  (壽 命の 素因， 生命の 素因） 

10 17, 18  ；  21 260,  262  ；  58  338  ；  59 上 353， 

354;  64  490 
壽 成就 5yu-sampatti  59 下 202 
き盡死 ayukkhaya-marana  64 126 
壽盡 による 死 ayukkhayena  maranam  63  2 
〔壽, 援， 識の三 法〕 10 18 
壽と援 と識 ayu,  usma,  vinnana  7  384,388 
壽命 ① ayu  (壽） 8  85*,  95, 188  ； 12 184, 185 


(410) 


壽， 聚， 誦， m, 樹ー ジ ュ 


② Ayu  〔經〕 （一 )( 二） 12 183, 184 
〔壽命 延長； 四 神 足の 功德〕 8  95 
壽 命の 素因 ayu-saihkhSra    (壽 行， 生命の 素 

因） 7  76,  78,  86 
〔壽 命の 短 なること〕 34 122,  129;  35  41; 37 

409;  63 13;  64  348 
壽 命の 滅盡 §yu-saihkhaya  (壽盡 ） 25 127 
壽命 を留む jivita-samknaram  adhititthati 

7  66，  67 

壽量 ayuppamSija  (年 壽） 17  345*; 18  223, 

224，  225;  47 189°*;  65(11)  42°* 
〔壽 量と 諸 天〕 17  345;  21 147,  154,  161，  169; 

47 189  ；  57  272 ；  65(11 1  ^2 
壽を 益す る ayussa  〔五 法〕 19  202,  203 
壽を 損する anayussa  〔五 法〕 19  202 
聚 r お i  〔三種； 正定, 邪定, 不定〕 8  296 
聚會 ① sariigaha  (攝， 集合） 〔九 種〕 5  383 ② 
sanganika    (衆き， 衆 居， 衆： こ雜 る， 衆 中に 交 
る， 衆と 雜處 する こと， 伴侶） 3  81; 4  2,  385, 
386;  21 204,  205 
聚會住 sanganika-vihara  21 309 
聚 會を樂 しむ 者 saAgaijikamma  (衆 居を樂 
ふ もの, 衆會 の樂, 衆 愛樂， 衆に 雜るを 好む） 21 
109,  110,  114, 115 
聚 思惟 kalapa-sammasana  64  319,  320 
〔聚 思惟に 關 する 聖典〕 64  320 
聚沫 phena-pinda  (泡 團， 泡沫） 14  219,  220 
聚沫の 如し phepapiijc^Opama 14  222 
〔聚 沫の譬 Bii〕 14  219  ；  25  416  ；  43  240  ；  44  304 
聚落 ① g5ma  (村, 村落， 村里, 村邑） 1 336  ；  2 
101,  208,  263;  6 122 ② nigama  (町） 9 189 
聚落 主 gamam  (村長） 4  443，  444  ； 16 上 1* 
聚落 主相應 Gamani-saihyutta 16 上 1°,  '5 
① 聚落の 近くに S し ② 聚落の 邊に 住する 〔人〕 
gamanta-viharin  (村落 住 者） ① 9  46 ② 20 
150 

聚落 論 1' gama-katha  (村 論， 村里 論' 村落の 
話， 部落 論） 〔無用 論の 一〕 2  260;  8  48 ② 
nigama-katha  (町 論， 村里 論， 町村 論， 町村の 
話） 〔無用 論の 一〕 3  333; 10  358; 16 下 337; 
22 下 22 

-  ( 


〔聚落 を 行く 者の 臂喻一 宿命 智〕 6 122，  9  482; 
11 上 25 

誦經 ① uddesa  (諷誦， 說， 說戒， 讀誦， 讚誦 法） 

2  524 ② sajjMya  (讀 誦， mm 12  350 
誦經 (法） Sajjhaya  or  Dhamma 1 徑〕 12  350 
誦經者 suttantika  (經師 ，經 家， 經學 〔者〕） 1 

268,  4 118 
誦經す uddisati  (誦す） 2  469 
誦經 比丘 suttantika-bhikkhu  4 118 
誦呪者 man は jjhSyaka  9  488,  489 
誦出者 bhaijika  (善設 法 者） 2  412,  413,  468 
誦出法 paccabattha  5  314 
誦す uddisati  (誦經 す） 3 183 
誦道 vacana-magga  50  430 
〔誦 頃の 五 失〕 19  347 

誦 法師 dhamma-bhSnaka  (說、 法師） 61 39 
儒 童 ① mSijava  (孺 童， 學童， 摩納） 7  379，  380 

② m5ijavaka  6  291*  ；  23  99 
樹 ① rukkha  (木， 樹木） 〔四 種.〕 18 194 ② 

vanappati 1 83 ③ Rukkha  〔經〕 16 上 222, 

291 (一) 一 (四） 16 下 69 - 71 
樹果 rukkha-phala  4  37；  9  239,  240; 10 

128  ； 19 134, 136  ；  25  414  ；  42  9  ；  44  464 
〔樹果 の 落つ る譬 喻〕 11 上 99;  25  256 
①樹果 の 喩 ②樹果 の 如く ③樹果 に へられ 

rukkha-phalupama ① 2  212；  9  239，  240; 

② 4  37 ③ 25  414 
〔樹果 の譬卩 1〕 10 127。 ； 19 134;  42  9;  44  464 
樹幹 bandhana  (接 目， 結節） 11 上 331 
〔樹幹より 落ちた る 黄葉の 譬喻〕 11 上 331 
樹下 rukkha-mUla  (樹拫 ，樹の 根） 1 340;  2 
66  ；  3  222，  291, 496  ；  4  225,  319  ；  6 106  ；  7 
336  ；  8  61 ； 9  324,  467,  476  ； 10  97,  244,  245  ； 
11 上 350; 11 下 17, 136,  137,  164,  439; 16 下 
181,  184*  ； 17  396  ； 18  49,  366  ； 19 127, 138, 
150  ；  22 上 139，  353*  ；  22 下 13, 14， 125,  294， 
296;  23 113*,  355;  40  286°  ；  42  38， 100, 
212  ；  43 137，  184,  337  ；  47  448，  462  ；  59 下 
263;  63  76，  81, 83 
① 樹下坐 ② 樹 下座 rukkhamula-senasana 
① 3 164;  21 112 ② 3 102 


ジュ 一樹, 孺， 囚, 收 


樹下坐 行者 rukkhamUlika  (樹下 住 者） 9  488， 
489; 19  307 

樹下住 支 rukkhamQlikaiiga  44  283;  59 下 
248;  62 119，  122,  146°* 

① 樹下住 者 ② 樹下 〔住 者〕 rukkhamnlika 
(樹下 坐 行者） 1^ 1 288  ；  5  223，  325  ； 11 下 26, 
27;  25  263;  33  208;  43  330;  44  450;  47 
371，  464;  59 下 204;  62  48， 122, 146 ② 4 
302; 11 上 10  〔五 種〕 47  371， 464 

樹香 sSra-gandha  '：樹 心 香， 核 香, 髓香） 11 上 
356 

樹膠 jatu  (樹脂） 2  423 
樹膠生 支 jatu-maUhaka  2  423;  5  85， 100， 
125 

樹膠錢 jatu-mSsaka 1 402，  405 

①樹 根き 樹の拫 rukkha-mtila  (樹 下） ① 7 
256  (^46  346,  357° 

樹枝 Sakha  〔童子〕 33  253,  256* 

〔樹 枝に 棲める 獸の SniO  36 195 

樹脂 1 jatu  (樹 膠） 3  360  ；  4 1 了 7,  205*  ；  47 
442  2  niyyasa  63  268 

樹脂 製 jatu-maya  2  423 

樹脂 藥 jatu-bhesajja  3  357° 

樹株 1<11§1；111(木株,株，代，切株，杌株，橛）3  333 

樹 種子 khandha-Mja  (埜 種, 埜の 種子， 幹 よ り 
生ずる 種子） 8  56,  59 

樹心 sara  (堅 實， 髓， 實， 眞髓， 堅木， 核心， 心材） 
15 153， 161 

樹心香 sara-gandha  (：樹 香， 核 香， 髓香） 14 
405*  ； 17  368 

樹神 rukkha-devata  2  53; 10  32，  33;  28 
327,  328,  329,  429  ；  29  293,  294,  300,  301， 
316，  318,  323,  440*  ；  30 174,  252，  272，  273, 
305;  31 141,  188,  220,  293，  342*,  360*;  32 
64，  93*;  34 114*,  377;  35 187，  189，  190, 
394  ;  37 161,  284*;  59 上 349，  350 

樹 神と 黑 3 師子 rukkha-devata  kala-siha 
37 161 

〔樹 神と ft 子, 虎〕 31 141 

〔樹神 は 王に 忠告〕 35  395 

樹相 rukkha-nimitta  3 188 


樹提 T'Joti  (火 天） 〔天〕 7  291 ② Jotika 
(錠 底迦， 殊提） 〔居士， 長壽の 父〕 16 下 223 

澍 提陀娑 Jotid お a  〔比〕 25 147 

樹茸 siikara-maddava  (栴 檀樹 耳， 旃檀樹 耳, 
茸） 59 上 353,  368 

樹皮 T  taca  (皮， 皮材） 8  63;  9  344,  352，  356 
^  vaka  4 199 

樹皮 衣 CD  tiritaka  4  398  ； 17  395,  489  ； 18 
361 ② potthaka  (マ 力 チ纖 維織） 3  532，  533  ； 
17  405，  406,  407  ；  47  406,  407,  443 ③ vSka- 
cira  (樹皮の 衣， 結 樹皮 衣， 跋拘草 衣， 木皮 衣〉 
6  238  ；  8  53  ； 10  35,  92  ；  27  36;  28 14， 15， 
20，  22,  24;  36  36;  41 223，  224，  226 

〔樹皮 衣の 譬 喻〕 17  405  ；  47  406 

樹皮 衣 nl; 人 potthakupama  puggala  〔三種〕 
47  364,  405° 

樹皮 衣 を 著た る婆醯 Bahiya-DSruciriya 
〔比〕 23  93*  ； 〔17  35〕 

樹皮 队褥 v§ka-bhisi  2  63 

樹皮 香 taca-gandha 14  405* 

樹皮の 衣 v5ka-cira  〔樹皮 衣， 木皮 衣， 結 樹皮 
衣， 践拘草 衣） 9 128;  26  412 

樹膚香 pheggu-gandha 14  405* 

樹法本 生物 語 Rukkhadhamma-jataka 
(七 四） 29 131°' 

樹品 Rukkha-vagga 13 118 

樹無 思の 間 Rukkhanarii  acetana-panho 
59 上 348 

樹木 1 bhatagSma  (草木） 6  6,  7，  96，  97 ②' 

rukkha  (樹， 木） 4 162 
〔樹木と 種子の 譬 ミ〕 59 上 107 
樹木の 例 rukkhQpama  (樹喻 ） 39  84 
樹 n|i 人 rukkhupama  puggala  (樹 に喩 ふべ 

き 補特伽 羅） 〔四 種〕 47  368，  438 
樹 葉伽褥 pappa-bhisi  2  63 
孺童 ① mSijava  (儒 童, 學童, 摩納） 3  5  ；  4  430 

② manavaka  3 147, 149 ③ kumara  (童子 >^ 

兒童） 3  42 

囚人の 釋放 bamdhana-mokha  63  (III)  58 
〔囚人の 臂 it〕  6 108;  9  478 
收益 aya 12 100 


(412) 


收， 秀, 周， 宗, 洲, 秋， 臭, 執ーシ ユウ 


收獲 時， sassa-kala  2  428 
收稅官 yuta  65  (III)  5 
收藏す patisSmeti  2 195 
收藏人 nidahaka  3  495,  496 
收入 bhoga    (俸祿, 財， 財產, 財 富， 財物, 貨財, 
富） 6 175* 

收縛 bandhana  (縛， 繁縛， 結 縛, 繩縛， 拘束） 
20  98,  99 

收了心 saiikhit は- citta  (略 心， 攝心， 沈懇の 心, 
凝湛 せる 心） 49  20 

①秀 ii なり ②秀 妙なる 哉 abhikkaiUam  (奇 
なる 哉， 偉 な る 哉， 希有な り， 妙 な る 哉, 鋒 勝 な 
るかな， 殊妙 な り ， 微妙な る 哉， 甚奇 な り， 超 勝 
なり， 勝れた る， 善き 哉） ① 6 186 ② 16 上 3, 
6,  9* 

周圓堂 11131?(^&1&-111さ13(圓形尖頭の屋舍,假屋, 

講堂, 周廊） 15  427 
周陀 Cunda ① （周那 ，純 陀=大 周那） 〔沙 彌， 

比， 尼 乾 子の 死後 その 徒 分裂せ しこと を 阿難 

に吿 ぐ〕 8 150* ② 〔經〕 22 上 264 
周那 Cunda  (周 陀, 純 陀=大 周那） 〔沙彌 ，佛の 

侍者， 比〕 11 上 317，  318;  33  346 
周邊 pariyanta  〔四 種〕 43  364 
周邊行 pariyanta-cann  24  366 
周邊語 samanta-jappana  (なぞ かけ) 42  340; 

43  332  ；  44  452 
周 羅財官 本 生物 語 CullakaseUhi-ja は ka 

(四） 28  234° 
周羅 須摩那 Cti!a-suniana  〔比〕 64  365 
周 羅純陀 Cii!a-cunda  (= 純陀） 〔舍利 弗の 實 

弟, 沙彌 にて 漏盡〕 26 184 
周 羅提婆 Ca!adeva  〔相承 比丘〕 65  (I)  80 
周 羅婆耶 Cti!abhaya  (小 無畏） 〔相承 比丘〕 

65  (I)  80 

① 周 羅槃特 周 羅槃陀 ③ 周羅 半託迹 Cula- 
panthaka  (周 利 槃特, 周 梨 樂特, 朱 利 槃特， 朱 
荼半 託迦， 小路） 〔比〕 ① 28  234* ② 26 105 
③ 25  221 〔傳 記〕 25  221; 28  234  〔譬 經〕 
26 105 

①周 利槃特 ②周 梨藥特 Cma-panthaka  (周 
羅 槃特， 周羅半 託迦， 朱 利 樂特， 朱荼半 託迦， 小 


路） 〔比〕 ① 2  86*;  5  26;  23 183;  63  323* 
② 34 146  ；  59 上 344  ；  59 下 261 〔比丘尼 を敎 
誡 して 第二 十二 波 速提， 日 沒戒を 犯す〕 2  86* 
〔坐 禪專念 を緣と して 佛の 優陀那 あり〕 23 183 
〔神 變〕 63  323* 

周 節 mandala-mala  (周圓 堂， E 形 尖 頭の 屋 
舍， 講堂, 假屋） 6  77 

宗義 samaya  27  436 

宗教 的 義務 brahma-cariya  (梵 行） 25 ゆ， 66， 
86 

宗祖 tittha-kara  (祖師， 派祖， 外道 師， 外道 主， 

一派の 開祖, 敎祖， 救濟 者） 24 186， 187 
宗徒 pakkha  (黨 友） 3 180 
宗派 (T,  nikaya  (部， 部 派） 60  280 ② 

pasamda,  prasaihda,  pasada  (外道) 65  (III) 

12， 18，  27，  28,  31, 60，  63 
〔宗派の 和合〕 65  (III)  27 
①洲 1>洲 港 dipa  (島， 休息所， 庇護 所） ① 17 

252,  253;  23  21 ② 24  414,  415,  434;  43 11, 

15,  273;  44  221*,  372 
秋季 sarada  (秋） 64  342 
〔秋季の 降雨の 譬喩〕 20  355 
秋 時 ① sarada-samaya  9  390,  391 ； 10  48; 

11 上 44，  45  ；  22 上 237 ② sSradika  3  353, 

354 

臭穢 ① asuci  (不 淨， 不淨 物） 7  374 ② Sma- 

gandha  (腥） 7  256*,  257°  ；  24  90* 
臭截經 Amagandha-sutta  24  89°,  93 
臭 口 鬼 事 PQtimukha-petavatthu  25  2 
臭 身 puti-kaya  22 上 37 
①臭蔓 ②臭氣 蔓草 pmi-la ほ 〔草〕 ① 24 11 

② 62  362 
執 adaya  3 118，  119,  615 
執 已執ニ 法 Paramasa-ceva-paramattha- 

duka  53  416° 
執 已執ニ 法 善 三 法 paramasaparamattha- 

duka-kusalattika  55 197 
執 已執法 paramasa  ceva  para  mat  tha 

dhamma    (取 見所 取 見 法， 取 著 法に して 已取 

著なる） 53  416* 
〔執 已執法 等の 緣關 係〕 53  416 


シ ュ ゥ —執 


執 S    gaha  31 191 
執劍 sattliadana i 執刀， 執 兵器） 7  7* 
執行 kiriyS  (業, 听作， 听應 作） 5  243,  266, 
274 

執作婦 kamma-kari 1 236* 
執 三 杖 〔者〕 tedaij が ka  〔外道〕 19  387 
執師子 Sihala セィ 口 ン島， 師 子國， 師子 風） 
61 353 

執事 人 veyyavacca-kara 1 373 

執 待 ① abhinivesa  (現 貪， 傾， 思慕） 11 下 10* 
② upaggaijha  59 上 73*  3)  gahana  (捉， 捉 
へ， 把持） 9  452  4)  pariggaha  (執著， 遍取， 
愛 著， 著， 攝受） 8  378  5：^  palibodha  (執 受， 
障 凝） 5  294* 

執著 ① apekkha    (期待） 7 192* 1 a lava 

(阿頼耶, 愛, 愛 著， 愛 著 心， 愛恣， 听 執處' 9  339， 
340;  23  81 3)  asatti 12  370  ®  upadana 
(取， 取 著， 執 取:） 22 上 356 ⑤ nivesanS  (住 著) 
44 114  D  pariggaha  (執 持， 遍取， 愛 著， 著， 
攝受） 22 上 76  .5)  visattika  (愛 著， 縛 著， 染著， 
纏綿） 12  2  ；  23  213 ⑧ Saiigayha  〔經〕 15 
201 

執著 現 貪 maySbhinivesa  (執 住 著） 40  53，  75， 
77，  338 

執著 心 saratta-cina 15 119， 121 
執著す oliyati  23  291 

執著の 證 upadanakkhaya    (取 盡， 取の 盡， 取 

の滅） 23  327 
執著 深く    viniviUha 17  323 
執著 論者 nivissa-vadin  24  349 
執联 ① up^ana  (取， 取 著， 執著） 15 145， 175 

② samuggahka  (取 著） 43 107 ③ 

Upadanam  〔經〕 15 145  (1)  Upadaya  〔經〕 

15 138 

執 取 〔戒〕 pammattha  (已取 著， 巳 執, ） 62  29 
執 取すべき 法 upadaniya  dhamma  (听 取の 

法, 順 取 法， 取 法） 15 145, 175 
執 取な く    anupada  (無 取 著） 6  20* 
執受 palibodha  '執 持， 障礙） 3  466 
執 受有取 upadinnupadaniya    (已 取听 取, 已 

M.mm  47  230 


執受色 upgdii;iija-riipa  i: 已取 色、 65  (II) り 4, 
74 

執 住 著 SlaySbhinivesa  (執著 現 貪） 64  355， 
465 

執 杖 dap さ adana  7  7*  ;  8  378;  22 上 76 
執杖經 Attada ひ (Ja-sut は 24  357°，  362;  37 
160, 163 

執杖經 の義釋 Attadandasutta-niddesa  43 
229，  299 

執 杖 者 Dandapani  ニ釋 氏： 9 192 
執 杖 〔道 者〕 latthi-hattha  25  384 
執 相 應ニ法 Paramasasampayutta-duka  53 
400° 

執 相 應ニ法 善 三 法 
paramasasampayuttaduka-kusalattiKa  55 
196 

執 相應法 paramasa-sampayutta  dhamma 
(取 見相應 法， 取 著相應 法， 異取 相應法 ) 53  400* 

〔執 相應法 等の 緣關 係〕 53  400 

執刀 satthadana  (執 劍， 執 兵器'） 22 上 76 

執刀 者 sattha-hSraka  (剌客 ） 11 下 384; 16 下 
194 

執 二 法 Paramasa-duka  53  383°,  416,  418 
執 二 法 善 三 法 paramasaduka-kusalattika 
55 193 

執念 〔者〕 abhisaiigin  9 161 
執 不相應 已執ニ 法 Paramasavippayutta- 
paramattha-duka  53  419° 

執 不相應 已執ニ 法 善 三 法 
paramasavippayutta-paramatthaduka- 

kusalattika  55 199 
執 不相應 已執法 paramasa-vippayutta 

paramattha  dhamma  (取 著 不相應 法に して 

已取 著なる） 53  419 
〔執 不相應 已執法 等の 緣關 係〕 53  419 
執 不相應 非 已執法 paramasa-vippayutta- 

aparamattha  dhamma  (取 著 不相應 法に し 

て 不已取 著なる） 53  419 
執 不相應 法 paramasa-vippayutta  dhamma 

(取 見 不相應 法， 取 著 不相應 法） 53  400* 
執 兵器 satthadana  (執 劍， 執刀） 8  378 


(414) 


執, 羞, 莠, 終， 習， 集ーシ ユウ 


執 法 parSmSsa  dhamma  ('取 見 法， 取 著 法） 

53  383"^  ；  56  203,  363  … ' ： 

〔執 法 • 非 執 法の 緣關 係〕 53  383  '  '  ：■ 

執 勘なる 妄取 thamasa  paramaso 14  72 
羞愧 maiiku-bhCita  (愧# 、者） 3 160,  399 
羞愧す maiiku  hoti  3 160, 161 
羞恥 sarajjamana  22 上 13 
莠 ① saka  (サ— 力） 〔樹〕 6  238* ② . . .. 

karandava  iUm  21 25*  @  Karandava 
' 〔經〕 21 25  • 
終極 ① anta  (邊， 終邊， 極端， 極邊, 有邊） 16 上 

89 ② Antam  〔經〕 16 上 89 
終極に 達する の 道 antagSmi  magga 16 上 

89 

終身 〔戒〕 apana-kotika  62  26 
終鲁 panyosana-kalyana  62  8 
終息 vQpasama  (靜 止， 鎭靜） 5  314 
終點 koU  42  29， 137，  241,  309;  44  89， 126, 
257 

終邊 anta  (終極， 邊， 極端， 極邊， 有邊） 42  29, 

137，  241,  309;  44  89， 126，  257 
終末 osana  43  244 

習氣 ① vasana  (熏 習） 62  394;  64  469 ② 

samvasana  50  383 
習 行 asevana  64  421 
習行緣 お evana-paccaya  (修 習緣， 習熟 緣） 
■  〔二 十四 緣の 一： 62  271,  327;  64 180，  188°  ； 
65  (II)  71 
習字 lekha  (書， 書簡， 書寫） 59 上 121 
習修習 asevana-bhavana  40  47,  50° 
習熟 緣 asevana-paccaya  (習 行緣， 修 習緣） 

〔二十 四緣の 一〕 58  266,  267,  427 
習熟 緣性 asevana-paccayata  58  427* 
習熟 緣論 Asevanapaccaya-katha  58  427° 
集 ① samudaya  (生起， 集 起， 因緣， 起因） 3 
28,  29，  320  ；  6  20*,  42，  66,  399  ；  7  4*，  23*  ； 
11 上 309; 13 16*，  52*,  119*  348，  349; 16 下 
2*,  22*，  26*;  43  2,  5  ；  48 上 8,  21; 64 111, 
112°,  148,  174，  354，  460* ② samuccaya  5 
193 ③ Samudaya  〔經〕 14  311,  315,  318 ④ 
Samudayo  〔經〕 （一) (二） 14 130,  272 


集會 ① parisa   (衆, 衆 f  ，會， 會衆， 民衆,： If 
處） 4  289;  25  274,  278 ② sabha  (^^所， 
公 貪 ，會堂 ，法 庭） 12  314,  315 ③ samaya 
(會） 1 371 ； 12  37 

集 翁 所 ① upaUhSna-s5 ほ〜 次 項 sabha 
〜次次 項 

① 集會听 ② 集會堂 upatth§na-s§ ほ （勤行 堂, 
侍者 堂, 講堂） ① 42 100，  341; 43 184，  354; 
44  453,  470,  486  ；  62  49 ② 2  66  ； 11 下 251 ； 
23 100 

①集會 所②集 會處③ 集會堂 sabi ほ （集 會, 
公會， 會堂, 法 庭） ① 1 254，  337 ② 10  3，  6 ③ 
12  301，  302,  314,  349  ；  39  61, 62 

集會處 'ぼ) parisa  (集 會， 會， 會衆， 衆， 衆 會） 8 
49，  50 ② sabha 〜 前項 

① 集會場 ② 集會堂 sannisajja ぼ 3  333;  4 

' 266 ② 1 108 

集會中 羞恥 怖 畏 parisaya  sarajja-bhayaih 
(衆 中に て 臆する 怖畏, 集 恐怖 畏， 會 衆の 怖畏， 
怯 衆 怖） 22 上 21 

集會堂 ① mai?(^apa  (假 堂， 假屋, 廷堂， 天幕， 
曼陀 婆） 30 107;  65  (I) 15 ② santhagSra 
(公會 堂， 會議 所， 會堂， 斷事 堂， 祠壇） 15  286, 
287,  288 ③ sabha 〜集會 所 ④ sannisajja 〜 
集會場 

集 起 ① samudaya  (集, 生起， 因緣， 起卽 16 上 
419，  420;  22 上 294 ② sambhSra  (資糧 ，原 
因） 5  258,  259，  265,  296 ③ Samudaya  〔經〕 
16 上 419 

集 恐怖 畏 parisasarajja-bhaya    (衆 中: こて 臆 
する 怖畏， 集會中 羞恥 怖 畏， 會 衆の 怖 畏， 怯 衆 
怖） 47 115 
集犍度 Samuccayakkhandhaka  4  59° 
集合 saiigaha  (聚 會， 攝， 攝受） 5  299 
集合 章 Samuccaya-vSra  5  81, 88， 138, 145 
集合 病 sannip§tika  abadha  (和合 生の 諸 病） 
42 17,  24，  67,  381 ； 43 165，  178,  237,  336， 
340;  44  23,  95,  372，  416;  59 下 148，  151， 
157 

集 心事 sangaha-pada  8 156 

集積せ る 血 sannici は- lohita  63  61， 62,  268 


(415) 


シ-ゥ —集， 愁, 車)^, 輯， 醜， 鹙, 鷲， 十 


集諦 samudaya-sacca  48 上 307*  ；  58  9*  ；  62 
399，  400;  64 113°,  144*,  359,  371 

集- 智 samudaye  nanam  〔四智 の一〕 8  305; 
13  82*  ；  40  5, 198  ；  64 144 

集籌法 sa ほ ka-gSha  (行 籌） 〔三種〕 5  205, 
235 

〔集の 解釋〕 64 132° 

集 法 ① samudaya-dhamma  3  21, 22,  23,  28  ； 
4  240; 14  267*,  312,  315,  318; 16 上 417， 
418  ； 16 下 156* ② Samudayadhamma 
〔經〕 （一) (二) (三） 14  267,  269,  270 

集 iHO 去 samudayavaya-dhamma 14  267*  ； 
16 上 417，  418; 16 下 156* 

愁 ① soka  (憂， 憂患， 憂愁） 11 上 143*  ； 13  2*  ； 
40 17*,  62°,  110;  42 192°  ；  43  2°,  247;  44 
103°,  117°  ；  46 126°,  183°  ；  64 127°,  129， 
132, 173 ② upayasa  (惱， 煩勞， 失望， 絕望, 悶） 
11 下 352。 

愁箭 soka-salla  (薆 箭， 愁ひ 0 箭） 43  247°,  252 
愁悲 苦' S 惱は 苦な り soka-parideva-dukkha 

domanassupayasa  dukkha 16 下 340 
愁法 soka-dhamma  (憂の 法） 9  293*  ；  41 193* 
U   kubbara  21 54，  56 
輯錄 saiigaha  (攝） 60  34 
醜惡 1)  duddassika  (怪 |i)  4 139 ② 

dubbanna  (醜 陋, 惡色, 麗色無 し， 顔貌 tt 悴） 

11 上 161 
〔醜女 王妃と なる〕 29  311 
醜女 卜占 女 Mamgulitthi  ikkhanitthi  〔經〕 

13  383 

醜陋 1: dubbanna  (惡 色， 麗色無 し, 顔貌 憶悴， 

醜惡） 11 下 275*  ； 12  412,  413  ； 13  413 ② 

Dubbanniya  〔經〕 12  412 
mm ① kofica  (紫, 蒼 紫， 白鷺， 鶴） 27  53, 105 

② saiika  (舍 利， 舍羅， 賴, 百舌鳥） 65  (III)  57 
驚 峰 山 GijjhaktHa     鷲 山， 耆閣崛 山、 9 155， 

340; 10  333; 17  298,  388,  389; 18 126;  20 

82, 117,  128,  130, 139 
十惡 dasa  papakani  41 397 
〔十一 王 章〕 60  380 

十一 渴集 Ekadasa-nipa は ① 〔長老 經〕 25 


226° ② 〔長老 尼 偈經〕 25  37r 
十一 種功德 ekadasanisamsa  〔慈心 解脫の T 
22 下 322 

十— 種色蘊 ekadasavidhena  rilpakkhandh ひ 
46  22 

i — 氆色聚 ekadasavidhena  rupa-sangaho 
45 186,  261 

十一 集 Ekadasaka-nip§ta  22 下 276°,  352; 
62  449 

十一 難 ekadasa  vyasanani  〔誹 誇の 報〕 .22 下 
287 

十一 法 ekadasaka  5  239 

①十 一法 を 具足す る 比丘 ②十一 法 を 成就せ る 

上 匕 丘 ekadasahi  dhammehi  samannagato 

bhikkhu  J  9  384,  387 ② 22 下 330，  334,  348 
十一 欲 有 ekadasa  kama-bhava  44  346 
十 有學カ dasa  sekha-balani  41 107 
十 依 dasa  upadhi 〔愛， 見， 煩惱， 業， 惡行， 食， 

瞋恚， 四 取界, 六 内處， 六識 身〕 44  98° 
十 依 S 法 dasa  natha-karana  dhamma  (十 

救護 事 法） 8  347,  379 
十 王 章 Dasarajaka  61 18;  〔60  370〕 
①十 王法 D 十の 王法 dasa  raja-dhamma 

(p28  509;  61.112，  130，  544 ② 34 19，  56, 

59°,  91， 420;  35  48;  37  94°,  345,  449;  〔38 

62。〕 

十應 稱讚處 dasa  pasamsani  thanani  22 下 
23 

十 可 喜 法 dasa  pasadanij^a  dhamma 11 上 
364 

十 過失 dasa  adinava  〔入 王宮〕 2  252;  22 上 
316 

十戒 dasa  silani  62  33 

十戒 文 Dasa-sikkhapada  〔小 誦經〕 23 1° 

十 害心 事 dasa  kilesa-vatthuni  (十 煩惱 事， 十 

染事 = 十 煩惱） 47  64， 139 
十觀智 dasa  vipassana-nanani  65  (II)  82 
〔十 兄弟 力士の 物語〕 33  323 
十 行 相 dasa  akara  〔签 觀〕 44  305 
十 行 欲 人 dasa  kama-Dhogi 22 下 8b 
十九 異熟識 ekunavisati  vipaka-vinnanank 


(416) 


十一 ジ ユウ 


64  42，  46 

十九 種の 觀察智 ekQnavisatibheda- 

paccavekkhana-nana  63 113 
〔十九の 觀察〕 64  433° 

十 功 if、   dasa  anisamsa  〔身 念の〕 11 下 110 
十 救護 事 法 dasa  natha-karana  dhamma 

(十 依 因 法） 22 上 238，  241 
十 具足 dasabhi  upeto  (= 十無學 法） 3  69 
十揭集 Dasa-nipSta  〔長老 渴經〕 25  215° 
十 結 dasa  samyojanani ① 〔經 听說； 五上 分 
結 と 五 下 分 結 ； 有 身 見， 疑， 戒禁 取， 欲 貪， 瞋恚， 
色 貪， 無色 貪， 慢， 掉擧， 無明〕 22 上 227;  65 
(II)  63 ② 〔論 听說 ； 欲 貪， 瞋恚， 慢， 見， 疑， 戒禁 
取， 有 貪， 嫉 ，慳， 無明〕 40  214;  44  466,  498; 
45  289°,  367;  47  64， 139;  65  (II)  63 
〔十 結〕 64  446，  449 

① 十 嫌 恨事 ② 十 嫌 事 dasa  aghata-vatthuni 
① 22 下 49;  46 107  fD40  214;  [43  259〕 

十 嫌 恨 調伏 dasa  aghata-pativinaya  22 下： 
50 

① 十五 曰自恣 ② 十五 日布薩 pannarasika 

①  5  210 ② 5  210 

十五 日食 pakkhika  (半月 食， 月 分 食） 3 102, 

163  ；  4  268 
〔十五夜の 月の 12  405;  25 177，  333 
十 居 dasa-vasa  3  69 
十 業 道 Dasa-kammapathS  〔經〕 13  245 
•C 十三 王 章〕 60  400 

十三 偈集 Terasa-nipa は 〔長老 偈經〕 25  232° 
十三 首 terasa  sisani  40 168  ；  41 185 
十三 重罪 terasa  garukapatti 59 下 160 
① 十三 f 曾殘 ② 十三 ft 伽 胝施沙 terasa 
samghadisesa  [ijl  185°,  313;  2  49,  202， 
336;  3 199，  303;  4  431; 5 11, 56,  350,  351 

②  65  (I) 19;  〔5  7,  54〕 

'① 十三 頭陀 ② 十三 頭陀行 terasa 

dhutangani  (十三 頭陀 支） ① 31 299 ② 28 
306  ；  〔5  223，  325  ；  25  262  ；  44  282〕 

十三 頭陀支 ① terasa  dhutanga-guna  (〜十 
三頭陀 分） 33  98  (D  terasa  dhutangani 
< 十三 頭陀， 十三 頭陀 行） 62 118°*, 162  〔語義〕 


62 119° 

十三 頭陀分 terasa  dhuta-guna  (〜十三 頭陀 

支） 59 下 63,  238,  239,  248°* 
十 支 ① dasa  aiigani  〔良馬 具足〕 10  253 ② 

Dasariga  〔經〕 13  246 
十支戒 dasaiiga-sila  59 下 190 
十き M 務 cuddasa  khandhaka-vattani  33 

97 

〔 十四 行 相よ りの 心の 調練〕 63  301 
-' 十四 偈集 Cuddasa-nipata  〔長老 偈經〕 25 
235° 

十四 食 cuddasa  bhattani  62 131 

〔十四 章 法 勅〕 65  (III)  r 

〔十四 心 作用〕 65  (II)  22 

① 十四日 自恣② 十四日 布薩 catuddasika 

① 5  210 ② 5  210 
十四 佛智 cuddasa  buddha-nanani  40  219, 

366;  41 283;  59 下 122 
十剌 dasa  kantaka  22 下 30 
十字路 ① catummahapatha  (四 衢大 街， 四衝 

道， 四 通の 公道， 四 大道） 19  57 ② siiighStaka 

(四 衝， 四衢 道， 四大衢 街路, 街衢， 四 辻， 衢） 2 

287 

十 事 dasa  vatthuni  〔第二 結集の 非 法〕 4  439, 
446，  448，  449,  457°  ；  60  29°,  32°,  33,  36; 
〔60 168〕；  65  (I)  44°  〔確定〕 4  457° 

①十事 ある 邪見 ②十事 邪見 dasa-vatthuka 
miccha-ditthi ① 42  70， 168;  43  247，  324; 
44  53，  395,  455°  ；  64  255 ② 40  214;  47  64, 
140°  ；  〔21 104;  40  242°  ；  45  31°,  342;  47 
97， 108，  389〕 

①十事 ある 邊見 ②十 事邊見 ③十事 邊執見 
dasa-vatthuka  antaggahika  ditthi ① 42 
70, 168  ；  43  247,  324  ；  44  53，  395 ② 47  64， 
140° ③ 40  214  ；  〔45  285,  296，  304,  315  ；  47 
106〕 

十 事の 正 見 dasa-vatthuka  samma-ditthi 

42  286°  ；  [45  342  ；  47  32，  394〕 
十七 行 相 sauarasa  akara  〔念の〕 59 上 170 
十七 群 童子 sattarasa-vaggiya  daraka  3 

129 
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十七 群よ 匕 丘 sattarasa-vaggij-a  bhikKhu i 
139;  2  64,  69, 135,  175,  177,  180，  193,  202, 
231，  233,  235;  4  254,  255;  5  25,  30，  33  〔第 
十五 波 if 提， 第二 坐 6/^ 處戒を 犯す〕 2  64  ： 第 十 
七 波 透提， 牽出 戒ニ關 係す;： 2  69  ： 第三 十七 波 
速提, 非 時 食戒を 犯す〕 2 135  〔指 爍戒 に關係 
す〕 2 175  〔第五 十三 波 Ig 提, 水中 戯戒を 犯す〕 
2 177  〔恐怖 戒: こ關 係〕 2 180  〔隱匿 衣戒: こ關 
係： 2 193  〔第 六十 五 波 il 提， 二十歳 未満 戒を 
犯す〕 2  202  ： 六 群 比丘: こ 打た る， 打 比丘 戒に 
關 係す： 2  231 〔擧 手戒: こ關 係す〕 2  233  〔故 
意戒: こ關 係す〕 2  235  〔六 群 比丘の ために 精 
舍を追 はる〕 4  254,  255 

十七 法 sat ほ rasa  sarhghadisesa 
dhamma  2  359:, 391， 564 

〔十七 怖畏： 59 下 7 

十 車 1 Dasaratha こ 王〕 31 45;  33  391,  394, 
395;  60  22  %  Dasalatha= Dasaratha  ： 王， 
阿育の 孫〕 65  (III  94 
〔十 車 王 刻 文〕 65  (III,  94 
〔十 車 王と 四 人の^〕  33  392 
〔十 車 王の 死と ラーマ 王子の 統治： 33  392 
十 車 王 本 生物 語 Dasaratha-jataka  ''；3 六一） 
33  391° 

(E 十 邪 % 十 邪 性 dasa  micchatta i 8  379 
S  40  43，  214  ；  47  64， 140  ；  〔9  65,  69  ； 16 下 
278  ; 18  389,  391，  394;  22 下 133，  134，  135， 
135,  138,  140,  142,  143,  146,  158*,  189;  42 
115,  204-;  43  358： 
十 邪法 dasa  asaddhamma  22 下 48,  49 
十 衆 可 i 乍 dasavagga-karana  3  557 
〔十 種 事ー歸 6^ 三寶 等: こよる 生 天 者の 殊勝 事〕 
15  419* 

十 種色蕴 dasa-vidhena  rupakkhandho  46  22 
十 種色聚 dasa-vidhena  rupa-sangaho  45 

186,  260 
〔十 種 捨:: 62  317  = 

十 種 姓 法 dasa  gotrabhu-dhamma  64  479 
〔十 a 善業；: 65  (11)  45 

十 種の 安 止 善 巧 dasavidha-appana-kosalla 
63 112 


十 種の 願 dasadha  vara  十の 願望） 39  266, 
267,  270  、 

十 種の 聲 dasa  sadda  7 133, 166 

十湩 O 作意 善 巧 dasadha-manasikara- 
kosalia  63  28,  31°,  39，  256 

十 種の 女人 dasa  itthiyo 1 234° 

十 種の 罵 事 dasa  akkosa-vatthuni  (十 怒 罵 
事！  2  498 

十 種の 婦 dasa  bhariyayo 1 234° 

十 種の 類似 dasa  lesa 1 283 

〔十 種 非^:  59 下 111 

十 集 Dasa-nipS は 22 上 196°  ；  22 下 1°,  275 
十處 das'  ayatanani  8  379  ；  40  38，  203,  370 
〔十 正道〕 （十 無學 法' 9  65,  69; 11 上 35; 18 
389，  392,  394  ;  22 下 133,  134，  135,  136，  138， 
140,  142，  143，  144,  146,  158、  189,  275;  42 
115，  204;  43  358 
〔十 正 法〕 16 下 278 

十 消 法 dasa  niddhamana  dhamma  (十 邪と 

十 正、 22 下 143 
十聖居 dasa  ariya-vasa  8  349,  380;  22 上 

246,  247 

十 障 凝 T  dasa  antaraya  〔王， 賊， 火， 水， 人， 
非人， 猛獸， 蛇， 命, 梵行〕 4  364  ®  dasa 
palibodha  62 184° 
十上經 Dasuttara-suttanta  8  357°  ；  64  423 
十 上 法 dasuttara  8  3of 
十 條整碁 dasa-pada 十目 碁） 43 190;  44  412 
十 If  M  dasa  vivada-mulani 22 ±  312 
十 神通力 dasa  iddhi-balani  (= 十 神變） 41 
109 

十神變 dasa  iddhiyo  (= 十 神通力； 決意， 變 

化， 意听 成， 智 遍滿， 定遍; m 聖， 業報 生， 具 福, 

呪術 听成， 彼 彼處正 加ほ緣 63  310 
十盡事 dasa  nijjara-vatthiini  (十滅 事 = 十 無 

學法） 8  380 
十 隨身法 dasa  kayanugata  dhamma  59 下 

76 

十 隨念 dasa  anussatiyo  (二十 念） 62  221% 
400;  65  、11  78; 〔17  44，  62  ；  40 156;  42 10, 
13;  43 145,  378;  44  42;  57  207,  208〕 〔語 
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義〕 62'  391 

十 隨煩惱 dasa  upakkilesa  44  346;  [41 14〕 

十 千 世界 dasasahassi-lokadhatu  (大千 世界） 
11 下 115;  41 209,  217,  234,  242，  265,  286 
其 他； 59 上 222，  224,  281; 59 下 56,  59，  60, 
107,  111， 252 

十染事 dasa  kilesa-vatthuni  (十 煩惱 事， 十 害 
心事） 40  214 

十 善 dasa  kusalani  41 366 

〔十 善業 者〕 7  372，  375*; 10  44，  45; 11 下 
287°  ； 16 上 12 

〔十 善業 • 十 不善 業〕 6  203 

十 善業 道 dasa  kusala-kammapatha  〔離斷 
生命， 離不與 取， 離 欲 邪 行, 離虚誑 ，離 離間 語， 
離鹿惡 語, 離雜穰 語， 離 貪， 離瞋， 正 見〕 8  349， 
380  ；  22 上 286  ；  32  311 ； 33  355  ；  40 141， 
214  ；  41 397,  419  ； 〔(十 善） 9  75  ； 10  321 ； 18 
386,  391，  393;  22 下 193*- 272  (十 善業) 10 
5" ； 11 上 117，  198，  199，  237，  383; 16 上 70; 
17  492; 18  442;  22 下 213°，  241%  254;  42 
77，  329  ；  43 185,  393  ；  44  260  ；  47  417〕 

十 善の 法 dasa  kusala-dhamma  38  404 

①十相 具足 十 相 成就 dasa- lakkhaija- 
sampa 匪 1)40  274* ② 62  291 

十 想 dasa  sanna  '【' 〔無常， 無我， 不淨, 過 患， 

斷， 離 貪, 滅盡， 一切 世間 不可 樂， 無常， 安般〕 
22 上 353 ② 〔無常， 無我， 死， 食 厭， 一切 世間 不 
可樂， 骨， 蟲瞰， 靑瘀， 穿孔， 腱脹〕 22 上 349; 
22 下 274 ③ 〔不 淨, 死， 食 厭， 一 世間 不可 樂， 
無常， 無常 苦, 苦 無我, 斷， 離 貪， 滅盡〕 8  380; 
22 上 348;  22 下 274; 〔17  61, 62  ；  22 下 274; 
59 下 189〕 

十 想修習 dasa  sanna-bhavana  42  216,  320; 

43 131，  143，  360，  406  ；  44  21 
十 き 殘 dasa  samghaaisesa  5  9d, 143 
ナ it 長 dasa  vaddhi 22 下 32 
十智 dasa  nanani  40 100 
〔十 頭陀 支〕 19  306* 

十 怒 罵 事 dasa  akkosa-vatthuni  (十 種の 罵 
事） 62  53  ；  〔42  325  ；  44  81 ； 45  277,  289, 
295，  299，  3141 


十德 dasa  guna ① 〔菩薩の〕 59 下 108 ② 

〔優 婆 塞の〕 59 上 219  ' 
十 難 dasa  vyasanani  〔誹謗の 報〕 22' 下： 74 
〔十二 緣起〕 （十二 緣起 支） 3 1; 9  78°*,  454'*  ； 
11 下 60; 13  2°,  3°,  60; 16 下 288; 17  286*; 
23  85*;  40 13，  82*,  85。，  191,  226,  314°*; 
42 138;  44  28,  59,  302，  390;  45  336;  46 
180%  185°  ；  58  5;  59 上 103;  64 155°*;  65 
(II)  69°  〔成 道 直後の 順逆 觀〕 3 1;, 23  85* 
〔流轉 と 還滅〕 9  454:460; 11 下 60; 13  2^  ； 
17  286-287 
十二 緣起支 dvSdasa 
paticcasamuppadangani (= 十二支 緣起) 
64  322  〔說 明〕 9  78°  ； 13  3°，  60;  62  395 
〔十二 緣 起と蘊 . 處 • 界 との 攝' 非攝〕 47  226 
〔十二 緣 起と 蘊. 處 • 界 との 相應 • 不 相應〕 47 
264 

〔十二 緣 起と 四 諍〕 13  60,  62，  64,  82;  42  27 
〔十二 緣 起と 譬喻〕 64  277,  278 
〔十二 緣 起の 雜論〕 64  267° 
〔十二 緣 起の 特質〕 64  267° 
〔十二 王 章〕 60  388 

十二 行 相 dvadasa  akara  〔S 觀〕 44  305 
十二 f 易 集 Dvadasa-nipSta  (T- 〔長老 偈經〕 25 

228° ② 〔長老 尼 偶經〕 25  373° 
十二 業 dvadasa  kammani  64  311， 312  .. 
十二支 dvadasa  arigani 65  (II)  70 
十二支 緣起 dvSdasaiiga- 

paticcasamuppada  (= 十二 緣起支 j  59 上 3 
〔十二 事の 智は 出世間な り〕 58  400 
十二 捨墮 dvSdasa  nissaggiya-pacittiya  5 

99 

十二 處 dvadasa-ayatanani 40 167,  174, 
203,  370  ;  41 183;  43  274，  294;  44  41, 346  ； 
45  336;  46  83°*;  47 161,  213*,  357;  48 上 
93°;  57  58, 182，  286;  58 139，  271; 62  400, 
404;  63 155;  64  88°,  290,  322  ；  65  (II)  66; 
「8 125 ； 11 下 263*  ； 15  26;  40 12，  225 ；  57 

. '18*〕 〔解 爆〕 64  88°  〔一切〕 15  26  〔界 繫〕 47 
169*  〔諸 門 分別〕 46  87;  47 196-211 〔觀察 
法〕 64  290  〔諸 有に 於け る 生起〕 48 上 103 
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〔諸 有に 於け る滅： 48 上 190  〔遍 知不遍 知〕 
48 上 292 

〔十二 處 と蘊. 處 '界 との 攝' 非攝〕 47  216 
〔十二 處と蕴 • 處 • 界 との 相應 • 不 相應〕 47  262 

〔十二 處と眼 乃至 法との 相攝關 係〕 48 上 93 
十二 道 支 dvadasa  maggangani  50  349, 
- 393°,  394;  64 190;  65  (II)  64 
十二の 惡 dvadasa  papani  37 132 
十二の 滴 dvadasavattani  (:= 十二 處） 12  45 
十二 不善, し、 dvadasa  akusala-cittani 45 106 

一 122,  349,  351,  356,  373,  383,  392;  〔62  238; 

64  35，  448,  451 ； 65  ID 1, 2〕 
十 如來カ dasa  tathagata-balani  (如來 十 力） 

41 109  ;  42  216,  320;  43 131，  143,  310,  406; 

44  21 ； 59 下 122  ；  ：47 13°  ；  57  298,  302〕 
〔十 念〕 （十隨 念、 17  44,  62;  40 156;  42 10, 13; 

43 145,  378  ；  44  42  ；  57  207,  208 

① 十の 觀の隨 煩 1； 十の 觀隨染 dasa 
vipassanupaKKuesa  T  63 113  2；  64  363 

十の 願望 dasa  vara  (十 種の 願） 41 374 

十 波羅蜜 dasa  paramiyo  28  50，  56， 102，  153, 
156,  166,  210  ;  29 116,  445;  32  224  ;  41 218, 
244，  258,  263,  267,  276,  281，  285,  294,  299 
其 他； 59 上 161; 61 11, 104,  541,  554;  〔28 
38*,  95*;  41 235;  63 197〕 

十 婆羅門 本 生物 語 Dasabr§hmapa-ja は ka 
(四 九 五） 34  399° 

十 縛 dasa  bandhanani  〔出 離の: 59 下 125 

十八 愛行 attharasa  tanha-vicaritani 18 
369,  370;  47  64， 141%  149° 

① 十八 意行 D 十八 意 近 行 aUhSrasa 
manopavicara  r 11 下 296,  297°,  334,  335° 
② 17  284,  285° 

十八 科目の 學 『。3   attharasa  vijjatthanani 
(十八 種學藝 二十 八 學藝' 28  508 

十八 過失 〔ある 情舍〕 aUhSrasa  dosa  62  238 

十八 界 anhSrasa  dhatuyo 11 下 58  ;  40 167, 
174，  204,  370  ;  41 183  ;  44  346;  45  336;  46 
108°  ；  47 161,  213*,  357;  48 上 296°  ；  57  59, 
182,  286  ；  58 139,  271 ； 62  400,  404  ；  63 155  ； 
64  289,  322  ；  65  (II)  66  ；  〔6 105  ； 13  210  ； 


40 12，  225;  57 19*： ： 解擇： 64  95°  〔界 繫〕 

47 169*  〔諸 門 分別〕 46 113;  47 196-211 〔觀 

察 法〕 64  289 
〔十八 界と蕴 • 處 • 界 との 攝' 非攝〕 47  219 
〔十八 界と蘊 • 處 • 界 との 相應 '不 相應〕 47  263 
〔十八 界と眼 乃至 法との 相攝關 係〕 48 上 296 
〔十八 界の譬 64 101, 102 
十八 學藝 attharasa  sippani  (十八 種の 學藝 

= 十八 種學藝 1 31 249,  498;  33  277 
十八 sriSU   attharasa  vyakaranani 14  346 
十八 見纆 attharasa  ditthi-pariyutthanani 

40  227 

十八 種學藝 attharasa  vijjatthanani  (十八 

科目の 學問 = 十八 舉藝、 29 187,  400 
十八 種の 學藝 aUhSrasa  sippani 十八 學藝） 

30 142,  409 
① 十八 受 1： 十八 種受 atthSdasa  vedana 

① 10 179  D 15  347,  352，  357° 
十八 隨煩惱 attharasa  upakkilesa  40  267 
'十八 大觀 attharasa  maha-vipassana  64 

354°,  356,  465 
十八の 組合 atth5rasa  se^iiyo  37  398 
十八 破 事 attharasa  bhedakara-vatthuni 1 

290  . 
十八 部の 天神 attharasa  deva-kulani  65  (I) 

119 

十八 佛法 attharasa  buddna-dhamma  59 上 

9，  238,  403;  59 下 32， 122;  63 197 
十 上 匕 丘 fg"(}in    dasavagga-bhikknusariigha  〔五 

種 ftftn の  一〕 3  555 
十不淨 dasa  asubha  〔觀 法：： 62  221°,  226* 

381，  400;  65  (II)  78;  〔7  340°  ；  40  80, 156; 

59 下 189: 〔諸禪 との 關係〕 45  77 
〔十 不善 業者〕 7  369; 10  42,  43; 11 下 286*; 

16 上 11 

十 不善 業 道 dasa  akusala-kammapatha  〔斷 
生命， 不與 取, 欲 邪 行， 虛誑 語， 離間 語， 麁惡 語, 
雜镜 語， 貪欲， 瞋恚， 邪見〕 8  349,  380  ;  22 上 
280;  33  355;  34  65;  40 141，  214;  47  64， 
139;  59 下 93;  62  414; 〔(十 不善 ， 9  75;  10 
321 ； 18 105，  385,  390,  393  ;  22 下 191*，  210% 
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240°,  250*,  272  (十 不善 業） 8  85,88，  91， 99; 
9  65,  68; 10  3°  ； 11 上 115*，  197,  198，  237, 
380; 16 上 57; 17  492; 18  442;  42  54,  58， 
68,  77,  220，  329;  43 185,  393;  44  260,  456, 
499;  47  416;  50 167;  57 131，  132;  62  90〕 
〔戒 との 關係〕 40  74，  76* 

十遍 dasa  kasinani  (= 十 遍處， 十 遍定） 62 
221°,  222，  226,  227,  400;  64  322 ；  65  (II)  78 

十遍處 dasa  kasinayatanani  (= 十遍, 十遍 
定 ； 地， 水， 火， 風， 靑， 黄， 赤， 白， 識） 8  349, 
379  ； 11 上 18  ；  22 上 269,  288  ；  29  85  ；  40  46  ； 
〔17  60;  40 11, 156,  224；] 

十遍定 dasa  kasina-samapattiyo  (= 十遍， 十 
遍處） 42  216,  320;  43 131,  143,  360，  406; 
44  21 

〔十 遍の雜 論〕 62  347 

十補特 伽羅 dasa  puggala  2'2' 下 36 

〔十 方 諸佛〕 58  412 

〔十〕 方遍満 disa-pnarana  41 53 

十 法 ① dasa-dhamma  (= 十 不善 業） 3  69 ② 
〔身に S す〕 22 上 326 ③ 〔無學 の〕 10  254 ④ 
〔可愛〕 22 下 31 ®  〔法律の 1# 長不 if 長の 因〕 
22 下 54 ⑥ 〔出 離せら るべき〕 22 下 52 ⑦ 
dasaka  5  237 ⑧ Dasa-dhamma  〔經〕 2'2 下 
265 

十法聚 dasadhamma-kalapa  63  277 
十 法 或 就 〔の 沙門〕 dasahi  dhammehi 

samannagato 11 上 31， 35 
十煩惱 dasa  kilesa   (= 十煩惱 事； 貪， 瞋， 癡， 

慢， 見， 疑， 悟 沈， 掉擧， 無惭， 無愧） 65  (II)  63  ； 

〔64  446，  449] 
十 煩惱事 dasa  kilesa-vatthuni  (十 害心 事 = 

十煩惱 ； 貪， 瞋， 癡， 慢， 見， 疑， 惽沈， 掉擧， 無慚， 
無愧） 45  313°,  382;  47  53,  64, 138;  [54 

288〕 

十 無學法 dasa  asekha  dhamma  (十 正道） 
〔無 學の八 正道 及び 正智， 正解 脫〕 8  351， 381 ； 
22 下 144;  40  57; 〔11 上 35;  42 115，  204; 
43  358〕 

十 無學カ dasa  asekha-balani 41 107 

〔十 無 記〕 6  268,  271 ； 9  285,  287  ； 10  222， 


312*; 14  339-345,  418*; 16 上 120°; 16 下 
335; 18  74;  22 上 249;  22 下 100，  109,  113; 
23 194;  40  205,  245;  42  94， 111,  127,  245, 
280;  43  58;  47  51, 106  ;  58  261 ； 59 上 302 

〔十 無 記 一世 間 思惟〕 16 下 378 

十滅事 dasa  nijjara-vatthuni  (十盡 事 = 十 無 
學法） 〔十 邪の 滅〕 22' 下 136;  40  9 

十目 碁 dasa-pada  (十條 盤 碁） 1 303;  4 15;  6 

' 8，  98 

十 利 dasa  attha-vasa  〔制戒 の〕 1 32°，  392  ；  2 

127,  296,  341°  ；  5  3° 
十 力 ① dasa  balani  〔如来の〕 3  69； 13  39, 

40;  29  255;  41 137，  148;  43  309;  59 下 23， 

32，  49,  222,  252;  63 197 ② 〔漏盡 比丘の〕 

22 下 82 ③ Dasaba ほ 〔經〕 13  39，  40 
① 十 力 者 ② 十 力 尊 Dasa-bala  (V)  28 19*  ；  43 

329  ;  44  348;  59 上 9，  238;  59 下 250;  62 

382  ®  25  412;  34 10，  29 其 他； 35  48,  71; 

37  8,  289 其 他； 38  4， 144,  146,  337;  39  264 
①十 力の 持 者 ②十 力の 保持者 

dasabala-dhara,  dasabala-dharm ぶ 62  3 

② 43 159,  312  ；  44  291 
十 力 品 Dasabala-vagga 13  39 
十 漏盡カ dasa  khinasava-balani  41 108 
十六 王 章 So!asar5jaka  61 412 
十六 學童听 問の 結語の 義擇 Solasamanavaka- 

panna-nigama-niddesa  44  325° 
十六 行 相 so!asa  akara  〔四 諦の〕 64  459,  460 
十六 f 易 集 S:)!asa-mp5 は① 〔長老 偈經〕 25  . 

239° ② 〔長老 尼 偈經〕 25  375° 
十六 祭 法 sojasa-parikkhSra  6 191,  197，  210* 
十六 事 ある 安般 念業處 so!asa-vatthuka 

anapana-kammatthana  63  il 
十六 種の 疑惑 solasavidhS  vicikiccha  〔三世 

に關 する〕 64  312，  316;  〔9  9，  460;  43  253; 

64  307〕 

十六 種の 心 solasappabheda-citta  63  376 
〔十六 種の 不厭 足〕 32'  312 
〔十六 種 怖畏〕 43 179 

① 十六 小 地獄 ② 十六 if 地獄 sojasa  ussada- 
niraya  (十六 突起 地獄） ① 29  456;  63 144 


ジ ユウ一 十， 汁, 充， 住 


②  28  337 

① 十六 大國 ② 十六 大地 方 solasa 

maha-janapada i 17  344  ；  21 146%  153, 

160, 169  |；59 下 236 
十六 大夢 solasa  maha-supina  〔拘 薩羅 王の〕 

29 144，  146，  147° 
十六 智行 solasa  nana-cariya  40  3, 163°  ；  64 

483* 

十六 突起 地獄 solasa  ussada-niraya  (十六 小 

地獄, 十六 if 地獄） 30  365 
十六の 障 凝 solasa  palibodha  59 上 22 
十六の 大伏藏 sojasa-mahanidhi 37  435,  436, 

438,  443,  445 
十六 附隨 so!asa  Parivara  65  (I)  23 
十六 分の一 1^  so!asin 17  345，  349; 18 120; 

20 117;  21 3， 146，  150，  153,  156,  160，  164， 

169，  173;  22 上 237;  22 下 163,  192;  23  27， 

101,  265,  266;  24  463,  496,  497;  25  313  (2) 

kala  sojasi 63 10 
十 論 事 dasa  katha-vatthuni  22 下 22°  ；  42 

332  ；  43  348  ；  62  39，  254  ；  〔9  266  ； 11 下 132, 

135; 19 162,  163  ;  22 上 3, 10,  297;  23 141, 

142;  59 下 21(n 
汁 sQpa  (スープ， 羹， 調味） 2  309°，  311*;  3 

79*  ；  5  47,  48,  74,  75 
充悅 〔者〕 tuttha  5  373 
充満 bindu  (簡潔） 〔八 音の一〕 7  219; 11 上 

185 

住 ①ゅ id  (止 住 )13  256 ② leija  (fi 房， 避難 
所， 窟, 窟宅， 洞 房， 房舍， 庇護の 處） 17  252，  253 

③  Thiti  〔經〕 16 上 400  '3:  ViMra  〔經〕 （一 ) 
(二） 16 上 158， 160 

住 異相 thitannathatta-lakkhana  41 116 
住院 i'  assama     (巷， 菴屋， 道? 完, 草罨, 仙處) 

24  205，  206，  215 ② vihara  (精 舍， 寺, 住處, 

僭 房， 房舍， 香 室， 香 房） 15  441， 442 
住 壁 nivesana  (住居， 住處， 宮殿） 2  32 
住家 senSsana  (住 听， 坐 臥 具, 房舍, 具， 队坐 

所， 坐 15 人處， 牀座, 居 t£) 12  261, 262 
住家 施 者 天宮亊 Upassaya-dayaka-vimana 

24  533 


住家の 外 tiro-ku4(Ja  23  9;  25  3 
住居 nivesana  (住 屋， 住處， 宮殿） 3  250 
〔住居 を 奪 はんとせ る 比丘〕 31 291 
住窟 asaya  (依 听, 听依， 棲處） 8  29，  30 
住 劫 〔者〕 thi は- kappin  47  359,  377° 
住鄕尋 janapada-vkakka  (國 土尋） 47  62， 
76° 

住 者 viharanta 15  294* 

化 著 X  adhiUhSna    (處， 依處， 受持, 加持， 攝 
持， 攝受, 決意， 取 著， （1 見） 11 下 10* ② 
nivesana  (執著) 42 164 

住听 D  avasatha  (住 處， 居 宅, 房舍， 室， 施 
食處） 2  491 ② avSsa  (住 處） 〔障 礙〕 62 184° 
③ senasana  (gA 坐听， 坐 處， 坐队 具， 住家， 
房舍， 牀座, 居 法） 62  62,  253 

住處 X,  avasatha  (住听 ，居 宅, 房舍， 內室， tt 
食處） 12 157* ② avSsa  (住 听） 3 192*,  212, 
224*  227*,  231*,  234*，  238*,  289*，  293*, 
297*  ； 19  365  ；  21 311* ③ nivasatthana  64 
89，  90 ④ nivesana  (住 屋, 住居， 宮殿) 1 338 ⑤ 
vasa  3 186, 188  ©  niketa  (居 家） 14 13， 15° 
®  vihara     (猜 舍, 住院, 寺, 儈房, 房舍, 香 房) 

19  71 

住處慳 avasa-macchariya  〔五 怪 の一〕 8 
313; 19  368*;  42  53， 192,  201,  342，  378; 
43  3  ；  4i  22  ；  45  291 ； 47  79, 113,  385，  390  ； 
64  447 

住 處執持 avasa-palibodha  5  200 

住處淨 avasa-kappa  (住處 認容） 〔十 事の一〕 

4  439,  449°,  457° 
住處： こ 在らず aniketa-sarin 14 15 
住處 認容 avSsa-kappa  (住 處淨） 65  (I)  44 
住 身 Sarirattha  〔經〕 22 上 325 
住する に 巧 thiti-kusala  (住定 善 巧， 止 住 善） 

20  46, 196,  276,  277 

住 善 能 thiti-kusala ほ （(£ 定善 巧） 40  80 
住 等 至 vihara-samSpatti  (住の 成就） 20 157 
住 等 至の 義の智 vihara-samapat は Uhe 

nanam  40  3, 150° 
住 等 至の 種種相の 慧 vihSrasamSpaUi- 

iianatte  panna  40  3， 150° 


(422  ) 


住， 重 一 ジ ュ ゥ 


住に 依 り て 淸淨ぁ り Msena  suddhi  9 135 
念 正 知 upatthitasati  sampaiana 19  348 

住の 異 thitanam  aniiathattam 14  60,  61 ； 
17  246 

住の 義の智 vihSratthe  nanam  40  3， 150° 
住の 種種相の 慧 vihara-nanatte  panna  40 
3， 150° 

住の 成就 vihgra-samSpatti  (住 等 至） 9  376, 
381, 382 

住 分 thiti-bhagin  (順 住 分） 47 11, 35* 

住分戒 ゆ itibhSgiya-sila  62  32 

住 分 〔定〕 thitibhSgiya 〔- samadhi〕 （順 住 分 

定： 62 179 
住 法 vihara  20  22*  、 
住 房 ① upassaya  2  337，  472,  541， 542  ；  4 

414;  5 106 ② leija  (住， 房舍, 避難 听， 窟， 窟 

宅， 洞穴, 洞 房， 庇護の 處） 46  357 
住 品 Vihara- vagga 16 上 158， 168 
住 立 行者 ubbhatthaka  (常 立 行者， 常 直立 者， 

直立 排座 行） 8  53 
住 林 者 ① arannaka,  arannika  (阿 練 若 住 者， 

阿蘭若；^者， 蘭 若に 住む， 林 法 者, 森林 住 者， 林 

に 住し， 閑 林 ft 者） 〔五 種〕 19  306;  47  371， 

454 ② ajavaka  (阿羅 婆） 57  368 
住 林 者なる I 可 d 多 Hatthaka  a}avaka  (呵多 阿 

羅婆） 〔塞〕 57  368 
住 林 比丘 arannaka  bhikkhu    (阿 練 若 比丘， 

阿 蘭 若 比丘， 林 住 比丘） 20  85，  86 
重 衣 ① garu-pavurana  2  414°  ；  5  98, 124 

② saiighSti  (僧伽 梨 衣, 僧伽 低， 上衣, 和合 衣） 

62 129 

重閣 ① kQ は g§ra  (尖 頂閣， 樓閣， 家屋， 宮殿） 
3  472;  9 124， 125  ； 10  57; 11 下 57  ； 14  243  ； 
16 上 216，  262  ；  22 上 236  ；  24  443,  444,  446, 
447  ；  42 100,  341 ； 43 184,  354  ；  44  452，  470, 
486;  62  49  ®  pasada  (臺觀 ，殿堂， 殿樓, 樓 
閣， 樓亂 樓臺， 高殿， 高樓, 宮殿， 美屋） 1 338 

重閣 講堂 knt5gara-sa ほ （重閣 堂， 尖頂閣 堂， 
高 樓閣， 樓閣） 1 17， 113， 144  ；  2  37, 120  ；  7 
94;  8 12， 16,  34;  9  394，  397，  409,  410; 10 
308; 11 上 328; 12  40,  41; 15  326,  330; 17 


361,  377； 18  333,  350; 19  51， 67, 102, 198 
234,  328,  331; 20  328;  21 40，  81， 157,  254; 
22 下 28;  23 124，  125, 185  ；  29  311，  489;  30 
8,  442;  31 200;  58  338;  60  33;  65  (1)  45 
重閣堂 ① kutagara-sala  (重閣 講堂, 尖 JII 閣堂， 
樓閣， 高 樓閣） 3  408; 16 下 384,  385  ；  21 195， 
196,  202,  204 ② KQ^Sgara  〔經〕 16 下 :384 
〔重 閣堂を 建つ る譬 》gi〕 16 下 384,  385 
〔重 閣の屋 頂の 譬 Bin 10  57; 14  243  ； 16 上 216; 

16 下 57  ； 19 17;  20 116  ；  22 上 236  ；  59 上 76 
重患 Ba!ha-gi ほ na  〔經〕 16 下 167 
重 〔業〕 garuka 〔- kamma〕  64  222,  311, 65 
(II)  44 

重罪 garukS  apatti  (重犯） 3  613;  4 137, 
156,  157,  313;  5 196，  250,  276,  371 ； 22 上 
312 

'重 使 殺 duta-paramparaya  [marapeti] 1 124 

重視 purekkhSra  42 107，  144,  169,  32?,  376 

重視 者 purekkharana  42  302 

重資具 garu-parikkhara  (重 物） 1 148 

重瞋 生者 tibbadosa-jatika 10  36 

SsR    puna-pavarana  2 161 

重 品 PeyySla-vagga 14  347 

重 舌 dujivha  (蛇， 二 舌 者） 35  367 

重擔 ① bhara  (檐 物） 14  40,  41; 36 173  〔三 
種〕 43 126° ② khari-bhSra 12  290 ③ 
garu-bhara  9  462 ④ BhSrarh  〔經〕 14  40 

重擔經 Bhara-suUa  64  82 

重 ft 品 Bhara-vagga 14  39,  52 

重擔を 卸せる bhara-nikkhepana  (捨擔 ） 25 
244 

①重擔 を棄て ②重擔 を 捨て ③重擔 を 捨てた 
る者④ 重擔 をお ろ し ohi は- bhara  (已: こ 重 
擔を棄 て） ① 10  373,  374; 16 下 3，  22，  26; 
22 上 27* ② 8 lb9, 170 ③ 8 101, 118 ④ 11 下 
9* 

重簷 gopSnasi  (垂木， 榱， もま） 14  243  ； 16 上 

216,  262  ；  22 上 236 
重癡 生者 tibbamoha-jatika 10  36 
重 貪 生者 tibbarSga-jatika 10  36 
重犯 garuka  apatti  (重罪） 3 114,  115; 11 上 


； (423) 


ジ ユウ 一重, 柔, 從， 揉, ，獸， 舅， 姑， 叔， 祝， 宿 


322*  ； 17  29，  30, 141 ； 20  399* 
重 法 garu-dhamma  (敬 重 法, 尊 法） 2  82;  21 
203 

重 摩 parSmasanS 1 204*  ；  2  343 

重 物 0  garuka  parikkhara  (重資 具） 1 88 

② garu-bhanda 1 148  ；  5  369 
重 律 vinaya-garuka  5  354,  355 
重量 を 偽り tu ほ- kQta   ((爲 秤， ^ を 欺き， 秤稱 

を詐 り） 11 下 15 
柔順 者 niv5 は 9  228,  230,  231 
柔順の' 性 sovacassa-karana  (從) 噴 事） 19  251 
從順 D  suvaca  (善 言， 善 言 者， 善 語, 說き 易く， 

易說 者） 22 上 239，  243，  328;  22 下 316，  320 

② sussiisa  (恭敬 聽聞） 8  252 ③ anuvattin 

20  345 

從順事 法 sovacassa-karana  dhamma  (說 gf; 
し 易から しむる 法） 22 上 239，  243，  328;  22 下 
316,  320 

從順性 sovacassa ほ （柔和， 丁寧， 善 言， 善 言 性， 

善 語， 温順） 9  231 
從順心 kalla-citta  (堪庄 心） 10 149 
〔從僕 は 王妃と 不義して 王 を 殺す も 王子に 殺さ 

る〕 32  428 
樣身 sambahana  (シャンプー） 6  9,  99 
跪 kasava  3  356;  4  233 
iiS 水 kasavodaka  3  363 
雜面 bhakuUka  62  48* 
溢藥 kasava-bhesajja  3  356° 
① 獸 ②獸 〔人〕 maga  ®  9  31 ； 24  292  I  24 

103 

猷王 miga-rSja 14 136; 18  60,  61; 19 168; 
22 上 252 

〔獸王 獅子の 精進の 1?"1〕  28  43,  44;  41 238 
獸皮 ① camma  (皮， 皮革） 3  342,  346 ② 

camma-khanda  2  64,  6o 
獸皮服 kharajina  (粗き 獸 皮衣， 硬 皮衣） 24 

92 

〔獸 名〕 26  31; 27  74,  98， 105,  252;  37 146°, 

167°  ；  39  412  ；  59 下 212 
默油 vasS-tela 1 424  ；  2 140，  560 
<X) 獸撒 ② 獸纖人 nesada  (獵 師， 獵夫, 捕 鳥 者) 


rf) 17 175  ； 18 149 ② 47  436 

獸輪 miga-cakka  (解 獸聲 法） 43 194° 
獸輪者 migacakka-pathaka  43 194 
獸類 pasu  (家畜， 畜獸， 香 生， 牛馬， 牛） 10  87， 
88 

舅 sasura 1 231 

姑 D  gharani 2  32 ② sassu 1 231 ； 12 145 

叔迦 Sukka  〔天〕 7  289 

叔迦 Suva  (鸚鵡） 38  302 

叔預羅 Sukka  ,IM 守迦， 白淨） 〔尼〕 12  370, 

371 ®  〔經〕 （一 )( 二 1 12  370 
祝宴 tMlipSka  (祭 食， 祭' II の 飯 食， 鉢 供， 上 鎖， 

乳 粥） 6 144* 
① 祝祭 ② 祝典 maiigala  (吉祥， 吉瑞） ① 9 

461 ② 36  4 
祝祭 日 sudivasa  65  (111、  57  ' 
祝 日 ussava-divasa  (〜祭き， 祭禮， 祭日， 休日） 

33  22, 139 
宿因戒 pubbahetuka-sila  63  33 
宿緣 pubba-yoga  (宿 行， 前生との 結合 ） 41 

146* 

宿舊 PurSija  〔大工〕 11 上 164, 165 

宿 行 pubba-yoga  (宿 緣， 前生と の 結合、 64 11 

宿業 kamma  (業） 59 下 2 

宿 作 〔業〕 pubbaka は 〔- kamma〕 （已 作業， 前 

世の 所業） 64  222 
宿 作 因 pubbe-kata-hetu  47  95 
〔宿 作 因設〕 11 上 279; 15  355; 17  280;  47  95 
宿舍 senasana  (|5 人 具 坐 具，!^ 坐听， 坐队听 ，房 

舍， 床 座, 住听， 居住） 6  91* 
宿 習 〔業〕 acipQa 〔- kamma〕  65  (II)  44 
宿 住 pubbe-nivasa   (宿世の 居住. 宿世， 宿 f^, 

前生， 過去に 於け る 生存） 8  308; 11 下 111; 

13 177,  185; 16 下 1】4, 172;  17  420; 18 

321; 20  3， 183,  193,  401,  403;  22 上 111, 

220，  221,  222，  223，  298  ;  2'2 下 118，  131,  317; 

23  349,  351; 25 181,  190,  212，  220,  284  ; 

41 111 ； 63  379。-* 
宿 住隨念 pubbenivasa-anussati  (： 宿命， 隨念 

宿 住） 8  369;  20 185，  186;  47 15，  57;  65(11) 

82 


(  424  ) 


宿， 菽, 熟， 出 一 シュッ 


宿 住 隨念智 pubbe-nivasanussati-nana  (？ g 
命智， 億 宿命 智= 宿 住智〜 宿 住隨念 智力） 6 
121,  122;  8 136; 17  265;  21 37°  ；  40  5, 
191°  ；  42 148;  43 108*;  47  42,  449°;  50 
144*，  163,  164;  51 16， 17,  81* 133*，  183*, 
256*,  307*,  355*,  407*  ；  52  39,  40,  92*，  131*, 
174*,  206* 其 他； 53 11, 47，  48，  70，  87 其 
他； 54 10*,  31, 54,  74 其 他； 63  300,  379°, 
385,  423  ;  [6 121°;  8  63°,  136°  ；  9  33,  53， 
114; 10  330; 11 上 24°，  366; 11 下 111; 13 
177，  185,  313; 16 下 114°，  172; 17  420; 19 
24，  38;  20  3，  60;  22 上 111，  298°;  22 下 
118，  131,  317;  23  349〕 〔所 緣〕 63  422 

宿住隨 念智 明 pubbenivSsanussa~ti-fi5pa- 
vijja  45  344 

〔宿 住隨念 智力〕 （〜宿 住隨 念智） 9 114; 16 下 
172;  20 183;  22 上 254，  258;  41 111; 47 15， 
57° 

〔宿 住 隨念智 論〕 63  378° 

宿住隨 念如實 智力 pubbenivasSnussati 

yathabhuta-nana-bala  57  300 
宿住智 pubbeniv5sa-fiaija  (= 宿住隨 念智） 

28 159;  30  38;  60  2 
〔宿 住 を 知る 能力と 諸 聖者 等〕 63  380 
宿听 seyya  (队 具， 床 具, 床 坐， 座 床） 2  27，  31 
① 宿世 ② 宿世の 居 pubbe-nivasa  (宿 住， 

宿命, 前生， 過去に 於け る 生存） ① 6 121, 122  ； 

13  313 ② 25  346,  347，  352,  355,  373,  389 
宿世に 福' の 所作 ある pubbe-ka1:a-pufifia ほ 8 

363 

宿智 Pubbe-fia ひ aih  〔經〕 15  359 
宿命 pubbe-nivasa  (宿 住， 宿世， 前生， 過去に 
於け る 生存） 8 133，  134;  9 114; 10  98， 129, 
310,  371 ； 11 上 24，  25，  39，  40,  49; 12  301; 
57  330 

宿命 說 pubbekata-vada  (〜宿命論者， 宿 作 論 

者） 36  203，  204 
〔宿命 說の 破〕 36  203 

宿侖智 T  pubbenivasanussati-nana  (宿 住隨 
念智， 億 宿命 智） 1 6 ② jatissara-fiaija  (前生 
追憶の 智慧） 29  424;  32  415 


宿命論者 pubbeka は- vSdin  (宿 作 論者〜 宿侖 
設） 36 185,  186,  203,  208 

宿曜の 運行 nakkhatta-yoga  (月蝕） 34 106 

菽 mugga  (豆, 綠豆, 綠 ，小豆） 3  428 

〔熟果 の 落つ る 譬喻〕 24  220;  33  397;  37  413 に 
42 180;  63  5 

熟して 熟 色 ある 人 puggala  pakka 
pakka-vannin  47  425 

熟して 生色 ある 人 puggala  pakka 
ama-vannin  47  424 

熟せる 果實 pakka-phala  24  220 

熟酉禾 ① sappi  (穌， 蘇 油， 醍醐， 醍醐味， 生穌 ） 1' 
127，  269*,  424  ；  2  402，  405  ；  3 102,  164，  353， 
369,  428  ；  4 119*  ；  6  286,  287  ； 10  48; 13 
233  ; 14  430*; 18 167; 19  306,  308  ；  20  362， 
366;  21 113;  22 下 93 ；  47  464  〔五 種藥 の一〕 
1 424°  ；  3  353 ② gha^a  (蘇 油） 59 上 82, 126, 
360 ③ navanita  (生 穌， 酷， 穌， 牛酪， 乳酥） 28' 
71 

熟醉の 護摩 sappi-homa  6 11， 101 

熟醉油 sappi-tela  22 下 162， 191 ； 27  22，  66 

熟 臓 pakkasaya  〔S 狀 結腸と 直腸〕 63  58, 

242，  266;  64 121, 307 
熟達 者 visarada 10 160 
熟 蜜 madhu-paka  7  255 
熟慮、 anuvicca-kara 10 148 
熟慮す paripanhati  2  225 
出 ① niyySna  (出 離） 64 111，  460,  462  (2) 

niyyanika  (出 離， 解脱 を 欲す） 62  415 ③ 

nekkhamma  (出 離， 出耍， 離， 厭離） 3 184， 

185 

出界 nikkama-dhatu  (精勤 界， 精進） 20  79 
出 起 ① vuUhSna  (出 定， 出 離， 起 出） 50 151*, 
165,  170，  476°  ；  51 21， 22，  87, 137,  187，  268*, 
362*  412*  ；  52  43*,  97, 135,  177，  178,  210* 
其 他； 53  50,  51， 90, 164;  54  33，  98，  266， 
267 其 他； 64  408°,  414,  416,  417,  423,  424, 
440,  444,  445  ；  65  (II)  84  (2)  Vutthana  〔經〕 
14  431,  448,  449 
出 起 一 安樂 VuUhSna-KalHta  〔經〕 14  448 
出 起 善 vutthana-kusala   (起つ に 巧， 起 善 能: 
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〜出定 善 巧） 14  431,  440,  441,  446,  447,  448* 
出 起：： 至る 觀 vutthana-gammi  vipassana 

65  (II)  84;  〔64  408； 
〔出 起に 至る 觀の譬 nt〕  64  411 
出家 1： pabbajja  (出家の 生活） 3  34,  35, 140, 
163;  6  288,  412,  414,  423,  424;  7 140;  9 
414; 11 上 74; 17  245;  24 148;  25 137;  43 
318;  44  352,  388;  57 130，  132; 〔11 下 13; 
42 184,  218,  236;  47  445〕 〔父母の許 可 を 要 
す〕 3 140; 11 上 74  S  pabbajita  (出家 者， 
出家 行者， 禁欲 者） 6  394*  ； 11 上 257*; 11 下 
371; 23  28，  78°  ；  25  285;  59 上 22° ③ 
Pabbajita  ：經： 22 上 351 
出家 意樂 nekkhammajjhasaya  62  230 
〔出家が 在家より 勝れる 理由:^  59 上 330 
出家 經 Pabbajp-sut は 24 147°,  153  ;  28 142 
出家 行者 i  pabbajita  (出家， 出家 者， 禁欲 者） 
10  70,  71， 94，  277,  278  %  anagariyarh 
pabbajito  '〜出家 修行者と なる） 9  341*, 
354*,  370  ； 10  260,  261， 262  %  paribbajaka 

(遊行 者, 普 行者, 普 行 沙門， 遍行 外道， 梵志， m 

歴者， 行脚 ft  ，波 利 婆闍， 般利婆 闍迹） 9  314; 
10 183 

出家 者 ① pabbajita ② pavajita,  pravajita, 
pravrajita  (出家， 出家 行者， 禁欲 者） ① 22 上 
316*,  324;  36  87  〔觀 察すべき 十 法〕 22 上 
324 ② 65  (III)  27,  63  (§)  anagara  31 357 

〔出家 者の 幸福〕 36  229 

出家 者の 嚴飾 T  anagarika-vibhusa  44  461 
② pabbajitassa  vibhusa  43 191 

出家 者の 特 15：   pabbajita-linga  36  222 

〔出家 者の 得 阿羅漢〕 10  322 

出家 修行者と なる anagSriyaih  pabbajati 
(〜出家 ft 者） 9  321，  464; 10  260，  261, 262 

出家せ しむべ か ら ざる 三十 二人の 品 
Napabbajetabba-dvattimsa-vara  3 155 

〔出家せ しむべからざる 者〕 3 120-132,  140， 
145*, 155 

出家せ しめたる 阿闍梨 pabbajjacariya  62 
190 

.〔 出家と 在家との 關係 相違〕 8  255; 17  271; 24 


79  ；  59 上 330 
出家 尼 paribbSjikS  (遍行 外道 女） 14  385 
出家の 生活 pabbajja  (出家） 6  355 
出家の 間 Pabbajja-pafiha  59 上 62 
〔出家の 動機， 目的〕 23  342;  59 上 38，  56,  62 
出家の 病 pabbajitassa  rogo  :— a 種〕 18  252 
出家の 樂 nekkhamma-sukha  ； 出離樂 ） 23  59 
〔出家 は 利他の ため〕 17  271 
出家 樂 pabbajja-sukha 17 124 
出1^1 lohita-pitta  '    瞻病） 42 17,  24,  67，  381 ； 

43 165,  178,  237,  336，  340  ；  44  23,  95,  372, 

416  '• 

出現の 得難き patubhava  dullabha  二 六法〕 
20  213 

出獄 bandhana  mokkho  6 109 

出 罪 abbhSna  (許容） 3  87,  92,  256，  259,  555, 

566*;  4  50*,  55°,  97，  98*,  248;  5  275°,  382 

〔因緣 と 作法〕 4  6r,  66° 
出 罪せし む vuUhapeti  21 315 
出 罪 善 巧 apatti-vutthana-kusala ほ （出 犯 善 

巧） 8  291; 45 12,  335° 
① 出 罪 を與ふ ② 出 罪 をな す abbheti  :D4 

11， 61°,  66°,  73°,  107* ② 3  557,  558 
出產 vijSyana  (M) 17 121 
出產 〔者〕 vijayamana 11 上 197 
出產： こ 由る 苦 vijayanamulaka-dukkha  64 

122 

出時 uddharana 1 45 

出生 ① pabhava  (起， 生 出， 發生， 拫源） 5  265， 

296  (D  sambhava  (生起， 生成） 48 上 8，  21 
出生 天 uppatti-deva  (生起 天） 47 188° 
出生の 論 jati-v5da  (種 姓の 論， 生れの 論議， 系 

統說, 血統） 11 上 219，  220; 19  312* 
出定 vuUhana  、出 起， 起 出， 出 離、 47 14,  55， 

57;  64  481 

出定 自在 vutthSna-vasin  (出 離 自在 ） 64  485 ； 
6511  81 

出定者 vutthahanta  50 151*  165，  170;  51 
23,  87, 137,  188,  272,  273,  364,  412;  52  44, 
98, 135，  136,  211 其 他 

出 定善巧 sam5patt'i-vutth§na-kusalat5  (〜 
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出 起 善） 17 153;  45 12,  335° 
出世 lokuttara  (出世間） 11 下 73*; 19 148 
., 出世間 lokuUara  (出世， 超 世間） 10  58*; 13 

395; 16 下 319; 17 112，  113;  41 96°*;  45 
•   86*,  349*  ；  46  25,  28,  37,  40，  49，  55，  62,  66， 

73 其 他； 57  289*,  290°,  394;  58  57，  220, 

274*,  383，  384,  390,  400*;  59 上 30  〔定義〕 

47 188 

出世間 異熟 lokuttara-vipSka  50  370,  371, 

374*,  477* 其 他； 〔64  40。〕 
出世間 異熟心 lokut は ra-vipSka  citta  65(11) 

6;  〔45 140，  141-163;  46  253,  433〕 
出世間 慧 lokuttarS  panna  47  3，  21 ； 64  5 
出世間 〔戒〕 lokuttara 〔- sila〕  62  -27,  28° 
出世間 行 lokuttara-cariyS  40  348;  41 178 
出世間 f 乍證 lokuttara-sacchikiriyS  64  468 
出世間 修習 lokuttara-bhavana  40  46;  64 

469,  470 

.出世 間 初, 禪 lokuttara  pathama  jhana  57 
263 

出世間 定 lokuttara-samadhi  40  79  ；  62 174  ； 
〔57  263〕 

① 出世間 心 ② 出世間の 心 lokuttara-dt は 

① 45  86  (2j  45 103， 151 
〔出世間 心と 相應 する 心 所〕 65(11) 14 
出世間 善 loku は ara-kusala  50  369,  370，  478* 

其 他； 58  57，  58，  220 
出世間 善心 lokuttara-kusala-citla  65(11)  6; 

〔45  86-105  ；  46  243，  427;  64  35°] 
① 出世間 禪 ② 出世間 禪定 lokuttara  jhana 

(出世間の 靜慮） '1  43  183;  44  254 ；  63 19 ② 

46 138，  140*,  243,  253,  263,  266，  287*,  301*, 

314*，  326*,  338*,  379*，  427，  433 
〔出世間 第一 異熟 心〕 45 141 
〔出世間 第一 善心〕 45  86 
〔出世間 第二 異熟 心〕 45 162 
〔出世間 第二 善心〕 45 104 
〔出世間 第三 異熟 心〕 45 163 
〔出世間 第三 善心〕 45 104 
〔出世間 第 四異熟 心〕 45 163 
〔出世間 第 四 善心つ 45 105 


出世間 智 lokutara-fiSija  58  390,  400* 

〔出世間と 諸 法〕 47 168°,  173° 

(t) 出世間 道 ② 出世間の 适 lokuttara- 

magga 1'47  452;  58 156， 183 ② 45 102， 

151 ； 64  5 
〔出世間 道の 修習 法〕 45 102 
出世間の 蕴 lokuttara  khandha  45 103, 151 
出世間の 界 lokuttara  dhatu  45 103, 151 
出世間の 觀 lokuttara-vipassana  64  7 
'出世間の 根 lokuttara  indriya  45 103, 151 
出世間の 止 lokut は ra  samatha  45 103, 151 
出世間の 思 lokut ね cetana  45 103， 151 
出世間の 食 lokuttara  ahara  45 103, 151 
出世間の 受 lokuttara  vedana  45 103， 151 
出世間の 處 lokuttara  ayatana  45 103， 151 
出世間の 正 勤 lokuttara  sammappadhana 

45 103, 151 
出世間の 靜慮 lokuttara  jhSna  、出世間 禪， 出 

世間 禪定） 45  86*,  141* 
出世間の 神 足 lokuttara  iddhipada  45 103, 

151 

出世間の 想 lokuttara  safifia  45 103, 151 
出世間の 觸 lokuttara  phassa  45 103, 151 
出世間の 諦 lokuttara  sacca  45 103, 151 
出世間の 念 住 lokuttara  satipatthana  45 
102, 151 

出世間の 菩提 分 lokuttara  bojjhanga  45 
103， 151 

出世間の 力 lokuttara  bala  45 103, 151 
出世間 法 lokuttara  dhamma  (出世 法， 超 世 

間 法） 45  4， 103,  151，  283°,  364°  ；  53 156*; 

56  200,  360;  〔58  262°,  274〕 〔九 種〕 62  422, 

425，  426 

〔出世間 法の 老死 は 出世間な り〕 58  274 
出世間 論 LokuUara-katha  41 96° 
'出世 法 lokuttara  dhamma  (出世間 法， 超 世 

間 法） 47  237,  257 
出征軍 uyyul; ほ sena  2 165*;  5  32,  66 
〔出精 戒〕 （= 第一 僧殘） 1 185° 
出精 罪 sukkavisaUhi-apatti  2  200 
出 息 ① pass5sa  (入 息， 入 息 風） 11 下 338;  40 
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267*;  41 5;  42  62, 177;  46 104;  63  252° 

② assasa  (出 息 風， 入 息） 63  85° 
出 息 入 息 assasa-passasa  (出入 息， 入 出 息， 入 

息 出 息 12  269;  59 上 195, 196 
出 息 入 息 を止滅 する の 問 AssSsapassasa- 

panha  59 上 195 
出 息 風 ass お a  (出 息， 入 息） 9  335; 10  216 
出入 息 assasa-passasa  '"出 息 入 息， 入 出 息， 入 

息 出 息' 9  424*; 10  26;  22 上 92;  58  357; 

63 13,  81, 83，  86，  87,  96  〔觀 法〕 7  336  〔諸 

禪 との 關係〕 63  92 
出入 息 念 5n§pSna-sati  (安般 念， 阿 那波那 念， 

入 出 息 念， 念 出入 息， 數 息觀） 23  332 
〔出入 息 念 一尋〕 22 上 4， 12;  23 143,  332 
〔出入 息の 數へ 方〕 63  98 
出 發者食 gamika-bhat は （出て 行く 人の 食物） 

62 131 

出ミ去 niyyanika  dhamma  (出 離 法） 45 10， 
329。，  391。 ； 47  245 

出 犯 善 巧 Spatti-vutthana-kusalata  (出 罪 
善 巧 17 131 

出耍 】 nissarapa  I. 出 離， 離， 失 去） 15  12*, 
323，  324，  340*  ；  23  218 ②' nekkhamma  ( 出, 
出 離， 離, 厭離） 62  249,  280 

出 耍行道 nekkhamma-patipada  62  249,  265 

出 離 1: nissarana 出 要， 離， 失 去） 3 184, 185  ； 
6  20*,  42,  66  ；  7  23*  ；  9 144*,  147*,  311 ； 
10  66; 11 上 309; 12  219,  220; 13  7,  248*， 
348  ； 14  44，  45  ； 16 下 2*，  22*,  26*  ； 17  426*  ； 
22 上 294 ；  23  285 ；  25  344 ；  40 15*,  325*  ； 
41 25*  ;  42  75, 139,  353;  43  26，  37, 111, 
321, 353  ；  44  29,  391 ； 62  249，  280,  415  ； 
64 111,  113，  460,  461 ② nekkhamma  (出， 
出耍， 離， 厭離） 3  28,  29，  324，  324.  325,  326， 
396;  4  240,  295  ；  6 162,  411,  413; 11 上 192; 
11 下 156*; 17  237;  20 130,  131,  132;  22 上 
141*  ；  23  365  ；  24  416  ；  25  201， 233  ；  40  33, 
39,  51, 155,  166*,  179*,  265*,  352*  ；  41 2,  43, 
101*,  117*,  181*，  201,  407,  408，  421 ； 44  235  ； 
59 上 93  ：.3)  niyyana  (出） 40  26;  41 37 ④ 
niyyanika  (出， 解? ^ を 欲す） 45  86*,  141*  ; 


46  26,  37，  51， 63，  81 其 他； 57 152， 153  J) 
vutthana  i 出 起， 出定， 起 出） 22 上 253，  254， 
258;  40  26;  41 9, 10  ®  parikkamana  (囘 
避 22 下 207，  208    ^  nibbida  (厭， 厭離， 厭 
惡， 厭 背, 厭 患、 6  270 ⑧ NikkharUa  〔經〕 12 
320  (f  Parikkamana  〔經〕 22 下 207 
出 離意樂 nissaranajjhasaya  62  231 
出離慧 nissarana-panna 13  398,  399 
出離界 ① nissara が ya-dh5tu  〔三種〕 23  313 
〔五 種〕 8  319  ; 19  338  ： 六 種〕 8  327;  20 18 
(2  nekkhamma-dhatu  (棄 欲界、 〔三 善界の 
— ： 8  295  ； 11 下 58  ；  62  60  ；  64  98 
出離覺 nekkhamma-vi は kka  (出 離尋, 離 欲 

の考 想） 13  225 
出 離 空 nissarana-sunna  41 118 
① 出 離 思 ② 出 離 思惟 nekkhamma- 
samkappa  〔三 善 思の 一〕 ① 8  294 ② 11 下 

出 離 自在 vutthana-vasin  (出定 自在） 40 164, 
165 

出 離 信 解 nekkhammadhimutta  20 130 
出離尋 nekkhamma-vi は kka  (出 離覺， 雜欲 

の考 想） 〔三 善尋の 一〕 8  294; 11 下 133 
出 離 想 nekkhamma-safifia  〔三 善 想の 一〕 8 

294  - 
出離斷 nissaranappahana  40  43,  44 
出 離に 依 止せる 〔受〕 nekkhamma-nissi は （出 

離: 二 依る' 59 上 93 
出 離に 依る 憂 nekkhammasita-domanassa 

〔六 種〕 11 下 300° 
出 離に 依る 喜 nekkhammasita-somanassa 

〔六 種〕 11 下 299°  ； 15  358 
出 離に 依る 捨 nekkhammasita-upekha  (離 

に 依る 捨） 〔六 種〕 11 下 302° 
出 離 二 法 Niyyanika-duka  54  498°,  511; 56 

209 

出 離 二 法 善 三 法 niyyanikaduka-kusalattika 
55  264 

出 離の 樂 T  nekkhamma-rati  43  322 ② 

nekkhamma-sukna 〜次 項 
① 出 離の 樂 I 出離樂 nekkhamma-sukha 
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(出家の 樂 ） ① 11 下 128;  44  446 ② 11 下 326, 

330; 17 125  ；  21 307,  308，  309,  310 
出 離 波羅蜜 nekkhamma-parami 26 10；  28 

40,  41, 96,  97， 166;  36 104,  219;  41 237 
〔出 離 波羅蜜 等〕 〔品〕 41 402° 
出 離 法 niyyanika  dhamma  (出 法） 54  498* ； 

56  209 

〔出 離 法 等の 緣關 係〕 54  498 

出 離 離 nissarapa-viveka  41 171* 

出 離 論 pavh'eka-kath5  (遠 離 論， 遠 離の 話， 

獨 居の 稱說） 〔十 論 事の 一〕 11 下 132, 135 
出 兩邊者 vepurisika 1 217;  4  403 
春季 ① gimha  (暑 季， 夏， 夏期, 夏季， 夏時， 暑 

季， 熱季） 20  398 ② vassanta  64  、343 
駿馬 （t)assa お niya  (良種の 馬， 良馬） 17  400， 
402,  404; 18  202*;  26 191; 59 上 296  〔三 
種〕 17  400，  402,  404  〔四 支 成就〕 18  202, 
203,  436,  438  (2)  ajanna,  ajaniya  (良 験， 良 
馬） 12  393,  406*;  26 191 3)  bhadra  assa 
(良馬） 12 10 ④ vara-haya  25 185 ⑤ 
sindhava  (辛 頭 馬， 信 度 馬） 30 156* ⑥ 
sighassa  23  21 

〔駿馬と 七 王の 殺害〕 28  345 
〔駿馬と 駑 馬の 譬喩〕 23  21 
〔駿馬と 驢馬〕 30 156 

〔駿馬の 譬喻〕 12 10; 17  400,  402,  404; 18 
202,  203 

駿馬 本 生物 語 BhojajSniya- お taka  (二三） 28 
344° 

駿敏 SjSmya  (高貴 者, 殊勝なる 者） 12  288 
瞬時 khapa  (刹那， 寸時） 25  236,  286 
准陀 ① Cundaka  (淳陀 ） 〔比〕 7 115* ② 
Cunda  (淳 陀， 純陀） 〔鍛工〕 7 117, 118  〔佛 
に 最後の 食 を 供養す〕 7 103*  ；  〔23  219*,  224, 
225〕 ③ 〔王子〕 19  45 ④ Cundi  (准 提） 〔王 
女， 夷〕 21 316 
准提 Cundi  (准 陀） 〔頻 毘裟羅 王女， 夷， 四 信に 

關 する 說 法を受 く〕  ：L9  45 
純一 kevalin  (躅存 ，濁存 者， 完全 者） 14  93， 
95,  96 

純黑 suddha-kalaka 1 382,  384  ；  5 16,  57 


純 質 satva  63 163 

純淨法 vodata-dhamma 10  50,  52,  53 
純 K 經 ApapMka-sut は （無戯 論經） 63  332 
純淬 上座 部 visuddha-theravada  60  35 
純陀 Cunda ① （周 陀， 周 那=大 周那） 〔沙 彌， 
比， 佛の 侍者， 舍利 弗の 實弟〕 16 上 384;  42 
45;  44 142,  272,  279 ② （淳陀 ，準 陀） 〔銀 ェ〕 
8  285 ③ 〔經〕 16 上 383 
純 泥の 屋 sabbamattikSmayS-kutik5 1 67 
純 八 法 suddhatthaka  63  283;  65(11)  56,  57 
純毘 鉢舍那 行者 suddhavipassana-yanika 

(= 乾觀 者） 64  287,  288 
淳陀 ① Cundaka  (准 陀） 〔比〕 23  223,  224, 
225 ② Cunda  (純 陀， 準陀） 〔鍛工〕 59 上 351， 
352  〔佛に 最後の 供養 をな す〕 23  219*，  224, 
225;  〔7 103*] 〔佛に 沙門の 種類 を 間 ふ〕 24 
32  〔淨 行， 不淨 行に 關 する 說 法を受 く〕  22 下 
208* ③ 〔經〕 2'2 下 208 
淳陀經 Cunda-sutta  24  32°,  34 
順 惡趣行 apaya-gamaniya  20  209,  210 
順 有 身 集 起 sakkaya-samudaya-gamin 14 
69,  70 

順 有 身滅盡 sakkSya-nirodha-gSmin  (個體 

の滅） 14  69,  70 
順 有 身 滅追邊 sakkaya-nirodhagamini- 

patipadanta 14  246° 
順憂處 domanassatthaniya 17  285 
順 益す る こと を 作す sappaya-kSrin  20 196 
J 頃 厭處に 於け る 厭 saihvego  samvejaniyesu 

thanesu  (可 厭處に 於け る 厭， 憂 ふべき 事に 對 

する 憂） 45 14,  343° 
順 蓋 二 法 Nivaraniya-duka  53  356° 
順 蓋 二 法 善 三 法 nivaraijiyaduka- 

kusalattika  55 188 
順 蓋 非 蓋 法 nivaraniya  ceva  no  ca 

nivarana  dhamma  (順 蓋 法に して 非 蓋なる) 

53  372* 

順 蓋 法 nivaraniya  dhamma  45  6,  301 ， 

373°  ；  53  356 
〔順 蓋 法 等の 緣關 係〕 53  356 
順 蓋 法に して 非 蓋なる nivara が ya  c'eva 
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ジ ュ ンー顺 


dhamma  no  ca  nivarana 順 蓋 非 蓋 法） 45 

7，  302%  373° 
順觀 anuloma  62  400 
順 觀の忍 anulomika  khanti  47  52 
順喜處 somanassatthaniya 17  285 

逆 三 法 三 法 g 趣 Anulomapaccaniya- 

tikattika-patthana  56  294° 
順逆 三 法 二 法發趣 Anulomapaccaniya- 

tikaduka-patthana  56  239° 
順逆 三 法證趣 Anulomapaccaniya-tika- 

patthana  56 169' 
順 3；^  二 法 三 法發趣 Anulomapaccaniya- 

dukattika-patthana  56  212。 
順逆 二 法 二 法 護 趣 Anulomapaccani3'a- 

dukaduka-patthana  56  315° 
順逆 二 法發趣 Anulomapaccaniya-duka- 

patthana  56 194= 
順逆 風 anuvata-pativata 17  368,  369 
順: 發 趣之釋 Anulomapaccaniya- 

patthana-vannana  56  519° 
順苦滅道聖!^  dukkhanirodha-gamini 

patipada  ariyasacca 苦 滅道聖 諸, 苦聖 謠， 

苦の 滅に 至る 道の 聖謠 I 16 下 331*,  340°,  346， 

347;  40  8,  61, 66°  ；  41 75° 
順苦滅 M 智 dukkhanirodha-gaminiya 

patipadaya  nanam  '苦滅 道 智,' 40  5， 199, 

219 

順 f 分 結 ®  oramohagiya  saihyojana  、下 分 

結） 18  235*  %  Orambhagiya  ： 經〕 22 上 182 
順解脫 律義 patimokkha-samvara  '： 別 解 58； 律 

儀, 波 羅提木 叉 律義, 戒本 防護 8  347 
順 繁ニ法 Ganthaniya-duka  53  300° 
順 繁ニ法 善 三 法 ganthaniyaduka- 

kusalattika  55 179 
順繁法 ganthaniya  dhamma  45  5,  297°, 

370°  ；  53  300 
〔順繁 法 等の 緣關 係: 53  300 
順 3g 法に して 非 紫なる ganthaniya  c'eva 

dhamma  no  ca  gantha  45  5，  297°,  371° 
順 决擇分 nibbedha-bhagiya  '決擇 分 18 

293  ;  20 194，  195;  40  8，  58*;  63  79 


順 決 擇分定 nibbedabhagiya-samadhi  (决擇 

分定 40  79 
順 結 見 sannojanika  ditthi  40  227,  253 
順 結 二 法 Samyojaniya-duka  53  250° 
順 桔ニ法 善 三 法 samyojaniyaduka- 

kusalattika  55 168 
順 结非結 法 samyojaniya  ceva  no  ca 

saihyojana  dhamma 順结 法: 二して 非 結な 

る） 53  274 

順 結 法 safifiojaniya  dhamma  ' 听 結の 法， 繁 

縛すべき 法' 45  4，  292%  368°  ；  53  250 
〔順 結 法 等の 緣關 係： 53  250 
J 頃 結 法： こして きき 結なる safifiojaniya  c'eva 

dhamma  no  ca  sannojana  '順 結 非 結 法) 

45  5，  292%  368: 
II 現 法受業 ditthadhammavedaniya 

kamma 現法受 業， 現 法 受の業 58  416,  417 
d: 順 後受業 ②順後 業 aparapariya- 

vedaniya  kamma 後後 受業， 後世 受の 業） 

X  58  416,  417  ；  63  388  %  36  26 
順 後生 異 熟の 業 aparapariya-vepakka 

kamma  58  218 
順 三 法 三 法發趣 Tikatika-patthana  (三 法 三 

執發 趣' 56  r 
順 三 法 二 法發趣 Tikaduka-paUhSna  (三 法 二 

法發趣 1 55  284° 
順 三 法發趣 Tika-patthana 三法發 趣， 三 法 

鉢 多那ソ 50 14° 

〔順次 行 道〕 11 上 347 
jIH 次' こ sapadSnaih 次第 ジ 2  310 
順捨處 upekha-thaniya 17  285 
順 取 二 法 Upadaniya-duka  54  252° 
順 取 二 法 善 三 法 upadaniyaduka-kusalattika 
55  230 

順 取 非 取 法 upadaniya  ceva  no  ca  upadana 
dhamma 順 取 法: こして 非 取なる） 54  276* 

順 取 法 upadaniya  dhamma  ' '听 取の 法， 取 法， 
執 取すべき 法 I  45  8，  311°,  380°  ；  54  252 

〔順 取 法 等の 緣關 係〕 54  252 

J 頃 取 法; こ してぎ き 取な る upadaniya  c'eva 
dhamma  no  ca  upadana  '順 取 非 取 法) 4S 
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順 一 ジ ユン 


9，  312。，  381° 
順 種 姓 有 anuloma-gotrabhu  (隨 順， 種 姓） 
57  314 

順法 分 thiti-bh§giya  (住 分） 18  292  ；  20 194, 

195  ；  40  8,  58* 
順 g 分定 thitibhagiya-samadhi  40  79 
順序 kama  64  78°,  91, 97, 107,  116,  256° 
順正說 vScmnuvada  (說 隨說， 說隨 順說， 隨順 

說， 論隨 論， 難詰の 語） 4  444; 14 185, 186 
順 生受業 upapajjavedaniya  kamma  (次 生 

受業） 58  416,  417 
順 勝 進 分 visesa-bMgiya  (勝 進 分, 勝 分， 勝 分 

ある ） 18  293 ；  20 194， 195  ；  40  8，  58*  ；  47 

57  、 
順 勝 進分定 visesabhagiya-samadhi  (勝 分定， 

勝 進 分定） 40  79 
順 上 分 結 UddhambMgiya  〔經〕 22 上 183 
順身觀 kSyanupassin  (〜身 隨觀， 身 念處） 57 

87，  88 

順 世 〔外道〕 lokSyata  (順 世論， 順 世論 者， 世間 

の 領域， 世間 論） 4  211， 212 
順 世 術 lokayata-sippa  23 134 
順 世 派 ' 1) lokayatika 13 113,  114， 115 ② 

Lokayatika  〔經〕 13 113 
J 頃 世 婆羅門 lokayatika  brahmana  22 上 127 
0： 順 世論 t' 順 世論 者 lokayata  (順 世 外道' 

世間の 領域, 世間 論） D  6 13， 103,  132，  168, 

178*  193，  202，  207; 17  264; 19  312;  24 

206  ；  44  74  ；  59 上 21 ② 59 上 10 
順 染ニ法 Sarikilesika-duka  54  30o 
順 染ニ法 善 三 法 saiikilesikaduka- 

kusalattika  55  238 
順 染非染 法 sankilesika  ceva  no  ca  kilesa 

dhamma i 順雜染 法に して 非煩惱 なる） 54 

322* 

順染法 saiikilesika  dhamma  (順 雜染 法， 雜 
染法， 有染 法, 汚 法， 汚穢の 法） 54  306 

〔順染 法 等の 緣關 係〕 54  306 

順 雜染法 saiikilesika  dhamma  (順染 法， 雜染 
法, 有染 法， 汚 法, 汚穢の 法） 45  9，  316%  383° 

順雜染 法に して 非煩惱 なる saiikilesika  Ceva 


dhamma  no  ca  kilesa  (順 染非染 法） 45  9, 
318°,  384° 

順 退 分 Mna-bhSgiya  (退 分， 捨分 ある ） 18 
292  ；  20 194， 195  ；  40  7，  58*  ；  47  57 

順 退分定 hSna-bhagiya-samadhi  (捨 分定， 退 
分定） 40  79;  〔62 179〕 

順 返 法 parihaniya  dhamma  (〜退 法） 〔三種〕 
20  43 

順 二 法 三 法發趣 Dukatika-patthSna  (二 法 三 

法 護 趣） 55 1° 
順 二 法 二 法 鐘 Dukaduka-patthana に 法 

ニ法發 趣） 56  33° 
順 二 法發趣 Duka-pattMna  (二 法發 趣， 二 法 

多 鉢那） 53  r 
順の 緣起 anuloma-paticcasamuppada  64 

309，  359 
順番 patipSti  3  387,  388，  419 
順 非 福 分 apufifia-bhagiya  20 174* 
順 彼擧人 anukkhittaka  5 197 
順 不返法 aparihaniya  dhamma  (不返 法） 〔六 

種〕 20  44 

順風 anuvMa 17  368,  369  ；  59 下 190  ；  62  360 

順 福 分 pufifia-bhagiya  20 174* 

順法 觀 dhammSnupassin  (〜法 隨謂， 法 念處) 

57  87，  88 
順 暴 流 法 oghaniya  dhamma  45  5 
順 暴 流 法に して 非 暴 流なる oghaniya  Ceva 

dhamma  no  ca  ogha  45  d 
J 頃發 趣之擇 Anulomapatthana-vannana  56 

517° 

順 摩 omasana 1 204* 

順 明 分 法 vijjabhagiya  dhamma  (明 分 法） 

17  93  〔六 毽〕 20  74 
順範法 yoganiya  dhamma  45  6 
順軛 法に して 非軛 なる yoganiya  Ceva 

dhamma  no  ca  yoga  45  6 
順 浴 散 nahSniya-cuijija  (洗 粉' 粉末 石鹼， 浴 

粉） 19  33 
Ml' 流行 anusota-gSmin 18  8 
順 流行 人 anusotagamin  puggala  47  369, 

453° 


ジ ユン 一順, 循, 潤， 鹑， 初， 所 

順 和 samagga  (和合 ） 9  363,  364; 10  6 
循環せ る 血 samsaraija-lohita  63  61, 62,  269 
潤澤 ① abhisanda  (等 流） 16 下 292* ま 

Abhisanda  〔經〕 （一) 一(三） 16 下 292-294, 

305-309 

M^i'M   Latukikopama-suttanta 10  254° 
初 因 padhana=pakati  (自 性） 64 144 
初學者 adikammika  63  34，  69,  304,  306 
初功德 五十 經 Anisamsa-pannasaka  22 上 330 
初更 purima-yama  (初夜， 初 分 j  59 上 81, 200 
初 劫 者 pathama  kappika  (劫 初 者） 47 175* 
初 作 adikara  5 196 
〔初志の 貫徹〕 28  223 
初誦品 Pathama-bhanavara  3  26,  293 
初淸淨 Pathama-suddhiya  〔經〕 16 下 174 
初靜盧 pathamajjhana  (初 禪， 第一 禪定） 4 

246  ； 14  381 ； 19  33;  45  45*，  137, 172 
初 神變 pathama-patihariya  3  47 
初 善 adi-kalyana  (初め よく  ）  3  37,  64  ；  62  8 

①初善 中 善後 善 ②初 善なる 中 善なる 後 善なる 
adi-kalyana  majjhe-kalyana 
pariyosana-kalyana  (初 中 後 善， 初 も 善く 中 
も 善く 後 も 善く， 初めに 善く 中に 善く 終 り に 
善き） ① 3  424;  4  370; 17  291; 18  41, 
258,  263; 19  39, 157,  158,  159,  186，  212, 
217,  364;  20 137;  21 5,  7;  22 上 15*,  238, 
242，  304,  314,  327;  22 下 66， 116,  122，  315, 
320  ；  24  204  ；  47  445 ② 17  210  ；  47  403 

初禪 pathaniajjh5na  (初靜 慮， 第一 禪定） 6 
110°,  248，  306,  329;  9  479; 10 16°  ； 11 上 
18  ； 11 下 2  ； 15  406  ；  65(11)  4，  5  ； 〔16 下 35  ； 
62  279° つ 〔五 支の 捨 離と 五 支の 具足〕 10 16° 
〔 と 心 心 所〕 11 下 2  ；  58  230  〔捨斷 支〕 62  279 
〔障礙 六法〕 20 196, 197  〔相 應支〕 62  283  〔初 
禪の 進展〕 62  300 

初 入定 者 pathamajjhanaiii  samapanno 
57  259,  262* 

〔初禪 は 涅槃な り〕 （外道 說） 6  54;  47 116 

初 地 pathama  bhumi  45  86"^,  141*  ；  46 138, 
243，  253,  263,  287*,  379* 

初 中 後 善 adi-majjha-pariyosana-kalvanatta 


(= 初 善 中 善後 善 i  62  423 
〔初轉 法 輪〕 3 18  ； 16 下 339  ；  28 172  ；  41 74,  88 
初 道 pathama-magga  '= 須陀? き 道） 50 164; 

51 92, 144,  190;  52  99， 136,  185，  187,  242, 

243 其 他 ； 53 164  ；  54  454,  455,  506,  507， 

515,  516 

初道智 pathamamagga-nana  64  430 
初 日 〔食〕 pStipadika  (月 初日 食， 月 旦食） 62 
131 

初 分 pathama  yama  (初更， 初夜） 23 167 
初犯 者 adi-kammika 1 167 
初 品 Pathama-vagga  91; 10  85; 11 上 279  ； 
14  297 

初梵行 5cli-brahmacariya  (根本 梵行） 16 下 
334*,  365,  378  〔戒〕 62  25° 

初梵 行の 學 adibrahmacarii'ika  sikkha  3 
113;  5  307; 18  425,  426 

① 初夜 ②初 夜分 patha:ra  yama  (初更， |7 
分） ① 3 1 ； 40  50  ；  42 100  ；  43 144,  188，. 
354，  365  ；  44  51, 206,  486，  488  %  21 70 

所 愛 piya  ( 愛， 愛 者， 可愛， 愛好す る もの ） 8 
342,  343 

所壓 Upassattham  〔經〕 15  47 

所' 引導 者 neyya  (听 化， 未了） 18  237;  47  366,. 
419°  ' 

所有な し assaka 11 上 89，  93 

所有の 樂 atthi-sukha 18 119° 

所 依 ODupanisS  '因, 基, 緣， 髮類， 方便） 16 上 
174;  20 109,  110，  352，  353;  21 299*;  22 上 
200'";  22下 ② asaya  (依 听， 住窟, 棲 處)' 
47  51, 52 ③ nissaya  (所 依 止， 依 止， 依） 19 
147  '3  nissita  (依 止， 有 依） 11 下 367* ⑤ 
patisarana  (歸 依听， 歸 依處， 歸趣： 11 下 276, 
281 (6；  vatthu  (基， 基因， 作處） 47  2*. 16*  ； 
50  31， 34* 其 他； 51 2*.  46*,  109* 其 他； 52 
2*,  70*，  114*,  149* 其 他； 53  2*.  27*，  81* 
其 他； 54 1*， 19*,  42*,  66* 其 他 ⑦ Upanisa 
〔經〕 22 上 202 ⑧ Upanisa  〔經〕 （一)一 (三)' 
22 下 280-285 

所依膽 ！慧 vatthu-vibhavana  panna  47  3,. 
21  . 
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所 依 具足 nissaya-sampanna  22 上 5 

听依止 nissaya  (听 依， 依 止， 依） 19  378 

所 依 色 vatthu-rdpa  (基 色） 50  375,  381，  397, 

443,  475，  499，  504 
所依拖 設ト! 0    upadapannattanuyoga  57  53 
所 依 前生 vatthu-purejata  50 172°*,  380, 

401 ； 51 94，  95， 146*  ；  52  52*,  101,  102,  138， 
. 188;  53 17，  54,  92, 113 其 他； 54 13,  33,  58, 

77 其 他 

所依滅 upadhi-saiikhaya  (諸 依盡 き， 依の 
滅， 依の 滅盡） 18  44 

所緣 ① arammapa  (緣 境， 冥想の 對象） 13 
96*  ； 14  84，  86,  91 ； 20  46-^,  49*  ；  40  26  ；  41 
9,  36  ；  43  2，  5，  272  ；  45  212,  228*  ；  48 上 8, 
21 ② Srammaija  〔經〕 14  433，  452 

所緣 一行 境 Arammana-Gocara  〔經〕 14  451 

所緣緣 arammana-paccaya  〔二十 四 緣の 一〕 
50 1， 2。， 18* 144，  340°,  362°  ；  51 2*, 14， 
47,  80, 132,  214,  255  ；  52  4*,  38*，  91*,  131* 
其 他； 53  3*, 10,  47,  70,  87 其 他； 54  2"^, 10, 
30,  44*，  67* 其 他； 55 1*  ；  56 1*,  511; 57 
399;  58 119,  264，  266;  59 上 25;  63  423; 
64 100，  101,  180,  182。，  193,  248 其 他； 65(11) 
71 

所緣 緣廣說 arammanapaccaya-niddesa  50 
362 

'所 緣堅執 生起 arammanadhiggahituppanna 
64  456 

<D 所 緣親依 ② 听 H: 親 依 止 

arammanupanissaya ① 64 18d  , 18o， 193  ； 
65(11)  72;  2；  50 162°*,  344°,  377*,  403,  408， 
494,  506* 其 他； 51 25*,  91*，  143*,  296*, 
365  \  415*,  434;  52  46*,  98*,  136*  185*, 
212 a 其 flk;  53 15, 16，  52,  91, 115 其 他； 54 
12，  34,  57,  76 其 他； 55  3^ 

所 緣 前生 Srammaija-pureja は 50 172。*  380， 
401 ； 51 94,  95， 146-^  ；  52  52*,  101,  102,  138， 
188;  53 17，  54,  92, 115 其 他； 54 13,  35，  58， 
77 其 他  - 

所緣善 ai-ammaija-kusala 14  433,  442,  443, 
447,  449  & 


所緣^ 上 5rammaijadhipati  50 148° 气 341, 
366°,  378,  404,  501， 502 其 他； 51 19 た 84*, 
135*,  185*,  261*,  358*  409*  ；  52  94、 132*, 
175*,  208* 其 他； 53 12， 13,  49，  89, 103, 113 
其 他； 54 11， 32,  33,  75 其 他； 55  3"  64 
183。，  193;  65(11)  73 

所緣: こ 赴かし むる 作意 arammaija- 
patipadaka-manasiKara  64  58 

所緣に 依る 作意 arammanato  manasikaro 
58  293 

所緣の 確立 arammana-vavatthapana  63  304 
所緣の 寂靜性 arammana-santata  63  78 
所 緣の勝 妙' 性 arammana-panitata  63  78 
所 緣の攝 arammana-sangaha  65(11)  25 
所緣 の潛大 arammana-yaddhana  63 187 
所緣の 超越 ① arammana-samatikkama  62 
222  ；  63  208 ② arammanatikkama  63  229 
③ arammana-sankantika  63  303 
所緣 53 "別 arammana-vibhatti  59 下 189,  211 
所緣 趣 arammana-patthana  56  522 
所 緣論母 Sramniapa-mStika  56  522 
所應作 kiriya  (唯 作， 听 ^[^)  45 168*，  174，  349* 
所應 f 乍 心 kidya-citta  (唯 [乍, し、） 45 168 
所, 應 作天宮 Karapiya-vimSna  24  519 
所應 (乍 法 kiriya  dhamma  (唯 (乍 法:: 45 174, 
263* 

所 應 (乍 無 記 kiriya vyakata  (唯 作 無 ぼ S， 作 無 

IB)  45  349* 
所覺 muta  (覺， 所思） 18  302,  303 
所願 assasaka  3  66 

所行 'D  gocara  (行處 ，境界, 行 境， 行 域, 親近 處， 
範圍） 16 上 424  ； 19 157,  186,  191，  212,  216, 
364;  21 5，  7，  52;  22 上 2,  3， 10， 11, 238, 
241,  303,  327  ；  22 下 26，  28， 116,  315，  320 
② cari は （行） 40  20G°,  347*;  41 202 ③ 
cariya  (正 行， 行） 〔八 種〕 41 177°*  〔44  392°, 
393〕 ④ patipada  (行 道， 道， 道 跡, 行， 向 道, 通 
行） 17  322 

听 行藏經 Cariya-piUka  〔小 部經 の一〕 41 

363°  ；  65(1)  24 
所行の 决 定の慧 cariya-vavatthane  paiina 


シ ョ 一所 


40  2, 130。* 
所行-つ 種锺 相の 智 cariya-nanatte  nanaih 

40  2， 130。* 
所行 論 Cariya-katha  41 177° 
所樂 r uci 樂， 欲， 意 欲， 愛好, 好み， 喜， 目的 

1 155*;  2  4* 
所 求 pariyesi は 14  322* 
所 化 vine は bba  50  352 
所 化:; 天〕 Nimmi は （:= 化樂天 41 208 
所 結の 法 safifiojaniya  dhamma  '' 順 結 法， 繁 

縛すべき 法 13 126,  127，  128,  130* 
所見 ① diUha  、見） 14  322*;  18  302，  303  D 

ditthi  '見， 意見， 見解） 1 155*;  2  3* 
所 護 Rakkhi は 〔林〕 23 149， 150 
所 護"^    Rakkhita-lena  59 上 14, 16,  24,  36, 

37 

所 言 bhasi は （听說 ） 5  276 

所 言の 制限 appabhassa 19 191 

所作 i:  kicca  (作用， 行事： 11 上 258*  ^ 

kiccayata  4 137， 145  3)  kiriya 唯 作， 听應 

作， 執行； 40 141; 58 141 
所作 圓潇し vushavant  (已 住， 修行 成 溝し） 

11 下 9* 

所作 果見 kiriyaphala-diuhi  59 下 338 
(£ 所作 已; こ 作し ② 所作 已に辨 じ ま 所作 已: こ 
作され たり kataiii  karaniyarii (• ^辨す ベ 
きこと は 己に 成辩 せられたり， 作すべき 事: ま 
巳に 作され， 爲 すべき こと は爲 され） 4)7  21; 
11 下 18 ② 3  26,  63,  324  ；  4  436  ；  6  254, 
288;  7 141; 8 169，  170; 11 上 328; 14  32*， 
57; 16 上 361，  390，  425,  426; 16 下 3，  22, 
26  ；  21 39;  22 上 27*  ；  22 下 58,  59,  65，  66 
③ 17  320 

所作 を設 く    kiriya-vadin  ( ？ラ爲 論者〜 作業 論 

者， 業果 論者） 3 120 
所思 '1〕 muta  (听 覺 i 14  322* ま cetayita 

(思 已） 22 下 102, 103 
所思 惟 abhisancetayita 11 下 125 
所識 vinneyya  (听 知.） 3  326 
所識二 法 Kenaci-vinneyya-duka  53 172°  ； 

56  200 


所 ssj  二 法 # 三 法 kenacivinneyyaduka- 

kusalattika  55 154 
所識法 X  vinneyj  a  dhamma  (听知 法 45  4， 

283  ， ま %  kenaci  vififieyya  dhamma 

53 172*  ；  56  200,  361 

ニ听識 法' 非听識 法の 緣關 係〕 53 172 

所 食品 Khajjaniya-vagga 14 129， 166 

所 取 見 法 paramattha  dhamma   已取著 法， 

已執 法' 47  238，  239 
所 取の 法 upadaniya  dhamma  '• 順 取 法， 取 法， 

執 取すべき 法 13 124,  125，  126,  128,  129. 

130， 134 

所趣處 parSyaiia 依 據， 依估 17  252,  253 
所 受の業 vedaniya  kamma  22 上 46* 
所執處 alaya  ' 阿 賴耶， 執著, 愛， 愛 著， 愛 著' し， 

愛 怒， 避難の 處； 18  231 
所 生 bhD は 生物， 生類, 有 者， 有 類, 萬 物 ） 22 下 

102, 103 
所攝 saiigaha 攝 47  324 
所攝联 Samgayha  〔經〕 （一バニ 15 114, 117 
所攝 〔なる ものの〕 听攝 Saiigahitena 

sangahita  47  251° 
所攝： なる ものの〕 相應と 不相應 Saiigahitena 

sampayutta-vippayuttam  47  295°,  303° 
听攝 と^き 攝 Sangahasangaha  47  214° 
〔听攝 等の 緣關 係;： Si  497 
所 攝ニ法 Pariyapanna-duka  54  497°  ；  56  209 
所 攝ニ法 善 三 法 pariyapannaduka- 

kusalattika  55  263 
所攝： なる ものの〕 非攝 Saiigahitena 

asangahitam  47  245° 
所攝法 pariyapanna  dhamma     世間 法、 45 

10.  328。，  391°  ；  54  497  ;  56  209,  371 
所 瞋の法 dosaniya-dhamma 11 上 227,  228 
①所施 法 ②听鬼 物 deyya-dhamma  f^#r, 

功德旌 T  58  30,  31， 34，  35 ② 17  243 
所 制 T  pannatta  4 137,  312;  5  269,  276  (2) 

pannatti 施設， 制， 制戒， 敎示 5  281, 314 
所 染止住 Rajaniyasanthitam  〔經〕 14 125 
听想 bhava 1 155*;  2  4* 
听造色 upad5-r0pa  50  6,  7, 11， 12,  26*,  76*, 
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所， 書, 庶， 處一シ 


118*  156*;  51 46*,  109*,  179*，  208*，  382*; 

52  2*,  70*,  114*,  151* 其 他； 53  3*,  27* 

81* 其 他 ； 54 1*,  42*,  66* 其 他 ； 58  299  ；  64 

15，  27;  〔45 187°  ；  64 15°〕 
所 造 性 法 upada-dhamma  (所 造 法） 47  241 
所 造 二 法 Upada-duka  54 179° 
所 造 二 法 善 三 法 upadaduka-kusalattika  55 

224 

所 造 法 upada-dhamma  45  8,  309。，  379°  ； 

54 179-*=  ；  56  205,  367 
〔所 造 法' 非 所 造 法の 緣關 係〕 54 179 
所觸 photthabba  (觸， 觸接） 3  62，  63,  326, 

327 

所觸界 photthabba-dhStu  (觸界 f 11 下 58; 
48 上 296* 

所 15 蜀處 photthabbayatana  (觸處 ） 45  206°  ； 
48 上 93* 

所托 adhinhana  ( 依處, 處， 受持， 攝持, 攝受， 

加持， 住 著） 20 113 
听 斷を觀 ずる こ と の慧 chinnam  anupassane 

pafina  40  2， 119°* 
所 知 vififiata  (所 了 別） 14  322* 
所 知の 義の智 fiataUhe  nanarh  40  2, 145° 
所 知 法 ① parinneyya  dhamma  (听遍 知 法 = 

五蕴） 14  42,  249,  301 vinneyya  dhamma 

(所識 法） 47  237 
所 癡の法 mohaniya-dhamma 11 上 227,  228, 
229 

所得 ①ほ bha  (利， 利得， 得, 獲， 利 養） 2  245, 
248  ；  5  40;  8 12*  ；  21 311 ② paUa 14  322* 
所得 樫 labha-macchariya  (利得 悭， 利 養慳） 

〔五慳 の 一〕 19  369*;  47  385,  391 
所 貪の 法 lobhiya-dhamma 11 上 227，  228 
所 忍 khanti  (忍） 1 155*  ；  2  4* 
所遍知 Par ほ fieyya  〔經〕 14  248,  301 
所辨 kara が ya ほ 4 137， 145 
所望 を 満す泉 op5na-bhtUa 10 149 
所 間 品 Ayacana-vagga 14  313，  31d 
所 聞 SU は （聞, 聖知, 天啓, 博聞） 14  322*; 18 

302,  303;  22 上 336,  337 
所用 十二 事 karaniya-dolasaka  3  462 


所 了 別 vififia は （所 知） 18  302,  303 

所累 Upaddutam  〔經〕 15  47 

①書② 書簡 lekha  (書 寫, IBM, 文字） ① 2 

10*,  203  ；  3 130  (D  59 上 86 
〔書簡 を認 むる 饕 n|〕  59 上 86 
書册 potthaka  (書籍， 書物， 經卷） 60  379 
書 讚嘆 lekhaya  sarhvanneti 1 126 
書 術 lekh5-sippa  23 134 
書寫 lekha  (書， 書簡， 記號， 文字） 59 上 146， 

173;  59 下 234 
① 書 寫阿闍 梨 ② 書寫師 lekhScariya ① 59 上 

146 ② 59 下 234 
書信 s5sana  (手紙， 書面， 信書, 使 書， 通牒， 傳 

書） 30 146， 169 
書籍 potthaka  (書 册， 書物， 經卷） 50  498; 

59 上 170,  173,  174;  61 439 
書 典 sattha  (學 問） 64 11 
書面 sasana  (書信， 手紙， 信書， 使 書， 通牒， 傳 

書） 30  35  ；  31 309，  313 
書物 potthaka  (書 册， 書籍， 經卷） 32 138,  226  ； 

34  291 ； 37  300 
庶民 族 ① vessa  (毘 舍， 吠舍， 農業 者） 9  371 

② vessa-kula  (吠舍 家） 9  492 
庶務 大臣 sabbatthaka-mahamatta 1 421 ； 3 

366,  422 

處 ① ayatana  (入 處， H)  8  322，  379  ； 18  279  ； 
64  89°, 173  〔六 種〕 8  322  〔十 種〕 8  379 ② 
thana  (理） 5  291°  ； 18 116，  117,  118;  20 
182  ；  22 上 252，  256 ③ Aya は na  〔經〕 12 
191 ； 16 下 346 ④ Thana  〔經〕 16 上 274  ； 
16 下 170  ；  22 上 67 

處. 界の 解釋 Ayatana-dhatu-niddesa  64  88° 

處行 ayatana-cariya  44  ^92 

處女 komarika  (少女， 童女） 7  382 

處女牛 pavem  24 10 

〔處 女の 誘惑〕 28  378;  29  302;  31 244,  556; 
33 167;  34 135。 

處章 yattha-vara  5 179 

處 施設 aya1;ana-pafifiatti  47  357;  57  403; 
59 上 25 

處善巧 1) ayatana-kusala 11 下 57，  59° ② 
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ayatana-kusalata  8  292;  45 12，  336—'  D 
thana-kusalata  8  292;  45 12，  337° 
處雙品 Ayatana-yamaka  48 上 93° 
處置 nijjhatti 審諦， 靜觀， 和睦' 5  281 
處 中性 tatramajjhattata  '中 捨， 中捨 性:' 50 
404 

處 〔に閼 する〕 善 巧と 緣起 〔に關 する〕 善 巧 
avatana-kusalata  ca  paticcasamuppada- 
kusalata  ca  8  292 

處 〔に關 する〕 善 巧と 處: 二 非ざる こと ：: こ關す 

る， 善 巧 thana-kusalata  ca  atthana- 

kusalata  ca  8  292 
處 罰に 於け る 公平 darhda-sama ほ 65  III  54 
處非處 thanatthana 18  253 
處非處 善 巧 ®  thanathana-kosalla 

50 164, 166  ；  51 92,  93, 145, 191 ； 52 100, 

137， 187  ；  53 165  ；  54  455,  507,  515  ^ 

thanathana-kusala 11 下 57,  61" 
〔處 非處 智力〕 9 113; 16 下 170;  20 182;  22 上 

252,  256  ;  41 109;  47 13,  44。 
處^ き處 i  ロ實 g 力 thanathanarh-yathabhuta- 

nana-bala  57  298,  301* 
處 まき 處の行 thanathana-gamana  5  280 
處 分別 Ayatana-vibhanga  46  83' 
暑 upha  '  3- 煞， 煞， 熱氣， 援） 2  205,  518;  4 

227,  251 ； 9 13, 14 
暑季 gimha  (夏季,夏:；^9,熱季,夏，春季 16 上 225 
暑 時 ① uijha-kaia  3  86;  4  321, 335 ② 

unha-samaya  2 186* 
暑熱 upha  (暑， 熱, 熱氣, 煖 3  273  ；  62  57  ；  64 

411,  415,  416 
諸 愛との 別離 piya-vippayoga に〜 愛別 離,' 64 

130 

〔諸 惡莫 作の 偈〕 6  421; 23  45 

〔諸 異熟無 記 心と 相應 する 行〕 64  67 

諸 有 中の 彷徨 〔者〕 を棄捨 せる 者 bhavesu 

vanta-gamano  62  41o 
諸 依盡き upadhi-saiikhaya  (听依 滅盡， おの 

滅, 依の 滅^ 12  229 
諸緣 の滅盘 paccayanarh  khayo  3  3;  23  87 
〔諸 王の 事績〕 60 137 


諸行 sarhkhara  、行 5 146;  40  22、  99 
諸行が 現; こ 存在しつつ ある ことなく して 生ずる 

やの 問 Bhavantanam  samkharanam 

jayana-panho  59 上 108 
諸行 生ずる やの 問 SaihkharSnaiii 

jayana-panho  59 上 107 
〔諸行の 觀察〕 18 164 

諸行 は 苦 sabbe  sarikhara  dukkha  '： 一切 f 亍 

苦） 40  8,  61 ； 〔41 191： 
諸行 は 生滅の 法な り \-aya-dhamm5 

saiiknara 12  267 
諸行;. ま 無我 sabbe  saiikhara  anatta  (一切 行 

無我） 40  8，  61 
諸行 は 無常 sabbe  saiikhara  anicca  (—切 行 

無常） 5 146  ；  21 100  ；  22 下 83  ；  38  475,  493  ； 

40  8， 11 

諸行 は 無常な り anicca  samkhara  7 124,  146, 

201; 12  8,  268; 13  283;  20  353*;  26 116, 

462  ；  29  260  ；  〔41 191： 
諸行 分散 Sankharabhajaniya 夏： 65(1)  38 
諸行 を捨 する 智 saiikharupekkhasu  nanarh 

(行 捨智） 40  2， 100:* 
〔諸 外道 師の臂 20 123 
諸 結 を斷ず saihyojana-pahana 16 上 186 
諸拫 Indriya  〔經〕 15  223 
諸拫 具足 indriya-sanipanna  (拫 具足） 15  224 
諸拫 制御な し pakatindriya  (諸 根 ：1 ^制御， 諸 

根 を 護らざる） 12  352 
① 諸拫: こ 於け る 護 門 ま 諸 根の 守護 J) 諸浪乃 

門 を 護る indriyesu  gutta-dvarata  (守 蓬 

拫門， 拫門 守護, 拫の 守護, 能護拫 門） X  23  271 

② 42 18,  217 ③ 21 292 

①諸拫 に 於け る 不護門 ② 諸拫に 於て 門 を 護ら 
ず indriyesu  agutta-dvarata  (不 守護 根 

門， 拫門を 護らぬ こと， 拫: こ 於け る不護 門） ① 
23  270  ®  20  264 

①諸拫 の 門 を 護る 1^ 諸浪ニ 於て その 門 をよ く 
守護す indriyesu  gutta-dvaro  ： 守護 浪門 
者， 拫門を 護る 者, 護 根 門 者） 0^ 15 167  I 10 
291 

諸 根の 寂靜 indrivupasama 12  81 
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諸 拫の入 indriyanarh  avakkanti 14  73 
諸拫 の變壞 indriyanam  viparinamo 15  65, 
66 

、T '諸 根の 律 翁 1^ 諸 根の 制御 indriya- 

samvara  (根 律 f?|, 拫 防護， 拫を 護る こと） ① 

7  323 ② 6 106  ；  C23  73〕 
① 諸 根吧大 ま m 拫吧 え pmindriya  ！！) 1 14(3, 

186  ；  2  39 ② 1 29 
'① 諸 拫不 制御 'D 諸拫を 護らざる 

pakatindriya  (諸 根 制御な し） ① 12 103 ② 

17 107 

諸事 便 安 khamaniya 1 249 

諸 識者が 各自に 知るべき もの paccattam 

veditabbo  vinnuhi  62  429 
？ g 種, 望 本 生物 語 Nanacchanda-jStaka  (二 

八 九） 31 256° 
'諸種の 神 通 nanavihita-iddhividha  = 

anekavihita-iddhividha  ('多種の 神 通， 多端 

神變， 種種の 神 通， a 種の 神變） 11 上 22 

〔諸 聖者〕 8 129;  9  260  ； 16 下 13■^  21 ； 17 
114  ； 18  236  ；  21 69,  78，  225,  226  ；  22 上 20, 
31， 41 ； 22 下 10, 11 ； 23 175  ；  57  80 

〔諸 聖者 等と 宿住隨 念〕 63  380* 

'〔諸 心听〕 40  35， 123,  293,  297，  442,  450;  41 
45,  69,  74，  91， 166;  58  29;  65(11)  10°* 

〔諸 善心と 相應 する 行〕 64  51 

諸 天 (禁戒 足； Deva  or  Vatapada  〔經〕 （一) 一 
(三） 12  399-401 

諸 天相應 Deva ほ- sarhyuUa  (天 部） 12  r 

〔諸 天と 壽量〕 17  345;  21 147,  154,  161,  169; 
32  335;  47 189;  57  272;  65(11)  42 

〔諸 天に 梵行住 は あらず〕 57 131 

諸 天の 王帝釋 ① Sakka  Inda  35  263  J) 〜次 
項 

①諸 天の 王 帝 釋②諸 天の 主帝釋 Sakko 
devanarh  issaro  (〜天帝, ① 60  61, 73 ② 
41 371 

諸 天の 主 devSnaih  indo  (天の 王 = 帝釋） 15 

164*  ；  24  525 
①諸 天の 主帝釋 ②諸 天の 主なる 帝擇 〔天〕 

Sakko  devanarii  indo  (天主 帝釋， 天帝 輝， 釋 


提桓 因， 帝釋〜 諸 天の 王 帝懌） ij  23  260 ② 
15 164,  313.  415*  〔目 健 連と 問答つ 15  415* 
〔諸 天の 年月〕 17  345;  21 147，  154,  161，  169; 
38  382 

〔諸 天 名〕 1 28;  6  308^*;  8  338;  9  3(59  ； 10  8; 
11 上 253; 11 下 113，  114,  116，  117，  183; 16 下 
322  ； 17  340，  345,  346,  371 ； 18  223  ；  20 13, 
48，  51, 72,  73，  357，  375  ；  21 125,  147,  154, 
161, 169  ；  22 下 307  ；  25  368  ；  42  63, 178  ； 
44  69, 138，  378;  47 189°  ；  57  272;  65(11) 
40,  42 

〔諸 不善 心と 相應 する 行〕 64  61 
〔諸 不善 法〕 10 117 
〔諸佛 間: こ 劣 勝 性 あり〕 58  412 
〔諸佛 弟子 名〕 20  30 

諸 佛の敎 buddhana  sasanam  23  45， 152; 

25 158 
' 〔諸佛 名〕 41 357°,  360 
〔諸方の 教化〕 60  58，  230 
〔諸 法と 蘊 • 處 • 界 との 相應 • 不 相應〕 47  266 
〔諸 法と 補特 伽羅との 關係 J  57 17* 
諸 法の 合一せられ たる を 〔分解し 得る や〕 の 間 

Ekabhavagata-panha  59 上 129 
〔諸 法の 譬 niO  64  386 
〔諸 法 無我〕 41 192 

諸 法 を 正 la する 慧 dnamme  vipassane 

panna  40  2, 121°* 
〔諸 煩惱〕 22 上 178,  260*  ；  22' 下 129  ；  23  41， 

42，  59,  69,  72,  24P 
〔諸 煩 If と 四 念處〕 16 上 432 
〔諸 煩 惱と八 正道〕 16 上 232* 
〔諸 唯 作 無 記 心と 相應 する 行〕 64  68 
諸 欲 享受者 kSma-bhogin  (受欲 者， 受欲 生活， 

行 欲 人， 欲を縱 にす る 者） 〔三種, 十 種〕 16 上 

37*;  〔22 下 86〕 
諸 漏 Asava  〔經〕 (—)( 二) 15  51 
①諸漏 盡き② 諸 漏 巳に 盡き ③諸 鼐を滅 せる 

者 khiijSsava  (漏盡 者， 漏盡） ① 12  250 ② 

22 上 27* ③ 8 101， 118 
①諸 漏の 滅盡 ②諸漏 を 滅盡す asavSnarii 

khayo  (漏 盡， 漏の 盡， 漏の 滅盡） 山 16 下 67, 
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ジ 3 —女， 序, 助， 除， 舒, 小 

218  (% 16 上 187 
女官 itthSgSra  (後宮， 宮女, 妃妾） 7 188 
女 顏象本 生物 語 Mahilamukha-jataka  (二 六） 

28  358  ；  30 159 
女子の 相 itthi-lmga  (女 相） 8 107 
女婿 jamatar  25  404 
女優 lasika  59 下 188 
序 nidana  (  0 緣， 因， 因由, 緒） 3 198 
序偈 Vatthu-gatha  24  263，  370,  386;  44 1， 

16  ；  [24  258〕 
序說 Vatthu-katha  50  332 
序 話 B5hira-kathS  59 上 2° 
助緣 paccaya  (緣） 15  333 
助言 mantanS  (考量， 對談） 39 183 
助言者 mantin  39 189,  252 
•Kj 破 fi"JtJi   bhedakanuvattaka-bhikkhu  5 

56 

助 伴 sahita  (合 者 i 21 60,  61 

助 伴 者 dutiya  (隨 伴， 伴侶， 同伴 比丘， 陪席 者， 

第二 者） 2  362 
助 味 0^  upakara  (利益, 援助 者） 59 上 130 ② 

vyafijana  (調味， 添 味， 副 菜， 羹菜， 加味 物, 藥 

味） 19  68 ③ sambhSra  (資糧 ） 59 下 85 ④ 

supeyya  (羹, カレー i 11 上 71 
① 助浴師 D 助 浴 者 nahapaka  (侍 浴 者, 湯' 屋 

の 浴 僕 >  D9  479 ② 11 上 18 
除 vinodana  (除 遣） 9  8, 15°, 16 
除惡 dhiUat は 2 180,  224 
〔除去し 難き 五 法〕 19  258 
除 遣 dhuta  (頭陀 :|  24 140;  62 122 ② 

dhona  42 114，  204，  268 ③ vinodana  '除 i 20 

148 

除 遣 者 clhona  24  305,  306,  315,  323;  42 

114°,  204,  269 
除 聖道論 Thapetva  ariyamaggan  ti  katha 

58  322° 

除 般涅樂 upahacca-parinibbayin  (生般 涅槃， 

損害 般 涅槃） 40  261, 262 
除 糞 者 pukkusa  (補 褐娑， 弗 拘沙， 屠 家, 屠殺 

者, 屠殺 業， ffi' 除 夫， 下水 掃除人 ，塵芥 淨除） 〔賤 

族〕 2  9*, 19 


舒槃那 Bhiyyosa  (漸 多） 〔拘那 含 沸の 第一 弟 
子〕 6  365 

小 豌豆 汁 kalaya-yusa  (〜婉 豆， 大豆） 9  428 
小 王 ① kudda-rajan 14  243  ；  22 上 236 ② 

kutta-rajan 16 上 217 
小 王 豆 khuddakaraja-masamugga  35  288 
〔小 王と 轉輪 王の 譬 nB，〕 16 上 217 
小 王統 史 Cula-vamsa  61 1 
小 鸚鶴本 生物 語 Cullasuka-j5 は ka  (四三〇） 

33 118° 

小屋 T  uddosita  2  359  ；  3  251 ； 4  414 ② 

khuddaka-ghara  2 151 
小 カンマ一 サ ダン マ Culiakammasadamma 

〔村〕 35  285 
小火 parit は aggi 16 上 313,  314 
〔小火に 乾物 を投 ずる 譬 1^〕 16 上 314;  62  259 
〔小火: こ濕 物を投 ずる 譬 niO 16 上 313;  62  259 
小 河 kunnadi 13  46, 172, 173  ； 16 下 300  ； 17 

400  ； 18  247  ；  22 下 3，  5,  7,  9  ；  25 147 
〔小 河の 水の 盡く る譬 n|〕 12 185;  25 147 
小迹陵 i 我 Cullakaliiiga  〔王子〕 34 158,  159, 

162 

小 陵 言 我 王女 本 生物 語 Cullak51 ほ ga-.m は ka 

(三 〇 一） 31 303° 
小 驚: 物語 Cullahamsa-ja は ka  (五三 三） 

37  r 

小戒 （T  khuddakaC-silaj  5 118  %  cula-sila 
6  4 

小 郭公 本 生物 語 Cullakunala-jataka  (四 六 

四） 34  r 

小 郭么、 品 Cullakunala-vagga  31 528° 
小學處 khuddaka-sikkhapada  59 上 300 
小 喜 ① khuddika  piti  62  285 ② khuddaka 

piti  64  367 
小義釋 Cula-niddesa  〔小 部經 の一〕 44 1° 
小 弓 dhanuka  (玩具 弓， 弓 遊び， 弓 戯'） 9  462 
小 弓術 師 賢者 Culladhanuggaha-pandita  32 

112, 113 

小 弓術 師本 生物 語 Culladhanuggaha-jataka 

(三 七 四） 32 112°  ；  61 509 
小 給 孤 濁 Cti ほ nathapiijc^ika  〔長者〕 28  292; 
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小一 シ ョ ケ 


31 26;  33 160;  63  330 
小 給 孤 獨帝須 CQ!anathapiijdika-Tissa  〔比〕 

28  306,  308,  311 
小魚 paritta  maccha 18  331 
〔小魚の 浮ぶ を 見る 響 n|〕 18  331 
小 經集經 Sut は nipata  (經 集） 65(1)  23 
小 垢 pamsu  (塵, 崖 培， 塵 土， 汚物） 13  200 
小 紅蓮 Cti!a-kokanacm  〔天女〕 12  41， 42 
小 湖 kusobbha  (小 池） 13 172， 173 
小 鼓 ① dendima ② dindima  (纏 鼓， 罐鼓， 銅 
鑼, 鐃欽， 手 鼓〜 ティン ディマ） ① 27 138 ② 
60 109 ③ panava  (銅 鼓， 鑼, 鐃欽， 細腰 鼓， 打 
鐶） 11 下 162  ； 13 186  ；  24  544  ；  25  204  ；  41 
212    J>  panissara  (手 鈴， 手 琴） 、37  338，  395 
⑤ mutiiiga ⑥ mudiiiga  (杖 鼓， 鼓） ⑤ 3  27  ； 
6 117,  118;  36  368;  38 114，  122,  326,  448; 
39 158，  519  ■：!)  35  37  ；  64  20  @  muraja  (太 
鼓） 4  206  ；  24  552 
小 護法 王子 本 生物 語 CulladhammapSla- 

jataka  (三 五八） 32  40°  ；  63 149 
小 劫 culla-kappa  42  61, 176 
小 業 分別!?  Culakammavibhanga-sutta 

11 下 275° 
小黑 Cullak5!a  〔山〕 35  289 
小 乞食 帝須 Cti!apii3dapatika-Tissa  〔比〕 62 
230,  379 

小 罪 〔1,  anumatta-vajja  (徵 罪， 微小の 罪， 徵 

細の 罪， 微量の 罪， 少少 罪， 少罪， 少量の 罪， 細 
罪） 6  95，  355;  8  95;  23 141 ② ajjhScSra 
(不淨 行, if 上 行， アツ ヂ ヤー チヤ ーラ） 2  50 
小 三 法 Parittattika  52 149°,  388;  56 188 
小 三 法 因 二 法 parittattika-hetuduka  55  334 
小 三、 7 去 有 諍 二、 法 parittattika-saranaduka 
55  436 

小 三 法 善 三 法 parittattika-kusalattika  56  27 
①小シ —ヴ ②小尸 婆 Cma-siva  〔相 應部師 

比丘〕 I ノ  62  338  @  63 169 
小事 ① khuddaka  2  275  ；  5  72 ② khuddaka- 

vatthuka  5 193 
小事 戒 khuddakaC-sila]  5 135 
小事 犍度 Khuddakavatthukkhandhaka  4 


162°,  223 

小事 分別 Khuddakavatthu-vibhanga  47 

61° 

小 沙門 samaijaka  (似而非 沙門， 貧 沙門） 12' 
360 

小 車 rathaka  (車 戯， 車 遊び） 9  462 
小 享天宮 Cula-ratha-vimana  24  522 
小舍 kutika  (草 菴， 小 房, 房 室， 茅屋， 屋舍） 

16 上 106;  25 143 
小 積集經 CCi!avyQha-suttanta  (小 集積 經 > 

59 下 235 

小 須陀桓 cuUa-sotapanna  64  317 

小 須跋陀 Ca!a-subhadda  (小善 賢） 〔夷〕 59 下 

236,  285,  293 
小 須摩那 Cti!a-sumana  〔尼〕 60 127 
小珠 maddaviija  4  207 
小誦經 Khuddaka-Patha  〔小 部經の 一〕 23 

r  ；  65(1)  23,  37 
小 集積 經 Cii!aviyQha-sutta  (小 積集經 i 24 

339°,  344 

小 集積 經の 義釋 Culaviyuhasutta-niddesa 
43  50。，  80 

小所緣 parittarammana  4C  24,  30,  42,  56, 

70 其 他 ； 47  5*,  29,  233,  256*  ；  62 178  ；  63 

417*;  64  7;  65(11)  31 
小 所緣 〔慧〕 parittarammana[-pannaj  64  7 
小 所 緣三法 Parittarammanattika  52  200 \ 

388;  56 190;  63  417 
小 所 緣三ミ 去 因 二、 法 parittarammanattika- 

hetuduka  55  337 
小 听緣三 法 有 諍 二 法 parittarammanattika- 

saranaduka  55  437 
小 听緣三 法 善 三 法 parittarammanattika- 

kusalattika  56  27 
小听緣 〔定〕 parittarammana[-samadhi 」 

62 178 

小听緣 法 parittarammana  dhamma  45  2, 
271%  355°  ；  47  233,  256;  52  200*  ；  56 190, 
353 

〔小 所緣法 等の 緣關 係〕 52  200 

① バ、 小戒 ② 小 小學處 khuddanukhuddaka- 
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ショウ  一/ J' 


sikkhapada  (小隨 小の 學處， 徵 細の 學處） ：!） 

2  226;  4  430*  %  7 142 
.小 小听緣 paritta-parittarammana  '.'J 、： こし 

て 小 听緣、 45  53* 
小 床 pitha  '倚子， 坐 床） 3  85，  91， 213,  216, 

236,  287，  333,  340，  342;  4 119,  258,  261, 

320,  333,  334 
小 商 upakkitaka  23 120 
小 障 凝 khuddaka-paHbodha  62  243;  63  39, 

97 

小定 paritta-samadhi  62 176, 178 
小 諍 Cti!a-samgama  〔章〕 5  278,  281 
■ 小スタ ソ ― マ 王 本 生物 語 Cullasutasoma- 

jataka  (五 二 五） 33  384;  36 104。  ；  61 509 
小' 隨 'J ヽ學處 の 問 KhuddSnukhuddaka- 

panha  59 上 298 
づ ヽ • 隨 'J ヽ 0 學處 khuddanukhuddaka- 

sikkhapada  (小 小戒， 小'」'、 學處， 徵 細の 學處， 

細 隨 細の 學處） 59 上 298* 
小石 pasSija  (石， 岩） 11 下 212,  228,  229 
〔小石 柱 法 勅〕 65(111)  71 
〔小石と 雪山の 臂 ni〕 11 下 212，  229 
小 千 世界 sahassi  culanika  lokadhatu 17 

371°  ；  43 159,  312;  44  291 
小善 賢 ① CQ!a-subhadda  (小須 跋陀） 〔夷〕 63 

329   'DCulla-subhadda  〔象 王妃〕 35  287, 

290,  291， 307 
■ 小 象 跡 nii 經 Culahatthipadopama-sutta  (象 

跡3 ii 小經） 60  239;  651 1；  97 
小帶 ani-colaka  4  403 
〔小 '大' 無量 法の 緣謝 系〕 52 149 
小 壇 a づづ ha-kusi  3  501 ； 4  270 
小ヂャ ナカ 王 本 生物 語 Culajanaka-jataka 

(五 二）  29 14° 
小 池 ① kusubbha,  kussubbha  (小 湖） 13 

45  ； 16 下 300  ； 17  399  ； 18  247  ；  22 下 3，  5, 

7,  9  I)  pokkharani (蓮 池， 池， 池 水， 湖 池， 泉 

池） 3  249     4  244 
小中雙 cujantara  45  4 
小 0    khuddaka-pana 10 145 
小德 cetaka  2 105 


小ナ ンデ ィ ャ CQ!a-nandiya  〔猿、 30  337,  338， 
340 

小ナ ンデ { ャ猿本 生物 語 Cii!ananciiya- 

jataka  (ニニ 二）  30  337。  ；  32  40 
小 那羅陀 苦行者 本 生物 語 Cullant せ ada- 

jataka  〔四 七 七） 33 167;  34 135:  ；  59 下 320 
小に して 小祈緣 paritta  parittarammana 

(小 小 所緣） 47  38;  62 178 
小:' こして 無量 听緣 paritta 

appamanarammana  (小 無量 听緣 47  38; 

62 178 

小 二 法 parit は- duka  53 195，  235,  250,  282, 

300,  382,  399,  419  ；  54  287,  520  ；  55 175 
小 二 法 S 二 法 parittaduka-hetuduka  56  50 
3) 小兒醫 ま 小兒科 komSi-aka-vejja  D  27 

417 ② 43 194,  256 
小 兒醫師 komarabhacca  6  73^ 
小 兒鬼事 Kumara-petavatthu  25  64 
小兒 治療 cmraka-tikiccha  6 14, 104 
小鏡聲 ほ la-sadda  (銅鑼 聲） 7 133 
小鉢 ① omaka-patta 1 412,  2  394 や 

khuddaka-patta 1 414 
小鼻 Cullatuij4ila  〔豚〕 32  220' 
小 布 colaka  4 lio 
小 斧 vSsi  (斧） 4  261 
小 部 Khuddaka-nikaya         65  I  21, 24. 
35,  37° 

小 部誦者 Khuddaka-bhanaka  59 下 203 

小腹 CQ!odara  〔龍〕 60 155;  62  408 

小便 r  passava  (尿） 1 190;  2 178,  332*, 

430*,  562;  4  213,  214  ;  5  51, 77, 101,  126; 

19  201 ； 22 上 326 ② mutta-gata  22 上 35, 

36 

小便. 听 X  passavatthana  、小便 處 ■) 1 269  ；  3 
337;  4 119，  319,  322 ま mutta-karana  、小 

便 道， 隱听） 2  421 
小使處 passavatthana  (小ぎ jff)  38 15 
zj ヽ便道 .— 1: passava-magga 1 44*  ；  5  o4  (2) 

mutta-karana  (小 使 所， 隱听, i  2  425 
小 菩提 童子 本 生物 語 Cullabodhi-j5i:aka  (四 

四 三） 33  228° 
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小， 升， 少， 正一 シ ョ ゥ 


小 法 paritta  dhamma  45  2，  270°,  271,  355°  ； 

47  232;  52 149*;  56 188,  353 
小 房 kutika  (小 舍， 草菴, 房 室， 茅屋， 屋舍） 14 

183 

小 棒 ghatika  ^ 棒 打ち， 逆立 遊び， 授） 9  462 

〔小 木 上に て 海上に ある 譬喩〕 13  234 

小品 Culla-vagga  4 1°  ； 17  243  〔餓鬼 事經〕 

25  55°  〔經 集〕 24  81°, 146  〔 自 說經〕 2'3  207°, 

216 

〔小 摩 崖 法 勅〕 65(111)  78 
小無畏 CQ!5bhaya  〔三藏 比丘〕 62 136,  192; 
63  336 

小 無量. 听緣 paritta-appamanarammana  (小 

にして 無量 听緣） 45  53*  、 
小 誘惑 本 生物 語 Cullapalobhana-jataka  (二 

六 三） 31 89'  ；  35 174 
小欲 性 appiccha ほ （'少欲） 9  29 
小樂 matta-sukha  23  62 
小 龍 Cti!a-n5ga  (專那 伽） 〔三藏 比丘〕 63  344 
小 龍 洞 CU!anaga-leija  62  253 
小 蓮華 王 本 生物 語 Cullapaduma-jataka  (一 

九 三） 30 192°  ；  61 509 
小路 bytiha  (巷 路， 横町） 2  4，  38  ；  5 102, 126 
升 a!haka  (ァ 一' レ ハカ， ァーラ 力， 阿 宅 i せ， 阿 

羅迦， 瓶） 〔量〕 3  421, 422 
少光 parit ほ bha 11 下 183，  185, 188 
少光天 Parit ほ bha-deva 10  8  ； 11 下 116， 

183;  47 192。；  57  272;  65(11)  41， 43，  46 
少罪 'X  anumatta-vajja  ( 小 罪， 徵罪， 微小の 

罪, 微細の 罪， 微量の 罪， 少少 罪， 少量の 罪， 細 
罪） 2  80 ② appa-vajja 18  238,  239 

少罪 〔者〕 appa-savajja  47  366,  419° 

少食 appaharata 11 上 7,  8 

少疾 app^l^iika  (少 惱， 健康， 息災， 無疾） 11 下 
227 

少受の 業 appavedaniya-kamma  22 上 46* 
少女 ① kumarika  (童女， 處女） 6  6，  97 ② 

velamika.  7  382 
少少 罪 aijumatta  vajja  (小 罪， 微罪, 徵 小の 罪， 

微細の 罪 ，微量の 罪， 少量の 罪， 細 罪） 22 上 2， 

3， 10, 11; 22 下 26,  28， 116 


少淨天 Parittasubha-deva 10  8; 11 下 117; 

47 192°  ；  57  272;  65(11)  41， 43,  46 
〔少 水中の 魚の 譬ロ I〕  24  302,  357;  25 186,  191;. 

37  408  ；  42  71 
少數 Appaka  〔經， 12 127 
少相女 nimitta-mat ほ （不全 形'） 4  403 
少想 padUa-safifiin  6  44; 11 上 298* 
少惱 appStaiika  ( 少疾， 健康， 息災， 無疾 ' 6 

291， 292  ； 19  214  ；  2'2 上 224 
少病 appabSdha  (無病） 6  291,  292; 11 下 

227  ； 19  214  ；  2'2' 上 224 
少福 appa-punna 11 上 6 
①少聞 ② 少聞者 appassu は （寡聞， 寡聞 者） 

①  3 104, 108  ；  8  330  ； 11 上 379  ； 18  382，  399， 
403  ；  22 下 53,  61, 64  ；  47  369,  453 ② 13 
234  '= ； 19  253 

少聞 によるの 二    Appassutena  dve  〔經〕 13 
241 

少欲 ' appiccha  (少欲 者） 1 32;  3  81, 531; 
4  2,  301, 302  ；  9  266,  267  ；  21 9，  93  ；  22 下 
17, 18;  24  266;  47  463*  ；  62  47* ② 
appiccha ほ （小欲 性） 1 287;  2  341; 4  385, 
386 ；  5  205  ；  8 143， 144  ；  9 19,  375,  380  ； 17 
17,  22，  23，  25  ； 19  306,  308  ；  20  224  ；  21 
204，  205  ；  22 下 54,  72  ；  62 104，  118， 161 

少欲 者 appiccha  (少欲） 8  375；  20  202;  21 
109,  110,  114， 115  ；  23 152  ；  25  263 

〔少欲 知 足〕 42  361; 43  384;  44  415  〔功 德〕 
32  264 

〔少欲なる 仙人〕 31 437;  32  326 
〔少欲なる べし〕 31 436，  33 112， 118 
① 少欲 論 ② 少欲の 話 ③ 少欲の 稱說 
appiccha-katha  〔十 論 事の 一〕 ① 11 下 132， 
135  ； 19 162,  163, 167  ；  22 上 3，  4， 10， 11, 
297  ；  22 下 23  ；  42  332  ；  43  348  ；  59 下 210 

②  23 141, 142  m  9  266,  267 

少量の 罪 anumatta  vajja  (少 罪， 少少 罪， 小 
罪， 微罪， 徵 量の 罪， 微小の 罪， 微細の 罪， 細 罪) 
46  346,  351° 

正， 正義， 正 不正〜 セ ィ 

正意 sampajSna  (正 知， 正 心） 5  344 


(441) 


シ ョ ウー 正 


-正慧 sammappanna  3  25;  9  330*; 11 下 
299*  337* 

正慧者 sappanna  21 133 

■ 正 憶念 samma-manasikara  ('正 (乍 意'） 6 16* 

正學女 sikkhamSnS  (式 叉摩那 j 11 下 151 ； 19 
151,  386;  62 163, 164 

正覺 T  sambodha  f 等覺） 6  270;  7  268;  9 
22,  23; 11 上 110,  276  %  sambodhi  i 正菩 
提， 等覺、 18  24  ；  43  361 ③ abhisambodhi 
(等 正 菩提） 6  423，  424  1^  abhisambuddha 
(現 等覺） 23  85,  99， 135 

〔正覺 以前 pubbe  sambodha]  9  206,  294, 
414; 11 上 276; 13  6, 13, 151，  248; 14  44; 
15 12， 14， 158，  359; 16 下 112，  137,  189; 17 
426; 19 113，  332;  21 241 .; 22 上 143  ；  41 25 

正覺者 I：  sambuddha  (等覺 者） 44  5*  D 
samma-sambuddha  (三貌 三 佛陀， 正等覺 者， 
正自覺 者） 〔如 來十號 の 一〕 6  217 

正覺智 bodhi-fiSpa  (菩提 智） 38  413 

'〔正 覺 直後〕 （成 道 直後） 3 1; 18  36,  39  ；  23  85, 
99, 135 

正覺: こ よりて Sambodhena  〔經〕 15 12, 14 
正 覺の樂 ① sambodha-sukha  '？  sambodhi- 

sukha  (正 覺樂， 自 覺樂， 等 覺樂， 等覺 の樂） ① 

10  265  ；  %,  44  446  D  sambodhi-rati  43  322 
正覺樂 sambodhi-sukha  (正覺 の樂， 自 覺樂， 

^樂， 等覺 の樂） 11 下 326，  330 
正觀 vipassana  (觀， 毘鉢 舍那） 22 下 26*;  41 

1* 

正 觀の智 vipassane  nanam  (觀智 ） 40 1, 94°* 
正觀カ vipassana-bala  (觀 力） 40 162°  ；  41 
106°* 

正觀論 Vipassana-katha  41 190° 

正 願 samma-panidhi  8  363 

正 願 心 sammapanihita  citta  (正しき 方に 向 
けられた る 心） 22 上 324 

正 希望 〔者〕 asariisa 17 176, 177  ；  47  364,  397° 

正 行 D  acara  (行， 正しき 行, 淨行， 行處, 軌則） 
11 上 348，  364  ； 11 下 162  ；  42  56,  98,  224， 
348  ；  43  24, 146,  216,  352,  364  ；  44  35;  62 
■36°,  38° ② acSra-gocara  (正 行と 行處） 5 


323;  6  95,  355  I：  cariyS  (行， 所行 ノ  38  8 ④ 
sama-cariya  (正業， 正道 行， 等 行, 平等 行, 寂 
靜行） 11 上 249，  250  ； 12 168,  169, 170 ⑤ 
samacara  (行事， 儀 法' i 24 120  6  samma- 
patipada  (正 行 道， 正 向 道, 正道， 正道 跡） 11 下 
321*  7：  samma-patipanna  :■■ 正 行者） 8 149 
⑧ samma-patipatti 16 上 176, 177  ；  22 下 32 

正 行者 t  samma-patipanna  (正 行ノ 11 下 
323*  ； 16 上 177  Z  sammaggata 10 160 

正 行 道 samma-patipada  (正 行， 正 向 道， 正道， 
正道 跡） 43 166,  171,  220，  341，  359，  362  ；  44 
142,  235,  327,  336,  379，  417，  488 

正 行の 偈 dhammacariya-gatha  '法 行偈） 28 
343 

正解 sugahita 11 上 312，  313 
正解され たる 義 sunita  attha 17  89 
正解 脫 samma-vimutti  7  226; 11 下 79，  81; 
16 上 173  ； 16 下 280  ； 17  481 ； 18  389，  390, 
392，  394，  395  ；  22 下 133，  134,  135,  136，  137， 
139，  141，  143*，  300  ；  42 115,  205  ；  43  358 
正解 脫者 samma-vimuUa 13  247  ； 18  354 
正解 論 Vimuccamana-katha  57  311° 
正决定 sammat は -niySma  (正 性 決定， 正 性 決 

定性） 64  325 
正 見 ① sammg-ditthi  5  235  ；  6 124,  322*; 
7  359°  ；  8 138，  330,  333，  349  ；  9  74* ； 10 15， 
188*; 11 下 73°，  353°  ； 13  24°; 16 上 152°; 
16 下 371; 17  45*,  140°,  481; 18  446;  20 
223;  22 下 133=^  300;  23  66;  40  67°  ；  45 
19°,  21, 30，  90,  94;  46 135%  138*,  334°, 
336°*;  62 14;  64 139'，  144,  149*,  444  〔漏， 
無 漏〕 11 下 73°  〔十 事〕 5  235  ；  42  286  ； 〔11 上 
383; 11 下 42; 16 上 67; 17  443： 〔五 支〕 10 
5  〔護 生の 緣： 10  5  〔—聖 諫 現觀〕 16 下 371 
(D  samma-dassana  64  316,  317    3)  ditthi 
(見, 所見） 7  40  D  dassana  (見） 1 152 ⑤ 
Sammaditthi  〔經〕 22 下 274;  65(1) 38 
正見經 SanimadU ゆ i-sut は 9  74° 
正 見 業 sammaditthi-kamma 11 下 231 
正 見者 r  passant  (見者） 8  290* ② 
saramaditthin 10  7°  ； 11 下 287*; 18  354; 


(442) 
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20  202     (3)  samma-ditthika 19 159,  191， 
196;  22 下 17, 18，  54 
正 見 を 具へ たる 人 ditthi-sampanna  puggala 

(見 具足の 人） 17  38* 
〔正〕 見 を 失 ふ 苦 ditthi-byasana-dukkha  ( 見 
缺損 苦， 見の 失壞の 苦， 見壞 苦） 42  24，  67;  43 
237,  336;  44  24,  95,  372 
正 語 samma-vSca  7  360°  ；  8  330，  333; 10 
188*; 11 下 76°，  354°; 16 上 152°;  22 下 
133*;  40  67°  ；  45  90°  ；  46 135°,  138*，  334°, 
337°*;  58 143*，  157，  161,  162,  164,  251, 
397,  398;  64 139°,  144,  149，  445;  65(11) 11 
〔有 漏, 無 漏〕 11 下 76°  〔定義〕 45  90  ；  46 138， 
337  ~ 
正 語 者 samma-vaca 19 196 
〔正 語 • 正業 • 正 命 は 色な り〕 58 143 
〔正 語 は 道 支に して は 道なら ず〕 58  398 
正 向 道 samma-patipada  (正 行, 正道, 正道 跡， 

正 行 道） 47  432,  433 
正業 (Xj  samma-kammanta  7  360"  ；  8  330, 
333  ； 11 下 71。 ，  354°  ； 16 上 152°  ；  22 下 133*  ； 
40  67°  ；  45  90。  ；  46 135°,  138*,  334°,  337°*  ； 
58 143*,  158,  162,  164,  251,  397,  398  ；  64 
139%  144,  149，  445  ；  65(11) 11 〔漏， 無 漏〕 11 下 
77。 〔定義〕 45  90;  46 138，  337 ② sama- 
cariya  (正 行， 正道 行） 6  394* 
正業 者 samma-kammanta 19 196 
〔正業… 乃至… 正 命 は 道 支に して 道なら ず〕 58 
398 

正 勤 ① sammappadhana  (正 精勤， 正 iff, 正 勝） 
〔四 種〕 8  300;  46  301*  ；  64  441° ② sammS- 
vayama  (正 精進） 45 19，  31 ③ a ほ pin  (熱心， 
熱意） 46  275°*  ®  Sammappadhana  〔經〕 
16 上 79 

.正 勤相應 Sammappadhana-sarhyutta 16 下 
81°,  88 

—正 勤の 勤の 義 sammappadhananam 

padahanattho  40  28;  41 38 
正 勤分另 U   Sammappadhana-vibhanga  46 

295° 

-正勤 品 SammappadhSna-vagga  22 上 189, 


190 

正 作意 samma-manasikara  (正 憶念） 8 128, 
133 

正士    sappudsa  (善士 ，善人， 善知識， 眞人） 
11 上 378* 

正 思 samma-sankappa  (正 思惟） 7  360°  ；  8 
330,  333 

正 思惟 ®  samma-saiikappa  (正 思） 10 
188*  ； 11 下 75°，  353°  ； 16 上 152°  ；  22 下 133*  ； 
23 144;  40  67°  ；  45 19°,  30，  90;  46 135。， 
138*,  334。，  337。*;  64 139°,  144,  149*,  445 
〔fe 無 漏」 11 下 75°  2J  yoniso-manasikara 
(如理 作意， 如理の 作意， 如理に 作意す る こと， 
如理 思惟） 8  358  ； 12 179  ； 13  7* 

正 思惟 者 samma-sankappa 19 196 

正自覺 〔者〕 samma-sambuddha  (正覺 者， 正 
等覺 者， 三貌三 佛陀） 47  360，  373,  378° 

正 持 samadhana  62 16,  92 

正 時 k5la  (應 時， 時） 3  354，  355 

正直 ① uju-gata  (直行の 人） 9  74* ② ajjava 
(質 直， 直行） 18  202 ③ theta  6  5 

正直 僧伽 saiigha  ujubhuta  21 225 

正受 samapatti  (等 至， 定， 三 摩 鉢 底， 三 鉢 底, 
成就 法） 1 151，  154°  ；  2  41°  ；  3 166;  9 114 

正 性 ① sammatta 16 上 169°  〔十 種〕 22' 下 
133 ② Sammatta  〔經〕 22 下 171 

正 性 決定 ① sammaUa-niyama  (正 决定， 正 性 
決定 性, 正 性なる 决定） 14  362*;  20  206*, 
214*  ；  40  207  ；  41 191*  ；  57  391 ； 58  3,  221*, 
224,  225;  62  351 〔入る 五 因〕 19  244，  245, 
246  〔入らざる 五 因〕 19  244，  245,  246  〔六 障 
礙〕 20  206* ② sammatta-niyata  (正 性 決定 
者， 正定） 46  24,  30，  43,  56,  70 其 他； 47  54, 
398，  399  ；  52  224,  388  ；  58  414，  415 

正 性 決定 者 sammatta-niyata  (正 性 決定） 58 
225 

① 正 性 決定 性 m 正 性なる 決定 sammatta 
niyama  (正 性 決定, 正 決定） ① 17 196, 197 
② 19  244,  245,  246 

〔正 性 決定に 入る 障礙〕 〔五 法〕 19  244,  245，  246 
〔六法〕 20  206* 


シ ョ ウー 正 

正 性 決定 法 sammatta-niyama-dhamma  (正 

定法 52  223*  ；  56 190,  354 
① 正 性定聚 ② 正 性 決定 聚 sammat は- 

niyata-rasi  〔正 定聚〕 ； T  47  233,  256*  %  58 

414，  416 

正 精勤 sammappadhana  (正 勤， 正斷， 正 勝） 
12 179 

正 精進 samma-vayama  ： 正 勤、 7  360'  ；  8 
330,  333  ； 11 下 354—' ； 16 上 152=  ；  22 下 133*  ； 
40  67=  ；  45  9r  ；  46 136°,  139*,  335°,  337。*; 
64 140:，  145,  149,  445 

正 精進 者 samma-va^ama 19 197 

正定 samma-samSdhi  7  225,  361= ； 8  333; 
11 下 355°  ； 16 上 153= ； 19  26,  27， 190，  278, 
279 ：  20 110,  352，  353  ；  21 299,  300,  301 ； 
22 上 200*  ；  22 下 133*,  280*;  40  68'  ；  45 
19\  31， 91; 46 136%  139*,  335%  337°*;  64 
140%  145,  149，  445  ；： 六 神 通との 關 係；： 20 192 

正定者 samma-samadhi 18  354 

正定聚 sammatta-niyata-rasi  、正 性决 定聚， 
正 性 定聚） 〔三聚 の 一： 8  296 

正 定法 sammatta-niyata  dhamma  ',正 性决 
定法） 45  2,  272°,  356= 

(T 正定 7' 去 S ② 正 定法 迹 sammasamadhi- 
dhammapada  〔四 法 足の 一〕 'I  8  307  f 18 
54* 

正 心 （T  sampajanfia  (正 知） 13 193 ② 

Sampajannam  〔經〕 13 193 
正 信 aveccappasada  ： 證淨, 絕對淨 信， 絕對 信, 

不壤の 信， 確乎たる 信心, 動きな き 信心） 7  58, 

59 

正 信の 善 男子 saddha  kulaputta  ： たる 三條 
件〕 17  243 

正 眞法性 kalyana-dhammata  (善 法 性: 22 上 
296 

正 斷解脫 samuccheda-vimutti  57  311,  383; 
63  377 

正斷死 samuccheda-marana  63 1 
正斷^^^    samucchedappahana  [M^\)  43 

109  ;  62 10;  64  464,  468。 
正 斷滅不 近 住 性の 窓 sammasamucchede 


niroahe  ca  anupatthanata-panna  40  3, 
167=  ；  41 183 

d 正 知 'ま 正 知者 正 知 あ り sampajana 
(正意， 正 心， 正智， 自覺、 T3  514  ； 11 下 131*  ； 
15  326°,  330: 16 上 359°，  414°  ； 18  278;  43 
378  ；  47  363，  394。  2：  40  3， 166  f  8  350 

正 知 sampajafifia  (正 智） 8  292; 16 下 368; 
17 154; 18 18.  22,  24,  25;  20  40，  41, 224; 
21 276,  277;  45 13,  24%  96,  340°  ；  46  275*, 
346,  356°  ；  47  394°  ；  62  321°  〔定義〕 47 
394;  62  32r 

正 知して 虛 IS 語 を設く    sampajano  musa 
bhasati  8  313 

正 知者 jSnant i 知者） 8  290* 

正 知： こして 妄語す sampajana-musa-vada  (故 
意の 妄語, 故 妄語， 知 り て 妄語す る こ と ） 8 169 

正智 X  anna  (完 全智， 完全 知， 究 意智， 開悟， 
了知， 已知， 了 悟， 了解, 解慧） 20 109  S  nana 
(智， 慧） 1 151 f  samma-fiana  7  226; 11 下 
79,  81 ； 16 上 173  ； 16 下 280  ； 17  481 ； 22 下 
133，  134，  135,  136,  137，  139，  141，  143*，  300  ; 
42 115,  205  ；  43  358  ^  sampajana  (正 知， 
正 知者， 正 知 あり， 正意， 正 心， 自覺） 6 105;  7 
338° ⑤ sampajafifia 正 知） 9  324，  467 

(T. 正 智者 ② 正智 〔者〕 samma-fiSmn  f 13 
247  S 18  389,  390,  392,  394,  395 

正 等覺者 （T  samma-sambuddha  (正 自覺者 
正覺 者, 三貌三 沸陀， 等正覺 者） 3 15， 16*;  4 
238; 11 下 137; 14 102 こ 如 來十號 の 一二 11 下 
137  (2：  Samma-sambuddha  〔經： 16 下 358 

正道 magga  (道） 6  333- 

ぼ： 正道 S" 正 道路 samma-patipada  (正 行， 正 
行 道， 正 向 道） I 16 上 170, 171 ② 13  6 

正道 行 sama-cariya  (正 行， 正業， 等 行， 平等 
行， 寂靜 行） 10  5*, 10 

正淫 紫： 二心 を ffi  く  sammSniDbSnSdhimutta 
11 上 333 

正 念 、i  samma-sati  7  361 ' ； 8  330,  333; 
11 下 354— ； 16 上 153  ；  22 下 133*;  40  68= ； 
45 19。，  31， 91; 46 136,  139*,  335°,  337。*; 
64 140:,  145,  149,  445  ^  sa は （念， 念 あり 


(  444  ) 


有 念, 具 念） 7  60°  ； 12  34,  35  ； 15  326°,  330  ； 
16 上 358°，  414; 16 下 368 ③ sati  (念, 億 念) 
13 193:  21 276,  277;  45 13,  340° は' Sato 
〔經〕 16 上 358，  413,  422  ®  Sati  〔經〕 13 193 
正 念 者 samma-sata 19 197 
①正念 者 1 正 念 あり ③正念 樹立 者 
upatthita-sati    (念 現前， 念 現前 者， 念 現在 前 

せる， 存念， 專念， 持 念， 念, 具 念， 確立せ る 念, 

不忘 念） iiil3  235*;  21 109,  110，  114, 116 

② 11 上 382 ③ 47  363，  394° 
① 正 念 正 知 ② 正 念正智 sati-sampajafina 

(念 正 知， 念と 正 知） ① 16 上 370，  371 ； 18 18; 

21 24;  22 下 4,  5，  8，  9， 10;  59 下 278，  314 

② 6 105°,  356  ；  20  62;  21 299,  300;  〔9  323, 

467  ； 10  97; 18  366  ；  22 下 125  ；  47  448〕 
正 念 喪失 sati-sammoha  =  sati-sammosa 

(忘 念, 失念， 念 忘失） 15  297 
正 念な る satimant  (念 あり， 念 有る 者， 念慧 者, 

具 念, 有 念 者） 12  363 
正 念の 忘失 者 mutthassati  (忘 念， 忘 念なる， 

忘 念 者， 失念, 失念 者， 多 忘） 9  68,  70，  73 
①正念 法 足 ②正 念法迹 sammSsati- 

dhammapada  〔四 法 足の 一〕 ① 8  307 ② 18 

53,  55* 

正 普行經 Sammaparibbajaniya-sutta  24 
133°, 137 

正 菩提 sambodhi  (正 覺， 等覺） 23  367 
正 法 ① saddhamma  (妙法） 4  382  ；  5 197, 
231 ； 8  331; 10  251 ； 12  24*,  96,  97，  240  ； 
13  62,  64,  84,  86, 118;  17  48,  49, 114，  115; 
18  38,  83，  84， 148,  259*  ； 19  9*，  342,  373， 
375，  376  ；  20  342  ；  21 228*,  285*  ；  22 下 74， 
181,  182,  231,  232,  287  ；  23  329，  330,  333  ； 
25 186,  187,  191, 288  ；  28  232  〔七 種 ； 信， 渐， 
愧， 聞， 精勤， 念， 慧〕 5  231 ； 8  331 〔不 忘失の 
五 因〕 19  247,  249,  251 〔忘失の 五 因〕 19  247, 
248，  250 ② dhamma  (法， 正義） 3 12  ；  6  379  ； 
8  214; 11 上 210,  212;  33  278*  ；  35  228;  36 
172,  213,  214  ；  37  93，  305,  310,  317 ③ sad- 
dhamma 30 137 ④ Saddhamma  〔經〕 22 下 
181， 231 
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正 法 阿育 Dhamm お oka  (法 阿育 = 阿育 王） 60 
228，  229，  264,  269,  270,  281, 282 

正 法一 千年 住す vassa-sahassam  saddhamm ひ 
titthati  4  382 ；  21 201 ； 〔59 上 279〕 

正 法き 沒の 間 Saddhammantaradhana- 
panha  59 上 278 

正 法會誦 saddhamma-sariigaha  (正 法 結集， 
正 法 合誦） 60 198 

正？ 去 永住 saddhamma  ciratthitika  (正 法久 
住） 19  342 

〔正 法 確立の 五 因〕 13  328 

正 法羯磨 dhamma-kamma  (法羯 磨) 61 57 

正 法久住 ① saddhammatthiti  (正 法の 住） 1 
32;  2  341; 59 下 350;  〔59 上 278〕 〔原因〕 
16 上 400,  403; 19  342;  20  82,  335  〔四 念處 
と の關 係〕 16 上 400,  401, 403 ② 
saddhamma  ciratthitika  (正 法 永住) 16 上 
400,  403 

正 法 結集 ① saddhamma-saihgaha  (正 法 合 

誦， 正 法 會誦） 60  57, 164 ② dhamma- 

samgiti 〜 次 項 
①正法 結集 ②正 法合誦 dhamma-samgiti 

(法 結集， 法 合誦） ① 61 34 ② 60 166, 174 
正 法 結集の 長老 dhammasamgayikatthera 

35  315 

〔正 法 五 千年〕 60 166;  61 297，  430;  65  (I)  40 
〔正 法 五 百年〕 4  382  ；  59 上 278 
正 法 實修者 dhamma-cSrin  (法 行者） 33  280 
正 法 者 dhammika  (法師， 持 法 者） 36  213 
正 法將軍 Dhamma-sen5pati  (法 將, 法將 軍） 
41 279 

正 法聽聞 saddhamma-savana  (正 法の 聽受， 
正 法 を聽く こと） 16 下 227，  314,  324;  22 下 
4，  5，  9， 10  ；  40  341 ； 41 130， 131 ； 64  308 

正 法 殿 Sudhamma-sabha 12  386,  416  ； 15 
313 

正 法の 支持者 saddhammadharaka  25  290' 
正 法 の 失壞と 隱沒 saddhammassa 

sammosam  antaradhanaih 17  25 
正 法の 住 saddhammaUhiti  (正 法久 住） 17 

161, 163  ；  22 上 301 
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正 法の 住と 失と 不;^   saddhammassa  thiti 

asammosam  anantaradhanam 17  25 
正 法の 損滅 saddhamma-parihana 16 上 401 

〔原因〕 13  328; 16 上 401; 20  81， 334 
①正 法の 聽受 ②正 法の 聽聞 saddhamma- 

savana  (正 法聽 聞， 正 法 を聽く こと） 〔四預 流 

向 支の 一〕 1  8  305  361 
正 法の 滅 saddhammassa  antaradhanam 13 

327,  328  〔原因〕 20  81， 334  〔五 因〕 13  328 
正 法 婆羅門 本 生物 語 Satadhamma-jataka 

(一七 九） 30 133° 
正法输 dhamma-cakka      输， 法の 輪） 65  (I) 

15 

正 法 を 聞 くこと saddhamma-savana  ' '正 法 聽 

聞， 正 法の 聽受） 18  428 
〔正〕 法 を 放棄す nidassati  dhammarii 42 112 
正梵 行者 samma-brahmacarin  20  301 
正 命 sammg-ajiva  7  360°  ；  8  330,  333  ； 11 下 
78 つ 354°  ； 16 上 152°;  22 下 133*;  40  67°  ； 
45  91°  ；  46 136%  138*,  334°,  337°*;  58 143* 
158，  164,  397,  398;  64 140°,  145，  149,  445; 
65  (II) 11 〔漏， 無 漏〕 11 下 78°  〔定義〕 45 
91 ； 46 138,  337 
正理 naya  (眞理 ） 11 上 241，  242,  257,  258; 

16 上 396  ； 17 105  ；  22 上 296 
正理說 niti  (經國 策） 59 上 10 
正 律儀 samma-saihvara  59 下 319 
正 量 部 Sammitiya,  Sammiti 〔部 派〕 57 丄， 
100,  130，  142,  150,  280,  314,  324;  58  36,  65, 
82,  89, 104,  110,  143，  167,  173,  256,  282， 
301,  304，  352  ；  60  35, 174 
生 ① jati  (誕生， 生れ， 種， 種 姓， 系統， 系譜， 血 
脈） 3 19;  6  66,  397*;  7  2*，  352°  ；  9  80°  ； 
11 下 35r  ; 12  226; 13  2*,  3°,  60,  63;  40 
62°  ；  44  83°,  103°,  117,  130;  46 125°,  183， 
197°,  222*;  64 119°*,  132,  173,  174，  281， 
327,  329  〔定義〕 44  83， 103,  130;  46 125。, 
183,  197°,  222*;  64 119°* ② jacca 1 36; 
2  342 ① jatika  (生 種） 13 16*,  52*,  119* ④ 
uppada  (生起） 17  246;  40 16*,  82，  99, 109 
(5)  yoni  〔四 種； 卵， 胎, m, 化〕 8  309  ； 14  389， 


399 ⑥ jati  〔經〕 15  43  C7  Uppadaih  〔經〕 

14  50  (D  Uppada  〔經〕 （一 K 二, 16 下 65,  66 
(D  Uppanna  ：經〕 （一 )( 二） 16 上 264  ® 
Uppatika  〔經〕 16 下 34  @  Pana  〔經〕 16 下 
406 

生 阿羅漢 saha  upapattiya  araha  57  381 
生 阿羅漢 論 Uppatti-kathS  57  344° 
①生畏 ② 生の 畏 jati-bhaya  (生 怖， 生の 怖 

畏） （1)47  94， 111 1 18  215 
生 因 Jana  〔經〕 （一) 一(三） 12  53 
生 有 ':D  upapatti-bhava,  uppatti-bhava  (t3 
有， 再 有） 40  86;  46 182°  ；  47  227,  310 ② 
pana-bhuta  57  279   3  bhava  (有， 生存， 存 
在） 15  204;  23 135,  136;  41 354,  355 
生 有の 渴愛 bhava- は!? ha  (有 愛， 有の 渴愛） 
23 136 

生 有の 素因 bhava-safikhSra 1 有 行， 有の 素因） 
23 190 

生緣 janaka-paccaya  63  285,  286 

生活， 生成， 生物， 生母， 生命〜 セ ィ 

生起 D  upapatti  (再生， 轉生） 40 17*， 110  〔種 
種〕 64  453°,  456° ② uppada  (生） 13  256 
③ samudaya  (集, 集 起， 因緣， 起因） 15  323， 
324,  362 ④ sambhava  (出生， 生成） 〔七 種〕 
20  267 ⑤ Uppado  ：|§^ 13  256 ⑥ Uppade 
〔經〕 （一) (二） 16 上 163  X  Samudaya  〔經〕 

15  45 

生起 蘊 abhinibbattikkhandha  63  409 

生起 者 upapanna  44  275 

生起 心 uppatti-citta  (生 心） 51 21, 23,  268*, 

362*  ；  52 177,  178，  210，  308,  347  ；  53  50,  51, 

90;  54  393*,  413*，  424,  425，  437，  438,  452, 

453，  472,  473,  490 
生起 天 upapatti-deva  (出生 天） 44 138° 
生起と 滅盡 samudaya  atchagama  (集と 滅， 

棄起, 滅沒） 15  299* 
生起に よ り て UppSdena  〔經〕 15  23,  24 
〔生起の 種種〕 64  453%  456° 
生起の 順序 uppattikkama  64  79,  91, 256 
生起の 法 samudaya-dhamma  (集 法， 集の 法， 

生 法） 15  45 
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生起 法 uppadin  dhamma  (當生 法） 47  234 
① 生薑 ② 生姜 siiigivera  (襲 荷） ① 3  356  ； 

59 上 130 ② 27  2 
生 t 喬 jati-mada  47  61, 65° 
生 苦 jati  dukkha  (生 は 苦な り） 40  62 
生穀 amaka-dhafifia  2  428°  ；  5 100,  125, 

229,  357  〔七 種〕 5  229 
生穀醒 品 Amakadhanna-peyyala 16 下 

402,  405，  406,  4U8,  409,  411 
生 穀廣說 輪廣說 Amakadhafifia-peyySla 

Cakka-peyyala 16 下 418 
生穀 の收受 amakadhanna-patiggahana 

16 下 409  、 
生 菜 sSka  (野菜， 菜茄） 17  396,  489  ； 18  360  ； 

47  442 

生 罪 法 apattikara-dhamma  5 196 

生 支 aAga-jata 1 45*,  190,  347  ；  3  337，  338  ； 

4  390,  391; 5  53,  80;  59 上 268  〔勃起の 五 

因〕 1 59 

生死 ① cutupapata  (死生） 15  95 ② 

bhavabhava  (種種の 有） 9 193 
生死 智 sattanam  cutupapata-nanaih  (有情 

死生 智， 死生 智= 天眼 智） 1 7 
生死の 彼岸に 到 り jatimaraija-paragii  25  287 
〔生死の 不可避〕 25  219 
生 〔死〕 輪廻 jati-samsara  (生の 流轉） 12  265, 

266，  347;  25 125,  128，  130,  131，  158,  168, 

169，  269，  337,  338，  342,  362  ；  57  267 
生死 輪猶 jatimarana-samsara  25 182, 183 
生色 ① は rOpa  (金 ，黄金） 17  348  2)  jati- 

rupa  64  26  ；  65  (II)  53 
生 質な き nirupadhi  (依な きもの， 依 著な く） 

25  387,  388，  390 
生 主 ① Pajapati  (波闍 波提， 鉢 囉惹鉢 帝） 〔神〕 

4  347  ；  9  2,  257  ； 10  64，  66,  68  ； 14 14 ち ； 35 

275 ② bhma-pati  39  63 
生 主 性 pajSpatat は 10  69 
生 種 jatika  (生） 9  453 
生所攝 jati-saAgaha  47  325 
生處 uppatti  (生起， 再生） 8  338,  339 
生 出 pabhava  (出生， 起， 發生， 拫源） 5  258, 


259 

生 性の 慧 japitattha  panna  47  4,  26 

生成 就 jati-sampatti  59 下 202 

生 心 1〕 uppatti-citta  (生起 心） 48 上 331*; 

54  452,  453 ② uppattesiya  citta  57  347 
生 已に盡 き khipS  jati  (生 は 已に盡 き） 3  26, 

63,  324;  4  436；  6  288; 11 上 328; 14  32*， 

57; 15  3*; 16 上 361,  390;  21 39;  22 下 58， 

59，  65,  66 

生ぜ しめらるべき uppSdetabba  8  359* 
生ぜる もの Bhiitam  〔經〕 13  67 
生 刹那 uppadakkhana  57  269,  270,  313 
生 麻 ① navanUa  (M, 酪， 熟 牛酪， 乳酥） 1 
127,  424;  2 140°  ；  3 102,  164,  353,  369;  6 
208,  209,  286，  287; 14  430*  ； 18 167; 19 
306,  308  ；  20  362,  366  ；  21 113  ；  22 下 93  ；  47 
464;  59 上 82, 126,  239  〔五 種藥の 一〕 1 424; 

3  353  ；  38  312 ② sappi  (酥， 醍醐， 醍醐味， 熟 
M)  36  300  '3)takka  (酪， 酪漿） 3  428 ④ 
dadhi-mandaka 13 162 

生 相 uppada-lakkhana  41 llo 

生相應 UppSda-saihyutta 14  369°,  373 

生 草 harita  tina  (綠の 草） 22 下 209，  212,  215 

生觀 amasaya  (= 胃） 63  58;  64 121, 307 

生誕 刹 土   jatikkhetta  63  386 

生地 jata  pathavi  2  51 

生 長老 jSti-thera  〔三 長老の一〕 8  297 

生 天 sagga  (天） 1 190"  4  226;  [65  (III) 

16，  39,  45〕 〔原因〕 24  437* 
生 天 者 sagga-gamin 12  350 
生 天の 因 sovaggika  21 135，  139;  〔24  437*〕 
生 天の fl    dibba-gabbha  6  324，  325 

① 生 天 論 ② 生 天の 話 ③ 生 天の 說 
sagga-katha  (天上の 說話， 天の 說） 〔三論の 
一〕 ① 3  28，  29,  32，  34，  36.  43，  66,  320，  396  ； 

4  240,  295  ；  21 49,  82,  87 ② 23 163 ③ 10 
149; 11 上 192 

〔生と 同時: こ 阿羅漢な り〕 57  345 

生と 老 との 捨斷 jati-jaraya  vippahanam 

24  426,  427 
生 〔得〕 慧 jati-pafifi§  62  7 
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生得 结 uppatti-patilabhika  samyojana 18 
235* 

生に して 熟 色 ある 人 puggalo  amo 

pakka-vanni 47  424 
生: こして 生色 ある 人 puggalo  amo 

ama-vanni  47  425 
生に 依りて 淸淨 あり upapattiya  suddhi  9 

135 

生肉の 收受 amaka-mamsa-patiggahana 
16 下 410 

生の 盡邊 jatikhayanta 16 上 394，  422 
生の 素 K   upadhi  (依， 依 身， 依 著， 听依， 有 依， 

有 質， 本質， 置 波提, 煩惱 依'） 25  262 
生の 怖畏 jati-bhaya  〈生 畏， 生の 畏， 生 怖、 43 

179  ；  44  403,  434 
生の 法 jati-dhamma  (生 法） 15  43，  44 
生の 滅盡 jatikkhaya 12  301 ； 23  83;  24  242, 

282 

生の 流轉 jati-samsara  ^ 生 〔死〕 輪廻） 23  345 
生 は 苦な り pti  dukkha  '生 苦） 16 下 340 
①生は 已に盡 き ②生 は盡き J) 生は盡 きたり 
khina  jati  (生 已に盡 き） ① 7  21; 9  35，  59, 
62，  328,  484  ; 11 上 50  ; 11 下 18  ^  6 125, 
126,  254  D 1 8  ；  6  298  ；  7 141 ； 13  31. 73*  ； 
17  320 

生 般涅樂 upahacca-parinibbayin  '： 損害^ 涅 
燊， 除般 涅藥） 〔五不 還の 一〕 8  316;  47  361, 
382°,  472;  57 145,  146,  282，  283,  312，  352， 
373;  58  70;  64  494 

生 分 r じ ppajjana-vSra  48 下 367;  49  53 ② 
Uppada-vara  48 上 35， 103，  305,  315，  405 

生 法 r  jati-dhamma  (生の 法、 9  292°*  ； 11 下 
232; 12 148;  22 下 138,  140，  142;  41 193* 
② samudaya-dhamma  (集 法， 生起の 法) 7 
337* 

生 法 品 jatidhamma-vagga 15  43，  45 
生 無罪 法 anapattikara-dhamma  5 196 
生滅 udayabbaya  (興 褒) 21 6，  8 
(T 生滅 憲 f 生滅の 慧 udayatthagamini 
panna 生滅: 二通 達する 慧, 起; 或 を 知る 智慧) 
(T 16 下 294，  299,  309  ；  21 187  ；  22 上 224, 


240，  245,  329  S 19 199 
生滅 觀 udayabbaya-dassana  64  358，  359; 
〔64  357。〕 

生滅 隨觀 udayabbayanupassana  63 113; 

64  320,  356,  361° 
生滅 隨觀智 udayabbayanupassana-nana 

64  356，  374,  376;  ：64  374° j 
生滅 智 udayabbaya-fiSija  (= 生滅 隨觀智 ） 

64  374,  422  ；  65  (II)  82,  83 
生滅： こ 通達す る慧 udayatthagamini  panna 

(生;' 实慧， 起滅を 知る 智慧 19  214.  215,  216， 

217 

生滅-つ 法 samuda\-avaya-dhamma  7  337* 
生;' 戎分 じ ppSda-nirodha-vara  48 上 74，  255, 

380,  461 ； 49 110 
(T 生 盲 ま 生 盲人 jaccandha  (生れ 乍ら の寳 

者） ① 7  377; 11 上 262;  23 196*;  47 175*  ； 

64  220,  301; 65  II   42 1 10  352 
〔生盲の譬D|^〕  7  377  ； 10  352,  354,  355  ； 11 上 

262 

生 盲 品 Jaccandha-vagga  ：自 說經〕 23 185% 
205 

生 盲 聾 jaccandha-badhira  47 176* 
生 門 r  yoni 眙 I 胎藏' 6  82  ：!)  yoni-mukha 
14  336 

生 聞 お pussoijin  T  (生 漏） 〔婆〕 11 上 263, 
272,  273;  20 113;  24  226  〔淸 淨梵 行の 設 
法に て歸 沸〕 20  301 〔涅紫 を 佛に問 ふ〕 17 
257  〔三 明 者: こ關 する 說法 を受 く〕 17  269  〔有 

無に 就きて 佛と 問答:： 13 112, 113  〔死 を 怖る 
る 者と 怖れざる 者と にっきて 說 法を受 く〕 18 
303  ： 亡者への 施 を 沸: こ 間 ふ〕 22 下 216  〔捨 
法の 設法 を受 く〕  22 下 161， 190  〔遍 白の 馬車 
に乘 る〕 16 上 144  3  ：經〕 13 112  ;  2-2 下 216 
生 聞 品 japussoQi-vagga  22 下 190，  221 
生卵 本 生物 語 ApdabhtUa-jS は ka  (六 二'：  29 

57=  ；  61 509 
生類 abhijati 〜階 j|5、 ： 六種ゥ 8  329 ② 
bhO は I 生物， 所 生， 有 者， 有 類, 萬 物） 63 163 
③ p5na，  prana,  prana  (生物） 65  (III) 1, 2, 
5，  8，  9，  22,  26，  53,  65，  87  ®  Pana  〔經〕 16 上 
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265; 16 下 369 
生 漏 jaijussomn  (生 聞） 〔婆〕 6  333 
生 老死の 滅盡 jati-jara-marana-khaya 16 下 

52 

生 聾 jacca  badhira  (生れ 乍ら の 聾者） 47 
175. き 

肖像 samana-rupa  33  344 

床 ① mafica  (禪 枴， g 人 床， ^牀， 寢臺） 3  85，  91， 

213,  216,  236,  287,  333，  340,  342;  4 119, 

258,  261, 320 ② Sayana  〔經〕 16 下 409 
床队論 sayana-katha  (床 論， 牀 床の 話 ，臥 具 

論， 處論， 几 床 論， 寢床 論） 〔無用 論の 一〕 43 

175，  184,  348;  44  433 
床 脚 manca-patipadaka  3  85;  4  230,  320, 

333，  334 

①床坐 ②床具 seyya  (队 具， 座 床, 寢床, g/^ 床， 
宿所） ① 8  338,  339 ② 21 124* 

床 座 ① お ana  (牀 座， 坐 具， 坐听， 坐 床， 座， 座 
听， 座 床， 座榻） 3  281,  282，  291，  309，  347，  544, 
607,  608  ；  4  331 ； 10 108, ② mafica-pi—tha 
'(床 椅子） 19  72 ③ senasana  (牀 座， 坐 具， 

坐具队 具, 队 坐听， 住所， 房舍， 宿舍， 住家， 居 
4  25， 117*;  9  45， 186*; 11 上 7， 10; 11 下 
52,  53，  54; 18  51, 97，  434;  20 146  〔受 用の 
心得〕 9 13;  20 146 

床 座の 樂 seyya-sukha  (队樂 ，橫队 の樂， 臥床 
の樂， 勝樂） 9 180， 183 

床 論 sayana-katha    ( 床认 論， 牀 床の 話， 队具 

論， 队處 論， 几 床 論， 寢床 論） 〔無用 論の 一〕 

11 上 1， 28，  36 
承迎 patisanthara  (挨 接， 供養， 交友， 遍覆 護) 

20  69,  269,  376* 
承迎の 尊敬 patisanthara-garavata  20  269 
承 事す payirupasati  (敬 奉す， 恭敬す） 21 301, 

302，  303;  22 下 55* 
承諾 認容 anumati-kappa  (後聽 可淨） 65  (I)  44 
承諾 を與ふ chandam  dadati  2  240，  241 
承認 adhivasana  (忍， 忍受） 5  266 

14 行, 性急〜 セィ 

14 色 bh5va-rtipa  65  (II)  53 

性 十 法 bhava-dasaka  64  218，  220,  234,  287, 


288，  329，  347;  65  (II)  58,  59 
性 生の 慧 atthajapika  panna  47  4,  26 
招待 avhSna  24  266 
招待 食 nimantana-bhatta  (請 食） 62 131 
沼澤 'Do!igalla  (水 溜， 下 水路， 汚物 溝） 9 14 
② candanikS  ( ドプ 池， どぶ 池， 泥沼， 汚水 溜， 
糞尿 坑） 9 14 ③ pallala  (沼） 14 172, 173 
松林 精舍 ① SalamgSraka  7  307 

② Sala!agara 16 下 165 ③ 〔經〕 16 下 165 
析戯 pat ほ! haka  (升 遊び, 析 遊び, 玩具 析） 4 15 
析料を 偽 り mana-kiita  (僞 斗， 度量 を詐 り , 尺 

を 欺き） 11 下 15 
牀座 ① Ssana   (床 座， 坐 具， 坐 所， 坐 床， 座， 座 
床， 座榻） 2  442;  7  255 ② pallamka  (椅子， 
寢臺， 長椅子， 尾 毛牀， 舉） 7 179,  185*  ；  9 124, 
125 ③ senSsana  (床 座， 坐 g 人 具， 坐具队 具， 队 
坐听， 住所， 房舍, 居住， 宿舍） 11 下 22  ； 13 173， 
285，  286  ； 17  406,  408  ； 18 17  ；  50 170* 
牀座 〔所 生染〕 の 遠 離 senasana-paviveka 17 
395,  396 

牀座 設置 者 senSsana-pafifiapaka  (坐 认具分 
配 者, 敷牀座 〔者〕， 分 坐认處 人， 分房舍 人） 27 
287 

牀 床の 話 sayana-katha    (床队 論， 床 論， ^具 
論， 队處 論， 几 床 論, 寢床 論） 〔無用 論の 一〕 6 
9， 100 

靑衣， 靑疲， 靑色， 靑遍， 靑蓮 等〜 セ ィ 
省察 思 paccavekkhana-cetana  52  388 
省察 心 paccavekkhana-citta  50  474 
省察 隨觀 patisaiikhanupassana  (簡 擇觀） 64 

355,  465,  467° 
省察 隨觀智 patisaiikhanupassana-nana 

(= 省察 智） 64  374，  392，  394,  397,  407;  〔64 

392°〕 

省察 智 patisankha-fiSija  (= 省察 隨觀智 ） 64 

394，  412,  422,  467;  65  (II)  82 
省略せられ たる もの yevSpanaka  64  52，  61, 

64,  65 

倡婦 vesiyS  (遊女， 娃女， 淫賣， 淫賣婦 ，娼家， 

妓女， 吠 奢 女） 2  420,  450 
悚懼 sariivega  (厭離 心， 厭 背, 憂， 感動 ） 24 
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シ 3 ウー 消， 笑， 商， p 妾， 唱， 娼 


357  ；  43  235  ；  62 197,  213  ；  63  2，  3，  25，  387  ； 
64 117 

消 Niddhamana  〔經〕 22 下 143 

消化 ① amavasesa  3  389 ② parinama  7 

105 ③ paripakka  63  242 
① 消化器 ② 消化 器官 gaha が （消化 力， 善 消： 

化 力） ① 8  316     8  216 
消' 化せし むる もの yena  paripSmarii 

gacchati  63  250,  252°,  273 
消化 熱 aggi-santapa  63  57,  58 
消化 力 ':i:;usmS  (熱） 59 上 317  @  gahani 

(善 消化 力， 消化器， 消化 器官） 11 上 128， 171 

③ vepakinl-gahani 7 174 
消化 をな す vepSkin  8  216 
消散 vyaya  =  vaya  (衰， 衰滅， 消 亡， 滅， 謝滅， 

壞； 15 112* 

消 除き vikkhambhana-sunna  (鎭汰 41 
116 

消除斷 vikkhambhanappahana  (鎮伏 捨斷） 
40  43 

消 除 離 vikkhambhana-viveka  (鎭伏 離' 41 
171* 

消失 vinasa  (破 壞） 11 上 298，  301, 302 

消 法 niddhamana  dhamma  〔十 種〕 22 下 143 

消 亡 Vaya  〔經〕 15  45 

消 亡の 法 vaya-dhamma  (衰滅 法, 滅法， 壞法， 

敗壞の 法， 敗壞 法） 15  45 
笑 起 心 hasituppSda  citta  (= 笑 心） 65  (II)  3 
笑 戯樂法 hassa-khidda-rati-dhamma  8  39, 

40 

笑 心 hasana  citta  (= 笑 起 心） 65  (11) 18，  21, 
22,  26,  27 

商 伽 Caiiki  〔婆〕 6  333; 11 上 217*，  263;  24 
226 

商伽經 Caiiki-sut は 11 上 217° 

商家 apanikassa  gharam  2  402，  404,  409 

商賈 ① vSijija  (商人， 商 估， 商 主， 行商人） 23 
76  ;  37 138  (2  vanijja  (商業, 商寶， 販賣） 2 
10*;  4  397;  21 206,  213,  279  J)  sattha  (商 
主，？^ 商, 旅 商） 1 101 

①商 fi の 通路 ②商 S の 集る vapippatha ① 


23  230 ② 3  401 
商業 ① kammanta  (事業， 業， 業務， 生業, 產 
業） 8 115 ② vaijijja  (商 賈， 商賣, 販賣） e 
199; 11 上 259; 18 142*  ； 19  313*;  20  344; 
23 10  ；  34  408 
〔商業の 成敗の 因〕 18 142 
商 估 ① vSmja  (商賈 ，商人， 商 主， 行商人） 19- 
298 ② va が 23 193 ③ sudda  (首 陀， 首 陀羅， 
戌 陀羅） 〔奴隸 族〕 17  263 
商 子 鬼 事 Setthiput は- pe は vatthu  25 103 
商 主 ① gahapati  (居士， 家主， 長者） 38 156, 
157，  183，  189,  209 ② vanija  (商 估， 商賈， 新 
人） 25  215 ③ sattha  i 隊商, 旅 商， 商賈） 12 
52 ④ sattha-vaha  (隊商 主， 隊商， 商隊 主， 險 
商 指導者， 隊商の 長） 3 10;  23  359 
①商險 主 ②商隊 の 主 sattha-vaha  (隊商 主, 

商 主， 隊商） ① 12  236,  406  ®  25  407 
商店 paggahika-sa ほ （商 鋪） 1 360 
商人 ① vSpija  (商 估， 商賈， 行商人， 商 主 ） 3  6; 
4  24; 17 187,  188, 189  ；  21 107  ；  23  36;  24 
233，  243,  381,  550,  553，  556;  25 11, 64;  26 
146  ；  29  277*  ；  31 38*  ；  34  407* ② 
tuladhara  21 207,  214,  281 
〔商人と 井中の 財 寶の發 見〕 31 38 
〔商人と の »11|〕  21 207,  214，  281 
〔商人の 譬 11〕 11 上 302; 17 187,  188;  21 107 
商賣 vamjjS  (商賈 ，商業, 販賣） 9 141，  152; 

24 146;  25  4 
商品 papiya 17 189 
商鋪 paggahika-sala  (商店.,' 4  435 
Pgng   capu-capu  4  328 
唱歌 gita  (歌， 歌謠, 歌 詠， 讚歌） 23  2 
P 昌誦 J: 匕 _£：   sarabhanaka-bhikkhu  (jtB^j: 匕 

4  448 

唱說 anussSvana  5  377，  378  〔羯 磨との 關係： 

5  378 

唱設 の受具 vacika  upasanipada  5  360 
娼家 vesi  (遊女， 淫寶， 娃女， 倡婦， 妓女） 25 
348 

MM 丄 gapika  (逸女， 娃女） 7  61*;  27  26,. 
508,  509，  512  ；  31 50,  59， 177  ；  38  38  ；  59 上 
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捷， 淸ーシ 3 ゥ 


264  ；  59 下 188 ② vanna-dasi (遊女） 28  307  ； 

38  493* ③ sobhapi  33  84* 
捷 HSsa  〔經〕 16 下 327 
捷慧 Msa-pafifia  (疾 慧, 聰慧, 速慧， 明智） 

16 下 268*，  272*,  327  ；  41 125*,  143° 
捷慧 〔者〕 ① tikkha-pafiila  (利慧 者， 銳慧 者， 鋭 
. 智者, 鋭利な 智慧 者, 鋭き 智慧 者） 11 下 1 ② 

javana-panna  (速慧 者， 迅慧 〔者〕， 捷智 〔者〕， 
, 聰き 智慧 〔者〕， 敏捷な 智慧 〔者〕） 39 1 
捷疾 javana  (勢 速， 速 行） 13  393 
捷智 〔者〕 javana-pafifia  (捷慧 〔者〕， 速慧 者, 迅 

慧 〔者〕， 敏捷な 智慧 〔者〕， 聰き 智慧 〔者〕 ） 12  • 

330 

淸淨 ① suci  (淨, 淸淨 者） 17  485,  -486 ② 
soceyya  (淨, 淨く ある こと） 〔三種〕 8  292， 
299; 12 135; 17  447°,  448;  23 192,  307 
③ socaya,  soceya  65(111)  50,  64 ④ 
suddha  3  203,  301 f '  suddhi  (淨） 16 上 94 
⑥ parisuddha  (遍淨 ） 1 314，  451; 2  275， 
300，  334，  357  ；  3  220*  ；  4  370;  8  58*  ；  9  33， 
34，  212,  213,  325*  432，  433,  434,  481,  482， 
483; 10  98，  99，  371，  372; 11 下 120*，  339; 
19 171 ； 22 上 314  〔五 種〕 19 171 ⑦ 
parisuddhi  (遍淨 ） 3  213*,  217  〔四 種； 戒， 
心， 見， 解脫〕 18  342 ⑧ visuddha  〔戒〕 62  30 
⑨ visuddhi  5  320;  9  269  ；  41 201 ； 62  4 
〔設 戒， 五 種〕 5  225,  226  〔七 種〕 9  269 ⑩ 
vodana  (淨 白） 9 114;  20 183,  185,  186;  22 上 
253，  254,  258  ；  47 14，  55,  57  ；  50 144，  148* 
162*,  473°  ；  51 21, 22，  30,  81， 83，  86*,  95, 
133*,  150，  183*,  258*，  306*,  361*,  408*;  52 
44，  94*,  131*，  174*,  208 其 他； 53 10*，  48*， 
73*,  88* 其 他； 54 10*,  31*,  54*，  74* 其 他 
@  pabhassara  (極光 淨， 照耀） 16 下 139  @ 
, sallekha  (損 滅， 漸損， 嚴齓 制 邪， 制欲） 1 32  ； 
2  341 ⑬ Sobha  〔傳。 王〕 6  368  @  Sobhavati 
〔城〕 6  368 ⑮ Pasadika  〔經〕 8 182  @ 
Suddhi  〔經〕 16 上 94  @  Suddhaka  〔經〕 
16 上 402  ； 16 下 141，  183®  Suddhika  〔經〕 
14  233  ； 16 下 1， 21， 25 ⑬ Suddhikam  or 
Samuddakam  〔經〕 14  233 ⑩ Parisuddha 


〔經〕 22 下 167  (—) (二） 16 上 164 
淸淨經 Pasadika-suttanta  8 149° 
淸淨行 brahma-cariya  (梵 行, 淨行） 17  237 
淸淨 行者 brahma-carin  (梵 行者， 淨 行者） 12  6 
淸淨 潔白 parisuddha  pariyodata  22 下 167 
淸 淨言說 parisuddha-vohara 18  329 
淸淨勤 支 pSrisuddhi-padhaniyaiiga  〔九 種〕 

8  377  . 
淸淨食 kappiya  [ahara] (淨 食， 淨, 淨物， 相 

應） 2 132 

①淸淨 者 ②淸淨 なる 人 suci  (淨， 淸淨） ① 3 

348 ② 23 180 
淸淨膽 visuddhi  dakkhina  〔四 種〕 18 

141; 58  335。 
淸淨 生活 者 parisuddhajiva  59 上 365，  367 
淸淨說 visuddhi-katha  64  350，  353 
淸淨相 subha-nimiUa  (淨 相） 25  321 
淸淨智 vodSne  nanam  〔十三 種〕 40  272 
淸淨天 visuddhi-deva  44 138。，  378°  ；  47 

188° 

① 淸淨道 @ 淸淨道 論 Visuddhi-magga ① 62 

4，  80;  64  495* ② 61 16;  62  r 
〔淸淨 道の 義〕 62  5° 
淸淨 なる 身 業 性 parisuddha- 

kayakammantata  9  25 
淸淨 なる 法 vodaniya-dhamma  6  279* 
淸淨に 達する の 道 suddhi-gami  magga  16_h 

94 

淸淨の 意識 parisuddha-manovinnana 10 
14 

〔淸淨 の 因〕 12  47,  93，  94 
淸淨の 見 suddha-ditthi 1 278* 
淸淨の 爲の道 visuddhiya  maggo  58  297 
淸淨の 道 suddhi-magga  25 163  ；  38  406 
淸淨の 無食樂 Suddhikam  niramisaih  〔經〕 
15  363 

M^i; 匕 pakatatta-bhikkhu  4  32,  47* 
淸 淨布薩 parisuddhi-uposatha  3  220*  ；  5 
210 

淸淨邊 別 住 suddhanta-parivasa  4  92,  93  ；  5 
201， 207  〔因緣 と 作法〕 4  92°*  〔與 ふべき 場 


シ 3 ウー 淸, 將， 莊， 祥， 訟， 勝 


合〕 4  93 

淸淨烽 Subhakuta  (修婆 鳩吒） 〔支提 山の 古 

名〕 65  (I) 108 
淸淨品 ① Suddhika-vagga 16 下 1， 11 ② 

Parisuddha-vagga  22 下 167， 171 
淸信園 林 PubbSrama  (東 園） 8  97 
淸白 vod5na  (淸淨 ） 64 186 
〔淸白 布の 譬喻： 21 49，  82,  87;  23 164 
淸涼 ① sm-bhma  (淸 涼と な り ） 4  240  ； 10  88， 

89,  90,  94,  200 ； 12  370  ；  22 上 294  % 

siti-bhava  (淸凉 性） 25  394;  63  36,  38，  39 

③ sitala  59 上 164 ④ nibbuti  (寂滅） 25 116 
淸凉性 siti-bhava  (淸 涼） 20  205,  206 
淸凉 となり siti-bhQta  (淸凉 ） 24 199 
淸凉品 Siti-vagga  20  205 
將軍 ① senSpati  (軍 帥， 軍 肺） 19  51, 104， 

106  ；  20  31 ； 21 40  ；  36  23, 155  ；  59 上 253 

(D  sena-nayaka  3 123, 124 
將軍 殺戮 SenSpativadha  〔章〕 61 200 
將軍 弟子 Senapati  savaka  (=舍 利^)  24  211 
〔將 軍の 妻と 王と 將軍〕 36 157 
〔將軍 は 王に 正 法を說 く〕  36 172 
將軍賨 paripSyaka-ratana  (主 兵 臣寶， 主 兵 

寶, 顧問 寶, 典 兵寶） 〔七寶 の 一〕 6 133，  379; 

7 173°,  186*  ；  59 上 75  ；  59 下 182 
〔將 軍賨 の臂喩 〕 59 上 75 
將軍村 Sena-nigama 12 180 
將來慧 parihariya-panna  62  7 
將來の 沙門 samaijuddesa  (沙 彌， 新學 沙門， 新 

學 沙彌） 19 151 
莊嚴 （Dalamkara  (装身具） 3  367,  406;  7 

62;  20 114  %  vibhusana  (裝 飾） 9  322,  465  ； 

62  58 

莊嚴戒 mapc^ana-sna  (派手 性） 62  30 
莊 5^ 具 pilandhana-vikati  (莊飾 物） 17  417， 
423 

莊 障礙 alaiikara-palibodha  59 上 22 
〔莊 の 禁止〕 4 164 
莊 身，) iii 飾〜 ソ ゥ 

祥瑞者 sirimant  (幸運 者, 具祥 者， 吉祥） 28 
158, 159 


訟 bhaij さ ana  (諍 事， 議論， 口論， 鬪爭， 鬪諍， 確 
執， 訴訟） 3  302  , 

勝 Seyyo  〔經〕 15 142 

勝 意向 〔者〕 pa が ほ dhimuua  (勝捧 解 者） 47 
363，  395。 

勝: 戒〕 pa がね 〔sna〕  62  28 

勝界 pa が ほ dhatu  ' 妙界） 〔三界の一〕 8  295; 
13  227 

勝 喜 pSmujja,  pamojja  (悅， 喜樂， 歡悅， 歡喜， 
欣， 懾悅） 16 上 376,  377  ； 16 下 303,  304  ；  22 上 
239，  244,  328;  22 下 119;  40 142* 
勝義 ① paramattha  (第一義， 第一義， 諦 眞諦， 
第一 利） 57 1*  f  attha  (義， 利, 善 利） 12  212 
勝義空 paramattha-sunna  41 123 
勝義現 法淫槃 parama-ditthadhamma- 

nibbana  22 上 293，  294 
勝 義淸淨 paramattha-visuddhi  2'2 上 293 
勝義說 Atthasaiini  〔法 集 論の 註 書〕 61 15 
勝義 涅槃 paramattha  nibbana  41 132* 
勝 行 padhana-saiikhara  (= 精進' 46  309=*, 
314* 

勝 形 abhirQpa  (麗し， 端正， 形 色 端嚴， 形相 殊 
妙） 11 下 225，  227,  229 

勝 解 r  adhimokkha  (信 解） 11 下 2*  ；  40  27， 
391*;  41 15*,  37,  73，  88;  46  232°,  235,  240, 
251 ； 47  213;  62  257;  64  58°,  368°,  404, 
411， 421 ； 65  (II) 10， 12  〔定義〕 46  232,  235, 
240，  251 X  adhimutti  (意志， ft 解， 增 上 解 脫） 
16 下 171; 22 上 253,  257;  40  206°  ；  47 14， 
51*  ；  62  229*,  261，  263*,  404 ズ Adhimutti 
〔經〕 22 上 256 

勝解處 adhimutti-pada  22 上 256 

勝 見 atiditthi  (潛上 見） 5  208 

勝者 I  abhibhu  (征服者） 6  311， 312  ； 10  64; 
20  340，  358 ② jina  3 15  ；  9  307  ；  24  263  ； 
44  5,  7;  47  459*  ；  59 上 210，  219,  220，  253, 
281*,  396 ③ viji は- sarngSma  (戰 勝者， 戰の 
勝利者） 19 123，  127，  130， 138  J)  settha 
(最上 者, 最 尊者， 最 勝者， 優越 者） 11 下 147 

勝者の 敎 jina-sSsana  25 145，  272;  59 下 51， 
66*,  93,  94;  62  3 
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勝者の 子 jina-pima  (= 佛子， 釋子 ） 59 上 339， 

345，  356,  357 
勝處 ① abhibhSyatana  8  340; 15 122,  124; 

21 246  ；  22 上 289  ；  62  348，  349 ② 

Abhibhayatana  〔經〕 21 246 
勝 〔定〕 panitaC-samadhi]  62 175 
勝 進 visesa 11 上 129  ； 18  324* 
勝 進 者 visesa-gamin  20  95* 
勝 進 分 visesa-bhagin  (順 勝 進 分） 47 11, 35* 
勝 進 分 〔定〕 visesabhagiya  〔- samadhi〕 （順 勝 

進 分 〔定〕 ，勝 分定， 勝 分 ある） 62 179 
勝 速 java  (勢 速, 速疾） 13  393 
勝 尊 Vessabhu  〔王〕 7  250 
勝存者 bhavant  24  35  - 
勝 知 せらるべき abWfifieyya  (了解 せらる ベ 

き） 8  359* 
勝智 visesadhigama  7  227 
勝 分 ある visesa-bhSgiya  (勝 進 分， 順 勝 進 分） 

8  358* 

勝分戒 visesabhagiya-sila  62  32 

勝分定 visesabhagiya-samadhi    (勝 進 分定' 
順 勝 進 分定） 〔四定 の 一〕 8  364 

勝 法 D  abhidhamma  (阿毘 達磨， 阿毘 曇， 對 
法， if 上 法， 最上 法， 阿毘 法， 勝 論， 論） 8  348  ；  9 
375，  381 ； 10  293,  294  ； 11 上 311 ； 17  475， 
476,  478,  479，  480  ；  22 上 69*，  239，  240,  244, 
328  ；  22 下 119,  316,  320 ② panita-dhamma 
45  2，  271°,  356°  ；  52  221* 

勝 法の 談 abhidhamma-kath5  (阿毘 達磨 論， 
阿毘 曇の 論， 最上 法の 論） 9  375，  381 

勝 品 Addha-vagga 12  55 

勝慢 vimana 12  32 

勝髮 pMallika  〔王〕 30  4*  D  Mallika  (末 
利， 摩 利， 摩 利迦） 〔王妃， 夷〕 21 316;  23 160, 
161; 35  374,  391 〔自己が 最愛なる こと〕 23 
160, 161 〔波斯 王との 和解〕 31 336  〔夫 を 
大事に す〕 35  374  〔瑠璃 王子との 關係〕 28 
267 

勝 妙の 食 pa が は- bhojana  (美味の 食） 20 155 

勝 葉 林 jatiyS-vana  3  335,  424 

勝樂 seyya-sukha  (队樂 ，队 床の 樂， 床 座の 樂, 


横& 人の 樂） 8  318 
勝利 jaya  8  26; 12 142  ；  29 104， 105  ；  36  2, 
39 

勝利 ある 學 sikkhanisamsa 18  424 
勝 律 abhivinaya  (阿 毘毘 奈耶， 阿毘毘 尼， 阿毘 
律） 8  348  ； 10  293,  294  ； 17  475，  476,  478, 
480  ；  22 上 69*,  239,  240,  244,  328  ；  22 下 119, 
316，  320;  59 下 210 
勝利 殿 Vejayanta-p お ada  (最勝 講堂， 超 勝， 

皮闍延 多, 皮禪延 多， 毘闍延 >^ , 毘閣耶 他, 樂聲） 

12  406,  408,  410 
勝利の 飲 vaja-peyya  =  vacapeyya  '强 飲， 投 

擲杖） 12 131 
勝利 は怨 情 を 生ず jayaih  verarh  pasavati 

23  48 

勝禾' J 品 Anisamsa-vagga  20  213 

勝 論 abhidhamma  (阿毘 達磨， 阿毘 曇， 勝 法） 

59 下 210 
菖蒲 vaca  3  356;  27  2 
焦 pari!5ha  (熱 惱， 熱' 腹， 苦惱） 18  304 
焦 飯 acama  (飯 泡， 飯 汁， 飯の 泡 汁） 17  396, 

489  ； 18  361 ； 47  442 
傷歌邏 SaAgarava ① (參 ftn 羅婆） 〔婆， 塞〕 

11 上 274，  275; 16 上 314; 17  270; 19  320; 

22 下 158， 193  〔七覺 支: ニ關 する 佛の It 說 によ 

りて 歸佛〕 16 上 314  〔三 祌變 等: こ關 する 說法 

を受 く〕 17  270  〔此岸 彼岸 を 沸'' こ 間 ふ〕 22 下 

158, 193 ② 〔經〕 16 上 314  ；  22 下 158， 193 
傷 歌邏經 Saiigarava-sut は 11 上 274° 
傷害 ① opakkamika  59 下 148,  151, 157 ② 

chedana  (裁 斷， 截斷， 割截） 6  7，  97 
傷害 所 生 病 opakkamika  abadha  42 18，  24, 

67,  381 ； 43 165，  178,  237,  336，  340  ；  44  23， 

95，  372，  416 
照 obhasa  (光輝， 光明， 光耀） 〔四 種〕 18  245 
照 見 ① apalokita 16 上 91 ② Apaloki は rii 

〔經〕 16 上 91 
照 見に 達する の 道 apalokitagami  magga 

16 上 91 
照曜 Pa ほ pa  〔王〕 60 19 
照耀 pabhassara  (光 音， 極光 淨， 淸淨） 11 下 


シ ョ ウー if? 
341 

聖 ① ariya  (聖者, 聖人, 尊貴 者） 11 上 373 ② 
Ariya  〔經〕 16 上 272,  392  ; 16 下 100 

①聖 慧②聖 なる 慧 ariya-pafifia ① 11 上 
339; 11 下 7,  396; 16 下 48; 18  2,  3，  417 ② 
23  283 

聖 慧眼 ariya  panna-cakkhu 16 下 404; 17 
52 

聖火 堂 agyagara  (火 堂， 火舍， 火爐， 護摩堂） 

10  339,  340,  341 
〔聖果 の 得 達〕 16 下 318 
聖果の 味の 嘗味 ariyaphala-rasanubhavana 

64  477° 

聖歌 manta  (聖典， 眞言， 呪文） 6  338，  342， 
344 

聖戒 T  ariya-sila  6 194; 11 下 7; 18  2，  3， 

417  ；  20  227,  228  ；  22 上 296  '2)  ariyassa 

vinayo  (聖者の 律， 聖律） 6  348* ③ ariya- 

kanta  r-sila] (聖者 听愛， 聖者 所樂， 聖听 愛) 

11 下 357，  358 
聖經 mama  (眞言， 聖典， 呪文, 聖書， 古聖 書， 祕 

典, 神 典， 吠陀， 經文） 31 443 
聖敎 ®§gama  (阿 含, 聖典， 傳承） 27 15;  62 

424;  64 11 S  sasana  (敎， 敎說） 65  (I)  48， 

55,  57,  61, 64*= 
聖敎を ぶふ 5ga ほ gama  ^ 阿 含に 通じ， 阿 含 を 

傳へ, 聖典に 通曉 し） 19  250，  252 
聖行 va は （禁, 禁戒， 禁行， 務め， 儀 法， 善行， 行， 

德行） 38  522,  523，  530,  531 
聖求 ariya-pariyesana  9  292,  293° 
聖求經 Ariya-pariyesana-sutta  9  290° 
聖偶 chanda  (韻, 雅語， 詩學, 婆羅門 書） 24  215 
聖解脫 1) ariya-vimutti 11 下 7; 16 下 48; 

18  2，  3,  417  ；  20  227,  228，  359 ま ariya- 

vimokkha 11 上 345 
聖 系譜 Ariya-vamsa  60  403 
聖見 ariya  ditthi  20 16 
聖眼 ariya-cakkhu  64 137 
聖居 ① ariya-vasa 聖者の 居處） 〔十 種〕 8 

349 ② Ariya-vasa  〔經〕 （一 )( 二）  22 上 246, 

247 


① 聖語 ② 聖言 ariya-vohSra  (聖者 言說〉 
〔四 種〕 （1)5  213 ② 8  310 

聖三摩 地 ariya-samSdhi  (聖定 ） 18  2，  3 

聖色 ariya-rQpa  58  251, 252 

〔聖色 は 大種听 造な り〕 58  251 

聖色論 Ariyariipa-kathS  58  251° 

聖者 ぼ ariya  (聖, 聖人， 尊貴 者） 4  304  ；  9 1, 
8, 16,  248，  249,  485°  ； 10  23,  24,  38,  39, 
234，  235  ； 11 下 249,  250,  315，  316  ； 15  203, 
204  ；  20  405°  ；  22 下 42*  ；  23  48,  58°,  359  ；  24 
196°  ；  37  321,  322;  42  239;  47  359，  378°  ； 
51 15*,  133*,  183*,  255*,  353*,  407*  ；  52  39, 
40, 131*，  174*,  207* 其 他； 53 10*,  47*，  70*， 
87* 其 他 ； 54 10*,  31*,  53*,  74* 其 他 ； 59 上 
364*;  62  322;  〔65  (II)  85。〕 〔意義〕 20  405° 
② ariya-puggala  64  455,  479 ③ arahant 
(阿羅漢， 羅漢， 應供， 應供 者） 7  302 ④ isi  ({山> 
仙人, 仙士, 仙 者） 12  395* 

聖者 言說 ariya-vohSra  (聖 言， 聖語） 18  429, 
430 

① 聖者 所 愛 ② 聖者 所樂 D 聖者に 愛せら るる 
④ 聖者に 稱 讚せ ら るる ariya-kanta 
(聖所 愛， 聖樂， 聖戒） 〔戒〕 ① 11 上 68 ま 16 下 
221，  239,  247*,  254*,  261*，  285,  293*，  305*. 
320,  321 ； 22 上 87  ；  22 下 96 ③ 7  59  3^ 13 
102 

〔聖者と 戒定 慧〕. 47  413 
〔聖者と 世人との 見解の 相違〕 15  203 
聖者の 居處 ariya-vasa  (聖 居） 〔十 種〕 22 上 
246，  247 

聖者の 幢 isinam  dhajo 13  415，  416 
聖者の 誹謗 ariyOpavSda  63  407，  409  〔五 失〕 
19  349 

聖者の 法 ariya-dhamma  (聖人の 法， 聖法） 9 
2,  8, 16,  248,  249  ； 10  24,  38,  39,  234,  235 

聖者の 律 ariyassa  vinayo  (聖人の 毘奈耶 ，聖 
戒， 聖律） 8  69，  238  ；  9  63*,  412  ； 10 117,  123, 
129,  244  ； 11 上 336  ； 11 下 347,  434*  ； 13  302  ； 
15  86,  87, 155  ； 17  264,  265,  268,  269,  390, 
430  ； 18  258  ；  20 102  ；  22 上 38, 129， 130  ； 
22 下 162，  191， 209 


(454  ) 


聖一シ ョ ゥ 


聖者の 律の '淨 f 了  ariyassa  vinaye  soceyyaih 
22 下 209 

聖者 布薩 ariyiiposatha 17  334，  336° - 344 
〔聖者 名：; 8 129;  9  260 ； 16 下 13ヽ 21 ； 17 114; 

18  236  ；  21 69,  78,  225，  226  ；  22 上 20，  31, 

41 ； 22 下 10， 11 ； 23 175  ；  57  80 
聖者 を 謗る 者 ariyQpavSdin 12  394  〔五 失 あ 

り 〕 19  349 

聖種 ① ariya-variisa  (賢聖 族） 〔四 種〕 8  303  ； 
18  50;  31 285,  286;  43  386°  ；  44*415°  ；  62 
75， 118,  127, 132 ② Aliya-vasani  〔經〕 65 
(III)  90 

聖種說 ariyavariisa-katha  64  350,  353 

聖 衆き ariya  parisa 17 110  - 

聖住 ariya-vihara  〔三 住の 一〕 8  299； 16 下 

202  ；  62  4, 15  ； 〔18  323〕 
聖听愛 ariya-kanta  (聖者 听愛， 聖者 所樂， 聖 

戒） 〔戒〕 8  306  ； 18 100  ； 19  47，  296  ；  20  73; 

57 143,  281 

聖書 manta  (聖典， 聖歌, 眞言， 古聖 書， 秘典， 密 
呪， B 兄 文， 吠陀， 吠 陀の聖 言， 經文） 26  45，  68， 
69,  80， 124, 158,  265,  267，  276,  285,  286,  360, 
457 

聖處 ariy5ya1:ana  (聖 民の 住處） 20  213 
聖正定 ariya-sammasamadhi  (= 七定 具) 
11 下 72 

聖聲聞 ariya-savaka  (聖 弟子） 3  26;  7  58，  59 
聖定 ariya-samadhi  (聖 三昧） 11 下 7; 18  417 
①聖神 通 ②聖 神變 ariya  iddhi ① 41 109, 

150,  160° ② 63  310,  315° 
聖 if 長 ariya  vaddhi 19 109, 110 
聖藏 pitaka  (藏） 10  368  ； 11 上 224 
〔聖胎 長 蒸〕 59 上 154 

聖諦 ariya-sacca  64 112。，  113，  115， 146 
聖 諦現觀 abhisamaya  (現 觀, 領會， 解） 24  457 
聖知 SU は （聞, 所 聞， 天啓） 37  254 
聖智 adya-fiaija 16 下 56  ；  20  227,  228 
聖 弟子 ① ariya-savaka  (聖聲 聞） 9 11 ② 

Ariyasavaka  〔經〕 （― )( 二） 13 115， 116 
聖典 agama  (聖教， 阿 含， 傳承） 64 165 ② 

gantha  8 115 ③ pali,  pali  (聖 文， 巴 利， 經 


典， 本文 = 三 藏） 60 125  ；  61 15, 16,  64  ；  62  36,. 
46, 192,  193,  199,  213,  291，  293,  368,  435  ； 
63  26,  77,  89,  90, 178,  253,  307,  318,  336, 
338，  339,  341,  349;  64 11， 26,  246,  271,  274, 
320,  325，  328，  356，  384,  391，  407,  408，  451， 
464,  467,  478,  480,  498;  65  (I)  4，  6, 18，  29, 
31, 48, 128， 129 ④ manta  (眞言， 聖歌， 聖經， 
聖書， 古聖 書, 神 典， 神 B 兄， 祕典， 密 a 兄， 呪文， 况 
語， 吠陀， 吠 陀の聖 言， 經文） 11 上 179,  180, 
188，  220,  224,  225,  261 ； 24  50, 112,  113， 
206,  207  ；  31 57;  32 137  ；  33 190,  316  ；  37 
425  ；  39  91 ； 59 上 20,  23*,  41 ； 65  (I  )  52，  53 
聖典 句 man は- pada  (眞言 句， 呪文、 27 15 
聖典 研究 gandha-dhura  60  385 
聖典 持 者 は nti-dhara  62 199 
〔聖典 書籍 を 印度 本土より 輸入〕 61 439 
聖典に 通嘵し お a ほ gama  (阿 含に 通じ， 聖貌 

を 障 ふ） 29  239 
聖典に 通 ぜる者 sottiya  (聞 解 者〜 聞經 者） 9 
485° 

聖典の 垢 猿 manta-mala  21 59  ；  23  54 
聖典の 硏究 pariyatti-pariharana  62 192 
聖典の 語義 nirutti-pada  (詞 句） 23  72 
〔聖典の 書寫〕 60 134,  378  ；  61 39，  64, 170,  423， 

481,  491,  493，  509，  522 
〔聖典の 輯錄〕 60  34 
〔聖典 を 錫 蘭 語に 飜譯〕 61 11 
聖典 を讀 誦す ajjhayaka  (讀誦 者， 諷誦 者, 學- 

習 者） 6 132,  179,  180，  192,  202,  207; 11 上 

204,  205 

聖道 ① ariya-magga  22 下 180,  230  ；  58  207, 
224,  322，  323，  344*;  62  426 ② patipada 
(道, 道 跡， 行, 行 道， 向 道） 7  235，  242 ③ 
Ariya-magga  〔經〕 22 下 180，  230 

聖道思 ariyamagga-cetana  50  407，  408 

〔聖 道と 斷煩 惱〕 64  449 

聖道: こ 達し vedantagu 12  288 

聖道品 Adyamagga-vagga  22 下 180，  187, 
230,  237 

〔聖道 論〕 57  372,  379;  58 143，  251, 397 

〔聖道 を 除きて 餘の 諸行 は 苦な り〕 58  322 


(  455  ) 


シ ョ ゥ 一聖， 障 


璧 なる 慧〜 聖慧 

違なる 下劑 ariya  virecana  22 下 140， 141 
聖 なる 銜去 ariya  paccorohani  22 下 164, 
165， 193 

聖 なる 洗條 ariya  dhovana  22 下 138， 139 
聖 なる 吐劑 ariya  vamana  22 下 142， 143 
聖 なる 默然 ariya  tunhi-bhava   '聖默 ，聖默 
然, 尊き 沈默 22 上 13 

聖尼 ayya  (大 姉' lo  22* 

聖人 T  ariya  (聖, 聖者, 尊貴 者、 14 155,  162, 
163,  180,  215,  257  ^  santa 賢 善人， 善き 人， 
善 ±)  37  301,  304，  318，  319 

璧人 結合 論 ariyapuggala-samsandana  57 
102 

IS 人の 語 ariyana  mantana 17  324 

S 人の 庭 Isibhumarigana  60  285 

雙 人の 毘奈耶 ariyassa  vinayo  '聖者の 律， 聖 

律, 聖戒） 20 173;  58  77 
璧 人の 法 ariya-dhamma  (聖 法， 聖者の 法、 14 

4，  5,  24,  26,  66,  69， 155，  162,  163，  180,  215 
聖の經 行 ariya-caiikama 17  297 
聖の高 床大宋 ariya  uccasayana 

mahasayana 17  293,  296。，  297 

(T 聖八支 道 ②聖八 正道 ；D 聖八 正道 支 ariya 
atthangika  magga  (八 支聖 道， 八聖 道， 八 正 
道） r 11 下 321,  353°,  418,  431 ； 15  212，  275, 
389*  402; 16 上 36,  81, 88;  46 135°,  334°  ； 
58  399  ；  59 上 3，  74  ^  33 181 3) 17  291 

聖法 X  ariya-dhamma 聖者の 法， 聖人の 法） 
11 上 373; 11 下 249，  315,  316;  22 下 42*, 
172,  173,  223;  24  305;  40  ill*;  58  55* ② 
Ariya-dhamma  ：經〕 22 下 172，  222 

S 法 異熟論 Ariyadhamma-vipaka-katha 
58  55。 

〔聖 法の 異熟 なし〕 58  55 

聖 法の 聲聞 ariyadhamma-savana  7  222,  223 

〔聖 法の 承〕 〔節〕 65  {1)  78 

聖 民の 住處 ariya-ayatana  (聖 處、 3  401 

0) 聖默 ② 聖默然 ariya  tunhi-bhava  (聖な 

る 默然, 尊き 沈默） T  9  292  2 13  404,  405 
聖文 pan  (聖典， 巴 利, 經典， 本文 = 三 藏） 47 


327，  328,  343 
聖樂 T  ariya-sukha 17 126  D  ariya-kanta 

聖者 听愛， 聖者 听樂, 聖听 愛） 7  226 
聖律 ariyassa  vinayo  (聖者の 律， 聖人の 毘奈 

耶、 13  400 
聖論 Ariyan  ti  katha  57  302° 
障 D  antarayika  (障 礙） 3 184  %  avarana 

'禁 斷， 防禦 1 6  350; 19  85  S  kincana  '障 凝) 

〔三種〕 8  296 
障害 pap'afica  (障 擬， 戯論， 迷 執， 妄想 6  368*, 

427 

障害者 an1:arSya-kara  6  321* 

障害 を斷ち chinna-papafica  6  368^,  427 

障 蓋 X  avarana  nivarana  〔五 種〕 16 上 289， 

291 ：2)  Avarana-nivarana  〔經: 16 上 289 
障解晚 Namuci  '：^ 牟夷、 〔魔〕 24 154，  157; 

42 141 ； 43 125,  319  ；  44 178,  353,  388 
障礙 T  antaraya  (障 道， 障 難， 凶 難， 妨難） 3 

199,  200°,  223*,  238*,  266,  292,  293;  4  36*， 

364°;  9  237*;  59 上 321 〔四 種〕 59 上 321 

〔十 種 ； 王， 賊， 火, 水， 人, 非人， 猛獸， 蛇， 命， 梵 
行〕 4  364°  〔雨 安居の：： 3  266  〔波 羅提木 叉 
の〕 3 199,  200°  S  antarayika  (障） 13  331*  ； 
21 106  D  aghata  (嫌 恨， 瞋害， 瞋怒， 害心） 12 
307  ®  kincana  (障） 10  21 5：  patigha 12 
20，  283  f  papanca  (障害, 戯論， 迷 執， 妄想） 
15  84,  85;  24  3, 195，  351; 43  42， 141°  ® 
paripantha  'pf 難） 37  484,  485 ⑧ palibodha, 
palibodha  5  280  ；  42 184,  185，  218,  236  ；  43 
318,  381,  382;  44  352,  388，  428,  476°,  480°  ； 
59 上 22;  62 177,  184，  415  ;  64 111.  113,  460, 
461 ： 十锺〕 62 184  〔十六種：^  59 上 22  ；?) 
sambadha  (憒 撓, 憒亂， 繁多， 雜鬧） 6  355  ； 12 
10，  82 

障礙機 ^^經 Sambadhokasa-sutta  62  448 
障 礙 の 法 avaraniya-dhamma  (障 法， 障礙 法， 

覆 障 法） 15 168, 169 
障礙法 ぷ antarayika-dhamma  (P 章 道 法， 障 
法） 4  36"  5  236;  9  237*  〔十一 種： 5  239 
② avaraniya-dhamma   (障 法， 障礙の 法， 覆 
障 法' 9  475  ； 10 110  paccanika-dhamma 
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62 176,  302,  303 
障礙を 去り し 者 ukkhiua-paligha  (關 を拔け 
り） 9  256° 

障 罪 antarayika  apatti  (無 間 罪） 5 196 
障 道 antarSya  (障 礙， 障 難， 凶 難, 妨難) 2 
211*,  219 

障 道 法 aniiarayika-dhamma  (障礙 法， 障 法） 
2  211, 219 

障 難 ① aiUarSya  (障 礙， 障 道， 凶 難， 妨難） 2 
455  ®  paripantha  (障 礙） 〔十 種〕 22 下 31， 
32 

障 難 ある an1:ar5yikin  2  535* 
障 法 ① antarayika-dhamma  (障礙 法， 障 道 
法） 3 159,  160,  162,  163,  183,  184°  ；  4  403, 
404,  405  ；  9 117  〔女人 出家の 二十 四 種〕 4  403 
② avara が ya-dhamma  (障礙 法， 覆 障 法） 
11 下 163，  164;  21 24 
障を樂 しむ 者 papafica-ratin  9 105 
障 を 喜ぶ 者 papancarama  9 105 
獎勵者 samuttejaka  (讚勵 者, 讚勵 し） 9  267 
獎勵す samuttejeti  (鼓舞す） 9  316* 
稱 yasa  (稱譽 ，名 聲， 名譽） 4  309，  310; 18 

330;  21 10* 
稱戒 Yasavati  (有 稱， 有名 稱） 〔毘沙 浮佛の 母〕 
6  367 

稱呼 samafifia  (名目， 通名， 通 fS  ，呼 稱， 俗稱） 

11 下 66,  67  ； 12  20，  21 
稱讚 ① kiUi  (稱譽 ） 12  35 さ. vanna  (德， 美 

點， 美 色） 9 111; 47  43P 
稱讚樫 vanna-macchariya  (容色 慳， 色 樫， 德 

慳） 〔五慳 の 一〕 19  370*;  42  53， 192,  201, 

342，  378 ；  43  3  ;  44  22  ；  64  447 
稱讚者 vapija-vSdin  (讚嘆 者） 12  380* 
稱 讚す P お aihso  hoti  22 下 189，  239 
稱 讚の 聲 kitti-sadda 19  52,  54;  20  330，  331 
稱順 sahi は 18  242* 
稱譽 ① kitti  (稱 讚） 24  68;  42  223 ② 

pasamsa  (賞 讚， 名譽， 譽） 〔. 人世 法の 一〕 8 

339 ③ yasa  (稱， 名聲， 名譽） 10  51 ； 19  42, 

43,  65,  66，  67  ；  40  71* ④ ussadana  (喊聲 ) 

11 下 320，  322* 


稱譽 あり yasassin  (名稱 あり） 19 158,  159， 
160 

稱譽の 失 yasa-parihani 17  21 

稱譽の 得 yasa-vuddhi 17  21 

稱揚者 ussSde は r  5  311 

嘗 sayana  65  (II)  22,  23 

嘗味 assSda  (味， 樂味， 味 著， 愛 味， 快味 ，甘味 
福） 22 上 294  ；  40 15*,  325*  ；  41 25* 

精勤 ① appamatta  (不放 速， 不放通 者） 36  6 
(D  appamada  (不放 速） 35  395  (3)  padhana 
(勤， 勤行， 精數） 6  423，  424  ；  8 128,  129,  133， 
317,  318;  9 178* ④ pahi は tta  (持 心， 專念) 
9  364,  365,  433，  434 ⑤ paggaha  (勤 勵， 策 
勵） 40  26;  41 15，  36 

精勤 因 paggaha-nimiua  (精勤 相， 勤勵 相， 策 
勵相） 17  421， 423 

精勤 界 nikkama-dhatu  (精進， 出界） 16 上 
249,  303,  305,  306 

精勤 經 Padhana-suUa  24 153°, 160 

精勤 支 padhaniyaiiga  (勤行 支， 勤 支） 〔五 種〕: 
11 上 128,  129,  171，  172; 18  342* 

精勤 者 araddha-viriya  (精進 を 起せ る ， 勤 精 

進， 勤 精進 者， 發勤 精進， 發勤 者， 努力 精進 者） 

13  235*，  304，  305  ；  25  263 
精勤 相 paggaha-nimitta  (精勤 因, 勤勵 相， 策 

勵相） 8  293 
精勤と 專念 paggaho  ca  avikkhepo  ca  (策 

勵と不 散亂） 8  293 
① 精勤に 於て 遮 止せざる ② 精勤に 於て 不被遮 

止 ③ 精勤 を 退 轉せざ る こと appativaiji ほ 

padhanasmim  (j)  8  293 ② 17 154  ；  45 14， 

344° ③ 17  75  ' 
精勤に 堪 ふる 時 samayo  padhanaya  〔五 種〕' 

19  90 

精勤; こ堪 へざる 時 asamayo  padhanaya  〔五 
種〕 19  89 

精勤の 義の慧 paggahatthe  panna  40  3， 
172° 

精 動 padMna  (精勤， 勤, 勤行） 6 16* 
精舍 ① vihSra  (住處 ，寺， 住院， 智房， 房舍， 香 
室， 香 房） 1 149，  262*,  340;  2  65，  69*,  74*^ 
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—337  ；  3  84，  85，  92， 102,  164，  189,  190,  248*, 
347,  419,  496;  4  226*,  228*,  242，  243,  251, 
254,  261,  263，  264,  320,  333  ； 11 上 159,  209, 
216; 11 下 153，  258*; 14  208，  209;  21 81, 
86  ；  22 上 34,  64,  295  ；  22 下 149*，  198，  329  ； 
24  498,  502,  540  ；  25 187  ；  28 199*  ；  31 291 ； 
42  99,  340;  43 183,  187,  338，  354,  380;  44 
452,  469，  486  ；  46  357  ；  59 上 390*  ；  59 下 26*, 
350;  62  49，  237,  238°*,  244: 五 種 房舍の 一〕 
4  226*  〔五 支 を 具備せ る もの〕 62  244  〔十八 
過失〕 62  238  〔行事〕 29  374  〔建立と その 果〕 
24  498,  502,  540;  25  418;  26  73，  114;  59 下 
29  〔布 鬼〕 4  227  %  alama-arama  65  III) 
68 

'fl 舍衣 vihara-clvara 1 357 
猜舍食 vihara-bhatta  62 131 
'①精 舍巡拜 ま 精 舍參拜 vihSra-carika  t  2 

466,  552  I  2  268 
精舍地 vihara-vatthu 1 149 
精 舍天宮 Yihara-vimSna  24  497 
精舍の 番人 vihara-p5la  (守 精舍 人、 12  320 
精舍を 建立す viharam  karoti  6  212 
精舍を 建立せ しむる こと Vih§rakarapana 

〔章〕 61 394 
精進 D  nikkama-dhatu  (精勤 界， 出界） 17  6 
(2)  vayama  (勤， 策勵） 20  40,  41; 21 276, 
277  ；  22 上 332,  333,  334,  335，  338，  339，  340， 
341,  347,  348  3；  viriya  (勤:' 7  221 ； 11 下 
2*; 13 193; 16 下 368;  20  99，  364° ；  21 
53°  ；  22 上 5  ；  22 下 19*  ；  26 10  ；  28  222*,  226  ； 
43 189°  ；  44  491°  ；  59 上 72°  ；  64  53。  ；  65  (II) 
10, 12  ；  ：；22 上 240,  244,  328  ；  22 下 317  ；  23 
141 ； 59 上 134， 176  ；  65  (III)  24，  79,  85,  87〕 
〔定義〕 43 189  =  ,  370;  44  491°  ；  45 17% 19, 
88，  91°,  108°  ；  46 139*,  163,  275,  300,  326, 
336* 1 viriyarambha  (精進 發勤， 精勵， 勤 情 
進， 發勤） 1 287;  2 180，  224  D  ayatana  36 
18, 19  %  dakkheyya=viriya  30  398  @ 
Viriyam  〔經： 13 193; 15  378 
精進 覺支 viriya-sambojjhaiiga  (精進 等覺 支， 
错 進の 覺意' 16 上 249*,  303*,  3ir  ；  46  323°, 


324,  326°  ；  62  259,  260,  262 
精進 根 viriyindriya  8  318; 16 下 6°，  7°,  9°, 
12°  ； 16 下 r;  40 12， 195*,  226,  321*;  49 
139* 

精進 三昧 地 勤行^ 就 神 足 viriya-samSdhi- 
padhana-saihkhara-samannagata- 
iddhipada  ： 勤 三 摩 地 勝 行 就 神 i£， 勤 三 摩 地 
勤行' 就の 神 足 =猜 進 神 足） 〔 四 神^の一〕 8 
301 

精進 事 Srabbha-vatthu  〔八 種〕 8  335  ；  21 295 
精進 捨 vidyupekkhS  62  317*,  318° 
精進: 定: viriya:-samadhP  62 180 
精進 神 足 viriyiddhipSda  (勤砷 足） 64  441 
精進 看 上 viriySdhipati  (勤 If 上） 58  265 
① 精進 等覺支 ま淸 進の 覺意 viriya- 

sambojjhanga  (错 進覺 支） ① 8  330; 11 下 

93,  95 ま 7  37 
精進の 特 相の 1^5  Viriyalakkhana-panha  59 上 

72 

精進の 話 viriyarambna-katha  (淸 進發 起の 

稱設, 勤锖進 論， 護 勤 論, 證勤 精進 論） 〔十 論 事 

の 一： 23 141 
① 精進の 平等！： 淸進 平等 viriya-sama ほ 

ぼ 63 112  2  3  323  ；  ：62  265〕 
精進 波羅蜜 viriya-parami  26 10  ；  28  43，  44， 

97,  98, 166  ；  41 238 
精進 發 起の 稱設 viriyarambha-katha  (精進 

の 話, 發勤! f 進 論， 勤 猜 進 論） 9  266 
精進 護 勤 viriySrambha  (精進， 精勵, 發勤情 

進, 勤 淸 進） 43  370 
精進 律儀 viriya-sarhvara  62 14, 15 
精進 力 viriya-bala  (勤 力） 8  331; 16 下 89*; 

18  249; 19  2，  3', 13, 16°  ；  20  233，  234°; 

22 上 18°  ；  41 100'  ；  45  20°,  31, 92, 110 
精進 論者 viriya-v5da 17  473,  474 
精進 を 起せる araddha-viriya  (精勤 者， 發勤 

者, 發勤? i 進 者， 勤 精進 者, 努力 精進 者） 15  378 
情智， 精 女， 情 妙〜 セィ 

精勵 viriyarambha  (精進， 精進 發勤， 勤 精進， 

發勤, 護 勤 精進） 9 19 
樟腦 kappQra  '、龍 腦香） 59 下 284 
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漿 vas5  (膏， 脂 防， 淋巴液, 血 精， [ii 漿） 46  274 
貰 讚 pasamsa  (稱 譽， 名譽， 譽） 43  82° 
踵 骨 paijhikatthi  63  48,  49，  260 
請 食 Xinimantana に bhatta〕 （招待 食） 2 
124;  3 102，  163;  4  268,  302 ② nimanti は 
(請 待， 請 待を受 く）  2  159 ③ bhatta  (食， 食 
物， 食事， 瞰食， 飯， 米飯） 1 270*;  2  59;  4 
117* 120 

請 食 差遣 者 bhattuddesaka  (配 食 者） 2  245 

請 食 を 受け nemantanika  9  46 

(D 請 待 ②請待 を受く    nimantita  ('請 食） ① 5 

32，  65 ② 2 156* 
請 間す paripucchati  (質問す， 遍 間す） 21 4， 

6,  302,  303;  22 下 55* 
14    sattu  (小麥 粉， 圑子） 2 132,  146,  287,  294, 

376 

1^ 子 mantha  3  6 

燒渴 餓鬼 nijjhamatanhika-peta  59 下 135， 

149,  245  ；  64  219 
燒殘 〔布〕 aggi-da さ (^ha  62 124， 125 
<D 燒施 無し' 1) 燒供 無し natthi  hu は m  (祭祀 

な し， 供犧な し， 供養な し, 儀 性な し） ① 14 

329  ；  21 104 ② 17  442 
樵 夫 ① kattha-phalaka  63  384 ② vana- 

kammika  9 130;  37 168， 172 
蕉汁 coca-pgna  (俱羅 果漿） 58  329 
聲 ① sadda  (音 聲） 2 181， 253  ；  3  62,  63，  326， 

327  ；  6 105，  348  ；  7 133,  166,  323,  324  ；  64 

20°,  88°,  215;  65  (11)  53  〔十 種〕 7 133， 166 

〔定義〕 45 199;  46 109  @  sara  〔八 種〕 7 

219,  240。 
聲愛 sadda- は ijha  7  5  ；  8  323 
聲異熟 論 Saddo  vipako  ti  katha  58  203° 
灘界 sadda-dh5tu 11 下 58;  46 109°  ；  48 上 

296* 

聲九法 sadda-navaka  64  235，  331,  333;  65 
(II)  57 

聲思 sadda-sancetana  8  323 
聲持現 saddupahara 1 127 
聲處 sad お yatana  8  322  ；  45 187,  199°  ；  48 上 
93* 


聲 相似 性 sadda-sadkkha ほ 50  410 

聲想 sadda-safifia  8  323 

〔聲 は與 熟な り〕 58  203 

聲は 刺な り saddo  kantako  22 下 30 

藤 味 sadda-rasa 1 3;  21 32 

聲聞 D  savaka  (弟子 ） 7  83，  84, 127  ；  30 134  ； 

40  70，  325，  348  ；  57 149,  240,  248，  257，  288, 

297*,  366*,  402*;  58  410,  411 ； 59 上 3;  62 

433 ② savaka  〔經〕 13  268 
〔聲 聞, 緣覺， 佛〕 42  239  ；  43 110  ；  47  396  ；  59 下 

91 ； 62  84，  231，  249,  261 ； 63  81， 107,  305, 

380,  406 
〔聲閡 ，緣^ ，菩薩， 佛〕 38  351 
聲聞境 savaka-visaya  59 上 236 
聲 聞所說 sSvaka-bh お i は 2  23,  35，  323 
聲聞 成就 savaka-pSrami  (聲聞 波羅蜜） 32 

320 

聲聞地 savaka-bhumi  59 上 236 

〔聲 聞に 果; こ 於け る智 あり〕 57  403 

〔聲 聞の 譬喩 ー聲聞 劫〕 13  268 

聲聞 波羅蜜 savaka-pSrami  (聲聞 成就） 23 13 

聲聞 菩提 sSvaka-bodhi  62  423 

聲聞カ savaka-bala  57  297 

聲樂 sadda-bhoga 1 3 

聲論 sadda-sattha  63  403 

證果 phala-sacchikiriya 1 151，  154°  ；  2  41° 

證悟 ① abhmfiS  (通 智， 證知， 證智， 體 得智, 知 

解） 6  270 ② pativedha  (通達） 47 10，  35 
證者 patibhoga  (保 證， 成就 者） 23 110 
證淨 ① aveccappasSda  (正 信, 絕對淨 信, 絕對 

信， 不壞の 信， 確乎たる 信心， 動きな き 信心） 
il 下 357，  358; 16 下 220，  227，  233,  262, 
263  ； 17  363  ；  22 上 86  ；  22 下 96  ；  62  393  〔三 
種〕 16 下 262，  263  ； 17  363  〔—預 流〕 16 下 
269，  273  〔—一 來〕 16 下 269，  273  〔—不 還〕 
16 下 268，  272  〔—漏 盡〕 16 下 268，  272  〔功 
德〕 16 下 268°，  272° ② Aveccappasanna 
〔經〕 22 下 11 
證知 ① abhmfia  (證 悟， 通知, 通智， 證智, 知 
解） 21 326  ；  〔22 下 351〕 ② Abhmfia  〔經〕 
21 317;  22 上 193 
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證 知す abhijanati 11 下 418* 

證智 abhmfiS  (證 知, 通智, 證悟， 體得智 ，超凡 

智， 通， 神 通， 知 解:' 3 18, 19  ； 16 下 334*，  365， 

378; 19 113 
證得 adhigama  (得 達： 3 184，  185;  42  352 
證 得隱沒 adhigamantaradhana  59 上 282 
證得: こ對 十る 應辯具 者 adhigamesu 

patibhanava  44  377，  458 
證人 sakkhi  2  360  ； 10  3,  6; 17  206  ；  22 下 

210,  213,  240,  242,  251， 254  ；  24  45, 172  ； 

42  230  ；  43  213,  265  ；  44  341 ； 47  402  ；  62 

391 

證用 javana  (速 行， 勢 速） 50  368,  369,  442, 

451，  474,  476，  479  ；  51 433  ；  52  388 
證 用經路 javana-vithi  (速 行路） 50  474 
〔鐘 聲の譬 olO  40  301 

攝阿毘 達磨 義論 Abhidhammattha-saiigaha 

65  (11：；  r 

攝ー， 異性，一 性 を 通達す る慧 ekasaAgaha ほ- 
nanattekatta-pativedhe  panna  40  6, 175 
攝ー切 sabba-sangaha  65  (II)  66 
攝緣 分別 Paccaya-saiigaha-vibhaga  65  (II) 
69° 

攝護 d  samvara  〈律義， 防護, 守護, 制御， 制 
禁） 15 127,  168,  295,  296,  297，  308,  310  ；  23 
141, 142  -2；  Samvara  〔經〕 15 126 
攝業處 分別 Kammatthana-sarigaha- 

vibhaga  65  (11)  78° 
攝在章 Saihgahi は- vara  5  78，  87， 136， 144 
攝事 samgaha-vatthu  〔四 種〕 8  310  ; 18  60; 

22 上 19  ；  36  389 
攝 持き adhitthana-sunna  41 122 
攝持 自在 adhitthana-vasin  (在定 自在） 40 
164, 165 

攝 持の 慧 adhitthane  pafifia  40  4, 182° 
攝持カ adhiUhSna-bala  、决 意力） 41 105 
攝色 分別 Rupa-saiigaha-vibhaga  65  (II) 
52° 

攝受 ① adhiUMna  i 攝持， 受持， 決意， 加持， 
處, 依處， 所托, 住 著, 取 著, 偏見） 14 14, 19 ② 
pariggaha  (遍 取， 執 持， 執著， 愛 著， 著） 40  26， 


80;  41 36  E)  samgaha  (攝， 聚合， 集合） 5 
158  ；  8  324,  325  ； 10  56，  57  ；  22 上 327* 

攝受空 pariggaha-sunna  41 120 

攝受者 sangahika 10  57 

攝受神 通 adhitthana  iddhi  (决意 神 變、' 41 
109,  150,  153°* 

〔攝受 と 折伏〕 59 上 381 

攝頌 uddSna  3  241，  314,  350,  440,  467，  539， 
579，  621; 4  40,  56, 113,  217,  223 其 他； 5 
7， 11*; 14  31 其 他； 15  45 其 他 

攝聚者 sarighatanika 10  57 

攝集 分別 Samucca-sangaha-vibhaga  65  (II) 
62° 

攝心 saiikhiua-citta  (略 心， 收了 心， 沈 露の 心 > 

凝湛 せる 心） 9  96, 112; 11 上 24 
攝， じ、 听分 glj  Cetasika-saiigaha-vibnaga 

65  (11、 10  c 

攝心 分別 Citta-saiigaha-vibhaga  65  (II) l"^ 
攝雜 missaka-saiigaha  65  (II)  64 
攝雜 分別 Pakinnaka-sangaha-vibhaga 
65  (II)  21° 

攝非攝 論議 samvarasarhvara-katha  ',, 律儀 

非 律儀 論 = 律藏' 65  [\)  30 
攝 不善 akusala-saiigaha  65  (II)  t)3 
攝 菩提 分 bodhipakkhiya-saiigaha  65  (II) 

65 

攝法 pariyapanna  dhamma  (= 世間 法) 47 
245 

攝益 anuggaha  〔二種〕 23  349,  354 
攝離路 分別 Mthimutta-saiigaha-vibhaga 

65  (II)  40° 
攝カ saiigaha-bala  41 103 
攝路 分別 Vithi-saiigaha-vibhaga  65  (II) 

29° 

攝論 Saiigahita-katha  58  24° 

丈夫 調 御者 purisadamma-sarathin  (調 御 丈- 
夫，  人人の 調 御者）  〔如 來十號 の 一〕 7  58 

丈夫の 勤 勇 purisa-parakkama  (人間の 努力，. 
丈夫の 勇決， 丈夫の 勇猛, 人の 勇健， 人の 精勤） 
10  307 

丈夫の 精進 purisa-viriya  (人間の 精進， 人の. 
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精進） 10  307; 17  75,  76; 18  210,  211 
① 丈夫の 勢 '1) 丈夫の 勢力 purisa-th§ma 

(丈夫の 忍耐， 人の 剪猛， 人の 勢 用， 人間の 力） 

① 17  75,  76 ② 18  210，  211 
丈夫の 忍耐 purisatthama  (丈夫の 勢， 丈夫の 

勢力， 人の 勢 用， 人の 勇猛） 10  307 
① 丈夫の 勇决 ② 丈夫の 勇猛 purisa- 

parakkama  (丈夫の 勤 勇， 人の 勇健， 人の 精 

勤） ① 17  75，  76  @ 18  210,  211 
上衣 ① uttar お aiiga  (鬱 多羅 f& 衣， 鬱 多羅 ft 

伽， 上 著 衣) 14 147  ；  30  40;  62 129 ② civara 

(衣， 衣服） 3  83，  88，  90*  ；  6  91* ③ samghati 

(僧伽 梨 衣， 僧伽 胝, 重 衣） 7 106 
① 上衣 を 一 肩に し② 上衣 を 偏に 担ぎ ③ 上衣 

を偏袒 にし ' 'も 上衣 を偏袒 になし ekaihsaih 

uttarasarigam  karitva  (一 肩に 上衣 を衩 て， 

偏 担 右 肩す = 衣 を 一 肩に し， 衣服 を 一 肩に し） 

① 11 上 191 ② 11 上 273 ③ 21 70,  71 ④ 22 上 

38 

上衣 を 著す 〔衆學 二」 pSrupati  2  302 
上 鯖 talu  9  424 

上 li は li 子の 如 し siha-pubbaddha-kaya 

〔三十 二相の 一〕 8 185,  214 
上向 心 abhipa は citta  40  269,  271， 272 
① 上向 風 &さ' 上 行 風 ③ 上 行の 風 

uddhamgama-vata  'X'  9  335  ； 10  216 ② 46 

104;  63  250，  252°,  273 ③ 11 下 338 
上座 說 TheravSda  (上座 部， 長老 說） 〔部 派〕 

60  26,  27,  32,  38，  54,  57;  65  (I)  5 
上座 〔部〕 Theriya=Theravada  64  497,  498 
上座 部 ① TheravSdin  (長老 部） 61 16，  24,  29， 

36,  57,  67,  72， 128,  130*  142,  143，  394 ② 

Theravada  (上座 說, 長老 說） 〔部 派〕 60  35, 

56, 174,  378 
上座 を 作る 法 thera-karana-dhamma  〔四 種〕 

18  41 

上 著 衣 uttarSsaAga  (懲 多羅 僧， 上衣 ） 12 
239，  326 

上 首 ① pamukha  3 183  ；  59 上 76,  77 ② 
pamokkha 18  295 ③ pubbaiigama  (先行 
者， 先驅 者, 先導者, 前驅） 19  300* 


上處物 vehasattha 1 79 

上昇の 法 門 uparibhava-pariyaya  9  73 

上進の 法 abhisamacarika  dhamma  (最上 行 

儀 法） 20 188， 189 
上餓 thaiipSka (祭: Ct, 祭 « の 飯 食， 鉢 供, 乳 粥〉 

11 下 170 
上智 論 NSijodaya  61 15 
上天の 道 sagga-magga  30  2 
〔上 ニ界 出世間の 禪定 作用〕 65  (II)  33 
上人 purisuttama  (最上 人， 最上の 人士， 最勝 

人） 23  303 
① 上人 法 ② 上人の 法 uttarimanussa- 

dhamma    (過 人 法， 超人 法， 人間以上の 法， 人 

法 を 越えた る） ① 1 145*，  151°,  154,  283;  2 

37*,  40°;  3 17， 165，  166,  318，  369;  4 172; 

5  23，  54，  60，  61, 82,  301,  302; 11 下 200; 

17  273  ；  22 上 325  ；  62  44,  48，  415  ；  63  335  ； 

64  498;  65  (I)  9 ② 8  3,  4, 11, 12, 15* 
〔上人 法戒〕 （= 第 四波羅 夷） 1 144°  〔學 處〕 1 

151 [犯 不犯〕 1 154-182 
上覆 uttarattharaija  (上 敷布， 队布， 外套） 4 

435 

上 分 〔結〕 ① UddhambhSgiya  〔經〕 16 上 243， 
349,  355,  432  (2)  Uddhambhagiyani  〔經〕 
16 下 76,  79,  86,  92，  97, 154， 178 

上 分 結 uddhambhagiya-sarhyojana  64  44G 

上方 は 沙門 婆羅門 uparima  disa  samana- 
brahmana  8  251, 254 

上 法 uttad-dhamma 16 下 319 

(T^ 上流 「般涅 紫〕 ② 上流 者 ③ 上流 般 
uddhamsota ① 16 上 254; 16 下 69， 142, 
185，  272  ； 17  382，  384  ；  20  248,  250,  322, 
407;  22 上 42 ② 23  51 ③ 25  335 

① 上流 色 究竟 天 行 ② 上流 阿 迹喊吒 行 ③ 上流 
趣 阿 迦膩吒 ④ 上流 至 色 究竟 者 ⑤ 上流 到 色 
究竟 ⑥ 上流と なりて 色 究竟 天に 到る ⑦上 
流の 色 究竟に 往 くもの uddharhsota 
akanitthagamin ① 57 145,  146，  282,  312, 
352，  373 ② 64  494 ③ 8  316;  47  361,  382% 
473  @  22 下 11 ⑤ 40  261， 262  ® 16 下 15*, 
21 ⑦ 18  236 
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上 蓮華 Padumuttara  (蓮華 上， 最" # 白 連） 

m'}  28  293 
上騰 ① thera  (長老， 上座） 1 36;  2  342  % 

cira-pabbajita  '久 修行者 ^  22 下 330^^ 
〔成 阿羅漢〕 16 上 361，  391，  392,  424,  425 
成壤 sarhvaUa-vivatta  6 17;  8 134, 135 
成壞劫 samvattavivatta-kappa 1 7  ；  6 121， 

122;  8  63, 136;  9 114,  326,  333，  432; 10 

98; 11 上 24; 13 177  ; 16 下 115;  20  4，  340， 

341，  358  ;  21 37;  22 上 111,  254,  258,  298; 

22 下 118，  317  ；  40 192  ；  47  57,  449 
成戒 sila-sampa お （戒圓 足， 戒 具足， 戒 成就， 

具戒） 3  399;  23  227 
成 見 ① ditthanugati  (見 隨， 見 趣） 4 166  2) 

ditthigata  (惡 見， 膠 見） 3  87,  92, 113,  255, 

258,  261,  262,  263;  4  36*; 14 174*,  418; 

22 上 293,  304,  305;  22 下 99， 103，  115，  116; 

40  213  ；  45 109,  267,  286,  290  ；  46 197  ；  58 

259*  262，  263 
成 見相應 心 ditthigata-sampayutta-citta 

(惡見 相;！ 心） 45  353，  356，  367,  369 其 他 
成 見 相瞜貪 {ft 行 ditthigatasampayutta- 

lobhasahagata  (惡 見相應 貪俱） 54  256 
〔； Jig 見 は 無 記な り〕 58  260 
〔成 見 は 無 屬 なり:： 58  262 
成晃不 相應貪 iH: 行 diUhiga は vippayuUa- 

lobhasahagata  (惡見 不相應 貪俱） 53  301*  ； 

54  253* 

成 見 不相應 貪 til 行 心 diUhigata-vippayut ね- 

lobhasahagata-citta  (惡見 不相應 貪し 心 ' 45 

353,  354,  357,  367 其 他 
成 劫 vivatta-kappa 1 7;  6 121,  122;  8  63, 

136;  9  33, 114，  326,  432; 10  98; 11 上 24; 

13 177  ； 16 下 114  ； 19  24  ；  20  4  ；  21 37  ；  22 上 

111，  254，  258,  298;  22 下 118,  317;  23  350; 

40 192  ；  41 391 ； 47  57,  449  ；  63  385，  393, 

396 

成 種子 bija  (種, 核子,） 10  32，  33 
成就 ① nittha  (究極， 議 43 14 ② 
sampatti  (成 得 ） 5  2,  3;  59 下 202;  62 1, 7, 
18  〔九 種〕 59 下 202  D  sampada  (具足， 圓足) 


〔五 種〕 5  220,  328;  8  314 
成就 者 patibhoga  (保 證, 證者 1 23  241*,  247 
成就 者 品 Patibhoga-vagga  ： 如是 語經〕 23 

247° 

成就 法' samSpatti  ' 定， 正受， 等 至， 三 摩 鉢 底， 

三 鉢 底） 34 157，  158,  179， 189 其 他 
成 住 〔劫〕 vivattauhayin      劫） 63  385,  393 
成熟 X  panpaka  = 老'' 64  30  D  paripacana 

(火） 64 19 
成 相 nibbatti-lakkhana  、生 相） 40  90* 
成 大悲智 mahakaruna-samapattiya 

nanam  (大 悲定智 40  5,  210°,  218,  219, 

367  ；  41 87 
〔成 道〕 9  300;  28 159  ： 毘婆尸 (^の〕 6  397 
〔成 道 前後〕 （正覺 前後、 9  294 
〔成 道 直後 數 週間〕 3 1; 18  36,  39;  23  85,  99， 

135  ；  28 163 
成 得 有 sampatti-bhava  64  263，  264 
成辨 すべき こ と は已: こ成辨 せられた り ka は ih 

karaniyam  (所作 已に辨 じ， 所作 已 に 作 し， (乍 

すべき 事 は 己に 作され， 爲 すべき こと は爲さ 

れ） 6  298 

成滿 ① vepulla  9  384* ま Punna  〔尼〕 25 
333 

杖 刑に 相當 する' mosalla 18  422 

〔杖 刑の 譬 B|〕 18  422 

杖 鼓 mutifiga い J ヽ鼓） 25  204  ;  35 164 

杖鼓聲 mutinga-sadda  7 166 

杖 少年 danda-manavaka  8  275 

杖鬪 danda-yuddha  '捧擊 43 173，  350, 
390;  44  468 

杖 罰 dap お （杖， 罰， 刑罰， 笞罰， 害心） 24 115 

杖 罰: こて 護ら れ たる 女人 saparidapda  (罰 護 
女， 主 ある 女） 10  3，  5 

杖 林の 園 Latthivanuyyana  3  64 

定 ① samadhi  (三昧， 三 摩 地， 等 持） 8  298, 
364; 15 128,  129; 16 下 329; 19 17*;  22 上 
197*;  22 下 277*;  40  79°*  310°;  43 172°  ； 
58 191*;  59 上 76°;  64  54°  〔三種〕 8  298 
〔四 種〕 8  364  〔種種〕 62 173°  〔定 の義〕 40 
80°  ；  62 172°  〔定の 定義〕 40  310°  ；  43 172°, 
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392;  44  483;  45 17°, 19,  88，  91°,  108°;  46 
139*,  163,  301,  327，  337*  ；  62 173°  〔定— 慧〕 
16 下 329  〔入定， 在定， 出定〕 14  381*  〔適不 
適 七 項〕 62  253° ② Samadhi  〔經〕 16 上 173  ； 
16 下 329 

定 ある 心 samShita-dtta  (定 心， 得定 心， 有定 

心， 心の 等 持） 6 119， 120 
定意者 samahi は （定 者， 入定 者， 等 持， 定 ある， 

有定， 寂靜 者） 21 109,  110,  114，  116, 117 
定蘊 sam5dhikkhandha  (定聚 ） 3 109，  110, 

115  ；  5  331; 6  293,  295，  296  ；  8  308  ； 12 

238; 17  202;  64 150 
定圓足 samSdhi-sampadS  (三昧 成就， 定 具足， 

定 成就） 19 164,  266  、 
定覺支 samadhi-sambojjhaiiga  (定 等覺 支， 

三昧の 覺意） 16 上 250*,  304*,  3ir  ；  46  323°, 

325,  327°  ；  62  259,  262,  263  〔生起 十一 緣〕 

62  263 

定棄 ① patinissagga  (捨 遣， 捨離, 棄） 16 下 

182， 199  ；  21 331 ； 22 上 357  ；  40  316 ② 

Patinissagga  〔經〕 21 321 
定棄觀 patinissagganupassana  (捨 遣觀， 捨 

遣 隨觀） 40 16，  33，  41， 52,  75,  77， 136,  162* 

275,  335，  337,  381*  ；  41 107,  125*, 159 
定 境界 jhana-visaya 18 140 
定行 samadhi-cariy5  (三 摩 地 行） 44  392 
定具 samadhi-parikkhara  (定 資糧， 定の資 

具） 〔七 種〕 8  330 
定 具足 X  samadhi-sampanna  (定 具足 者） 19 

111®  samadhi-sampada  (三昧 成就， 定 ， 

足， 定 成就） 19 111 
定 具足 者 samadhi-sampanna  (定 具足) 59 下 

203 

定空 tadaiiga-sunna  (彼 分 空） 41 117 

定見， 定式， 定立 者〜 ティ 
定香 sam5dhi-gandha  48 上 97*，  299,  301 
定業 〔處修 習〕 者 samadhi-kammika  62  258 
定拫 samSdhindriya  8  318; 16 下 1*，  6°,  8% 

10°,  12°; 17 193;  40 12, 195*,  226.  321*; 

45 18°,  28，  89, 108,  169;  46 163°  ；  49 139* 
定資糧 samadhi-parikkhara  (定 具， 定の資 


具） 〔七 種〕 20  284 
定者 samShka  (定意 者， 定 ある， 入定 者， 等 持, 

有定， 得定， 寂靜 者） 8  376 
定修 samadhi-bhavana  (定 の修， 修定） 8 

301 ； 〔18  80〕 
〔定修 習 論の 結語〕 63  295 
定聚 samadhikkhandha  (定蘊 ） 10  25 
定 成就 samSdhi-sampada  (定圓 足， 定 具足， 

三昧 成就） 9  266,  344,  356,  375，  380 
定 成就の 稱說 samadhisampada-katha  9  266 
定心 ① samghita-citta  (定 ある 心， 得定 心， 有 

定心， 心の 等 持） 9  48,  49，  96， 112; 11 上 24 

② samapatti-citta  57  269 
定善巧 samSdhi-kusala  (三昧 善， S 摩 地 善 巧） 

47  55，  56 
定書能 samadhi-kusalata  40  80 
定相 samadhi-nimiUa  (三 摩 地 因， 定の 相） 63 

37 

定智 ① samadhika  nana  〔二百 種〕 40  265 

(Dsamapatti-nana  (等 至智） 58  390 
〔定 中不見 不閬〕 7 109* 
定 と勝智 JhSnabh ほ fia  〔經〕 13  309 
〔定と は何ぞ や〕 62 172° 
定等覺 支 samSdhi-sambojjhaiiga  (定覺 支， 

三昧の 覺意） 8  330; 11 下 93,  94,  95 
〔定ー 入定， 在定， 出定〕 14  381* 
定の慧 samadahane  panna  40 179°* 
定 の解擇 Samadhi-niddesa  63  235°  ；  64  286 
定の資 具 samadhi-parikkhara  (定 具， 定資 
糧） 10  25 

定の修 sam5dhi-bhSvan5  (定 修， 修定） 10  25 
〔定 の修 習〕 （定 修, 定 の修， 定修 習， 修定） ① 〔功 
德, 五 種〕 63  296 ② 〔方法〕 62 183°*  D  〔適 
當の 精舍〕 62  244 ④ 〔不適 當の 猜舍〕 62  238 
〔定 の淨 化〕 62 182 

定の相 samadhi-nimiUa  (定 相， 三 摩 地 因） 9 
435  ； 10  25 

〔定の 雜染〕 62 182 

定の特 相の 間 Samadhilakkhapa-pafiha  59 上 
76 

定は 道な り samSdhi  maggo  20 186 
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定氾 samapatti  (定， 等 至， 三 摩 鉢 底， 正受， 成 

就 法） 2 10 
① 定遍満 神 通 ② 定遍 満神變 samadhi- 

vipphara  iddhi  (I  41 109，  150，  159° ② 63 

310，  312° ；  64  489 
定法 niyata  dhamma  (决 定法） 45 11， 329% 

391 ： ； 47  245 
定寶 samadhi-ratana  59 下 196° 
定品 Samadhi-vagga 16 下 329，  338 
定 遊行 samavattha-cara  〔の 五德〕 19  357 
定樂 samSdhi-sukha 17 127 
定カ sam§dhi-bala  (三昧 力） 8  292，  308,  331 ； 

16 下 89*  ； 19 15°， 16°  ；  41 100°  ；  45  20°, 

32,  92， 110 

定論 samSdhi-katha  (禪定 の 話） 〔十 論 事の 
―〕 11 下 133， 135  ； 19 162, 163  ；  22 上 3， 10, 
297  ；  22 下 23,  24  ；  42  332  ；  43  348  ；  58 191°  ； 
59 下 210 

定を上 首と 爲す samadhi-pamukha  21 304; 

22 上 50，  51, 351 
① 城 ② 城市 ③ 城廓 nagara  (市， 都市， 都 城) 

① 64  296 ② 3  400 ③ 23  23，  40 
城塞 vatthu  (基, 所 依， 敷地, 宅地） 7  49 
城主 nagara-sami 15  302,  303 
城 縛 nagara-bandhana 1 76 
城壁 ① pakara  (城! fi， 壘， 堡壘， 墙， 籬） 〔七 種〕 

7 166 ② nagara  (城市， 城廓, 都市， 市） 8 123 

(3)  uddapa  7  43; 16 上 382;  22 下 112 
城門 torapa  (砦， 樓門） 30 153, 154 
〔城門の 饕 11|〕  7  43;  59 上 119 
〔城門 を 見て 逃げた る 王〕 30  367 
城邑 Nagaram  〔經〕 13 150 
城壘 p5kara  (城壁， 壘， 堡 II， 墙， 雜） 8 123 
乘 ySna  (乘 物， 駕獸， 車乘） 1 80 
乘御師 sarathin  (御者， 駭者， 調 御者, 調馬 者） 

18 198，  199,  203,  204 
乘車者 'i)rathika  (車 術師， 車 兵） 18  207 ② 

ratharuha 19  226 
乘船時 navabhiruhana-samaya  2 119 
乘象者 hatthSrOha  (調 象師， 象 御者， 象 兵） 18 

207  ； 19  226 


乘象 聚落 主 hattharoha-gamani 16 上 9 
乘馬者 assSrQha  (調馬師， 騎馬 者， 騎兵） 18  207 
乘馬 聚落 主 assSroha-gSmapr 16 上 9 
乘論 ySna-katha  (乘物 論， 乘 物の 話， 車乘 論， 

車馬 論） 〔無用 論の一〕 6  255; 11 上 1, 28,  36 
條蟲 suttaka  63  57 

0 情 人 ② 情 夫 pra  (愛 者, 愛人） ① 30  283*  ； 
32 118;  34 197 ② 1 137  ；  4  399  ；  29  65, 152. 
a 情人 ② 情婦 jSH ① 1 234 ② 4  386* 
情欲 samga  (貪欲， 貪 著, 愛染 心） 8 108 
情欲 變心 ratta-citta-vipariijata 1 203,  215 
掉悔 uddhacca-kukkucca  (掉 擧惡 作， 調悔， 
掉 擧と惡 作） 〔五 蓋の  一〕 6  350;  7  347;  8 
62; 11 上 265，  351,  368; 16 上 248，  302，  305^ 
310°,  326; 17  5，  6; 19  85  で 
掉悔者 uddhata  (掉擧 者， 掉擧， 高慢 者） 20  339  ' 
掉擧 P  uddhacca  6 107;  8  313  ； 11 下 165  ；. 
16 下 131,  133*;  20 129,  188，  225;  22 上 
332,  334，  335,  338，  347  ；  22 下 43*  ；  40  27 
116，  170，  319,  322* 其 他； 41 2,  5,  9*，  67, 
68,  73, 100  ；  42  35,  39， 121,  143,  147,  161, 
167,  305,  331°  ；  43  98， 118，  121,  141,  142， 
212，  236,  268,  375,  403;  44 122,  172，  371， 
443;  45 121°,  300°,  316°  ；  46  238°,  363, 
364;  47  53,  63,  99°,  103°  ；  54  288*.  322, 
331 ； 57 112，  119,  146,  147,  171,  208,  226, 
271,  283，  381 ； 58  95, 120,  300  ；  59 下 193， 
196,  197;  62  90，  213,  257,  258,  261,  262, 
267，  269，  303，  372  ；  63  37，  83,  308，  321,  376,. 
377;  64  56,  62°,  364,  371,  438,  446，  449, 
450;  65  (II) ]1， 12,  45，  63  〔定義〕 42  331°;. 
45 121,  300，  316;  46  238,  363;  47  99  〔掉 
擧ー奢 摩 他〕 20  225 ② uddhata  (掉悔 者， 掉 
擧者， 掉動, 掉擧 せる， 高慢 者） 9  48，  49; 10 
290; 12 103,  352; 16 下 119; 19  276,  277;. 
24  330 

掉攀惡 作 uddhacca-kukkucca  (掉 悔， 調悔， 掉 
擧と惡 作） 〔五 蓋の 一〕 11 下 17， 189;  62  282,. 
289,  303 

掉擧惡 作 蓋 uddhacta-kukkucca-nivarana 
〔五 蓋の一〕 8  313;  42 18.  27，  28;  45  300°; 
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65  (II)  63 

掉擧蓋 uddhacca-nivarana  53  338*,  372， 
375* 

'； T' 掉擧 (具 行 ②掉擧 (ft  uddhacca-sahagata 
① 50  39,  77，  94， 120,  125，  141， 449  ；  51 4， 
53,  74,  75， 115,  124,  125，  180,  227,  228,  232, 
339,  386,  396,  397;  52  3*，  72，  81， 118,  124， 
153 其 他； 53  4*，  27*,  108*,  196* 其 他； 54 
3*,  21*,  27*，  45*,  68* 其 他 ② 65  (II) 17 

掉擧倶 行 心 uddhacca-sahagata-citta  45 
353，  354,  357,  370 其 他 

掉擧思 uddhacca-cetanS  64 178 

① 掉擧者 ② 掉擧せ る uddhata  (掉 擧， 掉悔 
者， 掉動, 高慢 者） ① 9  66,  70，  72 ② 17 107 

掉擧心 uddhata-citta 16 上 314，  315，  316; 
40  27，  266;  41 37;  59 上 383  〔覺 支修 習との 
關係〕 16 上 314，  315,  316 

'〔掉 擧相應 心〕 46  237,  428 

掉擧 と惡作 uddhacca-kukkucca  (掉 擧惡 作, 
掉悔） 20  54,  58 

掉擧非 寂靜心 uddha1;a-avQpasanta-dtta  9 
27 

掉動 〔者〕 uddha は （掉擧 者, 掉擧, 掉悔 者, 高慢 
者） 22 下 39 

淨 ① suci  (淸 淨, 淸淨 者） 22 上 35，  36 ② 
suddhi  (淸淨 ） 24  307,  320，  325*,  345*,  346， 
408;  42 109,  124,  125,  126,  128*,  153,  155, 
207,  245，  260,  285，  290,  291 ； 43  43,  44，  74*, 
87* 109*;  44 181°,  184* ③ kappiya  (淨 行， 
淨事， 淨物， 淸淨， 相應， 淸淨 食） 2  520 ④ 
patirupa  (相 稱， 相應 はしき， 威儀'） 2  286 ⑤ 
sampasadana  59 上 69* ⑥ Subha  〔經 ；] 12 
178 

淨衣 kappiya-civara 1 373 

淨戒 sna-visuddhi  (戒 淸淨） 45 13，  343° 

淨戒 と淨見 sila-visuddhi  ca  ditthi- 

visuddhi  ca  (戒淸 淨と見 淸淨） 17 154 
淨界 subha-dhatu  〔七界 の 一〕 13  222*;  64 

97  . 
淨觀者 suddhanupassin  24  307  ；  42 125 
淨基 pasSda-vatthu  65  (II)  27 


淨行 ① acSra  (正 行， 正しき 行， 行， 行處， 軌則） 

46  346,  349° ② kappiya  (淨， 淨: き， 淸淨） 1 
31， 34，  67 其 他； 2  341, 513   :£  pasadika 
(淸淨 ，信心， 喜 心， 善業） 1 347 ④ brahma- 
cariya  (梵 行， 淸淨 行） 17 186 ⑤ santa  (寂， 
寂靜） 1 356 ⑥ soceyya  (淸 淨, 淨） 22 下 208* 

淨 行者 ① brahma-cSrin  (梵 行者, 淸淨 行者） 

47  396，  411 D  nhataka  (洗 浴 者， 沐浴 者） 25 
377，  383 

淨行女 mapavikS  (若 妻） 34  76,  77 
淨ロ    SucimukM ① 〔外道 尼〕 14  385 ② 

〔經〕 14  385 
淨解脫 subha-vimokha  8  44;  62  349 
淨見 diUhi-visuddhi  (見 淸淨） 17 154;  45 

13，  343°  • 
淨眼 pasada-cakkhu  58  358 
淨眼を 生ぜし め cakkhu-karaiji  (眼 を 生じ ） 9 

99 

淨居 SuddhSvasa  (淨 心） 〔天〕 6  422  ；  7  271 ； 
8  316;  9 135  ； 12  36,  250，  254  ； 18  226,  229  ； 
27  290  ；  48  40,  44*,  60,  64*,  79，  87*,  123*, 
141*  210*,  321*,  360*,  410*,  448*  ；  49  61*, 
90*,  117*,  272*,  339*，  451* 其 他； 57  344; 
61 44  ；  63  332  ；  64  494  ；  65  (II)  41， 47 

淨居天 申 Suddhavasa-kayika  devata  4  451 

淨事 kappiya  (淨， 淨行， 淸淨） 2  530 

①淨色 ②淨 〔色〕 pasada-rupa,  pasada 
C-rupa] ① 64  28,  274  ；  65  (II)  53 ② 45 188*  ； 
46  84, 108*, 161 ； 65  (II)  25,  54 

淨食 kappiya-ahara  (淸淨 食） 10 136 

淨者 Suddhika  〔經〕 12  283 

淨者麵 墮婆闍 Suddhika-Bharadvaja  〔婆, 
比〕 12  283 

淨手者 payata-paijin  62  442 

淨性 soracca  (柔和， 可樂， 慈心， 慈悲） 19  343, 
344 

淨勝 解解晚 subhan  teva  adhimokkho  hoti 

ti  vimokkho  40  376 
淨心 ① pasamia-citta  (喜 明 心， 淨き 心） 23 

259  (2)  Suddhavasa  (淨 居） 〔天；] 28  95 
淨心所 sobhana  cetasika  65  (II) 11, 13* 
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〔相應 する 心〕 65  (II) 13 
淨 信 ぷ saddha  (信, 信心， 信仰） 2  290 ② 
pasada  (喜 悅= 淨） 9 103,  107,  108; 16 下 ― 
281, 317 

淨施 vikappana  2 193°  〔二種〕 5  201 

淨鬼地 brahma-deyya 11 上 217，  220 

淨說者 suddhiih-vSda  24  349 

淨 法 parisuddha  dhamma-desana 13  293° 

淨相 subha-nimitta  (淸淨 相） 9  39，  40  ； 12 
325  ； 16 上 247,  301 ； 17  4, 140，  326  ； 19  41 ； 
22 下 30;  62  71 〔貪との 關係〕 17  326  ® 
pasadaniya  nimitta 16 上 376,  377 

淨想 subha-sanna  40  436 

淨治 parikamma  (遍 作， 準備； 50 162*,  481; 
51 92, 144,  145,  190，  269，  275*  307*,  440; 
52  98,  99， 138，  177，  185,  242 其 他 ； 53 164  ； 
54  393*,  453,  454,  473,  475,  490,  491,  507, 
516 

淨天 Subha-deva 10  8  ； 11 下 117 

淨な り kappati  2 179 

淨人 arSmika  (寺男， 圜林を 司る 人， 下僕、 1 
37,  38, 152,  373,  403,  420*;  2  63,  65,  496; 
4  270;  62 147 

淨人村 aramika-gamaka 1 421 

淨 八偈經 SuddhaUhaka-suUa  24  307 た 309 

淨 八渴經 の義釋 Suddhatthakasutta- 
niddesa  42 124°, 149 

淨白 vodana  i 淸淨） 64  424,  445 

淨鈑 Suddhodana  (閱頭 擅， 輸頭 擅那） ： 王， き 
沸の 父〕 3 139,  140;  6  368，  424;  24  260， 
545;  25  216;  27  211,  239,  346,  395,  453, 
495;  29  96;  30  38,  76,  236;  33 110,  274, 
401 ； 39  259  ；  41 228,  252,  327，  349,  355  ； 
59 上 374  ；  60  22，  23, 161 ； 62  412 

〔淨 鈑 王 は 悉達多 太子 をニ囘 禮ナ〕 39  262 

〔淨飯 王 は 菩薩の 死 を 信ぜず〕 33  274 

淨法 subha-dhamma  27  25，  26 

淨物 kappiya  (淨， 淸淨' 1 403;  5  321 

常 nicca  (常 ft) 11 下 392*; 12  243,  244; 13 
158*; 14 157, 158 

常委 nipaka  (智者, 愼 しみ 深き） 17  248  ;  20 


102 

常 月 水 女 dhuva-lohi ほ （恆 出: i 者） 4  403 
常 〔見〕 sassata  、恆， 常 永住） 13  29;  59 下 
338 

常昆 X  sassata-ditthi 13  29  ； 14 157  ；  40 
227，  243;  42 121，  370,  374;  43 153;  45 12， 
333°  ；  47  62,  80。；  58  377*;  59 下 338;  64 
271，  282，  360,  381, 465  ： 二十 種〕 10  24  〔無 
常 想との 關係〕 20  223  t  assada-ditthi  (樂 
味見， 味見， 味 著 見） 20  223 

常 見 者 sassataditthi-nissita  43  46 

常 見說者 sassatika  60 197 

〔常 見， 斷 見：： 8 174* 

常 見 論者 sassata-vada  〈常住 論， 常住 論者， 常 

設者， 常 論者） 32 150  ；  43  45 
常堅實 nicca-s5ra  43  239，  240  ；  44  303;  64 

398，  399，  467 
常恆 dhuva  (常， 堅， 堅牢， 堅固， 恆， 恆久） 9 

249*  ； 12  243，  244 
常恆食 ① nicca-bhatta  (常食， 常住 食， 常 施 食〉 

4 120， 121 D  dhuva-bhatta  3  426 ③ 

dhuva-kara  3  539 
常 S 食 を受く    dhuva-bhattika  4  22 
常恒想 dhuva-safifi さ （堅固 想, 恒想, 恒久 想〉 

64  355 

常 乞食 支 pm(^ap5tikaiiga  (乞食 法， 乞食 者 分 > 
42  98,  28G  ；  43 14，  353  ；  44  282  ；  59 下 248  ； 
62 118,  120°,  131°* 

① 常 乞食 者 ② 常 乞食 行者 pm づ apStika  (乞 
食 者， 乞食 行者， 乞食， 乞食 を 食と す， 托鉢 者， 
托鉢 を 行ず る もの） ① 11 下 25,  26;  25  262; 
42 101，  102,  223,  328，  346,  357,  358;  4a 
149，  211，  216;  50  484;  59 下 250;  62 131 
② 5  325 

常 乞食 比丘 pipdapatika-bhikkhu  (乞食 比丘〉 

〔五 事〕 5  220 
常 作 ① は cca-kSrin  (恆に 作す， 常 作者） 14 

437,  445,  448,  449，  451* ま Sataccakari 

〔經〕 14  437 
常 作 一^ Sataccakari-Sappayakarl 

〔經〕 14  454 
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常 坐仃者 (1； nesajjika ② nesajjamya  (常 坐 
者， 常 坐不队 者， 坐不认 者） ① 19  307  (2J  59 上 
39 

①常坐 者 ②常座 者 nesajjika  (常 坐 不^者， 

常 坐 行者， 坐不！ 5 人 者） ① 11 下 27;  25  263  ; 

59 下 204，  205 ② 〔五 種〕 47  371, 464 
① 常 坐 不队支 ② 常 坐 支 nesajjikaiiga ① 42 

98，  286;  43 14,  353  ;  44  283;  62 119,  122, 

156°* ② 59 下 248 
常 坐 不队者 nesajjika  (常 坐 者， 常 坐 行者， 坐不 

队者） 5  223,  325  ；  25  269  ；  33  208  ；  42 101, 

102,  223，  328，  347,  358;  43 149，  211,  216; 

62 156 

常 侍 upaUhaka  (侍者， 常隨 侍者， 侍 僕. 奉 侍 

者， 看護人） 7 122 
常時 作 sai:acca-kiriya  64  328 
常時の 施 nicca-bhikkha  (常 施物） 12 139 
常時の 施物 nicca-dana  (常 施） 6  211， 212 
常食 nicca-bhaua  (常住 食， 常 施 食， 常恆 食） 

60  46 

常習的 犯罪 人 abhinhapattika  5 196 
常習 末生 物語 Abhmha-jataka  (二 七） 28 
364° 

常住 ① nicca  (常） 3  24，  25;  9  249* ② 
sassata  (常， 恆， 永 ££， 久遠） 6 15*,  20*;  8 
174*  ； 12  243，  244  ；  57  39,  53 ③ sassaU- 
kaya  〔七 種〕 38  353，  354 

常住 食 nicca-bhat は （常食， 常 施 食， 常恆 食） 
60 179 

常住 說者 sassata-vadin  65  (I)  77 
常住 〔論〕 sassa ね- bhava  59 下 338 
常住 論 sassata-vada  ( 常 論， 常住 論者） 6  59*  ； 

47 158,  414  〔三種〕 8 133°  〔四 種〕 6 15°* 
常住 論者 sassata-vada  (常 見 論者 ，常設 者， 常 

論者， 常住 論） 16 上 133 
常 粥 dhuva-ySgu  (日常の 粥） 3  513 
常 析行法 aciijija  (常 法， 宿 習） 4  312 
常 請 . nicca-pav§rap5  (常 施 請） 2 162 
常隨 弟子 upatth5ka  (侍者， 常 侍， 侍 僕， 奉 侍 

者， 看護人） 6  366,  367,  373,  423,  424 
常 施 nicca-dana  (常時の 施物)， 18  77 


常 施 食 （Dnicca-bhatta  (常 众， 常住 食， 常恆 
食） 1 270*  ；  2 105, 120 ② nicca-bhattika 1 
400;  2  440 ③ nicca-bhattaka  (常 施 食 者） 2 
125 

常 施 食 者 nicca-bhattaka  (常 施 食） 2  295 
常 施 請 nicca-pavarana  (常 請） 2 161 
常 施物 nicca-bhikkha  (常時の 施） 11 上 216 
常設 者 sassata-vada  (常住 論者， 常 見 論者, 常 

論者） 43  95 
常 想 nicca-safifia  40  52，  75,  77，  337，  381， 

382,  436;  41 159;  62  91; 63 118,  311; 64 

320，  354,  356,  376,  464* 

① 常 蹲 者 ② 常蹲蹈 行者 '1' 常 蹲 坐 者 
ukkutika  (蹲踞 行者， 蹲踞 者） ① 6  239 ② 9 
129 ③ 43  251 

常 斷見依 者 sassatucchedaditthi-nissita  43 
46 

常 直立 者 ubbhatthaka  (常 立 行者， 住 立 行者， 

直立 排座 行） 43  251 
① 常 童 形 梵天 ② 常 童子 ③ 常 童 梵天 

Sanamkumara ぼ' 7  217*  ；  8 118, 119  ； 10 

114， 115 ② 12  260  ；  22 下 300 ③ 7  254* 
常 童子 SanaihkumSra  〔經〕 12  260 
常 法 ① Scmija  (常听 行 法， 宿 習） 3  373  ;  4 

137  ；  5  276 ② thita-dhamma  (—定の 法） 4 

355，  356  ；  21 64,  67,  73,  76 ③ dhamma ほ 

(法 性） 6  373* 
常法淨 5di?i?a-kappa  (慣習 認容） 〔十 事の 一〕 

4  439,  449°,  458° 
① 常 立 行者 ② 常 立 者 ubbhatthaka  (常 直立 

者, 住 立 行者， 直立 排座 行） ① 9 129,  488,  489  ； 

10  35，  92 ② 6  238 
① 常 論 ② 常 論者 sassata- vada  (常 見 論者， 

常住 論者， 常說 者， 常住 論） ① 40  252 ② 57  94 
場 pathavi  (地， 大地） 5  291° 
誠心 paccayika  6  5 
嬈亂す patihafifiati 11 下 240 
嬈惑 vihimsS  =  vihes5  (害， 害意， 害心， 毁害， 

苦惱） 12  237 
諍 ① adhikaraija  (諍 事， 諍 論， 糊, 作務） 18 

418，  419 ② kalaha  (諍 爭， 諍訟， 諍 論， 異論， 
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爭鬪， 諠譁， 鬪， 鬪爭， 鬪諍， 不和， 紛爭, 紛亂） 3 
302 ③ viggaha  (諍 爭， 爭論， 喧嘩， 異執， 論難, 
： 論議， 鬪諍, 爭 ） 7  7*  3)  Viggahika  〔經〕 16 下 
336 

諍拫 ① vivada-mCila  (口論の 拫， 惡 諍拫、 〔六 
種〕 4 137°  ；  8  325  ； 11 上 319  ；  20  74,  75  ； 
〔5 158〕 〔十 種〕 22 上 312  Vivada-mula 
〔經〕 （― )( 二）  22 上 311， 312 

諍 事 ① adhikaraija  j 爭論， 諍， 事^^^, 作務） 2 
199,  384,  385°,  487°  ；  3  570*;  4 130，  134*, 
136°,  256,  388,  446*，  453;  5 1*，  3,  35，  68， 
79,  80， 137,  138,  159,  161*,  215,  257。，  281, 
283，  285°,  313; 11 上 321; 22 上 303;  22 下 
119  〔四 種； 淨論， 敎誡， 犯罪， 事〕 4 136"  ；  5 
1* 159,  215,  257°  ； 11 上 321 〔四 種 諍 事の 詳 
論〕 5  257°  〔決斷 の 資格 ある 者〕 5  314,  315 
〔決斷 の 資格な き 者〕 5  312,  313  〔判決の 適洛 
者〕 5  323°  〔滅諍 法との 關係〕 5 181 ② 
bhandana  (議論， 訟， 口論， 鬪爭， 鬪諍， 確執） 2 
19 

if 事緣章 Adhikaranapaccaya-vara  5 171 
諍 事 章 Adhikaraija-vara  5  79，  88, 137, 144 
If 事聚 adhikarana-sariigaha  5  383 
諍 事 分解 Adhikarana-bheda  〔章〕 5  257,  267 
諍 事 を 作す adhikaraija-karaka ほ爭 論者， 諍 

論す， 口論 者， 爭 論す： 3  308,  309 ；  4 1 
言爭 事を滅 する adhikaraijarii  vQpasameti 〔適 

否の 者〕 5  335 
諍訟 kalaha  (諍， 諍爭， 諍 論, 異論， 爭鬪， 諠譁， 

闘. 鬪爭, ^'淨 ，不和, 紛爭, 紛亂） 
諍爭 ① kalaha  (！ラ， 諍訟， 諍 論， 異論， 爭鬪， 諠 

譁， 亂 鬪爭, 不和， 紛爭， 紛亂） 10  54、 

179  (2)  viggaha し？， 爭論， 喧哮， 異執， 論議， 

論難, 爭' 9 195* 
①諍 ②靜亂 raija 1： 12  88  2)12  252 
諍亂者 kalaha-karika  (闘 諍す， 鬪爭 す） 2 

474,  499 

諍 論 ① adhikarapa  (諍 事， 諍， 2JJ 椚） 2  335, 
563;  4 116; 17  81*  (2)  kalaha  (諍， 諍爭， 諍 

訟, 異 論， 爭 鬪， 諠譁， 翻， 鬪 爭， 鬪 i?， 不和, 紛 

爭， 紛 SL)  59 下 287 ③ vivada  (淨， 論， 論爭， 


論 諍， 口論， 異論， 鬪諍， 爭論， 競， 紛議， 紛諍） 2 
59  ；  3  589*,  593*,  605  ；  4 130,  134*,  369, 
388;  5  259; 11 上 318*; 15  347，  352;  22 上 
311，  326;  24  310，  321,  334，  338,  343,  345; 
42 154°,  248,  255,  256,  260;  43 1， 8，  61, 77, 
79，  83*，  107,  218,  238,  388;  65  (III) 15 ④ 
bhassa  (談， 談話， 談說， 言說， 論爭， 論議， 談論) 
4  256  ,5)  viggahika-katha  (異 執の 論） 6 
10°,  100° ⑥ Vivada  〔經〕 22 上 311 

諍 論者 D  viv5da-k5rika  (諍 事 を 作す， 諍 論 
す， 口論 者， 爭 論す） 2  474,  499  %  vivadatar 
24  340 

〔諍 論者の 五 失〕 19  349 

諍 論 諍 事 vivScmdhikarapa  (論 諍 事， 論 事， 口 
論 諍 事， 爭論諍 事, 言 事） 〔四 種 If 事の 一〕 4 
136°,  140,  146;  5  257*  〔三 性； 善， 不善， 無 
記〕 4 140  〔滅〕 4 146 

諍 論 諍 事の 拫本 vivadSdhikaraijassa 
mulam  4 137° 

諍 論す ① vivSda-k§raka  (I? 論者， 諍 事 を 作 
す） 3  308  ；  4 1 bhandeti  2  6* 

!¥ 論と 言爭論 i 爭事 vivado  vivadadhikaranam 
4 142 

〔諍 論の 定型 句〕 C| 11, 36， 100,  232  ;  8 149, 
288; 11 上 4，  317; 14 17;  42  263,  295,  303, 
314;  43  52 
諍 論 品 Adhikara^ia-vagga 17  78 
銨底; お Jotika  (殊 提， 樹提） 〔居士〕  41 162 
靜 安の 覺意 passaddhi-sambojjhariga  (輕安 

覺支, 輕 安等覺 支） 7  37 
靜穩の 池 khema-sara  37  49* 
靜觀， 靜止〜 セィ 

靜室 sufifiagara  (空 蠻， 空! 巧處， 空舍， 空听） 1 
116 

靜淑者 upasaiUa  (寂靜 者） 9  228,  230 
靜處 patisallina i 宴 坐せ る， 禪思， 獨居） 1 7 
靜道 santi-pada  (寂 1^， 寂靜 句， 寂靜の 道， 寂ミ竣 

處） 23  304,  305 
靜脈 、！)  dhamani  i 血管， 脈管， 脈结） 63  62, 

252，  264，  265 ② sir§  26  320 
靜脈網 dhamani-jaia  63  62 


(  468  ) 


M,  m, 授, 繩, m, 穣， 醸， 鑷， 食 —シ 3 夕 


靜慮 ① jhSiia  (禪， 禪定， 禪那） 3 184, 185  ；  9 
114;  40  385*;  41 202;  47  56; ② Jhana 
〔經〕 16 下 172;  22 上 112 
靜慮緣 jMna-paccaya  (禪緣 ） 〔 二十 四緣 の一〕 
50 1, 10°,  18*,  179，  349°,  392°  ；  51 3*,  33， 
51, 99， 157,  321; 52  7*.  58， 105， 142 其 他； 
53 19*  57，  76,  95， 117 其 他； 54 14,  37，  60, 
78 其 他； 55  4* 
靜慮 緣廣設 jhanapaccaya-niddesa  50  392 
靜慮 1' 喬 jhana-mada  47  61 
靜 慮解脫 jhana-vimokkha  40  385*;  41 202 
靜 慮解晚 等 持 等 至 染淨出 離 如實智 力 jhana- 
vimokkha-samadhi-samapattinaih 
sankilesam  vodanam  vutthanam 
yathabhuta-nana-balarii (靜 慮解脫 等 持 等 
至 智力） 57  299 
〔靜慮 解 悅等持 等 至 智力〕 16 下 172;  47 14，  55° 
靜盧支 jhSnaAga  (禪 支） 50 10, 179,  180,  349， 

392°,  509;  51 99， 157，  158,  321* 
靜慮者 jhayin   (禪師 ，坐禪 者， 禪思 者， 禪定 者, 
修定 者， 修禪 者） 20 103*  ；  43 183°  ；  47  55,  56 
靜 慮相應 JhSna-saihyutta 16 下 174°, 180 
靜慮相 應の初 淸淨經 Jhanasannuttassa 

pathamasuddhiya  suttantarii 16 下 175 
靜慮品 Jh§na-vagga 17  56,  65 
壤伽 Samkha  〔未来の 輪 王〕 8  92,  93 
擾騷 mukhara  (ロ數 多く， 饒舌， 蠭語 する ） 11 上 
355 

繩床 pithaka  (椅子） 8  24，  26,  29 

繩縛 D  bandhana  (縛， 結 縛， 槃溥， 拘束， 收縛， 

綴 縛， 接 目） 8  231 ®  rajju-bandhana 1 76 
繩墨 sutta  (經， 契經， 經典， 修 多羅， 修 妬路） 

65  (I)  25,  26 
蕖荷 siiigivera  (生薑， 生姜） 2  54 
穰積處 pa ほ la-pufija  (藁堆 ，藁 積， 藁 を 積める 

處， 藁 場， 稻稈 積， 稈堆） 8  61 
醸造 者 soijdika-kammakara  9  396; 10 141 
〔醸造 者の お〕 9  396; 10 141 
鑷子 sapcj お a  4  205; 11 上 100* 
食， 食 厭 想， 食緣， 食 所 成 等〜 ジ キ 
食 汚物 者 vekatika  6  239 


食券 ① sa ほ ka  m, 食符， 弓箭） 17  35 ② 
sa ほ ka-bhaUa  (簿 食） 37  290 

食後 paccha-bhat は 2 157*,  442  ；  510  2, 126 

食 匙 dabbi  (匙） 23  27 

食事 bhatta  (食， 食物， 請 食， 瞰食， 米飯， 飯） 
11 上 142* 

食事 中の 家 sabhojana-kula  2 151 

食事 をな す bhufijati  2  316 

食 兒鬼事 Pancaputtakhadaka-petavatthu 
25  5，  7 

食 時 bhatta-kala  3  209 

①食 人鬼② 食肉 鬼 pisaca  (畢舍 遮， 毘 舍闍， 
吸血鬼， 鬼， 惡鬼， 餓鬼） （r'59 下 91 (2^27  74, 
277;  35 11， 16,  225 

①食人 鬼 ②食人 者 porisada  (兇 人， 人 食 
ひ） ① 35  282,  284，  380,  382  @  41 398，  418 

食前 purebhatta  2 156*,  441 ； 5 102， 126 

食圑 alopa  (握り飯 ） 4  328 

食 厨 kappiya-kuti  (用 房） 4  243 

食堂 ① bhattagga 1 131， 270  ；  2  338，  377  ； 
3  79*,  281,  282，  387,  388,  434,  435  ；  4  249， 
250,  252,  253，  324,  325,  331 ； 9  42,  365  ； 
11 上 267; 11 下 199;  29 丄 72;  33 105;  34 
2;  60  88,  259，  283  (2；  bhojana-sala  42  343; 
43  208  ；  62 149，  370 

食符 sa ほ ka  (籌， 食券， 弓箭） 27  288 

食物 ① anna  (食） 43 180 %  383 ② ahSra  (食， 
糧料） 2 143 ③ pm さ a  (搏 食） 2  316 ④ 
pindapata  (食， 鉢 食， 飲食， 施 食， 搏食， 圑食， 
飯 食， 托鉢 食， 供養 食， 供養 物） 62  58  ：5) 
bhatta  (食, 食事， 請 食, 瞰食， 飯， 米' 《め 8  254 

〔食物と 食慾の 譬 (t〕  20 155 

食物に 量を辨 ずる 〔者〕 bhojane  mattaiinO 
(食 知 量, 於 食 知 量， 食に 於て 節度 を 知る， 食: こ 
よく 節 を 持し） 15 167 

〔食物の 三 支〕 59 下 345 

① 食物の 分配 ② 食物 分配 parivesana  D 12 

295 ② 24  27 
食糧 部" らま pinda-dayika  20  360,  364 
① 食 論 ② 食事 論③ 食物 論 ④ 食物の 話 
. anna-katha  〔無用 論の 一〕 ① 3  333;  6  255; 


シ 3 ク ー植, 織， 職, 囑， 褥， 虱， 知， 退， 白， 城, 心 

8  47; 10  358; 11 上 1, 28.  36  ; 16 下 337; 
22 下 22  %  2  260 ま 11 下 132  ；  43 175,  184, 
348  ；  44  433  f  6  9，  99 
〔植物が 大地: こ 依 止す る 譬喩〕 5» 上 67 
〔植物 名： 2  54;  26  29，  30,  31， 249  ;  27  45，  72, 
73,  74，  88，  96,  97, 105，  106;  37 144,  170; 
38  435；  39  389*,  405*,  511; 59 下 198;  60 
110；  61 303，  305，  404,  536 
林 Vanaropa  〔經〕 12  46 
技 pesakara-sippa  2 10* 
技 sippa  (ェ 巧， 技藝， ェ藝， 技銜） 2 10 
〔職業の 種種〕 27  26,  90，  92;  59 下 187° 
職人 sippaka  24  233,  243 
隱望 gedhi 10  70,  71 
禱衩 attharana-pavurana  2  467 
裤覆 bhisicchavi  4  434 
虱障礙 uka-palibodha  59 上 22 
虱の 頭 tika-sira  64 19 
知 り て 惡業を なす と 知らず してな すと の 問 

Jana-ajana-panha  59 上 192 
知 り て 妄語す る こと sampajana-musSvSda 
(故 妄語， 故意の 妄語， 正 知に して 妄語す 23 
263 

知る jSnSti  2  348 

知る 心、 yena  cittena  janati (= 速 ff'O)  63 
421 

退きて 近づ カザ viseneti  no  usseneti 14 
143* 

甴螻 upacika 镇、 10  32，  33;  59 下 302 

白蟻 嚼 〔布〕 upacika-khayi は 62 124, 125 

〔白蟻の一 支〕 59 下 302 

白徵 setatthika  4  382;  21 202 

白き 衣 oda は- vattha 白衣， 白淨 衣， 白 布' 7  62 

白 き蟲 se ほ kimi 19  333，  335 

白き 羊毛 布 patikS  (白 氈） 20  347 

白胡麻 se ね- tila  31 13, 14 

白駕 kofica  («, 蒼 紫, 驚 H, 鶴） 13  413 

白 菖蒲 vacattha  3  356 

城 nagara  (市， 都市， 都 城; 城-市， 城 廓） 3  400 

〔城の 防備 をな す |fnii〕  59 上 135, 177 

〔城の 門番の 鐾 nii〕  8 123; 16 上 382;  22 下 112 


城 を 破る：: 者〕 purindada  (破 城 者， 壞邑， 都巿 
の破擊 者， 富 蘭陀羅 = 帝釋 天） 10 160 

心 ：!  cit は 1 意） 7  221,  344°;  9  96°  ； 11 下 
2*  ; 12  56°  ； 13 137,  138,  139,  140;  17  7°*; 
18  311°  ；  23  22°*;  25  305°*;  40  39%  308°  ； 
41 39;  43 144%  245,  372;  44  40,  368,  435; 
45 16。，  87, 107，  124,  127,  129，  135;  46 
311%  316，  359*,  392°*;  47  213，  228*;  49 
1*;  57  269;  65  11' 1。*  〔種種〕 41 188;  48 
279;  63  376  〔定義〕 40  308°  ；  43 144，  245, 
372;  44  40°,  368,  370,  435;  45 16, 18,  26, 
28，  87, 107;  46 109*,  196,  197,  392  ： 第一 
な り〕 25  305°* ② mano  (意） 2  3 ③ 
hadaya  (心 5i) ： 三十 二 身分の 一： 40 11, 225 
④ Cit は 〔經〕 12  56  ®  Cetoparicca  ：經: 
16 下 170 

〔心 意識:： 13 137,  138,  139，  140;  64  33 

〔心 意識の 速轉〕 13 137，  140;  57  270 

心 一 境 ekagga-citta  (—境 心， 心統一 者） 23 

157;  59 下 145 
心 、一 境 性 cittassa  ekaggata  (一 '0= 定） 11 下 
2*,  73, 154，  155,  156; 16 下 117，  118; 17 
54;  40  79;  45 17°,  30，  88， 108,  120, 12 
127,  130,  133,  135,  169;  62 172,  174,  27 
290，  291,  313，  314,  323,  333;  63 117, 1£ 
230,  231,  295,  320,  321; 64 140，  483  〔定 
=定 の 定義〕 45 17 
心 一 境 相 ekodi-bhuta  '專一 性） 7  256 
心 一 趣 性 cetaso  ekodi-bhavo  (心の 趣 一 性， 

心の 專ー 性， 心專 一） 46  368 
® 心、 穢 ② ,Ci 、の 猿 cetaso  upakkileso  (心 隨 
煩惱， 心の 隨煩 惱， 心の 污溻） (£  9  479 ② 》 
55*, 149 

心圓 S   citta-sampada  (心 具足） 17  443° 
〔心猿の お〕 25  303 

心緣時 S]5 等 起 cittapaccaya-utusamutthana 
64  332 

'じ、 緣食 等 起 cittapaccaya-aharasamutthana 
&1 332 

心遠雜 ] citta-viveka  (心 離 42  38°,  212; 
43 137°  (D  citta-vupakasa  、心 寂滅， 心の 閑 


植 i;: 
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'二、 一  シ ン 


靜） 16 上 251 
心 加 行 citta-payoga  50  347,  385 
心願 ceto-paijidhi  8  338,  339 
心 基 hadaya-vatthu  (心 所 依） 59 下 116;  64 

22°,  184，  187,  192，  222,  242,  347  ；  65  (II)  53 
心 基 十 法 hadayavatthu-dasaka  (= 基 十 法） 

64  288,  347 
心 喜 pasSda  (澄 淨， 明淨， 淨心） 46  240°,  250 
心淨ま るが 故に 衆生 淨ま る citta-vodSnS 

sat ほ visujjhanti 14  237 
心行 citta-saiikhara 1 117; 10  26°,  220; 11 

89; 15  446°  ； 16 下 182,  198;  22 上 357;  40 

163，  297，  306*;  41 115;  44 104;  46 181; 

48 上 399°*;  58 15;  63 115°,  116;  64 177, 

178,  484°,  492，  493 
心 苦 ① ceto-dukkha  (心の 苦） 11 下 416，  417 

(D  cetasika  dukkha  (心の 苦， 心中の 苦悶） 

48 上 310,  312 
心 具足 dtta-sampada  (心 圓足） 6  239,  240, 

248，  249 

心 具足 者 citta-samangin  49  29* 

心俱有 ck は- sahabhQ  (心 俱在） 46  77,  96 其 

他； 47  240，  250* 
心 俱有ニ 法 Cittasahabhu-duka  54 111°, 

140, 141 

心 倶有ニ 法 善 三 法 cittasahabhuduka- 

kusalattika  55  213 
心 俱有法 ciUa-sahabha  dhamma  (心 俱在 法） 

54 111*  ；  56  204，  365 
心倶在 citta-sahabhii  (心 俱有） 45  210,  225; 

46  20 

心 11： 在 法 citta-sahabha  dhamma  (心 俱有 法) 

45  8,  307°,  378° 
心俱 £fe   citta-samsattha  (心 相雜） 46  77,  96 

其 他 

心 俱住等 起 cittasamsattha-samutthana 
(心 相雜等 起） 46  77,  96 其 他 

'な 解脫' ① ceto-vimutti  3  21; 6  224,  239* 
7  25,  57，  268  ；  8  96， 125,  132,  133,  169,  369 
9  54, 115,  116,  120,  125，  126，  463,  468,  492 
10 15，  310，  322; 11 上 26，  27; 16 下 342,  357, 


358  ； 19  27， 115,  117;  20  247  ；  22 上 250  ；  47 
58，  370，  396,  397,  402,  453,  455*  469  % 
citta-vimutta  (=四 念處） 16 上 380 ③ ciUa- 
vimokkha 11 上 345 ④ vimutta-citta  (解 
脫心， 解脫 せる 心） 44  54 

心 解脫果 cetovimutti-phala 10 15 

心 解脫— お ceto-vimutti 10  239 

心 解脫善 巧 ceto-vivaddha-kusala 17  34 

心 解脫と 慧解脫 ceto-vimutti  ca 
panna-vimutti  ca 17 130 

心獎屬 ciUa-patibaddha  (心に 縛せられ たる 
もの， 心に 依 縛 せらる） 50  358 

心輕安 citta-passaddhi  (心の 輕安） 16 上 250， 
252,  303,  306;  45  22°,  94;  62  262,  287;  64 
56°  ；  65  (II) 11 〔定義〕 45  22。，  94° 

心輕 安な り cittam  passambhati 16 下 208 

① 心 輕快性 ② 心輕性 citta-lahu ほ ① 64 
56。  ；  65  (II) 11 ② 45  22°,  95  〔定義〕 45  22, 
95 

心、 決定 citta-niyama  64  45 

心缺損 cit は- vipatti 17  442° 

心 護 Cittagutta  〔比〕 62  340,  344 

心 荒野 經 Cetokhila-sut は 9 177° 

心 傲慢 cetasika  pagabbhiya  42  346°  ；  43. 

211°,  258 
心 骨 (胸骨） hadayatthi  63  48，  50 
〔心 作用〕 65  (II)  30°* 

心 差別 cetopariySya  (心の 習性， 他心 智， 他心、 

を 知る） 20 152;  60  46,  78 
① 心 差 别神通 ② 心 差別 通 cetopariyaya- 

iddhi  (= 心 差別 智， 他心 通， 他心 智） ① 25  284 

② 57  330 

心 差別 智 cetopariya-nana,  cetopariyaye 
nanam  (心 差別 神 通， 他心 智， 他心 通， 心證解 
智， 解 心智） 8 122,  123; 16 上 382;  40  4, 
190。  ；  41 156;  57  397，  398 

〔心 差別 智 は 心 听緣に して 他听緣 ならず〕 57 
397 

心 栽 ① ceto-khila  (心の 荒野， 心 蕪） 〔五 種〕 
19  344;  42  93;  43  396  (%  Ceto-khila  〔經〕 
22  V 184 
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心材 sara  (樹 心， 眞韓， 核心， 堅木， 堅固なる 材， 
堅， 堅固 9 197,  341，  351*,  404; 10  235, 
236，  320 

〔心材 ある 大樹の 譬 10  235,  236 
'Ci 、材 a 兪小經 Culasaropama-sutta  9  350° 
■iCi 、材 B 食大經 Mahasaropama-sutta  9  340° 
〔心材 を 求む る譬 B 翁〕 9  341，  343,  344，  346,  347， 

351*   354*.  360; 11 下 261，  310; 15 153， 

161 ； 22 下 151, 200 
心 錯亂: 者〕 khitta-ciua  (心 散亂 者， 心亂 者， 亂 

心 者, 喪心 者） 11 上 146， 147 
心騷 がしく    uijpala  (高慢， 高慢なる， t 喬慢， tg 

傲， 傲慢， 虚誇， 尊大, 不遜） 12  352 
①心三 摩 行成 就 神 足 ？心三 摩 地? ^ほ >5 就 

神 足 citta-samadhi-padhana-samkhara- 

samannagata-iddhipada  (  =  ,0 神 足) 〔四砷 

足の 一〕 301; 16 下 99*  S  46  308 
心 三昧 ceto-sam5dhi  (三昧 心） 6 16*,  23*, 

29*,  40; 11 下 287; 16 上 69* 
沁、 散亂 ce は so  vikkhepo  、二 掉擧） 19 165; 

22 下 42*;  47  63, 105°  〔定義〕 47 105 
心 散亂者 khi ひ a-cit は （心 錯亂 者， 心亂 者, 亂 

心 者， 喪心 者） 3  558;  4  265 
心 止 ciUanhiti  (心 法 = 心 一境 性） 64  66。， 

288 

心 自在 ceto-vasin  (心の 自在） 18  66,  67，  325 
心 自在 者 ceto-vasippatta  (心の 自在 を 得た 

る） 59 下 159 
心 色 hadaya-rupa  (= 心 基 64  29，  287;  65 

(II)  53 

'て 心識 論〕 58  247,  358  ;  59 上 117，  122,  129, 
199 

心 寂 止 ceto-samatha  '心 靜止， 心の 安息） 22 上 

340,  341 ； 22 下 26 
-心 叙靜 cetaso  vupasamo  (,0 の 寂 止) 17  6 
心 寂 i 或 citta-vupakasa  '心 遠 離， 心の 閑靜） 8 

373 

•(D 心修習 ：D 心修 citta-bhavana  (心の 修習） 
'X  9  410,  411 1  8  298 
修習 〔者〕 bhavi は- ciua  9  413° 

る、 受 ce は sika-vedana  (心的 受， 心: こ S する 


受） 59 下 75* 
心 住 論 CiUanhiti-katha  57  269° 
心听 ce1:asika  (心に 屬す， 心に 覉 する もの） 6 

304,  305;  40  73, 138,  139;  46  77,  95 其 他； 

54  42*;  58  28*,  31* 160,  162;  62 14, 123  ; 
63 116，  211，  225，  320;  64  4，  59,  90, 182*, 
191,  192，  288，  368,  483;  65  (II)  10=*  66 

心 所 依 hadaya-vatthu 心 基） 50  343，  346, 

359，  372,  395，  399 
'じ、 所緣論 Cittarammana-katha  57  397° 
心 折 二 法 Cetasika-duka  54  42° 
心、 所 二 法 善-三 法 cetasikaduka-kusalattika 

55  205 

心 所 法 cetasika  dhamma  (= 心相應 法) 45 
7，  306°,  377°  ；  47 187，  188,  240,  250*,  259  ； 
50  2* 其 他； 54  42*  ；  56  204,  364 ；  58  28*. 
31*,  304,  305;  59 上 74, 100; 〔11 下 2*;  50 
404°  ；  59 上 117，  122,  129,  199： 〔種種〕 58 
90,  94，  96，  97， 120,  230,  300 

〔心 所 法な し〕 58  28 

〔心 所 法の みが 施: こして 听鬼法 は然ら ず： 58  31 
〔心 所 法 '非 心 所 法の 緣關 係〕 54  42 
心 所 法論 Cetasika-katha  58  28° 
〔心 听名〕 50  404°  - 

心 正直 ujugata-dt ね 22 下 304*,  309,  310 
心 正 性 ciUa-p§gufifia ほ 心 練達 性 45  23% 
95 

心 生 （T  citta-ja  (= 心 等 起、 64  28,  72  ；  65  (II) 
55，  58，  59 ② cittuppSda  (心 生起） 11 下 32， 

39。 

心 生起 品 Cittuppada-kanda  45 15° 
心 生色 dt1;aja-rQpa  (= 心 等 起 色' 50  357, 
358 

〔心性 本淨, 客 塵 煩 +闺〕 17 14, 15 

心淸淨 citta-visuddhi  〔七 淸淨つ 一〕 9 
269*;  40  35， 123,  295,  302,  442,  450;  41 
45,  69,  73，  91， 166，  200  ；  64 12,  79,  286  ；  65 
(II)  82  (Dcitta-parisuddhi  '心 遍淨 18  343° 
(E  bhava-sudhi,  bhava-sudhi  65  III) 18 

心 淸淨淸 淨勤支 citta-visuddhi  parisuddhi- 
padhaniyangam  〔九 淸淨 勤-支 の 一 一 8  377 
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I 


心 勝 解 adhimut1:a-citta  (勝 解 心） 44  54 
心 證解智 ceto-pariya-fiapa  (他心 智， 他心 通， 

心 差別 智， 解 心智） 6 118 
心 〔定〕 citta「-samadhi〕  62 180 
心 、定を 得 cittarh  samadhiyati  9  57 
心 靜止 ceto-samatha  (心 寂 止， 心の 安息） 9 

373,  378 

心 • 心 所 citta-cetasika  62 123， 172  ；  64  4, 
59，  90， 182*，  191，  192,  331，  368,  483 

心 • 心 所 法 citta-cetasika  dhamma  40 138， 
139;  47 187,  188;  50  2* 其 他； 58  55,  304， 
305;  59 上 100，  199,  200;  63  225;  65  (II) 
52，  72*; 〔11 下 2*;  57  401〕 〔相 應關 係〕 59 上 
129，  199;  65  (II) 11 〔分析〕 5 沙上 129, 199 

心神 足 cittiddhipada  (= 心 三 摩 地 勤行 成就 
神 足） 46  319°  ；  64  441 

心醉經 Cittapariyadana-sutta  65  (I)  23,  36 

心隨觀 cit ほ nupassana  (= 心 念處） 63 118; 
〔6  96°  ；  7  344°  ；  46  279〕 

心隨 觀念處 cittanupassana-satipatthana 
64  442 

心隨轉 cit ほ nuparivatti  45  210,  225  ；  46  20, 

77,  96 其 他； 47  240，  250*;  58 163* 
心 隨轉ニ 法 Cit ほ nuparivatti-duka  54 128° 
心 隨轉ニ 法 善 三 法 cit ほ nuparivattiduka- 

kusalattika  55  215 
'じ、 隨轉、 法 cittanuparivattin  dhamma  45  8, 

308°,  378°  ；  54 128;  56  204,  366 
〔心 隨轉法 等の 緣關 係〕 54 128 
心 隨煩惱 cetaso  upakkileso  (心 穢， 心の 截， 

心の 隨煩 惱， 心の 汚濁） 8 123, 124 
心、 專一 cetaso  ekodi-bhavo  (心一 趣 性-, 心の 

一 趣 性， 心の 一 境 相， 心の 專ー 性） 8  95 
心染せ ら るるが 故 に 衆生 染せ ら る 

cittasamkilesa  satta  samkilissanti 14 

237 

心相應 citta-sampayutta  46  47，  77，  86, 111 ； 
47  240,  250*  ；  58  47,  48,  51， 1.77*,  227,  229, 
231 

心相應 二 法 Cittasampayut は- duka  54  66 
心 相應ニ 法 善 三 法 cittasampayuttaduka- 


kusalattika  55  207 
心相應 法 citta-sampayutta  dhamma  心. 

所 法） 45  7,  307°,  377°;  48 上 399;  54  66*;. 

56  204，  364 
〔心 相應法 • 不相應 法の 緣 f 猫 係〕 54  66 
心相雜 citta-samsattha  (心俱 住） 47  240, 

250* 

心 相 雜等起 俱有ニ 法 Cittasamsattha- 
samutthana-sahabhu-duka  54 147° 

心 相 維 等 起 俱有ニ 法 善 三 法 dttasamsattha-. 
samuttnanasahabhuduka-kusalattika  55. 
219 

① 心 相 雜等起 俱有法 ② 心 相 雜等起 f 具 在 法 
citta-samsattha-samutthana-sahabhu 
dhamma ① 54 147  ；  56  204，  366 ② 45  8,. 
308°,  378° 

〔心 相 雜等起 俱有法 等の 緣關 係〕 54 147 

心 相 雜等起 隨轉ニ 法 CittasamsaUha- 
samutthananuparivatti-duka  54 143° 

心 相 雜等起 隨陣ニ 法 善 三 法 cittasamsattha- 
samutthananuparivattiduka-kusalattika. 
55  220 

心 相 雜等起 隨轉法 citta-sarhsaUha- 

samutthananuparivattin  dhamma  45  8,.. 

309°,  379°  ；  54 148;  56  204，  366 
〔心 相 雜等起 隨轉法 等の 緣關 係〕 54 148 
心 相 雜等起 二 法 CittasamsaUha- 

samutthana-duka  54 129°,  147, 148 
心 相 雜等起 二 法 善 三 法 cittasaihsaUha- 

samutthanaduka-kusalattika  55  216 
心 相 雜等起 法 cit は- saihsaUha-samuUhSna 

dhamma  (心 倶住等 起 法） 45  8,  308°,  378° に 

54 129 た 56  204，  366 
〔心 相 雜等起 法 等の 緣關 係〕 54 129 
心 相 雜ニ法 CiUasamsattha-duka  54  83° 
心 相 維 二 法 善 三 法 cittasarhsatthaduka- 

kusalattika  55  210 
心 相雜法 citta-samsattha  dhamma  (心 俱ぁ 

法） 45  8，  307°,  377°  ；  54  83;  56  204,  365 
〔心 相雜法 等の 緣關 係〕 54  83 
心相續 cit は- santati  58 191* 
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〔心 相 續が定 なり〕 58 191 
心 想 ceto 17  66 

心雙 ir   Citta-yamaka  49 1。， 46;  60 186 
心潛上 cit は- adhipati  45  81*,  103， 162  ；  46 

311，  415*;  50  3,  503;  58  265，  266 
-心臓 hadaya 心） 24  66，  72, 101; 31 388; 

38  425,  431，  432,  436,  504，  509*,  535，  541 ； 

43  245;  46  273  〔三十 二 身分の 一〕 7  339; 

23  2  ；  63  52°,  62,  262。，  375 
①心蠛 肉'！） 心 識の肉 hadaya-maihsa i 63 

52,  261 t  30  266*  ；  31 530  ；  38  425,  503， 

534，  541 
〔心臓の 色と 性格： 63  52 
心 退 縮 cetaso  linattam  (心の 退 縮， 心昧 劣性） 

16 上 248,  302;  22 下 42* 
心退轉 citta-vivatta  40 185,  186,  423 
心 退 轉の智 ciUa-vivaUe  nanaih  40  4, 182° 
① 心 端 直 性 ② 心 直 性 cittujukata  T  64 

57°  ；  65  (II) 11 ② 45  23°,  96  〔定義〕 45  23, 

96 

'心中の 苦悶 cetasika-dukkha  (心 苦， 心の 苦） 
25  244 

心的 cetasika  (心の， 心: こ屬 する） 10  27，  28 
-'0 的 〔苦〕 受 cetasika-vedana  (心 受， 心： こ, 靄す 

る受） 59 上 90 
① 心 適業 性 d: 心 適應性 ciua-kammafifia ほ 

① 64  57°  ；  65  (ir 11 S  4o  23°,  98  〔定義〕 

45  23,  95 

心顚倒 I  citta-vipallasa 18  9P  ；  40  435*  ； 

64  447  S  citta-vipariyesa  47 110  ，  57  390 
心' #起 citta-samutthana  45  209,  224;  46 

20，  77,  96 其 他； 63  285  ；  64  22，  23,  30, 188， 
235，  239，  287,  309,  331°,  347° 
ん、 等 起 色 cittasamutthana-rupa  40 195*  ； 
50  6, 11， 12,  25*,  76*,  117*  144*,  154*, 
374*;  51 45*,  109*  178*,  209*,  381*;  52 
1*  69*,  113*,  149* ；  53 1*，  27*,  81* 其 他； 
54 1*, 19*，  42*，  66* 其 他； 56 169*,  346; 

65  (II)  55,  58,  74;  ：45  209,  224;  64  331°〕 
心 等起聚 ciUasamutthSna-ka ほ pa  65  (II) 

57 


心 、等 起 二 法 Cittasamutthana-duka  54  84°, 
120* 

心 等 起 二, ま 善 三 法 cittasamutthanaduka- 

kusalattika  55  211 
心 等 起 法 citta-samutthana  dhamma  45  8, 

307°,  377°  ；  54  84*;  56  204,  365 
〔心 等 起 法 等の 緣關 茅〕 54  84 
心 統一 者 ekagga-citta  (心 一 境， 一 境 心， 31 

213 

① 心に 屬す② 心: こ屬 する もの ce は sika 

(心 所） ① は 446 ② 10  26 
心に 屬 する 〔受〕 cetasikaC-vedanaj  (心 受， 心 

的受） 15  322,  323 
① 心 に 縛せ られ たる もの ②心 ： こ 依 縛せ ら る 

citta-patibaddha  (心?^ 屬） ① 10  26 ② 15 

446 

心 二 法 Ci«a-duka  54 19° 

心 二 法 善 三 法 cittaduka-kusalattika  55  202 

① 心 柔軟性 ま 心 軟性 dtta-mudu ほ T  64 

56°  ；  65  ar 11 f  45  23°,  95  〔定義〕 45  23， 

95 

〔心 念處〕 （= 心 隨觀, 心隨觀 念處） 6  96°  ；  7 

344°  ；  46  279 
'O't: 法 mati-kamma  5  269 
心の 安, i、   ceto-samatha  (心 寂 止， 心 靜止) 25 

296,  354 

① 心の 一 境 相 f 心の 一 趣 相 cetaso  ekodi- 

bhavo い (：、 一 趣 性， 心專 一， 心の 專ー 性） ① 6 

55  ；  8 167  2 19 15 
心の 依 持 cittassa  adharo 16 上 1(6 
① 心の 截 ② 心、 の 汚 i 蜀 cittassa  upakkileso 

(心 隨 煩惱， 心の 隨煩 惱， 心穢） ① 9  55*, 149 

② 7  44 

心の 閑靜 citta-vupakasa  (心 遠 離， 心 寂滅） 21 
4 

心の 苦 I  cetasika-dukkha  (心 苦， 心中の 苦 
悶） 62  328 ② ceto-dukkha  (心 苦） 23  270 

心、 の苦受 cetasika-dukkha-vedana  (心、 苦受) 
9  410;  59 下 165 

心の 輕安 citta-passaddhi  (心 輕安） 16 上 
311 
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心の 嫌 恨 cetaso  aghato 17 123, 124 
心の 荒野 ceto-khila  (心 栽， 心 蕪） 〔五 種〕 9 
177° 

•vL 、の資 具 cittassa  parikkharo 11 上 269， 
瞻 273 

I     . 心 の 自在 を 得た る ceto-vasippat1;a  (心 自在 
^       者） 59 上 194 

.心 の 寂 止 cetaso  vupasamo  (心 寂靜) 16 上 

305; 〔18 165〕 
心、 の 守護 cetaso  arakkho 18  213 
心の 取 著 cetaso  adhitthanam  (心の 攝受） 

14  252，  253,  305,  306 
.心 の修習 ci«a-bhavana  (心 修， 心修 習） 11 下 

185*  、 
心の 習性 ceto-pariyaya  (心 差別， 他心 を 知る， 

他心 智） 10  49 
'心の 所思、 cittena  cintitarh 14  237 
心、 の听, き ceto-parivitakka 13  410 
〔心の 生滅と 人〕 49 1 
心、 の淸淨 cetaso  pasado 19  261 
心の 精進 cetasika  viriya 16 上 311 
心の 攝受 cetaso  adhitthanam  (心の 取 著） 

22 上 356 

心、 の隨煩 个謹 cittassa  upakkileso  (心の 穢， 心 
穢， 心の 汚濁， 心隨 煩惱） 14  374; 16 上 286* 
308，  309，  317*,  383  ； 18  367  ；  20 142, 143  ； 
22 下 112， 126 
心の 制止 Mano-nivSraija  〔經〕 12  20 
.心 の惠 一 '14   cetaso  ekodi-bhavo  (心、 一 趣 f§， 

心專 一， 心の 一 趣 性.） 62  309,  310°,  311 
心の 專精 cetaso  abhiniropana 11 下 75 
心の 染著 cetaso  saragaih 17  435 
心の 相 ① citta-nimitta  25 130 ② cittassa 

nimittam  20 189， 190 
心の 想 mano-vitakka 12  361, 362 
心の 束縛 cetaso  vinibandho  (心 縛） 〔五 種〕 
9 179。 

心の 返 縮 cetaso  linattarh  (心 退 縮， 心昧 劣性） 

16 上 376,  377 
〔心の 調練 法， 十四 種〕 63  301 
.心 の 等 持 samahi1:a-cit1:a  (定 心， 定 ある 心， 得 
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定心， 有定 心） 1 6 
心、 の 得 達 hadayassanuppatti 12  78,  89 
心、 のまき 寂 止 cetaso  avupasamo  (心 不 寂靜) 

16 上 248，  302 
心の 變異 ciUassa  annathattarii 20  312,  313 
心の 無 3 內 citta-anatura 14  2,  3 
心の 樂 ① ce は sika  sukha  (心 樂） 62  328 ② 

ceto-sukha いじ、 樂） 23  271 
心の 離 蓋 ceto-vivaraija 19 162,  163,  167; 

22 上 3，  4， 10, 11 
心の 離 障 cetaso  vivaram 19  261 
心 縛 ① cetaso  vinibandho  (心の 朿縛) し: £ 

種〕 8  317  ； 19  345 ② Ce1:aso  vinibandha 

〔經〕 22 上 185，  190, 191 
心、 平等 samanna 11 上 355 
心、 不寂靜 cetaso  avOpasamo  (心の き l^fe 止) 

17  5 

心 不修習 〔者〕 abhavita-cit は 9  413 

心 不相應 citta-vippayutta  45 174，  187;  46 

19,  77,  95 其 他 ； 58 104,  121，  169,  173,  176, 

181，  255,  256，  397 
心 不相應 法 citta-vippayutta  dnamma  45  7, 

307°,  377°  ；  47  240,  258;  54  66*;  〔58 104, 

121，  177，  181,  255,  282〕 
心 不相雜 法 citta-visaihsattha  dhamma  45 

8，  307°,  377°  ；  54  83 
① 心遍滿 ② 心 遍満性 ceto-pharaija ほ 〔五 正 

定 支の 一〕 ① 8  365;  47  41 ② 40  79 
心 法 citta  dhamma  45  7,  306°,  376°  ；  47 

239,  259  ；  54 19*  ；  56  204,  363 
〔心 法 • 非 心 法の 緣關 係〕 54 19 
心 峰 Cit は- klita  〔山〕 30 175;  32  93，  95, 

151，  153;  34 124* 
心 品 CiUa-vagga  〔法 句經〕 23  22° 
心昧劣 '14   cetaso  linattam  (心 返 縮， 心の 返 縮 

=惽 沈） 17  5;  47  61, 63，  69°,  106° 
心 蕪 cetQ-khila  (心 栽， 心の 荒野） 〔五 種〕 8  316 
心藉園 Cittala ほ- vana  32 159 
心樂 ① ce は sika-sukha  (心の 樂） 17 126;  40 

305° ② ceto-sukha  (心の 樂） 11 下 418 
心亂 cetaso  vikkhepo  20  224 
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〔心 亂ー 出入 息 念〕 20  225 

心亂者 khit は- citta  (心 散亂 者， 心 錯亂， 喪心 

者， 亂心 者） 1 210  ；  2  334，  346，  563 
心 離 citta-viveka  (心 遠 離） 62  281° 
心、 離 蓋 vinivaranata  cittassa 1 151,  154; 

2  41 

心 練達 性 citta-pagunnata  (心 正 性 i 64  57°; 

65(11) 11 〔定義〕 45  23,  95 
'L 、を 知る の智, 慧 ceto-paricca-nana= 

cetopariyaya-nana  (他心 智） 25  347，  373 
申恕 SimsapS  〔經 i 16 下 364 
申恕葉 simsapa-panna 16 下 364，  365 
〔申恕 葉と 申恕 林の 誓 口  10 16 下 365 
申恕林 siriisapa-vana 16 下 364，  365 
申 恕林品 Siriisapavana-vagga 16 下 364，  376 
身 ① kaya  2  3;  3  62,  63，  326  ；  5  349*  ；  6 

105,  348;  7  324; 13  34，  35;  64 16°*  20°, 

89°;  65(11)  53 ② Kaya  〔經〕 16 上 77,  247; 

22 上 259 

①身惡 行 ②身惡 業 kaya-duccarita  (身の 惡 
行） 〔三惡 行の 一〕 412*;  8 138,294; 
11 下 63，  64,  78;  22 上 259;  47  88°  〔三種〕 
11 下 78 ② 1 3* 

身惡 行者 kaya-duccarita 17  41 

〔身惡 行 等の 報〕 17  87 

身已證 kaya-sakkhi  (身 證, 身證 者,' 20  326 
身異 rulnatta-kSya  (種種の 身， 種種 身） 22 上 
77 

身 一 ekatta-kaya  (一種の 身 i 22 上 77 
身應證 kaya-sacchikaraniya 18  320,  321° 
身 遠 離 1.' k§ya-viveka  (身 離！  42  38%  212, 
238;  43 137° ② kSya-vtipakasa  (身 寂滅， 
身の 閑靜） 16 上 251 D  kaya-vupakattha 
19 191 

身 可 識の所 '觸 kayavinneyya-photthabba 

11 下 47，  50 
身 瑕 k5ya-dosa 17 183 
身界 kaya-dhStu 11 下 58;  46 110°  ；  48 上 

296* 

觀念 M  kayanupassana-satipatthana 
(身 隨觀 念處） 63  86 


身戯 kayika  khidda  43 190°  ；  44  412° 
身 行 ®  kaya-samkhara  (= 出入 息 1 116;  7 
222，  223,  336  ； 10  26°,  220  ； 13  57; 15  446°  ； 
16 下 181,  182, 198  ； 18  74，  75  ；  22 上 357  ； 
40 163,  297,  299"  41 115;  44 104;  46 
ISr  ；  48 上 399°*;  58 15;  59 上 61; 63  90*; 
64 177,  178,  484°,  492,  493       S  kaya- 
samacara  (身 正 行， 身 業， 身 現行） 3  302;  4 
370;  9  471; 11 上 153,  154; 11 下 32，  33, 
34°，  44°  ；  22 上 314 
〔身 行 • 言行 '心行と 三界との 關係〕 48 上 404 
① 身 行輕利 ② 身 行寂靜 passaddha- 
kayasankhara i 22 上 246，  247,  250  %  8 
351 

ぞ 行淸淨 parisuddha-kayasamacara  9  471 
身 行念經 Kayagatasati-sutta 11 下 96° 
〔身 行の 麁 細と 諸禪 及び 諸道〕 63  92 
身 行の 念 kayaga ほ- sati  (身 至 念， 身 念， 念 身， 

身に 向けた る 念） 11 下 97*  , 
身 曲 kaya-vaiika 17 183 
身 苦 （T  kayika  dukkha  (身の 苦） 48 上 310> 

312;  50 170*;  51 144,  299*，  416*  ；  52  47*, 

100*,  137，  138,  184*,  213* 其 他； 53  52,  53, 

91， 132 其 他 ； 54 12，  58,  76 其 他 ② kSya- 

dukkha  (身の 苦)' 11 下 416，  417 
身 苦受 saririka  vedana 11 下 166° 
身輕安 ®  kaya-passaddhi  (身の 輕安） 16 上 

250,  252，  303,  306;  40 142*;  45  22°,  94; 

62  262，  287，  303;  64  56。  ；  65JI,) 11 〔定義〕 

45  22°,  94°  'S  passaddha-kaya  (輕 安身， 身 

の輕 安） 9  32; 12  212 
身輕 安な り kayo  passambhati  9  57; 16 下 

208,  209 

① 身 輕快性 ② 身輕性 kaya-lahutS   X  64 

56°  ；  65(11) 11 ② 45  22°,  94  〔定義〕 45  22，  94 
身 見 sakkaya-dinhi  (有 身 見， 己 身 見， 個體 見， 

薩迦耶 見.） 9 12; 10  232*; 15  275;  32 147; 

57 149;  58  418 
身 現行 kSya-sam5cara  (身 行， 身 業， 身 正 行 ,\ 

19  260* 

身 故 思 kaya-sancetana  (身 思） 18  277 


(476) 


身 一 シン 


身 語 讚嘆 kayena  vacaya  saihvanneti 1 
126 

身 傲慢 kayika  pagabbhiya  42  342°  ；  43 
207,  258 

身 業 （1 k§ya-kamma  8  255; 10 139,  207, 
208; 17  47;  58  22,  23,  89*,  135*,  167，  198, 
199,  301,  304,  397,  399;  65(11)  44，  45 ②. 
kaya-samacara 身 行， 身 現行, 身 正 行） 7  321， 
322 

〔身 桀は有 見なり〕 58  22 
〔身 業 は不如 心な り〕 58 135 
身 業 不如心 論 Na  yatha  cittassa 
kayakamman  ti  katha  58 135° 
身 骨 dhStu  (遺 身， 駄都, 舍利） 26 127,  381 '■ 
身拫 kSyindriya  8  318;  49 139*  〔定義〕 45 

195  ；  46 110 
身 罪 kayika  apatti  5  354,  355,  369 
身 讚 歎 kayena  samvanneti 1 125 
身 至 念 kSyaga ほ- sati  (身 念， 念 身， 身 想念， 身 
念 住， 身 行の 念， 身: 二 向; ナ たる 念, 身の 觀念， 身 
を 念じ） 24 126;  42 10， 13;  43 145,  378;  44 
42;  59 下 189，  194，  303，  319;  62  221,  223， 
226*  392°  ；  63  25°*,  246,  256;  65(1)  16  ; 
65(11)  78  〔功 德〕 11 下 110;  63  70  〔修習 法〕 
63  28°* 

身 至念經 Kayagatasati-sutta  63  31 
身 至 念の 論 Kayaga ほ sati-katha  64  22 
身肢は 直な る こ と 梵天の 如 し Brahmujju- 

gatta  〔三十 二相の 一〕 8 185 
身 思 kaya-saficetanS  (身 故 思） 13  57;  58 

102， 103 
〔身 自在 神變〕 63  348 

身識 kaya-vififiSija  8  322  ；  40 131 ； 45 126, 
165,  349;  46  247,  254,  264,  268,  429,  434; 
54  424，  425  ；  64 16,  20,  37°,  39°,  43;  65(11) 
2,  3，  21 

身識界 kava-vinnana-dhatu 11 下 58  ；  4d 

110°  ；  48 上 296* 
身識事 kaya-viiinana-vatthu  ■( 身識 基） 45 

211, 228 

身 直 性 kavujjuka ほ '身 端 直 性） 45  23%  96 


身 寂滅 k§ya-viipakasa  (身 遠 離， 身の 閑靜） 8 

373  -; 
身寂默 kaya-moneyya  (身牟 尼） 〔三 寂默の 

一〕 8  299; 17  450°  ；  23  307 
① 身修習 ② 身修 kaya-bhavari5  (i)  9  410， 

4ir ② 8  298 
身修習 〔者〕 bhavita-k§ya  9  413° 
身受 kSyika-vedana  (肉體 的受） 59 下. 75* 
身 十 法 kaya-dasaka  64  218，  220,  234，  287°, 

289，  329,  347;  65(11)  56,  58 
身 所 雇の 苦受 sgridkS  dukkha  vedana  (身 

の 苦受〜 身 苦受） 15  320 
身處 kayayatana  8  322;  45 187,  195°*； 
48 上 93* 

身 正 行 kSya-samScSra  (身 行， 身 業， 身 現行） 
63 143 

身 正 性 kSya-pSgufifia ほ （身 練達 性） 45  23% 
95 

身淸淨 kaya-soceyya  (身 淨） 〔三 淸淨の 一〕 8 

299; 17  447,  448°  ；  23  307 
①身證 ②身證 者 ③身證 人 kaya-sakkhi  (身 
已證） ① 8 129,  332  ； 10  243  ； 17 114,  192, 
193°,  194;  20  244;  40  395,  409;  47  360, 
364,  372,  373，  379',  399°,  469,  471°  ；  57 
：■  81 ； 64  406,  407，  411 ② 10  302°  ；  21 88; 

22 上 16]  °*,  238 ③ 40  39G* 
身證者 K§ya-sakkhi  〔經〕 22 上 161 
身 杖 kaya-dai?(Ja  (身 罰） 43  229 
身淨 （！、  kayappasada  64  21， 287 ② kaya- 
soceyya  (身 淸淨） 62 18 
身淨行 kSyena  soceyyarh  〔三種〕 22 下 212， 
213° 

〔身心の 譬 幻 23  23 

身隨觀 kSySnupassana  (身 觀= 身 念處， 身隨 

觀念 處》, 63 192,  194;  〔9  90。； 11 下 98?〕 
身隨觀 念處 kayanupassana-sat  ipattMna 
身 觀念處 t 身 念處） 64  442  .  •  > 

身 善行 kaya-sucari は （身 妙 行， 身 の 害 行); 〔三 
善行の 一〕 3  412*;  8  294; 11卞 63,  ：64,  65- 
22 上 259; 〔11 下 34，  45〕'  ：''） ' 

〔身 善行 等の 報〕 i7  87  ■ .' '- 、 - 

(；; 477  J 


シン一 身 


身麁重 kSya-duUhulla  62  303 

身 想念 kayaga ほ- sati  (身 至 念， 念 身， 身 念， 身 

の觀 念） 29  262 
身觸 ① kaya-samphassa  〔六觸 身の 一〕 7 11 ； 

8  322  ； 16 下 232  kaya-samsagga 1 321， 
325 

〔身 觸戒〕 （= 第二 僧殘） 1 200°  〔學 處〕 1 202 
〔犯 不犯〕 1 204-213 

觸所 生の 受 kaya-samphassaja  vedana 

〔六 受身の 一〕 7  6;  8  323 
身體 bimba  (形 像） 12  229 
身體 厭離 本 生物 語 Kayavicchinda-jataka 

(二 九 三） 31 275° 
〔身 體と色 法〕 41 186 
〔身體 の諸譬 nii〕  25  399,  400 
〔身 體の發 生 因〕 18  255 
〔身體 の 部分〕 24  71 ； 63  250-273 
身 端 直 性 kayujuka ほ （身 直 性） 64  57°  ；  65(11) 

11 〔定義〕 45  23,  96 
身 的 kayika  (身に 屬 する） 10  27，  28 
① 身 適 I 藝性 ② 身 適業 性 k5ya- 

kammannata ① 45  23°,  95 ② 64  57。； 

65(11) 11 〔定義：！  45  23,  95 
〔身〕 轉 移せず して 結 生す る やの 間 Na 

samkamati  patisandhigahana-panho  59 上 

147 

〔身に 住する 十 法〕 22 上 326 

身に 屬 する 〔受〕 kSyika  (身 的） 15  322,  323 

身に 向けた る 念 kayaga ほ- sati  (身 念, 念 身， 身 

至 念, 身 想念, 身 念 身の 觀念, 身 行の 念, 身 

を 念じ） 16 上 77 
①身 柔軟性 ②身 軟性 kSya-mudu ほ X  64 

56°  ；  65(11) 11 %'  45  22°,  95  〔定義〕 45  22, 

95 

① 身 念 ② 身 念 S  kayagata-sati  (身 至 念, 身 
想;!； 身 行の 念， 念 身， 身に 向けた る 念, 身の 觀 
念， 身 を 念じ-身 念處） ① 16 上 397,  398;  25 
204,  321 ； 40  46  % 12  325  ；  〔7  336°*  338°  ； 

9  92  ； 11 下 99  ； 15 181 ； 20  60;  25  300, 
310;  46  273〕 〔十 功德〕 11 下 110 

身の 惡行 kSya-duccarita  (身惡 行， 身惡 業） 


10 185* 

身の 異態 kayassa  annathattam 15  65,  66 
〔身の 厭 患〕 27  388 

身の 閑靜 kSyaviipakasa i: 身 遠 離， 身 寂滅） 21 
4 

〔身の 觀察〕 25  300,  310 

身の 觀念 kayaga ほ- sati  (身 念， 身 至; t; 念 身， 

身に 向けた る 念） 25  233 
身の 苦 ① kSyika-dukkha  (身 苦） 59 下 165; 

62  328 ② k5ya-dukkha  (身 苦） 23  270 
身の 苦受 ① kSyika-dukkha-vedanS  59 下 

165  D  saririka-dukkha- vedana  (身 所, 靄の 

苦受〜 身 苦受） 9  410 
身の 輕安 ① kaya-passaddhi  (身輕 安） 16 上 

311 ② passaddha-kaya  (輕 安身， 身輕 安） 1 6 
身の 精進 kayika  viriya 16 上 311 
身の 善行 kaya-sucarita  (身 善行， 身 妙 行） 10 

185* 

身の 動作 k5ya- ほ janS  24  71 

〔身の 不淨〕 25  221, 411 ； 28  288,  289  ；  42  276  ； 

59 上 155  ；  62  385-389 
身の 分齊 kSya-pariyanta  (身の 邊際） 13 122 
身の 周， 尼 拘律樹 の 如し nigrodha- 

parimandala  〔三十 二相の一〕 8 186,  211 
身の 樂 1； kayika-sukha  (身 樂） 62  328 ② 

kaya-sukha  (身 樂） 23  271 
身發表 kSya-bheda  57  259 
身 罰 kaya-daijda  (身 杖） 10 137* 
身 表 kaya-vififiatti  45 187,  203°,  216,  235; 

58  20,  89, 167,  301 ； 59 上 364，  365  ;  64  22°， 

290,  331; 65  (II)  44,  53,  56,  57  〔定義〕 45 

203,  216,  236 
身 表 九 法 kayavinnatti-navaka  65(11)  56 
身 病 kaya-roga  22 上 353 
身 不可 愛の 問 Kayappiya-panha  59 上 154 
身 不修習 abhSvi は- kSya  9  413 
身 不純 kaya-kasava 17 183 

不正 行 kayika-anacara  62  37° 
骨 不淨行 kayena  asoceyyam  〔三種〕 22 下 

210° 

〔身 不善 行〕 11 下 33 
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身， 辛, 侵, 信 一 シン 


身分 aiiga  (支， 肢體， 支 分） 1 203;  40  71*; 

〔28  289〕 〔水 界十 二種〕 9  333; 10  215; 11 下 

337;  63  267-273  〔地界 二十 種〕 9  330; 10 

215  ； 11 下 337  ；  63  257-266 
身 妙 行 kSya-sucarita  (身 善行， 身の 善行） 8 

138; 17  41 

身牟尼 kaya-moneyya  (身 寂默） 42  81°  ；  43 
127  ；  44 103° 

身 毛 loma  (毛， 髮， 體毛） 3  383 

身 毛 堅 立 ① loma-hamsa 1 114;  4  239;  6 
76;  7 146,  147,  212; 11 上 136;  24 101; 43 
171,  179，  197,  345  ；  44  420,  421 ② loma- 
haihsana  7  76,  77  ；  25  290 

身毛竪 立す lomahat ゆ a-j5ta  3  396;  6 141 

身 毛 堅 立法 門 Lomahaihsana-pariyaya  9 138 

身 毛 堅 立 を 去れる vigata-lomaharhsata  9  28 

①身毛 も 逆立ち ② 〔身〕 毛の 上 靡 uddhagga- 
loma  〔三十 二相の 一〕 ① 6  381 ② 8 185,  200 

身 門 kaya-dvSra  65(11)  24 

身樂 ① kSyika  sukha  (身の 樂） 17 126;  40 
305°  ；  50 170*,  490，  491 ； 51 144,  145,  299* 
416*  ；  52  47*,  100*,  137，  138，  184*,  213* 其 
他； 53  52,  53，  91, 132 其 他； 54 12，  58，  76 
其 他 ② kaya-sukha  (身の 樂） 11 下 418 

身 離 kaya-viveka  62  281° 

身 律儀 kaya-saihvara  22 上 326 

身 練達 性 kaya-pagunnata  (身 正 性） 64  57°  ； 
65(11) 11 〔定義〕 45  23,  95 

身 を 覆 ふ paticchanna  2  302 

〔身 を淨 むる 譬 ns》〕 17  337 

身 を 念じ kayaga ほ- sati  (身 至 念， 念 身， 身 念， 
身に 向けた る 念） 23  63 

① 身を邊 際と する 受 ②身を 際限と せる 受 
kaya-pariyantika  vedana ① 14 199  ； lo ド 
192  ； 18  348 ② 15  329,  332 

辛 katuka 16 上 369，  370 

辛苦す attiyati  22 上 137， 138 

辛駄 sindhava  (辛 頭， 信 度） 〔馬〕 60  355 

辛 頭 'X  Sindhu  (信 度， 印度） 24  551,  555,  557 
② sindhava  (辛駄 ，信 度 馬， シン ダヴ， シン ダ 
パ） 30  61, 156,  157，  281; 31 28*,  108，  258, 


311 ； 34  388 

① 侵害 ② 侵入 opakkamika  (X 18 153, 154 

② 19 181， 182 
侵害 所 生の 諸 病 opakkamika  abadha  22 上 

355 

侵害の 念 vihiiiis§-vi は kka  (害 尋， 害^， 害 念， 
害 惡觀， 害の 考想， 害 » の 心） 36  37 

fS ① saddha  (信仰， 信心, 淨信， 信用， 篤 信） 8 
212,  214,  331; 10  282; 11 上 226,  284，  285， 
305  ； 11 下 112*  ； 12  402，  403  ； 13  44,  45,  46， 
168*  ； 17  243  ； 19  4*, 155  ；  20  99;  21 264*  ； 
22 上 5  ；  22 下 4，  5,  9, 10, 19*  ；  24  27  ;  44 
368°  ；  59 上 69°;  64  54°  ；  65(11) 11 〔定義〕 
44  368;  45 17, 19,  88;  46 163,  240,  250 ② 
Saddha  〔比， 信 ある 優 婆 塞の 子〕 22 下 314 
(3)  Saddha  〔經〕 12  35;  22 上 210;  (—）  （二） 
21 264,  267;  4.  Saddha  or  Apana  〔經〕 
16 下 52 

① 信 有る 〔者〕 ② ft 〔者〕 saddha  (信者， 信心 
者, 篤信 者， 有 信） ① 10 110; 11 上 382;  21 
301*  ；  22 下 55* ② 11 上 172  ； 13  304,  305  ； 
20  362°,  22 上 210* 

信義 avisaihvSdana  (〜不 欺 誑） 22 下 32 

〔信教 自由〕 65(111) 18,  27,  60,  63 

信 行 ®  saddha-cariya  62  204  ©upatthana- 
sara 17  367，  368 

信 行者 saddha-carita  43 163，  316;  44  294; 
62  204,  209，  211*  217,  228  ；  63  53  ；  65  (II) 
78,  79 

信 具足 saddha-sampada 18 114°  ；  21 209°, 

216,  278,  279,  282 
信 具足 〔者〕 saddha-sampanna 16 下 299°  ； 

21 186°, 191 
信 解 ① adhimokkha  (勝 解） 40  395，  409 ② 

adhimutta  (勝 解 者） し 六 種〕 20 130 ③ 

adhimucca  (勝 解） 64  58 ④ saddha-vimutta 

(11 解 者， 信 解脫， 信解脫 者, 信 解 人， 信 勝 解） 10 
243; 17 114,  192°,  193,  194;  20  244，  326; 
47  360,  364,  372,  373,  379 〜 400,  469,  472 

① 信 解 者 ② 信解脫 ③ 信 解脫者 '4) 信 解 人 
saddha-vimutta  (ft 解， 信 勝 解） ① 21 89; 


シ ンー { 言, 津, M- 

22 上 238 ② 8  332  ；  57  81 ； 64  406,  411， 494 

③ 10  303°  ®  40  396* 
信仰 t  saddha  (信， 信心, 篤信， 淨信） 12  35, 

49，  51， 52，  64,  98, 101,  203,  296 ② khanti 

(忍， 信 忍） 23 194， 198 
ft 廣大 saddhS-vepulla  62  416 
ft 根 saddhindriya  8  318; 16 下 1*,  6°,  7°, 

8。， 12°  ； 17 192;  40 12, 195*，  226,  321*;  45 

17°,  28,  88;  47 163°,  380;  49 139* 
信 財 saddha-dhana  8  330; 19  74=  ；  20  236, 

237°,  239 

信士    up お aka  (優 婆 塞， 信 男） 15 183,  193， 
356,  458  ； 16 上 3,  9*  ；  29  239，  240 

1 目 食 本 生物 語 Vissasabhojana-iataka  (九 三) 
29  251" 

信者 saddha  ： 信 〔者〕， 信 有る 〔者〕， 信心 者， 篤 
信 篤， 信者， 有 信） 13  234*  ； 19  55，  255  〔五 功 
德〕 19  56 

〔信者と 比丘との 關係〕 23  362 

信受 veda  9  57 

信書 s5sana  (書信， 書面， 手紙， 使 書, 通牒， 傳 
書； 33  340 

信 勝 解 saddha-vimuua  (信 解， 信 解 者， 信 解 

脫） 8 129 
信 勝 解 〔者〕 saddhSdhiiTiUt は 17  34 
信心 saddha  (信， 信仰， 淨 i 富， 篤 唐） 25 120  ； 

36  54  ；  37 140 
信心 〔者〕 pasSdika  (淨 行， 淸淨， 喜 心， 善業， 

端正） 3  81 ； 4  2，  301, 302 
信心 者 saddha  (信者， 信 ある， 篤 唐 者， 有 ft)  9 

67,  70,  73 
〔信ずべ からざる 人〕 33  284;  37  227 
信 施 T  saddha-deyya  (信 施物） 6  7*,  97; 19 

366*  ；  43 173,  174,  350,  351， 389  ；  44  468 

② saddha-pakata  24 107 
信 拖の衣 saddhadeyya-civara  20  388,  389; 

62 108 

信 施の 食 ① saddhadeyya  bhojana  6  7*,  97  ； 
43 173，  174,  350,  351, 389  ；  44  468 ② 
saddhadeyya  pindapala  (ft 施の 盘物） 20 
389,  390 


ft 施の 食物 saddhadeyya  pindapata  (falfe 

の 食） 62 108 
① 信 施の 牀， 床 ② 信 施の 椅子 ゃ牀 

saddhadeyya  manca-pitha ① 20  390,  391 

d  62 108 

① 信 施の 精舍 ② 信 施の 房 saddhadeyya 

vihara  T  62 109, 110  (f  20  391, 392 
信 施物 saddh§-deyya  (fmM' 19 193* 
〔霞 施 を 喜ぶ〕 31 545 

ft 度 ① Sindhii  〔河〕 26  50，  202，  433  ；  27  39  ； 
59 上 252 ② sindhava  f 辛 頭， 辛駄， 信 度產， 

信 度產の 馬， 信 度 馬， シン ダバ， シン ダヴ） 〔馬〕 
36  240  ；  38  82，  346,  428，  433,  437，  498，  542 

① 信度產 ②信度 產の馬 ③信 度產の 駿馬 ④ 
信 度 駿馬 ® 信 度 馬 sindhava  (信 度， 辛 頭， 
辛駄， シン ダバ， シン ダヴ） ：r27  83,  86,  352; 
28  339,  344  ；  37  397,  458，  466  ；  42  366  ；  44 
93 ② 26 191 f  26  414 ④ 35 112 ⑤ 23  67; 
39 129,  213,  321,  339,  516 

信 度 人 Sindhava  27  92 

信 無 く    asaddha  (不信， 不 ft 者, 無 信 11 上 379' 

信 男 up お aka  (俊 婆 塞， 信士）  57 136 

信女 upSsikS  (優 婆 夷） 15 198,  387;  57 136 

信 忍 khanti  (忍， 信仰、 8  44,  51 

信念 vada  7  325 

信の 待 相の 間 Saddhalakkhana-panha  59 上 
69 

信の 標識 saddha-padana  22 下 315* 

ft 奉 者 mSmaka  43 194 

信用 saddha  (信） 15  221* 

信賴 vissSsa  (親 厚意， 親 厚 想） 31 550,  557 

信樂 すべき 相 pgs3daniya  nimitta  43 163, 

316;  44  295 
信 力 saddhS-bala  8  331 ； 16 下 89*; 19  2\ 

13, 14°, 16°  ；  20  233,  234。  ；  41 99。  ；  45 19\ 

31, 92 

津岸 tittha  (渡 場， 水浴 場， 浴場， 渡處， 度處, ^ 
瀨. 上り 場 ） 4  418  、 
眞 迦旃延 Abhiya-KaccSna  ；； 比， 阿那 律よ |> 
■ 設 法を受 く〕 11 下 184 
眞黑 afijana  (安 襟那， 靑黑， 漆黑） 27  463 


(.480  ) 


眞言 'i)manUi，  mantra  ^5；^ 典パ兄 文， 呪， 呪 語， 
mf, 密％ 經典， 經文， 聖經， 聖書， 古聖 書， 神 
吠， 神 典， 秘典， 吠陀， 吠 陀の聖 言） 3  429  ； 16 上 
324*; 17  264; 19 178,  312、  320*;  20 113; 
■  24  92，  261,  330，  377,  378,  382  ；  26  36，  275  ； 
27  63,  67,  89, 107,  179,  194,  250  ；  30 162, 
163;  34  291,  292;  42  330;  44 1, 8，  9， 13， 
74  ；  59 下 243  ；  60  36,  37 ② sacca-kiriya 
(誓言， R 實の 祈誓， 眞寶の 誓言） 33  243* 

眞言 句 man ね- pada  (呪文， 聖典 句） 27  206 

眞言 （吠 陀） に通嘵 せる manta-p5.raga  (吠陀 
に通ぜ る） 24  93，  370 

眞實 ① sacca  (i 帝， 眞實 語, R 實の 言， 眞諦, 眞 
理） 6  5,96; 11 上 268; 12  '326,  374; 19 
276;  24 162;  35  269*;  42  91°  ；  43  53,  59, 
100 ② bhtita ぼ わ 19  273*  (3)  anannatha 
(不 異， 不異 如） 64 111， 114 

眞實語 ① sacca  '  m,  R 寶の 言， 眞實 の 語, "iS 
文） 35  275,  276,  280，  342,  372,  387 ② 
sacca-vada 12  399  3)  sacca- vajja  (實 語） 
34  324* 

滇實語 者 sacca-vadin  (實語 者， 諦 論者） 1 
119,  201, 222  ；  9  321, 465  ； 10  95  ；  21 188， 
193  ；  25  378* 

眞實語 本 生物 語 Saccaiiikira-jataka  (七三） 
29 122° 

眞實住 著身繁 idamsaccabhinivesa- 

kayagantha  (此諦 ft 著 身驟, 此] Sffe 著 身繁， • 

此資執 身緊， i 帝 著 身 鬚， 是眞實 執 取 身 31)  42 

145，  371; 43 117;  64  84 
眞實 なる 語 sacca-gira  (眞實 の 語 j  24  238 
眞實の 祈誓 sacca-kiriya  (眞言， 誓言， 眞實の 

誓言） 41 414,  415，  417 
眞實の 語 ① sacca  (§ 帝， 眞實 語， 眞實の 言， 誓約， 

ajS 文） 38  207  (2J  sacca  bhasita 19  337 ③ 

sacca-gira  (眞實 なる 語） 23  81 
眞實の 言 sacca  (諦， 眞實 語， 眞實の 語， 誓約， 

呪文） 38  53,  54，  56,  58 
'①眞 實の誓 ② 眞實の 誓言 sacca-kiriya  (眞言， 

誓言， 眞實の 祈誓） '1)35  274,  387 ② 38  206 
眞實の 約 saccappatififiS  37  333 

(481) 


n— シン 

眞實 波羅蜜 sacca-parami  (寶雜 波羅蜜， R 諦 
波羅蜜） 28  45,  46，  98, 166;  41 239，  240, 
412,  414,  415，  417，  418 

眞珠 1) miU ほ 1 364，  369  ；  2  258;  4  355, 
357; 17  348;  21 63,  69,  75,  78, 】;-)()，  157, 
164，  172;  23 171,  174;  24  489，  520,  540, 
544  ；  25  31, 42，  382  ；  29  244,  245  ；  31 40  ； 
33  413;  34  381 ； 35 171,  297;  36  42  ；  37  97, 
239，  428，  479;  38 198,  202，  203,  318，  319, 
364,  386，  387  ；  39  280,  292,  295  ；  41 209  ； 
44  462;  59 下 90,  91, 111，  198,  281 ； 60  68, 
227,  228  ；  63  27, 109， 166  ；  64  307,  349  ；  65 
(I)  94  〔八 種〕 60  68,  227，  228;  65(1)  94 ② 
saiikha  (螺 貝， fi'fi 磲） 10  94  3)  Mutta  〔夷〕 
21 316 

眞珠貝 sippika  63  272 

眞人 ① arahant  (阿羅漢， 羅漢， 應供， 應供 者， 
聖者） 6 132 ② tathagata  (如 來） 6  38 ③ 
sappurisa  (善人, 善士， 善知識， 正士）  9  2,  8, 
16,  248，  249  ； 10  24,  38，  39，  234,  235 

眞 人の 法 sappurisa-dhamma (善士 法， 善士の 
法， 善人 法， 善知識の 法） 9  2，  8, 16,  248,  249  ； 
10  24,  38，  39，  234,  235 

眞髓 ssra  (實， 堅實， 髓， 堅， 堅固， mm, 核, 核 

心， 樹心リ 24 121， 122  ；  64  83 

眞諦 ① sacca ② saca  (諦， 眞實， 眞理） ① 16 上 
90; 18  308*  ；  25 131 〔婆羅門 五 法の 一〕 11 上 
260 ② 65  (III)  50，  64 ③ paramattha-sacca 
(第一義 諫） 57-395 ④ Saccam  〔經〕 16 上 90 

眞雷帝 具足 sacca-sammata  37 134 

rtl 帝に 達する の 道 saccagami  magga 16± 90 

眞言 帝 波羅蜜 ®  paramattha-parami  =  sacca- 
parami  (最上 義 波羅蜜 = 眞實 波羅蜜） 41 218 
② sacca-p§rarai— (眞實 波羅蜜， 實諦 波羅蜜） 
26 10 

眞智を 生ぜ しめ fiSija-karaiji  (智を 生 じ） 9  22 

眞中品 Abbhantara-vagga  31 200° 

眞如 tatha ほ， tathatta  (如， 如 性） 16 上 282， 

283  ；  58  372* 
〔眞如 は無爲 なり〕 58  373 
眞如論 Tatha ほ- katha  58  372° 


シン ー眞， 疹， 祌 


〔眞の 勝利 一 煩 溜" つ 征服〕 29 105 

〔眞の 婆羅門〕 23  77-83  ；  24  232-244  ；  34  294 

〔眞の 比丘：： 23  73*,  122， 126 

〔眞 友の 特相， 十六 種： 34  96 

眞友非 友 本 生物 語 Mit ほ mit は- jStaka 

(四 七三） 34  93° 
眞理 ① dhamma-veda 10  61 ② fiaya  (正 理） 

62  433  Z  sacca  (諦， 眞實， 眞諦） 24  340, 

341， 345  ；  29  67，  68  ；  43  61, 63,  65, 100 
眞理 の覺證 saccSnubodha 11 上 227，  229, 

230,  233 

眞理の 護持 saccanurakkhanS 11 上 226, 
227，  233 

眞理の 得 達 saccanupatti 11 上 229，  230,  233 
眞 論者 avi1:atha-vadin  57  89，  90，  93* 
疹子 pi!aka  (吹出物， 瘡， 膿 腫， 膿瘡， 瘍腫 2 
272 

神 iddhi  (神 變， 神 通） 46  309°*,  314* 
神爲設 issara-karana-vada  (= 神明 化 作說） 

36  203  ： 破 せらる〕 36  202 
神爲 論者 issarakarana-vadm  36 185,  186, 

202,  208 

神 王帚釋 Sakka  devinda  (天主 帝釋） 38  75 
神 我 purisa  64 157 

祌滔 D  dibba-pana  32 159 ② soma  (蘇 摩） 
38  309 

神 呪 manta  (眞言， 呪， 呪文， 密呪， 聖典， 秘典， 
祌典， 聖書， 呪 語， 吠陀， 呋 陀の聖 言） 25 108， 
285,  382  ；  28  7;  30  409  ；  32  88  ；  35  359  ；  36 
138，  149;  41 220，  303,  347;  60 183.  186, 
187;  61 15 

神 呪の 護持 者 marua-dhara  (持:^ 兄 者， 呪 を 執 

持し） 41 303 
神珠寶 mam-ra は na  (珠 寶， 摩 尼寶， 如意 寶 

〔七寶 の 一： 8  74,  92 
神 足 Diddhi  (神 變， 神 通， 神： 41 209 ② 

iddhi-pada  (如意 足） 〔四 種： 8  301; 16 下 

129°,  143*;  63  320°  ；  64  441° 
祌 足相應 Iddhip§da-saihyutta 16 下 99°， 155 
祌 足の 修習 iddhi  pada-bhavana 16 下 129% 

143* 


神 足の 神 通の 義 iddhipadanam  ijjhanatth ひ 

40  28  ；  41 38 
神 足 分別 Iddhipada-vibhanga  46  308° 
神 足 品 IddhipSda-vagga  22 上 191, 192 
神 智力 abhmfiS  ： 神 通， 通， 通智， 超凡 智 ） 7 

268 

神 通 Xabhififia 通， 通智， 超凡 智， 證 智，！ if 享 
智: 63  296，  297,  300，  369,  370，  372，  382， 
411 ； 65  (II)  26,  35,  55，  82  ： 五 種〕 〔13 176% 
184〕 ② iddhi  (神 變, 神， 神 足， 神通力, 神變 力， 
神 力， 威 九 仙術） 3  46*,  369,  508;  4 118, 
282,  290  ；  7  221 ； 8 139  ； 12  250  ； 15  406*  ； 
34  226*;  41 150°*;  47  42;  58  409*  ；  59 下 
1 〔聖無 漏〕 8 139  E  patihariya  (神 變， 示 導 > 
奇蹟） 23 188* 
神 通 威力 iddhanubhava  '神通力， 如意 力） 3 

420*  ； 12  252 
祌通意 听成身 manoma\-a-kaya-iddhi  21 11& 
神 通 t 喬 iddhi-mada  ：祌變 tS)  47  61 
祌 通行 iddhabhisamkhara  (神變 行, 神 通 勝 

行， 神通變 化） 3  45 
神 通 具足 者 iddhimant  ■: 神通力 者， 神變 者， 神 

變を 有し， 通 を 具へ； 4 171 
祌通思 abhinfia-cetana  64 178 
祌通勝 斤 iddhSbhisaiikhSra  (神 通行， 神通變 

化， 神變 行） 15  440 
祌通心 abhinna-citta  64  331 
祌 通神變 iddhi-patihariya  (神 通變 化， 神變 
示 導， 神 通 不可思議. 神通力 ： 三 神變, 三 示 導 
の一〕 3  47，  319;  4 172，  284，  307;  6  301, 
302'  ；  8  299;  17  273%  481 
〔神 通 神變の 禁止〕 4 172;  34  226 
神 通 善: 心〕 abhinna-kusala  65(11)  26 
神通智 abhinna  nana  42  286;  63  323,  372 
神 通徵間 abhinnanuyoga  57  78 
〔神 通と 四 念處〕 16 下 161,  163， 169 
神 通の 解釋 Abhinna-niddesa  63  369° 
①神 通の 基礎 禪 ^神 通の 基礎 をな す禪定 
abhinnapadaka-jhana i 63  357,  370，  382， 
411 S  39  262 
神 通-つ 義の慧 ijjhanatthe  panna  (成就の 


(482) 


義 の慧） 40  4， 186° 

〔神 通の 禁止と 外道〕 34  226 

神 通の 四 足 iddhiya  cattaro  pada  (神變 の 
四 足） 41 151 

祌 通の 至極 iddhiyS  koti  59 下 1 

神 通の 種類 iddhi-vidha  (神 變， 神 通 類） 〔二 
種； 有 漏と 無 漏〕 8 138 

神 通の 十六 根 iddhiyS  solasa  mulani  41 152 

神 通の 八 句 iddhiya  attha  padani  ($ 申變の 
八 句） 41 151 

祌通 不可思議 iddhi-patihariya  (神 通 神變， 神 
變示 導， 神通變 化, 神通力） 1 415 

神 通變化 iddhabhisamkhara  (神 通行， 神 
通 勝 行， 神變 行） 3  29 ② iddW-paUhSdya 
(神 通 神變， 祌變示 導， 神 通 不可思議, 神通力， 
祌通變 化） 8  3，  4， 11， 12, 15* 

祌通 よ り 業報 强き やの 問 Iddhiya 
kammavipaka-balavatara-panha  59 下 1 

祌 通力 ®  abhinna-bala  28 14, 15, 16;  41 
223，  225 ② iddhi  (祌 通， 祌變） 1 110  ；  6  421 ； 
36  25*;  60  46,  53，  78  (3)  iddhi-patihariya 
(神 通 神變, 祌變示 導, 神通變 化， 祌通 不可思議) 
1 268 ④ iddhi-bala  (神 力） 59 上 194，  295*; 
59 下 174,  244  (5)  iddhanubhava  (神 通 威力, 
如意 力） 1 423 

神通力 〔者〕 iddhimant  (神 通 具足 者， 神變 者， 
通 を 具へ） 11 上 90 

① 神 通類智 ② 神 通 類の 智 iddhividha-fiaija, 
iddhividhe  nanam  (神 變智） )  50 144*,  163， 
164，  473，  483;  51 17,  81*,  133*,  184*,  258, 
269,  307*,  356,  408  ；  52  92-^,  132，  174，  175， 
206* 其 他； 53 11, 47，  48，  70,  87 其 他； 54 
10*,  31, 54，  74 其 他 ② 40  4, 186° 

祌 通論 ① abhmfia-katha  63  300 ② Iddhi- 
katha  (神變 論） 41 150°  ；  58  409° 

神 典 manta  (神 呪， 眞言， 聖典， 聖書， 聖經， 吠 
陀， 祕典， 密呪） 6 133 

神馬 assa  (馬 ） 38  434,  438  - 

f 审祕な 格言 m5ya  39  84 

神廟樹 cetiya-rukkha 1 262 

神變 ① iddhi  (神 通， 祌通九 神 足， 神， 神變 力， 


神 ーシ ン 

神 力, 威力， 仙術） 64  441 〔十 種〕 63  310°;  〔6 
116°,  302°;  8 139°  ；  9 111; 10  328; 11 上 
22°，  364°  ； 11 下 110  ； 13 176,  184,  311 ； 16 下 
113°,  126°; 17  273°,  418;  19  23,  37;  20  3; 
22 上 110;  22 下 117;  27  391，  417〕  r 修習 法〕 
16 下 139°  ；  63  306  〔障 礙〕 62 194  〔四 足〕 
(神 通の 四 足 = 四 神 足） 41 151 ； 63  319  〔四 地 
= 四禪〕 63  319  〔十六 根本〕 63  321 〔八 句〕 41 
151 ； 63  321 ② iddhi-vidh§  (祌 通頹， 神 通の 
種類） 8  369;  63  300*  309°*,  318，  334;  65 
(II)  82 ③ iddhika ほ 3  383  a  -  patihariya, 
patihira,  patinera  (祌 通， 示 導， 奇廣 )； 
patihariya  3  61， 369;  4 118;  6  302°*  ；  7 
73*  ；  8  299; 17  273  ；  21 257*  ；  28  333,  373  ； 
59 下 23，  235;  65  (I)  64,  74,  75, 110,  111， 
115*  122,  123;  patihira  25 189;  27  250; 
59 上 239，  341，  342;  59 下 53， 158*;  60  56, 
196,  267，  271*,  278*  ；  61 429*;  patihera 
27  345  〔三種〕 6  302°*;  8  299; 17  273 ⑤ 
Iddhi  〔經〕 16 下 170 

①神變 月 ②祌變 月 分 patihariya-pakkha 
(神變 分， 神變を 得る 分， 別の 時） ① 24 145, 
454,  461,  466*,  476,  490,  514  ；  61 13 ② 25  339 

神變行 iddhabhisamkhara  (神 通行， 神 通 勝 
行， 神通變 化） 24  208 

/神 變示導 iddhi-patihariya  (神 通 祌變， 神 通 
變化， 神通力， 神 通 不可思議） 〔三 示 導の一〕 
22 下 300;  41 179'*;  63  335 

神變 〔者〕 iddhimant  (祌通 具足 者, 神通力 者， 
神變を 有し， 通 を 具へ） 43  200 

〔神變 修行の 方規 一聖 典の 句義〕 63  306 

神變 所作 〔衣〕 iddhi-maya 〔- civara〕  62 124, 
125 

神變心 iddhi-citta  44  392 

神 變祌通 vikubbana  iddhi  (變化 神變） 41 

109,  150，  157° 
祌變智 iddhividha-fiSija  (神 通 類智） 63  417， 

418，  423  ；  〔22 下 117〕 〔所 緣〕 63  417 
f 申變の 偉大 iddhi-mahaUa  63  9 
神 變の解 揮 Iddhividha-niddesa  63  300° 
〔神 變 の義〕 63  309° 
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〔祌變 の 八 句〕 41 151 ； 63  321 
.-<1) 神變分 ② 神變を ^ る 分 pSUhariya- 
- pakkha  (祌變 月， 神變月 分， 別の 時） X  34  326 
. ② 12  364 

神變法 sappatihariya  dhamma  58  340 

神變カ iddhi  (神 通， 神變 j  25 197 
.: 〔神變 論 j  63  3or 

神 變 をな ナ vikubbati  、變 化す） 60  4，  6 
祌變を 有し iddhimant  (神 通 具足 者， 神通力 

者, 祌變 者， 通 を 具へ） 24  63 
. 神明 化作說 issara-nimmana-vada  (= 神 爲說） 

36  202 

神 力 （X).  iddhi  . 神 通， 神變） 16 下 128°,  143* 
• ② iddhi-bala  (神通力.） 58 187* 
祌カ 具足 者 icidhibalena  samannagato  58 
： 187* 

〔神 力 具足 者 は一 劫 住し 得〕 58 187 

神 力 論 Iddhibala-katha  58 187° 

It  口. 蟲 suci-mukhaka  63  57 

針 口 を 有する 生物 sQcimukha-papall 下 240 

針 樹林 Simbali-vana  〔地獄〕 11 下 241 

針 筒 suci-ghara  (針箱） 2 195,  264*  ；  4  450, 

451; 5  35,  40,  41, 67，  71 〔比丘の 七道 具の 

一 J  4  450，  451 
針 毛 SQciloma i 〔夜叉〕 12  360;  24 100， 

101 ； 62  408 ② 〔經〕 12  360 
針 毛 〔夜叉〕 經 Sddloma-sutta  24 100% 102 
針 毛 者 siici-loma  (錐 毛 者） 1 178 
深 Gambhira  〔經〕 16 下 326 
深慧 gambhira-panna 16 下 326; 17  68;  41 

125*  135° 

深淵 papata  (絕 壁， 懸崖， 深嶮， 崖） 24  252 
深 音 gambhira  (甚 深） 〔八 音の一〕 7  240 
深海 gambhira〔samudda〕  24  63 
深紅 mafijeUha        38  456 
深紅 天宮 Mafijetthaka-vimana  24  492 
深紅 品 MafijeUhaka-vagga  〔天宮 事經〕 24 
492° 

深 解 空 pariyogahana-sunna  41 123 

深 解の 智 pariyogahane  nanarh  40  4, 177° 

深檢 ① papa は （深淵， ； お， mm, 絕壁， 堆阜) 


16 下 379* ② Papata  〔經： 16 て 379 
〔深 嶮の譬 nii〕 16 下 379 
深嶮品 Papata-vagga 16 下 376，  394 
深 固 道 aga!ha-patipad5 17  488。 
深坑 gambhira  :kupa:  24  513 
： 深 泉 ubbhidodaka i 泉 6 111 
〔深 泉の 譬 喻 一 第二 禪〕 6 111; 9  480; 11 上 

19; 11 下 104; 19  33 
〔深 池の 靜 澄なる 23  29 
深 皮 は ca  (皮, 皮膚, 外皮 24  71 
深 林 vana-sanda  (林 叢， 叢林， 密林， 森の 繁み) 

1 248,  249 
森 闇 草 vana-timira  34  267 
森 地 vana-pattha  (森林， 林 K， 山林， 高地） 

11 下 17, 136,  137， 164 
森 中 arafifia  (阿 練 若, 1：^ 蘭 若, 林野， 森林， 林 

中） 11 上 350 
森林 ① arafifia  ( 阿 練 若， ^MW, 林野, 森 中， 

林 中， 叢林， 園 林， 林， 閑 林， 空 閑， 空 閑處， 曠野， 

僻遠の 地' 3 157,  196;  7  256; 10  244,  245; 

23  32, 113*;  25  283    2  vana  (林、 9 130; 

11 下 158 ③ vana-pattha  (森 地， 林 藪， 林 叢, 

山林， 蔽林， 高原） 42  38，  212,  216,  219,  232, 

237,  319  ；  43 137 . 
森林 官 vana-caraka  ' 林 務官， 獵師） 32  353 
森林 住 者 vD  arannaka  2  arannika  S 

arannaka  (W 練 若 住 者， 阿 蘭 若 [i 者， 蘭 若に 
•  £fe む， 林 £fe 者， 林: こ 住 し， £fe 林 者， i お 林 & 者） ① 

23 152  f  25  304,  309      61 140， 142  ® 

Atavi  (林 ^種族） 41 404 
森林 處 arannayatana  JwJ 練 若處， 空 閑處） 9 

276* 

森林 本 生物 語 Arafifia-ja は ka  (三 四 八） 31 
556。 

森林 品 Aranna-vagga  31 137° 
〔森林 を 燒く饕 B|〕  42  361; 44  478 
進行 ajjhupagamana  5  266 
進 具 upasampada  (具足， 具足 戒， 受具, 進入， 
受戒） 1 22;  6  253，  288,  412,  414;  30 102 
進 根 viriyindriya      進 根） 45 17°,  28，  88, 
.. 108,  169;  46 163° 
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進 姓 gotrabhQ  (種 姓， 種 姓 有， 種! 者， 種 姓 地， 
向 種 性 者） 50 144,  148*,  162*,  383,  473°  ；  51 
21, 22,  30，  81, 83,  86*,  95, 133*，  150, 183  \ 
258*,  306*,  361*,  408*  ；  52  44,  94*,  131* 
174*,  208* 其 他； 53 10*,  48*，  73 つ 88* 其 
他； 54 10*，  31*，  54%  74* 其 他 

進 姓 思 gotrabhii-ce は 52  388 

進展 abhikkama 11 下 366，  375 

進入 upasampada  (進 具， 具足 戒， 受具， 受戒） 
9  61 ； 10 168，  327,  328,  356 

蜃氣樓 ① gandhabba-nagara  (乾闥 婆 城） 64 
361, 385  ®  marici  (陽炎， 幻影） 38  311 

新 有情 出現 見 navasaUapStubhava-diUhi 
63  403  ' 

新 衣 ① nava-dvara  2 190  (2)  nava-dussa 
11 下 356,  357  J)  nava-dussayuga 10 158 

'① 新學 沙門 ほ..' 新 學沙彌 samanuddesa  (沙 
彌， 將來の 沙門） ① 11 下 154* ② 18 136 

新月 ka!a  (黑 分， 黑月） 42 100;  43 144,  354; 
44  51， 206，  486，  488 

新 古 品 Navapurana-vagga 15  211, 225 

新 業 nava-kamma  (普請， 修治， 造營， 營事， 新 
しき 業） 17  361*; 18  347 

新参 比丘 nava  [bhikkhuj  (下 臘） 3  84,  91 ； 
16 上 362  ；  22 上 241* 

新車 Navaratha  〔王〕 60  22 

新染 nava-ratta 1 218 

新入 者 navaka  2  59 

新婦 sumsa  (〜嫁， 媳， 嫁婦， 義妹） 9  332 

〔新婦の 譬 晴(〕 9  332,  338 

新 縫 navavuta 1 219 

寢室 sayani-ghara  2 151, 254 

寢床論 sayana-katha  (床 論， 床队 論， 牀 床の 
話， 队具 論， 队處 論， 几 床 論） 〔無用 論の 一〕 10 
358 

寢臺 ① manca  (床， 队床， 队牀， 禪 楊)' 2  66,  68 
② pallanka  (椅子， 牀座， 長椅子， 尾 毛牀， 擧） 
19  69;  20  347;  21 112 

〔寢 臺の譬 BiO  21 112 

審察 vimarhsS  (觀， 觀慧， 思惟， 思 察， 思量， 自 
試， 推量） 6 19,  27,  31， 41 - 
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審察家 viniamsin  (思量 家, 觀慧ぁ る 者 ） 6 19, 
27,  31, 41 

審諦 nijjhatti  (處 置， 靜觀 1 21 100 

審諦 @   sacca-nama  21 211,  218,  279,  284 

審判 者 ① kSraijika  ： 治 者） 13  381 ② 
pafiha-vimamsaka  24  321 ； 42  250,  252 

審慮 pari\^i は kka 15  221* 

審盧カ nijjhanti-bala  41 104 

瞋 ① dosa  (瞋 恚， 恚， 憎， 憎惡， 忿惠， 嫌忌 I 1 4， 
154*,  308*,  403;  2  41*，  61, 246,  384;  3  8, 
412,  413;  4 130,  255,  268;  5 11， 286。；  6 
34*  ；  7  345;  9  22; 17 140°,  164,  301,  302， 
322，  495  ； 18  356*,  447  ； 19  389  ；  20  230, 
410  ；  21 323  ；  22 上 194，  260,  263*  ；  22 下 
275,  351; 23  242°,  247°,  336;  24 186,  187; 
44  82，  482,  497;  45 118°,  277 \  295,  314°; 
47  85°  ；  53 1*,  6*,  208*  ；  54  288*;  64  65°  ； 
65  (II) 11, 13, 17,  63;  〔42  91°： 〔定義〕 42 
325°,  360°  ；  43 17, 198;  44  82,  482  ；  45 118, 
277°,  289%  295,  299，  314°  ；  46 107，  235°, 
360  ；  47  85°  〔瞋— 慈觀〕 20  220 ま byapada, 
vyapada  (瞋恚 ，恚， 害心） 9  55,  56; 17  4,  5, 
494; 18  445; 19  85 ③ pa;igha  '瞋惠 ，瞋 恨， 
恚， 恚逆， 感動） 11 下 427* ④ padosa  (瞋 恚， 
瞋怒） 46  360 

瞋恚 ① dosa  (瞋， 恚， 惽, 憎惡， 忿恚， 嫌忌） 〔三 
毒， 三 火, 三 不善 拫の  一〕 3  495*  ；  6  223;  7 
257  ；  8  207，  315  ；  9  5,  96, 112,  161,  164， 
168，  173，  225,  226,  232、  437  ； 11 下 278  ； 
15  254*  ； 16 上 53  ；  21 25,  57;  24  4;  44 
482°  D  byapada,  vyapada  (瞋， 恚， 害心） 
〔三 不善 尋, 五 下 分 結, 五 蓋, 十 不善 業 道の 一〕 
6  350  ；  7  347  ；  8  89,  313，  349  ；  9  487*  ； 10 
58，  219,  232*,  279  ； 16 上 247，  301，  304,  310。, 
325  ； 17  463  ；  20  53，  58  ；  22 上 4， 12  ；  22 下 
192;  42  54，  58，  68,  77;  45 118:;  57 113， 
115*  151*,  380  ；  62  90，  282，  289，  372  ；  63 
183*， 189 ③ vyapada-dosa  8  62 ④ 
byapada-padosa  9  324,  467,  476; 11 上 351， 
368; 11 下 17, 165  ii  padosa  (瞋， 瞋意， 瞋怒) 
6 106 ⑥ patigha  (瞋， 瞋恨， 恚， 恚逆， 感動） 


〔七隨 眠， 七 結の 一： 15  304  ©  kodha  (忿， 忿 
怒） 20  346*  349*  ；  21 99  ®  kopa  (怒， 怒氣， 
忿， 忿恨， 忿怒， 憤， 憤怒） 8 13， 14  ；  38  417  (9) 
sarambha  ('激情, 憤激, 憤 怒, 性急， 爭, 有 
難處， 慎慢） 12  306 

瞋恚 ある capc^in  2  537 

瞋恚 ある 心 sadosa-cit は （有瞋 心） 6 119， 120 

瞋-害 蓋 vyapada-nivarana  (瞋蓋 , 8  313; 
11 上 265  :  42 18，  27,  28;  65  (II)  63 

瞋恚觀 vySp5da-vi は kka  (恚尋 ，瞋恚 の 念， 恚 
覺:' 37  415 

噴恚結 vyapada-samyojana  42  39, 147， 
213;  43 138,  403 

瞋恚者 r  vyapanna-citta  (瞋恚 心） 7  369*; 
11 下 286*  f  sadosa 有瞋） 9 104, 105 

a) 瞋恚心 I 瞋恚心 者 bySpanna-cit は （瞋; 1 
者， 嫉妬 者) CD  9  26,  65,  69,  72  ； 11 上 115*  ； 
22 上 332，  334，  335，  338,  347;  47  416，  417 
② 9  487*; 10  4:，  43，  44; 13  246 

瞋 恚身繁 vyapada-ka3-agantha  (瞋 身繫， 恚 
身繁 42 145,  371 ； 43 117;  64  84,  447,  450; 
65  (II)  63 

瞋惠隨 眠 paUghSnusaya  (瞋隨 眠， 惠隨 眠） 
11 下 412*; 15  319，  323,  324,  328;  42  39, 
147,  213;  43 138，  403;  57 127;  65  (II)  63 
〔生起;： 11 下 412 

1« 恚相應 心 patigha-sampayutta-citta  65 
(II)  2， 13, 17，  21 ； 46  234,  428〕 

嫫惠 調伏 dosa-vinaya 16 下 78，  80，  94,  96; 
22 下 168， 169 

隨惠 の壞滅 dosakkhaya 16 上 77* 

頃 恚の過 患 dose  adinavo  63 134 

〔瞧の 害〕 20  346 

稱恚の 烟絕ぇ vidhQma 無煙， 無煙 者 I 12  242 
①瞋恚 の 念 ②嘆恚 の 心 vyapada-vi は kka 

(恚 尋， B 負 恚觀, 瞬覺） ぼ 36  37 ま 7 183, 184 
(DBil 恚稍行 ②稱恚 の 非道 dosagati  (瞋 趣， 

缺 道, 胰不 行處） ① 18  32,  33  S  8  239,  240 
W 意 mano-padosa 10 146， 147 ま padosa 

(嘆， 噴恚， 稱怒） 59 上 277 
1^ 因 dosa-hetu  (  =  |« 根； 58  298.  300 


瞋火 dosaggi  3  62;  8  296;  20  285 

瞋害 SghS は （瞋 怒， 嫌 恨， 障 r も 害心） 42  325, 

360;  43 17;  44  82,  482 
瞋害心 あ り bySbSdhSya  ceteti  9 148 
BMM   vyapada-nivarana  (8 眞恙 蓋:' 45  299°  ； 

53  338* 

瞋覺 vySpSda-vkakka  '恚 尋， 恚覺， 瞋 恚觀， 
瞋恚の 念， 瞋念 ，噴の 考想 12  351; 13  223, 
224 

瞋行 dosa-cariya  62  204 

瞋 行者 dosa-cari は 43 163,  316;  44  294;  62 

162，  204*,  209*,  215，  228  ；  63  53;  64  367  ； 

65  (II)  78,  79 
瞋俱行 dosa-sahagata  57  271 
瞋結 patigha-sannojana へ 害 結） 8  332  ；  20 

240，  241; 40 115,  116,  118*,  319,  440;  41 

5，  7，  66,  67,  71 
瞋恨 patigha  (瞋， 瞋惠， き， 恚逆， 感動、 63 

140,  143，  147，  153,  177,  180，  181， 184 
瞋根 dosa-mQla  (=瞋 因） 64  35，  36;  65  (II) 

2， 13 

瞋 根:: 者： kodhana  (有 忿， 忿者 ） 22 下 38 
瞋 思惟 vyapada-samkappa し 害 思， 恚念） 

11 下 75  ；  22 上 249 
瞋 〔者〕 kodhana  (忿 ある， 忿者， 有忿 者、 8  57 
瞋趣 dosSgati  '瞋 恚不應 行， 瞋恚の 非道， 瞋道, 

瞋不 行處、 22 上 28 
瞋障 dosa-kmcana  〔三 障の 一〕 8  296 
〔瞋情 を 忍ぶべし〕 31 328 
瞋心 T  dosa-citta  22 上 316  ®  dosantara  4 

371* ③ vySpajjha 害心） 6  351，  352,  357, 

358 

IR^iX 者〕 duUha-ciUa  (惡心 者、 4 138, 139 
瞋心を 以て 如来の Ik を 出す は thaga は ssa 

padutthena  cittena  lohitam  uppadeti (惡 

心 を 以て 如来の lii を 出す， 惡心: こ して 如来の 

血 を 出で しむ） 18  410 
B 眞身盤 byapada  kaya-gantha  ： 瞋恚身 BK, 恚 

身 第） 16 上 241; 45  294,  295。，  369  ；  47 107° 
瞋隨眠 patighanusaya  (瞋 恚隨 眠， 恚隨 眠） 

〔七隨 眠の—， 8  332;  9  76*.  195*; 10  28, 
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29;  20  242;  40 115,  116,  118*,  319,  440; 

41 5，  7,  66，  67，  71 ； 48 下 1* 
瞋箭 dosa-salla  43  246°,  248 
瞋相 patigha-nimitta  (惠 相， 違 相） 16 上 248, 

302 

瞋觸 patigha-samphassa  (瞋 恙觸） 46  9 
瞋 調伏の 行跡 dosavinayaya  patipanno 

11 下 424，  425 
瞋怒 ① §ghSta  (瞋 害， 嫌 恨， 障礙， 害心） 5 

361; 63 143*  (2)  duttha  (瞋， 惡， 惡心） 24 

304  ；  42  91 ③ padosa  (瞋， 瞋恚， 瞋意） 24 121 
瞋怒事 SghSta-vatthu  (嫌 恨事， 害心 事） 5 

361 

瞋怒 折伏 經 Aghatapativinaj^a-sutta  (嫌 恨 

調伏 經） 63 145 
瞋怒 八び 4 經 Dutthatthaka-sutta  24  304°, 

306 

瞋怒 八偈經 の義釋 Dutthatthakasutta- 

niddesa  42  91°, 122 
瞋道 dosagati  (瞋 趣, 瞋 恚不應 行, 瞋恚の 非道， 

瞋不 行處） 8 170 
①瞋念 ②瞋 の考想 byapada-vi1:akka  (恚 尋, 

瞋 恚觀， 恚覺, 瞋覺, 瞋恚の 念） D9 15 ② 9 

206*,  384，  388 
瞋不 行處行 dosSgatim  gacchati  〔四 不行處 

行の 一〕 8  307 
瞋 不き拫 dosa-akusalamula  〔三 不善 拫の 一」 

8  294; 17  328° 
M よ りの 出 離 vyapadassa  nissaranaih  8 

319 

親愛 ① santhava  (親 暱， 親交） 24  61 ； 26 15 
② sneha=sineha  (情愛， 愛執） 24 14  ；  44  395 

親愛の 眼 piya-cakkhu  (愛 眼， 愛の 眼， 慈愛の 
眼） 17  399，  400 

① 親 依止緣 ② 親依緣 upanissaya-paccaya 
(近 依緣） 〔二十 四緣 の一〕 ① 50 1， 8°， 18*, 
162,  344°,  377°  ；  51 2*，  25，  50,  91, 142，  296; 
52  7*,  46*,  98*,  136* 其 他； 53  3*, 15,  52*， 
74 其 他； 54 12，  34,  57，  76 其 他； 55  3*  ； 
56  511 ② 64 180，  185°,  193,  194，  211,  217， 
226;  65  (II)  71 


親 依 止 緣廣設 upanissayapaccaya-niddesa 
50  377 

親緣尋 fiati-vi は kka  (親里 尋） 47  62,  76° 
親敎師 upajjhSya  (和 f ム】， 和 上， 戒師） 18 136; 

19  94，  95  ；  60  28,  29,  38，  98 
親交の 問 Santhava-panha  59 下 26 
親交 本 生物 語 Santhava-jataka  (—六 二）  30 

67° 

親交 品 Santhava-vagga  30  63° 

親 厚 santhuta  2  244* 

① 親 厚意 ② 親 厚 想 ③ 親 厚 者 viss お a  (信頼)' 

① 3  536* ② 1 333  ；  2  396  §' 1 88* 
親 厚 想す vissSseti 1 97 
親近 ① gocara  (行 處， 行 境， 親近 處， 境界） 18 

25,  41， 71 ； 20  399 ② SevanS  〔經〕 22 上 2：? 
親近 惡友 papamitta  pasevita  59 下 127 
親近 沙門 samanopasana  (= 心 離） 24  269 
親近 處 gocara  (行 處, 親近, 範圍， 行 境， 行界， 

所行） 23 141,  142, 144  ；  25  224 
親近 章 Samsattha-vara  5 181 
親近す bhajati  22 下 188，  238 
親近すべからざる asevi は bba  (親しむ 可から 

ざる） 22 上 22*，  341* 
〔親近すべからざる もの〕 37  224 
親近すべき sevitabba  (親しむべき） 22 上 

22*,  341* 

親近 比丘尼 sariisattha  bhikkhuni 5 123 
親 腰 santhava  (親交， 親愛） 24 14，  76;  42 
301 

親 手 施 sahattha-dana  7  406,  407,  408 

親戚 ① fiati  (親族, 親里， 親屬， 因緣 ある 者） 8. 

209,  210;  24  205  〔障 礙〕 62 190 ② fiati- 
kula  2  367 ③ fiStaka  (親族） 2  559 
親戚の 不幸 fiSti-byasana  (親屬 損失， 親 B 損 
滅， 親族の 喪失, 親戚 を 失 ふ， 親 埃の 厄難， 血緣 
の 不幸） 2  449 

親戚の 護る 女 fiati-rakkhi ほ （親族に 護ら れ 
たる 女， 宗親護 女） 11 下 34，  45 

① 親戚 論 ② 親戚の 話 fiSti-kathS  (親族 論， 
親 論， 近親 論） 〔無用 論の 一〕 ① 10  358; 11 下 
132  ；  43 175，  184，  348  ；  44  433 ② 6  9, 100 
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シン 一親， 薪， 襯， 人， 迅， 甚 


親戚 を 失 ふ 苦 natibyasana-dukkha  42  24, 

67  ；  43  237,  336  ；  44  24，  95,  372 
親族 iia は ka  (親戚） 3  217,  265,  268,  288 ② 

nati 〜 次 項 
'① 親族 ② 親. 藝 nati  (親戚， 親里， 因緣 ある 者) 

① 7  370*  ； 10  3,  6  ； 15  380"^  ；  29  207  %  40 

71* 

親族 群 fiati-saihgha  36 121* 

親族 •  iil 緣 fiati-salohita 11 上 246* 

親 埃 褻 亡 fiati-parijufifia 11 上 86，  88。 

〔親 挨: こ 封す る 善事〕 32  351 

親族: こ 護ら れ 〔たる 女〕 fiati-rakkhi ほ （親 威 

の 護る 女, 宗親護 女） 10  3,  5 
親族の 圓足 nati-sampada  (親 R 戎就） 19  205 
① 親族の 喪失！) 親族の 厄難 fiati-vyasana 

(親戚の 不幸, 親戚 を 失 ふ, 親疆 損失, 親族 損 

滅， 血緣の 不幸） X： 19  205 ② 18  330 
〔親 埃の 葉 蓬 は 涼し〕 34 18 
〔親族への 禮義〕 65  (III)  5，  9，  26,  88 
親族 論 fiati-katha  (親戚 論， 親戚の 話， 親 論， 

近親 論） 〔無用 論の一〕 2  260;  3  333; 11 上 

1， 28,  36; 16 下 337;  22 下 22 
親 翳〜 親疾 

親 隨'」 戈 就 fiati-sampada  (親 疾の圓 足） 〔五ケ 戈 

就の 一〕 8  314 
■(D 親屬 損失 ② 親 屬損滅 fiati-vyasana  (親戚 

の 不幸, 親 埃の 喪失， 親疾の 厄難, 血緣の 不幸） 

〔五 担 失の一〕 0)8  313 ② 40  62,  63 
親 麗の得 fiati-vuddhi 17  21 
親 場 を 失 ふ 事 fiati-parihSni 17  20 
親友 ① sandiUha  (知人， 同 見:） 2  289  ® 

sambhatta  (相 親， 同潦） 2  245  (； D  sahaya 

(朋友， 伴; I 僚友〜 俗 友） 29  207 
親里 fiStika  (親戚） 1 347* 
親里 尋 nati-vitakka  (親 緣尋） 17  418;  43 

201，  392;  44 199,  265,  351 
親類 bandhu  〔四 fs〕  42 15  ；  44  462。 
親 論 fiSti-kath5  [ 親 威 論， 親戚の〕 舌， 親疾 論， 

近親 論） 〔無用 論の 一:] 6  255 
薪 kauha  (薪 木， 木， 木片-) 3  56;  7  390，  391 ； 

11 下 106,  107,  174,  178; 13 125;  24 167, 


205,  206 

薪 火 kat ゆ aggi  9  450; 11 上 240;  20  285 

〔薪 火の 譬 niO 11 上 172 

薪 素 upadSna  (燃 素, 燃料） 16 上 13：^ 

薪 草 Tiijakattham  ：經〕 13  261 

〔薪 草の 臂 n|〕 13  261 

薪堆 kaUha-pufija  (薪の 堆積:' 20 169, 170 
薪 木 kaUha  ： 薪， 木， 木片 ソ 38  312,  313,  318， 
319 

褐衣 kaficuka  (ジャ ケッ） 3  533  ；  4  398 
人， 人界， 人 四洲， 人師， 人壽， 人身， 人 想， 人體， 人 

天， 人 男， 人 女 等〜 ニン 
〔人爲 の 地〕 62  247 

人祠 purisa-medha  (人の 供穩， き: 人 獻人 祭） 
21 3 

〔人事 を盡 す〕 37  433,  447 
〔人種 名〕 27  91, 92 
人道 vithi  (路） 6 124 

人肉 manussa-mamsa  2 142;  3  384  ；  37  257, 
261,  267,  268,  275,  279,  280,  284，  286，  324* 

〔人肉 を 食 ふ 王 を 調伏 設得 せし 友 王〕 37  266 

〔人肉 を 貪る 王〕 37  257 

① 人髮褐 ま 人髮欽 婆羅衣 ③ 人 髮編衣 ④ 人 
髮を 編める 农 kesa-kambala  (髮 髮欽婆 
羅衣， 髮 毛の 布） ① 17  395,  489; 18  361; 47 
443 ② 3  531 ⑧ 6  238  ,4)  9 128  ； 10  35,  92 

〔人命の 無常 短 促なる こと〕 20  395;  24  219, 
220,  313 

迅 Sigha  〔經〕 16 下 327 

迅慧 sigha-pafifia  (^速 慧） 16 下 32 了；  41 131, 
141° 

迅慧 〔者〕 java-pafifia  (〜速 慧者， 捷慧 〔者〕, 聰 
き 智慧 〔者〕， 敏捷な 智慧 〔者〕） 12 108 

迅速 經 Tuvataka-suUa  24  351°,  356;  5 &下 
235;  65  vD  37 

迅速 經の義 Tuvatakasutta-niddesa  43 
134°,  225 

甚奇 なり acchariyam  (希有な り， 偉なる 哉， 

妙な る 哉， 奇な る 哉， 最 勝な り ， 殊勝なる 哉， 感 
歎: 乙堪 へた り） 8 143 
甚深 gambhira  (深， 深し ） 3  8 ； 16 下 319 ； 17 
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甚， 尋， 腎, 塵 一 ジ ン 


112,  113; 19 148  (深 音） 〔八 音の一〕 7  219; 
11 上 185 

甚 深の 談 gambhira-katha  20  274 

神 足， 神 通， 祌變， 神 力〜 シ ン 

尋 ① vitakka  (覺， 念， 考想， 尋求， 尋思， 覺知） 
7  318  ； 10 16  ； 11 下 2, 133  ；  20  275,  276  ； 
23  202,  279,  280;  40  28，  59;  41 38;  43 
392°  ；  44 199°,  265%  350°  ；  45 17°,  29,  87, 
107,  129， 135  ；  46  367°,  368  ；  59 上 127°  ； 
62  283°;  64  53;  65  (II) 10， 11 〔定義〕 45 
17°, 19，  29,  87,  90。，  107°  ；  46 138*,  337* 
367°  ；  62  283°  〔二種〕 23  279,  280  〔三種〕 
11 下 133  〔九 種〕 43  392°  ；  44 199°，  265°， 
350° ② Vitakka  〔經〕 16 下 334 

尋 演出 聲き命 Vitakka-vippharasadda-katha 
58 13" 

尋行 vitakka-cariya  62  204 

尋 行者 vi は kka-cari は 43 163,  316  ；  44  294  ； 

62  204,  209,  217,  228  ；  63  53  ；  65  (11)  78,  79 
尋求 I：  pariyesana  (遍 求， 求， 遍尋） 14  45  ； 

22 上 76 ② vitakka  (尋， 覺， 念） 11 下 75 
尋求空 esana-sunna  41 120 
尋求修 習 esana-bhavana  40  47° 
尋三法 Vhakkattika  50  436；  51 206°,  440; 

56 182 

尋三法 因 二'; 去 vitakkattika-hetuduka  55  306 
尋三法 有 諍 二 法 vitakkattika-saranaduka 
55  431 

尋三法 善 三、; 去 vitakkattika-kusalattika  56 
24 

尋， 伺 vitakka,  vicara  (覺， 觀） 10  26  ； 15 
446; 17  66;  22 上 92;  22 下 30;  41 180, 
181 ； 48 上 399*  ；  57  264* ；  58 131, 349 

尋 '伺 ある もの savkakka-savkara  (ぉ尋 有 
伺） 7  319，  320 

尋伺 なきもの avitakka-avicara  (無尋 無 伺） 
7  319,  320 

尋 伺の 聲 vitakka-vipphara-sadda  (尋 演出 

聲, 尋思 過 満聲） 17  274 
尋 伺の 滅盡 vitakka-vicaranarii  nirodho 15 

454 


灣き思 takka  (思 擇， 理論， 推論） 17  304，  307,. 

310,  313,  316，  319  ； 18  334,  336,  338  % 

vitakka  (尋， 尋求， 覺， 念， 考想） 16 上 159， 

161 ； 18  24; 19 120,  121,  122;  22 上 4， 12;. 

23  279,  280,  333,  334，  335,  367 
尋 息の 境 は kkSvacara 18  331, 332 
尋 思の 路 vi1:akka-patha 18  66，  67 
尋 思遍満 vitakka-vipphara  (尋 演出， 尋の擴 

大' I  40  4, 188 
尋寂靜 vitakka- vupasama  40 178 
尋隨伴 論 VitakkSnupatita-kathS  58 130。 
尋 と 俱行 十る 想， 作意 vitakkasahaga は 

sanna-manasikara  22 上 102, 145 
〔尋と 伺との 區別〕 62  284° 
〔尋と 伺の 譬 Bii〕  59 上 128;  62  284 
尋 の擴大 vi ね kka-vipphara  (尋思 遍満） 8  VIT 
尋の特 相の 問 Vitakkalakkhana-panha  59 上 

127 

尋覓 'T  esana  (求, 尋求） 〔王 種〕 16 上 232* 
348; 16 下 85， 153，  178;  22 上 246，  247,  249 
② Esana  〔經〕 16 上 232 
覓品 ① Esana- vagga 16 上 232，  239,  354, 
432  ； 16 下 85， 152， 177  〔^^-離 viveka〕 16 上 
348; 16 下 75，  91 〔欲 貪 調伏 rSga-vinaya〕 
16 上 353; 16 下 79，  96  f  ：：  Esana-pali 16 上 
346，  351 

尋問す paripucchati  (遍 問す） 2  225 
①腎② 腎臓 vakka ① 40 11, 225 ② 24  72  ； 

46  273  〔三十 二 身分の 一〕 7  339;  23  2;  40 

11, 225;  63  52。，  62,  261 
腎 瞬の 五 種 vakka-paiicaka  63  29 
塵埃 聚 rajagga 19 122*  ；  47  458* 
麈埃溜 saiikatira 13  399 
〔塵埃 を 雨が 鎭 むる 譬喩〕 25  240 
麈衣 pamsukQla  (糞 掃 衣， 弊衣） 25  262,  268 
塵芥 r'kasambu  24 105  m  renu  (花粉） 63 

325 

塵芥 淨除 pukkusa  (補 羯娑， 弗 拘沙， 屠 家， 屠 
殺 者， 屠殺 業， 除 糞 者， 掃除 夫, 下水 掃除人） 17 
175  ； 18 149  ；  47  436 

磨芥: こ 等しき 者 kasambu-jata  20  385* 
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ジン 一 塵， 盡， 燼 


塵 垢 ① upakkilesa     穢， 鏔, 隨 煩惱， 隨染， 汚 
濁， 醫） 17  416,  417  t  rajakkha  3  9， 11, 12 
D  rajo-jalla  (塵 垢 者， 塵 泥， 塵 土 者； 9 129 
塵 垢 身 rajo-jalla  mm, 塵 泥， 塵 土 者） 23  38 
麈垢 洗條者 paihsu-dhovaka 17  416,  417 
塵 垢の 除去 rajo-hara  28  240* 
塵 屑 火 sankaraggi 9  450 
塵 泥 rajo-jalla  ： 壟 垢， 塵 垢 者， 塵 土 者 25 173 
塵 泥 を 塗る 者 rajo-jaliika  9  488,  489 
麈土者 rajo-jalla  (塵 培， 塵 垢 者 ，塵 泥' 36  209 
塵 土の 舍宅 pamsvagaraka 14  299,  300 
〔塵 土の 舍宅 遊びの 譬 14  299 
麈道 raja-patha  6  355 
盡 ① khaya 盡滅, 滅盡） 20  408,  409  ；  21 329 
② Khaya  ：經： 14  315,  318  ； 16 上 277  ；  21 
320 

盡觀 khayanupassana  (盡滅 隨觀， 滅觀， 滅隨 
觀） 40  33，  41, 53，  75，  77， 136,  275,  335, 


337  ；  62  91 

盡 形壽藥 ySva-jivika  ^bhesajja:  2 132，  135, 

136,  138,  287，  294,  297,  502  ；  3  439 
盡事 nijjara-vatthu  (滅 事） 〔十 種： 8  380 
盡智 khaye  nanaih  40  35， 123,  295,  442, 
450;  41 45，  91， 166;  45 14,  344:  ；  58  227, 
229 

盡智と 無生智 khaye  nanarii  anuppade 

nanaih  8  293，  360 
盡法 ；!；  khaya-dhamma 盡 滅法， 滅法, 滅盡 

の 法） 13  87，  88; 14  38,  39,  311， 315  D 

Khaya  〔經〕 14  310 
盡 滅隨觀 khaySnupassana  (滅觀 ，滅 隨觀， 盡 

觀） 64  355，  465,  466° 
盡 滅法 khaya-dhamma  '；盡 法， 滅盡の 法， 滅 

法） 64 155，  156,  321，  325,  370 
盡滅離 貪 khaya-virSga  63 119 
燼炎 kukkula  (if>^, 熱 灰） 12  365 
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